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ま え が き

この研究は平成21年 度科学研究費補助金基盤研究 Ｂ 「キー ・コンピテ ンシーに基づ く学

習指導法のモデル開発 に関す る研究－ 思考力 ・判断力 ・表現力の育成 と 「言語活動の充実」

を図 る学習指導－」 （課題番号 ：19330208、 研究代表 ：下田好行、国立教育政策研究所）の

研究成果最終報告書である。 この報告書は平成19年 度か ら21年 度までの ３カ年 にわたる

研究の最終報告である。

デイ リー ・ミー現象 とい う言葉 がある。 これはインターネ ッ ト上で 自分に感心ある情

報ばか りを集 めることを言 う。イ ンター ネ ッ トは、不特定多数の人が同時にコ ミュニケー

トできるので、同じ考 えを持つ人が短時間で大量 に結びつけ られ る。同種の人 ばか り集ま

ると異質な人を排除す る傾向でて くる。 これが 「集団分極化」である。イ ンターネ ッ ト上

でこ うした分極化が起 こることを 「サイバーカスケー ド現象」 と呼ばれてい る。シカゴ大

学のキャス ・サンステ ィーン教授は、「インターネ ッ トは共有体験 を減少 させ、社会の分極

化を生み、民主主義発展の阻害要因にな りうる」 として危惧 している。今巷であふれてい

る知識 ・情報 も使 い方 を誤れ ば人 と人 との正常なつなが りも切れ て しま う危険性 をは らん

でいる。

現在 は知識基盤社会 である。知識 ・情報が経済 ・社会を駆動 してい く。知識基盤社会では

知識 ・情報の量が膨大 とな り、しかも 日々更新 されてい く。かつて好ま しい とされていた知

識 ・情報がす ぐに古 くなった り使 えな くなった りす る。人 々はおびただ しい知識 ・情報の

なかで何 を選択 した らよいか迷っている。知識 ・情報 をいかに使い こな して意志決定を行

うかが、今 を生きる人々には問われている。

今を生 き抜 くには どのよ うな能力が求められ るのか、 このよ うな問いに答 えよ うとす る

のがキー ・コンピテ ンシー （鍵 となる能力）である。キー ・コンピテ ンシーは、経済協力開

発機構 （ＯＥＣＤ）が提唱 した能力観 で、個人の人生の成功 と社会の持続的発展 をね らい とし

てい る。その定義 は次の通 りである。

①　相互作用的に道具を用いる


Ａ　言語 ・記号 ・文書を相互作用的に用いる


Ｂ　知識や情報を相互作用的に用いる


Ｃ　技術を相互作用的に用いる


②　異質な集団で交流する

③　 自律的に活動する

この能力観 は知識 ・技能の習得だけが 目的 となっていない。知識 ・技能はあくまでも道

具 として使用 されることが目的 となっている。 「相互作用的に道具 を用い る」 とは、コミ

ュニケーシ ョンのなかで、知識 ・技能 を使用 してい くとい うことである。 この ことが知識

基盤社会 における能力であ り、知識 ・技能を実生活 に活用す る力である。 中央教育審議会

答 申 （「幼稚園、小学校 、中学校 、高等学校及び特別支援学校 の学習指導要領等の改善につ

いて」平成20年 １月）では、知識基盤社会 における能力を 「課題解決のための思考力 ・判

断力 ・表現力」と捉え、「生 きる力」の論拠 としてい る。このことを 「言語活動の充実」を

教科横断的に図 ることによって進めてい くとしている。 そこでこの研究では、思考力 ・判

断力 ・表現力の育成 と 「言語活動の充実」 を図る学習指導法の枠組みを開発す る。また、

実際に教材開発 と授業実践をモデル的に行 う。 このことを通 して学校現場の参考に資す る

情報を手依拠できれば と考えた。

（国立教育政策研究所　 下田　好行）



概 要

現在 は知識 ・情報が社会 ・経済を駆動す る知識基盤社会である。知識基盤社会で必要な

能力 として、ＯＥＣＤ はキー ・コンピテンシー （鍵 となる能力）を提案 している。 この能力

観 は知識 を習得するこ とが 目的 となっていない。知識はあくまで も道具であ り、それ を使

って表現 ・コミュニケー シ ョンす ることが能力であるとしてい る。ＰＩＳＡ 調査 はこの能力

観 をもとに知識 ・技能 を実生活に活用す る力 を測定 してい る。「活用」とは、児童生徒の状

況文脈 に即 した課題 を解決す ることであ り、根拠をもとに自分 の意見を表現 しコミュニケ
ー シ ョンす ることである

。 中央教育審議会答申では、 このことを 「課題解決のための思考

力 ・判断力 ・表現力の育成」としてい る。そ して、「言語活動の充実」を教科横断的に図 る

学習を進 めるとしている。 このよ うな考え方にそって、キー ・コンピテンシーを育成する

学習指導法の枠組みを開発 した。学習の枠組みは 「関連す る能力観」「活用 としての調べ学

習」「課題解決 のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び」 とした。「活用 としての調べ学習」

では、知識 ・情報活用能力 を育成す るスキル を学習す る。「課題解決のための活動的 ・協同

的 ・表現的な学び」では、知識 ・情報を道具 として使用 し表現 ・コミュニケーシ ョンす る

活動 を行 う。

「活用」は、児童生徒の状況文脈に即 した課題 を解決することである。 このことか ら児

童生徒がやがて社会で遭遇す るであろ う課題 を調べ学習のテーマ とした。 この課題 を解決

す ることは、 日常現実社会 をよ りよく生 きるこ とであ り、主体的に社会 に参画す る市民を

育成す ることでもある。 こうした能力はキー ・コンピテ ンシーの能力観 とも重 なる。 この

研 究では市民性 を育成す る知識 ・情報を図書 ・資料 、新聞、インターネ ッ トを使用 しなが

ら調べ る学習を行 った。 このことによって知識 ・情報活用能力の育成 を 目指 した。

調べ るメデ ィアを図書 ・資料 を中心 とした場合は、学校図書館活用教育 となった。また、

新聞を中心 とした場合 は、ＮＩＥ （新 聞活用教育） となった。 どちらも 「活用 としての調べ

学習」「課題解決 のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び」の教材開発、授業実践 を行 った。

教材開発、授業実践 は小学校 と中学校 で行った。総合的な学習の時間を中心 としなが ら、

他領域 ・他教科 と関連 させなが ら授業時間数を生み出 した。ＮＩＥは、新聞が 「一覧性」 と

い う特質 をもつ ことか ら着 目した。 この一覧性がホ リステ ィックな見方 ・考 え方を児童生

徒 に誘 うのではないか と考 えた。

「活用 としての調べ学習」では、調べ るテーマの絞 り込みのスキル を学習 した。児童生

徒 はクラスの共通テーマか らグループのテーマへ と絞 り込む活動 を行 った。 このテーマの

絞 り込みが調べ学習の成否 を分 ける鍵 となる。ＮＩＥでは、絞 り込まれたテーマにそって新

聞の記事 をスクラップす る活動 も行 った。 また この学習 になかで、証拠 （データ）か ら意

見を言 う論理性のスキル も学習 した。 この論理性 のあ る表現 ・コ ミュニケーシ ョンが 「活

用力」 となるか らである。

「課題解決 のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び」では、グループに分かれて調べ学

習 の成果 を表現する学習 を行った。表現のかたちはプ レゼ ンテー ション、新聞作 り、ポス

ターセ ッシ ョン、 クイズ、 レポー トな どがあげ られ る。表現物 を作成す る過程 で、児童生

徒はグループのなかで相互にコミュニケーシ ョンを行い、知識 ・情報 を道具 として使用 し

表現 ・コミュニケーシ ョンす ることを体験 した。また、テーマにそった表現物 を作成す る

とい うプロジェク トを計画 ・実行す るとい う体験 も得た。 こ うした学習のなかで児童生徒

は、キー ・コン ピテンシーである 「相互作用的の道具 を用いる」 「異質 な集 団で交流する」

「自律的の活動す る」能力 を育成 した。

これ らの学習指導法の開発 と教材開発 、授業実践 は平成21年 度 に行 った。授業実践で



はアンケー ト調査を行い、授業の有効性 の検討 を行 った。ここか らキー・コンピテンシー を

育成す る学習指導の枠組み の有効性を確認す ることができた。

平成20年 度 は 「言語活動の充実」を図 る学習指導の枠組 みの開発 と教材開発、授業実

践 を行 った。 このことを算数 ・数学 と理科で行 った。

算数 ・数学にお ける学習指導の枠組み は 「関連す る能力観」「読解力を中心 とした学習」

「課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び」 とした。 この枠組みにはキー ・コン

ピテンシー とＰＩＳＡ調査の 「状況 ・文脈」 「関係す る能力」の考 え方 を取 り入れ た。ＰＩＳＡ

数学的 リテラシーの 「関係す る能力」は 「再現」「関連づ け」 「熟考」である。 「読解力の育

成 を中心 とした学習」では、「再現」 と 「関連づけ」を育成 した。 「課題解決 のための活動

的 ・協同的 ・表現的な学び」では、「熟考」を育成 した。 この枠組みにそって、小学校 と中

学校で教材開発、授業実践を行 った。

理科 における学習指導の枠組みは 「関連す る能力観」「知識 ・情報 を活用す る学習 として

の調べ学習」「課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び」 とした。ＰＩＳＡ調査の科

学的 リテラシーは、キー ・コンピテ ンシーの 「相互作用的に道具を用いる」の 「知識や情

報 を相互作用的に用い る」である。 ここでは知識 ・情報 を熟考 ・評価 し、表現 ・コミュニ

ケーシ ョンす る学習 を行 った。ＰＩＳＡ調査の科学的 リテ ラシーである 「科学的な疑問認識 、

現象 を科学的に説明す ること、根拠 （データ）か ら推論す ること」 も学習 のなかに取 り込

んだ。こ うして理科 における 「言語活動の充実」をすすめる学習指導の枠組み を開発 した。

平成19年 度は ＰＩＳＡ型読解力の熟考 ・評価の能力 を育成する国語 の学習指導法の開発

を行 った。また、算数 ・数学における状況文脈 に即 した教材、授業の開発 も行 った。 どち ら

も教材開発、授業業実践 を小学校 と中学校で行 った。

ＰＩＳＡ型読解力では、「熟考 ・評価」の能力の育成が重要 となる。 日本の生徒の得点が低

いのはこの項 目である。熟考 ・評価 は読解で得た情報 を自分 自身でメタ思考 し、それ を表

現す る能力である。メタ思考 を行 うには、はテキス トと距離 をおき、それを鳥瞰的に眺め

ることが必要である。そのために複数のテ キス トを読み、比較す ることが重要 となる。 こ

の比較 とい う作業 を通 して、児童生徒の内面では自己の価値観 との照合 を行 うことができ

る。 この照合 を経 て意志決定 し、表現す ることが熟考 ・評価 の能力 となる。 したがって、

熟考 ・評価は単なる批判的な読み とは違 う。また、 この研究では、国語 における理解領域

と表現領域 と融合 した学習指導 も行 った。 日常現実社会では読む行為 と表現す る行為は表

裏一体に行われ るからである。この ような鳥 瞰的な読み による熟考・評価、理解領域 と表現

領域 を融合 した学習のあ り方は、ホ リステ ィックな視点にたつ ものであると言 える。

現在学校 では、教科書 を丁寧 になぞ る教師中心の一斉授業が行 われてい る。そ こでは指

導書通 りのパ ター ン化 した授業、分析的で緻密 な学習 内容の提示 による児童生徒の学習意

欲の低 下がお こっている。断片的な知識 の羅列では、児童生徒に今行っている学習 が自分

に とってどのよ うな意味があるのかを捉 え させ ることができない。 こ うした学ぶ ことの意

味は、鳥瞰的な視点で物事をみない とでてこない。部分 と全体をつなぎ鳥瞰な立場 に立つ

ことをホ リステ ィックと言 う。 キー ・コンピテンシーも知識基盤社会に必要な能力をホ リ

ステ ィックな視点から定義 したものである。キー ・コンピテンシー を育成する学習では、

「課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び」を設定 した。 ここには協 同学習 とい

うホ リステ ィック性、表現 ・コミュニケーシ ョン学習 とい うホ リステ ィック性、児童生徒

の活動 とい うホ リステ ィック性が保障 され ている。 この学習指導の枠組み 自体 がホ リステ

ィックなもの となっている。今時代 はホ リステ ィックな視点で知を再構成 し、新たな活力

を生みだそ うとしてい る。 このよ うな動きは寛容的で革新的なオランダの教育のかたちか

らも確認す ることができるものである。

（国立教育政策研究所　 下田　好行）



研究組織

研究代表者

下田　好行 （国立教育政策研 究所初等 中等教育研究部 ・総括研究官）

研究連携者

四方　 義啓 （名古屋大学 ・名誉教授）

岩田　修一 （東京大学大学院新領域創成科学研究科 ・教授）

山崎　 良雄 （千葉大学教育学部 ・教授）

吉田　俊久 （埼玉大学 ・名 誉教授 、蕨市教育委員）

榊原　 保志 （信州大学教育学部 ・教授）

研究協力者

長谷川榮 （筑波大学 ・名誉教授）

山口　満 （筑波大学 ・名誉教授）

吉田　武男 （筑波大学 ・教授）

黒澤　 浩 （聖学院大学 ・講師、全国学校図書館協議会 ・参事）

神谷　 為義 （貞静学園短期大学 ・教授）

百瀬　 光一 （貞静学園短期大学 ・准教授）

永房　 典之 （東京文化短期大学 ・准教授）

赤池　 幹 （日本新聞教育文化財団 ・ＮＩＥコーデ ィネー ター）

小松　 幸慶 （国立教育政策研究所 ・総括研究官）

青木　 照明 （元茅ヶ崎市教育委員会 ・教育委員）

岸　 正博 （藤岡市立東 中学校 ・校長）

中村　 幸一 （東松山市立松 山第一小学校 ・校長）

浅木　 麻人 （品川区立品川小学校 ・校長）

関口　修司 （北区立東十条小学校 ・校長）

岡島　 伸行 （羽生市立岩瀬小学校 ・教頭）

熊木　 徹 （魚沼市立東湯之谷小学校 ・教頭）

石井　 雅江 （鳩 ヶ谷市立中居小学校 ・教頭）

薦 田　敏 （町 田市立南大谷中学校 ・副校長）

依 田　哲夫 （高崎市教育委員会 ・指導主事）

梅 田比奈子 （横浜市教育委員会事務局学校教育部小中学校教育課 ・指導主事）

野 口　千津子 （埼玉県立総合教育セ ンター ・指導主事）

池田　孝 司 （さいたま県総合教育セ ンター ・指導主事）

藤 田　利江 （荒川区教育委員会指導室学校図書館支援室 ・主任学校図書館指導員）



羽賀　 絹恵 （世田谷区立上北沢小学校 ・主任教諭）

庭野　 優子 （江戸川区立篠崎第五小学校 ・主幹教諭）

長谷川純子 （館林市立第五小学校 ・教諭）

松波　 徳美 （富士見市立関沢小学校 ・教諭）

山口　貴久 （小鹿野町立両神小学校 ・教諭）

前 田　善仁 （座間市立入谷小学校 ・教諭）

安倍　 武雄 （茅ヶ崎市立東海岸小学校 ・教諭）

叶地　 千秋 （茅 ヶ崎市立小和 田小学校 ・教諭）

蜂須賀美菜 （品川区立品川小学校 ・教諭）

塚越奈津江 （荒川区立第一 日暮里小学校 ・教諭）

浅見　 幸世 （寄居町立桜沢小学校 ・教諭）

武藤　 和彦 （市川市立塩焼小学校 ・教務主任）

亀谷　 裕信 （水戸市立寿小学校 ・教諭）

松井　 敏 （中野区立桃花小学校 ・教諭）

板垣　 圭一 （かすみが うら市立下大津小学校 ・教諭）

中村　 都 （静岡市立中田小学校 ・教諭）

深沢　 恵子 （横浜市立本町小学校 ・教諭）

菊池　健一 （さいたま市立鈴谷小学校 ・教諭）

鈴木　 裕 二 （目黒区立油面小学校 ・教諭）

富 田　陽一 （寄居町立男衾小学校 ・教諭）

寳迫　 芳人 （所沢市立松井小学校 ・教諭）

森　 洋子 （熊谷市立熊谷東小学校 ・教諭）

志田　 隆之 （滑川町立宮前小学校 ・教諭）

近藤　 裕 （み ど り市立笠懸小学校 ・教諭）

小池　 信晃 （高崎市立馬庭小学校 ・教諭）

梯　 直人 （藤 岡市立神流小学校 ・教諭）

金谷佳奈子 （藤 岡市立東中学校 ・教諭）

佐藤　 康 （伊勢崎市立赤堀 中学校 ・教諭）

宮前　 嘉則 （桐生市立境野中学校 ・教諭）

河　 太久哉 （武蔵村山市立第五中学校 ・教諭）

小島　 英明 （上三川町立本郷 中学校 ・教諭）

松橋美智子 （太田市立生品中学校 ・教諭）

久保 田聡子 （川崎市立川崎中学校 ・教諭）

松井　 初美 （香取市立佐原第三中学校 ・教諭）

吉岡　 武志 （小川町立東 中学校 ・教諭）

我妻　 英司 （ＮＰＯ法人ア ウシュ ビッツ平和博物館）



中山美由紀 （東京学芸大学附属小金井小学校 ・司書）

佐藤　史緒

落合　一浩

満嶌　夏実

小林　結希

（東洋大学大学院社会学研究科 ・院生）

（筑波大学大学院人間総合科学研究科 ・院生）

（東京大学大学院新領域創成科学研究科 ・院生）

（Bakersfield College • Japanese Language Instructor ）

表紙デザイン

原田　かおり （女子美術大学デザイン学科 ・助手）

編集担当

下田　好行 （国立教育政策研究所初等中等教育研究部 ・総括研究官）

佐藤　史緒 （東洋大学大学院社会学研究科 ・院生）



目 次

第 １部　 キー ・コンピテ ンシー と知識 ・情報活用能力の育成

第 １章　 キー ・コンピテンシー を育成す る学習指導法の開発

第 １節　 知識基盤社会 における能力 とは何か
－ＯＥＣＤのキー ・コンピテ ンシーを手がか りとして－　 1

第 ２節　 ＯＥＣＤのキー ・コン ピテンシー と 「活用」の捉 え方
－思考力 ・判断力 ・表現力の育成 を手がか りとして－　 3

第 ３節　 キー ・コンピテンシー を育成す る学習指導法の開発
－ 「言語活動の充実」 と知識 ・情報活用能力の育成－　 7

第 ４節　 教材研究 と調べ学習　 

第 ５節　 キー ・コンピテ ンシーに関す る心理学の視点　 

15

19

第 ２章　 ホ リステ ィックな立場 に立った学習指導法の開発

第 １節　 キー ・コンピテ ンシーを育成す る学習 とホ リステ ィックな視点
－知識基盤社会を生 き抜 く能力 とホ リステ ィックモデル －　 23

第 ２節　 学問の原点－ ホ リステ ィックなアプ ローチ　 

第 ３節　 数学におけるホ リステ ィックな立場 とその重要性
－数学教育のカ リキュラムとの関連 を中心 として－　 

31

35

第 ３章　 状況文脈に入 った学習課題 と市民性学習

第 １節　 状況文脈 に入った学習課題 と市民性学習
－児童生徒がやがて社会で遭遇す る課題 に着 目して－　 41

第 ２節　 市民科にお ける表現力の育成について
－特別活動 と市民科 で求め られる表現力の比較 を通 して－　 49

第 ３節　 市民性教育 に関す る教科書の単元構成の比較
－イ ギ リスのシテ ィズンシ ップ教育 と日本の市民科 について－　 55

第 ４節　 学校における環境教育の推進及び充実
－将来、子 どもたちが自発的な環境保全活動 に取 り組めるために－　 

第 ５節　 アウシュヴィッツの教育的意義
－ レスキュアーズに着 目して－　 

61

65

第 ４章　 知識 ・情報活用能力の育成 と学校図書館活用教育

第 １節　 知識 ・情報活用能力を育成す る学校図書館教育
－学校 図書館 を機能 させ る経営的視点－　 69

第 ２節　 学校図書館 を基礎 にした生きる鍵 となる力の育成　 

第 ３節　 市民性学習 を推進す るための学校 図書館 とその活用　 

第 ４節　 学びの力を育む学校図書館
－学校図書館 とい う学びのコ ミュニテ ィ－　 

73

79

85

第 ５章　 小学校 における学校図書館活用教育の授業実践

第 １節　 情報 を判断 し、立場を意思決定する授業 の開発
－飲み物選択 の ときに私たちが知 ってお きたいこと－　 89 



第 ２節　 知識 ・情報を活か したコミュニケーシ ョン能力の育成
－夢 をかたちに、会社をつ くろ う－　 

第 ３節　 集めた情報 を分析 ・評価 し生活 の中で活かすモ ラル教育
－身 につ けよう

、すて きな 日本の文化 「江戸 しぐさ」－　 

第 ４節　 知識 ・情報 を活用 したコミュニケーシ ョン能力の育成
－小学生のためのライ フプ ランニ ング ・しあわせ に生きてい くために－　 

97

105

113

第 ５節　 知識 ・情報 を熟考 ・評価 し表現す る授業開発
－私たちがおすすめす る 「究極のエ コ」カーは ！？－　 121

第 ６節　 環境学習を通し市民性を育成する授業の開発
－新聞作 りを通 して地球温暖化を考える－　 129

第 ７節　 災害時の情報収集 と意思決定の能力 を育成す る調べ学習
－もしも一人でい る時に大地震にあった ら－　 137

第 ８節　 フィール ドワークを活用 し表現力 を高める調べ学習 の授業
－天災は忘れたことにやってくる、で も大丈夫 －　 

第 ９節　 コ ミュニケーシ ョンか ら自己肯定感 を育て る授業の開発
－夢 と希望の未来のために、いまわた しにできること－　 

145

153

第 ６章　 中学校における学校図書館活用教育における授業実践

第 １節　 調べ学習を通 して市民性 を育成す る学習
－社会保障制度を調べ よ う－　 161

第 ２節　 知識 ・情報を深め合い、地域社会 に役立てる授業の開発
－地域の公共図書館 と連携 して－　 169

第 ３節　 情報を正確 に読み取 り、根拠 をもって伝 える指導の工夫
－長生 きす るために、私たちが 「今」 できることは ？－　 177

第 ７章　 知識 ・情報活用能 力の育成 とＮ ＩＥ

第 １節　 新聞の一覧性の持つ教育可能性
－知識基盤社会 に必要な能力 を育成するホ リステ ィックな視点－　 185

第 ２節　 Ｎ ＩＥによる道徳教育の転換
－持続可能な社会 に参画できる人間の育成を求 めて－　 191

第 ３節　 教育課題 を乗 り越 え、今 日的教育を実現す るために
－学ぶ意欲 を挑発 し授業を活性化す るＮ ＩＥ－　 197

第 ４節　 市民性教育におけるＮ ＩＥの有効性
－キー ・コンピテ ンシーの育成を 目指 して－　 203

第 ５節　 Ｎ ＩＥの理論 とキー ・コンピテ ンシーの育成　 209

第 ８章　 小学校における知識 ・情報活用能 力の育成 とＮ ＩＥの授業実践

第 １節　 Ｎ ＩＥにおけるファ ミリーフォーカスの活用
－こち ら新型インフルエ ンザ研 究所 －　 215

第 ２節　 新聞記事か ら社会 の問題 にせ まる総合的な学習の実践
－社会の問題 をみつけよ う 社会 の問題解決 に取 り組む人 に学ぼ う－　 223

第 ３節　 学習意欲 を喚起 させ る新聞を活用 した調べ学習
－ 『ぼ くらの ２１世紀未来予想図を創 ろ う』 －　 231

第 ４節　 新聞 を活用 した情報収集力 ・表現力 の育成
－これ からのわた したちの 「食」を考えよ う－　 239 



第 ５節　 ファ ミリーフォーカスを活用 したＮ ＩＥ学習

－わた したちの健康～ ５０年後 を どう生 きる ？－　 247


第 ６節　 新聞を活用した総合単元的な道徳学習

－幸せとは何かを考えて－　 255


第 ７節　 新聞 コラージュを活用 した発信するための表現力の育成

－ふる さと活性化 プロジェク ト－　 263


第 ８節　 低学年にお けるＮ ＩＥへの可能性

－お家の人に公園の よさが伝わる 「き らきら新聞」 をつ くろ う－　 271


第 ９節　 Ｎ ＩＥを取 り入れたケー タイ リテラシーの指導

－ケータイ を安全に便利 に使 うコツはなにか ？－　 279


第 １０節　 新 聞活用 し社会で活躍する人に焦点を当てたキャリア教育

－今

、輝 いている人 を追跡 －　 287


第 ９章　 中学校における知識 ・情報活用能力の育成とＮ ＩＥの授業実践

第 １節　 Ｎ ＩＥを取 り入れ た職業選択意識 を育て る能力 の育成

－未来へ向けてのハ ロー ワー ク－　 293


第 ２節　 Ｎ ＩＥを利用 した思考力 ・判断力 ・表現力の育成

－内容の伝 わ りやすい新聞を作 るには－　 301


第 ３節　 Ｎ ＩＥを取 り入れたキァリア学習

－将来設計に活 きる実社会の知恵は ？－　 309


第 ４節　 Ｎ ＩＥを活用 した学習意欲 を喚起す る授業の開発

－食 と私たちの命 に見 られ る関係 とは ？－　 317


第 ５節　 Ｎ ＩＥを活用 した市民性 を育て る授業

－本 当の豊か さとは ？－　 325


第 ２部　 キー ・コンピテンシー と 「言語活動の充実」 を図る学習指導の あ り方


第 １章　 算数 ・数学理論における 「言語活動の充実」 を図る学習指導の あ り方


第 １節　 キー ・コンピテンシー に基づ く学習指導の枠組み

－算数 ・数学における 「言語活動の充実」 と思考力 ・判断力 ・表現力の育成 －… ・・333


第 ２節　 算数 ・数学における読解 と表現　 341


第 ２章　 小学校算数における 「言語活動の充実」 を図った授業実践


第 １節　 思考力 ・判断力 ・表現力 を育成す る割合 の指導

－ 「崖の上のポニ ョ」の映画 を利用 した割合 の指導 －　 345


第 ２節　 読解力 と表現力を高めるために絵図を取 り入れ るわ り算の指導

－どうや って絵図にかこ う？　何 を説明すれば分か りやすい ？ （小 ４）－　 353


第 ３節　 「比」や 「単位量 あた りの大 きさ」を利用 した思考力 ・判断力 ・表現力 を育成


す る授業

－グループごとに焼きそば作 りをす る算数的活動 を中心 として－　 361


第 ４節　 資料を活用 して、思考力 ・判断力 ・表現力を育成す る授業

－どの選手を選びますか ？－　 369


第 ５節　 表 を活用 して思考力 ・判断力 ・表現力 を育てる指導

－ 「子 どもたちを救え ！」募金の有効活用 について考える－　 377


第 ６節　 さらに実感をともなって理解するための表現力を育てる授業
－速さの目安づくり－　 385 



第 ７節　 学習 した ことを活用 し、思考力を高めるか け算の指導

－観覧車に乗ろ う ！ （小 ３） －　 393


第 ３章　 中学校数学における 「言語活動の充実」 を図った授業実践

第 １節　 相似 の考えを活用 した思考力 ・判断力 ・表現力の授業

－直接測れ ない高 さや距離 をお互い工夫 して求め よう ！－　 401


第 ２節　 活用力 と表現力を高めるために実生活 との関連 を取 り入れ た比例の指導

－ リサイクルについて考えよ う 「アル ミ缶で数学 しよ う」 （中 １） －　 409


第 ３節　 一次方程式を活用 し、思考力 ・判断力 ・表現力 を育成す る授業

－どの買い方が一番

、お得かな ？－　 417


第 ４節　 「連立方程式」や 「一次関数」を利用 した読解力 と表現力を育成す る授業

－大統領 の決断で発電所を作 ろ う－　 425


第 ４章　 理科における 「言語活動の充実」を図る学習指導のあ り方

第 １節　 理科 にお ける 「キー ・コンピテ ンシー」を育成す る学習指導法の開発

－ 「言語活動の充実」 と思考力 ・判断力 ・表現力の育成に焦点をあてて－　 433


第 ２節　 科学的思考力、表現力を高 めることと科学的理解　 447


第 ３節　 科学的な疑問の認識 と理科学習

－子 ども達の学習意欲 を引き起 こす－　 449


第 ４節　 理科教育 における思考力 ・判断力 ・表現力の育成　 451


第 ５節　 思考力 ・判断力 ・表現力を育む理科 の学習指導

－理科 における書 くことの新 しい位置付 け－　 455


第 ５章　 小学校理科 における 「言語活動の充実」を図 った授業実践


第 １節　 思考力 ・判断力 ・表現力 を育成す る５年 「人の誕生」の授業

－赤ちゃんの不思議を追究 し

、妊娠 中の先生に分か りやす く紹介 しよ う ！－… ・…461


第 ２節　 思考力 ・判断力 ・表現力を育成する ５年 「水 中の小 さな生物」か ら

－小 さな植物プランク トンの大きな能力 （パ ワー）を紹介 しよ う ！－　 469


第 ３節　 思考力や表現力を高める ６年 「か らだのつ くりと働 き」の授業

－清涼飲料水はほとんど酸性 … 歯は大丈夫 ？－　 477


第 ４節　 思考力 ・判断力 ・表現力を育成す る６年 「水溶液 の性質」の授業

－学級討論会で健康 を維持 してい くための食品について考えよ う－　 485


第 ５節　 思考力 ・判断力 ・表現力 を育成す る６年 「大地のつ くりと変化」の授 業

－地層 のモデルをつ くって地下水脈掘 り当て クイズを しよ う－　 493


第 ６節　 思考力 ・判断力 ・表現力を育成する３年 「植物」の授業

－秋に種を蒔 く植物で

、クラスの花壇をつくろう－　 501


第 ７節　 思考力 ・判断力 ・表現力 を高める ５年 「てこのはた らき」の授業

－ ドライバー を使 うと

、楽にネジを しめた り、ゆるめた りできるのはなぜ ？－・… ・509


第 ６章　 中学校理科における 「言語活動の充実」を図 った授業実践

第 １節　 水圧 と健康について、思考力 ・判断力 ・表現力を育成す る授業

－水 中ウォーキングで脱メタボ リックシン ドローム－　 515


第 ２節　 思考力 ・判断力 ・表現力 を育成する 「日本の気象」の授業 （中 ２）
－ 日本の最高気温は沖縄 ？山形 ？…フェー ン現象 と私たちの生活 －　 523 



第 ３部　 思考力 ・判断力 ・表現力を育成する学習指導のあ り方

第 １章　 ＰＩＳＡ型読解 力を育成する学習指導法の開発 と授業実践

第 １節　ＰＩＳＡ型読解力 を育成する学習指導法の開発
－熟考 ・評価 と表現 を統合する学習のあ り方 を模索 して－　 531

第 ２節　 ＰＩＳＡ型読解力 を育成する授業
－アンケー トを解釈 し

、意見をもつ指導の試み－　 

第 ３節　 非連続型テキス トの読み取 りを表現につなげる教材開発
－ 「文化」についての投稿原稿づ くりを通 して －　 

541

549

第 ４節　 ＰＩＳＡ型読解力 を育成する授業
－Webペ ー ジの構成 を解釈 し

、プ レゼンテーシ ョン作成 に生かす指導 －　 557

第 ２章　 思考力 ・判断力 ・表現力を育成する授業実践 と教育課程経営

第 １節　 一人一人が変われば地球 も変わる。伝 えよ う環境問題 ！
－テーマの絞 り込み と発表用原稿の構成 の指導 を中心 として －　 563

第 ２節　 一般 向け緊急地震速報開始 ！
－地震のゆれが伝わ る時間を距離 との比例関係か ら探 る－　 569

第 ３節　 表現力を育成す るカ リキュラム開発 と学校経営
－ 「表現科」設置の試み－　 575

第 ４節　 形象 （感性）を表現す ることを育成す る授業の実践
－Ｒ児の 「やまな し」の読みの認知過程考察か らの検証 －　 581

第 ５節　 集 めた情報を分析 ・評価 し、社会生活に活かす授業の開発
－充実 した実習にす るために－　 587

第 ４部　 キー ・コンピテンシー を育成する学習指導法の有効性の検討

第 １章　 授業実践の有効性の検討

第 １節　 表現 ・コミュニケーシ ョン力 を育成す る授業の意義
－キー ・コンピテ ンシーを育成す る学習 を手がか りとして－595

第 ２節　 状況文脈 に即 した教材 ・授業開発 の意義
－キー ・コンピテンシーを育成す る学習を手がか りとして－603

第 ３節　 教師の教材 ・授業開発 と自己効力感の検討
－キー ・コンピテンシーを育成す る学習指導の有効性 －　 611

第 ２章　 公開授業研究会 と研究成果発表

第 １節　 状況文脈 に即 した教材の開発 と表現力 ・コ ミュニケー シ ョン力を

育成す る学習指導法　 

第 ２節　 ホ リステ ィックな視点に立つ算数 ・数学の授業の創造　 

第 ３節　 公開授業研究会にお ける授業実践　 

617

621

625

第 ３章　 知識基盤社会に必要な教育のあ り方－オランダの教育 を手がか りに－

第 １節　 オ ランダにお ける研究交流 と学校訪問　 

第 ２節　 オランダ数学教育 とホ リステ ィックな視点にたつ学習指導法　 

第 ３節　 オランダの算数 ・数学教育　 

第 ４節　 オランダの教育か ら学ぶ もの

627

631

635

－寛容 と革新の根源 としての合理主義 －　 639 



付章

第 １節　 新学習指導要領 との関連　 645

第 ２節 The framework of the educational guidance based on "Key Competencies" 
— 'Enhancement of the language activities' and the training of the ability 

to think, judgment and expressiveness in arithmetic and mathematic - ・ …651



第 １部

キー ・コン ピテ ンシー と知識 ・情報 活用能 力の育成



第 １章

キー ・コ ン ピテ ンシー を育成す る学 習指導法 の開発



第 １部　 第 １章　 第 １節

知識 基 盤 社 会 に お け る 能 力 と は何 か

－ＯＥＣＤのキー ・コンピテンシーを手がか りとして－

１　知識基盤社会 における能力

今 とい う時代 に必要な 「知」をどの ように定義す るか、難 しい問題 である。現在 の社会

は知識 ・情報の量が膨大である。 しか も、その知識 ・情報は 日に 日に新 しくなってい く。

新 しい考 え方や方法、システムが生まれ、かつて正 しい とされていた知識 ・情報がす ぐ古

くなってい く。 こ うなると人々は膨大な情報の前で何 を選択 した らよいか迷って しま う。

今 はま さに 「知識基盤社会」である。 このよ うな社会では 自らの問題 を解決す るために、

知識 ・情報 を収集 し選択 し意志決定を行 ってい く能力 が求め られて くる。 こ うしたニーズ

に応 えるためにアメリカの図書館では、 自らの病気や 民事上 トラブル に対応する医療 ・法

律 の資料 、自分が会社 をおこすために必要な ビジネスの資料 まで豊富に準備 されている。

ま さしく知識基盤社会に対応 した課題解決型図書館 となっている。知識基盤社会は、一般

的に 「知識が社会 ・経済の発展 を駆動す る基本的な要素 となる社会 を指す」意味で使用 さ

れてい る。平成17年 １月の中教審答 申 （「我が国の高等教育の将来像」）では、知識基盤

（1）

社会の特質 として次のよ うなことをあげている。

①　知識 には国境 がな く、 グローバル化 が一層進む

②　知識は 日進月歩であ り、競争 と技術革新 が絶 え間な く生まれ る

③　知識の進展は旧来のパラダイム転換 を伴 うことが多 く、幅広い知識 と柔軟な思考力

に基づ く判断が一層重要 となる

④　性別や年齢 を問わず参画す ることが促進 され る

この 「知識基盤社会」は平成20年 １月の中教審答 申 （「幼稚園、小学校 、中学校、高等

学校及び特別支援学校の学習指導要領等 の改善について」）で も使用 され、「生 きる力 をは

ぐくむ」ことの論拠の一つ ともなっている。

この ような知識基盤社会における学力観 は、国際的にも共有 され るものとなってい る。

経済協力 開発機構 （ＯＥＣＤ）では、知識基盤社会を担 う子 どもたちに必要な能力 を 「キー ・

コンピテンシー （鍵 となる能力）」 として定義 している。 これは個人の人生の成功 と社会

の持続的発展 に貢献できる能力観 となってい る。定義 は次のよ うなカテゴ リーで表現 され

（2）

て い る 。

①　相互作用的に道具を用いる


Ａ　言語 ・記号 ・文書を相互作用的に用いる


Ｂ　知識や情報を相互作用的に用いる


Ｃ　技術を相互作用的に用いる


②　異質な集団で交流する

③　自律的に活動する

この能力観は知識の習得 だけが 目的 となっていない。知識 はあくまで も道具 として使用

されることが 目的 となっている。 「相互作用的」 とは、人 と人 との相互交流、コ ミュニケ
ーシ ョンの中で知識 を使用 してい くことをさしている。つま り、 「相互作用的に道具 を用

－1－



いる」 とは、 自ら考えた ことを表現 し、 コミュニケーシ ョンのなかで、知識 を使用 してい

くとい うことである。 このことをが 「知識 ・技能 を実生活に活用す る力」であ り、知識基

盤社会における能力 である と考 える。

ＯＥＣＤ教育局指標分析課長のアン ドレア ・シュライ ヒャーは、世界の労働市場が変化 して

いる とい う。単純労務作業の労働 は今やコンピュータや ロボ ッ トに取って代 わられている。

これ からの労働市場では。 コン ピュー タや ロボ ッ トにで きない、知識 ・技能を道具 として

使用 し新たな価値を生み出 してい くことが重要である とした。

２　課題解決のための思考 力 ・判断力 ・表現力

現在 「活用」の定義 をめぐって活発な議論 が交わ され てい る。「活用」を学習の転移 とし

ての 「応用」 と捉 えるか、 「表現 ・コミュニケーション」 として捉えるか、の議論である。

中教審答 申では 「①基礎的 ・基本的な知識 ・技能の習得、②知識 ・技能 を活用 して課題 を

解決す るために必要な思考力 ・判断力 ・表現力、③学習意欲」 を学力の要素 と位置づ けて

（3）

い る 。 「課題解決のための思考力 ・判断力 ・表現力」が 「活用」であ り、知識基盤社会に

おける能力であると考える。

註

（1）中央教 育審議 会 「我 が 国の 高等 教育 の 将 来像 （答 申）」平 成17年 １月 、p．1

（2）ドミニ ク	 ・Ｓ ・ライ チ ェ ン、 ロー ラ ・Ｈ ・サ ル ガ ニ ク 『キ ー ・コン ピテ ン シー 国 際標

準 の学 力 を め ざ して』 立 田慶裕 監訳 、 明石 書房 、2006年　 p．p．200－218

（3）中央 教 育審 議会	 「幼稚 園、 小学 校 、 高等 学校 及 び 特別 支 援学 校 の 学習 指 導要領 等 の改

善 につ い て （答 申）」2008年 １月17日 、p．10

（国立教育政策研究所　 下田　好行）
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第 １部　 第 １章　 第 ２節

ＯＥＣＤの キ ー ・コ ン ピ テ ン シ ー と 「活 用 」 の 捉 え 方

－思考 力 ・判 断 力 ・表現 力の育成 を手がか りと して－

１　ＯＥＣＤのキ ー ・コ ン ピテ ンシー と 「活 用 」

（1）ＯＥＣＤのキ ー ・コ ン ピテ ン シー と 「活 用」

ＯＥＣＤが提起 して多 くの加盟国が参加 した「コンピテ ンシーの定義 と選択 （ Definition and 

Selection of Competencies ）」 の プ ロジ ェ ク トは、1997年 よ り始 め られ、個 人 の人 生 の成

功と社会の持続的発展に貢献できる価値ある能力 （「鍵となる能力 （Key Competencies ）」）

ついて定義 しよ うとするものである。立 田慶裕 はこの能力 を 「『生 きてい くことができる』

とは、職場や家庭 、地域の現実生活 と離れた知識 ・技能ではなく、現実の生活状況 に転換

（1）

できるよ うな知識 ・技能 」 と説 明 して い る。

（2）

このプ ロジェク トでは 「鍵 となる能力」 を次のよ うなカテゴ リー に分 けている。

①　互作用的に道具を用いる


Ａ　言語 ・記号 ・文書を相互作用的に用いる


Ｂ　知識や情報を相互作用的に用いる


Ｃ　技術を相互作用的に用いる


②　異質な集団で交流する

③　自律的に活動する

ここでは将来社会で生 きてい くため、主体的に社会に参加 してい く能力が定義 されてい

る。「相互に活用す る能力」 とは、人間が相互交流、言わばコ ミュニケー ションのなかで使

用できるとい う意味である。 このことをもって 「活用」 と捉 えてい るのである。

（2）ＰＩＳＡ調査の リテラシーと 「活用」

ＰＩＳＡ調査は国際的比較 が可能 とな るためにキー ・コンピテ ンシーに基づいて調査の枠組

みが作成 されている。読解力 と数学的 リテ ラシーはキー ・コンピテ ンシーの 「Ａ言語 ・記

号 ・文書 を相互に活用す る能力」、科学的 リテラシー と問題解決能力は 「Ｂ知識や情報 を相

互に活用す る能力」に相 当す る。ＰＩＳＡ調査の数学的 リテ ラシー、科学的 リテ ラシー、読解

（3）

力の定義は次の通 りである 。

「数学が世界で果たす役割を見つけ、理解 し、現在及び将来の個人の生活、職業生活、

友人や家族や親族 との社会生活、建設的で関心を持った思慮深い市民としての生活にお

いて確実な数学的根拠に基づき判断を行い、数学に携わる能力」

「自然の世界お よび人 間の活動を通 してその世界に加 えられ る変化についての理解 と

意思決定を助 けるために、科学的知識 を活用 し、科学的な疑問を明 らかに し、証拠に基

づ く結論 を導 く能力、思慮深い一市民 として、科学的な考 えを持ち、科学が関連する諸

問題 に、 自ら進んで関わること」

「自らの 目標 を達成 し、 自らの知識 と可能性 を発達 させ、効果的に社会 に参加するた

めに、書かれたテキス トを理解 し、利用 し、熟考す る能力」
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ここか らは、ＰＩＳＡ調査が市民性や社会参加の能力 を重視 してい ることが伺 える。一般に

ＰＩＳＡ調査は 「知識 ・技能 を実生活 に活用す る力」を測定 している と言われてい る。「知識 ・

技能 を実生活 に活用する力」 とは、社会に参加 してい くために、知識 ・技能を道具 として

使用 し、表現 し、 コミュニケー シ ョン していく能力であると解釈す ることができる。

２　 「活用」 をめ ぐる捉 え方

（1）「転移」

「活用」 を考 えるとき、「転移」 とい う概念 が想起 され る。森敏昭は 「学習心理学では、

（4）

ある文脈で学習 した ことを別の文脈で活用す ることを 『学習の転移』 」 とし、文脈を越 え

た転移 を生 じさせ るためには、「学習の際に複数の文脈 を用いた り、他の文脈での適用例示

す ことが有効である。そ うすることによって、一般的で抽象的な概念 を抽 出す ることが可

能 とな り、獲得 した知識 を柔軟 に新 しい文脈へ転移で きるのである」 としてい る。いわゆ

る 「応用」である。 この 「転移」の概念 をもって 「活用」 と捉 えることもできる。現在、
一般的に 「活用」 としてイ メー ジされているのは これである

。

（2）「適応」

「キー ・コンピテ ンシー」の 「活用」は 「適応」 とい う概念が根底 にある。「適応」とは

「人生の異なる領域のなかでコンピテンシーが適用 され るよ うなケースにおいて、適用 と

は、積極的にある社会的分野 において発達 した知識、技能、戦略 を用 いること、新 しい分

野 を分析す ること、そ して新たな状況の需要に応 じて、 もとの知識 、技能、戦略を翻訳 し

（5）

適応 させ ることを含んでいる 」 とある。この 「適応」とい う概念か ら、主体的に社会 に参

加 す るため に、表 現 し、 コ ミュニ ケー シ ョン して い くとい う 「活 用 」 の考 え方 が生 まれ て

くる。

（6）

この 「適応」はピアジェの理論 に近い と説明 されてい る。 ピアジェの理論 とは 「同化 と

調節」である。今仮 のことを ＰＩＳＡ調査 の問題で説明 してみ よう。ＰＩＳＡ調査の作問は、「内

容」「文脈」「思考プ ロセス」で構成 されてい る。「思考プロセ ス」とは能力の レベル のこと

である。読解力では 「情報の取 り出 し」「テキス トの解釈」「熟考 ・評価」、数学的 リテ ラシ
ーでは 「再現」 「関連づけ」 「熟考」 の 「思考プロセス」があげ られている

。 この うち、能

力 レベルが高い 「熟考 ・評価」「熟考」は、考 えたことを表現す る記述式問題 となってい る。

ところで、ピアジェの理論 である 「同化」は、外界の新 しい環境 を自己の内部に取 り入れ

ることであ り、これは模倣である。しか し、外界の環境 が 自己のスキーマに合わない場合、

自己のスキーマ 自体を修正す る 「調節」が行 われる。「調節」の結果、スキーマが新 しく修

正 されて 「均衡化」の状態になる。これは学習である。「均衡化」の状態の時は、能力が完

全に 自分のもの となっている。知識 ・技能が完全に自分 のもの となっていれ ば、それを表

現す ることができないか らであ る。 「熟考 ・評価 （読解力）」 「熟考 （数学的 リテ ラシー）」

は、知識 ・技能が知識 ・技能が完全 に自分のもの となってい ることを意味す る。 ここに既

に習得 した知識 ・技能を道具 として使用 し、それ を表現す ることが 「活用」であ り、「知識 ・

技能 を実生活に活用す る力」になって くると考え られ る。

３　 「活用」 としての 「思考力 ・判断力 ・表現力」の育成

（1）中教審答 申にお ける 「活用」

今回、中教審答 申では、「習得型の教育」「活用型の教育」「探求型 の教育」とい う言葉が

使用 され るよ うになった。この うち 「習得」は基礎的 ・基本的な知識 ・技能の習得であ る。
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「探求」も総合的な学習 の時間をイメージす ることができる。よく分か らないのが 「活用」

である。この 「活用」の定義 も曖昧である。何 をもって 「活用」と考 えるか も明確 でない。

現在 この 「活用」の定義 をめぐって教育界は揺れている。 それは 「活用」を学習の転移 と

して捉 えるか、表現 ・コ ミュニケー ション と捉 えるかの問題である。 中教審答 申では 「活

（6）

用 」 「探求 」 につ い て次 の よ うに述 べ てい る 。

「教科 では、基礎 的 ・基本的な知識 ・技能 を習得 しつつ、観察 ・実験 をし、その結果

をもとに レポー トを作成す る。文章や資料 を読んだ上で、知識や経験 に照 らして 自分 の

考えをま とめて論述する といったそれぞれ の教科の知識 ・技能を活用す る学習活動を行

い、それ を総合的な学習の時間における教科等を横 断 した課題解決的な学習や探求活動

へ と発展 させ ることが意図 され た。 これ らの活動は相互に関連 し合ってお り、截然 と分

類 され るものではないが、知識 ・技能を活用する学習活動や これ らの成果 を踏 まえた探

求活動を通 して、思考力 ・判断力 ・表現力等がは ぐくまれ る。」

この記述か らは 「活用」 と 「探求」のニュアンスの違いが分かる。教科では 「習得」を

行い、総合的な学習の時間では 「探求」を行 う。「活用」は教科で培 った知識 ・技能を活用

して、 レポー ト作成、論述な どの学習を行 うこととされている。

（2） 活用と しての	 「思考力 ・判断力 ・表現力」

中教審答申が言 う 「思考力 ・判断力 ・表現力」 とは どの ような ものだろ うか。中教審答

（7）

申には、具体的な 「活用」の学習 として、次のよ うな説明がある。

「現在の各教科 の内容、ＰＩＳＡ調査の読解力や数学的 リテ ラシー、科学的 リテラシーの

評価の枠組みな どを参考に しつつ、言語に関す る専門家 な どの知見 も得て検討 した結果、

知識 ・技能の活用 など思考力 ・判 断力 ・判断力 ・表現力等 をは ぐくむためには、例 えば

以下のよ うな学習活動が重要であ ると考 えた。

①　 体験か ら感 じ取ったことを表現す る

②　事実を正確に理解 し伝達す る

③　概念 ・法則 ・意図な どを解釈 し、説 明 した り活用 した りす る

④　情報を分析 ・評価 し、論述する

⑤　課題について、構想 を立て実践 し、評価 ・改善す る

⑥　互いの考 えを伝 え合い、 自らの考 えや集 団の考えを発展 させ る」

ここか らは、ＰＩＳＡ調査の リテラシー と思考力 ・判断力 ・表現力 を育成す る学習 とが重な

って見える。また、思考力 ・判断力 ・表現力を育成す る学習活動は、考えた り感 じた りす

ることを表現す る活動であることが分かる。

（3） 活用 としての	 「言語活動の充実」

思考力 ・判断力 ・表現力の育成は、中教審答 申の 「言語活動の充実」につながってい く。

「言語活動の充実」は、「子 どもたちの思考力 ・判断力 ・表現力等 をはぐくむためには、レ

ポー トの作成や論述 といった知識 ・技能を活用す る学習活動を各教科で行い、言語 の能力

（8）

を高める必要がある 」 とい うものである。 「言語活動の充実」は学習指導要領改訂におい

て各教科等を貫く重要な改善の視点とされている。各教科ではどのような学習活動が考え

（9）

られ るか、次の説明が参考になる 。

「各教科においては、 この よ うな国語科で培 った能力 を基本に、知的活動 の基盤 とい

う言語の役割 とい う観点か らは、例えば、
・ 観察や実験や社会見学の レポー トにおいて、視点を明確 にして、観察 した り見学 し
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た りした事象の差異点や共通点 をとらえて記録 ・報告する （理科 ・社会等）

・	 比較や分類、関連づけ といった考 えるための技法、帰納的な考 え方や演繹的な考 え

方 などを活用 して説明す る （算数 ・数学、理科等）

・	 仮説 を立てて観察 ・実験を行い、その結果を評価 し、ま とめて表現す る （理科等）

な ど、それぞれの教科等の知識 ・技能を活用す る学習活動 を充実す ることが重要であ

る。

・ 体験活動 を振 り返 り、そ こか ら学んだこ とを記述す る （生活 、特別活動等）
・	 体験 した ことや調べたことをま とめ、発表 し合 う （家庭、技術 ・家庭、特別活動、

総合的な学習の時間等）
・ 討論 ・討議な どによ り意見の異なる人を説得 した り、協同的に議論 して集団 として

の意見 をまとめた りす る （道徳 、特別活動等な どを重視す る必要がある。）」

ここか らは、「言語活動の充実」を行 う学習は、考 えたことを表現す る学習 であ り、思考

力 ・判断力 ・表現力の育成 を具体化する学習であることが分かる。

（4） コ ミュニケー ションとしての 「表現」の意味

思考力 ・判断力 ・表現力の育成 は、各教科 ・領域では 「言語活動の充実」 として具体化

され る。「言語活動の充実」とは、考えたことを表現す る学習活動である。ここで問題 とな

るのが 「表現」の意味である。表現は人間の内なるものを外 に向かって表現す る。表出 さ

れた表現 は、第三者が受け止め、第三者 の内面を通 して評価 された内容がまた表現者に返

ってくる。一般 に 日常現実社会 における表現活動は、このサイクルを繰 り返す。第三者か

らのフィー ドバ ックがない と 「表現」は完結 しない。 したがって、考えた ことを表現する

学習の 「表現」とは、他 との相互交流、コミュニケーシ ョンである と捉 えることができる。

ＯＥＣＤの 「キー ・コンピテンシー」で も 「相互作用的に道具を用いる」 と定義 されてい る。

このことをもって 「活用」 と捉 えるのである。
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第 １部　第 １章　第 ３節

キー ・コ ン ピテ ンシー を育成 す る学 習指 導法 の開 発

－ 「言語活動の充実」と知識 ・情報活用能力の育成－

は じめに

現在 の社会 は知識 ・情報 の量が膨大である。 しか も、その知識 ・情報は 日に 日に新 しく

なってい く。新 しい考 え方や方法 、システ ムが生 まれ、かつて正 しい とされていた知識 ・

情報がす ぐ古 くなってい く。社会 は今 ま さにさま ざまな知識 ・情報 が社会を動かす知識基

盤社会 となっている。 この よ うな社会 では人々は膨大な情報の前で何 を意思決定 した らよ

いか迷って しま う。 このよ うな社会では 自らの問題 を解決す るために、知識 ・情報 を収集

し熟考 ・評価 し、その知識 ・情報 を道具 として使用 し、 日常現実社会のなかで表現 ・コ ミ

ュニケー シ ョン してい くことが求め られ る。知識 ・情報活用能力の育成の必要性 はここに

ある。 こ うした能力は、ＯＥＣＤの 「キー ・コンピテ ンシー （鍵 となる能力）」では 「相互作

用的 に道 具を用い る」の 「知識や情報 を相 互作用的に用い る能力」に相 当す る。 こうした

能力の育成 は、中央教育審議会 『幼稚園、小学校 、 中学校、高等学校及び特別支援学校の

（1）

学習指導要領 の改善について （答 申） 』 に も引き継 がれてい る。 中教審答 申では、ＰＩＳＡ

型 リテ ラシーを 「知識 ・技能を活用す る思考力 ・判断力 ・表現力等の育成」 として捉 えて

いる。そ して、これを具体化するもの として、「言語活動の充実」を教科横 断的にお しすす

めるとしている。そ こで この研 究では、「キー ・コン ピテ ンシー」を育成 する学習指導法の

枠組みを開発す ることを目的 とす る。 この ことによって、思考力 ・判断力 ・表現力 を育成

し、 「言語活動 の充実」 を教科横断的にお しすすめる学習のあ り方 を提案する ことにす る。

１　 「キー ・コ ン ピテ ンシー 」 と思考 力 ・判 断 力 ・表 現 力

（1）知識 基 盤社 会 を生 き抜 く 「キ ー ・コ ン ピテ ン シー 」

今や知識が社会 ・経済の発展を駆動す る基本的な要素 となっている。科学が発展 し、技

術革新が世界の経済 に影響 を与 えてい く。 ま さに今は知識基盤社会である。 この知識基盤

社会 において、今 どの ような理科 の能力が求 め られ ているので あろ うか。このことを ＰＩＳＡ

調査 の も とにな っ てい る ＯＥＣＤの 「キー ・コ ン ピテ ン シー （Key Competencies （鍵 となる能

力）」の考 え方か ら整理 してい くこ とにす る。 「キー ・コンピテンシー」は知識 基盤社会 を

担 う子 どもた ちに必要な主要能力 と して、 「 Definition and Selection of Competencies

（コンピテ ンシーの定義 と選択）」のプ ロジェク トで定義 された ものである。定義 は次の よ

（2）

うなカテ ゴリーに分 けられ てい る。

①　相互作用的に道具を用いる


Ａ　言語 ・シンボル ・テクス トを相互作用的に用いる能力


Ｂ　知識や情報を相互作用的に用いる能力


Ｃ　技術を相互作用的に用いる


②　異質な集団で交流する


Ａ　他人 といい関係を作る能力
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Ｂ　協力す る能力


Ｃ　争いを処理 し、解決す る能力


③　 自律的なに活動する


Ａ　 大きな展望のなかで活動す る能力


Ｂ　人生計画や個人的プ ロジェク トを設計 し実行す る能力


Ｃ　 自らの権利 、利害、限界やニーズを表明す る能力


「相互作用的に道具 を用い る」 のなかの、 「言語 ・シ ンボル ・テ クス トを相互作用 的に

用い る能力」は、ＰＩＳＡ調査 で言 えば 「読解力」と 「数学的 リテ ラシー」に相 当す る。また、

「Ｂ知識や情報 を相互作用的 に用 いる能力」は、ＰＩＳＡ調査の 「科学的 リテ ラシー」 と 「問

題解決能力」に相 当する。 この研 究では、知識基盤社会 を生 き抜 く力 が知識 ・情報を収集

し、熟考 ・評価 し、表現 ・コ ミュニケーシ ョンす る能力である と捉え る。キー ・コンピテ

ンシーでは、「相互作用的 に道具 を用い る」の 「知識や情報 を相互作用的に用い る能力」に

相 当す る。

（2）ＰＩＳＡ型 リテラシーと思考 力 ・判断力 ・表現力

中央教育審議会 「幼稚園、小学校、高等学校及 び特別支援学校 の学習指導要領等の改善

について （答 申）」 （2008年 １月17日 ）では、学力 の要素 を 「①基礎 的 ・基本的な知識 ・

技能の習得、②知識 ・技能 を活用 して課題 を解決す るために必要 な思考力 ・判断力 ・表現

（3）

力、③学習意欲 」 としている。このなかで 「知識 ・技能 を活用 して課題解決す るために必

要な思考力 ・判断力 ・表現力」 は、新学習指導要領改訂 の重要なポイ ン トである。 中教審

（4）

答 申は ＰＩＳＡ型 リテ ラシー を どのよ うに捉 えてい るのか、次 の記述 が参考 となる 。

「現在の各教科の内容、ＰＩＳＡ調査の読解力や数学的 リテラシー、科学的 リテ ラシーの

評価 の枠組みな どを参考に しつつ、言語 に関す る専門家な どの知見 も得て検討 した結果 、

知識 ・技能 の活用な ど思考力 ・判断力 ・判断力 ・表現力等をは ぐくむためには、例 えば

以下のよ うな学習活動 が重要であると考 えた。

①　 体験か ら感 じ取ったことを表現する

②　事実 を正確に理解 し伝達す る

③　概念 ・法則 ・意図な どを解釈 し、説明 した り活用 した りす る

④　情報を分析 ・評価 し、論述す る

⑤　課題 について、構想 を立て実践 し、評価 ・改善す る

⑥　互いの考えを伝 え合い、 自らの考 えや集団の考 えを発展 させ る」

ここか らは、ＰＩＳＡ調査の リテ ラシー と思考力 ・判断力 ・表現力 を育成す る学習 とが重な

って見 える。ＰＩＳＡの科学的 リテ ラシー は、中教審答 申のなかで も活か され、学習指導要領

の改訂の一つの大 きなポイ ン トとなってい るのである。 この知識 ・技能の活用のための思

考力 ・判断力 ・表現力の育成 は、上で掲 げた学習活動か ら考 えると、考 えた り感 じた りす

ることを表現す る学習であ ることが分かる。 この表現の学習は 中教審答 申の 「教育内容に

関する主な改善事項」では、「言語活動の充実」 と して具体化 されている。

（2）「言語活動の充実」

「言語活動 の充実」は今 回の学習指導要領 改訂 において各教科等 を貫 く重要な改善の視

点である。「言語活動の充実」は 「子 どもたちの思考力 ・判断力 ・表現力等 をは ぐくむため

には、 レポー トの作成や論 述 とい った知識 ・技能 を活用す る学習活動 を各教科で行い、言

語の能力を高める必要があ る」 とい うものである。具体的な学習活動 としては次の記述が
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（5）

参 考 とな る 。

「各教科 においては、 このよ うな国語科で培 った能力を基本に、知的活動の基盤 とい う

言語 の役割 とい う観点か らは、例 えば、
・ 観 察や実験や社会見学 の レポー トにおいて、視 点を明確 に して、観察 した り見学 し

た りした事象の差異点や共通点を とらえて記録 ・報告す る （理科 ・社会等）

・	 比較や分類 、関連づけ といった考 えるための技法、帰納的な考 え方や演繹的な考 え

方な どを活用 して説明す る （算数 ・数学、理科等）
・	 仮説 を立てて観察 ・実験 を行い、その結果 を評価 し、ま とめて表現す る （理科等）

な ど、それ ぞれの教科等の知識 ・技能 を活 用す る学習活動 を充実す ることが重要であ

る。

・ 体験活動を振 り返 り、そこか ら学んだ ことを記述す る （生活、特別活動等）

・	 体験 した ことや調 べたことをま とめ、発表 し合 う （家庭 、技術 ・家庭、特別活動、

総合的な学習の時間、等）

ここで 「言語活動の充実」は 「国語科 で培 った能力 を基本 に」 とある。 このことに関 し

ては、中教審答 申の国語科 における 「教育 内容 の改善事項」に具体的 な記述 がある。まず 、

（6）

小学校では次の よ うにある 。

日常生活に必要 とされ る対話 、記録、報告、要約、説明、感想 な どの言語活動 を行 う

能力 を身につけることがで きるよ う、継続的 に指導す ることとし、課題 に応 じて必要な

文章や資料等 を取 り上げ、基礎 的 ・基本的な知識 ・技能 を活用 し、相互 に思考 を深めた

りまとめた りしなが ら解決 してい く能力の育成 を重視す る。

（7）

次 に中学校では次 のよ うにある。

社会生活に必要 とされ る発表 、討論、解説、論述、鑑賞等の言語活動 を行 う能力 を確

実 に身 に付けるこ とがで きるよ う、継続的 に指導す ることとし、中学校段階にふ さわ し

い文章や資料等を取 り上げ、自ら課題 を設定 し、基礎的 ・基本的な知識 ・技能 を活用 し、

他者 と相互 に思考を深めた りまとめた りしなが ら解決 してい く能力 の育成 を重視す る。

ここか らは、記録 、要約 、説明 ・論述 といった表現の学習の必要性が強調 されている。

このなかで筆者は要約 の指導が課題である と考える。現在 、多 くの児童生徒が百科事典の

丸写 しを しているか らであ る。それは児童生徒 が要約の技術 を学校教育で学んでいないた

めである。

（3）「言語活動の充実」 と ＰＩＳＡ型 リテラシー

新学習指導要領の 「思考力 ・判断力 ・表現力」の育成は、 「言語活動の充実」につ なが

ってい く。 この背景には ＰＩＳＡ調査 の影響があると筆者 は考える。ＰＩＳＡ型読解力の調査 で

は、読解力の低下、とりわけ 「熟考 ・評価 」や表現力 に課題 があることが指摘 されている。

ここか らは表現力 の重要性が浮かび あがって くる。また、ＰＩＳＡ数 学的 リテ ラシーの調査で

は、身につ けた知識 ・技能 を実生活で活用す ること、 自分の考 えを数学的に表現す ること

ができない ことが指摘 されてい る。さらに、ＰＩＳＡ科学的 リテラシーの調査では、科学的 に

解釈する力や表現す る力 に課題 があることが指摘 されている。

このよ うに 「表現力」が重要課題 としてあげ られているのは、知識基盤社会に求め られ

る能力が知識 ・情報 を道具 として使用 し表現 ・コ ミュニケー シ ョンす ることだか らで ある。

「キー ・コン ピテ ンシー」では、「相互作用 的に道具 を用い る」である。相互作用的に とい

うのは、知識 ・情報 が人 と人 との相互作用、 コミュニケーシ ョンのなかで使用 され るとい

うことである。
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２　 「キー ・コンピテンシー」 を育成す る学習指導の枠組み

（1） 関連す る能力観

「キー ・コンピテンシー」 を育成す る学習指導の枠組み を作成す るに際 して、授業 を行

うね らい を明 らかにす る必要があ る。この研究では 「キー ・コンピテンシー との関連」「中

教審答申の思考力 ・判断力 ・表現力 と言語活動 の充実 との関連 」を授 業実践 には掲載す る

ことにした。

キー ・コンピテ ンシーの 「相互作用的に道具 を用い る」の 「Ｂ知識や情報 を相互作用的

に用いる」に相当す る。

また、「中教審答 申にお ける思考力 ・判断力 ・表現力 と言語活動の充実 との関連」では、

下記の項 目の該 当部分を書 くこととした。

Ａ　 「思考力 ・判断力 ・表 現力」 との関連


Ａ－ １ ：体験 か ら感 じ取 った こ とを表 現す る


Ａ－ ２ ：事実 を正確 に理解 し表現す る


Ａ－ ３ ：概 念 ・法則 ・意 図な どを解釈 し、説 明 した り活用 した りす る


Ａ－ ４ ：情報 を分析 ・評価 し、論述す る


Ａ － ５ ：課題 につ いて、構 想 を立てて 実践 し、評価 ・改 善す る


Ａ － ６ ：互 いの考 えを伝 え合 い、 自 らの考 えや集 団の考 えを発展 させ る


Ｂ　 「言語活動 の充実」 との関連

Ｂ－ １ ：レポー トを作成 す る （理 科、社会 、国語 、そ の他 の教科 ・領 域、総合 的な学習 の

時間等）

Ｂ－ ２ ：論 述す る （各教科 、領 域、総合 的 な学習 の時 間）

Ｂ－ ３ ：視 点 を明確 に して 、事象 の差異 点や共通 点 を とらえて記録 ・報 告す る （理科 、社

会等）

Ｂ－ ４ ：比較や 分類 、関連 づけ とい った考 えるための技法 を活用 して説 明す る （算数 、数

学 、理科等）


Ｂ－ ５ ：帰納的 な考 え方 を活用 して説 明す る （理科等 ）


Ｂ－ ６ ：演繹的 な考 え方 を活用 して説 明す る （算数 、数 学等）


Ｂ－ ７ ：仮 説 を立 てて観 察 ・実験 を行 い、その結果 を評価 し、ま とめて表 現す る （理科 等）

Ｂ－ ８ ：体験 か ら感 じ取 った ことを言葉 や歌 、絵 、身 体 な どを使 って表 現す る （音 楽、図

画 工作 、美術 、体育等 ）

Ｂ－ ９ ：体験活動 を振 り返 り、そ こか ら学 んだ こ とを記 述す る （生活 、特別 活動等 ）

Ｂ－10： 合 唱や合 奏 、球技や ダ ンス な どの集 団活動 や身体 表現 な どを通 じて他者 と伝 え合

った り、共感 した りす る （音楽 ・体育等）

Ｂ－11： 体験 した ことや調 べた こ とをま とめ、発表 し合 う （家庭 、技術 ・家庭 、特別活動 、

総合 的な学習 の時間等）

Ｂ－12： 討 論 ・討 議 な どに よ り人 を説 得 した り、集 団 と して の意 見を ま とめた りす る （道

徳 、特別活動 等）

３．知識 ・情報を活用する学習 としての調べ学習

（1） テーマの絞 り込み方

児童生徒 は公共図書館 の レファレンスで、課題 のテーマだけを言い、司書は対応に困っ

て しま うことがある とい う。テーマが絞 り込 まれていないので司書が レファレンスを行 う

ことができないか らである。調べ学習ではテーマの絞 り方が重要 とな る。テーマの絞 り込

みでその論文の質が分かるか らである。「テーマは狭 く内容 は深 く」が基本である。そ こで
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筆者 は児童生徒に 「学習課題→ メイ ンタイ トル→ サブタイ トル」 と絞 り込む指導 を提案す

る。 この方法 は 「大きな概 念→小 さな概念→ さらに小 さな概念」 とい うよ うに絞 り込んで

いくものである。例 えば、「世界遺産→屋久 島→杉」とい うよ うに絞 る。テーマ は一度 には

決ま らない。調べなが ら試行錯誤 して決 まってい く。 この絞 り込み も調べなが ら、試行錯

誤 を繰 り返 しなが らできるよ うになる。 テーマ設 定にはある程度の時間がかかる。また、

テーマの設定 はあ る時期 を契機 に決 めた ら動か さないことも重要である。テーマ をよく変

えると興味がい ろいろな方 向に向いて絞れ なくなるか らである。 さらに、資料 を幅広 く調

べす ぎるとテーマが絞れ な くなる。テーマ に関連 した資料 だけを読む よ う指導す ることも

重要で ある。

このテーマ の絞 り込み は、現行の国語 の教科書、学習指導要領 には盛 り込まれ ていない。

また、こ うしたテーマの絞 り込み を教師 自身 も学んでいない。 本来な らばこ うした 「調べ

学習」の ノウハ ウは学校の教育内容に位置づ けられ る必要 がある。「調べ学習」を実際に行

うのは社会科 ・理科が多いが、これ らの教科 も学習 内容が多 く、「調べ学習」の技術指導 を

行 う時間がない。本来な らば国語 科において、学習指導要領の なかに位置づけ られ るのが

好ま しい と考 える。

（2）要約 と引用、著作権の指導

現在、児童生徒は要約がで きない。調 べ学習の課題 を出す と百科事典の丸写 しを して し

ま う。 この 「要約」 に関 しては、中央教育審議会の 「言語活動 の充実」で も触れ られてい

る。筆者 は児童生徒 に対す る要約の指導では 「① 自分の言葉を使 って100字 程度の文章 を

書 く練習、② キー ワー ドを抽 出 させ、それ を並び替 えて文章にす る方法、③定義を書いた

後 にその説明を書かせ る方法、④要約 と引用 と意見の区別 を書 き分け させ る指導」が重要

だと考 えている。 このなかで 「要約」 と 「引用」の区別がわか りにくい。人 の文章をその

まま自分 の文章 として使 ってはいけない。 著作権があるか らである。児童生徒 には著作権

についても指導 してお く必要がある。「引用」は 自分の意見の後押 しや根拠づ けを行 う場合

に使用す る。したが って、ある資料 に書かれていることを解説す る場合 は 「要約」でよい。

要約で済む ところを引用 して しま うケー スが多い。意見を書かせ る指導では、説明的文章

では 「思 う」は使 わず 、「考 える」を使わせ る指導 をする必要がある。引用 の出典は 「著者

『書名』 出版社、出版年月 日、頁」の順 に書 く。 これは資料の 「奥付」に書いてある と指

導す る必要がある。

（3） 論理的思考 の指導

１）根拠 に基づ く表現

表現力の指導は、文章の構成、プ レゼ ンテーシ ョンの構成の指導が 中心 となる。ＰＩＳＡ調

査の読解力 の問題 は 「熟考 ・評価 」に相 当する部分 は記述式 となってい る。 この問題 の正

答は、根拠 に基づ く表現ができているか どうかが基準 となる。 これ は論理性 をみているこ

とであ り、論理の筋が通っていれば正解 となる。 また、その筋が不十分である場合 には部

分点が もらえる。 このよ うな Ｐ記述式 問題 の採点 の しかたは、数学的 リテラシー、科学的

リテラシーで も同様 である。ここか らは ＰＩＳＡ調査 の根底 を流れ る能力観 が論理性であるこ

とが分かる。つま り、表現 ・コ ミュニケー シ ョン とい うのは、相手 に 自分の意見 を理解 し

て もらうこと、説得 のための技術である と言い換 えることもで きる。そ こで、文章記述、

話 し方の筋の構成 を指導す る必要性 がでて くる。 この筋の構成 をどの よ うにす るかが論理

的思考 となる。

２）論構成の指導 

① 筋の通 った論の張 り

根拠に基づ く表現のためには筋の通った構 のは りが必要 となる。 これは結論 を言 うため

に証拠 をどの ように並べてい くか、 とい う問題 である。根拠の並べ方 しだいで 自分の結論
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が相手 に理解 され る度合いが違 って くる。結論 （調べ る目的）に向か って、逆三角形 に絞

り込むイ メージで論 の張 り （論構成）を作 る。 この時、結論 とそれ を支 える根拠 とが飛躍

してはならない。 あくまで も結論 は根拠か ら言える範囲でなければな らない。 この よ うな

指導を行 う必要が ある。論の張 り （論構成）の指導がすなわち論理 的思考の指導 となるの

である。 

②	 仮説 とテーマ設定

根拠 となる資料が集 まった ら、それ をもとに一度仮説 を立ててみ るとよい。マイケル ・

（8）

ポ ラニー は 「暗黙知 」 によって結論 は導かれ るとしている。暗黙知で 自分の言いたい こと

を仮説 として立て、これをもとに根拠 となる資料 を並べてい く。 この とき、根拠 となる資

料が うま く並べ られ る場合 、仮の結論 と根拠 となる資料 との整合性が とれる場合は、その

テーマの追究は進 めることができる。そ うでない場合 は別 のテーマに変 える必要がある。 

③ 発達段階 と論構成の型

論構成を児童生徒が作るか、教師が指導す るかは、児童生徒の発達段階によって決ま っ

てくる。小学校の場合は論構成 は与 えたほ うがよい と考える。 まずはスキルの指導が重要

だか らである。学習は模倣か ら入 り、型 を 自分 のものに してか ら独創性 をだ してい くのが

自然 な姿であるか らである。

具体的な論構成のパ ター ンは、小学生の場合 は、テーマ （サブテーマ）→は じめに （調

べた動機）→調べた内容→ ま とめ→参考文献、中学生の場合は、テーマ （サブテーマ）→

はじめに （調べ る 目的）→調べた内容 （調べた内容 ２～ ４の項 目に分 ける）→おわ りに （結

論）→参考文献、である。 これは人文社会科学系の レポー トの論構成 のパター ンである。

ここで重要なのは 「は じめに」で書かれた調査の 目的 と 「おわ りに」 に書かれ る結論 が呼

応 しなければな らない とい うことである。また、結論 に向かって絞 り込んでい くよ うな項

目立てを行 うように指導す ることが重要で ある。 自然科学系の場合 は、 目的 と方法→結果

→考察→参考文献 、とい うよ うな形式にす る。また、「考察」は 「結果」か ら考 えられ るこ

とを書き、結果か ら言 えないことは書かないよ うに指導す る必要がある。


参考文献 は レポー トの最後 に載せ る指導をす る必要 がある。


３）思考の整理のための図 ・表、モデル図の作成

論理的思考を育成す るためには、調べた内容 を図 ・表やモデル図 （概念構造図）にま と

めると思考が整理 され る。 また、その図表 ・モデル図か ら新たな直感 や思考に発展す る可

能性 もある。 したがって、図表 ・モデル図の作成す ることも指導す る必要がある。ＰＩＳＡ型

読解力では こうした非連続型テキス トも読解 の対象 として重視 されている。

４）資料の複数利用

自分の意見 を結論 とし、その意見を支 える根拠 を論構成す るためには、複数の資料 をあ

た る必要がある。 一つの資料か らでは物が言えない。複数の資料 をあた るのが調べる行為

である。論理的思考には、資料 を複数収集 し、それ らを熟考 ・評価 し、結論 を言 うた めの

根拠 として意思決定す る作業である。したがって、参考文献 は資料 の複数利用の観 点か ら、

最低三つ以上必要である。
一つの資料 か ら結論 を導きだす行為 は

、人の意見 を自分 の意見 としていないか、著作権

に注意 を払 う必要がある。

４　課題解決のための活動的 ・協 同的 ・表現的な学 び

（1） 状況文脈に即 したテーマ設定

１）状況文脈に即 したテーマ設定

ＯＥＣＤの 「キー ・コン ピテ ンシー」では、知識 ・情報は 「相互作用的に道具 を用い る」 と
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定義 されている。 日常現実社会の状況文脈のなかで使用できるものが、児童生徒 にとって

必要な知識 ・情報 となる。ＰＩＳＡ調査で も児童生徒 の状況文脈 に即 した ものを問題 として出

している。 そこで 「知識 ・情報 を活用す る学習 としての調べ学習」では、調べ るテーマを

児童生徒の 日常現実社会の状況文脈に入 るもの とした。児童生徒の状況文脈 に入ったテー

マは、今行 ってい る学習が 日常現実社会 とどのよ うにつなが り、児童生徒 自身 の将来に ど

のよ うにつながって くるかを把握できる。 この ことによって児童生徒 は生きて働 く知識 ・

情報を獲得す ることができ る。今行ってい る学習 の学ぶ ことの意味、学ぶ ことの必然性 を

把握す ることができる。筆者 はこれ を 「内的必然性」 と呼ぶ ことに した。

２）テーマ設定における教 師の指導 と児童生徒の興味 との折 り合い

児童生徒が 自ら課題 を見つけるこ とは、時間 も多 くかか り教師の負担が大きい。特 に個

別 にテーマが違 う場合 はなお さらであ る。調べる領域は教師があ らか じめ決 めておき指示

し、その領域のなかで、児童生徒が 自発的にメイ ンテーマ→サブテーマ と絞 り込んでいく

ほ うが よい と考える。 は じめか ら領域 まで児童生徒 に決 め させ るとなかなかテーマが絞れ

ず、絞れ た頃には学習時間が終わって しま う危険性がある。いわゆる這い回ることになっ

て しま う。 テーマの領域は教師に指示 されているものの、児童生徒 はテーマの絞 り込みの

段階で自分 自身のテーマを見つ けることができる。 したがって、教師 に無理矢理押 しつ け

られた とい う意識 はないであろ う。 このほ うが学習 の効率 もよく、教師の負担 も少 な くて

すむ。人間の 日常現実社会 を考えた とき、成人で も自ら課題 を見つける場面はそ う多 くな

い。課題 は向こ うか らやって くるものだか らであ る。やってきた課題 に対 して課題解決 を

しよ うとす るのが、む しろ 自然な姿である。

（2） 課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び

１）課題解決のための活動的 ・協 同的 ・表現的な学び

知識 ・情報を活用す る学習は、ＯＥＣＤのキー ・コン ピテンシーでは、 「相互作用的 に道具

を用い る」の 「知識 ・情報 を相互作用的に用い る」に相 当す る。「相互作用的に用い る」と

は、表現 ・コミュニケーシ ョンのなかで使用す るとい う意味である。「学習 内容を道具 と し

て使用 し表現 ・コ ミュニケーシ ョンす る」 とい うことである。 こ うした能力 を育成す るた

（9）

めには、グループによる 「課題解決 のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び 」 を設定 した。

この学習活動では、新 しい課題解決の場面で、既習 した学習内容 を道具 として使用 してい

く。児童生徒 はグループ ごとに課題解決のテーマ を設定 し、話 し合い ・伝 えあいなが ら思

考 し、自分 たち課題解決 の結果を表現 してい く。

具体的には、グループでサブテーマ を決 定す る。 クラスのテーマは学習の方 向性 として

大 きくある。そのなかで各 グループは 自分たち独 自のサブテーマを決定 してい く。 ここに

児童生徒 の 自主性 が反映 され る。課題解決 の方法は、グループのメンバーが話 し合 って独

自に決定す る。 プ ロジェク トを計画 し、最 終的なア ウ トプ ッ トのかたちを決定す る。 この

計画を実行す る過程 においては、必然的に児童生徒は知識 ・情報 を道 具 として使用 し、表

現 ・コミュニケー シ ョンしてい く。「課題解決 のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び」は、

ま さしく市民社会 を行 く抜 く能力を育成 していくもの と言 えよ う。キー ・コンピテ ンシー

では、「自律 的なに活動す る」の 「人生計画や個人的プ ロジェク トを設計 し実行す る能力」

に相 当す る。

２）協同的 な学びの成果と しての表現

グループによる 「課題解決のための活動 的 ・協同的 ・表現的な学び」 の成果 は、氏芦生

的には児童生徒 の表現活動 につなげてい く。表現活動のあ り方 としては、レポー ト・論述 、

プ レゼ ンテー ション、ポスターセ ッシ ョン、パネルデ ィスカ ッシ ョン、クイズ、新聞作 り

な どが考え られ る。 レポー トや論述 は地味な作業なので児童生徒の学習意欲 はあま り期待
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できない。プ レゼ ンテー シ ョンは聞いてい る児童生徒の反応がす ぐに発表者 であ る児童生

徒 にフィー ドバ ックされ る。 そのため学習意欲 を喚起 しやすい。 また、児童生徒の思考の

過程を共有化す ることもで きる。 レポー トや論述 の学習には、プ レゼ ンテー シ ョンの学習

もセ ッ トで組み込むほ うが効果的である。

３）コ ミュニケー シ ョンと しての表現 力

誰 も見ない レポー ト・論述 、誰 も聞かないプ レゼンテー シ ョンは、児童生徒 の学習意欲

が喚起 されない。 表現活動 とは本来は相手が存在す るものであ る。一人での表現はあ り得

ない。必然的にコ ミュニケーシ ョンになって くる。 グループに よる 「課題解決のための活

動的 ・協同的 ・表現的な学び」では、既習 した学習内容 を道具 として使用 し、他 の児童生

徒 ・教師 とコ ミュニケー シ ョン してい く。ＰＩＳＡ調査では記述式 となるが、授業場面 ではむ

しろコミュニケーシ ョン となるのが 自然である。 この コミュニケー シ ョンの活動をグルー

プによる 「課題解決のための活動的 ・協 同的 ・表現的な学び」のなかで行 うことに した。

こうした活動を通 して児童生徒の主体的で協同的な参加型の学びが成立 してい く。 これは

市民社会形成をめざす キー ・コンピテ ンシーに もそ うものである。「異質 な集 団で交流す る」

の 「協力す る能力」に相 当す る。

おわ りに

今、知識基盤社会を生 き抜 く知識 ・情報活用能力を育成するこ とが求 め られている。 中

教審答 申では、この ことを 「知識 ・技能 を活用 して課題 を解決 するために必要な思考力 ・

判断力 ・表現力の育成」 と し、 「言語活動の充実」 を教科横断的に行 うことによって育成

す るとしている。 こ うした能力 を育成す る学習 として、筆者は 「キー ・コンピテンシー を

育成す る学習」 を提案 した。児童生徒がやがて社会に出た ときに必要 とされ る能力 は、生

きてい くなかで遭遇す る課題 を解決す ることである。その ときに知識 ・情報 を収集 し、熟

考 ・評価す る能力が必要になって くる。また、意思決定 した知識 ・情報を道具 として使用

し、表現 ・コミュニケーシ ョンす る能力 も必要 になって くる。 「キー ・コンピテンシー を

育成す る学習」では、課題解決のために知識 ・情報 を収集、熟 考 ・評価 し、報告文 （レポ
ー ト）やプ レゼ ンテー シ ョン等でそれ を表現す る

。ＯＥＣＤの 「キー ・コンピテンシー （鍵 と

なる能力）」で言 えば 「相互作用 的に道具 を用 いる」の 「知識や情報を相互作用的 に用い

る能力」に相 当す る。学習指導の枠組み としては 「関連する能力観」「知識 ・情報 を活用す

る学習 としての調 べ学習」「課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び」を設定 した。
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第 １部　 第 １章　 第 ４節

教材研究と調べ学習

１　教材研究の眼 目

授業において本質的なこ とは、子 どもが教材か ら学ぶ ことである。子 どもが教師か ら学

ぶ とい うことがあるが、これは教師が教材 の代理 を してい るのである。教師が語 ることや

動作す ることか ら子 どもは確かに学ぶのであるが、語 り動作す る内容 こそが教材であって、

その内容 を教師が言葉や動作で代理 して表現 しているのである。子 どもは教師か ら学んで

いるよ うに見えるのであるが、本質的には教師の表 現す る教材 か ら子 どもは学んでい るの

である。

子 どもが教材 か ら学ぶこ とか ら、教材研 究の眼 目を導 き出す ことができる。 これは、子

どもと教材 との実 り豊かな出会い をいか に演出す るか とい うことである。 出会 いは、一般

的には人間 と人間 との関係 に用い られ るが、子 どもと教材 との関係 に も使 うこ とができる。

子 どもが本 を読 んで感動す るよ うに、出会いの本質 は心を動か して 自己変容す ることにあ

る。 したがって、実 り豊かな出会い とは子 どもが教材 に心を向 け、心 をひびかせ、心を動

か して学び を引き起 こす ことである。教師が語 り動作す る内容、教師が提示す る教材 の内

容が子 どもの心に触れ、心 を動かす ことが起これば、そ こに子 どもが変容す る可能性 が起

こることになる。

こ うした教材の質の充実の方 向と対 をなす のは、教材の演 出の仕方である。 これは、教

師が教材を どの よ うに提示 し、 どんな扱 い方 をす るか とい うこ とである。子 どもが疑問を

感 じ、問いを起 こすよ うに して、教材 に意欲的に取 り組む よ うにす ることである。これは、

教師の学習活動への指示や発 問が 引き金 にな る。 これに よって、子 どもの取 り組みが活発

になる。 ここにも、心 にひび く要因がある。

したがって、教材研究の眼 目は子 どもの心にひび く教材 を開発す ると共に、子 どもが意

欲 を引き起 こ して学習活動 を旺盛 にす る方法を とることである。 これに よって、学習が実

りを結ぶ可能性 が生 まれるか らである。

このために大事 なことは、教師 自身が教材 に心 をひびかせ、心を動かす こ とである。教

師の心にひびいた教材 こそ、その感動 を子 どもに伝 えたい とい う願いが起こる。そ して教

材の扱い方 に創意 を発揮す る し、工夫 をこ らす こ とも強 くな る。 こ うした心 にひび く教材

と扱 い方が、教材研究に当たって肝心 なこ とではないか と考 える。

２　教材研究の ２要因

教材 は、教育内容 と学習活動に直接的 に関わる。 これは、教師が指導する内容の構造 と

これを学習す るための子 どもの活動 との関係 といってもよい。教材 はこの二つ の要因を媒

介するものであるか ら、教材研究には、教育内容 の吟味 と学習活動の検討が不可欠である。

（１）教育内容の吟味

教材研究に とって欠 かせ ないこ とは、教育内容 を吟味 し確認す ることである。 どんな教

育的意図の もとに どんな内容を子 どもに学習 させ るか、教師 自身が教材研 究を して十分 に

理解 し納得するこ とである。

教育内容は、一般に学習指導要領 に規 定 され、 これ に基づいて作成 された教科書に示 さ

れてい る。その内容 を単に鵜呑み にす るのではな く、教師が主体的に吟味 して、子 どもの

学習に とって妥当であ り適切である と納得す ることが必要である。納得 しなけれ ば、それ
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に代わ りうる教育内容や発展的なものを選択するこ とが求め られ よ う。教育 内容に 自ら納

得 して こそ、教師の指導意欲 も強 くな り、旺盛 になるはず である。

教育内容の吟味の視点は、正当化 と構造化 と重 点化である。 これ らを簡単に言及 してお

こう。

①正当化－ 教育内容が学級の子 どもたちの学習内容 として本 当に妥当なのか、子 どもたち

の発達 に適切 なのか、子 どもたちの生活 の現実にふ さわ しいのか、こ うい う問い を立てて

内容の正 当化 をはかるこ とである。

②構造化－教育内容は、指導意 図 との関係 に基づ いて固有の構 造に組み立て られ る。指導

意図に直結する中心になる内容 とそのまわ りの諸 内容が構造的 に関連す る。 こうした構造

を教師が組み立て、要因間の関係 を明確 にす ることである。

③重点化－ 明 らかに し組み立てた教育内容 の構造 を基 に して、指導意 図 と結びつ けどんな

内容に重点をおいて指導す るか、教育内容の重点化 を図ることが必要 である。構造化 され

た教育内容 を網羅的に指導す る必要はない。例 えば、花の仕組み と働 き、町の公共施設 の

場所 と働 きな どの知識の理解 を 目指すのか、四則計算の技能、漢字の書 き方 の技能の習熟

を図るのか、調べ方、証 明方法、実験の仕方、発表方法な どの方法の獲得 を図るのか、あ

るいは観察能力、推理力、判断力 、表現能力な どの伸長 を 目指すのか、こ うした指導意 図

によって教育内容の重点 を明確 にす ることが必要である。

吟味 した教育内容は教材 と関係づ けられ る。二つの関係 が見 出され る。教育内容か ら教

材へ進む関係 と教材か ら教育内容へ組み立てる関係 である。 ここに、花 の仕組み と働 きの

理解 とい う教育内容か ら具体的なアブ ラナの花を もってくる教材構成 の方法 と、ごみの処

理 とい う教材か ら環境の汚染 と保 全や市役所の環境課 の働きな どの教 育内容へ結びつ ける

教材構成の方法が見出 され る。いずれ に して も、教材研究は教育 内容 の吟味を大事な要因

とす る。

（２）学習活動の検討

教材研究 は、子 どもの学習活動の検討 と直接的に関連す る。教材 は子 どもが取 り組 む対

象であるが、教師の教材の解釈や構成に よって、また発問な どの指導 の方法によって、子

どもの取 り組 む学習活動が変わるか らである。

学習活動は、学習手段か ら導き出 され る。人間の学習手段 は、社会 的交流 としての コミ

ュニケーシ ョンか ら捉 え られ る。 コミュニケーシ ョンは送 り手 と受け手 における表現 と受

容の二種の活動 に基づ く。 ここか ら、受容手段 として見 る、聞 く、読む活動 、及び表現手

段 として行 う、話す、書 く活動が分 けられ る。 学習活動は、基本的にはこの ２種 ６類 の活

動か らなる。つ ま り観察、聴取、読みの活動 と作業 、談話、書 きとい う６類 の学習活動で

ある。実際の学習活動は、 これ らが結びあって展 開 され る。教師に とっては、教材 と関係

させて どんな学習活動 を用意す るか、子 どもの実態 に基づいて検討す ることになる。授業

の伝統的な学習活動は見 る、聞 く、読む とい う受動 的なもので あったが、現代 では行 う、

話す、書 くとい う能動的な活動 を多彩に進 めるよ うになってい る。

こ うした学習活動を問いや問題 に基づいて展 開す ることが、検討 の際大事 となる。 問い

や問題 に基づいて学習が成立 し、問いや 問題が学習 を推進す るか らである。活動する こと

自体が子 どもの意欲を駆 り立てる ものであるが、そこに問いや問題 を意識す る と、それ を

解決 しよ うとい っそ う意欲がわいて くる。意欲 的にす る学習活動を検討するこ とが、 ここ

で求め られ る。

構成 した教材は、 こうした学習活動 と関連づけ られなければな らない。 同 じ教材 であっ

て も、教材 に関連づ けられ た学習活動 は実際には教師の扱いによって多様 とな る。かつて、

国語の 「一つの花」の授業において同 じ教材 を用いた ３人 の教師の授業場面 を比較分析 し

た ことがあ るが、同 じ教材 に対す る学習活動の展開がかな り異なっていた。 これは、朗読
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中心 と読解 中心 と朗読 ・読解 の交替 である。 この違いは、教師の同 じ教材 に対す る解釈 に

基づいて抱 く指導意図に起因 していた。このことか ら、教材 と学習活動 との関係 において、

教師 自身が教材解釈 をして 、 どんな学習活動にす るか とい うことを意欲 と結びつ けて創 り

出す ことが大事 になる。

３　学習過程の変遷 とその類型

どんな指導意 図で どの よ うな学習過程 を組み立て るかによって、教材のあ りよ うが違 っ

て くる。 このために、学習過程 を検討 してみたい と思 う。

昭和20年 代に登場す るのは、問題解決学習論 である。 これ は、社会生活 の現実の問題

に主体的に取 り組んで、 これ を協力 して解決す る実践的能力 と態度を育て よ うとした。そ

の特徴 は、子 どもが問題 を 自分たちの力で探究す る活動に中心をお き、その過程で必 要な

知識や技能 を学習す ることであ る。昭和30年 前後 には、基礎 学力の低下の批判 に伴 って

系統学習論 の主張が強 くなる。 これは、科学の成果 としての知識 の系統にそって指導内容

を構成 し、 これ を確実に習得 させ よ うとす る方式であ り、教師の指導性が強調 され る。

昭和30年 代末か ら40年 代にかけて、プログラム学習の考 え方が導入 されて実践 され た

が、テ ィーチ ・マシー ンではな く、ペ ーパー ・マシーンが使われた。 これ は、基礎的な知

識 と技能 を個人に確実 に習得 させ るプ ログラムに よる個別学習であ る。 同 じ頃の昭和4O

年代 には、教育内容 の現代化 の趨勢の中で発見学習 の方式が唱道 された。 これは、教科の

構造の理解 を基本に してこれ を発見によって学習す る方式である。学習内容の構造 に 目を

す えなが らも、子 どもの自力の探究過程 が重視 され 、発見の喜びが大事 にされ る。 この動

向において、西 ドイツの範 例学習 も唱道 され、実践 された。 これは、子 どもが問題 に した

テーマを探究す る活動 を通 して、基礎的 ・基本的内容 を理解 して学習を深 める方式である。

ここで も指導内容 に 目を向 けなが ら、子 どもの探 究活動が重視 されている。

昭和40年 代末か ら50年 代 にかけて、オープ ン学習が登場 し、これ に対 して完全習得学

習が普及 した。 ヒューマニステ ィックな教育思潮 の中で、オー プン ・スクール において個

性 を育成す るね らいをもつオープ ン学習が主張 され る。 これ は、学校 のこれ まで閉ざされ

てきた空間的 ・時 間的な枠組みを開放 して、子 ども自らが計画 を立てて 自主的に学習 を進

めてい く方式である。これ に対 して、50年 代 には学習 内容をほ とん どすべての子 どもに完

全 に習得 させ ることを目指す完全習得学習（mastery　learning）が試み られ る。この特質 は、

学習過程 において 目標達成度 を評価 し、 この結果 に基づいて的確 に指導す ることである。

今 日では、基礎的 ・基本的内容 を確実に習得 して学力 を高めよ うとす る教科学習が展開

されているが、 これ に対 して教科 の枠組みを超 えて行 う総合学習が設 け られている。 これ

は、社会的課題や個人の興 味 ・関心に基づ くテーマを設定 し、子 どもたちが能動的 にそれ

を探究する活動を展開 して、総合 的に学習す る方式である。

この ような学習過程論 の変遷を考えてみ ると、系統学習、プ ログラム学習、完全習得学

習は習得型 の学習過程であ り、問題解決学習 、発見学習 、範例学習、オープ ン学習、総合

学習 は探求型の学習過程 である。 習得型は、明示 された内容の習得 を効果的に達成す るた

めに、教師が直接 的に学習 を指導す る方式である。 これ に対 して、探求型 は問題や課題 を

子 どもたちが自力 で探究す る活動を通 して学習 を進め るよ うに、教師が間接的に指導す る

方式である。

４　調べ学習の教材研究

学習過程 の習得型 と探求型 とでは、教材研 究の あ りよ うが異なる。そ こで、探求型であ

る 「調べ学習」 を取 り上げて、その教材研究のあ りよ うを考 えてみ よ う。考察は、先 に述

べた教材研究の ２要因であ る教育内容 と学習活動 との関係 に着眼す る。
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習得型の教材研 究は、教育 内容 を吟味 して明確 に し、これをにな う教材 を選択 した り組

み立てた りし、 これ に基づ いて指示や発問な どをも とに した学習活動 を準備す るとい う進

め方である。 これ は、古 くか ら行われて きた伝統的な教材研 究の進 め方である。

これ に対 して、探求型の教材研 究は必ず しも真正面か ら研 究 されず、その進 め方 は明確

ではない。探求型 の学習過程の特質は、次の ５点 を指摘 できる。

①基礎的知識の習得 よ りは、概念や原理な どを解明する観察、実験、調査や、その結果 を

まとめ表現す る方法の修得 を意図 し、そ こに働 く観 察力 、推理能力、判 断力、表現力 など

の能力の伸長 をね らう。

② 自ら意識 しまたは提示 された問題や課題の解決に向けて、子 どもが主体的 に調べ探究す


る活動 を重視す る。


③教師の指導は子 どもの 自力の解決の活動 を重要視 して、基本 的には問題 を探究す る活動

の場面を設定 し、活動を方 向づけを して、子 どもを援助 し助成す る。 指導性は、基本的に


は直接 的 とい うよ りは間接的である。


④子 どもの探究活動は、 自らの力 で考え行 うことが基礎 であるが、グループを編成 して集

団活動 をとることが多い。

⑤子 どもが活動の内容 と取 り組み方な どを 自己評価 して、この評価 によってこれか らの探

求活動の方 向づけをす る。

こ うした特質 を含 んだ探求型の教材研究は、子 どもたちにどんな活動を進 めて どんなこ

とを学習 をす るかの検討が基本で ある。 この型 の一つが 「調べ学習」である。京都 の山王

小学校 の総合学習の実践において、最初の 「発見のステ ップ」の調べ学習 は、「高瀬川 ウォ

ッチ ング」の ワー クシー トを用いて、子 どもたちに どんな活動 をす るかのガイ ド指針 を立

て る。シー トには、①川 に行って眼で、耳で、手 で、鼻で発見 したこ と、②川 を見て思 っ

た ことや考えた こと、③川 に関係す ることでもっ と知 りたいこ とや調べたいこ と、 とい う

欄が設 けられ書 き込む よ うなっている。子 どもたちが どんな ことを どんな方法で調べ るか、

その活動内容が明確 に示 されている。 この活動内容 が、調べ学習の教材である。

調べ学習では、 こうした活動の指針 を示す ワークシー トが大 きな役割を演ず る。教材研

究は、 したがって、初めに学習活動が検討 され、次 に教材構成 が検討 され 、その上で教育

内容の確定が図 られ る。それ は、学習活動か ら教材構成 の検討 へ、教材構成の検討 か ら教

育内容の吟味へ と進 める。教材研 究は、習得型のそれ と逆の進 め方で ある。習得型 が教育

内容の確定が基本 になるのに対 して、探求型は学習活動を どの よ うに進 めるかが基本 とな

る。

（筑波大学 ・創価大学名誉教授　長谷川榮）
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第 １部　 第 １章　 第 ５節

キ ー ・コ ン ピテ ン シー に関 す る心 理 学 の 視 点

近年、OECD（経済協力開発機構）、PISA（学習到達度調査）の調査結果がきっかけ とな り、

「キ ー ・コ ン ピ テ ン シ ー （Key Competency ）」 とよばれ る国際標準の 「学力」についての関

心 が高 ま ってい る （ライ チ ェ ン＆ サル ガ ニ ク，2006）。そ の キー ・コン ピテ ンシー の検討 を

国 際 的 ・学 際 的 に行 っ たOECDのDeSeCo（ Definition & Selection of Competencies; 

Theoretical & Conceptual Foundations ） プ ロジ ェ ク トは、 キー ・コ ン ピテ ン シー をあ ら

わす概念枠組み （フレームワーク）として ３つのカテゴ リーを提唱 している （ライチェン＆

サルガニク，2006）。そのカテゴ リーの第 １は 「相互作用的に道具 を用いる」、第 ２は 「異

質な集 団で交流す る」、第 ３は 「自律的に活動す る」である。 「キー ・コンピテ ンシー」を

提唱 したOECDのDeSeCo研 究プロジェク トは、国際的な研 究者の集ま りとい うだけでなく、

教育学 をはじめ としたさまざまな研究分野 の専門家が関わる学際的な研究者 の集 ま りでも

ある。ここでは、「キー ・コンピテ ンシー」とい う概念 、その ３つのカテゴ リーすなわち 「相

互作用的 に道具を用いる」、「異質な集団で交流する」、「自律 的に活動する」について、心

理学の立場か ら、その とらえ方や学習への示唆を考えてみ る。

１　心理学 とキー ・コンピテンシー

まず、キー ・コン ピテンシーについてであるが、DeSeCoプ ロジェク トを通 じてOECDは

３つの条件をあげている。一つ 目は、「社会や個人にとって価値 ある結果を もた らす こと」、

二つ 目は 「いろいろな状況の重要な課題への適応 を助 けること」、三つ 目は 「特定の専門家

だけでなく、すべての個人にとって重要であること」である。 これ らの観 点を心理学の視

点からとらえると、キー ・コンピテ ンシーは広義の意味で 「社会的適応」を促す能力 と考

えられ る。また、OECDは コンピテンシー を知識や技能以上 のもの ととらえ、特定の状況の

中で （技能や態度 を含む）心理社会的な資源 を引き出 し、動員す ることにより複雑な需要

に応 じる能力をコンピテ ンシーは含んでい ると指摘 している。すべての個人 に適用が可能、

知識 ・技能以上、 とい う観点か ら、 ここでい うコンピテンシー とは心理学的には、「能力」

と呼称ではあ るが、遺伝や成熟、先天的な資質 とい うよりも学習、後天的、すなわち環境

を通 じて経験 な どによって獲得 が可能 、また状況 に応 じて変容可能な 「技能 （スキル ；

skill）」の側面が重視 され ている といえる。 また、その 「学習」には、行動主義の心理学

者 ワ トソンが提唱するよ うに自らの体験 としての経験が必要なもの、心理学者バンデュー

ラが主張す るように観察だけで も獲得す ることのできる観察学習 といった社会的学習があ

る。 さらに、学習にはゲシュタル ト心理学者 のケーラーが提唱 した 「洞察」 に基づ く学習

と、教育心理学 の父 と呼ばれ るソー ンダイ クが提唱 した 「試行錯誤」による学習があ る。

そのほか、学習 には、心理学者 トールマ ン、ナイサーの研究に代表 され るよ うな刺激 と反

応の間にある 「認知」が必要であ り、その認知能力には 「情報処理」、「記憶」、それ らに関

わる広義概念 としての 「知能」 とい った心理的構成概念 の能力も影響す ると考 えられ る。

２　知能 と相互作用的に道具 を用 いるコンピテンシー

知能の研究は、子 どものよ り良い学習機 会の整備のためのスク リーニング とい う国の要

請か ら研究を行 ったフランスの ビネーが、1908年 に 「精神年齢」とい う概念 を提唱 し、1911

年に今 日普及 してい るよ うな 「知能検査」 を完成 させた。 ビネーは、知能を 「抽象的思考
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能力 ・判断力 ・批判力 ・推理力、洞察力な どの高度な精神機能 ・認識能力」 ととらえてい

る。そのほか、児童用の知能検査 「WISC」で著名なアメ リカの ウェクスラーは、知能 を 「個

人が 目的に合 うよ うに行動 し、合理的に思考 し、自分 を取 り巻 く環境を効果的 に処理する

総合的な能力」 と定義 している。そのWISCに は、「言語性検査」 と 「動作性検査」 とい う

２つの大 きな下位 次元がある。 なお、近年、 日本版が改訂 され る見通 しであるこのWISC

は、その下位概念の見直 しが行われてい る。

そのほか知能 に関す る研究では、ギルフォー ド （1959）が論理的思考に基づ く 「３次元

構造の立体モデル」を提唱 してい る。 このモデル では、知能 の下位分類 が行われている。

まず、第 １の次元である 「内容」 は、①図形的、②記号的、③意味的、④行動 的の ４つに

区分 されている。次に、第 ２次元である 「所産」は、①単位 、②類、③関係、④体系、⑤

変換 、含意 の ６つに区分 されてい る。第 ３次元である 「操作」は、①評価、②収束的思考、

③拡散的思考、④記憶、⑤認知の ５つに分け られている。また、ギル フォー ドは、知能 （知

性）の構造化 も行 っている （図 １）。ギル フォー ドによれば、知能 は、記憶能力 と思考能力

に分 けられ、その思考能力は、「認知的能力」と 「生産的能力 （す でに知 ってい る情報 を利

用 して、新 しい情報 をつ くり出す能力）」、「評価的能力」に分けられ る。 さらに、生産的能

力は、「集 中的能力 （唯一の正答に到達す る思考過程）」、「拡散的能力 （思考の方法 に応 じ

て、 さま ざまな異なった解決 に導 く思考過程）」に分け られ ると指摘 している。

図 １　ギルフォー ドによる知能 （知性）の構造 （出典 ：白佐俊憲 （1982）を筆者が改変）

そのほか、因子分析 とい う統計手法を用いて知能多因子説を提唱す るサース トンは、知

能 が ７因子か ら構成 され ると主張 し、その ７因子 として、「計数」、「語 の流暢性」、「言語理

解」、「記憶」、 「推理」、 「空間関係」、「知覚の速 さ」がみ られ ることを指摘 している。

心理学においては、 この ような知能検査を中心 とした知能に関す るさまざまな知見があ

るが、 このような言語な どのすでにある知識 を 「理解す る」だけでな く、新たなアイデ ィ

アを生みだす 「TCT（test of creative thinking ）」とい う創造性の検査 も作成 されている。

このTCTは 、ギル フォー ドが考 えた創造性 を支 える因子 である流暢性、柔軟性 、独創性 を

特に評価す ることのできる検査 となってい る。創造性 の発達的研究では、トー ランス（1962）

が創造性発達の縦断研究を行い、小学 ４年生で創造性 が鈍 るとい う報告がなされている。

ギルフォー ドに よれば、この創造的思考に関係す る思考 として、アイデ ィアを生みだす 「拡

散的思考」 とアイディアを洗練 させた り、実践場面に生か してい こ うとした りす る 「収束

的思考」の両方をバランス よく使 ってい くことが必要であるとの指摘 している。

このよ うな知能、創造性 といった知的側面は、キー ・コンピテンシーのカテ ゴリー 「知

識や技能 を道具 として相互作用的に用いる」につなが ると思われ るが、その他の 「異質 な

集団で交流す る」、 「自律的に活動す る」 といったカテ ゴ リー においては、人間関係能力 と

いった 「対人的側 面」、認知面だ けではない 「行動面」が不十分である と考えられ る。キー ・

コンピテ ンシーで必要 とされ る能力 を身 につ ける とす るな らば、「何 を解答す るか」とい う

結果だけでなく、「どの よ うに解答す るか」 とい うプロセ スも重要であ り、 「それ を実際に

他者に どう伝 えられ るのか」の視点 も重要ではないだろ うか。そのためには、個人のみで
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言語 な らば論述 問題、数理 ならば計算式の過程 を示す ことで も可能であるが、二者 間での

対話や グループ活動 といった、実際に個人が他者 と関わる経験が よ り重要 となる。

そのほか、知識や技術 を相互作用的に道具 として用い るには、「思考能力」が大変重要で

ある。その思考 を発達的に理解す るには、著名 な発達心理学者 ピアジェの思考の発達段階、

あるいは、シェマ、同化 と調節 な ど思考に関わるさまざまな概念が有用であると考 えられ

る。心理学にお けるピアジェの思考の発達段 階 とその基本的概念は、表 １の とお りである。

表 １　心理学におけるピアジェの思考の発達段階とその基本的概念

１．思考の発達段階

（１）「感覚運動的期」（０～ ２歳）：反射～シェマの内面化までの６段階に分かれる。


感覚 －運動的活動が主であり、表象的知能はまだ見られない。


（２）「前操作期」（２～ ７．８歳）：前概念的～直観的思考までの ２段階に分かれる。身体活動から

思考活動への内化の段階。表象形成 （思い浮かべる）、象徴 （シンボル）活動、直感的思考が

主である。

（３）「具体的操作期」（７．８～ １１．１２歳）：事物そのものを使った思考 （自分の手で動かせる、

具体的なもの）が主である。この段階では可逆性 を獲得 した論理的思考が可能 となる。

（４）「形式的操作期」（１１． １２歳～）：仮説による演繹的思考 （個々の例か ら実証す るといった

帰納、抽象的な思考）が可能 となる。個々の例を演繹することができる。

２．認識の基本的概念

（１） 「シ ェ マ （scheme） 、 ス キ ー マ 、 枠 組 み 」： 心 的構 造 （psychological structure ）

経験を了解する心的構造である。年齢 とともに変化する。最初のシェマは感覚運動パ ターン

を示す。

（２） 「同 化 （assimilation） 」： 現 在 持 っ て い る シ ェ マ に よ っ て外 界 を解 釈 す る働 き （身 体 とい う

構 造 （シ ェ マ ） を使 って 適 応 して い く） で あ る。

（３） 「調 節 （accommodation） 」 ： 現 在 持 って い る シ ェマ で 外 界 を解 釈 で き な く な っ た と き 、新

た な シ ェ マ を 作 り出 し、 古 い シ ェ マ を 変化 させ る働 き で あ る。

（４） 「体 制 化 （組 織 化 ）」 （organization） ：内 的 に強 く結 合 した 認 知 的 シ ス テ ム を形 成 す るた め 、

シ ェマ が再 配 列 や 再 結 合 す る状 態 を さす。

（５） 「適応 」 （adaptation） 」： 環 境 に 直 接働 きか け 、 そ の働 き か けた 結 果 に よ っ て影 響 され る こ

とに よ り、 シ ェマ が 変 化 す る プ ロセ ス を さす 。

（６） 「均 衡 状 態 」 （ state of equilibrium ）： 同化が優位な認知的に安定 した状態 （落ち着いてい

る 、 「同 化 」 が 優 勢 な状 態 。）

（７） 「不 均 衡 状 態 」 （ state of disequilibrium ）： 調節が優位な認知的に不安定で、急激な変化が

生じている状態 （悩んでいる、「調整」が優勢。）

（８） 「均 衡 化 」 （ equilibrium ）： 均衡状態と不均衡状態の間を揺れ動く運動をさす。

３　 社 会 心理 学 とキー ・コ ン ピテ ン シー

キー ・コン ピテ ン シー の第 二 カテ ゴ リー で ある 「異質 な集 団で交 流す る」には、 「コ ミュ

ニ ケー シ ョン能力 」 が 必 要不 可 欠 で ある と考 え られ る。社 会 心理 学 の研 究分 野 にお い て、

コ ミュニケー シ ョンは 、書 き言葉 、話 し言葉 に よる 「言語 的 コ ミュニ ケー シ ョン （verbal 

communication ）」 と 「非 言語 コ ミュニケ ー シ ョン （non-verbal communication ）」 の二 つ に

大別 され る。そのほか、文字の大 きさやかたち、声の大 きさや速 さといった言語 に付随す

る言語内容以外の部分 （＝ 「パ ラ言語」）も重要である。そのほか、コミュニケーシ ョン様

式の違いには、直接対面で関わるコ ミュニケーシ ョン （Face To Face : FTF ） と、携帯電話
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やパ ソ コン な どを介 して 間接 的 に関 わ る コ ミ ュニ ケー シ ョン （Computer Mediated 

Communication : CMC）がある。特 に後者は、イ ンターネ ッ ト化が進む現代社会 に適応す る

ための重要な コミュニケーシ ョンであ り、情報 リテ ラシー とともに教育の今 日的課題 とい

えるであろう。そ して、異質 な他者 をより良 く理解するためには、「共感性」が必要である。

社会心理学者デー ビスは、「共感性」は感情ではあるが、情緒的側面 と認知的側面の二つの

側面があることを指摘 している。情緒的側 面には、情緒的共感、個人的苦痛があ り、認知

的側 面には、共感的理解、視点取得がある。 この ような共感性 とい う情操 を育むには、情

緒的な体験 とそれ に伴 う知的理解 の経験の両者が必要であろ う。そのほか、 コミュニケー

シ ョンにおいては、さまざまな社会的場面で必要なルールの知識 とそれを遂行できる行動

力 といった 「社会的スキル （Social skill ）」 も重 要 で あ る。

最後に、キー ・コンピテ ンシーの 「自律的に活動す る」 とい うカテゴ リーにおける心理

面についてである。人は さまざまな他者や集団 との関係性 のなかでの 自分を把握 し、認知

的に自分や他者の利益を調整 した上で行動 を実行 し、ときには行動を抑制す る必要がある。

まず、 自己がおかれた状況の 自己理解には、社会心理学者 シュナイダーが提唱 した 「セル

フ ・モ ニ タ リン グ （self-monitoring ）」 とい う概念 が有効である。また、 自己のおかれ た

状況や他者 との関係性 を考慮 した上で、実際に行動 の有無を決定す るか否か とい う面な ら

ば 、 近 年 、 社 会 心 理 学 の 分 野 で 注 目 され つ つ あ る 「社 会 的 自 己制 御 （Social 

Self•|Regulation: SSR ）」 とい う概念 が有効 で あ る と考 え られ る。原 田 ・吉澤 ・吉 田 （2008）

によれば、社会的 自己制御 とは、「社会的場面で、個人の欲求や意思 と現状認知 との間でズ

レが起 こった時に、内的基準 ・外的基準の必要性 に応 じて 自己を主張す るもしくは抑制す

る能力」である。原 田ら （2008）は、この社会的自己制御 を測定す る尺度 （計29項 目）を開

発 し、その信頼性、収束 ・弁別妥当性を確認 している。 また、探索的因子分析 とい う統計

分析の結果、SSRは 「自己主張」、「持続的対処 ・根気」、「感情 ・欲求抑制」の ３因子か ら

構成 されていた。 さらに原 田ら （2008）は、脳科学的基盤が仮定 された 自己制御概念 とし

て、グレイが提唱 した 「行動抑制／行動接近システム（BIS－BAS）」、実行注意制御 （EC）とSSR

との関連 を検討 している。このよ うな社会的 自己制御 の研究は、「自律的に活動す る」能力

に必要であろ う 「注意力」、「行動力」 との関連において今後のさらなる発展が望まれ る。

キー ・コンピテンシーは、全体 においては、その個人の 「価値観」、「態度」、 「欲求」 と

いった さまざまな心的要因がその個人の社会的適応に影響すると思 われるが、キー ・コン

ピテ ンシーの ３つのカテ ゴリー、「相互作用的に道具 を用 いる」では、知性 としての知能、

創造性 、「異質な集団で交流す る」では、コミュニケーシ ョン能力、共感性、社会的スキル、

「自律的に活動す る」では、セル フ ・モニタ リングや社会的 自己制御 とい った概念 が特に

重要である と考え られ る。今後は、キー ・コンピテ ンシーに関わるこれ らの諸能力が活用

できるよ う学校現場や生涯学習の場で教育 として どう応用できるのかが課題 であろ う。
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第 ２章

ホ リスティックな立場に立 った学習指導法の開発



第 １部　 第 ２章　第 １節

キ ー ・コ ン ピテ ン シー を 育 成 す る学 習 とホ リス テ ィ ックな 視 点

－知識基盤 社会 を生 き抜 く能力 とホ リステ ィックモデル －

は じめに

今、知識基盤社会 を生 き抜 く情報 リテ ラシーが求められている。 中教審答 申では、この

ことを 「知識 ・技能を活用 して課題 を解決するために必要な思考力 ・判断力 ・表現力の育

成」 とし、 「言語活動の充実」 を教科横断的に行 うことによって育成する としている。 こ

うした能力 を育成す る学習 として、筆者は 「キー ・コンピテンシーを育成す る学習」を提

案 した。児童生徒 がや がて社会に出た ときに必要 とされ る能力 は、生 きてい くなかで遭遇

す る課題 を解決す ることである。 その ときに知識 ・情報 を収集 し、熟考 ・評価す る能力が

必要になって くる。また、意思決定 した知識 ・情報 を道 具 として使用 し、表現 ・コミュニ

ケーシ ョンす る能力 も必要になって くる。 「キー ・コンピテ ンシーを育成す る学習」では、

課題解決 のために知識 ・情報を収集 、熟考 ・評価 し、報告文 （レポー ト）やプ レゼンテー

ション等でそれを表現す る。OECDの 「キー ・コンピテ ンシー （鍵 とな る能力）」で言 えば

「相互作用的に道具を用いる」の 「知識や情報 を相互作用的に用いる能力」に相 当す る。

学習指導の枠組み としては、「関連す る能力観」「知識 ・情報を活用す る学習 としての調べ

学習」「課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び」を設定 した。 この研究では 「キ
ー ・コンピテンシー育成する学習」が

、なぜ今 この時代 とこの社会に求め られるのか、追

究す ることにす る。

１　学校の授業における教材と授業の課題

（１） 児童生徒の学習意欲の低下

TIMSS2007の 「数学 ・理科を勉強す ると日常生活の役に立つ」では、数学が71％ 、理科

が53％ の生徒 しかそ う思っていない。 「将来 自分が望む仕事に就 くため数学 ・理科でよい

成績 をとる必要がある」では、数学が69％ 、理科が56％ の生徒 しかそ う思 っていない。い

（1）

ずれ も国際的にみて低 い レベルである。 PISA2006の 科 学 的 リテ ラ シー で も、「私 は理 科 の

科 目か らた くさんのことを学んで就職 に役立てたい」の設問で、「全 くそ うだ と思 う、そ う

（2） 

だ と思 う」 と答 えた 日本 の生徒 は39％ で、OECD平 均 の56％ を下 回 って い る 。 PISA2003

の数学的 リテラシーにおいて も、「将来の仕事の可能性 を広げて くれるか ら数学は学びがい

がある」の設問で、42．9％の 日本 の生徒が 「全 くそ うだ、その通 りだ」 と答 え、OECD平 均

（3）

の77．9％ を下 回 って い る 。 このよ うに 日本の児童生徒は学校で行っている学習 と自分の

将来 とのつなが りを捉 えていない ことが分かる。今学ぶ ことの意味を捉えていないのであ

る。

（２） 教科書教材の問題点

現在 の 日本では、教科書は主た る教材 として無償配布 されている。 しか も、広域採択で

学校現場に教科書 を選択す る決定権がないので必然的に教科書をなぞるような授業が行わ

れている。その うえ、教科書 には教師用指導書 もあ り、単元計画や詳細な解説、テス トま
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で掲載 されている。教師が作成す る指導計画 も実際には教師用指導書 の計画 を写 してい る

ことも多い。教科書会社 が同 じであれば 日本各地、同 じ時期 に同 じような授業が行われ る

ことになる。

PISA2006やTIMSS2009の 調査結果で、学校の学習が 自分の将来の職業や生活に役 に立た

ない と考えている児童生徒が多 く学習意欲 が低いのは、 この教科書 をなぞ るよ うな授業 に

も関係があるのではなかろ うか。現在の教科書の教材 は学習 内容 のエ ッセ ンスは精選 され

ているが、職業や 日常現実社会 とのつなが りなど、質 と量の面において充実 した ものには

なっていないか らである。 こ うした指摘は教育再生懇談会第二次報告 「教科書の充実に関

（4） （5）

す る提言 」 でも示 されてい る。文部科学省 では 『教科書制度 の概要 』 を作 り、教科書改

善の具体的方策を示 している。現在 これ に基づき平成23年 度 か らの使用す る教科書の検定

を行っている。 しか し、 これ らの施策が実際に教科書作成 に反映 され るか ど うかは、古 く

か らの教科書編集の課題 をク リアできるかにかかっている。それは教科書の広域採択 と採

算を計算 した教科書の編集体制、職業 ・日常現実社会 ・人間 とのつなが りを記述 したホ リ

ステ ィックな教材 の記述が されていないか らではなか ろ うか。

教科書は学習指導要領 をもとに作成す る。 この学習指導要領 の記述のあ り方 が教科書作

りに影響す るのではなかろ うか。学習内容の細かな記述だけに留まる と職業 ・日常現実社

会 ・人間 とのつなが りな ど、大局的視点か らの記述や特色 ある教科書作 りが発想できない

か らである。教科書が断片的な知識 を集 めた ものになって しま う。また、学習指導要領の

領域構成 も教科書作 りに影響 を与 えるのではなかろ うか。例 えば国語科の場合、「理解」と

「表現」の領域構成になっているので、 どうしてもこれに従った教科書の教材構成を しが

ちになる。 しか し、 日常現実釈社会では 「理解」 と 「表現」 を別 に行 っていることはほ と

ん どない。相手の表現 を理解 しなが ら自分の意見を表現 し、自分 の表現 を相手が理解 し相

手の意見を表現 してくる とい うのがコミュニケーシ ョンの現実の姿である。 日常現実社会

の コミュニケーシ ョンはこ うしたホ リステ ィックなものである。 しか し、 この ようにわけ

て しま うと学習で学ぶ ことと日常現実社会で使用す る場面が違って くることになる。 これ

では学校で学んだ内容が活 きて働 く知識 とな り得ない。 ここに学習指導要領の記述の要素

還元主義的な傾 向が垣間見 られ る。

（３） 教師中心の画一的な一斉授業

現在、学校 の授業では教師 を中心 とした一斉学習が行われていることが多い。学習は単

なる知識 を習得す るだけではな く、習得 した知識 をもとに考 え、 自分意見を表現 した り話

し合 った りす ることが重要であると考 える。 しか し、そ うした授業は小学校では垣間見 ら

れ るが、中学校や高等学校になると少な くなる。 中学校 ・高等学校にそ うした授業がない

のは、複数の教科担任で学年の授業を担当 し、 しか も中間 ・期末考査 を教師が順番で作 る

からである。 この ようになると教科担任 は授業の進度 を合 わせ る必要があ り、教科書をな

ぞ るよ うな授 業になって しまいがちになる。発展的な学習や教師が 自ら教材開発 した教材

を使用 しての特色ある授業が しづ らくなる。

また、児童生徒意見を表現 させた りする ときも、教師が中心 とな り話題 を整理 してま と

める授業が多い。 グループで課題を追究す るプロジェク ト型の学習や チーム学習 は、一般

的には多 くない。やは り、教科書をなぞるよ うな授業が多いのが現実である。教科の壁が

厚い中学校 ・高等学校の場合は特にそ うい う傾 向が強い。 こうした状況では児童生徒の生

き生き とした学習への取 り組 みは期待できない。また、教師 自身 も教科書をなぞるような

授業では、決まられた学習内容 を決 められた指導案で教 えるだけでは 自ら授業を楽 しいと

思っている とは言えないのではなかろ うか。教師が楽 しい と思って授業を していな くて、

それ を受ける児童生徒の 目が輝 くはずがない。
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２　ホ リステ ィックな立場に立つ学習指導法の必要性

（１） ホ リステ ィックな教育

TIMSS2006（ 数学 ・理科） の調査で、 日本の児童生徒は 「学校 の授業 が 日常生活や将来

の役 にたつ」 とは考 えていない ことが明 らかになった。 これは学習内容が断片的な知識 の

羅列 になっていまい、今行っている学習が 自分や社会 にとって どの ような意味があるのか

を理解できな くなって しまったためである。ホ リステ ィックとい う言葉がある。「全体」と

「部分」とのつなが りを重視す る立場である。 ミラーはホ リステ ィック教育 を 「「論理的思

考 と直感、心 と身体、知の さまざまな分野、個人 とコミュニテ ィ、 自我 と自己」 とのかか

（6）

わ り」に焦点を当てた教育 と捉 えている 。 先行研究 としては、米国の教育運動 「ホール ・

（7）

ランゲー ジ」をあ げ るこ とが で き る 。 この研究は 「知の さまざまな分野 とのかかわ り」に

おいて、理論 と授 業実践 の有効性 を確認す ることができる。また、 日本では、河津雄介 の

（8）

「合流教育 」 の理論 と授業実践が報告 されてい る。この研 究はゲシュタル ト心理学を学習

指導に取 り込んだ もので 「論理的思考 と直感 とのかかわ り」において、その有効性 を確認

す ることができる。 しか し、 これ らの研究は、学ぶ ことの意味、教材 としての教師、知識

基盤社会に必要な能力 を育成す るといった視点か らの学習指導法の開発の理論ではなかっ

た。 そこでこの研究では、ホ リスティ ックな立場 に立った学習指導法の開発を追究 した。

（２） 学ぶ ことの意味とホ リスティック

１）知識の断片化 と教材化の記述


ジ ョン ・Ｐ ・ミラーは、Ｄ ・タナー とＬ ・タナーの言葉を引用 しなが ら現代の学校教育


（9）

のカ リキュ ラム に対 して 、次 の よ うに批判 して い る 。

「学習 内容 をバラバラに して小 さな部分 に分割 して教 える弊害の最たるものは、それ

が結局、知の全体的な統合的理解 を難 しくして しま うとい うことにある。全体を見渡す

思想や哲学を持った り、さまざまな学習 内容が生か され合いなが ら他のもっ と広い分野

に応用できた りするためには、断片的な知識 の詰 め込みは役に立たない。」

こうしたカ リキュラムは、教材 の記述 の しかたに課題があるのではなかろ うか。学習

内容は現実世界の事象 を精選 して、児童生徒が現実世界 を生きる うえで必要なエ ッセ ンス

を体系化 した ものである。 したがって、学習 内容 と現実世界の事象は もともとつながって

いた。 しか し、学習内容 として体系化 した り教材化 して教科書を作った りす るときにその

つなが りが切 られて しま うのである。 このこ とを 「全体」 と 「部分」 との関係で説 明す る

ことができる。現実世界の事象 はいわば 「全体」 である。その 「全体」を分析 し細分化 し

て、学習内容や教材 として しま うと、いつ しか 「全体」 と 「部分」の関係 が失われ ていっ

て しま う。また、細分化 された 「部分」か らは、「全体構造」も見えなくなって しま う。す

ると、児童生徒 には 「全体」 と 「部分」 とのつなが りが意識できなくな り、知の統合的理

解ができなくなるのである。このよ うに、教材開発 においても、「全体」と 「部分」とのつ

なが り取 り戻すホ リスティックな視 点が必要 なのである。ジ ョン・Ｐ・ミラーの言葉で言えば、

「知のさまざまな分野の 〈かかわ り〉」に相 当す る部分である。

２）学ぶ ことの意味の把握 とホ リステ ィック
一般 に人間は 自分にとって必要 なことは人に言われな くて も学習す る。人間は 「今行っ

ている学習が 自分に とって意味があるか どうか」 とい うことを潜在的に考 えてい るからで

ある。児童生徒の学習意欲がわかないのは、児童生徒に とって 「その学習が 自分に とって
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必要ないか、自分 にとって関係がない」「どうしてその学習 を しなけれ ばいけないのか」と

感 じた場合 に起こる。児童生徒 の学習意欲の低下は、こ うした児童の 「内的必要感」や 「内

的必然性」を意識できない ところにある。つま り、児童生徒が学ぶ ことの意味 を理解でき

ていないのである。

マイ ケル ・ポラニーは人間が意味を獲得す る過程を暗黙知 の第一項 ・近接項である下位

の 「小細 自」か ら、第 ２項 目 ・遠隔項 である上位 の 「包括的全体」への 「統合」によって

（10）

成立す るとしている 。 この下位の 「小細 目」か ら上位の 「包括的全体」へ と統合 され る

「か ら～へ」の関係が あって こそ、人間は物事の意味を把握す るのである。 この ことを学

習場面で考 えてみる。人間は学習内容 とい う 「小細 目」 を学習 しているが、この学習内容

（小細 目）が 日常現実社会、あるいは人間 とその内面 とい う 「包括的全体」に統合 され て

こそ、学習す る内容の意味は把握 され る。ジ ョン・Ｐ・ミラーの言葉で言 えば、 「自我 と 〈自

己〉 との 〈かかわ り〉」に相当する部分である。

（２） 教材 としての教師

１）教材 と しての教師

授業は児童生徒 と教師 と教材 とによって構成 されている。児童生徒 と教師が一つ の場所

とし時間を共有 し、その相互作用のなかで共に知識を獲得 し認識 を深 めてい くものである。

教材は授業で使用 され るね らいのもとに学習 内容 を具体的に構造化 し直 した ものである。

今 、国語科の場合 、教材 となる要素 をあげると次のよ うになる。

①　教材 の客体的側面
・授業で使 う教材 （情報 の取 り出 し） ・教材か らの解釈 （テ キス ト・非連続型テキス ト

の解釈）

②　教材の主体的側面
・児童生徒の認識 （熟考 ・評価、思考 ・感性 ・意志） とその表現
・教材 としての教師 （児童生徒か ら見える教師の存在 、思考 ・感性 ・意志）

授業は客体的側面をめ ぐり、主体的側面の二つが相互に作用 し、時間 と空間を共有 し、

児童生徒 と教師双方の認識を深めてい くものである。 このなかで 「教材 としての教師」は

重要である。児童生徒 の眼に映 る教師の言葉 ・行動、あるいは 目に見 えないが感 じる存在

感 ・形象、思考 ・感性 ・意志 といった もの も児童生徒 に とっては教材 となるか らである。

このとき 「教材 としての教師」の教師の内面 と 「児童生徒の認識」の児童生徒の内面は線

引きができるものであろ うか。児童生徒は教師の内面に触れ 自らの認識 を生みだ し、また

教師 も児童生徒の内面に触れ 自らの認識 を深 めていく。 このよ うに考えると授業はまさに

ホ リスティックなもので ある。ジ ョン・Ｐ・ミラーの言葉で言 えば、「論理的思考 と直感 との

〈かかわ り〉」に相 当す る部分である。

２）学習指導法開発における教師と児童生徒の共同作業

「児童生徒の認識 とその表現」 と 「教材 としての教師」の相互作用によって授業 は作 ら

れる。 この とき教師は児童生徒の少 し前 を歩む。学習の リーダー としての教師の役割であ

る。児童生徒 はその リー ダーである 「教材 としての教師」 に触発 されて、 自らの認識を深

（11）

めてい く。芦 田恵之助 はこれ を 「師弟共流 」 と呼んだ。 この とき重要 となるのは、指導

者 としての教師の立ち位置である。指導 と支援のバランスを うま くとることが必要である。

こ うして教師 と児童生徒が共 に協同す る授業が創 られる。教師 と児童生徒が協同で創 り上

げてい く教材 と言 って もよいであろ う。 ここに教材開発 におけるホ リステ ィックな側面が

垣間見 られる。ジ ョン・Ｐ・ミラーの言葉で言 えば、 「個人 とコミュニテ ィとの 〈かかわ り〉」

に相 当する部分である。
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３）教師の存在の真実の露呈

教師がつまらない と思いなが ら授業を していて、児童生徒がお もしろいと思 うはずはな

い。やは り、教師が 「これはおも しろい」 と思った教材で授業 してこそ児童生徒 の眼 も輝

く。教師が語 る言葉に も自然 と力は入 り、教師の熱意 とい う形象が児童生徒 の内面 に響 い

てい く。 したがって、教師が教材開発 を行 うときに特 に重要 となるのは、教師 自身が 自己

の存在の真実につながる とい うことである。ジ ョン・Ｐ・ミラーの言葉で言 えば、「自我 と 〈自

己〉 との 〈かかわ り〉」に相 当す る部分である。教師の存在の真 実を投影 した教材 は、児童

生徒の内面に響 き、授 業を生き生き とした ものにするであろ う。

（３） 知識基盤社会の必要な能力とホ リステ ィック

１）知識基盤社会に必要な 「キー ・コンピテ ンシー」

今 とい う時代 に必要な 「知」 をどの よ うに定義す るか、難 しい問題 である。現在の社会

は知識 ・情報 の量が膨大である。 しか も、その知識 ・情報 は 日に 日に新 しくなってい く。

新 しい考え方や方法、システムが生 まれ、かつて正 しい とされていた知識 ・情報がす ぐ古

くなってい く。今や知識が社会 ・経済の発展を駆動す る基本的な要素 となっている。 まさ

に今 は知識基盤社会である。 この知識基盤社会において、今 どの ような能力が求 められて

い るのであろ うか。 この ことをPISA調 査の もとになっているOECDの 「キー ・コンピテ ン

シ ー （Key Competencies （鍵 となる能力）」の考 え方か ら整理 していくことにする。「キー ・

コンピテ ンシー」は知識 基盤社会 を担 う子 どもたちに必要な主要能力 として、「Definition 

and Selection of Competencies （コンピテンシーの定義 と選択）」のプロジェク トで定義

（12）

された ものである。定義は次の ようなカテゴ リーに分け られてい る 。

①　互作用的に道具を用いる


Ａ　言語 ・記号 ・文書を相互作用的に用いる


Ｂ　知識や情報を相互作用的に用いる


Ｃ　技術を相互作用的に用いる


②　異質な集団で交流する

③　自律的に活動する

この能力観 はホ リスティ ックな立場か ら定義 されてい る。能力を知識 ・技能の習得だけ

に限定 していない。知識 ・技能 はあ くまでも道具 として使用 され ることが 目的 となってい

る。 「相互作用的」 とは、人 と人 との相互交流、コミュニケーシ ョンを指す。 「相互作用

的に道具を用いる」 とは、自ら考 えたことを表現 し、コ ミュニケーシ ョンのなかで使用 し

てい くとい うことである。

２）PISA型 リテラシーと 「キー ・コンピテ ンシー」

PISA調 査は国際的比較が可能 となるためにキー ・コンピテンシーに基づいて調査の枠組

みが作成 されてい る。読解力 と数学的 リテラシーはキー ・コンピテ ンシーの 「Ａ言語 ・記

号 ・文書 を相互に活用す る能力」、科学的 リテ ラシー と問題解決能力は 「Ｂ知識や情報を相

互 に活用す る能力」に相 当す る。PISA調 査の数学的 リテラシー、科学的 リテ ラシー、読解

（13）

力の定義は次の通 りである 。

「数学が世界で果たす役割を見つけ、理解し、現在及び将来の個人の生活、職業生活、

友人や家族や親族との社会生活、建設的で関心を持った思慮深い市民としての生活にお

いて確実な数学的根拠に基づき判断を行い、数学に携わる能力」

「自然 の世界お よび人間活動 を通 してその世界 に加 え られ る変化についての理解 と

意思決定を助 けるために、科学的知識 を活用 し、科学的な疑問を明 らかに し、証拠 に基

づ く結論 を導 く能力。思慮深い一市民 として、科学的な考 えを持 ち、科学が関連す る諸
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問題に、自ら進んで関わること」

「自らの目標 を達成 し、 自らの知識 と可能性 を発達 させ 、効果的に社会に参加す るた

めに、書かれたテキス トを理解 し、利 用 し、熟考す る能力」

ここか らは、PISA型 リテラシーが社会参加 をも視野に入れた知識 ・技能を道具 として使

用 し表現 しコミュニケーシ ョンしてい く能力であることが分か る。このPISA型 リテ ラシー

もホ リステ ィックな立場に立ったもの と言 えよ う。

３　ホ リステ ィックな立場に立 った学習指導法開発の視点

PISA調 査 は 「内容」 「状況文脈 」「関係す る能力 （思考プロセス）」で作問する。 これを

ホ リスティ ックな立場か ら学習指導法開発 の視点 として整理す ると次のよ うになる。

（１）状況文脈 に即 した教材の開発


児童生徒の状況文脈 に入 ると言 うことは、児童生徒が今行 う学習の 「内的必要感」や 「内


的必然性」 を意識できるとい うことである。 この研究では児童生徒の状況文脈 に入る視点

として次の三つの側面をあげた。

１）教材 と日常現実社会 ・人間 とのつなが り

教材 と将来 の職業 ・日常現実社会 ・人間 とのつなが りがあるとい ことである。 この こと

によって児童生徒 は教材が 自分や 自分の将来 とつなが った もの として意識す ることができ

る。 こ うして児童生徒の状況文脈に入 るこ とがで きる。 このことによって、児童生徒 は将

来社会で課題解決 の場面に遭遇 した ときに、 この教材 を課題解決場面に適応 し課題解決 し

てい くもの と考える。ホ リスティ ックな立場か ら言 えば、ジョン・Ｐ・ミラーの 「知のさまざ

まな分野の 〈かかわ り〉」 に相 当す る。

２）「知の総合化」

児童生徒の状況文脈に入 るとい うことは、将来 の課題解決場面で活きて働 く知識 ・技能 と

なる とい うことである。 日常現実社会はあ らゆるものの複合 ・錯綜 した世界である。活 きて

働 く知識 ・技能になれ ばなるほ ど、言葉で限定された教科 とい う枠を越えてい くのが 自然で

ある。 したがって、教材が他教科 ・他領域 とつ なが り、教科横断的に構成 され ていることが

自然な姿 となる。 ホリスティックな立場か ら言えば、ジ ョン・Ｐ・ミラーの 「知のさまざまな

分野の 〈かかわ り〉」に相 当す る。

３）教材 と児童生徒 との心理的距離

児童生徒の状況文脈に入 るとい うこ とは、児童生徒が今 見て聞いて感 じてい る世界に入

るとい うこ とである。 このことによって児童生徒の学習意欲は刺激 され る。一般 に児童生

徒の生活に近い 日常を取 り扱 えば児童生徒の学習意欲 が喚起 され ると考 えやすい。しか し、

児童生徒の学習意欲 は物理的距離 よ りも心理的距離の短 さに影響 を受 ける。柴 田義松は 「身

近な ものほど子 どもにとってわか りやす く、興味があるとい う仮説はまちがっている。心

理的な距離 と物理的な距離 とは必ず しも一致 しない。それ がほぼ一致 しているのはせいぜ

い小学校低学年 までの ことだろ う。主 として文字の学習 を通 し、見知 らぬ世界への関心 を

覚 えた子 どもたちの空想 は遠 い地球 の果てや大昔の人 々の くらしにまで駆 けめぐるように

なる。そ うしたある時期には、遠い ものほど子 どもにとって心理的に身近な ものである 」（14）

と述べてい る。例えば、身近な 「草野球」 よ りもイチローや松井秀喜を教材 として使用 し

たほ うが、児童生徒 との心理 的距離 は近い。 「家庭のゴミの出 し方」よ りも 「デ ィズニー

ラン ドにゴミは落ちているか」 とい う教材のほ うが児童生徒 これ は児童生徒の状況文脈に

入 るには、物理的距離ではな く心理的距離の短 さが大 きく影響す るとい うことである。ホ

リスティックな立場か ら言えば、ジョン・Ｐ・ミラーの 「論理的思考 と直感 との 〈かかわ り〉」

に相当する。
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（２）表現力 ・コ ミュニケー シ ョン力を育成す る学習指導法の開発

１）理解 と表現を統合 した学習指導法の開発

今 「活用」をめ ぐって様 々な議論が交わ されている。 「活用力」を 「応用力」 と捉 える

人 もいれば、「表現力 ・コ ミュニケー シ ョン力」と捉 える人 もいる。「キー・コンピテ ンシー」

では 「異質な集団で交流す る」能力があげられていた。PISA型 リテラシーでは、知識 ・技

能 を道具 として使用 し表現 しコミュニケーシ ョンしてい く能力があげ られてい る。 この文

脈で解釈す ると、児童生徒が 「熟考 ・評価」 した意見を表現 しコミュニケーシ ョンのなか

で使 ってい くことが 「活用」なのである。 したがって、理解力 ・思考力の育成 とともに表

現力 ・コミュニケー ション力を育成する教材の開発が重要 となる。理解 と表現、思考 と表

現 とを統合 したホ リスティックな立場 にたった教材開発が必要である。ジョン・Ｐ・ミラーで

言 えば 「知の さま ざまな分野の 〈かかわ り〉」に相当す るものである。

２）課題解決のためのチーム学習

PISA型 リテ ラシーでは、表現 しコミュニケーシ ョンしなが ら社会参加す る能力が強調 さ

れ ていた。人間は一人で生きるのではなく社会のなかで人 と関係 しなが ら生きてい くか ら

（15）

である。 こうした能力 を育成す るためには 「協力する。チームで働 く 」 ことが必要であ

る。児童生徒が将来職業持った ときにはこ うした能力が特 に必要 となってくる。遭遇 した

課題に対 して人 と協力 しなが らチームで解決 してい く。 こうした学習を学校 でも行 う必要

がある。 この研究ではチームで課題 を見つ けそれを解決 し表現 し、他の児童生徒 とコミュ

ニケー ションす る学習指導を構想 した。授業においては、児童生徒が 自己の意見を表現 し、

それ を第三者が受けとめ評価 し、児童生徒 にフィー ドバ ックされ るとい うサイクル を授業

のなかに組 み込んだ。 この ことによって、授業はまさに 日常現実社会そのものになってい

く。 これを リア リスティ ックな授業 の環境構成 として、学習指導法開発 の視点の一つ とし

た。

おわ りに－キー ・コンピテンシーを育成する学習 とホ リステ ィックな視点

人間が 日常現実社会で生 きる営みは、まさに活動的であ り、協同的であ り、表現的であ

る。人間は生 きてい くなかでいろい ろな課題 に直面する。その課題 を解決 しよ うとして、

人 間は 目的意識 を持つ。そ して、情報 を探索 した り、試行錯誤 した りす る作業 ・活動を行

う。 これが人間に とって学習 となる。学習 は課題解決 のための 目的を持 った活動的な作業

なのである。また、人間は一人では生きられ ない。関係のなかで生 きてい る。関係 として

の人間を考えるとき、人間の表現活動 は常に双方 向的、相互交流的 となる。 この相互交流

的な表現は、自分の内面にあるものを外に向かって表現 し、その表現を第三者が受 け止 め

評価 し、その反応が個人にフィー ドバ ックされ るとい うサイクルになる。つま り、人間の

表現活動はコ ミュニケーシ ョンとな るのである。 グループによる 「課題解決 のための活動

的 ・協 同的 ・表現的な学び」では、人 間は 日常現実社会 のなかで生 きるあ りのままの姿を

そのまま学習の場面に写 している。

「ホ リステ ィ ック」 とい う概 念 が あ る。 「ホ リス テ ィ ッ ク」 とは 「包 括 的 ・全 体 的」 と

い う意 味 で 、「全体 と部 分 とのつ なが り、バ ラ ンス を重 要視 す る」概 念 で あ る。 この考 え方

（16）

では 「全体は部分の総和以上である」 とい う前提 に立っている 。 ＯＥＣＤ のキー ・コン ピ

（17）

テンシー もホ リステ ィックなものであると言われ ている 。

「キー ・コンピテ ンシーを育成す る学習」では、今行 ってい る学習 （「部分」）が、 日常

現実社会 （「全体」）そのままになってい る。 ここからは 「包括的」で 「全体性」を重視す
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るホ リスティ ックな視点を垣間見ることができる。このよ うに考 えてくる と、「キー ・コン

ピテ ンシー」 を育成す る学習指導法の枠組みは、ホ リステ ィックな視点に立つ ものである

と言えよ う。
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第 １部　 第 ２章　 第 ２節

学 問 の 原 点－ ホ リス テ ィ ック な ア プ ロー チ

１　は じめに理想論

どの学問分野にせ よ、は じめか ら体系化 された理論があるわけではな く、混沌 とした観

測事実があ り、一部は数値化 されてデー タとな り、再現性 が確 かめ られ、誰 に とって も普

遍的な事実が集約 され、整理分類 されて、 ときに関係付 けられて理論 となる。ア ンリ ・ポ

アンカ レが 「科学 と方法」で一貫 して述べているよ うに、観測 と実験 は繰 り返 され、「観 よ、

而 して正 しく観 よ」 とい う原則 はあって も、一切 を視つ くす ほ どの時 間、ま して一切 を正

しく視つ くすほ どの時間をもたない。 （中略） よって ここに選択 の必要が生ず る” （同署 ：

吉 田洋一訳、岩波文庫、1953年 ）”のである。

近年の環境問題 、格差 、紛争、次々に現れ る新たな疫病 な どの現代的な課題 は、既往 の

知識の再利用だけでは解決 できそ うにない。既 に確 立 した心地の良い美 しい理論や高邁 で

格調の高い論説 に舞い上がって も問題は解決 しない。 断片的で不完全 に しか記述できない

事実の混沌の中で誠実に苦悩 し、その混沌を整理分類す る過程で本質 を嗅ぎ分 け、その混

沌 の中に潜む原理 を選択 し、抜本 的な問題解決 をす ることが要請 されてい る． このプ ロセ

スは、学問が形成 され るプロセスそのものであ り、学問の原点である。そ うした場で既往

の学問分野 の不完全性 を補完 し超克す るための手法がホ リステ ィックなアプ ローチである。

新たな学問の形成 はその結果であ り、 目的ではない。

伝統的な教育は、既往 の学問分 野の学習、特 に知識 の再利用に よる問題解決 とい う効用

面に重点が置かれ てきた。既 に正解 が明 らかになっている練習問題 による訓練 は、答 えを

求 めるス ピー ドを高 めることはあっても、正解 が明 らかになっていない課題解決 において

は必ず しも有効ではない。 その意味で、混沌 とした観測事実か ら始 めるホ リステ ィックな

アプ ローチの重要性は極 めて高い。

では、正解が見つかっていない難 しい課題に如何に挑戦 したらよいのであろ うか ？また、

そのための教育方法は如何 なるものであろ うか ？これ までの教 育プログラムで準備 され た

例題 を、答 えを求 めるーつ ま り学問が形成 され るプ ロセ スの追体験 とい う視点で再編す る

ことが重要である。そ うした教材 を通 した訓練 を積 み重ね、既往 の学問体系 を徹底的 に習

得す ることによって思考力 をつけ、 どの よ うな困難 な課題 にぶつかって も他人の知恵 に頼

らず 自分の腕で解決できるだけの実力、気力を涵養 してお くことが必要である。 「観 よ、而

して正 しく観 よ」 に少 しでも近づ くための明鏡止水の心境 と、それぞれの現場の困難 な課

題 を克服す るための適応力、思考力 、企画力、設計力 、実行力が必要で、それは問題解決

の経験 を通 して獲得 され るべきものである。

２　現実は

こ うした理想論 は多 くの人々が共有す るものである。 一方、現実世界ではモ ノの価値や

価格の違い によって経済活動 は活性化 され、情報 の質や量の違いによって脳 は活性化 され

る。前者 の違いは科学技術 ポテ ンシャル の違いに依存す るこ とが多いが、後者の違 いは科

学技術 ポテンシャルだけでなくマネ ジメン トの巧拙 にも大 きく左右 される。21世 紀 とい う

時代 を学問の作 られ方 と創 り方 が情報社会 とい うプラ ッ トフォーム上でダイナ ミックに反

応する場であると想定 し、教育の現場で どのよ うな反応が支配的で律速であるか を考 えて

みたい。
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原油価格 の高騰騒 ぎが沈静化す ると今度は未曾有の １００年 に一度 の金融危機 である。

知の ＊＊、知の ＊＊＊、知の ＊＊とい うキャッチフレーズは知 の深化 よ りは知の多様性 を

もた ら した。 Copy & Paste による新 しい ＊＊学の提案は続 き、その多 くは １世代 も続 かな

い。一方、何世代に もわたって引き継 がれてきた学問分野で も絶滅 しそ うな領域 も少な く

はない。真理 、基礎 、基盤の探求 を使命 とすべき大学 もパス ワークが主体 の戦略的なゲー

ムの場 とな りつつ ある。 スピー ド感だけが勝者 を生む世界 は、時差、情報格差、賃金格差

によって更 に格差 を拡大 した。そ こでは情報が大きな役割 をはた し、資本 が蓄積 され、新

たな情報 の生産を伴わない新 しい学問－ ＊＊学が次々 と作 られ る。本来、学 問は独立 した

個 の理性 を通 して創 られ進化 ・深化する ものだ と思 う。 そ して情報知識学の役割 は、集合

としての ＊＊学群 のダイナ ミックスを、情報量 とい う物差 しを使 って可視化 し、個 の理性

を活性化 しなが ら、集団 としての知的生産性を高めるところにある と考えている。 しか し

なが らその成果 と しての過剰 な生産性 の獲得は、新たな課題 を生み出 しているよ うに思 え

る。

３　ホ リステ ィックなア プローチの始ま り

設計問題 は情報の不足 を補いなが ら答 えを探索す るホ リステ ィックなアプ ローチの典型

である。以下、設計問題 とい う観点か ら教育を考 えてみる。

【冶金学か ら材料設計学へ】

天の声 を地上に伝 えるのが天文学で、地の価値を社会 に還元す るのが錬金術 であ り冶金

学である。 プロセ ス技術 が主体の冶金学か ら科学や物理が生まれ、成果 としての素材 は工

学の基盤 として諸技術の進歩 とともにあった。要素間の相互作用の強い複雑系である材 料

は膨大な試行錯誤 と幸運 とが進歩 の駆動力であったが、データベースの拡充 と計算可能性

の拡大は、順問題 と逆問題 とを同時かつ戦略的に解 く可能性 を拓 き、 ”Learning 

とい うホ リスティ ックな材料設計問題への本格的な挑戦が開始 された。 Modern 

への 展 開で あ る。

by doing"

Alchemy

【材料設計学か ら人工物 工学へ 】

設計方法論 としては材料 の設計 も人工物の設計 も違 いはない。人工物工学での新たな視

点は人間的な因子 と不完全 な情報 の処理である。現物 、現場に含意 されるセマ ンティ ック

スは無限に近い。 どのよ うな情報 モデル も計測値 も近似であ り、一面的なスナ ップシ ョッ

トである。一方、普遍性の高いモデルか ら創 出 され る仮想世界 も現実世界 を超 えた無限の

可能性がある。大事な ことは現物、現場への こだわ りと、確 立 した古典的 な論理体系の視

点 か らの位置決め、非古典的な要因についての適切 な認識、個 々の学問分野の理解 と分野

間の壁 の超克である。

タコマ ・ナ ローズ橋 の崩落やチャ レンジャー事故 を例示す るまで もないが、専門家集団

に よる誤った教義の採用が専門家集団の本流の外 か らの適切な指摘 を無視 し、大きな事故

につながった例は少 な くない。 それぞれ の専門家集団には長年 の努力に基づ く当該分野へ

の愛着 と誇 り、権益が付随す るため、そ うした集団の外 にいる専門家が ＮＯ と言 って も容

易に認 められ るものではない。 また安全対策は余計 な経費 のかかることが多 く、専門家集

団の決定を覆す よ うな新たな考 え方を主張 し、設計仕様 の変更に強い影響力 を与えるこ と

のできる人材 を養成す ることは容易ではない。 現物、現場 を直視 できるやわ らかい頭脳 を

持った人材 の教育、養成 を通 して学問体系の多面的で継続的な改革が必要 なこ とを過去の

事例 はよく示 している。

【人工物工学か ら環境学、環境学か ら人間学、人間学か ら情報知識学へ】

人類は今世紀末には100億 人 に到達 しようか とい う勢いで増え続けている。

よ うや く浸透 しつつある 「有限の地球」 とい う事実認識 も、大量生産 ・大量消費 ・大量廃
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棄 とい う世界全体 の文明の勢いを抑制で きてはいない。東西南北の貧 富の格差は益々広が

り、そのことが世界に新 たな軋轢 を生み、解決 を要す る緊急課題 を数 多 く噴出 してい る。

今後の人 口の増加 と逆行す るよ うに石油資源 の限界が顕在化 し、これ まで経験 したことの

ない危機の到来が警告 されている。そ うした危機の克服のためには、環境 ・エネル ギー ・

経済にお ける様 々な問題 だけでな く、貧困の撲滅、国際秩序 の回復、新 たな価値観 に基づ

くライフス タイルの構築や新産業創 出等々、人間の生 き方や教育問題 と密接 に関係す る人

類共通の難題 がある。私達に出来 ることは何なのか ？

国連 ア ナ ン事務 総 長 は 、2002年 の ヨハ ネ ス ブル グの環 境 サ ッ ミ ッ トで は、 水（Water）、

エ ネ ル ギ ー （Energy） 、 健 康 （Health） 、 農 業 （Agriculture） 、 生 物 多 様 性 （ Biodiversity ）、 そ し

て貧 困（Poverty） が大切 で あ る と述 べ 、2003年 のジ ュネ ー ブ の情 報 社会 サ ミッ トで は格差

の解 消には 「人 間の生命、身体、健康、尊厳」を相互に尊重 しあ う人々の連携 （connection ）

が重要であると述べ、科学技術や情報技術は噴出する様々な難題の解決のためにあると総

括 した。

この文脈 と意 味において健康、環境、エネル ギーにかかわ る科学者 ／技術者は、その公

共性の故 に他分野への範例 を示す役割が ある。例 えば原子力にかかわ る科学者／技術者 の

役割 を要約すれば、原子力は社会の諸難題 を解決す るための重要な手段であ り、 自分達は

自然が用意 してくれた核エネル ギー とい う財産 を社会 に還元す る使命 を負 っていると自覚

す る必要がある。 この使命感 こそが我が国の原子力平和利用の原点であ り、石油資源 の限

界が顕在化す る今世紀 こそが人知 を尽 くして核エネル ギーを利用す ることの真価 、意味を

人類全体 に対 して大 きな構図で明 らかにす ることができる本 当の出番 なのである。従 って

本 当の原子力問題 は、旧来の原子力推進派や反対派か ら構成 され る村のイ ッシュー として

独立 してあ るのではなく、そ うした小 さな構 図を脱皮 して人類全体の繁栄 と福祉 の実現 と

い う人類共通の 目標、 ミッシ ョンの実現 に向か って行動す る ときの重要な手段、頼 りにな

るオプシ ョンの確立にある。

しか しなが ら日本では依然 として特定の ライフサイエンス、ナ ノテ クノロジー、情報通

信等の先端科学技術分野が注 目を集 め、経済や知財権 が過度に優先 され、形式 と効率が重

ん じられ る。時代 は科学研究や技術 開発の意味を社会の側が吟味す る方向へ と大き く再編

されてきているのに、依然 として 自分 の専門 とす る科学技術を聖域視す る傾 向は改ま らな

い。 国際競争力、知の創 造、国力の創 出、国際貢献等々の強化が総花的に叫ばれた りはす

るが、現実は、国際的視野に乏 しく、そ の活動 も自己閉鎖的だった り自己満足で終わって

しま うことが多い。長年、海外情報に依存 し、 自ら考 えるこ とを怠 りキャッチア ップを継

続 してきたツケが回ってきているのである。

それで も、それぞれの産業の現場では、厳 しい競争に勝 ち抜 き辛い経験 に耐 えてきた結

果、充分な実力を蓄えた良質の技術者が着実に育 ち、確固たる知的基盤が形成 されてい る。

そ ろそろキャ ッチア ップや 耳触 りの良いキャッチフ レーズに右顧左眄す るのは止めに して、

安全 とい う人類全体に共通の価値 を実現す るための知見を公共財 として確 立す るとい う共

通の ミッシ ョンを設 定 し、そのた めの体系的な思索のサ ンプル として 自らの経験を通 して

得 られ た貴重な知見を普遍的な学問 として総括 し、次世代 を担 う若者が 自分 の生 き方 を考

え直す糧 となるよ うな知的資産 として集約 して も良い時期である。 そのためには時代 の変

化 を読み取 り、既往 の有用な知見 を集約 し何が大切 であったか を伝 え、将来に向かって開

かれた議論 を継続的に積み重ねる場が必要 である。そ のためには属人性の高い先端科 学の

成果や貴重な経験 を普遍性の高い公共財 としての知見 に変換す る作業 が必要であ り、個 々

の要素技術の確立 とともに現場 、現物に基礎 を置 きつつ全体像 を見失 わない綜合的な研究

開発が要請 されてい る。
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４．おわ りに

個か ら集団、そ して個 のケアへ 、事例研究の集積 と体系化、そ して事例の より深い理解

へ 、視点や解釈 はダイナ ミックに変化す る。情報社会 は旧来の学問を超 えて深化す る。 そ

こにどのよ うな学問大系が必要 となるかは誰 も知 らない。何が大切 か、そ こには世界に と

ってどのよ うな共有地 （コモ ンズ）が必要か皆で考 えて もよい時期 である。適正な教 育学

習環境による既往 の学問分野の桎梏 を超 えた明鏡止水の心境 と、それぞれの困難な課題 を

克服す るための適応力、思考力 、企画力 、設計力 、実行力の涵養 が必要であ る。 この意 味

で、ホ リステ ィックなアプローチの重要性 は人類共通の ミッシ ョンに深 く関係 している と

いえる。

（東京大学大学院　岩田修一）
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第 １部　 第 ２章　 第 ３節

数 学 に お け るホ リス テ ィ ック な立 場 とそ の 重 要 性

－数学教育のカリキュラムとの関連 を中心として－

１　は じめに

ともすれば、「数学では 「一たす一は二」で しかない、 しか し、現実社会では、一たす一

は、必ず しも二ではない」だか ら 「数学なんか学校を出るまでで、現実 には役 に立たない」

と言われて しま うことがあるが、数学は、決 して 「一たす一」の計算だけにとどまるもの

ではない。PISAに おいても重要視 されているよ うに、現実の生活 にとっては、む しろ、

数学の中の、それ だけでない部分が重要なのである。

これは、学問一般 について、下田に よって 「学問におけるホ リズム」 として強調 されて

きたこ とでもある。学 問全体は、一つの総合的な生命体 （ホ リスティック ・ビーイング）

として、現実 と人間の思考 との仲立ちをし、人類によ りよい未来を約束す るものでなけれ

ばな らない。 だ とすれば、その部分 は決 して独立 して発達 ・存在す るものではない。

「国語、数学、理科な どの教科 は、学問全体 にとっては手足のよ うな ものであって、そ

れ は、よ り総合的に、読解力、表現力、判断力な どを養 う源泉 となって全体の中に活用 さ

れて、は じめて現実生活 に対す る意 味を持 ち、有効性 を獲得 できるはずであ る」 とい うの

が下田の考え方である。

ただ、PISAに おいて読解力 として も強調 されている現実の把握、そ して、それに基づ

く論理の展開が、言語 的にな される場合 と、数量的になされ る場合があることは認 めなけ

れ ばな らない。 したがって、学問全体の中に、言語的 な認識 を中心 とす る方向 と、数量的

な認識 を中心 とす る方向 とが、互いに相補 う形で存在す ることは否 めない。 ここでは、後

者 を 「総合的 ・ホ リスティックな数学の方 向」 と捉えることにす る。 あえて言 えば、これ

こそが、数学の発展 ・展開の原動力であ り、PISAが 問 うている 「数学的知識 の活用」で

あるとも考え られ るのである。

２　数学発展 と文明、そ して数学教育

実際、小学校 における数学の学習順序は、ほぼ歴史的発展の方向に沿っている。お釈迦

様 の頃に さかのぼれ ば、イ ン ドは当時の一大農業国であ り、当時の世界への食料な どの供

給を担っていた。 そこでは、 これ らの商取引も行 われ 、当然の結果 として、帳簿付 けのた

めの技術 が要請 された。 これが、イ ン ドの高度な哲学的な思想 と一体になって、自然数 ・

整数 を中心 とす る数学の展開が行われた とす るのは自然である。

小学校低学年 における算数の学習は、 ここにその基礎 をおいている。小学校算数は、 １

か ら９までの基本記号 を記憶す ることに始ま り、ゼ ロを習った後に、二桁、三桁な ど任意

の 自然数がこれ ら基本記号の組み合わせで表記できることを習 う。ついで、基本記号の間

の演算 を 「加え算 ・かけ算 の九九」 として暗記 し、これ によって任意の 自然数 の加 え算 ・

かけ算が 自由に行 えることを習得す る。いまでも数字がアラビア数字 と呼ばれ るよ うに、
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これ こそが、ア ラビア文 明がイ ン ドから受 け継 ぎ、改良に改良を加 えた商取引のための重

要技術 だったのである。

しか し、現実の複雑 さは、 この ような 「一つ ・二つ と数 え られ る」数 ・自然数 ・整数 に

よる 「しば り」 を簡単に飛び越 えてゆく。現実の中には 「一つ ・二つ と数え られない」 も

のも数 多 く存在す るのである。例えば、毎年氾濫するナイルの土地 を公平に分 け直すため

に、エジプ ト文明が必要 とした面積 ・体積の ような 「量の概念」 は、 自然数 によって処理

されて 「一つ ・二つ と数 え られ る」 とは限 らない。 したがって、 自然数以上の概念が必要

となる。 さらには、エジプ トの量の概念を、より精密 に して土地測量に応用 したギ リシャ

のよ うに、三角形や四辺形な ど 「形そのもの （の集合）」を考 えなければな らな くこともあ

る。

これ らの上に立って、二次方程式に代表 され る砂漠や海 のナ ビゲーシ ョンの数学を完成

し、当時の全世界を股 に掛 けて商売を行ったのがア ラビアの隊商であった。 この時代に、

砂漠 を旅 し、あるいは海 を渡った ものに とって、実に、天体観測 と数学は生き残 りの技術

だったのである。

これ らの技術が現在の教育課程に残 ったものが、小学校一 ・二年の 自然数 の学習に続い

て小学三 ・四年で行われ る面積 ・体積、比例 の学習、そ して、それ らを処理す るために作

り出 された分数、 さらにはナビゲー ションのためにアラ ビア （また ヨーロッパ）が作 り上

げた小学校高学年か ら中学へ と続 く、小数か ら無理数へ と拡大 してゆ く世界 に他な らない。

３　数学は現実の要求に応 じて発展する

小学生に対 して、３と教 えるべ きか、または3．14で あるべきか と、かまびす しいパイ も、

「形に対する数学」・幾何学を作 り上げたギ リシャが 「「円とい う形」 を 「面積 とい う量」

で捉えることができるだろ うか」と自ら問い、「それに答 えるには、イ ン ドが作った 自然数

ではだめだ」 さらに 「それ を改良 して作 られたはずの分数 （や代数的数）の世界にす ら答

えはない」と自ら答 えるものに違いなかったのである （「で もホン トにそ うかなぁ」と疑 う

もののために 「円の面積 に等 しい正方形を定規 とコンパスで作図せ よ」 とい う問題 が精力

的に考察 された。これは、「パイをルー ト付 きの分数 で表せ」とい う問題 と同値 であ り、現

在では作 図不可能であるこ とが分かっている）。

だか ら、パイを どう教 えるべ きかとい う問いには、「それ はイン ド・小学一 ・二年 の自然

数でもな く、ア ラビア ・小学三 ・四年の小数でもない数であ り、それ を正 しく見極 めるた

めにこそ、大学で習 うヨー ロッパの無理数 ・実数があるのだ」 と答 えるのが正 しい。つい

でに、パイは 「イン ドの自然数で近似するな ら３」、「アラビアの小数で言 うな ら3．14く ら

い」であ り 「分数 のギ リシャでは22／7で 近似」 して、とにか く実用を優先 させている点

は注 目に値す る。

これ ら各時代の数学が、一方では、論理的明快 さを尊びなが らも、パイのよ うな、いわ

ば不可解な数 を、このよ うに 「おそるおそ る」取 り扱ったこ とこそが、数学が現実そのも

のに基礎 をおいて、ホ リスティックに発展 してきたことの証拠であるともいえる。実際に

円の周 囲や面積 を考 えなければいけない場面は、 ヨー ロッパでパイの概念 が確定 され る以

前に、身の回 りに起 こり続 けたのである。
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４　近代科学 と数学

ここで、小 ・中学校の レベルを少 し超 えてもよければ、「パイ、そ して一般 に無理数は、

ちょ うど、「あの世」である月の世界に帰って しま う 「か ぐや姫」の ように、自然数や有理

数だけ しかない 「この世」では、正 しく表現することはで きない」とい うこ とにな る。「こ

の世」では近似す ることだけしかで きないのである。 そ こで 「近似 によって 「あの世」に

近づいて行 こ う、その操作 を極 限 と呼ぼ う」 として 「この世」 と 「あの世」の間に橋を架

けたのが近代数学の礎 をフランスに築いた コーシーだったのだ とい うことも出来る。

一方
、イ ン ドまたギ リシャにその範 をとったと言われ なが らも、独 自の発展を遂げたア

ラビアの数学は、小学校 の小数 に とどまらず、中学 ・高校で習 う一次方程式 ・二次方程式

の源流 をな してい るが、 この二次方程式 も、一般 にはその解 の中に無理数 を含 むので、本

来な らパイの場合 と同様 な事態 が起 こる。 もちろん、アラビアの数学 も、その厳密な基礎

付けよ りも、ナ ビゲー ションに対す る計算の有利 さを優先 したのである。

コー シーの極限 ・無理数 の概念は、 これ らを一ま とめに して面倒 を見 るものであ り、そ

の上に築き上げ られた高校 ・大学で習 う微分 ・積分は、ニュー トンの力学には じまって、

熱力学、流体力学の基礎 を築 き、その上に近代科学を導いたのであ る。

言 うまで もないかもしれないが、力学 ・熱力学は蒸気機 関や内燃機 関な どの設計に活躍

し、流体力学は船舶、航空機設計の基礎 となっている。また、ラジオ ・テ レビな ど通信関

係では三角関数の知識が欠かせない。 こ うして現在の科学時代が もた らされたのである。

５　ホ リステ ィックな数学 とPISAの 考え方

このよ うに、数学は、 もともとは現実 と斬 り合い、それ を処理するための武器 として生

まれてきた。（ホ リステ ィックな）数学は、現実を 「各時代の数」によって読み とり （読解）、

数の世界で許 され る処理を行い （技法 ・活用）、さらに これが現実を本 当に写 し取っている

かを考 える （熟考） とい う段階か らなる と考えるのがPISAの 哲学 とい うものであろ う。

現実 と斬 り合 うためにこそ、数学は、その数の世界を、イ ン ドの 自然数 からギ リシャの

分数 、ア ラビア （または ヨー ロッパ）の小数 、ヨー ロッパの無理数へ とい う具合に、 目的

に合 わせ て、次々に拡大 しなければな らなかった し、数学は、各時代 の現実が突 きつ ける

厳 しい要求に応 じて、血のに じむ よ うな努力 によって新 しい数や、その演算の手法を開発

してきたのである。

しか し、こ うして開発 された数 自身や、その演算 自身の 中に、現実が突 きつけた厳 しい

要求や、血のに じむ努力、そ して、数学が、この要求に見事応 えた ときの達成感を見て取

ることは難 しい。真 にホ リスティ ックな数学 の指導 を行お うとす る者 には、 この感覚が要

求 されているのではなかろ うか。PISAが 要求す るものも、またそれ に近い とも考え られ

るのである。

少 なくとも、数学の教育や学習 を、 自然数や分数 ・小数の世界 と、その演算 に習熟する

こと、さらには、（多少 とも人工的に作 られた）練習問題 ・応用問題 の解法の訓練だけに終

始すれば よい と考 える方が無理 とい うものであろ う。

このよ うな状況を少 しでも数学の原点に近づ け、数学の実用性に気づかせ 、意欲 をかき

立てよ うとす る点 にこそ、PISAに よって強調 され る 「読解 ・推理 ・熟考」な どか らなる

現実生活への活用、また下田の言 う、ホ リスティックな学問の重要性が読み とれ るのであ
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る。ただ、その道 は、容易な道ではない。数学の どのよ うな解釈が必要になるのか、また

どのよ うな困難が予想 され るのか、例 を示 しなが ら具体的に述べることにす る。

６　具体的な例

（１）三角形の外心定理と脳科学

朝、けたたま しく鳴 り響 く目ざま し時計 を止 め る とき、た いていの人は、 目をつぶ っ

た まま手 さぐ りを してい る。それ で も、目ざま し時計 の位 置は、か な り正確 に推 し量 り、

止 める ことが出来 るか ら不思議 とい えば不思議 である。

細かい こ とをい うと複 雑 になるが、 これは、脳が右左 それぞれ の耳に達す る音 量の

比 か ら、音源 の位置 を推測す ることがで きるか らで ある と考 え られてい る。脳 は、「小

さい音 は遠 くにあ り、逆 に大きい音 は近 くにある」はず だか ら、「も し右左 の耳 に達す

る音量 が同 じな ら、 目ざま し時計 は顔 の正面方 向にあ る し、右 か ら聞 こえていれ ば右

方 向にあ る ・ ・」 と判断 してい るとされ ている。
一方

、 これは私一人の体験か もしれないが、音量そのものか ら目ざま し時計までの距離

を推測す るのはそんなに うまく行 かない。例 えば、 目ざま し時計が何かの下に隠れてい る

ときは、方向を示す直線だけは分かっても、その どこにあるかは見当がつかないので、直

線 の上を、いつまでも探 し回ることになるのである。

このよ うな場合、頭の位置を変 えて探 し直す と有利になる。頭の位置 を変 える と、 目ざ

ま し時計が乗っているも う一つの直線の上が発見できることになるか らである。実際にも、

これ ら二つの直線の交点の周辺 に 目ざま し時計が隠れていることが多い。

このよ うな推理や考 え方は、 目覚 ま し時計の音にはとどまらず、天体の運動にも、雷や

地震の伝 わ り方な ど多 くの現象を処理す る場合に も共通に見 られ ることである。そ こで、

右左 の耳を点Ａ，Ｂな どとして 「形の世界」に持ち込み、抽象化す ることを、ギ リシャ人

は考 えたのであろ う。そ うすれば、これ らに共通す る考え方 を一つの概念 、一つの定理の

中に閉 じこめて、公理化、単純化す ることが出来 るはず である。ギ リシャの幾何学は こう

してできあがったものではなかったろ うか。

幾何学にい う垂直二等分線 の定理 は、次の ようなものである ：

定理 ：点Ａお よび点 Ｂか らの距離の等 しい点の全体は線分 ＡＢの中点を通 り、それに垂直

な直線 を作る、逆に、 この直線上の任意 の点か ら、点Ａ、点 Ｂまでの距離は等 しい。 この

直線を線分ＡＢの垂直二等分線 と呼ぶ。

この定理は、 目覚ま し時計 の場合、脳が行 っている推理 を定理の形 で取 り出す ものでで

もある。すなわち、脳 が、右左の耳に等 しく聞こえる 目覚 ま し時計は顔の正面にあると判

断す るのは、 目覚ま し時計は、「右左 の耳Ａ，Ｂを結ぶ線分ＡＢの垂直二等分線上にある」

か らとい うことになるし、頭の位置 を変 えて新 しい耳の位置 をＡ’、Ｂ’とし、等 しく聞こ

える方向を探れば、それが線分Ａ ‘Ｂ’の垂直二等分線であること、 したがって、 目覚ま

し時計はこれ ら垂直二等分線 の交点にあることが、この定理 から結論 され るとい うことに

なる。

なお、頭の位置を変 える とき、 もと左耳があった位置に、新 しく右耳を置 くことにすれ

ば、三点Ａ、Ｂ＝Ａ’、Ｂ’か らの距離が等 しい点 を求 めることにな り、その答 えは、おの
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おのの垂直二等分線 の交点 として得 られ る。 ここでは、頭 の位置 を変 えるとしたか ら、線

分Ａ、Ｂと線分 Ａ’Ｂ’の長 さは等 しくなってい るが、二等分線の交点が一点に定まる と

い うことを示すだけなら、この条件は必要ではない。だか ら任意の三点Ａ、 Ｂ、Ｂ’か ら

の距離が等 しい点は （それ らが一直線上に並んでいる場合 をのぞいて）唯一つ存在するこ

とになる。 これが、三角形 Ａ、 Ｂ、 Ｂ’の外心に他な らない。

言い換 えれば、三角形の外心の定理の裏には、脳 が無意識 に行っている 「距離が等 しい」

とい う条件を垂直二等分線 に置 き換えるとい う操作があ り、さらに 「（平行でない）二直線

は必ず一点で交わ る」とい うギ リシャの幾何学を特徴づ ける公理 が隠 されていたのである。

ギ リシャ幾何学のこのよ うな考 え方が、現代の人工衛星 を利用 したナ ビゲーシ ョンシス

テムや、地震 の震源地測定、そ して ＣＴスキャンの数学 を誕生させ てきた とも言 えるので

ある。

（2） 比率 と地図 と通貨換算 レー ト

ギ リシャにおいて、す でに分数 ・有理数 の概念 は導入 されていたが、それは、相似形の

比または通貨換算や配合 の比率の形で捉え られていた。測量を行い、地図を作 り、それを

読むためには縮尺や拡大な ど 「比率」の概念が必須である。 したがって、ギ リシャの幾何

学 も相似形にかな りの重点 を置いている。

この一方では、当時か ら盛ん となった貿易 も通貨換算 レー トとしての比率の概念を必要

としていた。貿易はもとも と各国の価値観 の違いに根 ざしているか ら、 これ らの換算 レー

トとその計算 には敏感 にな らざるをえなかったのであろ う。

さらに、今 日見るよ うな分数記号は、後になって、「この割合で食料 ・水 な どを消費すれ

ば幾 日持つか」 と心配す る ヨー ロッパの船乗 りによって作 り出され たものであるとい う。

ここにも、数学が現実へ の対応か ら生まれ てきた とい う事実を見るこ とが出来 る。

先 日行われたPISAテ ス トにおいて、我が国の生徒が振 るわなかった問題の一つに通貨

の換算 レー トの問題があるが、これは、「為替 レー トの変動」、すなわち 「「基準は変動する

可能性 を持つ」そのために 「比率 とい う相対概念が重要」」 とい う考え方に慣れていない、

ない し地理的 ・歴 史的な理 由か ら慣れ る必要がなかった、我 が国の社会その ものが持つ特

質に由来するものかもしれないのである。

しか し、最近になって、 「平均株価が東京では前 日比650円 、 ＊＊では30＄ 下落 した」

だけではな しに 「株価が東京では ５％、 ＊＊では7．5％ 下落 した」 とい う報道 も目に付 く

ようになった。前者に よると、平均株価 が13．000円 前後である我が国でな ら、かな りの

下げであ り、千株 を保有す る個人投資家に とっては65万 円を失 うほどの大打撃であるこ

とが明 らかであるが、後者では、それが ピン とこない代わ りに、通貨 も平均株価 も異なる

外国 との比較が容易 に行 える。

また、環境問題 に関連 して 「二酸化炭素の排出を （＊＊年に比較 して） １０％削減する

義務」とい う相対表現 と同時に 「（現在 より）＊＊ トン減 らす義務」とい う絶対表現が行わ

れる。

このよ うに、事実 としては同 じものであ りなが ら、基準によって、得 られる数値 も、我々

の感性に訴 える力 も異なってくる。 これ を正確 に判断 して、事実の表現を行い、その読み

とりを行 うことが現代では非常 に重要になってきた。PISAで は、この部分を 「読解力」

として取 り上げ、重要視 している と考えて よいであろ う。
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（３）面積 ・体積そ して長 さは意外に難 しい

英文法の冠詞 の章でも学習するよ うに、「一つ ・二つ」と数 えられない ものの代表 は、コ

ー ヒーや砂糖 な どの量である。 これ らは、単位 となる 「カップ」や 「スプーン」を明示 し

て、「カ ップ一杯 のコー ヒー」 とか 「スプー ン一杯 の砂糖」 と呼ばなければな らない。我が

国でも、昔は、米や麦は重 さでな く、一升ますや 、一合 ますな どを利用 して、体積によっ

て計量 した。

この場合、与えられた量の コー ヒーや米が、カ ップや一升ますな どの単位 によって、き

っち り 「一杯 ・二杯」 と数 えられ るな ら話は簡単である。 しか し、余 りがでない とは限 ら

ない、そのために我が国では、一升 を十分の一に した一合ます、それで も余れ ば、 さらに

その十分の一の一勺ます ？ ・・が用意 されていた。

ここで、体積の計量が自然数では間に合わな くなって、1．23・ ・升 （一升二合三勺 ・・）

の ように小数を要求す ることに気づ く。その上、 この小数 は 「どこかできっち り終わる」

とは言い切れないか ら、理論的には、無限に続 く小数を考 えなければならない。

これは体積に限った ことではな く、一般 に、長 さや、面積のよ うな （連続）量 を数字で

表そ うとするときに必ず出会 うことになる一種のパラ ドックスである。 これに正面か ら立

ち向かい、ね じ伏せた ものが、 コーシーによる実数の導入 である ともいえる。

実は、 これに よって、は じめて面積や体積 の公式が理論的 に導けるのである。例 えば、

正方形の一辺の長 さが 自然数 ５であれば、その面積が ５の二乗、すなわち25で あること

はす ぐに分かる。正方形の 中に含まれ る一辺の長 さが １の単位正方形 の数 を数えればよい

か らである。 しか し、 これが分数、小数 となると少 し難 しくな り、無理数 となるとそ う簡

単 には行かなくなる。 コーシーの実数は、少 し粗っぽく言 えば、分数 、小数の世界で 「キ

レイ」 に成 り立つ公式なら、無理数 の世界で も成 り立つ ことを保証 してくれ るものだった

のである。

だが、大学生にも難 しい コーシーの実数を初等教育に持 ち込むわけには行かない。そ こ

で、無限に続 く小数 ・無理数であるパイ を、 ３あるいは3．14と したよ うに、「四捨五入、

切 り上げ、切 り捨 て」などの近似技法が適当な時期に導入 されてい るとも考え られ るので

ある。

これ らの技法は理科の学習 においても活用 され るよ うに、現実に得 られる測定値を、数

学が取 り扱 う純粋 な数 の世界へ届けるための技法 でもあ り、PISAに おいても 「読解 ・熟

考」 な どとして十分に意識 されていると考 えられ る。 しか し、これ ら近似技法は誤差論 と

隣 り合わせの概念ででもあ り、その取 り扱いには、ある程度の統計的知識が必要 となるは

ずのものである。 このよ うな点 にも、ホ リスティ ックな数学の難 しさ、PISAへ の対応 の

問題点が浮かび上がる と考え られ る。

（名古屋大学　名誉教授　四方義啓）
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第 ３章

状況文脈に入った学習課題 と市民性学習



第 １部　 第 ３章　 第 １節

状況文脈 に入 った学習課題 と市民性学習

－児童生徒がやがて社会で遭遇する課題に着目して－

は じめに

今、知識基盤社会 を生き抜 くために、知識 ・情報活用能力の育成が求 められている。 こ

れ は知識 ・情報 を収集 し、熟考 ・評価す る能力である。また、意思決定 した知識 ・情報を

道具 として使用 し、表現 ・コミュニケーシ ョンす る能力である。 こ うした能力 を育成する

学習 として、キー ・コン ピテンシー を育成する学習指導法 を開発 した。学習指導法の枠組

み としては、「関連す る能力観」「知識 ・情報を活用す る学習 としての調べ学習」「課題解決

のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び」 を設定 した。 この学習は、課題解決のために知

識 ・情報 を収集 、熟考 ・評価 し、 レポー トやプ レゼ ンテーシ ョンで表現す る学習を行 う。

このときに問題 となるのが調べ学習を行 うテーマである。PISA調 査では活用力 を問 うため

に生徒の状況文脈に入 った問題の作 り方 をしている。児童生徒がやがて社会に出た ときに

必要 とされ る能力 は、生 きてい くなかで遭遇す る課題を解決す ることである。 このことは

現在が知識基盤社会であるゆえに特 に重要な こととなってきてい る。ゆえに 「キー ・コン

ピテンシーを育成す る学習」の課題解決 のために調べ る活動においても、児童生徒の状況

文脈 に入 ったテーマを扱 うことに した。 この研究では、児童生徒の状況文脈に入 るテーマ

とは何か、追究することにする。

１　児童生徒の状況文脈に入ったテーマ

（１） 消費者教育ポー タルサイ ト （内閣府）の小 ・中学生 向け教材

内閣府 の消費者教育ポー タルサイ トには、児童生徒 が社会 でや がて遭遇するであろ う課

題 について、小 ・中学生向けに中央官庁が作成 した教材、パ ンフレッ ト等 を集 めて紹介 し

てい る。次のよ うな教材がある。

・	 ケー タイ問題 （携帯サイ ト、携帯電話 のインターネ ッ ト利用 の留意点、 トラブル ・犯

罪被害の例 、モラルやマナー）
・ 食生活 （自分の標準体重）

・ 食事バ ランス （食事の望ま しい組み合わせや量）

・ 食品安全 （食 中毒 とは何か、手洗いの方法）
・ 契約、約束 （お店選び、品質のマーク、悪質商法、お金 の意味、カー ドの種類）
・ メデ ィア リテラシー

・ エ コライフの実践

・ 法教育

・ 健康食品や外国製医薬品

・ 食品の表示 （栄養成分表）

・ 食品安全確保 （ＢＳＥ対策、遺伝子組み換 え）

・ 遺伝子組み換 え食品の安全性

・ 食品の選び方、食費の扱 い方 （保存の仕方）、農薬や ウィルス
・ 多重債務者発生予防
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・	 預貯金、振 り込 め詐欺、生命保険、損害保険、ク レジ ッ ト、ローンな どについて、 ト

ラブル と回避の仕方、もしもの ときについて説明

・ ネ ッ ト通販 ・ネ ッ トオークシ ョン

・100万 円あった らどうす る （お金の価値、貯蓄の役割 、悪徳商法か ら守 る方法、カー

ドの知識）
・ 多重債務問題

・ 悪徳商法対策ゲーム

・ 消費者金融 （消費者金融 トラブル事例、多重債務の解決方法）
・ イ ンターネ ッ ト時代の著作権 （著作権 とは何 か ？ソフ トウェア の コピーはいいのか ？

ホームページを使 うときのルール）

（２） 児童生徒の状況 ・文脈 に入ったテーマ

児童生徒がやがて社会で遭遇す る課題は、その他に どのよ うなものが考え られるか。次

のよ うなテーマ も児童生徒がやがて社会で遭遇す るであろ う課題 である。

人生設計 とお金／職業選択 とお金 －定年 と生涯賃金／介護 とお金 －老人ホーム、介護

にかかる費用／医療、介護保険の仕組み／年金の仕組み ともらえる金額／効果的な保険

の入 り方／身近な法律相談 －サ ラ金 と自己破産／出産 ・育児 と子育て支援 に関す る情報

／教育費 －塾 ・高校 ・大学進学の費用／給料 （所得）と税金 ／マイホームの建築費用／

家 の建築 と法律 ・税金－家 ・土地の登記 と固定資産税／確定 申告／離婚 と法律 －慰謝料

と養育費／結婚式の費用／ よい医療 を受けるための情報－よい医者 ・ガンの専門医の見

つけ方／イ ンフォーム ド ・コンセン トとカル テ開示／葬儀のかたちと費用／相続 と法律

２　市民性学習への発展

（１） 市民性学習で扱 う知識 ・技能

シチズ ンシップ教育 とい う言葉がある。これ は 「社会の構成員 としての『市民』（citizen）

が備 えるべ き 『市民性』（citizenship）を育成す るために行われ る教育であ り、集団への所

属意識、権利の享受や責任 ・義務の履行 、公的な事柄への関心や関与な どを開発 し、社会

（2）

参画に必要な知識、技能、価値観や傾向を習得 させ る教育」 とされ てい る。

イギ リスでは、シチズンシップ教育は中等教育のキーステージ ３ ・４に法令教科 として

位 置づ けられ、2002年 か ら必修化 した。イギ リスのシチズンシップは 「①社会的道徳的責

任、②地域 コミュニテ ィーの参加、③政治的 リテラシー」か ら内容が構成 されている。 よ

（3）

り政治的 リテ ラシーの育成 が強いのが特徴である。

（4）

日本の場合は、品川 区の小 ・中学校の 「市民科 」 が これに相 当す る。 「市民科」の場合

は、７つの資質 （主体性 ・積極性 ・適応性 ・公徳性 ・論理性 ・実行性 ・創造性） と５領域

（自己管理領域 ・人間関係領域 ・自治的活動領域 ・文化創造領域 ・将来設計領域）、15の

能力 （自己管理能力 ・生活適応能力 ・責任遂行能力、集団適応能力 ・自他理解能力 ・コミ

ュニケーシ ョン能力、 自治的活動能力 ・道徳的実践能力 ・社会的判断行動能力、文化活動

能力 ・企画表現能力 ・自己修養能力、社会的役割遂行能力 ・社会認識能力 ・将来思考能力）

を想定 してカ リキュラムが作 られている。「市民科」の場合は、政治的 リテ ラシー よりも道

徳や特別活動の内容 との リンクが強い。

経済産業省のシチズンシ ップ研究会は 「シチズンシップ教育 と経済社会での人々の活躍

（5）

についての研究会報告書 」 を出 している。ここにはシチズンシ ップを発揮するために必要
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な能 力 と して、 「意識 」 「知識 」 「スキル 」 の面 か らま とめて い る。

「意識」は 「社会の中で他者 と協同 し能動的 に関わ りをもつために必要な意識 」 として

「自分 自身に関す る意識」 「他者 との関わ りに関す る意識」 「社会への参画に関す る意識」

に分け られ ている。

「知識」は 「公的 ・社会的 な分野での活動 に必要な知識、政治分野での活動に必要な知

識」 「経済分野での活動 に必要な知識」に分 けられている。

「スキル」は 「多様 な価値観 ・属性 で構成 され る社会で、自らを活か し、 ともに社会 に

寄与す るために必要なスキル」 として 「自己 ・他者 ・社会 の状態や関係性を客観 的 ・批判

的 に認識 ・理解するためのスキル」「情報や知識 を効果的 に収集 し、正 しく理解 ・判断す る

ためのスキル」「他者 とともに社会の中で、自分の意見を表明 し、他人の意見を聞 き、意思

決定 し、実行す るためのスキル」に分 けられている。

「意識」 は他者 との関わ りや社会参画でキー ・コンピテ ンシーに通 じるものがある。 ま

た、 「スキル」は物事を俯瞰的 に見る力はPISA型 リテ ラシーの熟考 ・評価 （読解力）や熟

考 （数学的 リテラシー）にも通 じるものである。「情報や知識 を効果的に収集 し正 しく理解 ・

判断す るためのスキル」は、キー ・コンピテ ンシーでは 「知識 ・情報 を相互作用的に用い

る」に通 じる。「他者 とともに社会の中で、自分の意見を表明 し、他人の意見を聞き、意思

決定 し、実行す るた めのスキル」は、キー ・コンピテンシーでは 「異質な集団で交流す る」

「自律的に活動す る」 に通 じる。

このよ うにシチズンシップで育成す る能力 とキー ・コンピテンシー は多分 に重 なるとこ

ろが多い。 ここか らもキー ・コンピテ ンシーを育成す る学習 として、市民性学習 で行 うこ

との意味は大きい と考えた。

経済産業省のシチズンシ ップの場合 、特に 「経済分野での活動に必要な知識 」が特徴的

である。これは 「市場原理、景気、資本主義の仕組み、ボーダー レス経済、消費者 の権利、

労働者の権利 、多様な職業の存在 と内容、税制 、社会保障制度 （年金 ・保険等）、金融 ・投

資 ・財務、家計、医療 ・健康 （薬物や職 を含む）、悪徳商法対応、各種ハ ラスメン ト、犯罪 ・

違反行為、CSR（ 企業の社会的責任）等」である。 この内容は先 に紹介 した内閣府 の消費者

教育のポー タルサイ トの内容でもある。また、児童生徒 の状況文脈 に即 したテーマで もあ

る。いずれ も児童生徒がやがて社会で遭遇す るであろ う課題 である。 こ うした課題 を市民

性学習のテーマ とし 「活用のための調べ学習」「課題解決のための活動的 ・協 同的 ・表現的

な学び」を行 うことの意義は大きい と考 えた。キー ・コンピテ ンシー を育成する学習 とし

てはふ さわ しいテーマであると考 える。

（２）市民性学習 とホ リスティック

市民性学習は児童生徒の生きる 日常現実社会 と密接 に関わっている。今行ってい る学習

（「部分」）が、 日常現実社会 （「全体」）に どの よ うにつなが り、自分の生活や将来に どの

よ うに関わってくるか を児童生徒はつかむ ことができる。 ここか らは 「部分」 と 「全体」

をつなが りを重視す るホ リスティ ックな視点 を垣間見 ることができる。 このよ うに考 えて

くると、市民性学習で学習す る知識 ・技能は、ホ リステ ィックなものであると言 うことが

できよう。

３　キー ・コンピテ ンシーを育成す る学習－市民性学習の場合－

キー ・コンピテ ンシーを育成す る学習指導法を開発 した。学習指導法の枠組み としては、

「関連す る能力観」 「知識 ・情報 を活用す る学習 としての調べ学習」 「課題解決のための活

動的 ・協同的 ・表現的な学び」を設定 した。 市民性を育成す る学習においてもこの枠組み

適応 した。 この学習では価値 を一方的に注入す るのではな く、児童生徒に知識 ・情報を収

集 し、熟考 ・評価 し、表現 ・コミュニケー シ ョンしていく、ことを学 ばせる。 このことを
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図書資料 ・インターネ ッ ト・新聞を中心に活用 しなが ら行った。 こ うした 目的を持 った読

書を通 して読書す る習慣 と読解力の育成を図ろ うとした。こ うした学びのあ り方を 「活用」

と捉 えることに した。

（１）知識 ・情報 を活用する学習 と しての調べ学習

１）調べ学習のテーマとその絞 り込み

児童生徒の状況文脈 に入 った課題 として、児童生徒が将来遭遇す るであろ う課題 を扱 う。

児童生徒 がやがて社会 で遭遇す るであろ う課題 を図書資料、インターネ ッ ト、新聞等で調

べ る学習を行 うった。 調べ る課題は、消費者教育、法教育、金融教育、健康 ・福祉教育、

食育、環境教育、国際理解 、人権教育、などがあげ られ る。

調べ る学習では、テーマの着想 でア ウ トプ ッ トが決まってくる。着想は児童生徒の状況

文脈に入 り心理的距離の近い もの、 リア リスティ ックで学ぶ必要感のあるもの、が重要で

あるとした。

調べる学習 では、テーマの絞 り込み も重要である。テーマを絞 り込まない と調べ る内容

に深ま りがないか らである。 この学習では三段階にテーマを絞 り込む ことを推奨 した。例

えば、世界遺産－屋久島－杉、 とい うよ うに した。

この学習では、 クラスで統一テーマのもと、 グループに分かれて、 さらにテーマ を絞 り

込む学習を行った。 クラスのテーマ→ グルー プのテーマ、とい うようにす る。テーマ設定

を個別ではなくグループの設定 としたこ とで、クラスの学習の方向性が一つに向き、児童

生徒 のコミュニケーシ ョンが活発 になる。テーマは一度 に決ま らない。他のテーマも調べ

なが ら、結論を言 うための証拠 （データ）がそ ろ うものに決まってい く。テーマ を決 める

ために、基本的な知識 をそろえる授業を行 った り、児童生徒のモチベーシ ョンを高める導

入教材 を入れた りす る必要がある。

２）調べる方法

調べ る図書 ・資料は 白書 ・パンフレッ ト・統計資料 も含む。図書 ・資料の検索の方法 は、

レファレンスツールである百科事典か ら入 り、関連す る図書・資料 を選び出す ことに した。

図書 ・資料は出版社 の目を通 してあるので信頼性 は高い。Webは 信頼性 が低いので批判

的に読む必要がある。複数検索 して、デー タを熟考 ・評価す る必要がある。

新聞の記事検索は公共図書館や大学図書館で利用できる。大学では記事検索ができる。

テーマ別の切 り抜 き情報 は日本 ミックが出してい る縮刷版が参考 となる。テーマが決 まっ

た ら毎 日読んでいる新聞のなかか らテーマ にあった記事をスクラップ してい く。

直接会 った り取材 した り、電話な どで話 を聞いた りす ることも調べる行為である。

３）複数データを使用すること

知識基盤社会にみ られ るよ うに多 くの知識 ・情報か ら自分にとってふ さわ しい ものを意

思決定 し、それを表現 ・コ ミュニケー ションす るためには、複数のデー タを見比べ 「熟考 ・

評価」す る必要がある。 そのため、調べ る学習においても、データは複数あた るのが基本

である。一つのデータか らはものが言 えないか らである。

（２）課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び

１）表現力を育成する指導

①　 要約 ・引用 と著作権の指導

引用は、 自分の意見 を後押 しす る場合に使 う。そのほかは要約 でよい。要約は 自分の言

葉 です る。人の文章 をそのまま写 して書いてはいけない。著作権の指導 も行 う必要がある。

要約の方法には、キー ワー ドを並べ る方法、一言 で簡単に定義 してか らその内容を詳 しく

説 明す る方法、な どがある。出典の書き方は社会科学系 と自然科学系では違 う。 ここでは

図書 ・資料は、著者 『書名』出版書、出版年月 日、○頁～○頁、とした。Webは タイ トル 、

サイ トのア ドレス、検索年月 日、 とした。
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②　 図表 ・グラフ ・モデル図の作成

データ （根拠）を図表 ・グラフ ・モデル図にす る指導 も必要である。図表 ・グラフ ・モ

デル図を作成す ることによって児童生徒の思考は整理 されるか らである。 

③	 データ （根拠）か らものを言 う構成の指導

クラス共通のテーマのもと、各 グループで独 自のテーマを決め、調べ る学習 を行 う。そ

の成果はクラスのなかで発表す る。表現す るかたちはプ レゼ ンテー ション ・新聞作 り ・レ

ポー トな どが考 えられ る。教師の指導の負担 を考 えてプ レゼ ンテー ションの原稿でもよい

とした。 プ レゼ ンテーシ ョンの原稿でも、デー タ （証拠）か らものを言 うスキルは練習 さ

せ る。中学生の場合、デー タ （証拠）か らものを言 う構成 の指導は特 に重要になって くる。

PISA調 査の問題は部分点が存在す る。正答の条件 が含まれていれば部分点 となるのである。

これ はPISA調 査が論理性 を重視 してい るか らである。表現における論理性、デー タ （証拠）

からものを言 うことが 「活用」である。 したがって、 この研 究では開発す る授業では、答

えを一つに決めない、オープ ンエ ン ドの授業 もよしとした。児童生徒 にデー タ （証拠）を

もとに相手 を説得す るコミュニケーシ ョンスキル を学ばせ るためである。

２）コミュニケーシ ョン力を育成する指導

この学習活動では、新 しい課題解決 の場面で、既習 した学習内容 を道具 として使用 して

いく。児童生徒はグループごとに課題解決 のテーマ を設定 し、話 し合い ・伝 えあいなが ら

思考 し、 自分たち課題解決 の結果 を表現 してい く。

具体的には、グループでサブテーマを決 定す る。 クラスのテーマは学習 の方向性 として

大きくある。そのなかで各 グループは 自分たち独 自のサブテーマを決定 してい く。 ここに

児童生徒の 自主性が反映 され る。課題解決の方法は、 グループのメンバーが話 し合って独

自に決定す る。プ ロジェク トを計画 し、最終的なアウ トプ ッ トのかたちを決定す る。 この

計画を実行す る過程においては、必然的に児童生徒は知識 ・情報を道具 として使用 し、表

現 ・コミュニケーシ ョンしてい く。「課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的 な学び」は、

ま さしく市民社会 を行 く抜 く能力 を育成 してい くもの と言 えよう。

（３）関連する能力観

１）キー ・コンピテ ンシーとの関連

関連す る能力観は、キー ・コンピテンシーの 「相互作用的に道具を用いる」の 「知識 ・

情報を相互作用的 に用 いる」である。 このために 「知識 ・情報を活用す る学習 としての調

べ学習」 と 「課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び」を設定 した。 「課題解決 の

ための活動的 ・協同的 ・表現的な学び」では、グループでテーマ を決 め調べ、その成果 を

表現 してい く。その過程で児童生徒相互の コミュニケーシ ョン能力が育成 され る。 この学

習過程では、キー ・コンピテンシーの 「異質な集 団で交流す る」の 「チームで働 く」を育

成す ることができる。 また、ここでは課題解決 を行 うプ ロジェク ト型学習を行 うので、キ
ー ・コンピテンシーの 「自律的に活動す る」の 「人生計画や個人的プロジェク トを設計 し

実行する」 も育成 されるであろ う。

２）PISA型	 リテラシー との関連


「知識 ・情報を活用す る学習 としての調べ学習」「課題解決 のための活動的 ・協同的 ・表


現的な学び」で育成 されるPISA型 リテ ラシーについて考 えてみ る。PISA型 リテラシーの

育成にかかる学習は次の通 りである。

①　 知識 ・情報収集す ること

知識 ・情報の収集においては、PISA型 読解力 では 「情報の取 り出し－テキス トの解釈」


とい う能力 （思考プ ロセス） を必要 とす る。


②　 テーマを絞 り込む こと

テーマを絞 り込みためには、結論への見通 しとそれ を言 うためのデータ （証拠）をそ ろ
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えることが必要である。PISA型 リテ ラシーでは、「科学的に証拠 を用い る」科学的 リテ ラ

シーが必要 となる。

③　 結論 をい うための証拠を並べ、表現 ・コ ミュニケー ションす ること

この表現は 「結論への見通 し－デー タ （証拠） を並べ る－表現す る」 とい う一連 の思考

プロセスを経 る。PISA型 読解力の 「熟考 ・評価」の能力 （思考プロセ ス） も必要になる。

４　市民性を育成する学習の単元計画、教材開発の留意点

（１）授業のねらいの設定について

学習指導要領の項 目か ら授業 のね らい を決 め出すのではな く、児童生徒の状況文脈 に入

ったテーマ設定 を行 うことが教材開発 のポイ ン トである。学習指導要領 の項 目 （ここでは

道徳 ・特別活動 ・総合的な学習 の時間、な ど）か らテーマ を決 め出そ うとする とどうして

も着想がステ レオ化 した りパター ン化 した りす る。児童生徒 の状況文脈に入 るためにはお

お らかで 自由な発想 が必要である。そこで、学習指導要領のね らいは学習活動 どこかで関

連 していれば よい とした。教科や領域 、学習指導要領の領域構成にもこだわ らずに教材開

発 の着想 を行 うことに した。

（２）教材開発のポイン ト

１）よ りよき社会 を自分たちで創 っていこうとする意識を持つような教材開発

よりよき社会を創 ってい く市民性 を育成す るためには、社会や未来 は自分たちで変 えら

れ る、 よくす ることができるとい う意識 を児童生徒 が持つことが重要である。児童生徒が

やがて社会で遭遇す るであろ うとす る問題 をテーマ として扱 う場合、マイナス的な感情 に

陥 りがちになって くる。そ うす ると学習 して も気分が暗 くなった り、問題点の指摘で終わ

った りす る。学習 は児童生徒 の内面が希望で終わるように したい。明るい社会を築 く可能

性 に期待できるような教材 開発 を工夫する必要がある。

２）教材開発 と教師の存在の真実の露呈

授業の構成要素は教材 と教師 と児童生徒である。 この三者 は必ず しも線引きで きるもの

ではない。児童生徒に映 る教師 も教材 であるか らである。教師は支援者 （サポー ターで）

あると同時に先導者 （イニシエイター）で もある。教師がお も しろい と思わないで、児童

生徒がお もしろい と思 うはずはない。 この ように教材 開発においては、教師の存在の真実

の露呈 も重要な ことである。

（３） 単元計画のポイン ト

１）教科横断的な学習と時間の生みだ し

この研究では、教科横断的に 「言語活動の充実」を行 うことを 目指 してい る。単元計画

は、総合的な学習の時間、道徳、特別活動 とリンク しなが ら時間数 を生み出す ことにした。

教科 とリンクする場合 は、教科の単元の学習内容 を精選 して時間を生み出 し、キー ・コン

ピテンシーを育成す る学習にあて るこ とに した。

２）導入教材の重要性

調べ るテーマを絞 り込むためには、導入 を しっか りとすることが重要である。そのため

に導入教材 を工夫す る必要がある。先に紹介 した消費者教育ポータルサイ ト （内閣府）の

教材 を使 えば、児童生徒の不足 してい る知識 ・情報を補 った り、先行情報を与えた りする

ことがで きる。児童生徒の学習言意欲 を喚起 させ るためには導入教材 を十分に与えて、児

童生徒 に学ぶ ことの必然性を理解 させ ることが必要 となる。

３） リア リステ ィックな授業構成

児童生徒の学習意欲 を高めるために、児童生徒の行 った学習を社会に発信 し、その結果

が第三者を通 して児童生徒に戻 って くるようなサイ クル を学習のなかに組み込む ことが効

果的である。そのための授業 の工夫 として、地域のイベ ン トへの参加 、新聞への投稿、ケ
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ーブルテ レビ、新聞社か らの取材、な どが考えられ る。

４）家庭 との連携

図書資料 ・新聞等の読解に際 しては、保護者や兄弟、近隣の人 々にも協力 して もらうこ

ととした。新聞記事　 を通 して家族で話 し合 いが もたれればさらによい。

（４）市民性育成のための コミュニケー シ ョンをどのよ うに確保す るか

よ りよき市民性 を育成す るためには、知識 ・情報 を得ただけでは十分ではない。 よりよ

き社会を創 るためにはど うした らよいか、とい う話 し合いが必要である。「課題解決のため

の活動的 ・協同的 ・表現的な学び」では、知識 ・情報を道具 として使用 し表現 ・コ ミュニ

ケーシ ョンす る学習 をグループで行 った。調べ学習の成果はクラスでプ レゼ ンテーシ ョン

を行った。問題 はその後 に、話 し合いや 自分の感想 を発表 しシァリングを行 うかである。

話 し合いの場合 、デ ィベー トやパネルデ ィスカ ッシ ョンも設定できる。 しか し、デ ィベー

トの場合は、理屈 のこねあい、感情の対立に発展 しやす いので気をつける必要がある。心

に響 かせ る方向で話 し合いをもってい くには、シェア リングが有効である。
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第 １部　 第 ３章　 第 ２節

市 民 科 に お け る 表 現 力 の 育 成 に つ いて
～特別活動と市民科で求め られる表現力の比較を通 して～

１　は じめに

特別活動 の 目標 は 「望ま しい集団活動 を通 して、① 心身 の調和 の とれ た発達 と個性の

伸長を図 るとともに、②集団の一員 としての 自覚 を深 め、協力 してよ りよい生活 を築 こ

うとす る自主的、実践的な態度 を育てる」 ことである。 （注①② は著者）

これは、端的に言 えば 「社会性 」を身 につける とい う概括的な 目標で くくることがで き

るが、ＯＥＣＤのキー ・コンピテ ンシー に示 されている ３つのカテ ゴ リーの うちの次の ２

つに対応できるものであると言 える。

①　 心身 の調和の とれた発達 と個人 の伸長

→ 自律 的に活動す る力

②　 集団の一員 としての 自覚 を深め、協力 して よりよい生活 を築こ う～ （略）

→社会的に異質な集 団での交流

それ では、 ３つ めのカテ ゴリー 「道具 を相互作用的に活用す ること」 に対応す る特別活

動 の 目標 は何 になるのだ ろ うか。言語、情報、知識 を相互作用的に活用する力は教科の指

導 で育むもので特別活動では考慮す る必要はない ものなのであろ うか。 実 は、その こと

が特別活動の課題 であ ると考 え、「特別活動における表現力」について考察す るとともに、

新 しく品川 区か ら提案 された 「市民科にお ける表現力」について比較検討す ることで、社

会性や市民性 に求め られ る表現力 とは何 なのか考 えてみたい。

２　特別活動における表現力

（１） 現状 と課題

特別活動の課題 のひ とつ に、 「今 までの指導では、児童生徒 の資質や能力 の育成 につな

がっていないのではないか」 （＊ １） とい う指摘 があ る。 これ は、特別活動 を通 して何 を

育てるのかが明確 でない とい うこ とであるが、 ここでは、 「表現力」 とい う視点 か ら考 え

てみたい。

特別活動の特色は、「自主的、実践的な態度 を育て る」 こ とにある。 そのため、児童生

徒 の 「話 し合い活動」に重点が置かれた研 究が多い。特 に学級活動の研究授業では、ほ と

ん どが 「話 し合い」の授 業である。児童生徒 の 自主性 を育て るこ とか ら、 自治的活動を行

うための児童 による議題設 定や司会進行、集 団決定 を大切 にした指導が行われてきた。 そ

の中で も特 に特徴 的なのは、「折 り合いをつ ける」 とい う話 し合いの方法である。

「折 り合い をつける」 とは、相 手の意見を受 け止め、 自分の意見 と比べ なが ら共感的に

結論 をま とめ られ るよ うにす るとい う意味である。

【議題 「卒業の思い出 となることを しよ う」】 ６年　 Ｃ児童　 Ｌ司会　 Ｔ教師

Ｃ １ 「壁磨きがいい と思います。理 由は、 ６年生 の気持 ちが伝わるか らです。」

Ｃ ２ 「縦割 り遊び集会 がいい と思います。理 由は、下級生 に来年 も引き継 いでも

らいたいか らです。」

Ｃ３ 「落ち葉拾いがいい と思 います ……」
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と言 った意 見が出 され （あ らか じめ意見 をま とめて掲示 している場合 もある）

Ｌ 「賛成や反対意見はあ りませんか」

Ｃ４ 「Ｃ １の意見に賛成です。理 由は他 の学年にめだつ し学校が綺麗にな り喜ば

れ るか らです。」


Ｃ ５ 「Ｃ １に賛成です。理 由はす っき りすか らです。」


Ｌ 「他の意見はあ りませんか」


この よ うに賛成意見を中心 とした意見が続 き、ある程度意見が出され ると黒板に記 され

た賛成意見 の数 の多 さをめ どに、意見 を絞 り込んでい くとい う形 の話 し合いが多 く見受 け

られ る。

また、意見が対立す る話 し合いでは、


【ハムスターの名前 を決め よう】 ３年


Ｃ １ 「ハム太郎がいい と思います。」

Ｔ 「理 由もいって くだ さいね」

Ｃ １ 「……。」

Ｌ 「助 ける意見はあ りませんか」

Ｃ ２ 「テ レビでみんな よく知 ってるか らみん ながす ぐ覚 えるか らです」

Ｃ ３ 「反対です。○組 だけの名前の方がいい と思います。」

Ｃ４ 「Ｃ １に反対です。新 しい名前の方がいいです。」

と反対意見が続 き、司会か ら賛成意見を もとめ られ ると、Ｃ ２と仲 の良い友 だち

が 「ハ ム太郎 ２号」 とい うＣ ２に賛成 の立場で改善意見がだ され、それ に反発す

る形で 「ハムちゃん」 な どの名前がだ される。時間が経過す ると司会が

Ｌ 「多数決 とっていいです か」 と聞 くと教師の指 導が入 る。

Ｔ 「３つ出 された名前はそれぞれ いい名前 だ と思いますが、今 日の提案理 由に

あるよ うに 『みんなでかわいがってあげ られ るよ うに したいか ら」 とい う

ことを考 えて、も う一度話 し合 ってみ ま しょ う」

このよ うに指導者の多 くは、多数決で集 団決定す ることに対 して望ま しくない と考 える

傾 向が多 く見 られ る。 これ は、多数決で集団決定するこ とで、感 情的な対立意識を残 した

まま活動す るのは集団形成 に とって よくない ことであ り、で きるだけ 「意見 を変 えます。」

な どの 「折 り合い」 をつ けることが望 ま しい指導である とい うことが研究会の中で言 われ

続 けて きたか らである。

（１） 折 り合いか らの発展

「折 り合 い」のつ く感 動的で建設 的な話 し合い活動 もある。数 は少ないが、集団 として

質 の高い準拠集 団が形成 されてい る所 では、建設的な意見 も多 くだ され 、高学年では論理

的で説得力 があ り、かつ厳 しい意見を交わす中で集団決定できる話 し合い も見 られ た。 し

か しこれ は、 「折 り合いがつ く」話 し合 いの積み重ねの中で、集団の質 が高ま るか らでき

るのである とい うのが指導者の一般 的な考 えであ り、多数決を忌み嫌 う傾 向に変わ りない

これ は、 日本の 「納得 の構造」 （＊２） の違いか らくる もであろ うと考 える。本 来 「折

り合いつける」 とい うことは簡単な ことではない はずであるが、学級活動で求 め られ てき

た 「話 し合い」では、相手 の考 えや情緒 を共有す るこ とがまず大切であ り、 「互いに認 め

合 う」 ことが理想 的な事 として前提にあ り、論理的に相手 をや りこめた り、実証的に反駁

す ることをよ しと しない風土なのである。

しか し、キー ・コン ピテ ンシーの 「相互的に活用」す る能力の必要性が掲げ られている
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背景 には、『言語的なスキルや 計算 その他の数学的スキル を さま ざまな状況において効果

的に活用す ることに焦点がおかれ る。』 （＊ ３） か らであ り、 グローバル な社会状況 で も

活用できる力の育成が これ か らの学校教育で も求 められ る と考えるべ きである。その意味

で 「折 り合 いをつ ける」話 し合いの 構 造を再考す るとともに、将来、社会や職場で効果

的に活用 できる言語スキル を習得す る時間 として 「話 し合い活動」 を見直す時機 にきてい

ると考える。

３　市民科における表現 力

（１） 市民科の現代的意義

市民科は、、品川 区が教育特 区 として平成 １８年度 より小 中全校 が実施 している学習で

ある。 品川 区では、 これ を 「教科」 として位置づけ教科書に値す る市民科のテキス ト （＊

４）を独 自に作成 し授業 が行われ てい る。 この よ うな市民科を立 ち上げた背景には、学校

教育が、い じめや規範意識の低 下、公共心の希薄 さ、ニー トな ど就労意識の変化 な どの問

題の解決や グローバル化す る社会 の中で必要 とされ るコ ミュニケーシ ョン力、企画力、行

動力を十分培 っていないのではないか とい う反省 がある。つま り道徳の実践、特別活動の

目標の具現化 、よ り実社会 に役 立つ総合 的な学習な ど、それぞれ の課題 を克服す るもの と

して道徳 と特別活動、総合的な学習 を統合 した小 中一貫 したカ リキュラムを作成 したので

ある。

（２） 市民科が求め る資質 と能力

市民科の特徴は、① ７つの資質 と１５の能力を小学校 １年生か ら中学校 ３年 生 （品川 区

では ９年生）まで発達段階に応 じて系統 的に学習 できるようにカ リキュラムがつ くられ て

い る。②一つの単元 （市民科 では指導項 目）を ５つのステ ップのユニ ッ トとして指導す る。

③市民 としての資質や能力を身 につける事 を重視 し、実社会、実生活の中か ら問題を提示

し、必要 に応 じてスキル トレーニ ングの学習 も取 り入れ てい ることである。

この様な工夫が取 り入れ られ たのは、将来実社会で役 にたつ資質や能力の基礎 を培 う学

習が実施 され る必要があると考 えたか らであ り、 このこ とは、キー ・コンピテンシーの ３

つのカテ ゴ リー とつなが るもので あると考 える。

１） ７つ の 資質

個と内面 主体性 自分の考 えや立場 をはっき りもつ さま

積極性 他者や集団 ・地域社会などの対象に進んで働きかけるさま

適応性 様 々な場面や状況、条件、環境 に うま く合 わせ るさま

個と集団 公徳性 規範など社会生活の中で守るべき行為の善悪を判断するさま

論理性 問題の本質を とらえ、筋道をたてなが ら考 え解決す るさま

個と社会 実行性 目的に向かって、正 しい方法を選択 し実行す るさま

創造性 自分の力で、よ りよい ものを創 り出す さま

２） ５領 域 ・１５能 力

領 域 能 力

個の 自立 自己管理能力


に関す る 自己管理領域 生活適応能力


こと 責任遂行能力


個と集団 集団適応能力
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・社会 の 人間関係領域 自他理解能力

関係 をつ コミュニケーシ ョン能力

な ぐこと

自治的活動能力

自治的活動領域 道徳的実践能力

社会的判断 ・行動能力

文化活動能力

社会にか 文化創造領域 企画 ・表現能力

かわるこ 自己修養能力

と

社会的役割遂行能力

将来設計領域 社会認識能力

将来志向能力

（3） 市民科 と表現力

市民科 とい う名 称つけた背景には、前述 した よ うに実生活 ・実社会 で生 きて働 く資質

や能力 を学校教育で体系的に指導 できるように したい と考えたか らである。 つま り、教

科 で得た知識や技能を活用 して、市民の構成者 と して行動する実践的 ・体験的な学習で

あ ると言える。

ここでは、その 中でも主に 「表現力」の育成に関す る内容 について述べ る。

１） 話 し合いの技術 と しての内容

学級活動にお ける話 し合い活動が 「折 り合いをつ ける」 ことを暗黙智 として指導 されて

きた とい うこと。 また、それ が論理的な討論や 自分の考えを他 と比較 しなが ら主張 した り

説得 した りす る力の育成には繋がってこなかったことは前 に述べ た。

その点について市民科では どの よ うになってい るのであろ うか。 １つ は、話 し合 いの技

術 の問題 として、 もう１つは、社会的資質や能力、行動力の問題 として述べ る。

前述 した学級活動 での 「話 し合 い活動」に相 当す るものは、人間関係領域、 自治的活 動

領域 、文化創造領域 の中の指導項 目で重点的に取 り上げ られ てい る。

１

・

２

年

番 指導項 目 単元名 ね らい

１ ６ 話す技術 （１）

聴 く技術

もっ となか よくなろ

う

正 しい話 し方 、聞き方 を身 につ ける

ことがで きる。

１ ７ 話す技術 （２）

聴 く技術

お話の花を咲かせよ

う

友だ ちの得意 な ことや好 きな こ とを

きちん と聞 くことがで きる。

１ ８ 話 し合い Ｉ みんなの考えを生か

してよ りよいクラス

に しよ う

話 し合い の基本ルール を知 り、き ち

ん と意見 を言 うことができる。

２ ２ 話 し合いII 学級における議題 学級会 を開き、話 し合 いで物事を正

しく決 めることができる。
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３

・

４

年

１ １ 話 し合 いの大 話 し合 って解決 しよ クラスな どで の課題 を、話 し合 いで

切 さ う 解決す ることができる。

１ ７ 話す技術 言いたいことは どん 相手の話 を しっか りと聞いた入 り、

な こと 自分 の考 えや気持 ちを伝 えた りす る

ことができる

２ ２ 話 し合 いII 学級会を開こう 学級会 を開 き、話 し合 いで物事 を正

しく決めることができる。

（５～ ９年 略 ）

これ らの 単元 は ステ ップ １～ ５の 学習 展 開 で 実施 され る。 １つ の単元 での授 業 時数 は ３

～ ５時 間 く らい で あ る。 （３ ・４年 、No．１１）

ステ ップ １ （課題発見） 正 しい話 し合 いができてい るかなどの確認をす る。

ステ ップ ２ （正 しい知識 全員で解決するための話 し合いであることを理解する

ス テ ップ ３ （ス キル ） 基本的な学級会の方法を教える。

ステ ップ ４ （日常実践） 様 々な場面で話 し合 う。

ス テ ップ ５ （評 価 ） 学習の意義 と成果 のふ り返 り

従来の学級活動 では、低学年段 階か ら教師が司会を し、話 し合いの経験 をさせ た り、中

学年か ら話 し合い台本な どを使い、児童が試行錯誤 しなが ら話 し合いの技術が身に付 くよ

う指導 されている。そのため、指導 に熱 心でなかった り、いつ まで も教師が中心になって

学習 しているため話 し合 いの技術 が育 っていない とい う問題 が出ている。その点市民科 で

は、教科書で話 し合いの仕方 を全員が学習できるよ うになってい るので話 し合 いの基本 的

な技術は定着 させ ることがで きると期待 してい る。

ただ、学級活動 のよ うに、 １学年 ２０～ ２５時間 も 「学級会」 とい う活動時間に当てる

ことはできないが、年間 １～ ４年生で ７０時間、 ５～ ９年生で １０５時 間、 ５つの領域 に

関す る指導項 目を学習す る中で、随時活 用 して技術 の向上をめざ してい る。

２）伝 え合いか ら創造的な話 し合いへ

市民科では、ステ ップ ３でスキル トレーニングを積極的に取 り入れ て授業す ることとが

多い。 これは、単に表現の技術 を身 につ けさせ るためだけでな く、次のステ ップ ４で実生

活や実社会で体験的な学習 をす るのに必要な技術 を身 につけ させ るためである。

従来の学級活動 では、学級や学校 の諸問題 を 自治的に解決す るための話 し合 い活動を行

い、その中で 『互 いの考 えを伝 え認 め合い、共感 しなが ら問題解決できるよ うな表現力』

を育む学習であった。それに対 して市民科で求 め られ る表現力 は、『相手の考 えと比べ な

が ら問題解決のための 自分の考えを話 し、 より現実的な解決方法 を産みだ し実生活 ・実社

会 で行動 できるよ うな表現力』 が求 められ てい るのである。そのため、学級 ・学校で共感

的人間関係 を形成 できるよ うな 日本的な表現活動か ら、現実的な社会性 を身につ けた り、

行動できた りするために必要な表現力が育成で きるようなカ リキュラムが組 まれている。

例えば、先に示 した 「話 し合いの技術 」に関す る指導項 目以外に、人 との コミュニケー

－53－



シ ョン力や ソーシ ャルス キル を学ぶ単元 も設定 されている。

１

・

２

年

３

・

４

年

番 指導項 目 単元名 ね らい

２ 場に応 じた言 気持ちよい言葉や態 丁寧 な言葉 遣 いや相手 に応 じた言葉

葉の遣い方 度 遣いで話す ことができる。

１ １ 相手への気持 みんななかよ く 感謝や あや ま りの気持 ちの伝 え方 を

ちの伝 え方 知 り、場面に応 じて伝 え られ る。

１ ４ 人に対する礼 心 と心 をつなげ よう だれ に対 して もあたたか い言葉 をか

儀をわきまえ け、親切 にす ることができる。

た接 し方

１ ９ 伝 える目的 何 を伝 えたいの ？ 伝 えたい相 手に、 自分の考 えや気持

ちを伝 えることができる。

２ ０ 意見交換の手 いろい ろな話 し合 い グルー プでの話 し合い方 を理解 し実

法 方 行す ることができる。

（５～ ９年 略）

４　 おわ りに

市民科では、従来の総合的な学習 の時間の 目標 とされ た 「課題発見、企画、課題解決 、

表現」に加 えて、実生活 ・実社会で生 きるのに必要 な能力 として、 １５の能力 を身につ

けられ るよ うカ リキュラム編成 され ている。 さらに、その学習課程 では、課題 について

理解 した り解決方法を討論 した りできる 「互 いの考えを伝 え合 い、 自らの考 えや集団の

考えを発 展 させ る」力や 「情報 を分析 ・評価 し、論述す る」力。実生活 ・実社会 で体験

的に行動できるために 「概念 ・法則 ・意図な どを解釈 し説明 した り活用 した りす る」力

な ど、Ｐ ＩＳＡ型 リテ ラシー 「思考力 ・判断力 ・表現力」を活用 した総合的な授業展 開

が求められ てい るのである。

（＊ １）平成 １９年 １０月 ２４ 日 「中央教 育審議会、教育課程 部会資料－道徳 、特別活

動の検討素案 」『特別活動の充実は学校生活の満足度や楽 しさと深 くかかわ っ

ているが、他方、それ らが児童生徒 の資質や能力の育成 に十分つながっていな

い状況 も指摘 されている。』

（＊ ２） 「納 得 の構 造 」 ～ 日米 初 等 教 育 に見 る思考 表 現 の ス タイル （渡辺 雅 子 ）東 洋館

（＊ ３） 「キー ・コン ピテ ン シ ー 」 〔第 ３章 ｐ １ １７〕 （Ｄ ・Ｓ ・ライ チ ェ ン、 Ｒ ・Ｈ サ

ガニ ク） 明石 書 店

（＊ ４） 「小 中一 貫教 育　 市 民科 」 （品川 区教 育 委員 会 編 ） 教 育 出版

（品川区立品川小学校　 浅木　 麻人）
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第 １部　 第 ３章　 第 ３節

市民性教育に関する教科書の単元構成の比較

イギリスのシティズンシップ教育と日本の市民科について

は じめに

近年、グローバル化 を踏まえた多様な市民性の概念が議論 されてい る。その理 由は、国同

士の相互依存が深 まり、多文化 ・価値多元化社会 にな りつつある現在、民主主義社会 を構

成す る市民の育成のための、市民性 とは何か とい うことを議論する必要があるか らである。

国際化が進む 日本 において も市民性教育の必要性は認 められてお り、例えば2006年 ４月

に新設 された品川 区小 中一貫校 において教科 「市民科」が登場 している。イギ リスでは こ

れ よ り４年 も早 く2002年 に市民性教育が法的拘束力を持つ必修教科に設定 されてい る。

そ こで本稿では、イギ リスの市民性教育の教科書 と品川 区の教科 「市民科」の教科書の単

元構成の比較か ら、 日本 における市民性教育の今後の展開 を検討す る。 まず市民性 を必修

教科 にしたイ ギ リスの事例か ら見ていく。イ ギ リスは どの よ うな背景で市民性教育を必修

教科 とし、何 を市民性 によって育成 しよ うとしてい るのだろ うか。次 に、 日本 において新

設 された教科 「市民科」 のその背景を確認 し、市民性教育 と教科 「市民科」が全 く同 じも

のなのか、異な るならば何が異な るのかを明 らかにす る。 具体的にはそれぞれの教科書の

単元構成 を比較す ることで違い を明確に し、 日本 にお ける市民性教育が今後 どの ように行

われていくのかを考 えたい。

１　市民性教育について

市民性教育 とは何 なのか。市民 とは、古 くは紀元前 のギ リシャの都市国家 の市民に由来

してお り、国家の主権者 としての市民層 を指 し、つま りは民主的社会の形成者 を意味 して

いる。そ して現代の市民性 とい う概念は、社会的責任、法の遵守、地域や国家 との関わ り

とい う内容を意味 してお り、市民性教育 とは これ らを教育す ることである とされ る（1）。市

民性教育は、 もともとは移 民への同化教育であった。た とえば現在で もアメ リカでは、歴

史教育を通 して民主主義思想、伝統、自由について学ぶ。具体的には、「合衆国史」 とい う

科 目が存在 し、 この科 目はア メ リカ市民 としての市民性 （シテ ィズンシ ップ）の育成 を 目的

に している。 この科 目 「合衆国史」が作 られた当時は多数の移民がアメ リカに移住 してき

てお り、その移 民たちに欠けていた法や秩序、市民政治な どのシテ ィズンシ ップの育成が

必要であつた。移民をアメ リカ市民にす ることを目的に した このシテ ィズンシ ップ教育は、

1960年 代以降にその 目的が同化か ら多文化教育へ と変移 していき、自由 ・正義 ・平等 ・公

正 とい う人権概念 を基盤 とした多文化 シテ ィズンシップ教育 に変 わってい く（2）。 同様 に ヨ

ー ロッパ各国に市民性教育が教育課題 として登場 し
、現在では、環境問題や国境 を越 えた

人 口移動、民族 間の紛争やナ ショナ リズム、政治不信等の問題 に対応できる市民の育成の

ために市民性教育が求 められているのである（3）。

（1） イギ リスの市 民性教育

イ ギリスでは2002年 に、シテ ィズンシ ップ教育が法的拘束力を持つ必修教科に設定 され

た（4） 報告書）と呼ばれ るものがある。 これは、。その契機 になった文書 にク リックレポー ト（
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1997年 の選挙 において若 い世代の投票率が大幅に下がった ことに危機感を抱 いた教育 ・雇

用大臣が、恩師のバーナー ド・ク リックにシテ ィズンシ ップ教育の教科について諮問 し、

翌年1998年 にク リックレポー トとして公表 されたものである。その内容は 「若者の政治

的無関心 ・問題行動」を指摘 し、「た とえ自体が劇的には悪化 していない とい う見解 を受 け

入れ るとしても、事態は弁解の余地がないほ どに悪化 してお り、治療が必要である」 とい

うシテ ィズンシ ップ教育導入 の背景 が報告 されている（5）。 この導入は もともとの移民の同

化教育 とい う文化的アイデ ンテ ィテ ィ等の側面だけではな く、イギ リス とい う国の政治や

社会の課題についての知識や理解 と、国 とい うボーダー を超 えた民主主義的な市民 として

のスキル を身 につけることを目的 とした導入であるとされ、①社会的 ・道徳的責任、② コ

ミュニテ ィ関与、③政治的能力 の三点のスキルを身につ けることでイ ギリス市民の育成 を

ね らった。

近年、市民性教育（シテ ィズンシ ップ教育）への関心は世界 的に高まってきてお り、日本に

おいて も東京都品川 区の 「市民科」やお茶 の水女子大付属小学校 の社会科の学習分野 「市

民」等 の新 しい教科や領域の設置が起 こっている。

（2） 品川区における教科 「市民科」

教科 「市民科」は、児童 ・生徒 を民主的な社会 の形成者 とす るために不可欠 な市民性 を

育成す るために設け られ た とされている（6）。市民科の 目標 は、「自分 自身にとっての真理 を

求 め続 け、 自らの生きる筋道を見つけさせ る能力 と、社会における規律 ・規範 を重ん じる

自己抑制力 とそれを支 える倫理観、そ して将来の理想 を実現 させていくための方法など、

本 当の意味での生 きる力 を育てよ うとす る」（7）とされてお り、アメ リカの人格教育におけ

る ＰＳＥ（パー ソナル ・ソーシャル スキル ・エデ ュケー シ ョン）やイギ リスのシティズンシッ

プ教育 と同様の概念である人格形成や社会性の育成 とい う側 面を持つ とされる。 しか しそ

の特徴 は、イ ギ リスのシテ ィズンシップ教育の 目指す民主的社会の構成員の育成よ りも、

個人の道徳性や人間関係 の育成が強調 され てい る点にある。その理 由は導入 の背景にある。

市民科 の導入の背景 には、 日本 における若者の規範意識や道徳性 ・公共マナーの低 下があ

り、市民 としての公共的精神や道徳 性の育成 を 「市民性」のベース として位置づけて教科

「市民科」は新たに構成 された。具体的には、市民科は特別活動 と道徳、総合的な学習の

時間の一部を活用 して行われ、 これ らの基本理念をよ り一層効果的で実効性のあるもの と

して統合 ・融合 したものを市民科 として構成 している。すなわち、従来行われ てきた読み

物資料 による一面的な徳 目の育成等ではなく、市民性の育成 を目的 とした弾力的な取 り組

みが可能 とされているのである。

この教科 「市民科」は、児童生徒 を民主的な社会の形成者 とす るために不可欠な市民性

を育成するために近年新たに作 られ た教科ではあるが、市民性教育が 「若者 の政治的無 関

心 ・問題行動」を指摘 して是正のために必修化 されたのに対 して、市民科は若者の規範意

識や道徳 性 ・公共マナーの低下を導入の背景 として抱えてい る。では次に この違 いについ

て検討する。

２　市民性教育 と市民科の教科書

教科 「市民科」は、シテ ィズンシ ップ教育 を祖 としなが らも導入の背景が異なることか

らその内容 にも若干の違いが存在す る。具体的には、①教科 としての 「社会科」の シテ ィ

ズンシ ップ教育 と②教科以外の領域 にお けるシテ ィズンシップ教育 とい う点であるとされ

る（8）。①社会科のシテ ィズンシ ップ教育 とは教科 「公民」が当ては ま り、この教科では小

学校での 「政治 の働 き」か ら中学校の 「自由 ・権利 と責任 ・義務」等の民主主義の概念理

解 を中心 とした学習が行われ る。その一方で道徳等の②教科以外の領域におけるシティズ

ンシ ップ教育は、た とえば道徳 自体の指導 内容が 「主と して 自分 自身に関すること」「主 と
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して他の人 とのかかわ りに関す ること」「主 として集団や社会 との関わ りに関す ること」の

３つであ り、集 団や社会 に対す る役割や責任、義務、国際的な視野等 のシテ ィズンシップ

教育である。上述 した導入の背景の違いか ら市民科は、教科以外の領域にお けるシテ ィズ

ンシ ップ教育に深化 してい ると言 える。イギ リスのシテ ィズンシ ップ教育は、①社会的 ・

道徳的責任 、② コミュニテ ィ関与、③政治的能力の三点 をね らい としている。 この三点の

ね らいの内、教科 「公 民」で学ぶ ことができない ものについての学習を市民科は担 ってい

ると考えることができる。その根拠 としてそれぞれの教科書を見てい く。 シテ ィズンシ ッ

プ教育の教科書は これを必修教科 に設定 したイギ リスの教科書を、市民科の教科書は品川

区小中一貫教育の ものを選択 した。

（1） イギ リスの市民性教育の教科書

まず、必修教科 となるキーステージ ３（11～14歳 ）の段階のイ ギリスのシティズ ンシップ

教育の教科書を紹介す る。イギ リスのものを選ぶ理由は、必修教科 に設定するか らには教

科書にその特徴が明確 に表れてい ると考え られるか らである。教科書は地方 レベルの法や

政治 を中心に して民主的なスキル の発達 に焦点が 当て られ てお り、ａ）教養のある市民 とな

ることについての知識 と理解、ｂ）調べた りコミュニケーシ ョンを取 った りするスキルの発

達、ｃ）参加 と責任 ある行動の ３つの柱 に沿ってキーステー ジの終了段階で大多数の生徒が

身につけていることが求め られ る行動 目標 が設定 され てい る（9）。

まず ａ）教養のある市民 となることについての知識 と理解 とは、イギ リスのシティズンシ

ップ教育の ３つのね らいである①社会的 ・道徳的責任 、② コミュニテ ィ関与、③政治的能

力の育成の要求 に応 えた ものであると言 える。①社会的 ・道徳的責任は、犯罪 と安全意識、

メディア と社会 とい う単元が対応 し、② コミュニティ関与 については地方 コ ミュニティや

ボランテ ィアグループの活動の単元が対応す る。③政治的能力の育成 には地方民主主義や

選挙制度 と投票 の重要性についての単元が対応 してお り、以下に示す単元構成（10）からも明

白である。

市民権－それは何 に関す るものか？ 市民権 とその歴 史：投票

犯罪 と安全意識 市民権 とその歴 史：世界平和

法律は如何に して動物 を守 るのか？ 政府 と選挙

メデ ィア と社会 イギ リス－多様 な社会

我 々は意思決定 をどの ようにす るのか？ 地球規模 の問題

学校の校庭のこれか ら 紛争 とは何か？

地域 コミュニテ ィと民主主義 学校 リンク：序論

地域 コ ミュニテ ィでの娯楽 とスポーツ これまでの根拠 の再検討－キーステー ジ ３

人権 の終わ りに

犯罪 と刑罰

次に、ｂ）調べた りコミュニケーシ ョンを取った りす るスキルの発達については、情報の分

析や考察、他者 との討論や議論への参加 とい う学習が対応 している。 具体的 には、教科書

内に多 くのア クテ ィビテ ィ（11）が用意 され てい ることか らも明 らかであ り、その内容は正 し

い判断の根拠 とな る情報を さまざまな立場の情報か ら取捨選択 し、 自分の意見 として整理

し表現できるようになることをね らった ものである。そ して ｃ）参加 と責任ある行動 につい

ては、他者 の経験 についての想像 を働かせて考 えることや 自分以外の視点で考 えて表現す
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ること、さ らには学校や コミュニテ ィでの活動 に参加 し、その参加 のプ ロセ スについ て熟

考する とい う具体的な行動（12）が対応 してい る。

イギ リスの市民性教育の教科書 『 Citizenship in Action2 』は以上のよ うな単元か ら構成 さ

れてお り、 これ らの項 目か らは現在 のイギ リス とい う社会に生 きるためのスキル と、その

社会の制度についての知識 と理解 の学習が想定 され ている。①社会的 ・道徳 的責任、② コ

ミュニテ ィ関与、③政治 的能力の育成 とい う３つの要求 に応 えたこの教科書によって、バ

ーナー ド ・ク リックの指摘 した 「若者の政治的無関心 ・問題行動」が是正で きると考 え ら

れているのである。

（2） 品川区の教科 「市民科」の教科書

では次に、教科 「市民科」の教科書を見てい く。イ ギ リスの市民性教育の教科書 と同様

にその単元構成 に注 目す る。品川 区教育委員会市民科カ リキュラム作成部会編 による小中

一貫教育市民科セ ッ トは
、全 ５巻（指導の手引 １冊を含む）か らな り、道徳 ・特別活動 ・総

合的な学習の時間を統合 と明記 された教科書である。小 中一貫校は4－3－2年 制で構成 され

てお り、相 当す るのはイギ リスのキーステー ジ ３の年齢である ７～９学年の市民科である。

市民科には義務教育 ９年 間を通 して、どの ようにすれば市民性 を身につけ られ るかを考 え

て ５領域15能 力が設定 され ている（ （13） 。図 １ 参照）

人間関係形成 自治的活動
自己管理領域

領域 領域
文化創造領域 将来設計領域

・自己管理能力 ・集 団適応 能力 ・自治的活動能力 ・文 化活動 能力 ・社会 的役割 遂行

・生活適応能力 ・自他 理解 能力 ・道徳実践能力 ・企 画 ・表 現能力 能力

・責任遂行能力 ・コ ミュニケー シ ・社 会的判断 ・行 ・自己修養 能力 ・社 会認識 能力


ョン能力 動 能力 ・将 来志 向能力


図 １

自己管理領域 、人間関係形成領域、自治的活動領域、文化創造領域 、将来設計領域の ５領

域 は、それ ぞれ個 の 自立、他者 とのかかわ り、集団や社会 とのかかわ り、 自己を生か し高

める意欲、将来に対す る意志 とい う意味を持ち、領域それぞれ に ３つの能力が紐 づ く。図 １

に示す ように、 自己管理領域 には① 自己管理能力 、②生活適応能力、③責任遂行能力の ３

つが紐づけ られている。 このよ うな能力 を身につ け児童生徒 に人生観 の構築を させ ること

が市民科のね らいだ とされ ている。市民科 ５・６・７年生 と市民科 ８・９年生の単元構成は、

図表 １に示 した よ うに自己管理領域、人間関係形成領域、自治的活動領域、文化創造領域 、

将来設計領域の ５領域か ら構成 されてお り、たとえば ５・６・７年生の 自己管理領域は 「正

しい判断力 を身 につけよ う」、「情報 についての正 しい理解」、「人権問題について考えよ う」

とい う単元が、領域に紐づ く三つの能力（自己管理能力、生活適応能力、責任遂行能力）それ

ぞれ に用意 されてい る。 しか しなが らこの単元構成の課題 として、社会における規律 ・規

範を重ん じる自己抑制力 とそれ を支 える倫理観 の重視についての指摘がある（14）。 これ は市
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民性を身につけるために設定され た ５領域15能 力に、自己管理領域や人 間関係形成領域の

よ うな個人に関す る内容が多 く取 りあげ られ てお り、 自治的活動領域 の道徳 実践能力や文

化創造領域の 自己修養能力 といった道徳的なスキル の育成 に深化 しているとい う指摘 であ

る。導入の背景か らも分か るよ うに教科 「市民科」の育成す る市民性 は、若者 の規範意識

や道徳性 ・公共マナーの低下を抑 える能力 の育成である。言い換えれ ばモ ラル等の道徳 的

な能力 の育成 に重 きを置 くのは当然であ り、① 教科 としての 「社会科」のシティズ ンシ ッ

プ教育よ りも、②教科以外の領域 におけるシテ ィズンシップ教育に焦点 を絞 るべ きもので

ある。 さらに、同梱 され てい る指導の手 引には市民科のね らい について 「自らの在 り方や

生 き方 を自覚 し、生 きる筋道 を見つ ける～人生観の構築～」 とあ り、前述の ５領域15能 力

を身につ けることが 目的 として明記 され てい る。 この ことか らも、民主的社会 の構成員の

育成 よりも、個人の道徳性や人間 関係 の育成に重点が置かれてい ることが明 らかである。

両者において使われてい る市民 とい う語句 は、導入 の背景の違いか ら求 める能力の育成 に

合わせて改変 ・調整 され、 この よ うな意 味で異なるのである。

３　市民性教育 に関す る教科書の比較－まとめにかえて－

本稿では、市民性教育の教科書の単元構成の比較 を通 してイギ リスのシテ ィズンシップ教

育 と日本 の市民科の違いを見てきた。両者 とも民主主義的な市民 としてのスキル を身 につ

けることを目的 とした市民性教育を 目指 しているが、導入 の背景か らその焦点化 に違いが

表れてい る。一方 は一国の政治や社会の課題 についての知識や理解 を踏まえ、民主主義的

な市民 としてのスキル を身につけることを目的に してお り、使用す る教科書の単元は民主

的社会 の形成者 としての 自覚のためのスキル が前面に押 し出されている。具体的には①社

会的 ・道徳的責任、② コミュニティ関与、③政治的能力 の育成 を 目指 して、①教科 として

の 「社会科」のシテ ィズ ンシップ教育 と②教科以外の領域 におけるシテ ィズンシ ップ教育

の両方が備 わっている。そ して もう一方の教科書は、社会 における規律 ・規範を重ん じる

自己抑制力 とそれ を支 える倫理観 が重視 されてい る点に特徴がある。具体的には①教科 と

しての 「社会科」のシテ ィズンシ ップ教育 よ りも、②教科以外 の領域 におけるシテ ィズン

シ ップ教育に焦点を絞 っている。

上述 した ように市民科は、市民 としての公共的精神や道徳性 の育成 をベースに位置づ けて

新たに構成 された科 目である。当然その教科書は、イギ リスのシテ ィズンシ ップ教育 とは

若干異なるもの となる。そ こで市民科の今後の展開 として次のよ うな ことが考 えられ る。

市民性 の育成 とい う目標 に際 して、まず個人の道徳性や人間関係 の育成 に重点 を置 き、次

に 「社会科」のシティズンシップ教育を重視 した教科 「庶 民科」のよ うな ものが作 られる

のではないだろ うか。 それは、市民科が特別活動 と道徳、総合的な学習の時間の一部 を活

用 して行 われ るの と同様 に、「公民」の学習の時間の一部 を活用 して行われ るものであるこ

とが期待 できる。イギ リスのシテ ィズンシ ップ教育が一つの教科で育成す る民主主義的な

市民 としてのスキルを、 日本においては必要 とされ る市民性 の能力 に深化 して、よ り緻密
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註 ・引用文献

（1）梅 田正 巳 ． 『「市 民 の 時 代 」 の教 育 を 求 め て 』 ．高 文 研 ・2001

で重点的に身につ けることができるように複数の教科 「市民科」へ と改変 ・調整 してその

育成 を行 うのである。市民科は、従来の道徳教育の読み物資料 による一面的な徳 目の育成

等ではなく、市民性 の育成を 目的 としたそれ らのスキル の育成 を 目指 しているものである。

同様 に、従来の公民の枠 を超 えた市民性の育成 を目的 としたスキルの育成 を目指す ものが

今後検討 されてい くのではないか と考え られる。

（2）唐木 清志． 『ア メ リカ社会科 のシテ ィズ ンシップ教 育に関する理論的 ・実践的研 究』．平成18年 度～ 平成20年 度科

（4）シテ ィズ ンシ ップ教育が必修教科 となったイギ リスの義務教育 は ５歳 か ら16歳 までで あ り、段階が大 き く４つに分

け られ てい る。７歳までが キー ステージ1、11歳 までがキーステー ジ2、14歳 までがキーステー ジ3、16歳 までがキ

ー ステー ジ ４とい う４段 階であ る。上記の必修教科 はキーステー ジ ３ ４に設定 され てお り、 シテ ィズ ンシップ教育～

は この段階の生徒達 に民主主義を支 える市 民に求め られ る能力 ・技能 を身 につけ させ ようとい う試み である。

（5）杉本厚 夫、高乗秀明、水 山光春 ． 『教 育の ３Ｃ時代 イ ギ リスに学ぶ教養 ・キャ リア ・シティズ ンシ ップ教育 』．－ －

（6）若 月秀 夫編著． 『品川発 「市 民科」 で変わ る道徳教育 なぜ 、あた り前の ことが できな くなったのか 』．教育開発研－ －

（8）梅 田 正 巳 ． 『「市 民 の 時 代 」 の教 育 を求 め て 』 ．高 文 研 ．2001

（9）嶺 井 ． 前 掲 書 ． 窪 田 眞二 、杉 田か お り．第 ４章 ヨー ロ ッパ 編 ３節 『イ ギ リス －必 修 教 科 「シ テ ィズ ンシ ップ 」 で 参 加 ・

『FRANK GALLIGAN ANDY GRIFFITH PETER NORTON ANNE RILEY.（10） 』 ．Heinemann．2003よ り、 

学研究費補助金 （基盤研究 （Ｂ））研究成果 報告書．2009

（3）嶺 井明子． 『価値 多元化社 会におけ るシチ ズンシ ップ教育の構築 に関す る国際的比較研 究』．平成17年 度 ～平成19

年度科学研 究費補助金 （基盤研 究 （Ｂ））研 究成果報告書 ．2008

世界思想社．2008

究所．2009

（7）若 月 秀 夫 ．前 掲 書 ．2009

フ ェ ア ・責 任 を ど う教 え るか －』

Citizenship in Action2
、 

作成

（11）例 えば教科書 『Citizenship in Action2 』 には、議 論のた めの基本的 なル ール について話 し合 うとい うア クティ ビ

テ ィや 、イ ンター ネ ッ トで収集 した情報 を用 いて議論す るア クテ ィビテ ィが用 意 されてい る。なお 、ほぼ全てのペー

ジにアクティ ビテ ィが用意 され ている。

（12）教 科書 『Citizenship in Action2 』 に用意 され たア クテ ィビテ ィでは、事例の 当事者 にな り代わ って レポー トす る

とい う点 が特徴 的であ る。

（13）品川 区教育委員会市 民科 カ リキ ュラム作成部会編 ． 『道徳 ・特別活動 ・総合的 な学習の時間 を統合　小 中一貫教育市

民科セ ッ ト（全 ５巻 ）』．教育 出版 ．2006よ り作成

（14）樋 口直宏． 『小 中一 貫教 育におけ る総合学習 の理論 と実践－ 「市民科」の授 業を中心に－』．平成18年 度文教協 会研

究助成成果 報告 書．2007
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第 １部　 第 ３章　 第 ４節

学校 に お け る環 境 教 育 の 推 進 及 び 充 実

－将来、子 どもたちが自発的な環境保全活動に取 り組めるために－

１　は じめに

現在 、世界 は地球温暖化 とい う人類の生存にかかわる驚異 に直面 している。平成21年

12月 にデ ンマー ク ・コペ ンハーゲ ンで開催 されたCOP15（ 気候変動枠組条約第15回 締約国

会議）においても、今後の対応 を世界規模で対応す ることになった。 日本において も、2020

年 までに1990年 比で排出 される二酸化炭素等の温室効果ガスの量を25％ 削減す る 目標を

掲げ、 「チ ャレンジ25」 と名付 け取 り組 んでい くことになっている。

また、平成18年12月 に改正 された教育基本法には、第 ２条 「教育の目標」 として 「生

命 を尊び、 自然を大切 に し、環境の保全に寄与す る態度 を養 うこと」を示 してお り、それ

を受けて平成19年 ６月に改正され た学校教育法第21条 「義務教育の 目標」の中で 「学

校内外 における自然体験活動 を促進 し、生命及び 自然を尊重す る精神並びに環境保全に寄

与する態度を養 うこと」が示 されている。 さらに、これ らの法改正を受けて平成20年 １

月17日 の中教審答申の中で、環境教育の指導内容の充実について述べてい る。

経済産業省は1979年 に制定 された省エネ法 （正式名 ：エネル ギーの使用の合理化 に関す

る法律）を改正 し、2009年 ４月か ら改正法案 を思考するこ とになった。この改正で教育委

員会が管理す る学校その他 の教育機関 （学校 、図書館 、博物館、公民館な ど）全体でのエ

ネルギー使用量を平成21年 ４月か ら把握 し、年間のエネル ギー使用量が1，500ｋ ｌ （原油

概算値）以上の場合 は、平成22年 度に 「エネル ギー使用量状況届 け書」を管轄の経済産業

局 に提 出することになった ことか ら、学校にお ける環境教育の充実が一層必要になった。

環境保全の活動が推進 され ている中、群馬県総合教育セ ンターで行 われてい る 「長期研

修員」「特別研修員」の研修活動で報告 されている 「環境教育に関す る研究及び論文」は、

平成16年 度か ら平成20年 度の過去 ５年間で ５例 と少 なか った。学校 における環境教育 に

ついての研究は、平成20年 度長期研修II研 修　綿貫一美教諭 「小学校 における保全の意識

を育てるエネル ギー環境学習の工夫 －教科等の学びをつ な ぐ単元づ くりを として－」の一

例である。 内容 は、教科の中で環境学習が学べ るよ うな単元のつなが りについてであ り、

将来子 どもた ちが 自発的に環境保全活動に取 り組 めるような活動の内容ではなかった。

また、高崎市教育センターの教育研 究論文、平成16年 度 か ら平成20年 度の過去 ５年間

では、一例もなかった。

このよ うに、国で環境教育の必然性 を唱えていても、学校現場における環境教育実践研

究があま り推進 されていない状況で あるこ とか ら、学校現場で役立ち、将来子 どもたちが

自発的に環境保全活動 に取 り組 めるよ うな環境教育について考察 を試みた。

２　環境教育 に対する県や市の傾 向

群馬県では、尾瀬学校や昆虫の森 ・天文台 自然学習教室などの事業 を実施 し、体験的な

活動 を県内の小 中学校へ広 く推進 し自然への興味関心を高めてい る。群馬県教育委員会で

は平成18年 ３月に 「群馬県環境学習推進基本指針」の策定に続 き、平成20年 ３月には各

教科等における環境教育の指導事例 を掲載 した 「見直 しましょう環境教育」の作成を行い、

学校にお ける環境教育の推進を行 ってい る。

高崎市では、「市民が想像す る地球環境都市たか さき」を目指すために、2001年10月 に
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「地球市民宣言」、2008年 ８月に 「高崎市環境方針」 を掲 げている。 また、バ トル クリー

ンテ ンルパ市 （フィ リピン）の ６姉妹友好都市 と新たな地球環境保全の行動を推進す る

３　学校における環境教育の構想

②　発達段階に応 じた環境学習の推進

習が必要である。


表 １　発達段階に応 じた環境教育の内容


低学年期

ク市 （アメ リカ）、サン トアン ドレ市 （ブラジル）、承徳市 （中国）、プルゼニ市 （チェコ）、モ

「地

球市民環境会議」を設置 し、2000年 第 ３回高崎サ ミッ トを行 った10月27日 を 「地球市民

の 日」 として定め、 ６都市でこの 日、同時に環境保全活動 を行っている。

環境政策課では、自らの計画に基づき環境 に配慮 した学校 を市長が認定す る 「たかさき

学校 ＩＳＯ」制度や環境 ポス ター展の開催、水生生物調査な どを実施 し、環境教育の実践を

推 し進 めてい る。教育委員会では、学校教育課が学校環境活動展の開催、小学校低学年用、

高学年用に環境副読本 の作成 によ り、各小学校へ環境教育を奨励 している。

１）学校全休で取 り組むための、環境教育に関す る全体計画の整備 ・充実

発達段階に応 じた系統的 ・総合的な取 り組 みや、各教科 、総合的な学習の時間等を通 じ

た教科横断的 に環境教育が進 め られ ることができるよ うに、「全体計画」の一層の整備 と充

実 を行 う事が必要である。充実 させ るための記入例 を①か ら④ に挙げる。

①　学校教育 目標や児童 ・生徒、地域の実態に即 した学校環境目標の設定

環境に責任と誇 りを持って行動できる人を育てるには、発達段階に応 じた体系的な学

成長段階 環 境 学 習 推 進 の 視 点

・自然 とふれ あい行 動す る　 ・愛着 を持つ　 ・不 思議 さを感 じる幼児期

小学校
・関心 を持 ち行 動す る　 ・自然の美 しさを感 じる　 ・自然の中で遊ぶ ・楽 しさを知る

・観察す る　 ・理解 し行 動する　 ・体験す る　 ・生 き物 と環境 の関係 を知 る　 ・自然を大切 にす る小学校

・自然 を大切 にす る　 ・生活 と環境の関係 を知 る　 ・自然に対 す る畏敬の念 を持 つ中高学年期

・科学的 な見方 をす る　 ・問題 を発見 し解決す る能力 を高める　 ・体験す る　 ・自分の考 えを持つ

中学校期
・ 「人 と環境 」の関係 について理解す る　 ・行動す る

③　各教科における環境教育の指導内容

各教科、道徳 、特別活動及び総合的な学習の時間において、環境教育を行 うことで発達

表 ２　小中学校における各教科 ・領域の環境教育について

総則 環境 の保 全に貢献 し未来 を拓 く主体性のあ る 日本人 を育成 す るため、その基盤 としての道 徳性 を養 う：

飲料水 、電気、 ガスの確保　 廃棄物 の処理 と自分た ちの生活や 産業 との関わ り

自然環境 、伝 統や文化な どの地域 の資源 を保護 ・活用 して いる地域 を知 る

公害か ら国民 の健 康や生活環境 を守 るこ との大切 さについて

国土の保全 な どのための森林資源の働 き及 び自然 災害 の防止について

６学年 生物間の食 う食 われ る とい う関係な どの生物 と環境 との関わ り

生活科 自然 と身近 な動物や植 物な どの 自然 との関 わ りに関心 を持 ち、 自然の素晴 らしさに気付

家庭科 ５・６学年 自分の生活 と身近 な環 境 との関わ りに気付 き、物 の使 い方な どを工夫す る

体育科 健康の状態 は主体 の要因や周囲の環境の要因 が関 わってい ること

の段 階に応 じて指導す ることが可能 になる。

３・４学 年 節水や節電などの資源の有効な利用

５学年


３学年 身近な自然の観察


１・２学年 き 自然 を大切 にす る こと

－62－

社

会

科

理

科

小

学

校



中

学

校

３・４学 年 健康に過 ごす には生活環境 を整 えることが 必要 である こと

道 徳 ５・６学 年 自然環境 を大切 にす る


総合的な学習の時間 体験活動 、観 察 ・実験、見学や調査 、発 表や討論 などの学習活 動


特別活動 学級活動、児童会活動 、学校 行事


世 界の人 々の生活や環境 の多様性　 環境やエネル ギーに関す る課題

自然環境が地域の人 々の生活や 産業 と関係 を持 っている こと

接続可能な社会の構築のため地域における環境保全の取り組みの大切さ
社会科

公害の防止など環境の保全

地 球環境 、資源、エネル ギー な どの課題解 決のた めの経 済的、技術的 な協力 の大切 さ

接続可能な社会の形成の観点から解決すべき課題の探求

日常生活や社会 にお ける様 々なエネルギー変換の利用　 放射線の性質 と利用

人間は、水力、火力、原子力 等か らエネル ギー を得 てい ることその有効利用 の大切 さ

自然 環境 を調べ、様 々な要因 が 自然界の釣 り合い に影響 してい ることの理解
理科

自然環境保全の重要性の認識　 地球温暖化　 外来種

自然環境の保全と科学技術の利用のあり方について科学的に考察

接続可能な社会を作ることの重要性の認識

保健 体育 環境の保全に十分配慮した廃棄物の処理の必要性

科 地域の実態に即して公害と健康の関係を取り扱う

生物の育成環境と育成技術、生物育成に関する技術を利用した栽培または飼育

技術 技術の進展が資源やエ ネル ギーの有効利用 、自然環 境保 全に貢献

家庭科 自分や家族の消費生活 が環境 に与え る影響 につ いて考え、環境 に配慮 した消費生活 につ いて工夫

し実践 で きること

道徳 自然の愛護

総合的な学習 体験活 動、観 察 ・実験 、見学や調 査、発表や討論 な どの学習活動

特別活動 学級活 動、生徒会活動 、学校行 事

④　	 家庭や地域 との連携

学校だけの活動 にとどま らないよ う、家庭や地域 と共に環境保全活動が実践できるよ う

な取 り組みを設 定 し、子 どもたちが将来大人になった とき 自発的 に取 り組 めるような基盤

づ く りを心がける。

２）学校生活の中で日常的、継続的な環境教育の実施と外部へ発信

①　担当者を中心 とした環境教育の計画 と実践

各学校の環境教育担 当者 を中心 として、 リサイクル活動、省エネル ギー活動、環境美化

活動な どを学校全体、児童会、生徒会、学級 の係 な どで、 日常的 ・継続的に実践で きるよ

うな取 り組みを計画 し、実行できるよ うにPDCAサ イクル を活用す る事が大切 である。

実際 にPDCAサ イクルで環境教育を実践 してい る市内のＡ小学校 では、学校 として 「たか

さきISO」 に加盟 し、各教科や領域 の中で、学校行事や学年行事な ど、教育課程の 中でも

環境教育に取 り組むための 「全体計画」を作成 （PLAN）。 その計画に基づき、児童会 を中心

に保護者や地域に も協力 を呼びかけ、定期的に環境保全活動 を実施 （DO）。「たかさきISO」

報告書の作成や年度 当初の 目標が達成できたかを評価 し （CHECK）、次年度 の環境活動へ反

映 （ACTION） してい る。

今後 は、研修会や実践報告会な ど、各学校 の環境教育担 当者 が意欲 を持って取 り組 める

ことができるよ うな情報交換の場を設定す ることが必要であると考える。

②　 環境保全活動 の実践報告 を外部へ発信
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日常的 ・継続 的に行われているこれ らの実践例 を、総合学習などで取 り組 んで壁新聞に

ま とめ、学校公 開や授業参観の ときに保護者や地域の方へ紹介 し外部へ発信す る。

高崎市では、地球市民の 日に学校環境活動展 の開催 を行 ってお り、広 く市民に各学校 の

取 り組みについて知って もらうため、実践例を展示、報告会等を企画 ・実施す る。

環境省 、県、市で募集 している 「環境教育」 に関す るコンクールや催 しに進んで参加 し

取 り組みを評価 して もらうことで、取 り組み意欲の一層 の向上が図れ る。

③　 小学校において、環境 副読本 の活用

小学校低学年用 （１～ ３学年）と高学年用 （４～ ６学年） に配布 している、環境副読本 を

各教科や領域 、道号的な学習の時間で有効に使えるよ うに授 業研 究を行 う必要がある。

あわせ て、水の環境や環境保全のついての領域 などで、一般企業に協力 を得ながら直接

的な体験 を交えた学習 を行 うことで、よ り身近に環境 問題について学ぶ ことができ、将来

に生かせ ると推察できる。

３）省エネ法改正に伴 う学校での環境教育について

平成20年 ５月30日 に交付 され、平成22年 ４月 １日施行 の 「エネルギーの使用の合理化

に関す る法律」 （省エネ法）は、平成21年 度にお けるエネル ギー使用量に基づき平成22年

度か ら教育委員会が管轄 している学校 ・公民館 な どの施設か ら排 出され る二酸化炭素送料

を1500kl以 内 と定め、この量を超 えた場合 にはエネル ギー使用状況届 出書を管轄の経済産

業局へ届 け出なければな らない。そのため、各学校や施設において、省エネルギー活動の

取組 を一層活発に行 う必要がある。そのためには、教育委員会では平成21年 度の数値をも

とに、市及び各学校の排 出 目標値 を設定 し、平成22年 度か ら使用状況を通知 し、意識的な

省エネルギー活動 が実践で きることを希望 している。

４　おわ りに

以上の ような学校 での環境教育や環境保全活動は、将来子 どもたちが大人 になった とき

にも自ら進んで取 り組 めるよ うな基盤 にな るであろ う。 そのためにも、学校での環境教育

を一層充実 させその成果 を発表す る場 をつ くり、子 どもたちが今後 の生活 に生かせるよ う

にす るために、様々な角度か ら研 究 ・実践 を続けていきたい と考 える。
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第 １部　 第 ３章　 第 ５節

アウシュヴィッツの教育的意義

レスキ ュアー ズに着 目して

１　アウシュヴィッツとは ？

ア ウシュヴィッツ収容所跡 は広島の原爆 ドー ムとともに 「人類が二度 と繰 りかえ しては

ならない負 の歴史遺産」 としてユネスコ世界遺産 に登録 されている。

人間が人間に行った暴力行為 の極致 とも言 えるア ウシュヴィッツは、「反面教師」 とす る

ことによって命の尊 さや人権 の大切 さを学ぶための恰好 の教材 とな る。 グローバル化 が進

み競争が激化す る現代 にあって、 ともすれば 自己中心的 ・自己防衛的にな りがちな児童生

徒 たちに、他者 と共 に生 きるためのスキル となる 「市民性」を育むために、ぜ ひ取 り上げ

ていただきたいテーマでもある。

（１） アウシュヴィッツの概要

ア ウシュ ヴィッツは第二次世界大戦勃発 の翌1940年 に、ナチス ドイツが 占領 した隣国

ポー ラン ドに築いた最大規模 の強制収容所である。終戦までの ４年半のあいだに、100万 あ

ま りの罪なき命が奪われた同収容所跡 は現在 、ポー ラン ド政府 に よって当時 の姿のままに

保存 され、戦争の惨禍 を伝 える国立博物館 として一般 に公開 されてい る。

ア ウシュヴィッツは一般的には、ホロコース ト （ナチスによるユ ダヤ人大量虐殺） の最

大の舞台 として知 られてい る。 しか し、開設 当初 はナチスに反抗す る人々 （大半がユダヤ

人でないポーラン ド人） を 「政治犯」 として収 監す るための監獄 であった。他者の身代 わ

りとなって処刑 されたカ トリック聖職者 のコルベ神父 は、 この初期段階のア ウシュヴィッ

ツ犠牲者の一人である。

ア ウシュヴィッツには教師や聖職者、弁護士、医師等 も収監 された。占領地の人 々を 「無

知蒙昧な奴隷的労働力」に したてよ うと企 てていたナチスに とって、社会の指導的立場 に

ある知識人たちはきわめて邪魔な存在であ り、抹殺 の対象 とされていたのである。

アウシュ ヴィッツには子 どもたちも収容 されていた。現在 は展示室 となっている元収容

棟 の一角 に、縦 じま模様の囚人服 を着せ られた少年や少 女たちの写真が掲げ られ ている。

「なぜ 自分 が ？」 とい うよ うな驚 きと絶望が入 り混 じったよ うな表情 に胸が締めつ け られ

る。強制退去 させ られた村か ら親 と一緒 に収監 された子 もいれ ば、反抗 した大人の身代わ

りとして強制連行 された子 たちもいた。

収容所 の開設か ら ２年後 の1942年 、ナチス首脳 によってユダヤ人絶滅計画が正式に決議

される と、アウシュヴィッツにも大量のユダヤ人が送 られ てくるよ うになる。何の罪 もな

い老若男女が 「ユダヤ人」 とい う理由だけで、ナチスが 占領 した ヨー ロッパ 中か ら送 られ

た。 「アンネの 日記」の作者 アンネ ・フランクも隠れ家が発見 されたのち、ア ウシュヴィッ

ツへ送 られている。 （アンネはのちに再移送 されたベルゲンベルゼ ン収容所 で亡 くなった）

収容所では、老人や子 ども、病弱者な ど労働 に適 さない と見な され た人々は直 ちにガス

室へ送 られ、労働 に適す ると判断 された人 々は 「囚人」 とされて長 時間の重労働 を強い ら

れた。ガス室送 りを免れ た人々の大半 も、過労や栄養失調 、不潔な環境の中で蔓延す る伝

染病な どによって亡 くなった。

アウシュヴィッツ収容所は ドイツ軍が降伏す る ３カ月 あま り前の1945年 １月27日 に解

放 された。 しか し、この時すでに100万 人以上の命 が犠牲 になっていた。
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（２） 占領下のポーラン ド

ナチス ドイツによって 自国内にアウシュ ヴィッツ強制収容所 を建設 されたポーラン ドの

人々に とって も、 占領 下の 日常は苦難の連続であった。収容所や軍需工場建設のために多

くの人 々が強制退去 させ られ、中には収容所へ送 られた人々もいた。町の広場な どで行わ

れ る公開処刑 も日常茶飯事だった。 こ うした戦時下の人々の苦難 を次世代に伝えるため終

戦の翌1946年 、ポー ラン ド教育相は全国の小学生に 「戦争 中の 日常体験 を絵 に描いて送っ

てほ しい」 と呼びかけた。 この呼びかけに応 じた子 どもたちの絵 （約6000点 ）が戦争の記

憶を伝 える貴重な資料 としてポーラン ドの現代史資料館 に保存 されてい る。

子 どもた ちが体験 した 日常 とは、肉親 との離別や 目の前で行 われ た処刑 、母国語 を奪わ

れた学校生活な どつ らく悲 しい 日々である。素朴な描写の中に戦争の実態が リア リステ ィ

ックに表現 されていて思わず言葉 を失って しま う。

子 どもた ちの絵 は、戦後生まれ が人 口の大半を 占め、戦争 の記憶が風化 して く今 日、次

世代 に戦争 の惨禍 と命 の尊 さを伝 えるための貴重な視覚教材 と言 えよ う。 （これ らの絵の一

部は画集 『子 どもの目に映った戦争 （グ リーン ピース出版会）』 として 日本で も出版 されて

い る）

２　 レ ス キ ュ ア ー ズ （Rescuers）

ア ウシュヴィッツの惨禍 を二度 と繰 り替 えさせないために何 をなすべきか ？ （あるいは、

なすべきで ないか ？）を考 え ・実践 してい く取 り組 みは、児童 生徒の社会性や 「市民性 」

を育てる学習にほかならない と言 えるのではないだろ うか。そ して、 これ らの学習に更な

る積極的意味を持たせ るうる素材が レスキュアー ズである。

戦 時 下の人 間 を カテ ゴ リー別 に分類 した場 合 、加 害者 （perpetrators） 、犠 牲者 （victims）、

傍 観者 （bystanders） 、救済 者 （rescuers） の ４つ に分 け る こ とが で きよ う。 ナ チ ス 占領 下

の ヨー ロ ッパ を例 に とれ ば 、加 害者 が ナ チ ス、 犠牲 者 が ユ ダヤ 人や ポー ラ ン ド人 な どの被

支 配 民 、傍観 者 がナ チ スの 暴力 に対 して見 てみ ぬふ りを した 大多数 の人 々 とな ろ うか。
一方

、少数ではあったがナチスの迫害や暴力に苦 しむ人 々を命 がけで救った人々が救済

者 （レスキュアー ズ）に分類 され よ う。 アンネ ・フランク一家の隠れ家での生活 も彼 （女）

ら 「レスキュアーズ」の献身的な協力な しには実現不可能だった と言 える。

ナチス 占領下でユ ダヤ人 に協力 した りか くまった りす る者 は、常に 自らも命の危険 にさ

らされていた。 もし発覚すれ ば、 自らも処刑 され るかア ウシュ ヴィッツなどの強制収容所

へ送 られ る危険性 があったか らである。しか し、そのよ うな状況下にあって も、なぜ、彼 （女）

らは他者 を救済す ることができたのだろ うか ？この疑問をふま えなが ら、次 に レスキュア
ーズの具体的な事例 として杉原千畝

、ロスラン夫妻、 コルベ神父を紹介す る。

（１） 杉原千畝の場合

杉原千畝 は、第二次世界 大戦時、ポー ラン ドと隣接す る小国 リ トアニアの 日本領事代理

だった。 ある 日、杉原の住まい も兼ねていた 日本領事館ヘナチスの迫害を逃れたユ ダヤ系

ポー ラン ド人難民が押 し寄せ てきた。 日本への入国 ビザを得 るためである。 当時、ナチス

占領下の ヨー ロッパ か ら脱出す るためには、シベ リアか ら日本を経 由 して安全な第三国に

逃れ る しか手段がなかった。杉原は人道的見地か らビザ発給の許可を本省 に願 い出たが却

下 され る。杉原 にとって命令 に背 くことは、外 交官 としての将来を奪われ るだけでなく、

ナチスに命 を奪われる危険をもともなっていた。悩んだ末に杉原は独断でビザ発給 を行 い、

最終的には6000人 あま りの生命 を救 った。結局 、杉原千畝は外交官を辞め させ られて しま

うが、杉原が救 った命 は、その子孫 も含 めると ４万人 にも達す ると言われ ている。 ビザ発

給について尋ね られるたびに杉原 は同 じこ とを言っていた とい う。 「大 した ことを したわけ

じゃない、当た り前のこ とを しただけです」 と。
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（２） ロス ラン夫妻の場合

ポーラン ド人のア レックス ・ロス ラン と妻のメラは、ある 日知人か ら頼まれ てヤ コブ と

い う名のユダヤ人の子 どもをかくま うことになった。二人 の子 を持つ夫妻は、発覚 した場

合の危険を考 え悩んだ末 に、見ず知 らず の子 どもをか くま うこ とを決断す る。ヤ コブをか

くま うためにア レックス とメラは献身的 に協力 した。 ま もなく、ヤコブの二人 の弟 もか く

ま うことになる。 上の弟 ショロモが伝染病にかかった時は、同 じ病 にかかっていた ロスラ

ン夫妻の実子ユ レクが、人 目を気に して病院にいけないシ ョロモのた めに 自分の薬を与え

るが、病状 は回復せずに亡 くな る。 まもなくヤ コブ も手術が必要な重い病 に倒れ るとア レ

ックスは高額 な手術代を工面す るために 自分の家 を売 り、一家は狭いアパー トに引っ越す。

そんなある 日、反ナチス地下抵抗組織の手伝 いを していたユ レクが街頭で射殺 され る。戦

争 が激化す る中、町を離れ たロス ラン一家 とヤ コブ と末の弟デ ビッ ドは、メラの 田舎へ身

を寄せ、そ こで終戦 を迎 えた。 ロスラン夫妻 の勇気 と思いや りによってヤコブ とデ ビッ ド

の命は救われ ることになった。 ロスラン夫妻のモ ッ トーは、「困っている人 間を放 ってお け

ない」だった。

（３） コルベ神父の場合

ポーラン ド人聖職者 のコルベ神父 は、 日本の長崎でも布教 したこ とのある敬度 なカ トリ

ック教徒だ った。戦争勃発直後にポー ラン ドに帰国 したコルベ神父は、まもなくポー ラン

ドを占領 したナチ スへの服従 を拒んだた めに開設ま もないア ウシュヴィッツ収容所へ送 ら

れ、強制労働 をさせ られ ていた。 ある 日、 コルベ神父 と同 じ囚人班か ら脱走者 が出た こと

への報復 として10人 の囚人が選 ばれ処刑 され ることとなった。指名 され た一人が嘆き声を

あげるのを聞いたコルベ神父は、 自分は選 ばれていないに もかかわ らず 、その人 の身代わ

りを申 し出て、他の ９人 とともに地下牢に入れ られた。食事 も水 も与えられ ない 「餓 死刑 」

のさなか、 コルベ神 父は他の収容者たちを励ま し続 けた。収容者たちが一人また一人 と息

絶 える中、唯一人生き残 った コルベ神父 は心臓 に毒薬 を注射 されて亡 くなった。神 父の最

後を見 とった人 々の一人は、絶命 した神父の顔が 「美 しく輝 いていた」 と証言 している。

これ らの事例が示す よ うに、 レスキュアーズたちに共通す る精神 の根底にあるものは、

ア ウシュヴィッツを生み出 した ヒ トラーやナチス思想 の根底 にある 「自己中心 （egoism）」

とは対極 にある 「他者を思いや る心 （altruism）」であ り、この精神 こそ、児童生徒の社会

性や 「市民性」 を育て る上での重要なファクターの一つ となる。

３　アウシュヴィッツの教育的意義

アウシュヴィッツは様 々な要因が複雑 に絡み合 って生れた。今 か ら80年 あま り前、世界

中を襲った未曾有 の世界恐慌 は、第一世界大戦 の敗戦 か ら立 ち直 りか けていた ドイ ツ経済

を直撃する。失業者が巷 にあふれ社会不安が広 がる中、極右政 党ナチス （国家社会主義 ド

イツ労働者党）の党首 ヒ トラーは、社会不安 の原因を 「ユ ダヤ人の陰謀である」 とい う根

拠 のない中傷によって、大衆の不満や怒 りを少数派のユダヤ系市民 に向け させ るとともに

強国 ドイツの復活 を約 して人々の心をつかんでい く。や がて政権 を掌握 した ヒ トラーはア

ウシュヴィッツへ もつなが ることとなる侵略戦争への道 を突き進 んでいった。

なぜ 、「あのゲーテやベー トーベ ンを生み 出した文明国が、ナチスのよ うな極端な考 えを

持つ集団に指導権を渡 して しまったのか ？」 と、繰 り返 され る問いには今 もって明確な答

えが出ていない。 大恐慌 による経済不安 、不平等な処遇への怒 り、異な る容貌や価値観 を

持つ人々への偏見や敵意、敗 北による屈辱感、強大にな りす ぎた民族意識や国家意識な ど

様 々な要素が複雑 に絡み合いなが ら戦争 、そ してア ウシュ ヴィッツへ とつ ながってい った

と考 えられる。 しか し、 これ らの根底 にあるのは、「自分 さえよければ他人 はどうなっても

かまわない」 といった 「自己中心」な思 い と、 自分 と違 う容姿や習慣、考 え方 を持つ人々
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に偏見を抱 く 「差別意識」だった と言 えよ う。そ こには、その規模 こそ違 えども私 たちの

社会や学校現場に巣 くう 「い じめ」 の根底 にあるものとの共通性 を認識せ ざるをえない。

人間が人間に行 った暴力行為 の極致であるア ウシュ ヴィッツは、人間性への絶望の象徴

と言 えるが、 これ に対す る レスキュアーズの存在は、人間性へ の信頼 の回復 であ り、私た

ちに希望を与 えて くれる。つま り、アウシュヴィッツの 「闇」 とレスキュアーズの 「光」

を対比 させ ることによって児童生徒 は、知 らず知 らず の うちに 自らの社会性や市民性 に と

ってのキー ・コン ピテ ンシー とは何 かを学んでいくことにな るのではないだ ろうか。その

よ うに願 ってやまない。

これまで、ア ウシュヴィ ッツに関す る学習は 「悲惨 さ」だけに焦点 をあて るものが主だ

ったが、 「救った人々」にも焦点をあて ることに よって、 よ り広が りのある学びが生れ る。

このよ うに、ア ウシュヴィッツをレスキュアー ズ と対比 させなが ら学ぶ ことは、教育的に

大変意義のあることである。

（ＮＰＯ法人アウシュヴ ィッツ平和博物館　我妻英司）
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第 ４章

知識 ・情報活用能力の育成 と学校図書館活用教育



第 １部　 第 ４章　 第 １節

知識 ・情報活用能力を育成する学校図書館教育

－学校図書館を機能させる経営的視点－

は じめに

知識 ・活用能力の育成す るために、調べ学習や学校 図書館活用教育を行 うことの重要性

は長年言 われ続 けてきた。平成19年 度か らは 「新学校図書館整備五カ年計画」 も実施 さ

れ てい る。 しか し、学校 では依然 として調べ学習や学校 図書館活用教育が十分行われてい

るとは言い難 い状況にある。調べ学習、学校図書館活用教育 は、もはや教師の個人的な頑

張 りでは対応で きない。 ここでは調べ学習や学校図書館活用教育が促進 しないわけ、今後

調べ学習、学校図書館教育 を促進す るためには どのよ うな方法が必要なのかを追究す るこ

とにする。

１　調べ学習、学校図書館活用教育が促進 され ないわ け

（１） 教科書中心の授業

知識 ・情報活用能力を育成す ることの重要性 は言 うまで もない。欧米では図書 ・資料を

調べ、 レポー トを作 る学習が行われ ている。 ここで問題 となるのが 日本では こうした調べ

学習がなぜ学校教育の本流 とな らないかである。根拠 をもとに意見を言 う論理性 と表現力、

コミュニケーシ ョン力の育成は欧米では重視 されている。 しか し、 日本の教師はこうした

情報 リテラシーの教育 を受 けていない。情報 を重視する意識 が 日本 は欧米に比べて低い よ

うに考 えられる。

また、現在の 日本の学習指導は、教科書中心の授業 となっている。そ こでは教科書 を詳

しくていねいになぞってい く。欧米では教科書は参考程度である。教師はいろいろな教科

書を見ながら教材 を開発 していく。また、教科書の採択 も学校にまか されている。しか し、

日本では教科書は主た る教材 となっている。教科書検定 もあ り、教科書の採択 も広域採択

（1）

となっている。現在教科書検定 を行 ってい るのは、中国 と韓国が国定である 。 これ らの国

に共通 して言 えることは、儒教の文化が根底にあるとい うことである。 こ うした文化では
一つのテキス トをなぞ り反復す る学習を行 う傾 向があるのではなか ろ うか

。

（２） 学校 の学習情報セ ンター機能がない

学校図書館の機能 として 「読書セ ンター」機能 と 「学習情報センター」機能 とがある。

従来 と図書主任は国語の教師がな るところが多かった。必然的に読書指導中心の学校図書

館 にな りがちである。 学校図書館 の学習セ ンター機能 はかつて強調 されていた。 しか し、

司書教諭 の配置が猶予 されたこ と、図書館司書が配置 され ない こと、図書 ・資料の購入費

がない ことな ど、か ら学習情報セ ンター としての学校図書館 は機能 していないのが実情で

ある。

（３） 校務分掌 としての学校図書館

調べ学習、図書館活用教育が促進 されない理由 として、図書 ・資料を購入す る予算の少

なさにもあるが、教員 として学校図書館 に関与す るメ リッ トもない ことも明 らかである。

学校 図書館は現在校務分掌 として担 当されている。教科指導の場合、実績をあげた場合 は

評価 され ることが多い。管理職の道 もここか ら開ける。 しか し、学校図書館 の場合、教科
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指導のようには評価 されない。学校図書館が学校の組織体制のなかで位置づいていない証

拠である。

２　鶴岡市立朝暘小学校の調べ学習、学校図書館教育 と学校経営

山形県の鶴岡市立朝暘小学校 は学校図書館 を学校経営の核 に位置づけたことで、調べ学

習、学校 図書館活用学習を成功 させ た。朝暘小学校では子 ども一人 あた りの図書貸出冊数

が1，345冊 （平成16年 度）と多 く、学校図書館を授業のなかに積極的に活用 している。読書

指導的な学校 図書館 か ら調べ学習 を行 う学習情報セ ンター的な学校図書館 となっている。

朝暘小学校では学校図書館 を学校経営の核に位置づけてい る。経営の視点は次の通 りであ

る。

（１） 「学習情報センター」 として授業に活かされ る学校図書館 を考えている。

１）朝暘小学校 では、読書指導の延長線上に学校図書館 を位置づけるのではな く、学校 図

書館 を 日々の授業に活かす ことを前面に打 ち出 してい る。

２）朝暘小学校 では、「みつ ける　 つかむ　 つたえあ う」とい う図書 ・資料 を活用 した調べ


学習 を行っている。


（２） 学校図書館の専門職 を、司書教諭、学校司書、図書館主任、に分 けている。

１）司書教諭は、平成15年	 ４月か らクラス担任 を外れ、教務副主任 として他の教師 と Ｔ．Ｔ．

で関わってい る。学校図書館 を使用する授業の予定 と必要な資料の準備 を学校司書 とと

もに行 っている。

２）学校司書 は、鶴岡市では40年	 前 から常勤の専任の司書 として採用 されている。学校

図書館 に常駐 してお り専門性 を発揮 してい る。授業に役 立つ 「単元別参考図書 目録」 を

作 り、教師が調べ学習を行いやす くしている。

３）図書館主任は司書教諭 とは別 に配置 され、研究主任 を兼ねてい る。 クラスは持ってい

るが調べ学習や学校図書館教育 を推進す る研 究の リーダー となっている。

（３） 学校経営の中核的組織の中に司書教諭 ・学校 司書 ・図書主任 （研究主任）を関与 させ


ている。


１）「図書館活用教育特別委員会」があ り、校長 ・教頭 ・教務主任 ・教務副主任 ・研究主任 ・

研究副主任 ・学びの力づ くり部長 ・情報教育主任 ・学年主任 ・司書教諭 ・図書主任 ・学

校司書で構成 され てい る。学校 図書館活用教育の提案 ・審議はここで行っている。図書 ・

資料の選書 もここで行 っている。

２）学校経営の中心的組織 である 「学校研 究推進委員会」にも司書教諭が入 ってい る。

朝暘小学校の特色は、司書教諭の無担で学校運営に参加す ること、図書館 主任 が研究主

任 を兼ね学校運営に参加す ること、常勤の学校司書がい ること、調べ学習を通 して学校図

書館 を授業のなかで積極的に活用 していること、である。 このよ うに、調べ学習、学校 図

書館活用教育が機能 させ るために、校長が学校経営のなかで組織的 に人的配置 を工夫 して

いる ところが重要である。 このよ うな学校経営をすれ ば学校 図書館が学校のなかで位置づ

けられ、調べ学習は促進 され る。鶴岡市立朝暘小学校 が成功 した理 由はここにある と言 っ

てよい。

３　学校図書館活用 と学校 の組織体制

文部科学省 は平成19年 度 よ り 「子 どもの 『読む ・調べ る』習慣の確立に向けた実践研

究事業」を開始 し、「子 どもの読書サポー ターズ会議」を設置 した。この会議 の審議経過 は

（2）

「これか らの学校 図書館の活用の在 り方等について （報告） 」 （平成21年 ３月 ） と して

ま とめ られてい る。この報告のなかで、「学校 における組織的な推進体制」の必要性が強調

－70－



 

されている。学校 図書館活用の高度化推進のための留意点 として、次のよ うな点があげ ら

れている。
・ 学校図書館の重要性について共通理解 を深 め、司書教諭 を中心に、すべての教員や学

校司書等が、適切な役割分担の下、協力 して、学校 図書館 を充実 させ る。
・ 学校の教育 目標や経営方針 を実現するに当たって、学校 図書館 をどのよ うに位置づけ

るかを明確 にす る。そのために、学校図書館 自体の活動 目標 を設定する。

また、この報告書には、参考資料 として、「校内におけ る学校図書館運営 ・活用体制 （例）」

が図で示 されている。さらに、「学校 図書館の運営 ・活用 に当たっての司書教諭 とその他の

教諭等の役割例」が示 されている。 この ことは学校経営学校 図書館 を機能 させ るために一

歩踏み込んだ意志表示 を文部科学省 では示 した ものと解釈 できる。学校 図書館 を学校の組

織 のなかで位置づける経営的視点が調べ学習、ひいては学校図書館活用教育を促進 させる

と考 えられ る。

おわ りに

調べ学習、学校 図書館活用教育は、教師の個人的な頑張 りでは対応できない。鶴 岡市立

朝暘小学校の事例か らも明 らかなよ うに、調べ学習、学校図書館教育 を促進す るためには、

経営的視点が必要である。学校のカ リキュラムのなかに学校 図書館 を位置づけることが重

要 となる。 このことは学校図書館 を機能 させ るホ リステ ィックモデル と言 ってもよいであ

ろ う。

註

（1）教育再生懇談会 「教科書の充実に関す る提言 （第二次報告）」平成20年12月18日

p．５

（2）文部科 学省 「これ か らの学 校 図 書館 の在 り方 等 につ い て （報告 ）」2009年 ３月 、p．p．16－17、 

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/dokusho/meeting/_icsFiles/afieldfile/2009/05/ 

08/1236373 _1.pdf 、2010年 ３月 ２ 日検 索

（国立教育政策研究所　 下田　好行）
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第 １部　 第 ４章　 第 ２節

学校図書館を基礎にした生きる鍵となる力の育成

１　制度 と しての学校図書館

学校図書館が 「学校教育 に欠 くことのできない基礎的な設備である」 として設置義務 が

課せ られ たのは1953年 に 「学校図書館法」が成立 してか らの ことである。少 し詳 しく見る

と、1947年 に制定 した 「学校教育法施行規則」 （省令）の第 １条 「学校 には、その学校 の

目的を実現す るために必要な校地、校舎、校具、運動場、図書館又は図書室、保健室その

他 の設備 を設 けなければな らない。」に端を発 してい る。

さらに文部省は 『学校図書館の手引』 （師範学校教科書株式会社 、1947年 ） を発行 し、

学校図書館の意義 と役割、組織、整備、運用、学習活動の例 と評価 をかかげて具体的に教

育現場に学校図書館の活用 を実践す るよ うに うなが している。 この手引は、現在読み返 し

ても示唆 に富み、学校 図書館史を考察す る ときの基本文献である。

そ して、1948年 に文部省 の 『学校図書館の手引』の伝達講習会が学校図書館講習協議会

として東 （鴨川町、現千葉県鴨川 市） と西 （奈 良県天理市）で開催 されたのを契機 に、松

尾弥太郎 （目黒区立緑が丘小学校）の提案で、1950年 に全国学校図書館協議会 （全国 ＳＬ

Ａ）が結成 された。それによ り、学校図書館の研究 と条件整備 の活動 は全国的な規模 で展

開 され、1953年 ７月 に議員立法で学校図書館法が可決 され ８月 ８日に公布 され た。

ところで、第 ２次世界大戦後にわが国で学校図書館が制度 として確 立する前の教育実践

では 「川井訓導事件」 （1924年 ）に象徴 され るよ うに国定教科書 を唯一の教材 として教育

が行われていた。川井訓導事件 とは、1924年 ９月 ５日長野県松本女子師範付属小学校 で川

井清一郎が ４年生の修身の授業視察 を受 けた とき国定教科書 を使わず に森鴎外作 『護持院

河原の敵討』 を教材 としたために、公立学校職員分限令 によって休職処分を受けた事件で

ある。川井は教育方法の工夫 として物語 を活用 し、視学 らの助言指導 を期待 していたので

あった。つま り、学校図書館問題 を考察す るときに戦後 になぜ素早 く、学校図書館 を全校

に設置す る活動ができたのか、米国教育使節団 （1946年、1950年 に来 日）の示唆 によるこ

とだけではないこ とを見てお くことが必要である。

大正時代 の学校教育においては、複雑 ・多様化 した社会の要請にこたえて、新 しい人間

形成 の方法 として、教師中心の画一的な詰 め込み主義教育に批判 がなされ、個性や 自主性

を尊重 し、創造性 を伸ばす教育方法が模 索 された。 これ は 「新教育」 と呼ばれ 、範 を欧米

諸国に求めた ドル トン ・プラン、プ ロジェク ト・メソッ ドや合科教授で、師範学校付属や
一部 の私立学校で推進 され

、その 目的を遂行するために学校文庫や図書館が設 けられた。

たとえば、当時の様子 を、児童 の側 から体験 した井野川潔 は次のよ うに、全国 ＳＬＡ発行

の機 関誌で、述べてい る。

「大正十年 ころのことです。当時は、埼 玉師範 の付属小学校 は、県内の 自由教育 をリー ド

す るモデル校 的な立場にあ りま した。その付属小学校の高等科の教師だった相沢節先生 （の

ちに成城小学校の訓導 となった）は、ぼ くら生徒 に、毎月五銭ずつ図書費を出 しあって学

級文庫 をつ くることに しよ うじゃないか、 と学級 自治会に提案 されま した。 これがぼ くの

知った最初の学級文庫です。（略）このころの小学校 では、生徒の利用できる図書棚 が職員

室 にあればよいほ うで した。そ して付属小学校の図書棚 には何百冊かの本 があ りま したが、

ぼ くらの読書意欲 を満足 させて くれ るほ ど、よい本をそろえてお りませんで した。（略）学

校 の図書室にも、教室の文庫にも、読む本が少ない とい う不満か ら、ぼ くらはそのころ、

－73－



ち ょうどできた県立図書館 を利用 して乱読の傾 向をさらに拡大 していったのです。 （雑誌

『学校 図書館』136号 ）

井野川潔の回顧談では、相沢節先生か ら昼食 の時間に 『アンクル トムスケ ビン』 を読み

聞かせ てもらい学級の子 どもた ちが感激 し、本人は弁 当箱 に涙が落ちたのを記憶 している

と述べている。

この回顧談の ごとく、大正年間 （1912－1926年 ）の学校 における図書館活動や読書指導

は一部 の先進的な学校や教師の 自覚的な活動に限 られていた。

昭和 に入 ると一般はもとより知識人の間で も昭和維新 の論調 に同調す る動きがあ り、『図

書館雑誌』（日本図書館 協会）や教育関係の記事に も維新 の呼称が現れ、大正 自由主義教育

か ら戦時教育体制 に傾いてゆくことになる。客観情勢は1929年 の暗黒の木曜 日 （ウォール

街の株価大暴落）の大恐慌 がアメ リカでお こり、 日本の社会不安 も深ま り、 さらに教育制

度は中等教育機 関の増設が進行 し、複線型 の教育制度 のなかで、ますます進学を願 う人々

が増加 し、試験地獄 とい うことばが頻発 され えるよ うにな り効率 よく学習す ることが求め

られた。

しか し、生活綴方教育運動では 「生活意欲」 を高 めるためにも 「生活知性」 を育て るこ

との大切 さが 自覚 されて よい文化財の導入 を図るために学級文庫や学校図書館が教育的な

営み として考え られ ていた。 このことは当時の実践者 である滑川道夫がよく語 っていた と

ころである。 また出版界においては大正か ら昭和にかけて児童 に教科書以外の資料 を活用

させ ることのたいせつ さが 自覚 された思潮 があったことは注 目すべ きことで、雑誌 『赤い

鳥』 （赤い鳥社）、『金の船』 （越 山（社））、『金 の星』 （金の星社）や 『小学生全集』 （文藝春秋

社、興文社）、『日本児童文庫』 （アルス）に代表 される多様 な児童図書が出版 された。

学校教育では学校 図書館の設置 ・運営がむずか しいときに、公立図書館 の関係者側 か ら

は積極的な発言があった。のちに奈良県立図書館長 となった仲川 明は、「将来の児童図書館」

（『図書館雑誌』第110号 、1929年 、 １月号）で 「二十世紀は児童 の世紀である」 とエ レ

ン ・ケイ （1849－1926、 ス ウェーデ ンの婦人思想家）のこ とばを引用 し、小 ・中学校 の普

及発達に比べて図書館 が不振であると嘆いている。

仲川の構想 は具体的で、学校文庫 ・学級文庫の現状にふれ 、各市町村 の児童 図書館 は小

学校の学校付属図書館 になる方向に発達 していくとし、ほかに数学校区にひ とつの単独図

書館 を置き、学校 図書館 の補助または援助 をすべきだ と見解 を述べている。論文の中で、

「今 日の学校教育は何 とい っても教科書学校であるとい う批判を免れ ることのできない状

態 にある。将来は小学校 において も、各種の図書によって研究 し、各種の実物機械によっ

て実験観察 して、教師はその補導忠告の任 に当たるようになっていくだろ う」と述べ、「学

校児童 図書館」の必要を説いた あと、教育活動 として十項 目にわた る具体的な構想を提言

している。 しか も、最後 に定員40名 の 「学級 図書館」や 「学校 図書館」の設計案 をつけて

い る。 この仲川論文は、いわゆる昭和維新の 「図書館 大会」 （1928年）で 「児童図書館」が

研究テーマになっていたことを考えあわせ ると、大正 自由主義教育運動の展開 と図書館 専

門家たちの理念 が、共通の基盤 を持 ちえた事例である。

また、静岡県葵文庫長 ・貞松修三は 「実験実習 の教育機 関 として学校図書館の充実につい

て」（『図書館雑誌』114号 、1929，5） で、学校教育の試験地獄を沙汰 の限 りであるといい、

教科書 中心主義 を批判 し、図書館 な どを利用 し自学自習の風を作興 し、それが習性 となれ

ば創造力の発達を促 して教育上の効果は大 となると強調す る。 しか し、貞松の結論 は思想

善導に至 る。つま り、戦前は少数 の識者以外は 「良書を蒐集 し、之に親 しませ 、且つ其の

標準を児童生徒及び家庭に示す ことは思想善導上有効なる施設」 とい う考 え方があ り、危

険思想 を発生 させないための予防措置に図書館活動 を転化 してい るところに限界があった。
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２　学校図書館 を活用す る 「新 しい学校」の構築

終戦 を契機 に国民は命を犠牲にす る思想か ら、人間の尊厳を守 り人間の可能性 を生かす

思想に 目覚めた。戦後に制定 された 日本国憲法や教育基本法は国民に生きる勇気 と希望 を

もた らした。 その後の教育制度 の改革で人び とは小学校 か ら大学まで複線型ではな く単線

型で教育を受け られ ること、学校 図書館法が制定 されて、学校図書館が学校の基礎 的な設

備 として、教科書以外に図書館資料 を活用 し、学ぶ 自由と権利 を保障する可能性ができた

ことは教育方法の革新 として貴重なことで あった。

さきに紹介 した ように、戦前に 日本の学校教育や図書館経営に参加 した洞察力があ り、

進取の気性に富む人び とのなかに教育改革の機運は胚胎 していたのである。そ して戦後に

新教育が模索 された とき、各地で学校図書館 の設置や運営 の工夫が行われた。

東京都港 区立氷川小学校 の久米井束校長は1946年 に衛生室 を区切って図書室を開き、読

書指導や利用指導 を始 め、1950年 には ＰＴＡの協力で新 しい図書館 を設け、増村王子教諭が

運営 を担 当 し実践を重ねた。1954年 に氷川小学校に入学 した桂宥子は 『理想の図書館 を求

めて』 （中央公論社）のなかで在学 中の体験 を語る。

「ピカ ピカの一年生は、す ぐに図書室が気 に入った。 とい うよ りその前を通るのが好き

だった。 図書室の廊下に面 した壁全体には季節を感 じさせ る大掛か りなデ ィスプレイが素

敵に飾 られていて、生徒 の 目を引いた。 上級生の手づ くりの壁新 聞 も貼ってあった。図書

室は 『学校のおへそ』に思 えて しかたがなかった。それは校舎の中心に位置 していた。低

学年の生徒には、ち ょっ と階段 を上がれば、高学年には、ち ょっ と階段を降 りれば、そ こ

に図書室があったか らだ。生徒 たちは、そんな図書室に吸い込まれていった。」新 しい図書

室が 目に見えるよ うである。 この図書室で 『ひ とまねこざる』や 『ちび くろサンボ』 を読

み，増村先生が専任の教諭 として指導 に当たっている様子を詳 しく語 ってい る。氷川小学

校 では法制定以前か ら学校図書館活用 を教育課程 に組み入れ て教育 を展開 していたのであ

る。 ちなみに桂宥子は大学で図書館学 を講 じている。 また久米井束 は全国学校 図書館協議

会 の初代会長 とな り、増村王子 は 日本読書指導研究会や 日本子 どもの本研究会 の創 立に加

わるな ど先進的 な役割 を果た した。

ところで、学校 図書館 を活用す るために学校関係者 とともに保護者 も含めて広 く理解 し

てお きたい ことを考察す ることが大切である。

まず、学校図書館 とい う設備 は法第二条 に 「学校において、図書、視聴覚教育の資料そ

の他必要な資料 （以下図書館資料）を収集 し、整理 し、お よび保存 し、これを児童又は生

徒及び教員の利用に供す ることによって、学校の教育課程 の展開に寄与す るとともに、児

童又は生徒の健全な教養 を育成す ることを 目的 として設 けられ る学校の設備 をい う。」との

趣 旨が明記 されていることを理解すべ きである。特に学校 図書館 の利用者が児童生徒に限

らず教員 が教材研 究を行 うために頻繁に利用 したい設備 であることを承知すべきである。

つ ぎに第五条に司書教諭の規定があ り、「学校 には、学校 図書館 の専門的職務 を掌 らせ る

ため、司書教諭 を置かなければならない。」 としてい ることである。

特に教員は学校 図書館 に通い、図書館資料 を熟知 し、教材 として活用 し、資料構成につ

いても必要な意見をのべ教育活動 を充実 したい ものである。 また司書教諭の任務 と役割 に

関 して も理解 を深 めることが大切である。

そこで、法の定義 を具体的に示す ものとして文部省 は 「学校図書館基準」を 『学校図書

館運営の手びき』 （明治図書、1959） の 「Ｂ機能」で次のよ うに述べている。

「１学校 図書館は奉仕機 関である。

児童 ・生徒お よび教師の必要に応 じて資料 を提供 し、教育課程の展開に寄与 し。教養 、

趣味の助成に役立たせなければな らない。

２学校 図書館 は指導機 関である。
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問題解決のために図書館 を有効に利用す る方法を会得 させ 、読書指導 によって読書習慣

づ け、生活化 を教 え、図書館利用 を通 して社会的 ・民主的生活態度 を経験 させ る。」

この法 と基準 にもられ た機 能は、現在 も学校 図書館の活動 にとって守 るべ き事柄 である。

特 に学校図書館が指導機 関であることは公共図書館 と異 なる機能 を備 えていると理解すべ

きである。 このことは司書教諭 に限 らず教員が心得てお きたい事柄である。

そ こで、あ らためて平成 ８年 ７月の中央教育審議会第一次答 申 「21世紀 を展望 した我が

国の教育の在 り方」の抜粋 を掲 げてお こ う。

「第 ３部第 ３章、４高度情報通信社会に対す る 「新 しい学校」の構築

学校 の施設の中で、特 に学校図書館 については、学校教育に欠 くことのできない役割を

果た しているとの認識 に立って、図書資料 の充実のほか、様 々な ソフ トウェアや情報機器

の整備 を進 め、高度情報通信社会における学習情報セ ンター としての機能の充実を図って

い く必要があることを指摘 しておきたい。」

この答 申は改めてわが国が持続 可能な社会の実現を 目指 して教育活動 を継続するときに

学校 図書館の役割が大きい ことを示唆 してい るとも理解す ることができる。

したがって学校図書館法の付則 の一部改正が行われた平成 ９年の翌年の平成10年 に文

部省 が教員 に配布 した 「変わる学校図書館」の中の文言を抜粋 しておきたい。

まず、「学校 図書館 ：自ら考 え主体的に判断 し、行動で きる資質や能力 を持 った子 どもを

育ててい くことが求め られています。学校図書館の活用 によ り、子 どもの読書意欲 を高め、

知的活動を増進 し、豊かな人 間形成や情操 を育むことができます。」とある。次に学校図書

館 の役割 について、「読書セ ンター として ：日々の生活の中で子 どもたちが読書 を愉 しむ心

のオアシスとしての役割が期待 され ます。学習情報セ ンター として ：必要な情報 を収集 ・

選択 ・活用できる機能が期待 され ています。」 とある。

ここに紹介 した 「文部省」 当時の教育行政を担当す る側の情報発信 は学校図書館 の機能

を適切に伝 えてい るもの として学校教育 に生か したい ところである。そ こで次に学校図書

館 の活用 に関わる事例を掲 げてお きたい。

３　読書についての考察

平成13年12月12日 「子 どもの読書活動の推進 に関す る法律」が公布 され、即 日施行 さ

れた。 この法律は理念法 として国お よび地方公共団体が、子 どもの読書活動の推進 に関す

る施策 を総合的かつ計画的に推進す ることを求めてい る。その基本理念 として 「子 どもの

読書活動は、子 どもが言葉 を学び、感性 を磨 き、表現力を高め、創造力 を豊かな ものに し、

人生をよ り深 く生 きる力 を身 に付けてい く上で欠 くことのできない ものであることにかん

がみ、すべての子 どもがあらゆる機会 とあ らゆる場所 において 自主的に読書活動を行 うこ

とがで きるよ う、積極的にそのための環境 の整備が推進 され なければな らない。」としてい

る。 さらに国及び地方公共団体の責務、事業者の努力、保護者 の役割 にまでふれ ている。

そ して平成14年 ８月 ２日に政府は 「子 どもの読書活動の推進 に関す る基本的な計画」を国

会 に報告 した。基本計画の中で、経済協力開発機構 （OECD）の調査結果か ら、我が国の子

どもは 自主的 自発的な読書を しない割合が、諸外国に比べて多い ことに危機感 をに じませ

て述べている。

子 どもの読書の推進 について法律で規定す ることは重大である。過去 に文部省 は1945

年 １月25日 、終戦直前の難 局にあた り 『集団疎開児童に対す る読書指導 と紙芝居の要領』

を発行 して、児童の読書を 「行的な精神修養 の機会」 と、とらえ 「読書による皇国の修練

が期待 される」 として読書指導 を戦意高揚 の国策 に結 びつけたことがあった。そ こで、読

書指導の前に、教育関係者は読書 とは何かをあらためて考 える必要がある。

私たち 日本国民が長いあいだ続いた戦争 と多 くの犠牲 を経 て獲得 した ことは人間の尊厳
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を守 り、人間の可能性 を生かす思想に 目覚 めた ことである。そ して教育にあっては 自ら考

え主体的に行動 できる子 どもの育成である。 また読書に関 してはいたず らに書物にひ ざま

ず くのではな く、書物 を活用 し、読書を楽 しみ、「観賞力、批判力 を含 めた読書力」、つま

り読後に 自らの意見や感想 を加 えることのできる読者 の育成である。 したがって、読書は

修養的読書のみ ならず、「漫画を読むことも、辞書をひ くことも、汽車の時刻表をみること

も」立派な読書である と包括的に認識すべきである。読書に よる人間形成 は社会 ・環境 に

対す る健全な適応 をはか ることを意味す る。そ して、読書指導 とは 「各個人が、 自己につ

いての知識 と理解に基づいて図書資料 を媒体 として、 自己の生活を充実 し、社会的に適応

した人格を形成す るのを計画的に援助す る教育的な働 きで ある。」（『読書指導事典』平凡社、

1957年 ）なお、読書活動による民主的人間教育 を読書教育 と呼び、読書教育の実践を読書

指導 と考 える。

そ こで、言語活動の充実 との関連で、読書によ り思考力 ・判断力 ・表現力 を育成す る指

導の一つ として読書感想文の指導 を考える。読後に感想 を語 り合 うとい う指導は、第二次

大戦前 には高等専門学校以上、大学な どで読書会の際に行われていたが、義務教育の場で

は国定教科書を唯一の教材 として授業が行われていたためにほとん ど実施 され ることはな

かった。学校に教科書以外の図書を読書資料 として置 くことは例外だったのである。 した

がって評論家の井野川潔が大正10年 ごろ埼 玉師範付属小学校で相沢節先生が設けた学級

文庫のア ミ－チスの 『愛 の学校』その他 の蔵書により読書指導を受けた と 『学校図書館』

1962年 ２月号 （136号） に記 しているが、当時 としては限 られた教育実践である。前述 し

ているように戦後の民主的な教育か ら批判的に本 を読み主体的な意見を持つ読書をすすめ

る過程 で、読書メモ、読書記録、読書感想文 を大切な指導事項であると自覚す るよ うにな

った。

子 どもたちに読書で得た認識 をもって創造的思考を深め、生活 を構築 してい く読書 を奨

励す る指導か ら読書感想文の指導が生まれ きたのである。読者に とって、読書感想文 を書

くとい う活動 は読解力や作文力 とともに、常 に自分の生活問題意識の発見 とい う総合的な

事柄の集積の うちに行われ るものである。読書感想文 を主体的 ・自覚的に書 く行為が、次

の読書の深化 を うながす ことにな り、思考 の練磨 に役立つ ことが多い。

また、読書感想文 の指導は子 どもが読書 を生活化す る指導 として行 うべ きものである。

感想文を書かせ ることだけが 目的 とな り、一向に読書 をする機会 を整 えなければ読書指導

にはな らない。「読書感想文 を書か されたか ら読書嫌い になった」とい うことばの背景には、

当人が感想を語 りたいほ どの、たっぷ りとした読書を していないのではないか。または教

師の指導 に原因があるのではなか ろうか。

印象深い読書感想文は筆者の豊かな読書経験 と適書 との出会い と問題意識 の触発か ら生

まれて くる。指導事例を紹介 しよ う。

冬休み を前に して学校 図書館 に受け入れ たばか りの 『ひ とす じの道』（丸岡秀子著、偕成

社）を中学一年生に紹介 したところ、休み明けに原稿用紙12枚 の感想文 を提 出 した福澤恵

子 とい う生徒がいた。その後 ２年生になった生徒 は、夏休み明けに第18回 青少年読書感想

文全国 コンクール に応募 して、文部大臣奨励賞の表彰 を受 けた。

冒頭 は始まる。 「感動－ この二つの文字がこんな生き生 きとした言葉 とは知 らなかった。

今 まで何回 となく口にし、書いて きた言葉 なのに初めて耳に した新 しい言葉 のよ うに思 っ

た。『ひ とす じの道』を一読 した後 、私 は、考 えたことや思った ことをぜひ書いてお こ うと

思った。

書 くことはあま りにも多すぎた。相次いでかわる母、労働 とい うこと、新 ・旧い りま じ

った明治の社会－書 きたか ったことを全部書 き出 して原稿 の枚数 を数えてみる と12枚 に

なっていた。
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それ をクラブ顧 問の先生に提出 して、三週間程たった二月の上旬のある日、私 は先生か

ら一通 の手紙 を受 け取った。 白い和紙の封筒の表に描かれ ている吾木香の絵。裏 を見る と

「丸岡秀子」 と優 しい文字で したためてある。先生にお聞きする と、私の感想文を作者で

ある丸 岡先生 に送 られ たのだそ うだ。私 は信 じられなかった。私の感想文 を丸岡先生がお

読みになられたか と思 うと恥ずか しかった。手紙には、 （略）」 として、丸岡先生の手紙の

紹介があ り、それ をきっかけに して読者 の中学生は本か ら問題意識を触発 されて、手紙で

丸岡先生に質問 して理解 した内容や新たな課題 について述べている。

そ して、 自分 と同名 の主人公の恵子が名前に似合わず、逆境をけなげに生 き抜いた力強

さと、それ の原 因を自分な りに分析 してか ら、結末で 「『成長の火種』それは、誰 もが持た

なくてはな らないもののよ うに思 う。恵子は逆境からそれ を得たが私 は恵子の生き方か ら、

私 自身の 『成長の火種』 を得 ることができた と思ってい る。」 と締 め くくっている。 「成長

の火種」は 目次にあったことばである。

読書感想文は感動の焦点が定まった ところを 自分 のことばで納得い く表現 を工夫 して述

べ、取 り上げた本 の読者の姿が浮かんで くるような文章であってほ しい。感動や知見の焦

点がはっきり表れ る感想文は、適書 と巡 り合った ときに得 られるものである。そ して、読

書はきわ めて個別的、個性的なものなので、多様で豊かな図書を子 どもの生活圏に用意 し

ていなければな らない。 まさに学校 図書館 にはその任務がある。

次は読売新聞に 「平和への使徒が信念」と大 きな見出 しで写真付きで、昭和62年 度の外

交官試験 に合格 した紅一点 として関 日子 さんが紹介 された事例である。 関さんは中学一年

生の時に 『ガラスの うさぎ』（高木敏子著 、金 の星社）を読んで感想文を書 き内閣総理大臣

賞 を受 けた経験があった。『ガラスの うさぎ』は東京大空襲で母 と妹 を失い、疎開先 の二宮

の駅頭 で戦闘機 の機銃掃射で父 を失った主人公の敏子 が健気 に生き抜 く姿を語 った物語 で

ある。 関さんは新 聞で も紹介 されていたが、作者へ手紙で も読書がきっかけ となって平和

への希求が外交官の道を選んでい るとの ことであった。読書には学習の基礎 を培 う力があ

り、思考力や判断力 を養い、成長の力 を引き出す きっか けとなることもあ りうる。 ここに

あげた事例は学校教育の果実であ る。

４　課題 と展望

高度情報通信社会 とも知識基盤社会 ともいわれ る我 が国において、将来 を展望 して 自立

してゆ く子 どもの育成 には、物事 に洞察力を持 って対応 できる確かな学力 をつける基礎を

養 う図書館資料の活用が有効で、不可欠 である。 とくに子 ともが生き生 きとして活力に満

ちた姿で生活で きる学校 とい う生活圏に物事 を読み解 く仕組みがあることを重視 したい。

ここでは主 として学校 図書館 を活用 した読書活動 を取 り上げたが、た とえば山形県鶴岡市

立朝暘第一小学校 などように 日常的に情報拠点 としての学校図書館 を学習 ・情報セ ンター

として活用 している事例 に学ぶ ことが大切である。同校の編著に 『みつける、つかむ、伝

えあ う』 （国土社）をは じめ実践事例集が刊行 されているので参照す るとよい。

また、年 間を通 じて読書行事的な工夫をカ リキュラムに取 り込みながら、児童生徒が読

書仲間を作 りやす い環境 を整 える工夫 をすすめたい。「絵手紙スタイル」の読書郵便や子 ど

もの読み聞かせ時間の設定や検索カー ドを使 った学習 の工夫な ど、先進的な事例で楽 しそ

うな ことを見習 うことか ら始めたい。

「国民読書年」を契機に司書教諭の職務の確立と学校司書の配置を確立して学校図書館

の機能を充実 させ ることで生きる鍵 となる力を育成できる。

（聖学院大学　 黒澤　浩）
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第 １部　 第 ４章　 第 ３節

市民性学習を推進するための学校図書館 とその活用

１　学校図書館の役割と諸計画

（１）学校図書館法と学校図書館

学校図書館 は、「学校教育 にお いて、欠 くことのできない基礎的な設備」 （学校 図書館

法第 １条） として設置 され てい る。そ して、学校 図書館 は、 「学校教育 に必要な資料 を収

集 し、整理 し、及 び保存 し、 これ を児童又は生徒及び教員の利用 に供す ることによって、

学校 の教育課程の展 開に寄与す るとともに、児童又は生徒の健全 な教養 を育成す ることを

目的 として設 けられ る」 （学校図書館法第 ２条） もので ある。

つま り、学習を効率 よく展開 した り効果的に指導 した りす るためには学校 図書館 の存在

を重視 し、学校 図書館に関わる校内の体制づ くりや計画づ くりが重要である。

（２）学校図書館全体計画 と運営計画、年間指導計画

学校図書館 に関わる計画 としては次の よ うなものがあるが、現状では各計画書が不十分

だった り、２～ ３の計画書 はあるが全ての計画が揃 っていなかった りしてい る学校が多い。

年度 当初に学校図書館運営委員会 などを立ち上げ、きちん と計画を立て全職員 に理解、周

知 してお くことが必要である。

１）学校図書館全体計画及 び全体構想

学校図書館 の基本的な考 えを示 した もの。また、その考えに基づ く具体的な図書館の姿

やあ り方を示 した もの。

２）学校図書館年間活動計画

図書館 の年間行事 を踏まえて、図書館部や図書運営委員会な どの教師サイ ドの活動、

学校 司書の関わ り、学級担任 の活動、児童生徒図書委員会の活動 、図書館 ボランティア

の活動な どを関連づ けて一覧に した もの

３）年間読書指導計画

読書の向上 を高めるための教科の単元 を一覧に した もの。

４）読書活動推進計画

読書の向上 を目ざすために、 どんな機 会に どんな内容 を指導や支援 した り、提示 した り

す るかを一覧 にしたもの。学校図書館運営委員会や児童生徒委員会 などの活動 とも関連

す る。

５）図書館利用年間計画 ・学び方指導年間計画

各学年、各教科 で図書館 を活用する学習 を一覧 に したもの。必ず活用す る とは限 らない

が、活用す ることが可能、または活用す ることが望ま しい と思われ る単元や教材名 を挙

げ る。できれば学年毎に して、その時の内容 を具体的に示す とよい。

６）情報 ・メディア活用指導計画

学び方の過程に関わる リテ ラシーについて、 どんな ことをどの学年を中心 に指導す るか

を明記 した もの。 これ を基に して、利用年間計画や学び方指導の年間計画を作成す ると

よい。

７）図書館スタッフの活動 と役割分担

図書館スタ ッフの仕事の内容 と分担 を明記 した もの。仕事はま とめて示 して も良いが、

具体的に示 してお くと初任者 にも分か り易い。授業は教師が行 うことを基本 にお く。

その他、次の計画や基準な ども考えてお くと良い。
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・ 学校司書年間活動計画

・ 児童生徒委員会活動年間計画

・ 図書館ボランティア年間活動計画

・ 図書館環境整備年間計画

・ 図書購入計画

・ 学校図書館運営委員会の組織 と目的や会議の検討内容

・ 学校図書選定基準、廃棄規準

２　学習 を支える資料

（１）図書以外の資料

学校 図書館 は 「本がある部屋」 と捉 えられ がちだが、図書は 「情報 の宝庫」であるの

で、図書以外 に様 々な資料 を備 える場 となっている。た とえば、冊子、パ ンフ レッ ト・リ

ー フ レッ ト、広報紙 ・PR紙 、新聞や雑誌の切 り抜 き資料、写真 、絵葉書、ポスター、図

録 、 レプ リカ、地図、Web上 の多 くの情報な どがあげ られ る。 これ らの情報は、整理 さ

れ ていない と利用者 には使 いづ らい。 また、せ っか く良い情報があるのに気づ かなかった

り、図書館 には無い と諦 めて しまった りす る場合 も多い。 「学習 ・情報セ ンター」 として

機能すべき学校図書館が、その役割を果 た していない原 因の多 くは、図書資料 だけの図書

館 に止 まっているか らではないだ ろ うか。

（２）資料の収集

図書以外の資料 はどのよ うに して収集すれば良いだ ろ うか。学校 には 日々冊子類、広報

紙、ポスター、パ ンフ レッ ト類 な どが校 内の担当者 に続 々 と届 く。それ らは回覧 され る場

合 もあるが、各担 当者 が 目を通 した後、破棄 され て しま うことも多い。 それ らが全 て学習

に活用 され るわけではないが、活用できるものがあるのに捨てて しまっていることがあ る

のは残念な ことである。 た とえば、 「広報 ○○」 な どと名付 け られ た区市町村 単位 の広報

紙。 これ には地域歴史や行事、公共施設 など学習 に役立つ情報が入 っているこ とが多い。

特 に小学校 ３，４年生では地域 学習が多いので、思わぬ情報 を広報紙か ら得 ることもある。

また、ポスター には環境の学習 に役立つ情報が入っていた り、絵や文字 、図の描 き方な

どが参考 になるものがあった りす る。

図 １　地域の資料 図 ２　新聞ファイル

冊子 は教師向けが多いが、中には児童 向け手引き書のよ うな もの もあるので注意 したい。

イ ンターネ ッ トのWeb情 報 を活用す ることも多い。検索の しかたを指導すれば簡 単に情

報にた どり着 くこ とができ、児童 にも分 か りやす く解説 されているもの も多い。 しか し、

情報量が多 く、 自分が必要 としている情報 を得 るまでに時間がかかって しま うことが しば

しば起 こる。また、検 索だけを楽 しんで肝心の学習 はほ とん どできない児童 もいる。そ こ

で、学習効 率を上 げるた めに も、「お薦 めサイ ト」 のよ うな コーナー を設 けることが良策

であろ う。

（３）資料の組織化

－80－



図書 について は 日本十進分類 （ＮＤＣ） で分類 、配架 され るが、図書以外の資料には適

応 しにくい。そ こで図書以外の資料 については、次のよ うな懸命 で分類す る と良いのでは

ないだろ うか。特 に小学校 におけ る図書以外の資料は、学校の実態 に合わせて次のよ うに

分類 、組織化 され ることをお薦めする。

＜表 １　情報量が少ない場合の件名＞

遊び　 宇宙　環境　ことば　産業　自然　手芸　植物　人物　政治　世界

戦争　電気　点字　動物　放送　水　 リサイクル　歴史　理科　料理

情報が少 ない場合は、 「環境 」 とい うよ うに一括 りに したが、環境 に関連す るものには

「酸性 雨」「地球温暖化」「森林破 壊」などが考えられ る。また、ここでは 「手話」「点字」

と分けたが、 「福祉」 でま とめることもできるだろ う。 どの件名 に も当てはま らない場合

は 「その他」 としてま とめる。

＜表２　情報量が多い場合＞

遊び　アメリカ合衆国　宇宙　海　ＮＨＫ　織田信長　海洋汚染　化石　川　環境

環境センター　岩石　木　気象　行事　くらし　経済　警察　下水道　原爆　公園

公害　工業　公共施設　交通　国際連合　国旗　 ことば　ことわざ　ゴミ　米　災害

裁判　魚　作家　酸性雨　磁石　自然　手芸　手話　商業　新聞　森林破壊　水産業

スポーツ　すまい　星座　政治　世界　世界遺産　絶滅動物　戦争　騒音　韓国

ダム　地球　地球温暖化　地図　地層　地盤沈下　中国　地理　通信　月　電気

点字　伝統工芸　電話　徳川家康　豊臣秀吉　道具　動物　道路　読書　図書館　鳥

農業　乗 り物　博物館　花　美術　福祉　ブラジル　文化財　貿易　方言

ボランティア　祭 り　水　店　民話　盲導犬　ユニセフ　四字熟語　理科　 リサイクル

ユニバーサルデザイン　流通　 料理　 旅行　歴史　歴史上の人物

「アメ リカ合衆国」や 「中国」な ど個々の国名 を取 り出 したのは、特 に学習す ることが

多い国だか らであ る。 「織 田信長」 「徳川家康」 も同様 で、学習 す ることが多い人物 も件

名 として取 り上げた。

「方言」は ５年生、 「民話」 は ２年生な どの学習 で扱 われ ることが多い。教科書で扱 わ

れてい る内容は、具体的な件名 を付 けてお くと活用 しやすい。

地域資料の場合 は、地名や 区市町村名で括 る場合 と、その地域 の 「産業」「交通」「観光」

な どといった項 目で括 ることが考 えられ るが、児童の場合 は済んでい る区市町村以外は地

名 で分 けておいた方が使いやすい よ うだ。住 んでい る区市町村 については、下記のよ うな

件名 を用意す ると良い。

＜表 ３　○○市の分類＞

環境　観光　郷土芸能　 くらし　下水道　公共施設　広報　 ゴミ　産業　 自然

商店　植物　人口　すまい　地図　伝統工芸　動物　年中行事　農業　福祉

文化財　祭 り　水　歴史

このよ うに学習内容 に適応 した資料 の収集は、市民性 を考 えた学習 にも効果的に活用で

きるものが多い。た とえば、最近話題 となった裁判員制度 について、図書で も出版 は され

ているが、そ う種類や出版数が多い とは言 えない。 ところが、新 聞には毎 日のよ うに取 り

上げ られていた。特に中学校 ではこの制度 について しっか りと指導す る必要があろ う。そ
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こで、最新の確実 な情報 を得 るもの として、官公庁 な どで発行 されたパ ンフ レッ トや リー

フ レッ ト、新聞は身近で入手 しやすい学習資料、学習教材 と言 える。

図 ３　書架を活用 した学習 コーナー 図 ４　新聞 ファイル コーナー

３　様々な資料を使 った学習指導の展開

（1）地域学習の授業例

小学校では ３年生に住んでいる区市町村 に関わる学習が多 く予 定され てい る。 同 じく４

年 生では住 んでい る都道府県に対象が拡 大 されるが、いずれ に しても副読本的な教材の他

の図書資料 はかな り少 ない と言える。そ こで、視聴覚資料や ファイル資料を活用 した らど

うだろ うか。 ここでは、副読本や図書以外 の資料 を使 って、司書教諭 と連携 しなが ら授業

を展 開 した例 を取 り上げてみた。

＊小学校 ４年生社会科 「郷土に伝 わる願 い」

＜本時の 目標 ＞

・荻窪用水 を作 った時の様子 を知 らせ、人々の苦労や工夫について話 し合わせ る。

＜本時の展開 ＞

学習活動と内容 担任の支援 司書教諭の支援


（○は準備）


①玉川について学習 してことを想	 ・玉川地区の人々の苦労や努力を ○荻窪用水の写真資料


起する。 思い出させる。 ○荻窪用水の資料


②荻窪用水の場所を知る。 ・市の地形や荻窪地区の場所 を確

・市の地形	 認 させ、地図か ら分か ることを

・荻窪用水の場所	 発表 させる。

③荻窪用水の工事の話を聞いたり、 ・メモを取 りなが ら話 を聞 くよ う ・昔 の荻窪の様 子や用水路

現在 の様子を知る。 にさせる。	 作 りの理由を掴ませる。

・荻窪地区の昔	 ・当時の人々の苦労を想像 させ る。 ・プ リン ト資料 を使い、工

・荻窪用水の工事	 事 の困難 さや工夫 を知 ら

・現在の荻窪用水の様子	 せる。

・写真 を提示 し、現在 の荻

窪の様子を掴ませる。

④荻窪用水 を作った人々の苦労や	 ・感心 したことや大変だっただろ


工夫について話 し合い、感想を うと思 うことを、一人一人が感


まとめる。	 じるようにさせる。

⑤ 昔の人々が地域の開発のために ・県内では他に どんな ことが行 わ ・県の開発 に関わる他 の資
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してきたことを調べ ようとする れてきたか紹介 し、調べ ようと 料を、簡単に紹介する。

意欲をもつ。	 する意欲をもたせる。

＜考察 ＞

今 までは荻窪用水 に関わる資料 が無 かったため、教科書や副読本を使 って、違 う都道府

県や地域 の情報 で学習をすす めることが多かった。そのため身近で行 われていた開発の様

子を指導す る機会が少 なかった。 しか し、司書教諭が荻窪用水 に関す る資料を取 り寄せ た

り、現地を訪れ て写真に撮 った りした ことで、 ４年生担任 と連携 した授業 を展開す ること

ができた。児童 は身近で行われ ていた昔の様子を知 ることにより、県内の他の開発に も関

心を深めることができた。児童 に とって、教科書で扱われ てい る自分たちの都道府県では

ない事例 より、児童が親 しんでいる地域 を取 り上 げることで、身近な問題 として捉 え、 よ

り興味関心を深め るものだ と思 う。 そ してそれ は、市民性 を高める学習にもつながるので

はないだろ うか。

（2）情報 リテラシー を取 り入れた授業例

各教科 でも学び方 に関す る情報 リテ ラシー を取 り入れ た指導 が必要である。そ こで、次

の ように司書教諭 が担任 と連携 し、教科 と一体 となった指導を展 開 した。

＊小学校 ３年生理科 「植物 の育ち方」 （含　 情報 リテ ラシー 「図鑑の使い方｝）

＜本時の 目標 ＞

・図鑑の使 い方を理解 し、ホ ウセ ンカやオ クラ以外の植物の種や花、実な どについて調べ

ようとす る意欲 を持たせる。

＜本時の展 開＞

学習の内容と活動 担任の支援 司書教諭の支援


（☆は学習のめあて） （○は準備）


①今 日の学習のめあてを知	 ・今 日の 学 習 に つ い て 知 らせ ○各種の図鑑20冊 程


る。 る。 ○植物図鑑20冊


☆ホ ウセンカやオクラ以外の植物 ○植物に関する図書多数

を調べよう。	 ○図鑑 の使い方の説明 （パ ワーポ

☆図鑑の見方を知ろ う。 イン ト）

②図鑑の種類や使い方を ・しっか り話 を聞 くようにさせ ・見たこ とのある図鑑 に関心をも

知 る。 る。	 たせる。

・索引と目次の使い方を説明する。

③ ワークシー トに取 り組み、 ・ワークシー トのや り方を説明し ○ワークシー ト

図鑑 の使い方を確認す る。 す ぐ取 り組めるようにさせる。 ・や り方にま ごついている児童の

・グループ内で図鑑 を譲 り合 うよ 支援をす る。

うにさせる。

・簡単に答を確認 させ る。

④ 自分が調べたい植物 につい ・図鑑以外の図書について、簡単 ・選書が円滑にできない児童を支

ての図書を選ぶ。 な紹介をする。	 援する。

・何を調べるのか確認する。

⑤わかったことをメモする。 ・メモの書き方 を説明する。 ・図鑑の使 い方が理解できている

・学習が遅れがちな児童の支援を か確認す る。

⑥次時の学習について知る。 する。	 ・理解 に手間取 っている児童の支

・次時の学習について知 らせる。 援をす る。
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＜考察 ＞

教科書で扱 ったホ ウセ ンカ とオクラ以外の植物調べをす るとい う明確な 目標 をもって取

り組んだ指導で、理科の 目標 をもちなが ら、図鑑の使 い方をマスターす ることができた。

司書教諭 と協働 で授業を展開 したので、児童一人一人の学びに しっか り関わることがで き

た。 また、必要な資料の選択 を司書教諭 に委ねた り、事前に指導 の方法 についてア ドバイ

スを受けることができたので、担任 は安心 して授業に望む ことができた。

図 ５　司書教諭による図鑑の使い方の指導 図 ６　学習掲示コーナー

４　 おわ りに

学校 図書館 とい う部屋 はあるが、古い本 がかな り並べ られ てい る、学習に必要な資料が

揃っていない とい う学校 図書館 はまだまだ多い。各地の学校図書館 の様子を聞 くと、学校

図書館 にお ける学習環境 が整 っていないのは、 「図書の購入 予算 が少 ないか ら」 「学校 司

書がいないか ら」 とい う理 由が圧倒的 に多いよ うだ。 しか し、それだけが原 因だろ うか ？

学校 図書館 にはきちん とした計画 とそれ を運営す る組織、そ して図書館を活用する指導

者が必要であ る。 また、本稿で示 したよ うに工夫次第で少ない図書購入費で も現状以上の

学習環境 を整 えることは可能である。今社会 に溢れ る情報か ら学校教育 に必要 なものを取

り入れ るこ とによって、児童生徒 の学習効果 を高めることはできる。ただ、司書教諭 は兼

任が多いため、学習教材や学習資料の選択 と共に授業改善に関わ る専任者不在の痛手は大

きい。授業例で示 したよ うに司書教諭 が授業に関わることによって、授 業担 当者 が指導 を

深 めた り広げた りす るこ とができるのである。そ してそれ は、市民性学習をも構築 し、高

めることを可能 にす るこ とだろ う。

（荒川区教育委員会学校図書館支援室　藤田利江）
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第 １部　 第 ４章　 第 ４節

学 び の 力 を育 む 学校 図 書 館

学校図書館という学びのコミュニティ

１　は じめに

学校 図書館は、図書館 とい う機能 をもって子 どもた ちを育む ことができる と考える。利

用者である子 どもたち と教員の顕在的 ・潜在的要求に応 えるコレクシ ョンを形成す ること、

情報検索のスキル をは じめ とす る情報 リテ ラシー教育 を施す こと、学びのコ ミュニテ ィと

して様 々な情報や人を出会わせ ることによって、学校図書館は学びを育む 「場」 となる。

利用者が常に利用する図書館はますます使 いやす くな る。学校図書館の果たす役割の進

化 について、 「学校図書館 ８つのステ ップ」 としてまとめた （図 ４参照）。デ ジタル情報

を取 りこんだ後は、図書館 の 「場」 としての コミュニテ ィ性が注 目され ると考 えている。

２　学校図書館の機能 と使命

学校図書館は、豊かな感受性 と想像力 ・言語能力 を育む 「読書セ ンター」 と、 自発 的 ・

主体的な学習活動 を支 え、児童が様々なメデ ィアにアクセス して、情報 を収集 し、それ ら

を評価 ・判断 して使 いこなす情報活用能力を育む 「学習 ・情報セ ンター」と、教員の依頼 ・

相談に応 えなが ら教材 を提供 し、授業づ くりをサポー トす る 「教材センター」の ３つの機

能 を持 っている。そ して、学校教育の中核 となるべき役割 が期待 されている。

（1） 学校図書館法	 （昭和28年8月 法律第185号 制定　平成19年6月 法律第96号 最終改正）

学校 図書館法第三条 には設置義務が規定 され、第二条には学校図書館の定義 とともに、

目的が以下の通 り記 されている。「第二条 この法律 において 「学校 図書館」とは、小学校

（特別支援学校 の小学部を含む。）、 中学校 （中等教育学校の前期課程及び特別支援学校の

中学部を含む。）及び高等学校 （中等教育学校 の後期課程及び特別支援学校の高等部 を含

む。）（以下 「学校」 とい う。）において、図書、視覚聴覚教育の資料その他学校教育に必要

な資料 （以下 「図書館資料」とい う。）を収集 し、整理 し、及 び保存 し、これ を児童又は生

徒及び教員の利用 に供す ることによって、学校の教育課程の展開に寄与す るとともに、児

童又は生徒の健全な教養を育成す ることを 目的として設 け られ る学校の設備 をい う。」（注1）

（2）ユネスコ ・国際図書館連盟共同学校図書館宣言 （1999年11月 ）

1999年11月 に第30回 ユネスコ総会で批准 された。この時すでに生涯学習の観点か ら、

以下のよ うに学校図書館による知識基盤社会に生きる市民の育成が掲 げられていた。（注2）

「学校図書館 は、今 日の情報や知識 を基盤 とする社会 に相応 しく生 きてい くために基本

的な情報 とアイデ ィアを提供す る。学校図書館は児童生徒が責任 ある市民 と して生活 でき

るよ うに、生涯学習の技能 を育成 し、また、想像力 を培 う。」

しか し、設備や資料 があって も、機能す る学校図書館にはな らない。「図書館員 と教師が

協力す る場合に、児童生徒 の識字、読書、学習、問題解決、情報および コミュニケーシ ョ

ン技術の各技能 レベルが向上す ることが実証 され ている」 と、図書館員の専門性 と存在価

値 を入れ、最後 は 「図書館員 と教師の養成 および継続教育」の必要性で結んでい る。

３　学校図書館の コレクシ ョンの形成 （蔵書構築）

長い間、学校 図書館が読書センター として しか機能 を果た して こなかったため、コ レク
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シ ョンが文学 に偏っていた （注3）。 しか し、百科事典 に代表 され るように、あ りとあらゆる

分野を扱 うのが図書館である。同 じテーマで40冊 の同 じ本を購入す るよ り、40種 類 の本

を購入 して、読み比べできる視点の多様性 を追求すべ きである。学びを広 げ、深める選書

は以下のよ うな方法で行 う。

（1）　依頼があって気づ く選書

調べ学習で、他校 の図書館や公共図書館の協力 を得て資料提供す るのは、総合的な学習

の時間が始まって以来、盛んになった。 しか し、毎年 同 じテーマで、校外 の資料をあてに

していたのでは、いつまでたっても自館が役 に立つ図書館にならない。借 りて評価 の高か

った資料 は、購入 をしてい く。これ を何年か続 けてい く うちに 自館 のコレクシ ョンの質が

あがってい く。年度の終わ りの図書館アンケー トとして、 この １年 あるとよかった資料

を教えて くだ さい とい う項 目を設 けることも １つの方法である。

（2）　依頼 を予想 して準備す る選書

学習指導要領や教科書、指導書を見て、そこで推薦 されている本 はもちろん、学習活動

を考えて、どの単元に図書館活用が入 り、どんな資料 を買い足 してお くとよいかを考える。

年間学習指導計画 とともに図書館指導計画 を作 り、コレクシ ョンの現状 と図書予算か ら重

点を決 めて、選書す る。新館情報 については、その本そのものの価値 も重要ではあるが、

校内での子 どもたちの学習活動や読書活動、教員の授 業デザインな どを考 えて、選書す る。

４　情報 リテ ラシーの育成－は じめは図書館利用教育か ら－

生涯学習社会を生 き抜 くためには、義務教育終了までに、 自己学習の場 としての図書館

利用の習慣化 と活用スキルを習得 してお くことが不可欠である。以下に例 をあげる。（注4）

表１．図書館利用指導の目標 と主な内容

学年 目標 図書館利用指導の主な内容

１年 図書館利用の習慣を ・図書館のきま り　 ・本の借 り方 ・返 し方

身につける ・学校図書館利用の習慣化促進　 ・絵本の配架場所を知る

２年 ・ラベルの分類記号への意識づけ　 ・絵本の読み比べ

・図鑑入門 （実際に使ってみる）

３年 図書館 の資料の種類 ・図鑑 （目次，索引）事 典 ・辞 典 の利 用 ・パ ス フ ァイ ン ダー の利 用

や分類を知って探す ・ （電 子 ） 目録 の検 索　 ・Ｗ ｅｂサ イ ト ・デ ー タベ ー ス の利 用 入 門

４年 ことができる ・日本十進分類法 （ＮＤＣ）の仕組みとラベル記号　 ・博物館の利用

・調べ学習のプロセスのイメージを持たせる （問いを持つ）

５年	 学校や地域の図書館を ・著作権を知る　 ・引用のマナー　 ・年鑑の使い方

身近に利用し，課題に応 ・新聞の読み比べ　 ・公共図書館，博物館，書店等の ＨＰの利用

６年 じて収集 した情報を評 ・年表，人物事典の使い方　 ・まとめかた （事実と意見の区別）

価して生かす ・図書館，博物館，美術館の役割を知る

（1）日本十進分類法	 （ＮＤＣ）

４年 国語の教科書に紹介 されている。 日本のほ とん どの図書館が この分類 を採用 してい

る。小学生にはもっ とも大 きな 「類 」を、中学では次 の項 目 「綱」までを理解 させたい。

表 ２．日本十進分類法

０類 １類 ２類 ３類 ４類 ５類 ６類 ７類 ８類 ９類

語総記 哲学 歴史 社会科 自然科 技術 産業 芸術 言 文学

宗教 地理 学 学 工学 通信 体育

（2）情報活用 （課題解決） プロセスモデル

調べ学習 を進める上で情報活用 （課題解決）のプ ロセスモデルはお さえてお きたい （注5）。
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情報の探索、情報の評価 のみな らず、テーマ設定時 も図書館 内で資料 にあたって行 うとコ

レクシ ョンに啓発 され、いい課題 （問い）にめ ぐり合 え、潜在的な課題が掘 り起 こされ る。

表３．情報活用 （課題解決）プロセスモデル 

１step ２step ３step ４step ５step ６step

Big 6 skills テーマの設 情報探 情報 ・資料 情報 ・資料の 情報 ・資料の 学習活

model 定 索の計 の探索 と 活用 ま とめ と伝達 動の評

画 収集 と保存 価

カナダモデル 課題 （問い） 調べ る 選択 まと 発表 し、わか ふ りか

をもとに をみつける 情報 をあつめる する める ちあ う える

５　学 びのコ ミュニテ ィ 出会いの 〈場〉

（1） コレクシ ョンとの出会 い

選択 され分類 された コレクシ ョンに啓発 された発見、時空 を超 えた情報や発信者や情報

に書かれた人物 と出会 いが図書館 にある。情報検索スキル は出会いのための方法である。

（2） 教室 ・学年 ・教科 を超 えた人 との出会 い

学校 図書館は調べて発見 ・表現 した ことを伝 え合 う場である。 レポー トや ポスター、読

書 した本の帯な どを展示 ・掲示する と他 の学級や学年で も見 るこ とが出来 る。教室展示 が

終わったものを再展示す ると、全学年への発信 となる。発表会、演奏会、討論会、読書会

講演会 な ど、文化活動の発信 の基地 にもなる。図書館は、国語でもな く理科で も社会でも

な く、 どの教科領域で もないものを学校 の中で扱 うこ とが出来る唯一の空間である。

（3）学外の情報環境 をつな ぐ

公共図書館、公民館 、博物館、文書館 など情報機能 をもった社会の諸機 関 との連携の窓

口となる。情報ネ ッ トワー クによって他機関の資料貸出を受 け、ゲス トの依頼 も行 う。

６　おわ りに

学校 図書館が学びで活用 され るとい う学校 はまだまだ少 ない。学習に必要なコレクシ ョ

ンの構築 を行った としても、す ぐに子 どもたちが使い こなすのは難 しい。 日常的な図書館

利用が習慣化 され ていれば こそ、 さらに質の高い情報活用 が可能 となる。読書が読み手の

能動的な営みであるように、図書館 も利用者が積極的 に活用することによって、その価値

が明 らかになっていく。図書館はただ本が並ぶだけの書庫ではな く、利用者 を啓発 し、利

用者 の思考力 ・判断力 ・表現力 に磨きをかけることがで きる 〈場〉 となる。校内で教科や

学年か ら解き放たれ る唯一の空間で もあ る。各教科で学んだことが教科の壁 を超 えて結び

つく、まさに総合的な学習が営 まれる出会いの 〈場〉なのである。そ して、それ は課題解

決のために公共図書館 で情報活用できる生涯学習者 としての市民の育成にほかな らない。

（東京学芸大学附属小金井小学校司書　中山美由紀）

注 １． http: //law. e-gov. go. jp/htmldata/S28/S28H0185. html 参 照　2009．12．27

注 ２．「ユネスコ ・国際図書館連盟共同学校図書館宣言」長倉美恵子、堀川照代共訳　 『学校図書館 ・司

書教諭講習資料　第 ６版』　全国学校図書館協議会編　 全国学校図書館協議会　 2009　 ｐ．104－107

以下の2． （2）の宣言の引用はこのテキス トからの引用である。

注 ３．「公立小学校二校における蔵書構成について」中山美由紀　 『平成14年 度　 日本学校図書館学会研

究発表大会　研究発表要旨集』 日本学校図書館学会　 2002　 ｐ．3

注４． 「情報 ・メディアを活用する学び方の指導体系表」　全国学校図書館協議会　 2004 

http://www. j-sla. or. jp/shiryo/pdfs/taikeihyou. pdf 参 照　 2009．12－27　 も と に 作 成

注５． 『学習指導と学校図書館』堀川照代編集　 樹村房　 2008　 ｐ．38 http: //www. big6. com/kids/ 参照
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2009．12．27　 これ ら を も と に 作 成

学校図書館 ８つのステ ップ
東京学芸大学附属小金井小学校　中山美由紀

１step　 よみがえり

：倉庫からの脱皮　 軍手 とマスクで埃を払 う　古い蔵書は棚か ら抜 く （書庫 ・図書館準備室は必須）

分類の見直 し　ラベル ・案内の整備　貸出を円滑に

２step　 発 信 ア ピー ル

：１．展 示 掲 示 ・広 報 で 発 信　 図書館 で定期 的に授業 を （選択授 業や あ る単元な ど）　 まず は資料 を使 わな くて も

２．読 み 聞 かせ ・ブ ッ ク トー ク ・（ア ニ マ シ オ ン ）・集 会 で の発 表 ・館 内催 し ・館 外催 し

３．図書館協力でレファレンス／役立つ資料を公立図書館 ・学校間でそろえる→→自校図書館の自立

〔読書のたの しみ⇒⇒学びとの関連→→さらに深く ・広 く〕

３step　	 選書の改革 （一括購入→分割購入→随時購入）

：本を選ぶ （蔵書構築）読書活動を支える選書　 豊かな読書へのいざない

⇒大人の読ませたい本 と子 どもの読みた くなる本の差 ・本にも旬がある。

学習活動を支える選書　 調べるって面白い
⇒学習に役立つために／教科単元に即 した選書／発展へのいざない

〔所蔵 しない資料 ・情報や個々の潜在的な興味 ・関心への対応〕

４step　 教育活動の展開に寄与 （教育活動への積極的参加）

：図書館をつかお う　 必要な情報を取 り出すために／図書館利用指導 ・図書館 リテラシー

分類 ・排架の しくみ と参考図書 （図鑑 ・年鑑 ・百科事典等）・目録の使い方

さらなる学校間ネットワークと公立図書館との連携　授業に必要な豊富な資料を
「教育活動の展開に寄与」：どんどん授業でつかってほしい （まずは図書館担当教員から） 

⇒ 読書活動年間計画、調べ学習年間計画、図書館活用と指導の年間計画

５step　	 情報活用能力の育成 （情報 リテラシーの育成　 課題探求のための力と技）

：図書館の情報化　 蔵書のデータベース化＋様々なメディア情報／校内ＬＡＮ→ネットワーク情報源

⇒ メデ ィ ア セ ン ター　 新 しい 学 校 図 書 館 像	 ：学校図書館 ＋視聴覚室 ＋コ ンピュター室

ＩＣＴ 環 境 の 整 備 と充 実 ⇒情 報への道案内：リンク集 やパス ファイ ンダー⇒ Ｈ Ｐの充実

⇒⇒調べ学習 課題解決学習 探究学習

（課題 設 定 ・検 索 ・操 作 ・読 解 ・思 考 ・判 断 ・表 現 ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョン ・評 価 ） cf. The Big6 skills model
（テーマを決める、情報 をさがす 、読 む、考 える、選ぶ、ま とめ る、つ くる、発 表す る、話 し合 う、ふ りか える）

【教 師 も子 ども も使 いや す い 校 内 の位 置 → 「学 校 の 中心 」】

６step　 す べ て の 子 ど もた ち にサ ー ビス を

：特 別 な ニ ー ズ を 抱 え る子 ども た ちへ の 支援 ⇒ ⇒関係 教職員 との連携 ・協働 （カ ウンセ リングマイ ン ドを持つ）

教室に入れない子ども　保健室登校⇒学校図書館登校⇒復帰を望みつつ

多言語 ・多文化／特別支援　バ リアフリー　ユニバーサルデザイン
日本語以外の資料　日本語学習資料／布絵本・マルチメディアデイジー ・ＬＬブック

７step　 協 力 ・連 携

１．学 校 間 ・公 立 図 書 館 との 協 力 ・連 携 （資料協力、合 同研修会 、 目録 ・手引 き ・郷 土資料 な どの協働 作成）

２． ボ ラ ンテ ィ ア ・地 域 の パ ワー （公 民 館 ・学 童 ・文 庫 ） 学 校 全 体 ・地 域 へ の 存 在 の ア ピー ル

書架 ・ラベル整備／季節の展示・掲示 （専門職を助ける）／お話会・読み聞かせ

公立図書館への引率支援／ ＰＴＡ学級での図書館連続講座 （研修 を兼ねて）

３．類 縁 機 関 との 連 携 （文 書館 ・博 物館 ・美術館 ・郷 土資料館 な ど）

４． そ の他 の 連 携 （病院　 老人 ホーム　 学童　 研 究会　 学会　 協会　 ユ ネスコ　 Ｎ ＰＯ　等の諸団体）

８step　 図書館は学びのコミュニティ

：図書館は出会いの場　本 （情報）や著者 と出会 う ・学年と教科 ・学校を超えた出会い 〔受容と発信〕

「図書館は成長する有機体である」ランガナータン

Stepと いっても、すべては同時展開であ り、学校により重点の違いがあるだろう

参照 ： 鎌田和宏、中山美由紀編著 『先生と司書が選んだ調べるための本－小学校社会科で活用できる

学校図書館 コレクション』少年写真新聞社　 2008

中山美由紀 「学習指導要領からみる学校図書館－教育の情報化の進展の中で－」『図書館雑誌』 日本図

書館協会　98（5），p276－277，2004．5

図 ４．学校 図書 館 ８つの ス テ ップ （1999年 作 成　 2010．1．17改 訂版 ）
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第 ５章

小学校における学校図書館活用教育の授業実践



第 １部　 第 ５章　 第 １節

情報 を判断 し、立場 を意思決定する授業の開発

飲み物選択のときに私たちが知っておきたいこと

１　授業実践のポイン ト

児童は、飲み物についてコマー シャルや商品のキャッチ コピー、学校 の中のポスターな

どの情報をそのまま信 じていることが多い。情報 の中にダイエ ッ ト○○ とあるのだか ら、

それを飲む とダイエ ッ トになるだろ うとな どとい う自分の勝手なイメージを付加 させ てい

るものもある。調べたことと今 までの 自分の考 えを比較す ることで調べ る必要性 に気付 く

と共に、情報 を批判的に見る見方 を育てたい と考えた。

また、今 までの調べ学習では、資料の見つけ方が似てい るため、デー タや、詳 しさが違

っていても、児童 は、同 じような立場の資料を探す ことが多かった。資料 か ら自分の意見

を決めるときに、その資料を信 じてよいか どうかを迷 うことはなかった と想像できる。今

回の課題 は、相反す るデー タや情報を入手 し、判断す ることで、 どちらの立場 を支持す る

かを決定 し、 自分たちの主張を組み立て るように した。

そこで、飲み物 ごとに班 を作 り、班で飲み物についての疑 問を考 え、解決す るための調

べ学習 をした。その際、飲み物 のよい面 と悪い面を調べ、話 し合 うことで、課題 の答えを

見つ けるだけでな く、相反する情報を比較 し、情報を判断す る力 を伸ばそ うと考えた。

また、班 として調べたこと、話 し合 ったこと、課題の答 え、 どの立場 を支持す るかな ど

についてプレゼ ンテーシ ョンを した。準備の ときに、分か りやす く伝えるためにどうした

らよいかを相談す ることで、表現力を伸 ばそ うと考えた。 これ らの活動 を通 して 「キー ・

コン ピテンシー」を育成す る授業を行った。

２　 「キー ・コンピテ ンシー」 を育成する学習

授業実践は、平成21年11月 ２日から11月18日 にか けて行った。授業を行 った学校は

館林市立第五小学校である。研究の対象 とした学年は ６年 （56名）である。 ここでは ６年

２組 の授 業実践の内容 を紹介す る。６年 ２組は、男子14名 、女子14名 、計28名 の構成で

ある。

（1） 「キー ・コンピテンシー」を育成す る学習の単元計画 （全10時 間）

第 １次　 課題意識をもち、調べ る計画の立案 （２時間）
・	 食の安全について、社会問題 となった例 をあげ、一方向からの情報では分か らない こ

とがあることを知 る。
・ 身近な飲み物の種類 、疑問に思 うことを挙げ、課題 を立てる。

第 ２次　 調べ学習 （３時間）
・ よい面 と悪い面の両方 の立場 に分かれて調べ、要約 しなが らま とめる。
・ 家族へのイ ンタビューや飲む体験を して くる家庭学習 を計画す る。

第 ３次　 相反する二つの情報 を判断す る （１時間）
・ 集 めた情報を紹介 し合い、班で話 し合 うことで情報を判断す る。

第 ４次　 プ レゼ ンテーシ ョン （発表準備 を含む） （３時間）
・ 決定 した立場 を説 明す るための資料 を用意す る。 （ＯＨＰ用シー ト）
・ 必要に応 じ発表原稿の作成や発表練習 をす るなかで、分か りやすいかを確認す る。
・ プ レゼンテー ションで、 自分たちの意見を資料 を使 い説明する。
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第 ５次　 市民性 を育成す るための コミュニケーシ ョン （１時間）
・	 発表 を聞いた感想 を話 し合い、今後の自分の生活に生かせることは何かについて考 え

をま とめ る。

（2） 授業時間の生み出 し

総合 の時間10時 間を利用 した。

３ 「キー ・コンピテンシー」 を育成する学習と能力観 との関連

（1） 「キー ・コンピテ ンシー」との関連

①　 相互作用的に道具を用いる （Ｂ知識や情報を相互作用的に用い る）

②　 異質な集団で交流す る （Ｂ協力す る能力）

（2） 中教審答申 「思考力 ・判断力 ・表現力」、「言語活動の充実」 との関連

Ａ 「思考力 ・判 断力 ・表現力」 との関連

Ａ－ ２ ：事実を正確に理解 し表現す る

Ａ－ ４ ：情報 を分析 ・判断 し、論述する

Ｂ	 「言語活動の充実」 との関連

Ｂ－11： 体験 した ことや調べた ことをま とめ、発表 し合 う （家庭 、特別活動、総合的な

学習 の時間等）

（3）学習指導要領との関連

Ａ総合的な学習の時間　健康

４　相反す る二つの情報を判断す る授業

（1） 授業の概要

班 の中でよい面 と悪い面を調べ る分担 を決 めた。 よい面では、飲料 メーカーや 日本酪農

協会 などのホー ムペー ジを参考に し、その商品の売 りを調べ させた。家族 などへのイ ンタ

ビューやアンケー ト、調査 なども含ませ ることに した。悪い面では、飲む といけないこと

を警告 してい る本 を教師が数冊用意 した （公 立図書館か ら）。資料は教師が見つけた図書資

料やイ ンターネ ッ トでの検索で調べ させた。

本 時では、お互いに調べた内容 を教 え合い、今までの考え との比較や 、どの立場に立っ

て これか ら商品を購入するのかを決定することで情報 を判断する力 を伸ばそ うと考 えた。

（2）授 業の流れ

１）ね らい

相反す る二つの立場の意見やデー タを紹介 し合い、 自分たちはどの情報 を支持 し、 どの

立場に立って意見 を主張するかを決定す るために話 し合 うことを通 し、それぞれの情報を

判断す る。

２）準備 と板書計画

・ 準備　 ＯＨＰ　 ＯＨＰ用透 明シー ト

・ 板書計画

飲み物選択の ときに私たちが知 っておきたいこと

めあて	 ポイ ン ト

①　よい面と悪い面の確認	 ・分か りやすい言葉かを確認

②　課題の答えの確認	 ・疑問の答えをま とめる

③　どの立場を友たちなどにすすめるか ・選択す るか どうか を決 める
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３）展開

発 問 ・指示 ・説 明

発問 『よさを調べ た人か ら分か りやす く調べ ていな

い人 に教 えて くだ さい。 どんな根拠 か ら考 え

た のか も教 えて くだ さい』

発 問 『次は、害を調べた人が教 えて くだ さい。や は

り、 どの根拠 か ら考 えた のかも伝 えて くだ さ

い』

指示 「両方の立場か ら調べ たこ とを聞いて、課題 の

答 えを ワー クシー トに記入 しま しょ う」

指示 「ワー クシー トにまず 自分 の支持す る立場 を書

きま しょう。どの根拠 を支持す るのか も明 らか

に しま しょう」

中心発問 『どちらの立場 を支持 す るか を班で決定 し

ま しょ う。決定す る とき、自分た ちが支持す

る根拠 も決めま しょう」

（自分た ちが、今後 その飲 み物 を買 うか を考 えるこ

とで、実生活に生かす力 を伸 ば したい）

指示 「どちらのデー タのほ うが、正 しい かに迷 った

ら、デー タの 日付や どこが出 した もの か、ア ン

ケー トの ときは何 人 に質問 した もの か な どを

比較 して考 えま しょ う。大学の先生 な どの専門

家の主張なのか、一般 の人の考 えなのか も決め

るときの参考 に しま しょう。」

児童の学習の実際 時間

１　飲み物 の よさは何 か

ノンカロ リー飲 料 を調べ ていた班の紹介 をす る。

Ａ男 ：「ノンカ ロ リー飲料 の発 売す る種類が増 えて いて、

売 り上げ も好評 だ となってい ま した」

Ｂ子 ：「美容 と健康 のために開発 した と会 社のホームペー

ジには あ りま した。 カロ リーがな くて も、同 じ甘 さだ

と書いて あるので、昨 日飲 んで見ま した。 びっ く りす
10分

る くらい甘い と思 いま した。 同 じおい しさで、ダイエ

ッ ト効果があ るのだか ら、す ごい飲み物 です 」

Ａ男 ：「それ か ら、糖尿病 の人 も安心 して飲 める とい うこ

とです。 これは糖分や カ ロリー摂取 にため らいを感 じ


て い る人 に躊 躇 な く飲 ん でい ただけ る もの と して作


った とホームペー ジに書 いてあ りま した。それ に糖尿


病 の専門医 も飲 んで よい と書 いていま した」

２　害は何だ ろ う

Ｃ子 ：「ノンカ ロ リー飲料 にはアスパルテー ムな どの人 口

甘味料 が入ってい るか ら甘 いのです。人 口甘味料はめ

まい、頭痛 、視 力低 下、味覚障害 を起 こす ことが ある

そ うです 」

Ｄ男 ：「人 口甘 味料の害 は、パ ソコンで もた くさん見つけ

ま した。 カ ロリーがな くて も、病気 の原 因になるか も

しれませ ん」 10分

Ｃ子 ：「私の考 えです が、甘い味に慣れて しま うと甘い濃

い味をおい しい と思 うよ うになって しまい 、甘 くない


と物足 りな く感 じるのではないで しょ うか。味覚障害


に似 てるけ ど、味 が分 か らないので はな くて薄 い味を


お い しい と感 じな くな るこ とが起 こると考 えま した」

Ｂ子 ：「甘 さの秘密 は人 口甘味料 で した。砂糖 を使 わない

の でカロ リーがないの に甘 いのです 。で も害 もある」

３　 どっちの立場 を支 持するか

Ｂ子 ：「ダイエ ッ トと癌 を比べた ら、癌の ほ うが怖 いか ら

ノンカロ リー飲 料は飲 まないほ うが よい と思い ます」

Ｄ男 ：「害 につ いては、変異原性や 骨格異常 などが動物 実

験 の結果 に出てい ま した。や っぱ り怖 いか ら、人 口甘

味料 はよ くない と思い ます」

Ａ 男 ：「で も、糖 尿病の人 なんか には、必要だ よ。だって、
25分

いつ も甘 くない もの しか食べ てなかった ら、たまには

食べ た くな るで しょ。それ に、太って いる人に も必要

だよ。ゼ ロカ ロ リーが必要 な人 もい ると思 います 」

Ｃ子 ：「班 の意 見は、テーマのなぜ甘いか は人 口甘味料が

入 っていたか らで 、それは癌 な どの危 険があ る。糖尿

病 な ど必要な人 もいるけ ど、私た ちは毎 日飲まないほ

うが よい とま とめます 」
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４）ワークシー トの開発

飲み物選択のときに私たちが知っておきたい こと　⑤ 月　 日

名前

自分たちの課題と調べた飲み物の種類

栄養 ドリンクは疲労回復に効果があるか

よい面 ・ 体に必要な栄養素の ビタミンがバ ランスよく入っている

・ レモン11個 分 の ビタ ミンが入ってい るので、風邪の予防や肌 を白くす

る効果 もある
・ 茶色いびんに入 っているか ら、 ビタ ミンを光から守ってい る
・ 着色料は入 っていないか ら安心

悪い面 ・ 安息香酸 とい う保存料が入 っている。 これ は、けいれ ん、尿失禁 、発

がん性 もある

・ ステ ビア とい う甘味料が入 ってい る。 これは弱い変異原性がある
・ 糖尿病を悪化

・ い らい らさせ る

・ 風邪薬 と一緒に飲む と頭痛や薬 が効 きす ぎて しま う

課題の答え 効果につ いては、家族にアンケー トを取った。効果あ りとい う人 とあるよ

うな気がす るとい う人 とわか らない とい う人がいた

選択するか 買わないことにす る

理由　 わざわざ疲れているときに買 って飲んで、い らい らした り癌 に

なった りす るのではイヤだか ら

効果は期待できないか ら

５　課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び

（1） 授業の概要

情報 を集めていた ときに、家族へ もイ ンタ ビュー したことから、親に も説 明 したほ うが

よい と考 え、 自分たちの調べたことや考えたことを発信す る活動 として、授業参観でプ レ

ゼ ンテー ションす る計画に した。プ レゼ ンテーシ ョンでは、パ ソコンでプ レゼ ンテーシ ョ

ン用の資料を作 るより時間短縮 をね らうために、ＯＨＰ 用の透明のシー トにマジ ック等で

キー ワー ドな どを書かせ 、ＯＨＰを使 った発表に した。

資料 には、飲み物の よい面、悪い面それぞれの要約 と、 自分たちが どの立場に賛成 した

のかな ど、今 までの調べたことや話 し合ったことの流れが分 かるよ うにシー トを作ってい

くよ うにさせた。 また、クイズを盛 り込んで資料 を作るよ うに指示 し、聞 く人の意識 を集

中させ るための工夫 も入れ るよ うに した。

さらに、 自分たちの意見 に賛 同するかを問 うことで、発表 によって説得できたのかを意

識 させ るよ うに した。

（2） 授業のね らい

飲み物 についての疑問点の答 えや、その飲み物 を今後飲むかどうかについて、調べたこ

とや話 し合った こと、考 えた ことの要点を、資料 を使 い分か りやす く発表す る。

（3） グルー プでの絞 り込まれたテーマと活動内容
・	 牛乳 は成長に効果があるか ？

牛乳 は、カル シ ウムは豊富だが、 リンとマ グネ シウムのバランスが悪いので、成長 に

効果 があるとはいえない。ア レル ギーを起 こす心配もある。野菜や海草を食べるほ うが
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カルシ ウムを取るのによい。ア レルギーがなけれ ば、牛乳 を使 った料理はおい しい し、

牛乳があまってい る現状か らも給食の牛乳は飲むほ うがよい。
・ カロ リーオフ飲料 は飲 んで も太 らないのか ？

カロ リーオフ とは、他 の製品 と比べてカ ロリーが少ないとい う意味だった。 たくさん

飲 めば太る し、添加物 も多い。毒になるものも入 っているか ら飲 まないほ うがよい。
・ ノンカロ リー飲料はなぜ甘いのか ？

砂糖は入っていないが、人 口甘味料が入 っているか ら甘い。カ ロリーがないか ら糖尿

病 の人な どにはよいが、人 口甘味料には健康 に悪い ものがある。毎 日飲 まないよ うにす

る。
・ 果汁100％ 飲料は健康 によいか ？

ビタミンＣが多いので、癌予防になる。 しか し、濃縮果汁 を還元するので香料な どを

足 しているか らよくない。無香料のものを選んで飲めばよい。
・水道水があるのに、なぜ、水 を買 う？

水道水には塩素や農薬 などが入っている心配がある し、おい しくないか ら買 う人が増

えた。水道水 は塩素が入 っていて、殺菌力があるか らうがいに適 している。ペ ッ トボ ト

ル水は、空けた 日に飲 まない とばい菌が増 えて しま うし、お金がかか る。水道水のほ う

がいつでも飲 めるから便利だ。
・栄養 ドリンクで疲労回復す るのか ？

疲労回復について効果がある人 とない人がいた。疲 労回復 はカ ロリーによるところが

大きかった。しか し、添加物 が入っているので害のほ うが多いから飲まないほ うがよい。
・スポーツ ドリンクは水分補給に適 してい るか ？

日常生活 では、水 を飲むほ うが適 していた。病気 の人の水分補給には適 していた し、

疲労回復効果や栄養補給になる。 カロ リーが多いか ら、 日常生活で毎 日飲 むには薄 めて

飲むほ うがよいかもしれないけど、おい しくな くなるか らそのまま飲むほ うが よい。毎

日飲 まなければ よい。

（4） グルー プでの協同的な活動 と表現 ・コ ミュニケーシ ョンの実際

各班で以下の ような活動の流れ で進めた。

１）グループでの協同的な活動の流れ

①　 班 で決めた飲み物 の種類か ら疑問点を話 し合い、課題 を決定す る。

②　 飲み物のよい面 と悪い面に分担す る。

③　 自分の分担 を図書資料、イ ンターネ ッ トか ら自分の言葉で要約 しなが ら収集す る。そ

の際、 「出典の明記 （図書資料、新 聞、 ウェブサイ ト）」 について指導する。また、一つ

の出典ではな く、複数の証拠 を集 めさせ る。

④　 家庭学習で家族へのイ ンタビュー、実際にその飲み物 を飲む等の体験 を通 し、 自分の

実体験 と結びつけて考 えるよ うにさせ る。

⑤　 よい面 と悪 い面のそれぞれ の情報を比較 し、判断 し、課題の答 え とどちらの立場 を支

持す るかを班で話 し合 う。

⑥　 プ レゼ ンテー ションのシナ リオ、結論を言 うための情報を、話 し合いを通 し選別 し、

不足 していた らさらに調べ る。

⑦　 プ レゼ ンテー ション用資料 を作成 し、発表練習す る。

⑧　 授業参観 で、保護者 と友だちに向けて 自分たちの調べた ことや意見を発表す る。

⑨　 自分たちの支持す る考 えに賛 同できるか どうかを聞 く。

⑩　 プ レゼ ンテー ションの感想 を発表 した後 、今後の生活の中で どのよ うに生か していけ

ばよいかを話 し合い、意見 をま とめる。

２）グルー プでの表現のかたち
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スポーツ ドリンクの班 ＯＨＰ用の透明のシー トにマ ジック等で記入 した ものを紹介す る。

スポーツ ドリンクの よい面 課題　 スポー ツ ドリンクは水分補給 に適

スポー ツを してい るときの栄養補給 にぴ してい るか ？

った り ！ 答 え　 激 しい運動を した とき、熱が出たとき、

理 由　 ナ トリウムや ミネラル の補給　 体液 と げ りを しているときには水分補給 として飲む と

同 じバランス よい。 日常的に飲むのはよくない。

疲労回復効果 … 糖分が主役

クイ ズ 自分 たちの判断

１　スポーツ ドリンクを何倍に薄めれて飲む とよ 薄 めて飲 むほ うが健 康に よい ことは分

いだろう？ か ったけれ ど、そのまま飲むほ うがおい し

２　 いか ら薄 めない。た くさん飲 まないよ うに砂糖は炭酸飲料と同 じだけ入っているのに、甘

さを感 じないのはどうしてだろう？ する。

３　カロリー0の スポーツ ドリンクは、疲労回復に

効果あるか ？

図 １　スポー ツ ドリンクの班の作成 したシー ト

３）グルー プでの表現物作成に至 るまでのコ ミュニケー シ ョン

スポーツ ドリンクを調べた班 の、発表準備でのコ ミュニケー シ ョンの様子を紹介す る。

Ｅ男は、「日本体育協会 もスポーツ ドリンクを勧 めてい ることは、紹介 したほ うが よい よ

ね」と、最初 に 「スポーツ ドリンクを飲 もう ！　0．1～0．2％の食塩水がお勧め」と書いた。

それに対 し、Ｆ子は、「１時間以上運動 をしている人にとって塩分は必要だ と書いてあった

のは、１時間も運動 しなかった ら必要ない とい うことで しょう。だか ら 『スポーツを して

いる人にぴった り』のほ うがよいのではないかな」 と日本体育協会で調べたメモを見なが

らＥ男の解釈 に対 し反対意見を話 していた。Ｇ男は 「ぼ くは、 よさを調べていたけ ど、水

分補給によい とい うことよ り、疲労回復に効果があると書いてあった本があったよ。『スポ
ーツをしているときの栄養補給 にぴった り』のほ うが よい よ

。」と、Ｆ子の解釈 に対 し付け

加 える発言を していた。 このよ うに、自分で調べたメモ を見なが らシー トに書 く言葉につ

いて活発 に意見交換できた。

悪い面のシー トを作成す るときに、「『糖分は炭酸飲料 と同 じだか ら、 日常的 に飲んだ ら

太 る』と書 こ うか」とい うＧ男の問に対 し、「カ ロリーゼ ロのスポー ツ ドリンクは太 らない

け ど、疲労回復には効果 ない とい うことのほ うが重要 だか ら、 こっちを先に書 こ うよ」 と

い うＦ子が発言 した。それに対 し、「カ ロリーゼロのスポーツ ドリンクには、人口甘味料が

入っているか ら太 らないけ ど、頭痛や視力低下や発癌性 について知 らせたほ うがよいので

はないかな」 とＥ男が発言 していた。 このよ うに、児童は 自分の調べたメモをもとに、情

報 を解釈 した り、 どの情報 を伝 えたほ うが友だちに必要かを考えた りして発表用のシー ト

を作成 していた。

（5） 市民性を育成するためのコ ミュニケーシ ョン

発表 を聞いた後 に、感想を話 し合 った。その中で、「飲み物には、コマーシャルでは言わ

ない ことが隠れていた。調べてび っくりした」な どとい う意見のほかに、「どの飲み物にも
一つ以上危険が隠れていた

。ど うやって注意 した らよいのか」「何 を飲 んで も安心だ とい う

ものがない」「ど うやって選べ ばよいのかな」とい う意見が少数ではあったが出てきた。そ

こで、「今後の生活の中に この勉強 をどう生か してい けばよいだ ろ う」 と投げかけた。 「人

口甘味料だって、まった く悪いもの と決まったわけではない と思います。糖尿病の人が甘

い ものを食べ よ うとした ら、人 口甘味料が必要です。太 りた くない メタボの人にも必要で
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しょう。だか ら、必要か どうかを考 えて選ばない といけない と言 うことだ と思います」「栄

養 ドリンクだって、効果があるとい う人 とない とい う人がいました。あると思 ってい る人

には必要だ と思います」な どの意見が出た。その後、各 自で自分の意見をま とめるよ うに

指示 した。

（6）参 考 に した 図書 ・資 料 、Ｗｅｂ、等

１） 図書 ・資 料

正木英子監修 『食べちゃダメ ？』 小学館　 2003．5．1

阿部絢子監修 『安全な食品の選び方がわかる本』　 ＰＨ Ｐ研究所　 2007．9．7

町 田勢編集 『目で見る食品カロ リー辞典』学習研究社　 2003

渡辺雄二 『コンビニ時代の食 品添加物』芽ばえ社　 2001．7．10

主婦ネ ッ トワー ク 『毎 日の買い物に絶対必要な食の知識　88』 実業乃 日本社　 2004．11．19

山田博 士 『最新危 ない コンビニ食』現代書館　 2004．4．10

佐々木英二 『その食べ物が危ない』扶桑社　 2O03．3．30

フランク ・オスキー 『牛乳には危険がいっぱい ？』弓場隆訳　 東洋経済新報社　 2003．4．24

２ ） Ｗｅｂ

日本酪農乳業協会 http://www.j-milk.jp/ 2009. 12.25

日本 コカ ・コー ラ株 式 会社 http://www.cocacola.co.jp/products/ 2009. 12.25

カル ピス http://www.calpis.co.jp/ 2009. 12.25

大塚製薬 http://www.otsuka.co..jp/producti 2009. 12.25

大鵬薬品 http://www.otsuka.co..jp/product/ 2009. 12.25

サ ン トリー http://www.suntory.co.jp/softdrink/dakara/main.html 2009. 12.25

糖尿病 Ｈ Ｐ （厚生労働省） http://www.mhlw.go.jp/topics/ bukyoku/kenkou/seikatu/ 

tounyou/index.html 2009. 12.25

運動時のスポーツ ドリンク http://www.bea.hi-ho.ne.jp/ems-ontime/ infotext3_4_3_3. 

html 2009. 12.25 

http://www.dr-supplement.com/column/clmn_0003.html 2009. 12.25

日本食品添加物協会 http://www.jafa.gr.jp/ 2009. 12.25

日本体育協会 スポーツ医科学 http://www.japan-sports.or.jp/medicine/guidebook1.html

2009．12．25

６　児童の感想 と 「キー ・コンピテ ンシー」育成への解釈

（1） 児童の感想
・ ぼ くは、栄養 ドリンクについて調べた。効果はよくわか らないのに害のほ うはた くさ

ん出て きた。 ぼ くは、害が多い薬なんて飲 まないほ うがよい と思 う。 ぼくの祖父 も祖母

も毎 日栄養 ドリンクを飲 んでいるので、「飲まないほ うがよい よ」と話 した。だけど 「疲

れが とれ るんだよ」「飲む としゃきっ とす るよ」と口々に言ってきて、ぼ くの言 うことを

信 じて くれなか った。母 に相談 した ら、「飲むのが習慣になっているか らね。10年 後の

癌になる心配 をするよ り、今、気分 よく暮 らしたいんだね」 と言っていた。インターネ

ッ トでは調べ られなかった考えだなあ と思った。子 どもと老人では選ぶ基準が違 って く

ると思った。 （Ｈ男）
・	 わた しは、スポー ツ ドリンクのよい面を調べた。 体育協会の人 も勧めていて最適な飲

み物だ と思った。それに、体力が落 ちてい る病気の人の水分補給に も最適だ と分かった。

そ した ら、悪 い面を調べた人が、体育協会の人 と反対 のことを言っていた。糖分は多い

し、 ミネラル もあるけど水分補給 として適 さず、薄めて飲む ように勧 めてい るスポー ツ

医までいた。

班で話 し合った とき、水 を飲む ほ うが健康 によいか もしれないけ ど、水 よ りおい しい
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か らやっぱ りスポーツ ドリンクを飲む とい うことになった。それに、薄めるのは面倒だ

し、おい しくな くなって しま う。毎 日飲 まなけれ ば問題 ないだろ うと思 う。 カロ リーゼ

ロのもの もあるけ ど、疲 労回復 に効果がないので普通のスポーツ ドリンクがよい と思 っ

た。今回の調べ学習は、 よい面 と悪い面を分担 して調べていたので、調べた ことを見せ

合 ったのがお もしろかった。インターネ ッ トや本の中に、コマー シャル とは違 う考 えが

書かれていたのがびっく りだった。 これか らは、テ レビのコマー シャルをすべて信 じな

いで、 自分で調べ ることも必要だ と思 う。 （Ｆ子）

（2）	 「キー ・コンピテ ンシー」育成への解釈

児童 は、相反す る二つのデータを比較 し情報 を判 断す る授業では、 Ｆ子の感想 のよ うに

同 じ飲み物を調べているのに、違 う意見やデータが出てきたことに対 して、びっ くりして

いた児童や、それ が楽 しかった と発言 していた児童が多かった。

情報 を判断する ときは、 ノンカ ロリー飲料 を調べた班のよ うに、班の中で 自分の意見を

相談できたこ とで 自信 をもって意思決定を していた。決定理 由の多 くは、 自分の健康を考

えていた班が多 く、自分 にとっての必要性 を重視 していた。

なかには、スポー ツ ドリンクを調べた班 のよ うに、薄めて飲 んだほ うが水分補給には適

しているだろ うとい うことが分かったが、おい しさや便利 さを考 えると薄めないで飲む と

い う立場 を選んだ班 もあ り、多方面から収集 した情報 を、 自分の体験や家族 の意見なども

参考に し、熟考 ・評価 していたことが分かる。調べ学習の結論が 自分の実体験 と照 らし合

わせ て考 えることができた班が出た ことは、調べ たデー タや意見だけに頼 らず に考えるこ

とができた と解釈 できた。 また、Ｈ男の よ うに、授業後に家族に意見 を聞いた ことを感想

に書いていた児童 もお り、学校 とは違 う考え方 も発見 していた。 ここか らは、児童が自分

の課題 として認識 し、 自分の意見を家庭で も伝 え、学校では聞けない年齢層 の方の意見を

聞くことで、コ ミュニケー ションの幅 を広 げ、主体的に社会 に参加 しようとしていると解

釈できる。

「課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び」の児童の コミュニケーシ ョンで書

いた ように、 自分で調べた情報 を参考に しなが ら意見を出 し合 うことで、情報 に基づ き、

熟考・評価 し、意見を出す論理性 を高 めていた。また、情報 を解釈 した り、友だちに とって

どの情報が必要かを判断 した りしなが ら発表用 シー トを作成 していた。 ここか らも知識 ・

情報を収集 し、評価選択 し、表現 し、コ ミュニケー シ ョン してい ることを解釈できる。

このことをもって、「知識 ・情報を熟考 ・評価 し、表現 ・コ ミュニケー シ ョンすること」

と 「証拠 （データ）に基づき意見を言 う論理性」の二つの能力を育成す ることがで きた と

解釈す ることができた。

７　授業実践を終 えて

単元計画の第 ５次 として、プ レゼ ンテーシ ョンの感想 を、10分 とい う時間制限の中で 自

分の思ったことを発表 した。いつ もは、発言す ることの少ない児童が、「牛乳の班の発表が

お もしろかった。牛乳 が土鍋 の補修 に最適だなんて知 らなかった。カル シウムが入 ってい

るか ら、成長によい と思っていたのに、牛の赤 ちゃんが飲めなくてかわいそ うだ と思 った。」

「私の調べたカ ロリーオフ飲料 に人 口甘味料が入 っていて、調べて初 めて人 口甘味料のこ

とが分かった。 そ した ら、スポーツ ドリンクや栄養 ドリンクなど、いろいろな飲み物に入

っていてびっく りした。」な どと友 だちの発言の真似ではな く、自分の感想を発言できたこ

とがよかった。情報を判断するために両面か ら調べたことや、家族 にも意見 を聞いた こと

か ら、内容を深 く考 え感想が深まったのだ と思 う。児童は、飲み物 と言 う身近な題材 なの

に、今 まで考 えてなかった ことであ り、そこが学習の楽 しさにつながった ように思 う。

（館林市立第五小学校　長谷川純子）
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第 １部　 第 ５章　 第 ２節

知 識 ・情 報 を活 か した コ ミュ ニケ ー シ ョン能 力の 育 成

夢 をかたちに、会社をつ くろう

１　授業実践のポ イン ト

近年、若者の勤労観 、職業観の未熟 さや社会人 ・職業人 としての基礎 的資質 ・能力の低

下を指摘す る声が聞かれ る。 こ うした中で、将来の職業や生活 の見通 しを与 え、学ぶ こと

や働 くこと、生きることの尊 さを実感 させ 、学ぶ意欲 を高め、主体的に 自己の進路 を選択

す る能力 ・態度 を育て るキャ リヤ教育を充実す ることが求め られている。

そこで、私は、児童の 中に芽生えてい る夢や希望 を、『会社』 とい うかたちに して表現

させ よ うと考えた。 まず、児童が興味が ある会社 について図書 ・資料 ・Web等 を使 った調

べ学習を行 った。次 に、実際に近 隣の会社 の人 を招き 自分の会社 の内容 についての説明会

を行 った。そ して、児童 の夢や理想 をかたちに した会社 を立ちあげ、その会社の説明会 を

行 った。 これ らの活動を通 して、児童 自身が 自己の可能性 に気づき 「働 くこ と」への関心

を高め、夢や希望の実現 に向けて主体的に学ぼ うとす る意欲の向上につ なげ、 「キー ・コ

ンピテンシー」 を育成す る授 業を行 った。

２　 「キー ・コンピテンシー」 を育成す る学習

授業実践 は、平成21年10月30日 か ら12月18日 にか けて行 った。授業 を行 った学校 は富士

見市立関沢小学校 である。研究の対象 とした学年 は ５年 （108名）で ある。 ここでは ５年

３組 の授業実践の内容 を紹介す る。 ５年 ３組 は、男子17名 、女子19名 （計36名 ）の構成で

ある。

（1） 「キー ・コンピテンシー」 を育成す る学習の単元計画 （全13時 間）

第 １次　 テーマ 「夢 をかたちに、会社 をつ くろ う」の投 げかけ （３時間）
・ 「わ らぐつの中の神様 （国語教科書 ５年 下、光村図書）」か ら、物や生活 に役 立つ仕

組み をつ くって提供す ることに よって夢をかた ちに した人々がいることを知 る。
・ 個々の興味に応 じた会社 について調べ学習 を行 う。要約 と引用の区別 を指導す る。

第 ２次　 コミュニケー シ ョンを通 して知識 ・情報 を熟考 ・評価す る授業 （２時間）
・ 地域の会社の方 をゲス トテ ィーチャー として招 き、会社につ いて説 明を聞 く。

第 ３次　 会社 をつ くろ う （８時間）
・ 会社をつ くることを意識 し、 「働 くことの意義」 （道徳） について学ぶ。
・ グループで 自分 たちが設立す る会社の コンセプ トを考 える。テーマの絞 り込み をする。
・	 会社設 立に向けた計画案 の作成 に向けて、情報収集 を行 う。 テーマに沿った資料、記

事、イ ンターネ ッ トの情報 を収集す る。
・ 自分たちが考 えた会社 の提案 をま とめる。
・ 設立 した会社 のプ レゼンテー ションを行 う。
・ どの会社が近い将来優 良企業 となるか熟考 ・評価 し、投資す る。
・ 優 良企 業 と考 えた会社 は どの よ うな会社だったか話 し合 う。

（2） 授業時間の生み出 し

国語 １時間 ・道徳 １時間 ・総合的な学習11時 間　 合計13時 間
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３ 「キー ・コン ピテンシー」 を育成す る学習 と能 力観 との関連

（1） 「キー ・コン ピテ ンシー」 との関連

①　相互作用的に道具を用いる （Ｂ知識や情報を相互作用的に用いる）

②　異質な集団で交流する （Ｂ協力する能力）

③　 自立的に活動する （Ａ大きな展望のなかで活動する）

（2） 中教審答申 「思考力 ・判断力 ・表現力」、「言語活動の充実」 との関連

Ａ 「思考力 ・判断力 ・表現力」 との関連

Ａ－ ４ ：情報 を分析 ・評価 し、論述す る。

Ｂ 「言語活動 の充実」 との関連

Ｂ－11： 体験 した ことや調べ たことをま とめ、発表 し合 う	 （家庭、技術 ・家庭、特別活

動、総合 的な学習の時間等

（3）学習指導要領との関連

Ａ総合的な学習の時間／①地域の暮 らし／②情報の収集 ・整理 ・発信、

Ｃ道徳／④働 くことの意義

４　 コミュニケー シ ョンを通 して知識 ・情報 を熟考 ・評価す る授業－教 えても らお う　 い

ろいろな仕事 ・いろい ろな会社 －

（1） 授業の概要

地域の会社の方 を招 き、ゲス トティーチ ャー として 自分の会社の業務 内容や働 く喜びに

ついて説 明を して もらう。児童はゲス トテ ィーチ ャーが どの ように経営 してい るかインタ

ビューを して、仕事 に対する熱意や愛情 を聞き出す。

（2） 授業の流れ

１）ね らい

将来に対す る 目的意識 を持 って、主体的に 自己の進路 を選択 し、将来 にわたる 自己実現

を図ってい くことができるよ うな能力 を育成す る。また、ゲス トテ ィーチャー との関わ り

の中で、 自分 にとって有効な知識 ・情報 を収集 し、評価 ・選択 してい く能力 を育成す る。

さらに、働 くことの意義や価値 を直接学ぶ。

２）準備 と板書計 画

・	 準備　 学年通信 で趣 旨の説明 を し、ゲス トテ ィーチャーの呼びかけを行 う。個人面談

で依頼や交渉 をす る。 事前打 ち合わせ は、 ファックス と電話 で行 う。

・ 板書計画
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３）展開

発 問 ・指 示 ・説 明 児童の学習の実際 時間

全体会の開始 １　どんな人が来るのかな？ 10分

全体会 と分科会の流れ （板書）を書 く。 Ａ子 ：「これか ら、教えてもらお う　いろい

スケジュール表を貼ってお く ろな仕事、いろいろな会社の全体会を始

めます。」

１ ３ ： ３ ５～ １ ３ ：４ ５　 全 体 会 （Ｂ男 ：「どんな人が来 るのかな。いろんな
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１ ３ ：５ ０～ １ ４ ：１０　 分 科 会 ①	 語が聞きたいな。」）

１４ ： １５～ １４ ：３ ５　 分 科 会 ② Ｃ子	 ：「今 日は、お忙 しい中関沢小学校 にお

１４ ：３ ５～ １ ４ ：４ ５　 休 け い いでいただき、あ りが とうございま した。

１４ ：４ ５～ １ ５ ：０ ５　 分 科 会 ③ 私たちは、仕事や会社について、今学習

＊児 童 は 三 つ の 分 科 会 を選 択	 して話 を 聞 く。 しています。今 日はたくさんのこ とを学


びたいと思います。」


Ｄ男 ：「それでは、それぞれ の分科会に分か


〈説明〉ゲス トティーチャーの紹介。…略 れてください。」


分科会会場への移動の指示 （Ｅ子 ：「わー、たくさんの方が来て くださ


ったのね。がんばって質問しよう ！」）


分科会の概要 ２　 や りが い っ て 、何 だ ろ う

Ａ　小売店の経営について。 Ｄ 分 科 会 の例

Ｂ　電話会社の歴史について。 Ａ 男 ：「仕 事 に つ い て 、 い ろ い ろ な お 話 を 聞 15分

の りの養殖業について。 かせ て く だ さい 。 そ れ で は 、 Ｄ さん お


Ｃ　金属の部品製造会社の会社説明 と実 願 い しま す 。」


際に作っている金属部品の提示 （Ｃ子 ：「あ れ 、 ○ ○ 君 の お 父 さん だ よ。 い


Ｄ　理容室の経営について。 つ も と 雰 囲 気 が 違 うな あ。 とて も、 お も


Ｅ　出版社について しろ そ うだ よ。」）


Ｄ さん ：「そ れ で は 、 … 略 … 。」

（担任は児童の運営 をカメラマ ンとなって Ｂ子 ：「あ りが と う ご ざい ま した。そ れ で は 、 5分

静かに見守る。） 質 問 タ イ ム に移 ります 。」

Ｅ子 ：「Ｄ さん の 仕 事 のや りが い は 何 で す

Ｄ分科会の話の概要 か ？」


働 くとい うこと＝傍を楽にする Ｄ さ ん ：「お 客 さ ん に 喜 ん で も ら うこ とで


楽 しいことは苦 しい こと＝苦楽 しい… す 。 お 客 さ ん が 期 待 した 以 上 の 仕 事 を し


－子 どもの気持 ちをぎゅっと引き込む興味	
て お 客 さ ん が 喜 ん だ 顔 を 見 る こ と にや り

深い話でした。－ が い を感 じま す 。」


Ｆ男 ：「Ｄ さ ん の 夢 は何 で す か ？」


Ｄ さん ：「死 ぬ ま で 働 く こ とで す 。」


一 同 ：「… 感 動 … 」


Ａ 男 ：「Ｄ さ ん あ りが と うご ざ い ま した 。… 」

４）ワークシー トの開発

特にワークシー トを開発 したわけではないが、分科会後 に、児童 に感想 を書かせ た。そ

れが とて もす ば らしかったので、お礼の手紙 とともに、指導者へ感想文集 として編集 して

送 った。

Ｄ分科会に関する感想文にこのようなものがあった。

・	 Ｄさんは苦 しいと楽 しいを、苦る楽 しいとよんでいて、すごくいい言葉だと思いました。天分 ・働

く＝傍を楽にする。人のために役に立つ→お金をいただく、など、Ｄさんのいい話を勉強に生か して

いけるといいと思いました。（Ｍ子）

・	 Ｄさんの話を聞いて学んだことは、仕事はつらくて苦 しいけど、その分いいことがあるとす ごくう

れ しいと言っていました。Ｄさんが理容師になって心がけていることはお金のためじゃな くお客様に

満足 してもらうことだそ うです。Ｄさんはお客様が満足で帰るのが一番 うれ しい と言っています。私

が会社を作るときは、お客 さんに喜んで もらえて 「また来たいな」 と思って もらえる会社をつくりた

いです。 （Ｎ子）

Ｄさんが言っていた仕事は、苦 しいことと楽 しいことが無 くちゃいけない とい う 「苦る楽 しい」は、

－99－



勉 強 も同 じか な 、 と思 い ま した。 （Ｓ男 ）

も し私が会社を作ったら、 と考えてみました。私は常に人に対 しての思いや りがまず一番大切なこ

とだと思いました。 「お金なんて関係ない。お客様に喜んでいただ くことが幸せだ」とＤさんが言って

いました。私がこの総合学習で一番学んだことは 「人を幸せにすること」だ と思います。会社の人た

ちの話を聞いていたら、一番 うれ しいことが 「人に喜んでいただきたい」「人の笑顔を見ること」だと

言っていま した。 これ らの言葉 をまとめた一言が 「幸せ」だ と思います。今の会社の人たちの思いを

将来に持って行きたい と思いました。 （Ａ子）

５　課題解決のための活動的 ・協 同的 ・表現的な学び

（1） 授業の概要

自分 の技術 を磨 くことによって夢 をかたちに した人 々 として、世界 の実業家の例 をあげ、

成功哲学 についてのプ リン トを配布 した。会社設立に関 して、イ ンターネ ッ トで調べ る学

習 を行 った。会社 のホームページを検索 して、必要な部分をコ ピー して 自分のフロッピー

デ ィスクに貼 り付 けて情報 を収集 し、要約 と引用 を行 った。

また、地域 の会社の方 による会社説 明会 を行い、 「働 くこ との意義」 を見出 させ た。会

社が社会 に貢献す るとい う役割について学習 し、児童 自身が会社 を設立 して、世の中に貢

献 しよ うとい うスタンスで、会社設立の企画 を練 らせた。また、 ５年 ３組 としての会社発

表会の際の良い会社の評価規準を ５項 目設定 し、お互い に評価 させた。 ホームページを作

るイ メー ジで会社 の企画案 を模造紙大の大き さで表現 させ、プ レゼ ンテー ションを行い、

どの会社が有望かを考え、投資を させた。

（2） 授業のね らい


お互いの会社 の企画を発表 し、内容 を把握 し、評価 し合い、将来性 を考え選択する。


（3） グルー プでの絞 り込まれたテーマ

ワー クシー トを使 いなが らグループで会社の コンセプ トを考 えた結果がこのよ うなか

たちで表現 された。児童 らが考 えた会社名 とテーマ （会社名… コンセプ ト）

① 自転車のナカムラ会社 …環境 に配慮 し、部品の リサイ クル を主に した 自転車会社

② ＬＯＶＥＬＹ　 ファッシ ョン…丈夫 でかわいい ・デザインが豊富 ・どんな年齢 の人で も

お しゃれが楽 しめる ・安 い洋服 のお店

③ ラジコンシ ョップ　 あかい…遊 べる機械 を リサイクル して売 る ・特 に壊れ たラジ コンを

リサイ クルするラジ コン制作会社 

④ＹＭ Ｆ Yamamoto Fukayama Motors. …環境 にいいハイブ リッ ド車や エ コカー を扱 う自

動車会社

⑤ 肉屋　 ス ワン…笑顔 と幸せ を届ける会社 として、安全	 ・新鮮 ・国産 ・産地直送 ・安売 り

を 目指す 肉屋

⑥ハ ッピース ウィーツ…人 に優 しく ・喜ばれ る ・みんなにおい しく食べてほ しい ・安心 ・

安 全なお菓子の会社

⑦ ＳＭ ＩＬＥ　 ５…どんな人 でも生き生 き働 けて ・楽 しくて うれ しいお菓子 の会社

⑧ らくらく　ベ ジタブル … 自然 と人 に優 しい ・農 薬を使 わない ・簡単に作れ る野菜 の会社

⑨図師美商業… もうかる ・自由 ・平等 ・楽 しい ・給料が高い文房 具の会社

（4） グルー プでの協同的な活動 と表現 ・コミュニケー シ ョンの実際

１） グルー プでの協同的な活動の流れ

①　 グループのテーマを絞 る。

会社設立に向けた計画案の作成 をグル ープ学習 で行った。例 として 「⑦ ＳＭ ＩＬＥ　 ５」

お菓子の会社 を設立 したグループを中心に説明す る。

－100－



図 １　テーマの絞 り込みのためのワークシー ト①②

②　 基本事項を決 定す る。
・ 会社の商号　 ・事業 目的　 ・本店の所在地　 ・発起人　 ・役員

③　 商品を開発す るための資料、記事、イ ンターネ ッ トの情報を集 める。
・ 料理サイ トを検索 し、商品の作 り方等の情報 を収集 した。

④　 商品開発
・	 児童が分担 して、商品 として売 りたいお菓子 を自宅 で作成 し、写真 で とって レシピや

おい しさを紹介す る。

商品例…シ ョー トケーキ ・ガ トーシ ョコラ ・ア ップルパイ ・ホ ッ トケーキ ・生チ ョコ

ク レープバナナチ ョコ ・クレープサラダ ・クレープフルー ツ　等

⑤　 プ レゼ ンテーシ ョンの掲示資料を作成する。

⑥　 プ レゼ ンテーシ ョンのシナ リオ、結論 を言 うための構成を考 える。
・ 構成を考 えるための ワー クシー トを作成 した。

１　会社名　ＳＭ ＩＬＥ　 ５ （スマイル　 ファイブ）

２　作 った理由　人を幸せにできる会社を作 りたかった。

３　会社の特徴

①　スイーツを売 ること　 ②　スイーツを届ける　 ③　人を笑顔にすること


４　感想 人を幸せにできたらいい


５　質疑応答

図 ２　プレゼンテーションのワークシー トの概要

⑦　 プ レゼンテー ションの流れ と分担 を決め る。
・ 事前に司会者 、開会の言葉の担当者 を当ててお く。 （日直が担 当す る）

i　 開会の言葉

ii　先生の言葉

iii　グループ ごとの発表

評価カー ドに記入 しなが ら発表 を聞 く。質問事項 をま とめてお く。 「仕事の内容がわ

か りやす い」 「も うか りそ う」 「接客態度 が よい」 「その会社 で働 きた くなる」 「社 会の
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ためになる」の ５つの項 目についてそれぞれ評価す る。

iv　各 グル ープが、前半に説 明す る人 ・聞く人 、後半に説明する人 ・聞 く人分 かれて、屋

台村形式で発表す る。質 問事項を質 問す る。

v　 良かったグル ープに投資
一人あた り15枚 の 「松」を持 ち

、評価 もとにをにそれぞれの会社 の投票袋の中に 「松」

を入れる。

vi　 閉会の言葉

⑧　 結果発表 と投 資が多かった会社 の良か った ところについての意見の交換 をす る。

単元全体 を通 しての感想 の記入をす る。

２）グルー プでの表現のかたち

プ レゼ ンテーシ ョン用掲示資料は、模 造紙大 １枚の大き さで、会社のホームペー ジを作

成す る要領 で内容を規定 した。モデル としたホー ムペー ジは会社説明会 で来校 した会社 の

物 である。

図 ３　掲示資料例	 図 ４　 プレゼンテーション補助資料

「⑥ハ ッピースウィーツ」業務内容 掲示資料の内容を取 り出 して、写真を用いて

解説 を加えながら説明しているグループがあった。

「⑦ ＳＭ ＩＬＥ　５」の掲示資料の一部

３）グルー プでの表現物作成に至るまでのコ ミュニケー シ ョン

会社について考 える、道徳 「働 くことの意義」の授業で次の よ うな会話 があった。

教師 ：「先 日の 『教え て もらお う　いろいろな仕事　 いろいろな会社』で会社や仕事 に

つい てた くさんの ことを学び ました。今 日はみんなに、良い会社」って どんな会社

か考えて もらいたいと思 います。今 日考 えた 「良い会社」はみん なが会社 を作 った

ときの判断の もとに したいと思 います。」

Ａ男	 ：「や っぱ りも うか らな いと社員 にお給料が上げ られないので、 も うかるこ とはは

ずせないです。」

教師 ：「そ うですね。 自分のためだけではな くて、社員の ことを考 えている君は も う社

長だね。」

教師 ：「ここに 『日本 でいちばん大切 に したい会社』 とい う本があ ります。 この本の内

容を抜 き出 したプ リン トを配 ります。」

Ｂ子 ：「障害者 の方が社員の７割の会社があるんだって。」
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Ｃ子 ：「世界中か ら注 目され ている会社 もあ るんだね。」

Ｄ男 ：「やっぱ り、社会のた め にな らないとなあ。」 ー中略 ー

教 師 ：「それ では、 ５年 ３組 と しての良 い会社 とは ・・・。」

とい う話 し合いの結果、 ５年 ３組 としての 「良い会社」の規準が決まった。

まず は、何 を しよ うとしてい るのかわか らなければ意 味がない とい うことで、 「内容の

わか りやす さ」次 に、利益が見込 めない物は会社 として成立 しない し、社員がや りがいを

な くす とい う理 由で 「も うか る」 とい うことが決まった。そ して、お店 だった ら社員の態

度が よくない とい けない とい う意 見が あ り、「接客態度 がよい」が決まった。 さらに、 「働

きた くな る」 「社会 のためになる」な どの意 見が出て、この ５つの要素 を満たす よ うな会

社 をつ くろ うと、モチベ ーシ ョンが高まった。

児童による自主的 な取材活動

同 じ時期に国語科で 「ニュース番組作 りの現場 か ら」 とい う単元があ り自分 たちで取材

して 「ニ ュースをつ くる」とい う課題があった。い くつかの グループが 「会社をつ くろ う」

を意識 して近 隣のお店 にイ ンタビューに出向いてい る。放課後、 自主的 に集 まって取材 に

出かけていた。その結果 を反映 させて、プ レゼ ンテーシ ョンを行 っていた。

（5） 市民性 を育成するための コミュニケー シ ョン

いよい よプ レゼ ンテー シ ョンの結果の発表であ る。 どれだけの 「松」が 自分たちのグル

ープに集ま った か
、興味津 々だった。 １位 は、 「⑨ 図師美 商業」だった。 ２位 は、「⑦ Ｓ

Ｍ ＩＬＥ　 ５」だった。 この結果について、支持 された理由について話 し合 った。 １位 に

関 しては、給料の設定が良い、発表 の雰囲気が よい、文房具 を作って安 く売るのがよい等

の意見が出た。 ２位に関 しては、おい しそ うだったか ら、作 り方の説明が入 っていて分か

りやすかった、プ レゼ ンテーシ ョンの内容が工夫 されていた、売る商品 を開発 した等の意

見が出た。

児童は、提示 された評価規準に対 して きちん と考 え、選択 していることに感 心 した。知

識 ・情報を熟考 ・評価 し、表現 ・コミュニケー シ ョンのなかで使 ってい く能力が、着実 に

は ぐくまれ てい ると感 じた。

（6） 参 考 に した 図書 ・資 料 、Ｗｅｂ、等

１）図書 ・資 料

坂 本 光 司 『日本 で い ちば ん大 切 に したい 会社 』 あ さ出版　 2008．4．1


大 山泰 弘 『働 く幸 せ 』　 2009．7．31


古今 東 西 ！ビジ ネ ス ・カ リス マ の 「成 功 の法 則 」『Ｔ Ｈ Ｅ ２ １』 ＰＨ Ｐ研 究 所　 2009－11


Nov．No．300


２）Ｗｅｂ


実業家一覧 http://ja. wikipedia. org/wiki/ 2010. 1. 9


会 社 設 立サ ポー ト．com http://www. kaishaseturitu. com/kabushiki/ 2010. 1. 9


Yahoo！ 地 域 情報 http://local. yahoo. co. jp/ 2010. 1. 9


就職 ・転職相談室 http:// jobhunt. seesaa. net/article/57075107. html 2010. 1.9


ユ ニ ク ロ http://www. uniqlo. com/jp/ 2010. 1. 9
 

Welcome to McDonld•fs Japan http://www. mcdonalds. co. jp/ 2010. 1. 9


トヨタ自動車株式会社 グローバルサイ ト http://www. toyota. co. jp/ 2010. 1. 9


３ １ア イ ス ク リー ム http://www.31ice.com/contents/extra/index _a/ 2010.1.9


サイゼ リア http :/ /www.saizeriya. co. jp/ 2010. 1. 9


古本市場　株式会社テイツー http://www. tay2. co. jp/ 2010. 1. 9


株式会社　ゲオ http://www. geonet. co. jp/ 2010. 1. 9


しまむ らグループ http://www. shimamura. gr. jp/ 2010. 1. 9
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ABC Cooking Studio. http://www. abc—cooking. co. jp/srv/abckids/ 2010. 1. 6 

COOKPAD http://cookpad.com/category/19 2010. 1. 6

簡単お菓子作 り http://www. esweets. net/ 2010. 1. 6

日新精機 http://www. nissin—sk. co. jp/ 2010. 1. 6

６　児童の感想 と 「キー ・コンピテンシー」育成への解釈

（1） 児童 の感想

・ 私が会社づ くりをしてお もしろかった ことは、二つ あ ります。一つ 目は、 自分たちで

商品を作った ことです。商品を作 ってみて大変だったけど、できあが りはす ごくおい し

かったです。 二つ 目は、コ ミュニケーシ ョンがお もしろかったです。会社 のことで、商

品が こんなふ うになった とか、商品に何 か入れ忘れ たか らおい しくなかった と聞いたの

がお もしろかったです。私が会社づ く りを して喜ん でもらえたのが一番 うれ しか ったで

す。 （Ｓ子）
・ ぼ くは、12月18日 に総合 の発表会 をや りま した。みんな、 一生けんめい練習や、会社

をつ くる準備 を していま した。その発表会の中で も、一番楽 しかったのは、 自分が発表

す るときです。 ぼ くが発表 してい る間に、みんなが こくこくとうなず いて くれ て、 とて

もスムー ズに発表す ることがで きま した。また、ぼ くが聞いているときも、みんな詳 し

く説明 してくれ ま した。 ち ょっ と失敗す るとき もあったけ ど、みんな何 も言わないで聞

いて くれ ていたので、 とて もよかったです。 これ をいか して、会社 をつ くってみたいで

す。 （Ｓ男）
・	 私は、この 「夢 をかた ちに－会社 をつ くろ う－」を勉強 してきて、お もしろかった こ

とは、会社の人たちが来て話 を して もらった ことと、発表 した ことです。会社の人た ち

が来て話 した ことでは、ふだん私達の知 らない ことや努力 していることを教 えて くれ ま

した。そんな知 らない ことがわか って楽 しかったです。発表では、 「みんな」 どんなふ

うに会社 をつ く りたいのかな ？」 とい うことがす ごく わかって とっても楽 しかったで

す。 もし本 当に会社がつ くれた らいいな と思い ま した。 （Ｍ子）

（2） 「キー ・コンピテンシー」育成への解釈

上記の感想か ら、いかに児童が この学習を楽 しんでいたかがわか る。 Ｓ子は、人 とよい

関係 を結び協力 してい く楽 しさや 、大 きな展望のなかで必要 な情報を収集 し、知識や情報

を相互作用 的に用 いなが ら、プ ロジェク トを設計 し実行 してい くお もしろさに気づいてい

る。 また、 Ｓ男は コミュニケーシ ョンを図 りなが ら、異質な集団で交流す ることを通 して

いろい ろな考 え方 に触れ る楽 しさを実感 している ことを生き生 きと伝 えてくれ ている。Ｍ

子 は少 し視点 を変 えなが ら、社会がよ り身近に感 じられ た ことや 自分 の将来や 人間の将来

を長い時間のなかで捉 えられた ことを率直に述べ、体験 か ら感 じ取ったことを表現 してい

る。 どの感想文に も、授 業がお も しろ く学習意欲 がわいたことが感 じられ る。 これ らの こ

とか ら、児童は、知識 ・情報 を熟考 ・評価 し、表現 ・コ ミュニケー シ ョンしてい った とを

解釈で きよ う。

７　授業実践 を終 えて

この授業 を考 え始 めた頃は、会社 とい うものが、利益優先の もの と感 じていた。しか し、

授業が進む につれ て、私 も含 めて児童 の考 えに変化 を感 じるよ うになった。お金のた めだ

けで働 いているのではない、働 くことによって得 られ る幸せ を得 るために働いているのだ

とい う感想が随所に見 られ るよ うになった。 「人 を幸せにす る こと」 を学んでいる とい う

結論 にまで至 った児童がいて驚 き、実践の意義 を深 く感 じた。

（富士見市立関沢小学校　松波徳美）
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第 １部　 第 ５章　 第 ３節

集 め た情 報 を分 析 ・評 価 し生 活 の 中 で 活 か す モ ラル教 育

身につけよう、すてきな日本の文化 「江戸 しぐさ」

１　授業実践のポイン ト

現代 において、公共の場所 で周 りを気 に しない行動 を取 った り、相手の気持 ちを考 えな

い発言を した りしているのは子 どもたちだ けではない。 このようなモラルの低下のみ られ

る社会において、児童 が市民性 を獲得す るための学習に取 り組む ことは大きな意義がある

と考える。次代の 日本社会を創 造す る児童 とともに、調べ学習で得 られた情報 を分析 ・評

価 し、 日々の生活 に生か してい こ うとす る授業実践を行 った。

本実践では、児童の市民性 を伸長す るきっかけとして、先人の培 ってきたマナーである

「江戸 しぐさ」について調べた り、その よさを現代に生かす ために話 し合った りす る活動

を取 り入れた。当時100万 人を越 える人 口を有 していた江戸の町では、人々が互いに トラ

ブル を避 け、気持ちよく暮 らす ためのルールや工夫を していた。 それ を 「江戸 しぐさ」 と

呼ぶ。児童は江戸 しぐさについて調べることを通 して、相手の立場や気持 ちを考えて行動

す ることの大切 さに気づいていった。そ して、グループでの話 し合い を通 して、それ を現

代に、 さらに自分たちの学校生活 に生かすためにはど うした らよいか を考 えていった。 こ

れ によって、それまで読み物 としての資料 だったものが、 自分たちの生活 を見直す ための

資料 となった。他 のグループに資料 の妥当性 を証明す るために、複数の図書資料やＷ ｅｂ

資料 に当たる調べ学習を進め、発表資料作 りを行 った。発表 はグループご とにプレゼ ンテ
ーシ ョンソフ トを用いて行った

。表現力を高めるために、発表資料の構成 を統一 した り、

提案 したい部分では寸劇 を取 り入れ た りす るな どの工夫 を行 った。

２ 「キー ・コ ン ピテ ンシー」 を育成 す る学 習

授業実践は、平成21年10月21日 か ら12月16日 にかけて行った。授 業を行 った学校は

小鹿野町立両神小学校である。研 究の対象 とした学年は ５年 （25名）である。５年 １組 は、

男子11名 、女子14名 、計25名 の構成である。

（1） 「キー ・コンピテンシー」を育成す る学習の単元計画 （前12時 間）

第 １次　 課題意識 を持 ち、調べる計画を立てる （１時間）
・ 日常生活の中で、子 どもだ けでなく大人まで広が るマナー不足の現状 を話 し合 う。
・ 日本 には昔、江戸 しぐさとい う文化 があった ことを知 り、調べたい ことを決める。

第 ２次　 個人による調べ学習 （２時間）
・ 江戸 しぐさの基本 を知 る。
・ 興味を持 った江戸 しぐさを個人で調べ る。

第 ３次　 グループで情報を交流 し、 グループでのテーマを絞る （１時間）
・ 調べた江戸 しぐさを紹介 し合い、学校 で も生かせ る江戸 しぐさは どれかを しぼ る。

第 ４次　 グループによる調べ学習 （６時間）
・ 自分の知 りたい江戸 しぐさを調べよ う

第 ５次　 プ レゼンテー ション （１時間）
・ 今の時代でも大切 に したい江戸 しぐさを発表 しよ う

第 ６次　 学習の振 り返 りをす る。 （１時間）
・ 市民性学習への話 し合 い
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（2） 授業時間の生み出 し

総合的な学習の時間12時 間を利用 した。

３ 「キー ・コンピテ ンシー」 を育成する学習 と能力観 との関連

（1）	 「キー ・コン ピテンシー」 との関連

①　 相互作用 的に道具 を用い る （Ｂ知識や情報を相互作用的に用いる）

②　 異質 な集 団で交流す る （Ｂ協力す る能力）

（2） 中教審答申 「思考 力 ・判断力 ・表現 力」、「言語活動の充実」 との関連

Ａ　 「思考力 ・判断力 ・表現力」 との関連

Ａ－４ ：情報 を分析 ・評価 し、論述す る

Ｂ　 「言語活動 の充実」 との関連

Ｂ－11： 体験 した ことや調べた ことをま とめ、発表 し合 う	 （家庭 、技術 ・家庭、特別活

動、総合的な学習の時間等）

（3）学習指導要領との関連

Ａ　総合的な学習の時間　伝統文化

４　グルー プで調べ る課題 を絞 り込む授業

（1） 授業の概要

前時まで、児童 は一人一人で活動 し、自分の興味のあるものを調べ る活動 をしていきた。

江戸の人たちが気持 ちよく生活す るために気 をつけていた ちょっ とした しぐさを知 ること

で感心 した り、 自分でも何気な く行っていた しぐさと照 ら し合わせて納得 した りしなが ら

調べ学習を進 めていた。

本時では、グループの中でお互いに調べた内容を報告 し合 う。そ して、「自分た ちの学校

で も生かせ るもの」 とい う条件を与 えることで、グループでの課題 を しぼる活動を行 う。

グループでの活動 を通 して、 自分たちの生活 に近い ところで 「江戸 しぐさ」について考え

直 した り、今まで個人で調べた中では気づかなかった 「江戸 しぐさ」の よさを発見 した り

できる場面である。

（2） 授業の流れ

１）ね らい

個人で調べた 「江戸 しぐさ」について得 られた情報をグループで分析 ・評価 し、学校で

生かせ る 「江戸 しぐさ」 を一つに しぼる。

２）準備 と板書計画

・準備　 コンピュー タ室 の確保　 プ レゼンテーシ ョンソフ ト　参考にす るための図書資料

・ 板書計画

グループで調べたい 「江戸 しぐさ」を決め よう

話 し合 いの時間 ：３５分

は じめの １０分 あとの ２５分

・一人一人が調べた しぐさを発表 ・わか りにくかった しぐさについて質問

・聞 く人 はどんな しぐさかをメモ ・学校で生かせ るしぐさに しぼる

３）展開

発 問 ・指 示 ・説 明 児童の学習の実際 時間

発問 「それぞれが調べた江戸 しぐさを、グ １　みんなはどんな江戸 しぐさを調べたのかな

ループの中で報告 しあいましょう。」 グループの中で一人一人調べた江戸 しぐさを報告 10分

す る。
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中心発問 『みんなが調べてくれた江戸 しぐ

さの中で、みんなの生活 している

両神小学校で も生かせ るものは

ないで しょうか。』

指示 「話 し合いの結果で他のグループに伝

えたい江戸 しぐさを一つに絞 りまし

ょう。」

指示 「グループで調べるときは、手分けを

していくつかの本を参考にした り、い

くつかのホームページを見た りして、

確かにその ことが書いてあるかどう

かを確かめてください。ホームページ

はア ドレスと調べた 日付もメモ して

Ａ男 ：「かに歩きとい うのを調べました。狭い道で

人 と人がぶつからないようにするしぐさです。

昔の江戸の町は狭い路地 がた くさんあ りま し

た。そこを通るときに体と体がぶつかって しま


うと、けんかになることもありました。それを


しないようにするためにかに歩きを したそ うで


す。」


Ｂ子 ：「肩引きを調べました。Ａくんのに似ている

のだけど、人 と人がぶつか らないようにするし

ぐさです。」

Ｃ男 ：「うかつあやま りとい うしぐさもあ りま し

た。調べてみてびっくりしたのだけれど、例え

ば足を踏んで しまったら謝るのは普通だけど、

江戸では踏 まれたほ うの人 も謝 るのだそ うで

す。 自分もうっかりしていま したと謝るのだそ

うです。」

２　江戸 しぐさを学校でも生かせないかな

Ｃ男 ：「うかつあやま りをみんなができるようにな

れば、学校中が仲よくなれるのではないかな。」

Ａ男：「でも、例えば校庭でボールをぶつけられて、

しかも後ろからぶつけられて、ぼくの方こそ不

注意で、なんていえるかなあ。」

Ｄ子 ：「わかる。できたらいいしぐさだけど、実際

には難 しいかもね。」

Ｂ子 ：「では、肩引きはどう？」
20分

Ｄ子 ：「これは、いいん じゃないかなあ。図書室が

混んでるとき、肩引きしなが ら歩いているよ。」

Ｃ男：「かに歩きはどうかなあ。肩引きもいいけど、

「お互いに」っていうことが書いてあるよ。提

案するなら聞いているその人だけでもできるし

ぐさがいいと思 うんだけど。」

Ａ男 「本当だ。かに歩きも肩引きも同じような し

ぐさかなと思っていたけど、かに歩きならその

人が気をつければいいんだね。」

３　発表するしぐさを一つに絞ろう

Ｄ子 ：「さっき話 し合った通 り、かに歩 きはどうか

な。」

Ａ男 ：「図書室以外にも使えるところはあるかな。」

Ｃ男 ：「例えば、習字のときとか。この前友達が墨

の入れ物に引っかかってこぼれて大変だったん 15分

だ。」

Ａ男 ：「あ、それはかに歩きして欲 しかったね。」

Ｂ子 ：「ちょっと気をつければ、す ごく気持ちよく

習字が書けたのにね。」

Ｄ子 ：「では、３班はかに歩きをもっとよく調べて、
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お い て くだ さい 。」	 みんなに提案するということで決まりだね。」

４）ワークシー トの開発

学校で生かせ る 「江戸 しぐさ」 を一つに決め よう

（ ３ ）班　 名前 （ Ａ男　 Ｂ子　 Ｃ男　 Ｄ子 ）

しぐさの名前 どんな しぐさか

かに歩 き ・ せ まい道 では、人 にぶつか らないよ うに、かにのよ うに横歩 きをす

る しぐさ

かた引 き ・ せまい道 で行 きか うとき、かたがふれないよ うに、おたがいにかた

を引いてすれ ちが うこと

うかつあやま り ・ 足 をふん だ人 だけでな く、ふ まれ た人 も自分 もうかつだった とあや

まること
一期 一会 ・ たった一度 しかない出会いだと思 って、出会 いを大切 にすること

学 校で どの よ う ・ 図書室が こんでいるときは、本 を取るときに 「かに歩 き」を使 う。

に生かせるか ・ 図書室が こんでいるときは、 「かた引 き」 を使 う。
・	 校庭 で遊 んでいる ときに、ボールがぶつかってきても、お こらない

で、自分 も気をつけていなかったか ら悪 かったとあやまる。
・	 お年寄 りや地域 の人が学校に来た時には、失礼がないよ うにする。

グ ル ー プ で 発 表
かに歩き

する江戸 しぐさ

提案 したいこと こん でいる図書室や、習字の道具があってせ まい教室 を歩 くときには、

「かに歩 き」 を使 って、みんなの迷惑にな らないように しましょう。

５　課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び

（1）授業の概要

どのよ うな しぐさかを聞いている人に具体的に伝 え られ るよ うに、プ レゼ ンテーシ ョン

の途 中で寸劇 を取 り入れた。 グループの中で進行 を担 当す る児童 と、寸劇 を して見せ る児

童で役割を分担 して発表 した。

プ レゼ ンテーシ ョンは、①なん とい う江戸 しぐさについての発表 なのか、②その江戸 し

ぐさを調べた きっかけ、③ どのよ うな しぐさなのか、④学校 では どう生かせ るか、⑤感想

の順 に構成す ることをクラスで統一 した。 この ことは、筋の通った発表 をす ることができ

ると同時に、聞き役の児童 にも理解 しやすい とい う利 点がある。

（2）授業のね らい

江戸 しぐさについて調べた ことをま とめ、学校生活に どのよ うに生かせ るかを提案す る。

（3） グループでの絞 り込 まれたテーマと活動内容

１班　 「傘か しげ」について

雨の 日に歩道ですれ違 った大人 どうしが、傘がぶつかったことをきっかけにけんかに

なって しまったことをニュースで聞いた ことか ら、「傘か しげ」に興味を持った。学校 で

も大 きな荷物 を持って廊 下を歩 くとき、前か ら同 じような人が来た らその人 と別の方へ

荷物 を持 ち変えるとよい ことを提案 した。

２班　 「かに歩 き」について

日常生活で 自分たちも知 らず知 らずの うちにや っているしぐさを昔の江戸の人たち も

や っていた ことに興味を持 った。学校で も、休み時間にいっぱいになった図書室で移動

す るときや、教室の机 と机の間が狭い ところを歩 くときには 「かに歩き」を使 うとよい

ことを提案 した。


３班　 「時泥棒」について
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友達の中に、約束 もせず に自分の家に遊び に来て しまって迷惑をかけ られ た人がいた。

この ことをきっか けにこの しぐさを調べ始めた。学校では、チャイムをしっか り守った

り、集団行動の ときには集合時間を守った りす ることが大切であるとい う提案 を した。

４班　 「七三の道」について

今まで道 を歩 くときは、 どこを歩いてもよい と思っていたけれ ど、そ うではない こと

が本 に書いてあ り、興味を持 ったので調べた。学校 の行 き帰 りの道でも他 の人のために

空けて歩いた方が よいことや 、学校の廊下 も右側通行す ることが必要なことを提案 した。

５班　 「通せんぼ しぐさ」について

「通せんぼ」 とい う言葉が どんな しぐさを表 してい るのか疑 問に思い調べ始めた。廊

下で話 に夢 中になっていた り、ふ ざけっ こをしていた りして 「通せ んぼしぐさ」 となっ

ているこ とがよく見かけ られるので、みんなで気をつけてい こうとい う提案 をした。

６班　 「片 目出 し」について

片 目を出す しぐさとい うのが どんな しぐさなのか、興味 を持 ったので調べた。学校 で

は、階段を上 りきった ところか ら廊下に出るときに、向 こう側か ら人 が出てこないか慎

重になった り、教室か ら廊 下に出るときにもよく右や左 を見てか ら出た りしたほ うが よ

いことを提案 した。

（4）グループでの協同的な活動 と表現 ・コ ミュニケー シ ョンの実際

１）グループでの協同的な活動の流れ

①　 話 し合いで決めた江戸 しぐさについてグループで情報を収集す る。

②　 複数の図書資料、Wｅ	 ｂ資料に当たる。その際、「出典の明記 （図書資料 、Ｗｅｂサイ ト）」

について指導す る。

③　 集まった資料 を読み合い、情報 の確 かさを検討す る。

④　 提案 したい ことに合 った しぐさであるか再度検討する。

⑤　 クラスで統一 した構成でプ レゼンテー シ ョンを作成す る。

⑥　 提案発表で行 う寸劇の シナ リオを作 る。

⑦　 プ レゼンテーシ ョンの役割を分担 し、発表練習する。

⑧　 発表会で、クラスの友達に向けて 自分たちの提案 したい しぐさを発表す る。

⑨　 自分たちの発表 に対す る感想 を聞く。

⑩　 発表会を終 えて、考えた ことや今後に生かせそ うなことを話 し合 う。

２）グルー プでの表現のかたち

児童の作成 したプ レゼンテーシ ョンソフ トの画面の例 として、５班 の 「通せんぼ しぐさ」

についてのものを以下に紹介す る。 その次に、同 じく ５班の児童 がプ レゼ ンテー ションの

際に用いた発表原稿 も掲載する。

児童が作成 したプ レゼン

テー シ ョンの画面の例
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「通せんぼ しぐさ」につ いて

５班　 Ａ男　 Ｂ子　 Ｃ男　 Ｄ子

わた した ちが通せんぼ しぐさを調べよ うと思ったきっか けは、「通せんぼ」って どんな

ことが 「通せんぼ」 して しま うしぐさなのか疑問だったか らです。

「通せんぼ しぐさ」 とは、人の通行 を じゃます ることすべ てです。人 々が行きか う往

来 で、何人かが横 に並ん で歩 いていると、後 ろの人が前に進 めません。 こんなことをす


ると江戸 では無粋な人、つ まりマナーの足 りない人 だと思われて しまいま した。


両神小 学校ではど うで しょうか。


（劇 １）

Ａ 「ね え、今 日帰 った らだれの うちで遊ぶ ？」

Ｂ 「ぼ くの うち来れば ？きの う新 しいゲーム ソフ ト買 ったか ら。」

Ａ 「それ本 当 ？行 く行 く。」

後ろか ら歩 いてきたおばあさん （道のどちらかによけて くれ ないかなあ。 ち ょっとじ

ゃまなんだけどなあ。）


このよ うに、登 下校 の ときに、後 ろか ら人 が歩いてきても、何人かで道いっぱいに広


がって歩 いている人はいませんか。


（劇 ２）


Ａ 「これ だれ のか な ？」 （筆箱 を高 く手 に持 って）


Ｂ 「あ 、 ぼ くのだ。 返 せ よ。」


Ａ 「拾 った のは ぼ くだ か ら、今 日 １日は ぼ くの もの だ よ。」


急 いでいる女子 （休み時間あ と少 しだか ら急いでいるのに。困るなあ。）


このよ うに、ろ うか でふ ざけっこを して、他の人 の じゃまになってい る人 はいませ ん

か。これ らは どちらも 「通せんぼ しぐさ」です。ろ うかなどでは急 いでいる人 もいます。

そんな人 たちに通せんぼ しぐさを しな いよ う、話に夢 中になった り、ふ ざけっこをした

りしないよ うに しま しょ う。

「通せんぼ しぐさ」 に気をつけれ ば、急 いでいる人 も遅れずにすみます。 なので、両神

小 学校か ら 「通せんぼ しぐさ」 な くなるといいな と思いま した。 この発表を聞いて、今


までにやって しまっていたな と思 う人がいた ら、これか らは しないよ うに気をつけてく


ださい。


児童が作成した発表原稿の例

３）グループでの表現物作成に至るまでの コミュニケーシ ョン

「通せんぼ しぐさ」についての寸劇 を考 えている ５班の話 し合いの様子を紹介す る。

Ａ男 「通せ んぼ しぐさの劇 は、 どんな劇 に しよ うか。」 Ｂ子 「通せんぼ されて困ってい

る ところがいい よね。それで、通せんぼ しぐさはやめてね、とい う感 じに した らどうかな。」

この Ｂ子の発言 を受けて、 ５班の児童か らは、 「登下校の途 中で後 ろか ら自転車 に乗って

いる人に注意 されたこと」、「廊 下で男子が騒いでいて前 に進めなかった こと」、「階段 で女

子が横 に並んで歩いていて教室 に上がるのが遅 くなったこと」、「体育館での朝会 に行 くと

きに ２年生が先 を歩いていて前 に進 めなかった こと」の ４点が出 された。５班の児童 ４名

それぞれが 「通せんぼ しぐさ」について理解 し、それぞれ の解釈 に従 って、学校 での具体

的場面を想起で きてい る。

その後、寸劇 で扱 う場面を絞 り込むために、話 し合いは続け られた。Ｃ男 「朝会に行 く

ときの話 は、２年生 も向かわな くてはいけないわけだか ら、５年生が待ってあげるのは し

かたないよね。」Ａ男 「廊下での話 と階段での話 は同 じよ うな感 じだけど、登下校の話は

少 し違 うかなあ。」 Ｄ子 「登下校 の話は、困ってい るのが子 どもではな くて大人だか らか
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も。」 Ｃ男 「廊下の話 は困ってい るときの ことだ し、登下校の話 は困 らせている ときのこ

とだか ら、 どっちも劇に した らだめかなあ。」Ｄ子 「先生、 ２つ劇 を入れ るのはだめです

か。」教師 「１つに絞れ ない ？」Ｃ男 「通せんぼ しぐさを された方の気持ち も大切 だけど、

通せんぼ しぐさを してい る方も気付 かない とだめだよ、とい う提案 を した らよい と思 うの

ですけ ど。」 こ うして、 しぐさを され る側 とす る側 の両方 の立場か ら、寸劇 を行 うことが

決定 した。江戸 しぐさは相手への思いや りが基本 である とい う考えを、コミュニケーシ ョ

ンを通 して、児童が寸劇の中に具体化 した場面 と捉えることができる。

（5）市民性を育成するためのコ ミュニケー ション

発表を聞いての感想 をフリー トー ク形式で発言 し合った。Ａ子 「傘か しげやかに歩きは

す ぐにで もできる しぐさだ と思います。」Ｂ男 「片 目出 しも教室か ら廊下 に出るときには、

ちょっ と気 をつければできる しぐさだよね。」このよ うな江戸 しぐさに肯定的な意見がた く

さん出 された。それ を受 けて、担任 か ら 「昔の人ってす ごい と思わない ？」と投げ返 した。

す ると、児童の間か ら 「す ごい。」「よく考 えたよね。」と感 嘆の声が聞こえて きた。さらに、

「この学習の始 めに、最近マナーの良くない人が増 えてい るとい う話 を したけれ ど、 どう

してなのかな ？」と質問 してみた。 Ｃ男 「江戸 しぐさを知 らないのだ と思 うよ。」Ｄ男 「も

っと江戸 しぐさをみんなに宣伝すればいいのかなあ。」Ｅ子 「調べ学習 を してい るときに書

いてあったけれ ど、相手を思いや るのが江戸 しぐさなんだって。」Ｆ男 「とい うことは、思

いや りの心が足 りないのかな。」Ｇ子 「思いや りって難 しいよね。自分ではそ うしてい るつ

も りはなくても、相手にはよく思われていない こともあるで しょ。」

具体的には、「ポスター を作成 して廊下に貼る」、「低学年 の児童 に話 して聞かせ る」、「大

人で もできていない人がいた ら江戸 しぐさを紹介する」な どの意見が出たが、決定的な結

論にまでは至 らなかった。 しか し、児童 の発言か らは、学習 したことを生か して今後の 自

分の生 き方 に反映 させてい こうとす る態度が伺 えた。また、自分 ばか りでな く周 りの友達

や大人な どの社会 にも働 きかけよ うとしてお り、市民性 の伸長が図 られた と見 ることがで

きると考 える。

（6） 参考 に した 図書 ・資 料 、Ｗｅｂ、 等 、

１）図 書 ・資 料

越川禮子 ・林 田明大 『少年少女のための 「江戸 しぐさ」』三五館　 2008・9

越川禮子 『三六九の子育て力』 ポプラ社　 2008．10

和城伊勢監修 『みんなのマナー とルール⑥江戸 しぐさ』学習研究社　 2008．2

和城伊勢 『絵解 き　江戸 しぐさ　今 日か ら身 につ く粋なマナー』金の星社　 2O09．1

越川禮子 『江戸の繁盛 しぐさ』 日経　 1992．12

越川禮子 『身につ けよ う ！ 「江戸 しぐさ」』 ＫＫロングセ ラーズ　 2004．9

越川禮子 『「江戸 しぐさ」完全理解』三五館　 2006．11

越川禮子 『まんが版 「江戸 しぐさ」入門』三五館　 2007．1

秋 山浩子 『江戸 しぐさか ら学ぼ う』第 １巻～第 ３巻　 2008．7

２）Ｗｅｂ

Ｎ ＰＯ法 人　 江 戸 しぐ さ http://edoshigusa.org/ 2009.10.28

朝 日マ リオ ン． コム http://www.asahi-mullion.com/column/edo/index.html

2009．11．11

江 戸 っ子 リス クマ ネ ー ジ ャーの 車座 清談 http://www.nikkeibp.co.jp/sj/2/column/b/01/

2009．11．11

６　児童の感想 と 「キー ・コンピテンシー」育成への解釈

（1） 児童の感想
・ 江戸 しぐさは、もめ ごとや けんかをなくして、気持 ちがよくなる しぐさだ とい うこと
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がわか りま した。せまい道では、ぶつか らないよ うに 「傘 か しげ」や 「かに歩 き」をす

るといい ことがわか りま した。みんなが江戸 しぐさを使 えば、もっ とよくなる と思 いま

した。 （Ｈ子）
・	 「かに歩 き」の発表を聞いて、友達や人 とぶつか りそ うになった ら、 自分 もかに歩 き

をや りたい と思いま した。何気な く他の人 を思いやることのできる江戸 しぐさを、 これ

か らも使 ってい きたいです。今回調 べ られなかった江戸 しぐさをもっと知 りたいです。

（Ｆ子）
・	 「時泥棒」の発表が よくわか りま した。十両の罪 といわれていたことを知 ってびっ く

りしま した。 でも、確 かに 自分がや りたいことがある ときに、約束 もな くいきな り遊ぼ

うといわれて も困 ると思います。発表にあった ように、学校 のチャイムも １人が守 らな

い と授業が始ま らず、24人 の時間がむだになって しま うことにつ なが ります。そんなこ

とも気 をつ けなければいけない ことだ と思いま した。 （Ｓ男）

（2） 「キー ・コンピテ ンシー」育成への解釈

上記 の感想か ら、児童は、江戸 しぐさが どの ような しぐさであるかを調べるだ けでな く、

その背景 にある人々の不必要な衝突を避 けよ うとす る工夫や、 日常生活を気持 ちよ く過 ご

そ うとい う気遣いまで も調べ検証 してい ることがわかる。それ らを検証できているか らこ

そ、 自分 たちの学校生活を見直 し、 もっとよくす るために、江戸 しぐさの よい部分 を取 り

入れていこ うとす る発表資料作 りができたのである。発表資料 を作 るために、個人での活

動ではな く、グループでの活動 を取 り入れた ことも有効であった。「グループで調べるテー

マを絞 り込む授業」の様子 からもわかる通 り、個人での調べ学習では気づかなかった観点

か ら江戸 しぐさを分析	 ・評価 し、具体的な学校生活場面に生かそ うとしていた。

「課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的 な学び」の児童 のコミュニケーシ ョンの場

面でも、グループでの役割分担を生か して、調べた内容 を しっか りと伝える児童 と、学校

生活場面を寸劇 に して表現 し、聞き手に具体的に伝わ るよ う工夫す ることもできていた。

発表原稿や寸劇 のシナ リオを作成す る際にも、調べ学習で得 られた情報を 自分たちの中で

きちん と評価 ・分析 し、必要な部分 を現代 に置 き換 えて応用 していかない といけない。

これ らの ことか ら、児童は、知識 ・情報 を熟考 ・評価 し、表現 ・コミュニケーシ ョン し

ていった と解釈 できよう。

７　授業実践 を終 えて

実践 の始めに、江戸 しぐさの基本的な考 え方や、い くつかの江戸 しぐさを紹介 した。そ

の際の児童の 目の輝 きは今でも覚えている。ず っと昔の人が考え出 した他人 と気持ちよく

関わって生活 していくための工夫に感動を覚 えたので あろ う。学習は常に児童の意欲 的な

活動 によって進め られ た。単元 の途中で、「学校生活に生かそ う」とい うことを提案 した と

きに も、 グループで一生懸命 に議論 して くれた。その様子を見ていて感 じた ことは、子 ど

もたち もきちん と意味のあるルール を必要 としているのだな とい うことだ。価値規準が多

様化 した現代 において、「あい さつは元気 よくはっき りと」、「廊下は右側通行で」な ど、生

徒指導的な言葉はなかなか受け入れ られない児童 も見受け られる。しか し、「このよ うに行

動す るとこんな結果に結びついた、だか らこの ことには気をつけな くてはいけない」 とい

うふ うに、先人の経験を生か した話を聞いた り読んだ りすることで、児童 にはすんな りと

入 っていきやすいのだ と実感 した。児童の市民性 を伸長す るにあた り、「江戸 しぐさ」は児

童 にも理解 しやす く、また学校現場でも取 り入れやすい題材 であることを、本実践を通 し

て実感 した。

（小鹿野町立両神小学校　山口貴久）
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第 １部　 第 ５章　 第 ４節

知 識 ・情 報 を活 用 した コ ミュ ニ ケ ー シ ョン能 力 の 育 成

小学生のためのライフプランニング ・しあわせに生きてい くために

１　授 業実践のポイ ン ト

現在 、よ りよき市民 として社会参画する知識 ・技能の習得が児童生徒に求 められ てい る。

そのため、キャ リア教育を通 して勤労観 ・職業観 を学ばせ ようと職業体験な どが行われ て

いる。 ところが、体験活動は充実 していても、学校で行われてい る学びが、将来の 自分 に

役立つ こととして とらえ られてはいない ことが、大 きな問題 として残 されている。

そ こで、本実践では、は じめに 「生きてい くために必要なお金」について意識 をさせ る。

家庭において支出され てい るお金 と、それ を上回る収入が両親 によってもた らされている

ことに気づかせ てい く。次 に、将来のな りたい職業人 になるための、資格や努力、給料 に

つ いて図書資料 ・Ｗｅｂ 等 を使 って調べ させ る。最後に、 「しあわせに生 きる」 とは どうい

うこ となのか をクラス全体で話 し合わせ る。ともすれ ば、高収入 な職業につ けば幸せだ と、

考えがちだが、「や りがい」のある仕事、家族 を支え られ る収入があること、さらに社会 を

豊かにす ることを満たす よ うに してい こ うと、話 し合いを展開 してい く。 この ようなライ

フプランを考 えてい く活動を通 して、児童 自身 が 自己の可能性 に気づ き、学校 での学びが

将来の 自分 を明 るいものにす ることを信 じ、主体的 に学ぼ うとす る意欲 の向上につながる

「キー ・コンピテンシー」 を育成す る実践を行 った。

２ 「キー ・コンピテ ンシー」 を育成す る学習

授業実践 は、平成21年11月18日 か ら12月21日 にか けて行 った。授業を行 った学校

は座間市立入谷小学校である。研究の対象 とした学年 は ６年 （87名）であ る。ここでは ６年

１組の授業実践を紹介する。 ６年 １組は、男子16名 、女子14名 、計30名 の構成である。

（1） 「キー ・コンピテンシー」 を育成す る学習の単元計画

第 １時 「生 きている」 とは どうい うことか考 える （総合）
・生 きてい くために必要なお金 （支 出）について考える

第 ２時 「支払われ てい るお金」 について調べ る （総合）
・税金、公共料金、教育費、生活費、習い事、旅行や趣味 につ いて、 どれ ぐらい支出 され

てい るのかをグル ープで調べ る。

第 ３時 「ライ フプ ラン」 を計画す る （総合）

・18才 時にお ける進学 ・就職等の選択 をさせ た り、結婚、出産、家 の購入 、等 の選択をグ

ループ ごとに選択 をさせ た りして、その ライ フプ ランを計画 させ る。

第 ４時　 プラン達成 のための必要な努力や資格 を調 べ る （総合）
・プランを達成するための、資格取得や努力 について調べ る。

第 ５～ ６時　 グル ープごとに 「ライフプ ラン」のプ レゼ ンテーションを計画す る （総合）

・６つのグルー プがそれぞれのライ フプランにそって必要なお金や努力、適性、仕事の内

容 について調べたこ とをプ レゼ ンテー シ ョンす るためにま とめる。

第 ７～ ８時　「しあわせ に生きるため」 について話 し合 う （総合 、道徳）
・前時までにまとめた事柄 をクラスのみんなや保護者 にプ レゼンテーシ ョンす る。
・人間 にとって 「しあわせ に生 きる」 とは、 どんな生き方なのかを社会生活 を営む一員 と

－113－



しての 目的について も触れ、考えてい く。

（2） 授業時間の生み 出 し

総合的な学習の時間か ら７時間、道徳か ら １時間　 合計 ８時間

３ 「キー ・コン ピテ ンシー」を育成する学習 と能 力観 との関連

（1） 「キー ・コンピテ ンシー」 との関連

①　 相互作用的に道具を用い る （Ｂ知識 ・情報 を相互作用的に用いる）

②　 異質 な集 団で交流す る （Ｂ協力す る能力）

③　 自立的 に活動す る （Ａ大 きな展望のなかで活動す る）

（2） 中教審答 申 「思考力 ・判断力 ・表現力」、「言語活動の充実」 との関連

Ａ 「思考力 ・判断力 ・表現力」 との関連

Ａ －４ ：情報 を分析 ・評価 し、論述する

Ｂ 「言語活動の充実」 との関連

Ｂ－11： 体験 した ことや調べた ことをま とめ、発表 し合 う	 （家庭 、技術 ・家庭、特別活

動、総合的な学習の時間等）

（3）学習指導要領 との関連

Ａ総合的な学習の時間／①情報

Ｃ道徳／④働 くことの意義、家族の幸せ

４　情報 を取得 し、コミュニケーシ ョンを通 じて必要 な事柄 を取捨選択す る授業

（1） 授業の概要

本時では、 しっか りした収入を視野に入れなが らも、 これ まで抱いてきた夢やあ こがれ

の職 業人 になろ うと、調べ学習を展開 してい く。調べ る内容 は、資格取得 の必要性や 、進

路、採用条件 、 日々の努力等である。各 グループで相談 し、な りたい職業一つ を決 め、調

べ学習 を進めて行 く。

（2） 授業の流れ

１） ね らい

夢や あこがれだった職業人になるための、資格取得やその努力 、心構 えについて触れ る

ことによ り、小学生 （12才）な りの意識 を育 ませ るところにね らいをもつ。経 済面 （給料）

にばか り目を向けがちではあるが、 しっか りと努力面や価値 （や りがい）な どを調べ させ

たい。

２） 準備 と板書計画

・ 準備 児童数分のパ ソコン、必要 な書籍資料

３）	 展開 （本時 ４／ ８） （③グループ ：ディズニーラン ドのキャス トについて紹介する）

発 問 ・指 示 ・説 明 児童の学習の実際 時間

指示 「これまで調べてきた １　な りたい職業の発表

ことを生かして、将 ① グルー プ ：「プ ロバ ス ケ ッ ト選手です 」

来の自分について、 ② グルー プ ：「歯科 医です」
2分

グループで決 めた ③ グルー プ ：「デ ィズニー ラ ン ドのキャス トです」

職 業 を発表 しま し ④ グルー プ ：「食 品会社 の社員 です」
 

ょう」 ⑤ グル ープ ：「フ ァッシ ョンデザイ ナーです」


⑥ グルー プ ：「ゲーム ク リエー ター です 」

発問『それぞれの職業にな ２　な りたい職業の資格


るた めには資格 が 先生 ：「ディズニーラン ドのキャス トって何ですか？」

必要か調べ てみ ま Ａ子 ：「キャス トは、各ア トラクシ ョンを案内などするあの可愛


しょう』 い服を着ている人たちのことです」


先生 ：「あの人たちは社員なの ？アルバイ トなの？」
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Ａ子 ：「全 員 社 員 で す 」

先 生 ：「そ うで す か 、 で も先 生 み た い な 中 年 の お じさ ん は 見 か け

な い け ど ・・・ … 」

Ｂ男 ：「そ うい え ば そ うだ な 、 調 べ て み よ う よ」

（全 員 、 イ ン タ ー ネ ッ トで 検 索 ）

Ｃ子 ：「キ ャ ス トっ て ア ル バ イ トみ た い だ よ、 だ っ て 時 給1000円

とか 書 い て い る よ」

Ｄ男 ：「だ か ら、 中 年 の お じ さん 、お ば さん は い な い の か 」
18分

Ａ子 ： 「ア ル バ イ トじゃ 、 収 入 が 足 りな い か ら将 来 な りた い 職 業

に は で き な い ね 。 あ き らめ よ うか ？… ・」

先 生 ：「デ ィ ズ ニ ー ラ ン ドは オ リエ ン タル ラ ン ドとい う会 社 が 経

営 して い る か ら、 そ こを 調 べ て み た ら ？」

（全 員 、 イ ン タ ー ネ ッ トで検 索 ）

Ｂ男 ：「あ 、社 員 募 集 っ て あ っ た よ」

Ｄ 男 ：「キ ャ ス トを採 用 した り、教 育 した り、 デ ィ ズ ニ ー ラ ン ド

の企 画 ・運 営 を す る ん だ っ て 」

全 員 ：「そ れ を詳 し く調 べ て い こ う」

Ｂ男 ：「社 員 に な る に は 、 大 学 卒 で な け れ ば だ め な ん だ 」

Ｄ男 ：「どん な 大 学 ？」

Ｂ男 ：「ど こ の 学 部 っ て 書 い て な い か ら ど こで も い い と思 う。 だ

か ら資 格 とか 免 許 っ て 必 要 な い ん だ ね 」


中心発問『それぞれの職業 ３　な りたい職業への努力


にな るための努力 Ａ子 ：「社員 になっている人のコメン トがあるよ」

な どを調べてみ ま Ｃ子 ：「最初はキャス トになったんだって、そこで、お客 さんが

しょう』 どうしたら気持ちよく過 ごせ るか学んだんだね」
15分

Ｂ男 ：「キャス トって大変だね、倍率が10倍 らしいよ」

Ａ子 ：「面接で受かるためには… って書いてあるよ」

Ｄ男 ：「ゲス トを楽 しませ るよ うに気づ くことが出来る人が受か

るそ うだよ」

Ａ子 ：「まず、大学生になって、それから10倍 の中で合格 してキ

ャス トになって、それか ら社員に採用されなきゃ」

指示 「これまで調べてきた ４　 ワー ク シ ー トへ の記 入


ことを ワー クシー 各 自 ワー ク シ ー トに記 入 す る。


トにま とめて くだ

10分

さい。その時には、


検 索 したア ドレス


や 日付 も書 き記 し


てください」


４）ワークシー ト （斜体は児童 の実際に記入 したものである）

ラ イ フ プ ラ ン　 ワー ク シ ー ト

６年　 １組　 名前　Ａ子

グ ル ー プ名　 め ざせ ！デ ィズ ニ ー ラ ン ドの キ ャス ト ！

○それぞれの 「人生の選択」をグルー プで相談 しなが ら、ライフプランを完成 していきま しょう。

18才 の選択 職業の選択

大学に進学 します。 オリエンタル ラン ドの社員になります。

（理由）キャス トのぼ しゅうは、基本的に １ （理由）ディズニーラン ドのキャス トは、

８才以上で、夏休み、冬休みがある大学生か、 アルバイ トなので、時給のお金 しかもら

主婦かフリーアルバイ ターでなければ、やれ えないので、ボーナスがもらえる、社員

ないからです。 にな りたいと思ったからです。

－115－



 

買い物の選択 結婚の選択
一戸建 ての家 と車 （ワゴン車）を買います。 結婚 します。子どもは ２人で、男の子 １，

（理由）マンションだと、隣や上の階の音が 女の子 １です。

うるさいか ら。車は、ディズニーラン ドに行 （理由）自分が小 さいころにディズニー

った帰 りに、子 どもが後ろの席 で眠れ るよ う ラン ドに連れていってもらったように、

な、 ワゴン車がいいから。 お母さんになった らディズニーラン ドに

連れていきたいから。

○選んだ職業に、就職するまでの必要な努力や魅力を調べてみま しょう ！ （グループで話 し合ったこ

なども書 く）

は じめに、キャス トは全員 ディズニーラン ドの社員だ と思っていました。 ところが、時給1000

円～1500円 のアルバイ トだとわかって、将来な りたい職業にアルバイ トはだめだ とあきらめま し

た。 ところが、先生から 「ディズニー リゾー トは、オ リエンタル ラン ドとい う会社が経営 している

か ら、そにの社員になればいいん じゃないかな ？」とア ドバイスされて、調べてみま した。社員は、

キャス トの面接や採用や教育をしていて、ディズニー ラン ドの演出や全体を考える仕事でした。ま

さに自分がな りたい職業で した。そこで、立派な社員になるためには、学生時代にキャス トとして

働 き、ゴミひろいか ら、受付、ア トラクションの係まで、お客 さんが喜ぶようにどうすればいいか

を勉強 して、それか ら社員になればいいと思いました。

大 卒　 月 給 は205、000円 （総 合 職 ・専 門 職 ）　 180，000円 （テ ー マ パ ー ク社 員 ）

（出典 ：http://www. olc. co. jp/recruit/newgraduate2011/ ）12月 １ 日検 さ く）

５　課題解決のための活動 的 ・協 同的 ・表現的な学 び

（1） 授業の概要

本授業は、 ２時間連続 の展開である。前半の １時間は、 これまで調べて きた内容をグル
ープごとにプ レゼ ンテーシ ョンす る。後 半の １時間 は、一番 は じめのテーマである 「しあ

わせ に生きてい くため」にはど うすればいいのかを もう一度考 えてい く。それ ぞれの グル

ー プが発表 した中か ら気付いた こと、疑問な どを話 し合 う。様 々な意見や考 えが出る中で、

「しあわせ に生きてい くため」の条件を探 してい く。最後 に保護者 か らの意見や感想 を求

める。

（2）授業のね らい

各 グループのプ レゼ ンテー シ ョンを聞いた後 、「しあわせ に生 きてい くために」どのよ う

な考えを持てばいいのかを、話 し合 いによって深 め、求 めてい く。

（3） グ ルー プで の絞 り込 まれ たテ ー マ と活 動 内容 

① 「プ ロバ ス ケ ッ ト選 手 に な るた め に は」 グル ー プ

資格 は ない。 だが、 プ ロ選 手 のほ とん どが高校 か ら大学へ と選 手 と し

て活躍 して いる。 日本 の一流 選手 で も、Ｎ ＢＡ プ レーヤー には、なかなか

なれ ない。 日本 に は ＪＢＬ と ｊｂリー グの ２つ のプ ロ リー グが ある。 「チ

ー ムの約 束 を守 る」「学校 で学ぶべ き こ とをき ちん とや る」「家でや るべ き

こ とを きちん とや る」 これ らをや れ る ことが プ ロへの資格 を得 る条件 だ。 

②	 「歯科 医になるためには」 グループ

６年間、大学の歯学部に入 り、卒業 したあと歯科医師国家試験で合格

しなければならない。歯科医師はもうかると思ってなる人が多いためか、

歯科医院の数が多い。そのため、技術をしっか りもっていなけれ ば、患者

は集ま らないので収入は高 くはな らない。 「患者 さん ときちん と会話がで

きる」「自分で歯科医院を経営す る努力」「他の人 とちが う優れた技術を身につける」「理科や
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算数 が得意 で ある こと」が必 要だ。 

③ 「デ ィズ ニー ラ ン ドの キ ャ ス トに な るた め に は」 グル ー プ

大学 卒業 が条件 だ。 大学 を卒 業 した らオ リエ ン タル ラン ドとい う会 社

の採用試験 に合格 しな けれ ばなれ ない。そのた めには、大学生 の時 にデ ィ

ズニー ラン ドのキャス トと してアルバ イ トをす れ ばい い。ただ し、キャス

トも人気 が あって倍 率 は10倍 。 「お客 さん を喜ばせ る ことがで きる」 「ど

うすれ ば気持 ち よく過 ごせ るか」な どの人の気持 ちが分 か り、人 と笑顔 で

対応 できな けれ ばな らない。 

④ 「食 品会社 の社員 になるためには」グループ

食品技術者になればいい。そのためには、大学などで食品に関連する、

食品化学 ・栄養学 ・応用微生物学な どを学ばなければな らない。「味覚や

嗅覚に優れている」「斬新なアイデ ィアを生み出せる」な どの能力があれ

ばさらにいい。料理 に興味を持 ち、自分で作った り食べた りす ることが必

要。家庭科や理科の勉強が得意になる必要がある。 

⑤ 「ファッシ ョンデザイナーになるためには」 グループ

服飾な どの短大、大学、専門学校 に行 く。卒業後アパ レルメーカーに

就職する。そこでアシスタン トなどを経験 しながらファッシ ョンデザイナ
ーになる。洋服をデザインし、布地を裁断 し縫って洋服を作 り上げる技術

と知識が必要。一年先のデザインを予想 して発表 しなければならない。小

学校では家庭科や図工が得意だ といい。 

⑥	 「ゲー ム ク リエ ー ター にな るた めに は」 グル ー プ

資格 はな い。 ゲー ムの中の映像 な らグラ フィ ックデ ザイナ ー を 目指す。

音楽 を作 りないな らサ ウン ドク リエー ター を 目指す。ゲー ムのシナ リオ ど

お りに動 かす よ うにす るのな らプ ログ ラマー。ゲー ム全体の構成 をす るの

な らプラ ンナー になれ ば いい。 それ ぞれ専 門の技術 を身 につ け るた めに、

専門学校 か大学 （美術 系 、技術 系） に行 く といい。 「世 の 中の動 きをつ か

む観察力 」 「新 しい技術 をす ぐに取 り入れ られ る柔 軟 さ」 が必要。小 学
図 １　各 グルー プの

生の うちは、算数や理 科 、図工 をが んば る といい。 プ レゼ ンテー シ ョン

（4） グルー プでの協同的な活動 と表現 ・コミュニケー シ ョンの実際

１）グループでの協 同的な活動の流れ

①　 グループでな りたい職業 を選択す る。

②　 資格、進学の必要性 、努力、収入 について調べ る内容 を分担す る。

③　 自分の分担 を図書資料、イ ンターネ ッ ト等 か ら調べ る。その際、「出典 （図書資料、新

聞、Ｗｅｂサイ ト）」 について明記す る。

④　 家庭において各 自で調 べてみ る。その際保護者 か らア ドバイスを もらうことも進める。

⑤　 資格、進学の必要性 、努力、収入 についてデー タを共有 し必要 な情報を取捨選択す る。

⑥　 プ レゼンテーシ ョンに向けて ソフ トを利用 し、画面構成 を考える。

⑦　 プ レゼンテーシ ョンの練習 をす る。

⑧　 保護者 を招いて、発表会をす る。

⑨　 「しあわせ に生きるために」 について話 し合 い、意見をまとめる。

２）表現のかた ち－プレゼ ンテー シ ョン－
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図 ２　プロバスケッ トグループの作成 したプレゼ ンテーション

３）グルー プでの表現物作成 に至るまでの コミュニケーシ ョン

プロバ スケッ ト選手になるための調べ学習を行 った グループは、Ｅ男が 目指す ＮＢＡ （北

米 プロバ スケッ トボール リー グ）について調べ ることか らは じめた。そ こでは、誰 もが収

入 の高 さに驚 き、興味 を強 くした。そ こか ら、 日本人で ＮＢＡ プ レーヤーになった人 をさ

が した。横浜出身 の田伏勇太選手は、高校 生の時に全 国優勝を ９回も経験 した、 日本のス

ター選手であった。 ところが、その彼で も ＮＢＡ の試合 に ３度 出場 を したのみで、解雇 さ

れ てい るのであった。 この ことから、グループは調べてもだめなんだ。 とい うあき らめム
ー ドが漂ったので ある

。そ こで、Ｉ子が 日本 にもプロバスケ ッ トのチー ムが多数存在す る

ことを調 べて くれたのである。全員で 日本のプ ロにな るための条件 を調べ てい くと、 ある

チー ムの コーチの助言 が 目に入 ったのである。それ は、「今 か らプ ロになるための厳 しさを

知る必要はあ りませ ん。現在所属 しているチームの約束を守 り、学校で学ぶべ き事 、家で

や るべ き事をきちん とやれ る人 になって初 めて、プ ロを 目指す資格が得 られ るのです。」と

い う言葉であった。Ｆ子 は 「バスケ ッ トだけではな くて、どんな職業で も必要な気がする」

といい、Ｅ男 は 「バスケ ッ トだけが得意 なだ けではダメとい うことなんだね。 この ことを

みんなにも教 えた方がいいね」 と発表項 目に入れ ることを提案 している。 その後 グループ

の話 し合いの中か らプ ロにな る条件が提示 された。それは 「勉強 とお手伝 いは絶対や る。

それ か ら、足が速 くなる トレーニング、良い コーチ とチームメイ トがい るチー ムに入 る。

最後に 自分の死ぬ ほどの努力が必要。」 と締 め くくったのであ る。

（5） 市民性 を育成す るための コミュニケー シ ョン

各グループのプ レゼンテーシ ョンの後、「しあわせ に生 きるため」の職業について話 し合

いを行 った。は じめは 「家族みんなが しあわせ になるためには、お金は必要だ」「医者や弁

護士や国会議員が給料 が高いか らいい」とい う意見が出 された。それ に対抗す るよ うに 「あ

る程度 の収入 は必要だが、家族が困 らない程度の収入があれば、給料は安 くて もや りたい

ことをやった方がいい」 「お金 よ りも夢やや りたい ことが大事」 とい う意見が出され た。

そこで教師か ら 「三方 よ し （自分 も、相手 も、社会 も豊かにす る）」の仕事が一番いい と

い う昔か らの考 えを紹介 した。す ると、「三方 よ しだ と、ボ ランテ ィアをす るといい よね」

「ボランテ ィアはお金 をもらえない よ」「それ じゃあ人の命 を助 けるお医者 さんや 、ゴ ミを

回収す る人かな」 とい う意見が出された。そ こで 「考 え方 だ と思 うよ、例えば大工 さんだ

って、ケーキ屋 さんだって、いいものを作ればみんなを喜 ばせ ることができるよ」 と提案

され た。みんなは 「なるほど、そ うか もね」 と うなずいた。ま とめに教師か ら 「しあわせ

に生きるための職業選び の条件 を ３つに しぼって ごらん」と指示が出 された。児童 らは 「家

族を養 える給料、や りがいの ある仕事、長年続 けられ る仕事、それにボランティアもや る」

とい うよ うにま とめたので ある。

最後 に、 ここまでのプ レゼ ンテー シ ョン と話 し合い を見守 って くれた保護者に教師か ら

「子 ども達に意見や感想 をお願 い します」と発言を促 した。「中学生になる と、職 業体験が

あ りますが、アルバイ トな どをして、本 当に自分に向いているか仕事 を体で体験す ること

も大切 です よ」「小学生 の うちに社会の ことを知るこ とは とてもいい勉 強で したね。高校生

ぐらいになってか らもっ と勉強 してお けばよかったな どと後悔 しない よ うに、今か ら夢に
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向か って、学校 と家でや るべきことをきちん とや っておいて下 さい」 とい う感想 と助言 を

いただいた。

（6） 参 考 に した図 書 ・資 料 ・デー タ （Ｗｅｂ）等

１） 図書 ・資 料

石 川 拓 治 著　 『奇 跡 の リン ゴ 「絶 対 不 可 能 」 を可 能 に した農 家 木 村 秋 則 の 記 録』 幻 冬 舎

2008．7．23

ＮＨＫ「プ ロジ ェクトＸ」制 作班 編 集 『ＮＨＫプ ロジェクトＸ』 ① ～⑤　 汐 文 社　 2001．8．1

日労研編 集 部　著　 『子 ど もの教 育 費 これ だ け かか ります 』　 日労研　 2009．6

マル ク ・フ ィオ レンテ ィー ノ著 『父 さん、撲 は金 持 ちに な りた い んだ 。』英 知 出版　2006．9．29

徳 田濱 夫著　 『12歳 ま で に身 に つ け たい お金 の基 礎 教 育 』　 講 談社 文庫　 2004．10

全 国小 学生 作 文 コン クール 「わ た した ちの お まわ りさん」 受 賞 作 品 「お ま わ りさん の仁 王

立 ち」読 売 新 聞2009．12．4掲 載 （埼 玉 ・伊 奈 町 立 小 室小 ６年　 鹿 田菜 月 さん の作 品）

２）Ｗｅｂ

東 京 デ ィズニ ー リゾー トキ ャス テ ィン グセ ン タ http://www.castingline.net/ 2009. 12. 3

株式会社オ リエンタル ラン ド http://www.olc.co.jp/recruit/index.html 2009. 12. 3

田伏勇太 によるブログ http://www.tabuseyuta.com/ 2009. 12. 3

日本 バ ス ケ ッ トボー ル リー グＨ Ｐ http://www.jbl.or.jp/•@	 2009. 12. 3

ｂｊリー グ （日本 プ ロバ スケ ッ トリー グ） http://www.bj-league.com/bj/Top.do# 2009. 12. 3

日経 進 学Navi http://senmon.shingakunavi.jp/p/contents/job/j213.html 2009. 12. 3

職業ラボ http://syokugyo-labo.com/design/fasion-ds.htm 2009. 12. 3

明光義塾 http://www.meikogijuku.jp/enjoy/naruniha/index.php 2009. 12. 3
なぜな税 http://www.city.kumamoto.kumamoto.jp/zeikin/kids/index.html 2009. 11. 26
税 の学 習 コーナ ー （国税 庁 ） http://www.nta.go.jp/shiraberu/ippanjoho/gakushu/kyousitu.htm
2009．11．26

財 務 省 「キ ッ ズ コ ー ナ ー 」 http://www.mof.go.jp/kids.htm 2009. 11. 26
公共料金の窓 http://www5.cao.go.jp/seikatsu/koukyou/index.html 2009. 11. 26

６　児童の感想 と 「キー ・コンピテ ンシー」育成への解釈

（1） 児童の感想

・ デ ィズニー ラン ドのキャス トは一番 な りたいもので した。 ところが、今 日の調べ学習

で、キャス トはアルバイ トだ とい うこ とが分か りま した。それでもいいや 、 と思ってい

た ら家の人か ら 「アルバイ トは時給 だか ら、病気やけがを して休む と、その分お金 はも

らえないんだ よ」 とい うことを教えてもらいま した。 さらにお父 さんは病気で休む とど

うなるのか聞 くと、「有給休暇 といって休んで もお金は もらえるんだよ、あ りがたいね」

と教 えても らいま した。社員 とアルバイ トの違いがは じめて分か りま した。 この ことを

みんなに話 して、授業で調べた とお りにオ リエ ンタル ラン ドの社員 にな りたい こと、有

給休暇のことな どを話 しま した。 （Ａ子）
・	 ぼ くの夢はサ ッカー選手 です。選手 としての寿命は短 いことが調べていて分か りま し

た。プ ロスポーツの選手はほ とん どが若 くして引退 しています。 引退 したあとの仕事探

しが大変だ と言っています。 ぼ くの入 っているサ ッカーチームのコーチは、一流選手か

ら現在 のコーチ になっています。家に帰ってか ら両親 にその話 しを した ら、「ただな り

たいだ けではな く、お じいちゃんになるまでの暮 ら しを、みんな考えて仕事を決 めて る

んだ」 と教 えて もらいま した。 （Ｅ男）
・ ぼ くは、将来政治家 になろ うと思っています。弁護士の父か ら、世 の中の ことを実際

に動か してい るのは政治家で、や りがいがあるぞ と教わ ったか らです。そ してや りたい

もう一つの理由は収入の高 さか らです。一年間に2400万 円 （無役の議員で） もも らっ

てい ることを調べ ま した。 ただ、や りがいのある仕事だ けれ ど、国会議事堂の見学でＧ
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大臣 に会った ときに、 「お金 でや るよ うな仕事 ではあ りません。選挙で勝 たなけれ ばな

らない責任、ほ とん ど眠 らずに問題解決に飛び回 る毎 日、 これ を知っていて くだ さい」

とい うセ リフか ら大変な仕事なんだ と分か りま した。 ぼくは児童会会長 として、みんな

の リーダー としてや ってみて、国会議員の ような仕事 は嫌いではない し、みんなが昼休

み に遊んでい る時 でも児童会室で仕事 をす るこ とにほ こりを感 じています。 （Ｉ男）

（2）	 「キー ・コンピテ ンシー」育成への解釈

Ａ子の ように、あこがれ の職業であった、デ ィズニーラン ドのキャス トが実はアルバイ

トであった事実に直面 した り、Ｅ男のよ うにプ ロバスケ ッ トや Ｊリーガー、プ ロ野球の選

手 としての寿命な ど、努力以外のその後 について調べた りす ることを通 して現実を直視 し

ている。 これ は冷静に情報を判断 してい ると解釈 できる。

また Ｉ男のよ うに、父親 か らや りがいのあ る仕事 を教え られ、それ について授業後 にイ

ンターネ ッ トで収入 面について詳 しく調べている。 さらに国会議事堂見学の際 に出会 った

Ｇ大 臣の助言 か ら熟考評価 し、金銭面に とらわれず に、苦労は して もや ってみたい と、 自

身の児童会活動の苦労 と重ね合 わせて判断で きてい る。家族か らの話、過 去の体験、 自分

の立場か らと調べたデータや周 囲の意見だけに頼 らずに、自 ら考えることができた と解釈

で きる。 また、 自己犠牲 も厭わず に、幅広 く考え、主体的に社会に参画 しようとしている

ことも判断できる。

授業 の最後に、保護者 か ら直接 、児童全員 に感想や意見が述べ られ てい る。参観 中の保

護者 の 目は真剣 そのものであった。現実社会 について、家庭で 口うるさく伝 えていて も、

なかなか我が子 の心 に浸透 しない事柄が、取 りあげ られ たか らだ とい う。そ して、「三方 よ

し」 とい う考 えで締 めくくられた ことに よ り、職 業に貴賤はないこと、帰宅後に興味深 く

我 が子か ら、毎 日働 くことの苦労な どを根 ほ り葉 ほ り聞かれ たことか ら、主体的 に社会 に

参加 しよ うとい う意欲が芽生 えてきた ことを うれ しく思ってい ることなどが述べ られ てい

た。「課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び」の児童の コミュニケー シ ョンで書

いたよ うに、自分 で調べた情報を参考に しなが ら意見 を出 し合 うことで、情報 に基づ き、

熟考 ・評価 し、意見 を出す論理性 を高めていた。 また、情報 を解釈 した り、友達 にとって

どの情報が必要かを判断 した りしなが ら発表用シー トを作成 していた。 ここか らも知識 ・

情報 を収集 し、評価 ・選択 し、表現 し、コ ミュニケーシ ョン していることが解釈できる。

７　授業実践 を終 えて

調べ学習 では、 リアル （現実的） な情報が一瞬に して手に入 る。それ は将来遭遇す るで

あろ う現実社会の情報である。「資格 は ？」「給料 は ？」「や りがいは ？」などと調べてい く

うちに、何 とな くな りたい とい う思いだ けではなれないのだ と子 ども達は気付いてい く。

最後の授業 では、保護者 が参観す る中で、「幸せに生きてい くために」働 くのであ り、その

職業は 「や りがい」 のある定年60才 まで22才 （大学卒）か ら38年 間 （60才で定年） の

長 きにわた り続 け られ る事 ができるものでなければな らない こと。また、家族 を養 える収

入 もなけれ ばな らない こと、できれ ば社会貢献ができること。 を条件 に して見つ けてい く

こ とを確認で きたのである。保護者か らは、「今決 めても、将来何度考 え直 してもいいんだ

よ」 「アルバイ トで働 くことを経験 してか ら決めるといいよ」 「小学生 の うちか ら考えてお

くことは、 とて もいい ことだ」な どと、助言 を得 られ た。 その話 を聞 く子 ども達の顔 は生

き生 きと輝いていた。本実践 であるライ フプランの学習 を通 して、単に 自分の将来につい

て考 えるだけではな く、学校 で学ぶ 「知」が私たちの社会を支 え、自分の未来を明 るくす

ることに気づかせ ることができた と考 える。

（座間市立入谷小学校　前田善仁）
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第 １部　 第 ５章　 第 ５節

知識 ・情 報 を熟 考 ・評 価 し表 現 す る授 業 開 発

私たちがおすすめする 「究極のエコ」カーは ！？

１　授業実践のポイン ト

５年生では、社会科の授業において 自動車工業について扱 う。そ こでは、自動車のつ く

り方か ら製 品の運搬、世界 とのつなが りまでを学習す る。一方、最近の自動車業界に 目を

向ける と、ゼ ロ ・エ ミッシ ョンを 目標に脱化石燃料を中心 とした環境対策に重点をおいた

自動車開発が 目指 されてい る。 しか し、現在の ところ価格 ・安全性 ・社会イ ンフラの未整

備 などの理由か ら 「究極のエコ」カーの方向性ははっき りしていない。 このまさに現代的

であ り正解がない問いに対 し、 ５年生の子 どもたちな りにではあるが、現状 に 目を向け、

何が問題 なのか、これか らどうすべ きなのかを自分の力 で調べ、判断す ることが必要では

ないだろ うか。この Ｗｅｂを中心 とした調べ学習 とそのシェア リングを通 し、「キー ・コンピ

テ ンシー」を育成する授業を行 った。

２ 「キー ・コンピテンシー」 を育成す る学習

授業実践は、平成21年12月 ９日か ら12月24日 にかけて行った。授業を行 った学校は

茅 ヶ崎市立東海岸小学校である。研 究の対象 とした学年は ５年 （32名）である。 ここでは

５年 １組の授業実践の内容を紹介す る。 ５年 １組は、男子18名 、女子14名 、計32名 の構

成である。

（1） 「キー ・コンピテ ンシー」を育成する学習の単元計画 （全 ９時間）

第 １次　 エコカー とは何か、 どんな種類が あるのか大 まかに知 る （２時間）
・ イメージとして しか とらえていないエ コカーについてその定義 と種類 について調べ る。

第2次　 グループ作 り ・調べ学習のために （１時間）
・	 興味のあるエコカー別にグループを相談 して決める。

第 ３次　 調べ学習 （発表準備 を含 む）・発表 ・意見交換 （６時間）
・	 グループで分担 しなが ら自分の担当 （定義 ・利点 ・欠点 ・デー タ）について調べ る。
・ 調べたこ とについてプ レゼ ンテーシ ョン ソフ トを利用 してスライ ドにま とめる。
・	 グループごとに 自分たちの意見をスライ ドを使って説明す る。
・	 発表を聞いた感想 を話 し合い、自分な りのエ コカーについて考 える。

（2） 授業時間の生み出 し
・	 社会科の 自動車工業の学習 とリンクさせ ２時間を社会科か ら、総合的な学習の時間か

ら７時間をあて、時間を生み出 した。

３ 「キー ・コンピテ ンシー」 を育成する学習と能力観 との関連

（1） 「キー ・コンピテ ンシー」との関連

①相互作用的に道具 を用い る （Ｂ知識 ・情報 を相互作用的に用いる）

②異質な集団で交流す る （Ｂ協力する、チームで働 く）

③ 自律的に活動す る （Ａ大 きな展望のなかで活動する）

（2） 中教審答申 「思考力 ・判断力 ・表現力」、「言語活動の充実」 との関連

Ａ	 「思考力 ・判断力 ・表現力」 との関連

Ａ－２ ：事実 を正確に理解 し表現す る
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Ｂ 「言語活動 の充実」 との関連


Ｂ－11： 体験 した ことや調べた ことをまとめ、発表 し合 う


（3） 学習指導要領 との関連

Ａ　 総合的な学習の時間　 情報～情報 の収集 ・整理 ・発信

４　児童の 「分かったつも り」 を転換する授業

（1） 授業の概要

子 どもた ちの 「分かったつ もり」の転換 を主たるね らい としている。子 どもたちの 「エ

コカー」 のイメージは、すでに市販 されてい るハイブ リッ ド車や 開発 中の燃料電池車など

「ハイテク」なものばか りだ。 しか し、現状です ぐにで も実践できる車に関 してのエ コに

は 「エ コ ・ドライブ」や 「軽 自動車」「コンパ ク トカー」の使用な ども ＣＯ２を減 らすため

の有効な手段 である。資料 を与えそれについて考 えることで 「ハイテ ク」だけでな く、今

あるものを有効 に生か してい くことが 「今す ぐにで もで きる」エコであることに気づかせ

たい。そ うす るこ とで、 より広い 目で事実を正確 に理解することがで きると考 えた。

（2）授 業の流れ

１）ね らい
・ エ コカーの種類にはどんな ものがあるか調べ、それ は どのよ うな自動車のことをい う

のか、複数の資料か ら考 えることができる

・ 資料 をもとに、 「ハイテ ク」だ けが 「エコカー」ではないことに気づ く

２）準備

・ Ｗｅｂ接続 できる ＰＣルームで行 う

３）展開

発 問 ・指示 ・説 明 児童の学習の実際 時間

発 問 『今 日は、エ コカー とは何 か、 どん な種類 の １　そ ういえばエ コカーって何だ ？

ものが あるかを調 べて いきます。初 めに、エ Ａ男 「えっ ？なんだっけ…」

コカー とは何 ですか ？自分の言葉で書 いてみ Ｂ男 「エ コって なんのエ コかなあ」 5分

ま しょう』 Ｄ男 「ハイブ リッ ドカーだよ」

Ｅ子 「二酸化炭素 を出 さない車だ よ」

指示 「では、次は Ｗｅｂを使 って調べ ていきま しょ ２　調べ るぞ

う。 ブ ラウザ とワープ ロの両方 を開 いて く Ｆ男 「前 にや ったか ら大丈夫」

だ さい。検索エ ンジンには、「エ コカー とは Ｇ子 「書 かな くていいか らた くさん調べ られ るね」

＿ キ ッズ」 と入れて くだ さい。 いい資料 が Ｈ子 「二つ以上のサイ トにあたるんだ よね」 10分

見つか った ら、全部写 すので はな く、大事 Ｉ男 「ア ドレス をコピー しておかな くちゃ」


だ と思 うところ と出典 を コピー＆ペー ス ト Ｊ子 「大事な ところだ けコ ピーするんだ よね」


して くだ さい」


発 問 『自分 の見つ けて きた文か らキー ワー ドをあ ３　ま とめるぞ

げてみま しょ う』 Ｅ子 「環境 にや さしい」

Ｆ男 「燃費 がいい」
10分

Ｊ子 「ＣＯ２を出 さない」

指 示 「それ では、 自分 の言 葉で も う一度 『エ コカ Ｋ男 「自動車 ははずせない よ」

ー』について定義 してみま しょ う」 Ｌ子 「キー ワー ドを並べ ると…」

説 明 〈「ェ コカー とは、ふ つ うの 自動車 に比べ て、

二酸化炭 素や窒 素酸 化物 な どの排出量 が少

な く、燃費 もよい自動 車」ですね〉
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発問 『エ コカーに は どんな種類 の もの があ ります ４　結構 知って るけ ど …

か ？これ までの 下調 べの 中か ら知 ってい る Ｋ男 「はいはい ！そんなのた くさん知 って るよ」

もの をあ げて くだ さい』 Ｍ子 「燃 料電池車です」


Ｅ子 「ハイブ リッ ドカーです」


Ｎ男 「電気 自動車 です 」


中心発 問 『た くさん あ りますね。 では この資料 を ５　あれ ？エ コカー って
15分

見て くだ さい。環 境に優 しい車 とは、新 し Ｏ男 「軽 自動 車って結構燃費 がいいんだね。で もか っこ

く開発 された車 だけなので しょうか ？』 悪 いんだ よなあ」

（資料 を もとに 「ハ イテ ク」だ けでな く、今 Ｐ子 「エ コ ・ドライブなんて知 らなかった。で も、ず い

あるものを有効 に生 か してい くことが 「今 ぶ ん二酸化炭 素 を減 らせそ うだね」

す ぐにで もでき る」エ コで ある ことに気づ Ｋ子 「今あ る車 でできるなんていい よね。」

かせ たい）	 Ｉ男 「本 当に環境 に優 しい車ってなんだ ろ う？」

指示 「次回 はさ らにエ コカー の種 類 を調べ ていき ６　評価 と感想 を書 こ う

ます。今 日の学習をふ りか え りましょ う」 感想例 ：『私は、エ コカー とい うとハイブ リッ トカーか、

電気 自動 車 ぐらい しか しらなかった けれ ど、ＬＰガス 自動 5分

車や 、天 然ガス 自動車 、エ コ ・ドライブ な ど、いろいろ

なエ コがあってび っ くりしま した。』

４） ワー ク シー	 トの開 発

「エ コ カ ー 」 に つ い て 調 べ よ う 12月9日

名 前 （　 ）

○ 自分の ことばで書 いてみ よ う

エ コカー とは、環 境のことを考え て、温室 効果ガ スを できるだ け出 さないように つ くられた 自動車です。

○ Ｗｅｂ （イ ンタ ー ネ ッ ト） で調 べ よ う 検 索 日 （2009年12月9日 ）

エ コ カ ー とは サ イ ト名 ア ドレス

ふ つ うの 自動車に比 べ て、大 気お せん、地球 温暖化 の Yahoo！ き っ ず 環 境 http://contents. kid 

原因とな る排出 ガスがす くない、あるいは まった く出 s. yahoo. co. jp/envir 

ない自動 車 と して開発 され てい るのが エ コカ ーなん onment/note/taikios 

だよ。 en/4. html

現在、主流 であ るガ ソリン車 は、環境 にあま りよろ し 学研 サイエ ンス キ http: //kids. gakken. 

くない。排気ガスは光化学ス モッグな どを招 くし、ち ッズ co. jp/kagaku/eco110 

っ素酸化物やイオ ウ酸化物 などは大気 を汚 している。 /answer/a0099.html

また、ガ ソリンを使 うこ とで二酸化炭素 を出 し、温暖

化 を進め てしまう。そ こで環境 にや さしい車 と して登

場 したのが、ハイ ブリッ ドカーや電気 自動車 などのエ
コカーだ。

二 酸 化炭 素 （ＣＯ２） や 窒 素酸 化 物 （ＮＯｘ） な ど の排 出 量 Yahoo！ 百 科 事 典 http : //100. yahoo. co 

が 少 な く、燃 費 もよ い 自動 車 。 環 境 対 応 車 と も い う。 -jp/detail/ ％E3％82％A

エ コ ロ ジー （環 境 ） とエ コ ノ ミー （節約 ） の性 格 を あ 8％E3％82％B3％E3％82％AB

わ せ もつ た め 、 エ コカ ー とよ ばれ る。 ％E3％83％BC/

○ もう一度、 自分の ことばで書いてみ よ う

エコカー とは、ふ つ うの自動車 に比べ て、二酸化炭素や窒素酸化物 などの排出量が少な く、燃費 もよい

自動車 です。

○学習の記録

自己評価 （４点満点）	 感 想
・出典 の 明記 に つ い て （ ４ ） 最初 は、二酸 化炭 素な どの温室効果 ガスを出来 るだけ出 さないよ
・ 要 約 に つ い て （ ３ ） うにつ くられた 自動車だ と思っていたけれ ど、調べ てい くとふつ
・友 だ ち と協 力 （ ３ ） うの 自動車に比べ て、二酸化炭 素や窒素酸化物な どの排出量が少
・が ん ば った （ ３ ） な く、燃 費 もよい自動車だ とい うことがわか ったの で、 しらべて
・楽 しか った （ ４ ） よか った と思 いま した。
・新 し く調 べ た い こ と （ ２ ）

窒素酸化物 とはなにか

５ 課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び

（1） 授業の概要
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学習の課題 は学級 として、まず大きな課題 「私たちのおすすめする 「究極のエ コ」カー

は何か」 とした。 さらにそれを解決 してい くために、それぞれのエ コカーについて グルー

プごとに調べ学習を進めることに した。児童は前時までの授業を通 して、新開発の新 しい

自動車ばか りではなく、現在安価に市販 されている 「軽 自動車」や 自動車の構造にかかわ

らない 「エ コ ・ドライブ」 もまた自動車か ら出る排出ガスを減 らす とい う意味で 「エコ」

であることに気づいていった。 グループの構成は 自分 の興味がある 自動車 ごとにグルー ピ

ング した。児童の主体性 を重視 したい とい う思いか らである。その結果、後に述べ る １０

グループの構成 になったので、 １グループあた り３～ ４人の児童 になった。

調べ学習の際 に留意 したのは、調べ る内容 についてである。技術的な話に傾倒 してい く

と児童に とってあま りに難解になることが予想 され る。そ こで、調べ る項 目を次の ４つに

絞 って子 どもたちに提示 した。すなわち、・定義 ・メ リッ ト・デ メ リッ ト・それぞれ を裏付

ける数字 （デー タ）である。グループ内で、 この ４つ を分担 し調べ なが ら、 自分の担 当の

プ レゼンテーシ ョンのス ライ ドを作成 し、それを最終的 にひ とつにま とめて発表に向ける

こととした。 そ うす ることによ り、発表の際 に観点が絞 られ 、最終的に 「自分 の」考 えを

もつ ことがよ り容易にな るだろ うと予想 したか らである。

（2）授業のね らい

自分の調べたいエ コカーについて、 自分の分担であ る ・定義 ・メ リット ・デメ リッ ト・

それぞれを裏付 ける数字 （データ）について、複数の資料 （Ｗｅｂサイ ト）にあた り、自分

の ことばでま とめることができる。

（3） グルー プでの絞 り込まれたテーマと活動内容
・ ハイブ リッ ドカー とは ？いい車 ？わるい車 ？ （図 １参照）

二つ以上の動力源で走 る自動車。燃料がガ ソリンであるか

ら、航続距離が長い とい う点で有利。また、今 まで無駄 に し

ていたブ レーキングの運動エネル ギーを電気エネルギー に変

換す るとい うこともできる。 ただ、値段が高いことがデ メ リ

ッ トといえる。値段は高いが燃費 がいいのでおすす め。
・ 電気 自動車の特徴～電気 自動車 とは どんな自動車 ？～

（図 ２参照）

図 １　 ハ イ ブ リッ ドカー 電気 自動車 とは、電池にたく


わえた電気でモー ターによ り走行す る車。排気 ガスを出


さず騒音 も少ない といった特徴がある。バ ッテ リーの性


能がよくなった とはい えバ ッテ リーの寿命 が問題点。

・ ここが、ス ゴイ水素ガス 自動車 （図 ３参照）

水素 を燃料 にして走 る自動

車。既存のエ ンジンを活用で 図 ２　電気自動車

き、 レアメタル な どを使用 しないため、製造 コス トが比較的

安価である。 また ＣＯ２な ど、温室効果ガス を排 出 しない。

爆発濃度域 が非常に広い とい う問題 があるため発火後 の消火

は簡単でない。水素ガス自動

図３　水素ガス自動車	 車は二酸化炭素を放出しない

の と価格が安 いのでおすす め。


・ 燃料電池 自動車　 ～地球に優 しい究極のエ コカー～

（図 ４参照）

水素 と空気中の酸素を化学反応 させ て電気 を作 り、電気

で走 る車。排出ガスが出ない、騒音、振動が少ない、エネ 図４　燃料電池自動車

ル ギー効率がよいな どがメ リッ トである。 デメ リッ トとして価格が ものす ごく高い、 １回

－124－



の燃料補給で走れ る距離 が短い、水素ガススタン ドがほとん どない、水素ガスの補給に時

間がかかる、技術がまだまだ未熟。悪い ところは、 もっと

研究 していけばよくな るか も。
・ 環境 にや さ しい天 然 ガ ス 自動 車 ！ ！

～排 出ガ スが ク リー ン ！ ！～ （図 ５参照 ）

天然ガス 自動車 とは、文字通 り天然ガスを燃料 とす る自

動車の こと。温暖化 の原因 となる ＣＯ２の排 出量を、ガ ソ

リン車よ り２～ ３割低減 できる。ディーゼル車よ りも約 半 図５　天然ガス自動車

分 も騒音が静かで、 ２～ ３割 も排気 ガスがク リー ン。天然 ガススタン ドの値段が高い、車

体価格 が １．４～ ２倍高いがデ メリッ ト。値段は高いけれ どいい ところが多いか らおすす め

す る。
・ エタノール 自動車って どんな車 （図 ６参照）

ガ ソリンの代わ りにエ タノール燃料 を燃や して走る車。原

材料バ イオエ タ ノール は植物 由来の燃料 なので、生育す る

ＣＯ２を吸収す る。燃焼 により発 生す る ＣＯ２は これ と相殺す

るため、地球温暖化対策の切 り札 として期待 されている。エ

タノール車のデ メリッ トとして光化学 スモ ッグの原因 となる

ガスが発生 した り、車両価格が高い ことがあげられる。環境 図 ６　エタノール 自動車

にはよくても人 間には悪い。で も、きっと未来につなが る。
・ フレックス燃料車～フ レックス燃料車探検隊～

（図 ７参照）

フレックス燃料車 とは、ガ ソリンとエタノール とどち らで

も燃料 として利用できる自動車の事。 フ レックス燃料車は、

排気ガスは少ないけれ ど、エ タノール燃料の一部は燃費 が悪
図 ７　フ レックス燃料車

いのであま りおすすめできるものではない。

・ 次世代デ ィーゼル 自動車ってなあに ？～マジです ごいよ～

（図 ８参照）

従来のデ ィーゼル車よ りも排 ガスをク リーンにできるよ うに

なった。 ガ ソリン車 よりも燃費が よく、排 出す る ＣＯ２の量も

２割 ほど少 ない。過去の環境に悪いイメージが強い。 改良で環

境にも良 くなってかっこいい。
・ 軽 自動 車 ～ 良い点 ・悪 い 点～ （図 ９参 照） 図 ８　次世代デ ィーゼル車

長 さ3．40Ｍ 未 満 、幅1．48Ｍ 未 満 、高 さ ２Ｍ未満 、排 気 量

660Ｃ Ｃ 未満 に改 め られ 、これ に合 う自動車 。小 回 りが き

く ・安 い ・ハ ン ドル が軽 い ・駐 車が ら くら く ・ガ ソ リンス

タ ン ドが た くさん な どの利 点 が あ る。 デ メ リッ トとして 、

ス タイ リング ・安 全性 な どが

あ る。


図 ９　軽自動車 ・ エ コ ・ドライ ブ しよ う


～ 自家 用 車で簡 単 に で き る ！～


（図 １０参 照）


エ コ ・ドライブ とは、環 境 にや さ しい運 転 の こ と。エ コ ・ド

図 １０　エ コ ・ドライ ブ

ライブ10（ １ふんわ りアクセル 「Ｅスター ト」、 ２加減速の少ない運転、 ３早 めのア クセ

ルオフ、 ４エアコンの使用 を控 えめに、 ５アイ ドリングス トップ、 ６暖機運転は適切に、

７道路交通情報の活用、 ８タイヤの空気圧を こまめにチェ ック、 ９不要な荷物は積 まず に
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走行、10駐 車場所 に注意）のすす め。新 しい車 を買わなくてもできるか ら費用が抑 え られ

る。今 の車でで きるか らおすす め。

（4） グルー プでの協同的な活動 と表現 ・コ ミュニケー シ ョンの実際

１）グループでの協同的な活動の流れ

①　 グループ内で ・定義	 ・メリッ ト・デメ リット ・それぞれ を裏付 ける数字 （データ）の

４つの仕事 を分担する。

②　 自分の分担を、検索サイ トを通 し必要 なサイ トを見つけ、 自分の言葉 で要約 しなが ら

情報 を集 める。その際、 「出典の明記」について指導す る。 また、一つの出典ではな く、

複数 の証拠 を集 めさせ る。

③　 紙へのメモは必要最小限に し、必要 なことは ワープ ロソフ トにコピー＆ペース トして

お くよ うにさせ る。

④　 メ リッ ト ・デメ リッ トか ら自分たちの調べた 自動車はおすす めなのか考 える （結論）

⑤　	 プ レゼ ンテ ー シ ョン ソ フ トをつ か って 、・定義 ・メ リッ ト・デ メ リッ トのペ ー ジ にそれ

ぞれ を補 強す る た めのデ ー タ をお りまぜ な が らス ライ ドを作 成す る。

⑥　 スライ ドを見なが ら発表の練習 をす る。

⑦　 発表会を行い、最終的に 自分で考えるエ コカーについて簡単な文章を書 く。

２）グループでの表現のかたち

図 １１　天然ガス 自動車の

班の作成 したスライ ド
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３）グルー プでの表現物作成に至 るまでのコ ミュニケー シ ョン

天然ガス自動車を調べた班のスライ ド作成時のコミュニケー ションのよ うす を紹介す る。

４人グループの この班 では、それ ぞれ 自分 の分担に したがって調べを進めていた。ス ラ

イ ドとしてま とめるにあたって、定義か らメ リッ トまでは ＣＯ２の排 出量やガソ リン車 ・

ディーゼル車 との燃費の比較な ど、デー タも交えなが ら説 明できるよ うになっていた。デ

メ リッ トを書 こ うとしてい るときの ことである。 Ｆ男 「デメ リッ トなんだけ ど、車体価格

が高い ことは １．４～ ２倍 って具体的な数字が出てい るんだ けど、それ しかないのかなあ」

と、具体的なデータを求める発言があった。 Ｉ男は、自分の下調べの資料を見なが ら 「ほ

かの 自動車もそ うだけれ ど、燃料の補給が問題 だって何 かに書いてあった よ」 と、燃料補

給場所 の問題 を指摘 した。 さらに、Ｑ男 は 「じゃあ、スタン ドについて調べてみた ら？」

と提案 し、デー タ担 当のＤ男 と一緒 にＱ男が調べ ることになった。そ して、Ｄ男がス タン

ドの建設費用の資料をみつけ、 Ｆ男がスライ ドとしてま とめることになった。

よ り説得力のあるスライ ドにす るために、具体的な数字 としてのデータにこだわろ うと

す る中で、盛んにコミュニケーシ ョンが行われた例であ る。

（5） 市民性を育成す るためのコミュニケー シ ョン

すべてのグループの発表が終わったのちに、 自由に意見を述べ合 う時間を設定 した。 自

分たちの調べた 自動車に固執す ることな く、意見を発表す ることができていた。Ｒ男は 「エ

コ ・ドライブがいい。お金 も使 わない し研究 しな くてもよいか ら」 と発言 した。 さらに、

Ｋ男は 「ほかの車は欠点が見つか るけれ ど、エコ ・ドライブは見つか らない」 とＫ男を支

持 した。エ コ ・ドライブを調べた Ｓ子は、「ハイブ リッ ドカーを買って、エ コ ・ドライブを

すればいい。燃費的にもいい し、値段 も高いけど燃料電池車 よりは安いか ら。それ にエ コ ・

ドライブ をやった らものす ごくエ コになると思 う」 と発言 した。 さらに、エ コ ・ドライブ

＋○ とい う意見が続いたが、Ｇ子 は 「私は今 は存在 しない と思います。なぜ なら、エ コ ・

ドライブがいい と思いま したがみんながや らなければいけないか ら難 しい と思います。」と

エ コ ・ドライブの効果の少 なさを指摘 した。

ＣＯ２を出さない方が よいとい うことは全員の確認事項だった。しか し、現実社会では ど

れが 「究極」であるとい う結論 は出ない とい うことになった。子 どもたちには、一般 的に

最 も究極 に近い と言われてい る車 「ハイブ リッ ド」 「電気 自動車」 「燃料電池車」だけが優

れているとい う認識 は生まれなかったよ うだ。何 が本 当に正 しいのか、多面的に考えるこ

とが大切 だと気づ く児童が多 くいた。

（6）参考 に した図 書 ・資料 、Ｗｅｂ、等

１）図書

朝 日新聞出版　編 『朝 日ジュニア学習年鑑2009』　 朝 日新 聞出版　 2009．03

竹内裕 一　監 『ポプラデ ィア情報館』　 ポプ ラ社　 2005．03

羽豆 成 二 ・日高敏 隆 ・山田卓 三　 監 『２ １世 紀 こ ども百科 』　 小 学館　 2002．08

２）Ｗｅｂ

環境再生保全機構 http://www.erca.go.jp/taiki/now_car/menu.html 2010.01.03

ＮＥＦキッズ探検隊－新エネルギー財団 

http://www.nef.or.jp/kids/index.html 2010.01.03

小学生のためのよくわかる自動車百科－ 日本 自動車工業会 

http://www.jama.or.jp/children/ 2010.01.03

知りたい ！くるまのこと 「くるま学園」－ 日本自動車研究所 

http://www.jari.or.jp/kuruma_gakuen/ 2010.01.03
スズキこども質 問箱 （スズキ 自動車） 

http://www.suzuki.co.jp/cpd/kids/index.html 2010.01.03
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クル マ こ どもサイ ト （トヨタ 自動 車 ） http://www.toyota. co.jp/jp/kids/ 2010.01.03

Ｋｉｄ’ｓ　ＮＩＳＳＡＮ （日産 自動車 ） http://www.nissan. co.jp/KIDS/ 2010.01.03

ホンダ　鈴鹿製作所 http://www.honda. co.jp/suzuka/ 2010.01.03

キ ッズ　 こどもくるま ミュージアム （三菱 自動車） 

http://www.mitsubishi-motors. co.jp/social/exchange/kids/j/flash.html 2010.01.03

６　児童の感想 と 「キー ・コンピテ ンシー」育成への解釈

（1）児童の感想
・ グループの人 と共同 しなが らや るのは楽 しい し、一人でや るよ り早 く終わったと思 う。

それ と表にま とめて、わか りやす く書 くのはむずか しい と思った。 それに、サイ トによ

ってちが うことや逆のことを書いていた りするか ら、 自分で判断するのがたいへんだっ

た。 （Ｓ子）
・ 複数のデー タを使 うといい答 えが出て くることを学んだ。た とえば、いい ところの 「騒

音が静か」は二つ以上のサイ トで確かめてか ら自分た ちの発表データ としてあつか うこ

とができた。 （Ｉ男）
・ いろいろなデー タを調べれ ばいろいろな答えや疑 問がかえってくることがわかった。

た とえば天然ガススタン ドの値段 がものす ごく高い とい うことがわかった し、 うまく説

明できた。 （Ｄ男）

（2） 「キー ・コ ン ピテ ンシー 」育 成 への 解釈

Ｓ子 は燃料電池 自動車を調べていた。 もともと気のお けない仲間が集 まったグループだ

ったが、今回の学習 を通 して 「共 同 しなが らや るのは楽 しい し、一人でやるよ り早 く終わ

った と思 う。」 と記 し、 「協力す る。 チームで働 く」こ とのよさに気づいている。 Ｉ男は天

然ガス 自動車グループの中心 として活動 していた。答 えが明確 なものについては素早 く、

確実にすすめてい くよ うすが見 られ ていたが、今回の学習では複数 の資料 にあた り、裏付

けを とって資料 を作成す ることができた。事実を正確 に理解 し表現す ることができていた

と思われ る。 Ｄ男 も天然ガス 自動車 グループだった。 自分たちの論をよ り説得力のあるも

のにするために、具体的な数字のデータを集 めていた。 この数字が前述 したよ うに、天然

ガス 自動車のデ メリッ トを説明す るための具体的な資料 となった。データから意見を言 う

ことができた といえるだろ う。 ここか ら知識 ・情報 を熟考 ・評価 し、コミュニケーシ ョン

していることを解釈できる。

７　授業実践を終えて

実践最後の子 どもの感想に次 のよ うな ものがあった。「エ コカーにはいいところも悪い と

ころもあるとい うことがわかった」「いろいろなデータを調 べればいろいろな答 えや疑問が

か えってくる」「とて も一人ではスライ ドができなかった。みんなで協力 したか らこそでき

た」。これ らの感想 か ら、多面的に情報を収集 し分析 し熟考 ・評価 してい くことや、問題 の

解決に向けてよ り豊かにコ ミュニケーシ ョン していることの充実感 を感 じとることができ

る。 さらに、学習 に対す る達成感 ・満足感 も感 じられ る。その端緒 となったのは、課題設

定である。 明 らかな正解のない課題 、今の世の中に 自分な りに何 らかの形で参加 できそ う

な課題 を設定す ることが必要なのだ。 これ までの調べ学習 において、図書資料で もＷｅｂ資

料で も子 どもたちは 「これ ！」 とま さに資料が ヒットした感覚をもった場合 、それで 「調

べは終 了。満足 ！」 となって しま うことが多かった。 しか し、今回の ような視点を加味 し

た課題 を設定 した ところ、「本 当は どうなのだろ う」と悩 んだ り、「次はこれ を調べなきゃ」

と新たな課題 を見つけた り、学習が 自然に進んでいった。課題設定 こそが鍵 になるのだ。

（茅ヶ崎市立東海岸小学校　安倍武雄）
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第 １部　 第 ５章　 第 ６節

環境学習を通 し市民性 を育成する授業の開発

新聞作りを通して地球温暖化を考える

１　授業実践のポイン ト

現在、世界は地球温暖化 とい う人類 の生存 にかかわる問題 に直面 している。 平成21年

12月 にデ ンマー ク ・コペンハーゲンで開催 された ＣＯＰ１５（気候変動枠組条約第15回 締約 国

会議）において も、今後の対応 を世界規模で行 うことになった。 日本において も2020年 ま

でに1990年 比で排 出され る ＣＯ２な どの温室効果ガスの量を25％ 削減す る目標 を掲 げ 「チ

ャ レンジ25」 と名付 け取 り組んでい くことになってい る。

児童 に とって も地球温暖化 は 日常生活 のなかでよく耳にす る言葉である。そ こで温暖化

の一因である ＣＯ２の削減ついて五年生の 目で捉 え、考 え、行動に移 してい く力 を育てたい

と考 えた。テーマに沿 ってクラスを ５チー ムに分 け、ＣＯ２について調べ た結果 を多 くの人

たちに伝 え、 自分たちも行動に移す とい う活動 を行 った。 このことを通 して 「キー ・コン

ピテンシー」を育成す る授 業を行 った。

２ 「キー ・コン ピテンシー」を育成す る学習

授業実践 は、平成21年 度9月10日 か ら12月8日 にかけて行 った。授業を行 った学校は

茅 ヶ崎市立小和 田小学校 である。研究の対象 としたのは ５年 ４組で男子16名 、女子14名

の、計30名 の構成である。

（1） 「キー ・コンピテンシー」 を育成する学習の単元計画 （全21時 間）

第 １次　 温室効果 とは何か、温暖化 について、知っていることを出 し合 う。 （１時間）
・ おぼろげなが ら知 っていることだけでな く、学校図書室で調べた り、家庭で聞いた り

新聞で読んだ りした ことを出 し合 う。

第 ２次　 出前授 業を受ける。 （東京ガス） （２時間）
・ 「地球温暖化 って ？」 と 「体験 しよう－162℃の不思議 な世界」の授業を うける。

・ 「天然ガス自動車って ？」 と 「燃料電池って何だろ う」の授業 を うける。

・ 授業における疑問点は、その都度解決 してい く。

第 ３次　 調べの学習 （７時間）
・ 温室効果ガスのなかで も特に児童に分か りやすい ＣＯ２に焦点を しぼ り、ＣＯ２削減 につ

いて考え、その為のテーマ設定 と、チーム分けをす る。

・ テーマ ごとに調べ学習 をす る。

第 ４次　 プ レゼンテーシ ョンの準備 （２時間）

・ プ レゼンテーシ ョンをす る為に、原稿 を作成す る。

・ 分か りやすい発表形態 をチームごとに考 え決定 し、発表の練習 をす る。

・ 父母、他学年 に対す るインタビュー及びアンケー ト用紙 を作成す る。

第 ５次　 プ レゼ ンテーシ ョンの実施 （４時間）
・ ５チームに分かれ、それぞれの方法でプ レゼ ンを行 う。

第 ６次　 まとめの壁新聞作 りをす る。 （１時間）
・ クラス以外 にも発信す るために、プ レゼ ンテー ションで使用 した資料 を壁新聞に して

ま とめる。
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第 ７次　 私たちが今できることは何 か、デ ィスカ ッシ ョンをす る。 （１時間）
・ テーマに沿って話 し合 うことで私達にで きることは何 か、考えを深 める。

第 ８次　 学年、他学年、父母への発信、学校外への発信 （３時間）

・ 再度、壁新聞を利用 して発表会 を持 ち父母、地域への啓発 をはかる。
・ 壁新聞を職員 玄関には り、他学年への啓発 をはか る。
・ 新聞社へ温暖化に関する意見を投稿す る。

（2） 授業時間の生み出 し

「キー ・コンピテンシー」を育成す る学習 として、イ ンタ ビュー ・アンケー ト原稿作成、

及び異学年や父母への啓発を、国語科 「ニュース番組作 りの現場か ら」の単元よ り２時間

使用 した。残 り１９時間は、総合 的な学習の時間で行った。

３ 「キー ・コンピテンシー」を育成す る学習 と能力観 との関連

（1） 「キ－ ・コンピテ ンシー」との関連

①　 相互作用的に道具を用いる （Ｂ、知識や情報を相互作用的に用いる）

②　 異質な集団で交流す る （Ｂ、協力する能力）

③　 自律的に活動す る （Ａ、大 きな展望のなかで活動す る）

（2） 中教審答申 「思考力、判断力、表現力」、「言語活動の充実」 との関連

Ａ　 「思考力、判 断力、表現力」 との関連

Ａ－ ４ ：情報 を分析 ・評価 し、論述す る

Ｂ　	 「言語活動の充実」 との関連

Ｂ－ １１：体験 した ことや調べた ことをまとめ、発表 し合 う

（3）学習指導要領との関連

Ａ総合的な学習の時間 環境

４　課題解決のための活動的、協 同的、表現的な学び

（1） 授業の概要

地球温暖化の要因 としては ＣＯ２、ＣＨ４、Ｎ２な どい くつかある。ただその中で も ＣＯ２が一番

私達の身近に感 じられ る とい うことで ＣＯ２を減 らす ことを最終 目標 として学習 してい くこ

とに した。ＣＯ２をよ り深 く知 る為、各 自テーマ設定 し、同 じテーマ を持つ児童が集 ま り５

つの グループを作 りそれぞれのテーマについて情報収集 にあたった。集 めた情報はグルー

プごとに分か りやす く整理 してプ レゼ ンテーシ ョンすることにした。

（2） 授業のね らい

地球温暖化の一因である ＣＯ２について、テーマ別に調べた り考えた り、聞いた りした こ

とを分か りやす く発表す る。

（3） グルー プでの絞 り込まれたテーマと活動内容
・ ＣＯ２を出 しているのは何 ？ （発生源）

東京ガスによる出前授業で も教わったが、化石燃料 と ＣＯ２排 出量の関係や国別 の ＣＯ２排

出状況及び家庭 における ＣＯ２排 出状況について調べた。

・ ＣＯ２は何故悪い

ＣＯ２によってひき起 こされる地球温暖化 などの負の部分 と、ＣＯ２があることで助かってい

る部分がある。ＣＯ２が大気 中にない と平均気温が－18℃の氷の世界になるといわれている

な ど、相反する考 えを知った上で、ＣＯ２を削減す る必要があるとい う意見をま とめた。

・ ＣＯ２を減 らす各地の取 り組み

イ ンターネ ッ トや新聞か ら集めた情報をもとに家庭、工場な どで実際取 り組んでい るこ

とを紹介す る。 また低炭素社会 に向けた １２の方策 を紹介する。
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・ ＣＯ２の利用方法

ＣＯ２が増 えて もＣＯ２を利用できれば問題は発生 しない とい う考えの もとに ＣＯ２の利用方法

について調べてみた。ＣＯ２を含むプ ラスチ ック、ＣＯ２を凍 らせ て ドライアイスにする、ＣＯ２

で消す消火器な どが調べ られた。
・ フー ドマイ レージと ＣＯ２の関係

食べ物が私達の所へ運 ばれ るまでの距離 とＣＯ２の関係 を知 るために詳 しく調べた。

（4） グルー プでの協同的な活動と表現 ・コミュニケーシ ョンの実際

１）グループでの協同的な活動ながれ

①　 テーマにそって、新聞記事、インターネ ッ ト、学校図書室の本 などで情報収集す る。

②　 結論 を導 くために必要な情報だけを選ぶ。

③　 チー ムで話 し合い、情報 をま とめる。

④　 プ レゼンテーシ ョンの形 を決める。

⑤　 プ レゼンテーシ ョンの流れ と分担を決 める。

⑥　 プ レゼンテーシ ョンを行い フロアーの児童 との質疑応答 を行 う。

答 えられない質 問が出た場合は再度調べて答 えるよ うにする。

⑦　 プ レゼンテーシ ョンの原稿は最終的に壁新聞 として校内掲示用 に作成す る。

２）グループでの表現 のかたち

プレゼ ンテーシ ョンの

グループの ６人がそれ

ぞれ ま とめた内容 を、

Ａ ４サイズの用紙 に書

いた。その用紙を利用

して最終的に壁新 聞 と

してま とめた。

図 １　ＣＯ２を出 しているのは何 ？について調べたことをまとめた壁新聞
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３）グループでの表現物作成に至るまでの コミュニケー ション

ＣＯ２ を出 しているのは何 ？ （発生源）を調べた班の発表、準備でのコ ミュニケーシ ョン

のよ うす を紹介す る。まず Ｓ子が 「ＣＯ２の発生源 について、 どのよ うに調べていけば よい

かみんなの考 えを出 して」するとＫ男が 「その前 にまず、ぼ くたちが ＣＯ２の発生源につい

て知ってい ることを出 し合ったほ うが よい と思 うけどみんなはどうですか」「そ うだね、こ

の間東京ガスの出前授業 の時にもらったテ キス トにものっていたけど化石燃料の使用によ

って ＣＯ２が発生す る と書いてあったよね。特に石炭火力な ど、石炭使用に よる ＣＯ２の発生

が多いんだ よね」 とＴ男。 Ｒ子は 「石油、天然ガスな ども化石燃料だよ。 だか ら ＣＯ２が出

るよね」す るとＤ男が 「化石燃料を使ってい るものを調べれ ば発生源 が分かる とい うこと

かな。 それに家庭 内 ＣＯ２発生源な ど、何 か ら ＣＯ２が出るかだけでな く、産業別 ＣＯ２の発生

率 とか、国別 ＣＯ２の発生源や発生率 も調べたいね」 と調べたいことをま とめて出した。 そ

こで Ｓ子 が 「限 られた時間のなかで分担 して、できるだ け多 くの資料 を集 めてきてね」 と

言い、それぞれ分担 して情報の収集 を した。そ して次の時間にインターネ ッ トや新 聞、学

校 図書室で調べた ことをプ レゼンテーシ ョン用にまとめていった。

限 られた時間のなかで情報 を一つ一つ話 し合いなが ら解釈 し、 どう発表するか決めてい

たが とても苦労 していた。 「ねえ、私たちの身近なこ とだけ ど冷房 よ り暖房 のほ うが ＣＯ２

をた くさん出 しているってみんな知 ってた」 とＹ子が発言す ると 「日本は ＣＯ２排出量が世

界 ５位だって、お どろ くよね。それ に、 日本 は不況下だ とい ってもエネル ギーの消費量は

増えてい るか ら当然 ＣＯ２を出 してい る量も増 えてるって ことだよね」とＫ男が付け加 えた。

このグループは、ＣＯ２発生源 を調べ るなかでお どろくことが多かったよ うで、そのお どろ

きをクラスのなかだけでな く、た くさんの人に知って もらうことにした。

（5） 市民性を育成す るためのコ ミュニケー シ ョン

ＣＯ２の発生源 を調べ始めた時、小学五年生の私たちが ＣＯ２と地球温暖化 との関係 をどの

くらい知 っているかがまず話題 になった。またプ レゼ ンテーシ ョンを行 ったあ とに 「新聞

に毎 日のよ うに載っているよ。 この間も鳩 山首相が1990年 比で ＣＯ２な どの温室効果ガス

の量 を25％ 削減 と明言 していた じゃない」「でも今地球は氷河期 に入 っているか らＣＯ２削

減 の必要はないってい う学者が ＴＶに出ていたわ」「でも現実問題 として温暖化 が進 む とツ

バル が沈んだ り、絶滅す る動植物が出てくるで しょう。今私た ちのできることって ＣＯ２

を少 しで も減 らす ことじゃないの」な ど意見交換 しなが ら、たくさんの情報や資料 をお互

いに共有 し、 自分たちにできることをさぐっていた。

（6） 参考 に した図書、資料等
・ 「環 境省 へ よ うこそ」 http://www. env. go. jp/ 2010. 1. 7
・ 「文 部科 学省 ホー ムペ ー ジ」 http://www. next. go. jp/ 2010. 1. 7

５　情報 を活用 し、温暖化対策について考 える

（1） 授業の概要

ＣＯ２ついて、 ５チームに分かれ て調べ学習 し、プ レゼ ンテーシ ョンした後 に ＣＯ２削減の

ために私 たちは どうすべきかについて話 し合 った。話 し合い を授業参観の 日に行 うことで、

父母 にも発信 した。プ レゼ ンテーシ ョンで使用 した資料はま とめて壁新聞 として職員 玄関

前 には り出 し、他学年への啓発 も行った。


東京ガスの出前授業や新聞購読 も話 し合いに活か した。


（2） 授業の流れ

１）ね らい

ＣＯ２削減 のために私たちのできることは何か について話 し合 うことを通 して、考 えをま


とめ、伝 え合 うことができるようにす る。
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２）板書計画

ＣＯ２削減のために私達のできること

① 身近なエコ生活

② 食物の地産地消

③ 緑をふやす

④ 化石燃料からの脱皮

３）児童の学習の実際

発 問 ・指 示 ・説 明 児童の学習の実際 時間

中心発 問 『私たちにできる Ｋ子 ：「プ レゼ ンテー シ ョンをす べてのチー ムが 35分

こ と』 終えて、今私たちの ＣＯ２に対する考えはどう

で しょうか。ＣＯ２は私たちの生活 に必要なも

のだ けど、今は必要以上 にある。それ が温暖

化の原 因の １つになっている。そ して さま ざ

まな被害がでていることが分かった よね」

Ｙ男 ：「この間の環境 ビデオか らも分かるけ ど、

キ リマ ンジェロの氷河 もあと15～24年 でな

くな るって言 っていた」

Ｓ男 ：「新聞にも、昨年度の ＣＯ２排 出量が、90年

度比7．4％増 って出ていた。 こんな に不況 な

のに、何故 ＣＯ２排 出量が減 らないのか。 これ

か ら見て も ＣＯ２削減は大変なことだよね」

Ｔ子 ：「現状では、食物や木々が吸収す る量以上

の ＣＯ２がだ されていて、このままだ と100年

後地球 の平均気温 は1，8℃ ～4，0℃ も上昇す

ると言われているんだ よね」

Ｎ子 ：「Ｔ子 さんたちのチームのプ レゼンテーシ

ョンのなかでも言 っていたけれ どＣＯ２の増加

は、海面上昇や海 の酸性化、異常気象、生態

系の異変な ど、た くさんの弊害 をもたらす。

だか らＣＯ２を削減す ることは今 とても大切 な

ことよね」

Ｔ子 ：「やは り化石燃料 か らの脱皮が必要ね。バ

イオ燃料や燃料電池を使 うとかね」

Ｏ男 ：「この間 ＴＶで、アメ リカの電力会社では、

石炭火力の時 に出る煙 か ら、ＣＯ２を取 り出 し

液体に して、地下に埋める計画が実行 されだ

したって言っていた」

Ｉ子 ：「一人ひ と りが、わずかで も意識 を持って

行動す ること。また世界 中の人が、考 えて行

動 しない とダメね」

Ｈ子 ：「これ もＴＶだけ ど、新エネルギー見聞録 と

い う番組 で、 “お得にエ コ “を紹介 していた

わ

－133－



Ｎ男 ：「ＣＯ２削減 のために僕 たちの身の回 りで取 り

組めることはた くさんあるよね。た とえば使

わない部屋 の電気 は消す。待機電力 を節約す

るために、コンセ ン トをぬ く。近場は歩 くと

か、自転車を使 う。地産地消にこだわるな ど」

Ａ子 ：「それって フー ドマイ レー ジのことね」

Ｋ男 ：「食べ物 を残 さないことも大事だね」

Ｒ子 ：「要はエ コを楽 しんですることが ＣＯ２削減

につなが るのね。それ以外に も緑を増やす こ

とが大切 よね」

Ｋ子 ：「住みやす い未来に したいよね」

指示 「実行出来 ることをノ 書いたことを少 し発表す る。 10分

ー トに書 き出 して み よ （未来に夢 を持 てる内容で書 く）

う」

以上、対話形式で 「私たちにできること」 とい うテーマで話 あった時の授業内容。

この対話の授業か ら ＣＯ２について、学習す る前よ りはるかに多 くの知識を一人ひ とりがも

った ことが分かる。また、調べ る教材 として も、学校図書室の本やインターネ ッ ト、新聞

だけでなく、ＴＶのニュースな ども しっか り聞き取 り資料 として活か してい る。集 めた情報

を評価 し表現 してい くなかで、児童 同士の コミニューケーシ ョン力 も進歩 して きた。

図２　対話形式による授業風景
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６　児童の感想 と 「キー ・コンピテ ンシー」育成への解釈

（1）児童の感想

・ 温暖化 について学習 して、ぼ くは温暖化が怖い とい うことが分か りま した。ＣＯ ２が、

地球か ら逃げ られ るはずの太陽の光を吸収 して しまい、地球の温度 が上がって異常気象が

起 こり、氷河や、南北極 の氷が溶 けて、海 面上昇 をお こしています。 また、ツバルが沈ん

だ り、動物の住み処がな くなった り、南のほ うにいた虫や動物が 日本 にや ってきた りとい

くつ もの被害があるとい うことが、温暖化 、特 に ＣＯ２について調べた結果分か りま した。

だか ら、将来このまま温暖化が進 めば、地球が大変な ことになって しまいます。今世界 中

の国々が対策 を練 っているので、それ を うま く活用 し、ＣＯ２を減 らす事が出来る といいな

と思います。ぼ くたち一人ひ とりも、地球 を守 るために、小 さなことでもや ってい こ うと

思います。明るい未来に したいです。 （Ｏ男）
・ 温暖化について学習 して、私は ＣＯ２のこ とを気に していなかったけど、今は気にす る

よ うにな りま した。ＣＯ２は無 くてはならない ものだけ ど、増 えす ぎると、海面が上昇 して、

ツバルが沈んだ り、動物が絶滅 します。 このまま温暖化が進 めば、 自分たちには、何 も被

害が起 こらないか もしれないけ ど、将来の子 どもたちには、 どんな被害があるか分か らな

いか ら、ＣＯ２を減 らして行 きたいです。人間が、増や した ものだか ら、減 らせ ると思いま

す。私は ＣＯ２が何故悪いかについて、利用方法 を、調べた り、 ビデオを見た りしま した。

だか らほかの人に、その ことを伝 えていけば、きれいな緑いっぱいの地球になれる と思い

ます。人間みんなが協力 して行 けば、動物 も、魚 も、人 も、楽 しく暮 らしてい ける地球に

なると思います。 （Ｔ子）

・ 「これか らでも ＣＯ２の削減は出来 るぞ」ぼ くはそ う思います。なぜな ら、学校で グル

ープになって ＣＯ２のテーマについて、いろいろ調べて、そのプ レゼ ンテーシ ョンを聞いて

ぼくはそ う思います。北極や南極 の氷が溶 けて、その氷が海 に流れて、そのために海面が

上昇 してツバルが沈みそ うになっています。ＣＯ２を減 らすには、自分 か らエコ活動 し、一

人ひ とりが ＣＯ２削減 を意識すれ ば年 々ＣＯ２は減 っていき地球温暖化 もス トップするはずで

す。それ こそ今は 日本 の首相 も代 わ り科学 も 日々進化 しているのでス トップす ると思いま

す。 （Ｎ男）

（2）「キー ・コンピテンシー」を育成への解釈

新聞等に毎 日ように取 りあげられている社会 問題 について知識情報を集め判断 し、でき

るだけい ろい ろな情報 を提示 していこ うとす る姿勢が見 られた。 また他学年 、家庭、地域

の人び とにアンケー トを取 るなかで ５年 ４組 の児童 も含め ＣＯ２に対す る理解 を深 めていけ

た。あらゆる場面でコミュニケーシ ョンの幅が広がった。以上か ら、知識 ・情報 を収集 し、

評価 し、表現 してコ ミニケーシ ョンしてい ることを解釈できる。

７　授業実践 を終 えて

父母 向けに行った児童のプ レゼ ンテーシ ョンに対す る、保護者の反響 として次のよ うな

発言があった。 「子 どもか ら、パパ はエコ じゃないね と良 く注意 され るよ うにな りま した。

電気 をつけっぱな した りす ることが温暖化 につながることを意識す るよ うになったよ うで

す。その他エ コポイン トやエ コカー減税 につ いて も話 したことがあった と思います。その

基準や政府 の意図など話 し合いま した。」 「家庭の身近な ことで、ゴミの分別やエ コバ ック

の話や、家がオール電化 ＆ハイブ リッ ド車 なので、そのメ リッ トな ど話 しま した。」 「子 ど

もも、テ レビや電気のつ けっぱな しが、 とても気になるようで、 自分か らＯＦＦに します。

近所 に買い物に行 くのに車 をつかっている人 を見かけると、エコ じゃないね、 自転車でい

かな くちゃね、 とも言います。イ ンターネ ッ トでエコについていっ しょに調べたこともあ

ります。 この様 な環境学習はためになってい ると思います。」 「エ コについてはいろいろと

－135－



家庭 のなかで話 あってきたつも りで したが、学校での学習が始まってか らは、子 どもにか

な りきび しく言われるよ うにな りま した。電気や水、エ コバ ッグな ど小 さな ことではあ り

ます が、今 までまあいいや と思っていたものに対 して、今 では家のなかで一番 きび しいそ

ん ざいにな りま した。今後は木を植 える活動な どにも参加 したい と思っています」な どの

声がよせ られた。 また校舎玄関に最後のま とめを壁新聞 としては りだ した。すると他学年

の児童が 「地球温暖化って聞いた ことあったけど、ＣＯ２は これに関係 していたのね」「学校

についているエ コナ ビも温暖化 防止のためについたんだね」 と話 しながら読んでいた。

クラス全体 として、視野が広が り、語彙が豊かにな り市民性が身 についてきた と思 う。 ま

た、資料集 めをす るなかで新聞を活用 した とき、同 じ記事 でも新聞社 によって見方が異 な

ることに気づ く児童が増 えた。 リテ ラシーが身について きた と思 う。今回は温暖化の原因

の １つ ＣＯ２について調べたのだが 「ほかの要因も調べたい」 とい う意見もでるな ど、世の

なか とかかわってい こうとす る姿勢がでてきた。

以上の他にも、課題に勝 る成果 をあげることができた と思 う。

図３　校舎玄関前廊下 （環境委員会の掲示スペース）に掲示されている５年４組作成の壁

新聞

（茅ヶ崎市立小和田小学校　 叶地　千秋）
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第 １部　 第 ５章　 第 ７節

災害時の情報収集 と意思決定の能力を育成す る調べ学習

もしも一人でいる時に大地震にあったら

１　授業実践のポイン ト （小学校　 第 ３学年）

児童は、毎月の避難訓練な どを通 して地震が起 きた時はまず火を消 し物の落下か ら身を

守ること、学校にいる場合の避難の仕方は理解 してお り、大きな地震にあっても大丈夫で

ある と信 じていることが多い。 しか し、指示 にしたがって行動 していれ ばほ とん どの場合

安全が守 られ るのが児童 の 日常である。 大地震 とい う予期せ ぬ事態 に出会 った時に一人だ

った らどうするか考えるこ とを通 して、地域社会の しくみについて調べ、必要 な情報 を集

める力を身につ けたい と考 えた。今までの調べ学習では、あ らか じめ 目的 に合 わせ て用意

された資料を活用す ることが多かった。 自ら必要 な情報 を探 した り選んだ りす ることは、

学習 に対 して能動的な態度 を育てるとともに、今 回の学習テーマのよ うな困難 に出会 った

時に助 けを求めた り、安全 な場所 に逃げた りす る行動力へつなが る。

そ こで、児童 が課題 を解決 しよ うとい う実感 をもてるように授業の導入 を特 に丁寧 に扱

った。社会科の体験学習 と関連づけ、児童の意識をていねいに掘 り起 こし、小学校 ３年生

にとってよ り現実的な調べ学習 となるように工夫 した。 また、テーマごとに調べたことを

共有す るために、調べたことをま とめた資料を展示 してお き、必要に応 じて説 明を加 える

形式をとった。調べたことを伝 えるためにどのよ うな言葉や内容を取 り出 して展示物 に提

示す るか、その場で説明を加 える内容 は何にす るか考え させ ることで、表現力 を育成 しよ

うと考 えた。 これ らの活動 を通 して 「キー コンピテ ンシー」を育成す る授業 を行った。

２　 「キー ・コンピテンシー」を育成する学習

授業実践は、平成21年12月 ３日か ら12月24日 にかけて行った。授業 を行 った学校は

品川 区立品川小学校 である。研究の対象 とした学年は ３年 （57名）である。 ここでは ３年

１組 の授業実践の内容 を紹介す る。 ３年 １組は、男子14名 、女子14名 、計28名 の構成で

ある。

（1） 「キー ・コン ピテンシー」を育成す る学習の単元計画

第 １次　 課題意識をもち、調べ る計画を立てる （３時間）
・ 区防災セ ンターを見学 し、地震シ ミュレーター を体験する。
・ 体験を振 り返 り、地震があった時困ることを出 し合 う。
・ 出 し合 った ことが らを整理 し、課題 を見つ ける。

第 ２次　 調べ学習 １ （２時間）
・ 図書室での資料の探 し方を知 る。
・ 図書資料を使って自分達に必要な情報を選ぶ。

第 ３次　 調べ学習 ２ （発表準備 を含む） （４時間）
・ 図書資料か ら、 自分達のテーマにそった内容 を調べ る。
・ 災害備蓄倉庫 を見た り、インタビュー した りす る。
・ 調べてわかったこ とをポスターにまとめる。

第 ４次　展示キャンペー ン （１時間）
・ 調べたことをポスターに したものを展示 し、説明を加 える。

第 ５次　 今後の生活に生かせ ることは何かを考 え、感想 をま とめる （１時間）
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・ 他の グループの展示 と説明 を見聞き した感想 を書 き、交流す る。

（2）授業時間の生み出 し

社会科見学 と市民科の時間10時 間 を利用 した。

３　 「キー ・コン ピテンシー」 を育成する学習 と能力観 との関連

（1） 「キー ・コンピテ ンシー」 との関連

①　 相互作用的に道具 を用いる （Ｂ知識や情報 を相互作用的に用いる）

③　 自律的に活動する （Ａ大きな展望のなかで活動す る）

（2） 中教審答 申 「思考 力 ・判断力 ・表現 力」、「言語活動の充実」 との関連

Ａ　 「思考力 ・判断力 ・表現力」 との関連

Ａ－ ２ ：事実を正確 に理解 し表現する

Ａ－ ４ ：情報を分析 ・判断 し、論述す る

Ｂ　	 「言語活動の充実」 との関連

Ｂ－11： 体験 した ことや調べたことをま とめ、発表 し合 う

４　調べ学習の課題を明確にする授業

（1）授業の概要

地震 シミュ レーター体験を振 り返 って、大 きな地震が起 きると身の回 りが どのよ うな状

況になるか話 し合 ったこ とか ら、 さらに 「自宅か らも学校 か らも少 し離れたシ ョッピング

セ ンターに出かけて買物す る家族を離れ て待っている時に、大地震に合った らどうす るか」

とい う設定で、 どんなこ とを調べたいか話 し合 わせ た。

本時では、学校 は区の避難 所になる とい うことや、阪神淡路大震災の避難所生活のよ う

す をあ らか じめ提示す ることで、 より現実 に近い課題意識 をもたせ よ うと考 えた。

（2）授業の流れ

１）ね らい

自宅か らも学校か らも少 し離れ た場所 に一人でいるときに地震 にあった場合、困ること

を想像 し、 どうした ら安全 を確保 できるか話 し合 うことを通 して、知 りたい ことを明確 に

す る。

２）準備と板書計画
・ 準備　阪神淡路大震災の避難所のようすの写真

・ 板書計画

３）展開
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発 問 ・指示 ・説 明

発 問 「も し、みな さんが○○町の （学校や児童の住

む地域か らは少 し離れ た場所）シ ョッピングセ ンタ

ーの ゲー ムコーナー でで家 の人 が買物 をす るの を

一人 で待 って い る時 に大地 震 に合 って しまった ら

困る事は何ですか」

指示 「ワークシー トに書いて発表 して くだ さい」

発 問 「阪神淡路大震 災の避難所 の写真 を見て、気づ

いた ことをあげて くだ さい」

指示 「ワー クシー トに書いた困 ることの 中か ら、解

決方法が予想で きるものは書 き足 し、調べ たい こと

に印をつけま しょ う」

中心発 問 「一人で大地震 にあって も生 きのび るた め

に調 べたい ことを決め ま しょ う。予想 で きることや

わか らない ことをは っき りさせ ま しょう。」

児童の学習の実際 時間

１　一人 の時 に地震 に合った ら

Ａ男 ：「家族に会 えない し家 までの帰 り方がわか らない か

ら、帰れ ない」

Ｂ子 ：「けがを していて も、薬 とかばんそ こ うがない し、

もしか した ら動 けないか もしれ ない」

Ｃ男 ：「ず っ と家族 に も会 えなくて夜 になった りした ら、 10分

停 電 していて暗いか も しれ ない し、こわい。おなか もす

いて くる」

Ｄ子 ：「寝 る場所 もない」

Ｅ子 ：「家族やペ ッ トが心配」

Ｆ男 ：「トイ レもこわれて使 えないか も しれ ない」

２　避難 所 とは どん な所 だろ う

Ｂ子 ：「学校 の体育館 みたい」

Ｄ子 ：「みん な同 じ毛布 を使 ってい る。学校の毛布 かも し

れ ない」

Ａ男 ：「家族が いっ しょにい るみた いだけ ど、けっこ うせ

ま くて、隣の人 と くっついてい る」
10分

Ｄ子 ：「みんな床 に寝 ている。痛 くないの かな」

Ｆ男 ：「けが している人は あま りい ないみたい。けがを し

た人は病 院 とか に行 っている と思 う」

Ｃ 男 ：「こん なにた く さん人 がいた ら水 は足 りるのか な

あ」

Ａ男 ：「ここに入れ ない人 もい るか も しれ ない」

３　何 を切 り口に して調べ るか

Ａ男 ：「避難所 は どこにあるのか知 りたい。品川小 も避難

所 にな ると前 に聞いた けど、○○ のシ ョッピングセ ンタ

ーか らはかな り遠 い と思 うか ら」

Ｆ男 ：「トイ レが壊 れていた らど うす るか調べたい。そ の

へ んですれ ばいい とい う人 もいた けれ ど、 くさい し、汚

いか らや っぱ り トイ レの場所は決 めた方がいい と思 うか

ら」

Ｂ子 ：「学校が避難所 にな るなら、水が流れな くても学校

の トイ レを使 えばいい と思 うか ら、調べ な くて もいい」

Ｃ男 ：「でも水 が流せ ない とつ まる し、くさいか ら何 か工 25分

夫 があ るはずだ と思 う」

Ｄ子 ：「生活 に必要 な ものは ど うや って手 に入れ るのか、

どこに あるのか知 りたい。 毛布 は どこで もらえるのか と

か を調べ たい」

Ｇ子 ：「生活 に必要な ものってお金 です か」

Ｄ子 ：「お金があ って もお店 がや ってない か ら意味 がない

け ど、

Ｃ男 ：「停電 していて電気 がつ かなかった ら、夜 は どうす

るのか調べ たい」

Ｅ子 ：「水は ど うや って手 に入れ るか知 りたい。人は水 が
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ない と死んで しま うか ら」

Ｆ男 ：「けが を した人 は どうす るのかも知 りたい」

Ｇ子 ：「食べ物 は どこでも らえるのか」

４） ワー クシー トの開 発

５　課題解決のための活動的 ・協 同的 ・表現的な学び

（1）授業の概要

３年生の今の 自分たちが近 くのシ ョッピングセンター大地震に遭遇 し家族 と再会できる

まで一人でなん とか しよ うとい う絞 り込 まれ た問題 を解決するために調べた ことを、隣の

学級の友だちにも教 えてあげよ う、 とい う目的意識 をもたせてまとめを行 った。また、資

料 の探 し方 も学ぶ ことがで きるよ うに、グループ ごとに図書室で本を探 し分類番号な どを

学んだ後で、児童 が探 した資料 も含 めた図書 を教師が用意 した。

表現す る際 に、グループで調べた ことを さらに細か く分類 して担 当を決めて一人一人の

学びを深めることができるよ うに した。表現形態は、調べたことを絵 と文でま とめて作っ

た掲示物 を集 めて展示 し、 自由に見てもらいなが らその場で説明を行 った り質問に答えた

りする博物館方式の 「もしも大地震 にあった ら キャンペー ン」 を行 うことに した。グル
ープ間の交流のため

、隣の学級の友だちを招待す る前 に、 リハーサル を兼ねて学級内でも

キャンペー ンを開いた。

（2）授 業のね らい

地震 に備 えて区が準備 している物事につ いて調べたことを使って、身近な場面を具体的

にイメー ジしなが ら考えた ことを伝 え合 う。

（3） グルー プでの絞 り込まれたテーマと活動内容
・ 一人になって しまった らどこへ行けばいいか ？

避難所 とい うものがあるとい うことを学び、品川小学校 も避難所 になる とい うことが
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分かった。 自分たちの学校 から離れた場所で地震にあった場合で も品川小学校 に避難 す

るのか。 またはほかにも避難所が あるのか。 あるとした らどこにあるのか。家の人 と行

く可能性 の高い場所の近 くの避難所は どこか。

・ 情報は どうや って手にいれ るか ？

家族 との連絡は どうやってとるか。避難所に逃げ られた として、電話が使 えなかった

らどの ように家族を探すか。家族 としてお く緊急時の約束 には どのよ うなものがあるか。

災害伝言 ダイヤル とはどんなものか。
・ 食べ物 はどうやって手に入れ ることができるか ？

避難所の人は、おにぎ りな どをもらってい るが、そ うい う食料は どこか らだれが持 っ

て くるのか。避難所で用意 されている食料 には どのよ うなものがあるのか。

・ 水 は どのよ うに して手 に入れ るのか ？

水道 が止まった場合、飲み水は どうや って手に入れ るのか。水は どうや って節約す る

といいのか。防災用井戸 とはどのよ うなもので、 どこにあるのか。
・ 寝る ときのふ とんな どは どうす るのか ？

避難所 で生活 している人はみな同じ毛布 を使ってい るが、毛布は どこにあるのか。敷

布団はど うするのか。布 団が無い場合 にかわ りに使 えるものは何か。
・ トイ レはど うす るのか ？

トイ レの水が流せ な くなると、学校 の トイ レはつまって しま う。 トイ レがつまって し

まった ら、屋外 の勝手な場所 を トイ レにすればいいのか。そ うす るとどうして困るの

か。災害用仮設 トイ レは どこにあるのか。

・ 窓がわれて、雨が降った らど うす るか ？

避難所の窓 も割れてい るかもしれない。窓ガラスがな くなっていた ら寒 さや雨は どの

よ うに しのげば よいのか。そのために避難所で用意 されているものはあるのか。ある

とした ら何か。
・ 生活に必要 なものは どこで手 に入れ るか ？

停電 している間、夜になった ら明か りは どうす るか。暗い避難所 に大勢の人がいると

危ない。電池が切れた らどうす るのか。電気の代わ りになるものは何か。そのほかに必

要な ものは何か。

（4） グルー プでの協同的な活動と表現	 ・コミュニケーシ ョンの実際

テーマ別のグループでイカのよ うな活動 の流れで進 めた。

１）グルー プでの協同的な活動の流れ

①　 グループのテーマについて、よ り詳 しく知 りたいこ とについて話 し合 う。

②　 知 りたいことを ２、 ３に絞 り、分担す る。

③　 自分の分担 を主に図書資料で調べ、分 かったことをメモす る。

④　 図書資料 では足 りない部分 を、学校 の防災責任者 にイ ンタビュー した り、実際に備蓄

倉庫を見学 した りして調べ、絵や言葉でメモす る。

⑤　 それ ぞれの分担 で調べた ことをグループ内で交流 し、お客 さんに伝 えたい ことをはっ

き りさせ る。

⑥　 展示用の資料 に書 くことを決め、資料 を作成す る。

⑦　 説 明の練習 をす る。

⑧　 学級内で 「も しも一人の とき大地震ににあった ら」キャンペーンを行 う。

⑨　 ⑧ を振 り返 り、改善点 を話 し合 う。

⑩　 展示資料や説 明の手直 しを行 う。

⑪　 隣の学級の児童に向けてキャンペーンを行 う。

⑫　 これか らの生活を結びつけて学習感想 を書 く。

２）グループでの表現のかたち
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情報 グループ展示用資料を紹介す る。

３）グループでの表現物作成に至 るまでのコ ミュニケー シ ョン

学校避難所を調べたグループの展示資料作成および説明の準備 におけるコミュニケーシ

ョンの ようす を紹介す る。

Ａ 男は、品川小学校以外 にも避難所がある とい う情報 を家の人か ら聞いてきた。 グルー

プの他 の ２人にそのことを伝 え、調べてきた品川 区を ４つの地区に分けた うちの一地 区の

学校避難所一覧の コピーを見せ、 じぶんたちはこれで調べることはないか らどうすればよ

いか教師に質問 した。それ を見ていた Ｈ男が、「コピーがあるだけ じゃ調べたことにはな ら

ないよ。」と言 うので、３年生 向けの社会科用 の地図を使 って よい こと、次に何を した らよ

いか話 し合 うことを助言 した。その後、Ｉ男が 「Ａ男の調べた学校避難所 を地図で探そ う」

と提案 し印を付 け始 めた。最初 は一人一人 が自分の地図にマークをつけ、同 じものを ３枚

作成 していたが、途 中で、コピー した資料 か ら学校名 を読み上げる係 と地図上でその学校

を探す係、印をつける係 に別れて作業を進 めるようになった。

この作業が進む と、印をつ けた避難所は区の東 の方に しかない ことに Ｈ男が気づいた。

そこで、イ ンターネ ッ ト資料のコピーの最初のページをよく見 るよ うに指示を した。その

結果 「品川地区」以外に も 「大崎地区」や 「荏原地区」があることに気づ き、 ３人 で教室

のコンピューターでイ ンターネ ッ トの同 じページを開きたい と教師に伝 えに来た。その後、

他 の地区の学校避難所 も分業 しなが ら印をつ けることができた。

全部の避難所がわかると、Ｉ男がその数の多 さに驚 きを示 し、Ａ男が、避難所の密度が薄

い地域は危険だ、と言い始めた。それを受けて Ｈ男が、「危険な場所」とい う付箋をつけよ

うと提案 し、区内の何カ所かにつ けることができた。 また、本単元の設定でもあるシ ョッ

ピングセ ンターがある場所 はどのあた りか調べそこに も付箋をつけた。付箋をつける作業

を しなが ら、図書館や、児童センターの他 、駅や グラン ドな ど、 自分たちがよく行 く場所

にも印をつ け、その近 くの避難所 を選び矢印を引いた。

地 図を展示 して何を説 明す るか話 し合 う段階になって、「品川 区の避難所の数 を言いた

－142－



 

い」「品川地区の避難所は○○小学校、○○小学校、と説 明すれば よい」と考 えるにとどま

っていたので、付箋ではったことについて説明 した方がよい ことを助言す ると、Ｈ男が 「も

し○○にいる ときに地震 がきた らこの小学校 に逃げた らいいです、と言お う」と提案 した。

（5） 市民性 を育成するためのコミュニケー シ ョン

トイ レについて調べていた グループの調べ る過程でのコミュニケーシ ョンのよ うす を紹

介す る。調べ始める段階ではメンバー ３人 とも、 トイ レは避難所 となる学校 にあるのだか

ら、水が出な くて も臭いな どを我慢すれ ば使 えると考 えていた。 そこで、阪神淡路大震災

の避難所の トイ レがつまって困ったことを知 らせた。する と、 トイ レがない と恥ずか しい

思い をす る、 とい うことを問題 としてあげた。人 目を避 ける場所を見つけて用 を足せば よ

い とい う意見を Ｒ男が出す と、他 の ２人もこれ に賛同 した。 さらにユニセ フ募金の体験を

想起 させ て衛生面での問題 点があることに気づかせ ると、 トイ レの重要性に初 めて考 えを

め ぐらせ るよ うになった。

この後、避難所 に備 えられている リス トを見に行 くことか ら、 ３人のコ ミュニケー ショ

ンが蜜になってきた。 「仮設 トイ レってい うのがあるか ら、副校長先生 に見せても らお う」

と一人が 口火 を切 ると、行動に移 し、校庭 の地下に準備 されていた （現在工事中につ き撤

去 されている） ことを知ることができた。それをきっかけに 「学校 に一番古 くからいる先

生に聞いてみよ う」 とい うことにま とま り、インタビュー を行い、 この結果、校庭に埋ま

っていた トイ レについての情報 を手に入れ ることができた。 この トイ レは誰が用意 したの

か教師に尋ねてきたので、区で用意 していることを伝 えると、他の学校にもあるのか、 と

い う疑問をもち、避難所を調べてい るグループに、いちばん近 くで避難所 になっている小

学校 を教えて もらっていた。一人の発想が ３人で共有化 しなが ら、区の役割 を知 った り、

衛 生面での注意が必要な ことを理解 した りしていた。

（6）参 考 に した図書 ・資料 、Ｗｅｂ、等

１）図 書 ・資料

山村武彦監修 『災害 ・状況別防災絵事典』ＰＨＰ研究所

藤吉洋一郎監修 『いのちを守 る ！災害対策大百科 ３』 日本図書セ ンター

秋 山滋 『みてわかる災害にそなえる本 ２ ・４』岩崎書店

防災行政研究会監修 『わた しの防災サバイバル手帳』ぎ ょうせい

横 山裕道構成 『地震なんで も質問箱 ３ ・４』 ア リス館

名古屋裕 『ぼ くの街に地震 がきた』ポプラ社

国崎信江 『じしんのえほん』ポプラ社

国崎信江 『こども地震サバイバルマニュアル』ポプラ社

『大地震が学校 をおそった ら １～ ３』学研

手島悠介 『大地震 が学校 をおそった』学研

やまだ良二 『くらしの地震対策』 ぎ ょうせい

２ ） Ｗｅｂ

品川区 http: //www. city. shinagawa. tokyo. jp/hp/menu000007800/hpg000007748. htm

2009．12．25

６　児童の感想 と 「キー ・コン ピテンシー」育成への解釈

（1） 児童の感想
・	 わた しは、最初、家族 とはなれている時 に大地 しんにあって しまった ら、 どうしてい

いかわか らない し、きっ と泣いているだけだ と思いま した。みんなで、こんな困ること

が起 こる、を話 し合ってい るとき、防災セ ンターのえい画みたいにな ると思 うとこわ く

てたま りませんで した。で も、みんなの調べたこ とを聞いてみ ると、けっこ う品川 区に

はいろいろなものが用意 されてい ることがわか りました。だから少 し安心 しま した。 （Ｉ
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男 ）

・	 生活 に必要な もの調べ を していて、学校の中に用度室があることを初めて知 りま した。

あの部屋の中に、あんなにた くさんの ものがあるのでびっ くりしま した。3000人 分 もの

食べ物があるのは ものす ごく多いよ うな気 もするけど、い ざとなる と足 りないくらいな

のか もしれないな、 と思いま した。 （Ｎ子）

・	 本で調べるのが楽 しかったです。ガラスがわれて しまった時に くつをはいた り、くつ

がなかった らどうす るか、がい くつ もの本 にのっていま した。同 じことやちが うことも

書いてあ りま した。 また、地 しんの本 を読んでみたいです。 （Ｒ男）
・ シ ョッピングセンターで大きな地 しんがきた ら、いろんな売 り場があるか らなんで も

手 に入るか らだい じょうぶだ と思 っていま した。 でも、やっぱ り家族に会 うことがいち

ばん したい ことだ と思いま した。家族が心配 なので家いがいのところで地 しんにあった

ら品小に行 こ うと、お母 さん と話 しま した。 （Ｓ子）
・	 トイ レは こわれた ら、外で してもいい と思 っていま した。 でも、病気がはや る原 因に

なることがわかったので、学校 の校庭 には トイ レが うまっているのだと思います。 品小

は今工事を してい るけ ど、工事が終わった らきっ とまた新 しい トイ レもうめると思いま

す。 （Ｙ男）

（2） 「キー ・コ ン ピテ ンシー」 育 成 への解 釈

本単元では、それぞれの グループのテーマ について調べた り発表 した りす るための情報

収集 ・意思決定を しなが ら、災害時の情報収集 ・意思決定についての知識 を得て表現す る

学習をす るこ とができた。 グループで意見を交流 しなが ら情報を集めた り、展示す るため

の作品作 りを した りす ることが児童 にとって情報収集や意思決定の体験 となった。また、

３年生の児童の生活や感覚 とかけ離れた一般的な内容 を調べた り発表 した りす るのではな

く、 ３年生の現在 の知識 と行動力を最大限に発揮 して一人で どう行動すればよいか、 とい

う調べ学習にす ることが、 ３年生の段階での社会性 であると捉えた。 どこへ行ったら食べ

物 を手に入れ られ るのかなどを友だちと調べなが ら、地域社会が真剣 に災害時の対策を講

じていることを知ることが、社会に興味をもち、主体的に参加 しよ うとす る態度につなが

っている と考 えられ る。複数の図書か ら集めた情報 についてどちらがいいか相談 した り、

組み合 わせて表現 した りす る姿か ら、「知識 ・情報 を収集 し熟考 ・評価 し表現 ・コミュニケ
ーシ ョンすること」の能力を育成す ることができた。

７　授業実践 を終 えて

児童 は、この単元の学習を毎時間心待 ちに していた。 また、地震 関連の図書資料を休み

時間にまで手に取った り、朝の 自由読書の時間に読む本に選んだ りす る児童 も多くみ られ

た。 これは、単元 の導入 に区の防災セ ンターにある３Ｄシアターで地震 シミュ レー ター体

験を した ことと、児童 が実際によく行 くシ ョッピングセ ンターで家族 と離れている時に大

地震 に合った とい う身近で具体的な状況設定を行った ことが、 ３年生の発達段階に合 って

いた。

課題 をつかむ過程では、大地震後の生活の ようす を想像す るために学級全体で話 し合い

なが らマ ッピングを行 い、個 々の ワークシー トに書きた していった。一人ではイ メージを

広げることができず課題 をつかむ ことが難 しい児童 も、友 だちの意見 を聞いて再度 ワー ク

シー トに記入することを通 して調べ るテーマ を明確す ることができた。また、資料 を探す

過程では、まず図書室 で児童の手で探 し、それ らの本に加 えて地域の図書館 か ら集 めた も

のを用意 した ことで、 さらに学習への主体性 が高まっていった と考え られ る。 この ような

意欲が、期間を決 めた 「もしも大地震にあった らどうする ？」キャンペーンでは、展示 し

た 自作の資料の前 に立ち見に来た人 に自ら話 しかけ説明す る姿 とな り、学習の推進力 とな

っ てい た。	 （品川区立品川小学校　蜂須賀　美菜）
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第 １部　 第 ５章　 第 ８節

フィール ドワークを活用 し表現力を高める調べ学習の授業

天災は忘れ た ことにや って くる、で も大丈 夫

１　授業実践のポイン ト

児童の身の回 りにはい ろいろな犯罪、 自然災害な どがある。普段 は遠い存在 だ と思 いが

ちだが、今年の夏 はさまざまな 自然災害が起 こり、実際に巻き込まれた児童 も存在 した。

しか し、身の回 りに起 こ り得 る犯罪や 自然災害をやみ くもに怖が るばか りではなく、災害

に対処する能力があることを知 らせ、生 きのび る方法を児童 に身につ けさせておきたい。

そのため、まず は図書館資料やイ ンターネ ッ トを使った調べ学習を行 った。また、資料で

得た知識 を確認す るために、警察 ＯＢや保護者の方に協力 していただき、地域 のフィール

ドワー クも行 った。わかった ことは ２ ・３年生の児童や保護者に発表 した。 これ らの活動

を通 して、「キー ・コン ピテンシー」 を育成する授業 を行 った。

２ 「キー ・コ ン ピテ ンシー 」 を育 成す る学 習

授業実践は、平成21年 ９月15日 か ら12月22日 にかけて行 った。授業を行 った学校は

荒川 区立第一 日暮里小学校である。研 究の対象 とした学年は第 ５学年 （21名）である。 こ

こでは、５年 １組の授業実践の内容 を紹介する。５年 １組 は男子16名 、女子 ５名の構成で

ある。

（1）「キ ー ・コ ン ピテ ンシ ー」を育 成す る学 習 の単 元計 画 （全17時 間）

第 １次　 課題意識 をもち、学習計画 を立て る （１時間）
・ 夏休み 中に起 こった災害、犯罪の資料をあげ、関心 をもつ。
・ 知っていること、調べてみ たい ことをあげ、課題 と調べ る計画 を立てる。

第 ２次　 調べ学習 （４時間）
・	 課題別に ４つのグループに分かれ、図書資料やイ ンターネ ッ トを使 った調べ学習 を行

う。
・ 調べたなかか ら必要な情報 とそ うでない情報 を取捨選択する。

第 ３次　 プ レゼ ンテーシ ョンに向けて、発表の練習や フィール ドワークを行 う （５時間）
・ 学級内で調べ学習を行って分かった ことを知 らせ合 う。他のグループの発表を聞いて

疑問に思った ことな どを伝 え合 う。

・ 今後の計画を立てる。
・	 警察のＯＢ

、保護者 とともにフィール ドワー クに出かける。それぞれの観 点か ら見学

して くるよ うにす る。

・ 警 察 の Ｏ Ｂにイ ンタ ビュー を行 う。

・ 提示 す る資 料 を作 成す る。

・ 発表原稿 の作成や発表練習を行 う。他 のチームと見合い、低学年 にもわか る内容 にな

っているか確認す る。

第 ４次　 プ レゼ ンテーシ ョン （２時間）
・ 屋台村形式で行い、 自分たちの意見 を説 明す る。
・ 見学者 からの意見を聞 く。
・ プ レゼンテー シ ョンを終えて、また、学習を行っての感想 を話 し合 う。
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（2）授業時間の生み出 し

総合 的な学習の時間で12時 間、学活 の時間に夏休みの出来事を児童が発表す ることに １

時間、調べ学習 を行 う前に、国語の時間を使 って調べ学習の方法 を学ぶ ことに １時間、中

間発表会の前 に国語の 「ポスターセ ッシ ョンをしよ う」の単元を学習 してその方法を理解

し、ポスター を作成す るのに ３時間を生み出 した。

３　 「キ ー ・コ ン ピテ ン シー」 を育成 す る学 習 と能 力観 との関連

（1）	 「キー ・コ ン ピテ ンシー 」 との 関連

①　相互作用的に道具を用いる （Ｂ知識や情報を相互作用的に用いる）

②　異質な集団で交流する （Ｂ協力する能力）

③　 自立的に活動する （Ａ大きな展望のなかで活動する）

（2） 中教審答申 「思考力 ・判断 力 ・表現力」、「言語活動の充実」 との関連

Ａ　 「思考力 ・判 断力 ・表現力」 との関連

Ａ－ ４ ：情報 を分析 ・評価 し、論述する

Ｂ　 「言語活動の充実」 との関連

Ｂ－11： 体験 したことや調べた ことをま とめ、発表 し合 う	 （家庭、特別活動、総合的な

学習の時間等）

（3） 学習指導要領 との関連

Ａ　総合的な学習　 情報 の収集 ・整理 ・発信

４　課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び

（1） 授業の概要

調べ学習では、 ４つのグループに分かれて学校図書館 の資料やイ ンターネ ッ トでの検索

を中心に行って きた。学校図書館 の資料 では足 りない部分 もあったが、図書館指導員 が地

域 の図書館か ら資料 を集 めた り、消防署や警察署が出 しているパ ンフ レッ トや リー フレッ

トを集 めた りしていたため充実 した調べ学習 を行 うことができた。

調べ学習を終えてか らは、それ まで行 ってきた調べ学習の内容を学級の仲間 と伝 え合 う

活動 を行 った。統一テーマを決めた後は各 グループでの作業 となっていたため、他 のグル
ープの仲間が どのよ うなことを調べているのかわからない。 また、発表方法 もどの ように

すればよ り効果的なのか、お客 さんの反応 を見たい、 とい う声が上がっていた。 自分た ち

の調べに自信 をもっているグループも、そ うでないグループ も他そのグループの発表 に興

味津々であった。他 グループの発表 を聞 く際には、「なぜだろ う」「自分だった らこ う行動

す るのに」 とい う疑問をもって聞 くよ うに指導 した。また、発表 を聞いている児童の様子

をメモす る担 当を作 り、 どんな内容 に興 味をもって聞 き入 っていたのか、本発表に向けで

どの ような工夫をすれ ば良いのか、グループ内で話 し合 うよ うに した。

そのなかで、新 たな疑問や 、もっ と自分の身近な地域 のことも調べたい とい う声が上が

ったので、地域をそれ ぞれのグループの 目線 で視察す るフィール ドワー クを行 うことに し

た。

（2）授業の流れ

１）ね らい

調べ学習を行 った後 で、身近な地域のよ うす を見学 しに出かけた。登下校や放課後 など

に何気な く通 る道路や遊び場 には、 どのよ うな思いがけない危険が潜んでいるのか、 自分

の課題 に合 った観点で見学 した。 自分の課題 には関係 ないことも気になって しま うが、今

回は触れない よ うにさせ、情報の取捨選択の能力を伸ばす。

２）児童の活動の流れ
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①　 教師の指示
・ これまで調べてきた内容 をもとに、実際にフィール ドワークを行 うことを告げる。

・ 学区域を ４つに分け、 ５～ ６人の グループを構成す る。

②　 地図を参考に、自分の見学場所 を確認す る
・ 自分の調べてい る内容か らグループご とに決 めた観点で

見学す ることを徹底 させた。

③　 警察Ｏ Ｂの話 を聞 く
・	 調べ学習 をして疑問に思った ことを警察の方 にイ ンタビュ


ー させた。


④　 グループごとに話 し合 う
・ プ レゼ ンテーシ ョンの場面で、低学年の児童 に対 して どの

よ うな発表 を行 えばより自分たちの知識 を伝 えることができ 図 １　 フィール ドワー ク

るのか、内容を話 し合わせ た。

（3） グルー プでの絞 り込まれたテーマ
・ ス トップ ！ザ ・犯罪

ス リや誘拐な どに合わないためにす るには ？

・ 小 さくしよ う ！台風被害

日本の夏に必ずやってくる台風。台風をな くす ことはできないけれ ど、被害を小 さ

くす る方法は必ず あるはずだ。 どんなことに気 を付 けれ ばいいのだろ う？

・	 ぼ くたちは、生きのび るんだ ！

ぼ くたちは、地震大国 とよばれ る 日本に住んでい る。地震が来 ると、火事 も起 きる

とい う。大地震が来た らどのよ うに行動すれば生きのびることができるのだろ う？
・ す るな、お こすな、交通事故

保健の時間に学習 した	 「交通事故 を防ご う」をもとになぜ交通事故は起きるのか ？

どうすれ ば防 ぐことができるのか ？考 えた。 たくさんの人に伝 えたい。

図 ２　提示資料

（4） グルー プでの協同的な活動 と表現 ・コ ミュニケー シ ョンの実際
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上記 のグループの中で、 ここでは 「小 さくしよう ！台風被害」の実践を取 り上げる。

１）グループでの協同的な活動の流れ

①　 グループのテーマを絞 る。

②　 知っている事柄か ら仮説を立て る。

③　 テーマに沿 った資料 、記事、イ ンターネ ッ トの情報 を収集する。

④　 結論 を言 うために必要 な情報 を取 り出す。

⑤　 プ レゼ ンテーシ ョンのかたちを決める。

⑥　 プ レゼ ンテーシ ョンのシナ リオ、構成を考 える。

⑦　 プ レゼ ンテーシ ョンの流れ と分担を決める。

⑧　 意見交換会を開き話 し合 う。 （市民 性を育成す るための コミュニケー シ ョン）

２）グルー プでの表現のかたち

図 ３　 プ レゼ ンテー ションで使用 したポスター

３）グループでの表現物作成に至るまでの コミュニケーシ ョン

ここでは、「小 さくしよう ！台風被害」 グループの活動 を紹介す る。

Ａ男 ：教科書で、台風 の進路の学習 を した ときに強風で曲がった鉄塔の写真 を見たよ。

Ｂ男 ：本当に、風で鉄塔が曲が るのかな ？鉄 ってす ごくかたいんだ よ。

Ｃ子 ：台風が直撃す るとりんご農家 は収穫前の りんごがみんな落 ちて しまって、収穫 がで

きな くて困るとい うニュースを見たことがあるよ。

Ａ男 ：台風が ２つ一緒 にや ってきて、大きな被害を受けたこ ともあるんだって。台風 って、

雨が強いイメージだった けれ ど風 も強 くなるんだね。 このへんはあま り台風の被害

はないけれ ど、台風が直撃 したら怖いな。

夏か ら秋 にかけて、日本には南の海か ら台風がやって くることを理科の時間に学習 した。

また、 ２学期 には大型 台風接近のため、学校が休校 になったこともあった。本 グループの

児童 はその ことを思い出 し、調べ学習の課題 を 「台風か ら身 を守る方法」にす ることに決

めた。
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Ｂ男 ：でも、なぜ台風は起 きるんだろ う。台風を止めることはできないのかな。

Ｃ子 ：自然のものだか ら、止めることはできないん じゃないかな。

本で調べた ら、台風の発生す る理 由がわかったよ。私 たちの力では とても止 めるこ

とはできないんだね。

Ａ男 ：じゃあ、ぼ くたちは台風か ら逃れ ることはできないんだね。台風が直撃する とどん

な被害があるのかな。

Ｃ子 ：本 で調 べ てみ よ う。

児童 は、学校 図書館 の資料で台風が発 生す るしくみを調べるメンバー と、イ ンターネ ッ

トを使 って台風が 日本に くる道筋 を動画で調べ るメンバーに分かれて調べは じめた。その

なかで過去に台風 で どの ような被害がもた らされたか とい う資料 も見つけ、驚 きの声をあ

げなが らメモを取っていた。

Ｃ子 ：よく天気予報で 「風速」 と聞 くけれ ど、詳 しい内容 がわかった よ。風速60ｍ になる

と、鉄塔が曲がるほどの強 さなんだって。

Ｂ男 ：風 の力 で家が倒れた り、列車が倒れた りす ることもあるんだね。人間が吹き倒 され

ることもあるんだ。

Ａ男 ：大きな台風 が来る と、学校 な どに避難す ることがあるみたいだね。学校 は丈夫にで

きているだろ うか ら、安心なんだろ うね。

台風被害か ら身 を守るために、学校の体育館 に避難す る人 々の姿 をテ レビのニュースで

見たことのあるＡ男か ら、「学校 は台風 の被害か ら免れ、安心できる場所である」とい う意

見が出た。台風のほか、地震な どの大 きな災害が起こると学校に避難す ることがあると他

の児童 も意見を出 した。そ こで、建物が丈夫であるだけでな く、学校には備 蓄倉庫 とい う

ものがあ り、生活 してい く上で必要なものがた くさん収納 されてい ることを伝 え、備蓄倉

庫の中を見学す ることに した。

Ｃ子 ：倉庫の中は意外 と広 くて、毛布や乾パ ン、水、簡易 トイ レなんかもあったね。 これ

だけあれ ば、何 日間かは過 ごせ そ うだね。

Ａ男 ：台風だけ じゃな くて、地震 などの災害が起きた ときも、学校 の体育館 に避難す るよ

ね。そ うい う時のためにきちん と準備 され ているんだね。

Ａ男 ：学区内を見学 して、台風 のときに危険な場所がい くつか見つかったよ。意外 とベ ラ

ンダに物 を置いている家が多かった し、工事現場の資材 も危 ない と思ったよ。

Ｂ男 ：歩道橋 なんかも危 ないね。強風で飛 ば された ら大 けがをするよ。

Ｃ子 ：避難できそ うな場所が、学校以外に もあった よ。みんなは知 っているのかな ？

備蓄倉庫を見学す ることで、児童は防災のための施設が身近に存在することに気 が付い

た様子だった。そ こで地域 を観察するフィール ドワークに出かけ、 自分たちの近 くに防災

の拠点 となる場所がないのか確認することに した。また、地域 ごとに強風や大雨の時に気

を付 けな くてはな らない場所 も分担 して探 してくることを決 めて見学 に出かけた。 フィー

ル ドワー クは保護者や警察ＯＢが付き添い、災害が起きた ときに気 を付ける場所 を教 えて

くれた。児童は身近な地域に、まだ気付いていないことがた くさんあることを知 り、細か

く地図に書き込んでいた。

それぞれが調べた情報 を持 ち寄 り、発表方法を話 し合って、低学年 にわか りやすい よう

にイ ラス トや天気 図を使って発表す ることを決 めた。紙芝居形式で行い、実演やクイズを

取 り入れて楽 しみなが ら知識 を身につけることができるように したい とのね らいだった。

（5） 参考 にす る図書 ・資料 、 デー タ （Ｗｅｂ）等

１）図書 ・資 料
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深光富士男 『日本 を守 る安全のエ キスパー ト② 自然災害を くい とめる⑤犯罪や交通事故を

防 ぐ』学研　 2006．2．1

秋山滋 『みてわかる災害に備 える本①災害はや ってくる②地震にそなえる③火災をふせ ぐ

④災害か らのサバイバル』岩崎書店　 1996．2

川邊重彦総監修 『安全 な学校生活 を考える本 ４交通事故 か ら命 を守 ろ う①歩行 ・乗 り物 ６

火事 ・放射能か ら命を守 ろ う７地震 ・津波 ・火 山活動か ら命を守ろ う８暴風雨 ・落雷 ・豪

雪か ら命 を守 ろ う』小峰書店　 2002．4．10

高野 尚好 『大地震が学校 をおそった ら１学校 でのひなん と備 え ２行事 ・通学中のひなん と

備 え ３家庭 ・外出先のひなん と備 え』学研　 1996．2．22

山村武彦 『危険か ら身を守 る　災害 ・状況別防災絵事典』ＰＨＰ研究所　 2005．8．19

森 田正光 『ぼ くもわた しも気象予報士』　 学研　 2006．2．6

２ ） Ｗｅｂ

文部科学省地震調査研究本部 http://www. jishin. go. jp/kids/index2. html 2009. 12. 21

気象庁 http://www. jma. go. jp/jma/kids/ 2009. 12. 21

総務省消防部 http://www. fdma. go. jp/html/life/sonaete. html 2009. 12. 21

東京消防庁 http://www. tfd. metro. tokyo. jp/lfe/bou_topic/jisin/life00. html

2009．12．21

荒 川 区 役 所 http://www. city. arakawa. tokyo. jp/kinkyu/hisai. htm 2009. 12. 21

５　情報を論理的に発表する授業

（1）授業の概要

プ レゼ ンテーシ ョンは保護者、 ２～３年生の児童 を対象に して行 う。低学年 の児童が対

象 とな るので、よ りわか りやすい内容 になるよ う話 し合いを進めてきた。制限時間10分 間

で各ブースで発表を行 うとい う屋 台村方式での発表 とした。その内容 には言葉で説 明す る

だけではなく、劇や クイズ、体験活動を取 り入れ、低学年 の児童 も飽 きずに発表を見 るこ

とができるよう工夫 した。また、発表後の感想 の交流 によ り、 自分たちの学習が低学年 の

児童の役 に立った ことや これか ら万が一災害 に巻 き込 まれた ときに どのよ うに行動すれ ば

よいのかわかった ことを実感 させ る。

（2） 授業の流れ

１）ね らい

グループ ごとに調べた内容を効果的に発表す ることで、仲間に防災 ・防犯の方法 を伝 え

ることができる。

２）準備


各 グループで作成 した資料、劇で使 う道具、筆記用具 （体育館 で行 う）


３） プレゼ ンテーシ ョンの原稿

プ レゼンテーシ ョン原稿 グループ名 （小 さくしよう ！台風被害 ）

Ａ男 ：（ナ レーター役） 「日本 に台風が近付いてきま した。テ レビをつけてみま しょう。」

Ｂ男 ：（住人役） 「へえ～、台風が来てい るんだ。」

テ レビをつ ける。

Ｃ子 ：（アナ ウンサー役） 「風速48メ ー トルで、家が倒れて しま うくらい大きい台風で し

ょう。」

Ｄ男 ：（アナ ウンサー役）「風 の強い台風が近付 いて来た ときは、高い建物やブロック塀な

どの近 くには行かない よ うに しま しょう。避難す るときも周 りから物が とば されて こ

ないか注意 して、油断 しないよ うに しま しょう。」

Ｂ男 ：「そんなに強い風が吹 くんだ。大変だ。学校に避難 しなくちゃ。非常袋 も用意 しな
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くちゃ。 誰 か につ め て も らお う。」

体験 ：非常袋に入れたほ うがいい物はこの うち どれで しょう？

２～ ３年生 に非常袋 をわた し、必要だ と思 う物をつ めて もら う。

用意す る物

タオル ・テ ィ ッシュ、 工具 、懐 中電 灯 、 ロ ウソク、水 、食 べ物 、救急 箱 、 ラジ オ

ゲ ーム 、本 、 マ ンガ本 、 人形 、お か し、 リュ ック

Ｃ子 ：「本 当に必要な物は、タオル ・ティッシュな どのいつ も使 う物、工具、懐中電灯や

ロウソク、水、食 べ物、着替 え、救急箱 、ラジオな どの情報手段です。あま りつめす

ぎると重 くなって しま うので注意 しま しょう。」

Ｃ子 ：「ま た、外 へ 出 る ときは傘 を ささず 、 レイ ン コー トを着 る よ うに しま し ょ う。」

クイ ズ ：なぜ 傘 を ささず に レイ ン コー トを着 るの で しょ うか。

１　大事な傘が こわれて しま うか ら。

２　傘が風に飛ばされ て しまって 自分 も周 りの人にも危険だか ら。

どちらだ と思いますか。

Ｂ男 ：「答 えは ２番 です。 ぼくも傘を さして外に出た ときに、強い風にあお られて しまっ

たことがあ ります。 とても危険だ と思いま した。みなさんも気 を付けて くだ さい。

Ａ男 ：これでぼ くたちの発表 を終わ ります。わかったことや感想があった ら教 えて くだ さ

い。

図 ４　プ レゼ ンテー ション

６　児童の感想 と 「キー ・コンピテ ンシー」育成への解釈

（1）児童の感想
・ 企画か ら調べ学習まで全てのこ とを 自分たちでや り、だめなところは切 り捨てた りし

て最後にま とまった発表 ができた と思います。 だい じな ところを伝 えてい るときは、観

客の 目が興味津々に光っていたの を見て うれ しく思いま した。 この学習 を して、災害へ

の対策な どを考 え直 していきたい と思いま した。家に帰 ってからはお母 さんな どにこの

ことを話 して、家族 で対策 を考 え直 していきたいです。 （Ａ男）

・ ２年生や ３年生がぼくたちの発表を聞いて 「へ え～」や 「なんで ？」 と言っていま し

た。質問に答えると、「そ うなんだ」や 「ちゃん と準備 しよ う」 と言 う声が聞 こえ、ちゃ

ん と伝わったな と感 じま した。 自分にも、ためになることがいっぱいありま した。帰っ

－151－



た らお父 さんやお母 さんに調べたことを伝 えたいです。そ して、調べたことを これ か ら

も生活 に生か していきたいです。 （Ｂ男）
・	 今 回の勉強 をして、台風はこわい と最初は思っていたけど、早めに準備 をして、テ レ

ビを見た り、 ラジオを聞いた りすれば、けがを した り命 を落 とした りしない とい うこ と

がわかったので、勉強を してよかった と思いま した。 （Ｃ子）

・ 警察の方 と一緒 に地域 をまわった り、イ ンタ ビューを した りして本やインターネ ッ ト

で

調べただけではわか らなかった ことがわか りま した。外 か ら見えに くい ところでは遊ば

ない ように気 をつ けていきたい と思います。 （Ｄ男）

（2） 「キー ・コ ン ピテ ンシー 」育 成へ の解 釈

これまでの教師主導型 の調べ学習 とは異な り、児童は 自分が直接関わるであろ う災害に

どのよ うに して立ち向かえばよいのか、 自分たちで仮説 を立て、調べ、体験 を通 して考え

ることができていた。Ａ男は学習の終わ りに、一緒に課題 を追求す る仲 間がいたか らこそ、

今 回の ような発表 をす ることができた とつぶやいていた。他のグループのメンバー も、 自

分たちの一番伝 えたい ことをどのよ うにすれ ば伝 えるこ とができるのか、何度 も話 し合 っ

ていた。低学年 の児童が発表の対象だ とい うことを意識 し、 どの ような流れにすれば 自分

たちの発表が通用 し、言いたい ことが伝わ るのか、グループ ごとに発表の練習をしあい、

工夫点 を伝 え合 う姿 も見かけた。

学習 を始 める以前は災害は遠 くで起きるものであ り、 自分にはふ りかか らないのではな

いか と考える児童や、も しも災害が起きて もだれかが何 とか して くれ る、助けてくれ ると

い うよ うに受け身 に考 えていた児童が多かった。 しか しＣ子のよ うに、調べ学習 を行 った

り、実際に地域 を歩いてみた りす るなかで、 自分 も災害に合 うか もしれないが、対処す る

方法 を身につけ、早めに対策 を行 った り情報 を集 めておけば助か ることができるとい うこ

とを理解できた児童 もいた。また、フィール ドワー クやイ ンタビュー を通 して、万が一の

ときを想定 して 自治体が救援物資を準備 していた り、犯罪 を未然に防 ぐために努力 して く

れている大人がいた りす ることも知 ることができた。 Ａ男や Ｂ男 の発言か ら、災害に対す

る知識 を身に付 けることと、早めに対応す ることで、 自分の身を 自分で守 るこ とがで きる

のだ とい うことを理解 していたこ とが分かった。 さらに、低学年に 自分たちの発表が伝 わ

った ことを喜ぶ とともに、家族 とも話 し合い をもちたい と述べてい ることか ら、今回限 り

の学習ではな く今後大 きな災害が起 こった時にどの よ うに対処 した らよいのか、本学習に

おいて身につけた知識 を生か していくこ とができる と感 じていることも分かった。学習を

終 えた児童の上記の ような感想か ら、知識 ・情報を熟考 ・評価 し、表現 ・コ ミュニケーシ

ョンしていることを解釈できる。

７　授業実践を終えて

ふ だんはなかなか 自分か ら積極 的に発言することのない児童が、低学年の前で発表す る

とい う機 会に意欲的に立 ち向かっている姿 を見 ることができた。 自分の中に、本 当に人に

伝 えたい ことが出て くると、 どの児童 も一生懸命 聞き手に向かって語 りかけることがで き

るのだ と感 じた。 また、自分たちで情報 を集 め、発表方法 を考える活動の中ではチーム ワ
ー クが必要 とな り

、仲 間同士で作業 を分担 した り、助け合 った りしなが ら活動 を行 う姿を

多 く見か けた。そんななかで、 自分の調べに 自信をもって どうどうと発表することができ

る児童 を育成することがで きたのではないか と考える。学習を終 えた感想が、満足感 あふ

れ る内容であったことが印象的だった。

（荒川区立第一日暮里小学校　塚越　奈津江）
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第 １部　 第 ５章　 第 ９節

コ ミュニケーシ ョンか ら自己肯定感を育てる授業の開発

夢 と希 望の未来の ため に、いまわ た しにで きる こ と

１　授業実践のポイン ト

近年、学校教育におけるキャ リア教育の充実が今まで以上に求 められ てい る。新学習指

導要領の総則 、総合的な学習の時間、特別活動の各解説 にも、キャ リア教育の必要性 が明

示 されている。

自分が生きてい く上で、 目的や 目標 を もつ ことはとて も大切なことである。 目的 も目標

もな く、ただなん とな く時間をむだにす ご していた ら、人生は後悔の多い、つま らない も

のになって しま うであろ う。 「なん とか なるだろ う」で過 ご していては、 自分 らしい生き

方 、自分 に しかできない生 き方は、到底できるものではない。

自分の人生を切 り拓 くためには、まず夢や希望をもつ こと、その夢 に対 して努力 を惜 し

まぬ こと、その夢 を実現す るために粘 り強 く生 きるこ とが とても大切 である。 しか し、努

力 を続 ける中で、 自分 に限界を感 じた り、 「こんなこ とが何の役に立つ のだろ う」 と考え

ることは、往 々に して誰 にで もあ りがちなこ とである。そ こで、夢を実現す るために努力

を続 けることのできる児童 を育成 したい と考 えこの授業を実践 した。

小学生の ころは、まだみんなた くさんの夢 をもっている。 「今勉 強 してい ることが、将

来役にたつ」 と考 えている子 どもも多い。 しか し、その思いは、年齢が進むにつれて うす

れ、 目標 を見失 う者 も少な くない。事実、2006年 Ｐ ＩＳＡ型調査にお ける 「学校の授業 は

将来に役立つ」 とい う問いに肯定的に回答す る 日本の生徒 の割合は決 して多 くはない。

そ こで ここで は、『自分史』 を作 る活動 をきっか けに、「学校の授業 は将来 に役立つ」

と考える根拠 にな る情報や材料 を探す活動 を した。 さらに、自分で集 めた情報 をもとに話

し合 い、 コミュニケーシ ョンを通 して 自分の考えを練 り上 げ高める活動 をした。 これ らの

活動 を通 して、知識や情報を相互作用的 に用いる能力、及び コ ミュニケーシ ョン能力 とい

った 「キー ・コンピテンシー」 を育成す る授 業を行った。

２　 「キー ・コンピテンシー」 を育成す る学習

授業実践は、平成21年11月16日 か ら平成22年 １月18日 までにかけて行 った。授業 を行っ

た学校 は、寄居町立桜沢小学校 ６年 １組 （男子10名 女子17名 計27名 ）である。

（1） 「キー ・コンピテ ンシー」 を育成する学習の単元計画 （全 ３時間）

第 １次　 課題意識 をもち、調べる計画をたて る。 （１時間）
・ 「今勉強 してい ることが、将来役にたつ と思 うか」の意識調査 をす る。
・ なぜ そ う思 うかを考 え、友 だちに伝 え られ るよ うにす る。
・ どんな説明が説得力があったか発表す る。
・ 具体的な例を示 し、 よ り説得力のある説明をす るための調べ学習の計画をたて る。

第 ２次　 調べ学習 ：家庭学習で対応す る。
・ 自分の親な ど、身近な人 に聞いてみ る。
・ いろいろな職業の人に聞いてみ る。
・ 伝記やエ ッセイか ら、自分の考 えの根拠 になる表現 を見つ ける。

第 ３次　 コミュニケーシ ョンとま とめ （１時間）
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・ 自分 の調 べ た成 果 を発 表 し合 う。

・ 発 表 を聞 い た感 想 をま とめ る。

・ 自分 史 をつ くる。

第 ４次　 自分史を紹介 しあ う。 （１時間）
・ 自分史を紹介 し、感想 を話 し合 う。

（2） 授業時間の生み 出 し

学級活動 の時間 ２時間をあてた。調べ学習、情報収集は家庭で行 った。また、『自分史』

つ くりは、冬休み の課題 とした。

３　 「キー ・コンピテ ンシー」を育成する学習 と能 力観 との関連

（1） 「キー ・コンピテンシー」 との関連

①　 相互作用的に道具 を用い る （Ｂ知識や情報を相互作用的 に用いる）

②　 異質な集団で交流す る （Ｂ協力 して活動す る）

（2）　中教審答申 「思考 力 ・判断力 ・表現力」、「言語活動の充実」 との関連

Ａ　 「思考力 ・判断力 ・表現力」 との関連

Ａ－１　体験か ら感 じ取 った ことを表現す る。

Ａ－４　情報を分析 ・評価 し、論述す る。

Ｂ　 「言語活動 の充実」 との関連

Ｂ－11　体験 した ことや調べ たことをま とめ、発表 し合 う。

（3）　学習指導要領 との関連

特別活動 （５） 自己の生 き方 についての考 えを深 め、 自己を生かす能力 を養 う

４　現在の 自分 と向き合 い、課題 を明確 にす る授業

（1）　授業の概要

卒業 を前に、自分 のこれまで とこれ か らの 『自分史』をつ くることを知 らせ る。そ して、

現在 （いま） とい う時間が、『自分史』 の中で どの よ うな意味が あるのかを考 えさせ る。

そのために、「いまあなたがたが勉 強 した りしてい ることが、将来役に立つ と思 うか」 と

問いかける。 ほとん どの子 どもは＜そ う思 う＞と答えるが、中にはそ うでない子 もい る。

そ こで、 「いま学習 してい ることが将来役 に立つ と思 うか、役 に立たない と思 うか」 と

い うテーマで、自分の考 えをま とめ、ロール プ レイによ り相手 に伝 え られ るように した。

更に、相手の意見だけでな く、親や身近な人に質問 した り、伝記やエ ッセイな どの書物か

らも情報 を集 めた りした。 そのことを、 自分の考 えの根拠 に した り、 自分の考えを深 めた

りした。実際のイ ンタ ビューや読書に よる情報収集は、家庭学習で対応 した。

（2）　授業の流れ

１）ね らい

「いま勉強 してい るこ とが将来役に立つ と思 うか」 とい うテーマ について、 自分の考 え

をま とめることができるとともに、 自分 の考えの根拠を明確に し、よ り説得力のある説明

ができるよ うに、情報 を集 め る計画 をたてることができる。

２）準備 と板書計画

・ 準備　 ワー クシー ト

・ 板書計画

いま勉強 していることが そ う思 う（23人）　 どち らか といえばそ う思 う（４人）

将来役 に立つ と思 うか どちらか とい えばそ う思わない （０人）そ う思わない （０人）

友だちに説明できるかな
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３）	 展開

発 問 ・指 示 ・説 明

説明＜卒業 を間近にひかえ、これま

での 自分 を振 り返 るとともに、

自分の将来を考 えて 『自分史』

をつ くります ＞

発問 『ところで、い まあなたがたが

勉強 した り運動 した りしている

ことが、 自分の将来に役立つ と

思いますか』

発問 『友だちか ら＜なんでそんなに

勉強 してい るの ？こんな事が将

来役に立つの ？＞と言われた ら

あなたは何 と答えますか』

指 示 「ワー ク シ ー トに書 こ う」

指 示 「二 人 一 組 で ロー ル プ レイ を し

て み よ う」

発問 『どんな意見が説得力があ りま

したか』

指示 「では、実際の大人は どう思っ

てい るので しょう。小学校の時

の勉強が、今役 に立っていると

思っているので しょ うか。調べ

る計画をたてましょう。」

児童の学習の実際 時間

１　いま勉強 していることって将来役に立つの ？

Ｒ子 「おもしろそ うだな」

Ｋ男 「むずかしいかも」

Ｙ男 「役立つ と思 うな」

Ｍ子 「どんなふ うに役立つか と言われると難 しいけど、 ５分

なんとなく役立つ と思います」

学 級 の 実 態 （11月 、調 査 人 数27人 ）

そ う思 う （23人 ）

ど ち らか とい え ば そ う思 う （４人 ）

ど ち らか とい え ば そ う思 わ な い （０人 ）

そ う思 わ な い （０人 ）

２　 うま く説明できるかな

Ｔ男 「説明 しようとす るとむずかしいな」

Ｒ子 「わた しは100点 が とれ るとうれ しいから勉強 して

いるけど…」

ワー ク シー トに 記 入 す る。

二 人 一 組 に な り、 ロー ル プ レイ を 行 う。

Ａ男 「と に か く今 が ん ば っ て 勉 強 して お け ば 、 し ょ う ら

いぜ っ た い役 に 立 つ よ」

Ｍ ２子 「勉強は社会に出た時に役立つよ。敬語 とか使え

たほ うがいいよ。それに、自分のためになるから勉強 20分

しておいたほ うがいいよ」

Ｈ子 「自分の子 どもに （勉強教えて）とか言われた時に

教 えられないと困るから勉強 したほうがいいよ」

Ｋ男 「お となになって働 きはじめて、その会社で言われ

たことができなかった らはずか しい思いをす るか ら、

勉強 しているんだよ」

Ｓ男 「いい高校に行っていい大学に入っていい会社に入

れ るか ら勉強 したほ うがいいよ」

Ｍ ３子 「お となになって働 くとき、漢字が読めなかった

り計算ができないと仕事ができないか ら、勉強してい

るんだよ」

３　どうすれば説得力のある説明ができるで しょうか

Ｋ子 「目上の人に敬語を使 うとか、会社で計算 をすると

か、具体的な事が入っていたのが良いと思います」

Ｌ子 「自分の子 どもに勉強をきかれた時に教えられない

と困るとい うのは、確かにそ うだ と思いま した」 20分

Ｇ男 「うちの人に聞いてみよう」

Ｈ男 「スポーツ選手の本に書いてあった気がするな」

Ｉ子 「私は保母 さんにな りたいから、保母 さんに聞いて

みたいな」

Ｊ子 「お医者 さんは、いっぱい勉強 していそ うだな」
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４）ワー クシー トの開発

児童 が容易に書 き込めるよ うに、 さらに、次の活動の ロールプ レイにつなげるために、

ふ きだ しに記入す る形のワークシー トに した。

勉強は、社会に出たときに

ね え、何で勉強 しているの ？ す ごく役立つ し、 自分のためにも

いま勉強 していることが、 なるか らしたほ うがいいよ。

将来役 に立つのかな

５　課題解決 のための活動的 ・協 同的 ・表現的な学び

（1）　授業の概要

第 ２次 では、親へのイ ンタビュー は全員 の児童 が取 り組 んだ。 さらに、 自分のあこがれ

の職業の人にインタビュー した り、本 を読 んで ミニ感想文にまとめた児童 もいた。第 ３次

では、それ らの ものを材料 に、 「い ま勉強 している ことは、将来役 に立つ」 と考える根拠

を明確に して、 自分の考えを相手 に伝 えられ るよ うに した。 また、感想 を言 い合った り質

問 し合 った りとい うコ ミュニケーシ ョンを通 して、 自分 の考 えに肉づ けを して、 「いま勉

強 していることは、将来役 に立つのか」の問いに対 して、よ り具体的で説得力のある回答

ができるように した。

（2）　授業のね らい

いま自分 たちが勉強 していることが、将来 どんなふ うに役 立つのかを、調 べたことをも

とに、わか り易 く説 明す るこ とがで きるとともに、他の人の発表 を聞 き、『い ま自分 たち

が勉強 していることが、将来 どんなふ うに役 立つのか』 とい う問いに対す る考えをよ り深

めるこ とができる。

（3）　グルー プでの絞 り込まれ たテーマと活動内容


【身近な人に聞 く】 （両親 ・祖父母 ・兄姉 に質問）

・どんな簡単な作業 でも、小学校 で習 う計算等を使 う。今 は輸入品の化粧品や菓子が多い

ので、英語がわか らない と材料名 が読めず、何でつ くられ てい るのかわか らない。小学校

や中学校の国語の教科書の小説が面白 くて、本がます ます好 きにな り、今 でも本を読むの

が楽 しい。 （母親）

・習い事 を している時 はいや だったけ ど、今になるとや っていて良かった と思 う。友だち

とバ ン ドを組んだ り、趣 味がひ ろがった。 （父親）

・一般 常識の足 し算や 引き算 は使えたけ ど、中学校で習 った因数分解や証明、古文、理科 、

歴 史な どは意味がなかった。 （母親）

【あ こがれの職業の人 に聞 く】 （小児科医のＫ さんの場合）
・まだぼ くが小 さかった頃、朝 ４時に近 くのお医者 さんに行 った時、先生が起 きて診て く

れま した。 こん なことが きっか けで、小児科医にな りたいと思いま した。特別勉強ばか り

していたわけではな く、部活 も遊 び も何事 も熱 中してや りま した。いちばん大切な ことは、

夢 と希望 をもって、 自分の 目標 に向かって邁進す ることです。 これができない人は、努力

が足 りないと思 ってあき らめ ざるをえない。医学の道 を進む なら、ぜひ、クローニ ンの 『城

砦』 とい う本を読んでみて くだ さい。
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【図書資料 で調べ る】

斉藤都 『夢 をそだてるみんなの仕事　101』 講談社　2009．10

図書館員 の斉藤 さんは、子 どものころか ら本が好 きで、小学生 の時、 ４月に教科書が配

られ ると、一 日で全部読ん で しまった こともあるそ うです。 （中略）図書館で働 くよ うに

な り、子 どもに 「何かお もしろい本 ないです か ？」 と聞かれた時、斉藤 さんは昔か らた く

さん本 を読ん でいたか ら、たくさんの本を紹介できたそ うです。だか ら私は、小学生のこ

ろか らやっていた ことは、大人になって役 に立つ と思います。

（4）　	 ・コミュニケーシ ョンの実際グルー プでの協 同的な活動 と表現

１） グルー プでの協同的 な活動の流れ

①　 全員が親 などの身近 な人に	 「小学校や中学校、高校や大学で勉強 した ことが、大人 に

なって役 立ってい るか」のインタビュー を して、イ ンタ ビュー ・カー ドにま とめる。

②　 あこがれ の職業の人 に聞 くグループは、 自分でイ ンタ ビュー したい人 を決定 し、情報

交換 を して、訪問す るグルー プをつ くる。

③　 図書資料 で調べるグループは、 自分が これ までに読んだ ことがあ る本の書名や、読 ん

でみたい人 の情報交換 をして、 自分で読む本 を決める。

④　 実際 に訪 問 してイ ンタビュー した り、本 を読んだ りして、情報 を集 める。

⑤　 インタビュー ・カー ドや ミニ感想文にま とめ、 自分 の発表 の内容をま とめる。

⑥　 ま とめた内容について、発表練習をす る。

⑦　 ４～ ５人の小 グループ （生活班）にな り、それぞれ の方法で調べた結果や 自分 の意見

を発表す る。

⑧　 質問を した り、感想 を述べ合 う。

⑨　 グループ ごとに話 し合いの成果 を発表す る。特に よかった資料 については、クラス全

体 に紹介する。

⑩　 第 １次 に使 ったワークシー トに再度取 り組み、考 えの変化 ・深化 を実感す る。

２）グルー プでの表現のかた ち

情報収集 の段階では、その方法によ りグループを作成 したが、発表の段階 では生活班に

な り、様 々な方法 で調べた結果 を発表 しあった。

工藤公康	 『工藤公康　 僕 の野球塾』 を読 んだＹ男のグループ （図 １）

「工藤 さんは、小 さいころは父親 に、いやいや

なが ら野球 をさせ られていたそ うです。 でも、だ

んだん野球が好きになって、毎 日練習 して、プ ロ

野球選手になれた、と書いて あ りま した。僕 も工

藤 さんの ようなプロ野球選手 にな りたいので、毎

日練習 しています。 これ か らも、 もっと練習 をが

んばって、工藤 さんよ りもっとす ごいプ ロ野球選

手にな りたいです。」

図 １　「工藤 さんの本を読んで …」

３）表現物作成に至るまでの コ ミュニケーシ ョン

第 １次の ロールプ レイでは、「今勉 強 してお けば、大人 になって社会 に出た ときに絶対

に役立つか ら」 とい う具体性 に欠 けた説明 しかできなか った児童が、『ヒカ リくんのスポ
ー ツの コツ絵事典』 とい う本 と出会い

、 「小学校で習 う体育 は、 これ か ら大人になってい

く中で出会 うスポー ツの基本 となるものばか りだって書いてあった よ。 どんな勉強で も、

いろいろな ことの基本 になると思 うよ」 とい うように、 自分の考 えの根拠をはっき りさせ

て、具体的 に自分 の考えを表現できるよ うになった。また、や は り最初の ロールプ レイで、

「大人になって働いて、スーパー とかで計算する ときに、計算ができな くちゃ仕事がク ビ
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になっちゃ うよ」 と答 え、 「でも今の レジって計算 い らない よ」 と質問 され 、返答に困っ

ていた児童 も、ケーキ屋 さんを訪問 し、 「ケー キを作 るだけでな く、箱作 りやチ ラシ折 り

な ど、いろい ろな仕事をコツコツ としていま した。 どんなに小 さいことでも、や ることは

大変なんだな と思いま した。 また、小 さいころか ら夢 をもっていたこと、私たちと同 じよ

うな疑問をもったこともあったこ とを知 りま した。私 も夢 をわすれずに、 どんなに小 さい

ことで もがんばって、人のために役に立つ よ うな人 にな りたいです」 とい う感想が もてる

よ うになった。本や人 との出会 いに よ り、今 自分がやってい ることを、将来の 自分に結び

つ けて考 えられ るよ うになった。

（5）　市民性 を育成す るためのコ ミュニケー シ ョン

グループ全員の発表 を聞いた後、フ リー トークで質問や感想 を話 し合 った。 ほ とん どが

肯定的な意見であ り、対立 した意見や拮抗する場面はなかったが、学校 の授業だけではな

く、運動で も習い ごとでも趣 味でも、いろいろなことを一生懸命や ることが大切だ とい う

意見に集約 されていった。一部の親 の 「役 立たない こともある」 とい う回答に も、「で も、

それが役 に立ってい る人 もいるよね」 「歴史が きらいな人 も、なにかで好 きにな ることも

あるん じゃないかな。 ぼ くは今回 『その時歴 史が動いた。新選組、龍馬編』を読んで、も

っと歴史の本 を読んでみた くなった」 とい うプラス志 向の意見が多 く出た。

Ｍ ３子 「お うちの人は、 ほとん どの家の人が 『役 に立ってい る』 と言ってい るね」

Ｈ子 「歴史は役 に立たないって言 ってた家があったけど、役に立つ人 もいるよね」

Ｒ子 「ピアノの先生は、 ピアノの練習だけを していたわ けではな く、『何事 も一生懸命』

と言 っていたか ら、直接は役 に立たな くて も、何かに役立ってい るのかもね」

Ｔ男 「歴史がき らいな人 も、なにかで好 きになることもあるん じゃないかな。 ぼ くは今回

『その時歴史が動いた。新選組、龍馬編』 を読んで、もっ と歴史の本 を読んでみた くな

ったよ」

Ｍ ４子 「子 どもの頃はいやいやや っているとい う人がけっこ ういるね。私 も空手にいやい

や行 っているけど、役 に立つ こ となんて あるのかな」

Ｙ男 「工藤 さんは、最初はいやいやだった けど、その うちに好 きになった と言っていたか

ら、その うち好きにな るかもね」

Ｍ ４子 「空手の選 手になる気 はないんだけ ど…」

Ｋ男 「うちのお父 さんは剣道 をや っていたけど、姿勢が よくなった り集 中力がついた り礼

儀 が身についた りす るって言ってた よ。空手 も同 じじゃないかな」

第 １次 の ロール プ レイで は、漢 字の読み 書 きや

計算 な ど、直接生活 に必要 な ことが らで考 えてい

た。 しか し、第 ３次 のコミュニケーシ ョンの後は、

「直接役 に立つ かわか らない もの で もい ろい ろな

ことをや ってお いたほ うがいい、今 がんば ってお

けば、大人 になってい ざとい う時にもがんばれ る」

とい うよ うに、 よ り大 きな視 点で物事 を と らえる

ことが でき るよ うにな った。 また、一 見具体性 に

欠 ける よ うな回答 も、 「具体的には ？」 とたずね る

と、 自分が調べた ことや他人の発表 を聞いたことを 図 ２　ロールプ レイの一場面

もとに、具体的に説明できるよ うになった。 （図 ２）
・直接役 に立つかはわか らない けど、視野が広 くなって、いろいろな場面でた くさんの こ

とが考え られ るよ うにな るか ら、勉強 しておいたほ うがいいよ。

・大人になってか ら 「もっ と勉強 しておけばよかった」って言 っている人がい るか ら
、後

悔 しない ように、勉強 しておいたほ うがいいよ。
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・何 で も一生懸命 できる よ うになれ ば、い ざ とい う時に

がんばれ るよ うになるか ら、勉 強 も しっか りや ってお い

たほ うがいい よ。 （教師 ：い ざとい う時 って どんな時 ？）

→ あき らめか けた時 とか もがんばれ る し、夢が変 わっち

ゃっても、い ろい ろな事 を一 生懸命勉強 してお けば、他

の ことで もできるよ （図 ３）。

図 ３　具体 的には ？

５） 参考に した図書や、インタ ビュー した人

早 野美 智代 『ナイ チ ンゲー ル 』 ポプ ラ社　1998．10

工藤 公 康 『工藤 公 康　 僕 の野 球 塾』 講 談社　2006．03

伊藤 年 一 『人物 学習 事 典』 ヘ レン＝ ケ ラー　 学 習研 究 社　2007．04

本 郷 陽 二 『め ざせ ！ワー ル ドカ ップ　 カカ』 汐 文社　2009．11

中井 俊 己 『魔 法 の言葉 』 汐 文社　2006．11

馬場 正 男 『野 口英 世』 ポプ ラ社　2009．03

田中光 『ヒカ リくんの ス ポー ツの コツ絵 事典 』 ＰＨ Ｐ研 究所　2003．07

Ｎ Ｈ Ｋ 『そ の時歴 史 が動 いた。 新 選 組 、龍 馬 編 』 ホー ム社　2006．03

斉藤 都 『夢 をそ だ て るみ んな の仕 事101』 講 談社　2009．10

小児 科 医 の Ｋ さん

ピア ノの先 生 の Ｋ さん

ケ ー キ屋 （Ｓ堂） のＭ さん

保 育士 （Ａ保 育 園） のＭ さん

６　児童の感想 と 「キー ・コンピテンシー」育成への解釈

（1）　児童の感想

・私 は、今学校で勉強 してい ることが将来役 に立つ とい うことは分かっていま したが、正

直何 の役に立つのかあま りよ く分か りませ んで した。 けれ ど、い ろいろ勉 強 した り、本 を

読んだ り、お母 さんやお父 さん と話 を している うちに、少 しずつ分 かるよ うにな りま した。

そ して、いろいろな人 （クラスの中の）の話 を聞いて、みんな夢をもってがんばっている

んだなと思いま した。私 もがんば りたいです。 （Ｙ子）

・ケー キ屋 さんは、ケー キを作るだ けでな く、箱作 りやチラシ折 りな ど、いろい ろな仕事

をコツコツ としていま した。 どんなに小 さい ことでも、や ることは大変なんだな と思いま

した。また、小 さい ころか ら夢をもっていたこと、私たち と同 じよ うな疑問をもったこ と

もあった ことを知 りま した。私 も夢 をわすれずに、 どんなに小 さいこ とで もがんばって、

人のために役に立つ よ うな人にな りたいです。 （Ｎ子）

（2）　 「キー ・コ ン ピテ ンシー 」 育成 へ の解 釈

授業の最初の頃 は、ただ漠然 と 「今勉強 していることは大切だ」 と思 っていた児童 も、

Ｙ子 のよ うに、情報 を収集す ることに よって、 よ り具体的で説得力のある意見 になる とい

うことに気づ くことができた。 このことによ り、知識や情報 を収集 し、選択評価 し、表現

しようとしてい ることを解釈で きる。

さらに、Ｎ子の よ うに、「自分は人 のために役に立つ存在であ る」 とい うことに気づ く

ことができた児童 もいた。 これ は、一人で考えていても容易なことではない。他人 の意見

に共感 した り、他人か ら認 め られた りしてできることである。 このことに より、仲 間 とコ

ミュニケーシ ョンを通 して豊かな関わ り合いを していることを解釈 できる。

これ らの ことか ら、知識や情報 を意 図的に収集 した り、選択 した り、その情報を もとに

表現 し、 コミュニケー シ ョンしてい く能力が高められた と解釈 した。
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７　授業実践を終えて

これ らの学習の後、 自分の夢 を実現す るまでの計画 『自分史』つ くりを行った。 自分 の

夢を もち、また、様 々な人の考 え方や生 き方にふれ ることによ り、具体的な 『自分史』 を

つ くることができた。 さらに、その 『自分史』 を紹介 しあい、お互いのよい ところを認 め

合 う活動 を通 して、 自分の 目標 に自信 をもつ ことがで きた。

先 日、大学院の先生の講演 を聴 く機 会があった。その 中で、 「学力低 下、体力低 下につ

いては言 うけ ど、心の低下については言 わない。昔か ら見れば学力は下がったが、それで

もまだ上位 のほ うだ。それ より心の状態 のほ うが問題 で、＜今学習 していることが将来役

立つ ＞とい う回答は最下位 である。 こっちのほ うが問題 だ」 とい う話があった。

とあるＴＶ番組 による と、人生 の究極 の幸せ とは、 「１ ：愛 され るこ と」 「２ ：ほめ ら

れ るこ と」 「３ ：人の役 に立つ こ と」 「４ ：人か ら必要 とされ るこ と」だそ うだ。今 回の

授業 を通 して、今 の勉強が、 自分のためにな るだけでな く、 「３ ：人の役 に立つ こ と」で

もあ るとい うことに気づいた児童が多かった。豊 かなふれ あい とコミュニケーシ ョンによ

り、 自己肯定力 を高める ことができた。今後 も、 さらに 自分 に自信が もてて、 自己肯定力

を高める指導を していきたい。

（寄居町立桜沢小学校　浅見　幸世）
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第 ６章

中学校における学校図書館活用教育における授業実践



第 １部　 第 ６章　 第 １節

調べ学習を通 して市民性を育成する学習

社会保障制度 を調べよう

１　授業実践のポイン ト

義務教育最終学年を迎 え、生徒は卒業後の進路 を決定す る時が来た。多 くの生徒は上級

学校への進学を希望 し、それに向けての学習に励んでいる。最終的に進路 を決定す る保護

者 を交えた進路相談では、家庭の経済状況が話題 にあがることが多い。 そんな時、奨学金

制度な どについて知 らせ ると進学先の選択肢が広 がってい くことがある。 この ように、私

たちの生活 を支 えてくれ る制度はい くつ もある。 近い将来社会に出てい く生徒に、これ ら

の社会保障制度 に関心を もたせ、社会参加 の意欲 を高 めることは重要な ことである。

そ こで、 よりよい社会 を作ってい くために、社 会保障制度 の現状 と課題 を調べ、プ レゼ

ンテーシ ョンをす る授業 を行 った。複数 の手立てを用いて資料 を収集 し、その資料のなか

か ら何 が必要かを判断 し、聞き手 にわか りやすい表現で発信す る。 これ ら一連の活動を、

生徒同士の話 し合いを通 して行 った。 さらに、学習 のま とめの段 階には、ゲス トテ ィーチ

ャー （藤岡市健康福祉部子 ども課指導主事）を交 えて、 よりよい社会作 りに向けての話 し

合 いを行い、考 えを深 めていった。 これ らの活動 を通 して、 「キー ・コンピテンシー」を

育成す る授業を行 った。

２　 「キー ・コン ピテンシー」を育成す る学習

授業実践は、平成21年 ９月29日 か ら12月 ５日にかけて行 った。授業を行 った学校は

藤 岡市立東 中学校である。研 究の対象 とした学年 は ３年 生で、授 業実践 を行 ったのは ３年

６組 （男子17名 、女子18名 、計35名 ） である。

（1） 「キー ・コンピテ ンシー」を育成する学習の単元計画 （全 ９時間）

第 １次 テーマへ の関心 を持ち、調べ学習 の計画 を立て る （２時間）
・ ビデオ 「小春 ちゃん家の人 々」（企画 ：厚 生問題研 究会　 製作 ：岩波映画製作所　 1996）

を視聴 し、 日本 の社会保障制度 について知 る。 その後、その他 の社会保 障制度には どの

ようなものがあるかインターネ ッ ト検 索によ り調べ る。

・ 日本 の社会保 障制度 の中か ら自分たちの生活 に関係 の深い ものを選び、学級のテーマ

を決める。

第 ２次 調べ学習 をす る （３時間）
・ グルー プに分 かれ、それぞれ のテーマの課題 を見つけ、調べ学習の計画 を立てる。
・ イ ンターネ ッ ト検索、図書資料、聞 き取 りな どで資料を収集す る。

第 ３次 調べ学習 のま とめ とプ レゼ ンテーシ ョン資料 を作成す る （２時間）
・ 効果的な発 表の仕方 を考 え、資料 を作成す る。 （課題解決 のための活動的 ・協 同的 ・

表現的な学び）

第 ４次　 プ レゼ ンテーシ ョン、お よびま とめの話 し合い を行 う （２時間）
・ 調べた内容を、資料 を使い説 明す る。
・	 調べ学習や各 グループの発表 、ゲス トティーチャーの話か ら、 自分の考えを持 ち、意

見交流、お よび発表 を行 う。 （調べた知識 ・情報 を道具 と して使用 しての コミュニケー

ション）
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（2）　授業時間の生み出 し
・ 総合 的な学習 の時間　７時間、国語 ２時間計 ９時間を利用 した。
・	 第 １次 は総合 的な学習 の時間を使い、福祉 への関心を喚起 し、テーマ選択 につなげた。

第 ２次、総合的な学習の時間の情報 を収集 し、必要なこ とが らを選択 、整理す る活動 、

第 ３次は国語 の 「根拠 をあげて述べ る」 （『伝 え合 う言葉 中学国語 ３年』教 育出版）

に関連づ けた学習 として行った。そ して、第 ４次は、総合的な学習の時間の情報 を他へ

発信 し、それを もとに して生き方 を考える学習 を行った。

３　 「キー ・コンピテ ンシー」 を育成す る学習 と能 力観 との関連

（1）　 「キー ・コン ピテ ンシー」 との関連

①　 相互作用的に道具 を用いる （Ｂ知識や情報 を相互作用的に用いる）

②　 異質な集団で交流す る （Ｂ協力す る。チームで働 く）

（2）　中教審答申 「思考力 ・判断力 ・表現力」、「言語活動の充実」 との関連

Ａ　	 「思考力 ・判断力 ・表現力」 との関連

Ａ－ ２ ：事実 を正確 に理解 し表現す る

Ａ－ ４ ：情報 を分析 ・評価 し、論述す る

Ｂ　

Ｂ

「言語活動の充実」 との関連

－ １ ：レポー トを作成す る

Ｂ－11： 体験 した ことや調べた ことをま とめ、発 表 し合 う

（3）　学習指導要領 との関連

Ａ　総合 的な学習 の時間　 ①福祉②情報の収集 ・整理 ・発信／情報 と日常生活 ・社会

４　 コミュニケー シ ョン活動 を通 して、必要な情報 を判断 し、選択する授業

（1）　授業の概要

社会保障制度 のなかか ら、調べ学習のテーマを六～七つに絞 り込む。 絞 り込みの手立て

として話 し合いを行 う。 生徒が もってい る情報を出 し合い、それ をも とに、 自分たちに よ

り身近で関わ りの深い制度 は何かを判断 し、決定す る。 その後、 自分の興味 ・関心のある

テーマ を選び、同 じテーマを選択 した生徒 を集 めてグルー プを編成 した。

（2）　授業の流れ

１）ね らい

話 し合 い活動を通 して、多様な情報の中から必要 な情報 は何 かを判断 し、選択す る能力

を育成する。

２）準備と板書計画

・ 準備 イ ンターネ ッ ト検索で 日本の社会保障制度 について資料を収集 してお く。
・ 板書計画
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３）展開

発 問 ・指 示 ・説 明

指示	 『前の時 間 に調 べた社 会保 障制度 には どの よ うな も

のが あったか発 表 して くだ さい』

説 明 〈以下 、公 的扶助 、社 会福祉 、公 衆衛 生 につ いて 具

体的な制度 をあげ させ る〉

中心発 問 『これ らの中か ら、特 に私た ちに 関わ りの深 い

制 度 を六～七 つ くらいに絞 って 調べ 学習 を して い

きます。 調べ たい と思 う制度 をあ げて くだ さい。

その理 由 も発 表 して くだ さい』

（中学 ３年 生の 生徒 に直接 関わ ってい る制度 もあ

る し、近 い将来 、生徒 が必ず遭遇 す る制度 もある。

そ こで、今 か ら知 ってお い てほ しい制度 を絞 り込

み、詳 しく調 べ させ たい と考 えた。 また 、絞 り込

む際 になぜ それ が必 要な のか理 由 を明 らか に した

上で決 定 させ たい と考 え、上記 の発問 を した。 な

お、制度 については大 まかな内容 を説明 した）

発 問 『Ｂ君 の言 った こ とについ て関係 のあ る制 度 は何 だ

と思い ます か』

指示 「みん なの経験 か ら出て きた話 を聞い てい く と、み

んなに 関わ りの深 そ うな制度 は 、年金 、健康 保険 、

生活 保護 、教 育扶助 、後期 高齢者 医療制 度 ・介護保

険 、雇用保 険 、奨学金 制度 がそれ にあ たる と考 え ら

れ ます。 これ をテー マ と して調べ 学習 を行 ってい き

ます」

説 明 〈奨 学金 は社会保 障制 度 とは異 なるが 、生徒 には身

近 な もので あるので 、調べ 学習の テーマ に入れ るこ

とにす る〉

指示 「自分 の調べ たいテ ーマ を決 め、同 じテ ーマ の人 た

ちを集 めて グループ を作 ります」

説明 〈なぜ調 べた いのか 、理 由を明 らか に してテ ーマ を

選 ばせ 、グル ープ を編 成 した。班 に よって ２～ ６人

と、人数 の ば らつ きが出た が 、その ままで調 べ学習

を行わせ る こととす る〉

指示 「次回 は班 ごとに調 べ学 習計画 を立てます」

生徒の学習の実際 時間

１．社会 保障制度 を確認 しよ う。

Ａ男 ：「大 き く分 けて社 会保険 、公 的扶助 、社会

福祉 、公衆衛生 の四つが あ ります 」 10分

Ｂ男	 ：「社会保 険 には医療保険 、年 金保険 、労働

災害保 険、介護保 険があ りま した」

２． テ ー マ を絞 り込 も う。

Ｃ子 ：「詳 しい ことはわか らないけれ ど、年金 と

い う言 葉 は よ く聞 きます。 お ばあち ゃん も も

らってい る と言 ってい ま した。 年金 は調べ た

方 がいい と思 います」

Ｄ男 ：「兄 が二十歳 になっ た ら年 金を払 うよ うに

な る と言 って いた けれ ど、い くらく らい払 う

のか な。年 金 につ いて詳 しく調 べて お く必 要

が ある と思 う」

Ｆ男 ：「けがを して 医者 にか かった時、保 険証 を

出 した よ。 だ か ら健 康保険 は今 の僕 達 に も関

わ って い ることだ と思い ます 」

Ｇ女 ：「家 にはお じい ちゃん とお ばあ ちゃんがい

るの で、介護保険 が気に な ります」 25分

Ｂ男 ：「最近 リス トラにあ って生 活が苦 しくな っ

た人が 増 えた よ うだけ ど、お金 が な くて生活

でき るの かな。 そ の家の子 どもは高校 に行 け

るのか な」

Ｈ男 ：「生活 保護 じゃあない のかな」

Ａ男 ：「高校へ 行 くの に、奨学金 とい うのがあ る

って聞 いた け ど、公 的扶助 の教 育が それ に 当

た るのかな」

Ｃ子 ：「キ ッズ ｇｏｏ で検 索 した ら失業 な どの保

障 もあ りま した。仕 事が な くなって も生活 が

で きる制度が あるよ うです」

（中略）

３．調べ 学習の グル ープを決 めよ う。

Ｇ女 ：「お じい ちゃん、おばあ ちゃんがい るか ら、

や っぱ り介護保険 が気にな ります」

Ｂ男 ：「高校 はお金 がかか る と聞いた ので、奨学 15分

金 を調 べてみた い」


（以下略）
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４）ワーク シー トの開発

『日本の社会保障制度 を調べ よう』 ワ ー ク シ ー トＮｏ．１

３年 ６組　 氏名

どんな制度がある？ ○社会保 険 ・医療保険 ・年金保険 ・労働 災害保険

・介護保 険

○公 的扶 助 ・生 活 ・医療 ・教 育 ・住 宅 ・出産

・生業 ・葬 祭 ・介 護

○社会福祉 ・心身障害者 ・児童 ・老人 ・母子家庭

○公衆衛生 ・対人保健 ・環境保健

私たちに関わ りの深い制度 ◎ 医療保険

はどれ ？ ・サ ッカーでけがを して病院に行 った時、受付で保 険証 を出す

その理由は？ よ うに言われ た。 だから医療保険は今の 自分 にとって も必要

な制度だ と思 う

調べる社会保障制度 ①年金　 ②健康保険　 ③生活保護　 ④教育扶助

⑤後期高齢者医療制度 ・介護保険　 ⑥雇用保険

⑦奨学金制度

調べてみたい制度は何 ？ ◎健康保 険

その理 由は？ ・病気や けがの時に、保険証 を出す と治療費が安 くなるが、

ど うしてそ うな るのか知 りたい と思 ったか ら

・も し、 この制度がなかった ら、治療費はいくら払わなければ

ならな くな るのだ ろ うか

５　課題解決のための活動的 ・協 同的 ・表現的な学 び

（1）　授業の概要

グループでの調べ学習の成果を授業参観 で発表す るためには、 どの よ うな表現方法が効

果 的かを相談 し、それを もとにプ レゼ ンテー シ ョン資料 の作成を行わせ た。プ レゼ ンテー

シ ョンの方法は グルー プによってポスター、新聞、Ｑ＆Ａ方式等 が出された。いずれの場

合 も調べたことが らが正確 に伝わ るよう、記述の仕方 、 レイアウ トな どを考えるように指

示 した。 また、発表原稿 も中学 ３年生 にも理解で きるよ うに、なるべ くわか りやすい言葉

を使 って書 くよ うに させた。

（2）　授業のね らい

それぞれ のグル ープで調べたことが らや話 し合 った こと、課題等 を、正確 に伝 えるた め

のプ レゼンテー シ ョンの方法 を話 し合い 、それ に したがって資料作成 を行 う。

（3）　グルー プでの絞 り込 まれたテーマ と活動内容

自分の調べたいテーマ を選び編成 したグループで学習 を行った。聞き手の興 味 ・関心 を

ひきつ けるため、 グループ ごとにテーマ にふ さわ しいキャ ッチコ ピーを工夫 させた。

以下、テーマ、キャ ッチ コピー、活動 内容の順 に紹介す る。
・ 年金 「年金 キミた ちが大人 になる前に」

国民全員 が加入 しなければな らない国民年金 について内容、加入手続 き、給付額な どを

Ｗｅｂペー ジや 図書資料 、パンフ レッ ト等で調べ た。その結果 を、新聞形 式で紹介 した。
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・ 健康保険 「健 康保険知 らせ隊」

国民健康保険について、図書資料や市役所の担 当に問い合わせ を行いなが ら具体的な加

入方法、問題点等を調べ、新聞形式で紹介 した。
・ 生活扶助 「生活助 け　 未来明 るく～知 ろ う　生 きよ う　助け合お う～」

厚生労働省のホームペー ジを見た り、市役所に問い合 わせ を行 った りして、 どのよ うな

場合に生活保護 の対象 とな るのか、 どの くらいの金額 は給付 され るのか、 さらには申請

方法 も調べ、新 聞形式でま とめ発表 した。
・ 教育扶助 「知 ろ う ！教育扶助」

教育扶助 の歴史、対象者、手続 き、給付額な どを文部科学省のホームペ ージで検索 した

り、図書資料 を用いた り、 さらには市役所の担 当に問い合わせ を した りして調べた。そ

れ を、新聞形式 にま とめ発表 した。
・ 後期高齢者 医療制度 ・介護保険 「後期高齢者医療制度 ！！介護保険」

老人 に関わる二つの制度について、その内容や加入方法等を市役所 の担当に問い合わせ

をして調べた。また Ｗｅｂペ ージか ら、これ らの制度に対す る一般の人の意見を見つけ、

課題 を提示 した。それ らを、模造紙に書き、発表 した。

・ 雇用 ・失業保険 「雇用保 険 知 ってお こ うよ」

もしリス トラされた ら、 とい う前提の もとに、 どの よ うに保険が適応 され るのかを厚生

労働省等の Ｗｅｂページか ら調べ、模造紙 に書き、発表 した。
・ 奨学金制度 「Ｗｈａｔ’ｓ　奨 学金制度 ？」

藤 岡市 と群馬県の奨 学金制度 を、Ｗｅｂペー ジで調べた。 また、他に利用 できる奨学金

はないか調べ、その団体についての紹介 も行 った。プ レゼ ンテーシ ョンの方法 としては、

調べたこ とが らを模造紙 に書 くとともに、説明を Ｑ ＆ Ａに して聞 き手に伝 えた。

（4）　グループでの協 同的な活動 と表現 ・コミュニケー シ ョンの実際

１） グループでの協 同的な活動の流れ

①　 グループで調 べる項 目を考 える。担 当す る制度 について、 自分たちが知 りたい ことが

らをあげる。 自分がその制度を利用す るとした ら、 どんなことが分かればいいかを考 え

させ る。

②　 ①で決 めた項 目に関 して、班員で分担 して調べ学習 を行 う。

③　 資料 は、なるべ く自分の言葉で要約 しなが ら収集す る。また、必ず出典 を明記す るよ

う指導す る。資料は複数の ものを用 い、信憑性 を高める。

④　 具体的な手続 き等は市役所 の担 当者 に手紙で問い合 わせ る。

⑤　 専門的な言葉が多 く使 われてい るので、班員の意見を聞きなが ら言葉 の解説 を付 け加

えた り、わか りやすい言葉 に置 き換 えた りす るよ うに させ る。

⑥　 調べた ことが らをわか りやす く伝達す るための方法 を話 し合 う。

⑦　 ⑥ にそって資料作成、および発表原稿の作成 を行 い、発表練習 をす る。

⑧　 授業参観 で、友だち と参観者に向けて調べた ことや意見を発表する。

⑨　 プ レゼ ンテー ション、およびゲス トテ ィーチ ャーの助言を もとに しなが ら、よ りよい

社会を作ってい くために自分た ちが どのよ うに考 え、行動 していった らいいのかについ

て話 し合い活動 を行い、意見をまとめ る。

２）	 グルー プでの表現 のかたち

奨学金制度について調 べた班の掲示資料 、お よび発表 のシナ リオ を紹介す る。
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発表シナ リオ （一部抜粋）

Ｉ男 （質間者）：奨学金制度って どんな制度なん

ですか？

Ｊ 子 （解説者）：経済的な事情で勉強を続けるこ

とが難 しい場合 に、授業料など

のお金を支援 して くれる制度で

す。

Ｋ 子 （質問者）：じゃあ奨学金て誰でももらえる

んですか ？

Ｌ 男 （解説者）：そ うではありません。奨学金の

種類や県 と市などで違 うことが

あ りますが、藤岡市では市内に

１年以上住んでいる人、学力優

秀、礼儀正 しく健康な人、学校

に通学する期間が ２年以上の学

校。経済的な理由によ りお金 を

払 うのが難 しい人が もらえます。

（略 ）

図 １　掲示用資料 「奨学金制度の内容」 Ｉ男 （質問者）：市や県以外の奨学金制度はある

のかな ？

Ｌ 男 （解説者）：他には 日本学生支援機構やあ し

なが育英会等があります。ちな

みに、ほとん どの先進諸国では

奨学金は返済 しな くてもいいの

だそ うですよ。

図 ２　発表時のようす

３） グルー プでの表現物作成に至 るまでの コミュニケーシ ョン

奨学金制度 を調べ たグループのプ レゼ ンテー シ ョン方法決定までのよ うす を紹介す る。

Ｍ 男 〈グループ リーダー）：発表の方法は どうにす る ？

Ｊ子 ：掲示物は大 きい方が見やすいか ら、模造紙 に書いて貼 った らどうかな。

Ｋ 子 ：それが いいね。私たちは藤 岡市 と群馬県の奨学金制度の ２つ を調べたんだか ら、そ

れが比較 したかたちで見 られ るといいね。

Ｍ 男 ：発表の原稿 も書かな くてはならないけれ ど、 どうしよ うか ？

Ｌ男 ：掲示資料 を読むだけでは印象に残 らないん じゃないかな。

Ｍ 男 ：どんな方法に した ら、印象 に残 るかな ？

Ｊ 子 ：劇みたいに、質問す る人 と答 える人 に分かれ て台詞 を言 うようにした らおも しろい

ん じゃない ？

Ｉ男 ：お もしろそ うだね。それ に しよ う。

Ｍ 男 ：では、掲示資料 を作 る人 と発 表の台本 を作 る人 に分かれ て作業 を進 めてい こう。

以上の よ うに、生徒 は話 し合い活動 を通 して、よ り効果的な発表方法 を見つけ出 してい
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った。 さらには、班員が役割分担をす ることで、作業効率を上 げることもで きた。

（5）　市民性 を育成するためのコ ミュニケー シ ョン

各グループの発表後、ゲス トテ ィーチ ャーを招いてま とめの学習を行 った。

最初 に、他の班の発表 を聞いての感想 を、新 たに作ったグループで発 表 し合 った （シェ

ア リング）。 そこでは、いろいろな保障制度 によって私 たちの生存権が守 られてい ること

に気づ き、その制度 を支 えてい るものが税金であ り、納付金 であることが分かった等の感

想 がだ され た。

さらにゲス トテ ィーチ ャーの説明 （藤岡市が教育に どのくらいの税金 を使 ってい るか、

藤 岡市の子育て事業 など）を聞いた り、担任 による諸外 国 と日本の税金の比較 のグラフ提

示 を確認 した りしたのち、 自分の考 えをまとめ、意見交流 を行 った。 ゲス トテ ィーチャー

は 「藤岡市では市の予算 の16％ を教育 に当ててい る。藤岡市ではなぜ この ように子育て

に力 を入れてい るのか」 とい う問いを生徒 に投 げか けた。 それ に対 して生徒 は、 「しっか

りとした知識 を身に付 けた大人になってほ しいか らだ」 「生活 に困 らないよ うになっても

らいたいか らだ」 「少子化 を防 ぐためだ」 「その人が 立派 にな り有名人 になれ ば、 出身地

である藤 岡に人が大勢来 て、市の経済が活発になる」 などが出された。 ゲス トテ ィーチ ャ
ー か らは

、 「みんなの よ うにきちん と考 えて くれ る人 がい るか ら藤 岡市は大丈夫」 とい う

言葉 もいただいた。 また、そのほかに 「社会保 障制度 がな くなった らど うなるか」 「こん

な制度があった らいいのに」 「社会に出た時、 自分 は どの よ うに した らいいのだ ろ うか」

とい う視点 か らも考 えをだ させ た。 「制度 がな くなった ら生存権 が脅 か され る」 「日本 は

外 国 と比べて扶助が少ない。 で も、税金が少ないのだか ら仕方ないのか もしれ ない」 「社

会 に貢献で きる大人にな らな くてはいけない」等 が意見 として出 された。生徒 はこの話 し

合 い活動 を通 して、 よ りよい社会 を作っていくためには、 自分た ちも社会の一員 として積

極 的に社会 に関わっていかなけれ ばな らないことに気付 くことができた。

（6）　参考 に した 図書 ・資 料 、Ｗｅｂ、等

１）図書 ・資 料

山本礼子監修 『Ｑ＆Ａでわか る ！これか らの年金 どうな るの ？』 汐文社　 2005．12

子 ども社会保 障研究会編 『学ぼ う ！社会保障　 －小学校 高学年か らの社会保障読本－』

ぎ ようせい　 2004． ２．10

坂上順夫監修 『健康保険 って何 だろ う？健康な くらしと法律』ポプラ社

2009．11．11

細谷俊夫 ・奥 田真丈 ・河野重男編集代表 『教育学大事典』第一法規　 1979． ２．20

秋 山仁 ・か こさとし ・永原慶二 ・西本鶏介監修 『ポプ ラデ ィア』 ポプラ社　 2002． ７

群馬社会保険事務局運営課 「群馬の年金Ｎｏ．２６」　 2009．10

群馬県後期高齢者医療広域連合 「長寿医療制度 の しくみ」2009． ４． １

２ ） Ｗｅｂ

藤岡市役所 http://www.city.fujioka.gunma.jp/ 2010.1.5

群馬県健康福祉部 http://www.pref.gunma.jp/bukyoku/08 _kenkoufukushikyoku.html 2010.1.5
群馬県教育委員会 http://www.pref.gunma.jp/bukyoku/17 _kyouikuiinkai.html 2010.1.5
厚生労働省雇用保険 http://www.mhlw.go.jp/bunya/koyou/koyouhoken.html 2010.1.5

厚生労働省職業安定局 http://www.hellowork.go.jp/html/info _1_h 2010.1.5
文部科学省 http://www.mext.go.jp/ 2010.1.5

社会保険庁 http://www.sia.go.jp/ 2010.1.5

独立行政法人 日本学生支援機構 http://www.jasso.go.jp/ 2010.1.5

あしなが育英会 http://www.ashinaga.org/index.php 2010.1.5

キ ッ ズ ｇｏｏ http://kids.goo.ne.jp/ 2010.1.5
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６　生徒の感想 と 「キー ・コン ピテ ンシー」育成への解釈

（1） 生徒の感想
・	 今回社会保障制度 を調べてみて、正直、まだ中学生の私には全然関係 のないこ とで、

遠 い将来の ことか と思 っていた けれ ど、社会保障制度 とは、教育のことや生活 のことな

ど、来年の ３月 で義務教育を卒業す る私に とって もとて も必要な ことだ と気づいた。（中

略）藤岡市のお金の使い道 を見てみ ると、私たち子 どもへの支払 いが とても多いことに

ビック リした。それだ け期待 を背負 ってい るのだか ら、私は市や 県や国に貢献できる大

人になろ うと思 うし、ならなければいけないのかな と実感 した。 （Ｆ子）
・	 普段何気 な く生活 してい るなかで、まだよく理解で きていない制度や法律がた くさん

あるので、少 し戸惑い を覚えま した。 （中略）誰 もが安心 して暮 らせ る社会 を、私た ち

の税金で支えてい くとい うのは とて もよいことであ り、当た り前の ことだと思いま した。

だか らこそ、ニュースな どで報 じられ ているよ うな 「税金 の無駄遣い」は決 してあって

は な らない ことだ と思 いま した。 この国の未 来の子 どもたちのために も……。 （Ｊ子）

・ 私たちの班 は健康保 険について調べま した。 インターネ ッ トを使 った り市立図書館 に

行って資料を調べた りして、た くさんの ことを知 ることがで きま した。それ をもとに班

での話 し合 い も うま くい った と思います。発表 もみんなで協力 してできま した。 （以下

略） （Ｎ子）

（2）	 「キ ー ・コ ン ピテ ン シー」 育 成 への 解 釈

大人の保護下にある生徒 に とって、Ｆ子のよ うに社会保障制度は 自分 には関係ない と思

っていた生徒は多い。 しか し、 自分 を支 えて くれている大人はそ の制度 を活用 してお り、

生徒 も間接的 にその制度 に関わっているのである。今回の学習 を通 して、多 くの生徒は Ｆ

子や Ｊ子のよ うに社会 を支 える相互扶助に気づ き、 自分 もその一翼 を担 っていかな けれ ば

な らない と考 えるよ うになった。

生徒は、調べ学習 を通 して得た知識や情報 を道具 として活用す ることで表現力が豊か に

な り、 コミュニケーシ ョンも円滑に行 えることに気付いた。 また、異質 な集 団での コミュ

ニケーシ ョン活動 を通 して友だ ち等 の多様な考 えにふれ 、自分 の考 えも深 め、 より豊かな

表現ができるよ うになった。Ｎ 子の よ うに互いに協力 して、チームでものご とを成 し遂げ

る楽 しさも感 じ取ったよ うである。 これ らの ことか ら、生徒は、知識 ・情報を熟考 ・評価

し、表現 ・コ ミュニケーシ ョンを深 めてい った と解釈 できる。

７　授業を終えて

義務教育 を終える中学 ３年生の生き方指導の集大成 として、社会の一員 としての生き方

を考 えさせたい と常々思っていた。人 はひ とりでは生きていけない、互 いに支 え合って暮

らしが成 り立っている。 こんなことに気づかせ るきっか けとなれ ばと思 い、今 回の授業 を

行 った。言葉 は難 しいが、いずれ はその制度 に関わ りを持 ち、その恩恵 にあず かってい く。

制度 を支 えるものは、われわれ一人一人 である。幸せ な生活 を送 るためには義務が ともな

い、責任 も果た さな くてはな らない。 この学習 を通 して生徒 はよ りよい社会を作 ってい く

ために、今、そ して将来 自分が何をすべ きなのか を考えるよ うになった と思 う。

また、 自分の意 見を発 表す るのが苦手 な生徒が、情報 を根拠 とした り、友達 の考えを活

用 した りす ることで表現力を高 めることができたことは、この実践の成果である。

（藤岡市立東中学校　金谷佳奈子）
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第 １部　 第 ６章　 第 ２節

知識 ・情報を深め合い、地域社会に役立てる授業の開発

地域の公共図書館 と連携 して

１　授業実践のポイン ト

今、市民性 の学習の現場 においては、地域社会 と具体的に どう関わるかについて調べ学

習の指導計画上の内容や手立て等が充分ではない とい う課題がある。 そこで、 この授業実

践では、知識 ・情報を相互作用的 に用いて深 め合 う 「キー ・コンピテ ンシー」 を育成 し、

将来に遭遇 しうる トラブル をどう解決すべきかを調べ る学習 において （単元名 「調べよ う ！

トラブル解決法」）、調べた内容 を地域社会 に役立てる授業を開発 し、地域社会 との具体的

な関わ りを明確 にした。具体的 には、学校図書館 を通 して地域の公共図書館 と連携 し、次

の三つの手立てを設定 した。

第 １は、地域の公共図書館 と連携 して、論理的に情報を整理 し発信す ることである。 具

体的には、「リーフ レッ ト」 （キャッチ ・コピー、危険性等の消極面、解決策等の積極面、

三つ以上の出典明示等の筋道立てた ４内容 をもつ）に生徒が情報 を整理 し、情報の送 り手

として、 この リー フレッ トを地域の公共図書館 に約 １ヶ月間展示 した ことである。 この リ
ー フレッ トをつ くる過程においても

、グループ ごとのテーマに応 じた図書資料や情報 につ

いて リファレンスを受 けた り、学校図書館 のみでは準備できない図書資料 について約 １ヶ

月間の団体貸出を受けた りす る等、地域の公共図書館 との連携 を充実 させた。

第 ２は、地域の公共図書館 と連携 して、効果的に情報が届いたかを確かめることである。

具体的には、「ア ドバイス ・カー ド」 （よい点 ・改善できる点等の ２内容をもつ） を リー フ

レッ トの展示期 間中に地域 の公共 図書館に設置 し、情報 の受け手である地域住 民等か ら、

情報の送 り手である生徒にフィー ドバ ックができるよ うに した。

第 ３は、地域 の公共図書館 との連携 を契機 に、情報の送 り手 と受け手が情報 を深 め合い、

地域社会に役立てることである。具体的には、「交流の場」を工夫 し、地域の公 共図書館に

おけるリーフ レッ ト展示に至るまでの間に、 リーフ レッ トを改善 し合 うため、生徒同士の

意見交換や保護者 の授業参観等の場 を設定 した。また、 リー フレッ ト展示後 は、改善 した

リー フレッ ト集 を図書資料 として、学校 図書館や地域の公共図書館に保管 し、今後の学校

や地域社会の学習活動、情報の交流等 に役 立てるよ うに した。

これ らの活動 を通 して 、 「キー ・コン ピテ ンシー」 を育成 す る授 業 を行 った。

２　 「キー ・コンピテ ンシー」を育成す る学習

授業実践は、伊勢崎市立赤堀 中学校 において平成21年 度 ９月８日か ら12月14日 まで行

った。対象学年は ３年 （６学級）である。 ここでは総合的 な学習の時間において全 クラス

で協働 して実践 した内容 について紹介す る （男子112名 、女子108名 、計220名 ）。

（1） 「キ ー ・コ ン ピテ ンシー 」 を育 成す る学 習 の単元 計 画 （全10時 間）

第 １次　 課題 の設定 （２時間）
・ 「将来 に遭遇 しうる課題を どう解決すべきか」とい う共通の学習課題や見通 しなどをつ

かんだのち、 ４～ ５名 ほ どのグループごとに個別の課題 を見つ ける。

第 ２次　 情報の収集 （２時間）
・ 学校 図書館や地域の公共図書館 を活用 して、必要な情報を要約 した り引用 した りす る。
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第 ３次　 情報の整理 ・分析 （２時間）
・情報を論理的に整理 し発信す るため四つの内容 （キャッチ ・コピー、危険性等の消極面

解決策等の積極面、三つ以上の出典 明示） についてグループ内で確認 し合 う。

第 ４次　 情報の生徒 同士による深め合い （１時間）
・中間検討会を行い、生徒 同士で情報の共有や意見の交換を して、考 えを深 め合 う。

第 ５次　 家庭 ・地域 に発信する （２時間）
・保護者参観の授業でグループごとに調べた内容を発表 し家庭等か らア ドバイスを受ける。
・ 地域の公共図書館 の文化祭に リー フレッ トを展示 （10月21日 ～11月18日 ） した後、

地域等か ら受けたア ドバイスを振 り返る。

第 ６次　 調べた内容 を地域社会 に役 立てる （１時間）
・ 家庭 ・地域か らのア ドバイスをもとに リー フレッ トを改善 して冊子化 し、学校図書館や

地域の公共図書館 の保管資料 に して学校や地域社会 の学習活動に役立てる（２月に保管）。

（2）　授業時間の生み出 し

総合 的な学習の時間10時 間を利用 した。

３　 「キー ・コンピテンシー」を育成する学習 と能力観 との関連

（1）　「キー ・コンピテンシー」 との関連

①　 相互作用的 に道具 を用い る （Ｂ知識や情報を相互作用的に用いる）

②　 異質 な集 団で交流する （Ｂ協力する能力）

（2）　中教審答申 「思考 力 ・判断力 ・表現 力」、「言語活動の充実」 との関連

Ａ　 「思考力 ・判断力 ・表現力」 との関連

Ａ－ ２ ：事実 を正確に理解 し表現す る

Ａ－４ ：情報 を分析 ・評価 し、論述する

Ｂ　 「言語活動の充実」 との関連

Ｂ－ ２ ：論述す る

Ｂ－11： 体験 した ことや調べたことをま とめ、発表 し合 う （家庭 、技術 ・家庭、特別活

動、総合的な学習 の時間等）

（3）　学習指導要領 との関連

Ａ総合的な学習 情報の収集 ・整理 ・発信

４　課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び

（1）　授業の概要

この授業は、知識 ・情報 を熟考 ・評価 し、表現 ・コミュニケーシ ョンす る能力を伸ばす

ため、生徒が収集 し整理 ・分析 した情報について、家庭や地域に発信する前に、生徒同士

で深 め合 うことを内容 としている。授業の展 開では、まず、作成 した リー フレッ トをもと

に各 グループが情報の送 り手 として発表 を行 う。発表 を視聴す る情報の受 け手 はア ドバイ

ス ・カー ドに質問や意見な どを書 き留める。 このア ドバイス ・カー ドには、共通の観点で

生徒が考えを深 め合 うよ うにす るため、ア ドバイスの観点 として、情報を論理的に整理 し

発信す るための四つの内容 （キャ ッチ ・コピー、危険性等の消極面、解決策等の積極面、

三つ以上の出典 明示）等を示 してある。次に、全 グループの発表後 、ア ドバイス ・カー ド

に書き留めた内容 を付箋紙 にま とめ各グループの机上の リーフ レッ トに添付す る方法で、

互いに考えを伝 え合 う。 さらに、添付 された意見に対す る各班での検討や添付 され た意見

に対す る学級全体での確認 を行 い、 リー フレッ トのま とめを行 うよ うにす る。

（2）　授業のねらい


互いに考えを交流 して、調べた情報を リーフ レッ トに効果的にま とめることができる。
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（3）　グルー プでの絞 り込まれたテーマと活動内容

①　 自然災害や環境変化 に どう対処すればよいのか。

地震や水害、火山噴火 、台風等の 自然災害 とそれぞれへの対処法。災害はいつ どこで起

きるか不明な ことと 「備 え」の方法。オ ゾン層や酸 性雨の現状 と私達 にできること。

②　 薬物に潜む危険をど う回避 した らよいか。

依存症や精神 ・身体障害、急性 中毒等の薬物の害 とその解決策。人 を苦 しめる例 と専門

家 による援助の実際。麻薬や有機溶剤、幻覚剤等 の ドラッグの種類 と危険回避の方法。

③　 食 の安全を どう守れば よいのか。

農作物の内容 と安全な食べ物の選び方。食 品に潜む問題 と安心な食 品の選び方。食の安

全 に関す る問題点 と解決法。有害な物質 と具体的な対処方法。

④　 心身 の病 に乗 り越 え、健康 でいるために どうすべ きか

健康度 の自己チ ェックと運動 ・食事等の解決法。ス トレスの中身 と乗 り越 える方法。

⑤　 登下校時の危険をど う回避 した らよいか

登下校時等における様 々な危険 と安全のための手立て。

⑥　 携帯電話やイ ンターネ ッ トの危 険をどう回避すべきか

ワン切 りや架空請求、不 当請求、出会い系、ダ ウンロー ドサイ ト等、 トラブル の例 と危

険予知 ・回避 ・対処の方法。生命や身体に関す る危険等 と予知 ・回避の方法。

⑦　 悪質商法 トラブル をどう解決 した らよいか

訪問販売や電話勧誘等の手 口と被害にあった ときの対応。

⑧　 詐欺に どう対処すべ きか

オ レオ レ詐欺等 の種類 とその予防方法。ネ ッ ト詐欺や ワン切 り電話等 の危 険 と解決法。

（4）　グループでの協同的な活動 と表現 ・コ ミュニケーシ ョンの実際

１）生徒の活動の流れ

ここではグループ⑦ 「悪質商法 トラブル を どう解決 した らよいか」 を中心に紹介す る。

①　 「万引き ・悪質商法 ・詐欺 ・ケータイ等の危 険性とその解決方法」等か ら 「悪質商法に

ダマ されないためにど うした らよいか」 と仮のテーマ を絞 り合 う。

②　仮 のテーマに沿 って、学校図書館 の図書資料や地域の公 共図書館か らの団体貸 し出 しに

よる図書資料等か ら情報 を収集 し、要約や引用、奥付 をもとに した出典 の明示等 を行 う。

③　リー フレッ トを使 い論理的に情報を整理 し発信す るため、キャ ッチ ・コピー、危 険性等

マイナス面、解決法等プラス面、出典等 の四つの内容 を中心に情報 を分析 ・整理 し合 う。

④　 「悪質商法 トラブルを どう解決 した らよいか」とテーマを定め、家庭 ・地域への発信前

に、生徒同士の中間検討会 を行い、考えを深め合って、 リーフレッ トをまとめる。

⑤　保護者参観の授業で行 う発表会 の準備 として、リーフ レッ トをもとに発表する内容や役

割分担等 を決 める。

⑥　保護者参観の授業において調べた情報 について各学級 でグループ ごとに家庭に発信 し、

家庭等か らア ドバイス ・カー ドまたは口頭 にてア ドバイスを受ける。

⑦　地域 の公共図書館にグループ ごとの リー フレッ トを約 １ヶ月間展示 し、ア ドバイス ・カ
ー ドを通 して、地域等か らア ドバイスを受ける。

⑧　家庭 ・地域等か らのア ドバイスをもとに リー フレッ トを改善 し冊子 にま とめ る。家庭 ・

地域への発信の前後では、典型例 を高齢者向けか ら身近 な若年層向けのものへ改善 した、

典型例 ごとに解決法を整理 した、Ｗｅｂの文献の うち信頼性 のあるものを追加 した、 自分

たちの考 えを追加 した等の改善が見 られ た。

⑨　改善 した リーフ レッ ト集である冊子 を学校図書館や地域 の公共図書館の保管資料 と し

て、提出 し、今後 の学校や地域社会 の学習 に役立てる。

２）グループでの表現のかたち
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悪質商法 トラブルをどう解決 したらよいか

悪質商法と危険性

・誰でも危険 ・違法 と分かるものから普通の取引に見えるものまで様々。

・健康や孤独、金銭 といった不安感につけこんでくる危険性がある。

後を絶たない高齢者をターゲッ トにした手口の典型例

１位　訪問販売 ２位　電話勧誘販売 ３位　 次々販売 ４位　 販売 目的隠匿

・業者が消費者の自宅 ・業者が消費者に電話 ・１人の消費者に次か ら ・商品やサービスの販

を訪問し商品等を勧 をかけて誘い、契約さ 次へ契約 させる販売。 売であることを隠して

誘 ・販売すること。強 せること。強引さや虚 複数商品を契約 させた 消費者に近づ く販売。

引な勧誘や長時間の勧 偽の説明等に危険が り複数業者が契約 させ 不意打ちに契約 させる

誘などに危険がある。 ある。 たりす る危険がある。 ところに危険がある。

↓ 解決方法


１　相手にならない （無視す る）こと


ドアを開けて家に入れない ・誘われても対応 しない ・電話の誘いにのらない、等

２　契約書に簡単にサインしないこと

話の中身を確認する ・その場で即決 しない ・書類の内容をしっか り読む ・はっきりと断る、等

３　被害にあったときは、すぐに契約を解除す る

・クー リング ・オフできる場合期間内に解約、できない場合特定商取引法による取り消し、等

文献①独立行政法人国民生活センター監修　 『悪質商法のすごい手 口』　徳間書店　 2009．5．25 

② ロバ ー ト ・レヴ ィー ン著　 『あ な た も こ う して ダマ され る』　 忠 平 美 幸訳　 草 思 社　 2006．8．4

③佐藤圭吾 ・春 日寛編著　 『悪質商法　被害例と救済法』　 自由国民社　 2005．2．15

図 １　家庭 ・地域への発信前の リー フレッ ト

３）グループでの表現物作成に至るまでの コミュニケ－ シ ョン

ここでは、グループ⑦ 「悪質商法 トラブルを どう解決 した らよいか」のＡ子 ・Ｂ男、グ

ループ⑤ 「登下校時の危険を どう回避 した らよいか」の Ｃ子 を追跡す る。

まず、グループ ごとに リーフ レッ トの内容 を発表 し合 った。 グループ⑦ では、最初にＡ

子が、「悪質商法には、す ぐに危険 ・違法 とわか るものか ら、す ぐには分か らない普通の取

引に見えるものまで様 々なケー スがあ ります。」等、全体の概要を説明 した。そ して、Ｂ男

が、「『悪質商法のす ごい手 口』 のデータか ら、高齢者 をターゲッ トに した手 口の １位 が訪

問販売、２位が電話勧誘販売で、この二つで全体の ９割以上 を占めています。」と典型例 を

詳細に説 明 していた。グループ⑤ では、Ｃ子 が、「私達は どうすれ ば危険を回避できるか等

について発表 します。」 と発表の中心点を最初 に示 していた。

次に、発表が全て終了 した後、互いに受 けたア ドバイス をグループ内で確 かめた。Ａ子

は 「解決方法はクー リング ・オフだけか、 とい う質問がある。 自分たちの知識や経験でも

対応できる解決方法をも う一度 、調べてみ よ う。」と自分の経験等 に結びつけて考えていた。

Ｂ男は 「何が危険か明確 に、とい うア ドバイ スがある。データをもとに、被害例の内容 と

危険性に分けて整理 してみよ う。」とデータを重視 していた。Ｃ子は 「危険に会 った らどう

す るか、 と質問がある。調べ足 してみよ う。」 と内容 を広げよ うとしていた。

そ して、ア ドバイスを参考に リーフレッ トをま とめた。Ａ子は 「『悪質商法　 被害例 と救

済法』に、相手を しない、等、 自分の経験等 からもできる防止方法 が示 されてい る。 きち

ん とま とめよ う。」 とリー フレッ トをま とめ始めた。Ｂ男は 「デー タから、強引な勧誘、虚

偽 、等の危険性 が浮かび上がって くるな。」 とデータをもとに考えを深 めていた。 Ｃ子は、

「い ざとい うとき、とい う項 目を足 して、相手に分かるよ うにま とめよう。」と現実の場面

に即 して、よ り具体的に解決方法をま とめよ うとしていた。
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（5）　市民性を育成するためのコ ミュニケーシ ョン

この授 業 後 、 リー フ レ ッ トを家庭 や 地域 に発 信 し、ア ドバ イ ス ・カ ー ド （よい 点 につ い

て） に よる フィー ドバ ックを得 た。 前 述 の Ａ子 ・Ｂ男 ・Ｃ子 が振 り返 る場 面 を追跡 す る。

Ａ子は、「内容が分か りやす くて素晴 らしい、思わず 目を とめて読んで しまいま した、い

ろいろと工夫 されていて読みやす くなっていた等のア ドバイ スは、 自分たちの活動 に結び

つけると、温か く有 り難 く感 じた。」とフィー ドバ ックの内容 を自分 と関連づけて評価 して

いた。Ｂ男 は、「難 しい課題 を扱 うのは資料調べが大変だったで しょう、悪影響だ けでなく

よい点 をあげ られてい るところがオ リジナル、自分の意見が入 る ともっとよ くなる等か ら、

資料か ら事実を冷静に見 る、事実をも とに考える等が大切だ と思った。」と自らの学習内容

を深 めていた。 Ｃ子は、 「みんなで考え未来社会が安心 して暮 らせ るように して くだ さい、
一人一人の少 しの思い入れや努力が集まればす ごい力になる等か ら

、この学習 は将来や社

会 につなが り、相手 との伝 え合い を深 めるこ とによって社会 に役立つものだ と思った。」と

学習内容 を社会や将来に関連づけて考えを深 めていた。

（6）　参考 にす る図書 ・資 料 、Ｗｅｂ、等

１） 図書 ・資 料

独立行政法人国民生活セ ンター監修　 『悪質商法のす ごい手 口』　 徳 間書店　 2009．5．25

安斎育郎　 『だま し博士の　 だま されない知恵』　 新 日本 出版社　 2008．4．10

ロバ ー ト・レヴィー ン 『あ なた もこ うして ダマ され る』　忠 平美 幸訳　 草 思社　 2006．8．4

佐藤圭吾 ・春 日寛編　 『悪質商法　 被害例 と救済法』　 自由国民社　 2005．2．15

下 田博 次　 『ケー タイ ・リテ ラシー－ 子 どもた ちの携 帯電 話 ・イ ン ター ネ ッ トが危 な い ！』

ＮＴＴ出版　 2004．12．24

飯塚英明監修　 『トラブル解決早わか り　悪徳商法のすべて』　 自由現代社　 1994．11．16

２）　Ｗｅｂ

消費者教育ポー タルサイ ト試行版 （内閣府） 

http://www. consumer. go. jp/portal/lifestage03. html 2009. 8. 7

「よくわかる消費生活」中学生 ・高校生以上 向け 

http://www.consumer.go.jp/seisaku/caa/syohishakyouiku/2007yokuwakaru/ 

2007yokuwakaru. html 2010.1.5

消費生活安全ガイ ド （経済産業省） http://www. no-trouble. jp/ 2010. 1. 5

解決できます 悪質商法のこんな トラブル 

http://www.no-trouble.jp/page?type=gallery&id=1246625844507 2010.1.5

トラブル ファイル2007～ 誰かがあなたを狙 っている～ 

http://www.no-trouble.jp/page?type=gallery&id=1238470197819 2010.1.5

どうす る ！？こんなとき　契約 はよく理解 して慎重 に ！ 

http://www.no-trouble.jp/page?type=gallery&id=1238463922672 2010.1.5

５　調べた内容を地域社会に役立てる

（1）　授業の概要

この授業は、家庭 ・地域への発信後 に、家庭 ・地域か らのア ドバイス （改善できる点 に

ついて）を自分の知識や情報に結びつ けて熟考評価 し、 リー フレッ トを改善す ることをね

らい とす る。改善 した リー フレッ ト集は冊子に して、 ２月 に学校図書館や地域の公共図書

館の保管資料 とし、学校や地域社会 の学習、情報の交流等 に役立てるよ うにす る。

（2）　授業の流れ

１）　	 ね らい

家庭 ・地域のア ドバイスをもとに熟考評価 し、 リー フレッ トを改善す ることができる。
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２）　準備 と板書計画

・準備　 公 共図書館 に展示 した リーフレッ ト、ア ドバイスをま とめた資料、ワー クシー ト

・ 板書計画
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よ
り
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か
く
例
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３）展開

発 問 ・指 示 ・説 明 生徒の学習の実際 時間

発 問 『リーフレッ トを改善するため １　ア ドバイス （改善できる点）を確かめ合お う！

家庭 ・地域か らどのようなア ド ＊グループ⑦のＡ子 ・Ｂ男、⑤のＣ子を追跡する。

バイスがあ りま したか。』 Ａ子 「調べたことだけでなくて、自分な りの意見も入れ 15

るとよいとい うア ドバイスがあるよ。」

Ｂ男 「回避方法や回避先等の解決方法をもっと具体的に

するとよい というア ドバイスもあるね。」

Ｃ子 「調べた内容や 目的を明確にすると相手はもっと分

か りやすくなるとい う意見もある。」 

発問 『各グループでは、 どのように ２　自分たちに当てはめるとどうかな ？

リーフレットを改善 しますか。』 Ａ子 「最後に、感想欄を作って、自分たちの意見を引用

中心発問 『ア ドバイスの内容を自分 文とともに入れてみようよ。」 15

たちの リーフレッ トに結びつ け Ｂ男 「解決方法をより具体的にするために、全体的に一

て考えましょう。』 括 して示 さないで、実際の悪質商法のケースに対応 さ

（情報について熟考評価 させ る） せながら示 したらどうだろうか。」

指示 「主な改善点をワークシー トに Ｃ子 「キャッチ ・コピーをより短 くした り太字で示 した

記入 しましょう。」 りして相手に分か りやす くするとよい と思 う。」 

発 問 『グル ー プ ご とに リー フ レ ッ ト ３　リーフレッ トを改善するぞ ！

を改 善 しま し ょ う。』 Ａ子 「感想欄 を作る所 ・典型例を身近なものに変える所

等に自分たちの考えを入れていこうね。」 20

Ｂ男 「解決方法を前は全体的に示したけれど、今度は、

実際のケース毎により具体的に示 していこう。」

Ｃ子 「まず、一見 して調べた内容や 目的が分かるよ うに、

キャッチ ・コピーを直 していこう。」 

４） ワー クシー トの開 発

・ 下の 「リーフレットの４内容」をもとに 「主な改善点」を記入 しよう

「リー フ レ ッ トの ４内 容 」 「主な改善点」

１　キャッチ ・コピー （伝えたいことを印象に残るひとことで）→ （解決 ！悪質商法 トラブ ル ）

２　 トラブルの内容 （どんな トラブルや危険性等があるか） → （典 型例を高齢者か ら若年層 へ ）

３　 トラブル解決法 （どんな解決法があるか） → （典型例ごと に具体的 に ）

４　 出 所 明 示 （誰 が ・何 を ・ど こで ・い つ 、 ３つ 以上 ）→ （Ｗｅｂを足 し て文 献 を四 つ に ）

５　その他 （４内容の他に改善したい所 ） → （自分た ちの感想を入れ る ）

・ リー フ レ ッ トを 改 善 しよ う
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解決 ！悪質商法 トラブル

若年層の典型例と危険性

訪問販売 電話勧誘販売 通信販売 マルチ商法 特定継続的 業務提供誘引
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ぐ
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約
し
な

い
。 

②
二
十
日
間
は
ク
ー
リ
ン

・感想→悪質商法 トラブルの解決には、冷静な思考力が必要だと考える。 この点、ロバー ト・レヴィー

ン氏は 「論理的、体系的、客観的な段取 りを経て決定する練習をしよう。」と科学者のように考えた

り批判的思考を した りすることを提案 している。（文献②ｐ．283）

文献①独立行政法人国民生活センター監修　 『悪質商法のすごい手 口』　徳間書店　 2009．5．25

② ロバ ー ト ・レ ヴィ ー ン　 『あ な た も こ う して ダマ され る』　 忠 平 美 幸 訳　 草 思社　 2006．8．4

③佐藤圭吾 ・春 日寛編　 『悪質商法　被害例 と救済法』　 自由国民社　 2005．2．15 

④ トラブル ファイル2007～ 誰かがあなたを狙っている～ 

http://www.no-trouble.jp/page?type=gallery&id=1238470197819 2010.1.5

６　生徒の感想 と 「キー ・コンピテ ンシー」育成への解釈

（1）　生徒の感想
・	 調べ学習が進む と、どのよ うに内容 を整理 し表現 した ら、相手 に分か りやす く伝わ り、

ためになるか を考 え、説得力を高 めようと意欲がわいた。また、短 い文章で どれだけ詳

しい内容が書 けるかを考えることができ、筋道立てて文章を書 く力 も付いてきた と思 う。

そ して、生徒同士の発表会等で も 「この班は 自分の班 と比べて危険性や問題点を明確 に

しているな」や 「自分 たちな らば トラブル前の防止法だけでな く トラブル後の対処法も

入れたいな」等、他の班の発表を 自分たちの リーフ レッ トや考えにつ なげるよ うな考え

方ができるよ うになった。 さらに、各家庭や地域等の広い範囲か らア ドバイスを受けた

とき 「きちん と認 めて くれた」 と感 じとても嬉 しい と思った。そのおかげで、 より現実

的に考え、もっとよい物 をつ くりたい、 さらに上 を目指そ うと考 えた。 （Ａ子）
・	 悪質商法の トラブルについて、必要な文献を探 して調べる うちに、図書資料や読書そ

のものに対する興味が強 くなっていった。また、「訪問販売」の一例 について も、文献に

よって様々な説明の仕方があった り参考 としている文献やデータがあった りして、それ

らの証拠の裏付 けを確かめてい く力 もついてきた と思 う。 そ して、授業参観 で家庭 に発

表す るときは、 どうした ら聴いている人が理解を深めてくれ るかを考 えて、 トラブルの

い
話
で
も
冷
静

に
考

↓ ↓ ↓
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種類 ごとに概要 と危険性 を整理 した り、ランキングとデータ源 とを関係づけなが ら説明

した りす る工夫 を した。 地域の図書館 に展示する ときには、文献の所 を しっか りと書い

て、データの出所 をはっき りと示す ように工夫 した。 （Ｂ男）

・	 調べ学習 を進 める過程で、 どの本や図書資料等 を使 うのか、 どのように要約や 引用等

を行 うのか、見やす くま とめるにはどうすれ ばよいか等 を、個人で考えた り、 グループ

や学級全体で考え合った りす ることがで きたので、情報 を集 めた り分類 した りする力が

付いてきた と思 う。また、社会で出会 うか もしれ ない課題や将来の社会の こと等につい

て興味をもって調べることができた。そ して、地域の方がおっ しゃるように、課題の内

容をま とめた り解決方法 を提案 した りす るみんなの努力が集まって一つの 「力」 となっ

て、社会に役立ってい くとよい と思 う。 （Ｃ子）

（2）　 「キー ・コン ピテ ンシー 」育 成へ の 解釈

生徒は、課題 の設 定 （第 １次）か ら情報の収集や整理 ・分析 （第 ２～ ３次）、そ して情報

の高 め合 い （第 ４～ ５次）、地域社会への貢献 （第 ６次）へ と学習が進むにつれて、外部の

知識 ・情報 と自分たちの有す る知識 ・情報 とを結びつ けて熟考 ・評価 を した り学習意欲 を

高めた りす ることや、事実やデータ等をもとに論理的に情報 を整理 ・発信 し効果的に届 け

ること、仲間や社会等 とコミュニケーシ ョンしながら自らの力や社会に役立 とうとす る意

欲 を高 めるこ と等 の姿が明確 に見 られるよ うになってきた。

例 えば、Ａ子 のよ うに、発表会等において、自他 のグループの発表 内容について 「比べ」

た り、他のグループが示す情報について 「自分たちならば」 と関連付 けた りすることは、

外部の知識 ・情報を自分た ちの知識 ・情報 と結びつけて熟考 ・評価 している姿 と見ること

ができる。また、「リー フレッ ト」で表現 した内容 について家庭 ・地域か ら 「ア ドバイス ・

カー ド」で フィー ドバ ックを受 けた とき、「もっとよい物 をつ くりたい、さらに上 を目指そ

う」 と考 えたこ とは学習意欲が高まっている姿 と見ることができる。

また、Ｂ男のよ うに、文献 中に示 された内容等 について証拠 の裏付 けを確かめてい くこ

とや、発表会 において 「リー フレッ ト」の内容 と情報源 とを関係づけること、「文献」欄に

おいて情報の出所を明示 こと等 は、事実やデータ等をもとに論理的 に情報を整理 ・発信 し

た り効果 的に届 けた りしている姿 と見ることができる。Ａ子のよ うに、ど う 「内容 を整理

し表現」すべきか を考 えていることも論理 的思考力を鍛 えている姿 と見 ることができる。

さらに、Ｃ子 のよ うに、使用す る本や図書資料や要約 ・引用の方法等 について、グルー

プや学級 、学年全体、家庭 、地域等で考 え合 って、情報 を収集 ・分析 ・発信 した り、課題

の解決方法 を提案 し合 って、みんなの努力を集め、学校や地域社会に役立てよ うとした り

することは、仲 間や社会等 とコミュニケーシ ョン しなが ら、情報の収集 ・分析 ・発信等 に

関す る自らの能力や社会に役立 とうとす る意欲を高めてい る姿 と考 えることができる。

これ らの こ とか ら、生徒 は、本 単 元 の調 べ 学 習 を通 して 、知 識 ・情報 を熟 考 ・評価 し、

表現 ・コ ミュニ ケー シ ョン して い る と解釈 す る こ とが で き る。

７　授業実践を終えて

地域の公共図書館 と連携 して 「リーフ レッ ト」 「ア ドバイ ス ・カー ド」 「交流の場」 と三

つの手立てを設 けた今回の授業では、前述以外に、生徒 ・家庭 ・地域 か ら、「実例があ り具

体的」「非常 によく調べている」「一般人が見ても分か りやすい」等のア ドバイスがあった。

ア ドバイスを受 けた生徒は、「もっと具体的に しよ う」「社会 に認 められた」「社会の役に立

てた」等、学習意欲を高め、知識や情報 を相互作用的に用いて、 リー フレッ トを改善す る

ことや リーフ レッ ト集 を学校や地域 に役立てること等を充実 させていた。知識 ・情報を深

め合 い、地域社会 に役立て る学習活動に、生徒は楽 しみなが ら集 中 して取 り組んでいた。

（伊勢崎市立赤堀中学校　佐藤　康）
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第 １部　 第 ６章　 第 ３節

情報を正確に読み取 り、根拠 をもって伝 える指導の工夫

－長生 きす るため に、私 た ちが 「今 」で き ることは ？－

１　授業実践のポイ ン ト

総合的な学習の時間をは じめ、各教科 でも調べ学習を行 っている。昨年度、総合的な学

習の時間主任 として、本校職 員に調べ学習に関す る調査 を した。す る と、 「生徒 に提示す

るテーマが難 しい」 「生徒 はなか なかテーマ に合 った情報 を探せ ない」 「本 やイ ンターネ

ッ トで見つけた情報 をそのまま 自分のま とめ と して使 って しま う」「グループの活動 にす

る と、何 もや らない生徒がいる」等、い くつかの課題 が出てきた。

また、最近、子 どもたちに生活習慣病 （予備軍）が増 えてい る。原因 としては、カロ リ

ー の摂 り過 ぎや朝食抜 き といったバランスの悪 い食生活 、運動不足、受験や人間関係のス

トレスな どに よって、肥満が増 えているこ とが挙 げ られ る。肥満 は、糖尿病、高血圧、心

筋梗塞、脳梗塞な どの危険因子 であ り、そ うなって しまえば、 自分の思 うような生活がで

きなくなるばか りか死に至 ることになる。 この問題 を自分た ちが今考 えな くてはな らない

こととして とらえ、明るい未来 を思い描 いてほ しい と考 えた。

本単元では、中学校 で行 う調べ学習の第 １段階 としてスキルの要素 を重ん じた。 また、

生徒の身近な問題 となるよ う、大テーマを 「子 どもの生活習慣病 －長生 きす るために私た

ちが 「今」できることは ？」 とした。身 に付 けさせたいスキルは、①情報に何が書かれて

いるのか考 えるこ と、② グループ活動で情報 を正確 に読み取 り、 自分な りの考 えをもつ こ

と、③根拠 をもって相手 に提案す ることで ある。表現 のかた ち として、「注 目→納得→実

行 」を意識 したポスターをグループで作成 し、ポスターセ ッシ ョンを行 う。最後に、シェ

ア リングを行い、各家庭で話 し合 う機会 を設け る。 これ らの活動を通 して、 「キー ・コン

ピテ ンシー」を育成する授業を行 った。

２　 「キー ・コ ン ピテ ン シー 」 を育 成す る学 習

授業実践 は、平成21年11月17日 から12月21日 にかけて行 った。授業 を行 った学校 は、桐

生市立境野中学校で ある。研 究の対象 とした学年 は第 １学年 、男子39名 、女子58名 、 （計

98名 ）である。

（1）　「キー ・コン ピテ ンシー」を育成する学習の単元計画 （全 ９時間）

第 １次　 課題意識 をもたせ、調べ るテーマの絞 り込みをす る （２時間 ：保健体育 ・国語）
・ 「明るい未来のために－いまからの生活習慣病対策 －」 を提示 し、子 どもの時か ら気

をつけない と将来健康 な生活 を送れないこ とを知 る。
・ 「生活習慣病」 を大テーマのキー ワー ドとして、マ ッピングを利用 し、中テーマ、小

テーマ と３段階でテーマの絞 り込み をする。

第 ２次　 テーマ追究学習 （２時間 ：総合的な学習の時間）

・	 インターネ ッ ト、 リー フ レッ ト、図書資料に よる調べ学習 を行 う。 （３クラスで、学

校図書館 ・コン ピュータ室 ・保健室 と教室の ローテー ションを行 う。）
・ 検索での絞 り込み、見 出 し、 目次の見方 につ いて学習す る。
・ 選んだ情報の大まかな内容 とそれに対す る自分の考 えを記録す る。

第 ３次　 ポ ス ターづ く り （２時 間 ：国語 ）
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・ ポス ターづ く りの注意事項 を確認す る。

（条件 ：①一人 １資料 を提示 、②資料 は図表 と説 明文、③各資料 に 「○○ しよ う ！」

とい う呼びかけの見出 し、④ グループ全体の資料の大見出 し）

・ 見 る人 に何 を注 目しても らい、説 明文を読 んで納得 して もらい、今気 をつ けるべき

ことの提案 を実行 して もらえるよ うな資料作成 をす る。 （グループでの意見交流）

第 ４次　 ポスターセ ッシ ョン （２時間 ：総合的な学習の時間）
・ 各 グループの発表会 を屋台村形式で行 う。
・ 発表会 を踏 まえてゲス トテ ィーチ ャーのア ドバイ スをもらう

。

第 ５次　 シェア リング （１時間 ：国語）
・ ポスターセ ッシ ョンの感想 を出 し合 う。
・ 各家庭 で話 し合 う機会 をもち、家庭 においてできることについて考 えて くる。

（2）　授業時間の生み出 し

総合 的な学習 の時間 ４時間、保健体育 １時間、国語 ４時間の合 計 ９時間で行 った。

国語 につ いては、 「調べ たこ とを正確 に伝 えよ う－ レポー トにま とめる－」 （光村 図書

国語 １）の授 業に置 き換 えて行 った。

３　 「キー ・コ ン ピテ ンシー 」 を育 成 す る学 習 と能 力観 との関 連

（1）　 「キ ー ・コ ン ピテ ン シー 」 との関 連

①　相互作用的に道具を用いる （Ｂ知識や情報を相互作用的に用いる）

②　異質な集団で交流する （Ｂ協力する能力）

③　 自律的に活動する （Ａ大きな展望のなかで活動する）

（2）　中教審答 申 「思考力 ・判断力 ・表現力」、「言語活動の充実」 との関連

Ａ　 「思考力 ・判断力 ・表現力」 との関連

Ａ－ ２ ：事実を正確 に理解 し表現す る

Ａ－４ ：情報 を分析 ・判断 し、論述す る

Ｂ　	 「言語活動 の充実」 との関連

Ｂ－11： 体験 したことや調べたこ とをま とめ、発表 し合 う （家庭 、技術 ・家庭、特別活

動、総合的な学習の時間等）

（3）　学習指導要領 との関連

Ａ総合 的な学習の時間 健康、情報 の収集 ・整理 ・発信

４　選んだ情報を正確に読み取る授業開発

（1）　授業の概要

前時までに、テーマに沿 った情報 を、イ ンターネ ッ ト （複数のキー ワー ドか ら検索）や

図書資料 （学校 図書館や保健室 、市立図書館）か ら収集 した。

本時では、 よりイ ンパ ク トがある情報 に絞 り込み、ポスターに載せ る資料作 りを行 う。

資料作 りの際 、「絞 り込んだ情報 の どん な ことに注 目して もらい （注 目）、 どんな ことを

感 じて もらい （納得）、 どんな こ とを して ほ しい のか （実行）。」 を意識 させた。 「注 目→

納得→実行」の ３段階を意識 して資料作 りをす ることで、情報を正確に読み取 る力 を伸 ば

そ うと考 えた。

（2）　授業の流れ

１）ね らい

意見交流会 を通 して、 「絞 り込 んだ情報には何 が書かれているか、相手に何 を感 じて も

らい、 どんな ことを して ほ しいのか。」を考えなが ら、相手にわか りやす く伝 わる資料作

りの準備 をす る。
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２）準備 と板書計画

・ 準備

ポスター （携帯電話 の危険性 、 自転車事故の増加、テ レビやゲーム時間 と視力の関係 に

関す るもの）、前時までに収集 した情報、本 時の ワークシー ト
・板書計画

ポスター を作成す る前に…	 イ ンパ ク トある資料 って ？ 

○ 「注 目」

実際の 資料 の どこをみてほ しいのか ？ 

ポス ター ○ 「納得」

資料 の内容を相手にわか りす く伝える

よ うに して理解 して もらう 

「これ は大変だ （まず いぞ ！）」 ○ 「実行」

「な るほ どな （勉強になるな）」 △△△ をや ってみ よ う ！とい う気持

「○○○に気を付 けよ う ！」 ちに させ る

３）展開

発 問 ・指 示 ・説 明 生徒の学習の実際 時間

指示 「前回までに調べてきた情報を １　みんなに注 目してもらえるポスターって ？

使って、ポスターに載せる資料作 （生徒 は今までのワー クシー トや印刷 したインターネ

りに入 ります。」 ットの情報を見ている。）

発問 『どんな情報をポスターの資料 Ａ 子 ：「み ん な が 驚 く よ うな こ と が い い よ。」

に取 り上げればいいかな ？』 Ｂ男 ：「自分の身が危険だ と思わせるような…長生きで

きないよみたいな…」

Ｃ 男 ：「よ り身 近 な話 題 が い い よ ！」 10分

指示 「黒板に貼った ３枚 のポスター Ｄ 女 ：「見 出 しが イ ンパ ク トが あ る。」

を見てくだ さい。」 Ｅ女 ：「色や写真や グラフが使 われていると、とても見

やす くなるね。」

Ｆ男 ：「テ レビやゲームの時間と視力の関係のポスター

を見ると、自分はどのくらいかなって考えて しま う。」

教 師 ：「実 際 ど うな の ？」

Ｆ男 ：「１ 日大 体 ３時 間 だ か ら、 ま ず い ！ど う し よ う。」

（黒 板 の ポ ス ター の横 に 、「注 目」「納 ２　注 目したって納得できなくちゃ意味がないよ ！

得 」 「実 行 」 と書 く。） （板 書 を 見 て 、 「納 得 ？」 「実行 ？」 との 声 が … ）

発問 『確かにポスターは、人に見ら Ｇ女 ：「いくら目立っても書いてあることが納得できな

れな くては意味がないよね。内容 くてはダメだ よね。」

はどうだろう？』	 Ｈ 男 ：「納 得 す る っ て ど うい う こ と ？」

Ｉ男 ：「書 い て あ る 内 容 を 見 て 「大 変 だ 」 と思 う こ と。」

Ｊ男 ：「「これ は 得 だ な 」 とい う こ とだ っ て い い よね 。」

Ｋ 女 ：「通 信 販 売 み た い 。」

教 師 ：「そ れ は い い た と え だ ね 。」	 20分

中心発問 『そのためにはどうした ら Ｌ女 ：「自分が選んだ情報の内容 をよく理解 しなくては


いいのかな ？』 （納得 させ るとい ダメだね。何 とな く選んだ情報では書けない。」


う理解ができた段階で、自分の絞 Ｍ男 ：「相手に納得 して もらえるためには、相手の立場
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り込んだ情報 に戻 り、 どの部分に になってわか りやすい文章にすることが大切だよ。」

注 目させたいのかを考えさせ るき Ｌ女 ：「どの部分に注 目してほしいのかも考 えなくては

っかけにしたい。） ね。その部分 に色を付けてもいいよね。」

Ｎ 男	 ：「しか も 黒 板 に は 「実 行 」 っ て 書 い て あ る よ。 納

得 して 、 や っ て み よ う とい う気 持 ち に させ な くて は

な ら な い っ て こ とだ よ ね。 ち ょっ と難 しい … 。」

指示 「どんなことを伝えたいのかを （「○○○ とい う情報で、▽▽▽ とい うことを感 じさせ、

ワークシー トに書いてみ よう ！」 ◇◇◇ した方がいい と思ってほしい。」 とい う型 を提示

して、ワークシー トに記入 させた。→生徒の実際の例

は後で紹介）

指示 「選んだ情報をもう 一度見てみ ３　図や表って文章よりも訴える力があるね ！

よう ！」 （選んだ図や表を読み取 りながら、「もしか した らこっ

ちの情報の方がいいかも…」な どの声が聞こえる。）

（どの部分に注 目させ るか、 どんな気持 ちに させ るか 5分

を考 えることによって、図や表で何を訴 えようとして

いるのかを考えることになる。）

（部分に注 目させ ることで、何 を伝 えたいのかがより

明確になっていく。）

指示 「グループで各 自が選んだ情報 ４　他の人の意見を聞くと参考になるね ！


を合わせ ながら、意見交換会を し 【意見交換会の進め方】


よう ！」 ①　情報だけを見せる （→感 じたことを言い合 う）


②　訴 えたい内容を伝える （→ ５段階評価をす る） 15分

（次回か らグループ ごとにポスター ③　①② を繰 り返 し行い、ア ドバイスを し合 う

に載せ る資料作 りに入 ることを伝え （意見交流会を行 ったあ と、ア ドバイスを参考 に しな

る。） が ら、自分の資料作 りの下書きをする。）

４） ワー ク シー	 トの 開発

「総合的な学習の時間」ワークシー ト③

１年 （　） 組 （　 ）

提示資料 を相手にわか りやす く伝 えるには

学習 目標　 （略）

作業 １　「情報」を正確に読み取 り、提示資料 を作ろう ！

出典 ：（図書資料…保健室）　 井上義朗監修 『「心 ・からだ ・生命」を考える本』③ 「大切

な食事 とダイエ ット」　金の星社　 1999．3

（イ ン タ ー ネ ッ ト）　 「 http://everyman.client.jp/index.html （2009．12．4） 」

「注 目」 普段食べているスナ ック菓子には、夕食 とほぼ同 じカロ リーがあって、 このま

ま間食 を続けてしま うと、高血圧や糖尿病 、ガンなどの病気になって しま う

という情報 を提示 して

「納得」 普段食べている菓子は どのくらいのカ ロリーがあるのか、そのカロ リーを消費

す るには どの くらいの運動が必要であるのかを知 ることは大切であること

を実感してもらい

「実行」　 食べる量 を気に した り、適度の運動 をした りしなくてはならない

と思 ってほしい
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作業 ２　意見交流会を参考に して、ポスターに載せる資料の下書 きをしよ う ！


（略）


５　課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び

（1）　授業の概要

前時までに、 ３～ ４人のグループでア ドバイス を し合 いなが ら、資料 作 りに取 り組んで

きた。テーマが同 じであって も、各 自がまとめてい る資料の内容 は違 う。 また、一つの情

報か ら説明を書いている生徒 もいれ ば、複数の情報か ら書いている生徒 もい る。

まとめの活動 として、グループでのポスター制作 を行 う。ポスター制 作の条件 として、

次の ４点を挙げた。① ポスターにはそれ ぞれ作った資料を載せる。②資料 は、はがきサイ

ズ ２枚 （１枚 は 「引用 した図表や写真、文章」、 １枚 は 「図表や写真、文章に対す る説明

文」）に書 く。③各資料には小見出 しを付ける。④全体 を見通 した大見出 しを付 ける。

この活動で次の効果が期待 できる。 まず、各 自の資料 を載せ ることで、学習の保証 をす

る とともに、表現する喜び を味合わせ ることがで きる。次 に、各資料を見なが ら大見出 し

を考 えることで、資料 の読み取 りを正確 にす るとともに、複数 の資料か ら熟考 ・評価す る

ことの必要性 を感 じさせ ることができる。 さらに、 １枚 のポスター にま とめることで、 グ

ループの活動の形や提案 内容 をわか りやす く伝 えることができる。

（2）　授業のね らい

グループ内で各 自が作成 してきた資料 を比較 しなが ら、長生 きす るために私たちが 「今」

できることは何か を、根拠 をもって提案で きるよ うにす る。

（3）　グルー プで絞 り込まれたテー マと活動 内容

全29グ ループで活動 を進めてきたが、その うちの ７グループの活動内容 を紹介す る。

①　 間食がメタボの一番 の原因だよ－間食 と夕食 は同 じカ ロリー－

スナ ック菓子 と炭酸飲料 と、夕食 （ご飯 ・味噌汁 ・魚 ・煮物 ・漬 け物）のカ ロリーは、

ほぼ同 じとい う資料 を提示 し、間食 を とりす ぎるとメタボになることを説明する。部活

動終了後、帰宅 した らお菓子 を食べず に夕食 を しっか り食べた方がいい と提案 した。

②　 間食ってＮＧ ？－お菓子 の食べ方 を教 えます －

ファース トフー ドやスナ ック菓子のカ ロリーの表 を提示 して、それ ぞれカ ロ リーが高

い ことを説 明す る。それでは、カ ロリーが高い ものは食べてはいけないのか ？そ うでは

ない。間食 のポイン トを例 に挙げて、食べ方 に気を付 けよ うと提案す る。

③　 みんな知 って る？ガ ンの死亡率－60％ も発生 を抑 え られる方法、教 えるよ ！－

ガンの種類 と 日本のガン死亡率 の高 さについて図表 を提示 し、た くさんの人 が死んで

いることを伝 えた。また、イ ンターネ ッ トの情報 （国立病院の講演 内容 「ガンにな らな

い12箇 条」）を守れ ば、60％ 発 生が抑 え られ ると提 示 した。その中の 「バ ランスの とれ

た栄養 を とる」 を挙 げ、バ ランスのよい給食 を偏 りな く食べ よ うと提案 した。

④　 野菜を食べ よ う ！－偏食 は病気 の危険信号 －

ガンになる最 大の原 因として、塩分 の取 りす ぎや野菜や果物不足 といった偏食が、た

ばこ と並ぶ ことを提示 した。グループのメンバーで も、偏食 がある人が ほとん どだった。

まずは、給食 か ら偏食 をな くす よ うに、みんなで注意 し合お うと提案 した。

⑤　 子 どもの食生活が危険 ！－適度な運動って どの くらい ？－

朝食抜 きや、インス タン ト食品や スナ ック菓子を多 く食べ、野菜嫌いが多 いなど、子

どもの体 のバ ランスが悪 くなっている と提示 し、中学生は運動が必要だ と訴 えた。有酸

素運動や筋 肉運動 に分 け、具体的な例 を挙げて、 日頃か ら運動 しよ うと提案 した。

⑥　 身近に迫 る痛風 「死の危険」 －食生活を見直 さない と…－
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痛風 とい う病気は、 とても身近な病気であることを説明す る。原 因は食べ物に多 く含

まれてい るプ リン体である。肥満傾 向の人は とて も危険で、最終的には死を招 くことに

なる。プ リン体の多 く含 まれ る食 べ物 を提示 し、食生活 を見直そ うと提案 した。

⑦　 怖い不眠症 －良い眠 りの ４つの コツ－

不眠症 の種類 はた くさんあって、小 ・中学生にも多 くの人がなっていることを提示 し、

自分 自身 もな りかねない とい うことを説明す る。原 因の一つで ある生活 リズムの乱れ を

取 り上げて、睡眠時間の確保 の方法 と寝る前 に リラックスす る方法 を提案 した。

（4）　グループでの協 同的な活動 と表現 ・コミュニケーシ ョンの実際

１） グルー プでの協同的な活動の流れ

①　	 「明るい未来 のために－いまか らの生活習慣病対策 －」を読み、簡単な感想 と気 にな

った言葉 を書き出 し、調べたいことを考 える。

②　 各 自の調べたいことを参考に しなが ら、 グループ編成 を行い、グループご とに	 「生活

習慣病」 を中心においたマ ッピングを行 う。

③　 大テーマ→ 中テーマ→小テーマ と三段階に絞 り込み、仮のテーマ を決定す る。

④　 検索での絞 り込み方 、 目次、索引の見方、出典の書き方 について理解 し、イ ンターネ

ッ トと図書資料 から情報収集 を行 う。

⑤　 インターネ ッ トと図書資料の情報か ら、テーマに沿 った情報 を絞 り込む。

⑥　 実際のポスター を見て、ポスターの特徴 を理解す る。

⑦　 絞 り込んだ情報につ いて、大 まかな内容	 ・注 目して ほしい ところ ・実行 してほ しい こ

とをま とめる。

⑧　 それぞれが作成 した資料を合わせ 、グループ としての大見出 しを考 え、 １枚のポス タ
ーを完成 させ る。

⑨　 ポスターセ ッシ ョンを行 う。 （総合的な学習の時間発表会）

⑩　 ポスターは保健室や教室の廊下に掲示 して、 日常的に見 ることができるよ うにす る と

ともに、養護教諭 をは じめ、地域の方 々にア ドバイスをいただけるよ うにす る。

⑪　 ポスター制作か ら発表までの感想 をまとめて、シェア リングを行い、家庭 でできるこ

とを家族 と話 し合 う。

２）グルー プでの表現のかたち

５ （３） で紹介 したグル ープの作品の一部を紹介する。図 １は② グループで、 どんな資

料 を提示 したか、大まかな内容 を紹介す る。 図 ２は⑦ グループで、大見 出 しと小見出 し ・

資料 の提示 の仕方 について、実際の作品 を載せて紹介す る。

間食 っ て ＮＧ	 ？

－お菓子の食べ方教えます－

資 料	 １　 ス ナ ッ ク 菓 子 や フ ァ ー ス トフ ー ドの カ ロ

リー に つ い て の表 （→ とて も高 い ）

資料 ２　カ ロリーの高いものばか り食べると、様


々な病気になる可能性があるとい う資料


資料 ３　お菓子の上手な食 べ方に関する文章 （お

菓子をどのように食べるかが大切）


「間食はいけないのではなくて、


食べ方に気を付ければいいのです ！」

図 １　ポスターの内容
図２　生徒の作品例

３）グルー プでの表現物作成に至るまでのコ ミュニケー シ ョン

間食 をテーマに、図 １のポスター を制作 した② グループの様子 を紹介する。

各 自が収集 した資料 を見 なが ら、 グルー プで大見出 しの検討 を した ところ、 「スナ ック
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菓子や ファース トフー ドは高い カロ リー である こと」、「高いカ ロ リーの もの を摂取 して

いる と肥満になること」、 「肥満 は さまざまな病気 になるこ と」等の資料 か ら、 「間食 はや

めよ う ！」 とい う流れ になっていた。 （全て同 じ図書資料か ら選んでいた。）

す る と、Ａ子が 「間食 で気 をつ けたい こと」 とい うイ ンターネ ッ トの資料 を見て、 「間

食がダメってい うよ りも、カロ リーに気 をつ けれ ばいいって方がいいよ。」 と言 った。 Ｂ

子の様子 を見て、Ａ子 とＣ子で資料の見方を教 えていた。す ると、Ｃ子 が 「他の班 も間食

はダメってい うテーマだけ ど…。確 かにダメではない よね。」 と、Ａ子は 「ダメってい う

よ りも気 をつ けるポイン トを紹介 した方 がイ ンパ ク トがあ るよ ！」、 Ｂ子 も 「間食す るな

ってい って もなかなかで きない よね。」、Ｃ子 も同意 した。 この よ うなや りとりの後、同

じ図書資料 か らの資料の一つ をイ ンターネ ッ トの資料 に変 え、大見出 しを 「間食 ってＮ

Ｇ ？」 と決定 した。複数 の情報 を読み取 る能力が高まろ うとする場面である。

（5）　市民性 を育成す るための コミュニケーシ ョン

第 ５次で シェア リング （ポスター制作 を し

た感想や他の グループのポス ター を見た感想

の交流） を、各 自の ワー クシー トを読み合 う

形式で行った。

「ガン とい う言葉は前か ら知っていた けれ

ど、あま り身近 に感 じていなかった。 まだま

だ長生 き したいので、他の班のポス ター を参

考 に して、やれ るこ とはや って予防 してい き

たい。」 「今 まで何 も考 えず間食 を して きた け

ど、い ろい ろな病気 にな って しま うこ とがわ

か って ちょっ と怖 くな りま した。 でも何 を注
図 ３　保健室に掲示 したポスター

意すれ ばよいか がわかった ので実行 したいで

す。」 といった、ポス ターを制作 した り、他 のポスター を見た りしたこ とで、今や るべ き

ことの必要性を感 じ、実行 していきたい とい う感想が多 く出され ていた。 この ことか ら、

主体的に社会 に参加 しよ うとい う姿勢が見て取れ る。 この後、単元全体の学習のま とめを

ワー クシー トに記述 し、それ を基 に各家庭で話 し合 う機会 を設けた。

（6）　参考 にす る図 書 －資 料 、Ｗｅｂ、等

１） 図書	 ・資料


「食生活指針 、食 事バ ランスガイ ド」　 文部科学省、厚 生労働省 、農林水産省　 2000．3


日本学校保健会監修 「新漫画ヘル シー文庫」　 大塚製薬株式会社　 2002．1．8

少年写真新聞社 「全国保健実験研修会」編 「保健実験大図鑑」① ～③　 2004．7．20

井 上義 朗 監修 「「心 ・か らだ ・生命 」 を考 え る本 」① ～ ⑤　 金 の星社　 1999．3

鈴木眞理 「思春期 に多い ダイエ ッ ト障害」　 少年写真新 聞社　 2006．3．3

「気 をつ け よ う ！こ ども の生活 習 慣病 」 ① ～③　 汐 文社　 2005．1．31

本多京子、根本幸夫、伊 田善光、田口進監修 「食 の医学館」　 小学館　 2002

森野真由子 「正 しいダイエ ッ トク ッキング」　 学習研究社　 2002

「適度な運動 とは何か ？自分に合 った運動 の見つけ方」　 講談社　 1988

「イ ラス ト図解病気のメカニズム」　 同文書院　 1997

２ ） Ｗｅｂ

知 っ得 ？納 得 ？メ タボ リック シン ドロー ム http://metabolic.jp/metabolic.htm 2009. 12. 14

健康 日本２１ （健康体力づ くり事業財団） http://www.kenkounippon21.gr.jp/ 2009. 12. 14

痛風の予防と解説　生活習慣病を予防する http//:www. j  apa.org/seijinbyou/tufu/ 2010. 1. 12

タケダ健康サイ ト http://takeda-kenko.jp/navi.index.html 2010. 1. 12
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消費者教育ポータルサイ ト http://www.caa.go.jp/kportal/index.html 2010. 1. 13

フ ィ ッ トネ ス ビギナ ー ズ ノー ト http://everyman.client.jp/index.html 2010. 1. 13

食事バランスガイ ド http://j-balanceguide.com 2010. 1. 13

６　生徒の感想と 「キー ・コンピテンシー」育成への解釈

（1）　生徒の感想
・ 同 じテーマでいろいろな種類 の情報があるこ とに驚 いた。 グループの中で考 えを出 し

合 ったのがとて もためになった。 どの資料を選ぶかで大見出 しの内容が変わることがみ

んなのお かげでわかった。 どこに注 目させ るか考 えるのは難 しかったけれ ど、何が書か

れ てい るのか をじっ くり考 え られた。 （略）僕はガ ンにつ いて調べた。他 のを見て も、

食べ過ぎ飲み過 ぎはい けない と思った。普段 の生活 を見直 していきたい。 （Ｆ男）
・	 た くさんある情報 の中で、 どの情報が相手 にイ ンパ ク トを与 えるかを考 えたのが楽 し

かったです。何 を伝 えたいのか って簡単そ うだ けど、 しっか り考 えない とい けない こと

がわか りま した。 あ と、 「注 目→納得→実行」 とい う流れ もよ くわか りま した。今、私

は体 に悪い ところがあ りませ ん。 しか し、ポスター を見ると、偏食や 間食は私 もして し

まっています。病気 になっている私の ことを想像 できませんが、も しそ うなって しまっ

た ら辛い と思います。健康な体 でいろいろなことに頑張 りたいです。 （Ｋ女）

・ （略）家族の ことが気 にな りま した。私 のお父 さん は太 っています。痛風ではないか

と思いま した。で も、何 も気 を付 けていない よ うな気が します。 お父 さんには長生 き し

て もらいたいので、今回の学習で知 ったこ とを教 えて注意 してい きたいです。 （Ｌ女）

（2）　 「キー ・コ ン ピテ ン シー 」 育 成へ の 解 釈

自己評価 を ５段 階で行 った ところ、 「ポスター制作 を仲間 と協力 してで きた」 「相手 に

イ ンパ ク トを与える資料ができた」の項 目について、70％ 超 える生徒が ４または ５の評価

を した。 Ｆ男は協力 して活動 した喜び を感 じてい る。 Ｆ男やＫ女 にあるよ うに、多 くの生

徒 がポスターの特徴 を理解 し、資料の どこに注 目させ るかを考え、相手を納得 させ る文章

を考 え、今何 をしてもらいたいのかを考 えなが らポスター を制作 した。 また、シェア リン

グ後の感想では、今や るべきこ との必要性 を感 じた感想 が多 く出 されていた。 このことか

ら、情報 を正確 に読み取 り、根拠 をもって相手に伝 える能力 を育成できた とい える。

また、保健室や廊下の掲示 コーナーでた くさんの人に見て もらった り、家庭 で 自分の考

えを伝 えた りした ことは、 コミュニケー シ ョンの幅を広 げた。 ほ とん どの生徒 が 「今予 防

できることはやって、健康な体でいたい」 と書いたが、Ｋ女は将来の 自分の姿を見据え、

Ｌ女 は自分 自身ではなく家族 にも目を向 けている。 このこ とは、主体的に社会に参加 しよ

うとしていると解釈 できる。

これ らの こ とか ら、知識 ・情 報 を熟 考 ・評価 し、 表 現 ・コ ミュ ニケ ー シ ョン してい る こ

とを解釈 で き る。

７　授業実践を終えて

本学年 は、新聞委員 を中心に学年新 聞を月に ２～ ３回発行 している。行事報告 だけでな

く、学校生活の様子 で気 になるこ とや仲間の良 さを連載 しなが ら、所属意識や規範意識 の

向上を図ってい る。何 を伝 えたいのかを簡潔に書いた り、イ ンパ ク トのある見出 しを考 え

た りす ることは本 単元 の学習に大いに役立 ったよ うに思われ る。また、本 単元については、

生徒 の活動 の様子 を学年通信 に掲載 した。保護者か らの情報提供や感想 が寄せ られた。 ワ

ークシー トを見 ると、家庭での話 し合 いが生徒 の考 えを より深めたよ うに と思われ る。学

校 と家庭、地域 との連携 の必要性 を強 く感 じた実践であった。

（群馬県桐生市立境野中学校　宮前嘉則）
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第 １部　 第 ７章　 第 １節

新聞の一覧性の持つ教育可能性

－知識基盤社会に必要な能力を育成するホ リスティックな視点－

１　社会分極化とホ リステ ィックな視 点の必要性

（1）　知識基盤社会 とインターネ ッ ト

現在の社会は知識 ・情報の量が膨大である。 このよ うな知識 ・情報はメディアを介 して

運ばれてい く。現在はイ ンターネ ッ トが普及 し、多くの知識 ・情報 を速い速度で提供 して

いる。 メデ ィア としてのインターネ ッ トは問題 点も内包 している。 シカゴ大学のキャス ・

（1）

サ ンステ ィー ン教授 （憲 法学 ） は 、 「デ イ リー ・ミー現 象 」 を指摘 している。 これ は 「ネ

ッ ト上で 自分に感 心ある情報ばか りを集めること」を言 う。イ ンターネ ッ トは、不特定多

数の人が同時にコミュニケー トできる。 ここでは同 じ意見や感想 を持つ人が短時間で大規

模に結びつ けられ る。同種の人 ばか り集結す る場所は、異質な人を排 除す る傾向を持ちや

す くなる。 これ を 「集団分極化」 とよぶ。イ ンターネ ッ ト上で こうした分極化が起 こるこ

とを 「サイバーカスケー ド現象」 と呼ぶ。サ ンステ ィー ン教授は 「インターネ ッ トは共有

体験 を減少 させ、社会の分極化 を生み、民主主義発展 の阻害要因にな りうる。民主主義 を

機能 させるためのルール作 りが必要だ」 としている。

（2）　存在の不安 と社会 とのつなが り

現代の産業・経済の繁栄の うらには、科学 に対す る考 え方 の根本的な転換があった。それ

はデカル トーニュー トンパ ラダイムである。一元論か ら二元論への意識の転換が新 しい科

学を生み出 し技術革新へ と産業 を導いていった。 しか し、社会はこ うした経済的繁栄のか

げで失っていった もの もある。環境汚染、人 と人 との絆の崩壊 、倫理に対す る意識 の薄れ、

などである。これ らは産業 ・経済の発展に伴 う急速な社会変動の産物であろ う。産業 ・経済

の発展は、人々の欲望を刺激 し競争社会へ と人 を駆 り立ててい く。産業は分化 され、農村

か ら都会への人 口移動が進み、人々は社会的分業を余儀 な くされ る。 こ うして社会分極化

は進む。分極化 した社会では、人 と人 との絆 も弱 くな り、人は社会全体のなかで 自分が存

在す ることへの意識が薄 らいでい く。人が生きているとい う実感 を得 るためには、社会全

体 と自分 とのつなが りを意識す る必要がある。 俯瞰的な見方、いわゆるホ リステ ィックな

立場 にたつ必要がある。

（3）　分極 した時代に必要 な能力

分極化 した社会 に必要な能力は何か。それ は社会 とのつなが りを回復す る能力である。

分極化 した社会では専門性 が強調 される。かつて、大学 では教養課程 を解体 し早い年次か

ら専門科 目を導入 した。 このことは現在が専門的な知識 ・技能 を重視 し、社会分極化 して

いる傾 向を物語 る。社会 とのつなが りを回復す るためには、 俯瞰的な立場 に立って広い知

識 ・技能 を駆使す る能力が必要 となって くる。

現代は知識 ・情報が経済 ・社会 を駆動 していく知識 ・基盤社会であると言われている。

こ うした時代 に生 きる能力 として ＯＥＣＤ ではキー ・コンピテンシーを提案 してい る。 これ

は知識 ・情報 はそれ 自体では 目的にはな りえず、道具 として コミュニケー ションのなかで

使用 されて意味があるとい うスタンスにたっている。そ こでは反省性 （メタ思考）、論理 に

基づいた表現、それ を使用 してコミュニケーシ ョン、が重視 され ている。キー ・コンピテン

－185－



シー もホ リステ ィ ックな視 点 に立 った もので あ る。

２　 新聞 の 「一 覧性 」 とホ リステ ィック

（1）　新 聞 の 「一覧 性」

新聞の特質は 「総合性、一覧性 、詳報性、保存性」だ と言われている。何 でも載 ってい

て、ひ と目で見 られ、詳 しく伝 えていて、そのまま とっておける、 とい うことである。分

極化傾 向にある社会のなかで特に重要になってくるのが この 「一覧性」である。一覧性 は

「全体の内容がわか るよ うに記載 されること、ひ と目で全体が見渡せ るよ うにまとめられ

てい ること」を言 う。立花隆は報道機関が民主主義社会 を構成する 「第 ４の権力」であ り、

新聞の持つ力の源泉 として 「取材力、編集力 、す ぐれた一覧性紙面の制作能力、解説力、

（2）

論説力」をあげている 。 特に新聞の持つ一覧性に関 しては、新聞が他のメデ ィアに押 され

なが らも埋没 しないのは、この一覧性紙面の伝達能力にある としてい る。一覧性を可能 と

す るためにはある程度の大きさが必要である。インターネ ッ トではできないのが この大き

さである。 また、一覧性紙面 には記事が重み付け され て編集 され ている。その空間的配置

を一瞥す るだけで情報 の価値が彷彿 とされ る。 こ うした価値観を内包 した情報が瞬時に伝

達 され るのが一覧性の特徴である。 このよ うに考えてくると、新聞は人を俯瞰的な物の見

方 ・考 え方 に導きやすいメディア と言えるであろ う。新 聞自体がホ リステ ィックな構成 に

なっているからである。

（2）　新聞の教育可能性

博報堂 ＤＹ メデ ィアパー トナーズは、未成年者を含めた生活者が新聞を どう捉 えている

（3）

か、新聞価値検証調査を行った 。 調査 方 法 は グル ー プイ ンタ ビュー （東 京 、４ グルー プ 、

32人 、2，007年11月 ６～ ９ 日）、 ウエ ブ調 査1，050サ ンプル 、2，008年 １月31日 ～２月 ５

日） で あった。 結 果 は次 の通 りで あ る。

未成年者 にとって新聞 とい うメデ ィアは どのよ うに映 るのか。「大人になった ら新 聞を読

むべき」（94．0％）、「大人になった ら新聞を読んでいたい」（93．4％）の子 どもが答 えている。

ここからは未成年者 が新聞 とい うメデ ィアを客観的 に肯定的の捉えていることが分かる。

ま た、「世 の 中で何 が起 こって い るか知 る こ とが で き るメデ ィア は」とい う問 い に対 して 、

新 聞（77．6％）、テ レ ビ（76．2％）、イ ンター ネ ッ ト（52．4％）、 と答 えて い る。ま た、新 聞 は、「情

報 に対す る解 説 が 充実 してい る（50．3％）、専 門 家 に よる参 考意 見 が多 く入 手 で き る（52．6％）」

「説 得力 が あ る メデ ィア（73．3％）」と答 えて い る。こ こか らは新 聞 が一覧 性 を持 っ て提供 し

て くれ るメデ ィア で あ る と認識 され てい るこ とが分 か る。

さらに 「年齢 に関係な く知っておいた方 がいいことを共有で きるメデ ィアは」 とい う問

いに対 して新 聞は72．2％ の回答があった。 「誰 と話 して も恥ずか しくない話題 が入手でき

るメデ ィア」 としての回答 （79．0％）があった。 ここか らは新聞が信頼性のあるメデ ィアと

して社会 において共有できるメデ ィア として捉 えられていることが分かった。

この調査か らは、学校教育において新聞 を活用す る教育の可能性 を示唆できる。

３　新聞を活用 した市民性を育成する学習

キー ・コンピテ ンシーを育成す る学習指導法を開発 した。学習指導法の枠組み としては、

「関連す る能力観 」「知識 ・情報を活用す る学習 としての調べ学習」 「課題解決 のための活

動的 ・協同的 ・表現的な学び」を設定 した。市民性 を育成す る学習において もこの枠組み

適応 した。 この学習では価値 を一方的に注入す るのではな く、児童生徒に知識 ・情報 を収

集 し、熟考 ・評価 し、表現 ・コミュニケー シ ョン してい く、ことを学ばせ る。 この ことを
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図書資料 ・インターネ ッ ト・新聞を中心に活用 しなが ら行 った。 こ うした 目的を持 った読

書を通 して読書す る習慣 と読解力の育成 を図ろ うとした。

（1）　知識 ・情報 を活用す る学習 と しての調べ学習

１）調べ学習のテーマとその絞 り込み

児童生徒がやがて社会で遭遇す るであろ うとする課題 であること、また、そ うした課題

を新聞記事で扱 うとマイナス的な記事にな りがちである。そ うすると学習が暗 くなった り、

問題点の指摘で終わった りす る。そ うした課題については、む しろ地域や団体で前向きな

取 り組み、積極的な取 り組み を行 っていることもスクープさせ る。 この ことによって、知

識活用学習が暗 くな らず、児童生徒の内面に希望で終わるよ うにした。 明るい社会を築 く

可能性 に期待できるような内容に指導を工夫 したい。

この学 習 では 、 ク ラスで統 一 テー マ の も と、 グル ー プ に分 かれ て、 さ らにテー マ を絞 り

込 む学 習 を行 っ た。 クラス のテ ーマ → グル ー プの テー マ 、 とい うよ うにす る。 テ ーマ 設 定

を個別 で はな くグル ー プ の設 定 と した こ とで 、 ク ラス の学 習 の方 向性 が一 つ に 向 き、児童

生徒 の コ ミュニ ケー シ ョンが活 発 にな る。

２）調べる方法

このプ ロジェク トでは、児童生徒 に新聞を配布 した。 中学生 と小学校 ４－ ６年生は一般

紙、小学校 ２－ ３年生は子 ども新聞を配布 した。小学校低学年では一般紙の新聞の読解が

難 しいのではないか とい う配慮 からである。新聞は、授業実践す るクラスに毎 日５紙 （読

売 ・毎 日 ・産経 ・日経 ・地方紙） を配布 した （平成21年9月24日 ～11月23日 まで）。

クラスのテーマか ら絞 り込んで、各グループのテーマが決まると毎 日読 んでいる新聞のな

かか らテーマにあった記事 をスクラップ してい く指導を行った。新聞の記事検索は公共図

書館や大学図書館 で利用できる。テーマ別 の切 り抜き情報は 日本 ミックが出 している縮刷

版が参考 となる。

新聞では調べ られない ことは、電話や会って取材す る活動にも発展 させた。また、図書 ・

資料やイ ンターネ ッ トでも調べ ることとした。新聞 と図書 ・資料 は出版社の 目を通 してあ

るので信頼性は高い。Ｗｅｂ は信頼性が低いので批判的に読む必要があることを指導す る。

このために複数検索 して比較 させ る指導を行 う。

３）複数の記事 を比較す ること

知識基盤社会では多 くの知識 ・情報に翻弄 され る。その うえ、知識 ・情報 は 日々更新 さ

れ る。おびただ しい知識 ・情報のなかで 自分の選ぶべ き知識 ・情報は何か、人々は迷 う。

自分にとって必要な知識 ・情報 を意思決定す るためには、複数の記述 （デー タ）を比較す

る必要がある。 この比較のなかで、その知識 ・情報 と距離 をおき、鳥瞰的な視点でその記

述を見 ることができるか らである。個人 の意思決定は個人 の熟考 ・評価 を経た ものである

ことが重要である。そ こで、新聞を活用 した調べ学習 を行 う場合 も複数の新聞記事 （デー

タ） をあたる必要がある。そ こか ら新聞記者や新聞社の意図 も読み取れ る。知識 ・基盤社

会ではメデ ァリテ ラシーの育成 も重要である。

（2）　課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び

１）表現力を育成す る指導

①　 要約	 ・引用 と著作権の指導

引用は、自分の意見を後押 しす る場合 に使 う。そのほかは要約で よい。要約は 自分の言

葉です る。人の文章 をそのまま写 して書いてはいけない。著作権の指導も行 う必要がある。

ここでは図書 ・資料 は、著者 『書名』出版書、出版年月 日、○頁～○頁、 とした。Ｗｅｂ は

タイ トル、サイ トのア ドレス、検索年月 日、 とした。

③　 データ	 （根拠）か らものを言 う構成の指導

クラス共 通 のテ ーマ の も と、各 グル ー プで独 自の テー マ を決 め、 調べ る学 習 を行 う。 そ
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の成果はクラスのなかで発表する。表現するかたちはプ レゼンテー ション ・新聞作 り ・レ

ポー トな どが考えられ る。教師の指導の負担 を考えてプ レゼンテー ションの原稿 でもよい

とした。 プ レゼ ンテー シ ョンの原稿で も、デー タ （証拠）か らものを言 うスキルは練習 さ

せる。

２）コミュニケーシ ョン力を育成する指導

この学習活動では、新 しい課題解決 の場面で、既習 した学習内容 を道具 として使用 して

い く。児童生徒 はグループごとに課題解決のテーマ を設定 し、話 し合い ・伝 えあいなが ら

思考 し、 自分たち課題解決の結果 を表現 してい く。

（3）　関連する能力観

関連す る能力観は、キー ・コンピテンシーの 「相互作用的に道具 を用い る」の 「知識 ・

情報 を相互作用的に用いる」である。 このために 「知識 ・情報 を活用す る学習 としての調

べ学習」と 「課題解決 のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び」を設定 した。「課題解決の

ための活動的 ・協同的 ・表現的な学び」では、グループでテーマを決め調べ、その成果 を

表現 していく。その過程で児童生徒相互の コミュニケー シ ョン能力が育成 され る。 この学

習過程では、キー ・コンピテ ンシーの 「異質 な集団で交流す る」の 「チームで働 く」を育

成す ることができる。 また、ここでは課題解決 を行 うプロジェク ト型学習を行 うので、キ
ー ・コンピテ ンシーの 「自律的に活動す る」の 「人生計画や個人的プロジェク トを設計 し

実行す る」 も育成 され るであろ う。

（4）　教材、単元開発のポイ ン ト

１）新聞という表現のかたち

「課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び」の表現のかた ちを新聞にす ると、

地域や団体の取 り組み記事、地域のできごとの取材記事、意見文 （論説）、コラム欄 （エ ッ

セイ）、川柳 、地域のイベ ン ト情報 、読者の声 （小学生や保護者の意見）、な ど、 さま ざま

な文章を掲載す ることができる。また、文章だけに限 らず 、絵や写真 、漫画、コラージュ、

図表、 グラフな どの表現形式 も考 えられ る。 こ うした表現のかたちの多様 さが新聞の持つ

特色である。 これは新聞の持つ 「一覧性」がなせ る技 である。 この一覧性 を活用 した表現

のかたちも指導の対象 とした。

２）新聞への投稿

この研究プ ロジェク トでは、児童生徒の新聞への投稿 を働 きかける指導を行った。児童

生徒の声 を社会に向か って発信す る。 も し児童生徒の声が新聞に採用 されれ ば児童生徒本

人にとっては第三者 の評価 を得た ことにつなが る。児童生徒の学習への意欲は喚起 され る

ことであろ う。一般 に 「学習」 は、個人の内面を外に向かって表現 し、その表現が第三者

に受 け止 め ・評価 され、個人にフィー ドバ ックされ ることによって成立する。 このよ うな

フィー ドバ ックを学習に取 り込む環境 を教師が設定す ることが重要である。下田はこれ を

学習の リア リステ ィックな環境構成 と呼んでいる。

３） ファ ミリー フォー カス の活 用

新聞を学習 に活用す る場合 のネ ックは新聞が難 しい と言 うことである。経済 ・政治面 を

は じめ新聞の内容 が難 しい。知識基盤社会 においては特にその内容が専門分化 してお り、

理解す るのに労力がい る。特に小学生の場合は、新聞の読解が難 しい とい う点がある。 こ

のことをク リアーす るために、この研究プロジェク トでは、保護者 に新聞の読解の助 けを

して もらう方法を模索 した。その際に新聞記事の内容 について家庭 で話 し合 う機会があれ

ば好ま しい とした。現在 、家庭学習の重要性が指摘 されてい る。 この研 究プロジェク トで

は、保護者の学校 の学習への積極的な参加 を呼びかけた。

まとめ
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市民性を育成す る学習指導の枠組み を開発 した。 「活用のための調べ学習」 「課題解決の

ための活動的 ・協同的 ・表現的な学び」である。 この研究プロジェク トでは、特に新聞を

活用 した教材、授業開発を行った。 このことによってキー ・コンピテ ンシーを育成 しよ う

と考えた。 キー ・コンピテンシー 自体が市民性や社会参加 を内包 した能力観 であるからで

ある。知識基盤社会を生き抜 くには、ホ リステ ィックな見方 ・考え方ができることが必要

である。そ うした能力 を育成できるメデ ィア として新 聞に着 目した。新聞は 「一覧性」 と

い う特質を持ち、それ を読む人をホ リスティ ックな見方 ・考え方を誘 うものであるからで

ある。
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第 １部　 第 ７章　 第 ２節

Ｎ ＩＥに よ る道 徳 教 育 の転 換

－持続可能な社会に参画できる人間の育成を求めて－

１　は じめに

「道徳 の時間」 が、当時の教育現場 の混乱 を押 し切 るかた ちで、昭和33年 に特設 され

て以来、紆余曲折 を経 なが ら50年 以上の時間が過 ぎ去った。今 では、「道徳 の時間」 は、

関係者の努力によって確実 に公 立の小学校 および 中学校の教育課程に定着す るに至ってい

る。 しか し、 「道徳 の時間」を中心 とした学校 の道徳教育は、大 きな成果 をあげてきた と

は言い難い状況にある。 その点は、これまでの文科省の調査 によっても明 らかである。

では、なぜ 「道徳の時間」 は成果 をあげ られないのか。 その病巣を恐れず に明確化 しな

い限 り、道徳教育の改善は対症療法的な ものにな るだ けである。 そればか りか、 さまざま

な対症療法が繰 り返 され ることによって、根本 的な病巣が覆い隠 され るだけでな く、道徳

教育それ 自体が、療法の副作用 によって衰退化 して しま う。喩えて言 えば、健康な体 に薬

の投与や手術が繰 り返 され るたび に、身体の機能 が衰弱 して しま うよ うな ものである。そ

のよ うな ときに、道徳教育の専門家 と呼ばれ る人 たちが、少 しばか りの効果 が期待 できる

知見や技法 を使 って、多 くの教師たちに道徳教育 の努力を強いてみて も、大きな効果 を教

育現場には生み出せないで あろ う。その意味では、そ うした負のつなが りを断 ち切 るた め

に、まず初心にも どって根本的な病巣の解明が大切であ る。

今、ま さにその ときが到来 してい るのではないか。実際、 日本 のみな らず 、世界の問題

的な社会状況をかんがみ るとき、大 きな衰退の転換期が迫 ってい ると考 えられ る。 そ うで

あるか らこそ、世界的に今 、「持続可能 な社会」 の構築が叫ばれ 、それ に対応す る 「持続

可能な開発のための教育」が重視 されている。事実、2002年12月 の第57回 国連総会 に

おいて も、 「国連持続可能な開発 のた めの教育の10年 （ＵＮＤＥＳＤ）」 とい う決議案が採 択

され、各国がユネス コ提案の国際実施計画案に基づ き、実施措置 を取 ることになった。我

が国で も、政府 は2005年12月 、 「国連持続可能な開発のための教育の10年 」に向けて関

係行政機関の連携 を図 り、 「国連持続可能な開発のための教育 の10年 」関係省庁連絡会議

を内閣に設置 した。取 り組みの状況については何 を中心に置 くかで世界各 国の中で相違 が

見 られるが、一般 に先進諸国では、環境教育、ジェンダー ・人権教育、国際理解教育等が

主 な課題 とされているこ とを考慮す るな らば、我が国で もそれ らの課題 に取 り組み ことが

緊急に求め られ る。その意味では、環境教育、ジェンダー ・人権教育、国際理解教育 とい

うよ うな教育の基底 には、すべて において道徳が深 くかかわっているために、今 、道徳教

育 は新 たな重要な使命 を担わなけれ ばな らない。 また、道徳は、宿命 的に、社会や時代 の

状況の中で変化す るために、その教育 は、 旧来の在 り方 か らの大 きな転換 を求め られてお

り、ま さに現在の我 が国 において新 たな道徳教育の創造が期待 されている。

そのためには、本稿では、まず、教育界において常識 とされ てきた道徳教育の考 え方 に

ついて、抜本的に問い直す ところか らは じめ、病巣、あるいは病巣 とは言 えないまで も病

巣 を生み出すこ とにかかわってい るものを洗い出す。 その うえで、持続 可能な社会 に参画

できる人間の育成 に寄与で きるた めに、道徳教育 はどのよ うな 目標 を掲 げ、その達成にむ

けていかな る内容 と方法 を取 りあげれ ばよいのか について探究す る。そのよ うな作業を通

して、新たな道徳教育を構想す るための ヒン トを提示 したいを考 えている。

２　 「道徳の時間」への執着
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「道徳の充実」が叫ばれている中にあって、平成20年 ３月 に告示 された学習指導要領

では、その方 向性 がよ り明確 に記 された。 その具体的な一例 が、学校 における道徳教育の

基本方針 を示 した、「道徳 の時間」の役割についての記述 である。第 １章総則の ２におい

て、次の よ うに記 された。

「学校にお ける道徳教育は、道徳 の時 間を要 として学校の教育活動全体を通 じて行 うも

のであ り、道徳 の時間は もとよ り、各教科、外国語活動、総合的な学習の時間及び特別

活動のそれぞれ の特質に応 じて、児童 の発達 の段階を考慮 して、適切 な指導を行わなけ

れ ばな らない。」 （小学校）

従来の学習指導要領 では、 「学校におけ る道徳教育は、学校 の教育活動全体 を通 じて行

うものであ り、道徳 の時間をは じめ として … ・・」 と記 され ていたが、新学習指導要領 で

は、上述 したよ うに、 「学校 にお ける道徳教育 は、道徳の時間を要 として学校 の教育活動

全体 を通 じて行 うもの であ り、 … ・・」 と記 され た。つ ま り、「要」 とい う言葉を用 いる

ことに よって、 「道徳 の時間」 の道徳教 育にお ける中核 的な役割や性格が よ り強調 され た

のであ る。 また、その結果 として、 「学校 の教育活動全体を通 じて行 う」 とい う戦後の道

徳 教育の基本原理 であ る表現が、 「道徳 の時間」 よ りも後置 され るこ とにな り、相対的に

弱まった。文言 の変更に よって、一方が強まれば、他方が相対的に弱ま るとい うのは、至

極 当然 のことである。その意味では、 この ような学習指導要領の改訂 に ともな う変更は、

「道徳 の時間」を学校の道徳教育の中心に位置づけ、そ こでの指導によって学校全体 にお

ける道徳教育の充実 を図ろ うとす るものであると言えよ う。

もちろん、 「道徳の時間」 がカ リキュラムにおいて道徳教育の 中心的な位置 を占める と

い う点 に関 しては、大多数の教育関係者 も異論のない ところであろ う。それ ゆえに、 「道

徳 の時間」 の改善が強調 され ることは、決 して誤 りではない。

ところが、一般 的に当てはま ることであるが、何 らかの施策や対策、特に対症療法的な

ものは、複雑な要 因のか らむ現実の中で、一方で一定の効果を上 げられて も、他方では何

らかの問題性 をは らんで しま う。

た とえば、ス クールカ ウンセ ラー とい う専門家が派遣 されて、いくつかの問題 のケー ス

がカウンセ ラー と子 どもとのつなが りによって解決 され る。その意味で、確かにプラス効

果 は見 られ る。 しか し、その反面、マイナス効果 も生 じる。少 し具体的に言 うと、悩み を

心 の専門家 によって解消 して もらった子 どもは、その心の専門家 とその手法への感謝 と依

存心 を間違 いなく強めることにな り、そ の結果、学校 にお ける教師や他 の子 どもた ちへ の

つ なが り、あるいはそれ に向けての 日常的な努力を相対的に低下 させて しま う。もちろん、

子 どもの教師への信頼感 や権威 も低下す る。そ うした学校 における人間関係 への影響 は、

欧米の学校 とは異な り、掃 除や委員会 ・係な どの共同体的、共生 的な学校 ・学級活動の中

で、全人的な人間形成 を 目指す我が国の学校に とっては致命傷にな りかねない。その意味

で、プ ラス効果 とマイナス効果の両方 について 目が向け られ、適切なバ ランスを考 えなが

ら、何 らかの方策 （た とえば、心理学関係者を派遣する とい う世界的に見ても異様な教育

政策 をやめて、本 家のア メ リカ と同 じよ うにように、スクール カ ウンセ ラーは心の専門家

と称す る心理職ではなく、教育の専門家 としての教育職 にゆだねた り、あるいは、学校教

育にカウンセ ラーを引き入れ るのではな く、生涯学習の視点か ら社会教育 の一環 として地

域 の教育セ ンターや公民館 に ソー シャル ワーカーの ように配属す るな ど） の実行 が大切 で

ある。それ は、 「道徳の時間」の改善 に関 して も、同 じよ うに例外ではあ り得 ない。

確 かに 「道徳の時間」の改善への努力 は、決 して悪い ことではない。 しか し、道徳教育

の充実のために、 「道徳の時間」だけが注 目され、道徳教育 の改善が 「道徳 の時間」の改

善 と同一視 され ると、それはそれで新 たなマイナス効果 を生み出 し、新 たな問題 性を出現

させ ることになる。
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本質的 に理想論 を言 うと、道徳教育は、学校だ けではな く、まず家庭 において、続いて

地域社会 において 自然 に行われ るべ きものである。新学習指導要領で も、道徳教育にかか

わって、教育基本法の改正を受 けるかたちで、伝統や文化の尊重 が力説 されているが、子

どもが伝統や文化に最初 に触れ るのは家庭、そ して地域 である。 したがって、その点 につ

いては、まず家庭教育が、続 いて地域 が担 うべ きであ る。 また、新学習指導要領で強調 さ

れ ている郷土愛 も、元来は学校 ではなく主に地域社会で醸成 され るべ きであ る。ところが、

現在の我が国においては、残念 なが ら家庭や地域 の教育力 はとて も十分な ものではないた

めに、子 どもの人間的な成長が保 障 されない。したがって、そ うした問題 に応 えるために、

学校 にお ける道徳教育は、 どうしても相対的 に強化 され ざるを得 ないのである。

この ように見て くる と、道徳教育は、実際には、家庭で も、地域社会で も、 さらには学

校 でも可能 であることに気づか される。つま り、道徳教育は、さま ざまなところで行われ

る訓育機能 である。すなわち、道徳教育 とい う言葉は、本来的に機能概念であって、領域

概念 ではない。 それ に対 して、 「道徳の時間」 とい う言葉 は、カ リキュラムない しは時 間

割 上の領域概念である。 したがって、機 能 としての道徳教育 と、領域 としての 「道徳 の時

間」 とは、根本的に異な る概念である。 その意味で、道徳教育 と 「道徳 の時間」 とは明確

に区別 され なけれ ばな らない。道徳教育 と 「道徳 の時間」 との同一視や混 同は、理論的に

も誤謬であ ると同時に、機能 としての道徳教育 を 「道徳 の時間」 としてきわめて矮小化 し

て捉えて しまい、 「学校の教育活動全体 を通 じて行 う」 とい う戦後の道徳教育 の基本原理

を疎ん じて しま う点で、大きな問題性 を生 じさせて しま う。そのよ うにな らないために、

訓育機能 と しての道徳教育は、「道徳の時間」の領域 に閉 じ込めるべ きではないので ある。

確かに、冒頭で記 した ように、 「道徳 の時間」は過 去に混乱 を押 し切 るかたちで誕生 し

た とい う辛い歴史があっただけに、道徳教 育の専門家 と呼ばれ る人たちの中には、 「道徳

の時間」の重要性 を何 として も強調 したい人たちが少な くない。 そ うした人た ちは、得て

して過去 の トラウマ体験 に取 り憑かれた ように、道徳 的価値の含む資料を使 うか どうかで、

道徳教育 と生活指導 ・生徒指導 との差異化 を図 りなが ら、 「道徳 の時 間」の独 自性 を主張

したが る傾向にある。そ こには、学校 にお ける道徳教育それ 自体 よ りも、 「道徳 の時間」

だけを守 りたい とい うよ うな、歪 められ た姿勢 もしば しば垣間見 られ る。

現在、「道徳の時間」の特設か ら50年 も経過 し、一部 のイデオ ロギー的な批判はあるも

のの、その授 業は確実 にカ リキュラムに定着 してお り、 「道徳 の時間」 の トラウマ的な呪

縛 か ら脱却 した、新たな道徳教育 の構築 が求め られ るべ きであろ う。そのためには、発想

の大転換が必要である。 具体的 に言 えば、過去の50年 間にわた る実 りの少 ない方策か ら

脱却す る意 味で、一旦、学校にお ける道徳教育の機能 を 「道徳の時間」の領域 に限定す る

ことなく、「学校 の教育活動全体 を通 じて行 う」とい う道徳教育の基本原理に則 りなが ら、

む しろこれまで50年 間あま り行われ てこなかった 「道徳の時間」以外 の領 域の ところで

展開す るさまざまな実践が、積極的に研究 され るべ きではないか。そ うした研究 によって、

「道徳の時間」以外の領域おいて育成 され る道徳性 の内容が明確 になる。そ こか ら、 これ

か らの 「持続可能 な社会」に参画できる人間に必要な道徳性の内容の うち、そ こで何 が育

成 され るのか、が解明 され る。 それ と同時に、そこで何 が欠落 されて しま うのか、そ して

その欠落に よって、道徳教育に とって どのよ うな問題性 が生 じるのか、が明 らかになる。

その結果、そ こですべての必要な道徳性の 内容 が育成 されて しま うのな らば、「道徳の時

間」は廃止 され るべきものになる。 しか し、決 してその ような結論 は生 じないであろ う。

つ ま り、核 にな るよ うな時間のない道徳教育は、世界的に見て も考 えられ ないか らである。

ヨー ロッパの諸 国を見れ ば明 らかなよ うに、フランスを除いて、宗教科 が道徳 教育の核 に

なっている。宗教科のないフランスでは、そのものずば りの道徳科が道徳教育の核 になっ

ている。 したがって、そ うした研究に よって、本 当に 「道徳の時間」 とい う授業でのみ育
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成可能な、ない しは効果 的に育成 され る道徳性の内容が明 らかにな り、それ との関連でそ

れ以外の領域における道徳教 育の在 り方 が導かれ ることになる。 その ことは、 「道徳の時

間」 を機能 としての道徳教育 と同一視 して しま うくらい に、そ こに過重な役割 を担 わせ る

のではな く、道徳教育 の核 にふ さわ しい役割 を担わせ、そ して他の領域における道徳教育、

ひいては学校全体の道徳教育 を健全 にす ることにつなが るのではないか。そのよ うな学校

全体 を包み込む よ うなかたちで 「道徳 の時間」の改革が考え られ ることな く、一領域の 「道

徳 の時間」にだけ執着 され ていて も、学校にお ける道徳教育の進歩は望 めないであろ う。

この よ うな課題意識の視座か ら、つ ま り道徳教育に反対す るた めではな く、新たなよ り

よい道徳教育を構想す るために、次に、病巣、あるいは病巣 とは言 えないまで も病巣を生

み出す ことに深 くかかわ って しま うものを洗い直すために、新学習指導要領の 目標 と内容

について、健全な批判的検討 を試 みてみ よ う。

３　 「道徳の時間」の目標 と内容

道徳 教育の 目標 は、新学習指導要領 においては、第 ３章 「道徳 」の ところで、 「学校 の

教育活動全体を通 じて、道徳的な心情、判断力、実践意欲 と態度 な どの道徳性 を養 う」 と

明記 されてい る。 その うえで、 「道徳の時間」における 目標 が次の ように記 されている。

「道徳 の時間においては、以上の道徳教育の 目標 に基づき、各教科、外国語活動、総合

的な学習 の時間及び特別活動における道徳教育 と密接 な関連 を図 りながら、計画的、発

展的な指導 によって これ を補充、深化、統合 し、道徳的価値 の 自覚及び 自己の生 き方 に

ついての考 えを深 め、道徳的実践力 を育成す るもの とす る。」 （小学校）

この第 ３章 「道徳」の 目標の記述については、従来か らの改訂 でも、基本的に大 きな変

更はなかった。 もちろん、平成10年 版の ときには、確かにかな りの語句の変更が見 られ

るが、基本的 な内実は変 わってい ない。 そ こでは、「道徳的実践力」 とい う内面的な人格

的特性の育成 が求 められている。

ところが、「道徳 の時間」についての学習指導要領 のいわば原点 とも言 える昭和33年 度

版 の小学校 の もの には、かな り違 った記述が見 られ ることに気づか され る。そ こでは、ま

ず、道徳教育の 目標が次 のよ うに記 され ていた。

「人 間尊重の精神 を一貫 して失 わず、 この精神 を、家庭 、学校 その他各 自がその一員 で

あるそれぞれ の社会 の具体的な生活 の中に生か し、個性豊かな文化の創造 と民主的な国

家および社会 の発展に努 め、進んで平和的な国際社会 に貢献できる 日本人 を育成す るこ

とを 目標 とす る。」

この 目標 を達成す るため、次 に、道徳 の時間においては、次の具体的な 目標 が記 されて

いた。

（１） 「日常生活の基本的な行動様式 を理解 し、 これ を身 につ けるよ うに導 く。」

（２） 「道徳 的心情を高め、正邪善悪 を判断す る能力 を養 うよ うに導 く。」

（３） 「個性の伸長 を助け、創 造的な生活態度 を確 立す るように導 く。」

（４） 「民主的な国家 ・社会の成員 として必要 な道徳 的態度 と実践的意欲を高めるよ う

に導 く。」

それ ぞれ の記述内容 を簡 単に説明す ると、 「日常生活の基本的 な行動様式 を理解 し、こ

れ を身 につけるよ うに導 く」 として求め られ るのは、いわゆる社会生活 に必要なマナーや

日常道徳の ことで ある。「道徳的心情を高 め、正邪善悪を判断する能力 を養 うよ うに導 く」

として求 められ るのは、道徳的心情 を高めることによって、正邪 善悪 を判断 させることで

ある。 「個性 の伸長を助 け、創造的な生活態度 を確 立す るよ うに導 く」 として求 め られ る

のは、個々人に よって生み出 され る創造的 な生活態度 のこ とであ る。 「民主的な国家 ・社

会 の成員 として必要 な道徳的態度 と実践的意欲 を高めるよ うに導 く」 として求 められるの
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は、漠然 と した道徳的態度 と実践的意欲 ではな く、あ くまで も民主的な国家 ・社会の成員

と して必要 な道徳的態度 と実践的意欲の ことである。

昭和33年 度版の記述は、確かに少 し漠然 とした もになっているが、そこには、 「生活」

や 「社会」や 「国家」 とい う言葉が記 され てい るよ うに、生活や社会 との 「つなが り」の

もとに 「道徳 の時間」の 目標 が具体的に示 され ていた。それ に対 し、新学習指導要領 では、

「生活」や 「社会」 とい う言葉 が消 えているよ うに、生活や社会 との 「つ なが り」のない

「道徳 の時間」の 目標 が示 され るよ うになった。 もちろん、新学習指導要領 では、決 して

意識的に 「生活」や 「社会」の言葉の削除が改訂 の過程で行 われたわけではな く、第 １章

「総則」の ところには、 「生活」や 「社会」 とい う言葉が記述 され てい るよ うに、学校教

育全体の道徳教育の 中に集約 さるかたちで整理 され ただ けである。 したがって、学校教 育

全体の道徳教育を意識す る発想 があれば、何の問題 も生 じない。 しか し、教師が狭 く 「道

徳 の時間」だけに執着 し、そ この記述だけを見て実践 に臨んで しま うと、生活や社会 との

「つなが り」のない 「道徳の時間」の 目標 だけが意識 され、生活や社会 と断ち切 られた よ

うな授業が展開 されて しまいやすいのである。

また、第 ３章 「道徳」の内容の記述 については、昭和33年 度版 の記述では、（１）から（４）

までの具体的な 目標に対応す るかた ちで、道徳的価値 に当たる内容が括 られていた。 それ

に対 して、新学習指導要領では、 目標の記述 とは直接的 に関係 のない四つの視 点が唐突 に

示 され、結果的に内容が 目標 と対応 しないかた ちで、四つに、す なわち 「主 と して自分 自

身 に関す る こと」、 「主 として他 の人 との かかわ りに関す るこ と」、 「主 と して 自然や崇高

な もの とのかかわ りに関す るこ と」、 「主 と して集 団や社 会 とのかかわ りに関す ること」

に区分 され た （平成元年度版 か ら継続 されている）。それ以前の昭和43年 度版 （小学校）

と昭和52年 度版 （小学校） では、道徳的価値 に当た る内容の項 目が羅列 されていただけ

であった。そのために、それ らの項 目を平成元年度版以降、四つ に、 しかも ２学年ずつ括

られ ることによって、内容の表記はきわ めてわか りやす く整理 され ることになった。 その

よ うな功績 が一方で見 られ るが、他方では、四つの区分 とい う枠組みによって、本来的に

現実の生活 を営むために生み出 された社 会の規範 としての道徳が、つま り社会や生活 との

つなが りの 中で しか活か されない道徳が 、そのつなが りを切 るかた ちで、 「主 として 自分

自身に関す ること」、「主 として他 の人 とのかかわ りに関す るこ と」、 「主 と して 自然や崇

高なもの とのかかわ りに関す ること」 とい う枠の 中に組み入れ られた。 その結果 、 自然な

かたちで有 していた生活や社会 との関係性 が、弱体化す ることになったのであ る。

た とえば、昭和52年 度版 （小学校）に記 された 「人の忠告をよ く聞いて 自分を反省す

るとともに、思慮深 く節度 ある生活 をす る」 とい う内容項 目につ いて言 えば、 「自分 を反

省す る」や 「思慮深 く節度 ある生活 をす る」 とい う 「自分 自身」 の中の道徳的価値が 「人

の忠告 をよ く聞いて」 とい う 「他 の人 とのかかわ り」の中で意識 されていたが、平成元年

の時点で どこかの区分に組み入れなければな らな くな り、その前半部分 はすべて削除 され、

後半の 「節度 ある生活 をす る」の部分 だけが、「自分でできるこ とは自分でや り」 とい う

文言をその前 に追加 して、個人の中で完結す るよ うなかたちで、中学年の 「主 として自分

自身に関す ること」の中に組み入れ られ た。つま り、道徳的価値 の表記が、子 どもの置か

れている状 況性 とは無 関係 に、区分 とい う枠組 みの都合だけで、変更 されたのである。

したがって、平成元年度 の学習指導要領 から新学習指導要領までのものに則 った道徳教

育が 「道徳 の時間」に杓子定規に実施 され て しま うと、生活や社会 との関係性の切れ た、

あるいは弱い道徳的価値 の指導が 「道徳 の時間」 の授業おいて行 われやすいのであ る。

４　Ｎ ＩＥによる道徳教育の転換

持続可能な社会に参画できる人間の育成を求めて、我が国の学校における道徳教育の転
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換 を図るための方策 として、 「道徳の時間」に生活や社会 との関係性 をもたせ よ うとす る

対症療法 の発想 ではな く、まず一時、む しろ学校全体の道徳教育 に視野 を広げなが ら、「道

徳 の時間」以外 の領域、特 に生活や社会 との関連性 の深い 「総合的な学習の時間」にお け

る道徳教育の可能性 を解 明す ることが重要であると考 え られ る。なぜな ら、そ うした作業

を通 して、 「総合的な学習の時間」 において生活 と社会 との関係性 の強い道徳 的価値の指

導の可能性 と限界 が明 らかにな り、それ を踏 まえて、 「持続 可能な社会」に参 画できる人

間にふ さわ しい、道徳教育の要 としての 「道徳の時間」 に求め られ る道徳 的価値の内容項

目が新 たに導き出 される、 と考え られ るか らであ る。

その際に、社会 ・状況還元論的な視野を提供す る新聞記事 は、生活や社会 との関係性の

中で道徳的価値 を包含 してい る点で、有効なツールの一つ として活用 できる。 なぜな ら、

社会生活の 中で道徳 とかかわ らない事象や現象は存在 し得ないか らである。必ず、そこに

は、道徳的 なもの、 とりわけ生活や社会 とつ ながった道徳的価値 が溶 け込んでい るか らで

ある。事実、Ｎ ＩＥのいかなる実践報告を見て も、資料 と しての内容お よび学ぶ過程 にお

い ては、何 らかの道徳の 内容項 目に関連す るものが、 「道徳 の時間」 にお ける従来の副読

本 のよ うな道徳的価値の濃厚 さはない ものの、生活や社会 との関係性 において必ず包含 さ

れ てい る。そ うした少 し希薄 ぎみな道徳 を子 どもに ヒ ドゥン ・カ リキュラム （隠れたカ リ

キュラム）的に働 きかけ ることも、道徳教育の視点か ら言 えば、多種多様な指導法の一つ

として有効である。特に、我が国では、内面的に意識 させ る指導が主流 であっただけに、

発想の転換 をはかって、無意識的に子 どもの無意識 に働 きかける道徳 の指導は有意義で あ

る。なぜ な ら、実際 に子 どもが無意識的に道徳的価値 を 日常の状況性 の中で発揮できるこ

とのほ うが、道徳的価値 を意識 して しか発揮できないことに比べて、はるかに レベルの高

い道徳 的行為 と考 え られ るか らである。意識 をして道徳 的行為がな され るときには、他人

に見せ る、 あるいは社会 的な評価 を得 るとい う要素が入 り込みやすい点で、偽善的な道徳

が生まれやすいのである。 しか も、活動状況 の中で子 どもの無意識 に働 きかけることは、

置かれ てい る状況性にいち早 く気 づ く 「感覚」を育成す ることにつなが る。特 に、人権教

育で も、 自分で 「感 じ、考 え、行動す る」 とい う統合 した人間的特性が重視 されているよ

うに （文部科学省 「人権教育の指導方 法等 に関す る調査研究会議」の 『第 ３次 とりま とめ』

を参照）、 「持続 可能な社会」に参画 できる人間 の育成 に際 して も、 同様の人間的特性 が

重要であると考 え られ るので、まず感 じるための 「感覚」の育成 はきわめて大切 であろ う。

従来の 「道徳 の時間」において求 め られ ている 「道徳 的実践力」 のよ うな内面的な人格 的

特性 ばか りに執着 していては、社会に参画す るために 自分で 「感 じ、考え、行動す る」 と

い う、いわば意識 と行為 とがつ ながった外面的な人格的特性の出発点 となる、感 じるため

の 「感覚」の育成は、 とて もおぼつかないであろ う。 さらには、Ｎ ＩＥ教育では、子 ども

同士で協力 し合った協 同的な学びが必ず ともなってい る。そ こには明 らかに 「異質な集 団

で交流する」 とい う 「キー ・コンピテンシー」が垣間見 られ るが 、前述 した無意識的な道

徳教育 （道徳的実践）の要素 も見て取れ る。つ ま り、Ｎ ＩＥ教育 には、生活や社会 との関

係性の強い道徳的実践が、 さまざまな内容や方法 ・指導過程の中に、ま さにホ リスティ ッ

クに組み込 まれている。

したが って、 「総合 的な学習 の時間」 にお けるＮ ＩＥは、意識 した濃厚 な道徳教 育では

ないが、意識 しな くて も自然 に道徳教育 につなが り、 しか も近年になって断ち切 られが ち

な生活や社会 とのつながった道徳 的価値 を包含す るとともに、これまでの道徳教育研究で

あま り注 目してこなっかた子 どもの 「無意識」や 「感覚」 といったものに注意 を喚起 して

い る点、さ らには 「持続 可能な社会」に参画で きる人間の育成に も合致 してい る点でも、

新たな道徳教育を構想す る うえで、有意義 な視座 を提供する実践 であると言 えよ う。

（筑波大学大学院人間総合科学研究科　吉田武男）
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第 １部　 第 ７章　 第 ３節

教育課題 を乗 り越え、今 日的教育を実現するために

学ぶ意欲 を挑発 し授業を活性化する ＮＩＥ

１　は じめに

オバマ米大統領が誕生 したとき、そのニュースを子 どもたちに語 り、歴史的な意味 を考

える機会を提供 しない教師がいるだ ろうか。臓器移植法の さまざまな議論、若 田さんの宇

宙での長期滞在 と実験、世界同時不況の原因 と日本の景気 、世界環境会議 のテーマ と結果、

裁判員制度の導入 と課題 …世の中の ビッグニュー スやテーマをすべて とは言 わないが、そ

れぞれの学年 に応 じて教室 の話題 にしない教師がい るとは思わない。子 どもたちが これか

ら生きていく うえで欠かせ ない意味 と価値 を含んでいるか らだ。情報社会にあって、子 ど

もたちはこれ ら世のなかのキー ワー ドを見聞きしてお り、関心を もってい る。 このよ うな

「大切 なこと」が教室の話題にな らなければ、子 どもたちも保護者 も教育 に肩すか しを食

った気分にな るだ ろう。

しか し、こ うした話題 は教科書 には （宿命的に）載 っていない。知識基盤社会での教育

を 目指す新学習指導要領 が、新 しい知識 ・情報 ・技術 の導入 を強調 しているのは時代の要

請である。スピー ドと変化 と多様性の時代にあって、教科書だけが教材ではあ り得ず、「教

科書に始ま り教科書で終わる」教育は、今 日的な教育 とはいえないのではないか。新指導

要領に新聞の活用が指導内容 として多方面で記載 されているのは、こ うした認識に基づい

て リア リティーのある教育 を求 めている証左 といえる。新指導要領解説書 には小学校では

９教科 に渡 り計45回 、中学校では ８教科 に33回 、高校では総則 と８教科に42回 （「情報」

未発表 の時点）にわた り 「新聞」が登場 している。

教育現場 は今、さまざまな課題 を背負い、苦闘 している。なかで も 「子 どもの学ぶ意欲」

「教師の多忙」「教科のカベ」「地域 ・保護者 との連携」…。多 くの授業を参観 し、教師や

教育研究者、教育行政関係者 との話 し合 いのなかで得た実情認識である。ＮＩＥ（ Newspaper In

Education＝ 教 育 に新 聞 を）が 、こ う した課題 す べ てに渡 って道 を 開 く手 がか りにな る こ と

を提案 したい。

２　「一覧性」が学ぶ意欲 を挑発する

「教室が活性化する」 「普段や る気 を見せない子が一変す る」「教科 を超 えた授業ができ

る」「保護者が授業内容 を高 く評価 してくれ る」とい うのが新 聞を取 り入れた授業を展開 し

てい る教師の多 くの反応である。 しかも、ＯＥＣＤや各種 の調査でその教育効果は裏付 け られ

てい る。とくに、情報社会にあって不可欠な能力である 「メデ ィア リテラシー」、今 日的な

教育 目標である 「思考力 ・判 断力 ・表現力」の育成 と 「言語活動」の活発化への ＮＩＥの効

果は定着 してい る。

新聞の最大の特性は、「一覧性」にある。食事 に例 えれば、教科書による授業が一品料理

を毎 日子 どもたちに 「与 える」義務教育 ９年 間の コース料理 とすれ ば、新聞活用は大皿の

盛 り合 わせ料理 といえる。 コース料理が発達段階に応 じてカ ロリー計算 されてお り、子 ど

もたちの成長 に必要なのは言 うまでもない。 その意味で、教科書は教育のベースになる。

しか し、子 どもたちの食欲や好 き嫌いまでは計算 し切れ ない。いったん拒食 した子 どもを

再び学びのテーブルに戻すのは難 しく、子 どもたちの学習意欲の喪失 につながる。
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学ぶ意欲 の大きなポイ ン トは、学ぶ素材への手応 えにあるだろ う。世の中には新鮮 な素

材が豊富にあるのに…指を くわえる子 どもたちが、教育 に リア リテ ィーを感 じるはずがな

い。 「なぜ勉強す るの ？」 「何の役 に立つの ？」 とい う疑問がつきまとう。新 しい知識 ・情

報 ・技術 の導入 を求めている知識基盤社会の教育は、教科書をベースに しつつ、多様 なテ

キス トを活用 して子 どもたちが学び を実感 できる教育を期待 している。国際情勢も、環境

問題 も、エネル ギー問題 も政治 ・経済も、科学技術 も…あらゆる分野で激 しく変動する時

代である。 しか も、変動は即座 にグローバル化す る。教科書だけではカバーできず、スピ
ー ドに追いつけないのだ。私たちは波静かな小 さな清流ではなく、混沌 とした広大な濁流

に生 きてお り、子 どもたちもまた生きていかなければならない。子 どもたちの今後の人生、

生き方に深 く関わるテーマばか りである。「生 きる力」の育成 が教育に求められ る所以 と言

える。 ここに、新聞が有力なテキス トになる理由がある。

現在 とい う素材でつ くられた新聞は、大皿 の盛 り合わせ と言 える。新聞の一覧性だ。ペ
ージをめ くれば

、新鮮で豊富な世の 中の 「大切なこと」が 目の前に次々 と展開 され る。子

どもたちが 目を見張るのは 自然なことだ。 自分のこととして関心がもてるか ら、食欲がそ

そ られ学習意欲 がわ く。

新 聞を前 にす る子 どもたちに、 どの ような授業を展開す るか教師の腕 の見せ どころであ

る。

教科書は発達段階に応 じて均質 の価値 を提示 し、正答 を用意 している。勢い 「教える」

教育に傾 く。一方、新聞に書かれている内容 は多 くの場合正答はな く、多様 な価値 と視点

が提示 されている。「考える」教育になる。そ こが思考力 ・判断力 ・表現力 を培い、情報 リ

テ ラシー を身につ けるフィール ドになる。正答 が不可欠 な教育内容は もちろんあ り、「な

ぜ ？」 に答 えなが らの教え込み も必要だ。 しか し、 自我が芽生え周囲への関心が広 ま り、

自己主張をす る年齢の子 どもたちには、 日常の教科書学習 と現実 との乖離に疑問が生まれ

ス トレスを感 じ始めるの も自然ではないか。

野球に例 えれ ば、ルール学習 と素振 りばか りの教育では子 どもたちは欲求不満になるだ

ろ う。バ ッター ボ ックスに立ちた くなるのは 自然 の欲求だ。新指導要領が求める 「体験」

とは、バ ッター ボ ックスに立たせ ることと理解 している。生きたボール （現実）に立ち向

かった とき、バ ッ トに当てるのが意外 に難 しく、 ヒッ トを打つ ことはもっと難 しいことを

子 どもたちは身 をもって知 るだろ う。三振するか も知れ ない。そこで考 える、考えさせ る。

「どうして打てないんだろ う」「次は絶対打ってやる」。 自分な りの工夫 をこらし、お父 さ

んや兄弟 、友 だちに教わ り、上手な打者を観察す る。

教師の出番 だ。評価の問題である。三振や アウ トはここでは 「Ｘ」ではあ り得ない。イ

チロー選手で も打率は４割 に届 かないのだ。打って、三塁側 に走 らなけれ ば、後逸 しても

ボールを追いかけるのをや めなければ 「○」ではないか。いかに工夫 し、努力を したかを

認 め、子 どもの工夫、努力 に欠 けている点をコーチ してあげる教育である。その体験 を通

して感 じたこと、考 えたこ と、 自分の課題 を文章 にしてみる。新学習指導要領 は、そ うい

うことを求めているのではないか。 「体験 と言葉」である。

体験は、学校外 に出かけるこ とだけではない。教室に新聞を取 り入れ る意味は、「今」を

教育 に取 り入れ ることである。現実に立ち向か う経験 をすることである。そ こには多 くの

場合、正答はない。子 どもたちが社会 を知 り、課題 を見つけ、多面的に考え、他者の考 え

方や見方 を知 り、多様性 を踏 まえて 自分な りの考 えを形成 し、それをいかに表現す るか。

課題 を発見す る力、考察 ・探求す る力、 コミュニケー シ ョンする力、 自分の考えをま とめ

る力、自分の考えを発信す る力 を培 う教育である。ここで大切 なのは、「方向性」と 「道程」

だ と考える。考える方向を間違 えていな いか、考える過程で必要な要素を欠いていないか。

コーチ としての教師の大きな役割がある。単純ではない世の中の動 きに対する 「動体視力」
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を培 うことが大切 だと考 える。そ して、 自分の考えをま とめる際 に、断定的結論を求めな

いことである。 「考えたが難 しかった」 「どうして よいのか分か らない」 「もっ と考 えたい」

を認めることである。

こ うした取 り組みが ＮＩＥの基本 であ り、20年 以上前か らその学習効果 に手応 えを感 じて

実践 を続 け、成果を積み上げてきた多 くの教師がいることを誇 りたい。ＰＩＳＡに先ん じた取

り組みなのである。

３　参考になる ＩＴ企業経営者の新聞観

今、ネ ッ ト社会 と言われ る。ＮＩＥ の実践事例 を紹介す る前 に、ネ ッ ト社会 を リー ドす る

30～40代 のネ ッ ト企業経営者 たちの新聞観 を紹介 したい。以下は 日本新 聞協会のホームペ
ージ上の 「新 自聞」の記事 を筆者が要約 したものである。新 聞を読む意味 と教育論が展開

されている。
・熊 谷正 寿 ・ＧＭ Ｏイ ンターネ ッ ト代 表

新聞を読む ことが当た り前 と考 えている。20歳 くらいか らスクラ ップを続 けている。毎

日４、 ５紙を30分 かけて読み、読み切れ ない ときは週末にまとめて読んでいる。 ある程

度 目を離 して読 めば見出 しを読むのが早 く全体が頭に入 りやすい。新聞は知識や判断 のベ
ースになっている。ネ ッ トは知 りたいことを検索す る 「目的メディア」だが、新聞には読

まなけれ ば生涯知 ることのない情報が載ってい る。それが新 しい価値観や ものを見る 目を

養 う。
・藤 田晋 ・サ イバ ーエ ー ジ ェ ン ト社長

自宅 と通勤途 中に ４紙を読み、会社 に着 く前 に読み終 わる。20～30代 の社員 （約2000

人）には新聞をちゃん と読む よ うに言っている。ネ ッ トと新聞 とは別物。新聞は世の中を

俯瞰 してお り、関心のない ことで も自然 と目に入 ってくる。 ビジネスでも、相手が社会常

識的な話題 も知 らない と 「新聞を読 でいないんだな」 と思 う。新聞は社会 の共通言語 だと

思 うが、 自分 の視 点で読み、 自分で考 えるクセをつけることが必要だ。

・加 藤 順彦 ・PanAsia Partners PTELTD シンガポール代表

新聞は世論だ と思っている。事実を知るにはネ ッ トの方が早いが、「世間はど う？」と思

った ときに、物の見方を示すのが新 聞。情報があふれ る今、若い人 は何 が必要かわか らず、

早い うちにアンテナを立てる場所 を決め、それ以外の情報 を受け取 らない。精神的な引き

こも り状態になって しま う。事実をた くさん知 り、い ろいろな見方を吸収す る うえで新 聞

の役割 は大きい。新聞を読む人 と読 まない人では知的 レベルに差が出る。

・小川 善 美 ・イ ンデ ックス社 長

小学校高学年か ら新聞を読み始めた。「法律 の授業 をしていて、こんな勉強 してなんの得

があるのか」 と思っていた大学生の とき、新聞に授業で学 んだ裁判の記事を見つけて、新

聞が現実 との接点になることがわかった。ネ ッ トはで無限に情報 を拾 うことができる。 そ

の代わ り、一体何 が真 実なのか、本 当なのか フェアなのか、読み手が ものす ごくしっか り

していないと判断を間違 う危険がある。

４　社会に関心を向け、思考力 ・判断力 ・表現力養成に

「新聞活用」「新 聞作 り」「新聞の機能学習」が ＮＩＥ の ３要素で、これ らの要素がすべて

新指導要領 に盛 り込まれている。新聞には 「一覧性」のほか 「解説性」「詳報性」「記録性」

「保存性」などの特性があ り、 こうした特性 を有効に活かす のが新聞の活用である。

もとよ り一般 の新聞は子度向けに作 られてい るわけではない。「小学生には難 しい」と尻

込みす る教師 もいるが、指導案をつ くり、小学 １年生か ら見 ごとに教材化 している実践事

例 は数多 くある。
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新 聞活用の方法は実に多様だが、大き く二つある。一つは教科書の単元 にそって、 目的

をよ り効果的に達成す るために、教師が記事を選択 して活用するケース。一つは総合的な

学習の時間などを利用 して、子 ども自身が関心を持つ記事 を選ぶケースである。それ は、

ね らいの違いに よるが、いずれ も教師の明確な 目的意識 に基づいて最終的に 「君は、 どう

考える ？」「君 なら、 どうす る？」 とい う問いかけを主眼 にした展開になっている。

教師が記事 を選んで活用する授 業は、同 じテーマを扱 った違 う新聞の記事の読み比べに

多用 されている。 たとえば社説 を読み比べでは、主張の違 い、文章の展開の違 い、使 われ

ているデータの違 いな どに気づかせ た うえで、物の見方の視点や考え方の多様性 を理解 さ

せ る試みである。そ して、それ ぞれの社説についての感想や 自分の意見を書いて発表す る。

社説以外では、ニュースの取 り扱 いを比較す る授業 も多い。 同じニ ュースでも、新聞によ

って取 り扱 いや見出 しが違 う。写真や グラフの有無 もある。扱いの違いは記事の内容によ

るのか、価値判断の違いなのか、小 さく扱 った新聞には、そのニュース以外 に大きく扱 う

記事があったのか…かな り高度 な設 問になる。

子 どもが記事 を選ぶ授業では、関心 を持 った記事 を切 り抜いてスクラップノー トに貼 り、

記事 を選 んだ理 由、 自分の感想 ・意見を書き、発表す るのが基本だ。 この展 開では、子 ど

もたちが新聞のページをめ くりなが ら見出 しを読む。興味がわく、あるいは関心のあるテ
ーマ を探 しなが ら、広 く社会に 目を向けることになる。子 どもたちが選んだ記事 を通 して、

教師が子 どもそれぞれの個性を知 るだけでな く、子 どもたちが友だちの興味や考え方、感

じ方 を知る。 自然 に価値観 の多様性 を学ぶ ことになる。 どちらの場合 も、発表 までの課程

でグループディスカ ッシ ョンのステ ップを踏むケーが多い。

こうした授業 は学年が進むに従 って密度 と幅が濃 くな り、子 どもたちの関心が変化 し、

子 どもが 自分 自身 を知 るとともに、将来の職業選びにもつながってい く。 当然 なが ら、情

報 リテ ラシーの 目も養われ てい く。いずれ も ＩＴ 企業の経営者たちが重視す る新聞活用の

有用性 といえる。

強調 したいのは、新聞活用 は小学校低学年 か ら可能であ り、む しろ大切だ とい うことで

ある。研 究組織 をつ くり、学校 ぐるみで ＮＩＥに取 り組んでい る東京都 内の小学校の事例を

紹介 しよ う。
・１学年 （国語）…新聞記事の写真か ら様子 を読み取 り、友だちに知 らせ る
・２学年 （国語）…新聞スクラップ した写真 についてのメモを書 き、紹介す る
・３学年 （国語）…新聞記者の体験談や見出 しの付け方か ら学んだことをもとに、読み手

に分か りやすい新聞を作成す る

・４学年 （社会）… （火災か ら人 々の安全 を守る工夫について調べ）新聞記事や写真か ら

火 災の様子 を読み取る

・５学年 （道徳）…新聞記事を正 しく読み取 り、 自分の生活に生かそ うとす る態度 を育て

る
・６学年 （国語）…興味や 関心をもった記事 の中か ら、知 らせたい、考えて欲 しい、話 し

合 いたい とい う願いの強い ものを選ぶ

この ように学校全体での取 り組みは、各学年の教師が集まって知恵 を出 し合 い、ステ

プア ップ した指導案 の作成 を可能 にする。学年間のカベ を取 り除き、新 しい教育に向けて

教師相互の 目的意識 の共有 をもた らしてい る。社会の諸現象は、一教科の枠 を超えてお り

教科 を超 えた教育 を可能にす る新 聞活用の可能性 を実感す る教師は多い。その意味で、総

合的な学習の時間が削減 された ことは残念だが、逆に新指導要領 は全ての教科で総合学習

的な取 り組みを求めてお り、心強 くもある。要は教師の工夫 と実践であ り、管理職 の理解

と後押 しである。
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５　 リテラシーを育む新聞作 り、機能学習

「新聞作 り」は戦後 の民主化教育の中で広 く推進 され た。現在 も行われ ているが一時 ほ

ど盛んではない。 しか し、情報発信力や情報 リテラシーが求め られ る情報社会では必要不

可欠な教育であるとの認識が共有 されつつある。

学校教育では、グループが決めたテーマに沿って調べ、取材 し、記事を書 き、編集す る

のが基本的な新聞作 りである。編集会議 を開き、テーマ と役割分担 を話 し合い、だれ に読

んでもらうかを決 め、調べ ・取材する内容 を考える。調べた り取材 した結果、何がポイ ン

トかを考 え、 ５Ｗ １Ｈを頭 に入れて原稿を書 く。写真撮影やイラス ト、グラフ作 りも必要

だ。材料がそろったら編集作業。記事の扱 いを決 め、紙面 レイアウ トと見出 しを考 える。

こうした一連の作業には計 り知れ ない教育効果があるだろ う。読者 を意識 しなが らの作

業は、取材や表現のモ ラル を求 める。写真撮影やイラス ト、グラフ作 り、見出 しづけは、

その効果的方法 を考 えさせ る。 グループ作業には協力 と責任感 、信頼感が不可欠だ。 そ し

て、何 より完成 したときの達成感 を共有 できる。できあがった新聞は保護者 に見せた り、

教室 に張 られた りして思い出になる。地域振興をテーマに作 った観 光 ＰＲ新聞は、役所 に

張 られ るケースもある。新聞作 りの課程 で、 自然に情報発信力が培われ る。

修学旅行地の調べ学習 、運動会や文化祭 などの学校行事 の思い出を新聞にす る例、学校

や地域の課題 についてのアンケー ト調査の結果を新聞に して配布す る例な ど、新聞作 りは

多方面で行われている。新聞作 りの手順や取材 の仕方、記事の書 き方、 レイアウ トや見出

しの付け方についての記者派遣の要請が増 えてい る。学校 を訪れ る記者 と教師の会話は、

学校 と新 聞社 との相互理解 を醸成する効果 も見逃せない。

新 聞の機能学習は他 メデ ィア との比較す る方法で行 うと効果的だ。新指導要領はメディ

ア リテ ラシーの育成 を求めている。情報洪水 にさらされている社会である。イ ンターネ ッ

トと携帯電話が情報入手 と発信機能を容易に し、今後 さらに加速 させ るだ ろ う。情報社会

は子 どもたちを巻 き込 んで社会問題 になっている。 日本だけの問題ではない。

ネ ッ トや携帯電話の危険性や活用方法、モラル に関す る教育が盛んだが、それだけでよ

いのだろ うか。 図書館 にある本、新聞、 ラジオ、テ レビ、ネ ッ トな どのメデ ィアの特性 、

情報内容 と機能、信頼性 を合 わせて行 う必要がある。情報は生きてい く上で必要不可欠だ。

情報の命 は信頼性にある。ネ ッ トを知 り抜 いたネ ッ ト企業経営者 の進言 は示唆 に富んでい

る。ネ ッ トは 「目的メデ ィア」 として優れ た機能 を持 っている反面で、情報の信頼性 を見

極める能力の必要性 を強調 し、ネ ッ トによって若者たちが知的引きこもりに陥 ってい る状

況に警鐘 を鳴 らしている。

ここに、学校教育の大きな役割があると考 える。子 どもたちの好奇心 と関心の広が りで

ある。「新聞は関心がなかったこと、知 らなかったことを気づかせ る。多様な ものの見方が

参考にな る」 とネ ット社会 の リーダーが異 口同音 に指摘 し、新聞のもつ一覧性の活用 と読

み比べの大切 さを説いている。

６　家庭 と学校 をつな ぐファミリー フォーカス

新聞を媒介に して親子が話 し合 うのが 「ファ ミリーフォーカス」である。お茶の水大学

が21年 に公表 した保護者調査 （文科省が全 国学力 ・学習状況調査の補足 として委託）結

果は、高学力の子 どもの家庭ほ ど 「活字文化」が豊かであるとい うことである。「小 さい こ

ろか ら読み聞かせ をした」「ニュースや新 聞記事について子 どもと話す」とい う家庭 の子 ど

もほど高学力の傾向にあるとい うデータ分析 である。 ファ ミリーフォーカスの教育効果に

着 目す る教師が多いのは、この調査結果 と同趣 旨であろ う。
一方

、ＮＩＥ実践校 を対象に した 日本新聞教育文化財団の 「ＮＩＥ効果測定調査」 （2005年）

は、家族 の対話促進効果 を裏付 けてい る。 「ＮＩＥによる児童 ・生徒の変化」について、 ７割
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以上の教師が 「記事について友人や家族 と話す よ うになった」 と答 え、実践前に比べ小学

生では 「家族 と話す」割合が13．6ポ イ ン ト、中学生では17．1ポ イ ン ト、高校生 では16．9

ポイン ト増 えている。また、同財 団の 「保護者 に対す るＮＩＥ調査」（2004年）で ＮＩＥを 「よ

い授業だ」と評価す る保護者 は ９割 にのぼってい る。その理由について85．9％ が 「社会に

関心を向けるきっかけになる」、43．5％が 「家族や友だち と社会の ことを話 し合 えるよ うに

なる」、31．1％が 「文章を読む習慣につながる」と回答 している （回答 ６項 目から ２項 目ま

で選択）。

ファミリーフォーカスは学力 と家族 の対話促進効果に着 目した新聞活用 と言 える。教師

がテーマ として新聞記事を与え、あるいは家族でテーマ を選 んで話 し合い、ワークシー ト

書き入れ るとい う取 り組みだ。 これ を発表 し合 う事例 もある。そ うした学校では、ＮＩＥ授

業の参観 の機会 をつ くり、ファミリーフォーカスの意 味を保護者 に事前に説 明 して理解 を

求 めている。 こうした実践が学校 ・教師 と保護者 をつ なげ、相互理解を促す役割を果た し

てい る。

７　最後に…

今回の研究プロジェク トのテーマ 「キー ・コン ピテンシーに基づ く学習指導法のモデル

開発」は、子 どもたちの市民性 （シティズンシップ）を育成す るためにいかに新聞を軸 に

情報 を活用す るかにあった。激 しい変化の時代の市民性は、諸課題 をた くま しく乗 り越 え

る力であ り、協調 し支 え合いなが ら平和 と民主主義を担 う力である と理解 している。 とく

に情報社会にあっては、できる限 り多角的な情報 を得 て、それ を的確に活用す る情報 リテ

ラシーが不可欠であろ う。新聞活用は情報 リテラシー に寄与で きる と確信 している。

教育に新聞を導入す ることで、「教室の活性化」が図 られ、「子 どもの学習意欲」 をかき

立て、「教科 を超 えた授業」が実践可能 になる。「教師間の連携」が図られ、「保護者 との連

帯感」が醸成 され ることが分かっている。 しか し、教師に新聞の教材化研 究の機会 と時間

が保証 されなければ実践 に結びつ きにくい とい う実情 である。行政や管理職 の理解 と後押

しを切望する。

（日本新聞教育文化財団　赤池幹）
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第 １部　 第 ７章　 第 ４節

市 民性 教 育 に お け る ＮＩＥの 有 効 性

キー ・コンピテンシーの育成を目指 して

１　は じめに

平成17年 の中央審議会答 申 「我が国の高等教育の将来像」では、21世 紀 をいわゆる 「知

識基盤社会」であると述べている。 この 「知識基盤社会」の時代 を担 う子 どもたちに必要

な能力を ＯＥＣＤは、 「キー ・コン ピテンシー」 として定義づけた。1）

キー ・コンピテ ンシー は、具体的には、①相互作用的に道具 を用 いる　②異質 な集団で

交流する　③ 自律的な活動をす ると示 されている。 これ らは、先 に述べた よ うに 「知識基

盤社会」の時代 とい うこ とをベースに考 え られていることだが、もっと目線 を現場 におい

ても、 これ らの力 が今 の子 どもたちにとって必要だ とい うことが言 える。

現代は、人 との、社会 とのかかわ りが希薄になった といわれ る。イ ンターネ ッ ト等の普

及 によ り、活字離れ も進んでい るとい う。それは、子 どもの世界 にも反映 してい る。

人間関係の面で言 えば、人 との距離の取 り方を非常に気 に した り、急 にカ ッとなった り

す る姿が見 られ る。また、人か らどう見 られ るのか と言 うことが価値判断の基準になると

言 うこともある。 そ して、活字か ら離れ た子 どもたちは、 じっくり考 えると言 うことがあ

ま り得意 でな くな り、想像力を働 かせ る機会 も減 ってきた。

こういった現実を見 るにつれ 、キー ・コン ピテンシー は、今 の子 どもたちに とって必要

な能力 と考 えられ る。 さらに、それは、今 回の学習指導要領 で言われている 「社会参画」

といった面で も重要になるだろ う。そこで、市民性学習 とい うことも念頭 におき、その力

を培 うために 「新聞」が ど う役 立て られ子 どもたちに何 が育ったのかを、ＮＩＥ を活 か した

実践 を基に考えてみたい。

２　市民性教育 と ＮＩＥ

この研究では、キー ・コンピテ ンシー とのかかわ りを実践 の うえで考えてきてい るが、

それ は、先に述べた ように市民性教育 （学習）と大 きく関わっているといえよ う。そ こで、

少 し市民性教育 ＝シテ ィズンシ ップ教育について整理 したい。

（1）　市民性教育とは

市民性教育 とは、シティズ ンシップを育成す るための教育である。そ して、このシテ ィ

ズンシップは、平成17年 度に経済産業省 に設置 された 「シティズンシ ップ教育 と経済社会

での人々の活躍 についての研究会」の報告書2）の中で次のよ うに定義 され てい る。

シテ ィズンシ ップ とは 「多様 な価値観や文化で構成 され る社会において、個人が 自己を

守 り、 自己実現を図る とともに、よ りよい社会の実現に寄与す るとい う目的のために、社

会の意志決定や運営の過程 において、個人 としての権利 と義務 を行使 し、多様 な関係者 と

積極的に （ア クテ ィブ）に関わろ うとす る資質」である。そ して、シテ ィズンシ ップを発

揮す るために必要 な能力を①社会 の中で、他者 と協働 し能動的にかかわ りをもつために必

要な意識　 ②公 的 ・共 同的な分野、政治分野、経済分野での活動に必要な知識　 ③多様 な

価値観 ・属性で構成 され る社会で、自らを活 か し、 ともに社会に参加す るために必要なス

キル とした。

キー ・コン ピテンシーが全ての教育活動で育て られてい くよ うに、 このシテ ィズンシ ッ

プの能力 も同 じである。 また、その能力 の重な りも大 きい。 さらに、その学習の展開につ
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いても同 じように考 えていい部分が多いのではないだろ うか。

イ ギ リスでは、2002年 ９月か ら市民教育が必修教科 として導入 されている。このイギ リ

スの市民教育の特徴 を小原友之 は以下の ようにま とめている。3）

① 日本の中学校社会科公 民的分野や高等公民科のよ うな一教科ではな く、道徳、特活 と言

った領域、総合的な学習、生徒会活動や学校行事の ような ものまでも含んだ、広領域 の教

育活動 となってい る。② 民主社会 を担 う市民に求 められ る知識 ・理解 だけでなく、探求や

コミュニケーシ ョン能力、社会参加や行動 の能力 といった 目標の全体性 を保障 しよ うとし

ている。③現代社会の今 日的な課題や問題の理解 とその解決 を重視 している。具体的には、

学習内容 として、社会的論争問題 に関す る教材が多 く取 り入れ られている。④学習方法 と

して、 コミュニテ ィへの中での実践的な社会参加活動 をよ り重視 している。

つ ま り、教科、領域の枠 にとらわれず、子 どもたちが市民 として生 きてい くため、もっ

と言 えば社会をつ くってい く一人だ と認識 しなが ら、社会に感心をもち、人 とかかわ り、

考え、行動 してい くよ うに育て るための教育が市民性教育であ り、その ことはキー ・コン

ピテンシーを育てることに大きく関わっている。

（2）ＮＩＥと市 民性 教 育

ＮＩＥ は、新聞そのものを教材 として授業 を展 開す る。言 うまで もなく、新聞は、社会で

起ったで きごとを早 く、正確 に伝 えることを 目的 としている。その新聞の特性 について加

瀬雄 二は次のよ うに整理 してい る。4）

①一覧性　②解説性　③詳報性　④保存性 ・記録性　⑤軽便性 ・再読性　 ⑥確認性　⑦

隠された事実の発掘力

そ して、 日本の ＮＩＥは、新聞社 が何社 もあることによって、一つの事実を違 う側面で と

らえるとい うことも新聞か ら学ぶ ことができる。 このことは、社会の見方 を多面的にす る

ことにもつなが る。

こ ういった特色をもつ新聞を活用 した授業 と市民性教育 とは どの よ うな関係 があるのだ

ろ うか。影 山清四郎は、『学びを開 くＮＩＥ』5）の 中で ＮＩＥ実践か ら、新聞活用による学びの

役割や有効性 について述べている。一つは、「新聞の活用は、教科 ・領域 の目標 を実現す る

ための有効な教材 であるばか りか、現実社会 とのかかわ りを持ちこむ ことによって学校教

育の枠 を越 えた学びを生み出 してい く可能性 をもってい るのである。私たちは、新聞を通

して子 どもたちを 「小 さな市民」 として遇す ることが求め られてい る時代 にきてい るので

ある。」とい うこと、新聞が コミュニケーシ ョンを活発 にす ること、社会参加 を促す こと等

である。

新聞活用 とコ ミュニケー シ ョンについては、同 じ記事 を読んで、思 ったこと、考 えたこ

とを話 し合 う中で、 自分 と違 う見方 ・考 え方に出合 った り、あるいは、友だちと記事の内

容 を教 え合った りす る中で必然的に生まれて くる。 また、新聞を活用す ることによって、

社会 と自分 とのつなが りや 自分が社会の構成員 の一人だ とい うことに気づ くことが参加 を

促す ことに通 じていくのである。

影 山氏はまた、「教室で新聞を教材 とす ることは、社会に対す る関心を広げ、他者 との対

話 を活性化 させ、民主主義社会の担い手 としての 自覚を育てることにつながる。」6）と述べ

ている。 このことは、市民性教育でめざす ことその ものであ り、キー ・コン ピテンシー を

育てるこ とにもつなが ると考える

３　実践の柱

今 回 のプ ロジ ェ ク トで は、以 上 の こ とを踏 ま えて 、ＮＩＥ を通 して 、 キー ・コ ン ピテ ン シ
ー を育成 しよ うと して い る

。 そ して、 市 民性 学習7） とい うこ とを キー ワー ドに実践 を展 開

して い る。実 践 の柱 と しては 、以 下 の三点 を共通 の もの と して進 め られ た。8）

・ 学級 でテ ー マ を決 定す る。
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児童生徒がやがて社会で遭遇す るであろ う現代的課題 をテーマ とする。学級で大きなテ
ーマを設定 し、グループでそれ を絞 り込んで小 さなテーマを設定す る。
・ 新聞をは じめ、図書資料、取材等 を通 して調べ学習 を行 う。

発表の方法を見据 えて、グループで調べた り、調べた後話 し合いなが ら発表の ことを決

めた りする、あるいは、調べていて疑問に思 ったことを発表する等

・	 プ レゼ ンテー ションを行い、それぞれ調べたことをシェア リングす るだけでな く、外

部の人に発表 を聞いて もらった り、考えを新 聞に投稿 した りす るな ど、外に働 きかける。

主にこの三つを柱 として、実践は進 められた。 この実践の柱は、それぞれ キー ・コンピ

テ ンシー、市民性学習 と大きくかかわってい る。

まず、テーマの設定である。テーマを現代的課題 とした ことで、児童生徒が現実の社会

に 目を向けることをこのプ ロジェク トでは考えている。 また、それ と同時 に、 自分 は社会

の一員である と感 じる、自分 も社会 をつ くっている一人 だと実感す ることも重要視 されて

いる。

次に、調べ学習 とグループでの協同的な学びである。児童生徒、特に小学生にとって新

聞の記事 自体は難 しい面 もあろ う。ただ、その反面、記事にかかわるさまざまな人 との出

会い、あるいは記事を読む ことを通 して、保護者 とよ り深 くかかわる といった面も期待で

きる。また、児童生徒 がグループのなかで、さまざまな コミュニケーシ ョンを行いなが ら、

視野 を広 げた り、認識 を深めた りす ることも重要視 している。

最後に発信 とい うことである。学びを教室のなかだけで終わ らせず に社会 とかかわるこ

とで、市民性 は、よ り強 く育まれる と意 図されている。

４　実践か ら見えてきたこと

（1）　テーマ

今回の研究では、小学校 ２年生か ら中学校 ３年生まで、15の 学校で実践が行われた。

そのテーマ を以下に記す。

まちのよさ （小 ２）　 静岡のいい ところ （小 ３）　携帯電話 （小 ４）　私 たちの食 （小 ５）

新型イ ンフルエ ンザ （小 ５）　 しあわせな生 き方 （小 ６）　 輝いてい る人 （小 ５）

社会の問題 とそれに取 り組む人 （小 ５）　 健康 （小 ５）　 日本 の未来予想図 （小 ６）

職業選択 （中 １）　近未来に活 きる実生活の知恵 （中 ２）　 メタボ リック症候群 （中 ２）

本当の豊かさとは （中 ３）　 食 と命 （中 ３）

テーマを見る と現実に起 ってい る問題や これか ら遭遇するだろ う問題 を うまく捉 えて設

定 されている。 これは、新聞を活用す るとい うことで、現実 に話題 となっているこ とを扱

う、今の社会の問題 かを見よ うとすることが自然 に意識化 された結果だ と考え られ る。や

は り、新 聞を活用す ることで、「自分 ごとの現実社会」に 目を向けることができたのだろ う。

それぞれのテーマが児童生徒に とって、ス トレー トに身近なものかとい うとそ うとは言 い

切れない もの もあるが、児童生徒がふだん当た り前に感 じ、意識 していなかった ことや意

識のなかにもなかったことに関心 をもたせ る工夫 をそれぞれ の教師が行 ってい る。 また、

発達段階に応 じて、距離的に、 より身近な地域か ら社会 に広げていくとい うプロセス もみ

ることができる。小学後低学年 では、調べ学習そのものも難 しい部分がある。そ こで、実

際に歩 いて調べ られる範囲をテーマ としているのであるが、六年生か ら上の学年は、将来

を見据 えるなど、時間的に幅のあることがテーマ となっているのが特徴 といえる。 また、

テーマが具体的なものから抽象 的なものへ発展 していることも分かるだろ う。このことは、

今回の実践に限 らず、 どの教科で も、大事に していきたい視 点である。

（2）ＮＩＥの 活用

今回、児童生徒の関心を高めるために新 聞記事 を最初に読んだ り、テーマを基に新聞

スクラップを行った り、スクラップ新聞をつ くるための記事集 めを行 うことが多 くの実践
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で見 られた。ファ ミリー フォーカスを考 えた実践 も多 く、家族でいっ しょに記事を読み、

集める といったこ とを取 り入れてい る。

新 聞を読む と言 うことは、活字 の苦手な子 どもにとって、ハー ドルは決 して低 くない。

しか も、今回は、社会的なテーマにそって、記事を集 めるとい うことが入 ってくるので、

記事その ものを読み込んでいく必要がある。 だか らこそ、仲間の力や保護者の力の必要性

が認識できるとい うことも言 えよう。実際に実践の中でも、分か らない言葉 を教えて もら

うだけでなく、同 じよ うな内容を扱 った別 の新聞の記事 をお互いに持ちよって、読み比べ

た り、記事の内容 と自分の考 えを結びつ けて話 し合った りする姿が見 られた。 こうしたこ

とは、新聞 とい うメデ ィアを使 った良 さの一つ と言 うことができるだ ろう。

また、新聞が人 をつな ぐとい うことも実感 できた。 その一例は、その記事を書いた記者

の思 いを聞いた り、取材の仕方を教 えて もらった りした実践であ る。また、他 にも、記事

に取 り上げ られ た人に直接取材 した り、記事 をもとに調べていく中か ら、よ り広い人への

取材活動を行った りす るな どの実践があった。その実践のなかには、常に 「人」が存在 し

ていた。それは、児童生徒 自身が、社会 と自分 とのつなが りを感 じることができた時間 と

もいえるだろ う。つま り、新聞は、紙面であるが、そ こに登場 してい るのも書いてい るの

も 「人」あること、一つの記事の背景には、そこか ら広 がるたくさんの人がいて社会をつ

くってい ることを感 じていったのである。 さらに、 自分 もその中の一人であることを実感

していった。 これ らは、新聞を通 して もた らされたものであ り、そ こに ＮＩＥ活用の大 きな

意義があると考える。

（3）協同的な学び

ス クラ ップの収集、新聞作 り、話 し合いを通 してグループのコ ミュニケーシ ョンを深め

なが ら学習を進めることができた。特に今 回扱ったテーマ として扱 ったこ とは、人の営み

がみ え、そこに学級の友だちだけでない他者が存在する。そ こで、さまざまな人 との交流

を通 しなが ら、学びを深 めてい くことができた。

今回の学習の感想を見て も

「…ぼ くたちの ことを地域で話 して くだ さるのが とても楽 しみです。民生児童委員 さんに

教 えても らった ことも、他の人に伝 えたいです。」

「マスクの製造会社の人が、 自分たちの質問に丁寧に答えて くれて うれ しかった。大人の

世界 と自分たちがつながってい る感 じが した。」

「グループ活動をやってみて、自分では思いつかなかった事を、他の人が思いついた とき、

そ うい う考えもいいなあ、 と思った。」

とい うように、他者 とのかかわ りの中で学ぶ意欲がでた り、協同で学ぶ よさを感 じてい

た りす るものが多かった。

児童生徒にとって、教室は小 さな社会である。 しか し、 ともす るとそれは、閉ざされた

社会になって しまい、現実の社会 とは隔絶 されて しま う。 しか し、そ ういった閉ざされた

社会だけで教育を完結 させて しまっては、生きる力は育たない。今回の各実践 に見 られる

よ うにその学びが 自分 の生き方につ ながってい くことが重要なのである。

（4）学びの発信

このプ ロジェク トの特徴の一つに学びの発信があげ られ る。学年で発表 した り、学級で

発表 した りす るのはもちろん、保護者、地域に向けての発表、新聞への投稿 な どさまざま

なものが考え られ た。 い くつか を紹介す る と
・駅で 自分たちのつ くったマニ フェス トを配布す る

。
・つ くったポス ター を観光案 内所を通 じて発信 ・新聞社への投稿

・携帯安全 ・便利 マニュアル の作成 ・地域の人を招いての発表会

・自分が学習 して考 えたことや思ったことを作文や新聞にまとめ、テーマ の出発 となった

新聞記事の執筆記者や訪ねた人に送 る。
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な どである。 この発信方法は、他 の教科等で学んだ後 とは異な り、教室外 の人に向けて発

信 している。 これ は、教師が意図的に計画 したものもあるが、多 くは、児童生徒の 自分た

ちの学び を知 らせたい、自分たちの考えた ことに対 して意見が欲 しい とい う思いが育って

きた ことが、外への発信 を うみ出 してしてい る。そ して、この学習のなかで、児童生徒 は、

自分たちがア クセス した ことに対 して真剣 に向き合って くれ る大人がい ることや 自分が少

しではあるが地域の人たちに役 立ったことを実感 した。その ことは、児童生徒の学ぶ意欲

や市民性育成に強 く影響す ることであると考 える。

４　ＮＩＥを活用 した授業の意義 と課題

（1）新聞は、社会 と教室 をつな ぐ

実践か ら見 えてきた ことは多々あるが、その中の成果 として大 きいことは、新聞を教材

として活用 した ことで、学びが教室 のなかだけに留まらなか った とい うことであろ う。地

域社会の関係が薄 くな り、保護者や知っている大人以外 とのかかわ りをもつ機会 も少 な く

なった現代の子 どもたち。学校現場でも 「つなが り」 と言 う言葉 をキー ワー ドにさま ざま

な実践が試み られている。特に、総合的な学習の時間や社会科、生活科な どを通 して地域

とかかわってい こうとい う実践 も数多い。 しか し、今 回、新聞を教材 としたことで、つな

が りの範囲は地域に留 まらず、 さまざまな方 向に広がっていった。 もちろん、新聞を教材

としたか らとい う理由だけでな く、そこに教師の授業力が発揮 され たのは言 うまで もない。

ただ、実際に記事を書いた方、あるいは記事に取 り上げ られた方 との出会いが意欲 を高め、

自分たちで取材す ることに もつながっていったといえよう。そこに、新聞のお もしろ さが

ある。つま り、今、社会で起ってい るこ とを教室に持 ち込む ことで、学習 が動的になって

いくのである。

また、 自分たちが実際に取材す ることで、学ばなけれ ばい けない ことが増 え、学びの広

が りや深ま りも見えてきた。 さらに、今回、スクラップ新聞作 りをした学級では、記事 を

比べて選ぶこ とで、大人の側 も社会 に対す る見方が様々あることを知 った。

「社会 に 目をむけな さい。」「相手の立場 に立って考 えな さい。」「人の意見 も聞きなさい。」

「自分 で しらべな さい。」よく学校現場で聞かれ る言葉である。 しか し、新聞を使 い、協同

的な学びを行 うことで、児童生徒 は、 自ら、そ ういった姿 になっていった。

（2）新 聞活 用 とキ ー	 ・コ ン ピテ ン シー

「新聞を活用す る」 といった場合、大 きく言 うと二つの活用が考え られ る。一つは、個

人で読んだ り、スクラ ップ した りす ること。そ して、 もう一つは、グループ等で読み合 っ

た り、記事を集 めた りす ることである。ただ、キー ・コン ピテンシーの育成 を考えた場合、

前者の場合であっても、 グループでシェア リングす ることは取 り入れ る必要がある。それ

が、「知識 ・情報を相互作用的に用い る」 とい う意味になるか らである。そ して、それ は同

時に、異質 な集 団で交流す る力にもなる。そ して、「新聞」を核にシェア リングすることで、

自分たちと直接接 していない社会 とも考 えをシェア リング してい ることにもつながる。つ

ま り、実際に社会で起 っていることを問題 として取 り上 げている人がいて、その人の取 り

あげ方 と自分の考 えがシェア リングされているのである。それは、新聞記事の もつ大きな

役割である。また、 自立的な活動 とい うことでは、社会 とつながってい ると児童生徒 が実

感することが これ に大きくかかわってお り、今回は中心に扱わなかったが、こ ういった面

での新 聞の可能性 は、まだまだ考 え られ るだろ う。

（3）教 室 での 学 び とフ ァ ミ リー フォー カス

小学校では、特 にファ ミリー フォーカスを考 えてい く事が、児童生徒の学びの充実につ

なが るといえよ う。児童生徒の理解が、新聞記事に書いてあるこ とだけでなく、保護者 と

読む ことによって保護者の考えを聞くこともでき、深まってい く。また、 自分の学びが保

護者に認 められ ることで意欲が高まってい く姿も見 られ る。 さらに、 こうして、家族 で同
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じ記事 を読み、話 し合 うことは、大人の市民性向上にもつながってい くことだと考 える。

（4）単元構想 と授業力

最後に、今回の実践 を通 して課題 として考えられ ることをあげておきたい。今回の学習

では、全 くゼ ロの処か ら、教師 自身が単元を構想 していった。 もちろん、最初 に述べたよ

うな柱はあるが、 どのよ うなテーマ にして、新聞以外に何 を持 ち込み、 どうい う形でプ レ

ゼ ンテーシ ョンしまとめていくのかは、教師に任せ られた。そこで、授業を どう創 ってい

くか とい う単元構想の力が必要になる。そ して、それは授業力にもつ ながってい く。本来、

授業 とい うのは、 このよ うに創 造的なものである し、 こうしてい くことで教師の力量は伸

びてい く。 ただ、一方で多忙化す るなか、考 える時間がなかなか とれ ない とい うの も事実

であろ う。学校や学年で取 り組んでいき、教師も協同的な学びを しながら、授業 を創 って

い くことが大事であると考 える。

また、今回は、 さま ざまな教科の時間を使って単元 を構成 してい る。ただ、それぞれの

教科の何 をこの単元で育てているのかを明確に示 してはいない。総合的な学習の時間を核

とした り、内容 によっては、他教科 を核 とした りしなが ら、単元を構想 し、それぞれの教

科で育つ力が ここで も育っている、あるいは、単に教科だけで取 り組 んでいる ときよ り、

学力が伸びている と言 うことを示す ことは大事な ことである。今回行われた実践をそ うい

った視点で分析 して もきっと意義 は見いだせ る と考えるが、 この ような学びを広げてい く

ためには、それを伝えてい くことも大事 な要素 となって くるだろ う。

５　終わ りに

このプロジェク トで取 り組んだ実践は、ＮＩＥ を活用 して、資料収集 し、話 し合 う、発信

す るとい うものであった。取 り組 んだ教師は、その個性 を生か して、児童生徒 とともに、

学び を創 っていった。 そのなかで、何度 も考 え直 した り、新 しい取組 を取 り入れた りして

い く姿にであった。そ して、学習が深まってい くことを実感することができた。

今回 この研究 に関わって実感 したのは、「人」 とかかわ り、「人」 とつ ないでい くことを

どの実践 も大切 に している とい うことだった。だから、活用 した新聞記事がよ り生 きたも

のにな り、児童生徒 の学びを深 めたのだ。 そ して、授業の中で児童生徒 自らが考え、動 く

姿に教師 自身が学んだことも多かった。

新聞 を教材 として使 う ＮＩＥ。そこには、まだまだ可能性 が秘め られている。そ して、こ

れか らの社会を担 う児童生徒に とって必要な ことが、そ こにはつまってい る。それ をど う

活か していくのかが実践研 究として大事な ことだろ う。今後 も児童生徒の学び を確かなも

のに していく、 さま ざまな授業開発 に期待 したい。

（横浜市教育委員会　梅田　比奈子）
注
１）1961年 発 足 。 経 済 協 力 開発 機 構。 キー ・コ ン ピテ ン シー は、 ＯＥＣＤが2000年 か ら開 始 した ＰＩＳＡ調 査 の

概 念 的 な枠 組 み と して 定 義 づ け られ た。

２）平成17年 度発足 「シティズンシップ教育 と経済社会での人々の活躍についての研究会」（経済産業省）

報告書 （平成18年 ３月）
３） 『社 会 科 教 育 』ＮＯ．547，2005年 １月 号 Ｐ20　 明 治 図 書

４） 『学 び を 開 く ＮＩＥ』2006年 ８月25発 行　 Ｐ13－15　 春 風 社

５） 『学 び を 開 く ＮＩＥ』2006年 ８月25発 行　 Ｐ33　 春 風 社

６） 『学 び を 開 く ＮＩＥ』2006年 ８月25発 行　 Ｐ39　春 風 社

７）本稿では、教師の側か ら見た時を市民性教育、子 どもの側から見た時を市民性学習と使い分 けている。
８）「キー ・コンピテンシーに基づ く学習指導法のモデル開発に関する研究」研究代表者 ：下田好行 （国立教

育政策研究所）の研究プロジェク トである。 ここでは下田が作った学習指導法の枠組み概略を紹介 した。
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第 １部　 第 ７章　 第 ５節

ＮＩＥの 理 論 とキ ー ・コ ン ピテ ンシ ー の 育 成

１　は じめに

ＮＩＥで育成する子 どもの姿は、社会 の出来事に興味 ・関心 をもち、確 かな情報 を基 に 自

らの意見を持 ち、 自らの判断で よりよい行動 を選択 し、実行 している姿 であると考 える。
一方

、キー ・コンピテ ンシーを身 に付けた子 どもの姿は、その概念や定義か ら、一人一

人の子 どもが、人生の成功や社会 の発展に とって重要な課題 を解決す る姿であると考 える。

したがって、両者 とも、現代社会の課題を解決す るために、主体的に行動す る子 どもの

育成 を 目指 してい ると言 える。

２　ＮＩＥで育てたい態度や能力とキーコン ピテンシー

新聞の多岐にわたる内容の特性 か ら、ＮＩＥで育てたい態度や能力 も多種多様に考えるこ

とがで きる。それ らを集約 し分類す る方 法も様 々であるが、以下のよ うに考える。

①　 市民性 （社会性）…社会に関心をもち、社会 の動 きや社会で問題 になってい ることを、

自分の問題 として考えることができる。 また、社会規範 に照 ら して、 自らの問題 として

捉 えるこ とができる。

②　 主体性…多 くの事実や意見の中か ら、能動的に 自分の意見 ・判断 を練 り上 げてい くこ

とができる。

③　 人間性…多様 な意見や価値観 を認 めることができる。

④　 協調性…仲間 と話 し合 った り協力 した りしなが ら、作品を作った り、考 えをま とめた

りすることがで きる。

⑤　 総合的な読解 力…社会的 ・科学的 ・数学的な文章を読み取 ることができる。

⑥　 文章表現 力… 自ら足 を運び、見た り聞いた りして取材 した ことを、文章 に表す こ とが

できる。また、社会の 出来事 について、自分 な りの考 えを文章 に表す ことができる。

⑦　 情報活用能力…多 くの事実や意見の中か ら、 自分に必要な ものを正 しく選んだ り、読

み取った り、利 用 した りす ることができる。 また、相手 を考 えて、 自分の意見を正 しく

発信で きる。

⑧　 活字に親 しむ態度…新聞に親 しみ、読書を好む。将来の新聞の	 「よき読者 」 となる。

ここで言 う 「よき読者」 とは、新聞を読むだ けでな く 「批判的 に読 める」、新聞か ら学

ぶだけでな く新 聞を 「育てる」読者で ある。

以上のことか ら、市民性や社会参画 を 目指す 「キー ・コン ピテ ンシー」 の項 目と、 「ＮＩ

Ｅで育てたい態度や能力」 と共通す る部分が多 く、二つの関連性 は強い と判断できる。

具体的 には、 「キー ・コンピテ ンシー①相互作用的 に道具を用 いる （Ｂ知識や情報 を相

互作用的に用 いる）」は、上の 「（5）総合 的な読解力 （6）文章表 現力 （7）情報活用力 （8）

活字に親 しむ態度」 と関連が強い。

また 、 「キー ・コン ピテ ンシー ② 異質 な集 団で 交 流す る （Ｂ協力 す る。 チ ー ム で働 く）」

は、上 の 「（3）人 間性 （4）協調性 」 と関連 が強 い 。

さ らに 、 「キー ・コン ピテ ン シー③ 自律 的 に活 動 す る （Ａ 大 き な展 望 の 中で活 動 す る）」

は、上 の 「（1）市 民性 （社 会 性 ） （2）主体 性 」 と関連 が 強 い。

つ ま り、ＮＩＥで 育 て た い態 度 や 能 力 は 、 ほ ぼ キー ・コ ン ピテ ンシー と同様 で あ る と考 え
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る こ とが で き る。 言 い 換 えれ ば 、ＮＩＥの 実践 を継 続 す れ ば 、 キー ・コ ン ピテ ンシー を育成

す る こ とが で き る とも考 え る こ とが で き る。

３　 ＮＩＥの ３分 野 とキ ー ・コ ン ピテ ン シー

従 来か ら、ＮＩＥの概念 を、 「新 聞教育」 の概念 と同様 に広 く捉 えるか、 「新 聞教育」の中

の一つの分野 として狭 く捉えるか とい う、大き く二つの捉 え方 がある。

前者 は、ＮＩＥの中に新聞制作学習 と新 聞活用学習、新 聞機能学習の ３分野が含 まれ る と

す る考 え方で あ り、後者 は、新聞教育の中に新聞制作学習 とＮＩＥ、新 聞機能学習がある と

す る考 え方で ある。つ ま り、後者 の捉 え方 では、ＮＩＥは新 聞活用学習 と同様で あ り、前者

の捉 え方 では、ＮＩＥは新 聞教育 と同様 である。

このプ ロジェク トでは、ＮＩＥの概念 を広 く捉 える前者 の立場か ら、ＮＩＥの 中に以下の ３分

野が位 置付 けている。

（1） 新聞制作学習 （新聞づ くり）

新聞制作学習は、実際の 「新聞 （一般紙） に学ぶ」学習であ り、子 どもが新聞制作 （新

聞づ くり） を通 して、ＮＩＥ活動 のね らい を達成す る学習活動である。子 どもが、情報の収

集 （取材）や整理 、加 工、編集 、発信 （発行）な どの新聞制作の一連の作業 を通 して、学

習のま とめや学校生活の様子 を発信す るとともに、新聞制作の方法を身に付 け、 さらに情

報モ ラルの基礎 を培 うものである。また、子 どもが共同で制作す る学級新聞な どでは、割

り付けや編集 な どの過程 を通 して、コミュニケーシ ョン力や互いのよさを認 め合 う心情 を

育み、学級経営 を支 える子 どもの人間関係 を築 くことができる。 このことは、多 くの新 聞

教育の関係者 か ら 「新 聞づ く りは、仲 間づ く り」言われ る所以である。

子 どもの制作す る新聞 には、学習新聞や見学新聞な どの個人で制作す るもの と、前述 し

た複数 の子 どもが協力 して制作す る学級新聞や グループ新聞などがある。

（2）　新 聞活用学習

新聞活用学習は、 「新聞で学ぶ」学習 であ り、新 聞を各教科 ・領域等の学習で資料 とし

て活用するこ とを通 して、各教科 ・領域等のね らいを効果的 ・効率的に達成 させ る学習活

動 である。教師が学習のね らいに合った新聞記事 を活用 させるだけでな く、子 ども自らが

新 聞情報 の収集や分類選択 、整理、活用、保存な どの新聞スクラ ップの作業を通 して、集

めた資料 を、主体 的に学習 に活用す る学習活動である。

効果的 ・効率的な活用 が期待できる主な教科 ・領域等 は、社会科や国語科 、道徳、総合

的 な学習の時間であるが、新聞記事の内容や教師の工夫 によって、その他 の教科 ・領域等

で も効果的 ・効率的な活用は可能 である。 この活用 によって、教科書等の資料 を、よ り新

しい情報 として提供できる とともに、 よ り身近な出来事 として捉 え させ ることができる。

新 聞記事の活用の仕方 には、子 どもの発達段 階に合わせ て、新 聞の写真、絵 、図、グラ

フ文章な どを個々に活用す る他 、それ らを組み合 わせて活用す る方法がある。小学校 の場

合、新 聞記事 が難 しい場合 もあるが、後述 （６（3）②）す るよ うに教師 の工夫 によって、

あ る程度その課題 を克服す ることができる。 その結果 と して、 ６学年の後半までには 「新

聞まるごと」活用できることを 目指す。

（3）　新聞機能学習

新 聞機能学習は、新 聞理解学習 とも呼び、 「新聞 を学ぶ」学習である。実際の新 聞社や

新 聞紙面、新聞発行 までの過程な どの 「新聞その もの」 を調べ ることを通 して、情報媒体

の一つ としての 「新 聞」の機能 を学ぶ学習活動で ある。

この学習 は、 ５学年社 会科の情報産業の学習がそれ に当たるものであ り、具体的には、

新 聞記者へ のイ ンタ ビューや新聞社見学、新 聞の読み比べ、新聞紙面の工夫や新聞記事

の構成の特徴 を調べ るな どの学習活動 とな る。また、実際の新聞の取材や編集 などの仕
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事 の様子を調べ ることを通 して、人権や個人情報、知的財産権 、情報の信憑性 への配慮

など情報を発信する側のモラルに も気付かせ ることをね らう。 さらに、数社の新聞を読

み比べ ることを通 して、同 じ出来事 （事実） でも、伝 え方 （表現）が異 なるため、情報

を受信す る側は、様 々な解釈が可能 とな ることな ど、受信す る側 のモ ラル にも気付かせ

ることをね らう。

以 上 の よ うに 、 「キー ・コ ン ピテ ン シ ー」 の項 目 と 「ＮＩＥの ３分 野 」 に つ い て も、 共 通

す る部 分 が多 く、 二つ の 関連性 は 強 い。

具体的には、 「キー ・コンピテンシー①相互作用 的に道具 を用 いる （Ｂ知識や情報 を相

互作用 的に用い る）」 は、上の （2）新聞活 用学習 にお ける個 人の考えの発表の場面や （3）新

聞機能学習にお ける新聞の読み比べ等で実践 され ることが想定 され る。

また、 「キー ・コンピテ ンシー②異質な集 団で交流す る （Ｂ協力す る。チームで働 く）」

は、上の （1）新聞制作学習 におけるグループ新聞の編集会議 の場面や 、 （2）新聞活用学習に

お けるテーマ別 グループにおける調べ学習等で実践 され ることが想定 され る。

さらに、「キー ・コン ピテ ンシー③ 自律 的に活動す る （Ａ大 きな展望 の中で活動する）」

は、上の （1）新聞制作学習 における取材や学習新 聞 （個人新 聞）の制作作業の場面や、 （2）

新聞活用学習 における個人がテーマを決 めて集 める新 聞スクラップ等の場面で実践 され る

ことが想定 され る。

つ ま り、ＮＩＥにお け る学 習活 動 の 多 くが 、 キ ー ・コ ン ピテ ン シー の 三 つ の カ テ ゴ リー か

ら想 定 され る学 習活 動 とつ なが る。

４　分野にまたがる学習

ＮＩＥには ３分野がある と上で述べたが、全 ての学習活 動がそれ ぞれの分野の中に明確に

位 置付 く訳ではない。つ ま り、複数の分野 にまたがる学習活動 もある。 ここでは、その主

な三つの学習活動 について述べる。

（1）新聞スクラ ップ

新 聞ス クラ ップは、子 どもが原則 と


して個 人で新 聞の中か ら、本 人の興 味

・関心 のあ る記事 を選 ん で切 り抜 き、

ス クラ ップ帳や台紙 には貼 り付 け、新

聞名や発行 日、選 んだ理 由、記 事 の要

約や感想 な どを書 き加 える学習活 動 で

ある。

この こ とか ら、新 聞 スクラ ップ は、

ス クラ ップ した記事 を各教科 ・領 域等 ＮＩＥにかかわ る学習活動の関係図

の学習 に活用す る場合は新 聞活用学習 に属す る と考 える。 また、スクラップ した記事の内

容そのものを分析 した り要約 して感想や意見を書いた りす る場合 は新聞機能学習に属す る

と考える。 当然、両方に属す る場合 もある。

（2） スクラップ新聞

ス クラップ新聞は、スクラップ した新 聞記事を一つのテーマで集 めて模造紙大の紙に貼


り、それぞれ の記事に コメン トを書いた り全体をま とめた感想や意見を書 き加 えた りす る


ことで、 １枚 の新聞のよ うに構成す る学習活動である。


この ことか ら、スクラ ップ新 聞の活動 は、 １枚 の新 聞を制作す る とい う視点か らは新聞

制作学習 に属す る と考える。 また、記事 を一つのテーマの課題解決の資料 として活用す る

視点か らは、総合的な学習の時間における新聞活用学習 に属す ると考 える。 当然、両方に
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属する場合 もある。

（3）　情報 モラル学習

情報モ ラルの学習は、新聞制作 の際は情報の発信側 （児童）のモ ラル を、新 聞機能を学

習する際 には情報の発信側 （新聞社）・受信側 （読者）のモ ラル を学習す ることができる。

しか し、ＮＩＥにおいては、情報モ ラルの学習 自体 をね らい と して学習す ることは少な く、

児童の新聞制作 の取材や編集 作業や、新 聞記者 に よる一般紙の制作過程 の説明な どか ら、

二次的なね らい として気付かせ る ことが多い。

５　教材 と しての新聞

ＮＩＥにとって新 聞は、最 も重 要な教材で ある。 しか しなが ら、新 聞は本来教材 として作

成 されたものではな く、 どんな記事で も教材 とな る訳ではない。そ こで、新 聞の教材 と し

てのメ リッ トとデ メ リッ トを挙げなが ら、新聞をいかに教材化す るかを考える。

（1）　新聞が教材 と して優れている点

①　 最新のデータ ・情報が得 られ る。

②　 実際にあること ・あったこ とを題材 にできる。

③　 現に社会的に問題 になってい ることを取 り上 げられ る。

④　 一紙の中に多種多様な情報が詰まってお り、い ろいろな使 い方ができる。

⑤　 人 々の生の声、異なった意見、多様 な考 え方 を知 ることができる。

⑥　 時間的な経過 をた どって調べ ることができる。

⑦　 誰 でも容易 に手に入れ ることができる。

⑧　 い くつかの新聞を比べて検討できる。

⑨　 写真や グラフ、絵 な どを多面的に活用できる。

⑩　 切 り抜いて、保存できる。

⑪　 教師 自身の教材観 を深 め、教養 を高めることがで きる。

（2）　新聞の教材 と しての問題点

①　 活字が小 さい （特に、小学生の子 どもに とって）。

②　 まだ学習 していない漢字が使 われている。

③　 文章が難 しい。

④　 教科書 とは異 なる表記法で書かれている ところがある。

⑤　 小学生 の学習 に適 した内容の記事が少ない。

⑥　 見出 しが刺激 的なものや、言葉遊びの度 が過 ぎるものがある。

⑦　 社会 の暗い面や否定的な面が取 り上げ られ ることが多い。

⑧　 事件 の結果や現象面がクローズア ップ され、教育的観点や人権	 ・プ ライバ シーへの配

慮 に乏 しい記事 がある。

⑨　 雑誌 な どの広告 に子供 に見せ た くない過激な内容 のものがある。

⑩　 新聞社や記者 の考 えが入 り、教材の公正中立性 とい う点で疑問な記事 がある。

⑪　 一般紙 を購読 していない家庭が増 えている。

⑫　 いつ、どんな記事 が出るか予想で きないので、指導計画の中に位置付 けるのが難 しい。

⑬　 教師の側 に、教材化す る力量 と時間的なゆ とりがない。

（3）　新聞の教材化の視点

①　 教材化 の条件

ａ　指導のね らいに合 った もの

ｂ　客観性 のあるもの

ｃ　子 どもの興味 ・関心 をひ くもの


ｄ　子 どもにも理解 できるもの
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ｅ　発展性 があるもの （触発 されて、子 どもの考えが引き出 された り深 まった りす るもの）

②　 教材化 の留意 点

ａ　子 どもの実態 に応 じて、拡大 コピー をす る。

ｂ　子 どもの実態 に応 じて、ふ りがなをつける。傍線 を引く。難語句 の意味 を添える。

ｃ　子 どもの実態 に応 じて、教師が説明 しなが ら読む。

ｄ　子 どもの実態 に応 じて、子 どもに分か るよ うに書き換 える。

ｅ　政党や宗教団体 の機 関誌、企業や団体の宣伝 紙は避 ける。

ｆ　できるだけ数紙 を読み比べ る。

ｇ　できるだけ新 聞をま るごと活用 させ る。

ｈ　記事探 し、教材作 りな ど、学校 ・学年の協力体制 を組む。

ｉ　教師 も新聞スクラ ップ帳 を作 り、教材 として使 えそ うな記事 をス トック してお く。

③　 教材 としての位置付 け （※下の ａｂを中心 とした教育課程へ の位置付 けが必要）

ａ　 日常的 ・継続 的に使 う。 （朝 の会でのニ ュー スの紹介や、朝学習の時間を活用 した 「Ｎ

ＩＥタイ ム」な ど）

ｂ　各教科 ・領域等の指導計画に組み入れ る。

ｃ　 日々の教育活動の中に臨機応変 に取 り入れ る。

以上、新聞のメ リッ トを効果 的に活用 し、新聞のデ メ リッ トをできるだけ少 なくして教

材化 をす る必要がある。

７． おわ りに

以上、ＮＩＥは、キー ・コンピテンシー を育成す る学習活動 として相応 しいものであるか

ど うかをＮＩＥの理論 か ら考察 してきた。

その結果 として、ＮＩＥは、キー ・コン ピテ ンシー と、ね らい、内容 、方法 の点でつなが

ることが多いことが明らか となった。 したがって、キー ・コン ピテ ンシー に基づ く学習指

導法の開発 として下 田が提案 した学習指導 の枠組みは、ＮＩＥをを実践す ることにも有効 で

あると考える。

８．資 料

新聞スクラ ップの方法 （高学年）

（①テーマを決める）　②記事を決 める。

③記事をよく読む。

・大切な言葉や文 （赤）

・分からない言葉 （青または黒）

※国語事典を活用

④マーカーペンで記事の範囲を囲む。

⑤記事を切 り取る。 （ていねいに）

⑥スクラップブックに貼る。

（のりは、少なめに）

⑦ 自分で書 く。


１　新聞名、発行 日 （朝刊 ・夕刊）


２　要約 （どんなことが書いてあるか）

※ リー ド文 見出 しを参考にする。

３　自分の意見や感想 を書 く。
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※記事の大きさや形で、書 く位置は変わる。


（他の記事やテ レビのニュースなどと関連


させて書いても良い）


（４　 分 か らな い漢 字 、 分 か らな い 言 葉　 ※ 国 語 辞 典 で 調 べ る。）


５　 書 い た 日の 日付 、 （テ ー マ ）


（６　 イ ラ ス トな どを 描 く。　 ※ 空 い た ス ペ ー ス に 関 連 した イ ラス トを描 く。）

スクラップ新聞の作 り方

※模造紙 （色模造紙を使 うと効果的）たて ・横どちらで使ってもよい。

① テ ーマ を決 める。 例 ：サ ミッ ト、オ リン ピ ック、地 球環境 、食 品偽装 、い じめ …

② テ ーマ にそ った新 聞記 事 を切 り取 る。

（新 聞名 、 日付 な どを書 き、ク リア ファイル な どには さんで保存 してお く。） 

③ （スクラップがたまったら、）模造紙のどこに何をはるか見当をつけ、見出しや、まとめをの場所を決める。

④見出しを書く。大きな字で目立つように書く。

⑤それぞれの新聞記事のコメント （感想 ・意見）を書 く。（別の紙に書いてもよい。文字はていねいに。）

⑥新聞記事をはる。コメントを別の紙に書いた場合は、それをはる。

⑦まとめを書く。これも別の紙に書いてはるとよい。（目立つ色の紙がよい。）

⑧空 いて い るスペ ー スが、 あれ ばイ ラス トな どを描 くの も よい。

⑨よく見直す。

（北区立東十条小学校　関口修司）
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第 ８章

小学校 における知識 ・情報活用能力の育成 と

Ｎ ＩＥの授 業実践



第 １部　 第 ８章　 第 １節

ＮＩＥに お け る フ ァ ミ リー フ ォー カス の 活 用

こちら新型インフルエンザ研究所

１　授業実践のポイン ト

平成20年 ８月に改訂 された新 学習指導要領では、読解力の向上を 目指 して新 聞の活用

が明記 された。新鮮 な情報 を手軽 に手 に入れ ることができ、何度 も読み返 した り、一覧性

を活用 して興味や知識を広 げた りできる新 聞は、たいへん優れ た学習材 である。 しか し、

小学生が 自分一人 の力で読解するには難 しい。

そこで、この学習では 「ファミリー フォーカス」 とい う手法 を意識的 に取 り入れ、親子

で一緒に新聞を開き、記事 を読み 、その内容 について話 し合 う機会を設 けた。 これに よ り

家庭学習 との連 携が生まれ、学校 で学んだ ことを家庭生活で も生かす ことができ、児童の

達成感や学習効果 を高める結果に もつながった。親子 で取 り組みやす く、身近なテーマ と

して、今年度秋 、世界的に流行 した新型イ ンフル エ ンザ を選 んだ。

資料か らだ けでは調べ きれなかったこ とは、医療情報部 の新聞記者や薬剤師 、養護 教諭 、

製薬会社の方な どにイ ンタ ビュー取材 を行 った り、実際に試 してみた りして学習を進 めた。

これ らの活動 によ り、児童は普段 よ りも広い世界 の人 と関わ り、疑 問に思ったことがある

時には専門家 に聞いてみ るとよい とい う解 決方法 を知った り、社会 と自分 とのつなが りを

感 じた りす ることができた。 これ らの活動を通 して、 「キー ・コンピテ ンシー」を育成す

る授業 を行 った。

２　 「キー ・コン ピテ ンシー 」 を育成 す る学 習

授業実践の時期は、平成21年10月26日 か ら平成21年12月22日 までであ る。実施

した学校 は、東京都世 田谷区立上北沢小学校 、対象学年 ・学級 は、５年 １組 （男子16名 、

女子19名 、計35名 ）である。

（1）　「キ ー ・コン ピテ ン シー 」 を育 成 す る学 習 の 単元 計 画 （全14時 間 ）

・ 導入 … １時 間 （総 合 ）

新型インフルエ ンザに罹患 した記憶を思い起 こす。罹患 していない人は、かかった友


達の話を聞 く （体がだる くとて もつ らかった ・タミフル を飲んだ らカーテ ンが燃 えてい


るとい う幻覚を見 てとて も怖かった ・家族 に心配をかけた ・結局 自分 はかか らなかった


けれ ど、 ４日間もずっ と家の 中にい るのは とて も退屈だ った ・も う二度 と学年 閉鎖なん


て嫌だ ・皆が苦 しまなくて済む よい方法 はないのか等）。次に、ＮＨＫ 「難問解決 ！ご近


所の底力 （平成21年 １月放送）のイ ンフルエ ンザ特集 を視聴 し、インフルエ ンザに対


する基礎知識を共有する とともに、予防法や対処法について関心 をもつ。

・ テ ーマ の設 定 … １時 間 （総 合 ）

新型イ ンフルエ ンザか ら連想す ることをマ ッピングし、その中か ら自分が調 べ学習 を


深めていきたいテーマを決 める。 同 じテーマ をもつ児童 同士でグループを構成す る。

・ 新 聞 ス ク ラ ップ … ２時 間 （国語 ）

それぞれのテーマ に沿って関連す る記事 を新聞の中か ら探 しスクラ ップす る。今 回は


最終的にスクラップ新聞にま とめたいので、の り付けす るこ となく、ク リア ファイル に


ためてい く。また、ファ ミリー フォーカスをね らって、学級通信にて家庭での協力 も願
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い 出 る。

・ 調べ学習 … ３時間 （国語 ２　保健体育 １）

スクラップ と並行 しなが ら、図書、各種パ ンフレッ ト、イ ンターネ ッ トサイ トな どか

ら資料 を集 める。その際、情報 リテ ラシー の観点か ら出典 を明 らかにす るよ うに指導す

る。 また一つの情報 を鵜呑 みに して人に発信す ることのない よ う、複数データをもとに

資料 を示 した り考 えを述べ た りす るこ とも指導す る。校 医や薬剤師に も取材の依頼 をし、

児童 と共に可能 な限 りイ ンタビュー を試 み る。養護 教諭 にも協力 を依頼 し、校 内のデー

タを可能 な範囲で提供 して もらう。

・ ス クラ ップ新 聞作 り … ３時 間 （総合 ３）

これ まで ク リアファイルにためてきた新聞記事やその他 の資料 をもとに、グルー プで

１枚 のス クラップ新聞を作 る。

・発表 … 準備 を含 めて ３時間 （総合 １　国語 ２）

学年担 当の朝会の時間に、全校 に向けて発表す る。その後 、教室へ戻 ってか ら授 業時

間を使 って、学級で発表会 を行 う。両方 とも保護者 にも参観 を呼びか ける。
・ 振 り返 り （シ ェア リン グ）… １時 間 （総 合 ）

今回の学習 で学んだ ことや感 じた ことを学級全体で分 かち合 う。 また、それ らを今後

の生活に どのよ うに生か してい きたいかについて学級全体で話 し合 う。

（2）　授業時間の生み出 し

この学習 は全14時 間扱い とし、総合的な学習 の時間 （７時間）、国語 （６時間）、保健

体育 （１時間） を利用 して行 う。

３　 「キ ー ・コ ン ピテ ン シー 」 を育 成す る学 習 と能 力観 との 関 連

（1）　 「キー ・コン ピテ ンシー 」 との 関 連

①相互作用的に道具を用いる （Ｂ知識や情報を相互作用的に用いる）

②異質な集団で交流する （Ｂ協力する能力）

③ 自律的に活動する （Ａ大きな展望のなかで活動する）

（2）　中教審答 申 「思考力 ・判断力 ・表現力」、「言語活動の充実」との関連

Ａ　「思考力 ・判断力 ・表現力」 との関連

Ａ－ ２ ：事実を正確に理解 し表現す る

Ａ－ ４ ：情報を分析 ・評価 し、論述す る

Ｂ　「言語活動の充実」 との関連


Ｂ－11： 体験 した ことや調べたこ とをま とめ、発表 し合 う （総合的 な学習の時間）


（3）　学習指導要領 との関連

Ａ総合的な学習の時間　①健康　②情報の収集 ・整理 ・発信

４　新聞スクラップとファ ミリー フォー カスの導入 をする授業

（1）　授業の概要

前 半は、 日頃児童 が行 っている通 り、テーマに沿 った記事 を新聞の中か ら探 し、切 り

抜 き、大事な ことが書 かれている と思 う箇所に、マーカーで線 を引いた。 しか し児童 は

作業 を進 める過程 で、辞書 にも載 ってい ない専門用語があった り、理解す るのに難 しい

語句 があった りす ることに気付 く。

そ こで、後半は 「ファ ミリーフォーカス」を紹介 し、児童は家族 に協力 して もらいな

が ら新聞ス クラ ップをす る方法があることを知 る。 あわせ てファミリーフォーカスカー

ドも導入 して児童の意欲 を高め、次時につ なげる。

（2）　授 業の流れ
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１） ね らい

フ ァ ミ リー フ ォー カ スの方 法 を知 り、新 聞 ス ク ラ ップ に意 欲 的 に取 り組 む。

２）準備 と板書計画

・準備 品

新 聞、 ス ク ラ ップセ ッ ト （新 聞 カ ッター 、新 聞 ク リップ、


蛍 光マ ー カー 、付 箋 紙 ）、 ク リア フ ァイル 、 ワー ク シー ト、


国語 辞 典

・板書計画 

３）展開

発 問 ・指 示 ・説 明

説明 〈今 日は、グループごとにテー

マに沿って新聞スクラップをしま

す。今回のスクラップの仕方と道具

の使い方について説明 します。〉

指示 「それでは新聞スクラップを始

めましょう。」

中心発問 『国語辞典に載っていない

専門用語や意味の難 しい言葉が理

解 しきれないとき、どうすればよい

で しょうか。』

（児童一人 に対 して大人が一人ず

つ付 いて くれればで きそ うだ とい

うことに気付かせる。）
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児童の学習の実際 時間

１　 よ し、頑 張 るぞ 10分

Ｓ 男 ：新 しい 道 具 を使 うの が楽 しみ だ な 。 や る 気 が

わ い て きた ぞ 。

Ｅ男 ：今 日も は りき っ て ス ク ラ ップ を し よ う。

２　困ったな 20分

Ｋ子 ：新型インフルエンザ関連の記事は毎 日のよう

に新聞に載っていてた くさん見つかったよ。

Ｈ子 ：この記事はとな りのグループのテーマに合っ

た記事だから渡 してこよう。

Ｉ男 ：見出しやイラス トはおお よそ読み取れ るけれ

ど、記事の中には難 しい漢字が多いし、国語

辞典 に載っていない言葉もたくさん使われて

いるな。

Ｏ男 ：先生に聞こうと思ったけれ ど、聞きたい人が

行列 していてだいぶ時間がかか りそ うだな。

３　よい方法はないかな 10分

Ａ子 ：誰かに助けてもらうことはできないかな。

Ｉ子 ：自分専属の大人が付いてくれた らいいのにな。
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説 明 〈フ ァ ミ リー フ ォー カ ス と い う Ｎ 男 ：な る ほ ど、 家 族 に 協 力 して も ら え ば い い ん だ

方 法 が あ ります 。〉 ね 。

指 示 「今 日か らぜ ひ フ ァ ミ リー フ ォ ４　ぜひやってみよう ５分

ー カ ス に 取 り組 ん で み ま し ょ う
。」 Ｋ子 ：毎 日じっくりと新聞を読んでいるおばあちゃ

んに協力をお願いしてみよう。

Ｉ 男 ：お父 さんならきっと詳 しい説明もつけてくれ

るはず。す ぐにイ ンターネ ットでも調べ方を

教えて くれ るよ。

Ａ 子 ：カ ー ドに記 入 して い け ば 先 生 に シ ー ル が も ら

え る な ん て うれ しい 。 や っ て み よ う。

４） ワー ク シー トの 開発

図 １　レ ッツ ！フ ァ ミ リー フ ォー カ ス ！！用 図 ２　 ファ ミ リー フ ォー カス カー ド

ワー ク シー ト

５　課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び

（1）　授 業の概要

児童は、新 聞記事、図書、各種パンフレッ ト、イ ンター

ネ ッ ト資料 な どか ら、 自分たちに必要な情報を集 めたが、

さらに調べ学習 を進 めてい くために、それぞれ の分野の

専門家や詳 しい人たちに、電話や ＦＡＸを用いて取材活

動を行った。 また、実際に試 してみてその結果 をま とめ

るグループ もあった。 これ らの活動を通 して児童 は、活 図 ３　新聞スクラ ップの様子

字か らだけではわか らない ことの解決法 を学んだ り、 自

分 と社会 とのつなが りを感 じ取 った りした。

調べた ことは、スクラップ新聞にま とめた。 グループ

ごとに模造紙 １枚の中に、集 めた資料や調べて知ったこ

と、記事の要約や それぞれ の感想 な どを貼 った り書 き込

んだ りした。最終的にはそのスクラップ新 聞を全校や学

級 の友達、保護者 に向けて発表 し、皆 に向かって新型イ

ンフルエンザの予 防法や対処法について呼びかけた。 図４　企業への電話取材

（2）　授業のね らい

全校児童や 自分た ちの家族 に向けて新型 インフルエンザの予防を呼びかけるこ とによ


り、 ともに協力 しなが ら予防 してい くことの大切 さを伝 える。


（3）　グルー プでの絞 り込まれたテーマ
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・ 手洗 い 、 うが い研 究 隊

正 しい手洗いや うがいの仕方について、新聞やパ ンフ

レッ トな どを使 って調べた り、効果 を高める製品や グ ッ

ズについて調べた りする。また、養護教諭 にインタ ビュ

ーを して 自分たちが集 めた資料 の信憑性 を確かめた り
、

実際に手 を洗 う様子を見て もらい、正 しくできているか

確認 してもらった りす る。

・ マス クの秘密徹底研 究隊 図 ５　保健室での取材

それぞれの家にあるマスクやその空き容器 か ら、 どの

よ うな大 きさや効用のあるマスクが販 売 されているのか

調べ る。また、製薬会社へ電話 によるインタビュー を行

い、製造 ・販売 している人たちの思いや願いを知 る。

・ タミフル、 リレンザ研究隊Ａ ・Ｂ （２グループ）

タミフルや リレンザ とは一体 どのよ うな薬 なのか、 こ

の ２つの違 いは何 なのか、 どの よ うな効果や副作用があ

るのかについて調 べてい く。薬剤 師にイ ンタ ビュー した

り、製薬会社 にＦＡＸで取材 した りす る。
図 ６　マスクの試着

・ 新型 ウィル ス研 究隊

Ｈ １Ｎ １型 ウィルス とは一体 どの よ うに してで きた ウィルスなのか、これ以外 にも今

人間の生活 を脅かす ウィル スには どの よ うなものがあるのか について調べ る。医療情報

部の新聞記者に電話で取材す る。
・ ワクチ ン研究隊

新型イ ンフルエ ンザ ワクチ ンは どこで どのよ うに して製造 されているのか、 日本 では

どのよ うないつ ごろ優先順位 で接種 され るのか、そ もそ もワクチ ンは足 りるのか、副作

用はないのか について調べ る。

（4）　グループでの協 同的な活動 と表現 ・コミュニケー シ ョンの実際

「手洗い ・うがい研究隊」の場合

１）グルー プでの協同的な活動の流れ

① 同 じテーマを選んだ者同士で構成 された グルー プで新聞スクラップを行い、 自分たちの

テーマに沿った記事 を集 める。他 のグループにふ さわ しい記事 があれば紹介す る。

②新聞スクラップ と並行 して、図書やイ ンターネ ッ トか らも情報を集 める。

③②を行 う過程で、専門用語や難解な語句の理解が難 しく、児 童だけの力で調べ学習 を進

めることには限界 が生 じる。そ こで、 ファミリー フォーカスを行い、家族 と一緒 に新 聞

を読 んだ り、その内容を家族の中で会話 した りす ることでそのよさや有 り難 みを知 る。

④集めた資料 をもとに、スクラップ新聞 を作る。た くさ

ん集 まった情報の中か らどれ を採用 し、 どのよ うに レイ

ア ウ トす るか、題名のつ け方やグループの感想のま とめ

な ど、皆 で話 し合 いなが ら考 えをま とめてい く。

⑤完成 したスクラップ新聞 を使 って、グループご とに発

表を行 う。全校児童や学級 の友達、参観に来た保護者 に

向けて 自分 たちが調べた ことを発表 し、新型イ ンフルエ

ンザの予防 には学校や家庭 で協力 しなが ら一緒に取 り組 図 ７　スクラップ新聞作 り

む ことが大切であることを呼びかける。

⑥学級全体でシェア リングを行い、今回の学習を通 して感 じたこ とや考 えた ことを互いに

分かち合 う。
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２）グルー プでの表現のか たち

新聞やその他 の資料、インタ ビューか ら得た情報 を取捨選択 し、模造紙 １枚 の大 きさ

のスクラップ新 聞にまとめた。題名 の書 き方や レイア ウ トに も工夫が見 られ る。

図 ８　スクラ ップ新聞 （手洗い ・うがい研究隊）

３）グルー プでの表現物作成に至るまでのコ ミュニケーシ ョン

資料集 め、情報 の取捨選択、相手 を意識 した発 表原稿の作成 、それ ぞれの過程 で、常

にグループ内で話 し合いを しなが ら作業を進めていった。

①スクラップ新聞に載せる資料を取捨選択する場面

Ａ子 ：スクラップ した記事やパ ンフレッ トを全部載せたいけれ ど入 りきらないね。

Ｂ子 ：手洗いの手順 の資料 は必要な ところだけ切 り取って使お うか。

Ｃ子 ：手洗いの こととうがいの ことと両方 ともバ ランスよく載せた らいいん じゃない ？

Ｂ子 ：賛成。それ か ら、洗 いす ぎの手荒れに注意の記事 は必ず載せ たい。

Ｄ子 ：このアル コール 消毒液の写真はイラス トとして使お うよ。私 は絵 が得意 だか らイ ラ

ス トの担 当をす るね。

Ａ子 ：よろ しく。感想は石 けんのあわの形 の紙に書いた らどうかな。

②発表原稿を作成する場面

Ｅ子 ：朝会で全校 に向けて発表す る時は、持 ち時間 も少ないか ら２人 くらい しか話せ な

い と思 うけれ ど、学級発表会の時 には全員で台詞 を決 めて発表 を しよ うね。

Ｆ子 ：いい考 えだね。そ うしよ う。

Ｂ子 ：何月何 日の○○新 聞か らとか、情報を どこか らとったかをきちん と言 った方がいい

ん じゃない ？

Ａ子 ：１年生に も分か りやすい言葉 に直 して原稿 を考えた方がいいよ。

Ｂ子 ：それか ら、始 め と終わ りは呼びかけるよ うな言い方 にして、聞いている人の心に し

っか りと伝 わるよ うに工夫 しよう。

① よ り、友達 と相談 しなが ら情報 を取捨選択 した り、上手に工夫 して限 られた紙面 に収

めよ うとした りす る様子が伺 える。 また、 自分 の得意分野 を生か して人のために役 に立 と
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うとした り、友達 のよい ところを認 め、協力 し合った りす る様子 も見て取れ る。

② か らは、友達を思いや り、出番や役割 を公平に分 けよ うす る様子が伺 える。 また、以

前は一つの情報を鵜呑みに し、その情報 を丸写 しして 自分の レポー トとして書 き上 げてい

た児童が、情報源 をはっき りさせ て表現 しよ うとす る情報モ ラル が身に付 き始めてい る様

子 も見て取れ る。

（5）　市民性 を育成するためのコ ミュニケー シ ョン

金曜 日に学級発表会 を終え、土 日を挟 んだ後 の月曜 日に学級全体でシ ェア リングを行

った。児童か らは 「ク リスマスに、おばあちゃんに、大 きさや 目的がぴった り合 うマス

クをプ レゼ ン トす るこ とに決 めた。おばあちゃんはきっ と喜 んで くれ ると思 う。」「お正

月に年 下のい とこが うちへ遊びに来 る。その時、一緒 に遊んだ後 には正 しい手洗い と う

がいの仕方 を教 えてあげる。」な ど、この学習 で学んだこ とを土 日の間で家族 とどの よ う

に話 したか とい うことを中心に さまざまな意見が出た。「授業参観 に来て くれたお母 さん

と一緒 に、その間保育園に行 っていた妹 に、正 しい手洗いや うがいの仕方を教 えた。」「家

族 と相談 して、アル コール消毒液 を買 ってきた。手洗いの前に必ず行 うよ うに、家族み

んなで心掛けてい る。」な ど、さっそ く行動 に移 した とい う児童 もいた。また、「手洗 い ・

うがい研究 隊が見つけた手洗いの歌を １年生に広 めよ う。休 み時間の後 と給食前 に、 自

分た ちが １年生の使 う水道の所へ行 って、正 しい手洗い とうがいの仕方 を教 えてあげよ

う。」とい う意見 も出 され、この 日か ら、毎 日当番 を決 めて班 ごとに １年生 に正 しい手洗

い ・うがいの仕方 を教 えに通い始 めた。

「冬休み も新 聞ス クラップ を続け る。何が どこに書いてあるのか、なん とな く分 かっ

てきたか ら、最近は新聞 を開 くのが楽 しくなった。家族 も協力 して くれ るか らうれ しい。」

とは りきっている児童 もいた。 この学習 で学 んだ ことを、ただ知識 として頭の中に留 め

てお くだけでな く、実際に行動 に移 し、 自分 の生活 に役 立てよ うとす る児童の様子 が伺

えた。

（6）　参 考 に した新 聞 、 図書 ・資料 、デ ー タ （Ｗｅｂ）等

１）新 聞

読 売新 聞 「抵 抗 力 を高 める栄 養接 種 」2009．12．2

読 売新 聞 （広 告） 花 王 ビオ レ Ｕ　 2009．10．15

朝 日新 聞 「世 界 手洗 い の 日」2009．10．15

産経 新 聞 「手 荒れ に注 意 」2009．10．14

産経 新 聞 「カテ キ ンの抗 ウィル ス 作用 に注 目」2009．10．17

東京 新 聞 「感 染症 を 防 ぐ備 え」2009．11．7

２）図書 ・資料

学習研究社 「新 ・みんなの保健　 ５ ・６年 」2005

世 田谷 区世 田谷保健所健康企画課発行パ ンフレッ ト　2009．11．18

６　児童の感想 と 「キー ・コン ピテ ンシー」育成への解釈

（1）　児童の感想
・ファ ミリー フォー カスをす る と、一人 で読む よりも内容が分か りやすい。最近家族 とテ

レビを見なが ら 「これ、新聞に載ってたよね」 と話す ことも増 えた。 （Ｒ子）

・新聞記事 をお母 さん と一緒 に読んで、イ ンフルエ ンザの予防には、栄養 をきちん と摂 る

ことも大切 だ と知った。お母 さんに 「今夜 も栄養たっぷ りの ものを作ってね」と頼 んだ

ら 「任せておいて」 と言って くれた。 （Ｋ男）

・マスクの製造会社の人が、 自分たちの質問に丁寧に答 えて くれて嬉 しかった。大人の世

界 と自分た ちとがつなが っている感 じが した。マス クを作 る会社の人たちは、それぞれ
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の人たちに合 うマス クを作 ろ うと、一生懸命に努力 していることが分かった。 （Ｍ子）

（2）　保護者の感想
・５年生の子 が、大人の読む新 聞か らこんなに もた くさんのこ とを読み取 り、それをもと

に考えを深 めることができることに驚きを感 じた。また互いの発表を聞き合い、質疑応

答 をしてい る様子 を見て、ス クラップ新聞には載せ きれない くらいのた くさんの情報を

集め、深 く調べ学習を行っていた ことが伝わってきた。
・どの グループの発表 も分か りやす くす ば らしい もので、家で一緒 に新聞やその他 の資料

を読 んだ り、詳 しく調 べた りしたこ とが生か されていた。 この ところ、ち ょっとした時

間があると新 聞を開き、何かを探 している ところを家で時々見かける。社会の出来事に

関心をもつ ことは とてもよい ことだ と思 うのでこれか らも続 けてほ しい。

図９　マスクを試着する保護者 図10　 感想を述べる保護者

（3）　 「キ ー ・コ ン ピテ ン シー 」 育 成へ の解 釈

これまでは調べ学習を行 う際、自分が調べたい課題や疑 問に対 して、一問一答式のよ う

な ピンポイ ン トの答 えを求 めよ うとばか りして しまい、よい資料が見つか らない と悩んだ

り、一つの資料か ら丸写 しして 自分の レポー トに して しまお うとした りする児童が多かっ

た。 しか し、今回の学習 を通 して児童は、知識や情報 を得 るにはさま ざまな手段があ り、

それ らを総合的に活用 してい くとよい ことや、見つけた情報をすべて使 うのではな く、時

と場合に応 じて取捨選択 し、 自分 の言葉に直 してか ら発信す ることの大切 さを学んだ。

また、 自分一人では解決で きない課題 も、友達や教師 、あるいは家族や専門家にも協

力 しても らうことによ り解決 し、広 く多様な見方ができることを知 った。 この コミュニ

ケー シ ョンの広が りは、児童に とってたいへん貴重 なもの となったであ ろ う。 これ らの

ことか ら、知識 ・情報 を収集 し熟考 ・評価 しコ ミュニケー シ ョン してい ることを解釈で

きるもの と考える。

７　授業実践を終えて

教室に新聞が毎 日届き始 めた頃、児童は、これは 自分たちに読める読み物ではない とい

うよ うな顔で新聞 を眺めていた。しか し今では、雨の 日の休 み時間などに 自然 と新 聞を開

く姿が見 られ るようになった。 冬休み 中に 自主的にスクラップ新聞を作 った児童 も多 く、

新年 の抱負で 「新聞を毎 日読む こと」と話す児童 もいた。保護者か らは、今回 このよ うに

社会 に関心 をもち、親子で一緒 に新 聞を読む機会 を与えてもらい、本当に感謝 してい ると

い う声 も聞かれた。 これか らも、学校 と家庭で協力 しなが ら、さまざまな場面で新聞 を読

む機会 を教育の中に取 り入れ、社会 とのつ なが りを感 じなが ら成長す る子 どもを育ててい

きたい。

（世田谷区立上北沢小学校　羽賀絹恵）
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第 １部　 第 ８章　 第 ２節

新聞記事か ら社会の問題にせまる総合的な学習の実践

社会の問題をみつけよう 社会の問題解決に取 り組む人に学ぼう

１　授業実践のポイン ト

新聞は、社会 におけ る課題 を記事 として取 り上 げ、読者 にそれ らの課題へ の関心を高め、

解決の取 り組みについて考 える機会 を提供 している。市民性 を育むための素材 として価値

が高い。簡潔 で最小限の表現で伝 え られ る記事の情報は、児童に とって も社会への関心 を

高 め、社会 とのかかわ りを考えることができる良質 な教材 である。

この ような新聞の記事 を知識 ・情報 として相互作用的に用い る学習活動を設定 し、関心

のあるテーマをチームで決め、テーマに関連す る記事 を児童の視 点か らス クラ ップ して収

集 し、比較 ・検討 しなが ら学習 に用いる とい う一連の活動を行った。児童 を数名のチー ム

に構成 して記事 を活用 させ ることで、 コミュニケー シ ョンを とお しての相互作用的な活動

が図れ るよ うに した。

学級の統一テーマ は 「世の中の 『暗』 を照 ら し、『明』 を開 くプ ロジェク ト学習」 とし

った。 「暗」 としての社会 の課題 を指摘す る記事 もあれば、その課題 の解決 を 目指す人 の

取 り組み を取 り上 げた 「明」の記事 もあ る。その明 ・暗の両方の視点か ら、テーマ に関連

した記事 を分別 しスクラ ップ させ た。記 事スクラップでテーマ にせ まるこ とで、現実的な

視 点か ら社会の課題 について考え られ るよ うに した。

膨大な記事情報 か らテーマ にそったものを選ぶのか、選んだ記事情報 か ら調 べる活動 を

どのよ うに発展 させ るか、また、テーマ についてのプ レゼ ンテー シ ョンは どうあるべきか、

これ らの一連 の学習展 開には、知識 ・情報 を相互作用的に用いた り、チー ムでの交流を活

性化 させた り、社会 にお ける現在か ら将来につなが る生 き方を考 えさせ た りす る活動につ

ながる。 これ らの活動 を通 して、キー ・コン ピテ ンシーを育成す る授業 を行 った。

２　 「キー ・コ ン ピテ ン シー 」 を育成 す る学習

授 業 実践 の時期 は 、平成21年9月16日 か ら12月21日 ま で で あ る。 実施 校 は水 戸 市 立

寿 小学 校 、対 象 学年 ・ク ラス は ５年 １組 （男子18名 、 女子17名 、 計35名 ） で あ る。

（1）　「キー ・コンピテンシー」を育成す る学習の単元計画 （全45時 間）
・ テー マ の決 定 … ４時 間

現代の課題 として気 になることをキー ワー ドでつなげ、統一テーマをも とに各チーム をつ くり、

チームの小テーマ を決める。

・ 調査活動 の実施 …15時 間

２か月間配達 され る新聞から、テーマに関する記事をスクラップ し、内容の要約や感想 をまと

める。問題の指摘 と解決の取り組みの ２つの視点からスクラップを分類 した り、今後の活動に活

用できる記事を選択 した りする。テーマに関するホームーページを検索 し、ア ドレスをＦＤに収

集 して使 える資料を分類 ・整理する。資料の要約 と感想をまとめる。

課題解決に取り組んでいる人を探 し、電話などでインタビュー取材する。
・ 情報の分析 とま とめ … ８時間

新聞記事を写真で取 り込んだ り、ＨＰの資料を要約 した りしながら、ＰＣ でプ レゼンテーション

にまとめる。〔一太郎スマイル〕

発表原稿を作成 してチームで分担 したり、話 し合いのテーマを考えた りする。
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全体での話 し合いのテーマを考 える。
・ プレゼ ンテー シ ョンの発表 と話 し合い … ８時間

各 グルー プ ごとにプ レゼ ンテー シ ョンを行 う。

社会の課題について 自分たちはどのように向き合ってい くべきか、 とい うテーマで学級全体で話

し合 う。課題解決に取 り組む人や記事を書いた記者を招いて、テーマについて話を聞く。
・ 学習のまとめ …10時 間

テーマの出発点 となった記事を書いた記者に、追究の感想を手紙にまとめて郵送する。


追究の成果を新聞にまとめて校内に掲示する。


（2）　授業時間の生み出 し

５年生にお ける総合的な学習の時間70時 間の うち、 この学習では ２学期～ ３学期 にか

けての45時 間で展開す る。また国語 「工夫 して発信 しよ う」 との関連 を図 り、効果的な

発表の仕方や映像 メデ ィアの扱い方 についての学習を授業に生かせ るよ うに した。

３　 「キー ・コ ン ピテ ン シー 」 を 育成 す る学 習 と能 力観 との関 連

（1）　 「キ ー ・コ ン ピテ ン シー 」 との 関連

①　 相互作用的に道具 を用いる （Ｂ　知識や情報 を相互作用的に用い る）

②　 異質な集団で交流す る （Ｂ　協力する。チームで働 く）

③　 自律的に活動す る （Ａ　大 きな展望 の中で活動す る）

（2）　中教審答申 「思考力 ・判断力 ・表現力」、「言語活動の充実」 との関連

Ａ － ４ ：情 報 を分析 ・評価 し、論 述す る

Ｂ － ２ ：論 述す る

Ｂ －11： 体 験 した こ とや 調 べ た こ とを ま とめ、発 表 し合 う

（3）　学習指導要領 との関連


Ａ総合的な学習の時 間　②情報の収集 ・整理 ・発信　 情報 と日常生活 ・社会


４　課題解決のための活動的 ・協 同的 ・表現的な学 び

（1）　活動の概要

チームのテーマ にそって集めた記事ス クラップを、社会におけ る課題 とその課題解決の

た めの取 り組みに分類 ・整理 した。 もっ とも気になった記事 を選 び、記事の内容について

チームで話 し合 った り、 さらに くわ しく調べ る活動 に発展 させていった。膨大な新 聞記事

か らテーマに関す る記事をスクラップ した り、２つ の視点で分類 した り、気 になる記事で

話 し合った りす る活動には、メンバーの協 同的で表現的な活動が達成で きる と考えた。 さ

らに記事 を書いた記者や記事で取 り上げ られた人への電話取材 によって、新 聞記事を知識

・情報 として相互作用的に用い る具体的な場面にな ると考 えた。

同時に複数のチー ムを指導す ることが難 しいので、追究が進んでいるチームから指導 を

行い、順次プ レゼ ンテーシ ョンの発表ができるよ うに した。

（2）　活動のね らい

新聞スクラップか ら気 になる記事 を選び、記者や記事で取 り上げ られた人 に取材す るこ

とをとお して、記事の内容 をくわ しく理解 し、社 会の課題解決に取 り組 む人 の思いや願 い

に共感 し、 自らも社会の一員 として課題解決 に取 り組 も うとす る意欲を高める。 この活動

を通 して、新聞記事 を知識 ・情報 として相互作用的に用い る能力を高める。

（3）　グループで絞 り込まれたテーマ と活動内容

テーマは、２か月学級に配達 され た新聞をめ くりなが ら絞 り込むよ うに した。地震 の被

害や覚醒剤使用のアイ ドル のニ ュースな どの時事的なニ ュース記事 に関心が高 まったこと
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でテ ーマ が つ く られ て きた。

・イ ン フル エ ンザ との戦 い	 イン フル エンザ関連 の記事 をス クラップす る。予防 の対策や 自分た ちで でき るこ

とを調べて いる。

・世の中を明るくするためにがんばっ 世の中 をよ くす るために頑張 ってい る人 をス クラップす る。児 童の安全指 導 をし

ている人 ている人 に関心を もち，身 近な地域 の取 り組み を調 べたい と考えてい る。

・災害の危険　怖さ	 2学期に起こった災害の記事をスクラップしている。海外での地震や国内での竜

巻被害などに関心をもつ。土浦の竜巻被害を調べようと土浦市役所や水戸気象台へ
電話で取材を試みる。

・災害をの りこえるために	 海 外の地 震被害 について新聞 ス クラップを進 め る。 地震に対す る備 えにっ いて、

図 書資料 で調べ る。 防災研究所 のＨ Ｐを調 べよ うと してい る。

・みんなが豊かにくらすためにはどう 失業や雇用に関連する新聞記事をスクラップしている。仕事ができるようになる

したらいいのか 取り組みを調べたいと考えている。

・だれもが仕事ができる豊かな社会を ホー ム レスの生活 の記事 に関 心が ある。仕 事につ くため に必要 な能力 につ いて調

つくろう べてい る。

・地球温暖化を防いで地球の未来を守 地球温暖 化の問題 につい て、記事 をスクラ ップ してい る。 図書資料 を探 し出 し、

ろう 情 報 を集 めてい る。

・環境と人間のよいかかわり方 地球温暖 化の問題 につい て、記事 をスクラ ップ してい る。 温暖 化 を防 ぐ取 り組み

につい て調 べてい る。

・動物と人間のつきあい方 捨て られるペッ トを保護する記事に関心をもち、記事をかいた記者 と保護 してい
るボランティアの方に電話で取材する。

・人を大切にできる未来をどうつくる 国と国との戦争や身近ないじめの問題から、憎 しみや差別の気持ちについて考え

か ている。

・覚醒剤のおそろしさ	 酒井 法子の覚醒剤 事件 に関す る記事 をス クラ ップす る。麻 薬や覚醒剤 の害 につ い

て調べ 、その害 について プ レゼ ンテ ーシ ョンにま とめてい る。

・薬物と人間のかかわり	 酒井法子の覚醒剤事件に関する記事をスクラップする。麻薬や覚醒剤の害につい

て調べようとしている。

（4）　グルー プでの協同的な表現 ・コ ミュニケー シ ョンの実際

取 り上げたチームは 『動物 と人間のつ きあい方 を考えよ う』 である。希少動物 の保護 と

捨て られ る動物の記事ス クラ ップ をとお して、動物 と人 間の よりよいかかわ り方 を調べ た

り考えた りす る活動 を進 めたチームである。

１）グループでの協 同的な活動の流れ

①　 動物に興味	 ・関心のある児童 ４名 でチームをつ く り、「動物 と人間のつ きあい方 を考

えよう」をテーマに設定す る。

②　 動物に関す る記事 を切 り抜いて収集 し、記事ス クラ ップにま とめる。

③　 絶滅危惧種の動物保護や身近な動物 との触れ合 い、 さらに捨て られ るペ ッ トたちの記

事か ら、同 じ動物 でも動物 と人のかかわ りには違いがあることに気づ く。

④　 チームで話 し合 って、捨 て られるペ ッ ト保護ついて くわ しく調べる ようにする。

⑤　 捨て られ るペ ッ トを取 り上 げた記事 をもとに、取材 した記者 と記事 に取 り上げ られ た

保護 に取 り組む人へ電話で取材 を行 う。

⑥　 調べた ことや取材 した ことをも とに、必要な資料 を選びなが らプ レゼ ンテーシ ョンを

チームで協力 してま とめる。

⑦　 発表のための説明原稿 を分担 して書 き、プ レゼ ンテーシ ョンに合わせて練習す る。

⑧　 記者 と保護 に取 り組 む方 をゲス トテ ィーチャー として招待 してプ レゼ ンテーシ ョンの

発表を行 う。

⑨　 発表 を うけて、 フロアの児童 と共に	 「人 と動物のかかわ り方」 をテーマ に小 グループ

で話 し合 う。記者 と保護 に取 り組む方か らテーマ について話を聞 く。

⑩　 感想 を手紙 にま とめ、記者 と保護 に取 り組む人 に送 る。
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⑪　 新たに分かった動物保護の取 り組みについて、調べ学習 を発展 させ る。

２）グルー プでの表現のかたち

図 １　 プ レゼ ンテ ー シ ョン （一部 ）

図 ２　新聞スクラ ップシー ト

３）グルー プでの表現物作成 に至るまでののコ ミュニケーシ ョン

記事スクラップから調べ学習を発展 させる場面

Ａ子 ：集めた記事の感想をまとめてみて、捨てられるペッ トの記事が気になったよね。

Ｂ子 ：この記事のことをもっと調べてみたいね。どれ くらいのペ ットが捨てられているのかな。

Ｃ子 ：新聞社に電話をして調べてもらったらどうだうね。

Ａ子 ：どんなことを聞いた らいいか、みんなで考えようよ。

Ｄ子 ：話す順序やメモの取 り方も考えよう。

Ａ子 ：新聞記事に取 り上げられた竹本さんに話を直接聞けたらうれ しい。

Ｂ子 ：ていねいに話せるように練習 しよう。だれが電話するか決めよう。
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Ａ子 ：メモをしっかりみながら話そ うよ。

Ｂ子 ：堀尾記者さんから竹本 さんの連絡先も聞けたよ。記者 さんが私たちのことを竹本 さんに話

してくれるそ うだよ。よかった。

（5）　参考 に した新聞 、図書 ・資料、Ｗｅｂ等

１）新 聞

東 京新 聞 「水 戸 署 へ の遺 失 物届 け　 生 き物 が急 増 中」2009．9．24

東 京新 聞 「手乗 りス ズ メ と心 の触 れ 合 い 」2009．9．27

茨城 新 聞 「ニ ホ ンイ ヌ ワ シ　 ３羽 の ヒナ 守れ　 同 時飼 育 に成 功 」2009．10．6

毎	 日新 聞 「ひ と　 飯 田　 基 晴 さん」2009．10．8

茨城 新 聞 「カ ン ム リカイ ツブ リ　 北 浦 に親 子 、繁 殖 か」2009．10．5

朝	 日小 学 生新 聞 「オ ガ サ ワラオ オ コオ モ リ」2009．10．14

茨城 新 聞 「国 内繁 殖　 動 物 園連 携 し婚活 」2009．10．16

日本経 済 新 聞 「高 齢ペ ッ トの世 話　 飼 い 主の負 担 に」2009．11．2

読 売新 聞 「も うカ エ らな い　 絶 滅 種 」2009．11．4

２ ） ｗｅｂ

ＲＤＢ図鑑 http://www.sizenken.biodic.go.jp/rdb/index.html 2009.10.7

茨城県動物指導センター http ://www .pref. ibaraki jp/bukyoku/hoken/dobutsu 2009.10.28

絶滅危惧動物図鑑 http://konicaminoltajp/kids/animals/index.html 2009.10.7

３）図書 ・資料

Ｍ ペニー 『私たちの地球 を守 ろ う①　 野生動物 を保護 しよ う』偕 成社　 1987．7

５　記事にかかわる人か ら学ぶ授業－市 民性を育成するための コミュニケー シ ョン－

（1）　授 業の概要 ［話 し合い活動　 ２時間］　 平成21年12月16日 （水）　 ５ ・６校時

チー ムのプ レゼ ンテー シ ョンを もとに、テーマについてグループで話 し合 う。その後、

記事に取 り上げ られた人や記事を書いた記者か ら話 を聞き感想 をま とめ る。

（2）　授業の流れ

１）	 ね らい

「人 と動物のつきあい方」 をテーマ としたチー ムのプ レゼ ンテー シ ョン発表や、新聞記

事に取 り上げ られ た人、記事 を書いた記者か らの説明を聞き、人 と動物 のかかわ りについ

て考 える。

２）準 備

プ ロジェ ク ター 、パ ソ コン、 ス ク リー ン、 ワー クシー ト、Ｂ４上質 紙 、 サイ ンペ ン

３）展開

発 問 ・指 示 ・説 明	 児童の活動の実際 時間

１　前 日の準備

指示 「明 日、この新 聞記事か ら人 と動物 Ａ 子 ：私の家 でも犬を飼 ってるよ。捨て


のかかわ り方について考えてい きま られ る動物 がい るなんてかわいそ う。」


す。事前に宿題 として読 んで感想 を


ま とめま しょう。」


２　導入


発 問 『記事を読んでの感想を発表 しま し Ａ子 ：飼 い主が見つか らない と数 日で処


ょう』 分 されて しま うなんてかわいそ うで
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指 示 「プ レゼ ンテ ー シ ョンの発 表 を 聞 き

ま し ょ う。」

発問 『人 と動物 のかかわ り方について、

みな さん 自身 ができ るこ とと、社会

としてで きる ことをグループで話 し

合 いま しょ う。』

指示 「グループで話 し合 った ことを用紙

に書 いて黒板 に掲示 しま しょ う。 ど

んな考 えがあるのか見比べてみま し

ょ う。」

発 問 『この新聞記事 に出て くる竹本 さん

に保護 されている動物の様子 を説 明

して もらいます。写真 も映 し出 しま

すので よく見ま しょう。』
・保護 されてい る動物の様子

・虐待 を受 けて人を恐れ る犬

発 問 『この記事 を書いた記者 に記事を書

いた理 由を聞いてみま しょう。』

・記事 として取 り上げ るニュース

・警察で生 き物 を世話 してい ることの

驚 きが この記事 になった。

【授業後 の感想】

指示 「二人 のゲス トテ ィーチャーの話 を

聞いて感 じた ことや考えた こ とを手

紙にま とめま しょう。」

す 。

Ｂ男 ：飼 う人は責任 をもって飼 ってほ し 10 

い と思います。」

３　グループでの話 し合 い 20 

＜私たちにできること＞

・命 があるのだか ら責任 をもって飼 う。
・必要以上 に生まれないよ うにす る。
・余裕 をもって飼 う。

＜社会 としてできること＞ 10 

・保護 センターの大変 さをもっと多 くの

人に知 らせ る。
・大人 に責任 を義務づ ける。
・ボランテ ィアや施設 をた くさんつ くる

４　 ゲ ス トテ ィー チ ャー の話 30 

Ｄ男 ：身勝手な人 に捨て られてかわいそ

う。

Ｅ子 ：い じめ られた犬 もいるなんてひ ど

い。

Ｆ 子 ：人 が い る ところ にい る と、 安 心 し

て い るんだ ね。

Ｇ男 ：動物を飼 うことは、強い心が必要

なんだ。

５　新聞記者の話

Ｈ子 ：なん とか したい、 とい う気持ちで

記事 を書いたんだね。

Ｉ子 ：動物 が警察 にいた とい う驚 きがニ

ュースにつながっているんだね。

・ワー クシー トに 手紙 をま とめ る
。 10

図 ３　 プ レゼ ンテー シ ョンの様 子 図 ４　 グ ルー プでの 話 し合 い
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図 ５　連れてきた老犬との交流

図 ６　 ワー ク シー ト

記事を読んでの初発の感想

・自分で換えなくなったか らといって

生きているものを捨てるのはおかしい

（Ａ男）。

・生き物がいきなり増えるには、何か

理由があると思いま した （Ｈ男）。

・犬が苦手だけど、もっともっと動物

を大切にしてほしい。動物を飼 うなら

飼ってほしい。動物だってかわいそ う

（Ｙ美）。

図 ７　 東京 新 聞　 2009．12．17

授業後の感想 （手紙として）

あらためて動物の気持ちが分かりました。ぼくも動物

を飼っているので、その動物を責任をもって育てたいと

思いました。

ぼくは今までは別に関係ないと思っていました。けれ

ど何 もしていない犬やネコがいじめをうけると聞いて、

かわいそ うだ と思いま した。だから、ぼくは、犬やネコ

を捨てる人がいた らその人へ声をかけてあげたいです。

将来犬やネコをかったら、絶対に捨てたくないです。

私は犬が大の苦手ですが、竹本 さんの話を聞いている

と、苦手な私でも動物を大切にしなくちゃいけない と思

いました。動物を見捨てている人がいたら、「動物を大切

にしてあげてください。」と声をかけてあげたいです。
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６　児童の感想 と 「キー ・コンピテ ンシー」育成への解釈

（1）　児童の感想
・ インタビューで初 めて話す人 と話す と会話が楽 しくて、誰 とでも楽 しく話ができるこ

とが分か りま した。 プ レゼ ンテー ションで グループのみんな とつ くった り、調べ学習 を

した りして協力 して活動できま した。 プ レゼンテーシ ョンが完成 して全部見てみ ると、

こんなにや ってす ごいなと思い ま した。新聞記事か ら始 め電話取材 で調べて、最後には

その人が学校 に来て くれて発表で きて ゴール できたのが うれ しかったです。 （Ａ子）

・ わた しは東京新聞の堀尾記者 さんに電話や学校に来てもらって、記事 に書いていない

ことを教 えても らったことが うれ しかったです。わた しも動物 をかってい るので、捨 て

た りしないで、最後 まで飼 いたいです。 （Ｂ子）

・	 世 の中には、いろいろな事件があ り、その事件 を解決 して くれ る人 （竹本 さん） もい

れば、事件 をた くさんの人に伝 える人 （堀尾記者） もいて、みんなその事件のためにが

んばっているんだ と思 いま した。た くさんの人のいろいろな思 いが込め られたプ レゼ ン

テーシ ョンになった と思います。 この学習を とお して、た くさんの人の気持 ちを知 るこ

とができま した。動物保護 への関心が高まっているおかげで、殺処分 され る動物が減 っ

た と聞き、 うれ しかったです。 （Ｃ子）

（2）「キー ・コンピテンシー」育成への解釈

記事 スクラップを二つ の視点か ら記事 を分類 した り、記事 にかかわる人にイ ンタビュー

を した りす る活動 に取 り入れた。 その結果 、Ａ子の感想に もあるよ うに新聞記事 を知識 ・

情報 としなが ら、チームで協力 して調べ学習 を した りプ レゼンテーシ ョンを制作 した りす

る協同的 ・表現的 な活動 が活発 に行われ た。Ｃ子の感想か らは、イ ンタ ビューやプ レゼ ン

テーシ ョン発表 を通 して記者や動物保護 に取 り組 む方 との交流が深まった ことが読み取れ

る。 この よ うに、キー コンピテ ンシー としての 「知識や情報 を相互作用 的に用い る」 「協

力す る チームで働 く」 を 目指す学習活動が、新 聞記事 を活用す ることによってできた と

考 える。

記者や 関係す る方への取材 と発表会での招待 は、Ｃ子の感想に もあるよ うに新聞記事 に

社会の問題の解決 に取 り組む人を見いだ し、リアルな姿 としてテーマに迫 ることがで きた。

新 聞記事を実感 を伴った より深 ま りのある知識 ・情報 として相互活用できた と考 える。Ｂ

子 の感想か らは、人 と動物 のかかわ りを実感 を もって とらえ、た くさんの人 の想いや願 い

に共感 しなが ら、将来の動物 とのかかわ り方 を考 えるこ とにつながっている。

以上のこ とか ら、記事 の評価 と選択、記事情報へのアクセスを学習活動に取 り入れ るこ

とで、新聞記事を知識 ・情報 として収集 し熟考 ・評価 し表現 しコ ミュニケーシ ョンしてい

ることが解釈できよ う。

７　授業実践を終えて

本実践 では、社会の問題 を新聞記事か ら探 し、チー ムで追究す るとい う活動のため、児

童 の興味 ・関心によって多様で時事的なテーマが選 ばれた。そのために記事 スクラップの

活用や、記事情報へのアクセスに差 が出てきた。児童の活動を発展 させ そ うな記事 との出

会いがあるかとい う差は大きい。 しか し，記者や動物保護に取 り組む方 の授業への参加 、

さらには授業が新 聞記事 として紹介 された ことによって、他 のチームも新 聞記事の活用に

意欲 を高めることがで きた。

チーム ごとの指導や支援 に手間や苦労があって も、児童の興味 ・関心か らスクラップ さ

れ た新聞記事 を追究活動の中心 とす ることで、児童の状況 ・文脈 に合致 した学習ができた

と考 える。記事にかかわ る人 と直接 かかわった本実践 は、児童に とって現実感 のある思い

出深い学習 になった と思 う。 （水戸市立寿小学校　亀谷　裕信）
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第 １部　 第 ８章　 第 ３節

学習意欲を喚起 させる新聞を活用 した調べ学習

『ぼ くらの ２ １世紀未来予想 図 を創 ろ う』

１　授業実践のポイン ト

「ＮＩＥ ＝教育に新聞を」の持つ力ははか りしれ ない。児童が無造作に新聞を手 に取 り、

見 るのはスポーツ ・マ ンガ ・天気 ・ＴＶ 番組欄 だろ う。それ は必然的で政治 ・経 済、文化
・社会 に、 目を向けるのは無理 だか らである。 しか し、今回は他人事 ではない 自分たちの

未来像 を創造 させ るキ ッ トのひ とつに新聞を取 り入れた。

昨夏の衆議院選挙 で我々は、 「政権交代」 とい う歴史的な事象 を 目の当た りにす ることが

できた。その、ターニングポイン トにマニ フェス ト （政権構想）があった。 このマニフェ

ス トが児童のあやふや な政治意識 に刺激 とな り、意識 も高揚 し、政治 が 自分事 に感 じられ

るよ うになってきた。 そこで、 これか らの時代や世 の中を、中心になって変革 してい く担

い手を育成 したいとい う願いか ら、 このテーマを設定 してみた。 とっつきに くかった新聞

もスクラップや ファミリーフォーカス とい う手立てを講 じる中で抵抗感 が無 くなってきた。

また、政権 与党の 「マニ フェス ト」の評価 を した ことで益々、新聞 と政治に親近感 を覚

え、児童 の中で新聞が 日常化 した。 さらには、自作のマ ニフェス トを多 くの市民に触れ さ

せたい とい う願 いか ら、駅頭や回覧板 にのせ たい 、政権与党に送付 したい とい う意識 に変

わった。児童に とって、非 日常的で他人事 に感 じていた政治 を 「政権交代」 と 「マニフェ

ス ト」 とい うキー ワー ドで興味や関心が持てたのは大変 タイム リーだった。

あ らためて思 うのは、新聞は読ませ るものではなく、読みた くなる必然性を持 たせ るの

が最 も効果的で、価値が上がるのだ とい うことである。 これ らの活動を通 して、「キー コン

ピテ ンシー」 を育成する授業 を行 った。

２　 「キーコンピテ ンシー」 を育成する学習

授業実践 の時期は、平成21年10月19日 か ら平成22年1月20日 までである。実施 した学校は、

千葉県市川市立塩焼小学校 、対象学年 ・クラスは ６学年 １組 （男子16名 、女子15名 、計31

名）である。

（1）　キーコンピテ ンシーを育成する学習の単元計画 （全24時 間 ＋α時間）

①　 児童の実態調査	 … １時間

テーマ設定 をす る際、児童 に６つのアンケー ト調査 を実施 し、テーマの絞 り込み

②　 テーマに迫 る課題意識 を高める	 … １時間

ブ レ ・ス ト、Ｋ Ｊ法 を使い、 自由に構想 を出 し合い、個々の問題意識 を高めてい く。

③　 アイデアをもとに これか らの未来を考 えるための課題 （項 目）づ くり … １時間

④　	 ９つのカテゴ リー を調べ、解決す るための方法を話 し合 う … １時間

⑤　 現政権 与党の記事新聞のスクラップ … ５時間＋家庭学習

児童 の決 めた ９つのカテ ゴリーに沿ってスクラップ を進 めてい く。 （資料収集）
・ 安 心 ・安 全 な豊 か な社会 づ く り、・医療 、・環境 、・雇 用 、・税金 ・経 済 、・科 学 ・教育

・自然 、・年 金 ・介 護 、・外 交 等 （家庭 学 習 ＝ フ ァ ミ リー フォー カ ス）

⑥　 新聞スクラップ を元 に政権与党のマニフェスト達成度のチェ ック … ２時間

⑦　 グループ内で意見交流 … ２時間
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個人のマニフェス ト達成度 チェ ック評価表を根拠 に話 し合い、個人の不足な点 を補完 し

合 う。 （新聞社の取材が入 る）

⑧　 他のグループ との意見交流	 … ２時間

新 聞社 の記者か ら意見交流の評価を受 ける。

⑨　	 自作マ ニ フ ェス ト （政権構 想 ） の作 成 … ２時 間

９つ の カテ ゴ リー を意識 し、 国民 の の 目線 に立 った マ ニ フェ ス トづ く りをす る。

⑩　 マニフェス トをグループでま とめ、発表資料づく り	 … ３時間

プ レゼ ンテーシ ョンの方法 を検討 した り、準備 も考 える。

⑪　 プ レゼ ンテー シ ョン	 … ２時間

練習 ・各種方法で発表す る。

⑫　 ま とめ … ３時 間

個人新 聞 ・チ ラシの作成 （９つのカテ ゴ リー解決 を含 めたマニフェス ト）を し、政権与

党に評価 表を送付す る。また、駅頭 に立ち、市民 に配布 し、反応 をみ る。校内では今 自分

たちにできる活動を放送 とい う媒体を通 し、全校 になげかける。

（2）　授業時間の生み出 し

この学習は総時数24時 間扱い とし、あわせて朝の学習時間 （15分）や家庭学習。

総合的な学習 の時間を18時 間、国語科 を ２時間、社会科 ２時間、特別活動 の時間を ３時

間充てた。場合 によっては教科をクロス させ て、効果的な学習 をお こなった。

３　 「キーコンピテ ンシー」を育成する学習 と能力観 との関連

（1） キー コンピテンシー との関連

①　 相互作用的に道具を用いる （Ｂ知識 ・情報 を相互作用的に用い る）

②　 異質な集団で交流す る （Ｂ協力す る能力）

③　 自律的に活動す る （Ａ大きな展望の中で活動する）

（2）　中教審答申 「思考 力 ・判断力 ・表現力」、「言語活動の充実」 との関連

Ａ　 「思考力 ・判断力 ・表現力」 との関連

Ａ－ ２ ：事実 を正確 に理解 し表現す る

Ａ－４ ：情報 を分析 し ・評価 し、論述する

Ａ－ ６ ：互いの考えを伝 え合 い、 自らの考 えや集団の考 えを発展 させ る

Ｂ　 「言語活動の充実」 との関連

Ｂ－ １：レポー トの作成をす る （国語 ・社会 ・総合的な学習の時間等）

Ｂ－ ２ ：論述す る （国語 ・総合的な学習の時間）

Ｂ－11： 体験 したことや調べたことことをま とめ発表 し合 う

（国語 ・社会 ・特別活動 ・総合的な学習の時間）

（3）　学習指導要領との関連

Ａ　総合的な学習の時間

①　 情報

②　 共同 して問題解決／分析 しま とめ表現する／発表や討論情 報 の収集 ・整理 ・発信情報

と日常生活 ・社会


Ｂ　特別活動


②　 望ま しい人間関係／働 くことの意義

４　学習意欲 を高める教材 ・授業開発


『その 日、新聞各社 の トップ見出 しが同 じだった ？ ！』


（1）　授業の概要

夏の衆議院選挙で政権与党が交代 したのを受 けて、翌 日の朝刊 （2009．8．31付け） ７紙の
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見 出しを読み くらべ 、それぞれの論調の違いに気づき、新聞の果たす役割や特徴 （見出 し、

記事の扱い方、写真 の取 り上げ方等） を各紙か ら考える。

また、勝利 した政権 与党がマニフェス トをど う推進 し国民 に説明 してい くのか をメール

や ・ＦＡＸを し、人の心に打つマニフェス トとは何か、 どんなマニフェス トづ くりが人々への

反響 になるのかを考 えるきっけけになれば と思 う。

（2）　授業の流れ

１）　 ね らい

政権交代 とい う記事が新聞各社 によって一斉に掲載 されたが、正確 でわか りやす く発信

されているこ とに気づ くことができる。

２）　 準備 と板書計画

・	 準備品2009年8月31日 （月）の全 国紙 と地方紙の ７紙


「７紙の見 出 し一覧表」の掲示及び ワークシー トの配布


３）　 展開

『発 問』・「指示 」・〈説 明〉


指示 「この新 聞 ７紙 を見てみま しょう」


図 １　 2009．8．31朝 刊 各 紙


説 明 〈この紙面は8／31の 衆議院選挙 の翌


朝の全国紙です。〉


発 問 『全国 ７紙を見比べてみ よ う』


（大きなニュースがあった際に新聞は同様の記

事を中心に据 え、他紙 と重複す る部分や違 う

点があることを知る。）

指示 「トップの見出 し以外 にも気がついた点

を上げてみま しょう。」

指示 「配布 した表に各紙 の似 てる点や違 う点

を書 き出 してみ よう。」

説明 〈新 聞社 も特徴が無いと読んでも らえな

いか ら工夫 してい るのか も知れ ません〉

指示 「それでは、今 日の課題 のまとめをして

みま しょう。」

児童の学習活動 時間 

Ａ男 ：家でも見 た記事だ。

Ｂ男 ：みんな同 じよ うな見出 しだ。 10 

Ａ子 ：文字がみんな大 きいな～。

Ｃ 男 ：「圧 勝 」・「交代 」・「奪 取 」 の文

字 が あ り強い感 じを受 け る よ。

Ｂ子 ：「超」 も落 とせ ないね。

Ｄ男 ：写真 の取 り扱いが全 く違 う。

Ｅ 男 ：グラフや図 ・絵 が多 く取 り入

れ られ て読み手 に伝 わる努力

を していると思 うな。

Ｃ 子 ：サブの見出 しにな ると全 く７

紙が違 うな～。

Ｄ 男 ：それは、たぶん トップの見 出

しを助 け るのが、サ ブだか ら 15 

違 うん じゃないかな。

Ｄ 子 ：M紙 は見開きいっぱいに トッ

プの見出 しをつ けてる。

Ｅ 子 ：きっ と、 レイア ウ トも新 聞社

に とって他紙 と違 うよ うに工

夫 しているん じゃないかな。

Ｆ 子 ：読みやす い紙 面 と読 みに くい

紙面があるな。

Ｅ男 ：記事 を読む と見出 しが似 て も

言 ってることが違 うよ。

Ｆ男 ：選挙の結果 を各紙 が特徴 をつ

けて書いている。 10 

Ｇ 男 ：読む人 に分か りやすい よ うに

つ くってるな。

Ｈ 男 ：新 聞よ りテ レビの方が速 く教 10

えて くれ るな。

－233－



Ｉ男 ：間 違 え な い よ うに気 をつ け て

る こ とが感 じられ た。

だ って 、 決 めつ け た 書 き方 を

説 明 〈普段 か ら新 聞社は他紙 との違 いを出 し して いな いか ら ・・。

なが ら私たちに情報を伝 えているんだ Ｈ子 ：見栄 えが大事だ と思 った。

ね。今 か ら新 聞を読む ときはここにも気 グラフ ・写真 ・文字 の多 さや

をとめてみ よう。） 白黒部分です。）

４） ワー ク シー トの 開発

『全国 ７紙を見比べてみ よう！』　 氏名 （　 ）

8月30日 （日）に行われた衆議院選挙翌日 （8／31） の 各紙のトップ見出しと社説の見出しです。

新 聞 各社 の 一面 トップ8／31付け　 （社説の見出 し）


朝日 【民主 ３０８政権交代】　 「民意の雪崩を受け止めよ」


読売 【民主 ３００超政権交代】　 「変化への期待と重責に応えよ」


毎日 【民主 ３００超政権奪取】　 「国民が日本を変えた」


産経 【民主圧勝自民惨敗】　 「現実路線で国益を守れ」


日経 【民主 ３００超政権交代】　 「変化を求め民意は鳩山民主政権に賭けた」

東京 【民主 ３００超政権交代】　 「歴史の歯車が回った」


千葉 【民主 ３００超政権交代】　 「　 」


Ｑ １：見出しからどんな印象を受けま したか
 

○
 勝「圧 」・「交 代 」・「奪 取 」 や 「超 」 とい うよ うな 強 い 言 葉 が た く さ ん あ る。

○新聞社 も打ち合わせなくても似たようになっている。○写真の扱い方が大小で違った り中心

の人物が違っている○グラフや図を入れて読みやすくしている。○ 日本が変わる雰囲気がす る。

○マニフェス トが選挙の大事な点だった。○次の総理大臣がどうきまるか分かった


Ｑ２：各紙の似た点や違 ってる点をあげてみよう。


○政権を取った政党に期待 と希望を書いてる。○国民を裏切 らないで くれ と言ってると感 じる

○変わることを願っている。○中心に書いてる部分が各紙違 う○投票数が違 う

５　課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び

（1）　授業の概要

本授業は、政権与党のマニフェス トを新 聞紙 面やインターネ ッ トか ら検索 し情報収集す

ることか らは じめた。 その後、収集 した新 聞をス クラップ し発信 されている情報 を読み込

み、政権与党のマニ フェス トに対 し自分な りの考 えと評価 を加 えてみ る。その 自己分析 を

も とに小 グループでマニフェス ト評価のを意見交流を図った。個人差はあるが、マニフェ

ス トの進捗 （達成）状況か ら長所 ・短所 を中心にグループ評価 してい く。

それか ら、意見交流 を図った後 に、 自らのマニフェス トの作成に入 り、小 グループでのま

とめを進 める。 さらに、小 グループでのマニフェス トを他のグループの前で発表 し、意見

交換をす る。友 だちか ら指摘 され たマニ フェス トの修正や改善 をす る （新聞社の記者 を招

いてマニフェス トづ くりの意義や重点を聞 く）。 その後、再度意見交換 を図 り最終的なマニ

フェス トにす る。仕上がったマニフェス トを広 く多 くの市民に読んで もらう機会 を得 て、

駅頭 での配布や 自治会 の回覧板に加 えてもらう （校内では全校 向けに放送 で伝える）。

（2）　授業のね らい

意見交流か ら出来上がったマニフェス トが、常 に弱者の立場に立ち、住みよい社会づ く

りに貢献できるようにチャレンジしよ うとす る意識づ く りをする。

（3）　グルー プでの絞 り込まれたテーマ と活動内容
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表 １　 絞 り込まれたマニフェス ト項 目

①　 安心 ・安全 な社会づ く り （高齢者増加 ・犯罪 ・豊かな社会づ くり等）

②　 医療 （病気や治療や病院の問題）

③　 環境 （エ コ ・太陽光発電 自家発電 ・木々の伐採）

④　 仕事 （就職 ・雇用 ・給料）

⑤　 経済 （税金 ・増税 ・給料）

⑥　 文化 （科学 ・宇宙や教育、スポーツ等）
⑦　 自然問題 （天候や台風対策 ・地形や地殻変動）

⑧　 年金や介護

⑨　 外交問題 （拉致や基地の問題 等）

表 ２　 各グルー プのテーマ と活動内容


チーム名 項 目 最 も訴 えた いマ ニ フ ェス ト （主 た るテー マ） 主な活動内容 （取 り組み）

チームＡ ③ １０年 だけで ２度 だけ木 々伐採 自然 ・環境 問題 に着 目 し、

③ 決定 ！太陽光発電義務化 ｃｏ２や オ ゾンについ て 白熱 し

②⑥ オリンピック費 用 の削減 で医療 ・年金 に ！ た議論 を行 っていた。

チームＢ	 ①⑤ 議員 の給料減 らし、子 どもにお金 を回せ ！ 世の中を変化 させるには、お

②⑥ 中学校世代 から医療専門学校 を ！！ 金で 、豊 かな社 会づ く りに無

⑤⑧ 消費税 ５％アップ で老人 ホームへ振 り分け 駄 は禁物であるにまとまった。

チームＣ ③ 森林 の危機 を私 たちの手で救お う ！ 資料 を重視 し、裏付 けを持

⑦ 子どもでも緊急時には立派な大人に大変身 って話 し合 えた。解決 で きる

②⑧ 二つ の心で Ｗ 解決だ ！ 課題 には即効性 が大事 と主張。

チームＤ ② 町の代表が医療を学ぶ ！ 健康や 医療 、人命 の大切 さ

② ＡＥＤ各地域に設置で助けに来る を中心 に議論 し、現 代の医療

③ 木々を増や して 豊かな国へ ・・ 体制 では、人命が疎か と主張。

チームＥ ① ぼく ・わた しが安全な社会 をつ くる 住み よい社会 づ く りに時間

② 病院はの安心だ を高めろ ！ をかけ話 し合った。

チームＦ ② 一流の医師 と病院を求めて ・・ 新型インフルエンザ 対策等に時間

⑤ 日本の国民が納めた税金 を守るために ・・ をか けワクチンの製造 を迅 速で大

⑦ 気合 いを入れて、海をきれいにす るぞ ！ 量に投与できるように考 えた。

（4）　グルー プでの協同的な活動と表現 ・コミュニケーシ ョンの実際

１）　 グルー プでの協 同的な活動の流れ	 （チーム Ｃの場合）

２１世紀未来予想図を創 るために、政権与党のマニフェストを参考に豊かな未来を考 えよう。

図 ３　スク ラップ した記事 分析

（②収集 した記事を読み、評価）

図 ２　スクラップノー ト

（①政権与党の記事 を丹念に集める。）
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（③ 自分たちの欠如をチェ ックす る。）

図 ４　 マニュ フェス トづ くりの準備

（④ ９つ の 項 目で 評価 す る。） 図５　絞 り込まれたマニフェス ト

（⑤環境 ・医療 を中心にま とめた。）

図 ６　保護者がマニフェス トを読む

（⑥保護者 に参観 され、意欲 が増す。）

図 ７　マニフェス トの中間報告会

（⑦つっこんだ質疑応答があった。）

図 ８　新聞記者からの助言

（⑧ 「必ず物事 には根拠 が必要です。」）

２）　 グループでの表現のかたち

図２～８の学習のプロセスを経 てこのよ うなマニフェス トが完成 した。

図 ９　 新聞型の マニ フェス ト 図10　 チ ラシ型 のマニ フェス ト
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図11　 チラシ型　 マニ フェス ト 図12　 チ ラシ型　 マニフ ェス ト

３）　 グループでの表現物作成に至るまでのコ ミュニケーシ ョン

テーマ ：【待機児童 ・園児を救 え ！】

Ａ男 「今 さ、保育園の待機児童 ・園児の ことが話題になってるよ。」

Ｂ男 「この待機児童 を減 らすのには どうすれ ばいいかな ？」

Ａ子 「きっ と、面倒 を見て くれ る保育園が少 ないのよ。」

Ｃ男 「それに、保育士 さんも不足 して らしいよ。」

Ｂ子 「この間のＴ新聞に書いてあったけど、男 の保育士 さんや幼稚園の先生 も増えてるよ。」

Ｂ男 「それ って、子 ども好きの男の人が多いって こと ・・？」

Ｔ 「男性の保育士 ・先生が増 えてるのは どうしてなんだろ うね ？」

Ｂ子 「たぶん、子 どもが好 きなのもあるけ ど、仕事 として魅力が有ったん じゃないか しら。」

Ｃ男 「それ と、仕事があんま り無い時代だか ら男 の人 も入 ってきたん じゃないかな。」

Ａ男 「それな らば、先生が大勢いれば、保育園の数 も増 える し、待機機児童 も多 くな るよ。」

Ａ子 「こ うい うの ど う ！老人ホーム と保育園を合体 させ るの。」

Ｃ男 「同じ場所に面倒 を見て くれ る人が大勢いれ ば、少 しは問題 も解決 できるか もね。」

新聞や テ レビ等で知 った 「待機児童 ・園児」問題 を最 も緊急性がある と感 じ、ス クラ

ップ活動や茶の間の話題 にも上が り、意識 も向上 し臨場感 を持 って考 えることができた。

特に弟や妹に通 じる話題 なので、真剣 に取 り組 めた ようだ。

（5）　市民性を育成す るためのコ ミュニケー シ ョン

出来上がったマニフェス トを どうすればよいかを考 えよう ！

「グループのマニ フェス トをま とめて、文部科学省や政権与党に送 りたい。」 とい う意見

が出た。その発言が出た直後か ら児童の意見が多数出 された。

「わた しは、学級のみんなに広 めて、世 の中に子 どもで もきちん と子 どもな りの意見を

聞いてほ しい。」、「日本の社会 のことに興味がなか ったか ら、みんなに伝 えられ るよ うにな

って終わ りたい。」 この意見 を言 った児童は普段人前で多 くを語 るのが苦手なタイプだった

が、ここまで発表 できるよ うになった。 また、総 じて多 くの児童が、新聞 を読む ことが習

慣化 し、家庭で一番に新聞をてに とる児童 も出てきた。
一方では

、「中間報告会 では、短所が多かったか ら、欠点のないマニフェス トに した。」

だか らこそ、 自信 を持って、多 くの人たち （市民）に読んで もらいたい とい う発想 に変

わった ようで、 「多 くの人に読んでもらえて、感想 を聞 くためには、駅前 に立って配 りたい

です。」、「政権与党のマニュフェス トよ り、もっと国民のためにな るものをつ くりたいです。」

とい う大胆で真摯 な気分 の高揚 につ ながったよ うである。
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（6）　参考 に した新 聞 、 図書 ・資 料 、Ｗｅｂ、等

１） 新聞

朝 日 ・毎 日 ・読 売 ・東 京 ・産 経 ・ 日経 ・千 葉 日報 「衆 議 院 選 挙 ・政 権 与 党 変 わ る 」

2009．8．31　 2009．9．24～11．20

６　児童の感想と 「キー コン ピテンシー」育成への解釈

（1）　児童の感想
・ 新聞 ・ニュースや政治 の番組 を見るよ うにな り、家族で政治について話 しあった。 （Ｔ男）
・ いつ も子 どもを読んでが、大人の新聞を読んで、 もっ と世界に詳 しくなれた。 （Ｙ男）
・ マニュフェス トづ くりで、世の中について話すのがお もしろくなった。 （Ｔ子）
・	 マニ フェス トづ く りを しなが ら、今まで人前で喋 るのが苦手で、恥ずか しかったけれ

ども、今では思 ったことを話せ るよ うになった。 （Ｋ男）

・ マニフェス トの中間報告会の時に記者 さんが言ってた通 り、根拠 を持ってない と短所

を言われ るんだな と思 った。 （Ｒ男）

・ 国の問題に興味を持 ち、将来の仕事や ワクチンづ くりな どを考 えた。 （Ｍ 子）

（2）　「キーコンピテンシー」育成への解釈

茶の間では、政治の話題がのぼ り、教室では真剣 に医療 ・雇用 ・子育ての問題等が 日常

的 に話 され る風景 がみ られた。子 どもたちが世のなかの仕組 みにまった く興味 ・関心を示

さなかった当初 を思 えば、飛躍的な変容だ と考 える。情報入手～読み込み～新 聞のスクラ

ップ化 ～思考の整理～他者評価～友 だちとの分か ち合 い～ 自作マニュフェス ト作成 （ゲス

トテ ィー チャーか らの支援）～社会への発信 （投げかけ）等を通 し、知識 ・情報 を熟考 ・

評価 し ・表現 ・コミュニケーシ ョン していることを解釈できた。

７　授業実践 を終 えて

「今、 ６年生 がマ ニ フェス トづ く りなん

てす ごく難 しいことや ってるね。」

「家で政治のことがよく話題 になったね。」

（図16参 照）。保護者 の反応 は好 意的で、

当初は新 聞に興味な ど無い と思 っていた我

が子が朝一番 にポス トへ行 き、新聞片手 に

居間で 目を通す姿を見て、学習意欲 が増 し

ていることに喜んでいた （図17参 照）。

やや難易度の高い学習テーマ を設定 した

が、右記 の調査結果か らわかるよ うに、フ

ァ ミリー フォー カス ・メデ ィア リテ ラシーの

育成 に貢献できた と思 う。

また、毎時間、児童か ら学ぶ ことが あった。

特 に、数値 目標 の設定であ る。 自作マニ フェ

ス トにも汲み入れ ていた児童 もいたが、具体

性 のない 目標設 定は認 めない表れ だろ う。 ま

た、 自ら情報 へのフィル タ リングをか けてい

た児童 もい た。 「６年 生だか ら無理」 とは決

めつ けず、それ な りのス タンス と学習意欲 を

喚起 させ続 ける指導者の情熱 があれ ばや り遂げ られることを学んだ ４ヶ月であった。

（市川市立塩焼小学校　武藤和彦）
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第 １部　 第 ８章　 第 ４節

新聞を活用 した情報収集力 ・表現力の育成

これか らのわ た した ちの 「食 」 を考 えよ う

１　授業実践のポイ ン ト

社会科で農業 ・水産業についての授業 を行 い、わが国の食料事情 を学びんだ児童は 「食 」

にまつわる さま ざまな問題 に興味 ・関心を持つ よ うになった。また、田起 こしや 田植 え等

の作業を経験 した り、稲 の成長 の様子を観察 した りしてい く中で、普段何気 な く食べてい

るご飯が大変な苦労 を して育て られてい ることに気づ き、 「食 」の重要性について考 え始

めた ところである。生きて行 くために欠 かす ことので きない 「食 」について学んで行 くこ

とは、児童がやがて社会で遭遇す るであろ う 「生き方」について考 える原 点 とな る。「食」

を切 り口に、児童 に自分 を取 り巻 く社会情勢 につ いて も考えさせ ていきたい と願い、スク

ラ ップ新聞作 りの活動を取 り入れ た授 業を行 うことに した。

グループでの調べ学習 を進める上での重要 なポイン トは、いかに個人のめあてをしっか

りもたせ るかである。課題 を見つけ、追求 してい くに足 りるテーマを考 える。そ して、共

通 の 目的をもって、学び合 い支え合 う仲間で構成 された グループ を作 ることである。

今回の学習では、事前に新聞スクラ ップに親 しむ時間 をもち、児童の 「食」 に関す る興

味 ・関心 を高めておいてか ら活動 に入 ることに した。そ して、共通 のキー ワー ドを持つ ５

人 でグループを作 り、一つのテーマの もとにスクラ ップ新 聞を作 る。児童一人一人が調べ

て分かった ことや主張 したい ことなどを発表する ことで、文章を読み取 る力や表現す る力

をつ けさせたい と考 えた。 これ らの活動 を通 して 「キー ・コンピテンシー」を育成す る授

業 を行 った。

２　 「キー ・コ ン ピテ ン シー 」 を育 成 す る学 習

授業実践の時期は、平成21年10月20日 か ら平成22年 １月29日 までで ある。実施 した学校

は、東京都江戸川 区立篠崎第五小学校、対象学年 ・クラスは、 ５年 １組 （男子17名 、女子

18名 、計35名 ）である。

（1）　 「キー ・コ ン ピテ ン シー 」 を育 成 す る学 習 の単 元 計画

・ 準備 … ３時 間

新 聞スクラップのや り方 を知 り、経験す る。新聞を広 げて社会面、経済面、スポーツ欄

な どいろいろな分野 についての記事があること、情報 を一覧できることなどを理解 し、新
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聞に興味を持 っ て読む ことに慣れ るよ うにする。各 自がスクラ ップ したものを紹介 し合

い、スクラ ップの楽 しさを知 る。家庭学習でもスクラップを して、親子 で話 し合 うことを

奨励す る。

これ か ら行 う学習 の方法 について知 る。 「食 」につ いての調 べ学習 を進 めるので、食

に関連す る新聞 をスクラップす る。
・ テ ーマ ・ゴー ル設 定 … ２時 間

個 人 で 「食 」 に つ いて ウェ ビン グ し、 食 に 関す る 自分 の意識 や 興 味 を確認 す る。 自分 の

調 べ たい キ ー ワー ドにつ い て考 え る。 キー ワー ドを発 表 し合 う。

学級全体 で大 きなテーマを ７つ作 り、各 自のキー ワー ドに合わせて ５人ずつのグルー プ

を作る。

・ 調べ学習 … ８時間

グループのテーマに沿 った新聞記事のスクラップやイ ンターネ ッ ト、書籍 を利用 した調

べ学習 を行 う。ス クラップ した記事は各 グループの箱を用意 し、その中に蓄積 してい く。

グループで調べ る計画を立て る。 ゲス トテ ィチャー （毎 日小学生新 聞の記者）か ら取材 の

仕 方や調べ方を伺 う。各 グループの途中経過 を報告 し合 う。何のために何 を どなたにイ ン

タビュー した らよいか を考 える。 インタビューをす る。 （地域 の農家 ・鶴岡市農協 の方 ・

北海道昆布 生産 の方 ・煎餅工場 主 ・学校栄養士 ・食堂経営者 ・市場関係者 な ど協力が得 ら

れ る方 々を教師が リス トア ップ してお く）
・ スクラップ新聞を作 る … ５時間

ス クラ ップ新 聞の見本 を参考に して新 聞の作 り方 を学習す る。 グループで紙面に載せ る

内容 と割 り付けを検討 して決める。実際の新聞記事 を参考に しなが ら、各 自が調べたこ と

をも とに記事を書 く。 グループ毎 に模造紙一枚分 の大 きさの新聞 を作 る。作成途 中か ら掲

示 し、各 グループの進行状況を見合 うことで、互 いに学び合 う機会 を持つ。
・ プ レゼ ンテーシ ョン ・・・４時間

プ レゼ ンテーシ ョンの計画 を立てる。役割 と一人一分間の持 ち時間を考 えて発表の内容

を決める。発表原稿 を作成す る。練習 を行 う際に、学習ボ ランテ ィアに依頼 し、発表 の リ

ハーサル を ビデオカメラで撮 って もらい、 グループで視聴 し、分か りやすい表現ができて

い るか どうかを確 かめる。 プ レゼンテー シ ョンを行 う。地域住民 ・保護者 ・取材協力者 ・

隣接学年児童な どに参観 を呼びかける。
・ 学習のま とめ … ３時間

調べた ことを元 に 自分の提案を新 聞社 に投稿す る （代表児童 ・希望者）。取材 協力者 に

お礼の手紙を書 く （全員）。学習 して 自分が成長 した ことをまとめ る （現在の 自分 、10年

後の予想）。

（2）　授業時間の生み出 し

本学習 は24時 間扱い とし、総合 的な学習 の時間10時 間、国語 ６時間、社会 ６時間、保健

体育 １時間、道徳 １時間をあて る。

３　 「キー ・コン ピテ ンシー」 を育成する学習 と能力観 との関連

（1）　「キー ・コンピテ ンシー」 との関連

①　 相互作用的に道具を用 いる （Ｂ知識 や情報 を相互作用的に用いる）

②　 異質 な集団で交流す る （Ｂ協力す る能力）

③　 自律的 に活動す る （Ａ大 きな展望のなかで活動す る）

（2）　中教 審答 申 「思考力 ・判断力 ・表現 力」、「言語活動の充実」 との関連

Ａ－４ ：情報を分析 ・評価 し、論述す る
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Ｂ－ １ ：レポー トを作成す る （社会、国語）

Ｂ－11： 体験 したこ とや調べた ことをま とめ、発表 し合 う （総合的な学習の時間）

（3）　学習指導要領 との関連

Ａ総合的な学習の時間①健康②情報の収集 ・整理 ・発信

Ｂ特別活動① 日常生活への適応②望ましい食習慣

Ｃ道徳④主として集団や社会との関わりに関すること ／郷土 ・伝統文化

４．テーマ を絞 り込み 、グルー ピングをす る

（1）　授業の概要

本授業 に入 る前 に、 「食」 に関す る新 聞ス クラ ップ を ２週 間行 い、 「食」 について の興

味 ・関心を引き出 してお く。

授業の前半では前 時に行 った、 「食」 を中心に置いた ウェビングを もとに、 自分に内在

す る問題意識に気づかせ る。 自分 が一番気 になった言葉 を選び、一人ずつ教師に報告 に来

させ る。見つか りにくい児童には、教師が問いかけなが ら一緒 に選ぶ。

授業の後半では、全員 の報告が終わってか ら、教師がお よそのま とま り毎に言葉 を黒板

に書 き、児童の意見 を聞きなが ら、 ７つのグループに分 ける。児童は 自分の興味に関係 の

あ るグループに所属す る。 この活動 を通 して、自分が調べ学習 を進めてい く必然性 を しっ

か りともたせ、 自ら追求 してい くもととな る力 を養 いたい と考 える。

（2）　授業の流れ

１ ）　 ね らい

テーマを決 めて、グループを ７つ作 り、 自分 の 目的に合 ったグループに所属することが

で きる。

２ ）　準備と板書計画
・ 準備品

前時に行 った児童各 自の ウェビングシー ト、児童名の名札 （マ グネ ッ トつ き）
・ 板書計画

グループを作ろ う

キ ー ワー ド　 テ ー マ　 グル ー プ の メ ンバー

米　 ご飯　 田んぼ → 米のいろいろ


あとつぎ不足　農業 → あとつぎ不足が大問題


栄養　 健康　 長生き → 長生きできる食べ物


肉　焼き肉　料理 → 肉になるまで


食欲　果物　 野菜 → 秋の食べ物


輸入　 自給率　安全 → 海を渡ってきた食品


マグロ　漁業　寿司 → 今が旬の魚は ？

３ ）　 展開

発 問 ・指示 ・説 明 児童の学習の実際 時間

指 示 「今 日は 自分 の キ ー ワー ドを 見 つ け １　本時のめあてを知る １分

て 、 そ れ に 合 っ た グル ー プ を 作 りま し ょ Ｔ男 ：誰 と一緒になろ うかな。

う。」

指示 「この前の時間にウェビングを しま ２　ウェビングシー トを眺める ２分

したね。 自分が考えていたことを見直 し Ｒ子 ：ウェビングしたときは夢中でや って

てみま しょう。」 いたか ら気がつかなかったけれ ど、いろん
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発問 『ウェビングの中か ら、 自分が一番

気になった言葉を選びましょう。』

指示 「見つけた ら、一人ずつ報告に来ま

しょう。」

説明 〈何度か書かれてい る言葉や最後 に

書かれている言葉に注 目す るとよいこと

を説明する。〉

指示 「皆 さんの気 になる言葉 をキー ワー

ドと呼びます。今か ら黒板に書きながら、

似ている言葉 をま とめていきます。一緒

に見てください。」

発問 『グループの人数 を５人に したいの

で、 ７つのグループを作 ります。キー ワ

ー ドをどのよ うにま とめたらよいかを考

えましょう。』

中心発問 『自分に関係 のあるグループは

どれでしょう。』

指示 「このグループだ と思った とこ

ろに自分の名札を貼 りましょう。」

説明〈人数は後で調節す ることを伝える〉

説明〈次の時間か らはグループで集 まっ

て、活動の計画を立てることを伝 える。〉

なことを考えていたんだな。

３　気になる言葉を探す 15分

Ｋ男 ：「あとつぎ」が一番かな。

Ｙ男 ：一つに決められないな。

Ｃ子 ：こ うい うのでいいですか ？

友達 と見せ合いながら見つけている。異同

に気づいて、 より自分の思いが高まってい

く児童 も見られる。

Ｓ男 ：似ているけれどちょっと違 うね。

決 められ ない児童 にはア ドバイスをしな

が ら、各自の思いをはっき りさせていく。

４　キー ワー ドを分 類 ・整 理 す る 10分

Ｍ 子 ：「メ タ ボ リ ッ ク」 と 「長 生 き 」 は 関 係

が あ る よ ね。

Ａ男 ：そ うだ ね 。 反 対 の 意 味 で ね 。

５． ７つのグループを作る ５分

Ｉ子 ：「農家の数」 と 「ギャル米」は 「あと

つぎ」と一緒にまとめられ ると思います。

Ｊ子 ：あ、このこと新聞に書いてあったよ。

似ているキーワー ドを総称 できるような

グループの言葉 を考えている うちに、新 聞

記事の内容 を思い出 してい る児童が数名 い

た。 この ことは、次の資料収集の段階で役

に立った。

６　自分の興味に合 うグループに所属する。 10分

黒板の近 くに集まって どこに入 るのか考え

ている。

Ｍ 男 ：「魚 」 の こ とを調 べ た い です 。

Ｌ子 ： ５ 人 ず っ だ っ た ら、 私 は 「野 菜 」 と

「果 物 」 の ど ち ら に も 関 係 が あ る か ら 、

人 数 の少 な い 方 に入 りま す 。

Ｙ 男 ：何 が い い か ま だ は っ き り しな い か ら、

ど う し よ う。

Ｋ 男 ：Ｙ 男 く ん 、 ぼ く と 「あ と つ ぎ 」 グ ル

ー プ に入 って 一 緒 に や ろ う よ。

７　次時の予告 を聞く ２分

Ｎ子 ：なんだか楽しみになってきた。

Ｍ男 ：次までにもっと調べておこう。

５．課題解決のための活動的 ・協 力的 ・表現的な学び

（1）　授業の概要

新聞スクラップやインターネ ッ ト、書籍 な どを利用 して収集 した情報 は、最 終的にス ク

ラ ップ新 聞にま とめ、それ をもとに発表す る。調 べたことを羅列す るのではなく、グルー

プ内での 自分のテーマを どのよ うにまとめ、何を発表 した らよいのかを常に話 し合 いなが
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ら調べ学習 を進めてい く。 この ことで、情報 の共有化や分析 の仕方な どを学ぶ ことがで き

る。協力 して情報 を見合 うことで、一人では内容が読み とれない児童 も自分に必要 な情報

なのか どうかを吟味する ことができる。 スクラップ新 聞作 りでは、限 られた紙 面の有効 な

構成方法 を話 し合いなが ら進めていった。

（2）　授業のね らい

収集 した情報 をグループで話 し合いなが ら選んでい くことで、テーマ に合ったスクラッ

プ新聞を作 って発表する ことができる。

（3）　グルー プでの絞 り込まれたテーマと活動内容
・ 長生 きできる食べ物

今はや りの健康食品や薬 に頼 らない食事、栄養バランスを考 えた献立、昔か らの言い伝

え等 を調べて紹介す る。好き嫌いがいけない といわれ る理 由を探 る。

・ 米のいろいろ

長年、品種改良 されてきた米について種類 、独特な名前 （ごろぴか り ・ひ とめぼれ等）

の由来、おい しい炊 き方や食べ方 な ど、米離れ を防止す るための米 を原料 に したパ ンや ス

イー ツな どの開発 についても調 べて紹介する。

・ 今が旬 の魚 は ？

周 りを海 に囲まれ、豊 富な魚 の種類があるのにもかか わらず、食べやすい魚 ばか りが売

れ てい る。今、一番美味 しい魚 を季節 ご とに調べて紹介す る。
・ あとつ ぎ不足 が大問題

ひ と昔前 までは、学区域 にた くさんあった田や畑が宅地化 され て どん どん減 ってい る。

なぜ 、農業 に従事す る人が少ないのだろ う。新聞記事や高校生の就職希 望の調 査結果か ら

もその秘密 を探 る。
・ 豚が 「とん こま」 になるまで

肉が店先で販売 され るまでの流通、肉の料理、部位 に よって異 なる味わい方な どを調べ

て紹介す る。

・ 秋 の食 べ物 （実 りの秋）

食欲 の秋、実 りの秋 、秋 に美味 しくな る食材 を調べ、その料理方法 を紹介す る。
・ 海 を渡 って きた食品 （産地は どこ ？）

安価 な輸入食品の大量流通 によ り、国産の作物が売れ な くな り、その生産 をやめて しま

うところが増 えている。食料 自給率を上 げるためにもバ ランスの とれた活用 を紹介す る。

（4）　グルー プでの協同的 な活動と表現 ・コ ミュニケー シ ョンの実際

グル ープ内で行われ た協 同的 な活動や表現 ・コ ミュニケーシ ョンは、 （３）で 「あ とつ ぎ

不足が大問題」 とい うテーマを設定 したグループで行われ た内容 を追 って、以下に記述す

る。

１ ）　 グルー プでの協同的 な活動の流れ

①　 自分が調べた記事や キー ワー ドを紹介す る。

②　 グループでテーマの調べ方 、情報の集 め方、ま とめ方な どを協同的に考 える。

③　 グループ内で ５つのテーマを決 めて、各 自が一つ を担当す る。

④　 グループで分担 をしなが らテーマに沿った資料 、記事、イ ンターネ ッ ト等 の情報 を収

集する。必要に応 じてイ ンタ ビューを計画 して行 う。

⑤　 集めた情報 を整理 し、各 自で記事を選ぶ。

⑥　 ス クラ ップ新 聞の見本 を見て レイア ウ トについて学ぶ。

⑦　 スクラ ップ しておいた新聞を模造紙 に貼 る。

⑧　 各 自のテーマに合った記事の下書 きを行い グループ内で読み合 う。誤字、脱字にも気

をつ ける。
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⑨　 清書 した記事 を模造紙 に貼 り、スクラップ新聞を仕上げる。

⑩　 効果的なプ レゼ ンテーシ ョンの仕方 をア ドバイス し合 う。

⑪　 プ レゼ ンテーシ ョンを行 う。

⑫　 プ レゼ ンテーシ ョンや壁新聞 を読んだ感想 を寄せ合 う。

⑬　 学習のま とめの際 にグループの仲間 同士で 自分たちの成長 したところを共有 し合 う。

⑭　 取材協力者へのお礼状や新聞社へ の投稿 な どを行 う。

２ ）　グループでの表現のかたち

話 し合 いを行 いなが ら、図 １の新 聞を作成 した。

図 １　完成 したスクラップ新聞

３）　 グルー プでの表現物作成に至るまでの コミュニケー シ ョン

スクラ ップ新聞や プ レゼ ンテー シ ョン原稿 を作成 してい く過程 で、 「あとつ ぎ不足 が大

問題」のグループの児童の間で次のよ うな コミュニケー ションが見 られ た。

①　 各 自のテーマの分担をす る話 し合いの中で

Ｋ男 ：あ とつ ぎ不足が心配だか らこのグループに入ったんだけ ど、原因がいろいろあ りそ

うで何か ら調べた らいいか分か らないんだ。

Ｅ子 ：みんながスクラップ した新聞を出 し合お うよ。

Ｊ子 ：私 は新聞に 「渋谷のギャル米」 について書いてあったか ら、その ことを調べ よ うと

思 う。お もしろそ うで しょ。

Ｄ男 ：この新聞に、農家 の平均収入が書いてあって、 「これ じゃ　 や っていかれ ない」 っ

てい う理由を調べたい と思 うんだ。

Ｙ男 ：うちの近所 のお じい さんは ビニールハ ウスで小松菜 を作 っているか ら、話を聞いて

みたいな。

Ｋ男 ：それ な ら、 田んぼや畑が減 ってきているこ とが気 になるか ら、この町の歴 史を調べ

よ うかな。

この ように自分 の興味のあることを出 し合 うこ とで、よ り一層課題を追求す る意欲が高

まって くる。誰か といっ しょにやれ ばいい と頼 るのではなく、自分 の意志が しっか りして

くる。まだ、方針 がよく定ま らない児童 について も、グループの仲 間が資料 を提供 し合 っ

た り、ア ドバイス し合 うことで、 自分 もやってい こ うとい う意欲 が継続 できる。
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②　 プ レゼ ンテー シ ョン原稿作成の過程 で

Ｙ男 ：ここに書いててあることを読めばいいかな。

Ｊ子 ：見出 しにあることを言ってか ら、 自分の感想や考えを言った方がいい と思 う。

Ｋ男 ：そ うだね、 「詳 しくはここを読んで くだ さい」って言っていい よね。

Ｅ子 ：どうしてこのテーマ を選んだのか も言 うといいね。

Ｄ男 ：じゃあ、順番を決 めて、説明の中身 も選 ぼ うよ。 同 じよ うなことは言わ ない方がい

いか ら。

各 クループで作成 したスクラップ新 聞をもとにプ レゼ ンテーシ ョンをす るのだが、自分

が調べたこ とを どのよ うにまとめれ ば、限 られた時間のなかで分 か りやす く伝 えるこ とが

できるのか をグループ全員 で考 えていた。一人では思 うよ うに言葉 が見つか らなかったＹ

男 も、グループの話 し合 いのなかで仲間の言葉か ら思いつき、発表原稿 を作 りあげること

ができた。そ うい う意味でこの コミュニケー シ ョンは価値 のあるものである と言える。

（5）　市民性 を育成す るための コミュニケーシ ョン

学級でのプ レゼ ンテーシ ョン発表会後に、 「これか らの私たちの食 を考 えよ う」 のテー

マで、意見や感想 を述べ合 う （シェア リング）を行 った。児童は、初めての大規模 な調べ

学習を終 えたこ とに充足感 を抱いて互 いに喜び合 うとともに、各 グループの発表内容 に興

味 ・関心を もち、さらに調べ ていきたい とい う意欲 を示 していた。 「魚の ことはよ くわか

らなかったけれ ど、説 明を聞いて、季節 によって旬の種類がある ことが分か りま した。安

くて美 味 しい時期 に食べ ることができるので、これ か ら買 うときの参考 に したいです」「米

は今の ところは 自給率100％ だ けど、農 業を続 けてい くことの大変 さと大切 さがよ く分か

りま した」 「食料を輸入 しな くては生きて行 かれ ないので、いろい ろな国 と仲 良 くしてい

か な くてはな らない と思いま した」 「肉の歴史や種類の ことが よく分か りま した。料理 に

よって肉の部位 を選ぶ こともしてみたいです」等の感想が述べ られ た。 「健康 のために、

薬ではな く、食べ物で栄養 のバランスをとることが大事だ とい うことが分か りま した。 私

は好 き嫌いが多いので、家 の献立 も考 え直 したい と思いま した」 と、自分の生活を考 え直

す きっか けとなった意見 もみ られ た。 また、 「グループで協力 して作 った ことがよ く分か

りま した」 「発表の説 明が分か りやす い言葉 になっていて聞きやすか ったです」 とい う活

動への評価 もあ り、 よさを認 め合 う雰 囲気が出て きた。 お互いの感想に共感的な態度でに

聞 き入 る姿に、児童の成長が感 じられた。

（6）　参考 に した 新聞 、 図書 ・資 料 、Ｗ ｅｂ、等

１）　 新 聞

産 経新 聞 「乳 酸 菌 の力 ① 」2009．10．5

朝 日小 学 生新 聞 「季 語　 カ キ」2009．10．7

読 売新 聞 「ギ ャル が育 て た シブ ヤ 米」2009．10．10

朝 日新 聞 「お かず １０ ０選　 鶏 そ ぼ ろ」2009．11．4

東京 新 聞 「コメ農 家 の窮状 救 え るか」2009．11．5

毎 日小 学生 新 聞 「お かわ り ！日本 のお か ず　 サ ンマ バー グ」2009．11．7

日本経 済新 聞 「魚 の食 べ 方 プ ロが伝 授 」2009．12．17

２）　図書 ・資料

江戸川区立篠崎第五小学校　開校 ４０周年記念誌

３ ）　 Ｗｅｂ

大塚製薬 http://www.otsuka.co.jp/disease/kanzou/page4.html 2009. 12. 15

ミカンの栄養 http://www.mint-jcom/fruit/03/3 _09.html 2009. 12. 15

石川県小松 市教育センター http://www.hakusan.ed.jp/•` araya-e/5hp/ikenbunn.htm 2009. 12. 15

牛 肉ラン ド http://www.gyunikurando.com/siru/siru-rekisi.html 2009. 12. 15
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６　児童の感想 と 「キー ・コン ピテ ンシー」育成への解釈

（1）　児童の感想
・ 今 まで新聞をほ とん ど読 んだ ことがなかった けれ ど、ス クラ ップを している うちに、

新聞を読む ことに慣れてきて面 白くな りま した。分 か らないこ とや難 しい ことをお父 さ

んやお兄ちゃん と一緒に考 えた ことが嬉 しかったです。 （Ｙ男）

・ 「食」 についての新聞記事が意外 と多 くて驚いた。や っぱ り生きてい くのに大切 なこ

とだか らだ と思 う。健 康に役立つ料理 を自分で も作 ってみたいです。 （Ｍ子）

・	 「食」 について、あま り考 えたこ とがなかったけれ ど、 自分で調べた り、みんなの発

表 を聞いた りして、 もっ とちゃん と考 えないといけないな と思いま した。 これか らも、

新聞やテ レビのニュースにも気 をつ けるように したいです。 （Ｈ子）
・	 新聞記者 さんのお話 を聞いて、一つの記事を書 くの にも、たいへんな準備や努力が必

要な ことが分か りま した。 自分 も新聞を書いてみて、調べた ことをま とめるのに苦労 し

たけれ ど、みんなが興味を持って聞いて くれた ことが うれ しかったです。 （Ｔ男）

・ イ ンタ ビュー して分かった ことがよかったです。喜んでお話 してくれたので、お願 い

して よかった と思いま した。住んでいるのに知 らない ことがた くさんあったので、また、

い ろいろな ことを教えても らいたい と思いま した。 （Ａ子）

・ グループで協力 して活動す ることができて嬉 しかったです
。友達がア ドバイスを して

くれたので、 自分で も自信 をもって発 表す ることがで きま した。 （Ｋ男）

（2）　 「キ ー ・コ ン ピテ ン シー 」 育 成へ の 解釈

事前にに新聞スクラップの学習 を し、家庭学習 でファ ミリー フォーカスを奨励 した り、

日直が朝 の会で、新聞記事 を紹介 した りす る活動 を行った りした。 この ことによ り、児童

に新聞を身近に親 しみ相互作用的に活用す る能力がついてきていることがみ られ た。

今回の授 業では、 「全員 がプ レゼ ンテーシ ョンをす る」 とい うゴールに向けて、長い時

間 をかけて課題 を追求 していったが、児童の感想 にもあ るよ うに さまざまな学びの場 を得

ることがで きた。 このこ とか ら、児童 の興味 ・関心か ら出発 した新 聞活用によるキー ・コ

ンピテンシー育成の学習活動が進 められ た と考え られ る。一つの新 聞を作 り上 げていく過

程で グループでの話 し合いや情報交換 な どが活発 に行われた。 また、新聞記者や地域の方

との コミュニケー シ ョンも深 めることができた。

以 上 の こ とか ら、新 聞記 事 を知 識 ・情 報 と して収 集 し、熟 考 ・評価 し、表 現 ・コ ミュニ

ケ ー シ ョン してい る と解 釈 で き る。

７　授業実践を終えて

今 まで新 聞にあま り親 しみをもってい なかった児童 も、今回の授業で新聞のお も しろ さ

に気づ き、「昨 日の野球 の試合 、ど うだったのかな。」「地震 の被害のよ うすが心配だ。」「マ

ンガや クイズが楽 しみ。」等、新 聞か らの豊富な情報に関心 を寄せ るよ うにな り、社会情

勢 に対す る視野が広 がってきた。また、読めない漢字や分か らない言葉 を聞いた り調べた

りす ることで言語感覚が磨かれ、語彙が豊かになってきている。

今 回の授業で生活 に密着 した 「食」 について調べた ことは、児童が自分 の生活をあ らた

めて見つめ直す よい機会 となった。 また、 グループで協力 し合 って一つの新聞 を作 り上 げ

る活動 をとお して、得た情報 を主張をもって発信す るとい う新聞のあ り方 について も、経

験す るこ とがで きた。 「調べ学習 」は個別の指導や 支援 に手間がかか り、担任 としては億

劫 に思いがちだが、児童の確 固 とした興味 ・関心か ら出発 したテーマであれ ば、児童が 自

ら追求 していくことがで きるものだ と実感するこ とができた。

（江戸川区立篠崎第五小学校　庭野優子）
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第 １部　 第 ８章　 第 ５節

フ ァ ミ リー フ ォー カス を活 用 した Ｎ ＩＥ学 習

わた した ちの健康 ～ ５０年後 を どう生 きる ？

１　授業実践のポイン ト

児童 は、体育の保健領域 の中で 「健康」 について学習 し、「食事」、 「睡眠」、「運動」 の

重要性 を学んで きてい る。 また、発育測定等 の折 りに行 う保健指導 の中で も継続的 に、

「健康」について考える機会 をもってい る。

しか し、実際の生活の 中にこの学びが生きてい ることを児童が実感す ることは少ない。

「朝 ご飯 を食べ る」 「リズムを作 る」 「外遊びが大切」 とい うことを当た り前 のよ うに実

行 している児童が ほとん どである。そ こで、現在 、形成 され てい く生活習慣 が将来につ な

がっていることを考えるこ とが重要 ととらえた。

そのために、まず、実際の社会で話題 になっている 「健康」 にかかわ る内容 について新

聞か ら情報 を得てい くことで、実社会の問題に即 した学習問題 を立てた。テーマ設定の際

には、各 グループの人数 が ３，４人 になるよ う設定 し、全員が話 し合 い、あ るいは分担 し

て学習 を進めた。

毎 日の新聞の中か ら 「健康」に関する記事を探 し、切 り抜 きを行 った。そ して、その内

容 を読み込んでい くために、保護者の協力 を得て、ファ ミリー フォーカスを活用 した。保

護者 の協力は、新聞の読み込みだけでな く、大人の意見を聞 くことにもつなげた。

新聞か らの情報 に加 え、イ ンターネ ッ トか らも情報検索 も取 り入れたが、 さらに、図書

館司書の協力を得 て、 「健康」 に関係す る図書を準備 し、教室に置 き、 日常的な資料 とし

て活用 した。 さらに、校 内では養護教諭 、栄養職員 にも協力 を得 て、イ ンタ ビューでの調

べ学習 も実施す る とともに、地域の民生児童委員来校時 にイ ンタ ビュー を行 うこ とで、50

代か ら70代 の大人 の考 えも取材 した。

学習のま とめは、切 り抜いてい る新 聞記事をそ のまま活用 し、 自分た ちが調べた ことを

加 えて、ま とめていけるよ う 「ス クラ ップ新 聞」の形式 を取 り入れ まとめるよ うに した。

完成 したスクラップ新聞は、掲示に活用 し、その掲示 を読み込んでか ら、全体の前 で調べ

て得 た 自分 たちの考えを発表 した。発表の際には、取材 に協力 していただいた地域 の民生

児童委員の方々 も参加 し、 コメン トをも らった。

これ らの活 動 を 通 して 、 「キー ・コ ン ピテ ンシ ー」 を育成 す る授 業 を行 った。

２　 「キー ・コ ン ピテ ン シー 」 を育成 す る学 習

授 業 実践 の時期 は 、平 成21年 度10月22日 か ら12月24日 まで で あ る。実 施 した 学校 は 、東

京 都 中 野 区 立桃 花 小学 校 、 対 象 学 年 ・ク ラス は 、 ５年 １組 （男 子17名 、 女 子14名 、計31

名 ） で あ る。

（1）　「キー ・コンピテンシー」 を育成す る学習の単元計画 （全 １３時間）

①　 新聞切 り抜きの仕方 … ２時間

新 聞か ら 「健康 」にかかわる記 事を探 し出す。 大テーマ 「健康」 をもとに、 ウェビング

マ ップをつ くる。新 聞切 り抜 きの仕方 をつかみ、個々の切 り抜 きノー トを作成す る。新 聞

の切 り抜 きは、毎 日の課題 とし、保護者 の協力 を得て、ファ ミリー フォーカスを取 り入れ

て継続 してい く。
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②　 テーマの設定 … ２時間

ウェ ビングマ ップをも とに して、大テーマ 「健康」にかかわ ることで現在、社会問題 に

なっているこ とを上げなが ら、「健康 」をテーマ に 日々切 り抜 いてきた した ものを活用 し

て情報 交換 をす る。 情報交換 を しなが ら、 「健康」 にかかわるキー ワー ドを挙げる。キー

ワー ドを取捨選択 しなが らキーワー ドを ８つ にま とめ、 ８グループできるようにする。 各

グループで、キー ワー ドをもとに情報交換 し、グループテーマ を決定す る。

③　 調査活動 の実施 … ４時間

グループのテーマに沿 った新 聞記事の切 り抜きやイ ンターネ ッ ト、書籍 を利用 した調査

活動 を行 う。新聞記事の切 り抜 きは、各 自がノー トとして全員が各 自ノー トをもち、毎 日

の課題 として も実施する。随時、朝の会や帰 りの会 で紹介 し、評価 を続 ける。イ ンターネ

ッ トで収集 した情報は必要な ものを印刷 し、教室で閲覧できるよ うにす る。書籍は、図書

司書の協力 を得 て、 「健康」 にかかわ る書籍 を教室 に置 き、いつで も読 めるよ うに し、付

箋 を用意 し、関係す るペー ジがす ぐに見 られ るよ うにす る。

さらに、テーマ に応 じて、校 内の養護教諭、栄養職員 に対 して随時取材を行 う。また、

地域の民生児童委員の来校時にインタビューによる取材 も行い、大人の意見を聴取す る。

④　 情報の分析 とま とめ … ２時間

グループ及び各 自で行 った調査内容 をま とめ、スクラ ップ新聞の作成 を行 う。作成す る

際、スクラ ップ新 聞作品集 を見出 しや レイア ウ トの参考 にする。作成後 はス クラップ新 聞

を掲示す る。お互 いの作品を見 ることで他のグループテーマの内容 と自身の調べ学習の関

連 を考える機会 とす る。

⑤　 学習 のまとめ	 … ２時間

自分たちの調査や他の グループの新聞を通 して学んだ ことや今後の参考になったことを

ま とめ、グループで発表す る。発表前に全グループのス クラ ップ新 聞を読む時 間をとり、

発表 を聞 く際の視点 をもてるよ うにす る。 さらに、地域の民生児童委員 を招 き、発表 内容

に対 してコメン トをもら うよ うにす る。

⑥　 学習の振 り返 り … １時間

学習の最後の単元全体の振 り返 りを行い、 自分の考えの深ま りをとらえ られ るよ うにす

る。

（2）　授業時間の生み 出 し

本学習 は13時 間扱い と し、全て総合的な学習の時間を利用 して行 う。基本的に ２時間連

続で授業 を設定 し、 ２時間をひ とま とま りで考 えてい く。朝学習の時間 に互いの新聞の切

り抜 きノー トを読み合った り、テーマ に関係す る本を読 んだ りす ることで、調べ学習の継

続性 を保つ。また、新聞の切 り抜 きについては、毎 日の課題 とし、ファ ミリー フォーカス

を活用 しなが ら、情報収集 を行 う。

３　 「キー ・コン ピテ ンシー」を育成す る学習 と能力観 との関連

（1）　「キー ・コンピテンシー」 との関連

①　 相互作用的に道具 を用 いる （Ｂ知識や情報 を相互作用的に用いる）

②　 異質 な集団で交流す る （Ｂ協力す る能力）

③　 自律的 に活動す る （Ａ大 きな展望のなかで活動する）

（2）　中教審答 申 「思考力 ・判断力 ・表現 力」、「言語活動の充実」 との関連

Ａ　「思考力 ・判 断力 ・表現力」 との関連

Ａ－ ２ ：事実を正確に理解 し表現す る

Ａ－４ ：情報 を分析 ・評価 し、論述す る

Ｂ　「言語活動の充実」 との関連
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Ｂ－11： 体験 したことや調べた ことをま とめ、発表 し合 う （家庭 、技術、特別活動、総

合 的な学習の時 間等）

（3）　学習指導要領 との関連

Ａ総合的な学習／①健康／②情報 と日常生活社会

Ｂ特別活動／①健康安全／②心身 の健康 と安全

４　新聞の切 り抜 きとファ ミリー フォーカスの導入

（1）　授業の概要

日頃、新聞に触れた ことがない児童がほ とん どであることを踏 まえて本授業 を進める。

授業の導入では、数少ない新聞 とのかかわ りの中でも、記事 に対す る興味関心 を高める。

そ して、あ らか じめ指導者 の方で用意 しておいた 「健康」にかかわる記事を活用 して、全

員が同 じ記事を読み取る。 まず、 自由に読み取 りを行わせ た上で、児童の疑 問や気付 きを

生 か しなが ら、新聞の切 り抜き方 のポイン トを押 さえてい く。

その後、約束事 を指導 し、できあがった新聞の切 り抜 きノー トをできるだけたくさん読

み合 うことで、互いの よさを見付 け られ るよ うにす る。 そ して、授業の最後 に、ファミリ
ー フォーカスの仕方 を伝 え

、お うちの人 と一緒に読み、一緒 に話す ことを伝 え、実践への

意欲 を高めるようにする。

（2）　授業の流れ

１）ね らい

新聞の切 り抜 きの仕方 を学習 し、意欲 をもってファ ミリー フォーカス に取 り組 も うとす

ることがで きる

２）準備 と板書計画

・ 準備 品

「健康」 に関す る記事 の切 り抜 きの複 写 （全員分） １日分 の新聞 （児童 １人に １紙）、

ワー クシー ト、 ノー ト、切 り抜 きの複写の拡大 コピー

・ 板書計画

新聞 を切 り抜 い て フ ァ ミリー フ ォー カス しよ う


「自分だけの切 り抜きノー ト」


○日時 新聞名 （朝夕刊）　○マーク 切 り抜いた新聞記事の

○感想 （題をつけて）　 ○辞書や本、ネッ トで調べる 拡大コピー

○お家の人に聞く、話す→ファミリーフォーカス

３）展開

発 問 ・指示 ・説 明 児童の学習の実際 時間

指示 「新聞を読んでいて気になることは １　気になる新聞記事の発表 ３分


ありますか」 Ａ男 ：日本人メジャー リーガーの活躍


Ｂ子 ：毎 日テレビ番組をチェックしてます。

指 示 「今 日か ら新 聞 の 切 り抜 き を しま す 。 ２　新聞記事の切 り抜きとまとめ方 10分

テ レ ビ欄 、 スポ ー ツ 、 生 活 、 そ の他 マ ン 難 しい字が多くて、なかなか読めない。

ガ もあ りま す ね 。」指 示 「そ の 中 か ら、「健 Ｃ子 ：分からない言葉は辞書で調べていいですか。

康 」 に関係 す る 内容 を切 り取 って ま とめ Ｄ子 ：この字の読み方が分か りません。

ます 。」 困っていること受け止めつつ、新聞の切 り抜きとプ

指 示 「まず 、 は じめ は 先 生 が 用 意 した記 リン トを配布 した。

事 をみ ん なで 一 緒 にや っ て み ま し ょ う。」
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指示説明 ３　難語句の質問 と、辞書の活用

「新聞を読んで、自分の感想をまとめま Ｅ男 ：大事な言葉に線を引いてもいいですか。

しょう。」 Ｆ男 ：調べた言葉をノー トに書いてもいいですか。

新聞の切 り抜きの仕方 と読み方 を説明す 新たな工夫 を受 け止め、ノー トづ くりに生かせ るよ

る。 う板書 した。

指 示 「互 い の ノー トを読 み 合 い ま し ょ う。 ４　互いのノー トを読み、情報交換

始めはとな りで、続いてグループで、最後 に全員で

自由に動いて読み合った。

指示 「印象に残ったノー トを紹介 してく Ｇ男 ：色が分か りやすい。

ださい。」 Ｈ子 ：こうい うタイ トル をつければいいんだ。

指 示 説 明 「今 日か らの 新 聞 の切 り抜 き、 ５　ファミリーフォーカスの仕方

お 家 の 人 に助 け て も らい な が ら、や りま 読み方や意味を大人の人に教えて もらっていことを

し ょ う。 フ ァ ミ リー フォ ー カ ス です 。」 知って安心するとともに、大人の考 えを聞 くことに

興味をもっていた。

４）ワークシー トの開発

５年 生 の 保 護 者 の 皆 様 へ

フ ァ ミ リ ー ・フ ォ ー カ ス の お 願 い

こ の 度 、 け や き （総 合 的 な 学 習 ） で 、 「わ た し た ち の 健

康 ～ ５ ０年 後 を ど う生 き る ～ 」 と い う学 習 を 始 め ま す 。

副 担 任 も 入 っ て ４ 人 の 指 導 者 で 学 習 を 進 め て い き ま す 。
「健 康 」 に か か わ る 内 容 で す が 、 そ の 中 で テ ー マ を 絞 っ て

い き ま す 。

テ ー マ を 絞 っ て 、 学 習 を 進 め る に 当 た り 、 新 聞 を 活 用 し
て い き ま す 。 新 聞 教 育 研 究 会 よ り 、 ６社 の 新 聞 が 毎 日 、 ５

年 生 に 届 き ま す 。

ノ ー トを 学 校 で 用 意 し ま し た 。 こ の ノ ー トに 新 聞 の 切 り

抜 き を 毎 日行 っ て い き ま す 。 切 り抜 き の や り方 に つ い て は 、
本 日 、 授 業 で 指 導 し ま し た 。 （別 の プ リ ン トを 参 考 に し て

下 さ い 。）

子 ど も た ち は 、 新 聞 に 興 味 は も っ て い て も 、 な か な か そ
の 内 容 を 読 み 取 る こ と が で き ま せ ん 。 そ こ で 、 親 子 で 新 聞

を 話 題 に す る 機 会 を も っ て い た だ け れ ば と思 い 、 フ ァ ミ リ
ー フ ォ ー カ ス に ご 協 力 を お 願 い い た し ま す

。

フ ァ ミ リー フ ォ ー カ ス と は 、 親 子 （家 族 ） で 新 聞 に 親 し

み 、 新 聞 の 中 身 に つ い て 話 題 に し た り 、 難 し い 言 葉 を 家 族
内 で 、 教 え 合 っ た りす る こ と で す 。

今 回 、 桃 花 小 ５年 生 で の フ ァ ミ リー フ ォ ー カ ス は 、 「健

康 」 に か か わ る 新 聞 記 事 さ が し と そ の 切 り抜 き 及 び 、 切 り
抜 き 帳 づ く り で す 。 難 しい 語 句 を 教 え た り 、 記 事 探 し の ア
ドバ イ ス を し た り して あ げ て く だ さ い 。

毎 日の 宿 題 に し ま す の で 、 是 非 、 こ の 機 会 に 新 聞 を 読 む
こ と を 体 験 で き る と 思 い 、 ご 協 力 下 さ い 。
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や ってみ よ う ！新聞切 り抜 きノー ト

自分 だけの切 り抜 き

新聞記事をはる欄 自分でまとめる欄 ノー トを作ろ う ！


読んだ り、書いた り、
調べた りす る力 を付 け
ていこ う ！

＜新聞記事 をはる欄 ＞
①切 り抜いた新聞は、できるだけ折 らずにはってい こう ！
②切 り抜いた新聞の 日時、新聞名 （朝刊か夕刊かも）記入 しよ う ！
③新 聞に色 を付 けた り、線 を引いた りしてもＯＫ ！

＜自分でまとめる欄 ＞
①わか らない ことや疑問に思った こと


を調べて書いておこ う ！

②辞書で言葉 も調べ よ う ！ ③


気が付いた ことや感想 を書いてお

こう ！


④題名がつ けられれ ば、 もっと

ＧＯＯＤ ！


⑤本やインターネ ッ トで調べた ら

書いてお こう ！


⑥表や グラフ、イラス トでま とめ

られれば、もっ とＧＯＯＤ ！


＜ ６年生の作品 を参考に して下さい＞

５　課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学 び

（1）　授業の概要

新聞の切 り抜 きやインターネ ッ ト、本 、取材 を通 して調べ ていったこ とをスクラップ新

聞の形式でま とめてい く。必要な情報を取 り入れ てスクラップ新 聞にまとめ、そのスクラ

ップ新 聞を互いに読む ことで情報交換を行 う。

情報交換後、 自分たちで調べた内容を発表する。発表は発表会形式で、質 問を受け付 け

る形になる。発表会に地域の民生児童委員 の方を招 き、発表 に対 してコメン トをいただ く。

（2）　授業のね らい

調べた ことを元 に、ス クラップ新聞 を作成 し、発表会 を通 して、 「健康」に対す る考 え

を深めることがで きる。

（3）　グルー プでの絞 り込 まれたテー マ

・ サプ リメン トは本 当に効 くの ？

大人の人が使 っているサプ リメン トだけれ ども、新聞にも大 きな広告が毎 日あるし、テ

レビで も宣伝 してい る。本 当に効 くのか調べてい く。

・ 漢方薬 ってい ったい何 ？

家のおばあちゃんが使 っている漢方薬 、で もお 医者 さんか ら普通 の薬 ももらっている。

そ うの違いは何 なのか調べてい く。
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・ 大人 になって も運動 を続けるには ？

今、遊ぶのは大好 きだけれ ど、大人になって運動す る人 とそ うでない人がいる。大人に

なって も運動を続 けるには どうした らいいのか調 べてい く。
・ メタボ リック症候群 を防 ぐには ？

区でもやっている 「脱 メタボ」、周 りの大人の人 にメタボの人がた くさんい るんだけれ

ど、ど うした ら防 ぐことがで きるのか調 べてい く。

・	 健康 な食事

毎 日の食事、 どんな食事 を とった らよいのか、栄養士の先生 にイ ンタ ビュー して聞きな

が ら調べてい く。

・	 ス トレスを乗 り越えろ ！


「ス トレスを解消 してい くことが長生 きのコツ」ってい うけれ ど、その解 消法 を児童で


も大人でもイ ンタ ビュー しなが ら調べてい く。

・ タバ コに近寄 らない

タバ コは体 に悪 いって分かっているの に、やめ られ ない大人がた くさんい る。 どうして

なのか、イ ンタビュー しなが ら調べてい く。

・ 花粉症 は増 えるのか ？

花粉症 で困っている人が昔よ り増えたってい うけれ ど、この先 ももっ と増えてい くのか、

その対応 の仕方 と共に調べてい く。

（4）　グルー プでの協同的 な活動 と表現 ・コ ミュニケー シ ョンの実際

８つ のグループの中で、ス トレスをキー ワー ドに、 「ス トレスを乗 り越 えろ ！」 とい う

グループテーマ を設定 した グループの協 同的な活動 とコミュニケーシ ョンの実際は以下の

よ うである。

１）グルー プでの協 同的な活動の流れ

①　	 ウェ ビングをもとに して、「健康」 にかかわるキー ワー ドを ８つ にまとめ、キー ワー

ドをもとに情報交換 し、 ８つの グルー プテーマ を決定す る。

②　 グル ープのテーマ に沿った新聞記事の切 り抜 きやインターネ ッ ト、書籍 を利用 した調

査活動に加 え、校 内の養護教諭 、栄養職員 、地域の民生児童委員 にインタビュー による

取材 も行 い、大人の意見を聴取する。

③　 グループ及び各 自で行った調査内容 をま とめ、新 聞記事を活用 してポスターの作成 を

行 う。

④　 完成 したス クラップ新聞を掲示す る。お互い の作品を見 る。

⑤　	 自分たちの調査や他の グループのポスターを通 して学んだ ことや今 後の参考になった

ことをま とめ、 グループで発表す る。地域の民生児童委員 を招 き、発 表内容 に対 して コ

メン トをも らうようにす る。

⑥　 単元全体の振 り返 りを行 い、 自分 の考 えの深 ま りを とらえ られ るよ うにす る。

２） グルー プでの表現のかたち （新聞記事 を活用 したポスターの概要）
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３）グルー プでの表現物作成に至 るまでの コミュニケー シ ョン

ス トレスにかかわる新聞記事 を読み込み、 ファ ミリー フォーカスで保護者 の意見を聞 き

なが ら、得た情報か らスクラップ新聞の内容 を決 めていった。

Ａ男 ：疑問を もったきっかけは、 この 「うつ病」 の新聞記事だか らこれ を使お う。

Ｂ子 ：あんま り記事が無 くて困っていたけれ ど、わたっ したちが このテーマを決める時の

きっかけになった 「断食」の記事 も並べて使 うといいん じゃない。

Ａ男 ：じゃあ、この ２つの記事 を並べ て置いて、その下に ４つの疑 問を書 こう。

Ｃ男 ：調べて分かったこ とを→で結ぶ と分か りやすい よ。

Ａ男 ：よ し、それ も取 り入れ よ う。で も、ス トレスの怖 いこ とばっか りだなあ。

Ｂ子 ：最後に リラ ックスがいいってい うのを載せ て、そ こか らそれぞれの解消法の提案に

すれ ばいいん じゃない。

Ａ男 ：じゃあ、発表の時は、その提案の部分 をを しっか りできるよ うに しよう。

Ｄ子 ：Ａ男君は、カ ラオケの こと言 って よね。わた しは、読書の こと言 うか ら。

Ｃ男 ：発表の時 に来 る大人の人 たちに も、このス トレス解消 のことを聞 きたい なあ。

調べたことを全てのせ るのではなく、必要な ものに絞ってい く様子が見 られ た。 グルー

プ内で発言 しない子 もいたが、 しっか りと話 を聞いてコ ミュニケーシ ョンは図れていた。

調べ られなかった ことについては、発表 を聞きに くる大人の人に も聞いてみ ようとい う考

えも出 されていた。

（5）　市民性 を育成す るための コミュニケーシ ョン

発表会で、ス トレスのグループは、心にも体に も悪影響なこ とを伝 えた後、各 々の 自分

らしいス トレス解消法を発表 した。発表を聞いていた児童か らは、ス トレス解消法を試 し

てみたいこと、各 々の解消法がその人 らしい とい う感想が寄せ られた。

その後、民生児童委員の方 にコメン トを求める と、その民生児童委員 の方は、児童 の感

想 に触れ なが ら、 自分のス トレス解消法 として、 「音楽鑑 賞」 をあげ られた。

さらに、ス トレスか らくる暴力や恐怖、 うつ病な どで困ってい る方が地域にいることに

触れ 、よい人間関係 にな るよう地域のつなが りを大事 に していることと、児童 が提案 した

ス トレス解消法を地域の会合で紹介す ることを話 して下 さった。

児童の提案が役 に立つ とい う地域の大人の声は、市民性育成 に大 きく関与 してい る。

６　生徒の感想 と 「キー ・コンピテンシー」育成への解釈

（1）　児童の感想

・	 ス トレス解消法は、 自分の好 きなことをす ることで、好 きな曲を聴いた り友人 と会 っ

た りす ることです。 とにか く、おこっているばか りでなく、友達 と仲 良く してい くこと

が大人になって も大事だ と思いま した。 ぼ くた ちのこ とを地域で話 してくだ さるのが と

ても楽 しみです。民生児童委員 さんに教えても らったことも、他の人 に伝 えたいです。

（Ａ男）

・ お風 呂で リラックスの記事 を試 して紹介 して、みんなが興味 をもってくれ てたくさん

質 問が出て よかったです。それ に、お風 呂の ことを 「参考 になった、やってみ るわ。」

と言って くれて とても うれ しかったです。 （Ｂ子）

（2）　「キー ・コンピテンシー」育成への解釈

児童は 自分 らしいス トレス解消法に加 え、プ レゼ ンテー シ ョン した結果、他 の児童か ら

の反響があった こと、地域 の民生児童委員か らも認め られた ことを実感 してい る。

これは、グループで 「新 聞記事を活用 したポスター」 を作成す る際、活用す る新聞記事

に 「うつ病」 と 「断食」の記事 を選 んだ。そ して、その理 由付 けもきちん ともっていた。

この選択を出発点 として明確 にもっていた ことが、大きな原因 としてある。 このことが、

分か りやす いプ レゼンテーシ ョンにつ なが り、他の児童 の反響 と民生児童委員 の声 につ な
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がったと考 える。

以上の ことか ら知識 ・情報 を収集 し熟考 ・評価 し表現 しコミュニケー シ ョン しているこ

とを解釈 できよ う。

７　授業実践 を終 えて

単元の導入で扱 ったファミリー フォーカス、学年通信 と共に依頼 をし、学校公開 日で も

扱った。個人面談の折 りには、保護者 の方 か ら、「新聞切 り抜 きノー ト」の ことが話題 に

な り、 「新 聞を よく読んだ」、 「漢字 を調べ るこ とが多 くなった」 とい う声 に加 え、 「親子

で話す機会 が増 えた」 「子 どもに意見を求 め られ て困 った」 とい うコ ミュニケー シ ョンに

かかわる話題 もあげられ た。

保護者の方か らは次のよ うな感想 をいただいた。
・ 新 聞はテ レビ番組や 「コボちゃん」 しか読んでいなかったけれ ども、今 回の新 聞の こ

とで、新聞の読み方や難 しい漢字 を覚え られて とて も勉 強になった と思いま した。最初

の １， ２週間は親子でや っていたのです が、最近 は一人で新聞を切 り、読んで 「健康」

のことを家族にいろい ろと教 えて くれます。 これ か らも新聞を読む習慣をつ けさせ たい

と思います。

・	 これまで新聞をほ とん ど読 まなかった子が、中を開いて記事 を探す作業を覚 えま した。

読書感想 とはまた違 った取組 で、読 んで調べ考 え自分 で述べ ることは とて も大切な こと

だ と思います。あま り親子で話 し合 ったことはあ りませんで したが、今後 も少 しで も新

聞を読む機会が増えて くれ るこ とを望みます。
・ 新 聞を広げて見た ことな ど一度 もな く、最初 は新聞 をめ くるの も大変そ うで した。 自

分の切 り抜いた記事が どこまでなのか分か らず 、余計な ところを切 って しまった りした

こともあ りま した。けれ ども、今 はス ラスラできるので、子 どもは吸収が早 いなあ と思

いま した。新 聞の記事 とテ レビのニ ュースの内容 が同 じだ と説明ができた り、進んで調

べた りしていま した。切 り抜 く記事以外にも 目を通 した りとす ごく興味 をもっていま し

た。

保護者 の方に協力 を得たファ ミリー フォーカス、最 も大切 なことは、保護者 の方 と児童

の コミュニケーシ ョンにつながってい くことだ と考 えていま した。 この ことを実践の間、

ず っ と意識 し、様 々な手段 で保護者 に伝 え、その取 り組みを評価 してい ったこ とが、家庭

での実践の後押 しになっていたよ うに思います。

おかげで、子 どもたちが新 聞記事か ら興味をもって知識 を得 ることにつ なが り、そのこ

とが、本学習 の意欲付 けに大きな役割 を果た したよ うに感 じています。

（中野区立桃花小学校　松井　敏）
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第 １部　 第 ８章　 第 ６節

新聞を活用 した総合単元的な道徳学習

幸せ とは何か を考えて

１　授業実践のポイ ン ト

本実践 は、現実社会を生 きる人 々の営み のなかから学 び、児童 自らが、幸せ によ りよく

生きるために、その ヒン トを見つけ出す ことができるよ うにす るこ とをね らった実践であ

る。

「社会の窓」である新聞を活用 し、 「スクラップ新 聞」 （新聞切 り抜 き作品）づ くりを通

じて、知識 ・情報 を相互作用的に用い る能力の育成 を 目指 している。 グループ活動 を取 り

入れ ることで、互いに意見交換 を し合い、協力 し合 う態度 の育成 も期待できると考えた。

また、単元の中核に 「道徳 の時間」を 「要」 として位置づ けた総合単元的な道徳学習を

行 い、人生計画をイ メージ し、大きな展望 の中でよ りよく生 きようとす る態度の育成 をね

らった。 単元の終盤では、 レイフ ・ク リスチ ャンソンの 「しあわせ」の詩 を用いて、「幸

せ とは何 か」 を考 えることを通 じて、 これ まで学習 して きたことの内面化 をはかった。

これ らの活動を通 して、「キー ・コン ピテ ンシー」 を育成す る授業を行 った。

２　	 「キー ・コンピテ ンシー」 を育成する学習

授業実践 の時期 は、平成21年 度 ９月 ２日か ら12月24日 まである。実施 した学校 は、茨城

県かすみが うら市立下大津小学校。対象学年 ・クラスは第 ６学年 １組 （男子 ５名 、女子 ６

名、計11名 ）である。

（1）　「キー ・コンピテ ンシー」を育成する学習の単元計画 （全15時 間）

第 １次 （７時間）

①　 意識化 を図 る	 「道徳の時間」ＮＨＫ 「道徳 ドキュメン ト」 （８　働 く楽 しさ見つけた）

ね らい　 ４－（４）勤労 ・社会奉仕

②　 ガイ ダンス	 「ハ ッピープ ロジェク ト」 （新聞か ら

幸せな生 き方 を学ぼ う）

テーマの方 向性 を探 る。イ メージマ ップづ くりを

行 い、い くつかのグルー プのテーマ も決 める。

③　 新聞ス クラ ップのや り方

新聞の見方 ・読み方 を学ぶ。スクラップの活動は、

朝 自習等 を活用す る。

④　 新聞記事を読み取 ろ う

要 旨をとらえ、読み解 く力をつ ける。

読売新聞の ＮＩＥの Ｗｅｂサイ トか らダウンロー ド

した ワー クシー ト（図 １）等を活用 し、読解力 を高


めた。


⑤　 新聞記事 を伝 えよ う

朝のス ピーチの仕方を学ぶ。

朝のス ピーチで気になった新 聞記事 を紹介す る 図 １　読売 ワー クシー ト通信

⑥　 協力 し合 うグループをつ くろ う
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これ まで行 った新 聞のスクラップをもとに、


グループを構成 しテーマの絞 り込み を行 いグループ


ごとに個別テーマを設定す る。


⑦　 記事 を集 め よう

新聞スクラ ップの仕方 を確認 し、お互いが集 めた新 聞

記事 について情報交換す る。 スクラ ップ新 聞をつ くり

なが ら、情報 を収集 し選択 し表現 しコ ミュニケーシ ョ

ン してい く能力の育成 を図 る。授業だけでな く、朝 自

習の時間 も活用 し、情報 を収集す る （図 ２）。

第 ２次 （６時間） 図 ２　新聞に目を通す児童

①　	 「ス クラ ップ新 聞」の レイア ウ トを考 えよ う

ま とめになる	 「スクラップ新聞」 （新 聞の切 り抜 きをまとめ発表用のポスター）のタイ

トル を考 え、全体的な レイア ウ トを構成す る。

②　 意欲 を高める	 「道徳の時間」

資料 ：自分 らしさ ・『イチ ローの場合』心 を育

てる教育研 究会編 （永井裕）ね らい １－（６）個性

伸長 関連 １－（２）希望 ・勇気 ・努力

新聞を活 用 した 「道徳の時間」 を要 として位


置づけ、新聞か ら将来に向けての示唆 を得 よ う


とす る意識 を高める。導入で ９年連続200安

打の新聞記事や展開後段 でイチローの小学校卒

業作文を紹介 した新聞記事 を活用 した。心の ノ
ー ト （図 ３） も活用 した。 図 ３　「心 の ノー ト」 高学 年 用P16～17

③　	 「スクラップ新聞」 （新聞切 り抜き作品）作品づ くり （４時間扱 い）

「新聞切 り抜 き作品コンクール」 （主催東京新聞社）への出品を意識 した作品づ くりを

行 う。

第 ３次 （２時 間）

①　	 ポ ス ターセ ッシ ョン （ス クラ ップ新 聞 ）

スクラップ新聞 を活用 し、ポスターセ ッションで意見交換 を行 う。

自分た ちで表現 した作品 をもとに、コ ミュニケーシ ョン してい く能力の育成 を図る。

②　 意識化 を図 る 「道徳 の時間」資料 詩 「しあわせ」 レイ フ・クリスチャンソンソン作

（2）　授業時間の生み出 し

本学習 は15時 間扱 い とし総合的な学習の時間 （10時間）・道徳の時間（３時間）・国

語 （２時間）を利用 して行 う。また朝 自習時間の10分 間を利用 し、新 聞を読む時間を確

保す る。新聞のスクラップ も同時に進 め、活動全般 を通 して関連記事のスクラップを

継続 してい く。 さらに、スクラップ した記事 の中か ら 「気 になる記事」 として、朝の

会で発表す る時間を設定 した。道徳 の時間 ３時間を単元全体の要の時間 として設定 し、

総合単元的道徳学習 を行 う。新聞読解の能力 を高める時間 として国語 ２時間を設定 し

た。

３　	 「キー ・コンピテンシー」 を育成する学習 と能力観 との関連

（1）　「キー ・コン ピテンシー」 との関連

①　 相互作用的 に道具 を用いる （Ｂ知識や情報 を相互作用的に用い る）

②　 異質 な集 団で交流す る （Ｂ協力す る能力）

③　 自律的に活動す る （Ａ大きな展望 のなかで活動す る）
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（2）　中教審答 申 「思考力 ・判断力 ・表現力」、「言語活動の充実」 との関連

Ａ　 「思考力 ・判断力 ・表現力」 との関連

Ａ－ ２ ：事実 を正確に理解 し表現す る （国語 総合 的な学習の時間）

Ａ－ ４ ：情報を分析 ・評価 し、論述する （国語 総合 的な学習の時間）

Ｂ　	 「言語活動 の充実」 との関連

Ｂ－12： 討論 ・討議 な どに よ り人 を説得 した り、集 団 としての意見 をま とめた りす る

（道徳 、特別活動 総合的な学習の時間）

（3）　学習指導要領 との関連

Ａ総合的な学習の時間

②共同して問題解決／分析 しまとめ表現する／発表や討論／情報の収集 ・整理 ・発信

Ｂ特別活動

②望ましい人間関係／働 くことの意義

Ｃ道徳

①主 として 自分 自身に関す ること


希望 ・勇気 ・努力／ 自分の よい所をのばす


④主 として集 団や社会 との関わ りに関す ること


働 くことの意義／社会奉仕／協力／世界の人 々との親善


４　課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び

（1）　授業の概要

これ までス クラップ して きた新聞をも とに、新聞切 り抜 き作品 （ス クラ ップ新聞）づ

くりを行い、社会 を生きる人々の営みの中か ら、よ りよく生 きる ヒン トをみいだす。

「ハ ッピープ ロジェク ト」 と題 し、 よ り幸せな生 き方 ・社会について考 え、将来に対

しての明るい見通 しをもつ。新聞切 り抜 き作品 （スクラップ新聞）づ くりのポイン トを

学びなが ら発表資料 のま とめ方 を学ぶ。 コンクールの入賞作品を参考に した り、新聞を

参考に した り、新 聞記者 にイ ンタビュー しな

が ら、見出 し ・小見出 しの付け方 について学

ぶ。 また、表現す る作品には紙 面上の限 りが

あるため、情報 の選択が必要 となる。この際、

グループ内で持 ち寄った記事 ・情報を見比べ

熟考 した上で伝 えたい ことが伝 わるよ うレイ

ア ウ ト・タイ トル ・見出 し等を決定 していく。

また、 自分たちの考えが、 より伝わ りやす


いよ うに、編集会議を開 き細部 まで意見交換


を行 った。 図４　取材を受ける授業の様子


（2）　授業のね らい

これまでス クラ ップ して きた記事の情報交換 を し合 いなが ら、それ らを評価選択 し、

協力 しなが ら、スクラップ新聞 （新聞切 り抜き作品） をつ くることができる。

（3）　グルー プでの絞 り込まれたテーマと活動内容
・ 戦争 と平和 幸せな生 き方 グループ

世界各地の紛争や平和を守 る営みをま とめてい く。少年兵 として生 きた苦悩 を乗 り越え

俳優 として活躍す る人物や、 ノーベル平和賞を受賞 したオバマ大統領についてま とめた。
・	 動物 との幸せな生 き方 グループ


ペ ッ トビジネ スの裏表や絶滅危惧種の保護 についての記事 をきっかけに、捨て猫や殺処


分の問題 について、調べま とめた。た くさんの記事 を集めたが、 グループ内で話 し合い、
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紙面の都合で 「捨て られ るペ ッ ト」を中心 に作品を


ま とめた。

・ 幸せな働 き方 （スポー ツ選手／芸能人／科学技術 を支

える人々）グループ


スポーツ選手の活躍や ＴＶではわか らない芸能人の活


動、環境問題 ・科学研 究を支 える人々の努力 に興味


のある児童の グループ。 「茨城 に恩返 しできた」の見


出 しが気 にな り、記事で紹介 され ていた川崎選手に


手紙 を書いた り、鳩 山首相 の演説 を紹介す る記事 （図


５） をきっか けに温暖化 問題に関心 を持 った児童 で


グループを構成 した。それぞれ関心や興味は異なっ


ていたが、「スクラップ新聞」では、『努力 し続 ける


人々』 とい うタイ トル をつ けた。 このほかスポーツ


選手や科学技術開発 の記事 をもとにスクラップ新 聞


をつ くった。今 をときめく人だ けでなく、ライ フサ


イクル を包括的 にとらえ、ま とめてい った。 図 ５　読 売新 聞2009．9．23


（4）　グルー プでの協同的な活動 と表現 ・コミュニケー シ ョンの実際

１）グルー プでの協同的な活動の流れ

①　 仮 のテーマで、記事 を朝 自習、休み時間、放課後、家庭学習で各 自がそれぞれ収集す

る。

②　 グループのテーマを絞 る。仮 のテーマ をキーワー ドとして集 めたスクラップ された記

事か ら、グループのテーマを絞 り込む。

③　 持ち寄 った各 自のスクラ ップ された記事 を互いに読 み合 う。持 ち寄 られた記事の評価

選択を しなが ら、意見交換 を行 う。それ をもとに 自分たちの訴 えたい ことが伝 わるよう

なスクラ ップ新 聞 （新 聞切 り抜 き作品）の タイ トル ・レイア ウ トを決 める。

④　 編集会議を開き、結論 を言 うために必要な資料、記事、インターネ ッ トの情報だけを

残 し、他 を捨 てる。

⑤　 見出 し ・小 見出 しをつ ける。決定には話 し合いを行い グループで決 める。

⑥　 レイアウ トに従い グループで分担を行い、作業の流れ を決 める。

⑦　 分担 に従い、互いに協力 しなが らスクラ ップ新聞	 （新 聞切 り抜 き作 品）を完成 させて

い く。

⑧　 ポスターセ ッシ ョンを行い、簡単な意見の交換 をす る。

２）グルー プでの表現のかたち

図６　編集会議の様子	 図 ７　完成 したスクラップ新聞
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図８　スクラップ新聞 （新聞切 り抜き作品）戦争と平和 幸せな生き方グループの作品

３）グループでの表現物作成 に至るまでのコ ミュニケー シ ョン

ス クラップ新聞 （新聞切 り抜 き作品） を作成 してい く過程 で編集 会議 を行 い、常にグル

ープ内で話 し合 いなが ら作品づ くりを進 めていった。

Ａ子 ：私はやっぱ り、 このア ンネのバ ラ配布 の記事が、一番気 になるな。や っぱ り、ア ン

ネのバ ラが きっかけだった もん。

Ｂ子 ：私 は南北離散家族 の記事かな。

Ｃ男 ：オバマ大統領 のノーベル平和賞の記事 もた くさん集 めたよ。

Ｄ男 ：Ａ さんは、１学期に国語でその記事紹介 していた よね。

Ａ子 ：「核 なき世界」の核 って、核兵器 のこと ？

Ｂ子 ：そ うだよ。私 もは じめはピン とこなかった。 でも、ずいぶん核兵器 の話題 もあるよ。

Ｃ男 ：ヒロシマ に落ちた原爆の ことで しょ。本 当にな くなるのかな。

Ａ子 ：歴史で習 った太平洋戦争の頃に比べる と、今 は平和になっているよね。

Ｂ子 ：そ うかな。そ うとも言 えない よ。悲惨 な記事 も多い よ。

Ｃ男 ：どっちでもあるん じゃない。 両方 をま とめ よ うよ。でも、未来は平和がいいね。

Ｄ 男 ：平和の記事って以外 とないね。昔は ドイツ も分裂 していた らしいけ ど、今 は一つだ

よ。昔 （20年前）の記事 を紹介 しているのがあった よ。朝鮮 半島も ドイ ツみたいに一

つの国に統一できた らいいね。Ｂ さんが選んだ南北離散家族 の記事 と一緒 のコーナー

に しようよ。みんなが仲 良く平和になった らいいね。そ うい う願いを表そ うよ。

Ａ 子 ：いい ね。 未 来 には 平和 が輝 く とい いね。

Ｃ男 ：戦争 と平和 につ い て コーナ ー を分 け よ うよ。 で もタイ トル には 、 「平和 が輝 く」 っ

て入 れ たい な。

仮テーマに応 じて、気になった記事 を持 ち寄 ってグループを編成 した。 大まかな仮テー

マに応 じて集 めた とはい え、各 自が興味を持 った記事 にはや は り違 いがあ り、 グループ と

して一つの作品にま とめるためには、ある程度、記事 を絞 り込む必要があった。

Ａ子 は、１学期 の国語 の単元で 「ア ンネのバ ラ配布 」の記事をクラスに紹介 し、それが
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きっかけで、昇降 口にアンネのバ ラを植 えることになった。だか らＡ子 に とっては、 「ア

ンネのバ ラ配布 」の記事 は身近であった し、 もっ とも興 味のあった記事 の一つで あった。

は じめはそ うした興味を持 った記事をそれぞれがただ単に持 ち寄 っただけであった。そ

のため、児童一人一人の見方が違 うだけでな く、その記事 についての考 えも浅かった。 し

か し、互いがそれぞれの思い を語 り合って、作品に活用す る記事 について考えを出 し合 っ

てい く活動 を通 じて、互いに刺激 し合い認識の深 ま りや意識の変化 もみ られてきた。

「核」の意味 さえわか らなかった Ａ子 が、国語の教材 「ヒロシマの うた」や社会 の歴 史

学習 と関連 させて、将来のあるべき姿 を思 い描 くよ うになっていった。世界は平和になっ

ているのか といった基本的な見方について も児童一人一人の見方は違 っていた。それぞれ

の とらえ方に隔た りがあ り、 どちらとは結論づけ られなかったが、互いがそれ ぞれ、互い

の意見 を認 め合い、意見交換 をす ることで考 えが深まっていった。結局、将来は平和な社

会 をつ くりたい とい う願 いを込 めてタイ トル

を付 けた。 アンネのバ ラの記事 を １学期の国

語の授業で取 り上げた Ａ子は、そ こか ら、広

げたい とも願 っていたが、関連す る記事その

ものが少なかった。互いの情報を交換 し合い、

ベル リンの壁崩壊の過去の記事 を紹介す るコ

ラムと南北離散家族の記事 とを関連 させ 『も

しか した ら南北統一 も？ ！』 と小見出 しをつ

け、『平和が輝 く未来』 との 自分たちの願 い

をよ り、わか りやす く表現で きるよ うに工夫

していた （図 ９）。 図 ９　スクラ ップ新聞の一部

（5）　参 考 に した 新聞 、 図書 ・資 料 、 デー タ （Ｗｅｂ） 等

１）新 聞

毎 日新 聞 「ペ ッ トに責任 を」2009．10．8

毎 日新 聞 「平 和 を希 求 した 父 よ」2009．10．3

東 京 新 聞 「水 戸署 に遺失 物 届 け　 生 き物 が 急増 中」2009．9．24

朝 日新 聞 「核 先制 不 使 用提 案 へ 」2009．10．17

読 売新 聞 「25％削減 国 際公 約 」2009．9．23

茨 城 新 聞 「茨城 に恩 返 しで きた 」2009．10．6

茨 城 新 聞　デ ス ク 日誌 「犬 の殺 処 分 減 らせ な い か」2009．12．16　 ほか

２）図書 ・資料

レイフ ・クリスチャンソンソン 『しあわせ』岩崎書店　1995

心を育て る教育研究会編 『心豊かな子 どもが育つ道徳教育』2009

文部科学省 『心の ノー ト』高学年用P16～17

５　市民性 を育成するための コ ミュニケーシ ョン

（1）　授業の概要

本単元の最後 に 「道徳の時 間」 を位置づけた。新 聞を読み、社会の出来事に触れ、人 々

の営みか ら学び、それ をスクラ ップ新聞ま とめる。 そ うしたこれ までの活動が、よ りよく

生 きるために、 どう結びつ くのか を心情に深 く落 とし込む ことを期待 してい る。 どんなこ

とを 「しあわせ」 とい うのか、 これまでの学習 をもとに、それぞれが、 自分の考 えを語 り

合い、クラスメイ トの考 えを聴 き合い深め合 うことで内面化 をはか りたい とをね らった。

「しあわせ」 とは一体 どの よ うな状態 を指 して言 うのだ ろ うか。詩 『しあわせ』 （レイ

フ ・ク リスチャンソンソン作）を読み物資料 に活用 し、相反する概念 ８つ を対比的 に示 し、
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互いに意見交換 をはか ることを意図 した授業である。詩 を全校朝会で紹介 した学校長にゲ

ス ト・テ ィーチャー として参加 して もらう。

（2）　授業の流れ

１）ね らい

これまでの学習をもとに、それぞれが 自分の考えを語 り合い、クラスメイ トの考 えを聴

き合 い深 め、互いに 「しあわせ」 とは何か を素直に見つめ、未来に向けて、 自己実現への

意欲 を高める。

２）準備

準備品 絵本 『しあわせ』 レイ フ・ク リスチャンソン作 （あなたへ ５）


ワー クシー ト、掲示物 （詩 の全文）、相 田みつを色紙 「幸せは 自分の心が決 める」


３）展開

発 問 ・指 示 ・説 明 児童の学習の実際 時間

発問 『これまでの学習してきたことを振 り １　本時の学習についてめあてを確認する。

返りながら、しあわせについて考えてみ ・ケーキを食べてるとき	 ５分

よう。しあわせを感 じる時ってどんなと ・テス トで100点 取ったとき

き？』	 ・校長先生が紹介した詩だ

指示 「今日はこの絵本を参考にしあわせ と


は何か、意見交換をします。」


発問 『どちらがしあわせだと思いますか』 ２　相反する概念について比較 しながらしあわせ

説明 〈対比的に考えさせることで思考を深 とは何かを考える。

める。「太陽」「勝つこと」「成功」の連 ・仕事に打ち込んでいた人は、しあわせを感 じて

を例に意見交換すすめる。〉 いたようだな	 15分

・次々成功をおさめると自信がつくと思う

・あきらめていたことをできるとすごく自信がつ

くと思 う

・自信って幸せにつながると思 う

発問 『では、続きを考えてみよう』 ３　しあわせとは何か？詩をヒントに考える。

説明 〈「ほしいもの」の連の始めだけを板 ・追い続けることかな

書し後半を考えさせ、その後で説明する〉 ・夢を叶えることかな	 15分

指示 「詩の全文を読んでみよう」

発問 『しあわせとはどんなことでしょう』 ４　しあわせとは何か？自分な りの考えをもつ

指示 「では、この詩をみんなに紹介 して ・しあわせの見方っていろいろあるんだな。幸せ

くれた校長先生にも話を聞きましょう」 は一つ じゃない。 10分

説明 〈教師の説話を聞く相田みつを 「しあ ・世の中にいっぱい幸せがあることがわかった。

わせは自分の心が決める」 を例に話す〉 ・幸せを見つけるって大変だけど大切。

・やっぱり平和かな。

６　児童の感想 と 「キー ・コンピテンシー」育成への解釈

（1）　児童の感想
・	 私 はスクラ ップ新聞をつ くる学習で、協力することの大切 さを学びま した。 平和 を輝

かせ るためにも、それか らスクラ ップ新 聞を完成 させ るために も、結局協力す ることな

んだ と感 じま した。私は、幸せは努力 し続 けてか ら感 じられ るものだ思いま した。正直

にそ して人に優 しく生 きてい けば、いつかは自分 も幸せ を感 じる ことができると思いま

した。学習 を始めて、本 当に世界に平和が輝 くことなんてあるのかな と、少 し考 えま し

たが、学習 してい くうちに 「いつかは この世界 も平和が輝 ける」 といつの間にかに思っ
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ていま した。 「世界全体が平和になるまで、個人の幸せなんてあ り得ない （宮沢賢治の

まねです。）」 （Ａ子）

・	 私がこの学習 でわかった ことは、まだ世界は完全に平和になっていない とい うことと、

逆に平和になる 日は近いん じゃないか とい うこと。 それ に改めて 日本 とい う国は どんな

に幸せ なんだろ うと気づか され ることがたびたびあ りま した。新聞を読むたび に出て く

る 「核 なき世界」や 「紛争 」 とい う言葉。最初は、イ メージがよくできなかったけ ど、

い ろいろの言葉 について もわかるよ うにな りま した。以前は少年兵 として殺 りくの 日々

を過 ごしていたのに、今は俳優 として幸せに生 きている とい う記事を読んで、人生 には

困難や苦難はつきものだ とい うことも感 じま した。私 も少々の困難や苦難 を乗 り越 えよ

うと勇気が出ま した。 （Ｂ子）
・ グループで活動 したので、スクラップ記事の量 も増 えて、つ くりやすかった。 もし一

人でやっていた ら、記事 も偏 っていた し、 こんなに集 ま らなかったのでグループ活動で

よかった。仕事 の分担 など、 うまく決 め られな くて、大変だったけど最終的にはお互い

に譲 り合 って、協力 し合 って完成するこ とができてよかったです。 （Ｃ男）

・ い ろいろな新 聞を集 めてい るとだんだん新聞に興味がわいてきてスクラップ新聞をつ

くる時間がいつの間にかに楽 しくなっていた。努力 とい うのは とて も難 しいこ とだ し、

努力にはい ろいろな種類が あると感 じま した。 自分 もた くさんの努力をこれ か らしてい

きたい と思 った。 （Ｅ男）

・	 どの記事 を使 ったらいい のか、 どんなタイ トル ・見出 しがいいのか、みんなです ごく


悩んだけ どそれ も楽 しかった。 （Ｆ男）


（2）　「キー・コンピテンシー」育成への解釈

この学習で心がけてきたこ とは、児童 と社会 とをつな ぐことであった。Ｂ児 は世界の出

来事 に関心がなかったが、活動 を通 じて社会 に関心を向けてきた。 その ことを自分 自身の

将来 と関わ らせて考えるよ うにもなって きた。ア ンネのバ ラの記事をきっかけに、い じめ

や 人権 について考え始めた児童 もいた。 また、多 くの児童は新聞を通 じ現実の社会 との関

わ りを感 じてきた。その ことは、 自らの人生設計や未来へ向けての大きな展望の中で学習

す る意義だ とい えよう。

児童は、スクラップ新聞をつ くる過程 でたびたび集 めた記事 ・情報を互いに検討 し合 い、

その中でそれぞれが考 えを深 めていった。

そのよ うに高まっていった児童の考 えを 「幸せ とは何か」 を考える道徳の時間で、互 い

にそれぞれ の考 えを聴 き合 い共有化す ることで市民性 を育成 できたのではないか と考える。

以上の ことか ら、知識 ・情報 を熟考 ・評価 し、表現 しコミュニケーシ ョン していること

を解釈できよ う。

７　授業実践を終えて

「新聞ない と寂 しいね」プログラム終盤12月 下旬のある 日、Ｇ男がつぶや いた。本実

践 のために、 これまで教室 に届いていた新 聞は11月 末で届かな くなっていた。普段 あま

り学習 に意欲 を見せ ない Ｇ男の一言が、 この学習の成果を物語っている。 「現実の社会 を

学ぶ」 ことは重要であるばか りではなく、児童 にとって も大変魅力的であるのであろ う。

プ ログラムの最後 に、ディベー ト等の活動 でシェア リングを行 うことも手法 としては考

えられたが、あえて行わなかった。逆 に心情 に訴える道徳の時間を位 置づ けた。道徳の時

間で互いの思いや考えを聞き合い内面化 をはかることで、よ りよ く生 きるための指針を 自

分の もの とできると考 えた。現実の社会 を「社会 の窓」である新聞か ら学ぶ。その ことは、

学校教育活動全般にわたって行われ る道徳教育 に、今ま さに求め られていることだ と感 じ

ている。 （かすみが うら市立下大津小学校　 板垣圭一）
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第 １部　 第 ８章　 第 ７節

新聞コラージュを活用 した発信するための表現力の育成

ふるさと活性化プロジェクト

１　授業実践のポイン ト

この学習では、社会科 「わた したちの静 岡市」の発展 として取 り組 んだ ものである。児

童が市についての調べ学習 を進めた ところ、何枚 かの新聞記事 を通 して静岡市の知名度 の

低 さを 目の 当た りに し愕然 となった。そ こでた くさんの人たちにふる さと静岡市のいい と

ころを知って もらいたい とい う気持 ちが児童の 中で高 ま り、調べ るだけではな く全国に発

信 できるものを作 りたい とい うことになった。

しか し、語彙がそれ ほど豊富ではない中学年児童 にとって、文章だけでふる さとを宣伝

していくのはむずか しい と考 え、新聞紙 を材料 として コラー ジュする技法を用い、ポスタ
ーで表現 してい く方法 も取 り入れた

。文章では どのよ うに表現 した らいいのかわか らない

けれ どコラージュな らできそ う、 とい う児童 の活躍の場 を作った。

これ らの活動 を通 して、「キー ・コンピテ ンシー」を育成す る授業 を行 った。

２　 「キー ・コ ン ピテ ンシー 」 を育 成す る学 習

授 業 実践 の 時期 は平 成21年10月15日 か ら12月22日 ま でで あ る。 実践 した学校 は、静

岡 市立 中 田小学 校 、対 象 学年 は 、３年 １組 （男 子23名 、女子12名 、計35名 ） であ る。

（1）　「キー ・コ ン ピテ ンシー 」 を育 成す る学 習 の単 元計 画 （全20時 間）

第 一次　 事 前学 習 ・ ・・４時 間

静岡市に関す る記事 ・写真 を使 って静 岡市マ ップ作 りを行い、 自分た ちの周 りで どんな

ことが起 こってい るのかを知 る （１時間）。投稿記事 「静岡の名産はアピール不足」 を読ん

でワー クシー トに感想 を記入す る （１時間）。静岡大学教授 と静 岡新聞経済部記者 をゲス ト

ティチャーに招 き、静岡市の良 さについての話を しても らう （各 １時間ずつ）。

第二次　 追求活動 … ６時間

①　 テーマの決定 （１時間）

静 岡市の知名度拡大のためには何をア ピール した らいいか考える。まず は、興味 ・関心

をもってもらえることはどんな ことかを具体的に考 える。

②　調べ学習	 （５時間）

ウエ ビングを使 って内容 を ２～ ３に絞 り、グループで調べる計画 を立て る （１時間）。

１～ ２人で １つの内容を担 当し、調べ学習を行 う （４時間）。

第三次　 表現活動 … ８時間

①　 新聞コラージュについて理解する （１時間）。

②　 プ レゼンテーシ ョンの原稿づ く り ・ポスター作 り	 （４時間）

グループの中をプ レゼ ンテーシ ョン班 とポス ター班 に分け、並行 して活動す る。

・ プ レゼ ンテーシ ョンの原稿作 り

１グループ400字 詰め原稿用紙 ３～ ４枚の分量で、アナ ウンサーが画面で話すよ うな 口調

で原稿 を書 いてい く。聞 くだけで正 しく理解 できるよ うに一つ一つの言葉 を噛み砕いてわ

かりやす く書 く。

・ ポスター作 り
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新聞紙 を材料 として行 うコラージュを中心にデザインす る。新聞紙 のカ ラー写真部分を

使 い、形 を決めて切 り抜 く。色画用紙の台紙 に切 り抜 いた ものを並べ て レイア ウ トし、ポ

スター全体のバランスを見る。バ ランス よく並べた ところでの り付 けす る。 キャ ッチ コピ

ーは倒置法な どを使って短 くわか りやす い言葉 にする。

③　 プ レゼンテーシ ョン （２時間）

アナ ウンサー用原稿 とポスターを使 ってプ レゼ ンテー シ ョンの練習 を行 う。原稿は暗記

せずに一定の速 さで読めるよ うにする （１時間）。発表は全員の前で行 う （１時間）。

④　 評価	 （１時間）

各 グループの発表 内容 をメモす ると共 に静岡市の良 さが十分 に伝わったプ レゼ ンテーシ

ョンになっていたか評価 し、 ワー クシー トに記入す る。

第 四次　 社会参画への意識 ・要望 ・・・２時間

作 ったポスターは静岡県東京観 光案 内所 を通 じて発信す ることに し、ポスターの補足説

明用の文章 を作成する （１時間）。東京 に静岡県 ・市のアンテナシ ョップがないのな ら、知

名度 を上げるために 自分たちができることは何かを考え話 し合 う （１時間）。

（2）　授業時間の生み出 し

この学習 は20時 間扱い とす る。 内訳 は総合的な学習13時 間、社会 ２時間、図工 ５時間

である。プ レゼ ンテーシ ョン原稿作成 とポスター製作 は、お互いの内容 を確認 しなが ら同

時進行す ることによ り５時間 と５時間計10時 間扱いだった ものを ５時間に縮 める。

３　 「キー ・コンピテンシー」 を育成する学習と能力観 との関連

（1）　「キー ・コンピテンシー」との関連

①　 相互作用的に道具を用いる （Ｂ知識や情報を相互作用的に用い る）

②　 異質 な集団で交流す る （Ｂ協力す る能力）

③　 自律的に活動す る（Ａ大 きな展望の中で活動する）

（2）　中教審答申 「思考力 ・判断力 ・表現力」、「言語活動の充実」 との関連

Ａ　「思考力 ・判断力 ・表現力」 との関連

Ａ－ ２ ：事実 を正確に理解 し表現す る。

Ａ－ ４ ：情報 を分析 ・評価 し、論述する。

Ｂ　「言語活動の充実」 との関連


Ｂ－ ８ ：体験か ら感 じ取 ったことを言葉や歌、絵、身体な どを使って表現する。


（3）　学習指導要領との関連

Ａ総合的な学習／①情報／②情報の収集 ・整理 ・発信

４　課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び

（1）　授業の概要

グループ内で調べ学習が終わ った後、調べた ことを文章表現す るプ レゼ ンテーシ ョン班

とポスター製作班 に分かれ、同時進行で活動する。

プ レゼンテーシ ョン班は、言葉一つ一つに こだわ り、意味を噛み砕 いてできるだけわか

りやす く表現する ことを心掛 けて原稿用紙に文章 をま とめてい く。クラスでの発表の場 で

はプ レゼンテーシ ョン用の比較的長 い文章で詳 しく説 明す るが、ポスターを掲示する際に

は要点だけを短 くま とめ、補助説明的な文章 として使 うことを確認 させ る。 ポスター製作

班 は、調べ た内容 の中で一番表現 しやすい場 面を決めデザイ ンを決定す る。表現方法は新

聞のカ ラー写真部分 を切 り抜いた ものを レイア ウ トしながら貼 ってい くコラージュとす る。

キャ ッチコピーの言葉 とデザインは全員で考 える。

（2）　授業のね らい
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プ レゼ ンテーシ ョン班 とポスター製作班がお互いの製作物 を見合 い客観 的な立場で意見

を言い合 うことで、静 岡市を知ってもらうための製作物 に仕上げることがで きる。

（3）　グルー プでの絞 り込 まれたテー マと活動内容

全 ８グループで １グループは ２～ ６人の構成 になった。
・ 清水港最高 ！

社会科見学に行 った時に、特に印象の強か った コンテナ クレー ンとた くさん水揚げ され

る魚 について調べ る。祖父が以前清水港 で働いていた とい う児童は、港でのエ ピソー ドを

聞き文章 に織 り込む。 ポスターに も、ク レー ンと魚 （特にまぐろ）を入れ る。
・ さくらえび、 しらすおい しいよ ！

なぜ さくらえび は駿河湾 と相模湾 の一部に しか生息 しないのかにつ いて、由比 （ゆい）

港 まで出向き漁協 の人に教えて もら う。加 えて、おい しい料理法についての説 明も聞き、

文章化する。ポスターには富士 山をバ ックに元気 よく泳いでいるさくらえび としらすを入

れ る。

・	 いちご、みかん最高 ！

いちごは、静岡市で人気 のある章姫 （あきひ め） と紅 ほっぺ を調べ るために、い ちご園

で実際にいちご狩 りを して 自分 自身で味や形 の特徴 を確かめ る。みかんは、静岡県内で作

られ てい るさま ざまな種類 を紹介 し、静岡市で作 られ てい るみかん と味を比較 して説明す

る。 ポスターは、写真に撮 ったものを切 り抜いてコラ ージュす る。

・	 さあ、すんぷ城へ ！

幼いころ駿府城 にいた徳川家康について、主に偉人の漫画本や新聞記事、広報誌な どを

読んでま とめる。ポスター は家康本人 と駿府城、家康の墓がある久能 山東照宮、 「鳴かぬな

ら鳴 くまで待 と うほととぎす」のほ ととぎすで レイアウ トす る。城 は細か く造 られていて、

新聞紙 のコラージュができないため、絵 を描 き色鉛筆で着色 したものを切 り抜 いて貼 る。
・	 お茶、わ さびおい しいよ ！

静岡市のお茶は黄金色で とて も美 しく上品 さがあることを説明す る。わ さびは大量の き

れ いな水 がない と育たないので、わ さびの ことだけでなく静 岡市の水が きれ いでおい しい

とい うことも強調す る。ポスターは、湯呑に入 ったお茶 と生わさびをコラージュす る。

・ 日本平 ・サ ッカー見に来てね

「日本の観光地百選」に選ばれ てい る 日本平の美 しい眺め と名 所 旧跡 だけでな く清水エ ス

パルスの本拠地で ある日本平スタジアム も紹介する。 さくらももこさんの同級生 とい うこ

とになってい る長谷川健太監督や所属選 手についても書 く。 ポスター は、富士山 と日本平

スタジアム、サ ッカーボール、選手などをコラージュする。

・ しぞーかおでん

見た 目がまっ黒 の醤油ベースの汁 に串に ささった具材が鍋 にぎっし り入っている様子 を

紹介す る。 ポスター もそれ を表現す る。 青の りとかつお節の粉 をかけて食べ るとい う静 岡

独特の食べ方 も説明に入れ る。市内のおでん横町で取材 したことも盛 り込む。
・ 大道芸、楽 しいよ ！

大道芸の歴史か ら入 り、現在の様子や次回のお知 らせな どについてまとめる。「なぜ静岡

市で大道芸が行われ るよ うになったのか。」の疑問を解 くために、 このイベ ン トを手掛 けた

プロデューサーの方 に話 を聞 く。ポスターには、演技を行っている大道芸人、 ピエ ロ、観

客をレイアウ トす る。

（4）　グループでの協同的な活動 と表現 ・コミュニケーシ ョンの実際


ここでは、「大道芸ワール ドカ ップイン静岡」グループの取 り組み を紹介す る。


１）グループでの協同的な活動の流れ

①　 ウエ ビングを使って大道芸に関することを出 し合 う。
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②　 グループで調べ る内容 を４つに絞 る。

③　 大道芸公式本 、記事、広報誌で情報 を収集す る。

④　 収集できない情報はイ ンタビュー して得 る。

⑤　 グループをプ レゼンテーシ ョン班 とポスター制作班に分 ける。
・	 プ レゼンテーシ ョンは原稿用紙 ３～ ４枚 に、主に静岡市で大道芸が行われ るよ うになっ

た経緯 を中心 にま とめる。
・	 ポスター は楽 しさを前面出す内容にす る。画面中心に主役 の大道芸人 を置 き、周 りにク

ラウン （ピエ ロ）や観 客を入れ る。

⑥　 プ レゼンテーシ ョンの流れ ・レイア ウ トを考える。
・	 ４つの内容を文章化 してい くのに一番良い構成を考える。
・	 ポスターは 自分たちの伝 えたいことが一瞬で理解 して もらえるよ うに、 コラージュす

るものの大 きさやそれ らを台紙 に貼 る位 置を慎重 に考える。

⑦　 製作 しなが らお互いに見合い、よ りよい物 になるよ うに意見 を言 う。

⑧　 キャッチ コピーを決 め、ポスターの補足説明文 をま とめる。

２）グループでの表現のかたち
大道芸 ワール ドカ ップイ ン静岡が 初めて行 われ る よ うにな っ

たのは1992年 の ことで した。そ のころ有 名な もの と言えばお茶

とみかんで、静岡市は東京 と名古屋 のち ょ うど真ん中で新幹線で

どち らに行 くの も １時 間 とい う便利 なところで したが、わ ざわざ

観 光に来 るよ うなこ ともな く、完全 に通過 して しま う街 で した。

そのた め、 「人が集 まる街 づ く り」をす るには どうした らい いの

か市民 自身が考 えま した。 静岡市 の人 は 「ノ リが悪 い」 「踊 らな

い」「消極 的」「お とな しい」 とい うイメー ジが あ りますが、実際

は	 「きっかけがないだ けで実 はお調子者 」なので、この大道芸の

イベ ン トも回を重ね る うちに徐々に定着 し始 めま した。お客 さん

の人数 も増 え、去年 は180万 人の人が来 て くれ ま した。大道芸で

育 ったパ ワーが もっ ともっ と大 き くなって いけば静 岡市 は さら

にすてきな街 になってい けると思い ます。今 年は11月 ４日か ら

７日まで行われ ます。場所 は駿府公 園を中心に、静岡駅近 くのメ

インス トリー トに何か所かブー スが作 られ ます。見学料 は無料で

す が演技が終わ ると投 げ銭 を します。お 目当ての芸人 さん を見逃
図	 １　 ポス ター

さないよ うに、で きれ ば、きゃたつを持 っておいで下 さい。

図 ２　ポスターの補助説明文

３）グルー プでの表現物作成に至るまでの コミュニケー シ ョン

児童 は毎年発売 され る公 式本 を見なが ら、その年の出場者や行われ る場所についての情

報をつかんでいたが、一番知 りたい 「なぜ静岡市で大道芸が始まったのか。」の答えが見つ

か らず に困っていた。そこで、教師がプ レゼ ンテーシ ョン班 に １枚の新聞記事を提供 した。

Ｂ男 ：大道芸 ワール ドカ ップイ ン静岡の公式本 には歴 史や始ま りについて書いてない けれ

ど、この記事 を見 るとわかるよね。

Ｂ男 ：この記事 を書いた人に話を聞きたいな。

Ａ男 ：大道芸の始ま りって、静岡の人の性格 が関係 してい るんだね。

Ｂ男 ：この大道芸 を始 めたきっかけが、今のぼ くたちみたいに 「静岡に来て ！」のア ピー

ル だったんだね。まちお こしのために、みんなが考えた ことだったんだね。

Ａ男 ：やっぱ り、大道芸が行われ るようになった訳 については詳 しく書きたいね。
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この後、記事の執筆者 に電話 を して話 を聞きた

い と交渉 したが、時間的にど うして も無理だった

ため、記事の元 となった原稿 を学校に ＦＡ Ｘで送

って くだ さり、児童はそれ を読んでプ レゼ ンテー

シ ョンの文章の準備 にかかった。

ポスター班は、明るいイ メー ジがいい とい うこ

とで台紙はオ レンジの色画用紙 を選び、その上に

乗せ る大道芸人や ピエロなどを手分け して作 り、

レイアウ トを始 めた。

Ｃ男 ：大道芸のポスターだか ら、芸人はや っぱ り

真 ん中だよね。

Ｄ男 ：（レイア ウ トした ものを見て）小 さす ぎて見 図 ３　ポスター製作の様子

えない よ。大き く作 り直そ う。

大道芸 ワール ドインカ ップイン静岡グループが一番伝 えたい ことは、静岡で始 められ た

理 由である。 プ レゼンテーシ ョン班は取材 を通 して知 り得 た情報 をできるだけ詳 しくま と

めてい きたい と考 えた。しか し、その内容 をポスターで表現す るのはむずか しいと判断 し、

まずは興味 をもって見ても らえる明 るくて楽 しいポスターにす ることに した。補助説 明文

はプ レゼ ンテー シ ョン用 に作った発表原稿 をコンパ ク トにま とめた ものに し、ポス ター と

セ ッ トにした。

（5）　市 民性を育成するためのコ ミュニケー ション

授業の導入部分で、静 岡市のよ さが知 られていない とい うこ とを強調 して話 を してきた

ので、児童は 「こんなにいい物や いい ところがあるのになぜだろ う。」 とい う疑問を常にも

ちなが ら調べ学習 に取 り組む ことがで きた。そ して、いつ しか 自分たち 自身 がふ るさとを

知 るだけで はお さま らず 、全国の人 々に知って も らいたい とい う気持 ちをもつ よ うになっ

た。その気持 ちが、よ り詳 しく調 べてみ よ うとい う児童のや る気 につ ながった と考える。

また、ポスターは人 に見て もらうものなので、製作 しなが ら無意識 の うちに発信 してい く

方 向に進んでいた。新聞の投書記事 「静岡の名 産はア ピール不足」を読んで、ポスター は

た くさんの人の 目に留まる東京 のア ンテナ シ ョップに貼っていただこ うとい うことにな り、

問い合 わせを したが、静岡のアンテナシ ョップはない とい うこ とがわかった。そ こで 自分

たちがふ るさとをア ピールする方法はポスター以外 にはないのだろ うか、 とい う話 し合 い

にまで発展 し、ア ンテナ シ ョップを東京 に作って欲 しい とい う思いをこめて投書す るの も

いい方法である、とい うところで授業が終了 した。これまではクラス単位で進 めてきたが、

今後は個人で発信 してい くことができれば と考えている。

（6）　参考に した新聞

静 岡新 聞 「切 って変 身新 聞 アー ト」　 2009．10．14

静 岡新 聞 「地 域 の 味　 食 べ て ってや ぁ」2009．10．14

中 日新 聞 「美 味 な る静 岡」2009．10．15


静 岡新 聞 「人 ・街 ・イベ ン ト～大道 芸Ｗ 杯 が変 えた もの～」2009．10．28・29・30


毎 日新 聞静 岡版 「静 岡 のイ メー ジは 」　 2009．10．31


静 岡新 聞 「海 外 で は知名 度低 い静 岡」　 2009．11．7


静 岡新 聞 「静 岡の名 産 は ア ピー ル 不足 」　 2009．11．13


静 岡新 聞 「静 岡学検 定　 農 林水 産編 」　 2009．11．15


朝 日新 聞静 岡版 「文 化茶 話－ アー トは生活 に欠 かせ ない 栄養 素 」　 2009．11．25


５　新聞 コラージュによる表現力 ・発信力の育成
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（1）　授業の概要

これ までに児童は調べ学習 でわかった こと

は文章に表現 し発信 して きた。 しか しここで

は、文章 とは違 った表現方法であるポスター

について全員で学ぶ。

ポスターには必要以上の言葉 を入れず、色

とレイア ウ トの工夫のみで伝 えたい ことを的

確に伝 える手段であ る。文章のよ うに じっく

りと読んで もらう表現 とは違 い、一瞬で相手

の 目を奪い見てもら う表現のため、伝 えたい

ことを一つに絞 らなければな らない。調べ学

習 をして得た情報の どの部分を表現 しデザイ

ン化 してい くか を考 えさせ る。

実際のポスター製作は、グループ内で協力

しなが ら作 ることができるコラー ジュの方法

で行 う。新聞アー トとい う名称 でカ ラー写真

部分を使 った切 り絵 を製作 しているマスダカ

ル シさんの記事 を紹介 し、新聞紙で コラージュ 図 ４　新聞アー トの記事

す る （新 聞コラージュの）イメー ジを持 たせ る。 これまで新聞は記事 を切 り取 るための も

の として捉 えてきた児童 にとって は新 たな発見 となる。 そ して新 聞紙は簡単 に手に入 る と

い うことに加 え、色紙 のカ ラフル な色 の感 じとは違 った新 聞紙特有 の微妙 な色 あいに気づ

く。色鉛筆や色ペ ンを一切使 わず、切 り取 った ものを レイアウ トしの りづけす る。 グルー

プ活動になった ところで、画用紙 にポスターの完成予想 図を描 き、活動の見通 しがついた

ところで作品づ くりに入る。

（2）　授業の流れ

１）　ね らい

新聞コラージュの技法を使 ったポスターの作 り方 を理解 し、グループで協力 しなが ら

ポスター製作をす るこ とができる。

２）　準備

・ 準備 品　 教師－新聞記事 「切って変身新聞アー ト」　 2009 ．10．14　静岡新聞

（静岡県焼津市在住 の新聞アー ト作家マスダカルシ さんの記事）

色画用紙 、新聞のカ ラー写真部分 、画用紙、本物のポスター

児童－の り、は さみ、新聞

３）　展 開

発 問 ・指 示 ・説 明 児童の学習の実態 時間

発 問 『ポスター って どんなものかわ １　ポスター とは何か を理解す る。

か りますか。』 Ａ男 ：職員 室前 の掲示板 にいっぱい貼って

本物のポスター を見せなが ら あるよね。 ５分

説明 〈みんなが調べ学習でわかった Ｂ男 ：あま り文字は入っていないよね。

ことを、ポスターに します。〉 Ｃ男 ：絵 で表す んだよね。

説明 〈ポスターは新 聞紙 を使 ってコ ２　ポスターは新聞紙を使ってコラージュ

ラージュします。〉 す ることを知 る。

新 聞アー トの記事 を見せながら Ｄ男 ：切 り抜いたものを貼 るんだね。

説明 〈新 聞紙のカラー写真 の色を使 Ｅ子 ：新聞 をど うや って切 り取れ ばいいの
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って形を切 り取 り、それ をバ ラ

ンスよく並べていきます。〉

説 明 〈新聞のカラーにはいろいろな

色が隠れ ているので、た くさん

見つ けて使いま しょう。〉

発 問 『ポスターに表わす ものは何 に

すれ ばいいので しょうか。』

説 明 〈ポスターは見て もらうものだ

か ら、まず は興味をもってもら

える内容がいいですね。〉

指示 「コラージュできそ うな場面を

考 えま しょう。」

指示 「グループになって、ポスター

に載せ るものを決 めま しょう。

まず は画 用紙 に完 成予想 図 を

書いてみま しょ う。」

各 グル ープ を 回 り、話 を聞 く。

指示 「完成予想 図ができた ら、台紙

の色 を決 め、実際に新 聞を切 り

抜いていきま しょう。」

かな。自分で形を決 めるのはむずか しい。 10分

Ｆ子 ：新 聞はこんな使い方 もできるんだね。

Ｇ男 ：みんなで相談 して決 められ るね。

Ｈ男 ：ぼくたち も新聞の中か らい ろいろな

色 を探 してみよ う。

３　ポスターに表す内容 を考 える。

Ｉ子 ：自分たちが一番伝 えたい ことだよね。

Ｊ子 ：でも、ポスターには文字 をた くさん

入れ られ ないか らコラージュで表 しに く ５分

い ものもあるよね。

Ｋ子 ：楽 しいこ とをコラー ジュすればいい

じゃないのかな。

４　 グルー プの 中で、ポスターに載せ る内

容 を具体的に検討する。

静岡おでんグループの場合

Ｌ男 ：大 きな鍋に入 ったおでんにしよう。

Ｍ男 ：やっぱ り具は黒はんぺんだね。 あと 25分

は牛スジかな。 どんな具が入ってい るか

わか るよ うに貼 らない とね。

Ｎ子 ：串に ささってない と、静岡おでん に

な らないよ。

Ｌ男 ：台紙は暖かい感 じの色がいいかな。

図 ５　さ くらえび ・しらす 図６　清水港

児童 の感想

・新 聞紙の色を使った ら、富士山の雪が上手 に表せたよ。
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・新聞にこんなにたくさんの色があるなんて知 らなかった。

・みんなで貼 るものを作 った り置 く場所を相談 した りす るのが楽 しかったよ。

・まぐろの黒い感 じがぴった りの色を見つ けることができたよ。

・たらこやかにのカラー写真を使ったので、自然 と海の感 じになった よ。

６　児童の感想 と 「キー ・コンピテ ンシー」育成への解釈

（1）　児童の感想
・	 今までは調べた ことは○○新聞 とい う形でま とめてきたけれ ど、 この勉 強ではポスタ
ー を作 る とい う新 しい ことに挑戦できたので うれ しい

。 （Ａ子）
・ 自分 から家の人に 「さくらえびについて調べたい。」 と言って、由比 （ゆい）港 まで行

ってもらい、調 べてきた。生 きている さくらえびを もらって くることがで き、学校でみ

んなに見せてあげ られたのが良かった。 （Ｂ子）

・ ポスターが東京まで運ばれた ことを聞いてびっく りした。東京 は昔住 んでいた ところ

なので、貼 られた場所がわかった ら見に行 ってそ こで宣伝 を したい。 （Ｃ男）

・ インタビューす る時少 し緊張 したけれ ど、がんばって質問をす ることができた。（Ｄ子）

（2）　「キー ・コ ン ピテ ンシー」 育 成へ の解 釈

この学習が始まる前までは、「調べることはインターネ ッ トを使 うこと」 と思っている児

童がた くさんいた。 しか し、ふ るさとの よさが あま り知 られていない とい う事実 を知 り、

知 って もらうための情報 を得 るために自分がで きることは何か を考えるよ うになってか ら

は、 自らが動いて情報 を得 る必然性 を実感 した よ うである。 Ｂ子の発言か らわかるよ うに

週末になると家族 といっ しょに調べに出かけていく様子を 日記で知 ることがで きた。

また今 回のポスター製作 は図画工作の よ うに作品を作 って終 わ りとい うものではな く、

製作 した後 のポスターが どのよ うに扱われ るかが重要 である。 その点では授 業が終了 した

今 でも現在進行 中である。 ポスターのその後の情報 しだいでは、Ｃ男のよ うに児童は積極

的に発信 してい こ うとす る動 きを見せている。そ して、表現方法 を文章だ けに限定せず ポ

スター とい う別の方法 を提案 させ た。す ると、文章表現があま り得意 でない児童 はデザイ

ンを考えることを頑張 り、社会 にも積極的に参画す る姿勢 を身 に付 けることができた。ＮＩＥ

を活用 して思考力 を伸ば し、新聞 コラー ジュに挑戦 させ ることに より発信す るための表現

力 もついたと考 えられ る。

以 上 の こ とか ら、知 識 ・情 報 を熟考 ・評価 し、表現 ・コ ミュ ニケ ー シ ョン して い る こ と

を解釈 で き よ う。

７　授業実践を終えて

小学校 ３年生の行動範囲は比較的狭 く、市全体 の細かい ところまでは知 っているとは言

えない。 しか し、 この学習に入 るにあた り、新 聞 とまったく接点がなかった児童 に新聞ス

クラ ップに取 り組ませてい くと、世界が ぐん と広がった。話題 が静岡市のこ とや県の こと、

日本 の国の ことまで発展 し、今 ではバ ンクーバ ー冬季オ リンピックまでが登場するよ うに

なった。 「静岡は今 日は晴れ だけど札幌 は雪だって。静 岡で も降って欲 しいね。」 とか 「中

央アメ リカのハイチで大きな地震 があった よ。静岡は大丈夫かな。」など話題 を提供す るだ

けでなく、話題 をふる さとと結びつ けて感想 を言 うこともできるよ うになって きた。

また 自主勉強 と称 して新聞スクラ ップを行 っている児童 も数人お り、もはや新 聞に 目を

通す ことが 当た りまえにな りつつ ある。 毎 日膨 大な量の情報か ら自分の必要 としてい るも

のを的確 に取 り出す技を身 につけてきた児童 もいる。 日々起 こるた くさんの事件 ・事故に

対 し自分 な りの思い をもつ こ とができる児童 も出てきた。 あらゆる使い方 に可能性 を秘 め

てい る新聞をこれ からもた くさん活用 してい くつ もりである。

（静岡市立中田小学校　 中村　都）
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第 １部　 第 ８章　 第 ８節

低学年におけるＮ ＩＥへの可能性

お家の人に公園のよさが伝わる 「きらきら新聞」をつ くろう

１　授業実践のポイン ト

低学年 では、発達段階的に新聞を活用 した学習は難 しい と言われがちである。果た して

本当にそ うなのだ ろうか。低学年だか らこそ新聞に親 しむ よさがあるのではないだ ろ うか。

そ こで、低学年でのＮ ＩＥの可能性 を探 りたい と考 え、二年生の生活科 「まちたんけん」

で、実践を試みた。まず 、一人一人の経験 に基づいて 自分たちの住む 「まち」 を振 り返 り

なが ら、好 きな場所や他 の人に紹介 した くなる場所をカー ドに書き、紹介 し合 った。教師

は、児童が紹介 したカー ドを簡単 に分類 して掲示 していった。次に、友達か らの紹介や掲

示か ら、みんなで探検へ行ってみたい ところを決 めた。この際、「たんけん」の意味や 目的

を児童 と決 めて明確 に した。そ して、実際に探検 した。行 ってみて こそ初 めて知 ることや

新 しい発見があった。探検か ら戻 ると、一人一人がカー ドに記録 した。探検で出会った人 ・

もの ・ことについて疑問に思ったこ とは調べることにもつ ながった。最後に、みんなで探

検 したか らこそわかった ことを簡 単な新聞形式でま とめて発信す ることとなった。公 園へ

行 った ことのないお家 の人にも，公 園のよさが伝わるよ うな新聞づ く りを目指 した。

この実践における新聞活用のポイン トは、低学年の児童が 「新聞って楽 しい」「新 聞って

ためになる」 と思えるよ うに、具体的で細かな手だてを とったことである。一つめに、教

師が児童 の身近 に感 じられ る記事 をスクラップ して毎 日紹介 した り、分類 して掲示 した り

した こと。 これは、単元内における調べ学習でも使われた。 二つめに、新聞の写真 に着 目

し、「写真」か らも記事 の大体 をつかめることを学習 した上で、実際に探検 した ときにデジ

タル カメラを子 ども自身が使って撮影 できるよ うに したこと。三つめに、新聞形式にま と

めるために、ワー クシー トを提示 した こと。な どが挙げ られ る。 これ らの活動 を通 して、

「キー ・コンピテ ンシー」を育成す る授業を行った。

２　 「キー ・コン ピテンシー」を育成す る学習 （全11時 間）

授業実践の時期は、平成21年 度 ９月24日 か ら12月24日 までである。実施 した学校 は横

浜市立本町小学校、対象学年 は、 ２年 ２組 （男子19名 ・女子15名 計34名 ）である。

（1） 「キ ー ・コ ン ピ テ ン シ ー 」 を 育 成 す る 学 習 の 単 元 計 画

①　 学 習 の 見 通 し を も つ 。 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １時 間

・ 自分 たちのまちの好 きな場所や紹介 した くなる場所の名前をカー ドに書き、詳 しく口

頭で説 明 しなが ら伝え合 う。 なぜ好 きか、 どんなところが紹介 した くなるのかな ど説明

の ときのポイン トを黒板 に示 しておき、「よさ」が行っていない児童に も伝 わるよ うにす

る。

・ 伝 え合った ことをもとにみんなで探検 したい場所 を決 める。「どの場所 にも行 ってみた

いけれ ど、授業の時間で行 ける場所は ２つです。みんなで行 くな らどこがいいかな ？」

と投 げかけ、選択す る視点を確認 した。「行 った ことがない公 園もいい けど、学校 に一番

近い公園のことを知 りたい。」「いろんなことができそ うな公 園を選 ぼ う」 といった視点

か ら絞 り込めた。

②　 学 習 の 計 画 を 立 て る ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ 時 間
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・	 目的意識 ・相手意識 を明確 に して、テーマ 「まちたんけんで、はい パチ リ ！きらき

ら新聞をつ くろ う ！」を設定す る。学習計画を児童 とともに決めることで学習のゴール

がはっき りし、受 け身ではない主体的な学習 となる。

・ 持ち物や 、探検時の約束な どを確認す る。

②　 探 検 １ 「か もん 山公 園 たん けん へ行 こ う ！」・・ ・ ・・ ・・ ・ ・・ ・・ … ２時 間

・ 固 定遊 具遊 び ・秋 み つ け ・池 で魚 釣 り ・基地 づ く りな どの活 動 を通 して 、 よ さを体感

して い た。

③　 探検 で感 じた ことや見つけたことなどを発見カー ドにま とめる。・・・・… １時間
・ 疑問に思った ことや不思議 だ とおもった ことなども書かせ、調べ る活動へつなげた。

新聞掲示板 には草木 に関す ることをた くさん掲示 してお き、児童が新聞から調べ られ るよ

うに した。

④　	 探 検 ２ 「野 毛 山公 園 たん けん へ行 こ う ！」・・・・・ ・・ ・・・・ ・・・… ２時 間

１回 め の探検 を基 に して 、 よ り具 体 的 に探 検 の 目的 が分 か って い た。 ２年 生 の 「ま ち探

検 」 なの で、 思 い切 り遊 ん で くるこ とは大前 提 に しな が らも、何 が あ るのか調 べ 、 か もん

山公 園 と同 じ所違 うと ころ ・冬 みつ けな どの 目的 を もって活 動 で きた こ とで 、新 聞づ く り

の折 りに充実 した。

⑤　 探 検 で 見 つ け た こ と や 調 べ て た こ と を 発 見 カ ー ドに ま と め る 。 ・ ・ ・ … １時 間

⑥　 新 聞 づ く り ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ２時 間

探検 した公園の どちらかで一番 自分の心に残 った ことを、お家の人 に伝えるために新聞

をつ くる。（３か ら４人の グループ新聞）同 じ公園 を選んだ児童でグループを作 り、お互い

情報交換 しなが ら、新聞づ くりができるようにした。

初めての新聞づ くりになるので、 レイア ウ トには こだわ らせず、 ３人 グループ用 と４人

グループ用の ２パター ンの新 聞作成 ワークシー トを配布 した。そ して必ず一人 １箇所担 当

して書 くよ うに した。

⑦　 学習 の ま とめ と振 り返 りをす る。・・・ ・・・ ・・ ・・・ ・・・ ・・ ・・… １時 間

新 聞 は本 来読 む ものだが 、低 学年 であ る こ とか ら、あ え て、朝 の会 で順番 に発 表 す る様

に した。 書 いた 中身 を読 み 上 げ、新 聞を作 っての感 想 を言 うよ うにす る こ とで 、聞 き手 に

とって もよ り中身 を理解 しやす くす る と もに、作 り手 に とって も 自分 の新 聞 を 改 めて見 つ

め直 す こ とにつ な が った。 紹介 し終 わっ た後 に、 ７時 間 め を設 定 して、全 体 の振 り返 りを

した。

（2）　授業時間の産み出 し

本学習は ９時間扱いで、全て生活科の時間内で行った。探検や まとめの時間は基本 的に

２時間扱い とした。朝の時間には、新聞係 が小学生新聞か らおすすめの記事を紹介するこ

とや、 自宅か ら新聞記事 をもってきて紹介す ることに取 り組んだ。 また、紹介 した記事 に

ついては、精選分類 して掲示 して、いつでも児童の 目に触れ るよ うに した。

学校 で探検できなかった場所 については、休 みの 日な どにお家の人 といって報告するよ

うにした。朝の会 で、新 聞形式の発表をす る児童 もいた。

３　 「キー ・コンピテンシー」 を育成する学習と能力観 との関連

（1）　「キー ・コンピテ ンシー」との関連

①　 互作用的に道具を用い る。 （Ｂ知識 ・情報 を相互作用的に用いる）

②　 異質な集団で交流す る。 （Ｂ協力する、チームで働 く）

③　 自律的に活動す る。 （Ａ大きな展望の中で活動す る）

（2）　中教審答 申 「思考力 ・判断力 ・表現力」「言語活動の充実」 との関連

Ａ 「思考力 ・判断力 ・表現力」 との関連
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Ａ－ ２ ：事実 を正確に理解 し表現す る

Ｂ 「言語活動 の充実」 との関連

Ｂ－11： 体験 したことや調べたことをまとめ、発表 し合 う

４　低学年が新聞を活用 して学習 し、新聞形式で発信するためのてだての在 り方

（1）　授業の概要

探検に行った後に心に残ったことを発見カー ドに記 してお き、そのカー ドを基に してお

家の人に知 らせ るために新聞形式でまとめた学習である。

事前に 目的意識 をもって探検 に行 って も、行った先で新たに違 うものに出会い、書きた

い ものが変わ ることは低学年ではよくある。例えば、まだ行ったことのない公 園について、

事前に友達か らた くさんの どん ぐりがあると聞いたＡ子は、計画段階では 「秋みつ け」を

テーマ に していた。 しか し、実際に公園へ行 って遊具で遊ぶ経験 もして くると、一番お家

の人に紹介 したいことは、「遊具がた くさんあって楽 しい」とい うものに変わっていた。体

験することで感動が膨 らみ、本 当に知 らせ たい ことが見つかったのである。

そ こで、探検後に書いたカー ドを基に、本 当に書 きたい ことを選択 させた。その上で新

聞の型 を簡単に教 え、効果 的な写真や絵 も取 り入れなが ら新聞を書かせた。 ものごとを選

択する力や 自分の思いを楽 しんで表現す る力 を養 いたい と考えた。

（2）　授業の流れ

１）ね らい

探検 カー ドを基 に一番お家の人に伝えたい ことを選択 して、写真や絵を取 り入れて楽 し

んで新聞を書 くことができる。

２）準備 と板書計画

・ 準備 品

教師が精選 、「子 どもが新聞づ くりの時に活用できそ うな新聞のスクラップ」を掲示 して

きた移動式掲示板 、ワー クシー ト
・ 板書計画
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同 じものを拡大して貼り、説明時

に使う。
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発 問 ・指 示 ・説 明

説明 「今 日は、グループで新 聞を書

きます。手順 は ７つ あ ります。今 日

の学習の流れ を確認 しま しょう。」

発問 『実際に新 聞を書 くときのポイ

ン トは何で しょ う。』

子 どもの言葉 をま とめて ４ポイ ン ト

を押 さえる。 出て来ない場合 には、

こち らか ら示す。

指 示 「で は 、 グル ー プ で 新 聞 をつ く

りま し ょ う。」

「まず 、 手順 にそ って 、 レイ ア ウ ト

を決 めて 、分 担 しま しょ う。 次 に、

ポイ ン トにそ っ て、書 きま しょ う。」

机間指導 を しなが ら、書き方指導や

質問への応対をす る。

指示 「振 り返 りの視 点にそって、今

日の学習の振 り返 りを しま しょ う。」

児童の学習の実際 時間

１，７つを教師の説明 とともに読み上げて

本 時の学習のイメージをもつ。

教 師の説 明を理解 して、質問があれ ばす

る。

２，今まで新聞を読んできた ことを活か し

て、新聞を書 くときのポイ ン トを発表 し、

ポイ ン ト４つを理解す る。

10分

Ａ男 ：「い つ 、 ど こで、 だれ が 、何 を した

か を書 きます 。」

Ｂ子 ：「感想は書 きません。」

Ｃ子 ：「人に読んでもらうために書 くので

丁寧 な字や習 った漢字 を使 って書

くことです。」

Ｂ男 ：「題 名 を付 けます 。」

Ｃ子 ：「見 出 しっ てい うんだ よ。」

３，グループ毎に、新聞の レイアウ トを決

め、 自分の書 く場所 を確定す る。 （ワー ク

シー ト活用）書 くときのポイ ン トに沿って

記事 を書 く。

Ｃ男 ：「どの位置 に書きたい ？」

Ｃ子 ：「私 は公園の景色 のことを書きたい

か ら、① の部 分 を も らっ て もい

い ？」 30分

Ｃ男 ：「い い よ。」

Ｄ子 ：「じゃ あ、私 は③ 最後 の部分 を も ら

うね。一 言 コー ナー も付 け たい。」

Ｃ男 ：「い い よ。」 「じゃ あ僕 は② だ ね。 あ

とは 、一人 一人 、一 番 心 に残 った こ

とを書 こ う。」

記事 を集 めて レイアウ ト用紙 に貼 る。

Ｃ子 ：「自分が書きたいことが上手 に書け

た。」

Ｃ男 ：「みんなで協力 して新聞を作れてよ

か った。」 ５分

Ｂ子 ：「次 は、他 の グル ー プがつ くった新

聞 も読 ん でみ たい。」
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４）低学年が新聞 を書 くためのさま ざまな手だて

低学年で新聞を書 くためには、具体的で細 かい手立てが必要である。主に下の ４つのこ

とを手立て として とった。

・	 事実を書 く、いつ、 どこで、だれが、なにをした、感想は書かない、書 きたい時には

「コラム」の よ うに コーナー を設 ける。などの簡単な新聞の書き方 を教 えた。（板書計画

参照）
・ グループの人数別に新聞 ワークシー トを作成 しできあが りのイ メージをもたせ た。（本

学級では ３人グループ用 ・４人グループ用 を作成 した。）
・	 語彙表を配布 した。（小学生新聞の語尾や よく使われ てい る言葉を抜 き出 して、使 うと

いい言葉を して示 したことで、語彙が広がった。）

・ よ りよく自分の思いを伝 えるために写真や絵 を取 り入れ ることを示 した。（毎 日の新 聞

で も子 どもたちは感 じていたが、写真や絵 の効果を理解 して、実際の新聞に活か してい

た。

新聞づ く りワー ク シー ト 新聞づ くりで

つかってみ よう ！

○語 び

・～ です。

・～ で した。

・～ す る。

・～ しま した。

・～ だ そ うです。

（人 か ら聞 いた こ と）

４人用　 ３人用 ○例 え

ＦＡＸ原紙にワークシー トを印刷 しておき、各班に ２枚配布する。 ・○ ○ の よ うな
一枚は線に合わせて切って、一人一人が記事を書くためのもの。 も
う一枚は元のように記事を貼 り合わせるためのもの。

・○ ○ の よ うに

グルー プ人数別ワークシー ト	 語彙表

５　課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び

（1）　授業の概要

公園を探検 した後 に、探検 した ことを記録に残すために 「はっ見カー ド」を作成す る。

その際に、疑問に思ったことや更に調べて見た くなった ことなどを、新聞の切 り抜 きや本

か ら情報 を得た り、表現の仕方のア ドバイス を友だちか らもらった りして、協力 し、工夫

して、 よりものを作 りあげていった。

（2）　授業のね らい

探検 で発見 した ことを絵や言葉でカー ドに記録 し、探検 した公園の よさに気付いた り、

改めて発見 した りす ることができる。

（3）　グルー プでの絞 り込まれたテーマ
・ か もん山公園の地図

・ か もん山公園の 「す てき」（一押 し）

・ か もん山公園でで きること （遊具遊び ・広場で鬼 ごっ こ ・自然な ど）

・ 野毛山公園の地図

・ 野毛山公園の 「すてき」 （一押 し）
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・ 野毛山公園でできること （遊具遊び ・広場で鬼ごっ こ ・自然な ど）

・ 野毛山公 園葉 っぱでアー ト

・ 野毛山公園 とか もん 山公園を比べて （それぞれの公園のよさ）

（4）グルー プでの協同的な活動 と表現 ・コミュニケー ションの実際

１）グルー プでの協同的な活動の流れ

野毛 山公 園の 「す てき」一押 しグループでは、探検 してきたことを振 り返 りなが ら
一人一人が 「はっ見カー ド」を書いた

。「はっ見カー ド」を書 きなが ら、分か らない こ

とや言葉がないよ うに、新 聞の切 り抜 きや本で調べた り、友 だちや教師に聞いた りし

ていた。新聞作 りのための準備 として丁寧 にカー ドを書いていた。

２）グループでの表現のかたち

３人 がそれぞれ発見カー ドを書いた。それ を持 ち寄って一枚の新聞に した。

図 １ ：景色に感動 した Ｂ子のカー ド 図 ２ ：パーマー さんに感動 した Ｃ子の カー ド

図 ３ ：珍 しい どん ぐりをみつけた ことに感動 したＣ男のカー ド （裏面にもかいていた）
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図 ４ ：３人でつ くった新聞

参考 に した 新聞


朝 日小 学生新 聞 「ドン グ リコ ロコ ロの季節 」2009．9．24


朝 日小 学生新 聞 「中秋 の名 月七 草 そ えて お月 見」2009．9．30


毎 日小 学生新 聞 「６さい か らのチ ャンネル サ ラダ」2009．9～12


読売 新 聞 「『もっ ての ほか』　 お い しい 」2009．10．6


東京 新 聞 「秋 空 に誘 われ コスモ ス 見物 」2009．10．12


朝 日小 学生新 聞 「新 聞 を読 む と考 える力 がつ く」2009．10．14　 な ど


３）　グルー プでの表現物作成に至 るまでのコミュニケー シ ョン

探検の後 に、一人一人が発見カー ドを書いて、最後に新聞作成す る活動 を行 った。

Ｃ男 ： 僕は、公園でた くさんの どんぐ りを拾ったかたそのことを記事に したいんだ。 で

も、 この どんぐ りの名前がわか らないんだよ。名前知 ってる ？

Ｂ子 ： 洋服 を着てい るみたいになっているのは、スダジイだよ。新 聞掲示板に貼 ってあ

るか ら、確 かめてみた ら？

Ｃ男 ：あ りが とう。本 当だ ！ことわ ざまで載 ってるよ。 これ も記事に入れてみ よ う。

Ｃ子 ： 私は、パーマー さんが水道管 をつ くったことをお家 の人 に知 らせ る記事を書きた

いの。見出 しは 「パーマー さんってす ごい人」 に しよ うと思 うけ ど、 どうかな ？

Ｃ男 ： 何を した人がす ぐわかるよ うに 「水道管 を作 ったパーマー さん」の方がいい と思
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う よ 。」

Ｃ子 ： そ うだね。その方がわか りやすいね。

Ｂ子 ： 私は公園からいい景色が見えたか ら、その写真を使お うと思っているんだけど、

ラン ドマークタワーや海が見えているこっちの写真 に したの。 どう思 う？

Ｃ子 ： す ごくいいよ ！

上に示 したよ うな会話が聞かれた。積極的に コミュニケー シ ョンをとっていた。 このコ

ミュニケーシ ョンから児童の共働性や知識の広が りが読み取れる。

（5）　市民性 を育成するための コミュニケーシ ョン

探検の計画を立てるとき、探検 している とき、カー ドをま とめるとき、新聞をつ くると

き、な どこの単元の全 ての時間において、児童 は友だちと関わ り、意見交換す ることで情

報 を集 めた り選択 した りしていた。「○○だ と思 うよ。」「こ うした らもっ といい と思 うよ。」

「これ もいいけど、こんなアイデア もあるよ。」相手の思いを認 めなが ら自分の考えを伝 え

た り、「あ りが とう。」 「いいね。」「そ うしよう。」相手に感謝 した りす るあたたかい関係が

築かれていた。 コミュニケーシ ョンがとれ、広がっていたか らこそ 自分の思い を書いた新

聞ができあがった。できあがった新 聞を大切に読むことにつなが っていた。

６　児童の感想 と 「キー ・コン ピテンシー」育成への解釈

（1）　児童の感想

僕 は探検へ行って、珍 しい どん ぐりをた くさん拾 えた ことが とって もうれ しかった。 だ

からそれが野毛山公園のよさだ と思った。カー ドを書 くときに友 だちが、た くさんア ドバ

イスを くれて とて もうれ しかった。Ｃ子 さんが 「新聞で調べた らいいよ。」と教 えて くれた

おかげで、分か らなかった どん ぐりの名前 がわかった。新聞でも調べ られ ることがよく分

かった。 自分がみつ けた どん ぐりを探す ことができてよかった。早 く新聞 をつ くってお母

さんに見せたい。 （Ｃ男）

（2）　「キー ・コン ピテンシー」育成への解釈

上に示 した感想 にもあるよ うに、自分が探検 したことで改めて公 園のよさを考えていた。

カー ドを書 くときには、疑問をそのままにせず解決に向けて調べ学習 を行 った。友だち

との コミュニケーシ ョンも盛んにとり、ア ドバイスを受 けて よりよい新聞づ くりを してい

た。 このよ うなことか ら知識 ・情報を熟考 ・評価 し、表現 ・コミュニケーシ ョン している

こ とを解釈できる。

７　授業 を終 えて

上に示 したもの以外にも下のよ うな感想 が児童か ら聞かれ た。

・ みんなで協力す ると、た くさんの情報 が集 まってよかった。
・ 自分たちのまちの ことが よくわかった。 もっ と好 きになった。
・	 読むの も書 くのも新 聞は楽 しい と思った。 とくに書 くときには写真や絵 を付けるとよ

く伝 わると思った。
・ 新 しい ことを知 ることができるか ら、新聞を読むのが楽 しくなった。

この実践 を終 えて、低学年でもてだてを しっか り講 じれば、新聞を活用 した授業が展開

できると確信 した。新聞に対 して 「難 しそ う」「文字ばか りで嫌だな」とい うよ うなマイナ

スの構 えなく素直に向き合い、「先生。今 日は、どんな記事があるの ？」 と目を輝 かせてい

る子 どもたちの姿があった。新 聞には子 どもの 「今」 と結び付 くた くさんの情報がある。

新 聞を活用することは、創造的で子 どもの心を動 かす授業に結びつ く。今後 も低学年にお

けるＮ ＩＥの可能性 をさらに探 っていきたい。

（横浜市立本町小学校　深沢　恵子）
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第 １部　 第 ８章　 第 ９節

ＮＩＥを取 り入 れ た ケ ー タ イ リテ ラ シー の 指 導

ケー タイ を安全 に便利 に使 うコツはなにか ？

１　授業実践のポイン ト

本実践 は、 ４学年総合の学習において、思考力 ・判断力 ・表現力を育成す る授業 を行 っ

た。題材 として取 り上げた 「ケータイ」については、最近児童のケータイ所持率が増えて

きたことや連 日の ようにケー タイ に関す る問題点などの報道があ り、児童 にとって身近 な

もの となっていることか ら選定 した。

本実践 のポイ ン トは　３点である。一つめは、学習の形 として 「プ ロジェク ト学習」「ポー

トフォ リオ」 を活用 して活動を行ったことである。児童が同 じ課題 をもつ仲間 とチームを

作 り、大 きく自分の学習 を傭敵的に見なが ら戦略的に学習を進め られ るよ うに した。二つ

めは ＮＩＥの導入である。題材 として扱 ったケータイは 日々進化 し、常 に最新情報が社会に

流れている。そ こで新 聞を教材 として活用す るこ とで児童がいつでも最新の情報に触れ ら

れ るように した。三つめは多様なゲス トテ ィーチ ャーの活用である。プロの新 聞記者 と連

携 し、児童に取材 の仕方や調べた ことのま とめ方な どについてア ドバイスをもらうよ うに

した。 また、ケータイを題材 として取 り扱 うことか ら、各販売店やケータイ会社の社員の

方に直接取材 をす る機会 を設定 した。これ らの活動を通 して、「キー ・コンピテ ンシー」を

育成す る授業を行った。

２　 「キー ・コンピテンシー」育成する学習

授業実践の時期は、平成21年 度9月30日 か ら12月24日 までである。実施 した学校 は

さいたま市立鈴谷小学校、対象学年 ・クラスは、第 ４学年 １組 （男子18人 、女子15人 、

計33人 ）である。

（1）　「キー ・コン ピテンシー」を育成す る単元計画 （全28時 間）
・ 準備 … ４時間

「ケー タイ」に関する新聞記事をスクラップ し、ケー タイについて関心を持つ ととも

に、 どのよ うなことが問題 となっているのか とい うことを知 る。
・ テ ーマ ・ゴール 設 定 … ２時 間

「ケー タイ」 につ い て 自分 が調 べ たい と考 えるテ ーマ を設 定 し、友 だ ち とチー ム を作

り、活 動 計画 を立 て る。

・ 調べ学習 … ７時間

イ ンターネ ッ トや本な どの活用、ケータイ会社への取材 などを通 して必要な情報集め

を行 う。
・ 新聞づ くり … ５時間

調べてきたことをチー ムの仲間 と協力 して模造紙 に発表新聞 としてま とめてい く。
・ プ レゼ ンテー ション … ５時間

調べてきたことを他のクラスの友達や先生、保護者 にプ レゼ ンテーシ ョンす る。
・ 学習のま とめ … ５時間

学習を通 して学んだ ことを生か して、「ケー タイ」についての意見文を書 く。

（2）　授業時間の生み出 し

総合的な学習の時間をベースに各教科 ・道徳 ・特別活動の時間を配当 して全28時 間
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の学習 を行 う。 （総合17時 間 ・国語 ６時間 ・道徳 ２時間 ・特別活動 ３時間）

３　 「キー ・コンピテ ンシー」 を育成する学習 と能力観 との関連

（1）　「キー ・コンピテ ンシー」 との関連

①　 相互作用的に道具を用いる （Ｂ知識や情報を相互作用的に用 いる）

②　 異質 な集 団で交流す る （Ｂ協力す る能力）

（2）　中教審答申 「思考力 ・判断力 ・表現 力」、「言語活動の充実」 との関連

Ａ 「思考力 ・判断力 ・表現力」 との関連

Ａ－ ２ ：事実を正確 に理解 し表現す る

Ａ－ ４ ：情報を分析 ・評価 し、論述する

Ｂ 「言語活動の充実」 との関連

Ｂ－ ２ ：論述する （各教科、領域 、総合的な学習の時間）

Ｂ－11：	 体験 したことや調べた ことをま とめ、発表 し合 う （家庭、技術 ・家庭、特別

活動。総合的な学習の時間等）

（3）学習指導要領との関連

Ａ総合的な学習／①情報／②／共同して問題解決、情報の収集 ・整理 ・発信

Ｂ特別活動／②望ましい人間関係

Ｃ道徳／④主として集団や社会との関わりに関すること／集団参加

４　課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び

（1）　授業の概要

児童がチームに分かれてケータイについて調べたことを新 聞にま とめ、その内容 を友 だ

ちにプ レゼ ンす る授業 を行 った。今回のプ レゼ ンでは本番 で他学級の児童や保護者 、ゲス

トティーチャーの新 聞記者 に聞かせ る前段階 として同 じクラスのチー ム同士でお互いの

プ レゼ ンを聞き合 う活動を行った。チームごとにプ レゼン練習を行い、他のチームがその

チームのよかった点や改善する とさらに よくなる点を指摘 し合 った。

（2）　授業のね らい

自分たちの調べてきた ことを友だちにプ レゼン し、チーム同士でア ドバイスを し合 うこ

とができる。

（3）　グルー プでの絞 り込まれたテーマ
・	 自分 に合 ったデザインの見つ け方 を提案 しよ う。

ケー タイをこれか ら使 う人が自分 に合 ったデザインのケー タイ を見つ けるコツや、ケ
ータイの これまでの進化の歴史 を調べ、現在のケータイの便利性や未来のケータイにつ

いて紹介 した。

・	 安全 にだまされないよ うに使 う方法を提案 しよ う
。

ケー タイを使 った犯罪には どんなものがあるか、 どの ようにすれ ば防げるか とい うこ

とを調べて紹介 した。
・	 ケー タイ会社 の特ち ょうを紹介 しよ う

。

た くさんあるケー タイ会社 のおすすめのケータイやケー タイサー ビスの違いな どをケ
ータイ会社への取材を通 して調べ

、詳 しく発表 した。
・	 便利でエ コな使い方 を提案 しよ う

。

ケー タイでできるエコ活動 について詳 しく調べた。 リサイクルの仕組みや太 陽光発電

の仕組みな どについて紹介 した。

・	 自分 に合 うケー タイの選び方 を提案 しよ う。

特 にお年寄 りにスポ ッ トを当てて、 これか らお年寄 りがケー タイを使 う際に どの よう

な ものを選んだ らよいか とい うことを具体的に紹介 した。
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・ ケータイ会社の良い ところ悪い ところの見分け方を提案 しよ う。

ケータイ会社の特徴について調べ 、各ケー タイ会社の特徴 などを紹介 した。

・ メール を気持 ちよく安全に使 える方法を提案 しよ う。

ケータイメールの被害について調べ、被害 にあわないよ うにするには どうすればよい

か とい うことを具体的に紹介 した。迷惑メールにはどんなものがあるか、フィルタ リン

グとは どんなサー ビスか とい うことを発表 した。
・ 自分に合ったデザイ ンの選 び方 を提案 しよ う。

これか らケー タイを使 う人が、 自分 に合 ったケー タイ を選ぶためには色 ・形 ・ケー タ

イの特徴 に注 目して選ぶ ようにす ることを紹介 した。
・ 使いすぎずに正 しく使 う方法を提案 しよ う。

ケー タイを使いすぎるとどんな悪い影響 があるか を調べ、使いす ぎないよ うにするた

めの方法について具体的に紹介 した。

（4）　グルー プでの協同的な活動 と表現 ・コ ミュニケー シ ョンの実際

１）　 グルー プでの協 同的な活動の流れ

チーム ごとに 自分たちが調べてきたことをまとめた壁新聞 （各チー ム模造紙 ２枚）をも

とに練習プ レゼ ンを行 った。プ レゼンの時間 を３分 と制限 し、その中で伝 えたい ことをき

ちん と伝 えられ るように練習を させ た。 聞き手の児童 はプ レゼンを聞いて よかった ところ

（自分のチームのプ レゼンの参考になるところ） と改善すれ ばさらによくなる ところを付

箋に書 き、プ レゼ ンを聞いた後 にそのチームの模造紙 に貼 りつけるよ うにしてお互いのチ
ームにア ドバイスをし合 うように した。プ レゼ ン終了後、付箋に書かれたア ドバイスを見

合いなが ら、チームの仲間同士で 自分たちのチームのプ レゼ ンをよりよくしてい くために

改善す るべき ところな どを話 し合った。 さらに、プ レゼ ンを聞いて考 えたことや疑問に思

った ことな どを発表 させ た。

２）　 グルー プでの表現のかたち

各チーム調べてきたことを模造紙 ２枚の壁新 聞にまとめた （図 １）。そ して、３分間で調

べ た内容やみんなに提案 したい ことをプ レゼンす るよ うに した （図 ２）。

図 １　児童が作成 した壁新聞と模造紙 （ア ドバイスの付箋つき）
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図 ２　練習 プ レゼ ンをする児童の ようす

３）　グループでの表現物作成に至るまでの コミュニケーシ ョン

「安全にだま されない よ うに使 う方法チームのプ レゼ ンについて」

Ａ男 ：こんなに も迷惑 メールがあるなんて知 らなかった。

Ｂ子 ：わた しのお母 さんやお姉 さんにも迷惑メールが よく送 られてきて困るって言ってい

たよ。

Ａ男	 ：プ レゼ ンにあったよ うに、裸の写真 を送ってとか、お金を振 り込んでなんているメ
ールが来 るこ ともあるんだね。

Ｃ子 ：チェー ンメール とい うの も知 らず知 らずの うちにいろんな人にいやなメール を回す

よ うになって しま うんだね。

Ｂ子 ：プ レゼ ンにあったみたいにケータイをもつ時にフィル タ リングサー ビス をつ けるこ

とがや っぱ り大切 だね。

Ｃ子 ：フィルタ リングサー ビスが たくさんつけられ るようになって、迷惑 メールの被害が

減 っているって、ケータイ会社の方が言っていたよね。特に子 どもにはフィルタ リン

グが必要だ よね。

このコミュニケーシ ョンか ら児童がケー タイに関す る問題 点を 目分 にも起 こ りえる

ことだ と認識 し、その問題 を解決す るためには どうすればよいか とい うことを考える

ことができてい ると言える。また、チームの仲間 と自分たちの主張をまとめてい く作

業を行 い、友だ ちと協力す る態度が身 についてきていると言 える。

（5）　市民性を育成す るためのコ ミュニケーシ ョン

チームの練習プ レゼ ンが終了 した後 、児童が他のチームのプ レゼンを聞いて分かったこ

とや考えたことなどを発表す る活動 を行 った。お互いにチームのプ レゼンをさらによくす

るためのア ドバイスを し合 うことができたほか、プ レゼ ンの内容についても意見交換 をす

ることができた。ア ドバイスには付箋紙を活用 したので、普段はなかなか 自分の考 えを発

表でいない児童 も他 のチームに対 してア ドバイスを書 くことができた。

児童の書いた付箋の中には、メール の言葉遣いを正す ことの必要性や フィル タ リングサ
ー ビスの重要性 、そ してケー タイ を使 いすぎない工夫の仕方 を再確認 した とい う意見が多
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く、ケータイについての認識が深 まってきてい ると言 える。また、チームごとに自分たち

の発表 をさらによくしてい くためには どうすれ ばよいか とい うことをア ドバイス し合 う

活動か ら、チームで協力 して活動す ることの大切 さについても実感することができた よう

である。

（6）　参考 に した 図書 ・資料 ・Ｗｅｂ、等

１）　新 聞

読 売新 聞 「携 帯電 話 ・ＰＨＳな どの 回収 実績 推移 」2009．8．24


読 売新 聞 「振 り込 め詐 欺　 ケー タイ族　 標 的」2009．9．5


日本経 済新 聞 「子 供 に携 帯　 議 論 熱 く」　2009．9．28


２ ） Ｗｅｂ


「NTTdocomoモ バ イ ル ひ ろ ば 」 http://www. nttdocomo. co. jp/ 2009. 10. 15


３）図書資料


「伸ばそ うＩＣＴメデ ィア リテ ラシー」 （株）内田洋行　 教育総合研究所　2007．3


５　 市 民性育成を目指 した授業提案

（1）　授業の概要

児童が これまでチームで 自分たちの課題 について調べ た り、プ レゼ ンをした りしてきた

ことや他 のチームのプ レゼンを聞いて意見交換を した りした ことを生か して、ケー タイ に

ついての意見文 を書 く活動 を行 った。

まずは、これ までのケータイに関す る事柄 の中か ら自分の印象に強 く残 っているものを

洗い出すために 「オープン ウイン ドウシー ト」を用いて、ケータイに関す る事柄 を出 させ

た。 その後シー トを生か して意見文 に書 く題材 を決 め、意見文を書 く活動 を行 った。

意見文を書いた後 に友達同士で紹介 し合い、意見交換 を行った。 また、で きあがった児

童の意見文 は授業 にゲス トティーチヤー として来校いただいた記者 の新聞社に投稿 した。

（2）　授業の流れ

１）　ね らい

これ まで 自分が活動 してきた ことを生か して、ケータイ についての意見文 を書 き、

発表 し合 うことができる。

２）　準備

・ オープンウイ ン ドウシー ト （図 ３）

・ 作文用紙

・ 意見文の書き方の例 （意見→ なぜな ら→ たとえば→ もしも→だか ら）

３）　展開

発 問 ・指 示 ・説 明 ・板 書 児童の学習の実際 時間

発問 『これまでの学習で どんなこ とがわか １　これまでの学習を振 り返 る

りま したか』 Ａ男 ：ケータイはどん どん便利 に

（これまでの学習を振 り返 りケー タイにつ なっているけれ ど、危険もある

いての考 えを再構築す ることを促す） か ら正 しく使 う必要があること

が分かった。

指示 「これまでの学習 して きたことを社会 Ｂ男 ：これまでがんばって学習 し 10分

に発信 しよう。」 てきたこ とを知 らせたいな。

板書 【新 聞社に意見文 をと うこ うしよ う】 Ｃ子 ：もう一度 自分の調べてきた

ことや考 えを整理 しよ う。

Ｄ子 ：自分たちの意見文をゲス ト
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指示 「オープンウイン ドウシー トを書いて

みま しょう。」

説 明＜オープンウイン ドウ用紙 の書き方 ＞

指示 「オープン ウイン ドウシー トか ら今回

の意見文 に書きたいことを １つ選ぼ

う」

説明＜意見文の書 き方 のコツ＞

指示 「意見文は意見→ なぜな ら→ た とえば

→ もしも→だか らでま とめるよ うに

しよ う。」

指示 「同 じチームの仲間 と意見文を発表 し

あって感想 を言って もらいま しょ

う。」

指示 「意見文 を書いてみた感想 を発表 しま

しょう。」

４）　ワー ク シー トの 開発

テ ィーチ ャーで来てくれた記者

の先生に送ってみたいな。

２　オープ ンウイ ン ドウシー トを

書 く

Ｅ男 ：自分の考 えが とっても出 し

やすいね。

Ｆ子 ：自分のチームで調べた こと

以外に も他のチームの発表で聞 20分

いた ことが役立つね。

Ｇ子 ：どんどん考 えが浮かぶ よ。

しっか りと活動 したか らだね。

３　意見文の書く題材を選ぶ

Ｈ男 ：これがぼ くの （わた しの）
一番伝 えたいことだな

。

Ｉ子 ：ぼ くはメール の危 険につい

て調べたか ら、やっぱ りフィル

タ リングの大切 さについて書き

たいね。

Ｊ子 ：この形で書けばケー タイに

ついての 自分の意見を うま くま

とめ られ るね。

Ｋ男 ：最初に意見を書いて、「た と 50分

えば」で例 を出す よ うにすれば

読んでい る人にわか りやす くな

りそ うだね。

Ｌ男 ：「もしも」でそ うではなか っ

た ら困 ることを書 くよ うにす る

んだね。

Ｍ子 ：最後は 「だか ら」で もう一

度言いたい ことを書いてま とめ

るんだね。そ うす ると読んで く

れ る人 にわか りやす くなるね。

４　意見文を発表 し合お う

Ｎ子 ：友達に 自分の意見文 を聞い

て もらお う。

Ｏ男 ：ケータイについての自分の

意見を しっか り書けま した。

Ｐ男 ：ぼくの （わた しの）意見文 10分

を新 聞記者の方が読んで くれ る

かな。意見文が新聞にのった ら

うれ しいな。

ケータイに関す る知識 を整理 して再構 築す るために、「オープ ンウイン ドウシー ト」（図

３）を活用 した。 これまで児童 が 自分た ちの課題 について調べた り、他のチー ムのプ レ

ゼ ンを聞いた りす るなかで得た さま ざまな知識や気づきを再構成 して、考えをまとめて
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い く作業を行った。考 えを出 したのち、 自分が意見文 として書きたいことが らを選び意

見文 としてまとめてい く。 これまで意欲 をもって充実 した活動 を行 うことができたので

児童はす ぐに考えを書 くことができた （図 ４）。

図 ３　オープンウイ ン ドウシー トの例

図 ４　オー プンウイン ドウシー トを生か した意見文の例
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６　 児童の感想と 「キー ・コンピテンシー」育成への解釈

（1）　児童の感想
・ チームで協力 して、テーマな どを決める ところが とて も楽 しかった。 （Ａ男）
・ 新聞には最新の情報がのってい るとい うことが分かった。 （Ａ男）

・ 自分で何かに向かって調べる力がついた と思 う。 （Ａ男）

・ 原稿 を短 くま とめることが難 しかったけれ ど勉強になった。 （Ａ男）

・	 ３分で大切 なことをプ レゼ ンす るには、必要な部分 に しぼることが大切だ とい うこと

が分かった。 （Ａ男）

・ 思いついた ことや大切 だと思 うことをどんどんメモす る力がついた。 （Ｂ子）

・ パ ンフレッ トなどか ら大切な ことを選び出す力がついた。 （Ｂ子）

・ 取材を して生の情報 を集 めるこ とが大事だ とい うことが分 かった。 （Ｂ子）

・ ケー タイ について家族 とも話 し合 うよ うになった。 （Ｂ子）

・ 自分 もケータイ をもった ときには正 しく安全に使お うと思った。 （Ｂ子）

・ ケー タイ を使 っている家族 にもケータイについて役立つ ことを教えてあげたい と思っ

た。 （Ｂ子）

（2）　 「キー ・コン ピテ ン シー 」育 成 への 解釈

授業後の児童の感想か ら、まず児童 が自分の課題 に向かって情報 を収集す る力がついた

ことが分かる。 このプロジェク トに入 るまでに行 った調べ学習では単にたくさん情報集 め

をす ることが 目的 になって しまっていた。 しか し、今回のプ ロジェク ト学習ではケー タイ

に関 して 自分たちのチームの課題 に必要 な情報 を戦略的に得 る意識 をもつ ことができた。

最新 の情報を得 るために販売店にパ ンフレッ トをもらいに行 って調べた り、ケータイをつ

くってい る人の話 を聞 くために販売店の人 にインタ ビューを した りす る様子 もみ られ た。

また、収集 した情報の中か らチームの課題解決に とって重要なものを選び出す力 も向上

した ことも分か る。収集 した情報はすべてポー トフォ リオに一元化 して収納 してあるが、

新聞づ くりや意見文作 りを行 う際にはそのポー トフォ リオに付箋紙で印をつけなが ら必要

な情報を適切 に抜 き出す ことができていた。 そ して、新聞づ くりでは模造紙 ２枚 、意見文

では400字 原稿用紙 １枚 とい う制限の中で自分 の伝 えたいことをきちんと伝 えることがで

きた。

さらに、 自分の願い をチームの仲間 と合わせ てチームのテーマをつ くり、それ をもとに

役割分担 を して調べ学習を した り、新聞づ くりやプ レゼ ンテーシ ョンを行 う中でチームの

結束 も深 ま り、友だちと活動す ることの楽 しさを十分 に味わ うことができた ことが分か る。

チー ムの仲間 と協力 しなが ら活動す るこ との大切 さや楽 しさを十分 に味わ えた と考 えられ

る。そ して、友だ ちだけに とどま らず、家庭 でもケータイについて積極的 に話 し合い、意

見を交換す る児童 も多 く見 られた。大人 との話 し合い もふまえ、将来ケー タイを使 うよ う

になった ときに正 しい使い方 をしよ うとい う感想 もあった。

ここか ら知識 ・情 報 を熟考 ・評 価 し、表 現 ・コ ミュニケ ー シ ョン して い る こ とを解 釈 で

き る。

７　授業実践を終えて

今回の「ケータイプ ロジェク ト」の実践を終 えて、大 きな成果 を得 ることができた と感 じ

る。プ ロジェク ト学習を取 り入れ ることによ り、児童が 目的を最後 まで しっか りと持 ちな

が ら活動できた。 自分が次に何 を しなけれ ばな らないか とい うことを常に意識 していた。

また、チームでの活動を取 り入れ ることによ り、友だちと協力 して活動す ることで大きな

成果 を得 ることができることを実感 させ られた。 さらに、ＮＩＥ を取 り入れ ることによ り、

社会 とのつなが りも意識 させることがで きた と考 える。

（さいたま市立鈴谷小学校　 菊池健一）
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第 １部　 第 ８章　 第10節

新聞活用し社会で活躍する人に焦点を当てたキャリア教育

今 、輝 いている人 を追跡

１　授業実践のポイン ト

暗いニュースが多い世のなかで、明るいニュースを提供 して くれている 「今、輝いてい

る人 を」新聞のなかか ら見つ け、生 きる 目標 とす る。その人 について、新聞や雑誌、イン

ターネ ッ トな どで生い立ちや努力する姿 を調べ、ま とめ、発表す る学習 を考えた。

社会で活躍する人に焦点 を当て、漠然 とではあるが将来について も考 え させ 、夢 を持 た

せ、話 し合 った。 これ らの活動 を通 して、 「キー ・コンピテ ンシー」 を育成す る授 業を

行った。

発表場面では、児童の意欲 を高 めるためにコンペテ ィシ ョン方式を採用 した。児童相互

の評価 を取 り入れつつ、や る気 も高 める工夫 をした。また、友だちだか らいい評価 をつ け

よ うとい うのではなく、公明公正な態度を養 うこともね らった。

２　 「キー ・コン ピテンシー」 を育成する学習

授業実践 の時期 は、平成21年 度 ９月 １日か ら12月25日 までである。実施 した学校 は 目黒

区立油面小学校、対象学年 ・クラスは、第 ５学年 ２組 （男子18名 、女子15名 、計33名 ）で

ある。

（1）「キー ・コンピテ ンシー」を育成す る学習の単元計画
・ 新 聞スクラップの方法 … ３時間

新聞スクラップの方法 を指導す る。
・ テーマ決 め … ２時間

学級全体で どんな職業があるのかをブ レインス トー ミングし、教師が ウェビング し、

児童の思考を整理 しなが らま とめてい く。

新 聞スクラ ップを切 り口に、 自分の興 味のある 「今、輝 いてい る人」 を取 り上げ る。
・ 調べ学習 … ３時間

本やイ ンターネ ッ ト、一 ヶ月間ためた新聞スクラ ップ帳 で生い立ちか ら今 に至 る活躍

の秘密 を調べてい く。

・ パ ソ コンで ま とめ る … ４時 間

校 内のパ ソコ ン事 情 を考 え、ＪＵＳＴＳＹＳＴＥＭ 社 の 「一 太郎 ス マ イル 」 の 「はっぴ ょ う

名 人 」 とい うソフ トを使 う。

・ プ レゼ ンテーシ ョン … ３時間

ワー クシー トで、お互い に評価 し合いなが ら、発表を聞く。 （コンペティシ ョン形式）

・ 話 し合い … １時間

現在 「輝 いてい る人」の発表を聞いて、意見の交流を図る。特 にまとめることは しな

いで、児童の感性 に うったえる 目的でオープンエン ドで終わる。

（2）授業時間の生み出 し

本学習は17時 間扱い とし、総合的な学習 の時間15時 間　 道徳 ２時間を使 う。調べ学習や

パ ソコンでま とめる学習時間 を確保す るために、放課後に 自主的ないの こ り勉強でパ ソコ

ン室を解放 した。また、朝の会の中で、 日直が輪番で新 聞記事の中か ら題材 を選んでス ピ
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ーチする活動 を ６月か ら継続 してい る
。 さらに、今年度 ＮＩＥ実践校 に指定 されたので、定

期的に新聞スクラップを行 っている。

３　 「キー ・コンピテ ンシー」を育成す る学習 と能力観 との関連

（1）　「キー ・コンピテ ンシー」 との関連
・ ①　相互作用的 に道具 を用い る（Ｂ知識 ・情報 を相互作用的に用い る）

・ ②　異質な集 団で交流す る（Ｂ協力す る ・チームで働 く）

・ ③　自律的に活動す る （Ａ大きな展望のなかで活動する）

（2）　中教審答 申 「思考力 ・判断 力 ・表現力」、「言語活動の充実」との関連


Ａ 「思考力 ・判断力 ・表現力」 との関連


Ａ－ ４ ：情報 を分析 ・評価 し、論述す る


Ｂ	 「言語活動の充実」 との関連


Ｂ－ １１ ：体験 した ことや調べた ことをま とめ、発表 し合 う


（3）　学習指導要領 との関連


Ａ総合的な学習野時間／②情報の収集 ・整理 ・発信


Ｃ道徳／① 主 として 自分 自身に関す ること 希望 ・勇気 ・努力


／④主 として集団や社会 との関わ りに関す ること 責任 ・働 くことの意義

４　課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び

（1）　授 業の概要

新 聞スクラップやインターネ ッ トな どを利用 して収集 した情報は、最終的にプ レゼ ンテ
ー ションソフ ト 「一太郎スマイル」 を使 ってま とめてい く

。時間的制約 を設 けるため、発

表時間を20分 以内 と限った。収集 した情報 をグループで話 し合いなが ら精選 し、効果的

な見出 しをつけた り、キャッチ コピーを考 えてい く。プ レゼ ンテーシ ョン画面では、でき

るだけ短い言葉で表 し、説明は口頭で くわ しく伝 えるよ う指導 した。

（2）　授業のね らい

話 し合い活動 を行 いなが らプ レゼ ンテー シ ョン内容を作成 するこ とで、相手に伝 わ


りやすい原稿に仕上げることができる。


（3）　グルー プでの絞 り込まれたテーマ

・ スポーツ選手 グループ

イチ ロー、松井秀喜 、中村俊介、杉山愛、松 岡修三、石川遼な ど

・ 芸能人 グループ

櫻井翔、絢香、藤本隆宏 、ＳＭＡＰ、はん にゃな ど
・ 政治家 グループ

鳩山由紀夫、麻生太郎、オバマな ど
・ 作家 グループ

重松清、斉藤洋、はやみねかおる、あ さのあつ こ、原 ゆたかな ど

（4）　グルー プでの協 同的な活動 と表現 ・コ ミュニケーシ ョンの実際

１）　グルー プで協同的な活動の流れ

①　 グループで分担 しなが らテーマ に沿った資料 、新聞記事、インターネ ッ ト、雑誌の情

報 を収集す る。

②　 集 めた情報 をグループでま とめ、新 聞記事の内容 を検討す る。 この とき、一つの情報

を もとに記事 を書き進 めるのではな く、複数の情報 をもとに内容 を決定す るように指導

す る。また、 どの情報源か ら情報 を得 たのかを明 らかに し、記録するこ とを指導す る。

③　 ＰＣ でプ レゼ ンテーシ ョン資料を作成す る際に、 グループで相談 した り、メデ ィア リ
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テラシーを教え合った り、効果的な見出 し、キャ ッチ コピーを考えた りす る。

④　 プ レゼ ンテー シ ョン資料 に合 う発表用原稿 を作成す る。 ここで もグループで、話 し合

い、適切 な言葉 を探す。

⑤　 プ レゼ ンテー シ ョン資料 と発表用原稿 を作成 した ら、グループで発表練習をす る。 内

容が伝わる文章 ・資料 になっているかを相互チェ ックしなが ら作 り上げてい く。

⑥　 プ レゼ ンテー シ ョン資料 と発表用原稿 を完成 させ、 コンペティシ ョン形式で発表会を

する。

⑦　 発表後 は、ポイ ン トの集計 を行 い発表名人を決め る。

⑧　 自分たちの学習や他の グループの発表 を聞いて学んだことを話 し合い、意見交換する。

２）グループでの表現のかたち

芸能人グループのＹ子 の発表原稿 を紹介す る。 Ｙ子は落語家の藤本隆宏 さんを調べ、次

のよ うな発表原稿 （一部） を作成 した。

図 １　タイ トル 図 ２　生い立 ち

図 ３　小 さい頃のエ ピソー ド 図 ４　現在のエ ピソー ド
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図５　現在の情報 図６　新聞掲載

３）グルー プでの表現物作成に至 るまでの コミュニケー ション

プ レゼンテーシ ョンソフ トで資料 を作成 してい く過程で、常にグループで話 し合いを し

なが ら進 めていった。また、パ ソコン技能に関す る質 問も児童 同士で教え合 う姿が見 られ 、

メデ ィア リテ ラシー も養われた。 「効果的な見出 しの決定」の場面では、次の よ うな児童

のコ ミュニケー シ ョンがあった。

Ｙ子 ：「小 さい ころ は水 泳 ば か り してい た そ う」 ち ょっ と長 い か な。

Ｚ男 ：見 出 しは短 い方 が い い よ。

Ｙ子 ：「小 さい ころは 、カ ッパ 」 っ てい う見 出 しは ど うか な ？

Ｘ 男 ：い い ん じゃ ない。 比 喩 を使 っ てい る し。

Ｙ子 ：比 喩 っ て何 ？

Ｚ男 ：た とえ の こ とだ よ。 授 業 で習 った じゃ ない。

Ｙ子 ：そ うだ っ け。 ？もつ け る。

Ｚ男 ：いい ね え。 ？マ ー クも合 って い る よ。

Ｙ子 ：み ん な が、 これ 何 っ て興 味 をひ くよ うな キ ャ ッチ フ レー ズ を探 してい こ うよ。

Ｘ男 ：クイ ズ形 式 に した ら、お も しろ そ うだ よ。

Ｚ男 ：３択 に して、 手 を挙 げて も らった ら ど うか な ？

Ｙ子 ：い い ね ！それ 入 れ よ う。

話 し合 いの結果 「小 さいころは、カ ッパ ？」 とい う見出 しに決まった。話 し合いを通 し

て伝 えたいこ との要点 を確認 し、見出 しの内容 を決 めてい くことで、観点の絞 られ た見出

しを考え出す ことができた。 グループで見出 しを検討す ることで、一つ一つの見出 しが よ

り精選 されていった。

（5）市民性 を育成するためのコミュニケー シ ョン

自分たちのプ レゼ ンテーシ ョンと他 のグループの発表 を聞いたあ と、思ったこと、考 え

たこ とを発表 し合 い、意見交換 を行 った。児童の意見のなか に、 「自分 も小 さい ころか ら

目標 をもち、夢が叶 うよ うに努力 していきたい」 「た とえ夢がかなわな くて も、その とき

その ときに しっか りと将来を見据え、夢 をもつ ことが大切だ と思った」 とい うものがあっ

た。 このよ うに調べ学習を し、ま とめる学習 を通 して、現在の 自分 自身を見つめ直す き

っかけになった とい う意見が あった。広 い意味でのキャ リア教育にな ると考 える。 「今、

輝 いてい る人」を取 り上げる授業は、前向きなポジティブ思考で、子 どもたちの意欲 を非
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常に高めることができた。友 だちに よって異なる さま ざまな 「今 、輝いている人」を知 る

ことができた。意見交換の中では、いろいろな考えがあることがわか り、視野が広まった。

社会で活躍す る人に焦点 を当てることで、暗いニ ュースが多い世の中に も、明るいニュー

スを提供 して くれる人がいる ことを知 り、前向きに生きてい ってほ しい とい う願 いを込め

た。

（6）参 考 に した新 聞 、図 書 ・資 料 、デ ー タ （Ｗｅｂ）等

１） 新 聞

朝 日新 聞 「こ の 人 」2009・12．5

読 売 新 聞　 ス ポ ー ツ 欄　 2009．9．19

２ ） Ｗｅｂ

「中村俊介」 http://shunsuke.com/ 2009.12.2

「藤本 隆宏」 http://talent.yahoo.cojp/pf/detail/pp12611 2009.12.2

「はやみねかお る」 http://parkl.aeonnet.nejp/—hayamine/kaoru.html 2009.12.2


５． コンペ テ ィ シ ョン を取 り入れ た プ レゼ ンテー シ ョンの工 夫

次 の よ うな ワー ク シー トを使 って 、 １人 ５分 、 グル ー プ で20分 とした。 一人 一人 、 次 の

よ うな ワー クシー トに記入 させ た。

４） ワー クシー トの開 発

６　児童の感想 と 「キー ・コンピテンシー」育成への解釈

（1）　児童の感想

・ 雑誌やイ ンターネ ッ トで資料 を集 めることは簡 単だったけ ど、新聞か ら見つ けること
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は難 しか っ た。 （Ａ男 ）

・	 プ レゼ ンテーシ ョン資料 の中で、見出 しをつ けるときに短い言葉で考 えているとき、

新聞の見出 しの付け方が参考になった。 （Ｂ子）

・	 新聞スクラップか ら、今 回の学習が始まったが、 これか らも学級新 聞作 り、学習新 聞

づ く りを継続 して生か していきたい。 （Ｃ男）

・	 あま り今 まで新 聞を読まなかったが、今 回の学習 を通 して新聞の大切 さがわかったの

で、読 んでいきたい。 （Ｄ子）

・ Ｍ子 さんの発表が上手で、とても参考 にな りま した。Ｅ子

（2）　「キー ・コンピテンシー」育成への解釈

今 回の学習の中で、プ レゼ ンテー シ ョン資料 と発表用原稿 を作成す る過程 で、児童たち

はたびたび情報交換や他 の児童か らの意見を求 めていた。 このや りとりは見出 しのつけ方

や情報 の選択、 さらには発表練習 をお互いに見合い助言 し合 う活動を通 して完成度を高め

ることができた。 この ことはＢ子の感想か らも読み取れ る。 また、 コンペテ ィシ ョン形式

のプ レゼンテーシ ョンを し合 うなかで、友だちの発表 のよい ところに気づ き、向上 してい

こうとい う姿勢 がＥ子 の感想か ら読み取ることがで きる。

以上の ことか ら知識 ・情報 を収集 し熟考 ・評価 し表現 しコ ミュニケーシ ョン してい るこ

とを解釈 できよう。

７　授業実践を終えて

「先生、今 日の新聞貸 して くだ さい」今 日の 日直の子があせ りなが ら職員室に取 りに来

る。朝の会のスピーチで使 うために読むためだ。は じめの頃は、新聞記事を棒読み した り、

ほんの少 し内容を言 うだけだったが、最近では何度 も読み込み、内容を要約 し、それにつ

いて 自分の意見が しっか りといえるよ うになってきた。新聞 を読み続 けてい くなかで、児

童 自身が新聞の面 白さに気づいて きた。 また、 ４月か ら続 けている学級新聞 「夢」、社会

科 の単元のま とめ としての学習新聞な どでは、新聞作 りを通 して 自分の意 見を発信 してき

た。また、新聞切 り抜 き方法 を講師の方 を招いて学習 した後、作成 した。

今 回の 「キー ・コンピテンシー」の学習を通 して、児童の新聞に対する姿勢が変 わった

ことを実感 し、今後生涯 にわたって新聞に親 しんで行 ける可能性を予感 した。

（目黒区立油面小学校　鈴木裕二）
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第 ９章

中学校における知識 ・情報活用能力の育成 と

Ｎ ＩＥの授 業実践



第 １部　 第 ９章　 第 １節

Ｎ ＩＥを取 り入れた職業選択意識 を育てる能力の育成

未来 へ向 けてのハ ロー ワー ク

１　授業実践のポイ ン ト

この授業実践のポイン トは、次 の二つである。一つ めは、生徒たちがやがて社会で遭遇

す るであろ う 「職業の選択」をテーマ として取 り上げ、新聞記事 を使 った調査活動を行 っ

たこ とである。 「職 業の選択」 は、将来すべ ての生徒 が直面す る課題 であ り、昨今の景気

低迷 ・就職氷河期 などの報道を通 じて、生徒たちは就職 の難 しさを朧気 なが ら感 じ取って

お り、保護者を通 じて、生徒たちの現実の生活に影響 している問題 である。 このよ うな社

会状況だか らこそ、 自分の将来の職業について今 しっか り考えてお くことは意義 のあるこ

とであると考 えた。二つめは、個 人学習 とグループ学習 を組 み合 わせる ことに よって、互

いのコミュニケー シ ョンのなかで、他の生徒 の考 えか ら影響を受 けて 自分 の考 えが深まっ

てい くよ うな効果 をね らったことである。新 聞記事のスクラップまでは個人学習中心で進

め、スクラップ新 聞作 りとプ レゼ ンテー シ ョンは、 グループで協力 して行 った。最後 にま

た個人学習に戻 し、職業 についての考 えや 自分 の夢を発表 して文章 にま とめる とい う一連

の流れの中で、生徒たちがさま ざまな形 のコミュニケーシ ョンを行 うことによって 自分 自

身の考 えが磨かれ てい く過程 を大切 に したい と考 えた。 これ らの活動 を通 して、 「キー ・

コンピテンシー」を育成する授業を行 った。

２　 「キー ・コンピテンシー」 を育成す る学習

授業実践 の時期 は、平成21年10年16日 か ら12月16日 までである。実践 した学校は、

東京都武蔵村山市立第五中学校 、対象学年 ・クラスは、１年 ４組 （男子20名 、女子20名 、

計40名 ）である。

（1）　 「キー ・コン ピテ ンシー 」 を育 成 す る学 習 の 単元 計 画 （全19時 間 ）

１） 事前 の 活動

様 々な職 種 に つい て の学 習 ・職 業 の意義 につ い て の学 習 ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・… ２時 間

身 近 な人 へ の イ ン タ ビュー ・・ ・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・… 夏休 み 中の課 題

２ ） 今 回 の 授 業

①　 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … １ 時 間

今 後 の 学 習 の 進 め 方 、 新 聞 ス ク ラ ッ プ の 方 法 の 説 明 、 ク ラ ス テ ー マ の 提 示

②　 ハ ロ ー ワ ー ク か ら の ゲ ス ト テ ィ ー チ ャ ー の 講 演 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ２ 時 間

③　 グ ル ー プ テ ー マ の 検 討 ・決 定 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … １ 時 間

④　 新 聞 記 事 ス ク ラ ッ プ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ４ 時 間

家庭で毎 日行 うこととす るが、授業 内で も時間 を取って行 う。ス クラ ップの方法 ・出

典の明記 ・著作権 な どの指導 も繰 り返 し行 う。新聞記事 の読み取 りや内容の把握 に家庭

の協力 を仰 ぐ。

⑤　 ス ク ラ ッ プ 新 聞 の 作 成 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ６ 時 間

作 り 方 を 説 明 し 、 使 用 す る 記 事 の 検 討 、 新 聞 の 割 り付 け を 行 い 、 ス ク ラ ッ プ 新 聞 を 作

成 す る 。

⑥　 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ３ 時 間
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主張す ることの確認、プ レゼ ンテー シ ョンの役割分担 と原稿作成 を行 う。

⑦　 「みんなで よ りよい社会 を創 ってい こ う」意見交換会 ・・・・・・・・… １時間

授業の感想 を述 べ合い、将来の夢について話 し合 う。 また、将来社会 の一員 となるに

あたって、 どの よ うな力 をつけていかなければな らないのかにつ いて話 し合 う。

⑧　	 学 ん だ こ との確 認 とま とめ ・・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・・ ・ ・… １時 間

「どん な こ とを考 えて 職 業 を選 ぶ か」 につ いて 、 各 グル ー プ の発 表 を 聞 き、 み んな で

話 し合 った 内容 を も とに して文 章 にま とめ る。 授 業 の感 想 も書 く。

（2）　授業時間の生み出 し

今 回の学習 には、事前 の活動 を除いて19時 間を要 した。

総合 的な学習の時間 （８時間）　学級活動 （４時間）　道徳 （３時間）　社会 （４時間）

できる限 り総合的学習 の時間 ・学級活動 ・道徳 を確保す るよ うに努力 した。

３　 「キー ・コン ピテンシー」を育成す る学習 と能力観 との関連

（1）　「キー ・コン ピテ ンシー」 との関連

①　相互作用的に道具を用いる （Ｂ知識や情報を相互作用的に用いる）

②　異質な集団で交流する （Ｂ協力する能力）

③　 自律的に活動する （Ａ大きな展望の中で活動する）

（2）　中教審答 申 「思考力 ・判断力 ・表現 力」、「言語活動の充実」 との関連

Ａ－ ２ ：事実 を正確 に理解 し表現す る

Ｂ－11： 体験 した ことや調べ たことをま とめ、発表 し合 う （家庭、技術 ・家庭、特別活動、

総合的な学習の時間等）

（3）　学習指導要領との関連

Ａ総合的な学習／②共同 して問題解決／情報の収集 ・整理 ・発信

Ｂ特別活動／②働 くことの意義

Ｃ道徳／④主として集団や社会との関わ りに関すること／働 くことの意義

４　課題解決のための活動的・協 同的 ・表現的な学び

（1）　授業の概要

今 回の授 業は、 これ までに身 につけた職業に関す る知識 をもとにして、 Ｋ Ｊ法 とウェ ビ

ングによ り生徒 自らが課題 を設定 し、同 じ課題 を設定 した生徒 同士でグループを作 り、新

聞 を使 っての調査活動を行 った。新聞記事 のスクラ ップは個人の活動 となったが、記事 の

読み取 りに家庭の協力を依頼 し、記事を探す ときにクラス全員協力 して見つ けられ るよ う

な工夫 を した。 また、著作権についての指導 を行 い、記事の出典 を明 らかにす るよう繰 り

返 し指導 した。次 に、集 めた記事 を使ってスクラ ップ新聞を作 り、職業 （職業選択）に関

す る各 グループの主張 （意見）を発表 した。 さらに、発 表を聞いた後 に、意見交換会 を行

い、授業の感想や将来の夢、今就職 について考えていることなどを述べ合 い、将来社会の

一員 として よ りよい社会 を創って行 くには、今か ら何 をすることが大切 なのかについて考

えた。そ して最後 に、 この授業で学んだこ とをもとに して、「自分が将来就職 す るとき、

どんな ことを考えて職業を選ぶか ？」とい う課題 についての意見文 を書いた。

（2）　授業のね らい

新聞記事 スクラップや意見文の作成な どの個人学習 とス クラ ップ新 聞の作成やプ レゼ ン

テー シ ョンなどのグループ学習 を組み合わせ て、知識 ・情報 を道具 として使 用 し、表現 し、

多様 なコミュニケーシ ョンを行 う中で、他の生徒の意見 に影響 を受けなが ら自分の考えが

深 まってい くよ うな場面 を設定す る。

（3）　グルー プでの絞 り込 まれたテーマ と活動内容
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Ｋ Ｊ法 とウェビングに よってテーマ を絞 り込んだ結果 、次の ６つがグループのテーマ と

して取 り上げ られ た。

・	 どんな仕事に就 けば、 どの ぐらいの収入 が得 られるの ？ （２グルー プ）


職業 を給料 ・収入の面か ら調べ る。 ２グル ープ に分けて調べ ることになった。

・	 仕事にはどんな種類 の ものがあって

、 どんな資格 が必要なの ？ （１グループ）


どんな種類の仕事があって、就職す るには どんな資格 が必要なのかを調べ る。

・ 職場での人 間関係 って

、難 しいの ？ （１グル ープ）

いい仕事 をす るには人 間関係 が大切 とい うゲス トティーチャーの話か ら、仕事 と人

間関係 について調べ る。
・ 自分 に合った仕事 とは ？仕事 の楽 しさって何 ？ （２グループ）

やっていて楽 しい と感 じる仕事 に就 きたい と考 える生徒が多 く、その よ うな意見を

も とに設定 されたテーマである。 ２グルー プに分 けて調 べることになった。
・ 仕事のや りがいって どんなこ と？ （１グルー プ）

仕事で感 じる達成感 ・充実感 に着 目して設定 されたテーマであ る。
・ 就職不安 ・解雇 ・リス トラのニ ュー スばか り

、 どうなって るの ？ （１グループ）

就職環境のきび しさを感 じ取 り、そのこ とにつ いて調 べよ うとす るテーマである。

（4）　グルー プでの協同的な活動 と表現 ・コ ミュニケー シ ョンの実際

グループ内で行われ た協 同的な活動や表現 ・コミュニケー シ ョンは、 （３）で 「職場の人

間関係 って、難 しいの ？」 とい うテーマ を設定 したグル ープ （４班）で行 われた内容 を追

って、以下に記述する。

１） グルー プでの協同的な活動の流れ

①　 グルー プのテーマ を絞 る。

これまでに学んだ職業に関す る知識 をもとに、Ｋ Ｊ法 とウェビングにより調べ学習の

テーマを決定す る。 同 じテーマを設定 した生徒同士でグループを作る。

②　 テーマ に沿った新聞記事 を収集す る。

自分 のグループのテーマに合 った新 聞記事 を切 り抜いてスクラップす る。記事の読み

取 りや 内容 の把握 に家庭の協力 を仰 ぐ。 また、他 のグル ープのテーマに合 った記事 を見

つ けた場合 は、その記事 を提供 し合 う。

③　 収集 した新聞記事か ら、職業 （職業選択） に関 してのグルー プの主張を考 える。

スクラップ した新 聞記事を使 って、 自分のグループのテーマについて どのよ うなこと

が言えるかをグル ープの メンバー と検討 し決定す る。

④　 グループの主張を述べるために必要 な記事 を選ぶ。

スクラップ した記事の中か ら、③ で決 めたグループの主張を述べ るために適 した記事

を選び出す。

⑤　 選んだ記事を使 ってスクラップ新聞 を作成す る。

スクラ ップ新 聞の割 り付 けを考え、新聞作成作業の役割分担 を して、グル ープで協力

してスクラ ップ新 聞を作る。

⑥　 プ レゼンテーシ ョンの分担 を決 める。

作成 したスクラップ新聞をも とに、グループの主張をプ レゼンテーシ ョンす るための

原稿 を作成 した り、プ レゼ ンテー シ ョンを した りす る際の役割分担 を決 める。

⑦　 プ レゼンテーシ ョン原稿 を作成す る。

「は じめ」 「なか」 「ま とめ」 「むすび」 の文章構成 についての指導 を行 い、この ４つ

の部分 を分担 してプ レゼ ンテー シ ョン原稿 を作 る。

⑧　 プ レゼ ンテーシ ョン後に、感想や将来の夢 な どを語 り合い、 自分の職業について今 ど

う考えているかを発表 し合 う。
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「みんなでよ りよい社会を創 ってい こう」 とい うテーマで意見交換会 を行 う。

２）グルー プでの表現のかたち

次 に示す ワークシー トは、 ４班 がグループの主張をプ レゼ ンテーシ ョンす るために作成

した原稿 である。 実際は、 「は じめ」 「なか」 「ま とめ」 「むすび」 の各部分 を分担 して、

４人の生徒が作成 した ものであるが、 ここでは便宜上 １枚のワー クシー ト上に示す ことと

す る。

プ レゼンテーシ ョンの原稿 （４班）

グループのテーマ （職場 での人間関係って、 しい の ？）

１． 「は じめ 」 …全 体 の 内容 の 予 告 ・紹 介 ・あ ら ま し

私たちの班は、 human relationship というテーマで、人間関係の ことについて調べま した。グル

ープでの調査や新聞作 りはみんな積極的に意見を出し合って注意 し合って、とても順調に進みま し

た。特にどの ような字の大きさにすれば見やすいかや、 どのような色を使 えば見やす くなるかなど

を工夫 しま した。それでは私たちの頑張った成果を聞いてください。

難

２．「なか」…新聞記事の内容

私たちの班は、人間関係 を調べることになり、 ２つの記事について話 し合いました。

まずは じめに職場での問題を引きずっている40代 の女性の記事について説明します。 この記事

は、10年 前に働いていた職場に、話 し方の乱暴な男性がいて、その人に会ってから、他の男性の前

に立っても冷や汗が出た り、動揺 した りするようになってしまいました。親類同士の食事で、 とな

りの席の人が男性でも同 じ気持ちにな り、10年 前のことを引きずっているような形になって しまい

ます。専門家によると、不安か らこの症状が引き起 こされている可能性が高いので、自分の気持ち

を心の内側ではないところに向けてみたほ うがよいとのことです。

次の記事は、ス ピー ドスケー トで優勝 した加藤選手についての話です。10月23日 、今季開幕戦

の全 日本距離別選手権の ５００ｍで、２年ぶ りに同じチームの長島選手に完勝 しま した。開幕前ま

では、長島選手に注 目が集まっていることに、刺激 されていました。加藤選手 と長島選手。お互い

の存在 を刺激剤に して高め合った先に、バ ンクーバーオ リンピックの表彰台があると書いてありま

した。

３．「まとめ」…グループの人の感想 ・考察 （考えたこと）

一番 目の記事に対する感想 としては、「この男のような人がいるから、このような被 害が出る。

この男 のよ うな人がいなければ被害者は出なかった。」 とい う意見が一番多かったです。個人的に

は、 「最低だ。」 「このよ うな病気にかかって しまってかわいそう。」「自分勝手すぎるとい う意見も

あ りました。二番 目の記事に対 しての感想では、「ライバルは良いものだ と思った。」「ライバルの

おかげで成長できたのではないか。」 とい う意見が一番多かったです。個人的には 「何でも競い合

えるライバルを作ってお くことが大切だ。」 「ライバル とい うものに対す るイメージが変わった。」

などの意見 もありま した。

４． 「む す び 」 … グ ル ー プ の 主 張 ・意 見

前の人が発表 した ２つの記事から私たちのグループは、職業について学ぶことがた くさんあ り、

少 しで も深 く考えよ うとすることで、人間関係の大切 さに気づきました。たとえば、ライバルがい

たおかげで、オリンピックで表彰され るきざしが見えるというよい人間関係の例もあれば、40代 の

女性のよ うな思いをする人がいるとい うような悪い人間関係の例 もあ ります。態度の悪い男性のよ

うな人が減 り、何か好 きなことや頑張れることに打ち込めるような人間関係を築いていけるといい
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と思います。また、お互いを高め合 える人間関係がもっと深まればもっ といい社会ができると思い

ます。私たち、人間関係について調べたグループは何事も良くないことはお互いに注意 し合い言い

合 うことができて、自分の才能を伸ば していけるよ うな職場で働 きたい と思います。私たちのグル

ープは、この ２つの記事から、仕事を選ぶ ときには、人間関係 について考えることがとても大切だ

ということが分か りました。

下の写真は上記の ４班が作成 しプ レゼ ンテーシ ョンで掲示 したスクラップ新聞である。

図 １　４班が作成 したスクラップ新聞

３）グルー プで表現物作成に至 るまでの コミュニケーシ ョン

スクラップ新聞やプ レゼ ンテー ション原稿 を作成する授業の中で、 ４班 の生徒 の間で次

の よ うなコ ミュニケー シ ョンが見 られ た。

①　新聞記事からグループの主張を決める話し合いの中で

Ａ子 ：グル ープの主張はどんなの にす る ？

Ｂ子 ：職場にはいい人間 関係 もあれば、悪い人間関係 もある とい う主張で どう？

Ａ子 ：でもそれ じゃあただ記事 の内容 をそのまま言 っているだけ じゃない。

Ｃ子 ：自分たちが就職す る ときの ことを考えて、テーマの 「人間関係 」 と結びつけてグ

ループの主張を考えなければいけないん じゃない ？

Ｂ子 ：就職 するな ら人間関係がいい職場 の方がいい よね。いい人 間関係 を作って、お互

いに悪い ところを注意 し合 えるくらいの職場がいいね。

このコ ミュニケーシ ョンを通 じて、新 聞記事の内容 をそのまま発表 してグル ープの主張

に しようとい う意見を出 した Ｂ子が、Ａ子やＣ子の反論 によって考えを深 め、人 間関係 に

ついてのよ り深い認識 に至ったことが読み取れ る。
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②　 スクラップ新聞の作成する作業のなかで

当初 は、 グループ内で ２～ ３人の生徒 が作業を しているだけで、残 りの生徒は何 を し

ていいのか分か らず、作業 を見てい るだけだったが、

Ａ子 ：仕事 をみんなで分 けよ うよ。分担 して仕事 を した方 が早い よ。

Ｂ子 ：仕事を どう分ける ？

Ａ子 ：記事 を要約す る人、見出 しを考える人、記事のついての感想 を聞いてま とめる人、

グループの主張を考 える人、紙面に書 く人 に分かれ よ う。

その後、分担 に したがって作業 を進め、効率的に時間が使 えるよ うになった。今回の実

践のなかで もっ とも時間を要 したのがスクラ ップ新 聞の作成であった。 グループによって

作業の進捗状況 に差が出て、遅れ たグル ープは放課後残って新聞 を完成 させた。上に取 り

あげた ４班の ように、仕事 を分担 して班員 が協力 し合 って作業が進 め られたグループは、

スムーズに作業 が進み、他の学習 に十分時間をかけることができた。そ うい う意味で、 こ

のコ ミュニケーシ ョンは価値のあるものであると考える。

（5）　参考 に した新 聞 、図 書 ・資 料 、Ｗｅｂ、等

１） 新聞

読 売 新 聞 「高 給求 めて 西 へ」2009．10．31

朝 日新 聞 「ライバ ル 最 高 の刺 激剤 」2009．10．31

東 京 新 聞 「探 訪　 都 の企 業　 問屋 編　 下　 金 魚 問 屋　 金 魚 坂 」2009．11．7

朝 日新 聞 「人 生案 内 （男性 に会 うと冷 や 汗 ・動 揺）」2009．11．8

読 売 新 聞 「孤 高 の職 人　 輪 の 中心 に （イ チ ロー ）」2009．11．10

日本 経 済新 聞 「家 計収 入 目減 り一 段 と」2009・11．28

２）図書 ・資料

妹尾彰 ・福 田徹 『新 聞を知 る新聞で学ぶ　 家庭 ・学校 ・社会で役 立つＮ ＩＥ』 晩成書房　2

006．3．20

鈴木伸男 『こうしてできたＮ ＩＥ　新聞でわ くわ く授業』 白順社2006．6．15

光野公 司郎 『「活用 ・探究型授業」 を支える論証能力』 明治 図書出版2009．6

石井順治 『「学び合 う学び」が生 まれ るとき』世織書房2004．8．9

５　市民性 を育成するためのコ ミュニケー ション

（1）　授 業の概要

プ レゼンテー シ ョン終了後、「みんなで よ りよい社会 を創 っていこ う」 とい うテーマを

設 け、今回の授業の感想や将来 の夢、今将来の職業 について考えてい ることな どを述べ合

う。

（2）　授業の流れ

１）ね らい

今までの学習 を振 り返 る と同時 に自分 の将来に思い をはせ、将来社会 の一員 として、 と

もに協力 して よりよい社会 を創 ってい くメンバー となってい くことを自覚 させ る。

２）準備 と板書計画


教師か らのメ ッセージを書いたプ リン ト


３）展開


発 問 ・指示 ・説 明 生徒の学習の実際 時間


発問 『これまで約20時 間か けて １　今 までの授業 を振 り返って感想 を述べる。


この授 業 を進 めてきま した 10分


が、 どうで したか ？』


中心発 問 『この授業 では、職 業 ２　将来 の夢や就 きたい職 業、その ために今
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をテーマ と して学習 して き 頑張 ることは何 かについて語 る。


ま したが、君た ちは今 、 自 ①プ ロ野球選手


分 の将 来の職 業 につい て ど ② ゴスペル シンガー


う考 えてい ます か ？』 （将 ③小学校 の先生


来 の夢や展 望 を発表 させ る ④ ジャズダンサー 30分

とともに、他 の人の将来 の ⑤まだ具体的には決 めていない　 な ど

展望 を聞いて さ らに深 く考 Ａ男 ：あの子はそ うい う職業 に就きたいのか。

えさせ る） Ｂ子 ：私 はまだ将 来の こ となんて何 も考 えて

説 明 ＜教師 自身 がなぜ この職業 ないよ。


を選んだのか についても話 し Ｃ男 ：先 生はそ うい う理 由で教師 になったの


て聞かせ る＞ か。


指 示 「教 師か らの メ ッセー ジの ３　働 くことの意味について考 える。 10分

文章を読んでみ よ う」

この授業での生徒の発言 について

将来の夢 としては、プロ野球選手、 ゴスペル シンガー、小学校 の先生、ジャズダンサー

な どがあげ られた。 中学校 １年生 とい う今の段階で、就 きたい職業 があ る生徒が意外 と多

か ったことが印象 に残 った。 また、 自分 が今取 り組んでいることを活か して将来の職業 を

考 えようと してい る生徒 も数人いた。地域の野球チームに所属 して一生懸命 に活動 してい

る生徒がプ ロ野球選手になることを希望 した り、歌やダンスを習ってい る生徒が ゴスペル

シンガーやジャズダ ンサーになることを希望 してい る例 がそれである。

望みをかなえるために今頑 張ることについては、 しっか り学習 して学力を身 につける、

運動を して体力 をつける、資格 を取っておいたほ うが よいな どの意見が多 く出 され た。ま

た、あい さつをきちん とで きるよ うにす る、敬語 を正 しく使 えるようにするな ど日常生活

の改善を図 る必要が ある とい うような意 見 も出た。 この よ うに、 これか らの生活にす ぐに

活か してい ける意 見が出たことが、今回の授業の一つの成果ではないか と考 える。

４） ワー ク シー トの 開 発

教師か らのメ ッセージ として配布 した文章は、次の通 りである。


「働 く こ との 意 味 」


今回の学習では、最近の不景気から起きている就職環境のきび しさがクローズア ップされたま した

が、自分が職に就き収入を得て、自分や家族の生活を支えていくとい うことは とても大切なことです。

しかし、働 くとい う行為には、収入を得ること以外にも大切な意味があ ります。 「働 く」＝ 「端楽」 と

い うハロー ワークの大久保 さんの話 を覚えていますか ？働 くことで周 りの人を楽にする ・楽 しませ る

・幸せ をもたらす とい う意味だったと思いますが、一人の人間の働きによって、その周 りの何人 もの

人が幸せになれます。君たちはまだ気づいてないか もしれませんが、「自分が幸せ になりたい」 とい

う気持 ちを誰 もが持つように、「人の役に立ちたい」「人に認められたい」 とい う気持ちも、すべての

人間の心の中あるのではないで しょうか。 自分が働 くことで周 りの人の役に立ち、人を幸せにする。

自分が働 くことで人の役に立ち、人 に認められ る。職業 （仕事）にはそ うい う面があ ります。 この世

界に住む一人一人の人間の、毎 日毎 日の労働が周 りの人に幸せをもたらし、 この世の中を創 りあげて

いるのです。君たちのお父さんやお母 さんの今 日一 日の労働が、いったい何人の人の幸せにつながっ

ているのか考えてみましょう。

君たちはまだ中学生でその中の一員にはなっていませんが、遠 くない将来、その一員 として社会に

出て行 きます。自分が得意なこと不得意なこと、自分にできることできないことをしっか り見すえて、

「自分はどうい う面か ら人の幸せ を支 えていけるのか。」「どうい うことで人の役 に立てるのか。」こ

うい うことをしっか りと考えることが、自分に適 した仕事を選ぶキーポイン トではないかと思います。

自分を鍛え能力を伸ばし、自分を高めてい くことが、将来の可能性を広げてい くことにつながります。
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職業選びは、 自分の生き方選びでもあ ります。近い将来、社会の一員としてともに力を合わせて働け

る日を楽 しみに待っています。	 （河　太久哉　 2009）

６　生徒の感想 と 「キー ・コンピテンシー」育成への解釈

（1）　生徒の感想
・ 今回の授業で新聞を読んでみ て楽 しかった。テ レビのニュースでは分か らないことを

知 ることができたので、新 聞記事 を書 く記者 はす ごい と思 った。

・ お母 さん と老後についての話 を した。年金 はこれでは少ない と思った。
・	 グループ活動 をや ってみて、 自分では思いつ かなかったことを、他 の人が思いついた

とき、 「そ うい う考 えもいいなあ」 と思った。

・ グループの意見がま とま らなかった ときに、一人の人 がま とまるよ うに頑張って くれ

てす ごく偉い人だな と思った。協力 ができてよか った。

・	 私は、好 きな職 業に就 くことが幸せ だと思 っていたが、好 きな職業に就いて も、悩 み

や辛い ことだってある とい うこ とがわかった。

・ 今まで新 聞に触れ ることはなかったけれ ど、 このＮ ＩＥの学習 をするこ とで新聞に触

れ ることも増 え、記事 を読むこ とも増 えま した。また、新聞の一つ一つの記事に深い意

味が込め られているこ とが分か りま した。 この学習を して、夢 に一歩でも近づけるよ う

に頑張 りたい と思いま した。

（2）　 「キ ー ・コ ン ピテ ン シー 」育 成 へ の解 釈

生徒の感想 には、今 回のＮ ＩＥを取 り入れた職業 についての学習 を通 して、今まで よ り

も新聞 を読 む機会が増 え、社会の さま ざまな出来事 に関心を持つ ようになった と書かれ い

る。 また、グループでの活動では、 自分 が気づかなかったことに他 の人が気づ き、その人

の意見 を聞 くことによって 自分の考えが深 まった り、改まった りしてい く体験 を多 くの生

徒 が してお り、その ことがグループ活動の楽 しさにつながっている とい うよ うに読み取れ

る感想 も多 く見 られ る。 スクラップ新聞作 りやプ レゼ ンテーシ ョン原稿作 りでは、グル ー

プのメンバー と協力 して一つ のものを作 り上げてい くこ とに対す る充実感や達成感が感 じ

られ る感想 も出 され てい る。以上の ことか ら、知識 ・情報 を収集 し、熟考 ・評価 し表現 し、

コ ミュニケー シ ョン していることを解釈で きるのではなかろ うか。

７　授業実践を終えて

今回の授業で職業 をテーマ として取 り上げるにあた り、昨今 の景気 の低迷 に起因す る解

雇 ・リス トラや若者の就職状況の きび しさな どに話題が集 中す るのではないか とい う心配

が あった。職 業をその よ うな面か らばか り見て しま うと、生徒た ちは 自分の将来 に関 して

夢や希望 をもてな くな り、この授 業がか えってマイナス になって しま うのではないか とも

考 えた。 しか し、こ うい う時代だか らこそ、今職 業について学習 してお くことが必要 であ

る と考 え、今 回の授業を計画 した。ふた を開けてみる と生徒たちは、職 業につ いて さまざ

まな面か ら調べ、お互いにコ ミュニケーシ ョンを図 りなが ら自分 の考 え深 めていった。そ

して何 よ りも、生徒たちが新聞を通 して世の中の動 きに興味 ・関心をもつよ うになった こ

とが一番の収穫で ある。 これか ら生徒た ちが生 きてい く時代は社会の変化が激 しく、常 に

ア ンテナ を張ってそれ に対応 していかなけれ ばな らない。 そ うい う意味でも今回の授業は

彼 らに とって意義 あるものになったのではないか と考 える。

（武蔵村山市立第五中学校　 河　太久哉）
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第 １部　 第 ９章　 第 ２節

Ｎ ＩＥを利 用 した 思 考 力 ・判 断 力 ・表 現 力 の 育 成

内容の伝わ りやすい新聞を作るには

１　授業実践のポイ ン ト

生徒たちが今 まで行 ってきた新聞作 りでは、一人一紙を作成す ることが多かった。 でき

あがった新聞を見てみる と、明 らかに一つ の資料 をもとに丸写 しを していた り、個人的な

意見が多かった りと内容 に偏 りが見 られた。一人で作業を進 めてい くと、 どうして も個人

的な考えや好みに左右 されて しま う傾向にある。そ こで今 回の学習では、 ５～ ６人のグル
ープで一つの新聞を作 り

、作 る過程でお互いに記事の内容や書き方、紙面構成について意

見の交換 をしてい く。話 し合いを通 して、収集 した情報を基に何 を記事 として取 りあげる

か、記事の配置の仕方 などを検討 し、 自分たちの伝 えたいことが正確 に伝 え られる新聞を

作 り上げられ るよ うに した。複数 の 目によるチェックや意見を取 り入れ ることで新聞の内

容 に客観性 をもたせたい と考 えた。

また、実際の新聞を参考に した紙面の構成 を取 り入れ 、壁新 聞を作成 させた。特 に見出

しを考える場合、記事 の内容 を熟読 し、言いたい ことを見抜 く力 とそれ を表現する力が必

要 となって くる。生徒が新聞を作成する場合 、内容 については十分に考 え、書いてい くも

のの、見出 しについてはその表現方法な どを学ぶ機会がほ とん どなかった。そ こで、 この

学習では新聞記者 をゲス トティーチャーに招き、実際の新 聞作 りについて話 を聞いた。見

出 しのつ け方や記事の書 き方 について学びなが ら新たな表現方法 を身 につける機会 を設 け、

さらに、 さまざまな新 聞記事 を読む ことで文章 を読み取る力や表現す る力をつけ させ たい

と考 えた。これ らの活動 を通 して、「キー ・コンピテンシー」 を育成する授業を行 った。

２　 「キー ・コン ピテンシー」を育成す る学習

授業実践の時期 は、平成21年 度 ９月28日 か ら12月18日 までである。実施 した学校 は、

栃木県河内郡上三川町立本郷 中学校、対象学年 ・クラスは、 ２年 Ｃ組 （男子15名 、女子

11名 、計26名 ） である。

（1）　「キ ー ・コ ン ピテ ン シー」 を育 成す る学習 の単 元 計画 （全11時 間 ）

・ テ ー マの決 定 … １時 間

学習活動開始前か らメタボ リック症候群 に関する新聞記

事のスクラップを実施す る。５～ ６名 の小 グループを作 り、

メタボ リック症候群 から連想するキー ワー ドを書き出す。

各 グループが挙 げたキー ワー ドと、ス クラップ した新聞記

事か らテーマ を導 き出す。学級全体で五つのキー ワー ドに

絞 り、各 グループのテーマ とす る

・ 調査活動の実施 … ３時間 図 １　スクラップをする様子

グループのテーマ に沿 った新聞記事のスクラップやインターネ ッ ト、書籍を利用 した調

査活動 を行 う。新聞スクラップは教室内に掲示 し、常に閲覧できるよ うに してお く。イ ン

ターネ ッ トな どで収集 した情報はグループ内で共有 し、複数人で情報の取捨選択 を行 う。
・ 情報の分析 とまとめ … ６時間

グループで行 った調査内容 をま とめ、壁新聞の作成を行 う。作成す る際、学級に届いて
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いる新聞を参考に しなが ら見出 しのつけ方や レイアウ トの仕方 を学習する。 また、新聞社

の記者 をゲス トテ ィーチャーに招 き、見出 しのつけ方や記事の書き方、新聞が作 られ る過

程について講話 をいただ く。

作成後は新聞を掲示す る。お互いの新聞を見 ることで新たな情報 を知 り、他 の新聞の作

成上の工夫点な どにも気付 く機会 とする。
・ 学 習 の ま とめ … １時間

自分たちの調査や他の グループの新聞を通 して学んだことや今後の参考になったことを

ま とめ、意見文 を書 く。意見文は数名 のグループでお互いに発表を行い、意見交換 をす る。

その後、新聞の投稿欄 に投稿す る。

（2）　授 業時間の生み出 し

この学習は11時 間扱い とし、学級活動の時間を利用 して行 う。 また、朝の10分 間読書

の時間を利用 し、新聞を読む時間を確保す る。新聞のスクラップ も同時に進 め、活動全般

を通 して関連記事 のスクラップを継続 してい く。

３　 「キー ・コンピテンシー」 を育成す る学習 と能 力観 との関連

（1）　「キー ・コンピテ ンシー」との関連

①　 相互作用的に道具を用いる （Ｂ知識や情報を相互作用的 に用い る）

②　 異質 な集 団で交流す る （Ｂ協力す る能力）

③　 自律的に活動す る （Ａ大きな展望のなかで活動す る）

（2）　中教審答申 「思考 力 ・判断力 ・表現 力」、「言語活動の充実」 との関連

Ａ 「思考力 ・判断力 ・表現力」 との関連

Ａ－ ２ ：事実 を正確 に理解 し表現す る

Ａ－４ ：情報 を分析 ・評価 し、論述す る

Ｂ	 「言語活動の充実」 との関連

Ｂ－ ２ ：論述す る （各教科、領域、総合 的な学習の時間）

（3）　学習指導要領との関連

Ｂ特別活動　②心身の健康 と安全

４　文章を読み取 り、表現 力を育成する授業

（1）　授業の概要

日頃、読 んでいる新 聞の中か ら見出 しに着 目し、本授業 を進 める。授業の前半では、生

徒にあ らか じめ一部ずつ配布 しておいた新聞の中か ら印象深い見出 しを書 き出 させ る。机

間指導 しなが ら、生徒が ワークシー トに書 き出 した内容 を確認 し、表現に特徴 のある見出

しをいくつか黒板 に掲示する。掲示 した見出 しをもとに表現方法や文字数 などに注 目し、

見出 しに使われている工夫や特徴 をまとめる。

授業後半では見 出 しを隠 した新 聞記事を使 い、実際

に見出 しを考 える作業を行 う。 この活動では初 めに記

事を じっく りと読 ませ、その内容 を把握す ることが大

切である。記事の内容をもとに記者 の伝 えたい ことを

要約 し、それ を短 い文章で表現す ることが見出 しを考

えるポイ ン トとなる。 この活動 を通 して言いたいこと

を見抜 き、表現す る力を養いたい と考 えてい る。

（2）　授業の流れ	 図 ２　見出しを考えている様子

１）ね らい

新聞の見 出しに使 われてい る表現方法を知 り、工夫 を生か した見出 しを考 えることがで
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き る 。

２）準備 と板書計画

・ 準備品

一 日分の新聞 （生徒一人に一紙）
、ワークシー ト、短冊黒板、掲示用新聞記事の拡大 コピー

・ 板書計画

ベス トな見出 しを考えよう

フッ素中毒 ？労災訴え 新聞記事の拡大コピー
（疑問）

株に逆風
（体言止め）

普天間問題 「私を信頼して」

（呼びかけ）


概算要求4700億 円削減

（数字）


３）展開

発 問 ・指 示 ・説 明

説明 〈今 日は、読む人を引き付 け

る見 出 しを考 えて い きた い

と思います。〉

指示	 「新聞を見て、イ ンパ ク トの

あ る見出 しを書 き出 してみ

よ う。」

発 問 『これ らの見出 しには どんな

特徴があるか、気が付いた こ

とはあ ります か。』

説明 〈体言止めなどの表現方法を

分類 しな が ら文字 数 に も着

目させ、見出 しに使われてい

る工夫や特徴 を説 明す る。〉

指示 「今か ら例にあげる記事に見

出 しをつ けてみ よ う。」

中心発問 『この記事で伝 えたい こ

とは何だ ろ う。』（記事 の内容

生徒の学習の実際 時間

１　見出 しとは何か、確認 をす る ５分

Ａ男 ：（新聞を指差 しながら）見出

しってこれです か ？

２　印象深い見出 しを書き出す 10分

初 めの内は新 聞 をただ見 るだけ

で、なかなか書き出せ ない。

Ｂ子 ：？が つ いて い るの は、めず ら

しい。

Ｃ子 ：白い文 字 のほ うが 目立つ ね。

Ｄ男 ：数 字 が ある と分 か りや す い。

近 くの席 の者 同士、数紙の新聞

を見せ合 いなが ら、書 き出 してい

くと活動 が進んだ。

３　見出 しの特徴 をま とめる ５分

Ｅ男 ：体言止めを使っています。

Ｆ男 ：かぎかっ こが入 っています。

４　見出 しを考 える 20分

記事を読み、内容 を把握 し、キー

ワー ドとなる言葉 を捜 している。

Ｇ男 ：難 しい なあ。

Ｈ子 ：色 々 な メ ッセ ー ジ を伝 え た

い。
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を要約 させ る。） 「メ ッセ ー ジ」「光 」「ライ トア ッ

プ」とい う単語 を使 って 、見 出 しを

つ け る生 徒 が多 い。

指示 「考えた見出 しを発表 して く Ｉ子 ：色で伝 えるメ ッセー ジです。

だ さい。」 色 を変 えなが らメ ッセー ジ

説明 〈つけた見出 しの工夫点を一 を発信 しているので、この見

緒に発表 させ る。〉 出 しに しま した。

指示 「最後に新聞記者の方に、実 ５　新聞記者 の話を聞 く 10分

際の新 聞を作 るときに、どん 見出 しを ８～１１文字程度でつけ

な こ とに気 をつ けなが ら記 ることに、生徒は驚いてい る様子だ

事 を書 いた り見 出 しをつ け った。

た りしているのか、お話を し


て い た だ き た い と思 い ま


す。」

４） ワー ク シー トの 開発

ベス トな見出 しを考えよう


２年Ｃ組　○番　氏名○○○○


１　新聞を見て、インパク トのある見出しを書き出 しましょう。


育てよ う 暴力許さぬ “目”


５０００人　続々越境


７３歳 … 大胆、にぎやか、天衣無縫

被告に大声で 「むかつく」

若き音楽家の調べ

２　他の人が見つけた見出 しをメモしましょう。


フッ素中毒 ？労災訴 え　 （疑問）


株に逆風　 （体言止め）


普天間問題 「私を信頼して」　 （呼びかけ）


概算要求4700億 円削減　 （数字）


３　分かったことや感想を書きましょう。

・見出 しを考えるときは、字数に気をつけないといけないことが分かった。改めて新聞を見る

と、ほとん どの記事の見出 しが11字 以内でした。見出しを考えるのも難 しいのだなと思っ

た。

・見出 しがこんなに深い意味があったことは、知 らなかった。私は新聞を読む ときに、見出し

で決めていたので、今度か らは見出しの奥の姿を見てみたい。見出しを考えることがこんな

に難 しいことだと思わなかった。新聞記者の方は、言葉 をいろいろ知っているのだろうと疑

問に思った。短歌とか得意だろうなと思いました。

５　課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び

（1）　授業の概要

新聞スクラップやイ ンターネ ッ トな どを利用 して収集 した情報は、最終的に壁新 聞にま

とめてい く。紙面 には限 りがあるため収集 した多 くの情報を要約 し、記事 を書 く必要があ
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る。 この際、一つの情報 をもとに記事を書 き進 めるのではなく、調査 した内容 をグループ

内で持ち寄 り、複数の情報を見比べ熟考 した うえで伝 えたいことを決定 してい く。

また、新聞である以上、読んだだけで言いたい ことが正確 に伝 わることが重要である。

内容の分か りやすい新 聞を作るために、新聞を作成 しなが ら編集会議 を行 う。編集会議で

は伝 えたい ことの順位づ けをもとに記事 の レイア ウ トを決 めた り、見出 しや内容表現の検

討 ・確認 を行 った りす る。細かい話 し合 いを行いなが ら新 聞を作成す ることで、多 くの 目

で記事をチェ ック していった。

（2）　授業のね らい

話 し合い活動を行いなが ら新聞を作成す ることで、内容の伝わ りやす い新聞に仕上げる

ことができる。

（3）　グループでの絞 り込まれたテーマ
・ 子 どもとメタボ リック症候群

中高年 だけの問題 と思われていたメタボ リック症候群が、子 どもにも表れているとい う

事実から肥満 がなぜいけないのか、予防するには どの様 なことに注意すれ ばよいのか調査

していく。

・ 正 しいダイエ ッ ト法

メタボ リック症候群の人だけに限 らず注 目を集 めるダイエ ッ ト方法。多 くのダイエ ッ ト

法の中か ら健康 に減量のできる方法 を紹介 してい く。
・ メタボ リック症候群か ら起 こる病気

メタボ リック症候群 がきっかけで心臓病な ど様々な病気 を引き起 こす可能性がある。 そ

れ らの病気 の原 因はなにか、予防す るためには どうすればよいか、調査 を してい く。

・ メタボ リック症候群予防 （食事）

メタボ リック症候群にな らないためには どうすればよいかを考えるPart１ 。特 に食事に

注 目し、 どのよ うな食 生活が望ま しいのか紹介を してい く。

・ メタボ リック症候群予防 （生活習慣）

メタボ リック症候群にな らないためには どうすればよいかを考えるPart２ 。生活習慣に

注 目し、 日頃からの心がけでメタボ リック症候群 を予防す ることがで きる方法を調査 して

い く。

（4）　グループでの協同的な活動 と表現 ・コミュニケーシ ョンの実際


ここでは、メタボ リック症候群予防 （食事）をテーマ に したグループを紹介す る。


１）グルー プでの協同的な活動の流れ

①　 メタボ リック症候群か らイメージす るキー ワー ドや新聞スクラップの内容か らグルー

プのテーマを決定す る。

②　 グループで分担を しなが らテーマに沿った資料、記事 、インターネ ッ トの情報 を収集

す る。

③　 集 めた情報をグループでま とめ、新聞記事の内容 を検討する。 このとき、一つの情報

をもとに記事 を書 き進 めるのではな く、複数の情報をもとに内容 を決定す るよ うに指導

す る。

④　 実際の新聞に書かれている内容 を知 り、 レイアウ トについて学ぶ。 自分 たちの新聞記

事の内容 に順位づ けを し、最 も言いたい ことが伝わる新聞になるよ うに記事 の レイア ウ

トを決 める。

⑤　 レイアウ トに従いグループで記事の分担を決 める。記事の下書 きを行い、書 き上がっ

た ものはグループ内で読み合 う。記事の内容がきちん と伝 わる文章 になっているか確認

す る。

⑥　 実際の新聞を参考に して、記事 の見出 しに使 われている表現方法について学ぶ。
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⑦　 それぞれの記事に見出 しをつ けていく。見出 しを決 める時は、グループで話 し合いを

行 い、複数の案の中か ら決定 してい く。

⑧　 壁新聞を完成 させ 、グループで調査 した内容について簡単な発表 をす る。発表後 は掲

示 し、お互いの新聞を読み合 う。

⑨　 自分たちの調査や他 のグループの新 聞を通 して学んだことや今後の参考 になったこ と

をま とめ、意見文 を書 く。意見文を数名の グループでお互いに発表 し合い、意見交換 を

す る。意見交換後 は新 聞社に投稿す る。

２）グルー プでの表現のかたち

図 ３のよ うな話 し合いを行いなが ら、図 ４の新 聞を作成 した。

図３　編集会議の様子 図４　完成した壁新聞

３）グループでの表現物作成に至るまでの コミュニケーシ ョン

壁新 聞を作成 してい く過程 で編集会議を行い、常にグループ内で話 し合いを しなが ら新

聞作 りを進めていった。

①　 新 聞記事の内容の決定

Ｊ男 ：この班 のテーマは食事だか ら、食べ物について書いた ほうがいいよね。

Ｋ男 ：この新 聞記事 にも野菜料理がいいって書いてあるか ら、これ を使お うよ。

Ｌ子 ：こっちの資料 には、海草 と大豆について書いてあるか ら、 これ も一緒にする といい

ん じゃない。

Ｊ男 ：それ じゃ、これ をま とめて一番最初 に書 くよ うに しよ う。他にも調べたことはある？

Ｍ男 ：僕 が調べたのは、食べ方だけど。

Ｎ子 ：私 が調べたのは、酢が予防に役立つって こと。

Ｊ男 ：食べ物 も大事だ けど、食べ方 も分かっていない といけないか ら、それ も一緒 に紹介

しよ う。

この よ うに、各 自で調査 した内容 を持 ち寄 りながら一つ にま とめることで、限られた紙

面に必要な内容 が適切 に収まる新 聞を作 ってい くことができた。話 し合いを通 してグルー

プ内での情報の共有 と分析 、さらに必要 な情報の選択を生徒 自身で行 えた。また、内容の

関連性 を考 えて記事の配置を決めることで、読み手に伝 わ りやすい壁新聞を完成 させ よ う

としていた。

②　 見出 しについての話 し合い

Ｍ男 ：この記事の見出 しは、「10日間のダイエ ッ ト法」で どう？
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Ｊ男 ：で も、体重が減 るだけ じゃなく、血圧 とか中性脂肪量が改善 されたって書いてある

のだか ら、ダイエ ッ トを大 きく書かないほ うがいい と思 う。

Ｌ子 ：資料 に書いてあるように、季節 に合 った食材を食べ ることが改善につなが るのだか

ら、それ を見出 しに入れ よ うよ。

Ｊ男 ：それ じゃ一人ずつ見出 しの候補 を考えよ う。

話 し合いの結果 「美味 しくても効果 あ り」 とい う見出 しに決まった。話 し合いを通 して

記事の要点を確認 し、見出 しの内容 を決 めてい くことで、観 点の絞 られた見出 しを考 える

ことができた。複数人で見出 しを検討す ることで、記事 の内容 と見出 しか ら受けるイ メー

ジの差 を少なくす ることができた。

（5）　市民性を育成す るためのコ ミュニケー ション

自分た ちの調査や他 のグループの調査内容 か ら考えた ことを意見文 としてま とめた後、

数名のグループ内で意見文を発表 し合い、意見交換を行った。生徒 の意見の中に、「自分の

生活習慣が正 しくないので、正直ひんや りした。子 どもの時か らの正 しい生活が大切 なの

か と考え させ られ た。」 「中高年だけでな く若者 もなる人が多 く、今では個人の責任だ とい

うことが分かった。 自分の食生活は大丈夫 なのだ ろうか とい う不安な気持ちでいっぱいに

なった」 とい うものがあった。 このよ うに調べ学習を通 して、現在の 自分 自身 を見つめ直

すきっかけとなった とい う意見がい くつかあった。また、「メタボは脳 卒中や心臓病 にかか

わる恐 ろしい病気である。だか らこそ今、僕たちはしっか りとした生活 を送 らな くてはい

けない。 この学習は とてもためになった し、この先、生活を変 えるきっかけにもなった」

とい う意見があった。意見交換の中で この意見に共感する様子があ り、「今は大丈夫で もこ

れか ら気 をつけない といけない」 とい う自分の課題 として捉 える雰囲気が話 し合いの中で

出てきた。

（6）　参 考 に した 新聞 、 図書 ・資 料 、Ｗｅｂ、 等

１）新 聞

読 売新 聞 「小 学 生 も生活 習慣病 ケ ア」2009．10．1

日本経 済 新 聞 「仕 事仲 間 とメ タボ予 防」2009．10．19

朝 日新 聞 「生活 習慣 病 に気 をつ け よ う」2009．10．26

産 経新 聞 「心臓 病 を防 ぐた めに」 札 幌で 市 民講座　 2009．11．7

下 野新 聞 「メ ッセ ー ジい ろ い ろ」2009．11．18

２）Ｗｅｂ

厚生労働省 http: //www. mhlw. go. jp/topics/bukyoku/kenkou/seikatu/kousi/about.html

2009．11．20

財団法人社会保険健康事業財団 http: //www. peare. or. jp/peare/a/04sinz/0402sinz. html

2009．11．20

下野市役所 http://www. city. shimotsuke. lg. jp/hp/page000002300/hpg000002251. htm

2009．11．06

あいち健康プラザ http : //www. ahv. pref. aichi. jp/taikei/chap4_7. html 2009. 10. 23

ノバルティスファーマ株式会社 http://www. ketsuatsu. com/basic/03. html 2009. 12. 01

メタボガイ ド http://www. metaboguide. com/ 2009. 10. 23

株式会社精膳 http ://www. metaboless-cooking. com/cat10/post-36. html 2009. 10. 23

健康恵みの里 http ://www. genshi—souken. com/houchi. html 2009. 11. 8

やまて小児科 http://www2. ocn. ne. jp/'toyamate/himan. htm 2009. 11.6

６　生徒の感想 と 「キー ・コン ピテンシー」育成への解釈

（1）　生徒の感想
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・ 新聞やイ ンターネ ッ トで調べ ることは簡 単だったけれ ど、記事を書 くことは難 しかっ

た。多 くの資料か ら重要なことを短 く正確 に伝えるのが、新 聞の一つ一つの記事である

とい うことが分かった。 グループで新聞を作 るとい うことは今までなかったので、思っ

ていた以上にみんなで一つ の新 聞を作 り上げるのが大変だった。今回、分かった ことは

忘れないよ うに したい。 （Ｆ子）

・	 これ まで記事 をスクラップ した り、新聞を毎 日読んだ りいろいろな ことをしてきまし

た。新 聞記者 の方の話を聞いて、見出 しのつ け方 など実際に行ってい ることを教えて も

らって、今まで知 らなかった ことがあ りま した。壁新 聞作 りでは、班で協力 して完成 さ

せ ることができま した。完成 したときには班 のみんなで喜びま した。今回、た くさん学

んだ こともあって、難 しいことや楽 しい ことなどいろんな思いもあ りま した。 このよ う

な学習ができてよかったです。 （Ｇ子）

・	 毎 日、家でも １回は新 聞を見ていた けれ ど、新聞にはあま り興味があ りませ んで した。

だけど学校で朝の読書の時間に読む ようになってか ら、新聞をよく読むよ うにな りま し

た。 よく読んでみ ると面 白かったです。みんなでまとめて新聞にす るのは、す ごく大変

だったけれ ど、楽 しく新聞を作 ることができてよかったです。 （Ｈ子）

（2）　「キー ・コンピテ ンシー」育成への解釈

この学習の 中で生徒 たちが最 も時間を必要 としたことは、収集 した資料 か ら何 を取 りあ

げ記事 に してい くかを決定 してい くことであった。今までの調べ学習 では、一つの資料 を

もとに簡単に書き写 して しま う傾 向があったが、 ここではグループで調べた内容 を持ち寄

ることで さまざまな資料 を集 めることができた。また、生徒は資料を もとに紙面をま とめ

てい く段階で、 どのように集約 し記事を書いていけば読者 に言いたい ことが正確 に伝 わる

か、頭 を悩ませ ていた。 このことはＦ子 の感想か らも読み取れる。

新聞記事を作 り上げてい く過程 で編集会議を行い、生徒 たちはたびたび、情報交換や他

の生徒 か らの意見を求めていた。このや り取 りは記事の集約や推敲につながるだけでなく、

記事の客観性 を高めていると考 えられる。 このよ うなや り取 りを頻繁に行いなが ら新聞を

作 りあげたことが、Ｇ子やＨ子の感想にあるよ うな達成感 を感 じることにつ ながった と考

え られ る。

以上のことか ら知識 ・情報 を収集 し熟考 ・評価 し表現 しコミュニケーシ ョンしているこ

とを解釈できよ う。

７　授業実践を終えて

「先生、今 日の新聞あ りませんか。」１１月頃か ら朝の読書が始 まる前 にこのような声が

よく聞こえるよ うになって きた。今回の学習を始めるあた り、朝の読書の時間 を利用 して

新聞を読み始 めた。初めの頃は、ただ新聞をめ くりなが ら10分 間が過 ぎてい くのを待 って

い る生徒が何名 もいた。生徒 たちに とって新聞はどうして も抵抗のあるものであった。 し

か し、新聞を毎 日読み続 け、グル ープテーマに基づいた調べ学習 を進 めていく うちに、新

聞に対す るイ メージに変化が現れてきた。新聞を読み続 けてい く中で、生徒 自身が新聞の

面 白さに気づいてきた。 また、実際の新 聞の ような壁新聞を自分たちの手 で作成す るこ と

で、新 聞にあるさまざまな工夫な どを知 り、新聞の奥深 さにも触れることができた。 ここ

で学習 したこ とは今後、教科 ・領域 を問わず活用 してい くことができる。

（上三川町立本郷中学校　小島英明）
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第 １部　 第 ９章　 第 ３節

Ｎ ＩＥを取 り入 れ た キ ァ リア学 習

将来設計に活きる実社会の知恵は？

１　授業実践のポイ ン ト

中学校生活の半分が過 ぎた2学 期後半の二年生は、 目前に控えた卒業後の進路を念頭 に

置いて三年生が一心不乱になるよ うすを見なが ら、 ともすれば将来の夢を実現 させ るため

に現在 をどのよ うに生きるべ きかを考えることよ りも、学業成績の よし悪 しにとらわれ、

高校選択に 目を向けがちだが、生徒 にとって大切なのは、よ り広い視野 をもち、社会のあ

り方 と自分 自身の将来 とを照 らし合わせ なが ら 「どのよ うに生きたいか」を具体的 に考 え

てい くことである。そ こで 「キャ リア学習」のなかに実社会 を映 し出す 「新聞」を活用す

るＮ ＩＥを取 り入れ ることに し、「素敵な人生を築いていけるよう、実社会で役立つ知恵 を

みんなで探そ う」 と働 きかけ、 グループで活動 してい くことにした。

この実践の一つめは、コミュニケーシ ョン能力の向上 を図ることね らい とした 「新聞記

者か らイ ンタビューや取材の仕方 を学ぶ活動」と 「す ごろ く トー ク」（グループエンカ ウン

ター）活動である。二つめは 「スクラップ新聞」づ く りと新 聞記者へ 「礼状新聞 （新聞形

式の礼状）」づ くりとい う二つの新聞製作活動で、互いの知識や情報、気づいたこと等を話

し合い考えを深 めてい くことができるように したこ とである。三つ めは、調査活動 を通 し

てわかった実社会で将来役 立つ知恵 をま とめて発表す るポスターセ ッシ ョンと 「私の知恵

袋」（レポー ト）づ くり、そ して、実社会を意識 した広い視野 をもった 「立志の作文」とい

う表現活動である。 これ らの活動 を通 して 「キー ・コンピテンシー」を育成す る授業 を行

った。

２　 「キー ・コンピテ ンシー」 を育成する学習

授業実践の時期は平成21年 度11月 ４日から平成21年 １月13日 までである。実施 した

学校 は、群馬県太 田市立生品中学校 、対象学年 ・クラスは ２年 ４クラス （男子61名 、女子

80名 、計141名　 ここでは主に １，２組　男子29　女子39名 、計68名 を紹介する）である。

（1）　「キー ・コンピテンシー」を育成す る学習の単元計画 （全14時 間）

①　 第 １次 導 入 （２時間）
・ 内閣府 キッズサイ ト 「未来体験館 」で人生シ ミュ レーシ ョンを体験後、自分の 「将来設

計」 「進路の計画」を立てる。
・ 新聞の 「求人欄 ・求人広告調べ」で実社会の状況の一端を探 り、これか らの学習への意

欲を高める。

②　 第 ２次　 テー マ設 定 （２時 間）

・I10代 、II20代 、III30代 の 中か ら、 グル ー プ で調 べ て み たい年代 とそ の年代 に起 こ

りえ る人 生の イベ ン トや 出来 事 を一 つ選 び 、 ウェ ビング し、そ れ を も とに新 聞 をス ク ラ

ップす る。

・ 記 事 を整 理 し 「ス ク ラ ップ新 聞」 と して ま とめ なが ら、 テー マ を絞 り込 む

③　 第 ３次 調査活動 （５時間）
・ グループで計画を立て、本やインターネ ッ ト、新聞で調べ学習を行 う。
・ 新聞記者 をゲス トテ ィーチ ャー として招いてイ ンタ ビューや取材 の仕方を学び、コ ミ
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ュニ ケー シ ョン能 力 の向 上 を図 る。

・ 「す ご ろ く トー ク」 で新 聞記 者 か ら学 んだ こ とを確 認 し、実際 の イ ン タ ビュー ・取材

活 動 へ の意欲 を もつ 。

・	 グループ ごとに内容を相談 し 「礼状新聞 （礼

状をＢ４判 １枚 の大きさに新聞形式でま


とめたもの図 １）」をつ くり、記者 に届 ける。

・	 質問事項を考え、相手先の都合を確認 して


イ ンタ ビュー ・取材活動 を行 う


④　 第 ４次　 情報 の分析 とま とめ ・発 表準備

（２時間）

・ 調査活動でわかった さまざまな問題に対す

る対処法や知恵 となる情報 を模造紙 にま

とめ、ポスターセ ッシ ョンの準備をす る。

⑤　 第 ５次　ポスターセ ッシ ョン （１時間）

⑥　 第 ６次　学習のま とめ （２時間）
・ 発表 された内容をもとに 「私 の知恵袋」づ

くり （レポー ト）をす る。
・ これまでの取 り組み を通 して感 じたことや

学んだ ことを話 し合い、 これか らの生き方に

ついての考 えを整理 し、 「立志 の決意」 として 図 １　新聞記者への礼状新聞

作文 にま とめる。また、 この学習活動を振 り返 り 「将来の設計」 「進路の計画」修正す

る。

（2）　授業時間の生み 出 し

本学習は14時 間扱いで、内訳は総合的な学習の時間12時 間、道徳 １時間、特別活動 １

時間である。道徳、特別活動 においては、総合的な学習 との合科的な指導 として行 うこと

で 「キー ・コンピテ ンシー」 を育成する学習の時間を生み 出 した。

３ 「キー ・コンピテンシー」 を育成す る学習 と能力観 との関連

（1）「キー ・コンピテンシー」 との関連

①　 相互作用的に道具を用いる （Ｂ知識や情報 を相互作用的に用いる）

②　 異質な集団で交流す る （Ａ他人 といい関係 を作る　 Ｂ協力す る能力）

③　 自律的な活動す る （Ａ大きな展望のなかで活動す る）

（2）　中教審答申 「思考力 ・判断力 ・表現力」、「言語活動の充実」との関連

・ Ａ 「思考力 ・判断力 ・表現力」 との関連

Ａ－ ４ ：情報を分析 ・評価 し、論述する

・ Ｂ　 「言語活動の充実」 との関連

Ｂ－11： 体験 したことや調べた ことをま とめ、発表 し合 う

（3）　学習指導要領 との関連
・ Ａ総合的 な学習①情報②情報の収集 ・整理 ・発信、
・ Ｂ特別活動　 ②共同 して問題解決／望ま しい人間関係／働 くことの意義

・ Ｃ道徳　 ②主 として他の人 との関わ りに関す ること／思いや り

④主 として集団や社会 との関わ りに関す ること／働 くことの意義

４　新聞の求人欄を活用 した調べ学習

（1）　授業の概要
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前時の学習で、生徒は人生のシミュ レー シ ョンを体験 し、「将来設計」 「進路計画」 を立

てたが、その際、 「現実の世界＝実社会では どうか」 とい う疑問が出 された。

そ こで、生徒に とって一番 の関心事である進学 と仕事 に関す る資料 として、高校 を中退

した本校の先輩が後輩に向けて実社会での体験 を語ったメッセージを用意 し、それ を読ま

せ 、新聞の求人欄 ・求人広告調べを行った。求人欄 ・求人広告にはさまざまな情報が含 ま

れ てお り、実社会 の状況の一端 を容易につかむことがで きる。普段、中学生はほとん ど求

人欄 ・求人広告に 目を向けることがないため、実社会 に目を向けて将来 を考 えてい くこと

の重要性 に気づかせ、今後の課題設定や調査活動への意欲 の喚起す るための導入 として活

用 した。

（2）　授業の流れ

１）ね らい

先輩 のメッセー ジを参考に して、グループで新聞の求人欄 ・求人広告調べ活動を行い、

そこで得た知識や情報を用いて仕事や職業 を取 り巻 く現状 を把握 し、実社会への関心を高

め、今後の活動への意欲 ・関心 を高 める。

２）準備

「先輩か らのメ ッセー ジ」（資料 プ リン ト）新聞 付箋 ワー クシー ト ホワイ トボー ド

３）展開

発 問 ・指 示 ・説 明

指示 「前回は皆さんか ら 『現実の世界、つまり実

社会ではどうなのか』とい う疑問が出ていまし

たね。今 日は、はじめに皆さんの先輩のメッセ

ージを読み、それか ら実社会のことを探ってい

きたいと思います。」

発問『メッセージに、どんな感想を持ちましたか』

説明＜進学も仕事も安易に考えてはダメですね。

や りたいことだけをやれ る人生はありません。

だからこそ踏ん張って、今 とい う状況から逃げ

ないように しな くてはいけないですね。メッセ

ージには自分の経験を『参考に して くれたらい

い』とあります。この先輩の思いを大事に活か

していきたいですね。＞

発問 『ところで 『中卒で働くのは大変。仕事がな

い。資格を取 らなきゃだめだ』とい う言葉につ

いてはどう思いますか』

中心発問 『では、仕事をめぐる現状は どうなって

いるのか、なぜ保護者が資格の取得を勧めるの

か、実社会の状況を探 るために、新聞の求人欄

や求人広告を調べてみましょう。」

（実社会の状況を知 り、関心を高める）

指示 「班で協力 して、新聞の求人欄や求人広告を

調べ、気づいたことやわかったことを付箋に書

きましょう。後で、班でまとめます。」

児童 （生徒）の学習の実際 時間

１　メッセージを読み、感想を発表する

Ａ子 ：悲しすぎ。自分は後悔 しないよ うに

生きたい。

Ｂ子 ：入れる高校を選んでいると、下がな

くなっちゃ うし、高校に入っても目標が

ないとダメ。スポーツでも何でも、好き

なものを見つけて続 けていれば、『暗い

人生』って感 じにならなかった と思 う ７分

Ｃ子 ：先の人生が不安。今までより勉強を

頑張らなくちゃ ！て気になる

Ｄ男 ：親が、『資格が大事だか ら、何でも

とっておけ』と言 う。資格が有ると無い

で、どう違 うのかわからないし、どんな

資格がいいのかわからない。

Ｅ子 ：うちも資格を取って、いい仕事に就

け と言われ る。いい仕事は給料が高 く

て、休み とか、待遇がいい仕事だと思 う。

２　班で新聞の求人欄や求人広告を調べる

Ｆ男 ：日曜版に求人広告が載っていると思

っていたけれ ど、意外に少ないね。

Ｇ子 ；時 給 ８ ０ ０円 は 安 い の ？

Ｈ男 ：薬 剤 師 や 看護 婦 は時 給 がパ ー トで も 30分

3250円 とか2000円 だ っ て。す ご く高 い。

Ｉ子 ；能力給って何 ？

Ｊ子 ；す ごい ！十代でもやる気があれば店

長にもなれるって。中卒ＯＫってこと？
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指示 「みんなの気づきが書かれた付箋を、班で話 ３ 班で、付箋をまとめ、整理する


し合いながら、ホワイ トボー ドを使ってまとめ Ｋ子 ：資格のことを書いた付箋ある？時給


てみましょう。」 と待遇は一緒にまとめる？


発問 『どんなことに気づきましたか。』 Ｌ子 ：同 じ１時間でも、資格が有るか無い


発問 『実社会 とい う点ではどうですか』 かで時給がちがう。資格によって時間の


もつ価値がちが うとい うことだと思 う。 12分

指示 「実社会では、資格や経験が就職する上で重 Ｄ男 ：経験者優遇の仕事では、資格 と経験

要な要素だとい うことですね。景気 との関連も が同じような価値をもっている

ありそ うです。それを含めて、自分のワークシ Ｇ男 ：パー トや派遣の募集に比べて、正社

ー トにわかったことや気付いた ことをまとめ 員の募集が少ない。景気が悪いこと関連

ましょう」 していると思 う。


Ｍ男 ：実社会では、即戦力が有利。


説明＜今 日は、仕事の面から実社会を探 り、資格 ４ 次時の活動を知る


とい う将来に役立つ知恵を一つ得ましたが、実 Ｎ子 ：親がア ンケー トにいっぱい書いて


社会を探ることで、将来設計に役立つたくさん た。『第一子誕生。一人前に育て られる

の知恵が得 られそ うです。人生には仕事以外に か不安。でも大変 うれ しかった』って。 １分

もさまざまなイベン トやできごとがあります Ｏ子 ：人生のイベン トって成人式 とか結婚

次回は、身近な人へのアンケー ト結果を参考 式かな ？高校進学 もイベン ト？将来の

して、テーマを決め、将来設計に活かせる知恵 知恵って、やっぱり勉強す ることかな

をみんなで見つけていきたいと思います。 ＞ ぁ。

４） ワー ク シー ト


＜キャリア学習ワークシー ト＞＊新聞の求人欄 ・求人広告を調べよう　２年 ○組 ○番氏名 ○○○○


新聞名 ・日付 職業 仕事内容 勤務時間 給与 その他の事項

１ 朝 日新聞 海外オーディオ 新規輸入ブラン ド 9：00～ 詳 し くは Ｗｅｂ 完全週休 ２日制

７／ ６ 専門商社 の企画等 18：00 で

２ 朝 日新聞 医師 （健診） 老人ホームでの健 半 日 ４万

７／ ６ 診等 一 日 ６万

省 略 

17 読売新聞 ドライ バ ー 車の輸送 相談 出来高制 ４０歳 ま で

１０／４

わかったこと ・気づいたこと

出来高制な どなどがあることを初めて知った。資格によって時給が違っていて 「時は金な り」 で、

同 じ１時間でも価値が違 う。他にも、資格がないと入れない、高校生はダメ、年齢制限、経験朱優遇な

ど、さま ざまな ところがあるのだと思った。パー トや派遣の募集が多くて、正社員 の募集は本 当に少な

い。 中卒の募集はなかった。実社会は本 当に厳 しいのか もしれない。

感想

今までは求人欄 をじっくり見たことが無かったけれ ど、意外にいろんな情報が入ってい ることが分か

った。特に、資格が大事なことがよくわかった。これからは高校 とか、資格 とか、将来のことをきちん

と考 えていこうと思 う。もっと実社会を調べて、た くさんのことが分かるようになりたいと思 う。

＊資 料 プ リン	 ト 高校をやめてしまった卒業生か らのメッセージ （原文を抜粋 ・一部要約）

２年の時は 「Ａ高校」、３年の １学期は 「Ｂ高校」、 ３学期は 「Ｃ高校」。そん時は、中途半端に入って
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も駄 目だ か ら 、 オ レは Ｃ高 校 で １番 を 目指 す つ も りだ った 。 中略

オレも最初は簡単な考えで、ちょくちょく高校を休んでた。そ したら、オレの友達が 「○○、やんない

か ？」って言ってきて、オレは軽い気持ちで手伝いに行きま した。だけど、思った以上につ らくて、何回

か手伝っているうち、自分の体こわすだけだな、と思いました。仕事場には年配の方 とかが多くて、まだ

若いオレがこんなに疲れているのに、周 りの人はどんだけ疲れてるんかなと思いました。

・中略 … そ ん 時
、 初 め て 思 い ま した 。 今 ま で は

め ん ど くせ ぇっ て 逃 げ て き た け ど、 高校 ク ビに な

って 、 これ か らは も う通 用 しな い ん だ と思 い ま し

た 。 オ レの 人 生 、 ど うな るん か な と思 い ま した 。

『働けば』なんてよく言 うヤツいるけど、働 く

って、やっぱきついよ。なかなか仕事ない し、働

くことを簡単に考えちゃいけないよ。で、もう一

回○○受けるんだけど、まずは高校卒業の資格を

とって、さらに自分のほしい資格を取んなきゃ。

・中略…中学校 も高校もまじめにやってなかった

オ レが、今になって後悔す るようになりま した。

それは、経験 してか らじゃないとわからないこと

だと思 うから、参考にしてくれた らいいと思 う。 図 ２　求人欄 ・求人広告調べ

５　課題解決のための活動 的 ・協 同的 ・表現的な学び

（1）　授業の概要

事前に、保護者 にアンケー トとい う形 で10代 ～30代 にあった人生のイベ ン トや 出来事、

人生観 などを書いてもらい、それ を 「将来設計」「進路計画」づ くりと 「求人欄 ・求人広告

調べ」によって人生や実社会を意識 し始めた生徒 たちに、「人生の先輩 としての保護者が実

社会で体験 したこ と」 として紹介 した。

そのアンケー トを参考 に して、グループ

ごとに10代 、20代 、30代 の中か ら年代

とその年代で起こ りえる実社会での人生

のイベ ン トや出来事の中か ら調べ てみた

い事柄 を一つ取 り上げ、 ウェ ビングを行

い、新聞のスクラップを行 った。その後、

実社会では どんなことが話題や問題 ・課

題 となってい るのか、情報 を交換 し話 し

合いなが ら記事を整理 して （図 ３）「スク

ラ ップ新聞」を製作 し、その活動 の中で

将来設計に役立つ実社会会 の 「知恵」 と

して何 を調査 し追究刈 るのかテーマ を絞 図 ３　ウェビングをもとに記事を整理

り込み、調査活動 の計画 を立てた。

（2）　授業のね らい

グループで取 り上げた人生のイベン トや 出来事 について、スクラップ した新聞記事を整

理 し 「スクラップ新 聞」を作 りなが ら、実社会での話題や問題 、課題 について話 し合 い将

来来設計に役立つ実生活の知恵 について、課題 を設定す る。

（3）　グルー プでの絞 り込まれたテーマ と活動内容
・ ＴＨＥ進学マメ知識 （10代）

学費の違い、部活動、卒業後の進路、奨学金制度を調べ、塾講師に生徒への接 し方や受
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験勉強の仕方 と心構えをインタビューす る。

・ 社会勉強になるアルバイ ト （10代）

クラス内でアルバイ トに対 して どんなイ メー ジを持 ってい るかアンケー トを行い、コン

ビニや ファース トフー ド店でイ ンタ ビュー し、アルバイ トで身に着 くことは何か、学業 と

の両立の図 り方な どについて聞 き、イ メー ジと現実を比較す る。接 客業や運送業な どのア

ルバイ トを比較す る

・	 ＨＡ ＰＰＹ　Ｗ ＥＤＤ ＩＮＧ （20代）

結婚 に至 るまでの準備 と式 の形式、経費 と準備 を比較 しま とめる。また、「夫婦別姓」の

問題 を中心にメ リッ トとデメ リッ ト、世界の状況 とを比較す る。
・ 一生の宝物 ・新築 （20代）

住宅 に関す る トラブル、土地や家のデザインの選 び方、費用 とローンの組み方、税金の

問題 を調べ、住宅展示場 に取材に行 き、工務店 の方にイ ンタ ビューを行 う。
・	 いろんな思いがあるよ、出産＆育児 （30代）

出産 をめぐる医療問題 と近隣の救急施設や病院の場所 と設備 、出産の際の準備 と費用 、

虐待 ・保育を調べる。幼児のあや し方な どを保育士にイ ンタ ビューする。
・	 Ｔ ｈ ｅＮ ｅ ｘ ｔＤ ｒｅ ａｍ～ 転職 へ の道 ～ （30代 ）

就職 を め ぐる様 々 な問題 、 退職 理 由 と再就 職先 、仕事 とス トレス、 転職 が可 能 な年齢 な

どを調 べ る。

（4）　グルー プでの協同的な活動 と表現 ・コミュニケー ションの実際

１）　 グループでの協同的な活動の流れ

Ｔ ｈ ｅ Ｎ ｅ ｘ ｔＤ ｒ ｅ ａ ｍ ～ 転 職 へ の 道 ～ （30代 ） グ ル ー プ

①　 「30代 の転職 」 に グル ー プの仮 のテ ーマ を絞 り、新 聞 の ス クラ ップ を行 う。

②　スクラ ップ した記事を整理 し、得 た知識や情報 をもとに話 し合い、実社会の状況が分

か るよ うに 「就 ショック職 ショック退 ショック～仕事の現実～」とい うタイ トル で 「ス

クラップ新聞」 をつ くる。 そこか ら将来に役立つ知恵について、退職理由の上位 にあ

げられた 「ス トレス」 に焦点をあて、「ス トレスに対す る対処法」を中心 として、 「ス

トレスか ら立 ち上 がれ ！転職　 Ｔ ｈ ａ　 Ｓ ｅｃ ｏｎ ｄＤ ｒｅ ａｍ　 Ｃ ｈ ａｎ ｃ ｅ」 を

ポ ス ターセ ッシ ョンの際 の タイ トル に決 め、新 聞 、イ ン ター ネ ッ トで調 査活 動 を行 う。

③　新聞記者か ら	 「取材 ・イ ンタ ビューの仕方」について学び 「礼状新聞」の製作な どを

行ないなが ら、取材の準備 （ハ ロー ワーク）をす る。

④　将来設計のための実社会で役立つ知恵 を模造紙 にま とめ、ポスターセ ッシ ョンで発表

し、各 自で 「私の知恵袋」 （レポー ト） を作成す る。

２）　 表現のかたち

図 ５　スクラップ新聞 図６ポスターセッション用の模造紙
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３）グルー プでの表現物作成に至るまでの コミュニケー ション

スクラ ップ した記事を読み込み、得た情報をグループで話 し合いなが らスクラップ新聞

製作 を行 った。

Ａ子 ：私 はこの記事が一番気 になった。就職 が決ま らなくて困っている人 もいるけ ど、就

職先が決 まって 『さあ、これか ら働 くぞ』 ってい う時に、 自宅待機 を命 じられ るなん

てシ ョックだよね。おまけに、アルバイ トも しちゃダメだって。お金 はもらえない し、

生活 はどうなるの ？仕事を始める前に、転職 を考 えな くちゃいけない じゃない。

Ｂ子 ：私 もその記事が気 になった。それ とこの 『改正労働基準法施行で長時間労働 がなく

な るの ？』 とい う記事。過労死 とか過労 自殺 も関係す ると思 うんだけ ど、正社員 には

残業 させ られないか ら、中小企業や下請 け企業に しわ寄せがい く。残業が大変で、病

気になって仕事を辞める人が出て くるで しょ？転職 の原 因になるよ。

Ｃ子 ：企業 の状況 もあるよ。 日経新聞に記事があった よ。 これ。『政府 の景気刺激策の効

果が行 き渡 らない うちに、円高 とデ フレが追い打 ちをかけた』 って。雇 う企業 も苦 し

いか ら。 リス トラの原因だね。景気が良 くな らない と就職 も転職 も暗い。

Ｄ子 ：もっと別の理 由で辞 める人 もいると思 うか ら、イ ンターネ ッ トも使って調べよ うよ。

Ｂ子 ：暗い記事が多いけれ ど、明 るい もの と言 った らハ ロー ワークの記事がある。『ワンス

トップサー ビスで、職 ・住支援の試み』。失業者 には嬉 しい ことで しょ。

Ｅ子 ：毎 日新聞や産経新聞ではワンス トップサー ビスの ことを 『使 いづ らい失業者支援』

『た らい回 しにされ ることがない ように』 ってあるか ら、単純に明るいニ ュースとは

言えないよ。転職先 を見つ けるのは大変ね。転職先は どんな ところが多いのか、これ

もイ ンターネ ッ トで調べ よう

Ｂ子 ：就職できて もシ ョック、退職 して も転職先がな くてシ ョック。仕事の現実はシ ョッ

クなことばか りね。スクラ ップ新聞は、「シ ョック」をキー ワー ドに して実社会 を伝

えよ う。関連す る記事や情報をもっ と集 めて。それ と知恵についても相談 しよう。

このように、グループ内で情報 を共有、分析 、取捨選択 しなが ら、転職の原因や実社会

の状況 をつかみ、テーマの絞 り込みへ と活動 をすすめ ようとしていた。

（5）　市民性 を育成するための コミュニケーシ ョン

ポスターセ ッシ ョン後、各 グループで発表 した 「将来設計に役立つ実社会の知恵」情報

を取捨選択 し、各 自が 「私 の知恵袋」づ く りを行 った。その後 に 「実社会 の一員 としてど

のよ うに生きてい った らよいか。」を話 し合いを行った。

話 し合いでは、今までは漠然 としていた人生 に対す る意識が今回の活動 を通 して 「自

分の人生だ」と意識するよ うにな り、「自分 自身の力 を自分 自身で高めていきたい」とい う

気持ちが生まれたことをほぼ全員 の生徒が認 めている。また、実社会の一員 として とい う

点か らは、身近な人のアンケー トにあった 「日ごろか ら感謝の気持ちを忘れ ないで」 とい

う言葉に触れなが ら、 「多 くの人 とのふれ あいや コミュニケー シ ョンを大切に してい くこ

と」とい う意見があげ られ、それ に触発 され 「社会のルールやマナーを守 ること」「実社会

の状況 を把握 し知恵袋情報 を活か して 目標を持 って生きること」等、活発に意見が出され

た。最後 に、「将来の夢 の実現 に向けて、今できることを精一杯 してい くことが実社会の一

員 としての生 き方につなが り、よ りよい社会 を築 く土台になる」 としめくくり 「立志 に向

けての作文」 として考えをまとめた。

（6）　参 考 に す る新 聞 ・図書 ・資 料 、デー タ （Ｗｅｂ）等

１）新 聞

毎 日新 聞 「突 然 キ レる子 どもた ち」2009．11．1


「手 当 よ り待機 児 童 対策 を」2009．11．11


朝 日新 聞 「群 馬 県 の公 示価 格 」2009．3．24
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「入社 して も自宅待機 」2009．12．8

「ニ ュー ス がわ か らん 高校授 業 料 ど うや って 無料 に」2009．11．19


読 売新 聞 「選択 的 夫婦 別姓 の導入 がなぜ 論議 され てい るのか 」2009．12．1


日本 経 済新 聞 「医師無 罪判 決 の 帝王 切 開」2009．11．25


産経 新 聞 「大 学 を歩 く 自治 医科 大　 総合 医へ診 療能 力 磨 く」2009．11．29


東京 新 聞 「い の ち を守 り国 民生活 を第 １とす る政治 」2009．10．30


上 毛新 聞 「新 生児 ＩＣＵ2448床 目標 の ８割 」2009．10．1


「子 育 て応援 手 当支 給停 止 で経 費131億 円 どぶ にす て た」2009．10．22


２） Ｗｅｂ


リクナ ビＮ Ｅ ＸＴ 「転職 サ イ ト」 http : //rikunabi-next. yahoo. co, jp 2009. 12. 9


すみか くらぶ http: //www. rai j in. com/sumika 2009. 12. 2


６　生徒の感想 と 「キー ・コン ピテンシー」育成への解釈

（1）　生徒の感想
・	 私たちの活動の大切 なポイン トは、新聞 をいかに活用す るかで した。スクラップ新聞

では、アイデ ィアを出 し合いみんなに伝 えたいことや訴 えたい事が載っている記事を「人

生」を意識 して Ｎｏｗか ら Ｆｕｔｕｒｅへ とい う形でまとめま した。これ をきっかけに、私は毎

朝、新聞 を読む ようにな りま した。毎朝、群馬 か ら世界までのた くさんの情報が 目に飛

び込んできます。新聞は正確な情報や意味 と知識 、それにた くさんの人が載 ってい る 「パ

ソコン」だ と思います。 これか らも新聞を読んで、新鮮な情報を取 り入れて人生のヒン

トに してい きたいです。 （Ｋ子）

・ 今回の活動 で、今が社会について知 っていくスター ト地点だ とわか りま した。「私の知

恵袋」は将来役 に立ついい情報 ばか りです。で も、僕 にとって一番の知恵は、新聞を使

えば社会 の状況が分か り、さまざまな問題 のク リアー方法が調べ られ知識が増 える とい

うことです。 これか らも少 しでも多 くの新聞を読んでい きたい と思います。 （Ｔ男）
・ スクラップ新聞、礼状新聞、ポスターセ ッシ ョンパネル など、新聞をみんなで読み合

いアイディアを出 し合って、協力 して とても楽 しくつ くることがで きま した。内容 も濃

くて、完成度 が高い と思います。 自信 をもって発表できま した。 （Ｉ子）

（2）「キー ・コンピテンシー」育成への解釈

今 回はスクラップ新聞、礼状新 聞、ポスターセ ッシ ョン用パネル とい う製作 ・表現活動

を行 ったが、生徒 はた くさんの新 聞を読み、良い作品にす るためにタイ トルや見出 し、掲

載内容等、グループ内で盛 んに意見交換 を行 った。その過程で見方が広が り考 えも深ま り、

自信 と達成感 となったことが、ポスターセ ッシ ョンに臨んだ Ｉ子の感想か らうかがえる。

また、実社会 に積極的に 目を向け、広い視野か ら自分の将来 を考えていこ うとする意欲

が生まれてい ることがＴ男や Ｋ子 の感想か らもうかがえるが、他 の生徒 も同様 で 「立志の

作文」にはそれ がよくあらわれていた。

以上のことか ら知識 ・情報 を収集 し熟考 ・評価 し表現 ・コミュニケーシ ョンしているこ

とが解釈 できよう。

７　実践 を終えて

保護者 か ら 「子 どもと人生 について語 りあえて よかった」 とい う声が寄せ られ、新聞記

者か らも礼状が届 き、温かな交流が続いている。また、新聞活用 の楽 しさに意欲を燃や し

「ひ とりでス クラップ新聞づ くりに挑戦す る」 とい う生徒が学年 の半数以上に及び、多 く

の作品が提出 されてお り、情報 の活用力 として今後の他方面での応用が期待 され る。

（太田市立生品中学校　 松橋　美智子）
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第 １部　 第 ９章　 第 ４節

ＮＩＥを活用 した学習意欲 を喚起する授業の開発

食 と私たちの命に見 られ る関係 とは？

１　授業実践のポイン ト

食 の果たす役割 とは、どの よ うなものであろ うか。食育推進法が制定 された こともあ り、

食生活への関心は高まってきてい るとは思われ る。 しか し現状を見てい ると、依然空腹 を

満たせ ばよい とい った考 えも多 く見 られ る。そ こで、食 について調べ ることによ り、その

重要性 について生徒たちに考 えて もらいたい と思い、今 回この学習 を組 んだ。

調べ学習は最後 までそ の学習意欲 を継続 させる ことが難 しい。調べ よ うとしていること

があま りにも難 しい、 どのよ うに調べるかわか らない等の問題 もあるか と思 うが、一番の

問題は調べ るテーマの決定 にある と考える。 自分 の興味関心が さほ ど向いてい ない、やれ

と言われたか らや る、そのよ うな意識の下で決めたテーマでは、己の学習意欲 を喚起す る

ことも難 しい。 これ らの点か ら考 えると、調べ学習ではテーマ選びで どうい う着想を させ

るかが問題である と言える。そ こで、今 回ブ レイ ンス トー ミング と ＫＪ法の併用 によるテ
ーマの絞 り込み ・決定 とい う着想 を引き出 した。 ブ レイ ンス トー ミングでテーマに関わる

イメー ジを広げ、ＫＪ法でテーマ を絞 り込む こ とに よ り、 自分の興味関心を丹念 に掘 り起

こした上でのテーマを決 定す ることがで きる。そ して同 じテーマ に興味関心を もつ もの同

士でチームを作って調べ学習を行 うことによ り、主体的 な取 り組みが期待できる と考えた。

テーマ決定後 は、調べた ことをポー トフォ リオにま とめる。 この とき扱 う情報 を、今 回

は図書 ・資料やイ ンターネ ッ ト以外に、新聞か らも積極 的に集 めた。なぜ な らば、新聞は

身近な情報源であ るとともに、一つの新 聞か ら、多種多様 な情報 が一度に集 め られ るか ら

で ある。 しかも比較的新 しい情報 を扱 ってお り、調べ学習 の資料 としてふ さわ しい と考 え

られ るか らである。 それ らか ら集 めた情報 をもとに作成 したポー トフォ リオを用いてプ レ

ゼ ンテー シ ョンを行 う。ポー トフォ リオ作成時の情報の取捨選択 では、意見交換や話 し合

いをもとに決定す る。 その よ うに して残 された情報 は、一人だけで選択 したもの よりも説

得力 をもつ と考 え られる。なぜ な らば、複数の角度で見て、確 かめ られ、残 された情報だ

か らである。そ してプ レゼ ンテー シ ョンをす るときにも、練習 をお互い に見せ合 う中で、

仲 間と意見交換 をす るな どして、よ りわか りやす く伝 えるための表現 を身につ けさせたい

と考 えた。 これ らの活動 を通 して、 「キー ・コン ピテ ンシー」を育成す る授 業を行 った。

２　 「キー ・コン ピテ ンシー」を育成する学習

授業実践 の時期 は平成21年 度10月 ６日か ら12月15日 までである。実施 した学校 は、

川崎市立川崎 中学校、学年 は中学校 ３年で、対象は このテーマの希望者 によるクラス （男

子 ８名、女子 ９名 、計17名 ）である。

（1）「キー ・コンピテンシー」 を育成す る学習の単元計画 （全13時 間）

①　 ガイ ダンス （１時間）
・ 単元の見通 しをもたせ る。

②　 テーマ設定 （１時間）
・	 自分たちの食生活や 日常生活 、社会生活 を振 り返 り、食 と命 に関連 があると思われ る

ことをブ レインス トー ミング し、Ｋ Ｊ法でテーマの絞 り込みをす る。
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・	 絞 り込 まれたテーマの中か ら、興味 を持 ったテーマ について選んだ者同士でチームを

つ くる。

③　 調べ学習 （３時間）
・ 資料収集のルールを確認す る （いずれの資料 も出典、発行 日等を明記する）。
・ グループで手分 け して調べ学習 をす る。新聞、書籍、イ ンターネ ッ ト等を活用す る。

④　 ポー トフォ リオ作 り （３時間）
・ プ レゼ ンテー シ ョンの大まかな流れ を確認す る

。
・ プ レゼ ンテー シ ョンの流れに沿 ってポー トフォ リオの割付 を考える。
・ これ まで収集 した資料 から、プ レゼ ンに必要な情報 を取捨選択す る。
・ プ レゼ ンテー シ ョンの流れ に沿 ってポー トフォ リオ を作 る。

⑤　 プ レゼ ンテー シ ョン ・屋台村方式 （３時間）
・ 大まかなプ レゼ ンテー シ ョン原稿 を書 く

。
・ 予想 され る質 問に対す る答 えを考え る

。
・ グループ ごとにプ レゼ ンテー シ ョンの練習を行 う

。
・選択 クラス内でプ レゼ ンテー シ ョン発表会を行 う。

⑥　 シェア リング （１時間）
・ 「食 と私たちの命 との関係 で見 えて きたこと」のテーマで

、感想交流をす る。
・	 テーマは違 え ども、共通 して言 えることはどんなことだろ うか とい うことを最終


的に考え られる ように、話 し合 いをもってい く。


⑦　 学習のま とめ （１時間）
・ これ までの学習 を振 り返って 「食 と私 たちの命」のテーマで意見文 を書 く。
・ 書いた意見文 は各新 聞社へ投書す る。

（2） 授業時間の生み出 し

この学習 は13時 間扱 い とし、総合的な学習の時間を利用 して行 う。また、新聞を読む、

記事のスクラップ については朝総合や休み時間、家庭において も行 った。

３ 「キー ・コンピテンシー」 を育成す る学習と能力観 との関連

（1） 「キー ・コン ピテ ンシー」 との関連

①相互作用 的に道具を用い る （Ｂ知識や情報を相互作用的に用 いる）

② 異質な集 団で交流す る （Ｂ協力す る。チームで働 く）

③ 自律的に活動す る （Ａ大 きな展望のなかで活動する）

（2）　中教審答申 「思考 力 ・判断力 ・表現 力」、「言語活動の充実」 との関連

Ａ －４ ： 情報 を分析 ・評価 し、論述す る。

Ｂ－11： 体験 した ことや調べた ことをま とめ、発表 し合 う （総合的な学習）。

（3）　学習指導要領との関連

Ａ総合的な学習の時間／①健康／②情報の収集 ・整理 ・発信

４　創意工夫 を生か した授 業 － 学習意欲 を喚起する授業開発 －

（1） 授業の概要

全体のテーマか ら、 自分が実際に調べ るテーマへの絞 り込みをす る授業である。指導者

がグループのテーマ を決めて しま うのではな く、生徒の興 味関心が どこに向いているのか

を個 々に確認 した上で、同 じよ うな考 えを もつ者 同士で グループ （チー ム）を作 るように

させたい。 なぜ な らば、 自分の興 味関心をもとに丹念に絞 り込んだテーマお よび、それに

基づ くグループに よる学習活動であれば、よ り主体的な学習への取 り組みが期待できるか

らである。 なお、そのための手立て としてブ レイ ンス トー ミング、Ｋ Ｊ法 を活用する。
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（2） 授 業の 流れ

１）　	 ね らい

仲 間 とコ ミュニ ケー シ ョンを取 りなが ら、主 体 的 に テー マ を決 め る こ とがで き る。

２）準 備 と板 書計 画

・ 準備 品

付 箋紙 、模 造 紙 、 サイ ンペ ン、 ワー ク シー ト１

・板書計画
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３）展開

発 問 ・指 示 ・説 明 生徒の学習の実態	 時間

説明　『この時間では、食 と命 に １　個人で 「食」に関わる問題点や、疑問点を付箋に書

関わる、調べ学習のテー き出そ う ！ 10分

マを決めます。』 Ｙ 子 ：『農薬』って、食べ物である野菜を作るときに使 う

発問　 『私たちの食 生活には、 ものだか ら、付箋に書き出 して もいいかな。

どのよ うな問題点や疑問

点があ りますか。思いつ Ｋ 子 ：私は食べ合わせ って本当にあるのか、気になるな

く限 り付箋に書き出 して あ。

みま しょう。 その ときに


『食 と私た ちの命』 とい


う言葉 も頭において、考


えてみましょう。』


指示 「これ か ら８人 グルー ２　ブ レインス トー ミングをしよ う！

プにわかれます。 グループ Ｙ子 ：同じ向きで貼った方がわか りやすいよね。 ５分

はこちらで決めました。 Ｋ子 ：少 し間隔をあけた方が見やすいかな。

グループごとに先ほ どの付 Ｙ子 ：あれ、私が書いた付箋 と似ているのがある……。

箋 を全部模造紙に貼 りま し


ょう。」
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中心発 問 『では、みんなで貼っ ３　Ｋ Ｊ法で分類 しよう ！

た付箋を読み比べてみま し Ａ 子 ：えー と、『食 と勉強は関係 あるか ？』 と 『食 と集中 20分

ょう。関係があると思 う付 力は関係 があるのか』 と 『頭が よくなる食べ物 と

箋はグループ化 し、それぞ は ？』って、 同じグループにしてもいいかな。

れのグループにふ さわ しい Ｎ子 ：いいと思 うよ。似ていると思 う。

と思われ る名前 をつけてみ

ま しょう。』（他人 とコミュ Ｓ子 ：テーマ名は何がいいかな。頭に関係 しているから

ニケー ションを取 りなが ら 『（食）と頭のよさとの関係』 とか。

テーマを分類す ることがで Ｎ子 ：じゃあ、とりあえずそれにしよ う。

きる。）

指示 「グループ化 されたものを ４　 テ ー マ を決 定 しよ う ！

よく見て、これか ら調べて Ｎ 子 ：調 べ た い テ ー マ は 、 『（食 と） 頭 の よ さ との 関係 』 で 15分

いきたい と思ったテーマを す 。


決めま しょう。 また、テー Ａ 子 Ｓ子 Ｒ 子 ：私 も ！そ の テ ー マ で調 べ た い ！


マ名 も再検討 しま しょう。」


Ｎ 子 ：テ ー マ 名 を も っ と、 か っ こ よ く しよ う よ。

Ａ 子 ：先 生 が 「『頭 の よ さ』 と い う言 葉 が 引 っ か か る 」 っ

て 言 っ て た よ ね 。

４） ワー ク シー トの 開発

３年　総合的な学習　 卒業研究


単元名 ： 「つながっているね ・食 と私たちの命」


～ 食 と命 との関係 を考える ～


☆さまざまな食に関する問題や疑問をもとに、調べ学習のテーマを決定 します。

（１）私たちの選んだテーマ


食 と学力の関係 について


（２）調べようと思った理由たいことと、結果の予想

このテーマについて調べたい と思 った理由は、朝 ご飯を食べない人は、授業に集 中 して

いないと感 じたか ら。また、「食べない と集 中できない」 と以前テ レビでもやっていて、実

際にそ うなのか知 りたいから。

（３）調べたいことと、結果の予想

・朝ご飯を食べている人 と、食べていない人のテス ト （学力）の差について。

（予想）テス トの差は出ると思 う。 しかし、どの程度差がつくかはわからない。

・ご飯を食べないと学力が どうなるか （集中力 ・記憶力 ・理解力）

（予想）授業に集中できな くなる。それにより、記憶力、理解力の低下につながる。

・頭の回転をよくしてくれる食事はあるのか。

（予想 ） あ る。 多 分 、 魚 類 だ と思 う。 あ とバ ラ ン ス よ く野 菜 を と る と よ さそ う。

３年　 組　 番　 Ｎ子
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５　課題解決のための活動的 ・協 同的 ・表現的な学び

（1）　授業の概要

テーマ決定後、新聞スクラップやイ ンターネ ッ ト、広報誌、図書 ・資料か ら情報 を収集

した。 この情報か ら特に 自分たちのテーマに必要 となる ものを取捨選択 し、最 終的に残 し

た情報を用 いて、プ レゼンテーシ ョン用のポー トフォ リオを作成 した。情報収集 の うち、

新聞スクラ ップは初 めてのことであったので、最初に指導 した。 できるだけ簡 単にで きる

よ う、切 り抜いた記事 とその記事 に関す る情報 （新聞社名 ・発行年月 日 ・記事の見出 し ・

要約、感想） を記録用紙 に記入 して、一緒 にクリアファイルに保存す るかたちをとった。

ポー トフォ リオは、プ レゼンテー シ ョンの流れ に沿ってページ割 りを し、シー トを作成

させ た。 ポー トフォ リオの シー トを作成す る際は、 どの情報 を使 うか、またポー トフォ リ

オを見せなが らプ レゼンテーシ ョンを行 うので、 シー トの レイア ウ トは どうかな どを検討

しなが ら準備 を していった。

プ レゼ ンテーシ ョンを行 う前にはグループの中で リハーサル を行い、お互いのプ レゼ ン

テー ションを聞いた。ポー トフォ リオの示 し方や声の大 きさ、話す速 さな どについてお互

い にア ドバイスをするこ とによ り、プ レゼ ンテー シ ョンの完成度 を高めていった。

（2）　授業のね らい

話 し合い活動 を通 し、プ レゼ ンテーシ ョンをす る上で効果的なポー トフォ リオ を作成

す る能力 を育成す る。

（3）　グルー プで絞 り込まれたテー マと活動内容
・ 食 と学力

受験生で ある今、学力 ア ップをね らいたい。食 生活 は学力に影響を及 ぼすのか、学力

を向上 させ る理想 の食事 はあるのか、頭 のいい子を育て る食事 はあるのかを調べてい く。
・ 食 と健康　 ～生活習慣病の可能性 ～

生活習慣病の問題が取 り沙汰 され るよ うになってか ら久 しい。それ らの病気 は どの よ う

な食生活 によって引き起 こされ るのか。また、予防す るためには食生活 において どの よ う

な ことに気 をつけれ ばよいのかを調べてい く。

・ 食 と美

美 しくな りたい とい うことは、誰 しもが思 うことである。そこで美 の観点を 「肌」「歯」

「脚」 「体型」に絞 り、それぞれ の美を保つ上で効果的な食事 について調べてい く。

・ 食 と精神　 ～食で 自殺 を止め られ るか ？ ！～

全国の自殺者数 が過去最高 とな り、校 内暴力 も増加 してい る。 その よ うな精神状態 と食

生活は何か関連性 があるのか、また精神 を安定 させ る食事はあるのかを調べてい く。

・	 食べ合 わせ　 ～食べ合 わせは本当に存在す るのか ？～

「ウナギ と梅干 し」のよ うな食べ合 わせ （食 い合 わせ）。昔 か ら伝わ る食べ合 わせの効

能は本 当なのか、また相性 のよい食べ合 わせはあるのかを栄養学的な面か ら調べてい く。

（4）　グループでの協同的な活動と表現 ・コミュニケー ションの実際


ここでは、「食 と学力」のチームについて紹介す る。


１）グルー プでの協同的な活動の流れ

①　 グループのテーマ を確 定す る。

②　 テーマおよびテーマ設定の理 由に関わる資料、記事 、インターネ ッ トの情報 を収集す

る。

③　 プ レゼ ンテー シ ョンの流れ を決める。

④　 プ レゼ ンテーシ ョンの流れ に沿ってポー トフォ リオのペー ジ割 りを考 える。

⑤　 収集 した資料、記事、インターネ ッ トの情報 の中か ら、 自分たちのグループのプ レゼ

ンテーシ ョンに必要な ものだけを残 し、他を捨て る。
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⑥　 役割分担を してポー トフォ リオを作 る。

⑦　 大まかなプ レゼ ンテー シ ョンの原稿 を書 く。

⑧　 予想 され る質問に対す る答 えを考え る。

⑨　 グループの中でプ レゼ ンテー シ ョンの練習を し、お互いにア ドバイスをす る。

⑩　 クラスの中で屋 台村形式でプ レゼ ンテー ションを行 う。その後、感想交流 をす る。

⑪　 これ までの学習 を振 り返 り、「食 と私 たちの命」 をテーマに意 見文 を書 く。書 いた意

見文 は、新 聞社へ投書す る。

２）グルー プでの表現のかたち

お互い に集 めた資料 を持 ち寄 り、話 し合 いを しなが らテーマに合った情報 を取捨選択 し

ていった （図 １）。 そ して絞 り込んだ情報 をもとに、ポー トフォ リオ を作成 した （図 ２）。

図 １　使 う情報 を絞 り込む

図 ２　新聞記事 を使 ったポー トフォ リオ

【読売新聞 「朝食 とれ ば頭 ・体 さえる」2009．11．25】

３）グルー プでの表現物作成に至 るまでのコ ミュニケー シ ョン

①　 ポー トフォ リオに入れ る資料 、記事 、情報の決定

Ｎ子	 ：食 と学力に関係す る資料で、 どんな ものがあったかを言っていこ うよ。 まず、私が

見つ けたのは、全 国学力 ・状況調査 の生徒質問紙集計結果。 ここに 「朝食を毎 日食

べてい る生徒 の方が正答率が高い傾 向が見 られる。」 ってあったよ。 あ と、新 聞記

事 にも全国学力の結果 を入れ なが ら 「朝食 とれ ば頭 ・体 さえる」 ってい う記事が あ

った。 これ は大学の先生が言 ってい るものだった よ。

Ａ子 ：本 当だ。全国の中学生を対象に した調査だか ら、かな り信用 できる結果だね。

Ｓ子 ：全 国学力 ・状況調査 の結果 はポー トフォ リオに入れ ようよ。あ と、 これ って 日本だ

けの ことなのかな。他の国ではど うなんだ ろ う。

Ａ子 ：私 が調べた資料の中に、アメ リカの ものがあって 日本 と同 じく 「朝食 を食べている

人の方が、記憶力や試験の結果がいい」ってあった よ。

Ｗ子 ：と、い うこ とは朝食 を食 べてい ると学力ア ップに関係がある と言ってもいいよね。

Ｓ子 ： ち ょっと気 にな るのが、この前学校 で配布 された 『区 Ｐ協かわ さき』 に載 ってい

た記事 なんだけ ど、朝食 を食 べれ ばいいってい うわけで もな さそ うだ よ。 「『昼ま

で集 中力 がもたない』『だ らだ らして疲れやす い』子 どもた ちが 目立つの も朝 ごは

んの内容が 関係 してい るのではないか と思われます。」だって ！

Ｎ子 ：朝食 の中身が問題 とい うことかな。 じゃあ、学力ア ップのために何 を食べるいいの

かも入れ る といいね。関係す る情報 をもってい る人はいるかな ？

持ち寄 った情報 をもとに、話 し合いを通 してポー トフォ リオに入れ る情報の絞 り込みを
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行 った。話 し合いではテーマか ら外れないよ う、常にテーマに立 ち返 ることを意識 してい

た。そ してお互い にどのよ うな情報 をもっているのかを問いか け、仲間の言葉 を聞 くこと

によ り、関連の情報へ気づ くとともに、調べ るべ き項 目の決定へ とつ なげ ることができた。

②　 役割分担を してポー トフォ リオ を作成

Ｎ子 ：プ レゼンの流れ と入れるべ き項 目と内容 は決 まったか ら、ポー トフォ リオ作 りの分

担 を決めよ う。

Ｗ子 ：全部手書 きで作るのは大変だか ら、流れ にそって各ペー ジの項 目は私 がパ ソコンで

入力するよ。その方が絶対 に早い。

Ｎ子 ：そ うだね。 じゃあそれはＷ子 さんにお願 い して、内容 の部 分を他のみんなで分担 し

て書 こ う。 とりあえず、 「朝食 で成績ア ップ」の ところは、私が書 くよ。

Ａ子 ：私は 「頭のいい子を育て る食事」のペ ージを書きたい ！関係す る資料 をもっている

し。

限られた時間の中でポー トフォ リオ を作成 しなけれ ばならない ことを受 けて、いかに効

率 よく作成するか意見を出 し合 う姿が見 られた。 また、誰が どの よ うな資料 、記事、情報

をもってい るのか を把握 しているため、内容の役割分担 について も自主的に名乗 りを上げ、

責任 をもって担 当箇所 をま とめていた。

（5）　市民性を育成するためのコミュニケーション

クラスでのプ レゼ ンテー シ ョン発表会後 に「食 と私たちの命 との関係で見えて きた こと」

のテーマで、感想 の交流 （シェア リング） を行 った。 そこでは生徒た ちか ら、「グルー プ

ごとに調べ学習 のテーマは異なったが、プ レゼンを聞く中で、食 は私 たちが生 きてい く上

で、重 要な位置 を 占める ことを再認識 した。」 「各テーマ に共通 して言 えるこ とは、栄養

バ ランスの とれ た質の よい食事によ り、それぞれ の問題 を解決 し、 より充実 した生活へ と

つなげる ことができる。」 「私た ちの命 を輝 かせ るために も、食事 をいい加減 に してはい

けない。」等 の感想 が述べ られ た。そ こでは、お互 いの感想 に共感 的な態度で聞 き入 る姿

が見 られ た。

（6）　参 考 に した 図書 ・資 料 、Ｗｅｂ、等

１）　 新 聞

産 経 新 聞 「荒廃 一 変 させ た ご飯 給 食 」2007．11．11

産 経 新 聞 「チ ョコ食 べ た子 供 は暴 力 的 な 大人 に ？」2009．10．7

東 京 新 聞 「ニ ンジ ン ・油 と合 わせ て」2009．11．22

読 売 新 聞 「朝食 とれ ば頭 ・体 さえ る」2009．11．25

２）　 Ｗｅｂ

国立教育政策研究所 http://www.nier.go.jp/09chousakekka/index.htm 2009.10.10

内閣府　 食育推進担 当ホームペー ジ http ://www8. cao .go .jp/syokuiku/index.html 2009.10.10

テルモ体温研究所 http://www.terumo-taion.jp/ 2009.10.10

砂糖類情報 （独立行政法人　農畜産業振興機構 http://sugar.alic.go.jp/ 2009.10.10 

All About 健康 ・医療 http://allabout.co.jp/health/healthfood/ 2009.11.1

健康 ・安全　 食 百科 http://www.shokusan.or.jp/hyakka/index.html 2009.11.1

日本生活習慣予防協会 http ://mhlab .jp/calendar/seikatsusyukanbyo _01/2009/07/00522 1.php
2009．11．1

かながわの食育 http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/kankyonoseisomu/syokuiku/index.html

2009．11．1

３）　 図書 ・資料

指 定成分表 による毎 日の食事のカ ロリー ・糖分 ・塩分ガイ ドブ ック　香川芳子監修

女子栄養 大学出版部　1987．3
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お むす び の祈 り 「森 のイ ス キ ア」　 集 英 社 文庫　 佐藤 初 女2005．7．20

市 Ｐ協か わ さき第159号2009．12．1

６　生徒の感想 と 「キー ・コンピテ ンシー」育成への解釈

（1）　生徒の感想
・ 食 は命 の源 であ り、私 たちを支 えて くれ てい る大切 な ものだ と改めて思った。 また、

今回の学習では、役割分担 を して作業をスムーズに進め られ るよ う、協力 して取 り組む こ

とができま した。 （Ｎ子）
・ 「食 と健康」について調べ ま したが、ほかのグループのテーマ も、すべて健康 につな

が ることで した。バ ランスの よい食事が よい健康状態 を作 り、 よい健 康状態が 「美」や

「学力」、 「精神 状態」 をよ くす るこ とにつ なが っていま した。 だか ら食事 は適 当に とる

のではな く、一回一回考 えて、大切 にとろ うと思いま した。 それか ら、は じめて新 聞を使

って調べ学習 をしま したが、新聞を隅々読 めば さま ざまな分野の知識 を得 られ ることがわ

か りま した。新聞は身近に情報を得 られ、 とて も便利だ とも思いま した。 （Ｙ子）

・「食 と美 」について調 べま した。 「肌 にはコラー ゲンや ビタ ミン Ｃ が よい」 など、 さま

ざまなことがわか りま した。今回学習 した ことを、 もっ と多 くの人たちに教 えてあげたい

と思いま した。 （Ｎ男）

・ 今回の総合 はす ごく楽 しかった。 プ レゼ ンの力や調 べる力が これまで よりついた。今

回の学習で身 に付いた力 を、他 の学習で も生か していきたい と思 った。 （Ｙ男）

（2）　「キー ・コン ピテ ンシー」育成への解釈

Ａ子 の感想 にあるよ うに、テーマ別 に集 まったグループで は、協力 して聞き手にわか り

やす く伝 える上で効果 的なポー トフォ リオ を作 る姿が見 られた。 また、Ｙ子 の感想 か らは

新聞か ら多種多様 な情報 が得 られ ることへの気づ きがあ り、その中か ら得た必要な情報を

実際にプ レゼ ンテーシ ョンに生か していた。 さらに、Ｎ男の感想 か らは、 さまざまな資料

か ら集 めた知識 ・情報を道具 としてコミュニケー シ ョンを取ろ うとしている。

以 上 の こ とか ら知識 ・情 報 を熟 考 ・評 価 し、表 現 ・コ ミュニ ケー シ ョン して い るこ とを

解 釈 で き よ う。

７　授業実践を終 えて

最初、調べ学習 を行 うと聞いて、ほとん どの生徒が嫌な顔 をした。 しかも新 聞を活用す

る と聞き、 「字が小 さくて読む気 が しないよー ！」の大合唱が起 こった。

学習が始 ま りしば らくす る と早朝 のクラスで黙々 と新聞を読む生徒 の姿も見 られ るよ う

になった。学習 と関係 ない記事を読 んでいることが多かったが、それで も新聞か ら何か を

得 よ うとしている姿は新鮮 であった。

Ｒ男は、調べ学習 も書 くことも苦手で あったが、たくさんの情報を収集 し、それ を紹介

す るために次々 と要約を していた。Ｒ男は後 に 「今 回の総合学習 は頑張った。 これ までの

学習 でい ちばんできた し、楽 しか った。最初か ら最後 まで集 中 して取 り組 めた。」 と述べ

ている。Ｒ男 は、 この学習 を通 して学ぶ喜びを味わ うことができたのだ ろ う。

さらに この学習の後、一部 の生徒 ではあるが今回学習 した ことを早速生か してお弁 当を

作 りを した。知識 を得 ることに留ま らず、実生活に生かそ うとす る。 これ こそ今、彼 らに

求め られている力ではないだろ うか。そ のよ うな力 を身につけ られ る授業 をこれか らも開

発 し、実践 してい きたい。

（川崎市立川崎中学校　久保田聡子）

－324－



第 １部　 第 ９章　 第 ５節

Ｎ ＩＥを活用 した市民性を育てる授業

本当の豊か さとは？

１　授業実践のポイン ト

「世界の子 どもたち」 とい う題材で世界の状況 について国語科 の調べ学習 を行った。 私

た ちにの環境 とあま りに異な る世界の子 どもたちの現状 を知 り、生徒か ら 「私たちは幸せ

なのだ」 「日本 は豊かなのだか らそ うい う国を支援すべ きだ」 とい う意見が出 された。け

れ ども、アメ リカの リー マンシ ョックの影響 を受 け、 日本 も不況で派遣切 りによる失業者

の増加 な ど生活 に格差が生 じている。また、ＯＥＣＤの 「子 ども貧困率の調査」 （08年秋）で

は、加 盟国30カ 国中 日本は ４番 目に高か った。 そ こで、「私たちの生活 は本当に豊 かなの

だろ うか」 と生徒たちに投げかけ、 「豊か さ」 について考 えさせ た。

「豊か」 と一言 にいって も見方や感 じ方 は人それぞれ である。今 回は導入 で 「何 をもっ

て豊か と感 じるのか」 と問いかけ、生徒 たちか らあがった観点 を使 い 「豊か」 をテーマ に

ウェビングを行 った。そ して発想 を広げ、そ こか ら各 グループで着 目す るところを絞 り、

テーマを設定 した。情報収集には新聞記事 を活用 した。 新聞は紙 面 ごとにジャンルが分か

れ ていて、欲 しい情報が見やす い。また、記事か ら得た情報 は新 しく正確 で、現況を把握

す る上で有効である。 さらに新聞を読み比べ ることによ り、その情報 をさま ざまな側面か

ら捉 えることができる。収集 した情報は、グループ ごとにスクラップ新聞にま とめた。 ス

クラップ新 聞作成後 に、ポスターセ ッシ ョンを行った。情報や意見を共有す るこ とで、視

野を広 げ 自分の考えを深 めるこ とができた。 これ らの活動 を通 して、 「キー ・コンピテ ン

シー」 を育成する授業を行 った。

２　 「キー ・コ ン ピテ ンシー 」 を育 成 す る学 習

授 業 実践 の時期 は、 平成21年 度10月16日 か ら12月16日 ま で で あ る。 実 践 した学 校 は 、千

葉 県香 取市 立佐 原 第 三 中学 校 、対 象 学年 ・ク ラス は 、 ３学年 Ｂ組 （男子10名 、女 子 ８名 、

計18名 ） で あ る。

（1）　「キー ．コンピテンシー」 を育成す る学習単元計画

①　 導入 ・ ・・１時間

・ 私 た ち の生活 は 「豊 か」 な の か、 何 を もって 「豊 か 」 と感 じるの か を考 え る。

②　 テ ーマ 設 定 … ２時 間

・	 グルー プ ご とに 「豊 か さ」 を キー ワー ドに観 点別 ウェ ビ ング を行 い 、発 想 を広 げ てテ

ーマ を絞 る。 

※ ウェビングの観点は前時に生徒 たちか ら出た ものを活用す る。

③　 調 べ 学 習 … ４時 間

・ ス ク ラ ップ新 聞の作 り方 につ い て の レクチ ャー 。

・ 各 グル ー プ のテ ー マ に沿 った新 聞記 事 を収 集 す る。

④　 ス ク ラ ップ新 聞づ く り ・・ ・４時 間

・ グル ー プ ご とにテ ー マ に沿 っ た ス ク ラ ップ新 聞 を作 成 す る。

⑤　 発 表 ・意 見 交換 … ２時 間

・ ス ク ラ ップ新 聞 を基 に リレー 式 ポ ス ター セ ッシ ョン を行 う。
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⑥　 振 り返 り学習 ・・ ・１時 間

・ グル ー プ で ま とめた こ と、 ポ ス ター セ ッシ ョンを した こ とを ３つの 観 点 で振 り返 る。

⑦　 ま とめ ・・１時 間

・ 「豊 か さ再考 」 をテ ーマ に各 自で意 見文 を書 き、新 聞社 に投 稿す る。

（2）　授業時間の生み 出 し

本学習は15時 間扱 い とし、導入 ・振 り返 りの学習 は道徳 、テーマ設定 ・調べ学習 ・新

聞づ くりは総合 的な学習の時間 （一部 国語）、発表 ・意見交換 ・ま とめを国語の時間を利

用 して行 う。また、朝の10分 間読書の時間を利用 し、新聞を読む時間を確保 する。

３　 「キー ・コン ピテ ンシー」を育成す る学習 と能力観 との関連

（1）　「キー ・コンピテンシー」 との関連

①　 相互作用的に道具を用い る （Ｂ知識や情報 を相互作用的に用い る）

②　 異質 な集団で交流す る （Ｂ協力す る能力）

③　 自律的 な活動 にす る （Ａ大きな展望のなかで活動す る）

（2）　中教審答 申 「思考 力 ・判断力 ・表現 力」、「言語活動の充実」 との関連

Ａ 「思考力 ・判 断力 ・表現力」 との関連

Ａ－ ２ ：事実を正確に理解 し表現す る

Ａ－４ ：情報を分析 ・評価 し、論述す る

Ｂ 「言語活動の充実」 との関連

Ｂ－ ２ ：論述す る （各教科 、領 域、総合的な学習の時間）

Ｂ－11： 体験 した ことや調 べた ことをま とめ、発表 し合 う （家庭 、技術 ・家庭、特別

活動、総合的な時間等）

（3）　学習指導要領 との関連

Ａ総合的な学習の時間　 ②情報の収集 ・整理 ・発信

Ｃ道徳　 ④郷土 ・国を愛する心

４　課題解決のための活動的 ・協 同的 ・表現的な学び

（1）　授業の概要

各 グループで、ウェビングによ りテーマ を設定 し、ス クラップ新 聞づ く りを行 う。まず、

テーマに関す る新聞記事 を収集す る。そ の収集 した記事 か らグループで話 し合 いス クラ ッ

プ新聞に載せ る記事を選ぶ。 同 じ話題 でも新聞社 によって記事の書 き方 が異な るので、読

み比べ記事 について吟味す る。ス クラップ新聞のつ く り方 は中日新聞社 ・東京新聞社の コ

ンクール優秀作品集 を参考に した。 レイ アウ トや見出 しのつけ方 をグル ープ ごとに工夫 し

新 聞を仕 上げた。 グループのメンバーで分担 し、切 り抜 いた記事 には要約文、感想 ・意 見

文 を添 えた。新聞作成後は、それ を基 にポスターセ ッシ ョンを行 い、他 グループ との交流

を図った。

（2）　授業のね らい

・	 グループで新聞記事 を取捨選択 しなが ら、スクラップ新聞を作成す ることによ り、豊

か さについての考えを深め、仲間 と共有す ることができる。

・ リレー式 ポス ターセ ッシ ョンで他 のグループ と交流 し、 さらに視野 を広げることがで

きる。

（3）　グルー プでの絞 り込 まれたテー マと活動 内容
・ 豊か さ再考－ 暮 らしを支える医療－

医療面か ら豊か さについて考 える。 ち ょうど新型インフルエ ンザが流行 していた時期

で、それに関連す る記事の収集が多かった。 また、医療技術や 医療訴訟 の記事 も取 り上
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げてい た。

・ 日本 の経済－ 見 えない未来－

経済面か ら豊 かさについて考 える。失業率の増加や就職 内定率の低 下、企業の低価 格

競争の悪循環 な ど不況 の影響 を受 けた記事 を取 り上 げていた。
・ 豊 か さ再 考－ For a Lively World

環境面か ら豊 かさについて考 える。 このグル ープはエ コに着 目し、エ コに関す る記事

を収集。エ コカーに関す る記事 を読み比べていた。
 

What's new machine for the future? －便利 を身近に届 けます ！－

物質面か ら豊 かさについて考 える。特に、未来 の生活 を便利にす る機械や機器 に着 目。

（4）　グループでの協 同的な活動 と表現 ・コ ミュニケーシ ョンの実際

４グループの うち、「日本の経 済－見 えない未来－ 」をテーマ に経済面か ら豊か さにつ

いて考 えたグループを追 った。

１）グルー プでの協同的な活動の流れ

①　 「豊 か さ」をキー ワー ドに観 点別 ウェビングを行 い、発想 を広 げテーマ を絞 る。

※　 ウェ ビングの観点	 （導入時に生徒か らあげ られた もの）

経済／物質／安全／環境 （自然）／心 （人）／教育

②　 グループのテーマに沿った新 聞記事 を収集す る。

※　 その際他のグループのテーマにあった記事が あれ ば、そのグループに紹介す る。

③　 収集 した記事 をグループ内で読み合い、その 中か らスクラップ新聞に使 うものを話 し

合 って選ぶ。

④　 使 う記事の要約文 と意見文の作成 を各 グループで分担 して行 う。書いたものはグルー

プ内で読み合 う。

⑤　 新聞切 り抜 き作品コンクールの作 品集 を参考 に、見出 しや レイアウ トを話 し合 って決

定す る。

⑥　 模造紙 に記事や見出 し等を貼 り付 ける。色画用紙や色上質紙 、カ ラーペ ンなどを活用

し、読みやすい新聞づ く りを工夫す る。

⑦　 スクラップ新聞をも とに リレー式ポスターセ ッシ ョンを行 うので、発表用 ワークシー

トに発表す ることをま とめる。新 聞の どの記事 を中心 に発表す るか各 グループで考 える。

⑧　 全員が発表者になるので、グループ内で発表 の リハ ーサルを行 い、発表 の最終チェ ッ

クをす る。

⑨　 リレー 式 ポス ターセ ッシ ョン を行 い、他 の グル ー プの テ ーマ に もふれ 、視 野 を広 げ る。

※　 リレー式 ポス ターセ ッシ ョン

・ スクラップ新聞を作 ったグループか ら １人ずつ 出て、セ ッシ ョンす るグループを新た

に作 る。

・ 自分の グループの新聞の ところに来 た ら、その新聞について発表す る。

・ 発表後に意見交換 し、終わった ら次のグループの新聞に進む。

２）グルー プでの表現のかたち

グループで収集 した記事 か ら話 し合 って使 う記事を決 め、 レイア ウ トを工夫 してスクラ

ップ新聞を作成 した （図 １）。そ してそれ を基に リレー式ポスターセ ッシ ョンを行 った （図

２）。
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図 ２　 ポス ター セ ッシ ョン

図 １　経済面か ら見たグルー プのスクラップ新聞

３）グルー プでの表現物作成に至るまでのコ ミュニケー シ ョン

スクラップ新 聞を作成 してい く過程で、話 し合いなが ら作業 を進 めていった。

①　 スクラ ップ新 聞に使 う記事の決定

Ａ子 ：経済 に関す る記事 を読む と日本 は豊か とは言 えないね。 どの記事 をスクラップ新 聞

に使お うか。

Ｂ男 ：企業が大変な記事が多いか ら、その中か らみんなが知 っている企 業の記事を取 り上

げよ う。

Ａ子 ：「イオ ン」は近 くの成 田市 にあ る し、ファ ミリー レス トランは市 内に もあるから身

近に感 じるね。

Ｃ男 ：スーパー もファミリー レス トランもよく利用す るか ら、不況で閉店になって しま う

と僕たちの生活 に大 きく影響す るね。今まであった ものがな くな ると生活が不便

にな るし、本 当に豊か さか らは遠 ざかって しま うね。

Ｃ男 ：大学の就職 内定者 の記事 はこれ か らの僕 らの進路の参考に もなるね。

Ｂ男 ：記事に具体的な数字が載 っている と現状 がよくわかるよね。

Ｄ男 ：経済面は暗い記事 ばか りになって しま うね。明 るい記事はないのかな。

Ａ子 ：求人が ２年 ４ヶ月ぶ りに改善 した とい う記事 は どうかな。

Ｂ男 ：そ うだね。 でも、よ く読む と厳 しい状況は変 わ らない と書いてあるよ。

Ａ子 ：確かに明るい記事 ではないけれ ど、グラフは提示 され ていて、失業者 と求人の数値

の関係 がわか るか ら、 この記事はスクラップ新聞に載せ よ う。

日本経済新聞、各紙の経済面を中心 にスクラップを進めていた。 どの記事 をス クラ ップ

新聞に載せ るか話 し合 うために、再度記事を読み直 し、 グループで話 し合 った。会話か ら

もわかるよ うに読み手を意識 した記事選 びが行われ た。

②　 レイア ウ トの決定

Ａ子 ：まず見出 しは レタ リングや 大きさを工夫 して 目立つよ うに しよ うよ。色 も工夫す る

とみんなの 目を引 くよ。

Ｂ男 ：セ ンターに不況の様子がわかるよ うに、見出 しと写真 をコラー ジュ して貼 ろ う。台

紙 は 目立つ よ うに赤 と黒がいいね。

Ａ子 ：コラージュに使 う見出 しは、 どれ にしよ うか。

Ｂ男 ：数字が入 っている方 がイ ンパ ク トがある し、現状が一 目でわかるよ。

Ｃ男 ：「営業赤字4000億 円縮小」や 「残業不払い ４億3000万 」は額 も大 きい し、インパ

ク トがあるね。
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Ｂ男 ：「公共事業費削減 」や 「月給 とボーナス同時削減」 も厳 しい経 済状況 を表 している

か ら使 える と思 うよ。

Ｃ男 ：記事 の割 り付 けはグループ ごとに しよ う。 関連性のあるものをま とめておいた方 が

見やすいか らね。

記事選びの時に数字に注 目した ことを、 レイア ウ トに活か している。実際仕上がった新

聞を見 ると、写真 と見出 しの コラー ジュが 目を引き、記事を分類 して貼 った ことにより見

やすい新聞 に仕上がった。

（5）　参 考 に した新 聞 、 図書 ・資 料 、Ｗｅｂ等

１）新聞

朝 日新 聞 「もが く総 合 スー パ ー」2009．10．7

朝 日新 聞 「終 わ りな き安 売 り合戦 」2009．10．8

読 売 新 聞 「求人 ２年 ４ヶ月 ぶ り改 善」2009．10．31

朝 日新 聞 「就職 内定 率 大学 生62．6％ 」2009．11．19

２）図書 ・資料

中 日新聞 ・東京新聞　 新 聞切 り抜 き作品 コンクール優秀特集

『国語便覧』浜 島書店、2005．12．15

５　市民性 を育成す るための授 業

（1）　授業の概要

スクラップ新聞を基に した リレー式ポスターセ ッシ ョンの後、振 り返 りの学習 を行 った。

振 り返 る ３つの観 点を教師が提示 し、豊か さについて意見交流 を図った。

観点 １　私 たちの生活 の中での 「豊か さ」 とは何か。

観点 ２　 「豊か さ」 を考 えた ときの問題点や課題は何 か。

観点 ３　将来、私 たちの暮 らしを豊 かにするためには どの ように考え、生きていけばよ

いか。

（2）　授業の流れ

１）ね らい

スクラップ新 聞づ くりや ポスターセ ッシ ョンを通 して 「豊 かさ」について考 えた ことを

意見交流 し、 自分 の考えを深める。

２）準 備 と板書 計 画

・ 準備 品

ス クラ ップ新 聞、発 表 シー ト、聞 き手 シー ト、振 り返 りシー ト

・ 板 書計 画
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３）展開

発 問 ・指 示 ・説 明

指示 「前回まで各 グループでテーマを決め

てスクラップ新聞を作成 し、それを基

にポスターセ ッションを行いました。

今 日は、これまでの学習を通 して 「豊

かさ」について考えたことを発表 し合

い、 自分の考えを深めてい きま しょ

う。」

指示 「まず、振 り返 りシー トに自分の考え

をまとめましょう。」

発問 『私たちの生活の中で 「豊かさ」とは

何で しょうか。』

発問 『「豊かさ」を考えたときの問題 点や

課題は何ですか。』

生徒の学習の実態 時間

１　振 り返 りシー トに自分の考えを記入する 10分

教室の側面に掲示 してあ る各グループのスク

ラ ップ新聞を見た り、前時に使用 した発表シー

ト、聞き手シー トを見なが ら記入。

２　シー トにま とめたことを発表する 11分

Ｋ子 ：今の生活ができること。具体的には、水

や電気が使えた り、毎 日食事ができて学

校に通えることだと思 う。

Ｅ子 ：ポスターセ ッションを したら、物質面で

は豊かさが感 じられたね。私たちの生活

が便利になるよ うにいろいろな製品が開

発 されているのがわかったよ。

Ｍ男 ：ロボ ットが普及すると、体の不自由な人

やお年寄 りの生活が豊かになるよね。

Ｐ男 ：僕は環境か ら調べたけ ど、環境 を守 るた

めにエコカーな どさまざまなエ コ対策が

されているね。

Ｈ男 ：医療面でも日本は豊かだ と思 うよ。医療

技術 は発達 しているし、途上国へも支援

してるんだ。

Ａ子 ：そ うだね。一部の人が豊かになるのでは

なく誰 もが平等に安定 した生活 を送れる

ことが豊かだと思 う。

Ｂ男 ：やっぱり、経済面か ら見る と 「豊かさ」 11分

は感 じられないね。不況の影響は大きい

と思 うよ。

Ｇ子 ：大学を卒業 しても就職できないのは厳 し

いよね。とくに女子の方が大変だ と思 う。

Ｅ子 ：景気がよくなると豊かな生活 につながる

と思 う。

Ｊ男 ：物質面でも確かにものにあふれているけ

ど、それを当たり前だと思って しまって、

ものを大切にす る気持 ちを忘れているん

じゃないかな。

Ｐ 男 ：心の面で も 「豊か さ」について考えなけ

ればならないね。

Ｐ男 ：エコについて調べたら、「非電化」生活を 15分

している人が紹介 されていたよ。不便 さ

中心発問 『将来、私たちの暮 らしを豊かに

するためにはどのよ うに考 え、生きて
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いけばよいで しょうか。』 を楽 しむ と書いてあったよ。

（「豊か さ」について考えた ことを将来の Ｍ男 ：生活は不便で も心が豊かになるんだね。

生き方に結びつける。） Ｌ子 ：生活の中で無駄遣いをしないことも豊か

さに通 じるんだね。

Ｆ子 ：そ うだね。一人ひ とりが気を配 り、周 り

のことを考えれ ば、環境 ももっとよくな

るん じゃないかな。

Ｅ子 ：広い視野をもって生きていけば、少 しは

よい方向に進めるん じゃない。

Ｊ男 ：相手 を思いや る気持ちが大切だね。 自分

だけ じゃな く、みんなが豊かになるよう

に考えていきたいな。

指示 「次回は今 日の振 り返 り学習を基に各 ３　次回の学習活動と道具の準備の確認をする ３分

自で 「豊かさ」について考えたことや

感 じたことを意見文にまとめます。今

日使 った振 り返 りシー トを忘れずに用

意 しましょう。」

４） ワー ク シー トの 開 発

Ｎ ＩＥワークシー ト
氏名　○○　○○

今日のテーマ

学 習 した こ と を 振 り返 ろ う

私たちの生活の中での 「豊かさ」とは何か？

【自分の意見】
誰 もが平等に安心 して安定 した生活を送れること。

【他の人のは …】
・技術の進歩　 ・人の心が豊かになること　 ・経済がよくなること　 ・今の生活ができること

２ 「豊かさ」を考えたときの問題点や課題は？

【自分の意見】
「豊か」にな りすぎると当たり前でないことが当たり前に思 うようになってしまい、心が貧 しく

なってしま う。

【他の人のは …】
・不況　 ・心が貧 しくなる　 ・環境の変化　 ・老人への配慮

３ 将来，私たちの暮 らしを豊かにするためには，どのように考え，生きていけばよいか ？

【自分の意見】
本当の 「豊かさ」は何なのかを考え、それを踏まえて普段の生活のありがたみを感 じながら生活

する。

【他の人のは…】
・子ども手当などお金の配布　 ・環境への配慮　 ・あ りがたみを感 じる　 ・周 りの人への思いや り

１
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６　生徒の感想 と 「キー ・コンピテンシー」育成への解釈

（1）　生徒の感想
・ 今回の授業で普段読 まない紙 面も読む ことができ、 さま ざまな記事 に触れ て視野を広

げ ることができた。 これか らも興味を持 って新 聞を読みたい。 （Ｃ男）

・ スクラップ新聞づ くりは初 めてだったけ どとて も面 白かった。 グループで記事を集 め

るのは大変だ ったが、またや ってみたい。 （Ｍ男）

・	 難 しかったがや りがいはあった。記事の要約 文や意見文を書 くのは大変だった。みん

なに助けて もらいなが ら仕上げた ときは うれ しかった。 （Ｄ男）

・ 普段 当た り前の ように生活 していたが改めて 「豊か さ」について考 えることができて

よかった。不況で就職 な ど厳 しい面 もあるが世界的に見 ると日本はまだまだ恵 まれ てい

ると思 う。 （Ａ子）

・ 「豊か さ」 とは普通 に過 ごせ 、気持 ちで幸せ だ と思 えることだ。 ものがいっぱいある

か らではな く、心が ど う感 じるかだ と思 う。技術 が進歩するこ とはよい と思 うが、それ

に頼 りす ぎるのはよくない と思 う。 （Ｊ男）

（2）　 「キー ・コ ン ピテ ン シー」 育 成へ の 解 釈

今回のテーマは 「豊か さ」 について考 えるとい う抽象的な ものであった。 冒頭 にも述べ

た よ うに 「豊か さ」 とは さまざまな見方や感 じ方がある。 けれ ども生活 に格差が生 じてい

る現在 、生徒たちが将来を見据 えて生 きてい くうえで考 える必要 があるテーマだ と考 えら

れ る。 あま りに も抽象的す ぎてテーマ設定が難 しかったが、それ ぞれの グループが観点を

絞 り込むこ とに よって具体的に考 えられ るよ うになった。今回予想通 り、記事の収集、絞

り込みにずいぶん時間がかかった。 日頃各 自で新聞スクラ ップを行 っているが、グループ

で協力 して行 うとさまざまな意見が交わ され、試行錯誤するので時間がかか る。けれ ども、

そのことによ り記事 の見方や記事に対す る考え方が深まった。Ｄ男 のよ うに文章表現が苦

手 な生徒 も、グループの 中で意見 を交換 した り、書いた もの を読み合った ことにより表現

活動 を充実 して行 うことができた。 Ｃ男の ような感想 を もった生徒 は多 く、普段あま り新

聞記事 を読 まない生徒や、一部の紙面 しか見ない生徒 には、 よい刺激になったことが窺 え

る。 この よ うに、多 くの生徒がス クラ ップ新 聞を作ったこ とで達成感 を味わ うことがで き

た。 またＡ子や Ｊ男 のよ うに、今回の学習で 日本だけを考 えるのではな く、世界の現状 も

踏 まえて、 これか らどの よ うに生 きてい けば よいのかを考 えられ たのは大 きな成果 とい え

る。

以上の ことか ら知識 ・情報を収集 し熟考 ・評価 し表現 しコミュニケーシ ョン しているこ

とが解釈 できよ う。

７　授業実践 を終 えて

本校では毎週金曜 日新 聞タイムを設けている。全校で共通のスクラ ップノー トを用意 し、

自分の興味がある記事をスクラップ してい くのだ。今回はその発展 的な学習 としてスクラ

ップ新 聞づ く りを行 った。そのためにクラスに ２ヶ月間 ７紙が配布 された。初 めは 自分の

興味ある記事 （特 にテ レビ欄 とスポー ツ欄 が人気 なのだが） しか読 まなかった生徒 も、 し

だい にい ろい ろな紙面 に 目を向け るよ うになって きた。記事収集 の時には、 「こんな記事

もあるよ」 といろいろな記事 を私や グループの仲間に紹介す る姿が見 られ、この学習 をや

って よかった と思 った。 ポスターセ ッシ ョンは初 めてだ とい う生徒 が多 く、発表の仕方 を

学習プ リン トや国語便覧を使 って レクチ ャー した。発表 当日、生徒 が記事について熱 く語

る姿 を見る と本当に意欲 的に取 り組 めたんだ とい うことを実感す ることができた。初 めて

の試みなので改善点もあ るが、他 の意見 を聞きなが ら自分の考 えを深 める力をつけるには

有効 な活動 であると思われ る。 （香取市立佐原第三中学校　 松井初美）
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第 ２部

キー ・コン ピテ ンシー と 「言語 活動 の充実」 を図 る

学習指導のあり方



第 １章

算数 ・数学理論における 「言語活動の充実」を図る

学習指導のあ り方



第 ２部　第 １章　第 １節

キー ・コンピテンシーに基づく学習指導の枠組み

－算数 ・数学における 「言語活動の充実」 と思考力 ・判断力 ・表現力の育成 －

は じめに

「キー ・コンピテ ンシー」 に基づ く学習指 導の枠組 みの開発 を追究す る。 この ことを算

数 ・数学における思考力 ・判断力 ・表現力の育成 を中心 として行ってい く。算数の学習 内

容 を道具 として使 用 し表現 しコミュニケー シ ョン してい くことを 「活用」 と捉 え、算数 ・

数学にお ける 「言語活動の充実」 を具体化す る学習指導の枠組 みを作成するこ とにす る。

知識 ・技能 を道具 として使用 し表現 しコ ミュニケー シ ョン してい く、 とい う 「活用」 を

考 えるとき、「キー ・コンピテ ンシー」の 「適応」の考 え方 とそれ をPISA調 査で具体化 し

た 「文脈」 「関係 する能力」を考慮 に入れ た学習指 導の枠組み を作 る必要がある。PISA数

学的 リテ ラシーの 「関係す る能力」は 「再現」 「関連づけ」 「熟考」の認知 レベルに分 け ら

れている。「読解 を中心 とした学習」では 「再現」 と 「関連づ け」を、グループ による 「課

題解決のた めの活動的 ・協同的 ・表現的な学び」では、「熟考」を育成す る学習指導の枠組

みを作成す ることにす る。

１　関連する能力観

算数における 「言語活動の充実」 と思考力 ・判断力 ・表現力 を育成する授業の枠組 みを

作るにあたって、授 業のね らいを明確に してお く必要がある。この授業のね らいは 「キー ・

コンピテ ンシー」や活用力 を育成す るための指導事項 を反 映 した ものでなければな らない。

そ こで、 このよ うな能力を育成す るための視点 を検討 した。

「全国学力 ・学習状況調査」の Ｂ問題 が 「活用力」 を問 う問題である。そ こで、 Ｂ問題

（1）

の問題作成 の枠組 みを検討 した。小学校算数 の場合は、次の よ うな枠組みがあ る。 。

・ 物事 を数 ・量 ・図形 な どに着 目して観察 し的確 に とらえる こと

・ 与え られた情報 を分類整理 した り必要 なものを適切 に選択 した りす ること

・ 筋道 を立てて考 えた り振 り返 って考えた りす ること

・ 事象 を数学的に解釈 した り自分 の考えを数学的に表現 した りす ること」 とした

（2）

また、中学校数学 の場合 は、次の ような枠組みがあ る。 。

・ 日常的な事象 を数学化す ること

・ 情報 を活用す ること

・ 数学的 に解釈す ることや表現す ること

・ 課題解決のための構想 を立てること

・ 結果 を評価 し改善す ること

・ 他の事象 との関係 を とらえること

・ 複数 の事象を統合す ること

・ 多面的 にものを見 るこ と

次に、中教審答申の算数 ・数学の教育内容 の 「改善の基本方針」を検討 した。答 申には
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（3）

次の よ うな記述が ある 。

「数学的な思考力 ・表現力は、合理 的、論理的に考 えを進める とともに、互いの知的

な コミュニケー シ ョンを図 るために重要 な役割 を果 たす ものである。 このため、数学的

な思考力 ・表現力 を育成す るための指導内容や活動 を具体的 に示す よ うにす る。 特に、

根拠 を明 らかに し筋道 を立てて体系的に考 えることや、言葉や数 、式、図、表、グラフ

な どの相互 の関連 を理解 し、それ らを適切に用いて問題 を解決 した り、 自分の考えを分

か りやす く説明 した り、互いに 自分 の考 えを表現 し伝 えあった りす ることなどの指導を

充実す る」

ここか らは、数学的な思考力 ・表現力 は 「知的なコ ミュニケーシ ョン」であることも記

され てい る。 中学校 学習指導要領解説数学編では、 この数学的 な 「表現」に関 して次 のよ

（4）

うな記述がある 。

「表現するこ とに よ り互いに 自分の思いや考えを伝 え合 うことが可能 とな り、それ ら

を共有 した り質的に高めた りす ることがで きる。表現す ることは知的な コミュニケーシ

ョンを支え、また、知的な コミュニケー シ ョンを通 して表現の質が高め られ、相互 にか

かわ りあいなが ら学習 を充実 させ ることにつながる ことに留意する必要がある。」

ここか らは表現は 「コミュニケー シ ョン」である ことが分か る。 この よ うに、算数 ・数

学における思考力 ・判 断力 ・表現力 は、児童生徒 が考 えた ことを表現す るとともに、他の

児童生徒や教師 との相互交流、コミュニケーシ ョンを行 ってい くことであることが分かる。

つま り、知識 ・技能 を道具 として使用 し表現 しコミュニケー シ ョン してい くことをもって

「活用」 と捉えるのである。算数 ・数学 における 「活用」 としての思考力 ・判断力 ・表現

力 を育成 してい くためには、こ うした活動 を学習指導の場面に組み込んでい く必要が ある。

こ うした検討 をふまえ、 この研究では 「キー ・コン ピテ ンシー」や 「活用力」 を育成す

る授業 に次のよ うな視点 を反映 させ ることに した。

①　 算数 ・数学の学習 内容 を道具 として使用 し、表現 しコミュニケーシ ョンを行 うこと

②　 算数	 ・数学の考え方が、 日常現実社会で活用 され ること、人間 とのつなが りがある

ことを理解す ること

③　言語では明確に表現できない直感などの 「暗黙知」を使用すること

① は、 「キー ・コンピテンシー」やPISA調 査が主体性や市民性 、社会参加 をめ ざしてい

ることか ら導 き出 したものである。

② は児童生徒の学習意欲の喚起 とい う視点か ら導 き出 したものである。2003年 のPISA

調査 では、日本 の生徒の数学の学習 に対す る学習意欲 の低 さが指摘 された。「現在 の学習 と

（5）

自らの将来の可能性」 とい う調査項 目では、PISA調 査参加 国の 中で最下位 であった 。 日

本の生徒は現在の学習の意義を将来の展望の中で捉えていない。中教審答申の算数 ・数学

（6）

の 「改善の基本方針」 にも次のよ うにある 。

「子 どもた ちが算数 ・数学 を学ぶ意欲 を高めた り、学ぶ ことの意義や有用性 を実感 し

た りで きるよ うにす ることが重要である。 そのために、学習 して身に付けたものを 日常

生活や他教科等の学習、 よ り進んだ算数 ・数学への学習へ と活用 してい くことを重視す

る。」

学習 内容 が 日常現実社会 で活用 され 、人間 とのつなが りが あることを理解 できれ ば、児

童生徒 は今行 っている学習の意味 を実感す ることが できる。 この ことは児童生徒の学習意

欲を喚起 していくことにつながってい くと考える。
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③の暗黙知は、図形の証明問題の補助線の書き入れ ることな ど、論理的思考を越 えた能

（7）

力を使用す る場合 を想定 して設定 した。 「暗黙知 」 とは 、マ イ ケル ・ポ ラニ ー の概 念 で 、

言語で明確に表現す るこ とが困難 な直観知 、身体知 、体得知 、技能知 な どを言 う。

以上の検討 を踏まえ、この研 究では 「関連す る能力観」 として、OECDの 「キー ・コンピ

テンシー」 と 「中教審答 申の思考力 ・判断力 ・表現力 と言語活動の充実」 とのを明記す る

ことに した。

「キー ・コン ピテ ンシー」との関連は 「相互作用的に道具を用い る」の 「Ａ言語、記号 、

文書を相互作用的に用い る」である。

「中教審答 申の思考力 ・判 断力 ・表現力 と言語活動 の充実 との関連」 では、中教審答 申

の次のよ うな記述のなかか ら該 当す る部分 を選ぶ ことに した。

（8）

Ａ　 「思考力 ・判 断力 ・表現力」 との関 連

Ａ－ １ ：体験か ら感 じ取ったことを表現す る


Ａ－ ２ ：事実 を正確 に理解 し表現する


Ａ－ ３ ：概念 ・法則 ・意図な どを解釈 し、説 明 した り活用 した りす る


Ａ － ４ ：情 報 を分析 ・評価 し、論 述す る


Ａ－ ５ ：課題 について、構想 を立てて実践 し、評価 ・改善す る


Ａ－ ６ ：互 いの考えを伝 え合い、 自らの考 えや集 団の考えを発展 させ る


（9）

Ｂ　 「言語活動の充実」 との関 連

Ｂ－ １ ：レポー トを作成す る （理科、社会、国語 、その他 の教科 ・領域、総合的な学

習の時間等）

Ｂ－ ２ ：論述す る （各教科、領域 、総合的な学習の時間）

Ｂ－ ３：視点を明確 に して、事象の差異点や共通点 をとらえて記録 ・報告す る （理科、

社会等）

Ｂ－ ４：比較や分類、関連づ け といった考えるための技法 を活用 して説 明す る （算数 、

数学、理科等）

Ｂ－ ５ ：帰納的な考え方を活用 して説 明す る （理科等）

Ｂ－ ６ ：演繹的な考え方を活用 して説 明す る （算数 、数学等）

Ｂ－ ７ ：仮説 を立てて観 察 ・実験 を行い、その結果 を評価 し、ま とめて表現す る （理

科等）

Ｂ－ ８ ：体験 か ら感 じ取 った ことを言葉や歌、絵 、身体 な どを使 って表現す る （音楽、

図画工作、美術、体育等）

Ｂ－ ９ ：体験活動 を振 り返 り、そ こか ら学んだこ とを記述す る （生活、特別活動等）

Ｂ－10： 合唱や合奏、球技や ダンスな どの集 団活動や身体表現な どを通 じて他者 と伝

え合 った り、共感 した りす る （音楽 ・体育等）

Ｂ－11： 体験 したことや調べた ことをま とめ、発表 し合 う （家庭 、技術 ・家庭、特別

活動、総合 的な学習の時間等）

Ｂ－12： 討論 ・討議な どによ り人 を説得 した り、集 団 としての意見をまとめた りす る

（道徳、特別活動等）

２　読解力の育成を中心とした学習

思考力 ・判断力 ・表現力は 「言語活動の充実」に よって具体化 される ことか ら、算数 ・

数学における 「言語活動 の充実」を図 った学習指導 を構想 した。その一つが 「読解力 を中
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心 とした学習」である。小学生は数字や式 を操作 して答 えを導 き出す ことはできる。 しか

し、これ が文章題 になると分か らな くなって しま う。文章 とい うテキス トの中で、今解決

を求 められている課題 とそれ を解決す るために必要な条件 を選び 出し、算数 ・数学の舞台

に載せ るこ とができない。式や数字 の操作 以前 にテキス トの構造 を読み とることができな

いのである。 ここか ら算数 ・数学にお ける読解力の指導 の必要性が浮かびあがって くる。

この読解力の指導をまず行 い、それ か ら算数 ・数学の思考力を育成す る学習へ と入ってい

くこ とに した。

（1） 日常現実社会の文脈 に入った文章題

読解力 の授 業を行 うためには、文章題 を作 る必要がある。 この文章題 はPISA調 査数学

的 リテ ラシーの問題 と全国学力 ・学習状況調査の Ｂ問題 の出題形式 にそって作成 した。PISA

数学的 リテ ラシーの問題や全 国学力 ・学習状況調査の Ｂ問題 は、比較的長文の連続型 テキ

ス トで構成 されてお り、そのテ キス トの読解 か ら入 る形式 になってい る。また、PISA調 査

では知識 ・技能 を実生活に活用する力 を測定す ることか ら、日常現実社会 の 「状況 ・文脈」

に入 ったテキス トを採用 してい る。この研 究では、「活用」 とは 日常現実社会の 「状況 ・文

脈」で使用 できるとい う意 味 と捉 え、文章題 のテ キス トを 日常現実社会 の文脈 に入 るよ う

に工夫 した。具体的には、児童生徒が 日常現実社会で しば しば出会 う場面、現実的で実際

に 日常現実社会の 中であ りえる事柄を文章題 の内容 とした。 こ うしない とその学習 を行 う

必然性が児童生徒に伝わ らない。 これ を 「内的必然性」 と呼ぶ ことに した。現実的 にあ り

えない場面設定だ と児童生徒 の学習意欲 も喚起できず、 日常現実社会で算数 ・数学 を道具

として使用 し表現 しコミュニケー シ ョン してい く可能性 もなくなるか らである。

日常現実社会の中で、現実的で実際にある場面設定 とす るために、文章題のテキス トに

は、ス トー リー性 をもたせ、児童生徒 の等身大の 日常 を表現す るように した。登場人物を

設定 し、キャラクターづけを行い、 どこで誰が何 を したか とい うス トー リー を作った。ま

た リアル感 を出すために文章題 は会話形式 とした。会話の内容 も児童生徒 に とって心理的

距離 の近い題材 をとりあげた。 この ことによ り児童生徒 が 日常現実社会の文脈で使用、活

用できる能力 を育成 できるよ うに した。

（2）課題解決に必要な条件と捨象する条件を含んだ文章題のテキス トの作成

PISA数 学的 リテ ラシーの 「関係す る能力」は 「再現」「関連づけ」「熟考」である。左

か ら右へ順次 に認 知 レベル が高 くなってい る。文章題 の読解 の過程は 「再現」である。今

解決 を求め られている課題 は何か、それ を解決す るために必要 な条件 は何か、必要でない

条件は何 か、 を分ける作業である。 こうした作業 を可能 にする文章題 を作成す るには、ダ

ミー となる条件を入れてお く必要がある。児童生徒が これ らの条件の 中か ら必要な条件 と

そ うでない条件を分 けることができるよ うにす るためである。 こうした算数 ・数学の文章

（10）

題の解 き方 は、 フィンラン ドの国語の教科書 にも紹介 され てい る 。 また、課題解決 に必

要な条件 を関連 づけて式を作 り答 えを導 き出す過程 は 「関連づ け」である。 この 「再現」

と 「関連づ け」の能力を育成す る学習指導の枠組 みを作 ることに した。

（3）「再現」 「関連 づけ」を促す指導の工夫

テ キス トの構造 的把握 を行 うためには、「関連づ け」の能力 が必要 である。テキス トの

中に表現 されている条件 を整理 し、捨象または条件 の優先順位 をつけてい くことが必要で

ある。絵、図 ・表 、モデル 図に表す とこれ らの条件 を整理す ることができる。４ コマ漫画

を描 くと条件が時系列に整理 され る。今解決 を求め られてい る課題 とそれを解決するため

に必要な条件 との構造が見 えて くる。 こ うした作業 は混沌 とした頭 の中の思考 を整理す る

こ とにもな る。
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３　課題解決のための活動 的 ・協同的 ・表現的な学び

（1） 思考 力 ・判 断力 ・表現 力を育成する学習

読解力の育成を中心 とした学習で も、思考力 ・表現力の育成 は可能である。 しか しこの

場合、判 断力の育成 はできない。何 をもって判断力 と考えるかは難 しい。思考力の中に判

断力の要素 も入 って くるか らであ る。 この研究では、判断力を 「課題解決 のた めに児童生

徒が意思決定を行 い、それ を表現す る力」 と考えた。 この考え方でい くと判断力 には、児

童生徒の意思決定場面が必要である。 「課題解決のための活動 的 ・協同的 ・表現的な学び」

のなかで児童生徒 は意思決定を行 う。 ここに思考力 ・判断力 ・表現力 が育成 され ると考え

る。

読解力の育成 を中心 とした学習 で、算数 ・数学的思考の学習は既 に済んでい る。 この学

習を受けて グルー プによる 「課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び」では、新

しい課題解決の場面で、既習 した学習内容 を道具 と して使用 してい く。児童生徒は グルー

プごとに課題解決 のテーマ を設定 し、話 し合 い、伝 えあいなが ら、課題解決 に向かって思

考 してい く。そ して、追究の成果 としての表現を創 りあげてい く。この表現は論述であ り、

プ レゼンテーシ ョンであった りす る。こうした学習 は認知 レベル の高い学習で あ り、PISA

数学的 リテ ラシーの 「関係 する能力」では 「熟考」 にあたる。児童生徒 はここでメタ思考

を育成 してい くこ とになる。

（2） 協同的な学びにおけるコ ミュニケーシ ョン

１）協同的な学びの成果としての表現

「課題解決 のための協同的な学び」の成果は、児童 生徒 の表現活動 と して、学習指導の

枠組みのなかに位置づける。表現活動のあ り方 としては、論述、プ レゼ ンテー シ ョン、ポ

スターセ ッション、パネルデ ィスカ ッシ ョン、調 べ学習、クイ ズ、新 聞作 りな どが考 えら

れ る。論述 は簡単であるが、地味な作業なので児童生徒 の学習意欲はあま り期待 できない。

プ レゼ ンテーシ ョンは聞いている児童生徒 の反応 がす ぐに発表者 にフィー ドバ ックされ る

ので、学習意欲 を喚起 しやすい。また、児童生徒の思考の過程 を共有化す ることもで きる。

２） コ ミュニ ケー シ ョンと して の表 現 力

誰 も見ない論述、誰 も聞かないプ レゼンテー シ ョンは、児童生徒の学習意欲 が喚起 され

ない。表現活動 とは本来は相手が存在する ものであ る。一人での表現 はあ り得 ない。 必然

的にコミュニケー シ ョンになって くる。「課題解決 のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び」

では、課題解決 を行 うために既習 した学習 内容を道具 として使用 し、他の児童生徒 ・教師

とコ ミュニケー シ ョンしてい く。この コミュニケーシ ョンが思考力 ・判断力 ・表現力の 「表

現力」 とな る。PISA数 学的 リテラシーの 「熟考」の問題では、記述式による表現 とな る

が、授業場面ではむ しろコ ミュニケーシ ョンとなるのが 自然である。 このコ ミュニケーシ

ョン場面を 「課題解決 のた めの活動的 ・協同的 ・表現的な学び」のなかで行 うことに した。

こうした活動 を通 して児童 生徒の主体的で協同的な参加型 の学びが成立 してい く。 これは

市民性 、社会参加 をめざすOECDの 「キー ・コンピテ ンシシー」の趣 旨に もそ うもので あ

る。

４ 「思考 力 ・判断 力 ・表現力」を育成する学習指導法の枠組み とホ リスティックな視 点

（1）読解の構造 とホ リステ ィック

今 回、算数 ・数学 における 「思考力 ・判 断力 ・表現力」を育成す る学習指導法の枠組み

に文章問題 の読解 の指導を位置づ けた。読解 は、課題解決 のために今何が求められ ていて、

それを解決す るた めの条件 は何なのか、捨象す る条件 は何なのか、を見分ける作業であ る。

ここでは文章問題であるテキス トの構造的把握 が重要 となる。そのためには俯 瞰的 ・鳥瞰

的な視点のたつ読みが必要である。今仮 に文章問題 とい う一つのテキス トを 「全体」 とす
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る。また、課題解決のために今求め られていること、それ を解決す るための条件 を 「部分」

とす る。 この 「全体」 と 「部分」 とのつなが り、構造 を呼んでい くこ とが俯瞰的 ・鳥瞰的

な視点にたつ読みである。こうした視点は、「全体」と 「部分」とのつなが りを重視する 「ホ

リスティ ック」とい う概念か らも説明す ることがで きる。「ホ リステ ィック」とは 「包括的 ・

全体的」 とい う意味で、「全体 と部分 とのつなが り、バ ランスを重要視す る」概念である。

この考 え方では 「全体は部分の総和以上である」 とい う前提 に立ってい る。そ うした意味

で俯瞰的 ・鳥瞰的な読みはホ リステ ィックな視点か らも解釈す ることができる。OECDの

（11）

「キ ー ・コ ン ピテ ン シー 」 もホ リステ ィ ックな もの で あ る と言 われ てい る 。

（2）「課題解決のための活動的 ・協 同的 ・表現的な学び」 とホ リステ ィック

人間が 日常現実社会 で生 きる営み は、ま さに活動的であ り、協同的であ り、表現的であ

る。人間は生きてい くなかでいろいろな課題 に直面す る。その課題 を解決 しよ うとして、

人間は 目的意識 を持つ。そ して、情報を探索 した り、試行錯誤 した りす る作業 ・活動 を行

う。 これが人間に とって学習 となる。学習 は実に課題解決のた めの 目的 を持 った活動的な

作業なので ある。 また、人 間は一人では生 き られ ない。関係のなかで生 きている関係 とし

ての人間を考える とき、人 間の表現活動は常に双方 向的、相互交流 的 となる。 この相互交

流的な表現は、 自分の内面 にあるものを外 に向かって表現 し、その表現 を第三者が受 け止

め評価 し、その反応が個人 にフィー ドバ ック され るとい うサイ クルになる。つ ま り、人間

の表現活動 はコミュニケー シ ョンとなるのである。「課題解決のための活動的 ・協同的 ・表

現的な学び」では、人間は 日常現実社会の中で生 きるあ りのままの姿をそのまま学習 の場

面 に写 してい る。今行っている学習 （「部分」）が、 日常現実社会 （「全体」）そのままにな

っている。 ここか らは 「包括的」で 「全体性」 を重視す るホ リステ ィックな視点 を垣 間見

るこ とができる。 この よ うに考 えて くると、算数 ・数学 における 「思考力 ・判断力 ・表現

力」 を育成す る学習指導法 の枠組 みは、ホ リステ ィックな視点 に立つ ものである とい うこ

とができよ う。

おわ りに

「キー ・コンピテ ンシー」 に基づ く学習指導の枠組み を開発 した。 この ことを算数 ・数

学 における思考力 ・判 断力 ・表現力の育成 を中心 として行った。算数 ・数学の学習内容 を

道具 として使用 し表現 しコ ミュニケーシ ョン してい くことを 「活用」 と捉えた。そ して、

算数 ・数学における 「言語活動の充実」を具体化す る学習指導の枠組み を作成 した。学習

指導の枠組 みは三つの視点か ら構成 した。すなわち、「関連す る能力観 」「読解力の育成 を

中心 とした学習」「課題解決 のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び」であ る。これ らの視

点には 「キー ・コン ピテ ンシー」 とそれ に基づいたPISA調 査の 「状況 ・文脈」「関係する

能力」の概念 を取 り入れた。PISA数 学的 リテラシーの 「関係す る能力」は 「再現」「関連

づけ」「熟考」である。 「読解力 の育成を中心 とした学習」では、「再現」 と 「関連づけ」を

育成す る。「課題解決 のための活動的 ・協 同的 ・表現的な学び」では、「熟考」を育成す る。
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第 ２部　 第 １章　 第 ２節

算数 ・数学における読解 と表現

１　応用問題と計算問題

算数 ・数学の授業は、一般 的に言って、まず計算練習か らは じま り、一応 の計算技術 を

身につけた上で、応用 問題に進み、算数 ・数学の さらな る理解 と定着 を図 るとい う方 向に

展開す る。 これ は、数学その ものの構 造か ら見ても 自然なこ とであ る。 とい うのも、小学

校低学年で学習す る自然数 と掛け算 ・足 し算 などの演算の世界、高学年で小数 ・分数 とし
て学習す る （正の）有理数 とその演算の世界 は、単なる数理パ ズル のためではなく、実際
の現象 を数理的に取 り扱い、操作す るための、いわば現実の世界の出来事 を映す鏡 として

発展 してきたか らである。
例 えば、現実に長方形の土地が与え られた とす る。 その面積 を測 って売 り買いす るため

には、まず縦の長 さＴ と横 の長 さＹを測 らねばな らない。 こ うす ることによって、現実の

長方形は帳簿の世界 ・（小）数の世界の中に映 し取 られ、「Ｔ、Ｙ」 とい う二つの数 によっ

て代表 され ることになる。長方形の土地は抽象 されて、数字によって代表 され る 「鏡の世

界」 に映 り込むわけである。いったん、数字 の世界に持 ち込 めば、 「縦」 × 「横」 とい う

純粋 な計算 問題 に よって、長方形の面積が求め られ、 これに単価 を掛けるこ とによって売

買価格が得 られ ることになる。
ここで注意 しなければな らないのは、「現実」を数 とい う鏡 によって映 し取 るためには、

必ず 多少 の無理が伴 うことで ある。 時に、「数学は理想 であって、現実ではない。だか ら

実生活の役 には立たない」 と悪 口を言 われ るように、教科書にあるよ うな 「きっち り１メ
ー トル」の長 さを実際 に取 ることな ど、ほぼ不可能 に近い し、現実 に長 さを測 って、 ミリ
の十分の一以 下を読む ことも難 しい。 さらに、現実の長方形が、理想の長方形であること

もまず ない。 したがって、現実の長方形 を数字の世界に映 しとるためには、それを理想の

長方形 によって近似 し、ミリ以下の単位 は四捨五入す るな どの操作が必要になる。さらに、

現実の土地で、単価 ・価値 が どこでも同 じとい うこともあ り得ない。
このよ うな近似 ・単純化 による 「理想化」 とい う操作を経 ては じめて、現実の長方形の

土地は数の世界 に翻訳 され、その世界での掛 け算 ・足 し算な どとい う操作を受 け付 ける存

在になる。 これ を図式で表す と次のよ うになる ：

教科書 で学習す る純粋 な計算の世界が、上の図表 の上列右端に位 置す るのは異論 のない
ところ として も、応用 問題 については、他教科 との境界の問題 とも絡んで、 どこまでを数

学 ・算数の範疇 とすべきかが議論の種 となることも多い。応用問題 を、上列 中央のよ うな、

すでに理想化 された対象 だけに制限 して よいか、あるいは、数学の本質に立ち返って、理

科や家庭科な ど他教科 との接触 も考 えられ る上列左端までを含 めるべきかが問題 とされ る
か らである。

従来は、前者 の制限派 が有力であったが、最近 では、総合科 目の浸透 と相 まって、下田
な どによる、それ によって学習意欲 を喚起す るべきであるとの視点か ら、後者が優勢 にな

りつつある。 万古不易 と言われ る数学 も、時代の影響 を受けないわけには行 かないのであ

る。

さらに、上に図表の、 どの部分 に、 どのよ うな教育資源 を配分す るか も重 要な問題 であ

るが、 これについて も、算数 ・数学教育を どう見るか とい う考 え方やその歴 史が大きい影

響を与える。 「そろばん」な どによる和算教育の歴 史を誇 ることがで きるわが国のそれが、
中央 よ り右、すなわち既 に理想化 された対象 とその演算に重点が置かれ、教育資源 の配分

も数 と演算の技能 の習得 に大 きく傾いているのに対 し、天体観測や機械設計な どの応用が

先行 した欧米のそれは、どち らか とい うと左端 までを含めた部分まで も視野に入れてお り、
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教育資源 は、計算技能のみな らず、現 実 とその理想化、そのための近似 の必要性の理解 を

含む部分にも大 きく配分 されている。

２　読解と表現
この ことは、例えばPISAに お ける出題傾 向や正解率にも窺える。

ある年 のPISAテ ス トにおいて、棒 グラフの下半部分 を隠 したグラフを示 し、残 った部

分 を意図的に大 きく見せ、これ によって歪め られた印象の下に、ある結論 を導 くとい う手

法の是非 を自由記述 によって答 えさせ る問題が出題 され たことがある。この問題に関 して、

我が国の生徒の正解率が他国に比較 して、格段に低い ことが 目立っていた。

その原 因の一つに、我が国の生徒 が 自由記述 に慣れ ていない ことが挙 げ られるが、それ

ばか りでな く、現実 とその理想化の間のギャップを疑わせ よ うとした出題意図 と、それ を

読み とれなかった我が国生徒が抱 えてい る教育の問題 点も見出され る。

我が国の算数 ・数学教育の重点が、上の図表 の中央か ら右 にかけて置 かれている結果 、

理想化 された存在 に対す る計算な ら十分 にこなせ る生徒 も、 グラフによる近似表現 さらに

は、理想化その ものの是非 な ど、左端か ら中央 にか けての論 証を求 められ る と、完全に虚

をつかれて しまい 「どうしょうもなかった」とい うことになったのであろ う。このよ うに、
PISAは 左端にもそれな りの教育資源 の配分 を要求 しているのである

この よ うに考 える と、算数 ・数学 にお ける 「読解 」 とは、現実 を近似 し、単純化 ・理想

化 して、すで に習熟 している数の世界 に映 しこむ ことであると言 える。 これは上の図表 の
上列を左端か ら右端 にた どることに当た り、まさにPISAが 求めている方向 と一致す る。

「読解」の重視性 を主張するPISAは 、近似や単純化 ・理想化 、そ してその表現 にも重
要 な意味を与 えたのである。 この とき、上の問題 に見 るよ うに、これ ら近似や、単純化 の

問題点が浮かび上がる。また、当然 であるが、これ ら近似や理想化 には 目的ない し方向性

がなければな らないことも重要である。
上の問題 は、全体 を見れ ば殆 ど差がない ・近似的 には等 しい と見 なせ る棒 グラフも、そ

の下半部分 を隠せ ば、差を ことさらに強調す ることができ、誤 った結論 に導 くことができ

ることを示唆 している、言い換 えれ ば、ある 目的を持って読解 とその表現をね じ曲げれば、

人間は誤 った方向に誘導 される可能性があ ることを示 している。

もちろん、この逆 に、目的や方向性を欠いた近似や理想化 も、また危険である。これは、
「円周率は ３か、または ３． １４か」 とい う議論に も見 られ た ように、 どこまでも細かい

ところに落ち込んで行き、終点がな くなって しま うことが多い。

３　少 しだけPISAを 越えて

上で 「表現」 とい う言葉 を使 って しまったが、 これ は本来 もっ と広い意味に使われ るべ

きで ある。 「読解 ・抽象化」 とい う方向が、現 実にある複雑 さを切 り捨 てて近似 し、単純

化 してゆき、最後 に数学的な対象 を得 るものだとすれ ば、 こ うして得 られた対象 には、い

くつ もの現実が重 な り合 ってい る可能性があるはず である。す る と、 これ らか らその一つ

を選び出す こと、そ してなぜそれを選び出 したかを説明する ことは算数 ・数学における 「表

現」の重要な場面の一つであると言 える。例 えば、単純化 され た抽象の世界では 「長方形
の面積」 とい う一言で表 され る対象 も、長方形 を形 作る物質 の量 を表す ことに もな るし、

それを通 して、流入 ・流失す る熱や光の量を表す こともでき る。だか ら長方形のガ ラス窓
の面積 と言った とき、それ は、ガラスの コス トを表す と同時に、明 るい ・暗い、熱 い ・涼

しいなどとい う概念 と隣あわせ にもな り得 るのであ る。

PISAに おいて好んで出題 され る為替の換算 に関す る問題は、あるいは、ある国の通貨

が、異なる国々においては、それぞれ異なった価値 を持 ち得 ること、言い換 えれば異なる

表現 を持ち得 ることを示唆す るものの よ うにも考 えられ るのである。
また、少 しだけPISAを 越 えて言えば、算数 ・数学にお ける読解 と表現 は、科学 と技術

との対比 と捉 えられないでもない。 自然界 の謎 を読 み解 き、法則を発見す ることが、 自然

を 「読解」す ることであ り、 これ は科学に課せ られ た役 目である。 一方、それ をもとに工

業製 品な ど人工物 を作 り上 げてゆ くことが、人間が 自然の中に 自己を 「表現」 してゆ くこ
とだ と解釈す ることも出来る。 これ を工学 ・技術 と考 えて もよいであろ う。

例えばニ ュー トンは 自然界 を支配す る力 の謎 を 「力学の法則」に基づいて読解 した。そ
い して、それ以後の産業革命社会 は、 「力学の法則の表現 ・応用 として」蒸気機関を作 り、

近代文明を築 き上 げた とも言 えるのである。
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４　 日常生活 と教科学習 ・総合性

このよ うに考 える と、算数 ・数学にお ける読解そ して表現の問題 は、直ちに 日常の現実

世界 とのつなが りを意味する ことになる。算数 ・数学はその起源 の中に 日常生活 との深い
つなが りを内包 してお り、欧米での数学はそのよ うな方 向に発展 してきた。欧米で開発 さ

れ たPISAも 、必然的 にそれを採 り入れてきたと考 えられ るのである。

さらには、上に述べた ように、小学校高学年 で学習す る面積 に しても、熱 は物体の表面
か ら逃げる、だか ら熱 を逃 が さないで止めてお くた めには面積 を小 さく、逃 が したければ

その逆に面積 を大きくすれ ばよい、 と解釈す るだ けで、面積 は単なる公式 の記憶 とい う世

界 か ら外に出て、 「猫 が冬に こたつで丸 くな り、夏 に長 くのびてい るのはなぜ か」 とい う
「自然の読解」・科学の問題 への答 えを与えることができるよ うにな るし、また、その 「答

えの表現」・技術の問題 として、出来 るだけ熱 を保 ちたいポ ッ トや薬缶を丸 い形 に設計す

る一方では、出来 るだけ効率的に熱 を逃が したい冷蔵庫 ・エア コンそ して 自動車のラジエ
ー ターの熱交換機 は細長 く薄い金属片 を積み重ねて作れ ばよい ことを思いつかせ て くれ る

こ とになる。

しか し、このよ うな、 日常生活 に現れ る 「自然の読解問題 」に対す る完全な答 えを求め

よ うとす ると、小 ・中学校 どころか高校 ・大学の数学 の範囲す ら超 えて しま うことが ある

上 に、教科 と しての算数 ・数学の中だ けに とどまってい ることが難 しくなる。 こうして 自

然 に数学 は、物理学、生物学、生理学な どとの関連 を無視す るこ とができな くな り、下 田
な どによって提唱 され てい る、 日常生活 を中心 とす る従来の枠組みを越 えた学習 ・ホー リ
ズムの必要性が生 じるのである。

ただ、一言 に 日常生活 を主体 とす る学習 と言って も、その意味す るところは非常 に広い

上に、「日常の買い物が出来 さえすれ ばよい」 とい うよ うな意味での単純な 日常か ら、 「自

動車やデ ジタルテ レビな ど、先端技術 の結晶 を利用す る 日常生活」に至 るまでのものがあ

る。 ホー リズムに言 う日常生活 が、一段高い立場 か ら見たそれであ ることには注意が必要

であろ う。

５　学習意欲の喚起

日常生活 との関連か ら出発 して、「何ための算数 ・数学か」 とい う自発的学習への大 き
い障害 となっている疑問を解消できた とすれ ば、算数 ・数学 に対す る学習意欲 が高まるで

あ ろ うこ とは理論的には明 らかである。問題 は、 これ を実践す ることが出来るかど うかで

あ るが、それ が可能であるこ とが、小 ・中 ・高校 にお けるい くつかの実験例 か ら明 らかに

なってきてい る。
ただ、 この際、上に述べた表現 を 「うまく」使い こなす ことが成功への条件であった。

とい うの も、広い意味での表現 とい う概念には、単な る日常生活 だけでな く、小 ・中 ・高

校 の生徒 に とってはもっとも身近な 「遊び」 も含 まれ る。 この 「遊 び」の中に算数 ・数学
の表現 を求めれば、彼 らの好奇心の上 に、 よ り直接的に、彼 らの興 味、 したがって学習へ

の意欲を喚起す ることが可能になるか らである。

例 えば、子供 を攻撃組 と守備組の二組 に分 け、攻撃組 に守備組 の子供を力ず くで引き抜
いてこさせ る、昔の 「子取ろ ・子取ろ」遊びに似たゲームを行 わせ てみる。す ると、殆 ど

の場合、守備組の子供は円形 にス クラムを組 んで防御 し始め る。 これは 「体積 一定」すな

わち 「守備組人数一定」の条件の下で、 もっ とも有利 に （拡散を）防御す るためには表面

積 を最小 にすればよい」 とい う最適 問題 ・等周問題 を無意識 に解いているか らである と考
え られ る。逆 に攻撃側 に言 わせ ると、相手がバ ラバ ラな状態であるのが一番有利 と言 うこ

とになる。 これは、数学的に言 えばもっとも拡散 を有利 に させ る場合 に他 な らない。
こうして無意識 の うちに得た知恵 を、改 めて教室で、 「冬は こたつで丸 くな り ・夏は長

く延びている猫」や 「丸い薬缶やポ ッ ト ・細長 く薄い金属板 を重ねた放熱器」な どの 日常

生活に よって再確認 させ ることによって、知識化 された概念 としての面積 の学習 に対 して、

十分な意欲が喚起 され ると考え られ るのである。

これ を図で示す と以下の よ うにな る ：
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すなわち、抽象化 された （表）面積 とい う概念は、それ を通 って出入 りす る熱や物体に結

びつ き、 「子取 ろ ・子 取 り」遊びや、 こたつで丸 くなる猫の戦略な ど、 日常的に活用 され

てい る身体化 され た知恵を表現するこ とを可能 にす る。 も し指導者が、これに気づいて、

その よ うな 「遊び ・表現」を創造 し、そ こへ生徒 を誘導す ることができれば、算数 ・数学
の学習は、 日常生活 は言 うに及 ばず 、遊びか ら （最先端）科学 ・技術まで を含 むこ とにな

り、強い興味を喚起す るこ とになると考 えられ るのである。

（名古屋大学 名誉教授 四方義啓）
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第 ２章

小学校算数における 「言語活動の充実」を図った授業実践



第 ２部　 第 ２章　 第 １節

思 考 力 ・判 断 力 ・表 現 力 を育 成 す る 割 合 の 指 導

－ 「崖の上のポニ ョ」の映画 を利用 した割合の指導－

１　授業実践のポイン ト

本 実践は、 ５年算数の 「割合」の学習 を 「崖 の上のポニ ョ」の映画 を利用 して、読解力

と思考力 ・判断力 ・表現力を育成す る授業 を行 う。本実践のポイ ン トは、次 の ２点である。
一つめは

、学習問題 を工夫 した ことである。児童 に人気のあるアニメ映画を題材 とした。

「崖の上 のポニ ョ」の映画 と他 の 「ジブ リ映画」の、実際に報道 された観 客動員数 とその

興行収入 か ら割合 の学習を行 う。 また、問題文は、 ２人の会話の場面を設定 し、 よ りリア

ルな 日常現実社会 に近づけるよ うに した。二つめは、思考力 ・判断力 ・表現力 を育成す る

ために、グループ学習によるクイズゲームを実施 した。テ レビアニメ、マ ンガなどか ら各

グループで クイズをつ くり、 クイ ズゲームの場を設定 した ことである。 これ らの活動 を通

して、思考力 ・判断力 ・表現力 の育成 を図ることをね らい としている。

２　 「キー ・コ ン ピテ ン シー 」 を育 成 す る学 習

授 業 実践 の 時期 は、 平成20年10月23日 ～11月 ５日まで で あ る。 実施 した 学校 は行 田市 立

北小 学校 、対象 学 年 ・クラ スは 、 ６年 １組 （男 子16名 、 女子18名 、 計34名 ） で あ る。

（1）関連す る単元の流れ

東京書籍 『新編新 しい算数 ５年 下』 「百分率 とグラフ」

①　 割 合 と 百 分 率 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ３ 時 間

②　 百 分 率 の 問 題 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ３ 時 間

③　 割 合 を 表 す グ ラ フ ・ ・ ・ … ． ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ４ 時 間

④　 ま と め ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ． ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ． １ 時 間

⑤　 発 展 的 学 習 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ３ 時 間

（2） 「キ ー ・コ ン ピテ ンシー 」 を育成 す る学習

読解力を育成する学習 学習課題 １ 崖の上のポニ ョの問題 を解 こう 30分 間

思考力 ・判断力 ・表現力を育成す る学習 学習課題 ２ クイズをつ くろ う １時間

思考力 ・判断力 ・表現力 を育成す る学習 学習課題 ３ クイズゲームを しよ う 60分 間

（3）時間の生み出 し

全14時 間扱い 百分率の問題 とま とめか ら １時間ずつ習熟 を朝学習で行い ２時間短縮 し

た。 また、学習課題 ３は総合 的な学習の時間 とのクロスカ リキュラムを図った。

３　 「キー ・コンピテンシー」を育成す る学習 と能 力観 との関連

（1） 「キ ー ・コ ン ピテ ン シー 」 との 関連

・ 相互作用的 に道具を用いる （Ａ言語 、シンボル、テクス トを相互作用的に用いる）

（2）中教審答申の 「思考力 ・判 断力 ・表現 力」 と 「言語活動の充実」 との関連

Ａ－ ６ ：互いの考 えを伝 え合い、 自らの考 えや集 団の考えを発展 させ る。

Ｂ－４ ：比較や分類、関連づけ とい った考 えるための技法を活用 して説明す る

（3）新学習指導要領 との関連

Ｄ数量関係 （3）百分率 （算数的活動 目的に応 じて表やグラフを選び活用す る活動
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４　読解力を育成する学習

（1）授業の概要

２人の会話か ら問題 が構成 され、その中には、求答には関係 ない数値な ども設定 されて

い る。 この問題は何 を聞いているのか、そのために必要なことは何か を与え られた情報か

ら適切 に選択 し、 どのよ うに考えれば解 けそ うかを考 えていく。 その手がか りとして、 ワ
ー クシー トを使いなが ら授業を進 めてい く。 このよ うな活動 を通 して読解力 ・思考力の育

成をね らった。

（2）問題文

＊ ワークシー ト開発の工夫点 ：児童 に人気のあるアニメ映画 を題材 とし、児童 の 日常生
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活の文脈か ら問題文 を作成す ることに よって、児童 の学習意欲 の喚起 をね らった。

（3） 読解力を育成す るワー クシー ト 名前

☆この問題は、何を聞いているのでしょうか？ 

○ 「崖の上のポニ ョ」の映画で、公開されてからの２日間に、 映画を見に来た人数。

☆この文章の内容で、問題をとくために必要なことは何でしょうか？ 

○ 「ハウルの動く城」の映画を見に来た人数 １１１万人 

○	 「崖の上のポニョ」の映画の ７６．６％

☆この文章の内容で、問題をとくために必要でないことは、何かな？

○宮崎駿監督の	 「崖の上のポニョ」の映画は、公開されてからの２日間で、


１１億円の売 り上げがあった


○ ２００４年に公開された、宮崎監督の 「ハウルの動く城」の映画の

７３．３％だった

☆どうやって問題をとけばいいのでしょうか？

○もとにする量とくらべられる量を明らかにする。

○数直線などを使って、式を考えていきたい。


○□を使って、式を作っていきたい。
 

☆	 「数直線を使って」考えてみましょう。

☆どんな式になりますか。

１ １ １ × ０ ． ７ ６ ６ ＝ ８ ５ ． ０ ２ ６

☆答え　 約 ８５万人

＊ ワークシー ト開発の工夫点 ：解決に必要な情報 を取捨選択 し、関連付 け、筋道立てて

考えてい く力の育成 をね らった。

（4） 読解力を育成す る授業の流れ

1） ね らい

・ 与 えられた情報 を分類整理 した り必要 なものを適切 に選択 し、既習 の割合 の考 えをつ

かって答 えを求めることがで きる。

2） 関連す る能 力観

・ 与 えられた情報 を分類整理 した り必要な ものを適切 に選択 した りす ること

・ 比較や分類、関連づ けといった考えるための技法 を活用 して説明す る

3） 準 備 問 題 用紙 ワー ク シー ト１

4） 展開

発 問 ・指 示 ・板 書 児童の学習の実際 時間

板書 【学習 問題 （略 ：詳 細 は開発 した文章 １ 「崖 の上のポニ ョ」 の問題だ ！	 ５ 分

題 を参照）】

指示 「学習 問題 を ２人組 で声 に 出 して読み ２ 必要 な文は どれ だろ う？

ま しょう。」
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発 問 『この問題 は 、何 を聞 いて い るの で し Ａ子 ：公 開 され て か らの ２日間 に、 「崖 の上の ポニ ョ」の 映

ようか ？』	 画 を見 に来た人数 です 。 １ ０

発問 『この文 章の 内容 で、 問題 を解 くため Ｂ男 ：「ハ ウル の動 く城」 の映画 を見 に来た人数 です。 分

に必 要な ことは何 で しょ うか ？』 Ｃ子 ：「崖 の 上 の ポ ニ ョ」 の 映 画 の ７ ６． ６％ で す 。

Ｄ男	 ：「崖の 上のポニ ョ」の映画 は、公 開 され てか らの ２日間

での売 り上げです。

発問 『問題 を解 くた めに必要で ない ことは 、 Ａ 子 ：「ハ ウル の 動 く城 」の 映 画 の ７ ３．３％ だ っ た こ とで す 。

何 で しょ うか ？』

中心 発 問 『ど うや っ て問題 を解 けばい いの ３ 自分 な りの方法 で考 えよ う ！ １ ０


で し ょうか ？』 ・今 までの考え をつ かお う。 分


指示 「答え を求 めよ う。」	 ・数直線 に表 してみ よ う。

発 問 『長 い 問題 文 を解 くた めに は、 どん な ４ こん な ことが大切 ！	 ５分

ことが大切 で すか。 自分 の言葉 で ま ・問題 を解 くために、何 を求 め るのか ・必要 な ことや必 要で

とめま しょう。』	 ない こ とは何か をはっ き りさせ るこ とが大切 だ と思い ます。

５　課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び

（1） 授業の概要

ここでの学習 は、 クイズをつ くろ うとクイ ズゲームの ２つか ら構成 されている。読解

力 を育成す る授業 で、割合がい ろいろな生活 の中でつかわれてい ることか ら、自分たち

で題材 を集 め割合 をつかったクイズをつ くる。そ して、クイズゲームを実施す る。 この

活動 を通 して、思考力 ・判断力 ・表現力 を育成す る。

（2）思考力 ・判断力 ・表現力を育成するワークシー ト
1） ワークシー	 ト１ 「割合を使 ってクイズをつ くろう。」

ク イ ズ ゲ ー ム を し よ う 班 名 前

割合を使ってクイズをつくろう。 

☆	 どんなクイズにしようかな？ （まんが ・アニメ ・映画 ・本か らきめよ う）


「サザエ さん」


☆何をあてさせようかな？


「視聴率」・「日本の人口で何人ぐらい見ているのか」・「外国でどのくらい人気があるか」


☆たとえばこんなクイズをつくろう


☆クイズ １ ○月△日から○月□日の週で、視聴率が高かったのはどれでしょう。
 

① ワンピース ② ちびまる子ちゃん ③ サザエさん

☆クイズ	 ２ サザエ さんの視聴率が17．4％一番高かったです。17．4％は、実際 に何人

の人が番組を見たので しょうか。（日本の人 口を約 １億 ２千万人 とします。）

☆クイズ ３ サザエさんの最高視聴率は何％だと思いますか。


☆自分たちのクイズをつ くってみよう 「どんなクイズの文にしようかな？ 」


☆クイズの答え （☆クイズ２の解答）


120000000×0．174＝20880000	 答え20880000人

＊ ワークシー ト開発 の工夫点 ：クイズをつ くるために必要な素材や数値 を集め、 どんな

クイズにす るのかを考えやす くす るために例 を提示 した。

2）	 ワー ク シー ト２ 「クイ ズ ゲー ム の シナ リオ をつ くろ う。」

クイズゲームのシナ リオをつ くろ う 班 名 前

１ は じめの ことば

２ クイズを出す


３ 答えを聞き出す人
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４ クイズの答 えを説明す る

５ クイズをつ くってみての感想 「ア ドリブ」

＊ ワークシー ト開発の工夫点 ：クイズ大会 で、 自分たちの クイズで、特に伝 えたい こと

な どを考え させ てお くよ うにさせ た。また、発表の練習ができるよ うに した。

（3） 「課題解決のための活動 的 ・協 同的 ・表現 的な学び」の授業の流れ

1） ね らい

・	 クイズを作成 し、出 し、答 えるとい う活動 を通 して、既習の割合 とい う学習 内容を道

具 として使用 し、他人 とコ ミュニケーシ ョンす る能力 を育成す る。

2） 関連する能 力観

・ 事象を数学的に解釈 した り自分の考 えを数学的に表現 した りす ること

・ 比較や分類、関連づけ といった考えるための技法を活用 して説明す る

3） 準備 ワー ク シー ト２、模 造紙 、 マ ジ ックペ ン

4） 展開

授業の流れ １ 「割合 を使 ってクイズをつ くろう。」 （略 ）

発 問 ・指 示 ・説 明 ・板 書 児童の学習の実際 時間

板 書 【学習 問題 「クイ ズ ゲー ムの グルー プ １ クイズゲー ムの クイズをつ くろ う ！ ５

の クイ ズを完成 させ よ う。】 グルー プで協力 してつ くろ う

指示 「割合 をつ かって クイ ズをつ くろ う。」 ２ よ し ！が んば るぞ ！

説 明 〈クイ ズの題 材 は、 資料や イ ン ターネ Ａ子 ：どんなクイズ に しようか な ３ ０

ッ トか ら探 して くだ さい。 班で相 談 Ｄ男 ：何 をあて させ よ うかな

して決 定 して くだ さい。〉 Ｃ子 ：どんな クイ ズの文に しよ うかな

指示 「クイ ズが完 成 した ら、発 表の 準備 を ３ 模 造紙 にクイズを書 き、発表者 を決 めよ う ！ ５

しよ う。」

指示 「発表 の練習 を しよ う。」 ４ クイズ ゲー ムに向 けて練 習 しよう ！ ５

授業の流れ ２ 「クイズゲーム を しよ う」 （略）

発 問 ・指 示 ・説 明 ・板 書 児童の学習の実際 時間

指示 「クイ ズゲーム をは じめ よ う。」 １ いよい よクイズゲーム だ ！

板書 【クイ ズゲーム】 Ｆ子 ：み んなで協力 してがん ばろ う。 ５

指示 「グルー プ ごとに発表 を しよ う。」 ２ よ し、すべての クイズ をク リヤす るぞ ！

司会者 ：６班のみ な さんお願 い します。	 ４ ０

６班 ：私 た ちは 、 ア ニ メ の ナ ル トの クイ ズ を つ く りま した 。

み な さんが んばって解 いて くだ さい。

６班 ：私 た ちの クイ ズの解 き方 を説明 します。

発問 『工夫 され ていた ところを発 表 しよ う。』 ３ こん な ことが工 夫 され ていたよ ！

Ｍ子 ：ドラ えもん とか身近 なものを クイ ズに してい る。 ７

Ｄ男 ：自分 の市 の 中で も視聴 率 を使 って、人数 を求 め るこ と

がで きるのが楽 しか った。

中心 発 問 『割 合 を使 うとどん な よい こ とが ４ 私 たちの生活 に役に立 ってい る ！

あ ります か』 Ｎ男 ：ハ リー ポ ッターの ２つの本 を あわせ た発 行部数 は、 大 ８

（割 合の よ さを味わわせ る。） き くて よ く分 か らない け ど、全 作の発行 部数 の約 ２ ７

％ と割 合で表 す こ とに よって、 その大 き さが分か りや

す くな りま した。割合 はす ごい な と思い ま した。

Ｃ子 ：割合 は、生活の 中でた くさん使 われ てい る と思 った。

5） 児童のコミュニケー シ ョンと表現物
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① グループのクイズをつ くる話 し合い

こ こで は、 クイ ズ をつ くるた め に どの よ うに コ ミュニ ケ ー シ ョンを して 、 自分 た ちの グ

ル ー プ の代 表 の クイ ズ をつ くった か を 「6班 の クイ ズづ く りの様 子 か ら」示 す 。

図 １ 完成 した ６班のクイズ

司会のＢ男が各 自がつ くった クイズ を発表す るように指示を した。まず Ｃ子が 「私は、

視聴率 を求 める問題 をつ くりま した。『約3840000人 がナル トを見ています。 日本人の中

では、約何％にな りますか。』 に しま した。」 と発表 した。次 にＡ子が 「私 は、『アニメの

ナル トのある週の視聴率は、3．2％で した。何人の人が見ていたで しょう。』としま した。」

と発表 した。続いてＤ男が 「私は、 自分たちの市で何人が見てい るか も考えたいので、視

聴率 の数 を問題 の中に入れ て 『行 田市でナル トを見ている人 は何人で しょ う。』 としま し

た。」と発表 した。ここで、Ｃ子 は割合を求 める問題 、Ａ子は比べ られ る量 を求める問題 、

－350－



Ｄ男は比べ られ る量を求 める問題 （行 田市の場合 を求 める問題）を提案 した。

３人の発表を聞いていた Ｅ子 か ら 「３人の発表 を聞いていて、あま りよく分か らないん

です けど ・・」 とい う意見が出た。文だけの説 明なので、Ｅ子に とって、イ メージがつか

ない とい うことである。 そ こで、「自分たちでつ くった問題 を分 か りやす くす るために何

か方法はないか」 を今 までの学習か ら考 えるように助言 した。 その話 し合いの中で、 「図

に表せ ば分か りやす くなる、問題 を数直線 に表せ ば分か りやす くなる。」な どの意見か ら、

上記の ３つの問題を数直線 に表 した。 この ことによ り、 もとにす る量、比べ られ る量、割

合の ３つの関係が明 らかにな り、 ６班 の児童 か ら 「問題 を数直線 に表す と、 どこを求 める

のかや どの よ うに考 えてい けばよ さそ うだ と考 えやす い くなる。」 「式 を立て ることや答

えを出す方法が分か りやすい。」 「数 直線 に表 す とＣ子 さんＡ子 さんＤ男 さんの求め ると

ころがはっき りして、 とて も分 か りやす くな りま した。」な どの意見が出され た。

Ｅ子 か ら 「もとにす る量、比べ られ る量、割合の ３つの中で、どれ を答 えにす るかだ と、

もとにす る量は 日本の人 口になるので、 日本の人 口を知 ってい る人がいる と計算 で出 さな

くて もすんで しまいます。視聴率 を使 って何人 の人が見たか を考 える方がいい と思いま し

た。」 また、 Ｃ子 か ら 「私 も視聴 率を使 って何人の人が見ていたか を求めた方 がいいな ぁ

と思いま した。 日本全体では、自分たちの市では、何人が見ていのかな ぁだ と、身近な問

題になるのでいい と思います。私は、割合を求 める問題だ ったけ ど、 ここでは比べ られ る

量 を求める方がお もしろい と思います。」 この ２人の意 見か ら、 Ｅ子は、 ３つ の数か らど

れが答 えとして妥当かを考えてい る。 Ｃ子は、自分を含 めた ３つ のクイズを比較 ・関連づ

けて、よ りよい クイズを考えてい る様子が うかが える。そ して、Ｄ男の 「視聴 率 （割合）

を問題の中に入れて、比べ られ る量を求 めるようにすれ ば、 日本全体では、行 田市では と

つなが ると思います。」の意見や その後 の話 し合いか ら、 ６班の クイズが図 １のよ うに完

成 した。

②　 クイズゲーム終了後の児童 のコミニュケー シ ョン

ここでは、それぞれ のグループのクイズの工夫 され てい る点や割合を使 うとどんな よさ

があるかの話 し合いを以下に示す。

Ｋ男か ら 「ア ンパ ンマ ンの頭 の重 さの クイズで割合 を使 うと大 き さがわか りやす かっ

た。」Ｍ男が 「あんな重たいアンパ ンマ ンの顔 をいつ も投 げてい るバ タ子 さんは、力持 ち

だってい うことが分 かった。」 とみ んなを笑わせ ていた。 また、Ｎ子 の 「ハ リーポ ッター

の ２つの本 をあわせた発行部数は、全作の発行部数 の約 ２７％で、その数は大き くてよ く

わか らないけ ど、割合で表す ことによって、その大き さが分か りやす くな りま した。割合

はす ごいな と思いま した。」やＲ子の 「割合 をつか うと数 と数 の関係 がよ く分か りま した。

割合 は、私た ちの生活 に役だっているんだな と思いま した。」発言な どの話 し合いを通 し

て、割合を用い ると数量の関係 が把握 しやす くな るとい う割合 のよさを味わったと考 え ら

れ る。

６　児童の感想 と思考 力 ・判断 力 ・表現 力の育成への解釈

（1）児童の感想

１）読解力を育成する授業後

・	 問題文が今 まで と違 って、長 いので驚 きま した。 で も、普段友だち と会話 を している

みたいになっていたので、読みやすかったです。特に私 も見てきた映画だったので、 と

て もや る気 にな りま した。最初 は答えを出すためにどうすれ ばいいのか悩みま した。で

も、答 えを出すために必要な ものや必要 でないものを考 えてい けば、今までの考えを使

って式 を立てた り、どんな長い文章の問題 でも解 くことができる と思いま した。（Ｉ男）

２） 「課題解決のための活動 的 ・協同的 ・表現的な学び」を育成する授業後
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・ 私は算数が苦手で した。特 に文章題や割合が苦手で した。 でも、 この 「崖 の上のポニ

ョ」の学習 を して、割合はこんな身近な ところでた くさん使 われている とい うことが分

か りま した。 クイズゲームをや るまでは割合 に興味がなかったけど、クイズゲームの問

題づ く りで何を答 えて もらい、そのために どの数 とどの数 をクイズに出すかをグループ

のみんな と考えなが らクイズをつ くりま した。みんなで少 しでも楽 しいクイズをつ くり

なが ら、割合は、そんなに難 しくないんだなぁ と思い、割合 がだんだん好 きにな りま し

た。また、 自分たちの クイズは難 しい と思っていたけ ど、 もっ といろいろ工夫 したクイ

ズをつ くった班があって、す ごいな ぁと思いま した。 （Ｆ子）

・	 私たちは、グループで相談 して ドラえもんか らクイズをつ くろ うと決めま した。私 は、

は じめ割合か ぁと思 っていま した。 しか し、 ドラえもんのタケコプ ター の速 さを知って

ビック リしま した。その速 さをみんなに当て させ るには、割合 の問題 を どの ように工夫

すれば よいか考えて、 自動車のス ピー ドと比べま した。みんなタケ コプターってこんな

に速いの とビック リしていま した。私 は、 とても うれ しくな りま した。 （Ｔ男）
・他 のグループも、アンパ ンマンの顔 の重 さが友 だちの体重の2．62倍 だった り、崖の上の

ポニ ョの最終 の収入 を予想 した りと、 どの班 も割合 を工夫 して使 って楽 しい クイズをつ

くってい ると思いま した。 （Ｆ男）
・	 ハ リーポ ッターの クイズで、 自分たちの解 き方 は、 ２つ の割合 を出 してか ら、それを

合 わせた けど、は じめか ら部数 を合わせ て割合を出す方法 な ど、 こう考える ともっ とい

い よとい う考え方 を話 し合 えて、なるほ どと思 うことがた くさんあ りま した。そ して、

割合 の勉強が、 日常生活 にこんなに役立ってい ることを知 り、算数 ってす ごいな ぁと思

いま した。 これ か らは、新聞やち らし ・広告な ど見るとき、もっと割合 を意識 したいで

す。 （Ｓ子）

（2）思考 力 ・判断力 ・表現 力への解釈

Ｆ子 は、今 まで算数 に対 して苦手意識 をもっていた児童 である。 Ｆ子の感想 の、 「クイ

ズゲームをや るまでは割合 に興味がなかったけ ど、クイズゲームの問題づ く りで何を答 え

ても らい、そのためにどの数 とどの数 をクイズに出すか をグループのみんな と考 えなが ら

クイ ズをつ くま した。」 とある。 これは、算数 の割合 を使 って コミュニケー シ ョンす る力

が育成 された と解釈で きよ う。 また、「みんなで少 しで も楽 しいクイ ズをつ くりなが ら、

割合 は、そんなに難 しくないんだな ぁと思い、割合 がだんだん好 きにな りま した。」 の感

想か ら、学習意欲 の向上 もみ られる と解釈 できよ う。

Ｔ男の 「タケ コプターの速 さを知 って、その速 さをみんなに当て させ るには、割合 の問

題 をどのよ うに工夫すれ ばよいかを考 え、自動車のス ピー ドと比べま した。」や Ｆ男の 「ア

ンパ ンマ ンの顔 の重 さが友 だちの体重の2．62倍 だった り、崖 の上のポニ ョの最終の収入 を

予想 した りと、 どの班 も割合 を工夫 して使 って楽 しいクイズをつ くっている。」の意見か

ら中教審答 申の 「思考力 ・判断力 ・表現力」 との関連 の中の 「比較や分類、関連づけ とい

った考えるための技法を活用 して説明す る」が、本時 において育成 された と解釈できよ う。

Ｓ子 の 「自分 たちの解 き方だけでな く、 こう考える ともっ といいよとい う考 え方 を話 し

合 えて… 」 とい う感想か ら本時の 目標 の一つでもある 「… 既習の割合 とい う学習 内容 を

道具 として使用 し、また、他人 とコ ミュニケーシ ョンすることがで きた」が本時において、

まだまだ課題 は残 るが向上が見 られ る と解釈で きよ う。

（羽生市立岩瀬小学校　岡島　伸行）
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第 ２部　 第 ２章　 第 ２節

読解力と表現力を高めるために絵図を取 り入れるわ り算の指導

どうや って絵 図にか こ う？ 何 を説 明すれ ば分か りやす い ？ （小 ４）

１　授業実践のポイン ト

文章が長い と状況 を整理 しながら読む ことができず、問題 を解 くのに必要な文章を見つ

けられない児童や、何 も考 えず に出てきた数字だけを使って式 を作 ろ うとする児童がいる。

そこで、ビーズのス トラップを作 る場面の中で、買 うビーズを美保 さんが決 めるまでを

読み取 り、問題 を解 くのに必要な文を選び、 １文を １絵図に表 して考 える指導を行 う。ま

るや数字などの入った絵図を見なが ら考え、絵図の中に答えを書き込んだ り、式 を立てた

りす ることで長い文章問題で も解ける力をつけていきたい。

また、ペアで作成す るス トラ ップやブ レス レッ トを具体的に考え、価格表に照 らし合わ

せ て予算内で買 うものを選び、何を どの ように説明 した ら分か りやすいかを相談 し、言葉

や式や絵図を使って計画案 を友達に伝 えるプ レゼ ンテー シ ョンを行 う。この活動を通 して、

思考力 ・判断力 ・表現力の育成 を図る。

２ 「キー ・コ ン ピテ ンシー」 を育成 す る学 習

授 業 実践 の時期 は、 平成20年10月27日 ～12月4日 まで で あ る。 実施 した学校 は館林

市 立第五 小学 校 、対象 学 年 ・ク ラス は、 ４年 生 （男子15名 、女子9名 、計24名 ）で あ る。

（1）関連す る単元の流れ

新 しい算 数 ・東京 書 籍 ・4年 ・上 ・「わ り算 の しか た を考 え よ う」 

① 何 十 、 何 百 の わ り 算 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ２ 時 間 

② わ り 算 の 筆 算 （1） （2） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ８ 時 間 

③ 発 展 的 学 習 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ２ 時 間 

④ 倍 の 計 算 、 暗 算　 ま と め ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ５ 時 間

（2）「キー ・コ ン ピテ ン シー」 を育 成 す る学 習

読解力を育成する学習 学習課題 １ ス トラ ップ をつ くろ う 30分 間

思考力・判断力・表現力を育成す る授業 学習課題 ２ どんなものが作れ るかな 60分 間

（3） 時間の生み出 し

全17時 間扱 い　 わ り算の筆算の習熟 を朝学習で行い ２時間短縮 した。 また、学習課題 １

は30分 、学習課題 ２は60分 間の授業を計画 した。

３ 「キー ・コンピテンシー」を育成す る学習 と能力観 との関連

（1） 「キー ・コン ピテ ンシー」 との関連

相互作用的 に道具 を用 いる （Ａ言語、記号、文書を相互作用的 に用い る）

（2） 中教審答 申 「思考力 ・判断力 ・表現 力」、「言語活動の充実」 との関連

Ｂ－ ４ ：比較や分類 、関連づ けといった考えるための技法を活用 して説 明する

（3）新学習指導要領 との関連

Ａ数 と計算 （3）整数 の除法 （算数的活動　 ア　 計算の結果の見積 も りを判断す る活動）
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４　読解力を育成する授業

（1）授業の概要

妹 に何個あげたか とい う質問に答えるために買い物を した後の文章が必要だ とい うこと

を把握 させ、 ビーズを何人 に分け、何個あげたのか とい う文意 を整理 させ る。次に、 自分

のかいた絵図を見て友達に問題 を説明できるかを確かめ させ る。 問題 を解 くには、 どの言

葉が大切 なのかを明 らかに し、絵図に入れなけれ ばな らない数字や言葉 を確認する。 この

よ うな活動 を通 して読解力 ・思考力の育成 をね らった。

（2） 問題文

ス トラップを作るには 名前

ビー ズ の ス トラ ップ に は 、 ビー ズ とテ

グ ス （糸 ） が必 要 だ ね。 ブ レス レ ッ ト

な ら、テ グ ス の 代 わ りに ゴム を使 うね。

美保さんは手芸クラブに入っています。来週の手芸クラブではビ

ス トラ ップ
ーズづくりをする予定になっています。そこで、日曜 日に友達 ６人

でお店に行って材料を買 うことにしました。

美 保 さん は 、 ス トラ ップ を作 りた い と思 っ て い ま した 。 貝 が らの

ビー ズ の入 っ て い る か わ い い デ ザ イ ンの ス トラ ップ の セ ッ トが気 に

入 りま した。 で も、 セ ッ トだ と １つ しか 作 れ ま せ ん 。 そ れ に 、500

円 しか 持 っ て い な か っ た の で が っ か り して い る と 、真 理 さん が 「6

人 で １色 ず つ ビー ズ を 買 っ て 、 分 けれ ば も っ と安 く作 れ る よ」 とい

うア イ デ ィア を出 しま した 。 そ こで 、 大 袋 の ビー ズ を買 っ て 、 ク ラ

ブ の 日ま で に ６人 分 に 分 け て 持 っ て くる こ とに しま した 。

美保 さんは、水色のプラスチ ックビーズに決めま した。水面に光

があたったように光るス トライプビーズが気に入ったか らです。美

保 さんは、テグスと大袋の ビーズと貝がらのビーズを１つずつ買い

ました。

価格表 家に帰ってから、水色のス トライプ ビーズの大袋を数えたら、96

ビー ズ 大 袋　 200円 個入っていました。美保 さんが分けていると、妹がほしがりました。

ビー ズ 小 袋　 100円 美保 さんは自分の分か ら何個か妹にあげま した。残 りが ７個にな り

貝 が ら ビー ズ　 100円 ました。妹には何個あげましたか。

テ グス10m　 130円 テグス

ス トラ ップ 用 セ ッ ト　650円
水色のス トライプビーズ

（ビー ズ ４色 ・テ グ ス ）

＊ ワークシー ト開発の工夫点 ：児童の生活の一場面を思い描 き、児童 と心理的距離の近

い題材 として とりあげた。美保 さんが悩んでいる場面では、美保 さんの考えにそって条件

を整理 しなが ら読み、問題 を解 くのに必要 な文章 と必要でない文章に分 けて考える大切 さ

や絵図にか く便利 さに気付かせたい。
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（3） 読解力を育成するワークシー ト 名前

１　問題を解 くのに必要な文を選びましょう。どうして必要なのかの理由を書きましょう。

妹に何個あげたかをきいているのだから、ビーズの数 しか関係ない。

２　問題を解 くのに必要な文の番号を絵図の中に書 き、１枚の絵図にかき表わ しま しょう。

３　美保さんが最初にやったことを式にして、計算 しましょう。

９ ６ ÷ ６ ＝ １ ６

美保さんが次にやったことを式にしましょう。

１ ６ － □ ＝ ７ ま た は １ ６ － ７＝ ９

美保さんのやったことを一つの式に しま しょう。（場合によってはカッ ト）

９ ６ ÷ ６ － ７ ＝ ９

４　答え	 ９個

＊	 ワー クシー ト開発の工夫点 ：児童が、長い文章の中で問題 を解 くのに必要な文章 を選

び、時間的順番 に沿って、絵図に数字や言葉を入れ て整理 しなが ら考 えることで、文章

の構造 を理解 させ、読解に導いた。

（4）読解力を育成する授業の流れ

１）ね らい

・	 文章問題 に含 まれ る値段、友達の人数、色の種類、 ビーズの数 、妹 などの条件 を、絵

図を使 って整理 し、必要なものを適切 に選 択 し、どんな式ができるかを考えることがで

きる。

２）関連する能力観

・ 与え られた情報 を分類整理 した り、必要なものを適切 に選択 した りす ること

・ 比較や分類、関連づ けといった考 えるための技法 を活用 して説明す る

３）準備　 問題 用紙　 ワー クシー ト１

４）展開

発 問 ・指示 ・説 明 ・板書 児童の学習の実際 時間

【板書】長い文章 に挑戦。 １　どの文が必要 なの だろ う？

発問 「問題 を読み ま しょ う。問題 の文 章はい くつあ 必要 な文章 を見つけ ることが まず大切 であ る。質 問 し

ります か。 文 に番号 を付けま しょ う。 問題 を てい る文 を見つ け、質問 に答 えるために必要な文 を明 ら

解 くために必要な文章は何番です か」 かに させ る。	 10分

発 問 「必 要な理 由を 自分の言葉で書 きま しょう。」 Ａ男 ：「妹 にあげた ビー ズだか ら、ビーズ を分 けた後 だよ

ね。」

Ｂ子 ：「で も 、 ６人 に 分 け る と い う⑧ も必 要 で す 」。
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中心発 問 『ワー クシー ト１に、必要な文章 ⑫ か ら ２　必要 な文章 ごとに絵図 にか こ う ！

⑮ を絵 図に しま しょう。』 簡 単な絵図にか く。絵 図には、問題文 中の数字 は全部、

説 明 〈絵図は、簡 単な絵記号や数字 、言葉 をかいて 言葉 も必要に応 じてか くこ とを確認 した。

一文を １枚のカー ドにか くことです
。最初 の Ｃ 男 ：「分 け る、 ９ ６、 ビー ズ とい うの が 大 事 だ よ」

文か ら絵 図に描いてみ ま しょう。絵図 がかけ Ｄ子 ：「１文 を １絵 図に していたけ ど、 ⑬ と ⑧ を合わせて 10分

た ら、二人組み で問題 が説明で きるか確 かめ ２枚 目の絵 に したほ うがいい と思い ます。」

て くだ さい。〉

指示 「答えを出すた めには、どんな方法 を使 うとよ Ａ男 ：「わ り算 を使 うんだ よ。７個 しかないって ことはた

いで しょ う。見通 しを立てま しょ う。」 くさん妹 にあげたんだね。」

発 問 「式をたてて、答 えを出 しま しょ う。」 ３　答 えをだす ぞ ！

Ｂ子 ：「３枚 目の絵 に、美保 さんが ７個 と書いたか らひい ５分

た残 りが ７だ と分か りやすい」

発問 「長い文 を解 くためには、絵図 をか くときに ４　絵図のか くときのポイ ン トはなんだ ろう ！

どんな こ とが大切 です か。ノー トに絵 図のか Ｅ子 ：「数字 ・物 の名前 ・動 作な どだ と思い ます 」 ５分

き方 を自分 の言葉 で書きま しょ う」 Ｆ男 ：「で きるだ け簡 単な図のほ うがい い と思います」

５　課題解決のための活動的 ・協 同的 ・表現的な学び

（1）授業の概要

ビー ズの作成 の計画案 を ２人組 で作成す る。 ２人組 は算数の上位群 と中位群、中位群 と

下位群 になるよ うに意図的に分 け、全員の授業参加 をね らう。（上位群 と下位群で組む と一

人で全部作って しま う。）二人で相談 しなが ら問題 を解決す ることで思考力 ・判断力 ・表現

力の育成をね らった。

その後、 ６人 グループでプ レゼ ンテーシ ョンし、全体で発表す る ２段階の発表 を計画 し

た。グループでのプ レゼ ンテー シ ョンは一番上手な人を選ぶ ことが 目的ではなく、自分達

が ６人の班の中で どう説明するかを考 え、 自分たちの計画を正 しく伝 えることが 目的であ

る。全体では、時間短縮 の意味で も各班代表ではな く教師に選ばれた ２つのグループに発

表 させ た。 ここで も、思考力・判断力 ・表現力の育成 をね らった。

尚、本授業 は朝学習の時間 と合わせて60分 授 業 とした。

（2）思考力・判断力 ・表現力を育成する問題文 とワークシー ト

美保 さんは、クラブで 自分のス トラップを作った後、うれ しくて家でみんなに見せました。お母 さ

んは、「セッ トを買うより友達 とみんなで分けたら安くてすてきなものができたね、分けることはわ

り算を勉強 していたから思いついたのね」とほめてくれま した。お母さんと妹がほしがったので、二

人に作ってあげるよと約束しま した。お母 さんはブレスレットを作ってほ しいと言って、500円 のこ
づかいをくれました。美保 さんは買い物に行って、何を買ってどんなものを作ったでしょう。使 うお

金や必要なビーズの数を考えて、言葉や絵図で整理 しながら考えま しょう。ビーズが足 りるかを考え

て式を立てて、 自分の答えを説明 しましょう。 ブ レス レッ ト

必要なビーズの数
ス トラップにはテ グス、 ブ レス レ

ス トラ ップ　 35個 ッ トには ゴムが必要です。

ブ レス レ ッ ト　46個
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価格表	 ②費用 （お母さんと妹に何を作るのかな。必要なお
ビー ズ 大 袋 （各 色96個 入 り）　 200円

ビー ズ 小 袋 （各 色42個 入 り）　 100円 金は ？）

貝 が ら ビー ズ （各 色10個 入 り）　 100円

い る か ビー ズ （各 色8個 入 り）　 100円 200＋100＋130＝430


魚 ビー ズ （各 色15個 入 り）　 100円 お つ り70円

花 ビー ズ （各 色15個 入 り）　 100円


犬 ビー ズ （各 色12個 入 り）　 100円

ね こ ビー ズ （各 色12個 入 り）　 100円

つ る ぎ （賢者 の剣 ） ビー ズ （シル バ ー5個 ）　 100円
③ ビー ズ の数 （買った ビーズの数 と使 うビーズ の数）

十 字架 （ク ロス ） ビー ズ （シルバー・ゴール ド6個 ）　100円


木 製 ビー ズ 大袋 （80個 入 り）　 200円 買 う ビー ズ ビー ズ大 袋96こ

木 製 ビー ズ 小袋 （35個 入 り）　 100円


テ グ ス10m　 130円 花 ビー ズ15こ 111こ


ゴム10m　 130円


ス トラ ップ 用 セ ッ ト　 650円
使 うビーズ ブ レス レ ッ ト46こ （母 ）


（ビー ズ ４色 ・テ グ ス） ス トラ ップ35＋35（ 妹 自分 ）


ブ レス レ ッ ト用 セ ッ ト　 650円


（ビー ズ ４色 ・ゴ ム） 46＋70＝116　 116こ


＊ワークシー ト開発の工夫点 ：ワークシー トには ２人組 で計画案を立て るときの考 える視

点を①～③ として入れた。 この視点は、プ レゼンテーシ ョン用のフ リップの作成や説明

の項立て として使 うと、聞 く人に分か りやすい とい う思考の ヒン トになるように工夫 し、

判断力 ・表現力の育成をね らった。

（3）「課題解決のための活動的 ・協 同的 ・表現 的な学び」の授業の流れ

１）ね らい

・	 ペアで、多 くの条件の中か ら選ぶものを決定 し、 ビーズ作成の計画案 を立てる。計画

案を分か りやす く説明す るためには どの ようなものを準備 した らよいかを相談 し、 自分

たちの考 えを筋道を立てて話すために、算数 を道具 として使 うことができる。

２）関連す る能 力観

・ 与えられた情報を分類整理 した り、必要なものを適切 に選択 した りす ること
・ 比較や分類、関連づ けといった考えるための技法 を活用 して説明す る

３）準 備 ワー ク シー ト２　 Ｂ ４用 紙

４）展開

発 問 ・指示 ・説明 ・板書 児童の学習の実際 時間

板書 【学習問題 何を作るかの計画案を作成】 １　何 を買 って どんな もの を作 るのかな ！

説 明 〈ビー ズの数や費用 が足 りるかを考 えて どん ２人組 で作 るもの の計画 案を考え、６人 グループで発表

な ものを作 るかの計画案 を立て、プ レゼ ン す るために発表資料の フ リップを作成す る。フ リップは ４

テーシ ョンします。〉	 人 グループで作成す るときは模 造紙な どを使 うが 、２人組

発 問 「美保 さん はス トラ ップを作った後に ビー ズ なので Ｂ４用紙に した。枚数 の制 限は しない。

はい くつ残 ってい るので しょう」 Ａ男 ：「97個 だ っ た か ら35個 使 っ て62個 で す 」 35分

中心発 問 『何 を作 るのかをワークシー トを使 って Ｂ子 ：「前に買った ビー ズも使 っていいのですか」

考えて、で きた らプ レゼ ンテーシ ョンの フ リ Ｃ男 ：「花と猫 と犬を買ってしま うとビーズが足 りないかな」

ップ としてま とめ ま しょ う』 Ｆ男 ：「計 算 しよ う。 持 って る ビー ズ は62＋15＋12＋12＝

101ス トラ ップ とブ レス レ ッ トを一 つず つ 作 る な

ら81個 だ か ら足 りる よ。」

指示 「自分たちの フ リップを見せ る人 と、発 表は ２　６人の グルー プで発表 しよ う ！

分担 して話 して くだ さい」	 机間指導 しなが ら、式や言葉で うま く説 明 している とこ

指示 「後でみ んなの前で発表 して も らう上手な人 ろを指摘 してい く。	 15分

を選んでい ます よ。」	 Ｅ子 ： 「この絵の よ うなス トラ ップがで きるかを私が数

について説明す るか ら、お金 を言 ってね。」
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発 問 「代表 の二人に発 表 して もらいます。どんな ３　みんなの前で発表 です ！

ところが よか ったか を考 えて聞 いてい て 発 表後 に今 までの授 業 との違 い と算数 でプ レゼ ンテー

くだ さい」 シ ョンす ることのお もしろ さを数人 に発表 させ 、意識 化 さ

発 問 「算数 でプ レゼ ンテー シ ョンす るのは、どん せた後、 自分 の感想 を書 くよ うに した。

な ところが楽 しか ったです か。色 々な答 え Ｃ男 ：「算数で プ レゼ ンテー シ ョンす るなんて思わなか っ

が出 る問題 を二 人で相 談 しなが らわ り算 たです。二人 で相談 した り、発表 した りす るのが楽 10分

や か け算 を使 って考 えた こ とは どうで し しか った です」

たか」 Ａ男 ：「わ り算や かけ算を使 って説 明す る と、みんなが う

なずいて くれ たのが うれ しかったです。国語では キ

ー ワー ドをフ リップに書 くと見や す くな ったけれ

ど、算数 では式や 計算を書 くとよい と思 いま した」

５）児童のコ ミュニケーシ ョンと表現物

Ａ 男 は、「ス トラ ップ や ブ レス レッ トをた

く さん作 って妹 と母 にあ げ よ うね 」 と初 め

に Ｂ子 に話 してい た。 Ｂ子 が 「ク ロス と花

の ビー ズ を買 うこ とに しま しょ う」 とい う

提案 をす る と、 Ａ男 は 「ク ロス は ６個 しか

入 って ない よ。花 は15個 で しょ。普通 の ビ

ー ズの 大袋 だ と96個 入 って い るか ら、花 と

大 袋 を 買 お う よ 」 と Ｂ子 を 説 得 して い

た。 … 略 …

Ｂ子 は 「い くつ で き るか な。絵 にか いて

考 え てみ るね 」 とい って ス トラ ップ の絵 を

か き始 め た （図 ２）。Ａ男 は Ｂ子 の絵 を見 て

い たが 、「分 か っ た ！わ り算 だ ！で も二桁 の

わ り算 は習 って ない し…。 か け算 で もで き
図 １　Ａ男の作成 したフ リップ

る ！」とい って 、筆 算 を始 めた。Ｂ子 が 「な

ぜ35×2な の ？」 と聞 くと 「Ｂ子 さん がス

トラ ップ の絵 を かい た で しょ。残 って いた

ビー ズで 、 ス トラ ップ を最初 に 作 る とい く

つ で き るか な と思 って計 算 して み たん だ よ。

かけ算 した ら２個できると分かったで しょ。

妹 に １個 あ げて も、 も う一つ 自分 の分 がで

きて、 ま だ27個 も ビー ズが残 って い る よ。

そ の後 、新 しく買 った ビー ズ を足 して 、お

母 さん 用 のブ レス レッ トを作 れ ば いい んだ

よ」とＡ男 が答 え る と、「買 った ビー ズ の数

は、た し算 すれ ば い いね。96＋15＝111ね 」

とＢ子 が会 話 を続 けた。 「111あ れ ば …

略 … 」とＡ男 は計 算 しなが らＢ子 に説 明 を

し、 プ レゼ ンテー シ ョンの発 表 資料 と して

使 うフ リップに表 現 してい た （図 １）。Ｂ子
図 ２　 Ｂ子の作成 した フリップ

は うなず い た り、 ス トラ ップ の絵 をか い た

りして、Ａ男の説明 を助 ける補助 資料を作成 した。
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Ａ男が、ブ レス レッ トが ３個できることをＢ子に伝 えると、Ｂ子は 「ブ レス レッ トが ３

個できるな ら15÷3だ か ら、花の ビーズを ５個ずつ使って作れ るね」 と絵 にか く前 に計算

す ることができた。 Ａ男は 「フ リップができて、 どんな ものが作れるかをほかのグループ

に説明できるね」 と満足そ うだった （資料 １）。 Ｂ子は、 「Ａ男はす ごいね。初めに計算 し

ちゃ うんだ。計算 して分かったほ うが、 どんなものを作れ るか計画 しやす いね」 とＡ男の

よさを認めていた。

このよ うな児童 のコ ミュニケーシ ョンか らわ り算を道具 として使用 し、表現 し、 コミュ

ニケーシ ョンす る能力の育成 を確認す ることができる。

６　児童の感想 と思考力 ・判断力 ・表現 力の育成への解釈

、 どんなものを作るか を絵 にかいて考 えてか ら、使った ビーズを数 えよ うと

（1）児童の感想

１）読解力を育成する授業後
・ 問題文が長いか ら、 さい しょはびっ くりし

た。 どうい うふ うに図に表すかは少 しむずか

しかったが、絵や図になおす と問題 が分か り

やす くなった。絵や 図を見なが ら、友達に問

題を説明 した ときがお もしろかった （図 ３）。

絵や図にす るときは、数字や文字をぜ った

い書こ うと思 う。数字や言葉がない と友達に

説明できない し、式 も作れない と思 った。文

章問題 をとくのが楽 しい と思 ったのは、は じ

めてだ。問題文が長 くても、あきらめないで

考 えることが大切で、ゆっ くり考えることが 図 ３ Ｉ男の読解力を育成する授業で

ポイ ン トだ と思 う。 （Ｉ男） の説明の様子

２）「課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的

な学び」 を育成する授業後

・ は じめは

思った。そ した ら、Ａ君が どん どん計算す るので、す ごいなあと思 った。Ａ君の計算 を

見て、ス トラ ップやブ レス レッ トがい くつできるのかわかった。絵や言葉の説明だけで

な く、式や計算 をフ リップに書いて説明 したほ うが分か りやすい と思 う。絵をか くと、

考えな くてはいけない大事な ことがわか るし、計算をかくと説明 しやす いことと思 う。

ほかの グループの説明 を聞いていて、買 うもの も作 るもの もちが うなぁと思った。色 々

な答 えがあ るのはお もしろかった。算数 でプ レゼ ンテーシ ョンす るのは楽 しい と思 う。

（Ｂ子）
・	 何 を買 うかはす ぐ決まったのに、 どんな ものを作 ろ うかを考 えて、二人で話 している

ときに時間がたって しまってあせ った。時間がな くて、フ リップを ２枚 しか作れ なかっ

た。 もっ と時 間が あれば、他 のグルー プのよ うに計算や式を書 くこ とがで きたのに残

念 … でも、二人で話 し合って考える算数 はお もしろかった。今度 こそ、プ レゼ ンテ
ー ションで式や計算を使い

、 うま く説 明 したい。それに、ブレス レッ トの絵 を友達 に う

まい と言われ、 うれ しかった。 （Ｅ子）

（2）思考力 ・判断力 ・表現 力への解釈

読解力を育成する授業では、Ｉ男の ように、「文章 を読んでも長 くて分か らない と思 った

けれ ど、一つずつ絵図に した ら問題が分かった」とい う感想を書いてい る児童が多かった。

また、「絵図にか くのに必要な ことは何かな と考えた り、前の絵 と比べた りした」とい う感

想 もあ り、児童は情報を整理 した り比較 しなが ら絵図にかいていたことが分かる。つま り、
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文章 を絵図に直す ことで、情報 を分類整理 し、関連づけなが ら文章の構造や 内容を理解 し

ていた と考 える。また、Ｉ男の感想にあるよ うに、絵図の中に数字やキー ワー ドを書き込

んでい くことが、情報の分類整理や、立式す るための情報の選択にも大切だ とい うことに

気付いた児童は多かった。長い文章であったが、全員の児童が絵図に数字やキー ワー ドを

入れて表す ことができた。 また、 ９割 の児童が必要な条件 を選択 し、立式 して正答 を導き

出す ことができた。

これ らのことか ら、文章を絵 図に表す指導を したことは、情報を分類整理 しなが ら文章

の構造や 内容を理解 した り、必要 な情報 を選択 して答えを導き出 した りす る能力 を育成で

きた と解釈す ることができた。

思考力 ・判断力 ・表現力 を育成する授業で

は、 「５ （3）５）児童のコミュニケーシ ョ

ンと表現物」で書いた ように、Ａ男 はＢ子

のス トラップの絵 を見なが ら思考の ヒン ト

を得てわ り算 を使 うことを思いついた。 ま

た、Ａ男は、Ｂ子 に説明 しなが ら計算 して

いて、 Ｂ子 とのコミュニケーシ ョンが思考

を深めていた様子が伺 える。一方、Ｂ子 は、

Ａ男の書いている計算 を見なが ら質問 して

いた。 Ｂ子 は、Ａ男 との コミュニケーシ ョ

ンによ り、 どんなものが作れ るかが、乗除 を 図 ４　プ レゼ ンテーシ ョンの様子

使 うと絵にかいて数えるより早 く分かること

に気づいた。そ して、Ａ男 との コミュニケーシ ョンで計算 のよさに気づいたか ら、何 をど

う作るか とい う計画をす るときに、自分 も絵 にか く前に計算 を行 うことができた。

これ らのこ とか ら、コ ミュニケー シ ョンを通 し、児童の思考力 ・判断力 ・表現力は育成

できた と解釈できた。

プ レゼ ンテーシ ョンについては、「式や計算があったほ うが説明 しやすい」 「式があると

これが作れるよ、 とい うしょうこになる」 とい う感想が数人の児童にあった。わ り算やか

け算を説明に使 うよさに気づ いた と解釈 できる。 Ｅ子達のペアは、 うまく説明す ることが

できなかった。 しか し、Ｅ子 のよ うに 「二人で話 し合 って考 える算数 はおも しろい」 とい

う感想 は多かった。答えが一つではない問題に取 り組み、様 々な条件 を自分たちで選び説

明す るとい うことが楽 しく、児童の学習意欲 は高かった （図 ４）。ここか らは算数 を道具 と

して使用 し、表現 し、 コミュニケーシ ョン していく能力 を育成できた と解釈す ることがで

きた。

この ことをもって、算数 にお ける活用力、思考力 ・判断力 ・表現力を育成 できた と解釈

す ることができた。

（館林市立第五小学校　長谷川純子）
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第 ２部　 第 ２章　 第 ３節

「比」や 「単位量あた りの大きさ」を利用 した

思考力 ・判断力 ・表現力を育成する授業
－グルー プ ごとに焼 きそば作 りをす る算 数的活 動 を中心 と して－

１　授業実践のポイ ン ト

本実践は、 ６年算数 の 「比」 と 「単位 量あた りの大 きさ」を利 用 して、思考力 ・判断力
・表現力 を育成す る授業を行 った。本実践のポイ ン トは ３点である。 １つめは、導入部で

使 う文章題 を工夫 した ことである。 問題設定を学級 レク レーシ ョンで焼 きそば作 りを行 う

とし、そのための材料の購入 をクラスの児童が よく利用する、地元産 を扱 う 「Ｔ店」 と安

売 りの 「Ｎ 店」か ら購 入す ることに した。 このことによ り、文章題 の問題 場面 と児童の心

理 的距離が近 くな り、児童の授業 に対す る学習意欲 の喚起をね らった。 また、 ２つのお店

か らどの材料を購入す るかについて、「比」や 「単位量 あた りの大き さ」 を活用 して、グ

ル ープ学習で必要 な材料 の値段を算 出させ ることに した。購入の条件 を500円 以 内で押 さ

えること、元になる レシ ピを ６種類用意することによ り、児童 に試行錯誤 させ る場 を設 定

した。 ２つ めは、表現力を育成す るために、プ レゼンテーシ ョンの場 を設定 したことであ

る。 グルー プ学習 で どの ように問題解決 を進 め、 どのよ うに焼 きそばの材料を購入 し、 さ

らに何風の焼 きそば作 りを行 うかについて発表 させるこ とに した。こ うした活動 を通 して、

算数にお ける言語活動の活動 の充実を図 った。 ３つめは、単元の終末部 に算数 と学級活動

とのクロスカ リキュラムを図 り、実際にグループご とに焼 きそば作 りを行 う場を設定 した

ことである。

２　 「キ ー ・コ ン ピテ ン シー 」 を育 成す る学 習

授 業実 践 の 時期 は 、平 成20年10月 ～11月 ま で であ る。 実施 した学校 は上 田市 立川 辺

小 学校 、対 象 学年 ・ク ラス は、 ６年 ２組 （男 子15名 、 女子13名 、 計28名 ） で あ る。

（1）関連す る単元の流れ

本単元名 は、 「６年 生のま とめ」 （啓林館 ６年 下） であ る。 この単元は ６年 の学習 を中

心に小学校 の学習内容の復習 を 目的 とす る。教科書の単元の流れ は下記 の通 りである。

１）算 数 「６年 生 の ま とめ」 （８時 間 ）

①　 数 と 量 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … … ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ３ 時 間

②　 計 算 と 見 積 も り ・ 図 形 … … ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ 時 間

③　 数 量 の 関 係 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … … ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ４ 時 間

（2） 「キ ー ・コ ン ピテ ン シー 」 を育成 す る学習

活用力 を育成す るための学習 として位置づけた発展的学習は、全 ６時間で行 うこ とに し

た。そのなかの単元の終末部 で行 う、「焼きそば作 り」 （２時間）は、算数 と特別活動 （学

級活動）との クロスカ リキュラムを図 った。発展的学習 の単元の流れは下記の通 りである。

１）発展的学習 「グルー プごとに焼 きそば作 りを しよう」 （６時間）

①　 文 章 題 を 解 く … … ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ・ １ 時 間 （本 時 ）

②　 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン の 準 備 ・ … … ・ ・ ． ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ 時 間 （本 時 ）

③　 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン … … ・ ・ ・ ． ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ２ 時 間

④　 焼 き そ ば 作 り ・ ・ ・ … ． ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ２ 時 間

（3）時間の生み出 し
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本単元 「６年生 のまとめ」 の予定指導時数 は14時 間であるが、計算 と図形、文章題の

復習に関わ る時数 ６時間を朝の学級の時間で行い、全 ８時間で行 うことに した。また、短

縮 した ６時間を 「単位量 あた りの大 きさ」 と 「比」 に関わる発展的学習に組み込むことに

した。

３　 「キー ・コン ピテンシー」を育成する学習 と能 力観 との関連

（1） 「キ ー ・コ ン ピテ ン シー 」 との 関連

・ 相互作用的に道具を用い る。 （Ａ言語、シンボル、テクス トを相互作用的に用い る。）

（2） 中教審答 申の 「思考力 ・判断力 ・表現力」、「言語活動の充実」 との関連
・ Ａ － ２ ：事 実 を正 確 に理 解 し表現 す る。

・ Ｂ－ ４ ：比較や分類、関連づ け といった考え るための技法 を活用 して説 明す る。

（3）新学習指導要領との関連
・ 第 ６学年 「Ｂ 量 と測定」 の（3）異種の二つの量の割合、 「Ｄ 数量関係」の （1）簡単な比

の意味

・ 算数的活動 ：第 ６学年 、ア計算 の仕 方を考 え説 明す る活動

４　読解力を育成する学習

（1）授業の概要

本授 業は、開発 した問題文の問題設定を学級 レクレー シ ョンで焼 きそば作 りを行 うとし、

そ のための材料の購入 をクラスの児童が よく利用す る地元産を扱 う 「Ｔ店」と安売 りの 「Ｎ

店」か ら購入す ることに した。 この ことによ り、文章題 の問題場面 と児童 の心理的距離 が

近 くな り、児童の授業 に対す る学習意欲 の喚起 をね らった。また、 ２つ のお店か らどの材

料 を購入す るか につ いて、「比」や 「単位量 あた りの大き さ」 を活用 して、グループ学習

で必要な材料の値段 を算出 させた。購入 の条件 を500円 以 内で押 さえること、元になるレ

シ ピを ６種類用意す ることによ り、児童 に意志決定 させ場 を設 定 し、思考力の他 、判断力

の育成 を図った。

（2）問題文

「学習問題 ：学級レクレーションでグループごとに焼きそば作 りをしよう」

学級のレクレーションで、グループごとに焼きそば作 りをすることになりました。グループは、 １グ
ループ５名の計 ６グループ編制にし、焼きそば作りの条件 として次の３つが与えられました。

①　 もとになるレシピを参考にする。

焼きそば５人分の材料 （◎印 ：必要 となる材料、○印 ：好みによって選択する材料） 
◎ 焼きそば ５玉 ○ ニンジンを入れるなら３本 
○ タマネギを入れるなら３個 ○ ピーマンを入れるなら４個 
○ もや しを入れるなら２袋 ○ 紅ショウガを入れるなら１袋 
○ ウインナーを入れるなら３袋 ○ ソーセージを入れ るなら３本 
○ 豚肉を入れるなら100グラム ○ キャベツを入れるなら半玉

○ ハム５枚 

イタリアン風焼きそば 韓国風焼きそば シー フー ド風 焼 きそば

上記以外 に、 トマ ト２ 上記以外に、甘辛のキ 上 記 以 外 に 、 イ カ １は

個、 とろけるチーズ５枚 ムチ100グ ラムを入れる。 い 、 エ ビ １尾 を入 れ る。

を入れる。 ソースは家か ソー ス は 家 か ら持 っ て く

ら持ってくる。 る。

イン ド風焼きそば お好み焼き風焼きそば あっさり風焼きそば
上記以外に、カ レー粉 上記以外に、マ ヨネー ソースの代わ りに塩を

を10グ ラム入れる。カレ ズ、卵 ５個を入れ る。 ソ 10グ ラム入れる。塩は学
ー粉は家から持ってくる。 ースとマ ヨネーズは家か 校のものを使 う。

ら持ってくる。
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②　野菜類は必ず入れること。
③　 １グル ー プ の材 料 費 を500円 （一 人100円 ） を超 え な い よ うにす る こ と。

そこで、班ごとに、川辺小学校の近くにある、地元産の扱 うＮ店と安売 りの Ｔ店の ２カ所を回り、 ２
つのお店から出されている広告を見ながら、焼きそばの材料を購入したいと考えています。Ｎ 店では何

を、Ｔ店では何を購入すればよいでしょうか。

Ｎ店の広告	 Ｔ店の広告

①焼 きそ ば ３玉105円 （ば ら売 り可 ） ① 焼 きそ ばバ ラ １玉35円

② タマ ネ ギ ４個80円 （ば ら売 り可 ） ② タマ ネ ギ ６個40円 （ば ら売 り可 ）

③ ニ ン ジン ６本120円 （ば ら売 り可） ③ 豚 肉150グ ラム180円 （グラム売 り可）

④豚 肉200グ ラム200円 （グラム売 り可）	 ④ ピー マ ン ３個150円 （ば ら売 り可）

⑤ もや し ３袋60円 （ば ら売 り可 ）	 ⑤ もや し １袋15円

⑥紅 シ ョウガ １袋75円	 ⑥紅 シ ョウガ ３袋210円 （ば ら売 り可）

⑦ ウイ ンナ ー ２袋160円 （ば ら売 り可） ⑦ ソー セ ー ジ １本25円

⑧ キ ャベ ツ半 玉50円	 ⑧ キ ャベ ツ １玉90円 （半 玉 売 り可 ）

⑨ ハ ム ５枚150円	 ⑨ イ カ ３は い300円 （ば ら売 り可 ） 

⑩ トマ ト １個40円	 ⑩ トマ ト２個70円 （ば ら売 り可）

⑪ とろ け るチ ー ズ ５枚 入 り100円	 ⑪ キ ムチ100グ ラム150円 （グラム売 り可 ）

⑫ エ ビ １尾100円	 ⑫ 卵10個100円 （ば ら売 り可 ）

（3）読解 力を育成す るワー クシー ト

名前 （ Ａ男 ）

１　文章に書かれている問題について考えよう。

・ 問題 １ 「この 問題 で は

、何 を考 え るの です か。」
・ それぞれのお店で500円 以内で好みの焼きそばの材料を買 うことを考える。

・ 問題 ２ 「この文章で、問題を解くために必要な条件は何ですか。」
・500円	 以内で好みの材料をそろえること。、元になるレシピの材料の量を参考にすること、野菜

類をいれること。

２　問題を２通りの方法で解こう


方法 １ （比で考える） 方法２ （単位量を使 う）

Ｎ店について Ｎ店についいて

・焼 き そ ば　 3：105＝5： □ ・焼 き そ ば　 105÷3×5＝ □

・タ マ ネ ギ　 4：80＝3： □ ・タ マ ネ ギ　 80÷4×3＝ □

・もや し　 3：60＝2： □ ・もや し　 60÷3×2＝ □

・ウイ ン ナ ー　 2：160＝3： □ ・ウ イ ン ナ ー　 160÷2×3＝ □

・肉　 200：200＝100： □ ・肉　 200÷200×100＝ □

・ニ ン ジ ン　 6：120＝3： □ ・ニ ン ジ ン　 120÷6×3＝ □

・紅 シ ョ ウガ　 1：75＝1： □ ・紅 シ ョ ウガ　 75÷1×1＝ □

・キ ャベ ツ　 0 ．5：50＝0．5： □ ・キ ャベ ツ　 50÷0 ．5×0．5＝ □

・ハ ム　 5：150：4： □ ・ハ ム　 150÷5×4＝ □

・ トマ ト　 1：40＝2： □ ・ トマ ト　 40÷1×2＝ □

・と ろ け る チ ー ズ　 5：100＝5： □ ・と ろ け る チ ー ズ　 100÷5×5＝ □

・エ ビ　 1：30＝5： □ ・エ ビ　 30÷1×5＝ □

Ｔ店について	 Ｔ店について
・焼 き そ ば　 1：35＝5： □ ・焼 き そ ば　 35÷1×5＝ □

・タ マ ネ ギ　 6：40＝3： □ ・タ マ ネ ギ　 40÷6×3＝ □

・もや し　 1：15＝2： □ ・も や し　 15÷1×2＝ □

・肉　 150：180＝100： □ ・肉　 180÷150×100＝ □

・ピー マ ン　 3：150＝4： 口 ・ピ ー マ ン　 150÷3×4＝ □

・紅 シ ョ ウガ　 3：210＝1： □ ・紅 シ ョ ウガ　 210÷3×1＝ □

・ソー セ ー ジ　 1：25＝3： □ ・ソ ー セ ー ジ　 25÷1×3＝ □

・キ ャ ベ ツ　 1：90＝0 ．5： □ ・キ ャ ベ ツ　 90÷1×0 ．5＝ □

・イ カ　 3：300＝1： □ ・イ カ　 300÷3×1＝ □

・ トマ ト　 2：70＝2： □ ・ トマ ト　 70÷2×2＝ □

・キ ム チ　 100：150＝100： □ ・キ ム チ　 150÷100×100＝ □
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・卵　 10：100＝5： □ ・卵　 100÷10×5＝ □

３　どこでどんな材料を購入するか。

材 料 は 、Ｎ 店 で 肉100グ ラム、 タマネ ギ3玉 、焼 きそ ば5玉 、Ｔ店 で キ ム チ100グ ラム購 入 す る。合計485


円 とな る。


ワーク シー ト開発の工夫点 ：読解 を筋道 立てて進めてい くために、 「この問題 では、何 を

考 えるのです か。」、 「この文章で、問題 を解 くために必要な条件 は何 ですか。」 の問い を

入れ た。 また、 「問題 を ２通 りの方 法で解 こ う。」 とい う条件 を与えた ことや 「どこで ど
んな材料 を購入す るか。」 とい う問い を挿入 した ことで、児童の思考を促 し、読解力 のほ

か思考力 ・判断力の育成 もね らった。

（4）読解力を育成する授業の流れ

１） ね らい

・ グル ー プ で 「単位 量 」 「比 」 を使 い なが らコ ミュニ ケー シ ョン を図 り、 ワー ク シー

トにそ っ て文 章題 を解 く こ とが で き る。

２）関連する能力観

・ 与 えられ た情報を分類整理 した り必要 なものを適切 に選択 した りす ること

・ 比較や分類、関連づ け といった考えるための技法 を活用 して説 明す る。

３）準備

・ ワ ー ク シ ー ト

４）展開

発 問 ・指 示 ・板 書 児童の学習の実際 Ｔ 

板書 【学習問題 （略 ：詳細は開発 し １　長い文章題だな。

た文章題を参照）】 Ａ男 ：「長い文章だな。 ２つの店の広告があるぞ。」

Ｄ子 ：「焼きそばを作る材料をどこで買 うのか考えるんだ 」


指示 「学習問題を声に出して ２回読 ２　頑張ってこの文章題を解くぞ。


み、ワークシー トにそって考えてい Ｃ 男 ：「難 しいな。 ４月 に や っ た学 力 テ ス トみ た い な問題 だ。」


こう。」


発問 『この問題では、何を考えるの Ａ男 ：「それぞれのお店で500円 以内で好みの焼きそばの材料を

ですか。』 買うことを考える。」 10 

Ｄ子 ：「出された条件を守って、焼きそばに使 う材料をＮ店、Ｔ

店からどのように選んで買うかを考えるんだ。」

Ｃ 男 ： 「・・・・・・・ 。」

中心発問 『この文章で、問題を解く Ａ 男 ：「500円 以 内 で好 み の材 料 をそ ろ え る こ と、元 に な る レシ


ために必要な条件は何ですか。』 （問 ピの材 料 の 量 を参 考 にす る こ と、野 菜 類 を必 ず い れ る こ と。」


題解決に必要な条件 とそ うでないも Ｄ 子 ：「500円 以 内 で買 うこ と、 元 に な る レシ ピを参 考 にす る こ


のとを区別させるために行 う。） と、野 菜 を入れ る こ と、 の ３つ。」


Ｃ男 ：「500円 を超 えて はい けな い。」


指示 「グループごと相談しながら、 ３　グループで相談しながら解くぞ。


問題を２通 りの方法で解決しよう。」 Ａ 男 ：「最近やった比で考えれば人数分の材料のかかる費用が求


めらそうだ。」

Ｄ 子 ：「単位量でもできると思 う。 １あた りの値段を出して、５

人分をかければ必要な値段が求められる。」 15

Ｃ男 ：「単位量でできそうだけど、計算に自信がないなあ。」

Ａ 男 ：「みんなで助け合って計算 しよう。一つ一つ ５人で確かめ

ながら計算 していこうよ。」

Ｃ男 ：「助かるな。僕、単位量自信ないから。」


Ｄ子 ：「比の方が簡単だから、比から求めていこうよ。」


指示 「決まったら必要な材料をどこ ４　どこのお店で何を買おうかな？


で購入するかも考えよう。」 Ｄ 子 ：「で き るだ け材 料 は 、地 元 産 の Ｎ 店 で 揃 え よ うよ。」


Ａ 男 ：「Ｎ 店 で 、焼 きそ ばの め ん を ５玉 、肉 を100グ ラム買お うよ。」


Ｄ 子 ：「さ らに、Ｎ 店 で タマ ネ ギ ３玉 買お うよ。」
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Ｃ 男 ：「僕 は キ ムチ も入 れ たい か ら、Ｔ 店 で キム チ100グ ラムを買 お 20

うよ。」

Ａ 男 ：「い い じゃん 、合 計 金 額 は485円 に な る よ。」

Ｄ 子 ：「な か な か うま い選 択 だ ね。500円 以 内で 収 ま っ たね 」 

５　課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学 び

（1）授業の概要

本授業は、表現力を育成するために、プ レゼ ンテー シ ョンの場 を設定 した。 グループ学

習で どのよ うに問題解決 を進 め、 どの よ うに焼 きそばの材料 を購入 し、 さらに何風の焼 き

そ ば作 りを行 うかについて発表 させ ることに した。 こうした活動 を通 して、算数 における

言語活動の活動の充実を図った。

（2）思考力 ・判断 力 ・表現力 を育成するワー クシー ト

（ ２ ） 班 、 メ ンバ ー の名 前 （ Ａ 男 、Ｂ 男 、Ｃ 男 、Ｄ 子 、Ｅ 子 ）

１　どんな方法を使ったのか。


単位量と比の ２つを使って。


２　その方法を使ってどのように立式 し、解決 したのか。

（略 ：「読解力を育成するワークシー ト」参照）

３　計算結果から、どのように焼きそばの材料を選択し、購入することにしたのか。

材料 は、Ｎ 店 で 肉100グ ラム、 タマネ ギ ３玉 を 、焼 きそ ば ５玉 、Ｔ 店 で キ ムチ100グ ラム購 入 す る。合 計485

円 とな る。

４　自分たちの焼きそばに、どんな名前をつけるか。（ 韓国 ）風焼きそば

ワーク シー ト開発の工夫点 ：自分た ちの解決 した道筋 を分 か りやす く説 明 してい くため

に、「どんな方法 を使ったのか。」 「その方法を使って どの よ うに立式 し、解決 したのか。」

「計算結果か ら、 どの よ うに焼 きそ ばの材料 を選択 し、購入す るこ とに したの か。」 「自

分 たちの焼 きそばに、 どんな名 前をつ けるか。」の、 ４項 目を挿入 した。 特に、 「計算結

果 か ら、 どのよ うに焼 きそばの材料 を選択 し、購 入す ることに したのか。」 「自分 たちの

焼 きそ ばに、 どんな名 前をつけるか。」 とい う２つ の項 目は、思考力 ・判断力の育成をね

らった ものである。また、このこ とを表 現 させ ることによって、表現力 の育成 、算数にお

ける言語活動の充実 を図った。

（3） 「課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び」の授業の流れ

１）ね らい

・ グループで 「単位 量」 「比」の考 え方を使用 しなが らコ ミュニケーシ ョンを図 り、プ

レゼ ンテーシ ョンの準備 をするこ とができる。

２）関連する能力観
・ 筋道 を立てて考 えた り振 り返 って考 えた りす ること

・ 事実を正確 に理解 し表現す る。

３）準備

・ ワー クシー ト、模 造 紙

４）展開

発 問 ・指 示 ・板 書 児童の学習の実際 Ｔ

板書 【学習問題 「グループで相談 し １　グループで協力してプレゼンテーションの準備をするぞ。

て解決 したことをクラスのみんなに Ａ 男 ：「み ん なで 協 力 して 、 早 くシナ リオ を作 ろ うよ。」
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も分 か る よ うに 、 プ レゼ ンテ ー シ ョ

ン の シナ リオ を完成 させ よ う。」】

指 示 「ワー ク シ ー トに そ っ て シ ナ リ

オ を作成 しよ う。」

中心発問 『グループごとに相談 した

購入方法をもとに、 自分たちが作る

焼 きそばに名前をつけよう。』 （グル
ープごとどんな焼きそばを作 りたい

Ｄ 子 ：「単 位 量 と比 を使 っ て、 どの よ うに計算 した か を説 明す れ 5 

ば い いん だ。」

Ｃ 男 ：「ち ょっ と難 しい なあ。」

２　グループで相談してシナリオを作るぞ。

Ｃ男 ：「ワー ク シー トに沿 って書 い て い こ うよ。」

Ａ 男 ：「ワー ク シ ー トの １番 は 、 単位 量 と比 の ２つ を使 っ た よ

ね。」

Ｄ 子 ：「ワー ク シー トの ２番 は、 計 算 方法 を書 い てい け ばい い ん

だ ね。

Ｂ男 ：「もう一度計算が合っているか、５人で分担 して確かめよ

うよ。」

Ｃ男 ：「僕大丈夫かなあ。計算忘れちゃったかもしれないなあ。」

Ｄ子 ：「比なら、広告に出ている数量 ：その値段＝５人分に必要

な数量 ：□で求められたね。」

Ｅ 子 ：「単位 量 な ら、 それ ぞ れ の広 告 の材 料 の個 数 とそ の値 段 か

ら、 １個 あた りの値 段 を 出 し、 そ れ に × ５人 分 に必 要 な数 量 で

求 めれ ば よか った よね 。」

Ａ 男 ：「そ れ で は も う一度 全 部 計算 が合 っ て い るか ど うか 、分 担

して計 算 しよ う。」

Ｃ 男 ：「僕 は、Ｎ 店 の 焼 きそ ば、 タマネ ギ、豚 肉、Ｔ 店 の キ ムチ

を計 算 す る よ。」

Ｅ 子 ：「私 は、Ｎ 店 のニ ンジ ン、 もや し、 紅 シ ョウガ 、 ウイ ンナ

ー 、 キ ャベ ツ を確 か め る わ。」 25 

Ｄ 子 ：「私 は、Ｎ 店 のハ ム 、 トマ ト、 とろ ける チー ズ、 エ ビ、Ｔ

店 の卵 を確 か め るわ。」

Ａ 男 ：「僕 は、 Ｔ 店 の焼 きそ ば、 タマネ ギ、豚 肉 、 ピーマ ン、 も

や しを確 か め る よ。」

Ｂ 男 ：「僕 は 、Ｔ店 の紅 シ ョウガ、 ソーセ ー ジ 、キ ャベ ツ、イカ 、

トマ トを確 か め る よ。」

Ｃ男 ：「僕 た ち は、Ｎ 店 の焼 きそ ば ５玉 、タマ ネ ギ ３玉 、豚 肉100

グラム、Ｔ店 で キム チ100グ ラム購 入 す るんだ っ た よね 。焼 き そ ばは100

円、 タマ ネ ギ は60円 、焼 きそ ば は175円 、 キ ムチ は150円 で

合 っ てい た よ。」

Ａ 男 ：「全 部 の 金額 を合 計す る と、100円 ＋60円 ＋175円 ＋150

円で485円 とな っ た。」

３　焼きそばにどんな名前をつけようかな？

Ｃ男 ：「やはり、僕の好きなキムチを入れたから、韓国風焼きそ

ばでしょう。」

Ｄ子 ：「韓国は焼肉も美味しいし、キムチも有名だから韓国風焼

か意志決定させることを目的とする。）きそばが合 うね。」

指示 「シナ リオが完成 したグループ ４　発表者を決めるぞ。


は、提示用のシナ リオを模造紙に書 Ａ男 ：「発表者は誰がやる？僕、ちょっと話すの苦手だな。」


き、さらに発表者 １名を決めよう。」 Ｄ子 ：「私が模造紙にシナリオを書くから、Ａ男君やったら。」


Ｃ 男 ：「僕も模造紙に書 くから Ａ 男君頑張ってみたら。 しっか


り模造紙に書くから頑張れよ。」


Ａ男 ：「分かった。あがらずに僕が発表するよ。」


指示 「発表者は、発表の練習 もしよ ５　練習するぞ。


う。」 Ａ男 ：「僕がこれから発表の練習をするからみんな聞いていて。」


Ｃ男 ：「少 し早口なので、もう少 しゆっくり話した方がいいよ。」
 

５）児童のコ ミュニケー シ ョンと表現物

算数 に強い苦手意識 を もつ Ｃ 男がいる ２班の、プ レゼ ンテーシ ョンのシナ リオ作 りに

おけるコミュニケーシ ョン活動 の様子について紹介する。Ｃ男はプ レゼ ンテー シ ョンのシ

ナ リオを考える場面で、Ｄ子が 「単位 量 と比 を使 って、 どの よ うに計算 したか を説 明すれ
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ばいいんだ。」 と眩 くと、Ｃ 男は 「ち ょっ と難 しいなあ。」 と応 えた。また Ｂ 男が、前時

に比 と単位 量を使って算 出 した、Ｎ 店 と Ｔ 店 の広告の全 ての材料 の ５人分の値段 を 「も

う一度計算が合 ってい るか、 ５人 で分担 して確 かめよ うよ。」 と言 った とき、Ｃ 男は 「僕

大丈夫 かなあ。計算忘れ ちゃったか も しれ ない なあ。」 と不安そ うに眩いた。 しか し、Ｄ

子 が「比な ら、広告 に出ている数量 ：その値段 ＝ ５人分 に必要な数量 ：□で求め られ たね。」

と、Ｅ子が 「単位量な ら、それぞれ の広告の材料 の個数 とその値段か ら、 １個あた りの値

段 を出 し、それ に× ５人分 に必要 な数量 で求めればよかった よね。」 と言 うと、Ｃ 男のな

かに、比 と単位量 の求め方 が再確認 され 、自分 か ら 「僕 は、Ｎ店の焼きそば、タマネギ、

豚 肉、Ｔ店の キムチ を計算す るよ。」 と自信を もって応 えた。実際 Ｃ男 は、次に示す Ｃ男

が作成 したプ レゼ ンテー シ ョンのシナ リオの 「２その方 法を使 って どの ように立式 し、解

決 したのか。」では、比や 単位量の ２通 りの方法 を使 って正確 に、Ｎ店の豚 肉、タマネ ギ、

焼 きそば、Ｔ店のキムチの ５人分の値段を算 出する ことができた。

Ｃ男が作成 したプレゼンテーシ ョンのシナ リオ

以上 よ り Ｃ 男 は、 グル ープのなかで比や 単位量 を道具 として使用 し、表現 し、 コミュ

ニケー ションをす るなかで、比や 単位量 を正確に理解 し、それ らを式 と言葉で表現す るこ

とができた とい うことができる。
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６　児童 の感想 と思考力 ・判断力 ・表現力への解釈

（1）児童の感想

・	 文章題 では、最初 は迷 ったけ ど、グループのみんなと相談 しなが ら進 めてい くうちに、

以前学習 した 「単位 量」 と 「比」が使 えることに気 づきま した。そ して、Ｎ 店 と Ｔ 店

の広告 を比較 しなが ら、グループのみんな と分担 して、「単位 量」 と 「比」 を使 ってグ

ループの人数 に必要な材料の値 段を求 めていきま した。 こんな ところで算数 の学習が生

かせ るとは思いませんで した。 また、僕はプ レゼンテーシ ョンの代表者 にな りました。

式 と答 えだけでな く、考 え方 も説明 しなければいけなかったので、とて も緊張 しま した。

でも、 グループで相談 しなが らプ レゼ ンテー シ ョンのシナ リオを書いてい くと、 「単位

量」や 「比」を使 った考 え方の説 明の仕方 がは っき りと分か り、 自信 がもてま した。

（Ａ男）
・	 先生が 出され た問題文 を見て、最初は長 くてめん どくさいな と思いま した。で も、こ

の問題で は何 を解 くのか、そのために必要な条件 は何かを考 えてい く うちに、問題 の意

味が分か りま した。そ して、 「単位量」 と 「比」を使 える ことに気づ きま した。500円

以 内で材料 を買 う場面 は とて も悩み ま した。 「単位量」 と 「比」を使 って、 ２つの店の

材料の値段 を比べた り、 どの材料 を購 入 し、どの材料 を切 り捨て るかをみんなで相談 し

ま した。私 はで きるだけ Ｎ 店の地元産の食材 をた くさん使い たい と考えなが ら材料 を

選びま した。い ろいろ悩んだけ ど何 とか485円 に予算 が収まって よかったです。（Ｄ子）
・	 僕 は、 この文章題を グループのみんなでああで もない、 こうでもない と協力 して話 し

合い なが ら進 めてい くうちに、今 まで よく分か らなかった、「単位 量」や 「比」の意味

が分か ってきま した。僕は、 「単位量」や 「比」を使 って、人数分の材料の金額 を正確

に計算す ることがで きま した。僕 は、なん とか、意見が一致 して485円 に収ま り、無事 、

韓国風焼 きそばを作 ることができま した。算数の 「単位 量」や 「比」 が焼 きそば作 りに

利用できて、 とても楽 しい算数 にな りま した。 （Ｃ男）

（2）思考 力 ・判断 力 ・表現力への解釈

Ａ 男は、文章題の意図を解釈 し、 「単位 量」や 「比」を使 いなが らグル ープでコミュニ

ケー ションを図ってい く うちに、筋道を立てて考 えた り振 り返 った りす ることで、Ａ男の

頭のなかではっき りと説 明す ることが整理 された姿が窺 える。Ｄ子 は、開発 したワー クシ
ー トにそ って、① この問題では何 を考えるのか、② この問題 を解 くために必要 な条件 は何

か、について順 をおって グループで進 めてい くうちに文章題 の意味が分か り、そ こか ら 「単

位 量」 と 「比」 を使 えば求 められ る とい う課題解決 に必要な見通 しが もてた。 また、グル
ープで コミュニケー シ ョンをす るなかで、 「単位量」や 「比」を使 いなが ら、比較 とい う

考 えるための技法 を活用 した姿 も窺 える。Ｃ 男は、「単位 量」や 「比」を使いなが らグル
ープでコ ミュニケーシ ョンを してい くうちに

、今 まで不安だった 「単位量」や 「比」 を用

いなが ら、焼きそば作 りに必要な材料の値段の求め方 を正確 に理解 し、式 と言葉で表現す

ることがで きた。

以上 の ３人の児童の姿か ら、算数における思考力 ・判 断力 ・表現力の育成 を確認す るこ

とができた。

（貞静学園短期大学　百瀬光一）
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第 ２部　 第 ２章　 第 ４節

資料 を活用 して、思考力 ・判断力 ・表現力を育成す る授業
－ どの選手 を選 びますか ？－

１　授業実践のポイン ト

本授業は、提示 された複数のデー タをもとに して走 り高跳び の選手を決 めてい く活動 を

通 して、思考力、判断力 、表現力 を育む ことをね らい としている。初めに各 自で選手を決

定 した後、グループ内で話 し合 って再度 デー タを分析 して グループ としての考えを決定 し

クラス全体 に説 明す る。 その後 クラスと しての考 えを全員で話 し合って決定 してい く。 こ

の ように意思決定す る場を、個人 、グループ、 クラス全体 と ３回設 け、 コミュニケーシ ョ

ンを図る場 を多 くするこ とで、思考力、判断力、表現力 を育んでい けるように した。

２　 「キー ・コン ピテンシー」を育成す る学習

授業実践の時期は、平成20年12月 である。実施 した学校 は寄居 町立男衾小学校、対象

学年 ・クラスは、 ６年 １組 （男子16名 、女子18名 、計34名 ）である。

（1）関連する単元の流れ

東京書籍 『新 しい算数 ６上』 小学校第 ６学年 「な らして比べ よ う」 ［平均］８時間扱 い

①平均の意味　	 ２時間

②平均の問題　	 ２時間

③代表値 としての平均　	 １時間

④振 り返 り　	 １時間

⑤発展的学習 （本時）　	 ２時間

（2） 「キ ー ・コ ン ピテ ン シー」 を育成 す る学習

①読解力を育成する学習 と思考力 ・判断力 ・表現力を育成す る学習	 （個人の意思決定 と

グループへの発表） … －…－読解 （30分間）・思考 ・判断 ・表現 （15分間）

②思考力	 ・判断力 ・表現力 を育成す る学習 （グループの意思決定、その後、全体の意思

決定）　 １時間

（3）時間の生み出 し

平均の適用問題 を朝 自習 （１５分 ×６回）で行 うことで、発展的学習 の ２時間を確保

することに した。

３　 「キー ・コンピテンシー」 を育成す る学習 と能力観 との関連

（1） 「キ ー ・コ ン ピテ ン シー」 との 関連

・相互作用的 に道具を用いる （Ａ言語 、記号、文章 を相互作用 的に用いる）

（2）中教審答申の 「思考 力 ・判断 力 ・表現 力」 と 「言語活動の充実」 との関連
・Ａ－ ４ ：情報 を分析 ・評価 し、論述す る
・Ｂ－ ４ ：比較や分類 、関連づけ といった考えるための技法を活用 して説明する

（3）新学習指導要領 との関連
・〔第 ６学年〕 「Ｄ　数量 関係」 （4）資料の調 べ方　 ア　 資料 の平均 について知 ること

・応用的な算数的活動

４　読解力を育成する学習
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（1）授業の概要

長い問題文や提示 された複数 のデータを整理 し、選 手を選ぶために必要 な情報 を取捨

選択 させ てい く。 この後、 自分の考えの根拠を数学的に表現 させ てい く授業である。

（2）問題文

No．1 月 日 ６年 組 氏名

大熊町内には ５校 の小学校 があ ります。大熊町内の ６年生は ６月 ２３日 （月）に開

かれ る陸上記録会 に全員 出場す ることになっています。

陸上記録会 の会場は町内の ５校の小学校が順番 で担 当してい きます。今年 の会場校

は、つ よ しさんのい る大熊東小学校です。大熊東小学校の ８５人の ６年生は、自分た

ちの学校 のグラン ドが会場 とあって、は りきって練習 してきま した。その中でも男子

走 り高跳びの出場候補 のけんた さんと、あき らさん、こ うき さんの ３人は、おたがい

に競い合 いなが ら練習 してきま した。特に男子走 り高跳びの大会記録 は １３４ｃｍな

ので、 ３人 ともその記録 も意識 して必死に練習 してきま した。

大会まであと ３日となった ６月 ２０日の練習の後 、男子走 り高跳びの出場選手 を決

めることになっています。 ６月 ２３日に行われ る陸上記録会へ 出場できる走 り高跳び

の選手は各校 ２人です。大会 当 日は小 雨が降った り、 グラン ドがややすべ りやす くな

っていて も行います。

あなたが監督な ら、陸上記録会に出場す る選手 に、だれ とだれ を選びますか。

下の表 をもとに ３人 の中か ら２人を選び、なっとくのい くような説 明を しま しょ う。

※それぞれ の とんだ記録は、その 日の最高記録 を表 しています。

※ グラン ド状態が よい場合は○、ややすべ りやす い場合 は△ を表 しています。

※第 １～ ３週 の中で下の表に記 されていない 日は、練習を しなかった 日です。

６月 ２ １日 （土） ～ ６月 ２ ７ 日 （金 ） ま で の週 間天 気 予報

＊ ワークシー ト開発の工夫点 ：自分 が選手を決 める役 とい う場 を設定す ることで、 目的

意識 を持 って主体的に問題解決 に取 り組 めるよ うに した。また、様 々な情報 を提示す る

ことで、 自ら必要な情報 を選んで分析 し、それ をもとに選手を決定できるよ うに した。

さらに １～ ３週までに跳んだ高 さの平均記録を予 め提示 してお くことで、それだけで比

較できるかを考 えさせ るきっか けとした り、他 の方法でデータを分析す る時間を十分 と

れるよ うに した りした。
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（3）読解 力を育成す るワー クシー ト

No．2 月 日 ６年 組 氏名

☆ この問題で聞かれていることは何で しょうか。

・陸上記録会 に出場選手 を ３人の うちか ら２人選ぶ こと。
・選 んだわけを納得 い くよ うに説 明す ること。

☆ この問題 文の内容で、問題 を とくために必要な ことは何 で しょうか。

・３人の走 り高跳びのデータ

・大熊東小学校 の校庭が陸上記録会 の会場 であること

・過去の天気やグラン ドの状態

・第 ４週 の天気予報 （陸上記録会 当 日やその前後の天気予報）

☆ ３人の記録 の特徴 を調べてみま しょ う。特 ちょ うを調べるには、 どんな方法がある

か書き出 してみ ま しょ う。

・とんだ高さの平均 で比べ る。 ・○ ○ ｃｍ 以 上 とん だ回 数 で 比べ る。

・記録 の変わ り方 （折れ線 グラフ）で比べ る

・グラン ド状 態 （天気） ととんだ高 さの関係 を比べ る。

※新学習指導要領では、散らばりや度数分布表なども活用できる

＊	 ワー クシー ト開発の工夫点 ：児童の実態応 じヒン トカー ドとして筋道を立 てて考 えて

いくことやそのよ さを味わ うために、問題解決 に必要な情報の取捨選択、分類整理がで

きるように した。複数 のデータをもとに考 えられ るよ うに調べた ことを表に記入 させて

い くよ うに した。ただ し、計算 した りグラフ化 した りする用紙は別 に用意 してお く。
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（4）読解力を育成する授業の流れ

１）ね らい

・複数の情報 を整理 して必要 な情報を利用 して、 ３人のデータの特徴を とらえることが

できる。

・デー タを分析 し、考 えの根拠 をはっ きりさせ て説明することができる。

２）関連する能 力観

・与え られた情報 を分類整理 した り、必要な ものを適切に選択 した りするこ と
・情報 を分析 ・評価 し、論述す る

３）準備

・掲 示 用 の 問題 文 、 デー タ （表 ） 模 造 紙

力 を育 成 す る ワー ク シー トNo．2、No．3、

☆ ３の表を拡大 した もの

４）展開

発 問 ・指 示 ・説 明 ・板 書

【板書 】問題文 ・表 の掲示

指示 「配 布 した問題 （ワー クシー ト） を読み ま しょ

う。」

発問 『この問題 は、何 を聞 いてい るので しょ うか。』

発 問 『この 文章や 表の 内容 で、 問題 を解 くため に必

要な こ とは何で しょ うか。』

発 問 『２人 の選 手 を どの よ うに選 んだ らよい で しょ

うか。』

説 明 〈表 を見て ３人 の記録 の特徴 を調べ れば いい の

ですね。〉

中心発 問 『特 ち ょ うを調べ るに は、 どん な方 法 があ

りますか。」

（特徴 を調 べ る方法 を問 い、多 くの情 報 を分 類整 理

して考 え させ てい く。数名 に発 表 させ た後 、 それ

以外の方法 を 自由に考 え させ る。）

指 示 「表 を もとに して ３人 の記録 の特 徴 を他 に も調

べて 、ワー クシー トの表に書 いてみま しょう。」

指 示 『調べ た こ とをも とに して 、 自分 が監督 な ら誰

と誰 を選ぶ か、そ の理 由 もグルー プ の人 に分 か

るよ うにま しょ う。」

本 時の最後 に今後の学 習の見通 しを話 す。

説 明 〈次 の時間 には 、 自分 の考 え をグルー プ内 で説

明 して話 し合い 、グル ープ として 誰 と誰 を選 ぶ

かを決 めま す。そ して、最後 にグルー プの 考え

を クラス全 体の前 で説 明 し、 クラス全体 で話 し

合 って、誰 と誰 を選 ぶかを決 めます。〉

（拡 大 コ ピー ）、 問題 文No．1（ 児 童用 ）、 読解

電 卓 、方 眼 紙 （グラ フ用 ）、ワー ク シー トNo．2

子どもの学習の実際 時間

１． どんな問題な のだ ろう。

Ａ 男 ：「長 い 問 題 だ な 。 表 も あ る ぞ 。」

Ｂ 子 ：「走 り高跳 び の 問 題 か な 。」

Ｃ子 ：「け んた さん、 あき らさん、 こ うき さん １ ０

の ３人 の うち、 ２人 の選手 を選 んで、そ 分

の理 由を説 明す るこ とです。」

Ｄ男 ：「跳 んだ記録や グラン ド状態です。」

Ｅ男 ：「天 気予報 も必 要だ よ。 だ って前 の 日や

当 日の天気で グラン ド状態が決 まるか ら。」

２　 ３人の記 録 を調べ よ う。

Ｆ男 ：「表 を見 て ３人 の記録 を比 べれ ばいい と

思 う。」

Ｇ子 ：「１～ ３週 まで の記 録 の平均 が使 える と

思 う。」 ２０

Ｈ 男 ：「130cm以 上 跳 ん だ 回 数 を 調 べ て もい い 分

か も。」

Ｉ子 ：「他 に もまだ あ りそ うだわ。」

ワー クシー トの表 に、必要 な情報 を活用 して

特徴 を書 き込ませ る。

３　調べ た ことをも とに して ２人 の選 手 を選ぶ

ぞ。

Ｋ子 ：「１～ ３週 まで の記録 の平均 よ り、調子

が段 々 よくな ってきてい るけん た さん と調 １ ５

子 の波 が少ない こ うき さん を選 ぼ う。」 分

５　課題解決のための活動的 ・協 同的 ・表現的な学 び
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（1）授業の概要

各 自の考えをグループ内で説明 し合 った後 、クラス全体へ説 明す るために再度デー タ

を見直 した り、分析 し直 した りす るな どしてグループ として選ぶ選手やその根拠 を話 し

合 う。 さらに、 グループ ごとに出され た考 えについて クラス全体 で話 し合い、 クラス と

して選ぶ選手 を決めてい く授業である。

（2）思考力 ・判断力 ・表現力を育成するワークシー ト

No．3（ 個 人 用 ） 月 日 ６年 組 氏名 

☆ あなたが選んだ選手はだれ とだれ ですか。 それ は何を もとにして選びま したか。

選んだ理由も書 きま しょう。 

☆ １　 ぼ く ・わ た しは、 例 ：けんた さん と 例 ：あきら さん を選びます。

☆ ２　何 をもとに して選 んだか とい うと…

例 ・第 １～ ３週 の記録 の平均

・第 ３週の記録 の平均

・グラン ドの状態が悪い 日の記録 の平均

・天気予報 とグラン ドの状態

・記録の変わ り方 （グラフ）

・散 らば り 

☆ 選んだ理 由は…

例 けんた さん を選 んだ理由は、
・１３０ ｃｍ以 上 跳 ん だ回 数 が ４回 で 一番 多 い か ら。

・第 １～ ３週 まで の記 録 の平 均 は １２ ７． ５ ｃｍ で ３番 目だ れ ど、折 れ線

グ ラ フで わか るよ うに、記 録 が伸 び て き て い る。 特 に第 ３週 目の記 録 の

平 均 は 、 １３ １． ３ ｃｍで 一番 だか ら。

あきらさんを選んだ理 由は、

・最 高記録が １３６ｃｍで、 しか も大会新記録の １３４ｃｍ以上跳 んだ回

数が ２回で一番多いか ら、新記録 をね らえそ う。
・１３ ０ ｃｍ 以 上跳 ん だ 回数 が ４回で 一番 多 い か ら。

・第 １～ ３週 の記録 の 平均 も １２８ ｃｍ で ２番 目だか ら

・天 気 予 報 を見 る と、６／ ２ １ ・２ ２は雨 に な って い るか ら、６／ ２ ３は、

グ ラン ドが 滑 りやす くなっ てい る と考 え られ る。 グ ラ ン ドの状態 が悪 い

場合 の記録 の平 均 で比 べ る と、 １３ ２， ６ ｃｍ で一 番 だ か ら。
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No．4（ グ ル ー プ 用 ） 月 日 ６年 組 氏名 

☆ あなたの班 で選んだ選手はだれ とだれ ですか。それは何 をもとに して選びま した

か。選んだ理 由も書きま しょ う。

☆ １　わた したちの班は 例 ：けんた さん と 例 ：こ うき さん を選 びます。

☆ ２　何 をもとに して選 んだか とい うと…

例 ・第 １～ ３週の記録 の平均

・第 ３週 の記録 の平均

・グラン ドの状態が悪い 日の記録 の平均

・天気予報 とグラン ドの状態

・記録の変わ り方

・散 らば り

☆ ３　選んだ理 由は…

例 こ うき さん を選 ん だ理 由は 、

・第 １週 ～ ３週 まで の記 録 の 平均 も １ ２８． ５ ｃｍ で一 番 よい。

・グ ラ フか ら調 子 に波 が な い。

・第 ３週 の 記録 の 平均 も １２ ８ｃmで ２番 目。

・グ ラン ド状 態 が 悪 い とき も ２番 目に いい か ら。

・天 気 予報 を見 る と、 ６／ ２ １ ・２ ２は 雨 にな っ てい るか ら、 ６／ ２ ３

は 、 グ ラ ン ドが 滑 りや す くなっ て い る と考 え られ る。 グ ラン ドの状 態

が 悪 い場 合 の記 録 の平 均 で比 べ る と、 １２ ８ ｃｍ で ２番 目だ か ら。

け ん た さん を選 ん だ理 由は 、

・１３０ ｃｍ以 上 跳 ん だ回 数 が ４回 で一 番 多 いか ら。

・第 １～ ３週 ま での 記録 の 平均 は １ ２ ７． ５ ｃｍ で

３番 目だれ ど、折 れ線 グ ラ フで わか る よ うに 、記 録 が伸 び て き てい る。

特 に第 ３週 目の記 録 の 平均 は、 １ ３ １． ３ ｃｍ で一 番 だか ら。

☆ ４　友達の説 明を聞いて、納得 した考 えや分か りやすかった考 え、説明の仕方をふ


り返 ってみま しょう。


初 めは、けんた さん と、あきらさん を選 んだけれ ど、友達の説 明を聞いてい

た ら あき らさん は確 かに最高記録を跳んでいるけど、 １週 目だけだった り、

グラン ドの状態が悪 いときの記録 も一番 だけ ど、あきらさんの調子には波があ

って安定 していない。記録 を部分的 に見るだけでなく全体的に見た り、複数の

特徴 を関連づ けて考 えることが大切 だと思 った。

＊ ワーク シー ト開発の工夫点 ：思考力 、判断力 を育成 してい くには、思考、判断の もと
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になることをはっき りさせ てお くことが大切 である。 そこで、 自分の考えの根拠 となる

事柄 （調べたこ と） を書 く欄 を設けた。 また、グループで話 し合 う際に使用す るワー ク

シー トNo．4に は、友達 の考 えや説明 を聞いた後に、納得 した ところ、分 か りやす かっ

た ところな どを記述す る欄 を設 けた。それによ り自分 の考 えや表現活動 をよ りよく振 り

返 らせ るように した。

（3） 「課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び」の授 業の流れ

１） ね らい

・多様な見方でデー タをとらえた り、複数のデー タを関連づけた りした考 えを、相手 に

納得 しても らえるよ うに、用語や記号、 グラフな どを用いて数学的に表現で きる。

２）関連する能力観

・与 えられ た情報を分類整理 した り、必要 なものを適切 に選択 した りす るこ と
・比較や分類 、関連づけ といった考 えるための技法 を活用 して説 明す る
・算数 ・数学を道具 として使用 し、表現 し、 コミュニケー シ ョンしてい くこ と

３）準備

第 １時 で使 った児 童 用 の 問題 文No．1と ワー ク シー トNo．2、No．3、 第 １時 で準備 した

ものす べ て 、思 考 力 ・判 断 力 ・表 現 力 を育成 す る ワー ク シー トNo．4、 発 表 用紙 （Ｂ ４

版 ま たは 、 Ａ ３版 ）

４）展開

発 問 ・指示 ・板 書 子 どもの学習の実際 時間

【板 書 】第 １時 で使 った 問題 文や 表、 ワー ク シー ト １　相手 に納得 して も らえ る説 明を考 えよう。

No．2　☆ ３の表 を拡 大 した もの

説明 〈自分 の考 え をグル ープ内 で説明 し、そ の後話

し合 っ てグル ープ と して誰 と誰 を選 ぶか を決 め

ます 。最 後 にグルー プ の考 えを クラス全 体の前

で説 明 し、 ク ラス全 体 で話 し合 って、誰 と誰 を ２ ０

選ぶか を決 めます。〉 分

中心発 問 『どの よ うに説 明 した ら、相手 に納 得 して Ａ男 ：「グラフに表す と分 か りやす くていい。」

もらえる と思 い ますか。』 Ｂ子 ：「複 数 のデ ー タ を 関連 づ け る と い い。」

（この発 問で、聞き手を意識 した説明 を考 え させ る。）

指示 「自分 の考 えを グル ープ の友達 に説 明 した後、 Ｃ子 ：「○ ○ と △ △ を も とにす る と、あ き らさ

グル ープで誰 を選ぶ か話 し合 って決 めま しよ う。」 んが選手 にな るわ。」

Ｄ男 ：「で も ◇ ◇ と □ □のデー タだ と、 こ うき

さんの方 が記 録が いい よ。」

Ｅ子 ：「こ うき さんを選 ぶな ら、 あき らさんの

デー タ と比べて グラフで表す といいわ。」

指示 「自分 たち の考 えを他 の人 に納 得 して も らえる ２　他の グルー プは どんな考 え なの だろ う。

よ うに説 明 しま し ょ う。 また 聞 き手 の とき には Ｆ男 ：「３班 は 同 じ選手 を選 んだ けれ ど、理 由 １ ２

自分 たちの考え と比べ なが ら聞 きま しょ う。」 が違 ってい るな。」 分

Ｇ子 ：「私 たち とちが う考 えだ け ど、理 由は納

得で き るわ。」

発問 『すべ ての グルー プ の説明 を聞い て この クラス ３　 クラス全体の考 えをま とめよ う。

全体 で選 手を選ぶ と した ら誰 と誰 を選び ます か。』

指示 「賛成 したい グル ー プの考 え とそ の理 由 を言 っ Ｈ男 ：「ぼ くは 、 ４班 の ○ ○の考 え に賛 成 で、

て くだ さい。」 けんた さん とこ うき さん を選 びます。理 由 １ ０

話 し合 い を通 してよ り多 くの人 に納 得 のい く考 え は …だか らです。」 分
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３

をクラスの意見 とする。 Ｉ子 ：「わた しは 、や っぱ りけんた さん とあき


らさん を選び ます。理 由は…だか らです。」


Ｊ子 ：「で も、○○ と□□で考 え ると、あ き ら

さん を選 ばない方がい い と思 う。」

指示 「今 日の学習 を振 り返 ってま とめてみま しょう。」 ４　 大切な考 え方 を振 り返 ろ う。

・複 数のデー タを関連づ けて考 えると、人 に納

得 して も らえる。	 分

・デー タを部分 的に見 た り全 体的に見 た りす る

な ど多様 な見方 をす るこ とが大切。

５）児童のコ ミュニケー シ ョンと表現物

Ａ男 （下位群） は、デー タを ２つ の観 点か らとらえ、 ３人 の中で一番高い記録 （136ｃ

ｍ）を持つあき らさん と、第 １～ ３週の記録の平均が ２番 目に高いこ うき さん を選んでい

た。 それ に対 して Ｃ子 は、「確 かにあき らさんは
一番高 く跳んでい るけ ど

、グラフでみ るといい あきらさん けんたさん

ときと悪い ときの差が極端で不安定で しょ。だ

か ら本番で もいい記録 が出るか分 か らない と思

う。で も、 けんた さんは、最高記録 は132cmだ

け ど、調子が段 々よくなってい るで しょ…」 と

３人の記録の変わ り方に着 目し、 ３つの グラフを示 しなが ら説明 していた。 さらに、Ｄ男

は 「本番 に近い第 ３週の記録の平均 を比べ るとあきらさんが一番低 くて調子はよくない と

思 う。」 とい う意見 を述べ、 １班 ではよ り説得力があ る考 え として Ｃ子 とＤ男の考えにま

とまっていった。児童は互いに意 見を交換 し合い、デー タの見方 を広げた り、よ り説得力

のある考えについて話 し合 いを深 めた りしていた。 このよ うな児童の コミュニケーシ ョン

か ら、 グラフや平均 を道 具 として使用 し、表現 し、 コミュニケー シ ョンす る能力の育成 を

確認す ることができた。

６　児童の感想 と思考力 ・判断力 ・表現 力への解釈

（1）児童 の感想
・	 初めは、問題 が長 くて表 にはた くさんの数があって、難 しいかな と思ったけ ど、調べ

たこ とを表 （ワークシー トNo．2　☆ ３） に書いていった ら、 ３人の特徴が分 かった。そ

れぞれ の特徴を比べなが ら説明する と、それぞれの違いがはっき りして言いたい ことが

分か りやす くなる。
・	 選手を決めるには、全体の平均 で比べ るだけでな く、 グラン ドの状態 とその ときの記

録 （調子）を もとに した り、記録 の伸び具合 をもとに した りして考えると、聞き手にな

るほ どと思って もらえるこ とが分 かった。

（2）思考 力 ・判断 力 ・表現 力への解釈

児童は、 自分が監督 となって選 手を決 めるとあって、 目的意識 をもって主体的に取 り組

んでいた。 ワークシー トを活用す ることで多 くの情報 の中か ら必要な情報を分類整理で き

ていた。 また、個人、グループ、クラス全体 と意思決定す る場 を多 く設けたこ とは、 自分

の考 えを見直 した り、 よ り広 めた り深 めた りす ることにつながっていた。特 に、選手 を決

める際のグループの話 し合 いでは、児童はいかに して相手に納得い くよ うな説 明 （表現）

がで きるか意識 し、デー タの見方 を広げた り複数 のデー タを関連づ けた りして考えていた。

これ らのこ とを もって算数 における思考力、判断力 、表現力 を育成 できた と解釈すること

が で きる。 （寄居町立男衾小学校　 富田　 陽一）
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第 ２部　 第 ２章　 第 ５節

表を活用 して思考力 ・判断力 ・表現力を育てる指導

－ 「子 どもたちを救 え ！」募金 の有効活用 につ いて考 える－

１　授業実践のポイン ト

国際理解教育、福祉教育、環境教育な どの一環 として総合的な学習の時間等の活動を通

して募金活動 を行 っている学校が少 なくない と思われ るが、集まったお金が どのよ うに活

用 されているか とい うことについては、具体的なイメー ジを持っている児童 は少 ない。そ

こで、これまでの算数の学習で学んできたことを生か して、与え られた情報か ら必要な情

報を取捨選択 して表 などに整理 し、それ をもとに よりよい募金 の使 い方を考 え、話 し合い、

確かめ合 って、 よい と判断 される １つの方法について説明す る活動 を行 うことにした。こ

の活動を通 して、集め られた募金 をできるだけ無駄 なく、必要なものを必要な人に行 き渡

らせ るよ うに、そ して、よ り多 くの子 どもたちを救 うために活用 しよ うとす る意識 を育て

たい と考 えてい る。

２　 「キー ・コ ン ピテ ン シー 」 を育 成 す る学 習

授 業 実践 の時期 は、平成20年11月19日 ～11月28日 まで で あ る。実施 した学校 は所 沢

市 立荒幡 小学 校 、対 象 学年 ・クラ スは 、 ５年 ３組

る。

（1）関連す る単元の流れ

新 しい算 数 ・東 京書 籍 ・５年 ・下 「き ま りを見 つ

・表 に 表 し て 考 え る ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

（男子17名

けて 」

・ ・ ・ ・ ・

、女 子14名

・ ・ ・ ・ ・

、計31名

・ ・ ・ ・ ・

）で あ

１ 時 間

（2） 「キー ・コ ン ピテ ンシー 」 を育成 す る学 習

読解力を育成する学習 学習課題 １ 子 どもたちを救 うために １時間

情報 を整理 しよ う

思考力 ・判断力 ・表現力 を育成す る授業 学習課題 ２ で きるだけ少ない金額で ２時間

子 どもたちを救お う

（3）時間の生み出 し

算数の １時間だけで、問題 の把握か ら解決を経て発表す るところまでを完結 させ るのは、

難 しい と判断 した。そ こで、学習内容の質か ら考 えて、総合的な学習の時間 とも絡 めて本

単元で扱 うのが妥当であると判断 し、足 りない ２時間を総合的な学習の時間に学習す るこ

とに した。

３　 「キー ・コンピテンシー」を育成す る学習 と能力観 との関連

（1）	 「キ ー ・コ ン ピテ ンシー」 との関連

相互作用的に道具 を用い る （Ａ言語、シンボル、テ クス トを相互作用的 に用い る）

（2） 中教審答 申の	 「思考 力 ・判断力 ・表現力」、「言語活動の充実」との関連

概念 ・法則 ・意図な どを解釈 し、説明 した り活用 した りす る

（3）新学習指導要領 との関連

総合 ・発展 （オ　 目的に応 じて表や グラフを選び活用す る活動）

４　発展的学習の ワークシ－ ト
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（1） 授業の概要

はじめに、架空のあ る村の80人 の子 どもを 「病気 にかかってい る子 ども」 と 「栄養不

良の子 ども」、「健康な子 ども」 に分類 されたデー タを二次元表に表 して整理 し、それ を活

用 して少ない資金 を有効 に活用す るためにはどうした らよいか考 えさせ る。問題文は、長

い割に救 うべ き子 どもたちに必要なものやその値段な どが含まれていない。問題文 を読み

取 って情報の整理 をす るだけでな く、情報が足 りないことに気づいて どんな情報が必要な

のかを判断す ることも、今回の学習活動のポイン トである。

（2） 問題文

みなさんが暮 らしている地球には、さまざまな国があります。国際連合に加盟 している国が192カ 国

（2008年 １月 １日現在）あ り、その うち先進国といわれている国は20～30カ 国 （OECD加盟国が30カ 国）

と言われています。 となると、ほとんどの国が発展途上国や新興国 と言われる国とい うことになります。

さて、ある発展途上国の村に、80人 の子 どもがいます。

健康な子どもは19人 いますが、病気 （マラリア）の子どもが27人 、栄養が足 りない子 どもが46人 い

ます。 中でも、病気で栄養 も足 りない子 どもが12人 もいることがわかっています。

荒幡小学校では、毎年ユニセフ募金を行っていますが、平均すると３万 ６千円くらい集まるそうです。

この金額 （３万 ６千円以内）で子 どもたち全員を助けるためにはどうした らよいか、できるだけ少ない金

額で子どもたちを救 う方法を考えて ください。

〈児童の表現例〉

日本 ユ ニ セ フ協 会Webサ イ トよ り

（http://www.unicef.or.jp/ ）

＊ ワークシー ト開発の工夫点

この学習活動その ものが、国際理解教育の一環であることを踏まえて、先進 国 ：日本に

暮 らす私たちに求 められている国際的 （グローバル）な視点を持たせ るための文章が付け

加えてある。その上で、個別具体的 （ローカル）な事例 を示 し、子 どもたちを救 うとい う

実際の活動 を意識づけ られるよ うになっている。また、 この学習活動 が本校で毎年行 われ

ているユニセ フ募金の使い方 を考える学習活動 であることを示 し、集 まった募金 をどのよ

うに使 えばよいのかを考 えるために数理的な処理を利用 させ ることによって、集まったお

金 をどのよ うに生かすか とい うことについて、具体的なイメージを持たせ られ るもの と考

えている。
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（3） 読解力を育成す るワークシー ト

＊ ワークシー ト開発の工夫点

情報の収集 ・整理 のための ワー クシー トで

ある。全体 として、子 どもたちが自由に書き

込めるよ うに、何 も書かれていない ところや

罫線のみの ところを多 くとっている。

は じめに、問題 に示 された80人 の子 ども

たちのデー タを二次元表 （第 ４学年 での既習

事項）で整理す る。健康な子 どもと病気で栄

養 も不足 している子 どもについては、す ぐに

か き込 める と思われるが、病気 だが栄養は足

りている子 どもと、病気 ではないが栄養が足

りない子 どもについては、病気 で栄養 も不足

してい る子 どもとの重複があるため、計算 し

て求 めなければならない。

次 に、栄養 を補 うための脱脂粉乳やマ ラリ

アを治療す る薬 について、その値段 と輸送 コ

ス トなどのデー タが必要になる。これ につい

ては、次のよ うな表 を配布 して、ワー クシー

トに貼 り付 けさせ ることにす る。

（4） 読解 力を育成する授業の流れ

1） ね らい

問題 を把握 し、活動のね らいを理解 して、 これまでの算数科の学習で学んだ ことを使 っ

て情報の収集 ・整理を行 う

2）	 関連する能力観

与 えられた情報 を分類整理 した り必要 なものを適切に選択 した りす ること

概念 ・法則 ・意図な どを解釈 し、説明 した り活用 した りす る

算数の考え方が、 日常現実社会で活用 されること、人間 とのつなが りがあることを理解

すること

3） 準備

問題＆読解 ワー クシー ト、問題文 （提示用）、支援物資の見本 （脱脂粉乳、治療薬 、両セ ッ

ト）、二次元表 （掲示用）、支援物資の価格表 （提示用 ＆配布用）

4） 授業の流れ

発 問 ・指 示 ・説 明 ・板書 児童の学習の実態 時間

説明 「ユニセフ募金を有効に使 っ １　子どもたちを救おう 10分

て、子 どもたちを救 う方法を考 これまでのユニセフ募金の活動について話 し、募金を通

えます」 して子どもたちを救 う活動に興味 ・関心を持たせてから、

【板書】問題文を貼 り付ける 問題解決に向けて必要な情報を読み取らせる。

発問 『問題を解決するために必要な Ａ子 ：健 康 な子 が19人 い る
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情報はどれでしょうか』

発問 『解決 しなければならない問題

は、何で しょうか』

指示 「情報を二次元表に整理 しまし

ょう」

【板書】二次元表を貼 り付ける

中心発問 『（わざと数字をそのまま

入れて）何か変ですね』

（問題 の数字を表に当てはめると

合計が総人数を超 えることに気づ

かせ、「中でも」 とい う言葉から病

気の27人 と栄養の足 りない46人 の

うち12人 は、同一人物であること

に気づかせる。）

発問 『救わなければならない子 ども

は何人ですか』

指示 「救わなければならない子 ども

がわか りやすい ように工夫 し

て表現 しましょう」

発問 『これで子 どもたちが救えます

か』

説明 「（支援物資の写真 と価格を示

して）これが、支援物資とその

値段です。」

【板書】支援物資の価格表を貼 り付

ける

発問 『何をどのように買えば ３万 ６

千円以内で子 どもた ちを救え

ると思いますか』

指 示 「ワー ク シ ー トに 書 き込 み ま し

ょ う」

Ｂ男 ：病 気 の 子 が27人 、 栄 養 が 足 りな い子 が46人 い る

Ｄ子 ：病気で栄養も足 りない子が12人 いる

Ｅ男 ：３万 ６千円以内で子 どもたちを救 う方法を考える

２　救わなければならない子どもは？ 20分

80人 の子 どもの うち、19人 が健康なので残 りの61人 を

救えばよいことを理解 させる。病気で栄養 も足 りない子 ど

もが12人 いるので、病気の子 どもが15人 、栄養が足 りな

いだけの子 どもが34人 となることを理解させる。

Ｆ子 ：全 部 合 わせ る と80人 を超 え ちゃ う

Ｂ男 ：「中 で も」 って 書 い て あ るか ら、12人 引 か な き ゃ

各 自読解 ワークシー トの二次元表に整理する

Ｃ男 ：61人 で す

各自読解ワークシー トの二次元表に書き込む

３　支援物資の値段は？ 10分

問題文に支援物資の価格が明示 されていないことに気づ

かせてから、支援物資の価格と送料の表を示 して、情報を

読み取 らせる

Ｅ男 ：治療薬 と脱脂粉乳の値段がわからない

Ｂ男 ：何それ ？

Ｅ男 ：ワークシー トに書いてあるよ

価格表を配布 して読解 ワークシー トに貼 り付けさせる

価格設定 として、セ ットのもの方が安くなることと、送

料の仕組に注目させて、問題解決への見通 しを持たせる

４　３万 ６千円を有効に使 うにはどうしたらよいかな？ 5分

問題解決に向けての見通 しを、各自の読解 ワークシー ト

に記入す る

５　課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び

（1） 授業の概要

前時の学習を通 して考えた各 自の見通 しをもとにグループで話 し合いを行 い、その結果、

最 も良い と思われ る方法を選択 して、その方法がよい とする根拠 について、表現を工夫 し

て説明す る活動 を行 う。話 し合いでは、活発 な意見交換を促すためにグループ活動用のホ

ワイ トボー ドや電卓 を配布 し、図や数 、式な どを書いた り、電卓で計算 して確かめた りし

なが ら話 し合 いを深 め られ るよ うにす る。発表では、話 し合いの過程がわかるよ うにホワ

イ トボー ドや最終結果 を書 き込んだ表 などを使 いなが ら最終的な結論を発表 させ る。
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（2）思考力 ・判断力 ・表現 力を育成す るワークシー ト

＊ ワークシー ト開発の工夫点

このワー クシー トは、読解の授業で用いた

ワー クシー トを見なが ら自分 の考 えを表 現

し、友だ ちとの話 し合いか ら自分が考えた こ

とを表現す るよ うな構造 になっている。

それ ぞれ、言葉や式、図をかき込む場所を

はっきりと位置づけることで、さま ざまな表

現を横 断的に用 いて 自分の考 えを表現す る

ことがで きるよ うな ワークシー トになって

いる。単に決め られた場所 に書き込むだけで

な く、 ワー クシー トにかかれ た ことを もと

に、 「ここがこ うなれ ば…」 な どとい う指示

語を使 った説明や、数学的な記号や矢印、場

合 によって は指 で指 し示 しなが ら表現 した

もの を説明す る活動 を行 わせ たい と考 えて

い る。

最後 に、この学習をふ り返って学んだ こと

や身 に付いた ことなどについて、自分な りの

言葉 でま とめさせ る。

（3） 「課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び」の授業の流れ

1） ね らい

前時の問題について 自分の考 えや友だちの考 えを言葉や式、図などに表現 し、問題 を解

決 して、そのや り方 を説明す る

2）	 関連する能力観

与 えられた情報を分類整理 した り必要なものを適切 に選択 した りす ること

概念 ・法則 ・意図な どを解釈 し、説明 した り活用 した りす る

算数 の考え方が、 日常現実社会 で活用 され ること、人間 とのつなが りがあることを理解

す ること

3） 準備

表 現 ワー クシー ト、問題 文要 約 （提 示用 ）、実物 投 影機 、プ ロジ ェ クタ、ス ク リー ン、話 し

合 い用 ホ ワイ トボー ドセ ッ ト、電 卓 、発 表用 の 表 とペ ン

4） 授業の流れ

発 問 ・指 示 ・説 明 ・板 書 児童の学習の実態 時間

指示 「ワークシー トを見直して、前時 １　自分の考えを確かめよう 5分

の学習を振 り返って 自分の考えを確 前時に学習 したことを振 り返 り、問題解決に向けての自

認 しましょう」 分の見通 しをもう一度確認する

発問『前の時間にどんな学習をしまし Ｂ男 ：ユ ニ セ フ募 金

たか』 Ａ子 ：61人の子 どもたちを救 う話だった

発問 『セ ットを多くした方がよいか、 すべてをバラで買った場合に、３万 ６千円を超えること

バラを多くした方がよいか、どち を示した後、子どもたちに挙手をさせて、問題解決への方

らがよいと思いますか』	 略を確認する

Ｃ男 ：セ ットの方が安くなるからセッ トが多い方がいいよ

Ｄ子 ：で もセ ッ トは 、送 料 が割 高 よ
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指示 「一人ひ とりが考えたことを順番 ２　知恵を出 し合って子 どもたちを救おう 40分

に発表 してから、話 し合いをはじ 各 自の見通 しを発表 し終わった後、話 し合い用のホワイ

めてください」 トボー ドと電卓を配布 し、それぞれのグループごとに話 し

説 明 「ポイ ン トに な るの は 、セ ッ トの 合いによる問題解決を行 う

使 い方 の よ うで す 。先 に、セ ッ ト Ｂ男 ：全部バラで買ってもダメだったから、二次元表の通

を どの く らい 買 うの か （買 わ な い りに買ってみよう

の か）話 し合 っ て か ら、他 の も の

を決 め て くだ さい 」 Ｆ子 ：ダ メ だ 、３万 ６千 円 を超 え ち ゃ う

Ｂ男 ：ど うす れ ば い い の か な

Ｃ男 ：で き る だ け セ ッ トを多 く買 っ て 、足 りな い分 を バ ラ

で 買 う こ とに しよ う

Ｄ子 ：それ だ と、 送 料 が 高 く な る で し ょ う

Ｂ男 ：と りあ え ず や っ て み よ うよ

Ｆ子 ：あ っ 、３万 ６千 円 よ りも安 く な っ た

Ｃ男 ：ほ ら、 で き た

中心発問 『セ ットは安いけど送料が高 Ｄ子 ：送 料 ぎ り ぎ りま で 買 う

いので、できるだけ安くするには Ｃ男 ：じゃ あ 、 セ ッ トを24こ に して み よ う

どうすればよいかな』 Ｄ子 ：それ だ と、 他 の も の の送 料 が 増 え ちゃ うか らダ メ

（脱脂粉乳と治療薬のセットは、価格 Ｂ男 ：16こ だ った ら ど う ？

が安いのに対 して送料が割高になる

ことから、１輸送単位で送ることがで Ｆ子 ：す ごい ！３万 ４千 円台 に な っ た

きる最大数 （8、16、24） にした方が Ｂ男 ：もっ と減 ら して ８こ だ っ た ら ？

よいことに気づかせる。）

Ｆ子 ：ダ メ、 ３万 ６千 円 よ りも安 い け ど、 さっ きの よ りも

高 い

Ｃ男 ：そ うか 。 じゃ あ、 セ ッ トが16こ の とき が 一 番 安 い

ね

指示 「結論が出たら、発表用の表に自 グループごとに、一番安いと思われる方法を表にまとめ

分たちのグループの考えをま と る。同時に、話 し合いで使われたホワイ トボー ドも消さず

めてください」 に発表に生かすように促す

指示 「グループで話 し合ったことを振 ３　発表の準備をしよう 20分

り返 り、どのように話 し合ってど 各 グループの話 し合いで出た結論をもとに、一番安くな

のような結論が出たのか、役割を ると思われる 「や り方」 と 「かかった金額」、それが安い

決めて発表の準備 ・打ち合わせを と言 える 「理由 （根拠）」を発表できるように準備 ・打ち

してください」 合わせ を行わせる。理由を示す際に、別の方法でやった場

合 と比較 して発表するとよいことを知らせて、より説得力

のある発表ができるようにする

準備 ・打ち合わせが終わったグループから、練習を行わ

せて、発表の順序がよいか、説得力のある発表になってい

るかを確認させる。合わせて、実物投影機からスクリーン

に拡大投影できることを知らせ、積極的に活用 させる

指示 「グループごとに、前に出て発表 ４　グループで話 し合ったことを発表 しよう 20分

してください」 順番を決めてグループごとに話 し合いで出た結論を発
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表 す る。

発問 『どのグループも３万 ６千円以内 ５　全員の子どもたちを救えたぞ	 5分

で子どもたちを救えま したね。一 各グループのや り方で、３万 ６千円以内で61人 の子 ど

番安 くすんだのは、どのや り方で もたちが救えたことを押さえて、中でもセットを16こ 買

したか』	 ったや り方が一番安 くすんだことを確認する

Ｅ男 ：セ ッ トが16こ の や り方

指示 「この学習を通 して感 じたこと等 表現ワークシー トに学習感想を書かせて、学習をまとめ

をワークシー トに書きましょう」 る

5）	 児童の コミュニケーシ ョンと表現物

各 自が読解 の授業 の時間に読み取った内容 をもとに、思い思いの解決方法を提案 してい

た。脱脂粉乳 と治療薬のセ ッ トの安 さに注 目して、 これ を多 く買った方がよい とい う児童

と、輸送コス トの問題に着 目して、できるだ けバ ラの ものを買った方がよい とい う児童が

ほぼ半数に分かれたので、グループご との話 し合い も白熱 したものになった。ただ し、そ

れそれの方法がよい とい うことは言えて も、自分の考えた方法 について詳 しい説明を書か

せた り、なぜそ う思 うのか説 明させ た りして も、自分の考 えを適切に表現できた児童は28

名 中 ６名 であった。それ以外は、言葉が整 わなかった り、数や式を用いた りして表現 して

いた児童が13名 。記述が足 りなかった り、意味が分か らなかった り、何 も書けなかった り

した児童が ９名であった。

グループでの話 し合いでは、イニシアテ ィ

ブ をとることができ る児童 がい るグループ

と、そ うでないグループ との間で、問題解決

に向 けての話 し合 いの進 み具会 に差があっ

た。できるだけ教師の介入をひかえるように

したが、どうしても先に進みそ うにないグル
ープ （図 １）や どん どん違 う方向に向かって

しまって収拾がつか な くなってい るグルー 図 １：話 し合 い前半 （介入前）

プには、 「セ ッ ト」 をい くつ買 うかが重要 で

あることを確認 して、買 うかず を8、16、24

か ら選 ばせ る とい う介入 を行 った。そ の結

果、話 し合いの方向性が明確にな り、話 し合

いがスムーズに進 んだ。合わせ て、話 し合い

用のホ ワイ トボー ドに書 かれ る内容 もす っ

きりとわか りやす いものになっていった （図

２）。そ して、全体での発表の ときには 自分た 図 ２：話 し合 い後半 （介入後）
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ちのグループで考えたことを表にまとめ （図

３）、話 し合いの経過 も含 めてわか りやす く発

表す ることができたのである。この問題解決

方法は、決 して最善の方法ではないが、試行

錯誤 か ら話 し合い を経て １番 よい と判断 さ

れた方法であることか ら、十分 に思考力 ・判

断力 ・表現力が育ったと言 ってよい と考 えて

いる。

図 ３：発表のために作 られた表

６　児童の感想 と思考力 ・判断力 ・表現 力の育成への解釈

（1）児童の感想
・みんなで話 し合いなが らま とめてい くのと、みんなの前で話 し合ったことを発表するの

が楽 しかった。

・ふつ うの算数 の じゅぎょ うじゃないのに、その中に計算があった り、36000円 以内にな

るよ うに計算 しなきゃいけなかった りで、大人になって買い物 をす るときに役立てるよ

うに したいです。
・こんな算数の授業は、は じめてなのでむずか しかったけ ど、みんなで考えるのはだい じ

だ と気づきま した。

・私は、 この 「子 どもたちを救 え ！」 とい うのをやって、本 当にこのねだんで世界の栄養

不足の子や病気の子を救いたい と思いま した。

（2） 思考力 ・判断力 ・表現力への解釈

授業後の感想 には、話 し合いや発表す

ることの楽 しさ、実生活の中で算数 を生

かす視 点や 多少難 しい問題で もみ んな

で考 えれ ば解 け るとい う実感 を得 た こ

とが書かれ ていた。

問題 を的確に把握 し、自分 な りの問題

解決方法 を考 えて学習 に臨 んでい る児

童は，個人 で考えている段階で問題解決

の見通 し書 くことがで きてい た。 そ し 図 ４，５：自分の考 えを生か した表現例

て，その後 の話 し合い活動の中で 自分の

考えを確 かめ，友達 と協力 して問題 を解

決す ることができた。それ に対 して，自

分な りの問題解決方 法が思いつ かなか

った り，漠然 としか考 えられなかった り

した児童 は，問題解決の見通 しが書 けて

いない。 しか し，友達 との話 し合 い活動

を経 て，問題解決 の方法を理解 し，わか

ったことを表現す ることができた。 図 ６，７：話 し合いか ら考 えをまとめた例

複雑で難 しい問題 であっても，試行錯誤 しなが ら既習事項を使 った り、友達 と話 し合っ

た りしなが ら問題 を解決することによって，個々のコミュニケーシ ョン能力が高ま り、思

考力 ・判断力 ・表現力 を高めることができることがわかった。

（所沢市立松井小学校 ・寳迫芳人）
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第 ２部　 第 ２章　 第 ６節

さらに実感 をともなって理解す るための表現力を育てる授業

～速 さの 目安づ く り～

１　授業実践のポイン ト

情報を数値化すれ ば、全て実感 をともなって理解できたか とい うと、必ず しもそ うと

は言い切れない。例 えば、天気 に関す る情報 の中で子供 たちが 日常よ く耳にする 「風速」

がある。 「風速○ｍ」 と数値化できた として も、子 どもたちには実感 しづ らい。それ は、

子 どもの経験知が ともなっていないか らである。実感 をともなっての理解に至 らない数

値化 され た情報 を、経験 した情報の数値 と結びつ けた時、人 は、実感 を ともなって理解

できるよ うになる。つま り、そのままでは理解 できない数値 を、 自分の経験 した理解で

きる情報 （数学的表現）に一旦置き換 える （transpose ）ことが必要 なのである。そ して

この能力 を 「活用力」 （ transfer ）＝ 「思 考力 ・判 断力 ・表 現力 」 と とらえた。 そ こで、

本時では、「風速」を既知の速 さの数値に置 き換 えて、さらに実感 を ともなって理解 でき

るように、「速 さの 目安づ く り」 とい う算数的活動を行 う。

２　 「キー ・コ ン ピテ ン シー」 を育 成す る学 習

授 業 実践 の 時期 は、平成20年11月18日 ～12月10日 まで で ある。実施 した学校 は春 日

部 市 立 牛 島小学 校 、対 象 学年 ・クラス は 、 ６年 ２組 （男 子21名 、女子18名 、計39名 ）で

あ る。

（１）　 関連す る単元の流れ

①　 速 さ の 比 べ 方 、 速 さ の 表 し 方 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ２ 時 間

②　 速 さ を 求 め る 公 式 、 仕 事 の 速 さ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ５ 時 間

③　 速 さ の ま と め と 練 習 問 題 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … … ・ ２ 時 間

④　 発 展 的 学 習 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ・ ２ 時 間

（２）　	 「キー ・コ ン ピテ ンシー」 を育 成 す る学 習

読解力を育成する学習 学習課題 １ 風速 ６５ｍの風 １時間

思考力 ・判断力 ・表現力を育成す る授業 学習課題 ２ ○○の速 さってす ごい ６０分

（３）　 時間の生み出 し

全11時 間扱い 速 さの練習問題 を朝学習で行い ２時間短縮 し、その時間を発展 的学習 と

して ２時間を充てる。学習課題 １は、 １単位時間を、学習課題 ２は、 １単位 時間と朝 自

習の １５分を充てて ６０分 とす る。

３　 「キー ・コンピテ ンシー」 を育成する学習と能力観 との関連

（１）　	 「キー ・コン ピテ ンシー 」 との 関連


相互作用的に道具 を用い る （Ａ言語、記号、文書を相互作用的に用いる）


（２）　 中教審答申の 「思考力 ・判断力 ・表現力」、「言語活動の充実」 との関連


Ａ－ １ ：体験か ら感 じ取 ったことを表現す る。


（３）　新学習指導要領との関連


Ｂ量 と測定 （４）速 さの求め方 （イ　 単位の関係 を調べ る活動）
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４　読解力を育成する学習

（１）授業の概要

風速 とい う数値 で表 されていて も、その速 さを実感す るのはむずか しい。そ こで、

自分の経験知である数値を媒介 として、実感 をともなった理解へ と深める。本時で

は、実際に起きた台風 １５号の風速 を自分の知っているものの速 さの数値 を使 って

「速 さの 目安」 として表現 し、速 さを実感 して理解できるよ うにす る。

（２）問題文

①　問題文 １

「太郎 さん、今年の ９月27日 の台風 １５号の被害がす ごかったわね。」

「うん、テ レビで見たけ ど、人が風 にふき倒 されていた よ。宮崎県では国道が崩壊 し

た り野菜が損害 を受 けた りして、総額約 ４億 円の被害があったそ うだよ。」

「強い台風で、風速65mと 報道 されていたわ。風速 って どうい う意味か しら」

「花子 さん、パ ソコ ンで風 速 を調 べ てみ よ うよ。」

「気 象 台 の ホー ムペ ー ジで分 か っ たわ。 太 郎 さん 、風 速 って風 の速 さの こ とで 、風速

65mは 、 １秒 間に空 気 が65m移 動 す る こ と、 つ ま り空気 が秒 速65mの 速 さで移 動 し

てい る とい うこ とね。」

「１秒間に65m移 動する速 さっていわれ てもピン トこないよね。 どんな速 さと同 じな

のかな ？」

②　問題文 ２

「ジ ェ ッ トコー ス ター ぐ らい か な ？ジ ェ ッ トコー ス ター っ て 、一番 速 い と ころで 時

速172kmだ って。 私 、乗 った け どす ごい速 さだ った わ。」

「ぼ くは 、テ レビで ア フ リカ の草 原 を走 るチ ー タ を見 た け ど、 チー タは １分 間 で

1800m走 るそ うだ よ。 ものす ごい速 さだ った よ。」

「私 、 いつ もス イ ミン グい くのに 自転 車 に乗 るの。 や く ５kmの 道 の りを １５分

で 走 る わ。」

「そ うそ う、ぼ くはお父 さん とサーキ ッ トを見に行 った ことがあるんだけれ ど、

レーシングカーは、約 ６kmを １分40秒 で走 るんだ。ものす ごい速 さなんだ。車が

飛んでいきそ うな感 じで、 こわい くらいだったよ。音 もものす ごく大 きいんだ。」

「太郎 さん 、 この前 の 日曜 日にサー キ ッ ト見 に行 っ た って言 って た わね。」

「サー キ ッ トを見に行 った時 に、新幹線 のぞみに乗 った よ。 東京か ら大阪 まで

550kmあ るんだけど、 ２時間20分 でつい ちゃったよ。他の新幹線 とすれ違 うと

きはものす ごい速 さでびっく りした よ」

「風速65mの 速 さは、 どの速 さと同 じぐらいなのか しら。人がふきたお され るぐ

らいだか らものす ごい速 さなので しょうね。」

＊ ワー クシー ト開発の工夫点 ：台風15号 については、児童 も新聞やテ レビで情報 を得て

いる。実際に起 きた台風を題材 にすることで、興味深 く取 り組める。 また、問題文 を会話

形式 にす ることで、問題 を解 くのに必要な文や数値 とそ うでない文や数値 が容易に選択で

きるよ うにす る。

問題 文は ２部構成 でつ くられている。最初 に問題文 １か ら、 どの よ うにすれば実感 を と

もなって速 さを伝 えることができるか、解決方法 について考 える。

次に、実際に風速 ６５ｍの速 さを説明す る活動に入 るときに、児童が経験 した ことのあ

る乗 り物 などの速 さの数値が分 かる資料 として問題文 ２を提示す る。問題 文 ２の中にある

ものの速 さではなく、実際に自分で経験 した速 さ、例 えば、 自分 の走 る速 さなどを活用 し
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て も よい。パ ソコンな どを活 用 して調 べ て も よい。

（３）読解力を育成するワークシー ト 名 前 （	 ）

① 問題文 １か ら

１）　 この問題 は、何 を聞 いているので しょう。

１秒間に ６５ｍ移動する速 さは、 どんな速 さと同じか。

２）　 この文章の内容で、問題 をとくために必要な ことは何で しょう。

・風 速65mの 速 さは 、 １秒 間に65m空 気 が移 動す る とい うこ と。

・風 速65mと は 、秒速65mと 同 じ意 味で あ る。

３）　 この文章の内容で、問題 を解 くために必要でないことは何 で しょう。

・9月27日	 ・台風15号

・風速 とい う言葉 ・被害総額約4億 円

４）　 どうや って問題をとけばよいで しょう。

・体験	 ・経験 しているもの、例 えば電車や新幹線 のよ うなみんな知ってい るもの

の速 さにたとえる。

・秒速 を時速 で表 した り、時速 を秒速で表 した りして比べ る。
・他 の速 い もの と比べ る。

②問題文２から

５）　 どの速 さと比べますか。

・自分が乗 った ことのある新幹線 の速 さと比べ る。
・ジェ ッ トコー ス ターが 速 そ うなの で 、比べ たい。

・レー シ ングカー の速 さ と比 べ る。

６）　 問題をといてみま しょう。

・秒速 ６５ｍ を時速になお してみ る。

６５×６０×６０＝２３４０００ｍ＝ ２３４ｋｍ

新幹線 の速 さを教科書で調べた ら時速 ２４０ｋｍ

私が乗 った新幹線 と同 じくらいの速 さで移動 していることが分かった。
・ジェ ッ トコー ス ター は、 時速 １７ ２ｋｍ だか ら、風速 ６ ５ｍ とい うのは 、ジ ェ

ッ トコー ス ター よ り速 い ことが分 か った。

・レー シ ングカ ー の秒速 を求 め る。

６ｋｍ ÷ １０ ０秒 ＝ ０， ０６ ｋｍ ＝ ６０ｍ

風 速 ６５ｍ は秒 速 ６５ｍ の こ とだ か ら、レー シ ン グカー と同 じ くらいの速 さで

あ る こ とが分 か っ た。

※ワークシー ト開発の工夫点 ：筋道 立てて読解 を進めるために、 「この問題 は何 を聞いて

いますか」「問題 を解 くために必要な内容 は何 で しょう」等 とい うように問いかけ、課題


を明確に した り、問題解決に必要 な内容 を整理 した りして、問題解決の方法や思考の道
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筋を順序 よく考 えられ るよ うに した。

（４）読解力を育成する授業の流れ

１）ね らい

・	 解決す る課題 を理解す るとともに、たくさんの情報の中か ら問題解決 に必要な情報

を整理 し、取捨選択 し、実感を ともなった リアル な表現方法を考え、実行する。

２）関連す る能 力観

・ 与 えられた情報を分類整理 した り必要な もの を適切に選択 した りす ること。

・ 体験か ら感 じ取ったことを表現する。

３）準備


問題用紙、読解力 を育成す るワークシー ト


４）展開

発 問 ・指 示 ・板 書	 児童の学習の実態

板書 【太郎 さん と花子 さんの会話】 １　太郎 さん と花子 さんの会話 をよ く読 も う。

Ａ子 ：風速 ６５ｍの風が、実際には どれ ぐらい

指示 「問題 を読みま しょう。太郎 さん と花 の速 さなのか ピンとくる表 し方 を考 える

子 さんの会話か ら今 日の学習 につい ことです。

て考 えま しょ う」

板書 【太郎 さん と花子 さんの会話 を整理 し ２　必要 なこ とと必要 でないこ とを整理 しよ

よう】 う。

発 問 『この問題 は、何を聞いているので し Ｃ子 ：風速の意味です。風速 ６５ｍ とは、空気

ようか。』 が １秒 間に ６５ｍ移動す ることです。

発 問 『この文章の内容で、問題 を解 くため Ａ子 ：台風 １５号 とい う名前

に必要でない ことは何で しょうか』 Ｂ子 ：風速 とい う用語


Ｃ子 ：9月27日


Ｄ子 ：被害総額約 ４億 円


板書 【問題の解 き方】	 ３　どうすれ ば速 さを伝 え られ るだろ う。

中心発 問 『どうや って問題 をとけばよいの Ｃ子 ：自分 の しっているものの速 さにた とえれ

で しょ う。 グループで話 し合 ってみ ば分か りやす くなる。

ま しょ う。』 Ｄ子 ：風速は秒速だか ら、時速に直せば分か り

やす くなる。

Ｅ子 ：車や新幹線 の秒速 を出 して、比べれば分

か りやす くなる。

板書 【どんな もの と比べますか】 ４　同 じぐらいの速 さの乗 り物は何だろ う。

発問 『「問題 文 ２」を読んで、その中にある Ｄ子 ：私 は 、この 中に 出て くる乗 り物 で はジ ェ

乗 り物 の速 さを使 った り、 自分の知 ッ トコー スター に近 い と思 うわ。ジ ェ ッ ト

ってい る ものの速 さを使 った りし コー ス ター の最 高 時速 は 、１７ ２ｋｍ だか

て、風速65mの 速 さを分か りやす く ら、風 速 ６ ５ｍを時速 に 直 して 比べ よ う。

表現 してみま しょ う。 どの速 さと比 ６ ５ｍ × ６ ０ × ６ ０ ＝ ２ ３ ４ ０ ０ ０ ｍ

べますか。 もっと他 のものの速 さが ＝ ２ ３ ４ ｋ ｍ

調べたい人はパ ソコンで調べて もい 風 速 ６ ５ｍ は ジ ェ ッ トコー ス タ ー よ り速

いです』 い。

Ｂ子 ：私は、新幹線のぞみの速 さを使お う。

時間

３分

７分

10分

15分
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２時 間 ２０分 ＝ １４ ０分

５ ５ ０÷ １４ ０× ６ ０＝ ２ ３ ５． ７ １…

約 時速 ２ ３６ ｋｍ

風 速 ６５ｍ の風 の速 さは、新 幹 線 のぞ み と

同 じく らい の速 さだ。

Ｆ子 ：チー タは １分 間で1800m走 る とい うこ と。

風 速 を分 速 で表 してみ よ う。

Ｆ子 ：新幹線 のぞみは、東京 か ら大 阪までの

550kmを ２時間20分 で走 る。

指示 「グループの友 だちに自分の表現 した ５　お互いの表現方法 を知 らせ よ う。 ８分

方法を知 らせ よ う。分か りやすい表 Ａ子 ：私 は、 ジ ェ ッ トコー ス ター に乗 った こ

現の仕方 はどれだろ う。」 とが あ るか ら、 ジ ェ ッ トコー ス ター の

速 さで表 そ う。

ジ ェ ッ トコー ス ター は 、時 速 １７２km

風 速65mの 風 の 速 さを時速 に直 す と

６ ５ｍ × ６ ０ × ６ ０＝ ２ ３ ４ ０ ０ ０ｍ

＝ ２ ３４ ｋｍ

ジ ェ ッ トコース ター の １．３倍 の速 さで

す。

指示 「今 日はグループで話 し合いなが ら学 ６　今 日の授業の感想 を書 くぞ。	 ２分

習を しま した。感想 を書きま しょう」 Ｃ子 ：自分の知っているものの速 さと比べ ると

風速 ６５ｍ とい う速 さも分 か りやす くな

る。

５　課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び

（１）授業の概要

４人組のグループで 自分たちが伝 えたい ものの速 さを選び出 し、前時で学習 した方法 を使 って

実感を ともなった表現をす るための「速 さの 目安づ く り」の調べ学習を行 う。グループの構成は、

上位群 と中位群、中位群 と下位群で構成す る。小集団で話 し合いなが ら問題 を解決す ることで思

考力 ・判断力 ・表現力の育成 をね らう。

その後、２グループ ごとに小 プ レゼ ンテー ションをす る。評価カー ドにわか りやす さを ３段 階

で評価 した り、よかった ところや改善点な どを書かせた りした。その後、教師が選んだ ２つのグ

ループに全体発表 させ た。

（２）思考力 ・判断力 ・表現力を育成す る問題文 とワー クシー ト

「○ ○ の速 さってす ごい ！」

太郎 さん と花子 さんは、風速 ６５ｍの台風の風の速 さを、 自分の知ってい る乗

り物や動物などの速 さに置き換えて、速 さを分か りやす く表現 しま した。

今 日は、下の□の例 のよ うに、 自分たちでみんなに伝 えたい速 さを選び、 どれ

ぐらいの速 さなのか、みんなに伝 わるように説明 してみま しょう。

・北京 オ リン ピ ック100m走 金 メダル 、 ボル ド選 手 の速 さ

・地球の 自転の速 さ	 ・山に向かって叫ぶこだまの進 む速 さ ・回転寿司の

ベル トコンベアーの進む速 さ ・遊園地の観覧車のまわる速 さ な ど
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表現シー ト （ １ ）班 名前 （ ○ ○ ○ ○ ）

①　私たちの班が伝えたい速さ

遊園地の観覧車が １回転する速さ

②　伝える方法

自分の歩 く速 さと比べる。

③　 伝 えたい速 さに関す る情報 （インターネ ッ ト、本、図鑑、雑誌な どか ら）

大観覧車の直径 １ ０ ０ ｍ


１回転にかかる時間 １６分


自分の歩 く速 さ 分速 ７５ｍ （実験か ら）


④　伝えたい速さについての説明

観覧車 の直径 は １００ｍなので、円周は、


１ ０ ０ × ３． １ ４ ＝ ３ １ ４ ｍ


１回転の速 さ （分速）を求める と

３ １ ４ ÷ １ ６ ＝ １ ９ ． ６ ２ ５ ＝ 約 ２ ０ ｍ

自分の歩 く速 さ （分速） と比べ ると


７５÷ ２０＝ ３． ７５倍 ＝約 ４倍


自分の歩 く速 さの約 ４分の １の速 さで観覧車は動いています。ずいぶ

ん ゆっ くりだとわか りま した。

＊ワークシー	 ト開発の工夫点 ：自分の知っている速 さを問題文の中か ら選んだ り、使い

たい速 さが他 にあった らイ ンターネ ッ トで調べた り、先生に聞いた りして 「速 さの目

安」をつ くる。思考の組み立て、プ レゼンテーシ ョンの項立ての視点 として①～④を

入れ、思考力 ・判断力 ・表現力 の育成 をね らった。

（３）「課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び」の授業の流れ

１）ね らい

４人 グループで、 自分たちで伝 えたいものの速 さを決定する力。 実感 をともなった

分か りやす い説明をす るための 目安 となるものの速 さを用いて、数学的な処理 を通 し

て表現 し、説明す る力等、思考力 ・判断力 ・表現力 を育成する。 目安 とな るものの速

さの数値が分か らない ときは、実験 した り、インターネ ッ トで調べた りす る。 また、

速 さのデータ表を教師が用意 し、 目安作 りの支援 を行 う。

２）関連する能力観
・	 物事 を数 ・量 ・図形な どに着 目して観察 し的確 に とらえること

・	 事実 を正確 に理解 し表現す る

・	 算 数 を道 具 と して使 用 し、表 現 し、 コ ミュニケー シ ョン してい く こ と

３）準備	 ワークシー ト２　イ ンターネ ッ ト　実験用ス トップ ウォ ッチ　 巻 き尺　 速 さ

のデータ表　 プ レゼ ンテー ションフリップ用画用紙　 評価カー ド
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４）展開

発 問 ・指示 ・説 明 ・板 書

板書 【学習課題 速 さの 目安 をつ くろ

う】

説明 〈自分 たちが伝えたい ものの速 さ

を分か りやす く説 明す るための速

さの 目安 をつ くります。〉

発問 「ワークシー トの例 を参考に して

どんな速 さをみん なに伝 えるか決

めま しょう」

中心発問 「どんな速 さの 目安 をつ くっ

て説 明す るか ワー クシー トを使 っ

て考 えていきます。分 か りやす い

目安 をつ く り説 明できた ら、みん

なに伝 えるためのフ リップ をま と

めま しょう。」

指示 「自分たちのプ レゼ ンテーシ ョン

の役割 を決めま しょ う」

指示 「２つのグループ同士で伝 えたい

ものの速 さがよ く分 かるよ うに 目

安 を使 って説 明 し合 います。 目安

の わ か りや す さや よか った と こ

ろ、改善 した方が よい と思 うとこ

ろを評価カー ドに書きま しょう。」

発問 「代表の ２つの班に発表 して もら

い ます。 どんな ところがよいか考

えなが ら聞いて ください」

発問 「算数でプ レゼンテー シ ョンす る

のは どんな ところが楽 しかったで

す か。 グループで伝 えたい ものの

速 さを決 めて、分か りやす く説 明

す るための 目安 をつ くる学習は、

どうで したか」

児童の学習の実際 時間

１　どんな速 さの 目安 をつ くろうかな ！

４人組で 自分たちが説明 したい ものの速

さを決 め、分か りやす く伝 えるためにど

んな速 さの 目安をつ くった らよいか考え

る。 プ レゼンテーシ ョン用のフ リップを

画用紙 に書いて作成する。 40分

Ａ子 ：私 、遊園地の観覧車の速 さを調べ

たいわ。

Ｂ男 ：ぼ くも乗 ったこ とがあるけど、結

構 ゆっ くりだった よ。

Ｃ子 ：歩 く速 さと比べた ら分か りやすい

か もしれない。

Ｄ男 ：そ うだね。歩 く速 さを調べてみ よ

う。 １分間に進む距離を測 ろう。

２　グループ同士で発表 しあおう ！ 10分

机 間指導 しなが ら、分か りやすい 目安

をつ くって説明 してい るグループ を賞賛

す る。

Ａ子 ：私 が伝 えたいものの速 さの数値 を

説明す るわ。

Ｂ男 ：ぼ くは、 目安になるものの速 さに

ついて説 明するよ。

Ｅ子 ：１班の発表は、 自分たちの歩 く速

さと比べた ところが分か りやすいわ。

３　みんなの前で発表するぞ ！ 10分

今までの一人で問題 を解 く授業 と今回

のよ うにグループで考 え、プ レゼ ンテー

シ ョンす る授業 と比べて どの ような感想

を持ったかを書かせ る。

Ｃ子 ：いつもや っている教科書の問題 と

はちが う勉強を して、いろいろな考え方

が浮かびま した。その結果が分 かるとす

ごくうれ しい し、す ごい ！と思 えま した。

す ごく分 か りやす くて楽 しかった。

Ｄ男 ：一つの問題 にみんなで相談 して解

くのも楽 しいんだな と思いま した。」

５）児童のコミュニケー シ ョンと表現物

１班は、遊園地の大観覧車の回転す る速 さをみんなに伝 えようと決 めた。 １班に所属す

る Ａ 子 は、観覧車に乗った ことある経験 から、観覧車 は意外 とゆっくりまわっている と

班のみんなに告 げた。Ｂ男が、自分の歩 く速 さと比べた ら分か りやす くなるかな、と提案。

そこで、歩 く速 さを調べ ることに した。 １分 間歩 いて
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距離 を測定。いつ もよ り少 し早歩 き気味 と言 っていた。

その結果、 １分間に ７５ｍ歩いた。 Ｄ男が １分間だけ歩

いたのでは、正確 な分速 は出ないのでは ？と疑問を投 げ

かけた。最低 １６分間、つま り観 覧車が １回転す るのに

かか る時間 と同 じ時間で歩いた距離 が分かれば正確 にな

るけど、 と言いながらも、調べ る時間がないか ら仕方 な

いか、と言い、実験 を終了 した。 ここでは、速さがいつ も一定ではないので、ある時間測

定を してその平均を出 さない と正確 には分 か らない とい う速 さについての考え方 を確認

しようとしている。次にＡ子 は、観覧車の分速 を求めるのに、 １００ｍ÷ １６分を し、分

速 ６． ２５ｍを計算で求めた。 Ｃ子が、「１００ｍは直径だか ら、観覧車は円周 を回って

いるか ら、円周 を求めない とだめ じゃない ？」と気づ き、Ａ子 は、円周を求め、観覧車の

分速 を求めた。観覧車の分速 と自分たちが実験で求めた歩速 とは同 じではないので、比較

する時にわ り算 を使 い、割合の考 え方で観覧車の速 さを表現す ることができた。

この よ うに、速 さの 目安づ くりの児童 のコミュニケーシ ョンか ら、速 さとは平均 した考

えであることや割合の考 えを使 えば、同 じ速 さでなくでも 目安になることを確認できた。

６　児童の感想 と思考 力 ・判断力 ・表現 力の育成への解釈

（１）　 児童の感想

１）　読解力を育成する授業後

・	 問題 文 が会 話 に な って いた の で、 「「必 要 な こ と」 と 「必要 で ない こ と」な どを見つ

け るの に、見 つ けや す か った。 （Ｇ男 ）

・	 私 は、いつ も普段の算数 ではただ式を立てて答えるだけなので、「必要なもの」「必

要でないもの」を分 けるのがむずか しかったです。 （Ｈ子）

２）　	 「課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び」 を


育成す る授業後

・	 初めていろいろなものの速 さにた とえて考えま した

。 ま

た、個人 じゃな くてグループの人た ちと話 し合いなが ら問


題 を解 くのが とても楽 しかったです。い ろいろなものにた


とえて考 えるといろいろな発想 がで きま した。 （Ｉ子）

・	 情報 をもうちょっと増や した ら、もっ とよい 目安ができ

ると思います。それ と、プ レゼンテーシ ョン用の発表 の紙に書 く時間をも うち ょっ と

増や して欲 しいです。いろいろな 目安 を書 きたかったです。で も、いろいろなものの

速 さが分 かったので楽 しかったです。 （Ｊ子）
・ 身近 なものの速 さと比べたか らどのくらいの速 さなのか

、頭の中で想像す ることが

できた。 （Ｋ男）

（２）　 思考力 ・判断力 ・表現力への解釈

読解力 を育成す る授業では、Ｇ男のよ うに会話形式で書かれた問題文だか ら必要な

もの とそ うでない ものを分 けるのが容易であった と感 じる児童 と会話だけではまだ難

しさを感 じる児童がい ることが分かった。会話形式に加 えたも う一つ何か読解力を助

ける手立てが必要であ る。思考力 ・判断力 ・表現力を育成す る授業では、いろいろな

ものにた とえて比べ るとただ速 さを求 めるだけではないので分か りやすい し、比べ る

ものを見つけた くなるので楽 しい と感 じている児童が多かった。答 えが １つの問題 よ

りもグループで話 し合 いなが ら工夫 して表現できる学習に意欲を高めていた。

これ らを もって算数 における活用力、思考力、判断力、表現力 を育成できた と解釈

す る こ とが で き る。 （鳩ヶ谷市立中居小学校　石井　雅江）
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第 ２部　 第 ２章　 第 ７節

学 習 した こ と を活 用 し、 思 考 力 を高 め るか け算 の 指 導

観 覧 車 に 乗 ろ う ！ （小 ３）

１　授業実践のポイン ト

本 実践 は，か け算の筆算 （1）を学習 してい る子 どもたちに対 して，学習 してきた こ と

が， この よ うな生活場面で使 うこ とができることを知 らせ，算数 の世界 を広げ，生活の場

面を算数の 目で捉 える姿勢を育て ることをね らい としている。

そこでまず，問題解決のために必要 な条件や状況 を整理 し，その問題 が どんな計算で求

めるこ とができるかについて考 える。 この考 えを読解 シー トにて導いてい く。 自分た ちが

学んできた算数を どうや って使 お うか考 える中で，算数 で処理 できることに気づいた り，

解決 の方法 を見つ け出 した りす る目を養 いたい。

この問題では，何算を使 うか， とい うことか ら考えい くため， 自分たちが学習 してきた

事を最大限使って解決を してい くことにな る。そのため，読解 シー トで，問題 のイ メージ

を具現化 した り，解決の道筋 を理解 した りな場面 を設定 している。

さらに，活用力 を育成す るため， 自分たちで遊園地をまわ る計画作 りをグル ープで話 し

合 わせ る活動を取 り入れ てい る。

２　 「キー ・コンピテンシー」 を育成す る学習

授業実践の時期は、平成20年12月17日 である。実施 した学校 は熊谷市立熊谷東小学校 、

対象学年 ・クラスは、 ３年 ３組 （男子17名 、女子18名 、計35名 ） である。

（1）　関連す る単元の流れ
・新 しい算数 （東京書籍）第 ３学年下 かけ算の筆算 （1）

・単 元 計画

①何十，何 百のかけ算　 ２時間

② ２けたの数 に １けたをかける計算　 ５時間

３けたの数 に １けた をかける計算　 ４時間

③練習 ・ま とめ　 ２時間

④活用力を育成する学習 （本時）　 ２時間

（2）　 「キー ・コン ピテ ンシー 」 を育 成 す る学 習

①読解力を育成する学習

②思考力 ・判断力 ・表現力を育成す る学習

問題場面を理解 し，い ろいろな考 え方 で問題 を掴み，その とき方 についてのどんな計算

が有効かについて表現 させ るこ とをね らった。， また， 自分 で掴んだ方法 で遊 園地の待

ち時間を求め， どんな計画で遊園地を回ろ うか計画 をたて させ る経験か ら，活用力 を育

成 してい く。

（3）　時間の生みだ し

「かけ算の筆算の しかたを考 えよ う」 は，全 １５時間扱 いの単元であ る。 これを １３時

間に縮 め，最後の ２時間に発展的学習 を位置づ けた。

３　 「キー ・コンピテンシー」 を育成す る学習 と能力観 との関連

（1）　 「キー ・コン ピテ ンシー 」 との 関連
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・相互作用的 に道具 を用いる （Ａ言語，記号，文書を相互作用的 に用いる。）

（2）　中教 審答 申の 「思考力 ・判断力 ・表現力」 と 「言語活動充実」 との関連


Ｂ－11： 体 験 した こ とや調 べ た こ とをま とめ， 発表 し合 う。


（3）　新学習指導要領との関連


Ａ数 と計算 （３）乗 法


４　読解力を育成する学習

（1）　授業の概要

問題文が長文 であることと，問題に出て くる数 字全て を使 う問題 ではないので，その読

解力 と思考力，問題 をイ メージす る発想力 が問われ る。そのため，読解力育成 のワー クシ
ー トを使い，問題 に主体的 に取 り組ませ ていく。 そ して，解決の仕方 を導 き，問題 に対 し

て どう，数で処理 していけば よいかについて考え させてい くよ うにす る。

（2）　問題文

よしこさん とあきらさんは夏休みを利用 して，家族

で遊園地に出かけま した。

ジェッ トコースターには ５０分待ちの看板が出ていま

した。観覧車 も行列が見えま した。よしこさんは観覧

車が ジェッ トコースターよ り空いているので，観覧車

の列にな らぶ ことに しま した。

乗 り物を決めたよ しこさんは，並んでいる場所を，あ

きらさんに携帯電話で知 らせ る事にしま した。

あき らさん，私は３列 目の前か ら

４番 目に並んでいるよ。

けっこ う混んでい るね 。

うん ，でも ジェッ トコー スターには もっとた くさん

の人がの 人が並んで いたん だよ。観 覧車は１列 １５人

並ん でいたか ら ・・ ・。

それ じゃ，何人待 っているのかな？

※ ワー クシー ト開発の工夫点

児童の生活 の一場面を思い描 いて場面を設定 した。問題場面 をイメー ジした り，問題解

決 に必要な情報の 中か ら解決に必要な情報 を整理 した りして，意欲的 に問題 に取 り組んで

い くよ うに工夫 した。

（３）読解力を育成するワークシー ト

ワー ク シー ト１

○この問題は，何を聞いているのでしょうか。
・観 覧車 に 並 ん でい る人 の人 数 。

○この文章の内容で，問題をとくために必要なことは何でしょうか。

・ １列 に １ ７ 人 並 ん で い る こ と 。

・よ しこ さん が並 んで い るの は ３列 の 前 か ら６番 目で あ る こと。

○この文章の内容で，問題をとくために必要でないことは，何でしょうか。
・３ 列 目 の ３ と い う数

。

○どうやって問題をとけばいいでしょうか。
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・並 ん でい る人 を絵 で書 い て何 算 を使 うか考 え る。

・２列 目は同 じ人数 だか らか け算。 後 は ６番 目 はた し算。

○並んでいる人の人数を考えましょう。

・ １ ５ × ２ ＝ ３ ０　 ３ ０ ＋ ４ ＝ ３ ４　 ３ ４ 人

※ワークシー ト開発の工夫点

どうや って問題 をとけばよいのか を問 うこ とで問題 をイメー ジさせ る。児童 間で話 し合

いをす る中で解法 を具体 的に考えてい く。そ してシー トによ り問題解決の情報整理 をさせ

る。絵や，○な どを使 って表現 したことを式に表 し直 させ ることで，数で処理 できること

を導 き，解決へ とつ なげてい く。

ワー ク シー ト２

観覧車の列で会えた二人は，どのくらい待つのか，考えてみることにしました。

乗るまでにどれ くらい待つのかな？

わ か らないわ 。

で も２分 に １つず つ ，４人乗 って い るね 。

○この問題は，何を聞いているのでしょうか。

・乗 り物 に乗 るまで の待 つ 時 間。

○この文章の内容で，問題をとくために必要なことは何でしょうか。

・問題 １で わ か った待 って い る人 の人 数 。

・ ２分 に １つ ず つ 回 っ て い る
。

・ １つ に ４ 人 ず つ 乗 る こ と が で き る 。

○どうやって問題をとけばいいでしょうか。

・待 ってい る人 ３４人 を４つず つ 区切 ってい け ばい い。

・わ り算 が使 え る。
・ その ま まで は

，待 ち時間 は 出 ない の で ， ２分 に １つ ， なの で １つ ２分 と してか け算

をす る。

○並んでいる人の人数を考えましょう。

・３ ４ ÷ ４ ＝ ８ あ ま り ２　 ８ ＋ １ ＝ ９　 ９ × ２ ＝ １ ８　 １ ８ 分

※ワークシー ト開発の工夫点

この問題 は順序 よく問題 を解決 してい く必要がある ことか ら， まず並 んでい る人の人数

を もとに考えてい くことに気付 くことができるよ うにす る。 ワー クシー トで導き， この よ

うな順序立てて思考 してい く経験は，思考力や表現力を身につ けるための手だて となる と

考 える。 また， 自分で解決 した答 えが，次の問題解決 のための もととなることや， ２段 階

で考 えてい くことな ど， 日常でイメー ジ しやすい問題 で経験す ることによ り，児童に思考

力 ・判断力 ・表現力の育成がで きる と考 える。

（4）読解力を育成する授業の流れ

１）ね らい　 求めよ うとす ることが分か り，そのために必要な条件を段階 を追って整理 で

き，問題 を解決す ることがで きる。

２）関連す る能力観

全国学力 ・学習状況調査の活用問題 の関連は，物事 を算数の問題 として捉 え，解決 に

必要な事柄 を選 び出す 目を養 うことができるよ うに してい く。また，生活の中の事柄 を

算数の 目で見て， 自分で問題 を作 った り， 自分たちで問題 を出 し合 った りす るこ とで数

学的に表現 しよ うとする態度を養 ってい く。
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・与 えられ た情報を分類整理 した り必要な ものを適切 に選択 した りす ること。。

・体験 した ことや調べた ことをまとめ，発表 し合 う。

３）準備

問題用紙　 読解力を育成するワー クシー ト

４）展開

発 問 ・指示 ・板書

問題 を提示す る。

指 示 「ワー ク シー ト１を使 っ て この

問題 に つ いて 考 え て見 ま しょ う。」

発 問 『この問題は何 を聞いているの

で しょうか。』

発 問 『問題を解 くために必要な こと

は何ですか。』

発問 『どう考えて問題 をとけば よい

ので しょ うか』 （話 し合 い）

指 示 「それ で は ， ワー クシー ト １を

使 って ， 自分 の 方法 を決 め，

問題 を解 い てみ ま しょ う。」

発問 『どうやって考 えたのか話 して

見 ま しょ う。』

指示 「それ で は ， ワー クシー ト２を

使 って ， 自分 の 方 法 を決 め，

問題 を解 い てみ ま し ょ う。」

指示 「友達 と考 えを見せ合 い， どう

してそ う考 えたか，待 ってい

る人数がそれで よいか意見交

換 を しま しょう。」

指示 「今 日の学習 を振 り返 って学ん

だこ とを出 し合いま しょう。」

子 どもの学習の実際

１　遊 園地の問題 ，楽 しそ うだな。

Ａ男 ：遊 園地の問題だね。

Ｂ子 ：た くさんの数字があるな。

Ｃ子 ：何算 かす ぐ分 か らないな。

Ｄ男 ：これは計算で解 けるのか な。

Ａ男 ：よ しこさんは ３列 目の前 か ら６番

目に並ん でいるこ とです。

Ｃ子 ：１列 には １７人並んでいることで

す。

Ｄ男 ：並んでいる人数 を電話 であきらさ

ん に伝 えることです。

Ｂ子 ：計算で求 め られ るのかな。

２　 どうやって考 えれ ばいいのかな。

Ａ男 ：絵 に描 いた らわか りやす いな。

Ｂ子 ：１つの計算だ け じゃ求め られそ う

にないな。

Ｄ男 ：こうやって １つず つ考 えるとわか

りやすいな。

Ｃ子 ：イ メージがわいたか ら，式にで き

そ う。

Ａ男 ：１つの式では求め られなそ うだ よ

Ｃ子 ：待っている人の人数が分 かった よ

３　 どんな計算 で求め られたか な。

Ｂ子 ：１７人ずつ ２列。それ に ６番 目を

たせばいいね。

Ｄ男 ：か け算で もできるね。

４　待つ時間 も算数でできるの ？

Ｃ子 ：問題 １で考 えた数字を使わない と

できないね。

Ａ男 ：ほん とだ。問題がつながってい る

ね。

５　計算でできたよ。

Ａ男 ：計算でまち時間も求 めることがで

きた よ。

Ｂ子 ：どう考えたのか，上手に伝 え られ

るかな。

６　今 日学んだことは。

Ｃ子 ：順番に解 いてい くとどうや って解

けば よいかが分かるんだね。

時間

５


分


１０


分


１５


分


１０


分


５
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Ｄ男 ：問題はつ なが っていて，前の問題 分

を次の問題 に使 うことが あるんだ

ね。なぞ解 きみたいだな。

５　課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び

（1）授業の概要

問題場面を図や絵に置 き換 えて条件 を整理 したことを活 か して， 自分たちが遊園地 をま

わる計画 を ２人組 で立ててい く。待ち時 間や移動時間を含 めて計画を じっくり立て させ る

には ２人組 が有効である と考えた。友達 の考 えを受 け取った り， 自分の考 えを伝 えた りす

ることで ２時間以内で どう回ろ うか考えてい く。

その後， 自分た ちの計画に名前 をつけ，回 り方の特徴や， 自分たちが回 ろうと思った根

拠 を明 らかにす るために計画に名前 をつけ させ る。 自分たちの計画をプ レゼンテーシ ョン

す る時に 自分たちの考 えを端的に表現す ることをね らう。 このよ うな活動を通 して，思考

力 ・判断力 ・表現力の育成 を図 りたい。

（2）思考力 ・判断力 ・表現力の育成 をするワークシー ト

ワー ク シー ト１

３の ３のみんな とゆ うえんちに出か けることにな りま した。


みんなのグループはどうまわ りますか。計画を立てま しょう。


・ここでは， この ような生活場面での １こまを算数 の学習 として成 立させ ， どの よ うに解

決すれ ばよいかについて考えさせ る。児童 間の話 し合いを通 して，問題場面 をイメー ジ

できるよ うに させ る。

－397－



ワー ク シー ト２

ワークシー ト開発 の工夫点

ワー クシー ト１では，読解力育成 の時間で考 えた待 ち時間を求 める方法 を使 って 自分 が

まわってみたい遊 具の待 ち時間をそれぞれ計算 させ るようにした。 ワー クシー ト２では 自

分 たちで どのよ うな計画で遊 園地内を回ろ うか考 え，計画 を自由に立て られるよ うに した。

また， 自分 たちの計画に名 前をつ けさせ，その理 由を書 かせ る欄 を設けることで 自分たち

が どんな ことを考 え計画 を立てたか，分 かるよ うにさせ た。

（3）「課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現 的な学び」の授業の流れ

１）ね らい ２人組で多 くの条件の中か ら， 自分たちが乗 りたい乗 り物 を決定 し，遊 園

地を回 る計画案 を立てる。計画案 を友達 に分か りやす く伝 えるためには ど うした らよいか

考 え， 自分たちの計画の根拠 を分か りやす く話 そ うと考えることができる。

２）関連する能力観

・与 えられ た情報を分類整理 した り必要な ものを適切 に選択 した りす ること。
・算 数	 ・数 学 の 思 考 を道 具 と して使 用 し，他 の児童 と相 互 交流 ， コ ミュニケ ー シ ョン し

てい く こ とが で き る。

３）準備

問題 用 紙　 ワー クシー ト１， ２

４）展開

発 問 ・指示 ・板書 子どもの学習の実際 時間

指示 「ワークシー ト１を使ってそれ １　 わ か るぞ。

ぞれの乗 り物の待 ち時間を求 Ａ男 ：さっきの問題 の考 えを使 えば，待 １０

めま しょう。」 ち時間はす ぐに分かるよ。 分

指示	 「ワー クシー ト２を使って，グ ２　 ど う回 ろ うか な。

ループで遊園地 を回 る計画 を Ｃ子 ：待 ち時間が長い乗 り物は人気が あ

立てま しょう。」 る証拠 だか らそれは絶対行 こ うよ。

～各グループで話 し合 う～ Ｅ男 ：そ うだね，どう回った らいいかな。

時間の計算 も しな くちゃだね。

Ｄ男 ：ぼ くたちのグループはた くさん乗 ２５

り物 に乗 る作戦だ よ。 いっぱい乗 分

れ た方が楽 しいもんね。

Ｆ子 ：２時間ぴ った りでなくていいの ？

発問 『友達 と考 えを見せ合 い，他 の ３　 どんな コー ス名 なの ？
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グループの回 り方 を見てみ ま Ａ男 ：僕たちの グループは 「ロマ ンチ ッ

しょう。』 クコース」 とつけま した。 それは最 後

に好 きな人 と観覧車 に乗 るか らです。 ８

Ｂ子 ：私のグループは 「全て地面 よ り高 分

い よコース」です。

Ｅ男 ：「天才 １分 コース」それは……

指示 「今 日の学習を振 り返って学ん ４　 楽 しか った よ。

だ ことを出 し合いま しょう。」 Ｃ子 ：遊 園地の ことが算数で考 え られ る

なんてす ごいなあ。

Ｄ男 ：自分 たちで計画 を立てて，本当に ３

い きた くなったよ。 分

Ｆ子 ：今度遊園地に行 った ら， どれ くら

い待つか，計算 した くなるな。

５）児 童 の コ ミュニ ケー シ ョン と	 表現物

Ａグループは始 めか ら，時間に

こだわったコース決 めを していっ

た。 ワークシー ト１で各乗 り物 の

待 ち時間を どう計算すれ ばよいか

話 し合い， ２時間ぴ った りに回 る

周 り方はないか考 えていった。乗

りたい ものを優先 させ よ うとす る

友達 に， こ うやって回れば ２時間

にぴった りに回れ るよ， と数字で 〔Ａ グル ー プ〕

表現 して友達を説得 していった。

Ｂグループでは， 自分 たちの乗	 〔Ｂグル ー プ〕

りたい乗 り物 を始 めに決 めてか ら，周 り方 を考えていた。始めに 自分の希望 を出 し合い，

乗 りたい乗 り物の待 ち時間を各 自が計算 してか ら，効率 の良い周 り方を話 し合っていた。

自分の乗 りたい ものを優先 したため，最後に時間が １０分余って しまったが， 自分の行 き

たい ところへ行ける計画ができた ことで満足 していた。 グループの中には 「時間ぴった り

でない とだめなのでは ？」と疑 問を友 達に投 げかける児童 がいた。グループ内で話 し合 い，

２時間の中で回れ ばよい， とい う問題 に戻って解釈を明 らかにす る姿が見 られ るな ど， グ

ループ内でのコミュニケーシ ョンが図 られていった。 また，全体 に対 してのプ レゼンテー

シ ョンをす る時間では， 自分 たちの根拠 をコース名 として端的に表現できてい ることに満

足 していた。それ に対 して周 りの児童 も 「ぴった りな コース名です ごい」「その通 りだね」

など表現 と内容 を照 らし合わせ て発表を聞くことができた。 このよ うな児童の活動か ら，

学習 した どの計算が使 えるのかを考 えて計算 し，かけ算 ，わ り算 ，た し算 を道具 として活

用，表現 し，コ ミュニケー シ ョン してい く能力の育成を確認できた。

６　児童の感想 と思考 力 ・判断力 ・表現 力の育成への解釈

（１）児童の感想

１）読解力を育成する授業後
・	 少 しむずか しかったけ ど，なっ とく しま した。いつ もわ り算ではわ り算 ， と決まって

いるけ ど今回はわ り算やかけ算 ，た し算 な どがま ざっていてす ごく考 えま した。（Ａ男）

・ こんな問題 も算数でできるなんてびっ くりした。 なに算 か分か らないか ら，絵が とて

も大切 で，それ が式 とぴった りあって， うれ しかったです。 （Ｂ子）
・ まつ時 間をかんが える問題 は，あたまの中でゆ うえんちを思い出 しま した。○の絵 に
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す ることでルー ビックキューブみたい にぴった り分かってす っき りしま した。図に表 し

て考 える力が じょうたつ しま した。 （Ｃ子）

２）「活動的 ・協同的 ・表現的な学び」 を育成す る授業後

・ い くつ もある乗 り物 の 中か ら， これ も乗 りたい ！だ

った け ど，時 間に間に合わない か ら， あたまギ ュギュ

ッ としぼって考 えて，が まん しま した。 自分 で考 える

力 をつ ける とい う意 味の勉強だ と思 いま した。 （Ｅ男）
・ こん な長 い問題 は １人だ とさい ごまでた ど りつか

なか ったけ ど，友達 と勉強 した ので さい ごまでい けま

した。話 し合 えば何 で もわかる，と思いま した。（Ｆ子）

・	 話 し合 って回 るところを考 えると，その人の思 っていることが分か るよ うになってい

い と思いま した。決め るときは，けつだん力 と計算のス ピー ドが大切 で した。 （Ｊ男）

・ 「ど うしよ うかな」 「こうしよ うよ」 と自分 の表現が とな りの子 に言 えたか ら楽 しか

った。 自分で決 めるのは楽 しいです。 自分が強 くなった気が しま した。 （Ｈ子）

（2）思考力 ・判断力 ・表現 力への解釈

読解力 を育成す る授業 では， どの児童 も 「今，学習 している単元がかけ算 な らかけ算」

で， とい う風に式 を決め，与 えられ た問題 を どうかけ算の式に表そ うか考えていることが

分かった。つま り演算決 定のために思考 を働 かせ る学習が少なか った と言 える。 Ａ男， Ｄ

男 の感想 か らも分 かるよ うに，今 回のよ うな問題 を通 して演算決定のために， 自分の力 を

駆使 して図や絵を使い， この式で計算すれば よい， と決 めることは児童 に とっては難 しく

もあ り，新鮮であったよ うだ。 また，Ｂ子の考 えか らは式 をよむ活動ができると自分の思

考 が整理 されて うれ しくなるこ とが分 かる。 Ｃ子 の感想 か らは，問題 が読解シー トの導 き

に よって整理 され ，念頭でイメー ジできた り，図に書 き表せた りす ることで理解 は深ま り

意欲的な思考が働 くこ とが分 かった。 これ らのこ とか ら，文章を読解シー トに よって筋道

立てて読み解 き，絵や図 に書き表す ことは，与え られた情報 を分類整理 した り必要な もの

を適切に選択 した りす ることの能力の育成 につ なが ると考 えることができる。

思考力 ・判断力 ・表現力 を育成す る授 業では，時間の

制約 の中で 自分達 の乗 り物 を決め，回 る順序 を考 えるこ

とは授 業者 が考 える以上 に児童に刺激 があ り，難 しい も

のであった。 自分 で決断す ること， 自己決 定す ることが

児童 の学習意欲 を喚起 していた。計画 を立て る中で最初

は思いつ くまま選 んでいた グループが多かったが，途 中

か ら 「こ うい けば，回 りや すい よ」 「こ うだ った ら，時

間が間に合 わないか ら」 と一つ先 を考 えた り，予想 した

りしてよ りよい計画に近づけ ようと努力す る姿が見 られ た。 Ｅ男 のよ うに 自分で必要な条

件 に合わせ て選ぶ ことは， どの児童 も高い思考力 を要 していた。 また，友達の考え とは同

じではない ことか ら， 自分の考 えを明確 に持たない といけない ことや，友達 と考えが合 わ

ない ときに 自分の思いを数字や回 りやす さなどの根拠 をもって説得 しよ うとす る姿が多 く

見 られた。 この ことか ら思考力 ・判断力 ・表現力 を促す ことがで きた と考 える。

自分たちのコースに名前をつけ させ る活動 をした ことは，児童が どんなことをイ メージ

しなが らコース を作ったのかがよ く分か り，お互いの コースを伝 え合 う場面では，コース

の名前や名前の理 由や根拠が とてもよく伝わ り，相手を納得 させ た り， 自分たちの考えを

よ り簡潔に相手に伝 えた りするこ とのよ さを実感す ることができていた。 この ことか ら，

算数 におけ る活用力 ・思考力 ・判断力 ・表現力 の育成 を確認す ることができた。

（熊谷市立熊谷東小学校　森　洋子）
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第 ３章

中学校数学 における 「言語活動の充実」 を図った授業実践



第 ２部　 第 ３章　 第 １節

相似の考えを活用 した思考力 ・判断力 ・表現力の授業

直接測れない高 さや距離をお互い工夫 して求めよう ！

１　授業実践のポイ ン ト

本授業は、 ２時間つづ きで実施す る。 まず、第 １時の ２０分で、読解力 を育成す る。

ポイ ン トは、問題 文 を長 くし、その中の多 くの情報か ら解決 に必要な情報 を取 り出 し、

活用 して問題解決 させ る ところにある。次に第 ２時の ８０分 で、思考力 ・判断力 ・表現力

を育成す る。 ポイ ン トは、相似の考 えを用いて、直接測 ることのできない高 さや距離 を求

める方法 をグルー プで相談 し、その後実際に教室 を出て、測定可能 な距離や角 を求め、そ

れ をもとに、求 めたい高 さや距離 を求 める。その後、他のグループが作成 した問題 を解 き、

問題 を比べ、学んだ ことを記述す るとい う一連の活動にある。

２　 「キー ・コンピテンシー」を育成す る学習

授業実践の時期 は、平成20年12月11日 であ る。実施 した学校は埼玉県立伊奈学園中

学校、対象学年 ・クラスは、 ３年探求 Ａ 組 （男子 ９名 、女子10名 、計19名 ）であ る。

（1）関連す る単元の流れ

使用教科書は、啓林館発行の 「楽 しさひろが る数学 ３」である。

中 学 校 第 ３ 学 年 図 形 と 相 似 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・19時 間 扱 い

①　 図 形 と 相 似 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ９ 時 間

・相 似 な 図 形 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ３時 間 ・三角形 の相似条件 … ２時間

・相 似 条 件 と 証 明 ・ ・ ・ ・ ２時 間 ・縮 図 の 利 用 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ２ 時 間

②　 平 行 線 と 線 分 の 比 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ７ 時 間

・平 行線 と線 分 の比 ・・ ・４時 間 ・中点連 結 定 理 ・ ・ ・ ３時 間

③　 章 末 問 題 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ 時 間

④　 活 用 力 を 育 成 す る 学 習 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ２ 時 間

（2）「キー ・コン ピテンシー」を育成す る学習 ：２時間連続授業

①　 読解 力の育成 を中心 とす る学習 （ケヤキの高 さを求めよ う）・・０．４時間 （２０分）

②　 思考力・判断力 ・表現力 を育成す る学習 （自分達の測 りたい高 さや距離 を工夫 して求め

よう、そ して他の グループが作 った問題 を解 いてみ よ う ・・・・１．６時間 （８０分）

（3）時間の生み 出 し

教科書の章末問題 を精選 して １時間に し、課題学習の時間 を １時間活用 して、本時の

活用力 を育成す る学習 を ２時間連続 の授業で扱 うこととした。

３　 「キー ・コンピテ ンシー」 を育成す る学習と能力観 との関連

（1） 「キー ・コ ン ピテ ンシー 」 との 関連

・相互作用的 に道具を用い る （Ａ言語 、記号、文書 を相互作用的に用い る）

（2）中教審答 申 「思考 力 ・判断 力 ・表現 力」 と 「言語活動の充実」 との関連
・Ａ － ４ ：情 報 を分析 ・評 価 し、論 述す る

・Ｂ－４ ：比較や分類 、関連づけ といった考えるための技法を活用 して説 明す る

（3）新学習指導要領 との関連
・〔第 ３学年〕 「Ｂ　 図形」の （1）相似　 オ　 相似 な図形 の性質 を具体的 な場面で活用す
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る こ と

・数学的活動 ：〔第 ３学年〕イ　 日常生活や社会で数学を利用す る活動

４　読解力を育成する学習

（1）授業の概要 （２時間続 きの最初の ２０分）

読解力 を育成す るために、まず問題文を長 くし、その中の多 くの情報か ら解決に必要

な情報 を取 り出 し、活用 し、問題解決 させ ようとする授業である。

（2）問題文

No．1 月 目 ３年 組 氏名

（問題 １）一郎さんは、自分の通っている緑中学校の校庭に高 くそびえている学校のシンボル的な

ケヤキの大木が大好きです。日頃から、この木の高さはどの くらいか、知 りたいと思 っていました。

一郎さんは、休み時間に、友達の明さん、瞳さんに木の高さがどれ くらいか聞いてみました。明

さんは 「８メー トル くらいかな？」、瞳 さんは 「１０メー トル くらいあるん じゃないの？ 高 くて

直接測れないけど、何 とか して求め られないかな。」と言 っていま した。一郎さんたちは、悩みま

した。そこで、直接測 らないで、木の高さを求める方法はないか、数学の中村先生に相談 しま した。

そうしたところ先生は、「教室の中にある物を使 って求めらるよ。考えてごらん。」とおっしゃいま

した。そ こで、三人は、教室を見回 してみま した。数学関係では、 １組の三角定規、 １ｍの定規、

コンパス、分度器がありました。また、時計や掲示物、鏡、学級文庫の本がありました。さらに後

ろのロッカーの中に体育着、体育帽子や巻尺がありました。

しば らく考えて、一郎 さんは、「分かったぞ。 １ｍの定規と巻尺を使い、影の長さを測ることに

より求め られそうだ。」という考えに到りました。

一 郎 さん が 明 さん と 瞳 さん に協 力 して も らい
、 影 の 長 さ を 測 った と こ ろ 、

木 の 影 は 、 ５． ４ｍ 、 １ ｍ 定 規 の 影 は ０． ６ｍ で した 。


一郎さんの考えで、ケヤキの高 さを求めてみま しょう。


＊ワー クシー ト開発の工夫点 ：まず、学校のケヤキの木 の高 さを求 めるとい う身近 な現実

社会の場面を設定 した。 また、読解力の育成のため、問題文を長 くし、その中にある多 く

の情報 か ら、必要な情報が取 り出せ るか評価できるよ うに した。 さらに、考 えやす くする

ために、ケヤキの木及び １ｍ定規 の影の長 さを絵図に表 した。

（3）読解力を育成するワークシー ト
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No．2 ヒン トカ ー ド

１　この問題は、何を聞いているので しょうか？

ケヤキの木の高さ


２　一郎さんはどうやって求めようとしていますか？


巻尺 と１ｍの定規 を使い、影の長 さから求めよ うとしている


３　図を書いてケヤキの高 さを求めてみよう。


木 の 影 の 長 さ Ｂ Ｃ ＝ ５． ４ｍ 、 １ｍ 定 規 の 影 の 長 さＱ Ｒ ＝ ０． ６ｍ

△ＡＢＣと△ ＰＱＲにおいて 

∠ Ａ Ｂ Ｃ ＝ ∠ Ｐ Ｑ Ｒ ＝ ９ ０° ・・・・・・・ ①

影 か ら、 Ａ Ｃ 〃Ｐ Ｒ

よって平行線の同位角は等 しいので 

∠ Ａ Ｃ Ｂ ＝ ∠ Ｐ Ｒ Ｑ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ … ②

① 、② か ら △ Ａ Ｂ Ｃ ∽ △ Ｐ Ｑ Ｒ

対応する辺の比は等 しいので、

Ａ Ｂ ：Ｂ Ｃ ＝ Ｐ Ｑ ：Ｑ Ｒ → Ａ Ｂ ：５ ． ４ ＝ １ ：０ ． ６


Ｐ　１ｍの定規 → Ａ Ｂ ＝ ９

答え 木の高さは９ｍ

＊ワークシー ト開発 の工夫点 ：「β１ ：課題解 決のための構想 を立て ること」 を意識 させ

るために。 ヒン トカー ドの形 でまず、 １～ ２の問 を発 し、文章の読解を図った。次に、分

か りやすい よ うに、絵図を用いて、解 かせ ることとした。 これ らのことを通 して、読解力

及び思考力 ・判断力 を育成す るように した。

（4）読解力を育成する授業の流れ

１）ね らい

・ 三角形の相似条件な どの既習内容 を利用 して、木 の高 さを求 めることができる。
・ 情報を分析 し、課題 を解決 し、その解決方法 を表現す ることができるよ うにす る。

２）関連する能力観

・課題解決のための構想 を立てるこ と

・情報を分析 ・評価 し、論述す る

３）準備

・ ＯＨ Ｐ、 ワー クシー ト、 コ ンパ ス、 三 角 定規 、 定規 、分 度器 、 巻 尺 な ど

４）授業の流れ

発 問 ・指 示 ・説 明 ・板 書 生徒の学習の実際 時間

【板 書 】 （ワー ク シ ー トNo．１を配 付 １　今 日の問題面 白そ うだぞ

す る と と も に、 Ｏ Ｈ Ｐで 問題 を提 示 Ａ男 ：長 い文章だけど、要は、影の長 さ

す る。） か ら、木 の高 さを求 めれ ばいいんだ

指示 「今 日の問題 を各 自で読 みな さ な。 （つぶや き）

い。」

発問 『問題 の意味は分かったかな。』 Ｂ子 ：分 か りま した。

指 示 「ヒン トカ ー ド （ワー ク シー ト ２　さあ答えを求めるぞ

No．２） を配 付 す る の で 、 早速 ケ ヤ キ Ｃ男 ：簡 単 ！簡 単 ！
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の高 さを求めてみて くだ さい。」 ケヤキの高 さを Ｘｍ とす ると、

Ｘ ： ５ ． ４ ＝ １ ０ ． ６

Ｘ ＝ ５ ． ４ ／ ０ ． ６

＝ ９

答え ９ ｍ ５

指示 「求 め方 と答 を、発表 して くだ ３　上手に発表するぞ

さい。」 （Ｃ男が発表）

中心発 問 『なぜ、 この よ うな比例 式 Ｂ子 ：三角 形の相似 を使 えばいい と思

で求 め られ るのか。 その根拠 は何 で います。 太陽光線が平行 で同位角 が

しょうか。』 （熟考） 等 しいの と直角が等 しいので、二角

が等 しくな り、三角形が相似 になる。

したが って、対応す る辺 の比 が等 し

くな るので、上記 の比例 式でいい と

言 えます。 １ ０

５　課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び

（1）授業の概要 （２時間続 きの後半の ８０分）

相似の考 えを用いて、直接測 ることのできない高 さや距離 を求める方法を、 グループ

で相談 し、その後実際 に教室を出て、測定が可能 な距離や角 を作業 によって求め、それ

をもとに、求めたい高 さや距離を求 める。その後、他の グループが作成 した問題 を解 き、

グループの問題 を比べ、学んだこ とを記述す る。 これ らを通 して、思考力 ・判断力 ・表

現力 を育成 しよ うとす る授業である。

（2）思考力 ・判断力 ・表現力を育成するワー クシー ト

①　 問題文シー ト１ （表面）

No．3 相似の考えを使 った新たな問題をつくろう

１　グルー プで問題をつ くろう

（問 題 ２）

相似の考えを使い、学校の中で必要な長 さを実測 して、直接測ることのできない高 さや距

離を求める問題をつ くり、答えを求める学習をしよう。

問題づ くりの際、より早 く、簡単に、そ して美 しく解ける問題を考えて ください。

その後、各グループがつ くった問題を、お互いに解き、早い、簡単、美 しいにふ さわ しい問

題を決めていきます。

（問題の構想）

（１）直接測ることのできない高さあるいは距離を何に しますか。

（第 １グル ー プ の 例 ） モ ニ ュ メ ン ト （シ ン ボル タ ワー ） の高 さ

（２）実測する長さはどこですか。

モニュメン トの真横に立って段ボール紙 を持っている人を、離れた位置から見た ときの段

ボール紙の長 さとモニュメン トの高さ、段ボール紙の実際の長 さ

２　解 くのに必要な長 さを直接測 りに行きま しょう。

（１）図るのに、必要な道具は何ですか。

定規
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（２） 測 った 長 さ を記 録 しま し ょ う。

離 れ た位 置 か ら見 た と き の 段 ボ ー ル 紙 の 長 さが １ ｃｍ 、 モ ニ ュ メ ン トの 高 さが ２ １ ｃｍ 、

段 ボ ー ル 紙 の 実 際 の 長 さが ２ ３ ｃｍ

３　問題文、解き方、答えを裏面に書きましょう。

図から △ Ａ Ｂ Ｃ ∽ △ Ｆ Ｇ Ｃ 、 △ Ｄ Ｂ Ｃ ∽ △ Ｅ Ｇ Ｃ

だか ら

Ａ Ｂ ：Ｄ Ｂ ＝ ＦＧ ：Ｅ Ｇ

つ ま り


Ａ Ｂ ：２ ３ ＝ ２ １ ： １


これより


Ａ Ｂ＝ ２ ３× ２ １


＝ ４ ８ ３


台 の 高 さが １２ ０ ｃｍ な の で 、

４ ８ ３ ＋ １ ２ ０ ＝ ６ ０ ３

答え ６ ０ ３ ｃｍ

②　 問題文シー ト （裏面）

（問題文） （絵 図 ）


木野君と丸山さんは、話 し合っていました。


丸 山 ：シ ン ボル モ ニ ュ メ ン トの 高 さ は どの く

らい か し ら ？

木 野 ：どの く らい か な。 測 っ て み よ うか。

二人は高 さを調べることに しま した。

丸 山 さん は 、 高 さ ２ ３ ｃｍ の 段 ボー ル 紙

を 、 モ ニ ュ メ ン トと同 じ高 さで 、真 横 に 立

ちました。木野君は遠 くか ら定規 を持って立ち、そ こから見える段ボール紙 とモニュメン トの

高 さ を測 っ た ら、 段 ボ ール 紙 の 高 さが １ ｃｍ 、 モ ニ ュ メ ン トの 高 さ が ２ １ ｃmに な りま した 。

この と き、 モ ニ ュ メ ン トの 高 さ を求 め な さい 。 な お 、 下 の 台 の部 分 の 高 さは 、 １． ２ｍ

で した 。

（解き方）


（省略　表面に同じ）
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（答 え ） ６ ０ ３ ｃｍ

（工 夫 した と こ ろ ）


早 く、簡 単 に 、美 し く求 め る た め に 、 段 ボ ー ル 紙 を使 っ た と こ ろ で す 。


＊ワークシー ト開発 の工夫点 ：問題 づ くりの ワー クシー トである。作 る手順 を提示 し、考

えやす くした。 この手順に沿った問題づ くりを通 して、思考力 ・判断力 ・表現力を育成す

るよ うに した。 

③ 「早い、簡単、美 しい」にふ さわ しいグループ相談及び振 り返 りシー ト

No．4


１　早い、簡単、美 しいと思った問題とその理由

・グループ （ 第 １グループ ） が作成 した問題

・理 由

一番
、 早 く、簡 単 に 、そ して 美 し く求 め られ た の で


２　２時間を振 り返 り、学んだことを箇条書きで書き出 して見よう。


・相似の考えが、私たちの生活に役立っていることを学びました。

・高さや距離 を求めるのに、いろいろな解決方法があることを学びま した。

・グループ学習を通 して、みんなで知恵を出 し合 うことのよさを学びました。

・問題をつくるのは、難 しいことだ とい うことを学びま した。　 な ど

＊ワー クシー ト開発の工夫点 ：よかった問題 の理由を、 グループでの相談 とそれ を記述 さ

せ ることを通 して、 さらに、学んだことを記述 した りす ることを通 して、思考力 ・判断力

・表現力 を育成す るよ うに した。

（3）「課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び」の授業の流れ

１）ね らい

・	 相似 の考えを用いて、新たな問題 をグループ内の コミュニケーシ ョンを通 して作成す

る。
・ 他 のグループが新たに作成 した問題 を解 くことができる。
・ 問題の解 き方 を分か りやす く説明す ることができる。
・ 相似の考えが、 日常現実場面に活用できることが分かる。

２）関連す る能 力観

・概 念 ・法則 ・意 図 な どを解 釈 し、 説 明 した り活 用 した りす る

・論 述 す る

・数 学 を道 具 と して使 用 し、 表現 し、 コ ミュニ ケー シ ョン して い くこ と

３）準備

・	 グル ー プ が作 っ た問 題 プ リン ト （グル ー プ の数 分）、 Ｏ Ｈ Ｐ、 ワー ク シー ト、 コンパ

ス、三 角 定規 、定 規 、分 度器 、段 ボール 紙　 な ど

４）授業の流れ

発 問 ・指示 ・説 明 ・板 書	 生徒の学習の実際 時間

指示 「問題 ２に取組み ま しょ う。 ま １　どんな問題 にするかな

ず は、グル ープで問題 の構想 を考 え Ａ男 ：僕 たちのグル ープは 、モニ ュメ


ま しょ う。構想 がで きた ところは先 ン トの高 さを求め る問題 がいい ん じ


－406－



３ ５

生 の確認 を受 けてか ら、必要な道具

を持 って測 りに行 って くだ さい。」

指 示 「つ く りあ げた 問 題 を提 出 して

くだ さい。」

（拡 大 コ ピー で 、拡 大 し、順 に黒 板 に

貼 って い く。）

指 示 「各 グループがつ くった問題 を

解いてみ よう。」

指示 「グルー プの順番 に問題 の解説

を して くだ さい。」

発 問 『早い、簡単、美 しいにふ さわ

しい問題 は どの グルー プの問題 か、

グル ー プ で相 談 して決 め て くだ さ

い。』

指示 「どの グルー プの問題 が よか っ

たか、決定 します。挙 手 して くだ さ

い。」

説 明 〈第 １グル ー プ の 票 数 が一 番 多

か った の で 、早 い 、 簡 単 、 美 しい の

は 、 第 １グル ー プ の 問題 と決 定 しま

した。〉

中心 発 問 『２時 間 の授 業 を振 り返 り、

学 ん だ こ とは 、 何 です か。 ワー ク シ

ー トに書 き ま しょ う。』 （熟 考 ）

指示 「学んだ こ とを発表 して くだ さ

い。」

ゃな い か な。

Ｂ子 ：私 た ちの グル ー プ は 、 フ ク ロ ウ

の塔 の高 さ に しない ？

Ｃ男 ：高 さだ けで はつ ま らないな。 何

かないかな。

２　がんばって解 くぞ

Ｃ男 ：（第 １グル ープ の作成 した 問題

に挑戦。見事に答 えを求めた。）

３　上手に説明するぞ

Ａ 男 ：（第 １グ ル ー プ を 代 表 して 説 明

した。） １ ５

４　 どの グルー プの問題が いいかなあ

Ｂ子 ：第 １グループの問題 が、早 く解け

た し、相似 を使 って美 しく解 いたん

ではないだ ろ うか。

５　私 たちのグルー プは、どうだったか

な。

（第 １グル ープ の問題 が ３票 で一番 多

かった。）

（拍手）

６　 いろいろ学んだな

１ ０


７


●相似 の考 えが、私たちの生活 に役立っ

てい るこ とを学び ま した。

●高 さや距離 を求 めるのに、いろい ろ

な解決方法があることを学びま した。

●グループ学習 を通 して、みんなで知恵

を出 し合 うことのよさを学びま した。

●問題 をつ くるのは、難 しい ことだ と

い うことを学びま した。

５）生徒の コミュニケー シ ョンと表現物

３班 では、Ｂ子が、調べるものを 「フクロウの塔の高 さに しない ？」と提案 した ところ、

Ｄ男たち班員の賛同を得た。 しか し、測 り方で何 の影 を使 うか、影以外で何かないかなど
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なかなか意見がま とま

らなかった。その後 、

提案者の Ｂ子が 「と り

あえず フクロウの塔 に

行きそ ここで考 えよ

う。」 と再び提案 し、

外に出た。 生徒た ちは

影 に こだわっていたの

で、私が 「影 でな くて

もいいんだ よ。見上げ

る角度か ら求め られな

いかな。」 と助言 した

ところ、Ｅ男が 「３０

度、 ６０度の三角定規

をフ クロウの塔 に向 け、

３０度 の角度の延長上

に塔のてっぺんが くる

よ うに向ければ、三平

方 の定理 を使 って求 め

られ るの で は ない か。」

とい う意見を言 った。

（本校の生徒 は三平方

の定理 は既習事項であ

る。）みんなの賛同を

得て、Ｅ男を中心 に右

の資料 のよ うな問題 を

作成 した。 第３班の作成 した問題

６　生徒の感想 と思考 力 ・判断力 ・表現 力の育成への解釈

（1）生徒の感想
・問題 を解 くとき相似 の考 えを利用で きること新 しく学ぶ ことができた。 （Ａ子）

・グループで話 し合い活動 を して、ど うしてそ うなるのか考 えた ことが とても楽 しかった。

（Ｂ男）
・グループで相談 して問題 を考えて作 ることや、 自分た ちの問題の意味 を分か りやす く人

に説 明す ることの難 しさを学んだ。 （Ｃ男）

（2）思考力 ・判断 力 ・表現 力への解釈
・Ａ子 、Ｂ男の感想か ら、相似 の考 えとい う数学的な考えを道具 として使用 し、表現 し、

グル ープ活動の中でコ ミュニケーシ ョンしてい くことの楽 しさを学 ばせ ることができたと

い えよ う。

また、Ｃ男の感想か ら、グループによるコミュニケーシ ョンや 自分 の考えを表現す るこ

との難 しさを学ばせ ることがで きた とい えよう。

これ らのことか ら、今回の研究で新 たにつけ加 えた 「数学 を道具 として使用 し、表現 し、

コ ミュニケーシ ョン してい くこと」を学ばせ ることがで きた と考 える。

この ことをもって、思考力 ・判 断力 ・表現力が育成 できた もの と解釈す る。

（東松山市立松山第一小学校　 中村　 幸一）
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第 ２部　 第 ３章　 第 ２節

活用力と表現力を高めるために実生活との関連を取り入れた比例の指導

リサ イクル につ いて考 えよ う 「アル ミ缶 で数 学 しよ う」 （中 １）

１　授業実践のポイン ト

本実践は、 「比例」の考 えを活用 して、半年間のアル ミ缶回収で車椅子 を購入す る、 と

い う目標 を達成す るために、今までの回収方法 と回収できたアル ミ缶の数 で達成 できるか

どうか を求 めることと、具体的に 自分たちで何 円の車椅子 を何 台購入するか決 定 し、その

ためにどのよ うにアル ミ缶 回収 を してい けば よいのか を相談 しコミュニケー シ ョンを通 し

て、それをみんなに訴 えるための提案 ポスター制作 と発表 させ ることとした、思考力 ・判

断力 ・表現力を育成す る授 業である。

２　 「キー ・コ ン ピテ ンシー 」 を育成 す る 学習

授 業 実践 の時期 は 、平 成20年12月19日 ～12月22日 ま でで あ る。実施 した 学校 は伊 奈

町 立伊 奈 中学 校 、対 象 学 年 ・クラス は 、 １年 ２組 （男子15名 、女 子15名 、計30名 ）で あ

る。

（1）　関連す る単元の流れ


使用教科書 は、東京書籍発行の 「新 しい数 学　 １年」である。


中 学 校 １学 年　 比 例 と 反 比 例 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １７ 時 間 扱 い

①　 比 例 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ７ 時 間

②　 反 比 例 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ４ 時 間

③　 比 例 と 反 比 例 の 利 用 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ２ 時 間

④　 ま と め ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ 時 間

⑤　 活 用 力 を 育 成 す る 学 習 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ３ 時 間

（2）　 「キ ー ・コン ピテ ン シー 」 を 育成 す る学 習

リサイ クル につ い て考 え よ う 「アル ミ缶 で数 学 しよ う」 ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ３時 間扱 い

・読 解 力 を 育 成 す る 学 習 「ア ル ミ缶 で 数 学 し よ う 」 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １時 間

・思考力 ・判断力 ・表現力 を育成す る学習 「アル ミ缶回収 を盛 り上げ よ う」 ・・２時間

（3）　時間 の生み出 し

比例 と反比例の指導時数 は15時 間扱いであるが、比例 で １時間減 じ、14時 間に縮 めた。

そ して、新たに ３時間を発展的学習に充て、比例の利用 を取 り扱 った。総 時数は17時 間 と

し、 ２時間増加の部分 は課題学習枠を活用 した。

３　 「キー ・コンピテンシー」 を育成す る学習 と能 力観 との関連

（1） 「キー ・コン ピテ ンシー 」 との関 連

相互作用的に道具 を用い る （Ａ言語 、シンボル、テ クス トを相互作用的に用 いる）

（2） 中教審答申の	 「思考 力 ・判断力 ・表現力」と 「言語活動の充実」との関連

Ａ－ ５ ：課題について、構想 を立てて実践 し、評価 ・改善す る

Ｂ－４ ：比較や分類 、関連づけ といった考 えるための技法を活用 して説明す る

（3） 新学習指導要領 との関連
・ 〔第 １学年〕 Ｃ 	 比例 と反比例 の比例「 数量関係」 の（1）

４ 読解力を育成する学習
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（1）　授業の概要

具体的に学校生活で行 われている活動を もとに して、問題 が構成 され てい る。 この中で

は、問題解決のために必要 な情報が不足 している。 与え られ た情報を もとに、 どの よ うに

解決 してい けば よいか、また何が不足 していて、 どのよ うな情報が必 要であるかを考えて

い く。 その手がか りとして ワー クシー トを使 いなが ら授業を進 めてい く。

（2）　問題文

伊奈 中学校は全校生徒 ３５０人です。月 １回生徒会主催でアル ミ缶回収を しています。この活動を通

して福祉施設にいろいろなものを寄付 したいと思っています。毎回平均1500個 のアル ミ缶が回収でき

ます。

小林生徒会長の代にな り、アル ミ缶回収をさらに活発化 させたい と思っています。

アル ミ缶のリサイクルによってどんなメリッ トがあるのかをもっと調べ、目標を持って取 り組むとよ

いのではないかと考えま した。調べてみると、アル ミ缶はリサイクルをすると、新 しいアル ミ缶を作る

電力量のたった ３％でつくることができます。アル ミ缶の リサイクル率は高く、近年では毎年 ９０％の

リサイクル率になっています。ちなみにアル ミ缶 １個 リサイクルをすると、テ レビ３時間分の電力量の

節約になること、ガソリンではそのアル ミ缶 １個の半分の量を節約できることを知 りま した。また、具

体的に車椅子を寄付することにして、 目標を決めて取 り組むこととしま した。

さらに具体的な目標を持って取 り組む とやる気がおきるので、本部会 を開き、半年間で車椅子 １台を

寄付 しようと決めました。

このままの回収状況で車椅子が寄付できるか考えてみま しょう。

アル ミ缶についてと車椅子についての資料は以下の とお りです。

資料

車椅子 １台の値段 性能 アル ミ缶の値段

１ ３ ５ ０ ０円 安 い 。 重 た い 。 ス チ ー ル 。 10kgは600円

２ ４ ２ ０ ０円 乗 り心 地 重 視 。 軽 量 。 ア ル ミ。 （変 動 します 。 ）

３ ８ ８ ０ ０円 オ シ ャ レ ・超 軽 量 。 アル ミ。

４ ２ ０ ０ ０円 介 助 用 。 アル ミ。
アル ミ缶をつぶ

して固めてある
６ ９ ９ ０ ０円 超 コ ンパ ク トの 折 りた た み 式 。 アル ミ。

図
８ ８ ０ ０ ０ ０円 電動式。

※ワー クシー ト開発の工夫点

現実問題 に近 く、生徒の心理的距離の近い問題 に設定 した。本校 での実際のアル ミ缶回

収の状況 と生徒数 を近い数 に置 き、 自分 たちの問題 として捉 えやす くした。

（3）　読解 力を育成す るワー クシー ト

○この問題で求めたいことは何でしょうか。

半年間で車椅子 １台を寄付できるかどうか

○ここからわかることは何ですか。	 （解決のために必要なもの、必要でないものをわけておきましょう）

必要 ： 月 １回平均1500個 回収 アルミ缶10kgで600円 車椅子の値段

必要でないもの ：全校生徒350人 １個につき３％の電力量でできる リサイクル率90％ １個につき

テレビ３時間分の節約 １個の半分の量のガソリンの節約

○解決のためには何がわかればよいで しょうか。

アル ミ缶 １個の値段 アルミ缶 １個の重さ どの車椅子を寄付するのか

○どうやって問題をとけばよいでしょうか。

車椅子は安いのでもよいので一台購入できるかどうかを考 えることとする

１個の重さを求める⇒実際にはかると約20グ ラム （500ml 缶）なのでこれをもとにする 

1kg…1000g 10kg…10000g 10000÷20＝500
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10kg…500個 →600円 

↓÷500 ↓÷500


1個 →1．2円

1個 …20g→1．2円

解決方法 １ 1．2×1500＝1800　 1800×6＝10800

よって10800円 になるので、一番安い車椅子も寄付できない

解決方法２ 500個 →600円 

↓×3 ↓×3


1500個 →1800円 1800×6＝10800

よって10800円 になるので、一番安い車椅子も寄付できない

解決方法３ 1500×6＝9000 9000×1．2＝10800

よって10800円 になるので、一番安い車椅子も寄付できない

○結果としてこのままでいくと目標は達成できるでしょうか。

このままで半年間回収できたとしても車椅子は寄付できない

※ワークシー ト開発の工夫点

条件が不足 してい ること、何 を求 めていけばよいかがわかるよ うな流れ のあ るワー クシ
ー トにした

。実際 にアル ミ缶の重 さと個数 の関係 か ら、アル ミ缶 １個 の値段 を比例の考え

をもとに して求めることがで きるよ うに し、現在 のアル ミ缶 回収状況で半年で車椅子が購

入 できるか どうか を求め られ る流れ に した。

（4）読解力を育成する授業の流れ

1） ね らい

・与 えられた情報 をもとに分析を して、課題解決 の見通 しを もつ ことができる。
・不足 してい る情報 に気づ き、具体的に問題解決す るための情報 を適切 に求め るこ とがで

きる。

2） 関連す る能 力観

・日常的な事象 を数学化す ること

・課題 について、構想を立てて実践 し、評価 ・改善す る

3） 準備

・ワー ク シー ト、アル ミ缶 （10kgの ま とまっ た もの 、重 さをは か るた め の もの ）、はか り、

電 卓

4） 展開

発 問 ・指 示 ・説 明 ・板 書 生徒の学習の実際 時間 

板 書 【問題文 （略 ：詳 細は 開発 した文章題 を １　具体的 な内容 だ。 お も しろそ うだ。 5 

参 照） 】 10kgで600円 な ん て す ご い な 。10kgは どの く らい の

量 な の だ ろ うか 。

発問 『この問題 で求 めたい ことは何 です か』 ２　車椅子 を半年 で購 入で きるかな。 10 

発問 『ここか らわか ることは何です か』 ３　い ろいろな こ とがわか るな。

発問 『不足 してい る情報 は何 で しょうか』 ４　 この ままの条件 だ と求 め られない。何が足 りないの

だ ろ うか。

Ａ子 ：アル ミ缶 １個 の重 さを知 りたい。

Ｅ男 ：アル ミ缶 １個の値段 がわ か らない と求 め られな

いな。

指 示 「アル ミ缶 １個 の重 さや値 段 を求 めま し ５　アル ミ缶 の １個 の値段 を求 め られ るかな。 10

ょ う」 （アル ミ缶10kgの 現物 を もとに、 Ｂ子 ：実際 に10kgの 個数 をアル ミ缶1個 の重 さか ら
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１個 の重 さ と値段 を生徒 自 ら求 め るよ う 求 め られそ うだ。

な場 面を設定） Ｄ男 ：１個 の値 段 がわか ったぞ。

発 問 『アル ミ缶 の値段 か ら、車椅 子 を半年 で ６　 今 のアル ミ缶 回収 の状 況 で車椅 子 が購 入で き るか 10 

購入 で きるか求めてみ ま しょ う。』 ど うか求 めるぞ。

Ｃ子 ：ど う求 めれば よいか難 しいな。で も頑張 ってみ

指示 「自分 の考 えをわか りやす く発表 しま し よ う。

ょ う」 ７　実際 に計 算 してみ る と、車椅子が購 入で きない こと

がわか ったぞ。

Ａ子 ：比例 の考 えを使 うとこの ままの回収で は購 入で

きないこ とが わか りま した。

発 問 『比 例 の関係 があ る こ とに気づ きま した ８　身 の回 りには い ろい ろな比例 関係 が あ る ことがわ 5 

か』 かった。 数学 が役 立 って い るの だな。

い ろいろな比例 関係

・アル ミ缶の値段 と重 さ

・アル ミ缶の個数 と重 さ

・アル ミ缶の値 段 と個数

Ｃ子 ：比例 の勉 強 は難 しい け ど、人 のためにな るこ と

に役立つ のはす ごいな あと思 いま した。

Ｅ男 ：福祉 の勉強 に もな る し、身 の回 りにい ろいろな

比例 がある ことがわか ってお もしろかったです。

説 明 〈次 の時 間の 予告 を します 。 アル ミ缶 は ９　次の時 間に向 けて、アル ミ缶 の値 段が変 わった こと

変動相場 なので今 は10kgで1500円 に な を もとに して車椅 子が購入 で きるよ うに考 えるぞ。

って います 。 これ を もとに して次 の時 間 Ｄ男 ：どの車椅子 を購入 した らよいかな。楽 しみだ な。

はアル ミ缶 を回収 して半年 で車 椅子 を寄 さっそ く自分 でい ろい ろ考 えて こよ う。

付で き るよ うに グル ー プで考 えます 。 自 Ｅ男 ：どの よ うな車椅子 が よいの かな。相手 の立場 に

分達 で どの よ うに回 収すれ ば よい かを考 たっ て考 えてみ よ う。 

えてい きます。〉

５　課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び

（1）　授業の概要

ここでの学習は、読解力を育成す る授業で、具体的に今の回収方法では足 りない ことか

ら、 自分たちで購入 しよ うとす る車椅子の価格 を選び、その車椅子購入のためには、 どの

よ うにアル ミ缶 を回収すれ ば よいか を求 め させ るこ とができるよ うに した。 また、その求

めた結果を もとに して、アル ミ缶回収 の呼びかけポス ター をつ く り、発表を して、相互評

価 ができるように してい く。 その際、 どの よ うな理 由で どの よ うな回収方法や車椅子購入

を考えさせ たのか をグループで しっか りと考 えさせ る。そ してそれ らの発表 をさせ る機会

を設定す る。

（2）　思考 力 ・判断 力 ・表現 力を育成す るワー クシー ト

1）ワークシー ト１ 「車椅子の購入の仕方 を考え、アル ミ缶回収呼 びか けポスターを作成 し

よう」

「車椅子が購入できるようにするために何をふや した らよいか考えよう」

（このとき、資料の値段は変わらないもの とす る。）

○車椅子の値段を資料か ら選んで、車椅子を購入できるよ うに考えよう。

１　どの車椅子を購入しますか
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性能や値段からどの車椅子にするか決定する

例） ２４２００円とする （性能 ：乗 り心地重視。軽量。アル ミ）

２　どのように回収すればよいか求めてみよ う （回数や個数 をもとにしよう）

どのように回収すればよいか求めてみよう

※ワークシー ト開発の工夫点

どのよ うに回収すれば よいのか回数や個数 な ど着 目点を例示 して、考えやす くした。

2） ワー ク シー ト２ 「ポス ター をつ くろ う」

集める回数や１回に集めるアルミ缶の個数を考え、みんなによびかけのポスターをつくろう！！

※ワ－クシー ト開発の工夫点

自分たちの考 えをわか りやす くまとめるための枠組み として例示 できるよ うに した。 こ

れ らをもとにポスターを作成 し、発表 した。

3） ワークシー ト３ 「ポスター発表会 を しよ う」～わか りやす く発表 しよう～

１  他の班の評価をしましょう。
2  「アルミ缶で数学しよう」の学習で学んだことを箇条書きにし
よう。 
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ができるよ うに した。 この記録表 の記入 を通 して学習意欲 を高 めることができるように し

た。学んだ ことを記述 した りす る ことを通 して、思考力 ・判断力 ・表現力を育成す ること

がで きるよ うに した。

（3）　 「課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現 的な学び」の授業の流れ

1）　ね らい

・ワークシー トと資料をも とに して、 自分 で価格 を選 んだ車椅子を購入す るた めに、 どの

よ うにアル ミ缶回収 をした らよいかをグループの協同作業を通 して考 えることができる。

・実際の学校生活の活動場面に生かせ る回収呼びか けポスターを工夫 して作成 し発表す る。

2）　関連する能力観
・課題解決のための構想 を立てるこ と

・比較や分類、関連づけ といった考 えるための技法を活用 して説明す る
・数学 を道具 として使用 し、表現 し、 コミュニケーシ ョンしてい くこと

3）　準備

・ワ ー ク シ ー ト １ ・ ２ 、 用 紙 、 マ ジ ッ ク な ど

4）　展開 （２時間扱 い）

発 問 ・指 示 ・説 明 ・板 書 生徒の学習の実際 時間 

板書 【ア ル ミ缶 回 収 を盛 り上 げ よ １　前 回の考 え を も とに してす ぐにアル ミ缶 １個 の値 段 を求 める 20 

う ！】 ぞ。

説明 「アル ミ缶 の10kgの 金額 が1500 Ａ子 ：前回 の考 え をも とに した ら、す ぐに求 め られた わ。

円に変わ りま したね。 それ を も Ｄ男 ：アル ミ缶 １個 の値段が ３円だ。す ごいな。

とに して アル ミ缶回 収 を盛 り上

げるた めのポス ター をつ く りま

す 」

指示 「車椅子 を購 入で きる よ うにす ２　車椅子の価格や性能を考えて、自分たちで車椅子を選んで、そ

るため に考 え よ う」 の金額を達成するための回収個数や回数を求めるぞ。

指示 「自分で車椅 子の価格 を選び、 ３　何 を増や した らよいだ ろ うか。

その車椅子 が購入で き るた めに ・１回のアル ミ缶回収 の個 数 を増や す

どうすれ ばよいか考 え、求 めよ ・回収の回数 を増やす

う」 Ｂ子 ：アル ミ缶の １個 の値 段が でてい るか らそれ を もとにす る と

す ぐに求 め られ るな。

Ｃ子 ：みん な と一緒 に考えてい きた いな。

Ｄ男 ：まず は車椅子 を決 めない と、回収個数 も決ま らないな。 高

い車椅 子の方 がいい かな。い ろい ろな もの があって選ぶ のに

迷 うな。

指示 「自分の求 めた ものを もとに し ４　 自分の 求めた もの をもとにアル ミ缶 回収 を盛 り上 げるた めのポ 30 

て、アル ミ缶 回収 よびか けのポ スター をつ くるぞ。

スター をつ くろ う」 Ｅ男 ：み んなにわ か りやす く伝 えるために絵 を描 いた り、い ろい

指示 「発 表す るための準備 を しよ う」 ろ工夫 してい こ う。

説明 〈どの よ うに求 めて、ポス ター ５　み ん な にわか りや す く伝 える こ とがで き る よ う工 夫 してい く 40

を作 った のか、み んなにわ かる ぞ。

よ うに説明 しよ う〉 Ａ子 ：委員 会で伊奈 の里にい った ときの こ とを思 い出 して、み ん

なに訴 え られ るよ うに工夫 して発 表 したいな。

Ｂ子 ：どの よ うに発表 した らよいか順番や 言い方 を考 えよ う。

指示 「班の発表 を聞 いた ら、評価 を ６　 どの班 も頑張 ってい るな。 しっか り評 価 しよ う。
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しま し ょ う」 Ｄ男 ：大 きな声で発表 してい る とわか りやす いな。

Ｅ男 ：実際 に伊 奈の里 に行 った経験 を説 明に加 えてい ると説 得力

が あるな。

指示 「この学習 を通 して の感想 を書 ７　い ろいろ学ぶ ことがで きた な。 10

きま しょ う」 Ａ子 ：どの班 の発表 も とて もよかった な。

Ｂ子 ：班 で発表 す るのは楽 しい な。 

5）　生徒のコ ミュニケーシ ョンと表現物

班 でのポスター作成について、 どの班 もい ろいろな議論 を しなが ら車椅子の金額 を設定

し、その 目標達成 のために よ り具体的なアル ミ缶 回収個数や回収 回数 について比例 関係 を

活用 していた。Ａ子の班では 「どのよ うにポスター をつ くった らいいかな」 とい うＡ子の

問いにＥ男は 「ワー クシー トのよ うにつ くればいいん じゃない」 と答 えていた。 しか し、

みん なの中で選 ばれ るよ うにす るた めに訴 えるには どうした らいいか とい う議論 か ら、

「ポスター ２」の よ うに １人 あた りの個数 を明記す ることが大切 ではないか とい うこ とに

なった。また、他 の班 よ りも何か特徴的な ものがで きないか とい う話 し合いか ら、いつ も

生徒会新聞で呼びかけている一人10缶 を目標 にす ると自分達 が購入 しようとしてい る車

椅子 が何台購入できるか とい う視 点を入れ た らどうか とい うＡ子 の提案 が採用 され、 Ｅ男

が 「計算す ると ６ヶ月だ と約2．5台 になって しま うか ら12ヶ 月に した よ うがいい よ」とい

うことか らポスターが作成 された。 こ うして、比例関係 を活用 しなが らもよ り実生活 に結

びついた学習 を通 して、表現 し、 コミュニケー シ ョンす る能力 の育成 を確認す ることがで

きた。

生徒のポスター作成例 （呼 びかけポス ター）

ポ ス ター １ ポスター ２ ポスター ３

６　生徒の感想 と思考力 ・判断力 ・表現 力の育成へ の解釈

（1）　生徒の感想
・ 自分のみのまわ りにた くさん数学の考 え方がか くれていてお もしろい し、不思議 だな

あ と思いま した。 １ヶ月で どれ くらい集 める と何 円たま り、 どれ くらい車いすが買える

のかを求め る計算 が楽 しかったです。難 しかった ところは、計算 とポスターづ くりと意

見 をま とめるこ とで した。 アル ミ缶 の重 さ、値段 、個数は比例関係 にあることが分か り

ま した。電卓が うま く使 えるよ うにな りま した。 （Ａ子）
・ 班のみんな と協力 して ポスターを作成 した りしてす ごいためになった し楽 しかったで

す。ほかの班 も考 えも教 えて もらったのです ごくよかったです。 アル ミ缶の １つの値段

がわかるといろい ろ分か りま した。 比例 関係だ とい うことが分か りま した。 目標 の値段

が分かると必要なアル ミ缶 の個数がわかることを学びま した。班 のみんな と協力 してや

ったのが楽 しか ったです。 （Ｂ子）

・比例はかな り苦手だった けど人 のため と思 った らもっと勉強 した くな りま した。みんな

とポスターを作れたこ とが楽 しかったです。計算す るところは難 しかったです。 アル ミ

缶 の学習で、これか らの生活 に役 にたちそ う。 もっ と勉強 していきたい。い ろいろため
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にな りま した。 （Ｃ子 ）

・いろいろな所 で比例 関係 があるのだ と思 いま した。発表の時 に質問がいろいろな ことが

出たので楽 しか ったです。 アル ミ缶の 「個数 と値段」 「重 さと個数」 「値段 と重 さ」が

比例 関係 だ とい うことがわか り自分達の発表が しっか りできて よかったです。 （Ｄ男）

・道徳 にも関係が あ り老人の介護 についても 目を向けていきたい と思 いま した。班で協力

する楽 しさが分か りま した。特 に難 しかった ことはなかったです。身のまわ りの ことに

も比例に関係す るか調べたい と思いま した。数学の勉強で比例 をもっ と勉強 したい と思

いま した。 （Ｅ男）

（2）　思考 力 ・判断 力 ・表現 力への解釈

生徒の感想 で紹介 したＡ子 とＥ男は数学 のテス トはいつ も高得点を とる生徒である。Ａ

子は物事に対 して しっか り考えることができ、 Ｅ男 は発表が得意ではない生徒である。 Ｂ

子は計算はできるが文章題 には苦手意識 がある生徒 である。 Ｃ子は数学全般 に強い苦手意

識がある生徒 である。 Ｄ男は積極的 に発表ができ るが物事に落 ち着いて取 り組む ことや班

で協力す ることには苦手な生徒 である。 これ らの生徒 を追跡 し、感想や授業での取組状況

か ら思考力 ・判断力 ・表現力が どう育成 されたか分析す ることに した。

1）　思考力 ・判断力について

Ｂ子 は文章題が苦手な生徒である。 そのＢ子が ワー クシー トをもとに した学習を通 して

比例 関係 を見出す ことがで きるよ うになったことが学習の取組か らみ とることができた。

また、みんなで話 し合 って 目標 の車椅子 の金額に達成す るためのアル ミ缶の個数 を求 める

ことができた うれ しさが感想 か らうかがえる。 Ｄ男 は どの車椅子 を購入す るかについては

じめは 自分 の主張 を押 し通 しまわ りの意見 を聞かない様子があった。 しか し班での話 し合

いの中で何 を 目的に して車椅子 を購入すべ きか、 ど うした ら求 められ るかな どを議論す る

ことを通 して 自分の考 えと友達の考 えを比較 してよ りよい もの を選ぶ な どの活動がみ られ

た。 この ことか ら班 での協 同学習での追究が思考力 ・判断力 を育成す る上で有効であった

と考 えられ る。またＣ子は数学全般 に苦手意識の とて も強い生徒 である。 Ｃ子の人のため

になると考 えると頑張っていけそ うであることや班の仲間 と一緒 にポスター を作成 したこ

とが楽 しかった とい う感想 か らも班活動の有効 さを解釈す ることができる。

2）　表現 力について

Ｅ男は知識 ・理解の力は十分 もってい る生徒 である

が、表現力 は課題 があった。 しか しポスターづ くりで

は 自分のポスター が班で採用 され とても うれ しそ うで

あった。発表ではた どた どしさがあった もののよ く発

表 を頑張 っていた。 ワークシー トを もとに何 を発表す

れば よいかのシナ リオがあった こともＥ男が発表す る

ときの 自信 になったと考 え られ る。 また福祉 に関係 し

てい ることか らよ り身近 に感 じて学習で きたこ とも発 写 真 （ポスター発表会での質疑応答の様子）

表意欲 につながった とみ るこ とができる。 Ａ子は意見をま とめることの難 しさを実感 しな

が らもしっか りと班員の意見 を聞きなが らま とめ よ りよい発表 をす ることができた。 Ｂ子

は自分 で発表す るだ けでな くみんなの発表や考 えを聞 くことの楽 しさを実感 し学習意欲 を

さらに高め ることができた ことが感想か ら読み取れ る。 このことか ら表現力を育成す る上

で協同学習だけでな く相互 に発表 し合 うことが有効 であった と解釈す ることができる。

これ らをもって、数学 における活用力、思考力 ・判断力 ・表現力を育成できたと解釈す

ることがで きる。

（埼玉県総合教育 センター　 野 口　千津子）
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第 ２部　 第 ３章　 第 ３節

一次方程式を活用 し、思考 力 ・判断力 ・表現 力を育成する授業
－ どの 買い方が一番 、 お得 か な ？－

１　授業実践のポイン ト

本実践は、中学 １年生の生徒 に対 して、 日常的な買い物 の場面か ら数学の世界へ と引き

込み一次方程式 を利用 し、思考力 ・判断力 ・表現力 を育成す ることをね らい としてい る。

授業でのポイ ン トは、次の ２点である。一つめは、学習 問題 を工夫 した ことである。一

次方程式 を解 くこ とはできるが、文章問題 は苦手 とい う生徒が多い。そ こで、問題文は、

興味関心が もてるよ う会話の場 面を取 り入れ、よ りリアル な 日常現実社会 に近づけるよ う

に した。二つめは、思考力 ・判断力 ・表現力を育成す るために、グループ学習 による問題

作 りを実施する。今 までの学習 を振 り返 り、い くつかの場面 を提示 し、一次方程式を利用

す る問題作 りに取 り組 ませ る。小 グルー プか らクラス全体へ と段 階を踏んで 自分の考 えが

説明できるような場を設定 したこ とである。 これ らの活動 を通 して、思考力 ・判断力 ・表

現力の育成を図る。

２　 「キー ・コ ン ピテ ン シー 」 を育 成す る学 習

授 業 実践 の時 期 は 、 平成20年11月24日 ～12月 １日ま で で あ る。 実 施 した学 校 は小 川

町立 東 中学 校 、対 象 学年 ・ク ラス は、 １年 ２組 （男 子19名 、女 子14名 、計33名 ） で あ

る。

（1）　関連す る単元の流れ

使用教科書は啓林館 『楽 しさひろが る数学 １』である。

中学校第 １学年 「方程式」　 １４時間扱い

①方程式 とその解　 １時間

②等式の性質と方程式　 ２時間

③方程式の解き方　 ３時間

④方程式の利用　 ４時間

⑤章末問題　 １時間

⑥発展的学習 （本時）　 ３時間

（2）　「キ ー ・コ ン ピテ ンシー 」 を育 成す る学 習

一次方程式 を活用 し

、思考力 ・判断力 ・表現力を育成す る発展的学習 ・・・・ ３時間


①読解力 を育成す る学習 「どの買い方が一番、お得 かな ？」　 １時間

②思考力 ・判断力 ・表現力 を育成す る学習 「問題 作 り」　 １時間

③ 思 考力 ・判 断 力 ・表 現 力 を育成 す る学 習 「新 作 問題 発 表会 」 ・・・・・・１時 間

（3）　時間の生み 出 し

本 単元 の流れ は全 １４時間扱 いである。教科書 の章末問題 を精選 して １時間に し、課題

学習の時間を ２時間活用 して、本時 の活用力 を育成す る学習 を ３時間の授業で扱 うことに

した。

３　 「キー ・コンピテンシー」 を育成する学習 と能力観 との関連

（1）　 「キー ・コン ピテ ンシー 」 との関 連


相互作用的 に道具 を用い る （Ａ言語 、記号、文書を相互作用的 に用 いる）


（2）　中教審答申 「思考力 ・判断力 ・表現力」、「言語活動の充実」 との関連


Ａ－ ４ ：情報 を分析 ・評価 し論述す る
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Ｂ－４ ：比較や分類、関連づけ とい った考えるための技法を活用 して説明す る

（3）　新学習指導要領 との関連
・〔第 １学年 〕 「Ａ 数 と式 」 の （３）一 元 一 次方 程 式

・数学的活動 ：〔第 １学年〕イ 日常生活や社会 で数学を利用する活動

４　読解力を育成する学習

（1） 授業の概要

読解力を育成す るために、長 めの問題文に した。その中には、解決にあた り関係のない

数値 なども取 り入れ てい る。 この問題 は何 を聞いてい るのか、そのために必要なことは何

か、ほかに必要な ものはないかな どを与 え られた情報か ら適切に選択 し、 どの ように考え

れば解 けそ うかを考えてい く。その手がか りとして、 ワークシー トを使 いなが ら授業を進

めてい く。

（2）　問題文

１年 （ ）組 名 前 （ ）

マ イ さん とナ オ さん は 、 ５ ０ ０ ０円 も っ て 、 ク リス マ ス の プ レゼ ン トを 買 い に ア ウ トレ ッ ト ・オ ガ

ワ 店 へ 出 か け ま した 。 お 店 は お 客 で い っ ぱ い で す 。 洋 服 は全 品 ３割 引 に な っ て い ま す 。 ２人 で 相 談 し

た 結 果 、 ノー トを 買 う こ と に しま した 。 こ の 店 の 文房 具 売 り場 は 、 曜 日に よ っ て サ ー ビス の 内 容 が 変

わることで有名です。 ２人は早速、店員 さんに聞いてみま した。

このお店のサー ビスについて教えて ください。

い らっ しゃ い ま せ 。

月 曜 日 と火 曜 日は 、 割 引 は しな い で 定 価 の ま ま で 売 っ て い る け ど、 ５冊 買 う と

１冊 お ま け しま す。 １ ０冊 買 え ば ２冊 、 １ ５冊 買 え ば ３冊 の よ うに ５冊 買 うご

と に １冊 サ ー ビス します よ。

わか りま した。それでは水曜 日はどうですか

は い 、 水 曜 日 と木 曜 日は ３冊 をセ ッ トに して 、 売 りま す 。

も ち ろ ん 定価 で 買 う よ り、 とて も安 く な っ て い る よ。

３冊ずつになっているのね。金曜 日はどうですか。

はい、金曜 と土曜 日は、 ２冊までは定価のままで売 ります。

３冊または ４冊買 うと購入金額全体の ２％割引します。

５冊、 ６冊では、４％割引ます。 ７冊、 ８冊では、 ６％割引というよ うに

２冊増すごとに ２％ずつ割引率を増や していきます。

ふ ー ん 、 な ん か複 雑 。
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最後に日曜日ですが、定価のままで割引は しません。

でも、クリスマス用に特製 リボンを付けてラッピングします。

店員 さんの話を聞いた２人は、何曜 日に買 うのが一番安いのか考え始めま した。

ノー トは ２４冊買います。あなたは何曜 日に買いますか。

＊	 ワークシー ト開発の工夫点

日常生活 の文脈 の中か ら問題文を作成す ることによって、生徒 の学習意欲 の喚起 をね ら

った。文章は会話ふ うに設 定 した。

（3）　読解力を育成するワークシー ト

１年 （ ）組 名前 （ ）

☆この問題は、何を聞いているので しょうか ？

○何曜日に買うといいか

○何曜日が一番安いか


☆この文章の内容で、問題を解 くために必要なことは何でしょうか ？


○曜日ごとのサービス

○ノー トの定価 （この問題文では不十分）


☆この文章の内容で、問題を解 くために必要でないことは、何かな？


○５０００円もっていること

○洋服は３割引

○クリスマス用の特製リボン


☆どうや って問題をとけばいいので しょうか ？


○ノートの定価を考える	 （条件を追加）

水曜 日 ・木曜 日の ３冊セ ッ トを ４つ買 った代 金 は １０ ８０円です。

金曜 日 ・土曜 日に １２冊 買った代金 と同 じにな ります。


ノー ト１冊 の定価 はい くらで しよ う。


○定価をｘ円として、方程式を立てる

○定価を求め、２４冊分の代金を求める


月 ・火 １０ ０×２０＝ ２０００ ２０００円


水 ・木 ２４÷ ３＝８　 ２７０ ×８＝ ２ １６０ ２ １６０円


金 ・土 ２２％割引くから


２４００ ×０． ７ ８＝ １８７ ２ １８７ ２円


日 ２４００円


☆いつ買うと一番安 く買えますか


○金曜日 ・土曜日


☆ノー トが何冊でも金曜 日 ・土曜 日が一番安 く買えるのかな


○ノー トの数によって、安くなる日が変わる


☆今 日の授業のま とめ


○問題を解決するために方程式を利用した

※ワークシー ト開発の工夫点

文章の構造を捉 えるために、 「この問題は何を聞いているのか」 「問題 を解 くために必

要な条件 、必要でない条件は何 か」な どの問 を入れなが ら把握す ることをね らい とした。

また、 このままでは条件 が足 りず問題解決が難 しい ことに気づかせ 、新たな条件 をつ け加

えてい く形 に した。そ して、解決 に必要な情報 を取捨選択 し、関連づ け、筋道 をたてて考

えてい く力 の育成 をね らい とした。
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（4）　読解力を育成する授業の流れ

１）ね らい

・与 え られ た情報を分類整理 した り必要 なものを適切 に選択 し、既習の割合や一次方程

式の考えを使って答 えを導 くことができる。

２）関連する能力観

・課題解決 のた めの構想 を立てること

・比較や分類、関連づ け といった考えるための技法 を活用 して説 明す る

３）準備

・問題 用 紙 （掲 示 用）・ワー ク シー ト１ ・電卓

４）展開

発 問 ・指 示 ・説 明 ・板 書 生徒の学習の実際 時間

【板書】問題を提示す る １　文章が長いな、でもがんばるぞ


指示 「問題を各自で読みな さい」 問題解決のために、必要な条件を取捨選択す る ２分


発問 『問題の意味は分かったかな』 Ａ男 ：文章をよく読み、意味を理解す る


発問 『この問題は何を聞いているのかな』 Ｂ子 ：一番安 く買える曜 日です


発問 『問題を解 くために必要なことは、何 Ｃ 男 ：曜 日 ご との サ ー ビス で す


でしょう』 ノー ト １冊 の 定価 で す


発問『問題を解 くために必要でないものは、 Ｄ 子 ：５ ０ ０ ０円 持 っ て い る こ と


何でしょう』 洋 服 全 品 ３割 引 、 特 製 リボ ン 10分


発問『どのように問題を解けばいいのかな』 ２　 よ し、調べ るぞ


説明＜定価が必要だ と意見が出た ら、条件 Ｄ男 ：ノー ト１冊の定価 を求める必要がある


を追加す る＞


中心発問 『定価はい くらか求めなさい』 ３　定価がいくらか調べるぞ


説明＜定価 に関する情報を配布 し、ワーク 定価を ｘ円として方程式を立て、解決する


シー トに貼らせ、考えさせる＞ Ａ 男 ： １ ２ ｘ × ０ ． ９ ＝ １ ０ ８ ０

ｘ ＝ １ ０ ０ 25分


発問『ノー ト一冊の定価が分か りま したか』 定価 １００円


発問 『その結果をもとに何曜 日が一番安い ４　 考 え よ う


か調べ よう』 Ｄ子 ：定価 １００円を利用 して、曜 日ごとの値段


を求めよう


Ｃ男 ：金 ・土は ２４冊買うと何％割引くのかな


発問 『何冊買っても金 ・土が一番安いのか ５　調べるぞ ８分


な』 Ｂ子 ：１冊 の とき は 日曜 日だ よ


Ｃ男 ：３冊 の とき は 水 ・木 だ よ


発問 『今 日の授業のまとめをしよ う』 ６　こんなことが大切だ ５分


５　課題解決のための活動的 ・協 同的 ・表現的な学び

（1）　授業の概要

ここでの学習 は、 グループ をつ くり自分たちで一次方程式 を利用 した問題作 りを行 う。

前時での買い物 の場面や それまでに学習 した過不足、速 さ ・時間 ・距離の場面 を想定 させ

て取 り組 ませ る。そ して、同 じ場面 でグループ発表 し、次時 に全体で発表会をす る計画を

立てた。 グル ープ発表では問題 を解 くだけでな く、工夫 した ところな どを自分の言葉で伝

え、 よりよい ものを作 りあげてい く。そ して、クラス全体で新作問題発表会を行 う。 この

活動を通 して、数学 を活用す ることへの関心や意欲 を高め、思考力 ・判断力 ・表現力 を育
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成 す る。

（2）　思考力 ・判断力 ・表現 力を育成す るワー クシー ト

＜ ワー ク シー ト２＞ １年 （ ）組 名前 （ ）

自分た ちで新 しい問題 をつ くろ う
一次方程式を利用する文章問題を自分たちで作ってみましょう。

今までの学習を思い出し、どんな場面で問題を作るか考えましょう。

次に、同じ場面を選んだ仲間とグループをつくり問題 を作 ります。その後、同 じ場面を

選択 したグループで問題を発表 しあった り、全体発表用に模造紙に書いてもらいます。

☆どんな場面で考えよう


【買い物 に関す る問題 】 【過不足 の問題 】


【速 さ ・時間 ・距離 に関する問題 】 【その他 、 自分で考 えた場面】

☆何を答えさせようかな

☆自分たちで問題をつくってみよう


（問題 文）


（解 き方） （答 え）


（工 夫 した こ と ・感 想 ）

☆グルー プの仲間 に発表 しよう。＜模造紙にわかりやすく、ていねいな字で書きましょう。＞

☆同 じ場面のグループで問題を解 こう


☆どのグルー プの問題がよかったですか。理由も書いてください


※ ワー クシー ト開発の工 夫点

どんな問題 をつ くるか考 えやす くするために、い くつ かの場面 を設 定 した。 問題 を作

成 し、出題 し、答える とい う活動 を通 して、他人 とコミュニケー シ ョンす る能力 を育成

す るように した。
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＜ ワー クシー ト３＞ １年 （ ）組 名 前 （ ）

新 作 問 題 発 表 会
【買い物 しよ う】 ＊解 決 で き た ら、 出 題 者 【速 さ ・時間 ・距 離 】 ＊解 決 で き た ら、 出題 者 に

に見 て も らお う 見 て も らお う

【過不足 】 ＊解 決 で き た ら、出題 者 に見 て 【その他 】 ＊解 決 で き た ら、 出題 者 に見 て も らお う

も らお う

☆仲間の発表でよかったところ、工夫 してる所など気がついたことをメモしよう。

【買い物 しよ う】 【速 さ ・時 間 ・距離 】

【過不足】 【その他】

☆今日の授業で学んだこと分かったことをまとめてみよう。

☆感想

※ワークシー ト開発の工夫点

新作問題発表会で、仲間が作 った問題 を解 くだけでな く、 自分たちの工夫 したことや

他のグループのよい所 な どを記入 できるように した。

（3）　「課題解決のための活動的 ・協 同的 ・表現的な学 び」の授業の流れ

１）ね らい

・自分たちで問題 を作成 し、出題 し、答える とい う活動 を通 して、他人 とコミュニケーシ

ョンす る能力 を育成す る。

・他のグループが作った問題 を解 くことがで きる。

２）関連する能 力観

・互いの考 えを伝 え合 い、自らの考 えや集団の考 えを発展 させ る
・比較や分類 、関連づけ といった考 えるための技法 を活用 して説 明す る
・算数 ・数学を道具 と して使用 し、表現 し、コ ミュニケーシ ョンしてい く

３）準備 ワ ー ク シ ー ト ２ 、 ワ ー ク シ ー ト ３ 、 模 造 紙 、 マ ジ ッ ク

４）授 業の流れ （第 ２時 ）

発 問 ・指 示 ・説 明 ・板 書 生徒の学習の実際 時間


板書 【学習問題 「問題をつくろう」】 １　おもしろそ うだな


説明＜前時までを振 り返 り、自分で方程式 ５分


を利用する文章問題をつくり発表 します ＞


指示 「どんな場面で問題を作 りたいか選択 ２　場面を決定し、問題を作るぞ


しましょう」 ４つの場面から選択 させる。その後、同 じ場面


を選択 した者同士で、グループをつ くり、問題作

成にあたる。グループは３人まで とす る。

指示 「同 じ場面を選択 したもの同士で、グ Ｂ子 ：どの場面で考えよう


ループをつ くりなさい」 Ｄ子 ：私は買い物で問題を作ってみるわ 30分


中心発問 『グループで問題 を考え、できた Ａ男 ：意見を出 し合 って、よい問題を作ろう

ら模造紙にま とめま しょう』 Ｃ男 ：きれいに分か りやすく書 こう
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指示 「同じ場面のグループで発表 しよう」 ３　 グルー プ ご とで発 表 しよ う 15分

指示 「新作問題発表会の準備をしよう」 Ａ男 ：どのグループも考えて作ってるな

（第 ３時 ）


指示 「新作問題発表会を行います。 はじめ １　新作問題、楽 しみだな


のグループは準備をしま しょう」 １場面 １０分の発表会。解答者は 自分で挑戦 し


たいグループの発表を聞き、問題に挑戦する。 40分

指示 「発表を聞きたいグループの場所へ行 発表者は問題を読むだけでなく、工夫 した所など

き、問題を解いてみましょう」 も伝 える。正解 した者には丸を付ける。

２　 よ し、解 い てみ よ う

指示 「次のグループの発表を行います。 時間内に解 けたら他のグループにも挑戦させる

準備 しなさい。」 そのグループのよいところを記入させる

発問 「それぞれのグループのよかったとこ ３　いろいろな工夫 していたな

ろを発表 してくだ さい」 発表会の感想を発表する 10分

発問 「今 日の授業で分かったこと、感想 を ４　楽 しく取 り組めたな

かきましょう」

５）生徒のコ ミュニケー シ ョンと表現物

Ｂ 子のグループは過不足 の問題 を作 ることに した。Ｄ

子 は具体的 な場 面設 定 を考 え始 めた。 隣の グルー プが

ク リスマ スプ レゼ ン トの話 を作 っていたた め、 自分 た

ちはお正月 に しよ うと Ｂ 子に伝 える。 お正月だ とお年

玉 が連想 できたのか、お小遣 いを子 どもにあげる話 に

す ることになった。 そこまでは Ｄ 子 が中心に話 を進 め

ていたが、実際 に問題 とな る と、 ど うすれ ば よいか考

えてい る様子であった。Ｂ子 「数字をいろいろ考 えると 図１　Ｂ子の数値を除いた問題文

答 えがおか しくな るか ら、まず文章 だけ作 ろ う」 と提

案 し、既 習の 問題 を思い 出 し、数 値 の部 分 をカ ッコで

表 し、Ｄ子 と一緒に文 を作 り始 めた。 （図 １）

Ｄ 子 「２０００円ずつ分 けて 、 ４０００円余 る」 と書

き始 めた。Ｂ子 がその理 由を聞 くと 「２で割 り切れ るか

らいいか な と思 った。 ４ ０００円余 る とい うのは ２人

分にな る し」Ｄ 子は全体 の構成 が把握 で きていない。

頭 に浮かんだ数値 をただ言葉に出 していた。

次 に Ｂ 子 は 「全部でい くら持 ってい るこ とに しの」

と聞くとＤ子 は考えていなかった ようだ った。そ こで、 図 ２　Ｂ子 たちの 問題

Ｂ子は 「それだ と難 しくなるか ら、そ うね、 １万円持

っ てい る こ とに しよ う。 子 どもた ち に ２ ５０円ず つ分 け る と４ ０人 にぴ っ た り分 け られ て

しま うか ら、 この ２ ５ ０円 に数 をつ け加 えた り減 ら した り して作 ろ う」 と提 案す る。Ｄ 子

は 、 な る ほ ど とい う様 子。 「で も、 ４ ０人 は多 くな い ？」 とい う Ｄ 子 に 、 「じゃ あ、 ク ラ

ス の人 数 に しよ うか 、 ３５人 で ど う ？」 と Ａ 子 。 「３ ５人 だ った ら ２ ５ ０円分 ける と １２

５ ０円余 る よ。 ・・略 ・・３０ ０円にす る と ５０ ０円足 りな くな る。 で きた よ。」 （図 ２）

Ｄ 子は、具体的な数値 を考えると問題作 りは難 しい と感 じていたが、Ｂ子 のア ドバイス

か ら、順番に数値 を考えていくのではな く、求め させたい 「人数 とお小遣 い全額」を決 め

てお くと問題 が作 りやすいこ とを経験することができた。Ｂ子の よさを認 めていた。

この よ うな生徒 のコ ミュニケー ションか ら方程式 の問題 作 りを道具 として使用 し、表現 し、

コミュニケーシ ョンす る能力 の育成 を確認す ることができる。
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６　生徒の感想 と思考 力 ・判断力 ・表現 力の育成への解釈

（1） 生徒の感想
・方程式は とて も多 くの場面で使 え、 とて もおも しろい と思いま した。 自分たちの問題

も難 しく作 った と思 った ら、解かれて しまいま した。 グループになって考 えると、 自分

以外の人の考 えも知れてお もしろいな と思いま した。 自分以外 の意見を聞 くことも大事

なんだ と思いま した。それ と大勢でや る と楽 しい とい うのも感 じられ ま した。今回の授

業 は楽 しかったです。 （Ａ男）
・一人でや るよ りは何人かでや った方 が問題 も作 りやす い し

、相談 しながらいろい ろ決

めてい くことができた。値段 とか人数 とか決めるのも、 どうしよ うか悩 んだけ ど楽 しか

った。 自分 の中になかった考え方や問題が出た り、ア ドバイスができた りす るので グル

ープでや るのはよい と思 う
。 また、や りたいです。 （Ｂ子）

・いつ もは教科書や ワー クに問題があるけ ど、 自分たちで考 えるのは難 しかった。他の

人 の問題 を解 くのは楽 しかった。いろいろな問題 があって楽 しかった。 自分たちの問題

を解 きにきて くれたのが うれ しかった。 グループでや ると自分が分か らない ことを教え

て くれた りして助か りま した。一人でや るよ りグループでや った方が達成感があった。

協力 できた。 （Ｃ男）

（2）　思考 力 ・判断力 ・表現 力への解釈

＜問題作 りの授業 ＞

・グルー プで意 見 を交 わ しなが ら自分 の考 えを表現 し

伝 え合 うな どの場 面が数多 く見 られ た。 た とえば、距


離 ・速 さ ・時 間に関す る問題 を作 ろ うと してい たグル

ープは、忘れ物 を届 けに行 く問題 を考えるこ とに した。


「走ってい く、車にす る ？それ とも自転車 ？何にす る」


とい う文章表現に関す る話 し合 いか ら、徐 々に方程式 を


道具 として使用 してい く話 し合い になってい った。数値


については、人の走る速 さは どれ く らいなのか、意見交


換 しグルー プと して決定 してい く場面や答 えがきれ いに


整数 で求 め られ るよ うに数値 を決 めてい く場面 などグル

ープ として、また個人 として意志決定 をす る場面が見 ら


れた。 その後、発表会 に向け、その成果を模造紙に作 り


あげてい くことになる。主体的 で協同的な参加型 の学び 図 ３　グルー プで問 題作 り


が成立 した と考 える。 （図 ３）


＜新作問題発表会＞

・生徒 の反 応 がす ぐに発表者 であ る生徒 にフ ィー ドバ

ック され るよ う、発 表会形式 で行 った。 問題 を発表す


るだけでな く、 問題 を作 る上 で工夫 した こ とや 問題 を


作 った感想 な ども自分の意見 と して発表 させ た。発 表


した生徒 たちか らは 「発表 を聞い て くれて よかった」、


「自分 たちの問題 を解 いて くれ ると うれ しい」な どの

感想が多かった。 また、聞 く側の生徒 たちは 「いろいろ 図４　発表会の様子


な問題 が解 けて楽 しかった」、 「また、や ってみたい」


「今度は もっと難 しい問題 を作ってみ たい」など学習意欲 の喚起、持続、強化す ること

がで きた と考え る。 この ことをもって、数学 における活用力、思考力 ・判断力 ・表現力

を育成 できた と解釈す ることができた。 （図 ４）

（小川町立東中学校　吉岡武志）
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第 ２部　 第 ３章　 第 ４節

「連立方程式」や 「一次関数」 を利用 した

読解力と表現力を育成する授業
－ 大統領の決断で発電所を作ろう －

１　授業実践のポイン ト

計算問題 は黙 々と取り組むことができるが、文章題 などには、取 り組むことが苦手な生徒 が多

く、文章題となると、手をつけず に教師の説明を待 つ場面が多い。これは、文章題 を読解すること

に慣れていなかったり、課題意識をもって取り組む経験が少ないからと考える。本授 業では、連立

方程式の発展的な課題 として、生徒 自ら課題 を選択 し、グループで検討しながら、よりよい解を発

表 していくという授業を展開していく。話し合ったり、発表していく中で、条件 に合う解 が複数ある

ことに気づき、その中でよりよいものを検討 し、他のグループに説明していくという活動を通して表

現力を身につける。

２　 「キ ー ・コ ン ピテ ン シー」 を育 成す る学 習

授 業実 践 の時期 は 、平成20年12月 ８日である。実施 した学校 は 滑川 町 立 滑川 中学校 、対 象

学 年 ・クラスは 、２年 ３組 （男子16名

（1）　 関連す る単元の流れ

「楽しさひろがる数学２」 啓林館

、女 子17名

「連立方

、計33名

程式」

）である。

①　連立方程式とその解　

②　連立方程式の解き方　

③　連立方程式の利用　

④　章末問題　

２時間

５時間

４時間

２時間

⑤　 発展学習 （本時）　 ２時間

「楽しさひろがる数学２」 啓林館 「一次関数」終了後でも可

（２）　	 「キー ・コン ピテ ンシー 」 を育 成 す る学 習

読解力を育成する学習 「あなたは大統領」　 １時間

思考力・判断力 ・表現力を育成する学習 「大統領の決断」　 １時間

（３）　 時間の生み 出 し

本単元は14時 間扱いである。章末問題を１時間減じ、新たに２時間を発展的 に充てた。総

時間数は15時 間となるが、１時間は課題学習の時間を活用した。

３　 「キー ・コンピテ ンシー」 を育成する学習 と能 力観 との関連

（１）　	 「キ ー ・コ ン ピテ ン シー 」 との 関連

相互作用的に道具を用いる（Ａ言語 ・記号 ・文章を相互作用的 に用いる）

（２）　 中教審答 申の	 「思考力 ・判断力 ・表現力」 と 「言語活動の充実」との関連

Ａ－６：互いの考えを伝え合い、自らの考えや集 団の考えを発展させる

Ｂ－４：比較や分類 、関連づけといった考えるための技法を活用して説明する。

（３）　 新学習指導要領 との関連

第２学年 「Ａ　数と式」（２）連立二元一次方程式
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４　読解力を育成する学習

（１）　 授業の概要

空想的な場面である。問題 の文章は分量も多いが、様 々な条件 の中から、自分たちが選んだ

条件からあったものを見つけ出すという活動を大切にしていく。

（２）　 問題文

問 題


あなたはナメッカ国の大統領です。


ナメッカ国は新 しい国で、様々な問題があ ります。

その中でも、電力の問題は国の最重要課題です。今年の予算で火力発電所 ・太陽光発電所を作

り、電力を供給 しなければいけません。

様々な大臣が大統領にそれぞれの立場で提案 しています。

＜国土交通大臣＞


国内の土地の活用状況から見ると、発電所は １４基まで設置できます。


＜経済産業大臣＞


将来の国内の経済の発展には ９００Ｅ （エネルギーの単位）の供給が必要です。


火力発電所は １基 １００Ｅ、太陽光発電所は １基 ５０Ｅ、発電できます。


＜財務大臣＞

発電所の建設予算は ２０００ＪＪまで （ＪＪはナメッカ国の通貨単位）です。

火力発電所を１基建設するのに １００ＪＪ、太陽光発電所を １基建設するのに２００ＪＪ

の費用がかか ります。

＜環境大臣＞

今、世界中で温暖化など環境のことについて問題になっています。そのことを考えると、

環境悪化指数は ５００におさえなければと思います。火力発電所は石油などの燃料を使い、

二酸化炭素を排出するので、 １基設置すると環境悪化指数は １００増えます。太陽光発電所

は二酸化炭素を排出することがないので、 １基設置すると環境悪化指数は ５０減 ります。

あなたはどの大臣の提案を受け入れ、 火力発電所と太陽光発電所を何基作 りますか。

＊ ワークシート開発の工夫点 ：空想 的な題材設定であるが、「自分 が大統領 であり、何でも決

定することができる。」という条件 の下、自由に考えることができるようにした。

（３）　 読解 力を育成す るワークシー ト

１　この問題では、何を求めているのですか。


建設する火力発電所と太陽光発電所の数


２　この問題で、問題にかかれている条件を整理 しよう。
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問題文に下線を引いて、わかりやすくしよう。

３　どう考えるとといいですか。

１人の大臣の提案を受け入れるだけだと、１つに決まらない。

２人の大臣の提案を受け入れると、連立方程式で解決できそう。

＜あなたはどの大臣の提案を受け入れましたか＞

・環境大臣の提案と経済産業大臣の提案　など

＜どのように解決するといいと思いますか。＞

・火力発電所をx基 、太陽光発電所をy基作ったとして、連立方程式で解決していく。

・表で解決していく

＊ ワークシート開発の工夫点 ：既習事項を思い起こさせたり、関連を考えることにより、課題解

決のヒントとした。考 え方をグル ープで考えさせることにより、生徒の思考を促 し、読解力だけでな

く、思考力の育成もねらっている。

（４）　読解力を育成する授業の流れ

１）　 ね らい

・課題解決のため、条件を整理し、構想を立てることができる。
・条件を整理 し、連立方程式を用いると課題を解決することに気づく。

２）　 関連す る能 力観

・日常的な事象を数学化すること

・概念 ・法則 ・意図などを解釈し、説明したり、活用したりする。
・比較や分類、関連づけといった考えるための技法を活用して説明する。

３）　 準備

・指 導 者 ：ワークシー ト、問題 提 示 ワー クシー ト

４）　 展開

発 問 ・指 示 ・板 書 生徒の学習の実際 時間

〈説 明〉今 日は数学 を使 って、


空想の世界 で大統領 となって


考えてみましょう。


ワークシー ト１を配布 するととも １　ほんとにそんな国あるの ？


に、提 示用ワークシートを黒板 Ａ子 ：そんな国ないよね。


に提示する。 Ｂ男 ：だから、空想 の世 界だ よ。


板書【学習問題】


指示 「今 日の問題 を各 自読ん


でみよう。」


発問『問題 の意 味はわかりまし ２　意味がわからない ？


たか。』 Ａ子 ：JJとか何 ？ Ｂ男 ：お金 の単位だよ。


生徒 同士で問題文 のわかりにくいところを補 っ


指示 「問題 文の大切なところに ている場面
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線 を引きましょう。」

発問『あなたはどの大臣の提案 ３　どの大臣の提案を受け入れる？ １５

を受け入れますか』 Ｃ男 ：経 済産 業大臣の提案を取り入れ 、火 力発

電所を９基作る。

Ｄ子 ：でも、環境 大臣がなんか言っているから、

太陽光発電も作った方がいい。

Ｅ子 ：太陽光発 電所を作るだけ、作った方がい

い。

Ｃ男 ：でも、金 がか かるよ。

いろいろな条件があることに気づき、お互いの解

釈を補っている場面

指示 「一人 の大臣の提案 だけ ４　２人の大 臣の意見を取 り入れてみよう。 １０

でなく、いろいろな大 臣の提案 Ａ子 ：連立方程式をつくって解 けるかな。でも、ど

を受 け入れる 答 えを出す こと うやって方程式をつくれ ばいいの。どれを

ができませんか。」 選べばいいの ？

Ｆ男 ：何 でもいい じゃない。

Ａ子 ：数字がないじゃない。

Ｆ男 ：数字は隠れているよ。

Ａ子 ：あっ、できそう。

でも、何 をxに す れ ばいいの ？

友達の意見を聞き、解決の方 向を見つけた場面

指 示 「では、グル ープで、解決 ５　グル ープの 力で、解 決 しよう。 １０

方 法を考 えてください。次の時 Ｇ子 ：みんな答えがちがうの ？

間にグル ープごとに発表 しても Ｈ 男 ：条 件 がちがうか ら、変 わってくるよ。

らいます。グループの中で一人 Ｇ子 ：どれがいいのかな ？
一人の意見を確認 しておいてく

ださい。」

５　課題解決のための活動的 ・協 同的 ・表現的な学 び

（１）　 授業の概要

グループの中で、条件 を整理し、発表することを通して、様 々な解法があることをわからせ、ど

のやり方がわかりやすいかを比較検討することを通して、判断力を育成する。

（２）　 思考 力 ・判断力 ・表現 力を育成す るワークシー ト

私たちのグループは

財務 大 臣と 環境 大 臣の提案を受け入れました

理 由は
お金のことも大切だけれど、これからは環境のことも考えなければいけないと考えたからです
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解決方法は
火力発電所をx基 、太陽光発電所をy基 作ったとすると、

財務大臣の提案は

100x＋200y＝2000… ①

環境大臣の提案は

100x－50y＝500… ②

という式で表される。

①と②の連立方程式を解くと、

x＝8，y＝6と な る。

火力発電所は 8基 、

太陽光発電所は 6基 設置 します。

＊ ワークシート開発 の工夫点 ：自分のグループの選んだ理 由や考えを同じような形で表現 さ

せ、そのまま、黒板にはることができるように、大きめに作り、みんなの前で同じように発表すること

ができるようにさせた。

（３）　 「課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び」の授業の流れ

１）　 ね らい

・連立方程式の解き方を用い、自分たちで選んだ条件を解決することができる。
・課題解決のため、条件を整理し、構想を立てることができる。

２）　 関連す る能 力観

・課題解決 のための構想を立てること

・比較や分類、関連づけといった考えるための技法を活用して説明する。
・数学を道具として使用し、表現し、コミュニケーションしていくこと。

３）　準備

・指導 者 ：ワークシー ト、発 表 用紙 、マジック

４）　 展開

発問 ・指示 ・板書 生徒の学習の実際 時間

指 示 「グル ープの 中で一 人一 １　グループの中で一人一人の意見を聞こう

人の意見を確認しよう。」 Ａ子 ：Ｈ男は何と何、


Ｈ男 ：火力発電所 ７基と太陽光発電所４基と


Ａ子 ：えっ ！８と６じゃないの ？


Ｈ男 ：私は経済産業大 臣と環境大臣の提案を採
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指 示 「グル ー プ で意 見 をまと

め、発表できるようにしよう」

指 示 「発 表 用 紙 を配 ります の

で、グル ープの意 見を書いてく

ださい。」

指 示 「結果を発表 してもらいま

しょう。」

指 示 「他 のグルー プの発表 を

聞いて、よりよい答えがないか

考えてみよう」

発 問『もっといい答 えはないで

すか。』

指示 「これまでの取り組 みをまと

めておこう」

用 したよ。

Ａ子 ：私は国土交通大臣と環境大 臣の提案を採

用したよ。どっちがいいのかな。

２　発表の準備をしよう １５

理 由がしっかりかけているか、解決方法がかけて

いるかなどを机間指導していく。

Ｉ子 ：理 由はどうする。

Ｊ男 ：なぜ、環境大臣を選んだかは、環境 が大切

だからだよ。

３　発表しよう １０

Ｄ子 ：私たちの班 は環境 大臣と経済産業大 臣の

提案 を受 け入れました。理 由は、世界 中で

温暖化などの環境問題があるので、これは

無視できない。また、国の経 済発展 のため

にもエネルギーを供 給す る必要 があるから

です。

４　他 の班の発表を聞いたら、新しい考えが出て

きた １０

Ａ子 ：私たちの班 は国土交通大臣と財務 大臣の

提案を受 け入れて、火力発電所を８基 、太

陽光発 電所を６基作ることにしましたが、他

の班の意見を聞いて、環境大臣の意見も受

け入れることができるし、経済産 業大 臣の

提案より、多くのエネル ギーを作ることもで

きるから、４人の大臣の意 見を受け入れるこ

とができる。

Ｃ男 ：そう考 えると、火 力発電所 を７基 、太 陽光

発電所を４基作ると、全部で11基 で、エネ

ルギーは900Eで 、予算は1500JJで 、環境

悪化指数も500で すべての条件をクリアし

ている。

Ｋ子 ：火力発電所 を６基 、太 陽光発電所を６基作

ると、全 部で12基 で、エネルギーは900E

で、予算は1800JJで 、環境悪化指数も20

0で すべての条件をクリアしている。Ｃ男の

意 見より、予算がかかるが、環境 のために

はいい。

５　感想を書こう １０
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５）　 生徒のコ ミュニケー シ ョンと表現物

グル ープの中で、一人一人の意見を確

認していく中で、問題 文に二元一次方程

式を書き込んであるワークシート（図 １）を

通して、グル ープ内の話 し合い活動 を行

い、このワークシートを見ることにより、連

立方程式をつくることができた。また、グル
ープ内の他 の生徒が求めた解を代入する

ことにも気づき、よりよい条件の解を求める

きっかけにもなった。

図１：二元一次方程 式が書き込んであるワークシート

グループで話し合い、発 表の準備 をしている段階で、最 初

の段階では、どの大臣の提案を受 け入れるか理 由が、明確で

なく、グループでの話 し合いに、「なぜ、それを選んだの ？」と

たず ねても、「なんとなく」という答 えがかえってきた。「他の班

を説得するんだよ。」という投げかけに対 して、「数学じゃない

みたい。」という反応もあったが、グループでの話 し合いが進

み、発表シートの作成のときには、「世界中で温暖化などの環

境 問題 があるので、これを無視できませ ん。 経 済発 展のた

めに900E供 給する必要もあります。」と、グループ独 自の理

由を考えて、発表した。（図２）

また、解 をかくだ けでなく、「900Eを 使 って、環境 悪 化 指 数

も500に お さえました。」というように 、自分た ちのグル ー プ の 図２：Ａ班の発表シート

取 り組みを振 り返る言葉をＢ班が見ることにより、Ｂ班 の発表内容も変わった。Ｂ班は最初国土交

通大臣の提案と財務大臣の提案 を受け入れて、解決方法を考えていたが、発表シートを掲示し、

発表前に整理 している段階 （図３）で、Ａ班の発表 （図２）を見て、自分たちの解でも、環境指数を

クリアすることと、経済産業大 臣の提案も受け入れることに気づき、発表し直した。（図４）

図 ３ ：作成された発表シー トを発表前に整理 している場面　 図４：修正されたＢ班の発表シート

６　生徒の感想 と思考 力 ・判断力 ・表現 力の育成への解釈
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（１）　 生徒の感想

Ａ子 ：はじめてやったので、興味深く取り組 めた。解き

方がわかってからは簡 単だったけど、それ まで

は難しかった。連立方程式が思 いつくまでが難

しかったが、いろいろな解き方が出てきて、楽し

かった。

Ｋ子 ：最初はめんどくさくて、大変かなと思った。一人

でやっていたら考えつかなかったことも、４人くら

いでやると他のいろいろな考え方も出てきて、意

見を出し合いながらできたので、楽しかった。２

人の大 臣の提案を受け入れるのはすぐできたけ 図３：発表用紙を作成している様子

ど、４人の大臣の提案をすべて解決 しよう考える

と結構難しかった。

（２）　 思考力 ・判断力 ・表現 力への解釈

Ａ子 は、計算問題などの「○○を解きなさい。」

という問題 には、高い能力を持っているが、文字

式の利 用での説 明問題や 、連立方程 式の文 章

題 などは余 りできなかった。この実践でも、最 初

は問題 文に何が書いてあるか理解 できずに、取

り組むことができなかった。しかし、グループ内で

のコミュニケーションを通して、事象を数学化する

ことや 、条件 を整理 して、課題 を解決す ることが

でき、授 業 中の発表 「私 たちの班 は国 土交通 大

臣と財務大 臣の提案を受 け入れて、火力発 電所

を８基 、太陽光発 電所 を６基作ることにしました

が、他の班の意見を聞いて、環境大臣の意見も 図４：話し合い活動の図

受け入れることができるし、経済産業大 臣の提案より、多くのエネルギーを作ることもできるから、４

人の大 臣の意見を受け入れることができる。」という表現ができるようになったと考える。

Ｋ子は授業 中、じっくり考え、クラスの中で発表の機 会がすくないるタイプの生徒 である。グルー

プの中では、みんなも意見を聞き、それをもとに、発表用の資料を作成した。みんなの意見を聞く

ことや他の班 の発表を聞くことを通して、考えが深まり、新しい解を見つ

け、自分のワークシートにメモしていた。（図５）しかし、メモの最後の左

辺と右辺 が違う（1800＝2000） ことが気になり、最初は発 表することが

できなかった。Ｃ男の発表を聞き、予算 が少なくなるということに気 づき、

「火 力発 電所 を６基、太陽光発電所を６基作ると、全部で12基 で、エネ

ルギーは900Eで 、予算は1800JJで 、環境悪化指数も200で すべての

条件をクリアしている。Ｃ男の意 見より、予算がかかるが、環境のために

はいい。」という発表ができるようになったと考える。 図 ５：Ｋ子 の メモ

これらをもって、数学にお ける活用力 、思考力 、判断力、表現力を育成できたと解釈することが

できる。

（滑川町立宮前小学校　志田隆之）
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第 ４章

理科における 「言語活動の充実」を図 る学習指導の あ り方



第 ２部　 第 ４章　 第 １節

理科 におけ る 「キー ・コン ピテ ンシー 」 を育 成す る学 習指導法 の開発

－ 「言語活 動の充実 」 と思考 力 ・判 断力 ・表 現 力の 育成 に焦 点 をあてて －

は じめに

PISA調 査の科学的 リテラシーは、キー ・コンピテ ンシーの 「相互作用的に道具 を用い る」

の 「Ｂ知識や情報を相互作用的に用いる」 に相当す る。知識 ・情報 を収集 ・選択 し、意志

決定 してい く力、また、それを 日常現実社会のコ ミュニケー シ ョンの 中で使用 してい く力

が現在求め られている。「活用」とはこ うしたこ とを指す ものである。中教審答 申ではこの

ことを 「課題解決のための思考力 ・判断力 ・表現力」の育成 と捉 え、「言語活動の充実」を

教科横断的に行 うことによって具体化 され るとしてい る。そ こでこの研究では、理科の学

習内容を道具 として使用 し、表現 し・コ ミュニケーシ ョン してい く能力を育成す るために、

理科 における 「言語活動 の充実」を具体化 した学習指導 の枠組み を作 ることにする。

１　日本における理科教育の課題

（1）理科の学力調査か ら

１）国際 数 学 ・理 科 教育 動 向 調査 （TIMSS2007） か ら

国際教育到達度評価学会 （IEA） の国際数学 ・理科教育動向調査 （TIMSS2007） の結果

が公表 された （2008年12月9日 ）。わが国では2007年 の ３月に実施 された ものである。

この調査 は、初等 中等教育段階の児童生徒 の算数 ・数学、理科 の知識 ・技能が どの程度習

得 されてい るか、また、学習環境 の条件等 の諸要因等 を中心に測定す るものである。今回

の調査では、第 ４学年 （小学校 ４年生） と第 ８学年 （中学校 ２年生）を調査 し、59カ 国の

国 と地域 （小学校は37カ 国、中学校は50カ 国）が参加 した。調査結果は、算数 ・数学、

理科の成績 は国際的にみて上位 を維持 した。平均得点はすべて前回以上であるが、統計上

の誤差を考えると前回のTIMSS2003と 同程度 と言 える。小学校 では改善傾 向にあるが依

（1）

然 として、学ぶ意欲や学習習慣 に課題がみ られ る としている 。

学習意欲 に関 して、理科 の場合で述べ ることにす る。 まず 「勉強の楽 しさについて」の

設問について述べ る。小学校理科 では 「特 にそ う思 う」 と答 えた児童 は、57％ であ り、国

際平均は59％ で あった。 中学校理科 では、18％ の生徒が 「特 にそ う思 う」 と答えてお り、

国際平均の46％ よりも26ポ イ ン トも下回った。次に 「苦手だ、得意な教科ではない」 と

い う設問について述べ る。小学校理科は78％ で、国際平均の67％ を逆 に11ポ イ ン トも上

回っている。中学校理科では、47％であ り、国際平均の55％ を ８ポイ ン トも下回っている。

これ は国際的 にみて低い レベルにある。また、「勉強に対する 自信 」の設 問につ いて述べ る。

小学校理科 は、高い レベル の割合が53％ で国際平均の61％ を ８ポイン ト下回ってい る。

中学校理科 は高い レベルの割合が20％ であ り、国際平均の48％ を21ポ イ ン トも下回って

いる。 これ は国際的に低い水準 となってい る。

「学習す る重要性 の意識」 （中学校 ２年生対象）について述べる。 「～ を勉強する と日常

生活の役 に立つ」とい う設問である。 「強 くそ う思 う」と 「そ う思 う」をあわせ ると、中学

校理科は53％ で、国際平均の84％ を31ポ イ ン トも下回っている。 「将来 自分が望む仕事

に就 くために～でよい成績 を とる必要があ る」の設問は、 「強 くそ う思 う」 と 「そ う思 う」
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をあわせ ると、 中学校理科 は45％ で、国際平均の72％ を27ポ イ ン トも下回っている。

２）OECD生 徒 の学 習 到 達度 調 査 （PISA2006）

OECD生 徒の学習到達度調査 （PISA2006） は、義務教育終了段階の15歳 児 を対象に、知

識や技能を実生活の様 々な場 面で直面す る課題 に どの程度活用できるかを評価す るもので

ある。2006年 は科学的 リテラシーの調査が行 われ た。科学的 リテ ラシー とは、科学的理解

と同時に、科学的な見解 を適用 し、証拠 について科学的に考 えることのできる能力 を求め

（2）

るものである。文部科学省 はPISA2006の 結果 を次のよ うに報告 している 。

・ 日本の科学的 リテラシー全体 の平均得点は531点 で、フィンラン ド、香港に次いで、

カナ ダか ら韓国まで と統計的な有意差がないため、上位 グルー プに位置 していると言

える。

・	 「科学的 な疑問 を認識す る こと」領域、 「現象 を科学的に説 明す ること」領域及び

「科学的な証拠 を用 いること」領域 の科学的能力の ３領域につ いて、得点の統計的な

有意差 をみる と、いずれ も 日本は上位 グループに位置 してい るとい える。
・ 日本の生徒は 「対話 を利用 した理科の授業」や 「モデルの使用や応用 を重視 した理

科の授業」な どの教授学習活動 はあま り活発 に行 われていない と認識 している。
・ 科学に関連 した職業 に就 くための準備 としての学校 の有用性 について、「私 の学校

の理科の授 業では、多 くの異なる職 業に就 くための基礎 的な技能や知識を生徒 に教 え

ている」な どの質問項 目に肯定的に回答 した 日本 の生徒の割合は少 ない。

PISA2006で は、 日本の生徒 の科学に対す る態度 、理科の学習環境について明 らかになっ

（3）

た	 。

「科学について知識 を得る ことが楽 しい」と肯定的 に答 えた割合が58％ で、OECD平 均67％

よ り低い。 また、「科学について学ぶ ことに興味がある」 と答 えた生徒の割合 は50％ で、

OECD平 均 の63％ よ りも低い。 また、 「ほとん ども しくはすべての授業で、実験か らどんな

結論が考え られ るか考 える」 と回答 した生徒 の割 合が26％ で、OECD平 均51％ より低い。

さらに、「ほとん ども しくはすべての理科 の授 業で、クラス全体 でデ ィベー トす る」と回答

した生徒の割合は ４％で、OECD平 均の36％ よ り低い。 さらに、 「私は理科の科 目か らた く

さんのことを学んで就職に役 立てたい」の設問で、「全 くそ うだ と思 う、そ うだ と思 う」と

答 えた 日本 の生徒は39％ で、OECD平 均の56％ を下回ってい る。

また、 「科学的証拠 を用 いること」 に比べ 、「科学的な疑問を認識す るこ と」や 「現象 を

科学的 に説 明す ること」に課題 が見 られ る と指摘 されている。

この ように、PISA2006で は、科学的 リテラシーは国際的に見て上位にあるが、科学への興

味 ・関心や科学の楽 しさを感 じてい る生徒 の割合 が低 く、観察 ・実験か ら結論 を導 き出す

理科の授業 も受 けていない と認識 している。また、現在 の理科の学習が将来の職業 につな

が ると思っている生徒 の割合 も少 ない とい うことが分かった。

３）「特定課題に関す る調査 （理科 ）」か ら

平成18年 １月か ら ２月にかけて、国立教育政策研 究所教育課程研究セ ンター 『特定の

（4）

課題 に関す る調査 （理科）』が行 われた 。 これ はビデオを用いた観察 ・実験 に関す る調査

で、予想や推論 をたて、それ を確 かめるための観察や実験方法 を考案 し、観察や実験の結

果か ら実際の結論 を導き出す力を把握する ものであった。 あわせて、観察や実験にお ける

技能面に焦点をあてた調査 も実施 した。小学校 ５年 の 「植物 と発芽 と成長」の問題 では、

インゲ ンマ メの発芽の条件 についての話 し合い と実験 の映像 を見て、仮説 を確かめる実験

方法 を計画 し、仮説 と実験 の結果 か ら結論 を考察す るこ とができるかを調査 した。 その結
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果、「実験結果の読み取 りはできるが、実験 を用 いて考察す ることに課題 がある」ことが分

かった。また、中学校 ２年の 「電流 とその利用」 の問題 では、 シャー プペ ンシルの芯 を並

列 に した回路に電流を流す映像 を見て、回路 を流れ る電流の大 きさについて考察でき るか

を調査 した。 また、電流に よるシャープペ ンシル の芯の発熱、燃焼 の実験を通 して、シャ
ープペ ンシルの芯を使 った電球 を長 く輝かせ る条件や工夫などについ て考察で きるか調査

した。その結果、「電流計の値の読み取 りはできるが、科学的な根拠 を明確 に して表現す る

ことに課題 がある。新 しい場面 に既習 の知識 を関連づ けて、実験方法 を企画す ることに課

題がある」 ことが分 かった。

（2）日本 における理科教育の課題

１）学習意欲の低 さと学ぶ ことの意味

人 間は 自分 にとって必要なこ とは人に言われ なくて もす る。 その学びに対 して学習意欲

がわかない とい うのは、その学びが 自分 にとっては必要ないか、あるいは 自分 とのつ なが

りが見 えないためである。現在、学校 では教科書 を中心 とした一斉授業が行われてい る。

ここで扱 われ る教材 が個々ば らば らの知識 の寄せ集 めであ り、それが 日常現実社会 とどの

よ うにつなが り、 自分の将来 にどのよ うに影響 してい るかについて見 えて こない。そ の結

果、児童生徒 は今行 ってい る学びの意味を理解す るこ とができないのである。TIMSS2007

の 「数学 ・理科を学習す る重要性 の意識」の設問で も、「数学 ・理科 を勉強す ると日常生活

の役 に立つ」では、数学が71％ （国際平均は90％ ）、理科が53％ （国際平均は84％ ）の

生徒 しかそ う思っていない。「将来 自分が望む仕事に就 くため数学 ・理科でよい成績 を とる

必要がある」では、数学が57％ （国際平均は82％ ）、理科が45％ （国際平均は72％ ）の

生徒 しかそ う思っていない。いずれ も国際的にみて低 い レベル である。PISA2006の 科学

的 リテ ラシーで も、「理科学習 に対す る道具的条件付づ け」の 「私 は理科の科 目か らた くさ

んの ことを学んで就職 に役 立てたい」の設 問で、「全 くそ うだ と思 う、そ うだ と思 う」と答

えた 日本の生徒は39％ で、OECD平 均の56％ を下回っている。PISA2003の 数学的 リテ

ラシーにおいても、「数学にお ける道具的動機づ けへの肯定的な割合」の 「将来の仕事の可

能性 を広げてくれ るか ら数学は学びがいがある」の設問では、42．9％の 日本の生徒が 「全

くそ うだ、その通 りだ」 と答 え、OECD平 均の77．9％ を下回っている。

この ことは 日本の授 業では単なる知識 の教授だけで、その知識が 日常現実社会 とどのよ

うにつなが り、や がて 自分 の将来 の職業に どの よ うに関わってい くか とい うことが実感 で

きない ことが分かる。 日本 の授業 は知識 の教授だけで、それを 日常現実社会の文脈で活用

できるような知識 ・技能 になっていない と推察でき る。教材 を 日常現実社会 と文脈の 中で

開発 し、 日常現実社会で活用できる知識 ・技能を育成す る授業 が求め られて くるのではな

かろ うか。考えて表現 し、コ ミュニケーシ ョン してい く、いわゆる活用力 を育成す る授業

が必要であると考 える。

２）観察 ・実験の計画を立て、証拠か ら結論 を導き出す こと

PISA2006と 「特定課題に関す る調査 （理科）」か ら、 日本 の理科教育 の課題 として、次

のことをあげるこ とができる。

・ デ ィベー トや対話な ど児童生徒相互の コミュニケー シ ョンのある授業が行 われていな

い こと

・ 見通 しをもって 自ら観 察 ・実験の方法 を考案す ることができない こと

・ 観察 ・実験の結果 であ る証拠 （デー タ）を基 に推論 し結論 を導き出す ことができない

こ と

PISA調 査で は、「科学的な証拠を用い ること」 と科学の方法に関す る知識 ・技能 も出題

されている。そこで、今求 め られている理科の能力について、次に考察す るこ とにす る。
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２　今、求め られ る理科の能力 とは何か

（1）OECDの 「キ ー ・コ ン ピテ ン シー 」が 求 め る理 科 の 能 力

今や知識 が社会 ・経済の発 展を駆動す る基本的な要素 となってい る。科学が発展 し、技

術革新 が世界の経済 に影響 を与 えてい く。 ま さに今 は知識基盤社会である。 この知識基盤

社会において、今 どの ような理科 の能力が求 められ てい るので あろうか。この ことをPISA

調 査 の も とにな っ てい るOECDの 「キー ・コン ピテ ンシー （Key Competencies （鍵 となる能

力）」 の考 え方か ら整理 してい くこ とにす る。 「キー ・コンピテ ンシー」は知識基盤社会を

担 う子 どもた ちに必要な主要能力 として、 「 Definition and Selection of Competencies

（コンピテ ンシーの定義 と選択）」のプ ロジェク トで定義 され たものである。定義 は次のよ

（5）

うなカテゴ リーに分 け られ ている 。

①　相互作用的に道具を用いる


Ａ　 言語 ・記号 ・文書を相互作用的に用い る


Ｂ　知識や情報を相互作用的に用いる


Ｃ 技術を相互作用的に用いる
 

② 異質な集団で交流する 

③ 自律的に活動する

この うち、PISA調 査の科 学的 リテ ラシー は、「①相互作用的に道具を用いる、Ｂ知識や

情報 を相互作用的 に用いる」に相 当す る。科学的知識 ・技能 は道具 として用い られ ること

を本来の 目的 とし、「相互作用 的」にとい うのは、日常現実社会 のコミュニケー シ ョンの中

で使用 され るのを本来の 目的 としてい る。PISA調 査 の科学的 リテ ラシーはこの考 え方 にそ

って問題が作成 されている。

（2）PISA科学的 リテラシーが求め る理科の能力

（6）

PISA調 査が定義す る科学的 リテ ラシー は次の通 りである 。

・	 疑問を認識 し、新 しい知識 を獲得 し、科学的な事象 を説明 し、科学が関連する諸問

題 について証拠に基づいた結論 を導き出すための科学的知識 とその活用
・ 科学の特徴的な諸側面を人間の知識 と探求の一形態 として理解す ること

・	 科学 とテクノロジーが我々の物質的、知的、文化的環境 をいかに形作 っているか を

認識す ること
・	 思慮深 い一市民 として、科学的な考えを持ち、科学が関連す る諸問題 に、 自ら進ん

で関わ ること

PISA調 査 の科学的 リテ ラシーでは、学校 の理科 で伝統的に行われ てい る知識 を再生す る

ことより、 さま ざまな生活場面の状況に合 わせて科学的知識 を適用す ることに重点が置か

れている。 このた めには科学の知識 （自然界 に対す る知識） と科学を獲得す る方法 として

の科学その ものの知識 が必要であ る。また、科学的 リテ ラシー の 「証拠 に基づ き結論 を導

き出す」 とは、図書館やイ ンターネ ッ トな どの リソース を通 じて新 しい知識 ・情報 ・デー

タを収集 し選択 し評価す るこ とも含 め想定 している。

PISA調 査 の問題 は、「知識領域」 「関係す る能力」 「状況」 の観 点で作成 され てい る。 こ

れは 「読解力」 「数学的 リテ ラシー」の場合 も同様である。 「科学的 リテ ラシー」の 「知識

（7）

領域」 「関係す る能力」 「状況」 「科学に対す る態度」は次の通 りである 。

「知識領域 」


「科学の知識」


・ 物理的 システ ム
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・ 生命 シ ス テ ム

・ 地 球 と宇 宙 の シ ステ ム

・ テ ク ノ ロジー の シス テ ム

「科学 についての知識」

・ 科学的探究

・ 科学的システム

「関係す る能力」


科学的課題またはプロセスのタイプ

・ 科学的な疑問を認識す ること

・ 現象を科学的に説 明す ること

・ 科学的証拠 を用いるこ と

「状 況 」

個人的、社会的、地域的な状況における用途に焦点を当てた科学の適用領域
・ 健康

・ 天 然資 源

・ 環境

・ 災 害

・ 科 学 とテ ク ノ ロジー の フ ロ ンテ ィア

「科学 に対す る態度」

・ 科学への興味関心

・ 科学的探求の支持

・ 資源 と環境に対す る責任

「状況」 は、 さまざまな状況 ・文脈において科学に取 り組む ことである。その適用領域

は 「健康」 「天然資源 」「環境」 「災害」「科学 とテ クノロジーのフロンテ ィア」である。 こ

れ らは人類的課題 であ り、現代的課題で もある。 生徒 が 日常現実社会で生 きてい くために

必要な最優先課題 でもある。生徒 の 日常生活 、いわ ゆる状況 ・文脈に も入 って くるので、

生徒 の興味関心をひ くもの となっている。 このよ うな科学的知識が今必要 とされてい るの

である。

「関係す る能力」は、「科 学的な疑 問を認識 す ること」 「現象 を科学的 に説明する こと」

「科学的な証拠を用 いること」である。

「科学的な疑問を認識す る」能力 は、与え られた状況 において科学的 に調査 できるよ う

な疑 問を認識す ること、及 び与 えられたテーマ に関す る科学的な情報 を検索す るためのキ
ー ワー ドを特定できること

、科学的調査の重要 な特徴を認識す ること、な どが含 まれ る。

例 えば、比較すべきものは何か、変化 した り制御 した りす る変数 は何か、付加 する情報は

何か、 どの ようにすれば適切 なデータが得 られ るか、な どである。

「現象を科学的に説明する」能力は、与 えられた状況において科学の知識を適用するこ

と、現象 を科学的 に記述 し解釈 し変化を予測す ること、適切 な記述 ・説明 ・予測を認識す

ること、が含まれ る。

「科学的な証拠 を用いる」能力は、科学的証拠 を解釈 し結論 に導 き伝達す ること、結論

の背景 にあ る仮説や証拠 、推論を特定する こと、科学やテクノロジーの発達の社会的意味

について考 えるこ と、な どである。

「知識領域」は 「科 学の知識 （自然界 についての知識）」と 「科学につ いての知識」に分

け られ る。PISA調 査での 「科学の知識」は、物理 、化学、生物学、地球 ・宇宙、テ クノ

ロジーのシステムの ４つのカテ ゴリーに分類 され てい る。 「科学 についての知識」 は、 「科

学的探求」 と 「科学的説 明」のカテ ゴ リー に分類 されている。
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「科学 に対す る態度」は、「科学への興味 ・関心」「科学的探求の支持」「資源 と環境に対

す る責任」 とい う３つの領域 で生徒を評価 している。

今 、理科 の学習では どのよ うな能力が求め られているか をOECDの 科学的 リテ ラシーか

ら整理 してきた。 この研究では、 これ らの科学的 リテ ラシー を育成で きるよ うな学習指導

のあ り方を模索す ることにす る。

（3）　中教審答申の求める理科の学 力

１）中教審答 申と 「思考力 ・判断力 ・表現力」の育成

中央教育審議会 「幼稚園、小学校、高等学校及び特別支援 学校 の学習指導要領等の改善

について （答 申）」 （2008年1月17日 ）では、学力の要素 を 「①基礎 的 ・基本 的な知識 ・

技能の習得 、②知識 ・技能 を活用 して課題 を解決す るために必 要な思考力 ・判 断力 ・表現

（8）

力、③学習意欲 」 としている。 このなかで 「知識 ・技能 を活用 して課題解決するために必

要な思考力 ・判断力 ・表現力」は、新学習指導要領改訂 の重要なポイ ン トであ る。 中教審

（9）

答 申はPISA調 査の リテラシーを どのよ うに捉 えているのか、次の記述が参考 となる 。

「現在 の各教科の内容、PISA調 査の読解力や数学的 リテ ラシー、科学的 リテラシーの

評価の枠組みな どを参考に しつつ、言語に関す る専門家な どの知見 も得て検討 した結果、

知識 ・技能の活用 な ど思考力 ・判 断力 ・判 断力 ・表現力等をは ぐくむ ためには、例 えば

以下の ような学習活動が重要であ ると考えた。

①　 体験か ら感 じ取 った ことを表 現す る

②　事実 を正確 に理解 し伝達す る

③　概念 ・法則 ・意図な どを解釈 し、説明 した り活用 した りす る

④　情報 を分析 ・評価 し、論述す る

⑤　課題 につい て、構想 を立て実践 し、評価 ・改善す る

⑥　互いの考 えを伝 え合い、 自らの考 えや集 団の考 えを発展 させ る」

ここか らは、PISA調 査 の リテラシー と思考力 ・判断力 ・表現力 を育成す る学習 とが重 な

って見 える。PISAの 科学的 リテ ラシー は、中教審答 申のなかで も活か され、学習指導要

領 の改訂 の一つの大きなポイン トとなっているのである。 この知識 ・技能の活用のための

思考力 ・判断力 ・表現力の育成は、上で掲 げた学習活動か ら考 えると、考えた り感 じた り

す ることを表現す る学習であることが分か る。 この表現の学習 は中教審答 申の 「教育内容

に関す る主 な改善事項」では、 「言語活動 の充実」 として具体化 されている。

２）「思考力 ・判断力 ・表現力」 と 「言語活動の充実」

「言語活動の充実」は今回の学習指導要領改訂 において各教科等を貫 く重要な改善の視

点である。「言語活動 の充実」は 「子 どもたちの思考力 ・判断力 ・表現力等 をは ぐくむため

には、 レポー トの作成や論述 といった知識 ・技能を活用す る学習活動 を各教科 で行い、言

語の能力 を高める必要がある」 とい うものである。具体的な学習活動 としては次の記述が

（10）

参 考 とな る 。

「各教科においては、 この よ うな国語科 で培った能力を基本に、知的活動 の基盤 とい う

言語の役割 とい う観点か らは、例 えば、
・ 観察や実験や社会見学の レポー トにおいて、視 点を明確 に して、観察 した り見学 し

た りした事象の差異点や共通点を とらえて記録 ・報告す る （理科 ・社会等）

・	 比較や分類 、関連づ け といった考えるための技法、帰納的な考 え方や演繹的な考え

方な どを活用 して説明す る （算数 ・数学、理科等）
・ 仮説 を立てて観察 ・実験を行 い

、その結果 を評価 し、ま とめて表現する （理科等）
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など、それぞれの教科等の知識 ・技能 を活用す る学習活動 を充実する ことが重要であ

る。

・ 体験活動を振 り返 り、そ こか ら学んだことを記述す る （生活、特別活動等）
・	 体験 した ことや調 べたこ とをま とめ

、発表 し合 う （家庭 、技術 ・家庭 、特別活動 、

総合的な学習の時間、等）

ここか らは理科の学習 にお ける レポー ト作成、表現活動の重要性が記 されている。また、

理科の学習 における 「比較や分類 、関連づけ、帰納的な思考 を用いて現象を説明するこ と」

「仮説をも とに観察 ・実験 の計画を立て、得 られたデータか ら推論 し結論 を導 きだす こ と」

の重要性が記 され てい る。 これ らの点はPISA調 査の科学的 リテ ラシーにもそ うもの とな

っている。 このよ うにPISA調 査の科学的 リテ ラシーは中教審答 申の 「言語活動 の充実」

なかで も活か され 、教育内容 の改善の重要なポイ ン トとなっているのである。

３）中教審答申における理科の 「改善の基本方針」

（11）

中教審答 申の理科 の 「改善の基本方針」 には次の よ うに記 されてい る 。

・	 理科については、その課題 を踏 まえ、小 ・中 ・高等学校 を通 じ、発達 の段階に応 じて、

子 どもたちが知的好奇心や探求心 をもって、 自然 に親 しみ、 目的意識 をもった観察 ・実

験 を行 うことによ り、科学的に調べ る能力や態度 を育て るとともに、科学的な認識の定

着 を図 り、科学的 な見方や考え方 を養 うこ とができるよ うに改善を図る。
・ 理科の学習において基礎的 ・基本的な知識 ・技能 は、実生活 における活用や論理的な

思考力の基盤 として重要 な意味をもってい る。また、科学技術の進展 な どの中で、理数

教育 の国際的 な通用性 が一層 問われ てい る。 このた め、科学的 な概念 の理解 な ど基礎

的 ・基本 的な知識 ・技能の確実な定着 を図 る観点か ら、「エネルギー」「粒子」「生命」「地

球」などの科学の基本的な見方や概念 を柱 として、子 どもたちの発達段階を踏 まえ、小 ・

中 ・高等学校を通 じた理科 の内容 の構造化 を図 る方 向で改善す る。
・ 科学的な思考力 ・表現力 の育成 を図 る観点か ら、学年や発達の段階、指導内容 に応 じ

て、例えば、観察 ・実験 の結果 を整理 し考察す る学習活動、科学的な概念を使用 して考

えた り説明 した りす る学習活動 、探求的な学習活動 を充実す る方向で改善す る。

・ 理科を学ぶ ことの意義や有用性 を実感す る機 会 をもたせ、科学への関心 を高める観 点

か ら、実社会 ・実生活 との関連 を重視す る内容を充実す る方 向で改善を図 る。 また、持

続可能な社会の構築が求 め られ ている状況 に鑑み、理科について も、環境教育の充実を

図る方向で改善す る。

これ らの内容 はPISA調 査 の科学的 リテラシーにもそ うもの となってい る。まず、理科

の内容 を 「エネル ギー」「粒子」「生命」「地球」な どの科学 の基本的見方や概念を柱 として

構造化 した ことで は、PISA科 学的 リテ ラシー の 「知識領域」 の 「物理的システム」 「生命

システ ム」「地球 と宇宙のシステム」「テクノロジー のシステム」にそ うもの となってい る。

また、「観察 ・実験 の結果 を整理 し考察す る学習活動」「科学概念 を使用 して考えた り説 明

した りす る学習活動」は、PISA調 査の科学的 リテ ラシーでは、「関係 する能力」の 「科学

的証拠 を用いるこ と」「現象を科学的に説明す るこ と」にそ うもの となっている。 さらに、

「理科 を学ぶ ことの意義や有用性」 「実社会や実生活 との関連を重視 した 内容 」は、PISA

調査で明 らかにな った 日本の生徒 の学習意欲 の欠如や理科の学習を 自分の将来の仕事 との

関連で捉 えられ ない ことにそ うもの となっている。 このよ うに、中教審答 申の理科の 「改

善の基本方針」 はPISA調 査の科学的 リテ ラシーの結果 をふまえたものとなっている。

この研究では、課題解決のための思考力 ・判断力 ・表現力の育成 を中心に行 うことにす

る。特に、理科 にお ける言語活動の充実、表現力 を具体化す る学習指導の枠組みの構築 を

行 う。OECDの キー ・コンピテンシーで言 えば 「①　 相互作用的に道具 を用い る」の 「Ｂ　知
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識や情報 を相互作用的に用い る」能力の育成である。そ こで、理科 を道具 として使用 し、

表現 し、 コミュニケーシ ョンす る学習指導のあ り方 を開発す ることにす る。

（4）　関連す る能 力観

理科 における 「キー ・コンピテ ンシー」 を育成す る学習指導の枠組みを作成するに際 し

て、授業 を行 うね らいを明 らかにす る必要が ある。 そこで今まで、 日本における理科教育

の課題や現在求 め られ る理科の能力 につい て検討 してきた。 この研究では、これ らの検討

をふまえ、 「キー ・コンピテンシー との関連」「中教審答 申の思考力 ・判断力 ・表現力 と言

語活動の充実 との関連」 を授業実践には掲載す る ことに した。

PISA調 査 の科学的 リテ ラシーは、キー ・コン ピテンシーの 「相互作用的 に道具 を用いる」

の 「Ｂ知識や情報 を相互作用的に用い る」 に相 当す る。

また、「中教審答 申にお ける思考力 ・判断力 ・表現力 と言語活動の充実 との関連」では、

下記の項 目の該 当部分を書 くこととした。

Ａ　 「思考力 ・判断力 ・表現力」 との関連


Ａ－ １ ：体験か ら感 じ取 った ことを表現す る


Ａ－ ２ ：事実を正確に理解 し表現す る


Ａ－ ３ ：概念 ・法則 ・意 図な どを解釈 し、説明 した り活用 した りする


Ａ－４ ：情報 を分析 ・評価 し、論述す る


Ａ－ ５ ：課題につ いて、構想 を立てて実践 し、評価 ・改善する


Ａ－ ６ ：互いの考えを伝 え合い、 自らの考 えや集団の考えを発展 させ る


Ｂ　 「言語活動の充実」 との関連

Ｂ－ １ ：レポー トを作成す る （理科、社会、国語 、その他の教科 ・領域 、総合 的な学

習の時間等）

Ｂ－ ２ ：論述す る （各教科 、領域、総合的な学習 の時間）

Ｂ－３ ：視点を明確に して、事象の差異点や共通点を とらえて記録 ・報告する （理科、

社会等）

Ｂ－４：比較や分類、関連づ け といった考えるための技法 を活用 して説 明す る （算数、

数学、理科等）

Ｂ－ ５ ：帰納的な考え方 を活用 して説 明す る （理科等）

Ｂ－６ ：演繹的な考え方 を活用 して説 明す る （算数、数学等）

Ｂ－ ７ ：仮説 を立てて観察 ・実験 を行い、その結果 を評価 し、ま とめて表現す る （理

科等）

Ｂ－８ ：体験か ら感 じ取ったことを言葉や歌、絵、身体な どを使 って表現す る （音楽、

図画工作、美術、体育等）

Ｂ－ ９ ：体験活動 を振 り返 り、そ こか ら学んだ ことを記述す る （生活、特別活動等）

Ｂ－10： 合唱や合奏、球技やダンスな どの集団活動や身体表現な どを通 じて他者 と伝

え合 った り、共感 した りす る （音楽 ・体育等）

Ｂ－11： 体験 した ことや調べた ことをまとめ、発表 し合 う （家庭 、技術 ・家庭 、特別

活動、総合的な学習の時間等）

Ｂ－12： 討論 ・討議 などによ り人を説得 した り、集団 としての意 見をま とめた りす る

（道徳、特別活動等）

３　知識 ・情報を活用する学習 と しての 「調べ学習」

（1）　理科における 「調べ学習」の指導事項

「知識 ・情報 を相互作用 的に用い る学習」 として、まず 「知識 ・情報を活用す る学習」 を

考えた。現在の社会 は知識 ・情報の量が膨 大であ る。 しか も、その知識 ・情報 は 日に 日に
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新 しくなってい く。新 しい考 え方や方法、 システ ムが生まれ、かつて正 しい とされていた

知識 ・情報がす ぐ古 くなってい く。 こ うなると人 々は膨大 な情報の前で何を選択 した らよ

いか迷 って しま う。 このよ うな社会では 自らの問題 を解決す るために、知識 ・情報を収集

し選択 し意思決定を行ってい く必要がある。 このこ とが知識 ・情報 を活用す ることになる

のである。 こ うしたニーズに対応す る学習 として 「調べ学習」 をあげることができる。 こ

こでは理科 における 「知識 ・情報 を活用す る調べ学習」のあ り方を追究す る。理科 にお け

る 「知識 ・情報 を活用す る調べ学習」 は、次のよ うな学習 内容 と指導事項 になる。

１）科学的な疑問を認識する学習
・ 調べる動機 をもとにテーマ を着想す る指導

・ テーマの絞 り方 の指導

・ 調べるためのキー ワー ドを特定す る指導

２）調べ ること （観 察 ・実験 を含む）の見通 し ・仮説、計画 を作る指導

・ 調べ ることの見通 し
、仮説 を作 る指導

・ 観察 ・実験か、資料 ・文献調査か、調べる方法 を決 める指 導
・ 資料 ・文献調査のための図書館

、 レファレンスツール （百科事典等） の使 い方の指導
・ イ ンターネ ッ ト検 索 と資料 の批判的 ・評価 的な読みの指導

・ 調べる 目的 と調べ る （観察 ・実験 を含む）計画 を作 る指導

３）証拠 （データ）か ら推論 を行 う指導

・ 観 察 ・実験 か ら得 られた証拠 （データ） を記録す る指導

・ 資料 ・文献 の調査 か ら得 られた証拠 （デー タ） を記録 ・要約す る指導

・ 資料 ・文献調査にお ける参考文献 ・引用文献の書 き方の指導

・ インターネ ッ ト検 索におけ る参考文献 ・引用文献の書き方の指導

・	 事象 の差異点や共通点 、比較や分類 ・関連づけ、帰納的な考 え方 な ど、考えるための

視点を教 える指導
・ 観察 ・実験か ら得 られた証拠 （デー タ）を図表 ・グラフ、モデル図等 を使 って整理す

る指導

４）調べて分かった ことを表現す る指導

・ 科学の レポー トの構成に関す る指導

・ 調べた ことをプ レゼ ンテー シ ョンす る指導

（2）　自然科学における調べ方 と証拠 （データ）に対す る考 え方

理科 の場合 、調べ方が人文科学や社会科学の方法 と違 ってくる。 自然科学の場合、一般

に次のよ うな調べ方にな る。

疑問を認識す る→仮説を作 る→調べ る 目的 ・方法、計画 を作 る→実験 ・観 察な ど調べ

た結果 （証拠 ・デー タ）を整理す る→証拠 （デー タ） か ら推論 し結論 を導き出す考察 を

行 う→結論

また、証拠 （データ）の考え方 も人文科学や社会科学の場合 と違って くる。理科の場

合、観察 ・実験 ・調査 な どのデー タは 自分 で作る ことが基本である。 しか し、小学校 の場

合、正確 なデー タが得 られる観察 ・実験 を行 うには多大な教師の指導 が必要になる。また、

化石や昆虫な どの調査な どは、採取で きるサ ンプル には限界があるため、図鑑等で調 べる

こともある。そのた め、小学校 で調べる学習を行 う場合 は、資料文献 （図鑑 ・事典 ・白書 ・

官公庁や研究所な どが出すデータ）な ども証拠 （データ） と考 えるほ うが児童生徒の発達

段階に即 した理科 の学習 となる。PISA調 査の科学的 リテ ラシー の問題 でも資料や調査 デー

タな ども証拠 （データ）として扱われている。児童 生徒 の 日常現実社会 で用い られ るのは、

む しろこうした資料やデータ ・文献を用いて知識 ・情報 を収集 し選択 し意思決定 してい く

能力である。そ こで、理科 で扱 う証拠 （デー タ）次 のよ うに考 えた。
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・ 調べる方法 は、観 察 ・実験 ・実地調査 ・面接 （聞き取 り）調査、資料調査

・ 資料 （図鑑や 白書等に出て くるデー タや統計資料、イ ンターネ ッ トか ら得 たデータ）

もデータと して扱 うことにす る。

（3）　「調べ学習」の方法

１）テーマの絞 り込み方

理科の調べ る学習 を行 う場合には、テーマ の絞 り方 が重要 となる。テーマは狭 く内容 は

深 くが基本だか らである。そ こで、筆者は児童生徒に 「領域→ メイ ンタイ トル→サブタイ

トル と絞 り込むテーマ設定」 を提案す る。 この方法は 「大きな概念→小 さな概念→ さらに

小 さな概念」 とい うよ うに絞 り込んでい くものであ る。例えば、「世界遺産→屋久島→杉」

とい うような絞 り方 をす る。テーマはなかなか一度で決ま るものではない。調べ る過程で

試行錯誤 を繰 り返 しなが ら決まってい くものであ る。

２）テーマの決め方

①　教師の指導と児童生徒の自発性のバランスをとるテーマ設定

児童生徒が 自ら課題を見つ けるこ とは、時間 も多 くかか り教師の負担 が大 きい。特に個

別 にテーマが違 う場合はなお さらである。調べ る領域 は教師があ らか じめ決めてお き指示

し、その領域のなかで、児童生徒 が 自発 的にメイ ンテーマ→サ ブテーマ と絞 り込んでい く

ほ うが よい と考える。は じめか ら領域まで児童生徒に決 めさせ る となかなかテーマが絞れ

ず、絞れ た頃には学習時間が終わって しま う危険性 がある。 いわゆる這 い回 ることになっ

て しま う。児童生徒 は領域 は教師に指示 され てい るものの、それ でもメイ ンテーマ とサブ

テーマの意思決 定を 自分 自身で行 い、 自分 自身のテーマを見つけることがで きる。 したが

って、教師 に無理矢理押 しつ けられ た とい う意識はないであろ う。 このほ うが学習の効率

もよく、教師の負担 も少 な くてすむ。人間の 日常現実社会 を考えた とき、成人でも自ら課

題 を見つける場面はそ う多 くない。課題は向 こうか らや って くるものだか らである。や っ

てきた課題 に対 して必死に課題解決 を しよ うとす るのが、む しろ 自然な姿であ る。

②　児童生徒の学習意欲を喚起するテーマ設定

教材開発の着想 は児童生徒の 日常現実社会 の文脈 に入 るものが児童生徒 の学習意欲 を

喚起す る。PISA調 査の科学的 リテ ラシーで取 り上げ られ てい る 「健康 ・天然資源 ・環境 ・

災害 ・科学 とテク ノロジー のフロンテ ィア」 とい う 「状況 ・文脈 」は、児童生徒の 日常現

実社会の文脈に入 るものである。 この 「状況 ・文脈 」は、今行 っている学習 が 自分や 日常

現実社会 とどの よ うにつなが り、 自分の将来や 日常現実社会 とどのよ うにつながるかを児

童生徒 に理解 させ ることができる。 この ことが これか ら行 う学習の学ぶ必然性 をだす こと

になる。筆者 は これ を 「内的必然性」 と呼ぶこ とに した。

また、児童生徒 の学習意欲の喚起 は、テーマ と児童生徒 との物理的距離 よ りも心理 的距

離の近 さに影響 を受 ける。あま りにも 日常生活に直面 しす ぎ、夢のないよ うな課題 よりも、

ファンタジーや想像力を介 した、夢 のあ る課題の方が人間の意識は高揚す る。

３）要約 と引用の 区別の指導

児童生徒は要約ができない。調べ学習の課題 を出す と百科事典 の丸写 しになって しま う。

これは要約や引用 のスキル を指導 していないか らである。 この要約 と引用の区別がわか り

にくい。人の文章 をそのまま 自分の文章 として使 ってはいけない。著作権があるか らであ

る。児童生徒 には著作権について も指導す る必要がある。「引用」は 自分の意見の後押 しや

根拠づけを行 う場合 に使用す る。 したがって、ある資料に書かれていることを解説す る場

合 は 「要約」でよい。要約 で済む ところを引用 して しま うケー スが多い。意見 を書かせ る

指導では、説 明的文章では 「思 う」は使わず 、「考 える」を使 わせ る指導をす る必要がある。

引用の出典は 「著者 『書名』出版社、出版年月 日、頁」の順 に書 く。参考文献 は レポー ト

の最後 に載せ る。一般に参考文献は、最低三つ以上 は必要である。 一つの資料 からでは物
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が言 えない。複数 の資料をあたるのが調べ る行為 であるか らである。

４）思考の整理 のための図表 ・グラフ ・モ デル図の作成

証拠 か ら推論 し結論を導 き出すために、今調べ た内容、証拠 （データ） を図 ・表や グラ

フ、モデル図にす ると思考が整理 され る。 この ことは科学的 リテ ラシーの重要な能力の一

つである。この図表 ・グラフ ・モデル図 （概念構造 図）を作 る方法 も指導す る必要がある。

５） レポー トの構成の指導

理科で調べ る学習 を行 う場合、次 のよ うな構成 になる。

表紙→ は じめに （なぜ調べ よ うと思ったか）→調べ る見通 し （仮説）→調べ る目的 と

方法 ・計画→結果 （証拠 ・デー タ）→考察 （証拠 ・デー タか ら推論す る）→結論→おわ

りに （調べ る学習 を通 しての振 り返 り）→参考 ・引用文献一覧

理科の場合、 この調べ方にそって レポー トを書 くことになる。 したがって、 レポー トを

書 く構成 の指導 も上で示 したよ うな流れで行 うこ とになる。

マイケル ・ポ ラニーは直観 とい う 「暗黙知」に よって、結論 は導かれ るとしてい る。「仮

説」を作 る場合がそ うである。「これ をすれ ばこ うな る」とい う見通 しがない と調べる行為

もできない。 この見通 しは直感 ・ひ らめきによる場合 もある。科学者は このひ らめきを実

験 ・観 察の証拠 （データ）か ら跡づ けてい るとも言 える。 したがって、 この 「仮説」 を作

る段階においては、この 「暗黙知」 を考慮 に入れて指導す る必 要がある。

４　課題解決のための活動的 ・協 同的 ・表現的な学び

（1）　課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び

科学的 リテ ラシーはOECDの キー ・コンピテ ンシーでは、「相互作用的に道具 を用 いる」

の 「知識 ・情報 を相互作用的 に用いる」で ある。「相互作用的に用い る」とは、表現 しコミ

ュニケーシ ョンの中で使用 できるとい う意味である。理科 の場合で言 えば、「理科 の学習内

容 を道具 として使 用 し表現 しコミュニケー ションす る」 とい うことである。 こ うした能力

（12）

を育成す るためには、「グループによる課題解決のための活動的 ・協 同的 ・表現的な学び 」

が効果 的 と考える。 この学習活動 では、新 しい課題 解決 の場面で、既 習 した学習 内容 を道

具 として使用 してい く。児童生徒はグループ ごとに課題解決のテーマ を設定 し、話 し合い ・

伝 えあいなが ら、課題解決に向かって思考 してい く。そ して、追究の成果 としての表現 を

創 りあげてい く。この表現 は レポー ト・論述であ り、プ レゼンテー シ ョンで あった りす る。

こうした活動 を通 して、児童生徒の主体的 で協同的な参加型 の学びが成立 していく。 これ

は市民性、社会参加 をめざすOEDEの キー ・コンピテンシーの趣 旨に もそ うもので ある。

（2）協 同的な学びの成果 としての表現

「グループによる課題解決 のための協 同的な学び」の成果 は、児童生徒の表現活動 とし

て、学習指導の枠組 みのなかに位置づ ける。表現活動 のあ り方 としては、レポー ト・論述、

プ レゼ ンテーシ ョン、ポス ターセ ッシ ョン、パネルデ ィスカ ッシ ョン、クイズ、新聞作 り

などが考 えられ る。 レポー ト・論述は簡単 であるが、地味な作業なので児童生徒の学習意

欲はあま り期待で きない。 プ レゼ ンテーシ ョンは聞いている児童生徒 の反応 がす ぐに発表

者である児童生徒にフィー ドバ ックされ るので、学習意欲 を喚起 しやすい。 また、児童生

徒の思考の過程 を共有化す ることもできる。 レポー トや論述の学習 には、プ レゼ ンテーシ

ョンの学習 もセ ッ トで組み込む ほ うが効果的である。

（3）　コ ミュニ ケー シ ョン と して の表 現 力

誰 も見ない レポー ト・論述 、誰 も聞かないプ レゼ ンテーシ ョンは、児童生徒の学習意欲

が喚起 されない。表現活動 とは本来は相手が存在す るものである。一人での表現はあ り得

ない。必然的にコ ミュニケー ションになって くる。「グループによる課題解決 のための活動
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的 ・協同的 ・表現的な学び」では、課題解決を行 うために既習 した理科の学習内容 を道具

として使用 し、他の児童生徒 ・教師 とコミュニケーシ ョン してい く。PISA調 査 の科学的

リテラシーの問題 では、記述式 による表現 となるが、授業場面ではむ しろコミュニケーシ

ョンとな るのが 自然である。 このコ ミュニ ケーシ ョン場面を 「グループに よる課題解決の

ための活動 的 ・協同的 ・表現的な学び」 のなかで行 うことに した。 こ うした活動を通 して

児童生徒の主体的で協同的な参加型の学びが成 立 してい く。 これは市民性 、社会参加 をめ

ざすOECDの キー ・コンピテ ンシーの趣 旨にもそ うものである。

５ 「課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学 び」 と 「ホ リスティック」

人間が 日常現実社 会で生 きる営みは、まさに活動的 であ り、協同的で あ り、表現的であ

る。人 間は生きてい くなかでいろいろな課題 に直面す る。その課題 を解決 しようとして、

人間は 目的意識 を持つ。そ して、情報 を探 索 した り、試行錯誤 した りす る作業 ・活動 を行

う。 これが人間に とって学習 となる。学習 は課題解決 のための 目的を持 った活動的な作業

なのである。 また、人間は一人では生 きられない。 関係の中で生 きている。 関係 としての

人間 を考 えるとき、人間の表現活動 は常に双方向的、相互交流的 とな る。 この相互交流的

な表現は、 自分の内面にあるものを外に向かって表現 し、その表現を第三者が受 け止 め評

価 し、その反応 が個人にフィー ドバ ックされ る とい うサイ クル になる。つ ま り、人間の表

現活動はコ ミュニケー ション とな るのであ る。「グループに よる課題解決のための活動的 ・

協 同的 ・表現的な学び」では、人間は 日常現実社会の中で生き るあ りのままの姿をそのま

ま学習の場面 に写 してい る。

「ホ リス テ ィ ック」 とい う概 念 が あ る。 「ホ リス テ ィ ック」 とは 「包 括 的 ・全 体 的 」 と

い う意 味 で 、「全 体 と部 分 とのつ なが り、バ ラ ンス を重 要視 す る」概 念 で ある。 この考 え方

（13）

では 「全体は部分の総和以上である」 とい う前提 に立 っている 。 OECDの キー ・コ ン ピ

（14）

テンシー もホ リスティックなものであると言われてい る 。

「課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学 び」では、今行 っている学習 （「部分」）

が、 日常現実社会 （「全体」）そのままになってい る。 ここか らは 「包括的」で 「全体性」

を重視す るホ リスティックな視点 を垣間見 るこ とができる。 このよ うに考 えて くる と、理

科 における 「知識 ・情報を相互作用的に用いる」学習指導の枠組みは、ホ リスティ ックな

視点 に立つ ものである と言 えよ う。

おわ りに

キー ・コンピテンシーに基づ く学習指導の枠組 みの開発 を追究 してきた。理科 の学習 内

容 を道具 として使用 し表現 しコ ミュニケーシ ョン してい くことを 「活用」 と捉 え、理科 に

お ける 「言語活動 の充実」 を具体化す る学習指導の枠組み を作成 した。学習指導の枠組み

としては、「関連す る能力観」「知識 ・情報を活用す る学習 としての調べ学習」「課題解決の

ための活動的 ・協 同的 ・表現的な学び」 と した。 こ うした学習 を通 して、知識 ・情報 を相

互作用的に用いる能力 を育成す る。
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第 ２部　 第 ４章　 第 ２節

科学的思考力、表現力を高めることと科学的理解

１　は じめに

我われは平成 １６年度 に文部科学省委嘱研究 『学習 内容 と日常生活 との関連性 の研究－

学習内容 と日常生活、産業 ・職業 ・人間 とに関連 した題材 の開発－』 を行い、その報告 を

ホームページ 「確 かな学力」に乗せている1）。 これは興味 ・関心が意欲 を喚起す るとの趣

旨の もと一連の研究が始 まったわけである。まず この成果 はすでに 『学力向上につながる

理科の題材』 （「知を活用す る力」に着 目して学習意欲 を喚起する）を東京法令社か ら出版

している。 さらに昨年 、『小学校理科 の教材開発 ・授業プ ラン』（「知の活用力」をつ ける理

科教育） をも学事 出版社か ら出版 している。新学習指導要領の改善 とその背景にある中央

教育審議会の答 申、そ してTIMSS、PISA調 査か ら、わが国の理科教育の課題 を整理する と
2） 1）理科の学習 では国際的に学習意欲が低い こと、2） 理科の学習の基礎 となる自然体

験、生活体験が乏 しくなっていること、3） 理科の内容 の知識 ・理解が十分でない こと、4）

科学的思考力 ・表現力が十分 でないこと、5）科学的証拠 を用いることに比べて、科学的な

疑問を認識す ること、 自然現象 ・事象を科学的に説明す ること、に問題があるとい う。そ

こで1） と2） の学習意欲 の喚起や 自然体験 ・生活体験 はすでに題材 ・教材 開発等 で研究済

みであ り、今 回は4） と3） や5） について 『４ 思考力 、表現力を高めること、と ３ や ５

自然現象 ・事象の科学的な理解 を考慮 した題材 ・教材』 の意味を検討 してみた。

２　思考力 ・表現 力

人間は本来、好奇心のかたま り。幼児の成長 に注 目す ると、いつの頃か らか幼児の 「な

ぜ ？」の発言に大いに戸惑い驚 くことがある。幼児が 目と耳で感 覚的に周 りの物に反応す

るのは本能的な ものである。幼児が本能的な感覚的な ものか らいつの間に考 えること、す

なわち疑問、「なぜ ？」を持つにいた るのか、いつの間にそれ らの疑 問は どの ように論理的

思考に変換す るのかわか らない。浅学菲才の身か らは、この ような幼児の脳 の驚異的な発

達 ・成長 を理解す る事は容易ではない。人間の脳が もつ本能的な感覚的な好奇心や 関心は

成長す るに及 んで、脳の中で論理的な疑問や思考への変換を促す ものと考 えられる。

広辞苑 によれ ば、 “思考”とは “思い （考 え）めぐらす こと”とある。パスカル も言 うよ

うに人間は 「風 にそよぐ、考える葦」で弱いものであるが、人間は 「考える存在」 として

偉大であるの も事実である。人間は生まれ なが らにして、本能的に “考える”特性 を備 え

ているのかも知れない。 とはい え今一つ、論理的思考 とは何かを十分に理解す ることはで

きていない。過去の学習指導要領の改訂の度 に、この言葉は繰 り返 されてきた。今回 もこ

の言葉を普遍 のテーマ として “思考力”はつかわれてい る。 この ことを前提 に人間の成長

そ して教育の立場で考えると、教育ではあ らゆる場面で思考力を磨 くことは必要なことで

あ り、 さらに思考力をよ り高度 なものに仕 上げることも教育の役割であろ う。
一方、表現力、 とりわけ言語活動は思考力 と密接で不可分な関係 にあ り、思考 と表現力

は広義の言語 を通 しては じめて相互的な関係 を記述できる。歴史的に も思考の結果が表現、

言語化 され ることにより社会 に共有 され る。共有 され る思考の成果 は長い年月 をへて社会

に認知 され、 これ が知識そ して文化 となる。学校教育の立場か らみると、芸術系 （音楽、

美術、体育な ど）教科では言語以外 の形 でまずは 自己を表現す ることか ら芸術教育は始 ま

る。次いで数理系 （数学、理科な ど）教科で も思考は言語 を通 して 自分の意図するもの と

して表現 され る。 さらに文系 （国語、社会な ど）教科においては、言語で活動するとい う

表現力は さらに重要度 を増す もの と考え られる。理科 における思考力 ・表現力について、

直接的 には思考の結果 として児童 は疑問の提起をお こない、その解決に向けて調査 し計画
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を立て観察 ・実験 を行 う。得 られ た情報 を整理 して考察が行 われ る。 この過程 は思考の賜

物 であ り、これ らの思考過程は児童が表明 （表現） しないかぎ り、教師は児童 の理解を伺

い知 ることは出来ない。表現な くして、児童 と教師 との相互理解 は成立 し得ない。

科学の発展は観察に始ま り、実験 に引き続づかれて きた。それ ゆえ理科の思考は “比較”

に始ま り、“関係づける”方 向に進んで、種々の情報を手に入れてきた。そこで得 られた情

報 は 目的に合わせて的確に表現す る必要がある。表現活動は表現すべ き内容を得 るための

活動 と得 られた結果を的確 に表出す る活動か らなるとい う3）。 当然 のことなが ら教材開発

も以上のよ うな視点で行わねばな らないもの と考え られ る。

３　自然現象の実感をともなった科学的理解／科学的なものの見方と考え方の育成

最近、サイエンス ・ボ ラテ ィア として 『浮沈子遊び』等 を題材 に活動 している。子 ども

は昔か らの遊びに慣れていないか ら、喜ぶには喜ぶがそれほ どで もない。科学 ・技術の発

達でコンピュータにより身の周 りに溢れてあるものは操作が簡便化 され、子 どもは疑問を

差 し挟む機会 さえ奪われている。 こんな環境 では疑問を認識する事す らできない。 それゆ

え我 われの方か ら多 くの質問を投 げかけてや る必要がある。『浮沈子遊び』を例 にとり児童、

生徒や大人の段 階で、それぞれ実感 を伴 った科学的な見方 と考 え方 を どのよ うに理解 させ

るかを題材 ・教材 の開発例 として説明 してお こう。

『浮沈子遊び』 とい うのは市販 の弁当に添え られた小 さな魚形な どの醤油いれ を浮沈子

とす るが、これを調整 してペ ッ トボ トル に入れ、ペ ッ トボ トルの脇腹 を指 で圧 した り放 し

た りすれば、 この浮沈子が沈んだ り浮いた りす る遊びである。昔、 ヨー ロッパでガ ラス製

の玩具、悪魔の浮沈子 として流行 した もので、 日本 では大正時代 に流行ったもの とい う。

ペ ッ トボ トルの脇腹を圧す と、ペ ッ トボ トル の内圧が どこで も上昇 （パスカル の原理）

し、浮沈子内の空気 も圧縮 （ボイル の法則） され る。同時に浮沈子はペ ッ トボ トル内で浮

力 （アルキメデスの原理） を減少 させ沈むよ うになる。浮沈子な どの内圧 と空気の容積 に

は （ボイルの法則）反比例の関係 が成立 している。逆 にペ ッ トボ トル の脇腹 を放す と、逆

の現象が起こ り浮沈子 は上昇 して浮 くよ うになる。 これが大人の理解 の仕方である。

次に中学校の生徒 には、パ スカルの原理 とかアル キメデスの原理、 さらにボイルの法則

などとかは科学史 として教えていないか ら、生徒は直接 的には理解 できない。 しか し中学

校理科 の大気圧、 また浮力の学習の場面でこれ らの現象 ・原理が提供 されている。 一方、 
“力” については 「作用点

、向き、大きさ」そ して “一つの力 とつ りあ う力”は 「一直線

上にある、向きは反対 にある、大き さは等 しい」力 とい うよ うに別種の一般化概念 （ニュ
ー トン力学） として教 えているので、 この レベルで検討す ることもで きる。

さらに小学校 の児童には、大型のペ ットボ トル内に浮沈子 として試験管を調整 し、逆 さ

に入れて指で圧 した り、放す ことによ り試験管の浮沈を 目で見せ る。浮沈子内の 「空気の

か さが変わる」 こととペ ッ トボ トルの脇腹 を指で圧 した り放 した りす ると浮沈子が沈んだ

り、浮いた りすることを実感 させ る。 さらに結果 として浮沈子の重 さにより水の中で浮 く

か沈むかが決まる事を示唆、実感 させる。ボイルの法則 と同様 なものは小学校理科 、４年

（もののせい しつ １、もののか さと力） で 「空気 （気体ではない） は圧 され るとど うな る

か （か さはかわるか）」で扱われている。

以上、十分 に実感、イメー ジを ともなって、これで科学的なものの見方 と考 え方を児童 ・

生徒、教師に も例示す ることが出来た とすれ ば、本小拙文の意味はあったと考 えている。

註

1） （ http ://www. mext. go. jp/a menu/shotou/gakuryoku/siryo/05070801.htm ）

2） 日置 光 久 「新 しい理 科 、改 善 の方 向 とそ の特徴 」『理 科 の教 育』2008年 、vol．57、p．292

3） 角屋 重樹	 「思考 力 ・表 現 力の 育成 」『理科 の教 育』2008年 、vol．57、p．296

（埼玉大学名誉教授　蕨市教育委員　吉田俊久 ）
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第 ２部　 第 ４章　 第 ３節

科学的な疑問の認識と理科学習

子 ども達の学習意欲 を引き起 こす

１、身の回 りの不思議

ある少年がまだ小学生の時、彼 は庭の畑 にア リが巣 を作っているのを見つ けた。畑 の表

面の土は黒い色を しているのに、その巣穴のまわ りには、茶色の土が小 山にも り上がって

いた。 ア リた ちは、つぎつ ぎに茶色い土を運び出 していた。

「なぜ、表面の土は黒いのに、ア リたちの運んで来る土は黒い色ではなく茶色いのだろ

う？どうして粒 の大きさが畑の土 とはちが うのだろ う？ 」

不思議 に思 ったその少年は、庭 のすみの土を小 さなビンに とり、水 を何度 も取 り替えな

が ら洗ってみた。初めは水が黒 く汚れていたが、洗 う回数 を重ね るにつれ て細かい ゴミや

泥が洗い流 されてだんだん と澄んだ水になってきたのである。それ とともに、土は次第 に

きれいな、小 さな輝 く砂粒 になっていった。黒い と思っていた土は、砂粒 にい ろい ろなも

のが混 ざってできていたの ことを発見 したのである。

２、科学的な疑問に注目する

菅原 陽一 （2008）は、Ｐ ＩＳＡ調査においては 「科学的な疑問を認識す ること」に課題

が見 られ、科学技術に関す るニ ュー スや話題への関心度は全体的に低 下傾 向にあり，科学

に対する興味・関心を持 ち続 けられ るよう意欲 を喚起す ることが求め られ ると述べている。

本来の科学 は疑問を認識することと深 く関わっている。 ラテ ン語の 「知識」 を語源 とす

る 「科学」とい う言葉は、もともと人の生活 と深 く関わっている。俗 に言われる理科離れ ・

科学離れ は、人類が 自然現象の裏に潜む大いなる 自然の営み に目を注 ぐことをやめて しま

った時か ら起 こる。ケプラーは、天体の運行の中に妙 なる調和を見いだすために天文の研

究を続 け、その結果ケプラーの法則 を発見 した。ガ リレオやニュー トンの学問が 自然哲学

と呼ばれたのは、その名残である。

理科 とい う学問の特徴 は何 であろ うか。物理や化学では、「再現性」が重視 され る。た と

えば、 ピサの斜塔 の上か らリンゴを落 とした とす ると、常に一定の時間で地面 に落下す る

であろ う。また、「ろ うそくの科学」を表 したファラデーのよ うにろ うそくに火 をともす と

当時 も今 も変わ りな くろ うそ くが灯るであろ う。 このよ うに、きわめて簡 単な事柄で も同

じ条件で実験 をす ると、常に変わ らぬ答えが得 られることを 「再現性 がある」 と言 う。科

学に とっては、再現性があるとい う事実は、基本中の基本であ り、大事 な事柄である。我 々

は、その普遍性の中に科学の真理を感 じるのであるが、すべての理科分野に とって、再現

性 は錦の御旗であろ うか。

３、足下の地球 を科学する

理科の一分野 をなす地球科学は、宇宙ができてか らの様 々な変化や状態を学び、地球上

の様々な気候や海洋の様子 を知 り、地球上で起こる様々な現象を学び、自然法則 を知って

我々の生活に役立つ知識 を学ぶ学問分野である。人類の進化 を学び、我々が どこか らきた

のかを知 る分野である。地球科学は、それ を学んだ我々に安全や快適 な環境 をもた らす大

事な分野でもある。地球科学は、我 々を科学的な発見へ と誘 う。深海探査船 は大洋の神秘

を探検 し、人工衛 星は地球や星の秘密 を教 えて くれる。地球科学に携わる者 は、地上や宇
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宙や深海か ら、地殻運動の証拠や遠い過去の事柄や宇宙 の初めについての発 見をす る。 テ

クノロジーの進歩や刺激的な発 見は、地球科学を最 も活気に満 ちためざま しい科学の一つ

としている。現代の地球科学は、最新 の情報 によって、我々に科学の興奮 を呼び起 こ して

くれ ているのである。

人類 自身 を理解する試 み と並び、人間の住 んでいるこの地球を理解す るための試みは古

くか らな され てきた。地球科学者 は、地球の起源 と発達，大きさ ・形 ・組成 ，地球 内部や

地球表面ではた らき続 けてきた作用や地球上の生命の起源 と進化 な どの問題 について考え

る。地球 を研究す る地質学 とい う言葉 は，人 間の文化や思想 に深 い影響 を及 ぼ してきた。

地質学は時間についての新 しい概念をもた らした。天文学が空間 と位置 とについての考え

や，地球 の運動 と他 の星 との関係 についての考えに革新 をもたらしたの と同様、岩石の中

に埋蔵 されている海 の貝殻や，その他の多 くの化石が，人類 の歴史 に比べて途方 もなく長

い地球の歴史についての認識を与 えたのである。

４、子 ども達の習意欲を引き起 こす

理科の分野には、再現性だけでは語れない、時間 と空間を超えた何者かが存在す る。地

球規模 のスケール と、時空 を超 えるイマジネーシ ョンの必要 な分野が ここには隠れている

ので ある。地球 システムを学ぶ理科の面 白さが表れる場面でもあろ う。

理科の学習 では、 自然界 にあるものを科学的に説明す る必要がある。 どのよ うな学習結

果 を積 み重ねれば、創 造力 をつ けるための基礎 的学力や、事実を基 に推理 ・推論す る能力

を養 えるであろ うか。時空 を超 えるイマジネーシ ョンを導き出す学習を創造す る力や児童

生徒の学習意欲 を喚起 し、教える側 がお もしろい と思い、教員の興味関心が伝わる授業 を

考 えるのが、我々理科教育 に携わ る者に託 された大いなる使命であると考える。

我々理科教育に携 わる人間は、遠 い過去 に人類が発見 した事柄や、現代の最先端の知識

まで を含 め、科学的な発見や知的刺激を求 めて教育 と研究を行っている。アイ ンシュタイ

ンは、 「教師の最大の任務 は、創造 と知識へのよろこびを眼 ざまさせ る事である。」 と言 っ

た。学校で学ぶ多 くのこ とは、長 い時代 をかけて地球上のあ らゆる国々で熱心な努力 と非

常な骨折 りとで出来あがった仕事であ り、 このすべては、人類への遺産 として手渡 された

ものであって、それを受 けとり、尊重 し、更にそれ以上に育てあげた上で、やがて忠実に

子 ども達に伝 えてゆくべ きものである。

５、本書について

子 ども達の遊びは人類進化 を短縮 して再現 しているかのよ うに見える。野原 で虫を捕ま

え、 ドングリや小石を拾い、走 り、たき火 を囲む子 ども達の姿の中に、人類が受け継いで

きた活動をふ り返 ることで、そ こに遠い昔の人類 の姿が重 なって浮 き上がって くるのであ

る。かつてア リが運んで きた砂に疑問を持った少年は、野 山をかけめ ぐりなが ら、いろい

ろな石 を集 め、遊びのなかで、 自然 と親 しみなが ら育った。 そ して何十年か過 ぎ、彼は土

や地層 について研究 ・教育す る者 になっていた。彼は現在で も科学の不思議 を探 り続けて

い る。

本書は授業を多面的に構成 しできるように考慮 され、題材 を丁寧に解説 してあるので、

学習意欲を喚起 し、児童生徒の興味を引く授業展開ができる構成 となっている。疑問を認

識す ることの面 白さや 自然 の不思議を感 じることができた読者諸兄が触発 され、 より多 く

の未来の科学者育成に向けて、学習意欲喚起 と科学的疑問を認識す る活用力育成を 目指 し

た科学の種 を 日本 中にまかれ ることを心 よ り願 うもので ある。

菅原陽一、2008， 〔新学習指導要領の改訂の方向性〕 理科の各調査 との関連 をふまえて、

理 科 の 教 育8、508～513． （千葉大学　 山崎良雄）
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第 ２部　 第 ４章　 第 ４節

理科教育における思考力 ・判断力 ・表現 力の育成

１．は じめ に

我が国の入試で は選抜 を行 う関係か ら客観的な評価 しやすい知識 ・理解 を問 う問題 が出

され、それに対応す るよ うに受験勉強 として知識理解に関す る学習が主流であった。 その

結果，基礎 基本の定着 とい うことでは成功 してきた と国際学力調査の結果で もいえる。 と

ころが，学力が生 きる力 との関係 を考え られ るよ うにな り，それだけでは不十分である と

して，思考力 ・判断力 ・表現力等の育成 が叫ばれ るよ うになった。学習指導要領改訂 に当

た り前回の学習指導要領 で示 された 「生 きる力」 はますます重要 として引き継 がれ，基礎

的 ・基本的な知識 ・技能 の習得、思考力 ・判断力 ・表現力等の育成 のバ ランスを重視 した

と述べ られている． ところが、思考力 ・判断力 ・表現力の育成 をどのよ うに進 めていった

らよいのかについては不 明な部分 も多い。思考力 ・判断力 ・表現力 とは どのよ うな ものな

のかが明確 になれば，「生きる力」の育成の具体策が見 えて くるはずである．

本論 では理科教育にお ける思考力 ・判 断力 ・表現力の育成 について考察を行 ったので以

下 に述べ る。

２．思考力 ・判断力の育成には しっか り課題 を把握 させ る

思考力 ・判断力 ・表現力は理科教育だけで育成す るものでな く、全教科で育成するもの

で ある。そ こで，仮想 のスポー ツの試合 を例に挙 げて考える．サ ッカーの 日本代表チー ム

にはスコッ トラン ドで活躍する中村俊輔 がい る。彼が出場す るか しないかでは大違 いで あ

る。中村選 手がセ ンターサークル付近 でボール を受 け取った．す る とサイ ドバ ックの選手

が右タ ッチ ライ ン沿いに走 りだ した．彼 の前のオープ ンスペースにボールを出そ うか と思

った．ペナルテ ィエ リアにいる味方の選手が一瞬見 えた．彼の足下にグランダーのパ スを

出 し，壁パスで中央突破で きるか もしれ ない． ところが， どちらも守備 が整 っていて、ス

ペースが小 さい．ボール が無い左サイ ドは相手選手が少 な く守備 が手薄になっている．そ

こで，相手選手が少 なくなっている左スペースにいる味方に正確 なロングパ スを した．そ

こを起点 として攻撃が始まった．この とき，彼 がお こなった ことは，瞬時に状況を把握 し、

どの よ うな可能性 があ るのか考 え （思考力）， もっ ともよい方法 を選択 し （判断力），そ

してパ スを出 した．

プ ロサ ッカー選手は試合 に勝つ こ とが 目的であ る．すなわ相手の得点 を少 な くし，味方

の得点を如何 に多 くす るか とい うことである． これがわか らないではサ ッカー の試合 は成

り立たない．子供のサ ッカーの試合で も選手は試合 に勝 ちたい一心で苦 しくてもボール を

追いかけ協力す る．逆にこのルール を知 らない児童生徒たちだった らどの ようなサ ッカー

の試合 が行われ るのかを考 えると，試合 のルール を しっか り認識 させ ることが最重要であ

ることがわかる．理科学習の場合 は本時の課題 の把握が十分でない と実験や結果の考察が

うまくできないの と同 じである．

そ して判断には根拠が存在す る．中村選手が行 ったケースでは，前方や右 サイ ドは守備

が整い左サイ ドは手薄であることが根拠 である．根拠 もな しに適 当にボールを蹴 っていた
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ら運良くよいパス になる ときもないわけではないが，適切 な判断に基づ くパスを出す こと

で味方 を有利 に導 く．

このよ うに考 えると，思考力 ・判断力 を育成す るには，状況把握 （課題 を解決す る方法

を選び，細 心の注意を払 って実験 を行 い，気づいたことや測定結果 をもれ なく記録す る）

を行 うことも重要 といえる．本時の課題 をよく考 え させ ないで実験 ・観 察が行われ るとす

るとやがて授業はお もしろくな くなって しま うことに相 当す る．

山際 （2009）は現在の教育現場で美辞麗句 に彩 られた教 育論が展開 され ている と指摘す

る．教師は教 えす ぎるか ら子供 の個性 が育たない，教師は指導ではな く支援 に徹す るべ き

だ … といった風潮 の中，結果的に手抜 き教員 が大手を振 る教 育になった とい う．た と

えば， 同じ授業時間に個 々に （班別に）異 なる観察 ・実験 を行わせ る授 業形態の時を考え

よ う．クラスで同 じ実験 をす る通常の授業ス タイル時では，本時の課題 に対す る必要観 ・

意義 を考えた導入 を行 った後， どの よ うな実験 を行 えば問題の解決 につながるのか とす る

見通 しを話 し合い，適切 な実験方法 を選択 して，全員で実験 に取 りかか る．この場合実験

を行 う前に個 々の児童生徒は話 し合いを通 して実験の見通 しを持 つよ うに指導する． とこ

ろが，とくに発展的な内容が指導可能になった平成14年 以降，クラスで児童生徒個 々 （あ

るいは班 ごと） に異なる内容や方法で観察 ・実験 を行わせ るよ うにな り，教師が児童生徒

の状況 を把握 な しに行 わせ る授業 を見かける．教師 は時間的 に個別 に対応 しに くく，子 ど

もが どのよ うな見通 しを持てているのか把握 しないで実験 を させ る．通常の授業では必ず

行っていた予備実験 も教 師は行 わなくな る．児童 生徒の個性 に対応 し興味関心 を高める指

導 自体は別に誤 っていないが，実験 を行 うに当た り指導者 が児童生徒 と話 し合い， しっか

りした見通 しを持 たせ られ ないな らば，そのよ うな授業はや めた方がよい．この ような授

業では，多 くの児童生徒 は興味関心 を高める どころかむ しろ興味を失 ってい く．あるいは

実験が単にお もしろかったで終わって しまい，何 を学んだか分か らない授業にな る．大学

の卒業研究で も人数が多 くなると （私の研究室は １学年 ３名）十分な指導ができない．専

門的知識 を持 った大学教員が教育現場 よ り研究環境 が整 った研究室で指導す る場合 でさえ

そ うである． どうしても行 う場合 は，それ な りの覚悟が必要であ る．

サ ッカーの場合，ルール （多 く得点を し，失点 を防 ぐ） は学年 によって変 わ らず授業を

何時間も行 うので，子 どもはルールを把握 してい る． しかも，ル ール を自分 で決めること

はない．一方 ，理科学習 では課題 を毎回考 えるので，問題発見能力が必 要である．一方的

に与え られ た課題 では学習意欲 がわきに くい．教師は問題 を発見す るよ うな環境 を整 えな

が ら問題発 見能力 を育てて行 くこ とにな る．理科 の学習指導要領 では 「見通 しを もって観

察，実験な どを行い」 と記 され てい る．見通 しを持たせ るためには，児童生徒が 自ら課題

を見出す よ うに教師は授業の導入で さま ざまな工夫 を している．興味をそそ る事象提示 ，

予想 を覆す事象提示，わか りやすい課題文の提示 な どが必要である．
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３．思考 力 ・判断 力を育成するには，基礎基本を しっか り身につける

中村選手がす ば らしい状況判断 をできるのは， しっか りした基礎技能を身 につけてい る

か らである．自分 の ところへ来たボール を足の裏 ，インサイ ド，ア ウ トサイ ド等を使って，

柔 らかいタッチでボール を しっか り止 める．素早 くボール をコン トロールす るので，相 手

選手がタックル に入 る隙がない．す くに トラップできるので状況判断する余裕 も出て くる．

さらに正確 なキックがで きるのでサイ ドチ ェンジのロングキ ックもいともたやす くで きて

しま う． このよ うな高い技術 を習得 してい るか らこそ，パスを受けたときいろいろな選択

肢が生 まれ ，最適 な判断ができる．思考力 ・判断力 を育成す るには，まず は基礎基本 を し

っか り教 えることである．教え込む ことに臆病になってはいけない．高い基礎 技能 を身 に

つけなけれ ば，思考力 ・判断力 の育成にな らないか らだ． さらに，高い基礎技能を身につ

け，試合や練習 を重ね，思考力 ・判断力 が身につ くよ うになると，サ ッカー をよ り深 く楽

しめるよ うになる．そ してすば らしい判断が連続す ると，創 造性 あふれ たプ レーにな り，

観 客を魅了するよ うになる．

４．表現力育成の意味

得点 を入れ られ たキーパーが味方の選 手の不用意 なプ レー に怒 っているのは見かけ る

が，サ ッカーの試合 中、選手 同士が十分話 し合っている場面はあま り見かけない．一般 に

はプ レー中にお しゃべ りす る暇はな く、ゲームは動いてい く． ところがよく試合 を観 察す

ると，試合 中ではアイ コンタク トとい うものが存在す る．ボール をキー プ している中村選

手がパスを出す前 に、パスを受け る選手に 目線 を送 り、出 し手 と受け手 の意思の疎通をは

かる．その結果，味方サイ ドバ ックは 自分にボールが くると信 じ長い距離で も全速力で走

り，スルーパスを受 け取 り決定的なチ ャンスを演出す る． このよ うに一見黙々 とプ レー を

してい るよ うで もコ ミニュケーシ ョンは とられている． このよ うにサ ッカーは集団で行 う

スポーツなので， コ ミュニケーシ ョンが必要であ る．

理科教育で もコ ミュニケーシ ョンのために表現活動が必要であ る．他者 と議論す ること

で思考が深ま るか らだ．その とき，正確 にわか り易 く表 現 し，正確 に相手に伝 えることが

重要になる．誤解のない表現，わか りやすい図表 の工夫，論理的に整合性 の とれた文章な

ど十分に意識 して報告書 を作成す ることが求め られ る． もう一つの表現活動 を行 う目的 と

して， 自分の思考 を うま く整理す るためにある． うまく解釈できない結果 でも， とりあ え

ずその ときの考 えを言語表現す る．ゆっ くり後で再度考えることがで きる．独 りよが りの

解釈を行っていないのか，適切 な実験方法で あったのか，推論 と結果 （事実） を区別 して

書いてあるか，な ど自分 の思考を推敲できる．

５． おわ りに

以上述べたよ うに，思考力，判断力の育成 には，①基礎基本 を しっか り身につけている

こと，②課題 を しっか り把握 させ ることがある．それ は発達段階 によっても異な り上級学

年になるに従 って，思考力，判断力の育成の機会 は増 えてい くもの と思 われ る．そ して，

子 どもが課題 を しっか り把握す ることで，仮説を立て，どんな実験方法があるのか思考 し，

細心の注意 を払いなが ら実験を行 うことができるよ うにな る前提が整 う．得 られ た結果 は

設定 した課題 に応 じてま とめの部分で利 用す る． このプ ロセスを通 して，思考力，判 断力
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が育成 され る．表現活動 は，他者 との コミュニケー シ ョンや推 敲作業の手段である． この

よ うに考える と，思考力，判 断力，表現力 を育成す るためには，子供が主体的に課題解決

す る活動を通 して行 うこ とに他 な らない． これ まで，理科教育では 「科学的 ものの見方」

の育成 を目指 して きたが，今後 もこれ まで通 りこの 目標 を達成す るよ うに授業を行 えばよ

い．各指導場面で思考力，判断力，表現力の育成 を意識 して行 ってほ しい．

（信州大学教育学部　榊原保志）
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第 ２部　 第 ４章　 第 ５節

思考力 ・判断力 ・表現力を育む理科の学習指導

－ 理科 に おけ る書 くことの新 しい位置付 け －

１． は じめ に

平成20年 １月の中央教育審議会答 申は、学習指導要領 改善の基本方針 の一つ として、「思

考力 ・判 断力 ・表 現力等の育成」 を取 り上 げた。そ して、「観察 ・実験、 レポー トの作成、

論述 な ど知識 ・技能の活用 を図る学習活動」を行 うとともに、 「各教科等において、記録、

要約 、説明、論述 といった学習活動に取 り組む必要がある」 と指摘 した。全教科 において

言語活動が重視 され たのである。

なお、理科においては、改善の基本方針で 「科学的な思考力 ・表現力の育成 を図 る観点

か ら （中略）観察 ・実験 の結果 を整理 し考察す る学習活動、科学的な概念 を使用 して考え

た り説明 した りす る学習活動、探求的な学習活動 を充実す る」 とした。そ して、その具体

的事項 として 「児童の科学的な見方や考え方が一層深 まるように、観察 ・実験 の結果を整

理 し考察 し表現す る学習活動 を重視す る」 ことをあげた。

この指摘 を受 けて平成20年 ３月 に学習指導要領 が改訂 された。 中教審が示 した 「結果

を整理 し考察 し表現す る」 ことについては、一層具体的に 「観察、実験 において結果 を表

や グラフに整理 し、予想や仮説 と関係付 けなが ら考察 を言語化 し、表現すること」（1）とな

った。文章に書き、それ を他者 に伝 えるとい う言語活動が、理科の学習 として本格的に取

り上げ られ ることになったのである。

本稿 では、 この よ うな言語活動 の充実 を図 る理科 の学習活動において、メモ、図表 、グ

ラフ等も含 めて文章を書 くことの位置付 けを探 って行 くことにする。

２．文章 を書 く目的の変化	 １．具体的な事物 ・現象 の把握

理科 の学習指導は、問題解決の過程 を とる。一般的 ２．問題の発 見 と課題設定
には、表 １の とお りである。文章 を書 くこ とは、表 １ ３．仮説や予想
のいずれの段階で も行 う。 これまで も、特に	 「１」～ ４．観察 ・実験の計画
「５」の段 階では、多 く行 われて きた。問題 は 「６」

５．観察 ・実験

以降である。結果のま とめでの文章を書 く活動、情報 ６．結果のま とめ
交換す るために書 く活動、性質や規則性の理解 を図 る ７．情報交換

書 く活動、 これ らの文章 を書 く活動が、十分ではなか ８．性質や規則性の理解
ったのである。それが、PISA学 力調査等の結果明 ら

かになったこ とである。 表 １　理科の問題解決過程

これまでの理科教育は、 自然の理解 が 目的であった。観察 ・実験は事物 ・現象 を理解す

るために行 われた。結果 のま とめ も、情報交換 も、性質や規則を理解す るために行われ た。

文章を書 くことは、自然の理解 のためであ り、それ を確かめるためであった。文部省 の 『小

学校理科指導資料 観察 と実験 の指導』には、「自然を理解 してい ることは、事実 とか 自然

界に存在す る傾 向や順序、 きま り、規則性 を把握 し、それを図や言葉 で表現す ることに よ

って明らかにな る」（2）と述べ られている。文章 を書 く目的は、正確 で深い理解 を導 くもの

だと考 えられたのである。 これは、正 しい考え方であった。

しか し、書 く目的を理解 だけに限定す ることは、書 く効用 をあま りに狭 くとらえす ぎる。

文章を書 くことは、理解 した ことを言葉 に表 し、それ を他者 に伝 えることである。学習は、

知識を得 る活動 と同時に得 た知識 を表現 して使ってい く活動 が大事なのであ る。
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この後者の活動 は、中教審が理科の改善の基本方針 で示 した 「科学的 な思考力 ・表現力

の育成」に大いに役 立つ ものである。理科の 目標 には 「科学的 な見方や考 え方」とあるが、

それは科学的な思考力 ・表現力 と同 じ意味 と捉 えて差支 えないだろ う。

もちろん、その結果、初めの知識 に検討 を加 え、 さらに確 かな知識 を形成す るとい うよ

うにな るこ とを無視す るものでない。 これ か らも、理解のために書 くことを役 立てるのは

言 うまでもない。

３．重視 した い文章 と書かせる場面

書 く目的が思考力 ・判断力 ・表現力の育成へ と変われば、書かれる文章の性格 もおのず

か ら変わる。事実に基づいて 「考えを書 く」 とい うものになるのであ る。 なかでも論述、

解説及び レポー トが、その ような 目的 にふ さわ しい文章 とい うことになって くる。

中教審 の改善の具体的事項 を受 けて、新学習指導 要領 「理科」では、「３指導計画の作成

と取扱い」 で 「観 察、実験 の結果 を整理 し考察す る学習や、科学的な言葉や概 念を使用 し

て考 えた り説明 した りす るな どの学習 が充実す るよ う配慮す ること」 と示 した。 この条文

の 「整理 し考察す る」や 「科学的な言葉や概念 を使用 して考 えた り説明 した り」 とい う文

言が、論述 、解説 、 レポー ト等 を意味 してい ると解 して大 きな間違い はないだ ろ う。

しか し、思考力 ・判断力 ・表現力の育成 を考える と、ある程度の分量がある レポー トの

作成 が最 も期待 される。 レポー トは、問題解決過程 の科学的な思考その ものを文章化す る

ことになる と考 え られ るか らである。 レポー トの作成が中教審の基本方針に取 り上げ られ

たのは、意 味ある ところであ る。

なお、誤解 のない よ うに断っておかなければな らないが、論述、解説及び レポー トによ

って、これ まで書いていた観察 ・実験の記録な どが不要になる とい うことではない。それ

らは、引き続 き指導 しなければな らいない。いや む しろこれ まで以上頻繁に書かせ ること

が必要 になってくるであろ う。 また、書き方 も、例 えば、観察 した事実 を記述す る場合 に

は 自分の推測 した こととくらべ た り、仮説や計画 の場合には結果 を推論 した りす るな ど、

これ までの視点 と違った新 しい視点で、それ を明確 に して書かせ るよ うになって くるにち

がいない。単元の終末で書いた感想 も、「自然 の事物 ・現象の性質や働 き、規則性 な どが実

際の 自然の中で成 り立っていることや生活の中で役立て られてい ること」（3）な どを取 り上

げて学習の成果 を生か した解説の よ うな文章に発展 させ ることが考 え られる。 これは、 日

常現実社会 とつながるホー リズムの視点で ある。（4）

このよ うに、これ まで書いてきた文章も、量的 ・質的に工夫改善 され るこ とになる。

さて、文章 を書 くことは、 これまで も理科の学習指導で重視 され、様 々な活動場面で行

われ ていた。理科の学習 ノー トや ワークシー トな ど、文章の書 き方 は違っても、書 くこと

を伴わない理科の学習活動はない といってよい。 ここでは、まずその中の学習 ノー トが、

どのよ うに使 われ ていたか を見てみ よ う。

『小学校理科指導資料』 （文部省 ）の 「ノー トの工夫をす る」 では、ノー トには板書の

記録、学習成果の記録、児童 の事象の とらえかたや考え方 を明確 にす るための記録及び児

童 の思考過程 にお ける速度 の違い を調節す るとい う四つの意義がある とした。 そ して、特

に ３番 目を取 り上げて、学習 ノー トが学習指導過程の三つの場 面に位 置付 けられ るこ とを

指摘 した。三つの場面 とは、問題意識 を醸成す る場面、解決の方法を探 る場面及びきま り

を発見す る場面である。（5）

しか し、「ノー トの工夫をす る」では、三つ 目のきま りを発 見す る場面について、「観察 、

実験の様子 とその結果、 さらに導 き出 された結果 を最初の問題 に帰 って、吟味、考察す る

ところ」としてお り、今 日の 目か らみ る と、い くつかの場面が混在 してい るよ うに見える。

この部分 は、今 日、観察 ・実験の結果 の整理、考察、発表や説 明な どと、細か く分 けて考

えることになって きた ところである。この ことは、書 く目的が知識 を獲得す るだけでなく、

獲得 した知識 を表現す ることも重視す るよ うに変わってきた 当然の帰結である。
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新学習指導要領 の解説 でも、 「理科の学習においては、予想や仮説 を立てて観 察、実験

を行 うだけでな く、その結果につ いて考察 を行 う学習活動を充実 させ ることに より、科学

的な思考力や表現力 の育成 を図ることが大切である。」 と述べている。（6）考察は、観 察 ・

実験の結果がでた後の活動 である。 レポー トの作成 な どは、ま さに結果の考察 も済んで問

題解決がほぼできた後に行 われ る活動であ る。

この思考力や表現力 を育成す る学習活動 について、下田好行 は、教科書 にある主た る単

元 と関連 させて小 単元 を設 定 し、そ こで調べ学習 を させるこ とを提唱 している。（7）そ して、

論述や レポー トを書いたままに しないよ うに、他者 に向か って表現 し、発信者 と他者 との

コミュニケーシ ョンが存在す るよ うにす ることが大事であると述べてい る。（8）

下田の提案す る学習活動 は、教科書で も選択単元で行 うことができる。選択 単元では、

全ての児童 が同 じ内容 を調 べるわ けではない。 グループな どで協力 して調べ、その結果 を

発表す る。 そ して、お互いに選択 しなかった単元 の内容を知 らせ ても らう。選択単元 は、

理解 し、熟考 した ものを他者 に向かって表現す る必要性 の生 じる格好の単元で ある。そ し

て、論述や解説 を含 めて レポー トは、 この交流をす るために必要 となる文章で ある。

ただ し、平成10年 版学習指導要領にはあった選択 の課題 （9）は、平成20年 度版 ではな

くなった。残念な ことであ る。 しか し、だか らと言 って、調べた ことを表現す る学習 を し

なくてよい とい うことではない。児童 が主体的に調べ、それ を文章にまとめ、発表 して交

流す るとい う学習は、選択課題 の有無にかかわ らず行われ なければな らない。

いずれに しても、文章 を書 く目的の変化に伴 って、文章の性格 も、それ を書 く活動の場

面 も変わって くるのである。

４．書 か せ 方

理科 の学習指導は、様々な場面 で書 く活動 を取 り入れなけれ ばな らない。特 に観察 ・実

験の結果が出た後で、結果 を整理 し、考察 し、論述や解説や レポー トの作成 とい う活動 を

行わせ なければな らない。 しか し、論述や解説や レポー トといった文章 は、 どのよ うに書

かせた らよいのであろ うか。理科では、学年段階に即 した書かせ方があるのだろ うか。

この こ とにな る と、 ど う 側 面 改 善 の 視 点 
も一 定 の基 準 とい うよ うな 情報の取 り出 し ① 観察 ・実験の視点の明確化 
もの は見 当た らな い よ うで ② 情報の取り出しや整理の仕方 
あ る。 そ の なか で 、塚 田亮 ③ 測定の仕方や安全指導 
は、理 科 の 学習 ノー トの改 取 り出した情報 ① 表 ・グラフの表現 
善 につ い て 、参 考 に な る考 の表現 ② 自分な りの表現 の場 （結果の表現） 
え を述 べ て い る。（10） 情報の解釈 ① 事実をもとに考えをまとめる場 

塚 田は 、表 ２の よ うに、 ② まとめて伝 える表現
まず 理 科 の学 習 ノー トには 、 表 ２　学習ノー ト改善の視点
情報 の取 り出 し、 取 り出 し

た情報の表現及びその解釈 の三つの側面が あるとい う。 そ して、三つの側面に二つない し

三つの改善の視点 を取 り上げて説明 してい る。

例 えば、表 中の 「情報の取 り出 し ①観 察 ・実験の視点の明確化」では、子 どもに必要

感 をもたせ る工夫 として、「なぜ この観察 をす るのか」、「虫の どこを観 た らいいのか」な ど、

実感 として受 け止め られ るよ うな学習 ノー トの構成がほ しい」 と述べ、また特徴 を とらえ

させ る工夫 として 「色、形 、大 きさ、模様 、手触 りなどを観察す る とよいな どとヒン トを

あたえることが必要だ」 と述べている。

また、「情報の解釈 ②ま とめて伝 える表現」では、今 までの学習 ノー トの 「まとめ」は、

学年の発達段階が無視 されている として、学年 に応 じたま とめの書 き方を次ページ表 ３の

よ うに提案 してい る。 これは、 どの よ うな表現形式 を与えて、 どのよ うに表現 させ るか と

い うことがわかってたいへん面白い。
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しか し、それだけでは不十分である。児童 に論述や解説や レポー トを書かせ よ うとす る

と、まず どの程度 の分量がよいのか、

表 ３　 「ま とめて伝 える表現」の表現形式 と表現な らない。児童は、書き方が分か ら

、役

・因果関係が ある場合や験、調査 などの報告 、複数の要因によって帰結する場合

・原 因、理 由をあげて説 明す る （「なぜか とい うと～」、「そ

・事例 を挙 げて書 く （「例 えば～」、「事例 を挙げる と～」、「～

・必要な文言や数値 な どを引用 した り図解 した りた文章」 に含 まれ る） 、重要語句
・解説す る文章 を定義付 け した りす る

・科学的な観察や実験、調査結果の説明な どの表現

この表は、小学校学習指導要領 （平成20年3月 告示）及び小学校指導要領解説 （平成20年8月 ）をもと

継続的な観察 ・実験の記録や事実に基づく考えの表現、さらに問題解決過程全体を捉えた

またどのよ うな展 開で書かせれば よ
学年 表現形式 表現

いのか とい うことが問題 になって く
３年 「～につい て調 べ た ら～ 両者の比較な ど

る。それ は学習内容 によっても違 っ
だ。」の後半部分を文章化 の相関関係 を と

て くるはずである し、指導意図に よ
させ る。 らえた表現

って も違 って くるはずである。特 に ４年 キー ワー ドを示 して結論 因果関係 をとら

レポー トで あれば、文章全体 をどん となる文章化 させ る。 えた表現

な構成 にす るのがよいのか、観 察 ・ ５ ・ 「～ と き は ～ で あ る が 、 条件を決めて得

実験の方法、結果 、考察は、それ ぞ ６年 ～ の ときは ～ だ。」の よ う られた結果か ら

れ どのよ うな文章 を記述す るのか、
な表 現 形 式 を用 い て文 章 言 えることを表

な どとい う書 き方 を指導 しな くては 化 させ る。 現する文章

ないか らで ある。

そ こで、参考に国語科の表現を見 てみ よ う。国語科 には、理科の学習 に使 えそ うな文章

や書 き方 も指導事項 に含 まれてい る。表 ４は、それを一覧表に した ものである。

談話 ・文章 話 し方 ・書 き方
・身近な 自然や飼 育 ・観察 した こと、観察 して感 じた こと
・栽培 してい る動植物 を ・事物の説 明では 割、構造、形状

観察 した文章 必要 に応 じて原 因や理 由を付 け加 える
・身近な事物 を簡 単に説

明す る文章

・疑問に思 った ことを調 ・観察や実験 の経過や成果

べて報告す る文章 ・調査の 目的や方法、結果や成果、分 かった ことや考えた こ
・各教科 で行 う観察や実 とを明確 にす る

などに応 じた記述 内容の検討

の理由は～」、 「～のためで ある」等）

な どが当たる」等）

・調査や研究 を報告す る ・関連のあることをま とめた り、分類 した りして、 自分の考

文章 （「活動 を報告 し えに生かす

・現状認識－問題提起－解決－結論－展望

・図表や グラフを用いた観察 ・実験結果の記述

表４　科学的な文章と書き方

に、科学的な談話や文章に関わる文言を抽出 して整理 したものである。ただし、話すこと・聞くことの中か

らも、必要 と思われるものを拾い出 している。
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科学的な報告文 と して一つの文章にま とめ ることを求 めてい るのがわかる。

表中の高学年の 「話 し方 ・書 き方」には、「現状認識－ 問題提起－ 解決－結論－展望」

とい う構成 の仕方 がある。 これは、理科に置き換 える と 「問題 となる事物 ・現象の観察－

仮説の設定 ・結果 の予想－観察 ・実験 の方法 と実 際の観察 ・実験－結果の考察－結論」 と

い うふ うに読み替 えることがで きる。この構成 は、理科の レポー トの構成そのものである。

また、 この構成 は、理科 の問題解決過程その ものであ る。問題解決過程 は科学 的な思考

過程その ものであ り、その過程 を自覚 させ ることは、科学的なものの見方や考 え方 を養 う

上できわめて大事 なことである。 レポー トの作成 は、その大事な過程 を言語 によって 自覚

させ るものである。

なお、下 田は、 レポー ト作成 は個人 的作業のために学習意欲が滞 りがちであると して、

プ レゼ ンテー シ ョンの原稿作 りをすすめてい る。そ して、①構成を しっか りと立てる、②

構成 の項 目のなか に短 めに説明の文章を書 く （長 く書かないでポイン トを簡潔 に書 くとい

う方法 をとる）、③そのなかに要約、引用、図表 、参考文献等 を入れ る、な どとプ レゼ ンテ
ー シ ョン原稿 の書 き方 を具体的に述べてい る。（11）

５．書 き方の教材 開発 と学 ばせ方

上記の塚 田や下田の提案及び国語科の指導事項 をみ ると、理科 で指導 しなければな らな

い文章の書 かせ方 とい うものが見 えて くる。 しか し、それで十分明 らかになった とい うこ

とではない。

その原因は、前に見た とお り、理科で指導すべ き書き方の教材 が系統 立てて備 わってい

ないか らである。この ことについて、副知昭輝 も、「表現力や文章力の形成は、文章で書か

せ る説明の仕方 を指導す ることで実現で きる」（12）としなが らも、「得 られ た知識 をま とめ

るため」の教材の必要性を述べてい る。（13）国語科ではな く、理科の書き方教材が必要 な

のである。 しか し、現在の ところそれ は教師の個人的な経験の うちに とどまっているので

はないだろ うか。一刻 も早 く、 どの よ うに書いた らよいのかが児童 にも分かるよ うな教材

の開発 が望まれ る。

しか し、書き方 の適切 な教材 がないか ら指導で きない とい うもので もない。書 き方は、

教材 だけか ら学 ばれ るものではない。論述や解説や レポー トは書いて終わ りではな く、大

勢の友達の前に発表 され る。 そ して、大勢の友達 は、書かれてい る内容について、またそ

の書き方について感想や考 えをもち、それ を発表者 に返 してや る。多 くの発表があれ ば、

それだけよい書 き方 にも触れ る機 会が多 くな る。 国語科学習指導要領 には、文章 を書 いた

後の交流が位置付 けられたが、これは理科において も当然 当てはまる。交流 が、書き方 を

学ぶ機会 となるのである。

児童 の書いた文章を読む場合 には、 どの よ うな科学的なものの見方や考 え方が表現 され

ているか、 とい うことが最 も大事な ことであ る。単元の題材が何であって も、それが表現

されていなけれ ばならない。 それが科学的な思考力であ り表現力である。

この科学的 なものの見方や考 え方 は、理科 の各学年の 目標か ら読 み とるこ とがで きる。

目標を分析す る と、各学年 に共通 して①問題を発見す ることや②計画的に観察や実験 を行

って課題 を追究す ることが含 まれてい る。 これは、文章を書 く場合 に どの学年 でも取 り上

げ られ なけれ ばならない ものである。
一方

、それぞれの学年には、その学年 な らではの特徴的な もの も位置付 け られてい る。

例 えば、 ３年生では事物 ・現象 を比較す ることに、 ４年生では事物 ・現象の要 因を抽 出 し

て関係付 けることに、 ５年生では条件制御 によって追究するこ とに、 ６年生では事物現象

の要因や規則性 を推論す ることに特徴 がある。児童には、下学年の特徴 を踏 まえた うえで、

その学年相 当の特徴が明確 になるよ うに表現 させ ることが大切である。 これ は、理科 の授

業でなければできない ことである。
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６．おわ りに

理科の学習指導 は、 自然の事物 ・現象を理解 させ る活動 と、理解 させ た結果 を表現 させ

る活動 とか ら成 り立つ。これ まで、後者 の活動はあま り重視 され てこなかったが、思考力 ・

判断力 ・表現力 を育成する必要性 か ら、改めてその重要性が認識 され るよ うになった。理

科 の学習指導は、論述、解説及び レポー トの作成が加 わることによって、その二つの活動

が統合 され ることにな るのである。

本稿では、文章を書 く活動は、問題解決過程の全般 にわたって行われ ることをみたが、

特 に結果 の考察か ら始まる表現、なかでも論述、解 説及び レポー トの作成 に焦点を当てて、

その重要性 を述べ た。そ して、そ こか ら、論述、解 説及び レポー トの作成 は、単にあ る一

つ の文章のスタイル を教える とい うことではな く、それが学習指導の過程 にも、教材に も、

指導方法にも大きな変化を及ぼす ものであ ることを述べた。本論では取 り上げなかったが、

テス トに も論述や解説の問題が出題 され るよ うにな ることが望ま しい。 テス トにお ける論

述や解説 の出題 が、理科の学習指導に言語表現が位 置付 け られ た証拠 となるか らである。

この よ うに、理科 の学習指導は、論述や解説や レポー トの作成 を取 り入れ ることによっ

て大 きく変 わってい くもの と考 える。

以上、思考力 ・判断力 ・表現力の育成のために言語活動の充実が全教科領域で求 められ

ているが、理科の授業で こそ、それが効果的に指導で きる とことを示 した。

注 （1）『小学校学習指導要領解説理科編』平成20年 ８月文部科学省p5

（2）『小学校理科指 導資料観 察 と実験の指導』昭和57年 ７月文部省p5

（3）『小学校学習指 導要領解説理科編』平成20年 ８月文部科学省p10

（4） 「「活用型 の教育」 とホー リズム （ホ リステ ィク）な視点」下 田好行 『平成19年

度研究成果報告書 「キー ・コンピテ ンシー」に基づ く学習指導法のモデル 開発 に

関す る研究－ 知識 ・技能を活用す る思考力 ・判 断力 ・表現力の育成 を中心 として
－』平成20年 ３月 平成19年 度科学研究費基盤研究 Ｂ 研究代表者下田好行

pp1－2

（5）『小学校理科指導資料 指導計画の作成 と学習指導』平成 ３年 ３月文部省p34－3

（6）『小学校学習指導要領解説理科編』平成20年 ８月文部科学省p68

（7） 「知識 ・情報 を活用す る 「調べ学習」の基本的枠組み－ 「知識 ・技能 を活用す る

思考力 ・判断力 ・表現力」の育成 をめ ざして－」下 田好行 『上記（4）の研究成果報

告書』p46

（8）「「活用型 の教育」 とホー リズム （ホ リステ ィク）な視点」下田好行 同上p3

（9）平成10年 版学習指 導要領 にお いて選 択課題 となっていた指導事項 は三つで あ

る ：① ５年Ａ生物 とその環境 （２）のア魚 の成長か、イ人の成長 のいずれか一方 、

② Ｂ物質 とエネル ギー （３）のア振 り子か、イ衝突のいずれか一方、③ ６年 Ｃ地

球 と宇宙 （１）の ウ火 山による土地 の変化 か、エ地震 による土地の変化かいずれ

か一方

（10）「自然 を読む力をつ ける図書教材－小学校理科学習ノー トの改善－」塚 田亮 『「教

材学」現状 と展望下巻』協同出版pp122－131表 は筆者 の作成 による。

（11） 「知識 ・情報 を活用す る 「調べ学習」の基本的枠組み－ 「知識 ・技能 を活用す る

思考力 ・判断力 ・表現力」の育成 をめ ざして－」下 田好行 の研究成果報『上記（4）

告書』p47

（12） 「理科 の教材 とは－理科教材の特性－」福地昭輝 『「教材学」現状 と展望上巻』

協同出版p235

（13）同上p239

（埼玉大学　神谷爲義）
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第 ５章

小学校理科における 「言語活動の充実」を図 った授業実践



第 ２部　 第 ５章　 第 １節

思考力 ・判断力 ・表現力を育成す る５年 「人の誕生」の授業
－赤 ちゃんの不思議 を追究 し、妊娠 中の先生 に分 か りやす く紹介 しよ う ！－

１　授業実践のポイ ン ト

児童 に とって、学校 で最 も身近 な存在 は担任 である。 本実践では、妊娠中の担任 か らお

腹の赤ちゃんについての話を聞 く中で、人の誕生についての児童の興味 ・関心 を高めた。

その上で、赤ちゃんの不思議 につ いて担任 に分か りやす く紹介す ることを調べ学習の 目的

とし、児童 自らの判断で具体的なテーマを設定 し、追究できるよ うに した。 また、追究活

動では図書館 の本やイ ンターネ ッ トを調 べるだけでなく、胎児の画像 を比較検討 した り、

モデル実験に取 り組んだ りする中で児童 自ら結論 を導 き出せ るよ うに し、思考力 ・判断力

・表現力の育成 を図った。追究成果の発表では、ま とめ方 の基本 をきちん と指導 して、 グ

ループで創 意ある レポー トを模造紙にま とめられ るよ うに した。 同時に、発表会での胎児

模型やモデル実験の提示 を助言 した。発表後には、発表 を聞いた担任 な どか ら調べた方法

や内容 について助言を受 け、自らの追究を振 り返 る場面 を設 定 し、表現力 の育成 を図った。

２　 「キ ー ・コ ン ピテ ン シー 」 を育 成す る学 習

授業実践の時期は、平成20年10月17日 ～10月31日 までである。 実施 した学校 は魚 沼市立

東湯之谷小学校、対象学年 ・クラスは、 ６年生 （男子 ６名 、女子 ３名、計 ９名）である。

（1）関連す る単元の流れ

「魚や人のたん じょう」（全10時 間） 『みんな と学ぶ小学校理科 ５年』 （学校 図書）

①　 動物 が どの ように産 まれて くるかを考 える　	 １時間

②　 メダカに卵 を産ませ 、誕生の様子 を観察す る　 ７時間

③　人の誕生と胎児の様子を考える　	 ２時間

（2）	 「キー ・コ ン ピテ ン シー 」 を育成 す る学習


「赤ちゃんの不思議 を追究 し、紹介 しよう」（全10時 間）


①　 胎児や母体 についてのテーマの絞 り込み と仮説 の立案 … ２時間 （本 時①　2／10）

②　 仮説 を確認す るための追究計画の立案 と追究活動 ・・・・・ ４時間

③　 レポー トの作成 と発表準備　	 ２時間 （本 時②　7・8／10）

④　 グループ ごとの発表 と振返 り　	 ２時間

（3）授業時間の生み出 し

関連す る単元 「魚や人 のたん じょう」では、児童が魚 の誕生 と人の誕生のいずれかを選

択 して10時 間扱 いで学習す る。しか し、新学習指導要領 では両方の内容 を扱 うよ うにな り、

本実践でも活用力 を育成す る学習 を含め両方の内容 を20時 間で扱 う。全20時 間の うち12時

間は、他単元の学習 内容 を精選 して理科 の時間に実施 した。残 りの ８時間は、 「学びの時

間」（時数外 の補充 ・発展学習の時間） を活用 した。

３　 「キー ・コン ピテ ンシー」を育成する学習 と能 力観 との関連

（1）	 「キー ・コン ピテ ンシー 」 との 関連


相互作用的に道具を用いる （Ｂ 知識や情報を相互作用的に用いる）


（2）中教審答申の 「思考 力 ・判断 力 ・表現 力」、「言語活動の充実」 との関連


Ａ－ ２ ：事実を正確に理解 し表現す る


Ｂ－ １ ：レポー トを作成す る
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（3）新学習指導要領との関連

第 ５学年　 Ｂ　生命 ・地球　 （２）動物の誕生

４　テー マを絞 り込む授 業 （本時①）

（1）授業の概要

前時に妊娠 中の担任か らお腹の赤ちゃんの様子や妊娠 してか らの苦労 についての話 を聞

いた児童 は、人の誕生 についての興味 ・関心を高めていった。それを受 け、 この授 業では

グループご とに赤 ちゃんの不思議についての具体的テーマ を設定 した。 自らテーマを設定

し追究する学習において、児童が最初か ら様 々な具体的テーマを絞 り込む ことは困難 であ

る。そ こで、授 業ではこれまでの学習や担任 の話 を基に、まず一人一人 が疑問点や調べた

い ことを書 きだ した。そ して、テーマ となるような疑問点や調べ たい ことが数 多 く出て く

る ように、学級全体でそれ らを分類 し、整理 した。その後、様 々な具体 的テーマを設定 で

き るよ う、整理 した疑問点や調べたい ことを基 にグループごとにテーマの候補 を設定 し、

学級全体で話 し合 ってグループご とに異 なる具体的テーマを設定 していった。授業の最後

には、自分の考えをもって追究活動 に取 り組 めるように、テーマについての予想 を考 えた。

（2）ワー ク シー トの 開発

赤 ち ゃん の不思議 につ いて、先生 に紹 介す るテーマ を決 め よ う

５年 番 氏名 Ａ子

ヒ トの受精や子宮のつくりについての学習、担任の先生の話から、お腹の赤 ちゃんや母体につ

いて疑問に思ったことや さらに深 く調べたいことをあげよう

・へそのおは赤 ちゃんに栄養をあげる役割があるけれ ど、他 に役割はあるのか？

・赤ちゃんはお腹の中でどうやって トイ レをす るのか ？

・赤ちゃんはどうしてそんなに早 く成長す るのか？

みんなの疑問や調べたいことを 分 類 し、 整 理 し よ う ！

・赤ちゃんはどうい うふ うに大きくなるのか ・赤ちゃんはなぜ成長が早いのか

・赤ちゃんが髪の毛がないのはなぜか 胎児の成長
・耳はいつ聞こえるのか ・目は い つ 見 え る の か ・口 は いつ あ くの か

・赤 ちゃんはどうやって便や尿をするのか

・へそのおは栄養 をあげる以外にどんな役割があるのか ものの出入 り

・へそのおは何でつながっているのか へそのお

・へそのおはどんなふ うにつながっているのか

・羊水は何のためにあるのか ・羊膜があるのになぜ羊水があるのか

・羊水は胎児のでる穴からでないのか 羊水

・胎ばんは何のためにあるのか ・赤 ちゃんはなぜ下を向いているのか

先生に赤ちゃんの不思議を紹介するために、グループごとにテーマを設定 しよう

※たくさんのことを先生に紹介できるように、グループごとにテーマの候補を設定 した

後、学級全体で話 し合って各グループのテーマを決めます。

第 １候補 赤 ちゃんはどうやって便や尿をするのか ？

第２候補 へそのおは栄養 をやる以外にどんな役割があるのか ？

テーマはこれだ ！赤 ちゃんはへそのおか ら栄養を もらい、 どうやっで便や尿をするのか ？
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調べ始める前に、テーマについての自分たちの考 え （予想）を しっかりともとう


自分たちの考えをもつために

・担 任 の 話 に ヒ ン トは な い か な ？ ・メダカの卵の変化にヒン トはないかな ？

・子 宮 の つ く りに ヒ ン トは な い か な ？ ・本やテ レビにヒン トはないかな？

（担任の）○○先生が （脳に栄養がいかず）最近 とんちんかんなことを言 うので、赤ちゃんに

栄養を与えているからだと思った。便や尿はす るけれ ども、羊水が多いのでまじってなくなる。

＊ ワー クシー ト開発の工夫点 ：授業の流れ に沿 った構成 とし、児童 がワー クシー トを書

き進 めてい く中でテーマの絞 り込みができるよ うに工夫 した。具体的 には、 「疑問点や調

べたい ことの書 出 し」 「学級全体 での疑問点や調べたい こ との分類 ・整 理」 「テーマ候補

の設定」 「具体 的テーマの決定」 を順番 に矢印 でつな ぎ、児童が具体的テーマ を決定す る

までの流れ を視覚化 して示 した。また、児童がテーマについての考 えを しっか りともちな

が ら追究活動 に取 り組 めるよ う、 自分の考 えをもつ際の手助け となるヒン トのある場所 を

例示 し、それ らを参考 に しなが ら自分の考えを書けるよ うに工夫 した。

（3）授業の流れ

１）ね らい

これまでの学習や担任 の話 を基に疑問点や調べたいこ とをあげ、整理 ・分類 する活動 を

行い、胎児や母体 につ いてのテーマを 自ら設定 し、テーマについての 自分 の考えをもて る。

２）関連す る能力観

・ 科学 的な疑問を認識す る能力

・ 体験 か ら感 じ取 った ことを表現す る

・ 比較や分類 、関連づけ とい った考 えるための技法を活用 して説明す る

３）準備

本時① （テーマ設 定） のワークシー ト、疑問点や調べたい ことを書き出すカー ド

４）授業の流れ

発 問 ・指 示 ・説 明 ・板 書 児 童 の 学 習 の 実 際 時間 

（本時①のワー クシー トを配布） １　いろいろな疑問や調べたいことが出てくるな 10 

発問 『これまでの学習や担任 の話から、お腹 Ａ子 ：へそのおは赤ちゃんに栄養をあげる役割が

の赤ちゃんや母体について疑問に思 ったこ あると思 うけれ ど、他 に役割はあるのかな。あ


とや さらに深 く調べたいことをあげてみ よ れ、栄養を取った後、赤 ちゃんはお腹の中で ど


う』 うやって ウンチをするのかな。

Ｂ男 ：赤ちゃんをつつむ羊膜があるのに、羊水は


指示 「疑問に思ったことや深 く調べたいこと 何のためにあるのかな。

はワー クシー トに書いた後、カー ドにも大 Ｃ男 ：へそのおはどんなふ うに母親 とつながてい


きく書きなさい」 るのかな。 そ ういえば、赤ちゃんはどんな体勢

になっているのかな。い ろいろ調べたい ことが

出てくるな。
Ｄ男 ：赤ちゃんは どんなふ うに大きくなるのかな。

へそのおは何のためにつながっているのかな。

２　疑問や調べたいことを分類 し、整理 しよう 17

発問 『カー ドを黒板 に貼 りだ して、疑問や調 Ｂ男 ：「赤ちゃんはど うい うふ うに大 きくなるの
べたいことを似たもの同士で分類 し、整理 か」「赤ちゃんはなぜ成長が早いのか」などは、

してみよう』 胎児の成長についての内容だ。

Ｄ男 ：「耳はいつ聞 こえるのか」「目はいつ見える

のか」なども、成長の様子だ。

Ａ子 ：「へそのおは栄養をあげる以外にどんな役割

があるのか」と 「赤ちゃんは便や尿をするのか」

は赤ちゃんへの ものの出入 りに関す ることだ と

思 う。

Ｃ男 ：「へそのおは栄養をあげる以外にどんな役割

があるのか」は、 「へそのおは何でつながってい
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中心発問 『赤ちゃんの不思議を先生に紹介す

るために、整理 した疑問や調べたいことか

らグループごとに胎児や母体についてのテ
ーマを設定 しよ う』

（身近な妊婦である担任に赤ちゃんの不思議

を紹介す る活動 を仕組む ことで、 日常現実社

会 と結びつけなが ら、 自ら進んでテーマを設

定できると考えた）

指示 「学級全体 としてた くさんのことを担任

に紹介できるように、グループごとにテー

マの候補を決めた後、みんなで話 し合って

各グループのテーマを決めます」

発問 『テーマについての自分たちの考え （予

想）をしっか りもってから、調べ始めよう』

指示 「自分たちの考えをもつためには、担任
の話、メダカの誕生や子宮のつくりの学習、

今まで読んだ本やテ レビなどを参考に して、

考えてい くとよい」

るのか」などと同じよ うにへそのおにも関係 し

たことだ と思 う。 ものの出入 りとへそのおの両

方に入れればよい。

Ｂ男 ：羊水に関係 したものもた くさんある。

３　どんなテーマを設定しようかな 10 

Ａ子グループ ：「赤ちゃんはどうや って便や尿をす

るのか」を第 １位候補に、 「へそのおは栄養 をや

る以外 にどんな役割があるのか」 を第 ２候補 に

しよう。

Ｂ男グループ ：第 １候補は 「羊膜があるのになぜ

羊水があるのか」で、第 ２候補は 「胎児はなぜ

下を向いているのか」にしよ う。 どちらも他の

グループはや りそ うにないテーマだ。

Ｃ男 グ ル ー プ ：「耳 は い つ 聞 こ え る の か 」 「目 は い

つ 見 え る の か 」「口は い つ あ くの か 」を ま とめ て 、

第 １候 補 は 「目耳 口は い つ ご ろ か ら働 く の か 」

に しよ う。 「へ そ の お は ど うい うふ うに つ な が っ

て い る の か 」 も よ さそ うだ。 第 ２候 補 に しよ う。

Ｄ男 グ ル ー プ ：「胎 児 は どん な ふ うに 大 き くな るの

か 」 を テ ー マ に し た い 。 も し他 の グ ル ー プ と重

な っ た ら、「胎 児 の 向 き は何 で 下 向 き な の か 」だ 。

Ａ子 グループ ：第 １候補 も第 ２候補 も選んだグル
ープがないので、二つをまとめて 「赤ちゃんは
へそのおから栄養を もらい、 どうやって便や尿

をす るのか ？」をテーマに しよう。

Ｂ男グループ ：やった。やっぱ り、 「羊膜があるの

になぜ羊水が あるのか」をテーマに したのは、

僕たちのグループだけだ。

Ｃ 男 グル ー プ ：第 ２候 補 の 「へ そ の お は ど うい う

ふ うに つ な が っ て い る の か 」 は 、 Ａ 子 グル ー プ

の 「へ そ の お か ら栄 養 を も ら っ て い る ・ ・」 と

重 な る部 分 が 多 い の で 、 「目 耳 口 は いつ ご ろ か ら

働 くの か 」 を テ ー マ に しよ う。

Ｄ 男 グル ー プ ：「胎 児 は どん なふ うに大 き く な る の

か 」が 僕 た ち の テ ー マ だ 。

4　 自分の考えをしっか りもって追究に入ろう 8

Ａ子 ：担任の○○先生が最近 とんちんかんなこと

を言 う。きっと、それは赤ちゃんが栄養を取っ

て○○先生の脳 に栄養がいかな くなったか らだ

と思 う。へそのおは胎児にい ろいろな栄養 を与

えている。そ して、便や尿はするけれ ども、羊

水が多いのでまじってなくなるのだと思 う。

Ｂ男 ：子宮のつ くりか ら、羊水は衝撃を和 らげる

働 きがあると思 う。

Ｃ男 ：（担任の）先生は ５ヶ月 くらいには音楽の時

に歌 を歌 うと動 くと言っていたので、 ３ヶ月 く

らいで耳が聞こえる。 ５ヶ月 くらいには息をす

る練習を している。 ６ヶ月 くらいには 目が見 え

ていると思 う。

Ｄ男 ：担任 の先生の話か ら、約 ３～ ５ヶ月 くらい

までの間にかな り大きくなると思 う。 

５　模造紙に レポー トをまとめ、発表の準備 をする授業 （本時② ）

（1）授業の概要

前時まで に児童 は、本やイ ンターネ ッ トに書かれてい る内容 を読み比べた り、モデル実

験 を行 った りしなが ら、 グループ ごとに具体的テーマについての追究を深めてきた。 ２時

間続 きのこの授業 では、前時までの調べ学習の成果 を基 に、科学的な レポー トに必要な項
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目を筋の通 った論構成で ワー クシー トにま とめていった。その後、グループ内で話 し合い、

必要な項 目を模造紙 にどの ように配置 し、まとめてい くのかを決 めた。 また、モデル実験

を実際に演示 しての発表や クイズ形式での発表 な ど、担任 に分か りやす く発表す るための

様々な工夫 を考 えた。そ して、グループ内で分担 を して レポー トを模造紙 にま とめ、分 か

りやすい発表 にす るための準備 を進 めた。

（2）ワー ク シー トの 開発

追究 した赤ちゃんの不思議 を、先生に分か りやす く紹介 しよ う

５年 番 氏名 Ａ子

赤ちゃんの不思議を分か りやす く紹介す るために、調べたことは模造紙にま とめます。理科の
レポー トとして必要な項 目が模造紙にしっか りと入るよう、まず、必要な項 目をまとめましょう。

テ ー マ 赤ちゃんはへそのおから栄養をもらい、どうやって便や尿をす るのか ？

自分たちの考え（予想） ※○○ （例 子宮のつ くり、先生の～の話な ど）から、○○だと考えた。

（担任の）○○先生が （脳に栄養がいかず）最近 とんちんかんなことを言 うので、赤ちゃんに

栄養を与えているか らだと思った。便や尿はす るけれ ども、羊水が多いのでまじってな くなる。

調べた方法 ※○○ （例 ○○ とい う本 、○○のホームページ、○○の ビデオ、○○のモデル実

験）で、○○ （調べた内容）について調べた。

・「人の胎児の成長と誕生」（学研）の ビデオを見て、実際の胎児の様子を調べた。
・「いのちってスゴイ ！赤 ちゃんの誕生」 （素朴社）とい う本や胎児のホームページで、へそのお
のはたらきや便や尿について調べた。

（実験結果と）分かった こと ※○○と○○を比べた結果、○○ とい うことが分かった。

※○○とい う実験結果 （○○の胎児画像）か ら、○○ といえる。
◆実験を行ったグループは、実験の結果を必ず示す こと ！

胎児の本やホームページ、ビデオなどから、次のことがわかった。

①　へそのおの しくみ
・へ そ のお は 「い の ち の つ な 」 と もい う

。
・へ そ の お の 中 に は 、 動脈 が ２本 、 静 脈 が １本 通 っ てお り、 ３本 の血 管 が か らみ あ って い る。

②　養分
・胎児は食べ物を食べてはない。そのかわ りにお母さんから養分をもらっている。
・お腹の中でへそのおは、母親の体から養分を胎児 に運び、酸素も送っている。
・へそのおは、胎児のいらないものや二酸化炭素を母親の体に運んでいる。

③　尿や便
・赤ちゃんは、尿はするが便は しない。 ・便は生まれてから出す。
・羊水を飲んで、尿をしている。飲んでは （尿 として）出して、羊水をきれいにしている。

感想 ・その他に先生に紹介 したいこと （先生へのメッセージ）

赤ちゃんは羊水を飲んで尿をするなんてびっくりした。尿はきたない と思っていたけれど、赤

ちゃんは羊水をきれいにするために尿を飲んでいた。また、へそのおは栄養のほかに酸素なども

送っていてす ごいと思った。先生には元気な赤 ちゃんを生んでもらいたいと思います。

確認を受けてか ら、グループで 協力 して、模造紙にまとめよう ！

レポー ト作成時の注意点とより分か りやすい発表にするために

字の大きさは縦を模造紙の一ます以上の大きさにし、図などを入れてまとめること

テーマ、予想、調べた方法、分かったこと、感想などを分かりやすく配置すること

モデル実験を行ったグループは、発表の際に実験ができるように準備 しておくこと


胎児の模型を用意 し、それを用いなが ら発表する、クイズ形 式で発表するなど、発表の仕方も自

分たちで工夫すること
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＊ ワークシー ト開発の工夫点 ：児童 が 自分で調べた内容 を最初 か ら筋 の通った論構成で

レポー トにま とめ るこ とは難 しい。 そ こで、 ワー クシー トは レポー トに必要な項 目を論構

成 の順番 に沿ってま とめていけるよ うに し、実際の レポー トを作成する前 に書き込むこ と

で、科学的な レポー トのま とめ方 がきちん と分かるよ うに工夫 した。また、各項 目には 「 ○

○ と○○を比べた結果 、○○ とい うことが分 かった。」な ど具体的な書き方 を例示 し、 ど

のよ うに記述すれ ばよいのかが分かるよ うに した。 さらに、模造紙に レポー トをまとめる

際の注意点や分か りやすい発表にす るた めの工夫な どを記述 し、それ らを参考 に発表 の準

備 が進め られ るよ うに配慮 した。

（3）授業の流れ

１） ね らい

調べ学習 の成果 を基に科学的な レポー トに必要な項 目を筋の通 った論構成でま とめる と

ともに、工夫 しなが ら模 造紙 にレポー トを作成 し、発表 の準備 を進める。

２）関連する能力観
・ 科学 についての知識

・ 事実 を正確 に理解 し表現す る

・ レポー トを作成す る

３）準備

ワー クシー ト、 レポー ト作成用の模造紙、胎児模型等 の製作に必要な紙粘土な どの材料

４）授業の流れ

発 問 ・指 示 ・説 明 ・板 書

（本時②のワークシー トを配布）

中心発問『模造紙に レポー トをまとめる前に、

理科の レポー トに必要な項 目をワー クシー

トにま とめよ う。特に、 これまでの調べ学

習で分かった ことは、 しっか りと自分の言

葉でまとめよう』

（科学的な レポー トに必要な項 目、特に調べ

学習で分かった ことを自分の言葉で しっか り

とまとめることで、調べ学習の成果を整理、

分析 して、きちんと表現する力が身につくと

考えた）

説明 〈本の内容を丸写 しにして も、 自分の調
べ学習にはな らない。複数の本を見比べる

などして、情報の正確 さを確認 して 自分の

言葉でまとめる。また、モデル実験を行っ

たグループは、実験データをきちん と示 し

て分かったことをまとめる。〉

指示 「ま とめ終わったグループは、模造紙の

レポー ト作成に入る前に必ず確認を受けな

さい」

中心発問 『分か りやすい発表 となるよう、工

夫 しなが ら模 造紙 に レポー トをま とめ よ

う。また、ワークシー トを参考に発表の仕

方も考えよう』

（グループ内で互いの意見を出し合い しなが

ら、協力 して模造紙にレポー トをまとめた り、

発表の仕方を考えた りすることで、児童が自

ら判断 しなが ら発表の準備 を進めることがで

き、表現力の向上にもつながると考えた）

児 童 の 学 習 の 実 際 時間 

１　レポー トに必要な項 目をまとめよう 20

Ａ子 ：テーマは 「赤ちゃんはへそのおから栄養 を ～ 

もらい、 どうやって便や尿 をするのか ？」で、 30 

自分たちの予想はこれだ （本時①のワークシー

トで、自分たちの考 えが書かれた場所を指 さす）。

分担 して調べたから、それぞれの方法を順番 に

発表 して、調べた方法をまとめていこう。

Ａ子 ：分かったことはたくさんあるので、「へその

おの しくみ」 「養分」 「便や尿」に分けて書 くと

いいかな。お腹の中での成長の様子も調べたけ

れ ど、他の グループと重 なるので省略 しよ う。

感想や先生へのメッセージは、各自で書こう。

Ｂ男 ：モデル実験の結果は、別の紙に表でまとめ

てある。 ワークシー トの 「（実験結果と）分かっ

た こと」には、実験データか ら分かることだけ

まとめてもいいですか。（了解を得て、まとめる。）

Ｃ男 ：いろいろな本で書かれていることが少 しず

つ違 っていた。赤 ちゃんによって少 しずつ成長

が違 うかのかもしれない。 「だいたい何ヶ月位で

働 く」 とい うよ うにまとめよう。

Ｄ男 ：テーマは、 「胎児 はどんなふ うに大きくなる

のか」だ。 レポー トにま とめるときには、月ご

との胎児の様子を表にまとめよう。

２　どうしたら分かりやすい発表になるかな 60

Ａ子 ：テーマ、予想、調べた方法までは、普通に ～ 

模造紙にまとめる。調べた方法は、一番参考に 70

なった本を書いておこう。

Ａ子 ：（グループの仲間と相談 して）分かったこと

は、普通 にま とめてもお もしろい発表にはな ら

ない。クイズ形式でまとめよう。

Ａ子 グループの別児童 ：発表を聞きに くる先生方

に○×の札 を持って もらい、クイズに答 えても

らうとよい。感想や先生へのメッセージは模造
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紙に書かず、一人ずつ発表 しよ う。

説明 〈図や表な どを工夫 して模造紙に入れる。 Ａ子グルー プのも う一人の児童 ：図がないと分か


ワークシー トに記述 したテーマ、予想 、調 りづ らい。説明用に胎児の図もかこう。

べた方法、分かったこと、感想な どを分か Ｂ男 ：レポー トには、何回も繰 り返 した実験結果


りやす く模造紙に配置す る。胎児の模型を を しっか りと表に してまとめよう。発表の時に

用意す る、クイズ形式で発表す るなど、分 は、先生方の前でモデル実験をしたい。

かりやすい発表 となるように工夫する。〉 Ｃ男 ：レポー トの項 目は色を変えると見やすい。

Ｄ男 ：月 ごとの胎児の身長、体重、特徴 などを表

にまとめる。胎児 の成長の様子も順番に図にか

いていこ う。胎児 の模型 も分担 して作 り、発表

の時に先生方に見せよ う。

５）児童が作成 した レポー トとコ ミュニケー ション

Ａ子グルー プの レポー ト （発表の時はクイズの答 えを隠 して発表）

Ａ子グルー プの発表

模造紙 にま とめた上記 レポー トを示 しなが ら、

分担 して先生や級友 に発表 した。 分かった ことの

発表では、幾つ のかの本やホームペ ージで調べた

内容 を正 しく理解 して クイズ形 式にま とめ、先生

や級友の答 えを引き出 し、意 見交換 しなが ら楽 し

く発表を進 めていた。

Ａ子グループの発表を聞いた担任の意見や感想 写真 １　Ａ子 グループの発表

クイズ形式 に して発表 して くれ たお かげで、興

味をもって楽 しく発表を聞くことができま した。赤 ちゃんが羊水 を飲んで尿 として出す こ

とで羊水 をきれい に していることな ど、先生 も知 らなかったことがた くさんあって とても

勉強にな りま した。ポイ ン トを絞 って発表 して くれたので分か りやすか ったです。欲 を言

えば、 もう少 し大 きな声 で発表 して くれ ると、 さらによかった と思います。

担任の意見や感想を聞いた後のＡ子の自己評価

今度、学習発表会や何 かの発表 があった ときには、先生か ら聞いたよ うに、 もっと大 き

な声で発表 したいです。 クイズをや って先生方 も楽 しんで くれたので、クイズ形式の発表

はよかったなぁと思いま した。他 のグループの人たちは、モデル実験 をや った り、赤ちゃ

んの模型があった りしたので分か りやすかったです。私 も今度の調べ学習では、実験をや

りたいです。
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Ｂ男グルー プの レポー ト

写真３　モデル実験を演示

した Ｂ男グルー プの発表
Ｂ男グルー プの発表

上記 レポー トを掲示 し、本や ビデオで調べた内容だけでなく何 回も行 ったモデル実験 の

結果 を根拠 としなが ら、羊水が外部の衝撃か ら胎児 を守 っていることを説明 した。モデル

実験の演示 では、先生や級友が食 い入 るよ うに実験の様子 を見守 っていた。

Ｂ男グループの発表を聞いた担任の意見や感想

言葉での発表だけでな く目の前でモデル実験 を して くれたので、羊水 の働 きが とて もよ

く分か りま した。 実験 を何回 も繰 り返 しや っていた点 もよかったです。 赤ちゃんがお腹 の

中にい る間、お風 呂に入 っているよ うな状態だなんて、私 もびっ くりしま した。

担任の意見や感想 を聞いた後のＢ男の自己評価

モデル実験 を して先生 にほめ られてよかったです。今 回の調べ学習で、実験 を発表に使

った り、クイズ を出 した りした方が分 か りやす い発表になることが分か りま した。実験 を

した ときには、結果 をま とめた もの もきちん とレポー トに書 くとよい ことも分 か りま した。

こうした児童のや りと りか ら、「動物の誕 生」の学習 内容 を道具 として使用 し、表現 し、

コミュニケー シ ョン してい く姿を確認で きた。

６　児童の感想 と思考力 ・判断力 ・表現力の育成への解釈

（1）児童の感想

先生を呼んで発表す ると、赤 ちゃんのいろい ろな ことが分かってよか ったです。赤ちゃ

んができた らお腹 を大事に したい と思い ます。先生 と話 し合 い、何 か調べ ると したら、他

のグループみたいに模型 を作 った り、実験を した りす る と分か りやすい ことも分か ったの

で、自分 もやってみたいです。そ して、今 回の学習 が何かに生かせ るといいです。（Ａ子）

（2）思考力	 ・判断 力 ・表現 力への解釈

将来 と関連づけた児童 の感想か らも分か るよ うに、妊婦の担任 に赤 ちゃんの不思議 を紹

介す る活動 を仕組んだ ことで、児童は興 味 ・関心をもって自ら設定 したテーマ を追究 して、

レポー トを作成 し、発表するこ とができた。この過程の中で、児童 は知識 ・情報 を収集 し、

表現 してい った。発表会 では、モデル実験や胎児模型の提示、 クイズ形式な ど、すべての

グループが工夫 して発表 した。発表 内容や発表後の担任 の意見や感想、児童 の 自己評価か

ら分かるよ うに、各 グループ とも赤ちゃんの不思議 について、現象 を科学的に説明 した り、

根拠 を基 に説 明 した りす ることができた。 この ことをもって理科にお ける思考力 ・判断力

・表現力 を育成で きた と解釈 した。 さらに、科学的 リテ ラシー を道具 として使用 し、表現

し、他の人 とコミュニケー シ ョン してい く能力 が育成できた と解釈 できる。

（新潟県魚沼市立東湯之谷小学校　熊木　徹）
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第 ２部　 第 ５章　 第 ２節

思考力 ・判断力 ・表現力を育成する ５年 「水中の小 さな生物」か ら

～小 さな植物 プラ ンク トンの大 きな能力 （パ ワー ） を紹 介 しよ う ！～

１　授業実践のポイン ト

本授業 における実践 のポイ ン トは大き く分 けて ３つある。 １つめは、実際にメダカか ら

見えるプランク トンの大 きさを、 メダカ とプ ランク トンの拡大模型をクラス全員で作 り、

実感 させ るところにある。 ミクロな物体 を顕微鏡 で覗いてみた として も、生活経験に置 き

換 えるこ とができない。そ こで、模型作 りか ら比較 し、類推す る作業 を とお して大き さを

実感 させたい。 ２つめは、前述で興味を抱いた上 で ミクロなプ ランク トンの隠 された能力

や働きを調べる。 このことに より、生命の連続 にお けるスター トをにな うプランク トンの

役割や 、地球環境 を支 え、人類 に とってはか けがえのない存在で あることを認識 させたい。

また、各人が得た知識や考 えをクラス全体で共有す ることによ り、プランク トンをグロー

バルに とらえ させ る思考力 を育みたい。 ３つめは、プ レゼンテーシ ョンをお こな う。参観

者である保護者や教職員 を相手 に、納得 させ るための論述構成 を試み る。

２　 「キ ー ・コ ン ピテ ン シー」 を育 成す る学 習

授 業実 践 の 時期 は 、平成20年11月11日 ～12月10日 ま で で あ る。実施 した学校 は座 間

市立入 谷 小 学校 、対 象 学年 ・ク ラス は、 ５年 １組 （男 子16名 、女 子14名 、計30名 ） で あ

る。

（1）関連する単元の流れ

「メダカのたん じょう 水中の小 さな生物」（全 ８時間） 『わ くわ く理科 ５年』（啓林館）

①　 メダカや ヒ トが どのよ うに産 まれ て くるのかを考 える　 １時 間

②　 メダカを飼い、卵 を産む様子や、育 ってい く様子 を観察す る ・・ ５時 間

③　 メダカや ヒ トについて学習 した ことを発表 し交流す る　 ２時 間

（2）　 「キー ・コン ピテ ン シー 」 を育 成 す る学 習

「水中の小 さな生物 プランク トンについて調べよ う」 （全 ９時間）

①　 プランク トンや メダカの模型づ くり　 ２時間

②　 プランク トンの大き さを模型づ く りか ら考える　 １時間 （本時①）

③　 プランク トンについて くわ しく調べる　 ２時間

④　 調べた ことをま とめ、プ レゼンの構想 を練 る　 ２時間 （本時②）

⑤　 調べた ことを発表 （プ レゼ ンテー シ ョン）す る　 １時間

⑥　 学習 を振 り返 ってみ る　 １時間 （本 時③）

（3）　授 業時間の生み出 し

新学習指 導要領 では、「メダカのたん じょ う」（７時間）に 「水 中の小 さな生物」（２時間）

が加 わ り、全 ９時間扱 いで行われ る。本実践 においては、活用力を育成す る学習を含 め、

全 １７時間で展開する。全 １７時間の うち ９時間は、他単元の学習 内容を精選 して理科の

時間に実施 した。残 りの ８時間は、総合 的な学習の時間か ら６時間、図工の時間か ら２時

間を教科横 断的 に活用 した。

３　「キー ・コンピテ ンシー」 を育成す る学習 と能力観 との関連
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（1）　「キ ー ・コ ン ピテ ン シー 」 との 関連

相互作用的に道具を用いる （Ｂ　知識や情報を相互作用的に用いる）

（2）　中教審答 申の 「思考力 ・判断力 ・表現力」、「言語活動の充実」 との関連

Ａ－２：事実 を正確に理解 し表現す る

Ａ－３：情報 を分析 ・評価

Ｂ－４：比較や分類 、関連づけ といった考 えるための技法を活用 して説明す る

Ｂ－８：体験か ら感 じ取 った ことを言葉や歌、絵 、身体な どを使 って表現す る

（3）　新学習指導要領 との関連


第 ５学年　 Ｂ　 生命 ・地球　 （2）動物の誕生


４　現象を科学的に説明する授業　～模型づ くりか ら実感する～　 （本時①）

（1）授業の概要

「メダカの 目か らプ ランク トンは、 どんなふ うに見えるのだろ う？」 となげか けてみ る。

児童に とっては、プランク トンは 「とて も小 さい生物である」とい う概念や、「顕微鏡 を使

わない と見 えない」 とい う認識 はあるが、その大 き さを具体的に説明す ることは困難であ

る。 そ こで、メダカを巨大化す ることによ り、それ との比較で、プランク トンの大き さを

実感す る。そのサイズか ら、植物プ ランク トン→動物プ ランク トン→小型魚類→大型魚類

→ ヒ トとい う食物連鎖を考 える うえでの ヒン トと していきたい。模型 はメダカを作るチー

ムやプランク トン類 を作 るチームにそれぞれ分かれ 、クラス全員の共同作業で作ってい く。

（2）ワー ク シー トの 開発

今日の目標	 ５年１組 名前 Ａ 男


メダカやプランク トンの大きさを決め、模型を作ろ う ！


○　模型の大きさを決めよう

○　模型を作ってみての感想
4cmの メダカを4mの 大きさにしないと、小さい植物プランク トンが作れないぐらい小 さいことが

わ か りました。実際に水中ではメダカがどのよ うに ミジンコたちを見ているのかがわかりま した。植

物プランク トンも目には見えているか ら、食べているのではないか？と思いました。


＊ ワー クシー ト開発の工夫点 ：それぞれ のチームが作 りたいものを決 める。その際、倍

率 を植物プ ランク トン・動物プランク トン・メダカの ３者 を同倍率 にす ることを確認す る。

そのために、倍率 を表にあ らわ し、話 し合 いで決 め させたい。

（3）授業の流れ

１）ね らい

巨大 メダカの模型 か ら見え る、プ ランク トンを考え、その模型 を作ることができる。

２）関連する能力観 

② 現象 を科学的に説明する能力


Ａ－ ２ ：事実 を正確 に理解 し表現す る


Ｂ－ ４ ：比較や分類 、関連づけ といった考 えるための技法を活用 して説 明す る


３）準備

・発 泡スチ ロール の板 ・木 工用 ボン ド ・ス チ ロ ー ル カ ッ タ ー ・延 長 コ ー ド

・縮尺表 （プ ランク トン、メダカ） ・マ イ ク ロ メ ー タ ー （接 眼 ・対 物 ） ・顕 微鏡
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4）	 授業の流れ

発 問 ・指 示 ・板 書

発 問 「自然 の メ ダ カ か らは 、 プ ラ ン ク トン は ど

の よ うに 見 え る の か を 、模 型 を作 っ て 調 べ

み ま し ょ う。」

【板書】今 日の目標


メダカやプランク トンの大きさを決め、模


型を作ろ う！

指示 小さいプランク トンの大きさは、この顕

微鏡にあるマイ クロメーター を使 って測
りま した。 自由に見て下さい。

指示 縮小 ・拡大表をもとに、模型の大きさを

決めま しょう。
メ ダ カ ・・・・・約4cm ミ ジ ン コ ・・・・・約1．5mm

ケ ン ミ ジ ン コ ・・．約1．0mm ミ ド リ ム シ … 約0．2mm

ボ ル ボ ッ ク ス …	 約0．3mm

フ ネ ケ イ ソ ウ …	 約0．1mm

ク ン シ ョ ウ モ ・・・約0．2mm ミ カ ヅ キ モ … 約0．5mm

【板書】現実に作れる大きさを見極め、そ


れぞれの大きさを決めま しょう ！


指示 ワークシー トに実際の長 さを書き

込みま しょう。


指 示 発 泡 ス チ ロ ー ル を ス チ ロー ル カ ッ


タ ー で 切 り、模 型 を作 りま し ょ う。


児童の学習の実際
１．グループごとに、どんな種類のプランク

トン

作 りをするのかを決めよう ！
Ａ 男 ： 「ぼ く た ち の グ ル ー プ は 巨 大 メ ダ カ

だ ！」

Ｂ男 ：「ぼ くた ち は 、 ミジ ン コ を作 りた い な 」

Ｃ子 ：「わ た した ち は 、小 さい ケ イ 藻 を 作 りた

い」

Ｄ男 ：「先 生 、 ど うや っ て こ の 小 さい プ ラ ン ク

トン の 大 き さ を測 っ た の で す か ？」

時間

５

分 

Ｃ男 ：「あ ！定規みたいな線が見える」

Ｄ子 ：「先生、こうやって測ったんですね」

教師 ：「そ うですね、それでも見えない とき

は電子顕微鏡を利用します。」
２．どんな種類のプランク トンをどんな大 き

さにするのかを決めよう ！
Ａ男 ：「メ ダ カ は100倍 だ と4mだ ね。」

Ｂ子 ：「ケ イ ソ ウ は100倍 だ と1cmよ 。」

Ｃ男 ：「50倍 ぐ らい の2mと5mmで ど うか な 。」

15

分 

児 童 ：ワー ク シ ー トに記 入 す る。

３．プランク トンの模型を作ってみよう ！

70

分

（スチ ロール カ ッター で切 り、整 形す る。色をぬ って、 きれ いに仕上 げる）

次時予告

植物プランク トンは、とても小 さい存在
であることをメダカの模型か らも確認 し

ましたが、実は、小 さいだけではなく、す

ごく大きい仕事をす る、素晴 らしい生き物

であることを、学習 します。家でも調べて

みてください。

Ａ男 ：「メ ダ カ の 目か らは け っ こ う大 き く見 え

る ん だ ね 。植 物 プ ラ ン ク トン だ っ て 、食

べ て る と思 うな 。」

Ｂ子 ：「ボ ル ボ ッ クス の形 が きれ い ！」

Ｃ男 ：「植 物 プ ラ ン ク トンは 食 べ られ るだ け で

か わ い そ うだ ！」

５　資料 を整理 し、分か りやす いプ レゼンテーシ ョン作 りをす る授業 （本時②）

（1）授業の概要

前時までに児童 は、教師か ら植物プ ランク トンは、ただ食べ られ るだけの小 さな存在 で

はなく、もっと隠れた能力 がある話や興味を引く話を聞いている。 （例を以下に示す）

（◇石油はプランク トンか らできている話 ◇壁にぬる高級塗料は植物プランクトンでできている話

◇CO2を 減 らしエネルギーを作る植物プランクトンの話 ◇酸素を作ったのは植物プランクトンだ とい う話

◇植物プランク トンのべん毛モーターの話 ◇海に森林を植物プランクトンで作る話）

そこか ら、深 く追求 したいテーマを しぼ り、図書室、イ ンターネ ッ ト、家庭で調べ学習 を

してい る。本授業では、資料の取捨選択、効果的な画面構成、発表原稿作 りを行 う。
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（2）ワー ク シー トの 開 発

５年 １組 名前 Ｂ 子 

○ 今日の目標	 ○何のためにプ レゼンテーションをするの ？ （目的を書 く）

伝えたいことを効果的に表現 しよう！	 植物プランク トンの死がいか ら石油ができているこ


との驚きと事実を伝えたい。
 

○ どうやった ら、効果的にプレゼンテーションができるでしょうか。

ちっぽけな植物プランク トンが今一番大切なエネル ギーである石油を作って くれたことを紹介す る。

そ して、その石油を何億年 も待たずに作り出す研究が行われていることを紹介する。

プレゼンテーシ ョンソフ トを使 う時のワークシー ト

①タイ トル （文字は大きく）	 ②は じめ （動機や用語の説明）

③は じめ （用語の説明）	 ④はじめ （用語の説明）

⑤中 （疑問のなげかけ）	 ⑥中 （疑問のこたえ）

⑦中 （疑問の こたえ）	 ⑧おわ り （まとめ、考察）

＊ ワー ク シー ト開発 の 工 夫 点 ：プ レゼ ンテ ー シ ョン ソ フ トを利 用 す る際 、ア ニ メー シ ョ
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ンの設定はで きるだけ、必要最低限の動作 にお さえ させ る （シンプルに）。構成 を考えると

きに、聞き手 を引 きつ ける工夫をす る。 また、聞き手 に疑問を投げかけ、興味を引いてか

ら、その答 えを紹介す るよ うに助言 をす る。

（3）授業の流れ

１） ね らい

調べ学習 によ り得 られた情報 を取捨選択 し、効果的 にプ レゼ ンテーシ ョンす る画面構成

を考 え、作成する。

２）関連する能力観

②　現象を科学的に説明する能力


Ａ－２ ：事実を正確に理解 し表現す る


Ａ－４ ：情報を分析 ・評価 し、論述す る


３）準備

・プ レゼ ンテ ー シ ョン ソフ ト （Microsoft : PowerPoint2003 ）

４）授業の流れ

発問 ・指示 ・板書 児童の学習の実際

発問 「効果的に伝えるために、画面 １． グ ル ー プ ご とに 、 シ ー トの 項 目に 従 っ て 、資 料 や デ ー


は６～ ８程度を作 りましょう。」 タ を しぼ りこ も う ！


【石油は植物プランク トンが作ったグループ】

【板書】今 日の 目標 Ａ男 ： 「い つ ごろ で き た の か を入 れ よ う」 10

効果的に伝 えるための画面作 り Ｂ男 ：「石 油 の成 因 説 は ２つ あ る け ど ・・・… 」 分 

をする！ Ｃ子 ：「画 面 に は ２つ 入 れ な い で 、 一 つ は 口で 言 え ば ？」

Ｄ子 ：「現 在 の 成 果 は外 せ な い ね ！」

教 師 ：「君 た ち が 一 番 お ど ろ い た こ とは何 ？」

Ｃ 子 ：「何 億 年 も か けず に 石 油 を 作 り出す 研 究 が は じま っ

て い る こ と。」

Ａ 男 ： 「そ して 、 石 油 を 作 っ て い るの が 、植 物 プ ラ ン ク ト

ン だ っ た とい う こ と ！」

Ｄ子 ：「一 番 お どろ い た こ とは 、 絶 対 入 れ よ う ！」

指示 使 うデータが決まった ら、ソ ２． デ ー タ を画 面 に書 き こ も う ！

フ トを立ち上げ、打ちこんでい Ｃ男 ：「タ イ トル は 、 大 き い 字 で 書 くよ ！」

きま しょう ！ Ｄ 子 ：「ア ニ メ ー シ ョン は 、 あ ま り付 け な い 方 が い い ね 。

目が ま わ っ ち ゃ う。」

教 師 ：「な ぜ 、 石 油 が で き た の か を 、 文 字 だ け で 書 い て い 55

ま す が 、 イ ラ ス トな ど を利 用 した ら ど うか な ？」 分 

Ａ男 ：「先 生 、 手 書 き の絵 で も い い ん で す か ？」

教師 ：「手書きの絵 をスキャナで入れこむこともできます

よ。また、図鑑 のイラス トも取 りこめます よ。」

Ｃ子 ：「何億年もかか らずに、生きているプランク トンか

ら、石油が作れることを絶対入れ ようよ ！」

Ｄ子 ：「実際に石油がプランク トンの体からに じみ出 して

いる写真 も入れるからね ！」

指示 プレゼ ンの画面構成が完成 し ３．効果的に伝える原稿を作ろう ！

た ら、次は、セ リフを考えてみ 教 師 ：「た だ 、 説 明 す る の で は な く、 疑 問 を 投 げ か け、 少

ましょう。 し考 えて も らっ て か ら、答 え を言 うよ うにす る と効 果

的 で す よ。」

Ａ 男 ：「・・・・・・で は 、 何 億 年 も ま た な い と石 油 は新 しく で 25

き な い の で し ょ うか ？ ・ ・・・実 は 、筑 波 大 学 の 渡 辺 信 分
博 士 らが 中 心 とな っ て ・・・ボ ト リオ コ ッカ ス の研 究 を

して い る の で す 。」 と い うの は ど うか な ？

Ｄ子 ：「い い と思 うよ。 そ して 、 こ こで ク リ ッ クす る と」

Ｃ子 ：「答 え の 、 ボ トリオ コ ッカ ス の 画 像 が 登 場 」

Ｂ 男 ：「そ れ じゃ 、 み ん な 自分 の 場 面 の セ リフ は笑 顔 で 言

え る ぐ らい 、 家 で 暗 記 だ よ」

全 員 ：「OK！」

時
間 

－473－



６　 これ までの学習 をふ り返 り、コミュニケーシ ョンを通 してまとめをす る授業 （本時③）

（1）授業の概要

これ まで児童 は、調べ学習 を通 して、以 下のよ うに ９つのテーマでプ レゼンを行 った。

（発表チームの紹介）

①動物プランク トンチーム ②植物プランク トンチーム ③食物連鎖チーム

④珪藻チーム	 ⑤ ミドリムシチーム ⑥赤潮チーム

⑦珪藻土チーム	 ⑧石油チーム ⑨ べ ん 毛 モ ー ター チ ー ム

プ レゼンは、教職員 と保護者 を招いて行 った。発表 を効果的にす るため、 １チーム ５分で

順番に行 った。単 なるメダカのエサ としてではな く、様々な種類やはた らきを持っている

生物であることを とらえて きてい る。本授業では、前時までの成果 を基に、小 さなプラン

ク トンについて、体系的にまとめ上 げる作業 を行 った。児童それぞれの グループの発表内

容か ら離れ、学習全体を話 し合 いによ り効率 よくま とめてい く姿が見 られ た。

（2）ワー ク シー トの 開発

学習を振 り返 ってまとめよう ！
５年 １組 名前 Ｄ子

◇メダカから見たプランク トン… … 関係あるプ レゼン （食物れんさチーム

メダカか ら見えるミジンコは、ちょうど口に入る大きさで、水の中で見えていることがわか りまし
た。 また、食物れんさから、植物プランク トンをミジンコが食べて、次にメダカ、次に小 さい魚、次
に大きい魚、最後に人間が食べていることがわか りました。

◇生き物としてのプランク トン…	 … 関係あるプ レゼン （動物、植物プランク トン、けいそうチーム）
植物プランク トンは、光合成 をして二酸化炭素をすって酸素を作る力がある。葉緑体を持 っていて

自分で泳げるミ ドリムシもいる。 固いガラスのか らを持つケイ ソウもいる。地上の動物よりも種類や

数が多いことがわかった。


◇知 らなかったすごい能力 … … 関係あるプ レゼン （けいそ う土、石油、べん毛モーターチーム ）

べん毛には、 １分間に２万回転 もするエンジンがついている。開発するには５００億円もかかる。
石油は大昔の植物プランク トンか らできた。現在ボ トリオ コッカスから取 り出すけんきゅうがおこな
われている。 けいそ う土はけいそ うのカラからできていて、湿度や空気をきれいにしてくれる、高級
なかべの材料だ。 こんなにすごいプランク トンだが、人間が環境を汚 した り、地球温暖化を止めない
と赤潮を発生 させて、水中の生物をみな殺 しにして しま うこともある。
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＊ ワークシー ト開発の工夫点 ：プ レゼ ンの内容 を、 ３つのカテ ゴリーに分類す る作業 を

行わせ る。低位 の児童 にとっては、分類作業 を通 じて学習に参加 しやす くなるであろ う。

シー トに記入す ることに よ り、体系的に学習のま とめをする一助 としたい。

（3）授業の流れ

１）ね らい

これまでの学習を振 り返 り、プ レゼ ンの内容 を ３つ のカテゴ リーに分類 し、体系的に

まとめることがで きる。

２）関連する能力観

④　科学についての知識

Ａ－ ６　互いの考えを伝 え合い、 自らの考えや集団の考 えを発展 させ る

Ｂ－12　 討論 ・討議 な どによ り人を説得 した り、集団 と しての意見をまとめた りす る

３）準備

ワー クシー ト、プ レゼン内容が表記 してある各チームの発表原稿

４）展開

発 問 ・指 示 ・板 書 児童の学習の実際 時間

発問 「これまで学習してきたこと
を振 り返ってみましょう」 １．仲間分けのカテゴリーを決めよう ！

指示 ９つのプ レゼンを仲間分 Ｅ男：動物プランク トンと植物プランク トンの ２つに分ける。 ５分

けするとどうなるかな ？ Ｃ子 ：珪藻土みたいな生きていないものは ？どこに入れる？

Ｄ子 ：そ うそ う、石油も植物プランク トンが作ったけど、ど

ちらにも入 らないよね。

Ｂ男 ：だった ら、動物プランク トンと植物プランク トン、知

らなかったすごい力の ３つに分けた らどうかな？

教師 ：食物連鎖は どこにいれるといいですか ？
Ｆ男 ：食物連鎖は、体の大きさによって、食 うのと食われ る

のとい うつながりなんだから、メダカのえさの関係って

いう所にいれたらどうかな ？

Ｄ子 ：あ ！それがいいわね。

（本時③のワークシー ト配布）

発問 ワークシー トを見て下さ ２． 仲 間 分 け を しよ う ！

い、３つの仲間わけをしてみ

よう、とい う提案になってい Ｃ子 ：「メダカのエサ」って分けるのではな く、「メダカから

ますがどうで しょうか ？ 見たプランク トン」と分けているけど、同じことだか ら
いいと思います。

Ｄ子 ：ええと、動物や植物プランク トンなどの種類は、生き ４ ０

ているか ら、 「生 き物 としての～」所 に入れればいいか 分

ら、いいと思います。

Ａ男 ：「知 らなかったすごい能力」には、「石油」とか、「べん

毛」 とかが入 ると思 うんだけど、「赤潮」はすごい能力

ではないから、 どこに入れるか決め られません。

Ｆ男 ：「赤潮」は人間にとっては、よくないけれ ど、海が真

指示 ワークシー トにそれぞれ
っ赤になるほど増えて、水中の生物を皆殺 しにす るんだ

から、す ごい力に入れてもいいと思 うよ。
分類 して、記入 しましょう Ｄ子 ：これで、全部 どこに入れればいいか決まったわね。

指示 シー トに記入 しなが ら、気 ３． 感 想 を述 べ よ う ！

づいた ことを紹介 しま しょ

う ！ Ｄ 子 ：「赤潮」のことか ら考えました。植物プランク トン自

身は悪 くないのに、人間が洗剤や、汚れた水を海や川

に流すか ら、植物プランク トンが増えて 「赤潮」を作

まとめ るのだから、これか らは環境について考えて生活する ５分

「水中の小 さな生物」の発展学 ことが、植物プランク トンにとっても人間にとっても

習はこれでおわりです。人間も いいことだ と思いま した。

生物の仲間で、「食物連鎖」の Ｂ男 ：「食物連鎖 」から考えました。人間は、誰にも食べ ら
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中に生きています。環境問題な れない生き物で、す ごくエライみたいですが、実は一

ど意識 しながら、生きていかな 番小 さい植物プランク トンたちの力に支え られて生

ければ、プランク トンとも仲良 きていることがわかりま した。


くできない ことがわか りま し

た。おわ ります。


７　児童の感想 と思考力 ・判断力 ・表現力の育成への解釈

（1） 児童の感想	 （レポー トの抜粋）

「メダカやプランク トンの模型作 り」か ら ５年 １組 名前 Ａ 男

（途 中 略） 実 際 に、メ ダカか ら ど う見 え るのか が分か って、感動 しま した。 け
んび鏡 で見た時 は、大 き さが よ くわか りませ んで した。 ・・・・・・食 べ るために は大 き さが 口に

入 るよ うな もの でなけれ ばだ めで 、納得 しま した。見 ていて疑 問に思 ったのは、 口の大 き さ

やプ ラン ク トンの大き さか ら、 メダカは動物 プ ランク トンばか りを食べ てい るの ではな く、

野菜み たいに植 物 プ ランク トンも食 べて いる よ うに見 えま した。くわ しく、調べ てみた いな、

と思い ま した。 ど うしてか とい うと、メダカ よ り大 きい あゆは石 につ いてい るコケ を食べて
い るか らです。 （略）

「石油 を 田ん ぼか ら作 る ！？」	 ５年 １組 名前 Ｂ 男

小 さな植物プランク トン達が、一億数千万年前に大量に繁殖 し、石油のもとになったそ う
です。そ こで、今生きている植物プランク トンたちを利用 して、石油がつ くりだせないかと

考え調べてみることにしま した。お父 さんに協力 して もらって、図書館に行ってみた り、イ
ンターネ ットで大学の研究室をのぞいてみた りしま した。最初、出てきた画面は難 しい言葉
を使 っていてよくわか りませんで した。 ところが、 １１月 ２０日の読売新聞に、「ボ トリオ
コッカスとい う藻類が体の中に石油 と同 じ成分 を作 り出す」 とい う記事を発見 しま した。
「今、日本で休ませている田んぼ３０万ヘクタールで、３億 トンは作れ るという計画」だそ

うです。
ただ、食べられるだけの小 さな植物プランク トンだ と思っていたけれ ど、二酸化炭素は吸

収 してくれるし、石油 も作ってくれるのだか ら、すば らしい生き物だ と思います。

「学習の振 り返 り」 か ら ５年 １組 名前 Ｄ 子

（途 中 略） 自分た ちは 「石 油 は植物 プ ラ ンク トンがつ くった ！？」 のプ レゼ
ンを しま したが、他 の ８つ のチー ムの発 表 を聞い た り、発表 の原 こ うを読 んだ りして、良い

点 と悪い点 を知 りま した。 で も、悪 い点 とい うの は 「赤潮 」の こ とで、それ は人 間が 自然 に

優 しく生 きてい けば解 決す るこ となので 、最後 は プ ラ ンク トンの素晴 ら しさに感 動 しま し
た。 まだ まだ、研究不 足だ とい う 「べ ん毛モー ター」 について は、 もっ と調 べてみ たい し、

将 来はそ んな研 究 を して人類 と環 境に役 立てたい と思い ま した。

（2） 思考 力 ・判断 力 ・表現力への解釈
・ Ａ男は、顕微鏡で見ただ けでは、理解 できなかった大き さを、模型作 りを通 して、知

ってい るメダカの大き さと対比す ることによ り、プランク トンの小 ささを実感できた も

の と思われ る。また、アユが コケ類 を食す ることか ら類推 して、植物プ ランク トンも食

べ られてい る事実 を考 え当て ることができた。 実体験または既 知の学習 を活かせ た例 と

考えることができる。
・ Ｂ男 は、帰宅後 も興味 を持 ち続 け、家族の協力 を得て、図書館で調べ学習を している。

また、何気 な く見た新 聞記事か ら、的確 に必要な情報をぬき出 し、 さらに コンパク トに

要点をま とめることもできている。調べれば調べ るほ ど、不思議な事柄 を発見で きるプ

ランク トンについて、「す ば らしい生き物だ」 と感想 を結んでいる。

・ Ｄ子は、『本時③』の展開の中で も分か るように、積極 的に友人の意見や教師の指示 を

取 り入れ 、分類す る ことを行 ってい る。 また、 「学習の振 り返 り」にお いては、他 のグ

ループの発表 内容 も含 んだ体系的 なま とめをするこ とができてい る。思考力 ・判断力 ・

表現力の育成 を見 ることができた と解釈 できる。 また、科学的 リテラシーを道具 として

用い、他の人 とコ ミュニケーシ ョンす るこ とによ り、 自己の考 えを高 めるとい う能力 も

育成 できた と解釈で きる。

（神奈川県座間市立入谷小学校　前田善仁）
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第 ２部　 第 ５章　 第 ３節

思考力や表現力を高める6年 「か らだのつ くりと働 き」の授業

～清涼飲料水 はほ とん ど酸性 ・・・歯 は大丈 夫 ？～

１　授業実践のポイン ト

６年生の学習の 「水溶液の性質」では、身近な水溶液が、酸性 ・中性 ・アルカ リ性の３種

類に分け られ ることを知 り、「人の体のつ くりと働 き」では、唾液にでんぷんを糖に変 える

働 きがあることを学習す る。子 どもたちが 口にす ることの多い、清涼飲料水のほ とん どが

酸性 であることに着 目させた後 に、中和作用 （緩衝能力）や洗浄作用な どの唾液 の働 きに

焦点を当てた学習 を行 うことは、 口腔の衛生や 日常の食事 など望ま しい生活習慣 について

考 えるよい機会になる と考 えた。

テーマ着想 のきっかけとす るために、導入時にスポー ツ飲料 に卵の殻を入れ ると泡が発

生す る様子 を観察 させ る。泡 の発生 とスポーツ ドリンクの液性 が酸性であるこ とが関連 し

てい ることに気づかせた後、唾液の中和作用 ・かむ ことと唾液の量 ・唾液 の再石灰化作用

な ど、テーマの絞込みを行 う。その後、グループによる調べ学習を行 いその結果 をお互い

に発表す る。 これ らの活動を通 して、思考力 ・判断力 ・表現力 を育成す る授業を行った。

２　 「キ ー ・コ ン ピテ ン シー 」 を育 成す る学習

授 業実 践 の時期 は、平 成20年12月 ４ 日～12月18日 まで で あ る。 実施 した 学校 はみ ど

り市 立笠 懸小 学校 、対象 学 年 ・ク ラスは 、 ６年 １組 （男子18名 、女子16名 、計34名 ） で

あ る。

（1） 関連す る単元の流れ

「か らだのつ くりとはた らき」 （１０時間扱 い） たの しい理科 ６年下 （大 日本図書）


○第 １次 ・・ ・ 呼 吸

○第 ２次 ・・ ・・ ・食 べ物 の消 化 と吸収

○第 ３次 ・・ ・・ ・血液 の じゅん かん

（2）　 「キー ・コ ン ピテ ン シー 」 を育 成す る学習 

○	 「消化 だけではない、唾液のひみつ」 （６時間扱い）

第 １時 ・ ・・ ・・卵 の殻 が溶 けて い く ・ ・ ・歯 は大丈 夫 ？ （本時 ① ）

第	 ２ ・３時 ・ ・ ・グル ー プ ご とで調 べ て み よ う。

テー マ例 （口の 中 を中性 に戻す 働 き、糖 質 とむ し歯 菌 、 ほか の飲 み 物 の ｐＨ調 べ ， かむ

こ とと唾液 の量 、 唾液 の再 石灰 化 作 用 な ど）

第	 ４ ・５時 ・ ・・ ・ ・発 表 の 準備 を しよ う。

第 ６時 ・ ・・ ・・発 表 を しよ う。 （本 時② ）

（3）授業時間の生み出 し

学習の時間を生み出すために、体育の保健領 域 「病気 の予防」 ８時間予定 を ６時間、理

科 「体 のつ くりと働 き」 １２時間予定を １０時間に短縮 した。 また、学級活動の健康 ・安

全 「口の中の観察～１２歳 臼歯、 フロスの使い方」「よい食事の仕方」の ２時間を今回の授業

に振 り替えた。

３　 「キー ・コン ピテンシー」を育成す る学習 と能力観 との関連

（1）「キ ー ・コン ピテ ン シー 」 との 関連

・相互作用的に道具を用いる （Ｂ　知識や情報を相互作用 的に用い る）
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（2）中教審答申の	 「思考力 ・判断力 ・表現力」 と 「言語活動の充実」 との関連


Ａ － ４ ：情 報 を分析 ・評 価 し、論 述す る


（3）新学習指導要領 との関連

第 ６学年　 Ｂ　生命 ・地球 （１）人 の体 の つ く りと働 き


第 ６学年　 Ａ　 物質 ・エネルギー （２）水溶液の性質


４　テーマ着想のための授業 （本時①）

（1）授業の概要

児童 が 口にす ることの多い清涼飲料水は、酸性度が高 く種類にもよるが ｐＨ ３～ ５を示

す ものが多い。卵の殻 をスポーツ ドリンクな どの清涼飲料水 の中に入れてお くと数分で、

泡の発生を観察す ることができる。食酢 に卵 の殻 を浸 してお くと溶 けてい くことはよく知

られているが、清涼飲料水でも泡 が発生す る様子か ら、卵の殻が溶 け始めていることを児

童は推測す ることができる。卵の殻が溶 けることと、清涼飲料水が酸性を示す ことを関係

付けて説明 させることをテーマ着想 のきっかけ とした。

（2）ワー クシー トの開 発

スポーツドリンクの中に卵の殻を入れるとあわが出てくるのはどうしてだろう

＊ワー クシー ト開発の工夫点 ：スポーツ ドリンクと水の違い を対比 しやすい よ うに記入枠

を レイアウ トした。
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（3） 授業の流れ

１）ね らい

卵 の殻が溶 け出す ことを、あわが発生す る様子 と、清涼飲料水が酸性を示す ことを結び

つけて説明す ることができる。

２）関連す る能力観

現象を科学的に説 明す る能力
・情報を分析 ・評価 し、論述す る

３）準備
・ワー ク シー ト

・ｐＨ試 験紙 （ＢＴ Ｂ試 験 紙 、ユ ニ バー サル ｐＨ試験 紙 ）

・スポー ツ ドリンク な どの清 涼飲 料 水

・卵 の殻

４）展開

発 問 ・指 示 ・板 書


指示


「Ａのコップと、Ｂの コップに入 っ


ている液体 を鶏卵の殻 の入 ったペ


トリ皿に入れてみ て ください。様子


を観察 しま しょう」


「実は、Ａの液体はスポー ツ ドリン


クです。Ｂの液体 は水 です」

【板書】

どうして、スポーツ ドリンクだけ


泡が出てきたのだろう


指示


「ワー クシー トに予想 を書 いてみ

ま しょう」 →発表

指示

「いくつかの清涼飲料水について、

酸性、アルカ リ性を調べてみま しょ

う。班 ごとで調べ てみ て ください」

指示

「今調べた、清涼飲料水や水溶液の

学習の ときに酸性の水溶 液 と して


出てきた、酢の中に、卵の殻 を入れ


てみま しょう」


指示


「実験の結果か ら、どうしてスポー


ツ ドリンクの方だ けあわ が出て き

たのか、自分の考えをワークシー ト

に記入 してくだ さい」→発表

、食酢

児童の学習の実際 時間

１　卵の殻か らあわが出てきた。

Ａ男 ：Ａのほ うは、端 か ら少 しずつ あわがで

て きたよ

Ｂ男 ：Ｂのほ うは、何 も変 わらない よ

Ｃ子 ：Ａのほ うは少 しにごっていて、スポー

ツ ドリンクのにおいがす る

Ａ男 ：炭酸水みたいにあわが出てきた

10分

Ｃ子 ：卵 の殻が溶けているん じゃないの ？

Ａ男 ：鉄やアル ミニ ウムも溶 けるときに泡が

出てきたか ら、 きっと溶 けているんだ

Ｃ ：酢で卵の殻が溶 けるはずだか ら、スポー

ツ ドリンクは酸性なのかなあ

２　清涼飲料水はどれも酸性なんだ

Ａ男 ：わ～酸性だ

Ｂ男 ：こっちのほ うも酸性だ よ

５分

３　 りん ごジュースやオ レンジジュースでも

泡が出 るよ

Ａ子 ：ジュースで も泡が出てきた よ

Ｂ男 ：卵の殻を酢に入れる と激 しく泡が出て

きたよ。

Ｃ子 ：わあ、 どん どん泡が出て くるよ

Ｂ男 ：あわの出方が違 うのは、酸性の濃 さや

強 さが違 うのかな。酢の ｐＨを測 って

み よう。や っぱ り、酢 の酸性 は強いね

1５分
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発 問 ・指 示 ・板 書

説明

〈口の中が酸性になると歯 は、 どう

なるか知 っていますか ？ 清涼飲

料水 をいつ も飲んで いると口の 中

は酸性雨が降っているみ たいだね〉

発問

『だか らといって、みんながむ し歯

になるわ けではないよね。実は、人

体 にはそ うな らな い仕組みが ある

んだけれ ど何だと思 う？』

説明

〈唾液にはデンプンを糖に変えるは

た らき以外にもいろいろなはたら

きがあります〉

（唾液 の効用 につ いての資料 を読

み聞かせて、興味を持 たせ る）

指示

「次の時間か ら、唾液のひみつにつ

いていろいろ調べてみま しょう」

児童の学習の実際

３　スポー ツ ドリンクは酸性 なので卵の殻を

溶か しているんだ

Ａ男 ：スポー ツ ドリンクが酸 性だか ら卵のか

らが溶 けたのかなあ

時間

４　歯は、だい じょうぶなのかなあ

Ｃ子 ：歯は、大丈夫なのかなあ

Ｂ男 ：溶けて とむ し歯 になるよ

Ａ男 ：なんだろ う

Ｃ子 ：唾液かなあ 10分

Ｂ男

Ｃ子

：へ え、 そ うなん だ

：そ うい うこ と聞 いた こ とが あ る

５　何 について調べ ようかなあ

Ａ男 ：唾液の酸性 を中和す る働 きについて調

べてみよ うかな。

Ｂ子 ：他 の清涼飲料水 の ｐＨを調べてみたい

な

Ａ子 ：初期のむ し歯を治す 、だ液の再石灰化

について調べてみ よう

５分

写真 １　スポーツ ドリンクの方か らあわが出てきた 写真 ２　スポーツドリンクは ｐＨ４、酸性だね

３　グループの調べたことを発表 し合 う授業 （本時②）

（1）授業の概要

本 時は、各 グループで調べた ことを発表 し合い、他 のテーマを調べたグループ との意見

交換 の中で 自分たちの調べたこととの関連 を考えた り、 自分の 口腔衛生や食生活 を見直 し

た りす ることをね らった授 業である。
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（2）ワー ク シー トの開発

消化だけではない、だ液のひみつ～発表会をしよう～

＊ワークシー ト開発の工夫点 ：「分かった こと、考 えた こと」 「発表のよかった ところ、工

夫 していたところ」は、発表を聞くことに専念 させるため簡単に記入 させ る。 自分たちが

調べた ことだけでな く、他のグループとの コミュニケー ションによって、 自分 自身の歯み

がき習慣や食生活 について、 どう考えを深 めたのかを記入す る欄 を設 けた。

（3） 授業の流れ

１） ね らい

・調べたこ とを聞き手に分か りやす く伝 えることができる。 自分たちが調べた ことと他 の

グループの発表 内容 を関連づけて、 自分 自身の歯みが き習慣や食生活 について考えるこ

とができる。

２）関連する能力観


現象を科学的に説 明する能力

・互いの考 えを伝 え合い、 自らの考 えや集 団の考 えを発 展 させる。
・体験 したことや調べた ことをま とめ、発表 しあ う能力

３）準備

・ワー クシー ト

・各班 の発表原稿、掲示物
・提示用の実験道具 （ｐＨ試験紙 、試験管、ガラス棒、綿棒な ど）
・移動黒板、掲示用プラスチ ックダンボール
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4）	 展開

発 問 ・指示 ・板 書

板書

【消化だけではない、だ液の秘密～

発表会を しよ う～】

指示

「今 日は、各グループで調べた こと

を発表 しても らいます。まず、自分

の発表に関係 あるもの、自分が興味

あるもの を３つ選んで ください。自

分 たちが調べ た ことと友達が調べ

た ことと比較 しなが ら聞 くように

しま しょう。分か ったことや気づい

た ことをワーク シー トに メモ しな

が ら聞きま しょう。発表 を聞 いた ら

必ずひ とり一つは、質問や意見を言

って ください。」「前半 に発表する人

は、発表の準備を して くだ さい。聞

き役の人は、聞きたいテーマの とこ

ろへ移動 して くだ さい。」

「後半に発表す る人は、前半の人と

交代 して ください。」

＜発表 ３分→ 質疑応 答 ２分→移動

１分を前半3回 、後半 ３回行 う＞

中心発問 「自分たちが調べた ことや

他 のグルー プの発表 を聞 いてわか

った ことを参考に して、自分の歯み

が き習慣や食 生活について考 えて

見ま しょう。」

児童の学習の実態 時間

１　よ しがんばるぞ

Ｂ男 ：ちゃん と発表で きるかな

Ｃ子 ：大きな声で、ゆっくりと言えた らいい

なあ ４分

Ａ男 ：３分で発表できるかなあ

Ｂ子 ：質問に答 えられ るかなあ

２　 どの班か ら聞 こうかなあ

Ｓ男 ：「かむこととだ液 の量」の班 の発表は、

僕たちの班のテーマに関係 してい るぞ

Ｄ子 ：「かみかみダイエ ッ ト」が、お もしろそ

う

Ｂ子 ：「だ液の 中和作用」か ら聞いてみ よう

３　へえ、そ うなんだ。は じめて知 った

Ｂ子 ：Ａ子 さんたちの班の発表 は、声が大き

くて分か りやすい発表で した

Ｃ男 ：だ液 には、いろいろなはた らきがある 36分

んだな

Ｅ子 ：私はかまないので、今度は、 しっか り

かも う

Ｄ男 ：あま り清涼飲料水や ジュースは、飲ま

ないほ うがいいのかなあ

Ｅ男 ：食べ物 は、ほとん どが酸性 なんだなあ

４　歯を守るために、だ液 って大切なんだ

Ｋ男 ：かむ ことが少なかったか ら、かむ回数 ５分

をふやそ う

Ａ男 ：だ液にはい ろいろなはた らきがあるん

だなあ

B子 ：もっと歯みがきを心が けな くてはいけ

ないな

＊唾液 の中和作用 （ｐＨ緩衝作用）について ：酸性 に傾 く環境か ら歯 を守る機能が緩衝作

用。 ｐＨが酸性に傾いた環境を中和 させ る機能のことをｐＨ緩衝作用 とい う。唾液 中の重

炭酸塩や リン酸塩 が緩衝作用の働 きをす る。 これ らは酸を中和 しｐＨを一定に保 ち細菌の

発生する酸や酸性食品が歯 を溶 かすのを防いでい る。
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５）児童が作成 した レポー トとコミュニケー ション


「身近 な食 品の ｐＨ調べ」をテーマ にした


Ｂ男 グループが、 「聞く人に分か りやす く伝

える工夫」 として考 えたことは、調べた結果

のグラフ化 と、発表の際にクイズを取 り入れ

るとい うことだった。最初、Ｂ男たちが考 え

たグラフは、 ｐＨを横軸に とり、食品名 をそ

れぞれ の ｐＨの ところに書き入れ ただ けのも

の （図 １）であった。そ こで、 「聞き手をひ

きつける工夫が もう少 しあるといいね。考 え

てみて。」とア ドバイス した ところ、Ｂ男が、 図 １　Ｂ男グループが最初に考えたグラフ

「食品名 とｐＨの数値を紙で隠す よ うにす ること」、Ｃ男 が、 「隠す紙には ｐＨ試験紙の

色見本に似た色画用紙を使 うこ と」を思いつき図 ２のよ うなグラフを作成 した。

写真 ３　分かりやす くまとめよう 写真４　Ｂ男グループの発表のようす

図 ２　身近な食品の ｐＨ，発表の ときは色画用紙で隠してクイズ形式に した

実際の発表の時、Ｕ子か らは、「書いてある文字が少 し小 さかったです。食品の ｐＨを発

表す るときの紙のめくり方がよい と思いま した。」 Ｉ子 からは、 「グラフは、色 の使 い分け

ができていて見やすかった。発表の声が大きくてよかった。」 Ｏ先生か らは、「調べた食品

の ｐＨがグラフになっていたので とても分か りやすかったよ。食品名 とｐＨを隠 した画用

紙は ｐＨ試験紙の色見本をもとに したの ？ それ、とてもいいアイデアだね。」Ｎ先生か ら

は、 「クイ ズ形式の発表が よかった。意外な ｐＨの食品もあ り、 とて もお もしろかった。」

養護 の Ｉ先生か らは、「よくかんでだ液 と食べ物 をよく混ぜ ることやだ液の洗浄 ・中和作用

が、おい しく食べ ることと関係 している。」 といった感想や意見をもらうことができた。

発表後、Ｂ男は、「ぼ くたちが調べた ところ、身近な食 品は、ほとん どが酸性で した。結

果 をグラフに して、それぞれの ｐＨの色 と似た色の紙で隠 してあったのがよかった と。先
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生が言 って くれま した。クイズの ときに楽 しんで分か っても らえて よかったです。」Ｃ男は、

「クイズがよ くできた。大 きな声で発表す ることもで きた。工夫 した発表ができたけれ ど、

保健 の Ｉ先生か ら、だ液のはたらき との関係 について も調べ られ るとよかった と言われた。

友達や先生方 に発表 を聞いて もらえてよかった。」 と感想 に書いていた。

児童 は、本実践の学習内容 を道具 として使用 し、表現 しコミュニケーシ ョン していた。

６　児童の感想 と思考力 ・判断 力 ・表現力の育成への解釈

（1）児童の感想
・友達が、私た ちの発表は 「分 か りやすい といってくれま した。」「Ｔ先生や Ｎ先生 には、

資料 の作 り方が上手だ とい っていただきま した。みんなか ら、 よか ったと言われて うれ

しかったです。先生方のア ドバイスを聞いて、資料を書 くときは、大きめの字にす るこ

とが大切だ と分か りま した。「かむ こととだ液の量」の発表 を聞いて、かむ ことによって

だ液が増 えていた ことにび っくりしま した。１日に1．5lも の唾液 を出 していた自分がす

ごい と思いま した。「歯の再石灰化」のグループの発表 を聞いて ｐＨ5．5以 下で歯が とけ

るなんてびっ くりしま した。 かむ ことがダイエ ッ トにもつながるので、今までは、１ 口

30回 もかまなかったので、 これか らは、たくさんかむ よ うに したいです。 （Ｙ子）

・「絵 がかわいい」「図が見やすい」 「字が大 きくて見やすい」 「だ液 の ｐＨを調べ る実験が

楽 しかった」 な どの感想 を発表 の ときにいただきま した。絵や図のことをほめ られて う

れ しかった。次の発表の ときも 「がんばるぞ」 とや る気が出ま した。 （Ａ子）
・きちん とかむ ことで、おい しく感 じられた り、病気 と戦 える力がついた りす るとい うこ

とが分かってよかった。 これ か ら、 よくかむ ことを実践 したいです。歯の外側は、だ液

が少 な く中性 にもどりづ らいか らむ し歯にな りやすい。だか ら、外側 もきちん と磨 きた

いです。 （Ｍ子）

図３　だ液の中和作用グループの掲示用資料
写真 ５　Ｍ子グループの発表のようす

（2）思考力 ・判断力 ・表現力への解釈

児童が設定 したテーマは、 どれ も 口腔衛生や食生活な どの 日常生活 に関連 したものであ

り、児童 は興味関心を持って、 自分たちのテーマを追究 してい くことができた。図書資料

やイ ンターネ ッ トで調べ るだけでな く、簡単な実験 を行 い、その結果 を比較 した りグラフ

化 した りす るな ど、少 しで も分か りやす く伝 え られ るよ うに発表原稿や掲示物 などを準備

して発表 を行 うことがで きた。発表会では、工夫 していた点や改善点 などについて進んで

意見交換 ができていた。 さらに、 自分たちが調べたことと他のグループの発表 で知った こ

とを関連づ けて 自分 自身の歯みがき習慣や食 生活について考えを深 めることができた。

調べ学習や発表会の活動の様子 、発表会後の 自己評価や感想か ら分かるよ うに、児童は、

実験結果 を表や グラフに表 し考察 した り現象を科学的に説明 した りす ることができた。ま

た、調べたことをま とめ、発表 し合 う中で、互いの考 えを伝 え合い、 自らの考えや集団の

考えを発展 させ ることができた。 これ らか ら、理科 における思考力 ・判断力 ・表現力が育

成 できた と解釈す ることができる。

（み どり市立笠懸小学校　近藤　裕）
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第 ２部　 第 ５章　 第 ４節

思考力 ・判断力 ・表現 力を育成す る６年 「水溶液の性質」の授業
－学級討論会で健康 を維持 していくための食品について考えよ う－

１　授業実践のポイン ト

本授業実践のポイン トは、次の ３つである。 １つ めは、 ６年 「水溶液の性質」の発展的

学習 （活用力 を育成す る学習） として、 「６つ の基礎食品群 」が、酸性かアル カ リ性かに

ついて調べ る調査活動 を設定 した ことである。普段 、児童が家庭や学校給食等で食 してい

る身近 な 「６つの基礎食 品群」についての調査活動 は、児童 との心理的距離 も近いこ とか

ら、児童の学習意欲 の喚起 をね らった。 ２つ めは、 「６つの基礎食 品群は、酸性 かアルカ

リ性 か」 とい う学習 問題 を設定 し、 「６つの基礎食 品群」のなかか ら １つの基礎食 品群 を

選択 させ 、選択肢が同 じ児童同士でグル ープを編制 し、それ を確 かめるための仮説及び実

験計画を協同学習で考え させ ることに した。 ３つ めは、今 まで協同学習で追究 してきた こ

とをもとに、健康 を維持 してい くために、これか らどんな食 品を食 していけばよいかにつ

いて考 え合 う学級討論会 を設定 した。 これ らの ことを通 して思考力 ・判断力 ・表現力 の育

成 を図った。

２　 「キー ・コ ン ピテ ンシー 」 を育 成 す る学 習

授 業 実践 の時期 は、 平成20年10月 ～11月 まで で あ る。 実施 した 学校 は上 田市 立川 辺

小 学校 、対 象 学年 ・ク ラス は、 ６年 ２組 （男子15名 、 女子13名 、計28名 ） で あ る。

（1）関連する単元の流れ

本単元名 は、「水溶液の性質」 （掛川一夫編 『楽 しい理科 ６年上』信 濃教育会出版部）

で、全10時 間扱い となる。教科書の単元の流れは下記の通 りである。

１） 「水 溶 液の 性 質 」 （10時間 ）

①　 炭 酸 水 の 性 質 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ 時 間

②　 二 酸 化 炭 素 は 、 水 に 溶 け る の か ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ 時 間

③　 い ろ い ろ な 水 溶 液 の な か ま 分 け ・ ・ ． ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ３ 時 間

④　 身 近 に あ る 水 溶 液 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ２ 時 間

⑤　 水 溶 液 と 金 属 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ３ 時 間

（2） 「キー ・コ ン ピテ ン シー 」 を育 成す る学 習

活用力 を育成す るための学習 として位置づけた発展的学習は、総合的な学習 として ５時

間扱いで行 うことに した。発展的学習の単元の流れ は下記の通 りである。

１）発展的学習 （５時間）

①　	 食 品 につ い て も酸性 か 、アル カ リ性 か調 べ てみ よ う ：学 習 問題 「６つ の基礎 食 品群 は 、

酸 性 か アル カ リ性 か 」仮 説 設 定 と実 験 計画 ・・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・・ ・ ２時 間 （本 時 ）

②　 検 証 のた め の実 験 ・結 果 ・ま とめ ・ ・・ ・・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・ ・１時 間

③　 学 級 討 論 会 「健 康 食 品 につ い て考 え よ う」・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・２時 間 （本 時 ）

（3）授業時間の生み出 し

教科書で学習す る 「水溶液 の性質」は教科書通 り計10時 間で進 めるこ とに した。活用

力 を育成する学習 として位置づ けた発展的学習 は、理科 と総合的 な学習 とのク ロスカ リキ

ュラムを図 り、計 ５時間で行 うことに した。
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３ 「キ－ ・コン ピテンシー」を育成する学習 と能 力観 との関連

（1） 「キ ー ・コ ン ピテ ン シー 」 との 関連

・ 相互作用的に道具を用い る （Ｂ 知識や情報 を相互作用的に用いる）

（2）中教審 答申の 「思考 力 ・判断 力 ・表現 力」 と 「言語活動の充実」 との関連
・A-4： 情 報 を分析 ・評 価 し、論 述 す る。

・A-5： 課 題 につ い て、 構想 を立 て て実 践 し、評 価 ・改 善す る。

・A-6： 互 い の考 え を伝 合 い 、 自 らの考 えや集 団 の考 え を発 展 させ る。

（3）新学習指導要領 との関連
・ 第 ６学年 Ｂ 「物 質 ・エネ ル ギー 」 「（2）水 溶 液 の性 質 」

４ 「６つの基礎 食品群は、酸性か、アル カ リ性か」について調べ よう

（1）授業の概要

本授業は、 ２時間扱いで行 うこ とに した。 この時間は、活用力 を育成するた めの学習 と

して、次の ように進 めた。まず、授業 の導入部で、普段家や学校給食 で食 している食 品が、

「６つの基礎食品群」か ら成 り立 っていることを教師が説明 した。 また、理科で学習 した

「水溶液の性質」 を想起 させ 、普段食 してい る食 品群は、一体酸性 なのか、アルカ リ性 な

のかにつ いて投 げかけた。 そ して、 「６つの基礎食品群は、酸性 か、アルカ リ性 か」 とい

う学習問題 を設定 し、これ をクラス共通 のメイ ンテーマに設定 した。次に、 ６つの基礎食

品群 のなかか ら自分が調べてみたい基礎食 品群を1つ 選択 させ、児童に意志決定 させた。

また、この選択 した基礎食品群 はサブテーマ として設定することに した。 このサブテーマ

設 定におけ る意志決定は、判 断力 の育成 をね らった。最後に、同 じ選択肢の児童同士で グ

ループを編制 し、 「仮説 の設定」や 自分 たちの予想 を確かめ るための 「実験 計画」や 「結

果の予想」を協 同学習 で考 えさせ ることに した。 この協同学習は、思考力 ・判断力 ．表現

力の育成 をね らった。

（2）ワー ク シー トの 開発

名前 （ Ａ男 ）

１ テ ー マ の設 定


（1）メ イ ンテ ー マ の 設 定

「６つの基礎食品群は、酸性か、アルカリ性か」


（2）サブテーマの設定 （選択 した基礎食品群）

「第 １群 （肉類 、 魚 介 類 、 卵 、 大 豆 ） につ い て 調 べ よ う 」


２ 仮説の設定

（第１群 ）は、（アルカ リ）性食品だと考える。そ う考える理由は、

２つある。 １つめは、肉や魚、大豆は体をつ くる うえで大切な食品であることを ５年の家


庭科 で学習 したか ら。 ２つめは、アルカ性食品は健康食品 として言われているか らである。

以上か ら第一群はアルカ リ性食品と考える。


３ 実験計画

次のように実験装置を考えれば、仮説が検証できるだろう。


（実験の手順 と方法）
 
① 缶 に 肉 、 魚 、 大 豆 を置 く。 
② アル コールランプで熱 し、灰 にする。 ③


その灰 をビーカーに入れた水 に溶かす。
 
④⑤ その水 に万能試験紙を入れ る。
 酸性


かアルカリ性か判定す る。
 
⑥ 考察する。

４ 結果の予想
実験結果が、次のよ うになれば自分たちの仮説が正 しいことが確かめられ る。

灰 を溶か した水に万能試験紙を入れて青 くなれば、アルカ リ性 とい うことになり、自分た
ちの仮説は正 しいと言 うことができる。

ワーク シー ト開発の工夫点 ：設定 した学習 問題 をそのまま クラス全 体 として追究 してい
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く、共通の メイ ンテーマ とした。す なわち、 「６つの基礎食 品群は、酸性 か、アル カ リ性

か」かである。 このメイ ンテーマをも とに、サ ブテーマを個人で考 えさせ ることに した。

具体的 には、 「６つの基礎食 品群」の なかか ら各 自が調べてみたい基礎食 品群 を １つ選択

させ、それ をサブテーマ として設定す るよ うに した。 このことによ り、低位 生の児童 もテ
ーマ設定 における意志決定 を しやす くさせた

。 また、サブテーマが同 じ者 同士でグループ

を編成 し、仮説 の設定及び実験計画 、結果の予想 を協同学習で考 えさせ ることに した。仮

説 の設定及び実験計画、結果の予想 な どについて、 グループで コミュニケーシ ョンを図 り

なが ら試行錯誤 させ ることで、思考力 ・判断力 ・表現力 の育成 をね らった。

（3）授業の流れ

1） ね らい

・ 同 じ食品群 を選択 した者同士でグループをつ く り、コミュニケー シ ョンを図 りなが ら、

設定 したサブテーマについての予想を確 かめ るための実験計画及び結果の予想 を考える

ことができる。

3） 準備

２
Ａ

2） 関連す る能力観

・ 現象を科学的に説明す る能力

・ 課題について、構想 を立てて実践 し、評価 ・改善す る。

・ ワー クシー ト、 ６つ の 基礎 食 品群 図

4） 展開

発問 ・指示 ・板書 児童の学習の実際 時間 
説明 〈ここに、普段家庭や学校給食 で １ 酸性かな？アルカリ性かな？
食べている食品を６つのグループに分 Ａ 男 ：「理科の水溶液の性質の発展学習で酸性雨
けた図があ ります。 ５年生の家庭科で による環境破壊について学習 したときに、酸性雨

は、① 「お もに体 をつ くる食品」、② は環境によくなかったから、僕たちが普段食べて

「お もにエネルギーのもとになる食品」、 いる食品は全部アルカ リ性ではないか と思 う。」

③ 「おもに体の調子を整える食品」の Ｃ 子 ：「人間の体にとって、水はなくてはな らな
３つに区分 しま したが、 さらに細かく いものである。理科の水溶液の学習で水を調べた

分類すると、このように６つのグルー ら、水は中性であった。だから私たちが食べてい
プ

に区分できます。これを 「６つの基 る食 品も体に とって とても大切 なものであるか

礎食品群」といいます。〉 ら、おそ らく全部中性ではないかと思 う。 20
 

発問 『さて、理科の学習でいろいろな Ｋ 男 ：「お母 さんがよく言っているけど、梅干 し
水溶液

が、酸性か、アルカ リ性かにつ はアルカ リ性食品で、毎 日食べ ると健康になると


いて調べてきま したが、みなさんが普 言っていたか ら酸っぱい食品は、みんなアルカ リ

段食べている、これ らの ６つの基礎食 性ではないかな。だか らレモンや リンゴや ミカン

品群 も、酸性か、アルカ リ性か調べて などの第4群 は全てアルカ リ性であると思 う。」

みま しょう』 Ａ男 ：「Ｋ男の考えだ と、基礎食品群のなかには、

板書 【学習問題 ：「６つの基礎食 品群 酸性食品もあるって言 うことなの？」

は、酸性か、アルカ リ性か」】 Ｋ 男 ：「アルカ リ性食 品もあれば酸性食品もある


ん じゃないか と思 う。」

指示 「この ６つの食品群のなかか ら、 よっし、選ぶぞ。

自分が調べてみたいものを1つ 選択 し 男 ：「僕は、肉類、業界類、大豆類 について調

まよう。」 べてみたいか ら第 １群の食品を調べ るぞ。」

Ｃ 子 ：「私は、お もに体の調子を整える食品のな
かの緑黄色野菜について調べてみたいか ら、第 ３ 10 

群の食品を調べたいな。」
Ｋ 男 ：「僕は、さっきも言ったけど、酸っぱいも
のがある、第4群 の食品を調べることに した。た
ぶん全部アルカ リ性だと思 うよ。」

指示 「それでは、学習問題 をそのまま ３ よっし、ワークシ－ トに書 くそ。
メインテーマに、自分が選択 した基礎 Ａ 男 ：「僕のサブテーマは、『第 １群 （肉類、魚介
食品群をサブテーマ として設定 し、 ワ 類、卵、大豆）について調べよう』になるな。」
ークシー トに記入 しま しよう。」 Ｋ 男 ：「僕のサブテーマは、『第 ４群について調べ 10
 

よう』だ。」
Ｃ 子 ：「私のサブテーマは、『第 ３群の緑黄色野菜
について調べよう』 となる。」

指示 「サブテーマが同 じ者同士でグル ４ グループで協力して仮説を考えるぞ。

ープを作 り、ワークシー トにある仮設 Ａ 男 （第 １群グループ）：「第 １群は、体をつ くる

の設定を考えよう。」 うえで大切な栄養源だし、酸性 は環境にも体にも


悪いと思 うか ら、全部アルカ リ性だ と思 う。」

Ｃ 子 （第 ３群グループ）：「第 ３群は、体の調子を

整 える食品だか ら、水 と同 じ中性ではないかな。」 1

5


－487－



ら中性かもしれない。」

Ｃ 子 （第 ３群グループ）：「中性な ら、万能試験紙
を入れても変化 しないか ら、仮説は正 しいことに
なる。」 

（1）　授業の概要

Ｋ 男 （第 ４群グループ）：「アルカ リ性食品である
梅干 しは酸っぱい。だからここにある酸っぱい食
品は全部アルカ リ性だと思 う。でも、キュウリや
白菜、キャベツは酸っぱくないから、もしか した

５ どんな実験をすればいいのかな。中心発問 『自分たちの考えた仮説 を証
Ａ 男 （第 １群グループ）：「灰に して水に溶か し、明す るためにどんな実験をすればよい

ですか。グループで相談 して考えよう。』 そこへ万能試験紙を入れればいいので結構簡単な
実験装置ですむぞ。」（予想 を確 かめるために、どんな実験
Ｃ 子 （第 ３群グループ）：「実験器具としては、アを行 えばよいか、課題解決の見通 しを
ルコールランプ、三脚、石綿あみが必要だな。」もたせ る。）
Ｋ 男 （第4群 グループ）：「灰 にするための容器 と説明 一つここで確認事項があ ります。〈
して、缶も必要だ し、 リトマス試験紙 もた くさん食品をそのまま使 って、酸性、アルカ

20リ性 を調べ ることはできません。各食 使 うそ。」
品が体内に入 って燃焼 された状態のも Ｃ 子 （第 ３群 グループ）：「生の緑黄色野菜を燃や
のを調べるのです。そのためには、各 す と時間がかか りそ うなので、乾燥野菜を使 えば

いいかもしれないね。」食品を燃や し、灰 にしたものを水に溶
か して調べます。このことを考慮 して Ｋ 男 （第 ４群グループ）：「リンゴや ミカンは丸ご
実験計画を立てます。 と燃やす と大変なので、細かくして燃や した方が〉

いいかもしれない。」指示グ 「実験方法を考 えることができた
ループは、ワークシー トに実験計画 Ａ 男 （第 １群グループ）：「煙が出るので、ふたを

を書こう。図や絵も入れ よう。」 して蒸 し焼き風に した方がいい。」
６ 予想される結果も考えるぞ。指示 「さらに、その考えた実験装置か
Ａ 男 （第 １群グループ）：「アルカ リ性なら、灰をら、 どんな結果 になればよいか、結果

の予想 もグループ ごと相談 しなが ら考 溶か した水に、万能試験紙を入れば青 くな り、仮
15え、ワークシー トに書こう。」 説は正 しい ことになる。」

５ 学級討論会で健康を維持 していくための食品について考えよう

本授 業は、 ２時間扱いで行 うことに した。 この時間は、科学的 にもの ごとを説明するた

めの表現力 を育成す ることを中心に考 え、学級討論会を設定 した。設定 した学級討論会 の

議題 は、「健康 を維持 してい くための食 品について考 えよう」で ある。 前時 まで協同学習

で追究 してきた、 「６つの基礎食 品群 は、酸性か、アルカ リ性か」 についての学習や、昨

年度 ５年家庭科で学習 した、① 「お もに体 をつ くる食品」、② 「お もにエネル ギーの もと

「水になる食 品」、③ 「お もに体の調子 を整え る食品」の、食品 を ３区分 した学習、理科の

溶液 の性質」の酸性雨に よる環境破壊 についての学習 、図書館 の本やイ ンターネ ッ トでの

調査活動等 をもとに しなが ら、 自分たちの健康 を維持 してい くた めに、これか らどんな食

品を食 していけば よいかについて考え させ るこ とに した。なお、 この授業は、栄養士 との

テ ィーム ・ティーチングで行 うことに した。特に、学級討論会 の終末部では、栄養士か ら、

健康 を維持 してい くために大切 な食品類 とそれ らの一食 あた りに食べ るおよその 目安 とな

学級討論会 「健康を維持 してい くための食品について考えよう」で使 う原稿を作成 しよ う！!

１ 自分が健康食品として選ぶ食品 とそ う考えた根拠 を書 こう。また、調べた証拠 となる本やサイ ト

証拠 となる本やサイ ト】【自分が選んだ健康食品】自分が選んだ食品 とその根拠】【 【

・ アルカリ性食品を多く食べることが大切で ・ 本 ：『タイ トル 名 』 出 版 名 、 出版 年 月 日、
ぺ ージある。

・その根拠】【
・ 『楽 しい 理 科 ６年 上 』信 濃 教 育 会 出 版 部酸性雨の ところで も学習 したように・ 、酸性 平 成 、

は様々なところで環境破壊をしているか ら。 18年 １月20日 、52頁 よ り。

友だちの意見で、 「なるほど！！」 と参考になった点を書き込もう。
・ ６つの基礎食品群のなかには、酸性食品もアルカリ性食品も両方入っている。酸性食品のな
かには体をつくる食品がた くさん含まれているので食べる必要がある。

る量について解説 しても らうことに した。

（2）　ワー ク シー トの開 発

名前 （ Ａ男 ）

なども書き出そ う。

【記入例1

サ イ ト ：ア ドレス 、 検 索 年 月 日

－488－

２




最終的な自分の考えをま とめよ う。
・	 酸性食品、アルカ リ性食品の両方を毎 日欠かさず、バランスよく食べることが健康の維持に
つながる。

４ 栄養士の先生の話の感想
・ 酸性食品 とアルカ リ性食品をバ ランスよく食べて身体を中性 に保つ ことが重要であることが

分かってよかった。

ワークシー ト開発の工夫点 ：この ワークシー トは、学級討論会の事前準備 と本番用 に使 用

す るための原稿 として作成 したものである。項 目の 「１自分が健康食品 として選ぶ食 品 と

そ う考えた根拠 を書 こ う。 また、調べた証拠 とな る本やサイ トな ども書 き出そ う。」 は、

自分が考 えた健康食 品について科学的な根拠 を用 いなが ら説明 させ るために挿入 したもの

である。また、 「２友だちの意見で、『なるほ ど！！』 と参考 にな った点を書き込 も う。」、「３

最終的な 自分 の考 えをま とめよ う。」の ２項 目は、学級討論会 での相互交流 を通 して、 自

・ 健康 を維持 してい くための食 品について考 えた ことを、各 自が調べ た科学的な根拠 を	

２
Ａ

分の考 えをより深 めることを願 って挿入 した ものであ る。 これ らのことを通 して思考力 ・

判断力 ・表現力の育成 をね らった。

（3）授業の流れ

1） ね らい

用いて相互交流 しなが ら自分の考 えを深 めることがで きる。

2） 関連する能力観
・ 現象 を科学的に説明する能力

・ 情報 を分析 ・評価 し、論述す る。
・ 互いの考えを伝合 い、自らの考 えや集団の考 えを発展 させる。

3） 準備

・ ワ ー ク シ ー ト

4） 展開

発問 ・指示 ・板書	 児童の学習の実際 時間 
板書 【学級討論会の準備をしよう】 １ どんな食品が健康を維持 してい くうえで大切

説明 〈前時まで、 ６つの基礎食品群が、 な食品になるんだろう？

酸性か、アルカ リ性かについて調べてき Ａ 男 ：「僕は、酸性雨の ところでも学習 したよう

ました。今 日は、自分たちの健康 を維持 に、酸性雨は様々なところで環境破壊をしている
してい くうえで大切な食品は何かについ ので、人間の体 も酸性食品を少なめにして、アル
て考えたいと思います。そ う考 えた理由 カ リ食品を中心にたくさん食べた方が健康 を維持

は調査活動 を行って調べ、それをもとに できると思います。」

クラス全体で学級討論会を開きます。こ Ｃ 子 ：「私は、健康な人間の体は、ほぼ中性 に保

の時間は、調査活動を行います。〉 たれていると聞いたことがあるので、酸性食品と

発問 『どんな食品が健康を維持 していく アルカ リ性の両方 を同じぐらいに食べた方がバラ 10
 

うえで大切な食 品だと考えますか。』 ンスが とれて中性になると思 うので、両方をバラ

ンスよく食べ ることが大切だ と思 う。」

Ｋ 男 ：「僕は、 ５年生の時に家庭科で、①お もに

体 をつ くる食品、②おもにエネル ギーのもとにな

る食品、③おもに体の調子を整 える食品をバラン

スよく食べることが大切であると学習 したので、

酸性やアルカリ性 に関係な く、 ３つの食品を毎 日

バランスよく食べ ることが健康 につながると思

う。」


説明書館 〈これか ら調査活動を行います。図 よっし、調べるぞ。

の本、インターネ ットを利用 して調 男 ：「酸性雨については、理科の上の教科書の


べても構いません。ただし、ワークシー 『水溶液の性質』のところに出ていたから、教科

トにも記入例を書きま したが、本で調べ 書で調べればいいな。」

た人は、必ず本のタイ トル、出版名、出 Ｃ 子 ：「確か健康な人の体は、ほぼ中性になって

版年月日、参考に した頁を、また、イン いるとお母 さんに聞いたことがあったので、イン 35


ターネッ トで調べた人は、ア ドレス、検 ターネ ットを使って詳 しく調べてみたいな。」

索年月 日を必ず記録 します。〉 Ｋ 男 ：「もう一度、家庭科の教科書で、①お もに

指示 「それでは、調査活動を始めましょ 体をつ くる食品、②おもにエネルギーのもとにな

う。」	 る食品、③お もに体の調子を整 える食品の ３つの
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５

板書 【学級討論会 「健康を維持 していく
ための食品について考えよ う」】
指示 「それでは、この時間から学級討論
会に入 ります。司会は先生が行います。
自分の考えと友だちの考えを比較 しなが
ら聞きま しよう。また、友だちの考えを
聞いて、なるほどと思った点があったら
どんどんワークシー トに書き込んでいき
ます。では、始めます。」

指 示 「 トに 、 最 終 的 な 自分 の考 え ワ ー ク シー
を書 こ う。」

指示 「今、白熱 した討論が行われました
が、最後に栄養士の先生から健康食品に
関す るお話をしてもらいます。それでは、
しっか りと聞きましょう。」
説明 （栄養士）〈今の討論を聞いて、み
んなよく調べて、素晴 らしい学習を積み
重ねてきたことが分か りました。そこで
先生より、専門的な立場から健康を維持
してい くために必要な食品について説明
したい と思います。まず、酸性食品とア
ルカ リ性食品をバランスよく食べて身体
を中性に保つことが健康を維持 していく
うえでとても重要です。バ ランスの目安
となる量ですが、（穀類 ・大豆製品）：野
菜 ：肉類＝ ５ ：２ ：１が適切な量です。
具体的には、毎 日食べている給食がその
目安 となります。 （中略）
指示 「最後にワークシー トに、栄養士の
先生の話を聞いての感想を書 こう。」

区分の ところを確かめるぞ。」
３ よっし、討論だ。
Ａ 男 ：「酸性雨の ところでも学習 したように、酸
性雨は様々なところで環境破壊をしているので、
人間の体 も酸性食品ではなく、アルカ リ食品をた
くさん食べた方が健康を維持できると思います。
なので、豆類や牛乳、野菜類、果物類、海藻類な
どのアルカ リ性食品をた くさん食べれることが健
康維持につながると思います。」
Ｃ 子 ：「６つの基礎食品群のなかには、酸性食品
もアルカ リ性食品もあった。インターネ ットで調
べた ら、健康な人の体は弱アルカリ性に保たれて
いると書かれてあったので、酸性食品を多めに食
べたほ うがバ ランスがとれると思 う。」

Ｋ 男 ：「５年の ときの家庭科で、 ３つの食品につ
いて学習 した。そこでは、酸性食品とかアルカ リ
性食品に関係 なく、これ らの ３つを ３食毎回バラ
ンスよく食べることが重要であるとい うことであ
った。なので、 ３つの食品を毎 日バランスよく食
べることが健康 につながると思 う。」

（中略）
Ａ 男 ：「アルカ リ性食 品をた くさん食べたほ うが

アルカ リ性食品を多めに食べることが大切である

４
Ａ

体によい とい うことを聞いたことがある。また、
今は、健康ブームでもあり、飲料水などにもアル
カ リイオン水 とい う表示が出ている ぐらいであ 30 

る。それに、酸性食品は肉類や油類が多いので、
メタボ リック ・シン ドロームにもなる。よって、

と思 う。」
Ｋ 男 ：「家庭科の教科書以外にインターネ ッ トで
も調べたら、昔はアルカ リ性食品をたくさん食べ
ることが盛んに言われたけど、今はあまり関係な
い と書かれてあった。や っぱり、かたよった食事
ではなく、 どの食品 もバ ランスよく食べることが
大切ではないかと思 う。酸性食品である肉類や油
類は、 とりすぎに注意するればよいと思 う。」

（中略）
Ｃ 子 ：「私は、Ｋ 男君の意見を聞いて思ったんだ
け ど、普段私たちが食べている ３つの食事は、酸
性食品であるご飯が中心である。バランスよく食
べるとい うことは、同じ量を食べるとい うことで
はなく、決まった量の割合があると思 う。そのな
かで体をつ くる働 きの酸性食品は、ある程度量を
多くとらなくてはいけない と思 う．」
Ａ 男 ：「酸性食品、アルカ リ性食品の両方を毎 日
欠かさず、バランスよく食べることが健康の維持
につながる。」
Ｃ 子 ：「バ ランスよく食べ るとは、同じ量を食べ
るとい うことではなく、決まった割合があると思
う。」
Ｋ 男 ：「あま り、酸性食品、アルカ リ性食品は関
係な くどれもバ ランスよく食べることが大切であ
ると思 う。」

栄養士の先生の話をしっか り聞 くぞ。
男 ：栄養士の先生のところをしっか り見つめ

る。
Ｃ 子 ：メモを とりなが ら聞こ うとい う姿勢にな
る。
Ｋ 男 ：「どれが正 しい意見なんだろう。」 とつぶや
く。

10


５
Ａ

とても勉強になったな。
男 ：「酸性食品とアルカ リ性食品をバランスよ

く食べて身体を中性に保つことが大切であるとい
うことが分かってよかった。 （中略）」
Ｃ 子 ：「私が知 りたかった、 （穀類 ・大豆製品）： 
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野 菜 ：肉 類 ＝ ５ ：２ ：１が 分 か っ て とて も勉 強 に

な りま した。 （中略 ）」
Ｋ 男 ：「や っ ぱ しバ ラ ン ス よ く食 べ る こ とが 重 要

で あ る こ とを 再 確 認 で き た。 （中 略 ）」

５）児童が作成 した レポ－ トとコ ミュニケ－ シ ョン

Ａ男は、理科の 「水溶液の性質」で学習 した、酸性雨に よる環境破壊 とい う事象 をもと

Ａ男のレポー ト

に、健康 を維持 してい くには、アルカ リ性食 品を多 く食べ ることを考 えた児童 である。Ａ

男は学級討論会の初 めの ところで、次のよ うに発言 した。 「酸性 雨の ところでも学習 した

よ うに、酸性 雨は様 々な ところで環境破壊 を してい るので、人間の体 も酸性食 品ではな く、

アルカ リ食品をた くさん食べた方 が健康 を維持で きる と思います。（中略）」と。 しか し、Ｃ

子 の 「６つの基礎食品群 のなかには、酸性食品 もアルカ リ性食品 もあった。 インターネ ッ

トで調べた ら、健康な人 の体は弱 アルカ リ性 に保 たれてい ると書かれて あったので、酸性

食 品を多めに食 べたほ うがバ ランスが とれ る と思 う。」、 「（中略）バ ランスよ く食べ る と

い うことは、同 じ量 を食べ るとい うことではな く、決まった量の割合が あると思 う。 その

なかで体 をつ くる働 きの酸性食 品は、ある程度量を多 くとらな くてはいけない と思 う。」

とい う意見や、Ｋ男の 「５年 の ときの家庭科 で、３つの食品について学習 した。そ こでは、

酸性食品 とかアル カ リ性食 品に関係 なく、 これ らの ３つを ３食毎回バ ランスよ く食べるこ

とが重要 である とい うことであった。 （中略）」 とい う意見 を聞 くなか で、 自分 の考 えを

発展 させていった。それ は、上記で示 した Ａ 男の レポー トか ら窺 うことがで きる。す な

わち、「２友だ ちの意見 を聞いて 『なるほ ど！！』 と参考 になった点 を書 き込 も う。」 とい う

欄 には、 「６つ の基礎食 品群 のなかには、酸性食 品もアルカ リ性食 品も両方入っている。

酸性食品のなかには体をつ くる食 品がた くさん含 まれているので食べ る必要がある。」と、

「３最終的な 自分 の考 えをま とめ よう」 とい う欄 では、 「酸性食 品、アルカ リ性食 品の両

方 を毎 日欠か さず 、バランスよく食べ ることが健康 の維 持につながる。」 と記 した。

以上 より Ａ 男は、学級討論会で Ｃ 子、Ｋ 男 らと共 に科学的 リテ ラシーを道具 として使

用 し、表現 し、 コミュニケー ション し合 うなかで、 自分の考 えを発展 させていった とい う

ことができる。
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６ 児童の感想 と思考力 ・判断力 ・表現力の育成への解釈

（1）児童の感想
・	 学級討論会 では、アル カ リ性食 品をた くさん食べ ることが健康の維持につながる と考

えま した。理 由は、理科 の 「水溶液の性 質」で、酸性雨による環境破壊について学習 し

たか らです。 で も、討論 で友だちの意見 を聞いてい くうちに、 ６つの基礎食 品群のなか

には、酸性食 品 もアルカ リ性食 品 も両方入 ってい るし、体を中性に保つ には、酸性食 品

とアル カ リ性食 品をバ ランスよく食べ ることが必要であ り、そ のことが健康 の維持 につ

なが るとい う考えに変わ りま した。 （中略） （Ａ男）

・	 私は学級討論会 で、最初 は、イ ンターネ ッ トで調べた ら、健康な人 の体は弱アルカ リ

性 に保 たれてい ると書かれてあったので、酸性食品を多めに食べたほ うがバ ランスが と

れ て健康 によい と考えま した。 でも、友だ ちの意 見を聞いてい く うちに、 「バ ランスよ

く食べ る」 とい うことの意味をよく考えま した。そ して、同じ量を食 べる とい うことで

はな くて、決ま った割合があるのではないか と考 えま した。最後 に栄養士の先生にその

割合 を教 えても らって何かすっき りしま した。 （中略） （Ｃ子）
・	 学級討論会で僕は、 ５年の家庭科で学習 した ３つ の食品をバ ランスよく食べ るとい う

こと、 ６つの基礎食 品群 のなかに酸性食 品 とアルカ リ性食 品の両方 が含まれ ているこ と

から、酸性食 品 とかアル カ リ性食 品 とかにこだわ らず に、何で もバ ランス よく食べ るこ

とが健康に よい と思 いま した。 （中略）最終的 に、 （穀類 ・大豆製 品）：野菜 ：肉類 ＝ ５

：２ ：１の割合 で食べ ることが、バ ランスの よい食事であることを栄養士の先生に教 え

てもらい、勉 強にな りま した。 （Ｋ男）

（2）思考力 ・判断力 ・表現力への解釈

Ａ 男 と Ｃ 子 の感想 を分析す る と、 ２人 は学級討論会で、互 いの意 見を伝 え合 い、 自ら

の考えを発展 させ ている。具体的には、Ａ男は、「アルカ リ性食品をた くさん食べる こと」

か ら、「酸性食 品 とアル カ リ性食 品をバ ランスよく食べ ること」と考 えを発展 させてい る。Ｃ

子については、 「酸性食 品を多 めに食べ たほ うがバ ランスが とれ て健康 によい」か ら、バ

ランス よく食べ るとは、 「同 じ量 を食べ る とい うこ とではな くて、決 まった割合が ある」

と、 自分の考 えを深 めてい る。 この ことか ら、学級討論会 を通 して、Ａ 男、Ｃ子の思考力
・判 断力 ・表現力が育った姿を窺 うことができる。
一方

、Ｋ 男は、 ５年 の家庭科 で学習 した ３つの、①お もに体をつ くる食 品、② おもにエ

ネルギーの もとになる食 品、③お もに体 の調子を整 える食 品をバランス よく食べることが

大切 であるとい う学習 内容 と、 ６つの基礎食品群 のなかには酸性食 品も、アルカ リ性食 品

も含 まれ ている とい う事実を分析 し、評価 しなが ら、 「酸性食 品 とかアルカ リ性食 品とか

にこだわらずに、何でもバ ランスよく食べ ることが健康に よい」 と結論づけた。 このよ う

な Ｋ 男の姿か らも、学級討論会 を通 して、思考力 ・判 断力 ・表現力 の育 ちを窺 うこ とが

で きる。

（貞静学園短期大学 百瀬光一）
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第 ２部 第 ５章 第 ５節

思 考 力 ・判断 力 ・表 現 力 を育 成す る ６年 「大地 の つ く りと変化 」の授 業

地層のモデルをつ くって地下水脈掘 り当てクイズを しよう

１ 授業実践のポイン ト

本実践 では、児童が実際に礫、砂、粘土を使って水槽 に地層のモデル をつ くり、実験を

行 うだけでな く、その学習を生か して、 クイ ズ形式でお互いに地層の様子 を伝 え合 う場面

を設定する。 実験 を行 うためには、礫や砂 が水を通 し、粘 土は水 を通 しにくい とい う事実

を知 っていなければならず、それ らを層 に して地下水 をため られ るよ うに考えなければな

らない。 この活動の中では、児童の思考力や判断力が試 され る。 また、地下水のたまって

いるところを当てるのには、図やモデル は使わず、言葉での説明によってや り取 りをさせ

る。そのために、ワークシー トを工夫 し、地層の どのあた りが どのよ うになっているのか

をよ り正確に伝 え合 うこ とがで きるよ う図った。 この活動 を通 して、 自分たちがつ くった

地層の様子や、層 の重な り方 による地下水のたま り具合を伝 えるための表現力 を育成でき

ると考えた。

２ 「キー ・コンピテンシー」 を育成する学習

授業実践の時期 は、平成20年11月21日 ～12月 ９日までである。実施 した学校 は小鹿

野町立両神小学校 、対象学年 ・クラスは、 ６年 １組 （男子12名 、女子 ９名、計21名 ） で

ある。

（1）関連する単元の流れ

「大地のつくりと変化」 （全 １１時間）『新編新 しい理科』 （東京書籍 ６年下） 

① 大地 はどの よ うな ものでできているかを観察する １時間 

② 地層は どの よ うに してできるのかを考 える ３時間 

③ わた したちが住む大地は どのよ うに してできたのかを考 える……７時間

（2） 「キー ・コン ピテンシー」を育成す る学習

「地下水脈発見クイズを しよう ！」 （全 ４時間） 

① 地層の重な りと地下水 の関係 を知る １時間 

② 地層のモデル を作 り、地下水 の流れ る位置 を確かめる １時間 （本時①） 

③ モデルの中の地下水の位置をクイズに し、お互いに出題 しあ う…２時間 （本時②）

（3）授業時間の生み出 し

（1）－② での実験は教師の側か ら与える形 に して効率的に行い、（1）－③の現地観察 も3時

間で押 さえるな どして、教科書の内容を扱 うための実質時数 である １２時間か ら １時間少

ない １１時間に とどめ、標準時間である １５時間 との差 ４時間を生み出 し、活用力育成の

指導に当てた。

３ 「キー ・コンピテンシー」を育成す る学習 と能力観 との関連

（1）「キー ・コンピテンシー」との関連

相互作用的に道具 を用い る （Ｂ 知識や情報 を相互に活用す る能力）

（2）中教審答申の 「思考力 ・判断力 ・表現 力」 と 「言語活動の充実」 との関連

Ａ－ ２ ：事実 を正確に理解 し表現す る
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Ｂ－ ７ ：仮説 を立てて観察 ・実験 を行い、その結果を評価 し、ま とめて表現す る

（3）新学習指導要領 との関連

６学年 Ｂ 「生命 ・地球」 （4） 土地のつ く りと変化

４ 児童の思考力や判断力を高める授業 （本時①）

（1）授業の概要

児童は、「大地のつ くりと変化」の単元で、地層の成 り立ちや、地層 を形成す る礫層や粘

土層、砂層のそれぞれの特徴を学習 している。 この学習内容 を生か し、水槽 に土を入れ、

地層のモデル をつ くり、地下水 の様子 を観察する実験 を行 う。

実験に用いる水槽 には、幅約 ３５ｃｍ、深 さ約 ２６ｃｍのものを用意 し、側面には縦 に

３ｃｍずつ、横 に ５ｃｍずつのマス 目をかいてお く。 は じめに、グループで話 し合 ってワ

ー クシー トに地層作成の計画を立て させ
、地下水がたまると予想 される深 さを記入 させ る。

次 に、実際に水槽 の中に地層のモデル をつ くらせ、上か ら水 をまき、地下水をためる。そ

の後、水槽の壁面に沿って細長 い棒を突き刺 し、 どこで地下水が出て くるかを観察 し、ワ

ークシー トに記録 させ る
。

地層の重な りの様子か ら地下水のたまる位置を予想す る活動や、実験 の結果 を記録 し、

そ こに考察を加 える活動を通 して、児童の思考力や判断力 を伸ば してい く。

（2）ワー ク シー トの 開発

地 層 の 間 に 地 下 水 を た め よ う
６年 １組 ○グループ

メンバー （ ○○ △△ 口口 ×× ）

〈地層づくりの計画〉 ＊砂、れき、ねん土を使って地下水のたまる地層をどのようにつ くるか、

グループで話 し合って図に表 しま しょう。

砂層

れき層

ねん土層

地下水脈

〈実験の結果〉 ＊Ａ～ Ｉのそれぞれの位置で地下水のわいた深さを記録 しよう。

〈考察〉 ＊実験をして気づいたことや考えた ことを書 こう。

・ 粘土層 より下には水が行かず、地下水としてたまる様子がよくわかった。

・ 水槽 をかたむけると、地下水が流れてい く様子か見られておもしろかった。

＊ワークシー ト開発の工夫点	 ：水槽 にかかれた格子状の線 と、ワー クシー トの格子状の

線 を対応 させ ることに より、 どのよ うに地層のモデル をつ くるか を、グループで話 し

合 うことがスムースになるように工夫 した。また、棒を少 しずつ突き刺 して、地下水

の現れ た深 さを記録 させ ることに より、粘土層の上に重 なった礫層に地下水脈 がある

様子を、実感 として捉 え られるよ う図った。次時の 「地下水脈発見クイズ」につなが

るよ う、横軸Ａ～ Ｇ、縦軸 １～ ７の格子 は、後のワークシー トにも共通 して掲載 した。
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（3）授業の流れ

1） ね らい

この授業では、砂層や粘土層 、礫層 の特徴 を理解 し、地下水 をためるために適 した地層

のモデル をつ くり、ワークシー トを用いて実験 を計画 した り、実際にモデルを使って実験

をした りす ることを通 して、児童の思考力や判断力 を育成す る。

2） 関連する能力観

現象 を科学的に説明す る能力

課題 について、構想 を立てて実践 し、評価 ・改善す る

仮説 を立てて観察 ・実験を行い、その結果を評価 し、ま とめて表現す る

3） 準備

・水 槽 （奥行 ２２ ０×幅 ３ ５９×高 さ ２ ６ ２ｍ ｍ） … ４グル ー プ分

・菊 の支柱 （地 層 を掘 るの に使 用 ） … ４本 ・ワー クシー ト （Ａ ３） … ４枚

・礫 （５ｍｍ～ １． ５ ｃｍ 程度 の もの） ・砂 （学校 の砂 場 にあ る もの）

・田ん ぼ の土 （水 と混ぜ 合 わせ た もの） ・ジ ョー ロ （５０ ０ｍlの 水 を用 意 ）

4） 授業の流れ

発 問 ・指示 ・説 明 ・板 書 児童の学習の実際 時間

【板書】地層の間に地下水 をためよ う。 １ 今 日は何を学習す るのかな ？ 5 

指示 「グループでつ くる地層 の断面図 ２ 実験 の計画をたてよう ！ 10 

の計画 をワー クシー トにかい てみ よ Ａ男 ：礫 の層は水 をよ く通すのだったね。

う。」 Ｂ子 ：水 を通 さないのは粘 土の層だ よ。

中心発問 『地下水は どのあた りにたま ３ 地下水のたまる深 さを予想 しよう ！

るかな ？』

（礫層 、砂層、粘土層の特徴 を理解 し、

地下水 が どのよ うな ところにたまるの

かを考えなが ら、実験の見通 しを持た

せ る。）

Ｃ子 ：Ｃの ５には粘土層 があって、 Ｃの ４

には礫層をつ くったか ら、 この間に

地下水はたま るはずだね。

Ｄ子 ：粘土層 と粘 土層の間にれ き層 がある

けれ ど、 ここに も地下水 はたまるの

かなあ ？

5
 

指示 「地層のモデルに水 をかけて、 １

０分待 ち、Ａ～ Ｉのそれぞれ の位置 を

掘って、 １～ ６の どの深 さで地下水が

出て くるか観 察 しよう。」

４ 協力 して実験 をしよう ！

Ｅ子 ：水 はま んべ ん な くか け よ うね 。

Ｆ男 ：水 が しみ こん で い く様 子 も見 え る よ。

Ｇ男 ：あ 、た ま って きた とこ ろが あ るよ。

Ｈ男 ：１０分 た った か ら、ぼ くは Ａ を掘 る

ね。

Ｉ子 ：じゃあ 、わ た しは Ｉを掘 るね。

Ｊ子 ：Ａ の ところ は ４の深 さで地 下水 が 出

て きた よ。

Ｋ男 ：ワー ク シー トを見 る と、そ こはれ き

層 だね。

Ｌ子 ：モデル を横 か ら見ると、れ きの間に

水がいっぱいたまってい るよ。

指示 「実験 の結果をワークシー トに書 ５ 実験するとこんな ことがわかった ！

き込みま しょう。そのあ と、結果か ら Ｍ男 ：や っぱ り粘 土層の上の礫層 には地下

気づいたことや考えた ことを書きま し 水がたくさんたまってい るね。 
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ょう 。」

５ 伝 えたい ことをクイズに してま とめ、表現す る授業 （本時② ）

（1）授業の概要

この授業では、前時の実験の学習を生か し、クイズのや りとりをす ることによって、他

のグループがつ くった地層 のモデルの重な り方を予想 し、 どのくらいの深 さまで掘 った ら

地下水が出て くるかを当てる。その際、 ワークシー トを活用 し、出題するグループの児童

の説明や 、質 問に対す る答 えか ら予想 され ることをメモす る。そ して、聞いていたグルー

プはワークシー トをもとに話 し合い、最終的に地下水 が出ると予想 されるマスを １ヵ所指

定 し、 リーダーが意見 をま とめて発表す る。すべての グループの意見が出そろった ところ

で、実際に棒を突 き刺 して、予想通 りの深 さに地下水が現れて くるかを確かめる。

また、クイズは地層のモデルを隠 して行い、児童 には言葉だけでや り取 りをさせる。 出

題す るグループか らの ヒン トは ５つ出 され、その後、解答す るグループか らの質問に答え

る。 この とき、横軸の 目盛 りＡ～Ｇと縦軸の 目盛 り１～ ７を組み合 わせて、知 りたい場所

を指定 してお互いにや り取 りをす る。 これによ り、児童相互のコ ミュニケー ションが活発

化 し、言語活動の充実が図 られ る。

言語活動 による表現力の向上は、科学的な用語を児童 に定着 させるばか りでな く、児童

の思考 を確かな ものに し、科学的な現象への理解がよ り深 まることにつながる。

（2）ワー ク シー トの 開発

地 下 水 脈 発 見 ク イ ズ を つ く ろ う
６年 １組 □□グループ 名前 （Ａ男）（Ｂ男）（Ｃ子）

（Ｄ子 ） （Ｅ男 ） （　 ）

☆地層のモデルをつ くって、他のグループに地下水発見クイズを出そう ！

砂層

れき層

ねん土層

地下水脈

〈クイズのヒン ト〉 

① Ｃ － ６に は 、 粘 土 層 が あ ります 。 

② Ｄ とＥ の 間 は 、 断層 が あ ります 。 

③ Ｄ － １に は 、 砂 の層 が あ りま す。 

④ Ｆ － ３に は 、礫 が あ ります 。 

⑤ ４ － Ｅ に は 、粘 土層 が あ りま す 。

▲出題用 ワークシー ト

＊ワークシー ト開発の工夫点 ：出題する側 と答える側で同 じ枠の ワー クシー トを使 うこ

とで、言葉 による伝え合いができるよ う工夫 した。例 えば、出題 グループには 「Ｄ とＥ

の間には、断層があ ります。」とい うヒン トを出 させた り、解答 グループには 「Ｇ－ ３に

は何 の層 があ りますか。」と質問をさせた りして、言語 によるや り取 りで理科の学習 を深
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め るこ とがで き る よ うに した。

地 下 水 発 見 用 ワ ー ク シ ー ト
６年 １組 △△グル－プ 名前 （Ｆ子）（Ｇ子）（Ｈ男）

（Ｉ子）（Ｊ男）（Ｋ男）

☆他のグループの地層を予想 して、地下水脈を掘 り当てよう。

グループの地層 グループの地層

〈 メ モ らん 〉 〈メモらん〉
・摺 曲 が あ る

・Ｃ － ５は 粘 土

グループの地層 グループの地層

〈 メモ らん 〉 〈 メモ らん 〉

〈学習感想 〉 ☆地下水脈の実験やクイズをして気づいたことや考えたことを書こう。
・粘土層を見つけるとよいというコツがわかって、水脈も高い確率で見つけられた。
・次に実験をするときには、断層のある地層をつ くってやってみたい。

▲解答用ワ－クシー ト

＊ワークシー ト開発の工夫点 ：出題す る側 と答 える側で同 じ枠の ワー クシー トを使 うこ

とで、言葉による伝 え合いがで きるよ う工夫 した。枠には砂 ・礫 ・粘土をパ ターンで記

してもよい し、文字で記 してもよいこととす る。また、「摺 曲がある」 「断層 がある」な

どは、メモ欄 に記載 させ 、グループでの話 し合いの際に、具体的な図にま とめてもよい。

（3）授業の流れ

1） ね らい

各グループで作成 した地層のモデルについて、モデル 自体を示 さずに言葉 によって地

層の様子をクイズ形式で発表 し、聞き手に伝 えることで、児童の言葉で科学的に表現す

る力を養 う。
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2） 関連する能力観

現象を科学的に説明する能力

事実を正確に理解 し表現する

仮説を立てて観察 ・実験を行い、その結果を評価 し、まとめて表現する

3） 準備

・水 槽 （奥行 ２ ２０×幅 ３ ５９×高 さ ２６ ２ｍｍ） … ４グル ープ分

・菊 の支柱 （地層 を掘 るの に使 用） … ４本

・礫 （５ｍｍ ～ １． ５ｃｍ程 度 の もの）

・田ん ぼ の土 （水 と混 ぜ合 わせ た もの）

・出題 用 ワー クシー ト （Ａ ３） … ４枚

4） 授業の流れ

発 問 ・指 示 ・説 明 ・板書

【板書】地下水発見 クイズを しよ う。

説明 「は じめに□□グループの人が 自

分 たちのつ くった地層 の特徴 を話 し

ます。そのあと、他の グループの人の

質問を受け付 けます。それ らを聞いた

ら、各 グループで話 し合って、どこを

どれ だけ掘 った らよいか を リー ダー

がま とめて発表 してくだ さい。そのあ

と、本当に地下水が出るか掘ってみま

す。」

指示 「では、□□グループ、発表 して

くだ さい。」

中心発問 『□□グループの発表や、質

問への答えを聞いて、地下水 は どこを

どれ だ け掘 った ら出 るの で しょ う

か ？』

・砂 （学校 の砂 場 に あ る もの ）

・ジ ョー ロ （５０ ０ｍｌの水 を用意 ）

・解 答用 ワー ク シー ト （Ａ ３） … ４枚

児童の学習の実際 時間

１ 今 日はクイズで学習だ ！

Ａ子 ・地下水のクイズって どんなのかな ？ ・

２ さあ、クイズ を出すよ ！

Ｂ男 ：なんだか宝探 しみたいだなあ。

Ｃ男 ：ぼ くたちのグループは、地 下水脈 を

ぴった り当ててみせ るぞ。

□□ ：わた したちのグループは、砂 を最初に

入れ ま した。そのあ と、水を通 さない

粘 土の層を作 りま した。摺曲 した地層

に したかったので、あるところは盛 り

上がっています。その上 にまた砂 をの

せ ま した。その上が礫の層です。最後

に砂の層 をつ くって完成です。質問は

あ ります か ？

Ｄ子 ：摺 出 して一番盛 り上がった ところはＡ

～ Ｉの どのへんですか ？ 

□ □ ：Ｆのところです。

Ｅ子 ：どのくらい盛 り上がっていますか ？ 

□□ ：１マス分 くらいです。

Ｆ男 ：Ｃ－ ５の ところは何 があ りますか ？ 

□□ ：粘 土です。

３ 地下水の出そうなところはどこだ？

Ｇ子 ：Ｆ男 くんの質問か ら考えると、Ｃ－４

は砂なのではないかな ？

Ｈ男 ：□□グループは、その砂 の層の上に礫

の層をつ くったって言っていた よね。

礫 の層 には地 下水 がたまっているこ

とが多いよね ？

Ｉ子 ：とい うことは、意外 と浅 くてC－ ３く

らいには地下水が出て しま うかもね。

Ｊ男 ：砂 も水 を通す よ。Ｃ－ ４くらいまで掘

らない と出ないのではないかな ？ 
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指示 「それでは、各班の意見を発表 し ４ まとめた意見 を発表 しよ う ！
 

ま しょう。」 ○○ ：ぼ くた ちはＣ－ ３で出ると思います。
 

■■ ：ぼ くたちはＢ－ ４で出ると思います。
 

◇◇ ：わた したちは……

指示 「では、どこで地下水が出 るのか、 ５ 実際に掘 ってみよ う ！

実 際にＡか ら掘 りなが ら確か めてみ Ｋ男 ：予想通 り、Ｂ－ ４か ら水が出たぞ。

ま しょう。」 Ｌ子 ：予想以上に深い ところに粘 土層があっ

たのね。


（同様 にもう１班 クイ ズを出す） 15
 

指示 「今 日の学習の感想 を書きま しょ ６ クイズを振 り返 ろう ！ 10


う。」


5） 児童が作成 した レポー トとコミュニケーシ ョン

1

4
 

▲クイズを聞いた解答グループの作成 したレポー ト

レポー トを使用 して、次のよ うなや り取 りを行った。

出題グループの ヒン ト

「①粘土層が摺 曲 しています」「②その間は砂の層で地

上まで盛 り上がっています」 「③ Ｂ－ ５は粘 土層です」

「④ Ｇ－ ７は礫層です」 「⑤ Ｆ－４は礫層です」

解答 グルー プの質問とそれへの応対

「Ｄ－４はなんですか ？」→ 「礫層 です」

▲クイズを出題 するために、出題グルー プが作成	 「Ａ－ ６はなんですか ？」→ 「砂の層です」
した レポ－ ト 「その砂の層の厚みは どれ くらいですか ？」

→ 「薄い ところで １マス、厚い ところで ３マス分です」

解答グループの話し合いの様子
・上 の ほ うで粘 土 が摺 曲 して い るか ら、 Ａ － １とか Ｇ － １は違 うだ ろ うな。

・Ｂ－ ５が粘 土で しょ う。 そ の上 に水 っ てた ま る よね 。 しか もＤ － ４が礫 だ か ら、 この辺


に地 下水 はあ る と思 うな。


●下の ほ うで は摺 出は起 こって い ないの か な。 も しあ る と、予想 が 難 しい ね。

・Ｆ－ ４が礫 って い うこ とは、深 さ ４の とこ ろはず っ と礫 か も しれ な いね。

▲出題グルー プがつ くった地層 モデル ▲地下水がたまっている様子が観察できる ▲地下水脈の位置を相談する解答グループ
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６ 児童の感想 と思考力 ・判断力 ・表現力の育成への解釈

（1）児童の感想
・「粘 土の層 が どのへんにあるかがわか ると、地下水の場所がわか る」とい うコツをつかん

だ。礫 の層が どの四角かわかった ら、その下が粘土か どうかを質 問すれ ば、かな りの確

率で地下水を当てることができた。 （Ａ男）
・ぼくたちのグル ープでは、断層 を作って粘 土層 がずれた地層 を作 ってみ ま した。 グルー

プで予想 した ときには、ずれた ところを通って、地下水が水槽の一番下までい くよ うに

考 えま した。みんなで地層 を作 った ときには、粘土が うま くずれ て作れたかち ょっ と不

安で した。クイズの とき、最後の水をかけて地下水を調べ るとき、粘土層の間を通 って

水が下までいったので、よかったです。 （Ｂ男）

・自分たちで水槽に地層を作 って、初めて 「摺 曲」 とか 「断層」 とかの言葉がわか りま し

た。授業で も聞いていたけれ ど、なん とな く何のことを言っているのかわか りませんで

した。 （Ｃ子）

（2）思考 力 ・判断力 ・表現力への解釈

「大地のつ くりと変化」の学習 を終えた時点では、大部分の児童 は、地層は水のはた ら

きによって、砂層 と礫層 と粘土層が積み重なってできたものであ るとい う知識 を得たに過

ぎなか った。 それは、Ｃ子の感想 か らもわかる。 「礫」 とい う言葉は、「小石や砂」程度の

認識で あ り、 「断層」は 「大地に生 じたずれ」 と言い換 えただけであった。

そこに、地層 には水 を通す層 と、通 さない層があることを知 らせ、地下水 は水 を通 さな

い粘土層 の上の礫層にたまることを教えた。また、湧 き水や温泉 も地層のつ くりと大きな

関係が あることを説明す ると、児童の地層への興味 ・関心の高ま りは見て取れ るほどにな

った。

本時 ①の活動 の中で、児童 は粘 土層に着 目し、「深 さ４の ところに粘土層 を重ねれば、深

さ ３のところに地下水はたまるはずだ」 とい う仮説 を立てることができるよ うになってい

た。そ して、実際に砂 と礫 と粘 土を使 って実験を行い、仮説の通 りの深 さで地下水の出現

を確認 した。 このことによって、児童が思考 した結果 が正 しかった ことが証明 され、 自信

につながった。 Ａ男の感想 には、 自分の考えに自信を持 ち、粘土層 の位置 を手がか りに地

下水脈 を探す ことができる、確実 な判断力の向上を見て取 ることができる。

その よ うな本時①での学習は、本時② に大きく生か されてい る。 Ｂ男のよ うに、判断の

基準 となる粘 土層が、断層 によって断ち切 られていた場合、地下水 はさらに下の層へ流れ

ていくだろ うとい う思考が働いてい る。 あるグループは、断層の結果、礫層 と砂層が積み

重 なった粘土層が地上に現れているモデルを作成 した。湧 き水の現象が起 きるかどうかを

確かめ ようと考 えたのである。

また、ワークシー トへの記述 か らは、 グル ープで話 し合った結果 を、パ ターンを使って

表現 した り、クイズのヒン トとして 「Ｂ－ ５は粘土です」の ように言葉で地層 のつ くりを

表現 した りできていることもわかる。本時② のクイズでのや り取 りは、全て言語活動だけ

で行われ、 「Ｃ－ ７は何ですか ？」「摺 曲は どのあた りで起 こっているのです か ？」 と、活

発 に質 問が出 され、児童 の言語 による表現力が高まってい くのを感 じることもできた。

以上のよ うに、本実践 の中で、科学的 リテラシーを使用 し、児童の思考力や判断力が向

上 した場面が随所に見 られ、お互いに伝え合お うとす る活動が、表現力の向上へ と結び付

いていった。

（小鹿野町立両神小学校教諭 山口貴久）
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第 ２部 第 ５章 第 ６節

思考 力 ・判断力 ・表現 力を育成す る３年 「植物」の授業

秋 に種 を蒔 く植物 で 、ク ラス の花 壇 をつ くろ う

１ 授業実践のポイ ン ト

３年生では、植 物に関す る学習 を ３つ 「植 物をそだて よう ・植物 のか らだを しらべ よ う

・花 と実 を しらべ よ う」 に分けてい る。 その中で、春に種 を蒔 く植物 を扱 ってい る。 ここ

では、 ４月の学習が始まった ころに咲いていた花は、いつ種 をまいたのだ ろう。 とい う疑

問から春 に咲 く花 を調べ させていった。調べる際に 「どんな花 （名前 は）があるのか ・た

ねをいつ まくのか ・花の特徴」な どの調べる項 目を話 し合い、グループで調べ させた。 ま

た、 自分たちが調 べた花 を使 って クラスの春 の花壇 をつ くることも知 らせ、各 グループで

花壇 のデザイン （花 の種類 ・色 ・配置） を作 った。 クラスの代表の花壇 を決め るためにプ

レゼンテーシ ョンの場 を設定 した。 このプ レゼ ンテー シ ョンは、グルー プで調 べた春咲き

の花 の紹介 とクラスの春の花壇のデザイ ンを屋台村方式 で発表 し、クラスの花壇 のデザイ

ンを決めた。その後、代表 となったデザイ ンを基 に してクラスの花壇を全員で作った。 こ

れ らのことを通 して、思考力 ・判 断力 ・表現力の育成 を図った。

２ 「キー ・コ ン ピテ ン シー 」 を育成 す る学 習

授 業実 践 の時 期 は 、平 成20年11月 ４ 日～11月26日 ま で で あ る。 実施 した学 校 は行 田市 立

北 小 学校 、 対象 学 年 ・ク ラス は、 ３年 ２組 （男子15名 、 女子16名 、計31名 ） で あ る。

（1）関連す る単元の流れ


「花 と実 を しらべ よう」 （全 ３時間） 『新編新 しい理科 ３年』 （東京書籍）
 

① 植物 のそだちかたを しらべ よ う2時	 間 

② 植物 のそだちかたをま とめよ う1時	 間

（2）	 「キー ・コ ン ビチ ンシー 」 を育 成 す る学 習


「秋に種 をま く植物で、花壇 をつ くろう」 （全 ７時間）
 

① 春に咲いていた花はいつ種 をま くの ？	 １時間 

② 春に花が咲 く植物を さがそ う	 ２時間 （本 時①2/7） 

③ 花だんのデザイ ンを考 え、 グループ ごとの発表 ２時間 （本 時②4～5/7） 

④ 花だんをつ くろ う	 ２時間

（3）授業時間の生み出 し

関連する単元 「花 と実を しらべ よう」では、 ３時間扱いで学習す る。活用力 を育成す る

学習 を含 め10時 間で扱 う。全時間の うち ３時間は、他単元の学習 内容を精選 して理科 の時

間に実施 した。残 りの４時間は、総合的な学習 との クロスカ リキュラムを図った。

３ 「キー ・コンピテンシー」 を育成す る学習と能力観 との関連

（1）	 「キ － ・コ ン ピテ ン シー 」 との 関連


相互作用的に道具を用いる （Ｂ 知識や情報を相互作用的に用いる）


（2）中教審答 申の	 「思考 力 ・判断 力 ・表現力」、「言語活動の充実」 との関連


Ａ－ ２ ：事実 を正確 に理解 し表現す る


Ｂ－ １ ：レポー トを作成す る


（3）新学習指導要領 との関連


第 ３学年 Ｂ 生命 ・地球 （2） 身近な 自然 の観察
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４ 調査 した内容を整理する授業 （本時①）

（1）授業の概要

前時の春 に咲いていた花は、いつ種をまいたのだろ うとい う疑 問か らの話 し合いで 「ホ

ウセンカや 百 日草の種 をまいた時、確 かにた くさんの花が咲いていま した。その時は、そ

の花 のことは気 に してい ませ んで した。 でも、ホ ウセ ンカや百 日草を育ててみて、春に咲

いていた花 は、いつ種をまいたのか調べたいです。」や 「花はいろい ろな季節 で咲 いてい

るので、 もっ と花の ことを調べ た くな りま した。」 な ど児童 は、春 に咲いていた花 につい

ての興味 ・関心 を高めていった。それ を受 け、 ２時間続 きのこの授業では、春 に咲 く花を

調べ るために必要な項 目を設定 し、 グループ ごとに春に咲 く花について調べ ていった。 し

か し、児童 が最初 か ら調べ る項 目を設定す ることは困難 である。 そこで、クラス全体で春

の花 を調べ る項 目を何 にす るか話 し合 い、基本的 な項 目を決めた。その他 に調べたい項 目

「クイズ ・花言葉 な ど」 について は、グループ ごとでその項 目も入れて、春 に咲 く花につ

いて調べ ることと した。そ して、 グルー プ内で分担 して ワー クシー トにま とめ、分 か りや

す い発表にす るための準備 を進 めた。

（2）ワー ク シー トの開 発

春に花が咲 く植物を しらべよう

３年 組 班

春に花が咲 く植物について調べたいことをあげよう

・どんな花が春に咲くのだろ うか ？ （名前）

・春に花が咲く植物は、種をいつまくのだろ うか ？ （温度 ・日光など）
・花の特徴や花に関係のあること （花言葉 ・花 占い ・クイズな ど）

春の花のカー ドをつ くろ う

キ リ ト リ セ ン
 

☆ 名前 パ ンジー （ス ミレ目スミレ科スミレ属） 

☆ 種をまくときと花が咲 くとき 埼玉県の場合

花が咲く時期 種をまく時期 
○ 芽が出るのにてきしている温度は、20℃ ぐらいです。

30℃ だと芽が出ないです。 パ ン ジー 

風通 しのよいすず しいところがいいようです。

○ 日光がたくさんあたるところよいです。寒 さにつよいです。
 
☆ 種 類 たくさんの種類があ ります。特に花の大 きさと色 もいろいろあ ります。
 
☆ 生まれた国 ヨーロッパ ・北アフリカなど
 
☆ 花言葉 「ものおもい」
 

☆ クイズ 「パンジーの名前は、次のどれから決まったので しょうか ？」 

① 丸いクッキーににているから 
② 人の顔 ににているか ら 
③ 丸いパ ンの形ににているから

キ リ ト リ セ ン 

☆ 名 前 ノー ス ポ ー ル （キ ク 目キ ク科 フ ラ ン ス ギ ク属 ）


別 名 を ク リサ ンセ マ ム ・ノー ス ポ ー ル あ る い は ク リサ ンセ マ ム ・パ ル ドー サ ム
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☆ 種 を ま く、と き と花 が 咲 く、と き	 埼玉県の場合

花が咲く時期 種をまく時期 
○ 芽が出るのにてき している温度は、15℃ ぐらいです。

低い温度の方が芽が出やすいです。 ノー ス ポ ー ル 

風通 しのよいすず しいところがいいようです。

○ 日光がたくさんあたるところよいです。寒 さにつよいです。 

☆ 種 類 世界に200種 類以上あって、ノースポールと黄色い花のムルチコー レが有名です。

みんなが 「寄せなべ とかキムチなべ」などに入れて食べるシュンギクと親せきのよ

うな植物です。 
☆ 生まれた国 アフリカ ・ヨーロッパなど
 
☆ 花言葉 「誠実」
 
☆ クイズ 「ノースポールの名前は、次のどれか ら決まったのでしょうか？」
 

① 白いボールみたいだから ② たまごやきみたいだから ③白い北極みたいだか ら

キ リ ト リ セ ン


疑問に思ったことをあげよ う


・ホウセンカや百日草の種を秋にまいた ら、春に花が咲くのかな？

＊ ワークシー ト開発の工夫点 ：グループで調べた ことをワークシー トに書 き込む ことに

よって、最終的に春 の花のカー ド （ワー クシー トか ら切 り離す と）がで きあが るよ うに工

夫 した。春 の花の調べ る項 目を話 し合い、その項 目を図鑑やインターネ ッ トな どか ら調べ

るよ うに し、新たな疑問な ども書けるよ うに した。用紙 は、 自由に必要な数 を取れ るよ う

に置いてお く。Webサ イ トについては、教師が用 意 した。 また、 キ リ トリセンでワー クシ
ー トか ら切 り離 した花のカー ドは

、プ レゼンの発表資料 としても使用 させた。

（3）授業の流れ

1）	 ね らい

春咲 きの花 を調 べるために必要な項 目を設 定 し、本やイ ンターネ ッ トな どか ら調べる こ

とができる。

2） 関連す る能力観
・ 科学的な証拠 を用 いる能力

・ 事実 を正確 に理解 し表現す る

・ レポー トを作成す る

3）	 準備

ワー ク シー ト、 図鑑 や 花 の本 、Webサ イ

4） 授業の流れ

発 問 ・指 示 ・説 明 ・板 書

（ワークシー トを配布）

発問 『春 に花が咲 く植物について調べたいこ

とをあげてみ よう』

説明 〈１グループ ６人で ５つのグループで調
べる〉

説明 （春の花を調べ るときに、必ず調べな く

てはいけない項 目を決める）

説明 〈ワークシー トへの項目の記入の順番や
グループ毎で調べる項 目はグループで決 め

る〉

発問 『調べたいことを書いたグループは、協

力して調べてください』

トの用 意

児 童 の 学 習 の 実 際 時間

１ 春の花のこんなことを調べたいな 10

Ａ子 ：花の名前が知 りたいです。

Ｂ男 ：何月ごろたねをまくのかを知 りたい。

Ｃ子 ：何月ごろ花が咲くのかも調べたいな。など

教師 ：必ず調べることとグループごとで調べ るこ

とを決めま しょう。 ・ … ．話 し合いの後

教師 ：では、みんなの考えか ら必ず調べることは、
「花の名前 ・たねをま く時期 と花が咲 く時期 ・

生まれた国」 とします。その他にグループで調
べたいことは、グループできめて ください． 

２ みんなで協力して調べよう

各グループ別の調べ方

Ａグループ ：家か ら持ってきた図鑑や花の本か ら

調べはじめた。
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指示 「調べながらこんなことも調べてみたい

とか、新 に疑問に思ったことがあったらワ
ークシー トに書きましょう」

指示 「途中からでもイ ンターネ ッ トを使 うグ
ループは、先生の所に来て ください」

説明 （グループ内で互いの意見を出 し合い し

なが ら、協力 してワークシー トにまとめた

り、発表の仕方を考えた りすることで、児

童が自ら判断 しながら発表 の準備を進 める

ことができ、表現力の向上にもつながると

考えた）

説明 （必要な項 目、特に調べ学習で分かった

ことを自分の言葉で しっか りとまとめるこ

とで、調べ学習の成果を整理、分析 して、

きちんと表現す る力が身につくと考えた）

説明 〈次時は、調べた ことをワークシー トに

まとめ、クイズを入れた り、他の人が見や

す く、分か りやすい花カー ドを作る〉

Ｂグループ ：インターネ ッ トと図書室の百科事典

や花の本から調べはじめた。
Ｃグループ ：インターネ ッ トと家か ら持ってきた

花の本や図書室の花の本から調べはじめた。

Ｄグループ ：家から持ってきた花の本 「園芸雑誌」

か ら調べは じめた。

Ｅグループ ：インターネ ッ トと家か ら持ってきた

図鑑や花の本から調べは じめた。

※Ａグループ とＤグループは、調べたい ことが 自

分たちが持 ってきた本では見つか らないことか

ら、インターネ ッ トで調べは じめた。

各グループ別の項 目
Ａグループ ：「別名 ・どのくらいの気温の時に芽が

出るのか ・種類 ・花言葉 ・クイズ ・特にその花

しかないこと」

Ｂグループ	 ：「どのくらいの気温の時に芽が出るの

か ・花占い ・クイズ ・」

Ｃグループ ：「別名 ・種はどのような場所にまいた

らいいのか ・花言葉 ．特にその花 しかないこと」

Ｄグループ ：「別名 ・たねを植 えるときの温度 ・花

言葉 ・クイズ ・特にその花 しかない こと」
Ｅグループ ：「別名 ・どのくらいの気温の時に芽が

出るのか ・花言葉」
３ 調べたことをまとめよう 〈次時〉

５ 花だんのデザ インを考 え、模造紙にま とめた内容 を、発表す る授業 （本時②）

（1）授 業の概要

前時まで に児童 は、本やイ ンターネ ッ トに書かれてい る内容 を調べた り、調べた内容 を

ワー クシー トにま とめた りしなが ら、春 に咲 く花 を調べて きた。 ここでの授業は、前時ま

でに調べ た春の花 の中か ら、い くつかを選んで花だんのデザインを考えること、その花 だ

んのデザイ ンと花 カー ドで レポー ト （発 表資料） を作 り、各 グループでプ レゼンテーシ ョ

ンを行 うこ とである。 このプ レゼ ンテー ションは、屋台村方式 として、前半は、 １グルー

プの半分の人が説 明 し、他 の半分 の人は、他の グループの発表 を聞 きに行 く。後半は、そ

の役割を交代する ことと した。発表 内容 は、調べた春の花の紹介 と春の花壇のデザインで

ある。発表後、全体で他 のグループの発 表か ら初 めて知ったことや春 まきと秋 まきの植物

について相違点や共通点を考 えさせ た。次に、各 グループの春の花壇のデザイ ンか らクラ

ス代表のデザインを決めた。

（2）ワー ク シー トの開 発

春に咲 く花の しょうかいとクラスの花だんのデザインの発表会

３年 番 氏名 Ａ子

春に咲く花について、他のグループの発表を聞いて、新 しく発見したことを書きましょう。

・ パンジーがあんなに種類があるなんてびっくりしました。
・	 タンポポの花をサラダに して、根をコーヒーみたいに して飲んでいたなんて、初めて知 りま
した。

・ 花 の 名 前 に 意 味 が あ っ た な ん て お も しろ い で す 。
・	 パ ン ジー は 、 １ 日の へ い き ん 気 温 が15° 以 上 に な る と、 花 が さか な くな る こ とを 聞 い て 、び

っ く り しま した 。

春に咲く花 と夏に咲 く花のちが うところやにているところがありま したか。

ちが うところ
・ パンジーなど春に咲く花は、寒さに強いけど、あつ さに弱い ことがわかりました。
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． その反対に、サル ビアなど夏に咲 く花は、あつさに強いけど、寒さに弱いことも分か りま し
た。

にていいるところ
・	 植物は、 １つのたねからそだって、たくさんの実をつ くります。実ができるとやがてかれ る
ところが、にているとお もいます。

・ どの花 もみんな太陽が好きで した。

クラスの代表の花だんをえらぼう。

・私 は 、 ３ 班 の 花 だ ん を え らび ま す 。
・理 由 は 、 チ ュ ー リ ップ が か く して あ っ て 、 後 か ら出 て くる の が 楽 しみ な の と、 チ ュー リ ップ で

３－ １の形 に な る こ とが お も し ろい か らえ らび ま した。

春に咲 く花の学習 をしてどんなことがわか りましたか。

・	 春の花を調べていて、涼 しいところや寒いところがすきな花あることをはじめて知 りました。
は、あたたかいところがすきだとばっか り思っていたので、おどろきました。

・ 一つの花でもたくさんの しゅるいがあることが分か りました。もっと調べたくなりました。
・	 寒さに強かったり、あつさに強かったりあるけど、どちらも、たねからそだって、花が咲いてた

くさんのたねをつくります。ちょっとちがうけど、とってもにていると思いました。
・ はや くクラスの花だんを作って、春に咲く花のせわをして、たねを見たいです。

＊ ワークシ－ ト開発の工夫点 ：児童が他のグループの発表を聞きなが ら、自分が調べて

いない内容やは じめて分かった ことな どを記入で きるよ うに した。また、既習の春植 えの

植物 と自分 たちで調べた秋植 えの植物の相違点や共通点 を記入 できるよ うに した。さ らに、

クラスの代表 の花壇 を選ぶ際に自分の考 えを記入できるよ うに した。

（3）授業の流れ

1） ね らい


グルー プ で調 べ た こ とを レポー トにま とめ、発 表 し、話 し合 うこ とに よ り、植 物 の知識


を道 具 と して使 用 し、表 現 し、 コ ミュニ ケー シ ョンす る こ とが で き る。

2） 関連す る能力観

・ 現象 を科学 的に説 明す る能力

・ 事実を正確 に理解 し表現す る

・ 体験 したことや調べた ことをま とめ、発表 し合 う

3）	 準備


ワークシー ト、発表用の模造紙


4） 授業の流れ （９０分）

発 問 ・指 示 ・説 明 ・板 書 児 童 の 学 習 の 実 際 時間

（本時②のワー クシー トを配布） １ 春の花だんのデザインを考えるぞ ！

板書 【春の花だんのデザイン】 Ａ子 ：花だんのデザインをどうするか考えよう。 10 

発問 『グループの花だんのデザイ ンを考えよ Ｂ男 ：どの花を花だんに使 うか決めよう。

う。』	 Ｃ子 ：一つの花でもたくさんの色があるので、色

指示 「グループで調べた花の中から、花だん も決めよう。

に植えたい花を選んで、春の花だんのデザ


インを考えて ください。 グループの花だん

のア ピール したい ところも考 えて くだ さ

い」

指示 『考えた花だんをワークシー トにまとめ ２ 花だんをきれいにかこう

よう、そして発表の準備をしょ う』 Ａグループ ：パンジーを中心に ２色の花だん 15

Ｂグループ ：黄色い花で、黄色い花だん

Ｃグループ ：パンジーを中心に色々な色の花だん

Ｄグループ ：５つの花を使った花だん

Ｅグループ ：３つの花を使った花だん 

－505－



30 

5 

（本時②のワー クシー トを配布） １ いよいよ発表会だ。 ！

板書 【発表会】 Ａ子 ：みんなで協力 してがんばろ う。

指示 「前半 と後半に分かれて、説明する1

発問 『他のグループの発表を聞いて、新 しく ２ こんなことを発見 したよ

発見したことはあ りましたか』 Ｆ子 ：パンジーがあんなに種類が多い とは思いま

せんで した。

Ｓ男 ：花にはちが う名前がついているのもあって、

名前が一つでないんだとびっくりしま した。

中心発問 『春に咲 く花 と夏に咲く花には、違 ３ 春の花 と夏の花の違いやにているところをさ

いやにているところがあるのだろうか』

発問 『クラスの花だんを決めます。 どのグル

ープのデザインがよいか発表 して くだ さ

い』

がそ う 15 

Ａ子 ：たねをま く時期が違います。夏に咲 く花は、

春 にま くけど、春 に咲 く花は、秋 にたねをまき

ます。

Ｉ男 ：パ ンジーな ど春に咲 く花は、寒 さに強いけ

ど、暑 さに弱いことがわかりました。

Ｃ子 ：その反対に、サル ビアな ど夏に咲 く花は、

暑 さに強いけど、寒 さに弱いことも分か りまし
た。

Ｅ子 ：にているところは、春に咲く花や夏に咲 く

花は太陽が大好きとい うことです。

Ｂ男 ：勉強 した夏の花のホ ウセンカは、 １つのた

ねか らそだって、た くさんの実をつ くります。

そ して、実ができる とや がてかれます。春にさ

くパンジーな ども １つのたねからそだって、た

くさんの実をつく り、そ してかれ るところが、

にていると思います。

４ クラスの花だんを決めよう

Ａ子 ：私は、○○グループのデザイ ンがとっても 10 

いい と思います。春の花 もいろいろ調べた中か

ら３つに しぼっていて、とてもきれいです。

Ｈ男 ：ぼくは、○○グループのアイデアがお もし

ろい と思いま した。

発問 『春に咲く花の学習をして どんなことが ５ こんなことが分か りました

わか りましたか』 Ｆ子 ：春の花を調べていて、涼 しいところや寒いと

ころがすきな花あることをはじめて知 りました。

花は、あたたかいところがす きだとばっか り思っ

ていたので、お どろきました。 

5） 児童が作成 した レポー トとコミュニケーシ ョン

5


児童は、春に咲 く花 を調べ るために必要な項 目を設定 し、 グループ ごとに春 に咲 く花 に

ついて調べ、春の花 カー ドを作 った。 また、調べた花 の中か ら、い くつ かの花 を選びクラ

スの花だんのデザインを考えた。春 の花カー ドとグルー プで考 えた花だんのデザイ ンを模

造紙 にま とめて、 グループの レポー トを作った。 ここで は、Ａ子 グルー プが作った レポー

トを中心に、Ａ子 グループの発表 と全体 の話 し合いでの コ ミュニケーシ ョンを紹介す る。

Ａ子グルー プの発表

模造紙にま とめた資料 を示 しなが ら、分担 して友だちに発表 した。春 の花では、 自分 た

ちで考 えた項 目は、 「名前 ・別名 ・種 を蒔 く時期 と花 が咲 く時期 ・発 芽温度 ・種類 ・原産

国 ・花言葉」で ある。、本やホームペー ジ等で調べて内容 を分か りやす くま とめて説 明 し

た。それぞれの花に 自分たちで調べた中か らクイズをつ くり、楽 しく発表 を進 めることが

できた。また、クラスの花だんでは、チュー リップを工夫 して使 いアイデ アあ るデザイン

を紹介 した。以下がＡ子 グループの レポー トである。
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Ａ子グルー プの レポー ト

全体での話 し合いの場

屋台村方式 での発表後、全体で他のグループの発表か ら初めて知 った ことや春まき と秋

まきの植物 について相違点や共通点 を考 え させた。その中で、 Ｆ子が、Ａ子 グループの レ

ポー トの中のノースポール とタンポポの春 の花カー ドを見て 「ノースポール とタンポポ を

見てびっく りしたんですが、 ノースポール は、キク 目キク科 フランスギ ク属 で、タンポポ

はキク目キク科 タンポポ属で、 ２つ ともキク 目キク科までい っ しょとい うことは、 ２つの

植物は似 ているのかな と思いま した。」 と意 見を述べた。 Ａ子 グループの Ｂ男が 「ぼ くも

キク 目キク科の植 物って他 にもあるのかな と思って調べてみま した。そ した ら、キクの花

は、予想通 りキク 目キク科 キク属 だったんですけ ど、他 に もた くさんあることが分か りま

した。マーガ レッ トも、キク 目キク科キ ク属だ し、キンセンカは、キク 目キク科キンセ ン
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力属 、みんなも食べてい ると思 うけど、 シュンギクもキク 目キク科でシュンギク属です。

ぼ くが一番驚いたのが、 ヒマ ワ リもキ ク目キク科 で ヒマ ワ リ属 で した。」 この意見か ら他

の児童 は、 「す ごい。 ヒマ ワ リもキ クの仲間なんて、び っく りした。」 とか 「～ 目～科が

同 じってい うことは、みんな同 じ仲間で親戚みたいなものなのかな」な どの感想が出た。

また、Ｈ男 は、 Ｆ男 の意見か ら 「ノースポール とタンポポは、春 に咲 く花だけ ど、同 じキ

ク 目キク科 の ヒマ ワリは暖かい夏 に咲きます。 同 じキク 目キ ク科 でも春 に咲 く花 と夏に咲

く花 があ るんだなあ と思いま した。」 この意見か ら他の児童 は 「な るほ ど。」 とか 「もっ

と同 じ仲間の花があるか もしれ ない。」 な ど、もっ と調 べてみ たい と意欲的 な話 し合い と

なった。また、 Ｓ男 は、「夜の温度 が15℃ 位 にな ると、花が咲かな くなると言いま したが、

夜 の温度が15℃ 位 になる月は、何月 ぐらいです か ？」 とい う質問を した。 Ａ子 グループの

Ｃ子が、 「埼 玉県内で今 年の場合は、 ６月 中旬 ごろで した。」 と調べた結果を紹介 した。

この時期が児童が調べ た花カー ドの花が さいている時期か ら外れてい ることと一致す るこ

とに気づ き、気温が植物 に大 きく関係 してい ることに気づ くことができた。 この ことは、

いつ種 をまいて、いつ花 が咲いているのかを、春 の花カー ドに見やす くま とめ られ たこと

によ り、咲いていない時期がす ぐに分か ることができた。 これ らの ことか ら、植物 の知識

を道具 として使用 し、表現 し、 コミュニケー ションで きた ことを確認 した。

６ 児童の感想と思考力 ・判断力 ・表現力の育成への解釈

（1）児童の感想

春 にたね をまいた時、 も う花が咲いていて、その花 はたねをいつまい たんだろ うとＨ男

さんが言 うまで気 に していませんで した。でも、春に咲 く花をグループで調べて、 もっ と

いろいろ調べてみたい と思いま した。初 めて知 った花 の名前や花 のことが分かった とき、

とって も うれ しかったです。調べ ることが好 きにな りま した。そ して、今まで以上に花 が

好 きにな りま した。 もっ といろい ろ調べ て花博士 にな りたいです。 （Ａ子）

植物は、 １つのたねか らそだって、た くさんの実 をつ くります。実ができるとやがてか

れ ます。 とホ ウセンカを勉強 した ときに学習 しま した。 でもその時はそんなに感 じなかっ

たけ ど、春の花の学習を して、たねで生まれて、またたねができて、ぐるぐる回っていて、

いのちがつ ながってい ると強 く思いま した。だか ら早 くクラスの花だん を作 りたいです。

そ して、パ ンジー もホ ウセンカと同 じよ うに花が咲いて、たねがいっぱいできることを確

かめたいです。 （Ｄ男）

（2）思考力 ・判断力 ・表現力への解釈

児童の感想か らも分か るように、春 に咲いていた花は、いつたね をまいたのだろ う。 と

い う疑問認識か ら春 に咲 く花 を調べ、そ の花の中か ら、い くつかの花を選んで クラスの花

壇 を作 る活動 に取 り組んだ。児童は興味 ・関心 をもって調べ る項 目を設定 し、資料 を作成

し、発表す ることができた。発表会 では、きれいな花カー ドや花だんのデザインを提示 し、

クイズな ども取 り入れて、すべてのグループが工夫 して発表 した。発表 内容や発表後の児

童 の感想 か ら分か るよ うに、各 グループ とも春 に咲 く花 について、現象 を科学的に説明 し

た り、根拠 を基に説明 した りす ることができた。 ここに思考力 ・判断力 ・表現力が育成 で

きた と解釈 できる。 さらに、科学的 リテ ラシー を道具 として使用 し、表現 し、他の人 とコ

ミュニケー シ ョンしてい く能力が育成 できた と解釈 できる。

（羽生市立岩瀬小学校 岡島 伸行）
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第 ２部 第 ５章 第 ７節

思考力 ・判断力 ・表現 力を高める ５年 「てこのはた らき」の授業

ドライバー を使 うと、楽 にネ ジを しめ た り、ゆ るめた りできるの はなぜ ？

１ 授業実践のポイン ト

単元の学習で学んだて このつ り合いの きま りを基 に して、児童 が輪軸の仕組 みについて

学習 し、調べた ことを他 の人に伝 える活動 を行った。

初めに、児童は天板 のはずれたテーブル を ドライバーを使って とめることをきっか けに

して、輪軸 の仕組みに疑 問をもった。次 に、 ドライバー と水道 の蛇 口を操作 した り、スケ

ッチ した り、 ドライバー と水道 の蛇 口の仕組みの中にあるて この支点 ・力点 ・作用点 を探

した りしなが ら、てこの仕組み との関連 を考え輪軸の仕組みにつ いての考えをもった。そ

して、身 の回 りにある輪軸の仕組みを利用 してい る道具を調べ、その道 具の説明を友達や

家 の人に行った。 最後 に、友達や家の人 の感想や コメン トな どか ら発表を振 り返 り、 自分

の表現の改善に活か し、考 えを伝 える力 を高めてい った。

これ らの活動 を通 して児童 の思考力、判断力、表現力を育成 した。

２ 「キー ・コンピテンシー」 を育成す る学習

授 業 実 践 の時 期 は 、平 成20年12月15日 ～12月19日 ま でで あ る。 実施 した 学校 は高

崎 市 立馬 庭 小学 校 、対 象 学年 ・ク ラス は 、 ５年 １組 （男 子 ９名 、 女子17名 、 計26名 ） で

あ る。

（1）関連す る単元の流れ

「て こ の は た ら き 」 （全10時 間 ） 『新 し い 理 科 ５年 ・下 』 （東 京 書 籍 ） 

① ぼ う で 重 い も の を 持 ち 上 げ よ う ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ４ 時 間 

② て こ の は た ら き の き ま り を 調 べ よ う ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ２ 時 間 

③ も の の 重 さ を く ら べ よ う ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ４ 時 間

（2） 「キー・ コン ピテ ンシー」 を育成す る学習

「りん軸の仕組み を説明 しよう」 （全4．5時間） 

① 輪 軸 の 仕 組 み ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … １ 時 間 （本 時 ①1/4．5） 

② 道 具 に 使 わ れ て い る 輪 軸 の 仕 組 み を 調 べ よ う ・ ・ ・ … １ 時 間 

③ 調 べ た こ と を ま と め よ う ・ … ． ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … １ 時 間 

④ 調 べ た こ と を 伝 え よ う ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …1．5時 間 （本 時 ②4/4.5）

（3）授業時間の生み出 し

関連す る単元 「て このはた らき」 と活用力を育成す る学習 を合わせて14．5時 間扱 いで

学習する。全14．5時 間の うち10時 間 は 「てこのはた らき」 の学習内容 を理科 の時間に実

施 した。残 りの4．5時 間は、理科 の余剰 時間を利用 した。

３ 「キー ・コン ピテンシー」を育成す る学習 と能 力観 との関連

（1）	 「キー ・コ ン ビチ ン シー 」 との 関 連

相互作用的に道具を用いる （Ｂ 知識や情報を相互作用的に用いる）

（2）中教審答申の	 「思考 力 ・判断 力 ・表現 力」、「言語活動の充実」 との関連

Ａ－ ２ ：事実を正確 に理解 し、表現す る

Ａ－ ３ ：概念 ・法則 ・意 図な どを解釈 し、説明 した り活用 した りす る

Ｂ－ １ ：レポー トを作成す る
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Ｂ－ ５ ：帰納的 な考え方 を活用 して説 明す る

（3）新学習指導要領 との関連


第 ６学年 Ａ 物質 ・エネル ギー （3） て この規則性


４ ドライバーと水道の蛇口の仕組みを科学的に説明する授業 （本時①）

（1）授業の概要

テーブル の天板 をもくネ ジで固定す る ことをきっかけ として、児童が ドライバー の仕組

みに疑問を もった。児童 はその疑問 を考 える中で、水道 の蛇 口の取っ手の作 りとの共通点

か ら、て この仕組 み との関連 を考 え、その仕組み を図や言葉で説 明 した。 そ して、回 るて

この仕組 み （輪軸）についての考 えをもった。

（2）ワー ク シー トの開 発

テーマ【ドライバーを使うと、楽にねじをしめたり、ゆるめたりできるのはなぜ？】 ＊ワークシー ト開発の工夫点 ：児童が

疑問をもった ドライバー と水道 の蛇

口の仕組 み を、 よ く見て正確 にスケ

ッチ し、それぞれの仕組みの支点か

ら力点までの距離 と支点か ら作用点

までの距離 との違いがわか るよ うに

図 を書 くスペース を広 くした。児童

は、 スケ ッチ の中に、支点、力点、

作用点 を書 き、それぞれの仕組 みの

説明 を書 くこ とによ り、て この仕組

み との関連 を考 え、回 るて この仕組

み （輪軸） の考 えをもつ ことがで き

る。 また、 ドライバー と、水 道の蛇

口に共通 してい る仕組みが回転 させ

るて こであ ることを記入す る欄 と、

その輪軸 の仕組 み を身の回 りにあ る

道具 の中か ら探 し出 し記入す る欄 を

設 け、生活 との関連 を図った。

（3）授業の流れ

1） ね らい

ドライバー と水道 の蛇 口の操作 とスケ ッチを基 に して、その仕組みをてこの仕組み と関

連づ けて考 え、輪軸 の仕組み の考 えをもつ。

2） 関連する能力観
・ 現象 を科学的に説明す る能力

・ 事実を正確 に理解 し、表現す る
・ 帰納的 な考え方 を活 用 して説明す る

3） 準備

天 板 の はず れ た テー ブル 、 ドライバ ー 、 も くネ ジ 、板 、 ワー ク シー ト

4）	 展開

発 問 ・指示 ・説 明 ・板 書 児童の学習の実際 時間
指示 「今 日はて この学習の発展を します。 図書室 １ は ず れ た 天 板 を も くネ ジ で とめ よ う


の天板がはずれて しまいま した。 これをもく


ネジでとめてくれる人いますか。」 児 童 ：ハ イ 、 ハ イ 、ハ イ 、 ハ イ


指示 「では、 ４人おねがい します。最初は指でも
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くネ ジ を 回 してみ ま し ょ う。」 Ｃ男 ：む り、入 らな い 、痛 い 。

Ｄ男 ：入 っ た。 で も、 あ ま り入 らな い 。指 示 「次 に 、 ドライ バ ー を使 って 下 さ い。 ドラ イ バ
ー の細 い と ころ を持 って 回 してみ ま し よ う

。」

５分指 示 「で は 、 ドラ イ バ ー の 太 い と こ ろ を 持 っ て 回

して み ま し よ う。」 Ｅ男 ：や りや す い 。 しま っ た。入 りや す い。

Ｆ男 ：一 番 や りや す い 。指 示 「さ らに 太 い ドラ イ バ ー で 回 して み ま し ょ う。」

板 書 【ドラ イ バ ー を 使 う と 、 楽 に ネ ジ を しめ た り

２ ドライバーでも くネジを回してみよう指示 「一人一人 ドライバーでもくネジを回 して、
Ｇ男 指が痛い。ぜんぜん入 らない。：板にもくネジをね じこんでみま しょう。初め
Ａ子 少 し入った。：は、指で、 ドライバーの細い ところを持 って
Ｂ子 指 よりもす ぐに回せた。：やってみましょう。次に、細い ドライバーで、
Ｇ男 細い ドライバーよりも楽に回せた。：最後に太い ドライバーでやってみま しょう。」

発問 『太い ドライバーだとどうして楽 にもくネジ Ｃ男 持つ ところが太いか ら。：

が板に入っていくのだろ う。』 Ｅ男 支点か らの距離が遠いから。：

３ 蛇口の取っ手をはず しても回せるかな指示 「では、本当にそ うなのか、水道の蛇 口で調

口をネジだけで回 してみましょう。」 Ｃ男 ：わー痛い。回らない。

分Ａ子 ：こっちは楽。指示 「取っ手を付けて回 してみま しょう。」

10

Ｃ男 ：回らない。大変だった。指が痛い。発問 『取っ手をはず してやってみた感想は ？』
Ａ子 楽だった。楽に回せた。：発問 『取っ手を付けて回 した感想は？』
Ｅ男 支点か らの距離が遠い方が楽。 ：発問 『力を入れる場所 の支点か らの距離が どうな

４ てこの仕組みと関係づけて考えてみよう指示 「では、 ドライバーと水道の蛇 口の仕組みを、
てこの仕組み と関係づけて考えてみましよう。 〈ドライバー と水道の蛇 口をよく見て、な

初めに、実物 をよく見て、 ワークシー トにス るべ く正確 に書 く。＞
Ｅ男 支点は真ん中。動かないところ。：ケ ッチ しましょう。次に、そのスケ ッチに動

かない点 （支点）、力を加 える点 （力点）、ネ Ｆ男 ：力点は、持つところだね。

ジを回す点 （作用点）を書き加 えましょう。」 Ｃ男 ：あれ、作用点は どこ？

Ｅ男 ：作用点はネジのところだよ。 ここ指示 「支点か ら力点 までの距離 と、支点か ら作用
Ｇ男 ：支点か ら力点までの距離は ２cm。支点までの距離を調べて記入 して下さい。

Ｃ男 蛇 口の絵は難 しい。：指示 「ドライバーが書けた人は、水道の蛇 口の絵を
Ｂ子 支点はどこ？、真ん中が支点 ？：書いて、支点、力点、作用点を記入 して下さい。」
Ｄ男 ：ここは動いているでしょ う。だからみんな迷っているようですね。水道の蛇 口の仕〈

組みを確認 します。 支点 じゃないよ。〉
Ｆ男 持つ ところだね。：力点は、力を加えるところだからここだよ。〈 〉
Ｅ男 ：円のギザギザになっているところだね。作用点は、ネジが回るところだか らここ。 １ ７〈 〉

分Ｄ男 ：あ、支点はここだ。支点は動かない。支点は動かない ところ。円の真ん中になります。〈 〉

点から作用点までの距離は ５㎜。用点までの距離を調べて記入 して下さい。」

蛇 口の仕組みの共通 しているところは ？』 Ｃ男 力点のところが太くなっている。：

このような仕組みを輪軸と言います。〉 〈ドライバーと水道の蛇 口の仕組みをてこ

道具がないか、探 してみま しよう。」 るかな

ゆ るめ た りで き るの は なぜ 】

指 示 「今 日は 、 《ドラ イ バ ー を使 う と、 楽 に ネ ジ を

しめ た りゆ る め た りで き る の は な ぜ 》 に つ い

て 考 えて み ます ．

べてみま しょう。蛇 口の取っ手をはず してみ


ます。中は、ネジになっています。水道の蛇


る と楽 ？』 〈力を加えるところが支点か ら遠

いと、楽に回せ るようですね。〉


点から作用点までの距離は ３㎜。

指示 「支点か ら力点までの距離 と、支点か ら作 Ｈ子 ：支点から力点までの距離は ３cm。支

発問 『支点か ら力点までの距離が支点か ら作用点

までの距離の６倍だから力は ？』 Ｉ男 ：力は６分の １になる。

中心発問 『さあまとめるよ。 ドライバー と水道の

Ｅ男 ：支点から力点までの距離が、支点か


〈そ うですね。支点 と力点の距離が、支点 と作用 ら作用点までの距離より遠い。


点の距離よ り遠いですね。 ドライバー も水道 の

蛇 口もてこの仕組 みを利用 しているのですね。


と関係づけてワークシー トに書 く。〉

指示 「身の回 りに、同 じような仕組み を利用 した ５ 輪軸の仕組みを使 った道具はどこにあ

指示 「輪軸の仕組み を利用 している道具を家でも Ｃ男 ：ドアの取っ手。 ３分

探 してみましょう。次の時間は、輪軸の仕組 Ｋ子 ：ガスコンロのつまみ。

0
1
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みを利用 したものを詳 しく調べます。」

５ 調べたことをクラスで発表 した り、家の人に説明 したりして、伝える力を高める授業 （本時②）

（1） 授業の概要

身近 な道具の中か ら輪軸 の仕組 みを利 用 した道具につ いて調べた ことを、前 時に画用紙
一枚の レポー トにま とめた

。本時はその レポー トを基に して、調べた道具の輪軸の仕組み

についてクラスで発表 し、その後、家の人に も発表 した。発表後 は、友達や家 の人に感想

や コメン トを書いてもらい、発表者 はそれを参考に して 自分の発表 を振 り返った。
（2） ワ－ ク シー トの 開発

テーマ【てこのつり合いのきまりを使って説明しよう！】

＊ ワークシー ト開発の工夫点 ：説 明す る道具がて この仕組 みを利用 したものでめること

がわか るよ うに、単元の学習で学んだてこのつ り合いのきま りの式 を上に書 き、写真 と図

で表 した道具の仕組みの理解 を しやす くした。 写真 は、道具が どのよ うな ものであ り、 ど

こに輪軸の仕組みが使われているのかがわか るよ うに、道具全体の写真 とア ップの写真 を

入れ るよ うに した。 さらに、その説明を図で表す よ うに した。その下には、道具について

調べた内容や、実際に道具 を操作 した ときに実感 した ことを記入 し、聞 く人 に道具の仕組

み がわか りやすい よ うに した。

（3） 授業の流れ

1） ね らい

輪軸の仕組み を利用 した道具について調べたことを人に説明 し、説明を聞いた人か らの

感想な どか ら自分の説明の仕方 を振 り返 り、考 えを人 にわか りやす く伝 える力を高める。

2） 関連する能力観

・ 現象 を科学的 に説明す る能力

・ 概念 ・法則 ・意図な どを解釈 し、説明 した り活用 した りす る

・ 帰納的な考 え方 を活用 して説 明す る

3） 準備
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発表 用 画 用紙 、付 箋紙 、 メモ 用 紙 、感 想 ワー クシー ト、 ホ ワイ トボー ド

4）	 児童が作成 した レポー トとコ ミュニケー シ ョン

Ａ子の レポー ト Ｂ子の レポー ト

Ａ子の発表

印刷室に置いてある大型カ ッターの紙押 さえの部分 に

ついて説 明 した。実際 にハ ン ドル を回 した り、軸 の部分

を手で回 した りした ときの実感 を交 えて、て このつ り合

いの式 と、実際のハ ン ドル の支点か ら力点までの距離 と

支点か ら作用点までの距離 の関係 か ら、紙押 さえのハ ン

ドル を回すのに必要な力の大 きさを説 明 していた。

Ａ子の発表を聞いた友達の感想	 写真 １ Ａ子の発表の様子
・ 大型カ ッター の紙押 さえに輪軸の仕組みが使 われていることを初めて知 った。

・ ハ ン ドルや軸 を回 した ときの様子が よくわかった。

クラスでの発表後のＡ子の感想
・ 大型カ ッターの紙押 さえの輪軸の仕組みがわかって もらえて よかった。
・ 大きな声で詳 しく説 明できた。 も う少 しゆっ くり話 した方が よかった。

家の人に説明 した後の家の人のコメン ト

「ふだん何気な く使 ってい る道具の 中にもて この原理 が利用 されていることを知 りま

した。ただ、説明が資料 を基に した話 だけだったので十分に理解す ることができませ ん

で した。実際に道具を用 いて説 明 して、実感 できれば と思いま した。」

家の人のコメン トを聞いた後の Ａ子の感想
． 図や写真を使 って説 明 したけ ど、実際 にものを使って説明できれば もっ と楽だった。
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・ 話す とき、 うま く話せ るか少 し緊張 したけれ ど、 うまくできたか らよかった。

Ｂ子の発表

自転車のペ ダル の部分の仕組 みについて発表 した。ペ

ダル の輪軸 の仕組みを写真 で示 し、てこのつ り合いのき

ま りとペダル の部分の支点 から力点までの距離 と、支点

か ら作用点までの距離 との関係 を対応 させなが ら、ペ ダ

ル を動かす のに必要な力 の大 きさを伝 えていた。また、

自分でペ ダル を動 か した感想 なども伝 えていた。

Ｂ子の発表を聞いた友達の感想	 写真 ２ Ｂ子の発表の様子
・ 自転車 のペダルの仕組みがわかった

。
・ ペダル を動かすのに必要 な力は、チ ェーンを動かす力の半分でいいことがわかった。

クラスでの発表後 のＢ子の感想
・ 説明は、写真 の部分 を指 しなが ら大 きな声でゆっ くりできた と思 う。
・ 自転車 のペダル の仕組 みがわかって もらえて よかった

。

家 の人に説明 した後の家の人の コメン ト

「自転車のペ ダル以外 にもいろいろな道具があると聞きま した。説明の後質問をした ら、

もう一度わか りやす く説 明してくれま した。また、機会があった らやってもらいたいです。」

家の人のコメン トを聞 いた後の Ｂ子の感想
・	 家の人 に発表 したときは、お母 さんが質問 したので、も う一度わか りやす く説明でき

てよかった。
・	 説明を している うちに、 自転車でギアの切 り替えをす ると、 自転車のペダルが軽 くな

った り重 くなった りす ることがわかってきた。

ここにてこの学習内容 を道具 として使用 し、表現 し、 コミュニケー シ ョンしている姿

を確認す ることがで きた。

６ 児童の感想 と思考力 ・判断力 ・表現力の育成への解釈

（1） 児童の感想

・ 人に説 明す るのに写真や図 を使 ったので説明 しやすかったです。実際にそ の道具が あ

る と、もっとよくわかってもらえる と思いま した。 （Ａ子）

・	 調べて発表 した り、友達の発表 を聞いた りしている うちに、輪軸 を利用 した道具がい

ろい ろあることがわか りま した。他 にも輪軸 を利用 した道具 を見つけて調べ てみたい と

思いま した。 （Ｂ子）

（2）思考 力 ・判断 力 ・表現 力への解釈

児童の感想か らもわか るよ うに、 この学習 を通 して児童は、身近 なものをよく見て、そ

の中か ら輪軸の仕組み を利用 した道具 を判断で きるよ うにな り、その道 具の中の支点 ・力

点 ・作用点がわかるよ うになった。 また、道具の輪軸の仕組みを調べ、単元の学習で学ん

だてこのつ り合 いのきま りの式を基 に して、支点か ら力 点までの距離 と支点か ら作用点ま

での距離 の関係 か ら、力 点に必要な力の大き さを算 出 した り、調 べたこ とをわか りやす く

図に表現 した り、体験 した ときの実感 を交えて他 の人に伝 えた りするこ とがで きるよ うに

なった。 これ らの ことか ら思考力、判断力、表現力が育成できた と考 えることができる。

さらに、科学的 リテ ラシーを道具 として使用 し、他 の人 とコミュニケー シ ョン してい く能

力 が育成 できた と解釈す る。 （高崎市立馬庭小学校 小池信晃）
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第 ６章

中学校理科における 「言語活動の充実」 を図った授業実践



第 ２部 第 ６章 第 １節

水 圧 と健 康 に つ い て 、 思 考 力 ・判 断 力 ・表 現 力 を育 成 す る授 業
～水中ウォーキングで脱 メタボ リックシン ドローム～

１ 授業実践のポイ ン ト

健康 ブームの中、体への負担 を軽減 し、よ り効果的な健康法が水圧や浮力を使 って行 わ

れている例がた くさん紹介 されてい る。水圧や浮力の発 展学習 として、現代病 であるメタ

ボ リックシン ドロームの改善や予防法 として水中 ウォーキングを取 り上 げるこ とで、生徒

の興味関心 を高 めた。学習課題 、メイ ンテーマ、サブテーマ と設定を しぼ ることで、生徒

たちに 「何 を ・どの よ うに」調べれば良いか分か りやす くし、班活動 を行いやす くした。

調べ学習の方法 は、ジグソー学習法で行 った。 ジグソー学習法は一つのテーマ を班 でい

くつかに分担 し、調べる内容 が同 じ生徒 を集めて共 同で調べる方法であ り、そこで得 た情

報や結果 は班に持 ち帰って報告 し合 う方法である。 この よ うに調 べた結果を持 ち寄って、

班 ごとにメニュー作 りを行 った。 ここでは、得たデー タを取捨選択す る判断力 とデータを

駆使 してメニュー を作る思考力 の育成をはかった。発表はMD法 （マーケ ッ トデ ィスカ ッ

シ ョン法）で行 った。MD法 は、 グルー プ内で前半後半の発表役 と聞き役に別れ、前半発

表役は 自分たちの結果 を発表 し、聞き役 は他のグループ を順番に周 りなが ら説 明を聞いて

回る方法で ある。後半は発表役 と聞き役 をか えることで、全員が発表 し全てのグループの

結果 を聞 くこ とができる発表方法 である。 この発表で互いの考 えを伝 えあった り、 自分 の

考えを発展 させた りす る表現力や思考力の育成を図った。最後 に、た くさんの発表の中か

ら必要な情報 を用いて、将来の 自分に向けてのメニ ューを作 った。これ らの活動 を通 して、

思考力 ・判 断力 ・表現力 を育成す る授業 を行 った。

２ 「キー ・コンピテンシー」 を育成す る学習

授業実践 の時期 は、平成20年11月 ～12月 までである。実施 した学校は高崎市立矢 中

中小学校 、対象学年 ・クラスは、 １年 ３組 （男子19名 、女子16名 、計35名 ）である。

（1） 関連する単元の流れ
・新版 中学校理科 １分野上 １年 身近 な物理現象

・「光や音 、力 で見 る世界」 （全26時 間） に活用力 を育成す るために総合学習 の時間1時


間を加 え （全27時 間） とした。

・「光や 音 、力 で見 る世 界 」 （全22時 間 ） 

① 光 の 性 質 ・ ・ … ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ７ 時 間 

② 音 の 性 質 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ． ・ ・ … ４ 時 間 

③ 力 と 圧 力 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ １ 時 間

（2） 「キ ー ・コ ン ビチ ン シー」 を育 成す る学習 （全5時 間 ） 

① 水 圧 と 浮 力 を 調 べ よ う ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … １時 間 

② 水 中 ウ ォ ー キ ン グ と 健 康 に つ い て 調 べ る 計 画 を 立 て よ う ・ … １時 間 （本 時 ①2/5） 

③ 自 分 の テ ー マ を ジ グ ソ ー 学 習 法 で 調 べ よ う ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … １時 間 

④ 調 べ た こ と を ま と め た り メ ニ ュ ー を 班 で 考 え よ う ・ ・ ・ ・ … １ 時 間 

⑤ 発 表 会 を や ろ う ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … １ 時 間 （本 時 ②5/5）

（3） 授業時間の生み出 し

活用力を育成す る学習 ５時間は次のよ うに して生み出 した。 まず、 「光の性質」 「音の性
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質」「力 と圧力」の学習をそれぞれ １時間縮 め、まとめの １時間 を加 えて ４時間。 さらに、

総合学習の時間を １時間加 えて ５時間を生み出 した。

３ 「キー ・コン ビチンシー」を育成する学習 と能 力感 との関連

（1）	 「キー ・コン ピテ ンシー」 との関連

相互作用的に道具を用い る （Ｂ 知識や情報 を相互作用的に用いる）

（2） 中教審答 申の 「思考力 ・判断力 ・表現力」、「言語活動の充実」 との関連

Ａ－ ３ ：概念 ・法則 ・意図な どを解釈 し、説 明 した り活用 した りす る。

Ａ－ ６ ：互いの考えを伝 え合 い、自らの考 えや集団の考 えを発展 させ る。

Ｂ－11： 体験 した ことや調べ たことをま とめ、発表 し合 う。

Ｂ－12： 討論 ・討議 な どに より人を説得 した り集団 としての意見 をまとめた りす る。

（3）新学習指導要領との関連

第 １学年 第 １分野 イ 力 と圧力

４ 水中ウォ－キ ングが健康 に有効であることをグルー プで調べ、水中ウォーキングのメ

ニューを作 る計画を立てる授業 （本時① ）

（1） 授業の概要

水圧や浮 力がかか る健康 法 と

して どの よ うな もの があ るかを

生徒 か ら出 させ、誰 にで も簡 単

に行 える 「水 中 ウォー キ ング」

を取 り上げた。テー マを絞 り込

む こ とで生徒 た ちに 「何 をどの

よ うに調 べれ ばよいか」 を認 識

させ 、課題 をつ かみやす くす る

よ うに工夫 した。次 に、各 自で

仮説 の設 定 し班 で話 し合 い を行

った ことで、思考力や コ ミュニ

ケーシ ョン能力 の育成 をはか っ

た。続 けて、水 中 ウォー キング

の根拠 や効果 、 トレーニ ング方

法 な どをどのよ うに調 べ るか、

また どの よ うに班 で役 割分担す

るかを班で話 し合 った こ とで、

コ ミュニケー シ ョン能 力 を育成

した。

（2） ワー ク シー トの開 発

※ワーク シー ト開発 の工夫点 ：

課題 ・メイ ンテ ーマ ・サ ブテー

マを ワー クシー ト記入 す るこ と

で、調 べて い く方針 がわ かるよ

うに工夫 した り、仮説 の設定 を

行 うことで既習知識 か ら問題 を解 図 １ Ａ子のワークシー ト（本時①）

決す る手がか りをつかも うとす る思考力 の育成 をはかる工夫を した。また、仮説 を検証 し

てい くために必要な情報 を班 で話 し合 わせ ることで、 コミュニケー シ ョンの育成 もはかれ
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るよ う工夫 した。さらに、必要な内容 を各 自、あるいは班 で相談 して取捨選択す ることで、

判断力の育成 もはかれ るよ うに した。

（3）授業の流れ

1） ね らい

・水圧や浮力 を使 った健康法 として水 中 ウォーキングを挙 げ
、その効果について仮説 を立

て、それを立証す るためには何 を調 べれ ばよいかをグル ープで話 し合い、調べ る内容の役

割分担や調べてい く計画を立てる。

2） 関連する能 力感

・ 現象 を科学的に説明す る能力

互いの考 えを伝 え合い、 自らの考 えや集団の考えを発展 させ る。

3） 準備

・ワ ー ク シ ー ト

4）	 展開

発 問 ・指 示 ・説 明 ・板 書

発問 『昔、先生は今よりも体重が13kgも 多

かったのです。体重を減 らすのにジムに通

って苦労 しま した よ。今 だった らこの前勉

強 した水圧や浮力を使った方法で体重 を落

としてみたいな。何 かよい健康方法知 って

いますか ？』

指示 「水圧や浮力がはた らく水 中ウォーキ

ングとい う健康法が肥満 の原因でもあるメ

タボ リックシン ドロームを押 さえる効果や

運動方法を調べた り、クラスで発表 し合 っ

た りす ることを発展的な学習 として取 り組

んで見ましょう」

板書 【学習課題 ：水中ウォーキングで脱 メ

タボ リックリン ドローム】

指示 「水 中ウォーキングの効果や運動方法

には どうい うものがあるのか調べてみ まし

ょう。 これをメインテーマに しましょう。

ワークシー トに書いて ください」

板書 【メインテーマ ：水 中ウォーキングが

健康な体作 りに効 く根拠や効果、方法 を調

べよう】

指示 「どのよ うなメニューを組 めば良いの

かも考 えま しょう。 これ をサブテーマに し

ましょう。ワークシー トに書いてください」

板書 【サブテーマ ：水中ウォーキングで

健康的なか らだになるメニューを作ろ う】

指示 「さて、水中 ウォーキングが健康に効

果がある事を説明す るにはどのよ うな仮説

を立てればいいで しよう。 自分 の考えをワ

ークシー トに書 きましよう」

生 徒 の 学 習 の 実 際


１ 水圧や浮力を使 った健康法を考えよう


Ａ男 ：僕は水泳だと思います。体育の時間に泳い

だあとは疲れてぐった りしたか ら、す ごく運動

の量はあると思います。それに浮いているので

浮力も使 うと思います。

Ａ子 ：私は水中ウォーキングも良い と思います。

実際に母がプールへ行ってやっています。

Ｂ男 ：水中ウォーキングは病気 とか怪我 をした後 １ ０

に リハビリで使 っている話を聞いたことがあ り

ます。陸上を歩 くよりも負担が少ないそ うです。

Ｂ子 ：メタボ リックシン ドロームって聞いたこと

があ ります。た しか肥満の人のことをい うと思

うのですが。

２ どのようなことについて調べようかな

Ａ男 ：多分水の中を歩 くときに、水の抵抗がある

か ら結構効 くのではないかな。

Ａ子 ：水に入 ると体が軽 く感 じるから長い時間で

きるのだ と思 う。

Ｂ男 ：プールに入 ったとき、後ろ向きに歩いたら

腿に力が入ったよ。かな り効 くと思 う。

Ｂ子 ：１ヶ月分のメニューを作ればいいのかな。

Ｃ男 ：１日分のメニューも作った方がいいのでは

ないかな。

Ｄ男 ：メニューを作 るのだった らたくさん調べな

ければいけないな。

４ 自分の考えを しっか り持って追究に入ろう

※ワークシー トの中か ら３例 を紹介す る。

Ａ子	 ：水中ウォーキングをす ると水の浮力で体が

軽 くなるのと、水圧の効果で陸上を歩 くよりも
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写真 １ 自分の仮説を書 く生徒

中心発問 『仮説 を正 しく説明するには、 ど

のよ うな方法で調べ、何がわかれ ばよいで

すか ？班 で話 し合ってワークシー トに方法

を書きましょう』

（まず、 自分でどの ような内容が必要なの

かを考え、次にそれぞれの意見を班で相談

することで、 これか ら調べてい くのに必要

な内容が絞 りこめると考えた）

指示 「では、これからグループごとに誰が

何を調べ るか役割分担 しま しょう。班長 さ

ん、司会 をお願い します。調べ るのが大変

そ うな内容は２人で調べま しょう」

写真 ２ 役割分担の話し合いを

する生徒

指示 「役割分担ができた らワークシー トに

自分の担 当を記入 しま しょう。次 の時間は

ジグソー学習で調べ学習を行います」

脂肪燃焼などの効果がある。なので、陸上でウ


ォーキングするよりも水中ウォーキングの方が


効果があると思 う。


Ｂ子 ：水中は陸上 と違って水圧がかかるから陸上

でウォーキングす るよりも水中の方が効果的で

ある。なので、水 中ウォーキングは健康にも良 １ ０

い しダイエッ トになると思 う。

Ｂ男 ：水中で ウォーキングすると水圧がかかって

体が押 されたり、水に抵抗 しながら歩 くのでか

な り運動量が増えると思 う。

５ 調べる方法と内容を班で話 し合って決めよう

※ワークシー トから3例 を紹介する。

Ａ男 ：僕たちの班ではインターネ ットや本で調べ

る。調べる内容は、時間 とその効果について、

メタボ リックシン ドロームについて、水中ウォ


ーキングの方法、体重を1kg落 とすのに必要な


カロ リー、水中ウォーキングで消費するカロリ


ーです。 １ ５

Ａ子 ：私達の班はパ ソコン室でインターネ ットで

調べる。調べる内容は、水中ウォーキングの方

法について、メタボ リックシン ドロームについ

て、水中ウォーキングの消費カロリー、水中 ウ

ォーキングの効果について、どのような歩き方

が一番効果があるかです。

６ グループで相談 して調べる役割を決めよう

※話 し合いの例 を６つの班か ら一例を紹介する。

Ａ男 ：水中ウォーキングの方法は誰が調べますか

Ａ子 ：はい、私が調べます

Ａ 男 ：では、Ａ 子 さんお願い します。次に、消費

カロリーについては誰が調べますか

Ｂ男 ：はい、僕が調べたいです

Ａ男 ：では、Ｂ男くんお願い します。あとは効果、

体重を落とすのに必要なカロリー、メタボ リッ

クシン ドロームについてですがどうしますか ？

Ｂ子 ：私はメタボ リックシン ドロームがいいな

Ｃ男 ：僕は効果がいいな

Ｃ 子 ：では、私が体重を落 とすのの必要なカロリ

ーを調べます

７ 自分の役割 をワークシー トに記入 しよう

Ａ男 ：Bく んと同 じ内容だか ら一緒に調べよ う

Ａ子 ：私と同 じ内容の人は誰だろう

５

５


５ 水 中ウォーキ ングが健康法 として効果がある ことについてや、水 中ウォーキ ングの メ

ニ ュー をクラスで発表 しあう授 業 （本時②）

（1） 授業の概要
・各班で調べ た内容や水中 ウォー キングメニュー を貼 り付けたカラーボー ドを使い、MD
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法で発表 した。全員が同 じ内容の説 明を自信 を持 って行 えるように、発表原稿 の作成 もで

取 り組ませ た。各班 で前半 ・後半の発表者 に分かれ、分担 して発表 した り他 の班 の発表 を

聞きに行 った。聞いた発 表の要点をメモするよ うに用紙 を持たせた。最後に、 自分たちで

作ったメニューや他の班 が作成 したメニ ューを参考に して、将来 の自分へのメニュー作 り

を行 った。

（2） ワー クシー トの開 発

ワ ー ク シ ー ト開 発 の

工夫点 ：図 ３で は、

分担 して調 べ た 報 告

しな が ら内 容 を書 き

記 し、 水 中 ウォー キ

ン グの 健 康 メ ニ ュー

を班 で 考 え て作 れ る

よ うに工夫 した。 図 ４

で は 、 自信 を持 っ て

発 表 で き る よ うに発

表原 稿 が 書 け る よ う

に した り、MD法 で

他 の 班 の発 表 を見 聞

した 感 想 が 書 け る よ

うに、 さ らに今 回 の

授 業 を行 っ た感 想 が

書 け る よ うに 工 夫 し

た。 これ らの 活 動 か

ら、表 現 力 と思 考 力

を育成 した。

（3）授業の流れ

1）	 ね らい

グル ー プ で調 べ た

結 果 や 作 成 した メ ニ

ュー を相 互 に発 表 し

合 うこ とで 、意 見 の

交 流 を活 性 化 す る。

家 の人 に 向 け て 、水

中 ウォ ー キ ン グ の効

果や メニューを作 り、

伝 えることで意見の交流 を深 める。 図 ２ Ｂ子の班の メニュー作 り（本時②）

2） 関連する能力感

互いの考えを伝 え合 い、 自らの考 えや集団の考 えを発展 させ る。

討論 ・討議 な どによ り人 を説得 した り、集団 としての意見 をま とめた りす る。

3） 準備

・ワー クシー ト ・発表 ボー ド

4） 展開

発問 ・指示 ・板書 生徒の学習の実際 時間

指示 「今 日は班 ごとに発表 してもらいます。 １ 発表者の順番を決めよう
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５

各班で前半説明す る人 と後半説明する人を

決めて下さい。」

板書 【調べた結果をＭＤ法で発表 しよう】

中心発問 『発表の方法はＭＤ法で行います。

前 半説明す る人 はそのまま座 っていて下 さ

い。聞き役の人た ちは隣の班へ移動 しま し

ょう。」 「準備ができましたか。では3分 間発

表時間を取 ります。先生の合図で隣の班 へ

移動 します。では始 めて下さい』

（調べたことや班 で考えたメニューを貼 った

ボー ドを使 って ＭＤ 法で発表することで、

メタボ リックシン ドロームのことや水中

て体が軽くなった りす るので、泳げない

人や体力のない人、年配の人 など誰 にで	

「脂

文章や図表、言葉 による表現が身につ くと

考えた）

Ｄ子の班

Ｄ子 ：これか ら発表を始 めます。私た ちは

ウォーキングのことなど、パ ソコンを使

って調べま した。まず、水中ウォー キン

グの基礎知識についてです。水中 ウォー

キングは水の抵抗 を受 けた り浮力によっ

も気軽に行 うことができ、最近人気が出

てきている健康法です。

Ｅ子 ：次にメタボ リックシン ドロームにつ

いての基礎知識です。 メタボ リックシン

ドロームとは、筋力量 に対 して体脂肪 の

割合の高い人のことを言います。ですか

ら、やせている人や筋力の少ない人 にで

もあ り得 る病気 です。次に、消費カ ロリ

ーについてです。水中ウォー キングでの

消費カロリーは、１時間あた り約300ｋ カ

ロリー程度です。

Ｆ子 ：次 に 水 中 ウ ォ ー キ ン グ の 効 果 は

肪 の 燃 焼 」 「心 肺 機 能 の 向 上 」 で す 。 最 後

に 、 カ ロ リー を 消 費 しや す い 動 き で す 。

そ れ は 「ゆ っ く り と大 き く体 を 動 か す こ

と」で す 。メ ニ ュ ー に つ い て 説 明 しま す。40

代 で60kgの 女 性 を １ヶ月 で1kg体 重 を 落

とす た め に は 、 １ 日に 食 べ る 量 を 目標 体 重

の59kg×25～30＝1475～1700ｋ カ ロ

リー に 抑 え る こ とが 大 切 で す 。 水 中 ウ ォ

ー キ ン グの 運 動 は Ａ メ ニ ュー と Ｂ メ ニ

Ａ男 ：発表の順番はどうしようか。

Ａ子 ：男子 と女子で別れればいいのではないのか

な。ちょうど３人ずつになるし。

Ｂ男 ：では女子が前半、男子が後半発表 しよう。

２MD法 で発表 しよう。

Ａ男 ：発表原稿を確かめよう。誰がどこを読むか

確かめて。

Ａ子 ：女子は役割 り分担 してあるから大丈夫。

Ａ男 ：では、男子も順番を確かめよう。

Ｂ男 ：大丈夫だね。では移動 しよう。緊張するね。

３	 発表の始まりだ

※発表の中から２つの班の例を紹介す る

Ａ子の班

Ａ 子	 ：これ か ら発 表 を始 め ま す 。私 た ち の班 で は 、

「メ タ ボ リ ッ ク シ ン ドロー ム 」 「どれ く らい の

時 間 行 え ば 効 果 が 出 る か 」 「水 中 ウ ォ ー キ ン グ

の 方 法 ・効 果 」 「どれ く ら い の カ ロ リー を 消 費

す るか 」 に つ い て 調 べ ま した。

メ タ ボ リ ッ ク シ ン ドロ ー ム につ い て は 、 男性 は

ウ ェ ス トが85cm以 上 、 女性 は90cm以 上 、 子

供 は ウ ェ ス ト（cm） ÷身 長 （cm）が0．5以 上 だ と

疑 い が あ りま す 。

Ｂ子 ：効果については、陸上よりも ３倍のカロリ

ーを消費できます。１週間、１ ヶ月 と続けると

体重が減 り続けます。浮力の効果は膝までだ と

30％ 、腰までだと50％ 、胸までだと70％ の

体重が軽減 され、体に負担がかかりません。水

中ウォーキングの方法は、踵で着地 しつま先で

移動する前歩き、横 に移動する横歩き、後ろ向

きに歩 く後ろ歩き、膝を高く引き上げながら歩

くニーア ップウォークな どがあります。50分

間行 うと約300ｋ カロリー消費 します。体重を

1kg落 とすのに7000ｋ カロリーが必要です。

Ｃ子 ：メ ニ ュ ー の 紹 介 を しま す 。 お 母 さん と同 じ

40歳 代 の 女 性 で体 重60kg。 １ ヶ 月 で1kg体 重

を 落 とす た め に は １ ヶ月 で7000ｋ カ ロ リー 消

費 す れ ば よ い の で 、 １ 日あ た り234ｋ カ ロ リー

消 費 す れ ば よい す 。 １ 日の 摂 取 カ ロ リー は 目標

体 重 に25～30を か けれ ば い い の で1475～

1770ｋ カ ロ リー に 抑 え る と良 い で す 。 水 中 ウ

ォ ー キ ン グ で 消 費 す る カ ロ リー は 計 算 式 に入 れ

て60kg×0．096×50分 ×0．85： 約245ｋ カ

ロ リー に な りま す 。 １ 日に50分 間 の 水 中 ウォ
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ユーに分けて １日 交替で60分 間行いま

す。Ａ メニューは、 ももあげ（左右）10

同ずつ）後 ろ歩き→横歩 き（50m）×２を

繰 り返 し行います。Ｂ メニ ューは、つ

ま さきでゆっくり大きく体を動か しなが

ら歩 きます。距離は50m× ３を ２セ ット

を最低限にして60分 間動き続けます。何

か質問はありますか ？

Ｂ男 ：1700ｋ カ ロ リー っ て どれ く らい ？

Ｄ子 ：給食 が １食 分 約800ｋ カ ロ リー く ら

い な の で 、給 食 を ２回 食 べ る く らい で す 。

Ｂ男 ：ありがとうございました。

Ｄ子 ：これで発表を終わりに します。

（拍手で終了。教師の合図で次の班へ移動）

指示 「それでは、他のグループの発表 を聞

いて分かったことを書きましよう。」

指示 「授業の感想 をワー クシー トに書きま

しょう」

（将来の自分ヘ ワークシー トを配布）

指示 「将来20kg増 えて しまった自分のため

に水中ウォー キングの健康 メニューを作っ

てみま しょう」

ｰキ ングを続ければ １ヶ月で1㎏ 落とせます

歩き方は、前歩き→横歩き→後ろ歩き→ニーア

プウォーク→前歩きをそれぞれ10分 間行いま

す。何か質問はありますか。

Ａ男 ：計 算 式 の 中の 補 正 係 数 は 何 です か ？

Ｃ 子 ：は い。 年 齢 に よ っ て異 な ります 。 女 性 で は

20～29歳 で0．95、30～39歳 で0．87、40～49

歳 で0．85で す 。

Ａ男 ：あ りが と うご ざ い ま した 。

Ａ子 ：これ で発 表 を終 わ りま す 。

（拍 手 で終 了 。 教 師 の 合 図 で 次 の 班 へ 移 動 ）

３ 他の班の発表内容を書こう

Ａ子 ：具体的な数値などが出ていて良かった。メ

ニュー もしっかり書いてあってこのメニューな

らみんなできそ うだと思った。特に １週間のメ

ニューが書いてあった班が細かく書いてあって

す ごかった。調べたこともた くさんあって自分

たちと同じ資料 もあったけれ ど、違 う資料 もあ

って勉強になった。

４ 授業を振 り返って感想を書 こう

Ａ男 ：理科の勉強ってあま り生活に使わないかな

と思っていたけれど、浮力や水圧が生活に関わ

っていることがわか り驚きました。また調べて 15

みたいです。

５ 将 来 に 自分 の た め に メ ニ ュー を 作 るぞ 。

Ａ男 ：自分 た ち の 班 の メ ニ ュー で作 っ て み よ う。

Ａ子 ：あ の 班 の メ ニ ュー を使 っ て作 っ て み よ う。 

５


5） 生徒が作成 した発表ボー ドと将来の 自分 に向けたメニ ュー

写真 ４ ＭＤ法の発表

の様子

写真５ 発表役と聞き役の生徒

写真 ３ ジグソー学習で調べた内容 をもとに班 ごとに作成 した発表ボー ド

－521－



６ 生徒の感想 と思考 力 ・判断力 ・表現 力の育成への解釈

（1） 生徒の感想

浮力 や水圧 の学習 が 「水 中 ウォー キ ング」

につなが ることが今回の授業でわか りま した。

実際 にメニ ュー を作 ってみ たけれ ど、た くさ

ん ある資料 か ら必要 な こ とを探 すの が大変 で

した。他 の班 の発 表 を聞い て、 自分 たちの班

で は思 いつか なか った メニ ューや知 らなか っ

た こ とを教 えて も らって新 しい発見 がた くさ

ん あ りま した。 作 ったメニ ューは実 際にプー

ル へ行 っでや っでみ よ うと思 います。 楽 しい

授 業で した。 （Ａ子）

水 中 ウォー キ ング とい う共通 なテー マで調

べ たのに、班 によって調べ た内容や メニュー が 図 ３ Ａ男が作成 した 自分へのメニ ュー

達 っていて とで も楽 しか った。発表は、最初は恥ずか しかったけれ ど ２回 目、３回 目にな

ると大 きな声で発 表がで きるよ うになった。他 の班 もしっか り発表 した り、質問に も答え

でいです ごい と思った。た くさんの人が僕たちの発表 を真剣 に闘いで くれ て嬉 しかったで

す。 （Ａ男）

水圧 と浮力の関係 が水 中ウォー キングにつながっでい るのを知 って、理科 って生活の中

でけっこ う役 に立つ ことを知 りま した。イ ンターネ ッ トで調べた時にた くさん情報が あっ

て どれ を使 うか迷いま した。 ジグ ソー学習で同 じ内容 を調べた人 がいたので相談 しなが ら

調べ られて良かったです。メニューを作 る ときに、計算式を使 った りす るのです ごく頭を

使 いま した。発表会で他の班 のボー ドを見て、調べた ことや メニューが とても見やす く工

夫 しで貼 っで あったので、 とてもわか りやす かったです。 また、や りたいです。 （Ｂ子）

（2） 思考力 ・判断力 ・表現力への解釈

水圧や浮力が生活 の中で利用 され てい る例 としで、水 中で行 う健康法に着 目す ることで

生徒 は興味関心を持 ってテーマ を追究す るための調べ学習や、班 で協力 しで水 中ウォーキ

ングのメニ ュー作 りに取 り組み、ＭＤ法 で発表 を行 うことができた。 「た くさんある資料

か ら必要 なことを探す のが大変で した。」 とい う生徒 の感想か ら、調 べ学習 を行いなが ら

た くさんある情報 か ら必要な内容 を取捨選択す る過程 で、判断力の育成ができた考 えられ

る。 また、集 めた情報 をも とに水 中ウォーキングの メニ ュー作 りを行 う活動 では、「メニ

ュー を作 るときに、計算式 を使 った りす るのです ご く頭 を使 いま した。」 とい う生徒の感

想か ら、思考力の育成ができた と解釈で きる。 さ らに、Ｍ Ｄ法 で発表す る ときの発表ボー

ドや発表原稿 を作成す る活動では、 「他の班のボー ドを見 て、調べた ことや メニ ューが と

ても見やす く工夫 しで貼 ってあったので、 とて もわか りやす かったです。」 とあった こと

か ら、わか りやす く伝 えよ うと発表原稿 を作 り、 自分た ちが調べた り考 えた ことを文章や

図表で表現す ることで、視覚的に表現す る力 を育成 できた。 さらに、 「最初は恥ずか しか

った けれ ど ２回 目、３回 目になると大 きな声で発表 ができるよ うになった。他 の班 も しっ

か り発表で きていた し、質 問にもわか りやす く答 えていてす ごい と思 った。」 とい う生徒

の感想 か ら、実際に発表する場面では、わか りやす く伝 えようと言葉 による表現 を行 うこ

とができた。

これ らのことか ら、生徒 の思考力 ・判断力 ・表現力が育成 できた と解釈できる。また、

科学的 リテ ラシーを道具 として使 用 し、表現 し、 コミュニケー シ ョンす る能力 も育成 でき

た と解釈 できる。

（高崎市教育委員会 依田 哲夫）
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第 ２部 第 ６章 第 ２節

思考力 ・判断力 ・表現 力を育成する 「日本の気象」の授業 （中 ２）

日本の最高気温は沖縄 ？山形 ？…フェー ン現象と私たちの生活

１	 授 業実践のポイン ト

①課題把握 と班テーマ設定→②班 ごとの研究 （調べ学習）・発表 準備→③他 クラス同

テーマ班 との交流→④ クラス内発表準備 の見直 し→⑤ クラス内発表。 とい う流れで、大

テーマを示 し、中 ・小のテーマを生徒が絞 り込んで学習を進 めた。特 に③ の授業では、

自らの研究が科学的な根拠 を持ち、適切 に考察できているか。 それ を伝 えるための演示

実験 ・写真 ・図 ・グラフ ・模型 な どが、適切に表現で きてい るか検証 し、研究 を完成す

る取 り組みを実践 した。 この １時間は総合的な学習の時間 として、他教科 の教員に も協

力を依頼 した。

これ らの活動を通 して、思考力 ・判断力 …表現力を育成す る授業 を行 った。

２ 「キー ・コンピテ ンシー」を育成す る学習

授業実践 の時期 は、平成20年12月 １日～12月19日 までである。実施 した学校 は国

分寺市立第一中学校、対象学年 ・クラスは、 ２年 Ａ 組 （男子19名 、女子17名 、計36

名） である。

（1） 関連する単元の流れ

・教科書	 新編 新 しい科学 ２分野下 ・東京 書籍 ・４天気 とその変化

・時間設定	 理科 ２２時間 ＋ 総合的な学習 の時間1時 間 の 計 ２３時間

・教科書の単元の流れ

1）	 「気象 を見る 目」 （４時間）

2）	 「空気 中の水蒸気 の変化」 （６時間）

3）	 「前線 と天気の変化」 （６時間）

（2） 「キー ・コ ン ピテ ン シー 」 を育 成す る学 習

4）	 フ ェー ン現象 と私 た ちの 生活 （理科 ＋総 合 的 な学 習 の時 間 の全 ６時 間）

① 導入 テ ーマ 設 定 ・班 づ く り （理科 ）・ ・ ・ ・・ ・ … （１時間 ） （本 時① ）

② 調 べ学 習 ・発 表 準備 （理 科）・ … ． ・ ・ ・・ ・ ・・ ・（２時間 ）

③他	 クラ ス同テ ー マ班 との 交流 （総合 的 な学習 の時 間）・ ・（１時間 ） （本 時② ）

④発 表 準備 の見 直 し （理 科 ）・・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・・ … （１時間 ）

⑤ ク ラス 内発 表 （理科 ）・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・・ … （１時 間 ）

（3） 授業時間の生み出 し
・理科の学習時間	 教科書は、 １６時間 ＋予備時間 ６時間 となってお り、

予備 時間の うち、テス ト１時間を除 く ５時間を活用 して実施 した。
・総合的な学習の時間 移動教室事前指導の予備時間を １時間活用 した。

３ 「キー ・コン ピテ ンシー」 を育成する学習 と能力観 との関連

（1）	 「キー ・コンピテ ンシー」 との関連

相互作用的 に道具を用い る （Ｂ 知識や情報 を相互作用的 に用 いる）

（2） 中教審答申の	 「思考力 ・判断力 ・表現力」 と 「言語活動の充実」との関連

Ａ－ ４ ：情報 を分析 ・評価 し、論述す る
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Ａ－６ ：互いの考 えを伝 え合い、自らの考 えや集団の考 えを発展 させる

Ｂ－ ２ ：論述す る

（3） 新学習指導要領 との関連

第二分野 （4） 気象 とその変化 ウ 日本の気象

４	 フェーン現象 と私たちの生活 導入 とテー マ設定 （本時①）

（1） 授業の概要

日本 の最高気温 をは じめ とす る記録的な高気温は、 「フェー ン現象」 によるものが多

い。 これを大テーマ として、中 ・小 のテーマを生徒 が絞 り込む学習を行った。

（2） ワー ク シー トの 開発

日 本 の 最 高 気 温 ワー ク シー ト１

１． 予 想 しよ う

（1）日本の最高気温何度であろうか 予 想 ３ ６ °C 正 解 ４ ０ ． ９ °C

どのようなことを考えて、予想 したか。

・体温よ り高いことはないだろう。 他に、塾で聞いた。天気予報で聞いた。など。

（2）日本最高気温はどこで観測されただろうか 予想 沖縄県 正解 埼玉県 ・岐阜県

どのようなことを考えて、都道府県を予想 したか。

・日本で一番南にあるから。 他に、みかんが有名だか ら、行ったとき暑かったか ら。など

２ ． 気 象 庁 の ホ ー ム ペ － ジhttp：//www．data．jma．go．jp/obd/stats/etrn/view/rankall．php？prec_n

o＝＆prec_ch＝ ＆block_no＝ ＆block_ch＝ ＆year＝ ＆month＝ ＆day＝ ＆elm＝rankall＆view＝ か ら 、

最高気温の歴代全国ランキング （観測史上）の都道府県名を書き出し、気付いたことを書 こう。

最高気温の歴代全国ランキング

・埼玉県 岐阜県 山形県 和歌山県 静岡県 山梨県

群馬県 愛知県 千葉県 愛媛県 大阪府

地理的な場所について、どのようなことに気づいたか。

・意外にも九州や沖縄が入 っていなかった。 ・寒そ うなところが入っていた。

・山が近い ・海が近い ・太平洋側が多い ・愛媛以外は本州である

・ヒー トアイラン ドの東京が入っていない ・都会が暑いとい うわけでもない

・場所にまとま りがない ・共通点がない ・気温が高い地域の共通する点が何か知 りたい

・どうい うときに、 どうい う所で気温が高 くなるのか調べたくなった。

・私の予想 した沖縄は、最低気温が最も高い地点として掲載されていたが、それでも

新 潟 県 、 石 川 県 、 富 山県 、福 井 県 よ り低 い ２ ９． ７℃ だ った 。

３．気温が高いと、私たちの生活にどのような影響があるか考えを出し合おう。

・クー ラーやアイスクリームがたくさん売れるのではないか

・農作物に 「冷害」の反対の現象が起きるのではないか ・ひまわりはよく育つ

・体温が上が りすぎて熱中症になる。 ・食べ物が腐 る。 ・ダムの水が涸れる

・部活ができな くなる ・プールに行 く人が増える ・東京での最高気温は何度か 

※	 ワークシー ト開発の工夫点 ＝

生徒 が興味 をもって思考 を整理 できるよう、簡単な予想か ら始 める。

また、 この後次の 「資料」を配布 し、フェーン現象の基本事項を次の よ うに学習 した

上で個人テーマを選択 させ 、グループ分けを行 う。

①高い山に強い風が 当た り、空気が上昇す るときに、気圧が下がる。

②する と気 温が下が るので、雲 ができて雨や雪 を降 らせ 、空気 は乾燥す る。

③空気 が山麓に下降 して くるときには、気圧 が上が る。
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④空気 は乾燥 しているときの方 が温度変化が大 きいので、高温 の乾燥 した風 がふ く。

（3） 授業の流れ

1） ね らい

日本 の最高気温が九州 ・沖縄 でな く、本州 の各地で観測 され てい る事実を、気象

庁のホームペ ージのデー タか ら読み取る とともに、 フェー ン現象に よ り、既習事項

の断熱膨張 と逆のはた らきで高温が発生 していることを知 り、 自らテーマを持 って

調べ学習に取 り組み 、現象 を科学的に解釈 して発表 しようとい う動機付 けを行 う。

2） 関連する能力観
・現象 を科学的 に説 明す る能力

・情報 を分析 ・評価 して論述す る

・論述す る

3） 準備

・「ワー クシー ト １」 ・「フェー ン現象 を説明す る資料 （百科事典の活用）」

・「歴代 全国 ランキング （気象庁ホームページ）」 ・「日本地図掛 け図」

・「日本最高気温が出た 日の新聞記事 （平成19年 ８月16日 ）」

・参考図書 「ＮＨＫ気象 ・災害ガイ ドブ ック」 学校図書室か ら班 に １冊

地域図書館からの団体貸 し出し図書77冊 （選本は司書に依頼）

4） 展開

『発 問 』・「指 示 」．【板 書 】 生徒の学習の実際 時間

【板書】 日本の最高気温 「１ 頑 張 るぞ 」

発問 『夏休みの体育館や教室は暑かったね。 １ ０

何度 ぐらいあっただろうか。』 Ａ 男40℃ 越 え て い た 。

『あなたの体温は何度ですか。』 Ａ 男35℃ 、38℃

指示 「では、 日本の最高気温はそれ より高い ？ Ｂ子 体 温 よ りは低 い と思 う。
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それは何度 ？何県で観測 された ？ Ｃ男38℃ ぐらいで、沖縄かな。

予想をワークシー トに書 こう。」

指示 「最高気温の歴代全国ランキングを示 しま

す。都道府県名を書き取ってください。

また、気付いたことを書こ う。」

【板書】断熱膨張

発問 『以前学習 しま した。 これを説明 してくだ

さい。』

発問 『では、下降気流ができるとどうなります

か』

発問 『誰かフェーン現象について、説明できる

人はいませんか。』

説明 ＜資料を見てください。風が山に当た り、

上昇気流 となって雲ができて雨が降る。

乾燥 した風が当初 よりも暖か くなって反

対斜面を降 りてくることを、フェーン現

象言います ＞

中心発問 『フェーン現象は、 どのようなところで

起きますか。また気温が高いと、私た

ちの生活に、どのような影響があると

思いますか。』

（生活 との関連にも着 目し、テーマ選びをする）

【板書】大テーマ 「フェーン現象」

指示 「これか ら授業 ３時間と、休み時間や放課

後を使 って調べ学習と発表を します。あ

なたは中テーマとしで、何を調べたいで

すか。資料右下に第 ３希望まで書いてく

ださい。男女混合の班分けを します。」

Ａ男 暑いのは山形 と塾で習った。

Ａ男 え ！埼玉 ？なんか聞いたことが

あるよ うな気がす る。盆地があ

るからかな ？

Ｃ男 何で盆地は気温が高いの？

Ｄ子 沖縄や九州が入っていない。

「２ なぜそ うなっているのだろ う」 30

Ｄ子 上昇気流があると地表付近の空

気が上空の気圧の低いところで

膨張 し、気温が下がることです。

Ｄ子 気温が上がる …と思います。

Ａ男 でも、10℃ の空気が上昇 して下

降 してきたら、やっぱ り10℃

なんじゃないの？

Ｄ子 資料集に出ていた。

Ｅ男 埼玉でフェーン現象が起きたの

かな

Ｅ男 埼玉 と岐阜 と山形の共通点は何

かな。

Ａ男 熱中症になる 農業被害

Ｂ子 火事になる 風力発電ができる

Ｆ子 ひまわ りがよく育つ 

「３ よし、調べるぞ」 10

Ｃ男 日本のどこで起きるか調べよ う。

Ｅ男 ２番 目に高い気温を記録 した、

74年 前の新聞を調べたい。

Ａ男 乾燥 した空気 の方が、温度が上

がることを実験で確かめたい。 

５ フェー ン現象 と私たちの生活 他 クラス同テ－マ班 との交流 （本時② ）

（1）授 業の概要

本 時は、 自分た ちがクラス発表 のために準備 した ものを、他 の ４クラスで同一 の中テ
ーマを調べ て発表 しよ うとしている班 に見せ て

、「根拠 を示 しているか。」 「科学的な考

察がなされ てい るか。」な どについて意見交換 を行い、研 究の完成を 目指す。

（2）	 ワー ク シー トの 開発

今日のテーマ 他クラス同一テーマ班との交流	 ワー ク シー ト２

１．この教室に集まった班の	 中テーマ


フ ェー ン現 象 が起 こる こ とを実 験 的 に確 か め る


２．他のクラス同テ－マ班の発表を聞いて、気がついたことをメモ しよう。

※視点 ①中テーマの中から、どのような小テーマを設定 したのか明確にしているか。
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②調べたことの、科学的な根拠 ・証拠 としで適切なものを示 しているか。

③観察 ・実験を行った場合、結果をわかりやすく示 し、科学的に考察 しているか。

④写真や図、グラフ、模型などを活用 して、わか りやすく表現 しているか。

⑤その他	 ５分 という発表時間を守れたか （±１分程度）

感想 ・今後の課題を適切に示 していたか。ほか。

① 小 テーマ ② 根拠 ・証 拠 ③科学的に考察 ④わかりやすく表現 ⑤その他

明確

Ａ組 明確 ドライヤーの風で なぜ そ うな る だらだらしていた

実験 している のか不明

Ｂ組 最初 に言 その場で実験 しな 真空調理器で す らす らしていた ２分 ２秒

った が ら、温度を見せ 気圧を下げた が、内容が少ない で終わっ

ていた。 のがいい た

Ｃ組 空気が湿っている 温度計が正確 注射器が小 さくて

か乾いでいるか一 な物だった よくわからなかっ

目瞭然 た

Ｄ組 は っ き り 前にやったデータ 予想 を言って 模造紙の山の絵が ７分 ４ ５

言った でなく、その場で いない わかりやすい 秒 ！

実験 してほ しい


Ｅ組 フラスコ内に雲 を 図がよかった


作る実験がいい

３．全クラス発表の後、視点に沿って、話 し合いをしよう

省略
４．自分の班の発表で、修正するところを具体的に書こう。

・実験結果を見せる ・実験結果を大きく書 く ・発表するときに模造紙の前に立たない

・実験の内容を説明 してからやる ・実験中に今何をしているのか言いながらやる。

・実験が うまく行かなかったときの対応の しかたを考えてお く ・時間を守る

・温度計を握ったか ら温度が変わってしまった ・発表人数を減 らす ・実験を追加する

・乾いた空気を証明するために乾燥剤 を入れてお く ・絵 をわか りやすく描き直す 

※	 ワークシー ト開発の工夫点 ： 発表の後 の話 し合 いに重点があるので、視点 に沿って、

話 し合いが行われ るよ う、メモ程度 の記録 とす る。

（3） 授業の流れ

1） ね らい

本時は、同 じテーマを探求 してい る他 の組 の班 と意見交換 をす る。

同 じ中テーマなので探求 してい る内容 に重なる ところが多 く、他 の発表 内容を 自

分のテーマ と関連付 けて考察 し、科学的に正 しく実験結果や資料 を解釈 できている

が相互に確認 しあ うことができる。

また、他 の班の発表 のか らよい点を吸収 し、論 に飛躍 がないか検討 し、伝 えたい

ことが うま く伝わるよ う、生徒相互 が学び合 う学習時間 とす る。

2） 関連する能力観
・現象 を科学的に説明す る能力

・互いの考 えを伝え合い、 自らの考 えや集 団の考えを発展 させ る
・論述す る

3） 準 備

・「ワー クシー ト ２」 ・各 班 の プ レゼ ン道 具や 発 表 原稿

4） 展開 省略
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5） 生徒が作成 した レポー トとコミュニケー シ ョン

（1）Ａ組 ２班の 、他クラス同一テーマ班 との交流か らクラス発表までの様子

テーマ フェー ン現象が起 こることを実験的 に確 かめる。

１．他 クラス同一テーマ班発表	 （２つの演示実験 を行った）


風が 山に当たって上昇 した後 、


本 当 に山 に沿 って 下降 して くる


のか。 とい う疑 問 を解 決 す る実


験 と して、 ダ ンボ ール で山 を作


り、 スズ ランテープをつけて、 ドライヤーの風 を当


てた。テープが動 くことか ら 「山の反対側に風が吹


き降 りてい くことがわか る。」 と発表 した。


２．発表後 自分の班 での話 し合い


他 の ク ラスの よい点 は、


とい うことで、 クラス発表 まで に右 の


よ うに改善す ることに した。


とくに、 「空気 は圧縮す るだ けで温度


が上が る。」 とい うこ とを示 してか ら二


つ 目の実験 「乾燥 した空気 だ と、 よ り


大 きく気 温が上が る。」 とい うこ とを示


す ことで、実験の 目的がわか りやす くなると考 えた。

Ｄ組 ２班が 、注射器 の先 か ら針状 のサー ミスタ温


度 計 を入れ て ピス トンを押 し込み 、温度が上が る実


験 を してい たので、 これ を参考 にす るこ とに した。


しか し、 この実験 は規模 が小 さくて何 を している


のかわか りにくい とい う課題 があった。


３．教 具 の 開発

Ｄ組 ２班の実験 の課題 を解決す るた めに、注射筒 をアク リルパイプに して、注射

器 のピス トンをそっく り入れて、実験装置 を大 きくす ることを考えた。 アク リルパ

イプの内径 は直径 ２ １ｍｍで、それ にピッタ リ合 う物 を探 していた ところ、Ａ組の

担任 （数学 の先生）が、知 り合いの看護師 さんか ら手 に入れ てきた。 ２５ｍ ｌのカ

テーテル用注射器 の ピス トンがちょ うどよかった。棒 とピス トンを木ね じで止 める

工作 を技術科の先生 に手伝 ってもらって製作 し、 クラス発表をす ることができた。

設 計 図

注射器 の ピス トンをパイプに入れ る

開発 教具

ク ラ ス

発 表
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（2）Ｄ組 ３班の、他クラス同一テーマ班 との交流か らク ラス発表までの様子

テーマ フェー ン現象が起 きる具体的な場所 と気圧配置　 ＜ハ ザー ドマ ップの作成 ＞

１．他 クラス同一テーマ班発表


フェー ン現象 が起 きる一般 的な仕組み と、典型的な天気図


を、右 の模 造紙で示 し、過去 に 日本で フェー ン現象起 きた


場所 を、一覧に して説明す るだけであった。


２．発表後 自分の班 での話 し合 い


他のクラスのよい点は次の通 りであった。


ク ラス発表 までに右 のよ うに改善す ることに


した。 図をわか りやす くす る。 とい うことに


ついて は、Ａ組 ３班が作 っていた紙粘土 に よ


る 日本 の立体地図を参考にす ることに した。

また、他 の班 の発表 を聞いて 「地理 的条件 と


気圧配置が揃 うことで フェー ン現象が起きる


のであるか ら、災害予測 図＜ハザー ドマ ップ ＞


を作 る ことがで きる。」 とい うこ とがわかった


ので、これまで授 業で以 下のよ うに学習 した内


容 を道具 として使 用 し、強い風 が吹 く気圧配置


を科学的に説 明 しよ うと試 みた。


〈強い風が吹 く条件 〉理科

・高気圧か ら低気圧に向かって風が吹 き込む こと。
・等圧線 の間隔が狭いほ ど風が強い こと。

〈空気が乾燥す る仕組み 〉理科

・風 が上 空 に向か って吹 く とき、気圧 が下 が り、

気温が下がって雲がで き、雨が降って乾燥す る。


〈立体地図で示す高い 山がある場所 〉社会

・山形 などの東北、北陸、関東に高い 山がある。 クラス発表の様子


〈ハザー ドマ ップ （災害予測図） を作成 した ときの根拠説明 〉

・２０００ｍクラスの高い山があるこ と。 製作 した立体地図
・山が両側 か ら、強い高気圧 と台風 な どの発達 した低気圧


に挟 まれ る気圧配 置の時 に高気圧 か ら低 気圧に 向かっ


て強い風 が吹 き込み、 フェー ン現象が起きること。

・記録 では、春 は 日本海 側、夏 は太平洋側 の特定地域 で


典型的 な気圧配 置の時 にお きてい ることか ら、帰納 的


に説 明できること。


３．教具の開発

Ａ組 ３班 の紙粘 土製 の立体地 図は、高い 山の麓 でフ


ェー ン現象 が起 きやすい地域 であ ることを示す のに適


しているが、実際の等高線 とは違 っていた。 白地 図の


等 高線 を拡 大 コピー して 、厚 さ １． ５ｃｍのスチ レン


ボー ドで立体地図を製作 したので、地形を説明できた。
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（3）Ａ組 ５班の 、他クラス同一テーマ班 との交流か らクラス発表までの様子

テーマ フェー ン現象に よる健康 ・農業被害

１．他 クラス同一テーマ班発表後 の 自分の班での話 し合い


他のクラスの よい点は次 の通 りであ る。


クラス発表までに下の ように改善す ることに した。

農 業被 害 に関連 して、土に植 わ って

い る植 物 に １０分 間 ドライヤーで温風

を当て る と、 しおれ て しまった。 とい

うＥ組 ５班の情報 （発表 ）を追試 して

分析 ・評価 して、わか りやす くクラスに伝 えるために、パ ワーポイ ン トを活用 した。

教室に持 ち込んだ植物 に、 ドライ ヤーで 視覚的に表現 （発表）す るため、

温風 を当て、写真 に撮 っている ところ パ ワーポイ ン トに取 り込んだ画面

６ 生徒の感想 と思考 カ ・判断力 ・表現力の育成への解釈

（1） 生徒の感想
・気圧配置 と山の地形か らフェー ン現象が起 こる場所が予測で きる とい うこ とがわか り、

理科 と社会で勉強 したこ とがつながって感動 した。 （Ａ男）

（受 け手に伝わったので、現象 を科学的に説明す る能力が育成 できた と判断できる）
・稲 の白化 な どの農業被害がある。 と言われてもよくわか らなかったが、植物を使 った

独 自の実験で フェー ンを身近 な物 に していたので、 とて も説得力 があった。 （Ｂ男）
・他 クラス同一テーマ班発表の反省 を生か して発表ができた。 （Ｃ子）

（受 け手に伝わ り、発表者本人 も手応 えを感 じたことか ら、情報 を分析 ・評価 して論

述す るこ とができた と判断できる）

（2） 思考力 ・判断力 ・表現力への解釈

科学的な思考力 を育成す るためには、疑問を持 たせ、探求 させ る中で、すでにある知

識や技能を活用 し、新 しく手に入れたデー タに基づいた 自分な りの結論 を出 してい くこ

とが大切 である。 この実践では、 「南 に行 くほど暑 くなる」 「東京 は ヒー トアイラン ドで

暑 い」 といった生徒 の思い込み を、気象庁の 日本最高気温の観測データで崩 し、疑問を

持 たせ ることを糸 口とした。情報収集 には図書館資料 を用意す るなど便宜 を図ったが、

情報 の分析や実験的な追試 については班活動 とした。生徒は、 自分 と違 う考 えにも耳を

傾 け、時には証拠 を示 して説得や反論 を試み るために、よ り多 くの情報 を集 めよ うとし

た。その結果 、上記感想にあるよ うに、 自らの解釈に感動 し、他 の班の発表 に説得 され

なが ら、 自らの論述をふ り返 り、修正 して強化 していった。科学 的 リテ ラシーを道具 と

して使用 し、表現 し、コ ミュニケー ションす る能力を育成で きた と解釈 できる。 この こ

とを持って理科にお ける思考力 ・判断力 ・表現力 を育成 できた と解釈できよ う。

（町田市立南大谷中学校 薦田敏）
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第 ３部

思考力 ・判断力 ・表現力を育成す る学習指導のあ り方



第 １章

PISA型 読解力を育成す る学習指導法の開発 と授業実践



第 ３部 第 １章 第 １節

PlSA型 読解力を育成す る学習指導法の開発

熟考 ．評価 と表現を統合する学習の あり方を模索 して

は じめに

中央教育審議会 の 『幼稚 園、小学校 、中学校 、高等学校及び特別支援学校の学習指導要

領 の改善について （答 申）』 が公表 された。注 目す るのは 「活用型 の教育」で ある。 これ

はOECD国 際到達度調査 （PISA）や全国学力 ・学習状況調査の 「Ｂ ：主 として活用 に関す る

問題 」で既 に具体化 されている。 中教審教育課程部会では、PISA型 リテラシーを 「知識 ・

技能を活用する思考力 ・判 断力 ・表現力」 として捉 え、教科横 断的に 「言語活動の充実」

を図ることによって具体化 しよ うとしてい る。 「活用」に関 して言 えば、PISA調 査が知識 ・

技能を実生活 に活用す る力 を測定 してい る。 この調査はOECDの 「キー ・コンピテンシー」

の考え方に端 を発す るものである。 しか し、 こうした 「活用力」の育成は、方 向性 は示 さ

れても、学校現場 で実際に どのよ うな授業 を行 ってい くか とい う課題 についてはまだ手が

つけ られていない。教科書の学習内容 も従来通 りで 「知識 ・技能を実生活に活用する力」

を育成す るもの となっていないか らである。特にPISA型 読解力 に関 しては、教科書の教材

を読んで理解す るだけの授業では対応 できない。そ こでこの研究では、PISA型 読解力 を育

成する学習指導法の開発を行 うことにす る。

１ 「活 用 力」 とPISA型 リテ ラ シー

（1）OECDの キー ・コン ピテ ンシー とPlSA型 リテ ラシー

知識 ・技能 を実生活 に活用す る力を測定 してい るのがPISA学 習到達度調査である。 こ

のPISA調 査の源流はOECDの 「キー ・コン ピテ ンシー （鍵 となる能力）」にある。 「キー ・

コンピテンシー」はOECDが 「能力 の選択 と会議 （DeSeCo）」を組織 し、 「個人の人生の成

功 と社会の持続 的発展に貢献で きる価値あ る能力 （鍵 となる能力） とは何 か」 について定

義 したものである。 ここでは三つの コンピテンシーが定義 されている。 「キー ・コン ピテ

ンシー 」 は次 の とお りで あ る 。

1） 相互作用的に道具を用い る


Ａ 言語 ・シンボル ・テクス トを相互作用 的に用い る能力


Ｂ 知識や情報 を相互作用的に用いる能力


（PISA調 査の科学的 リテ ラシー と問題解決能 力に相 当す る）


Ｃ 技術 を相互作用的 に用 いる


2） 異質な集団で交流する


Ａ 他人 といい関係を作る能力


Ｂ 協力する能力


Ｃ 争いを処理 し、解決する能力


3） 自律的なに活動す る


Ａ 大 きな展望のなかで活動す る能力


Ｂ 人生計画や個人的プ ロジェク トを設計 し実行す る能力


Ｃ 自らの権利 、利害、限界やニーズを表 明す る能力
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この 「キー ・コンピテンシー」のなかの 「ツール の総合的な活用能力」のなかで、Ａの

「言語 ・記号 ・文書 を相互に活用す る能力」は、PISA調 査で言えば 「読解 力」 と 「数学的

リテ ラシー」に相 当す る。また、 Ｂの 「知識や情報 を相互 に活用す る能力」は、PISA調 査

の 「科学的 リテラシー」 と 「問題解決能力」に相 当す る。

（2）PlSA国際到達度調査読解力の課題

1）PISA調 査2003読 解 力 の課 題

PISA調 査の言 う読解力 は、 「読解力 とは、自らの 目標 を達成 し、 自らの知識 と可能性 を

発達 させ 、効果的に社会に参画す るために、書かれ たテキス トを理解 し、利用 し、熟考す

る能力」とあ ります。問題 は15歳 児を対象 に 「連続型テキス ト （物語 ・解説 ・記録）」 「非

連続型テキス ト （図 ・地図 ・グラフ）」の読解 を行 っている。 出題形式 としては、読む行

為のプロセス として、 「テキス トの中の情報の取 り出 し」 「テ キス トの解釈 （書かれ た情

報か ら推論 して意味を理解）」 「熟考 ・評価 （書かれ た情報 を 自らの知識や経験 に位置づ

ける）」な どの能力 を調査 している。

この調査が非連続型テキス トを設定 したのは、 日常生活 によく利用 され る非連続型テ キ

ス トを読解す ることによって、 「知識 ・技能 を実生活に活用す る力」を測定 したいか らで

ある。PISA2003の 読解力で は、 日本 の順位 が ８位 か ら14位 に下がった。文部科学省が平

成17年12月 に出 した 『読解力向上に関す る指導資料』では、2003年 度 のPISA調 査 を受

けて、課題 として次の点を指摘 している。

日本 の子 どもは とりわけ 「テキス トの解釈」 「熟考 ・評価」の得点が低下 してい る。

全体状況 としては、2000年 度 の調査 と比較 して、中位層の生徒 が下位層 にシフ トしてい

る。読解 プ ロセス ・出題形式か ら見た課題 としては、 「テ キス トの解釈」 「熟考 ・評価」

に課題 がある。 また、 自由記述式問題 にも課題が ある。具体的には、次のよ うな問題 に

課題があった。 

① テキス トの表現に着 目する課題 
② テキス トを評価 しながら読むことを必要とする課題 

③ テキス トに基づいて自分の考えや理由を述べる問題に課題 

④ テキス トから読みとったことを再構成する問題 
⑤	 科学的な文章を読み、図やグラフを見て答える問題
「読解力向上に関す る指導資料」では、PISA調 査 （読解力）の結果 をふまえた指導 の改

善 として、読解力は国語力だけでなく各教科 ・総合 的な学習 な ど学校 の教育活動全体 で身

につけてい くべ きもの として、指導例を紹介 してい る。数学では、お互いの考 えを比較 さ

せ る指導の工夫 を提案 してい る。理科では、新聞記事 ・科学雑誌 ・図書 を利用す ることを

提案 してい る。社会科 では、 グラフを利用 し情報 を読み取 り、簡潔な文章にま とめる指導

の工夫 を提案 してい る。総合的な学習の時間では、新 聞記事 ・科学雑誌 ・図書 を利用 し、

自分の考 えをま とめ、 レポー トを作成す る ことな どを提案 している。 また、指導の改善の

方向を踏まえ、指導のね らい を次 の七つに分類 している。

ア テキス トを理解 ・評価 しなが ら読む力を高 めること

（ア） 目的に応 じて理解 し、解釈す る能力 の育成

（イ） 評価 しなが ら読む能力の育成

（ウ） 課題 に即応 した読む能力 の育成

イ テキス トに基づいて 自分の考 えを書 く力を高 めること

（ア） テキス トを利用 して 自分お考えを表現す る能力の育成

（イ） 日常的 ・実情的な言語活動に生かす能力 の育成

ウ 様々な文章や資料を読む機会や自分の意見を述べたり書いた り

する機会を充実すること
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（ア） 多様 なテキス トに対応 した読む能力の育成

（イ） 自分の感 じた ことや考えた ことを簡潔に表現す る能力 の育成

ここか らはPISA型 読解力 の課題 は思考のプ ロセス 「熟考 ・評価」にあることが分かる。

2）PISA調 査2006読 解力の課題

PISA調 査2006は 平成18年 ６ ・７月に実施 した。読解力 はOECD平 均 と同程度であ り、

OECD加 盟国30カ 国中12位 、全参加 国中15位 、であった。PISA2003の 平均得点 とは変化

があま りなかった。今 回の調査 では 「数学 について知識 ・技能 を実際の場面で活用す る力

に課題 、科学への興味関心が低 い、読解力 の向上は引き続き課題」 となった。

（3）平成19年 度 「全国学 力 ・学習状況調査」の課題

平成19年 度全国学力 ・学習状況調査が実施 された。 この調査 は 「Ａ ：主 として 「知識」

に関す る問題」 と 「Ｂ ：主 として 「活用」 に関す る問題」に分 け られ てい る。 この調査の

結果では、主 として 「Ｂ ：活用に関す る問題」に課題 があった とされてい る。 それは、算

数のＡ問題 の ５の （1）の平行 四辺形の面積 を求める問題 では96％ の正答率があったに対 し、

Ｂ問題の ５の（3）の地図上 に実際 にお としての平行 四辺形 の面積 を求 める問題 では、18．2％

の正答率 しかなかった ことに端的に表れている。国語 において も同様 に 「Ｂ ：活用 に関す

る問題」に課題 があった。 国語の Ｂ問題 の課題 は次の通 りである。

［書 くこ と］

・ 説明文で述べ てい る事柄の理 由を要約す ること、資料か ら必要な事柄 を取 り出 して

与 えられた条件 に即 して書 き換 えることに課題 がある。


［読 む こ と］

・ 文章の内容 と資料 の情報 とを関係付 けて正 しく読み とることに課題がある。
・ 二つの文章の共通点を評価 し、 自分考えをま とめることに課題 がある。

この 「Ｂ ：活用に関す る問題」は、OECDの 生徒 の学習到達度調査 （PISA）を参考 に しな

が ら、国立教育政策研究所教育課程セ ンターで独 自の問題作成 の枠組 みにそって作 られた。

国語の問題作成 の枠組みは、 「「テキス トを理解 ・評価 しなが ら読む能力」や 「テキス ト

を利用 して 自分の考えを表現する能力」な ど、 『読解力向上に関す る指導資料』に示 され

た七つの視点に沿った出題 も含む」 とされ ている。

２ 「活用力」をどのよ うに捉えるか

（1）知識 ・技能 を実生活に活用する力

PISA調 査 は 「知識 ・技能 を実生活 に活用す る力」を測定 してい る。 これ は教育課程実施

状況調査やTIMSS（ 国際到達度評価学会） の調査が、単なる知識 ・技能の測定 を している

の とは違 っている。 したがって、PISA調 査ではその 出題形式が他 の学力調査 とは違い、現

在 の 日本の学校現場ではあま り扱 われていない内容 が問われてい るとい う印象 を受ける。

平成19年 度 ４月に実施 され た全国一斉学力調査で も 「Ｂ ：主 として 「活用」に関す る問題」

として、PISA型 リテ ラシー と趣 旨を同 じくす る問題 が出題 された。このこ とは学力観 を 「知

識 ・技能」 と捉 えるか、 「知識 ・技能を実生活に活用す る力」 と捉 えるのか、 とい う根本

的な問題 にまでかかわって くる。

（2）「活用力」をどのよ うに捉えるか

今回PISA調 査や全 国学力 ・学習状況調査で 「活用型」の問題例が出 されて も、では学

校現場で実際 にどのよ うな授業 を仕組めば よいのか と問題 についてはまだ手がついていな

い。学校 で行 っている授業 は従来のよ うに 「知識 ・技能」を育成す る授業 をしてい るか ら
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である。また、教科書の内容 自体 も活用型 になっていない。

今 「知識 ・技能 を活用す る力」 とい う言葉が出ていますが、そ もそも 「活用する」 とい

うことはどのよ うなことで あろ うか。筆者 は学習指導の場面で 「活用す る」 とい うこ とを

次の よ うに捉 えてい る。

1） 状況 ・文脈 に即 した教材の開発

教材 が児童生徒の状況 ・文脈 のなかで作成 され る ことが必要である。児童生徒に とって

の状況 ・文脈 とは、教材 が 日常現実社会や そこで生 きる人間 とのつなが り （文脈）のなか

で作成 され るとい うことである。児童生徒 の状況 ・文脈に即 した教材 は、児童生徒 と教材

との心理的距離 を縮 める。一般 に人 間は 自分 にとって必要な ものは人に言われ なくても行

う。その学習に興 味がわかない とい うのは、その学習 が自分に とって必要ないか、あるい

は関係 がない場合 に起 こる。つま り、 「内的必然性 」がないのである。人間は無意識 のな

かで 自分 に とって必要な もの とそ うでない もの とを選別 している。今行 っている学習が 日

常現実社会 に どの ようにつなが り、やがて 自分 に対 して どの よ うに影響 して くるのか とと

うことが理解 されれ ば、人間は学ぶ ことの意 味を把握 できる。児童生徒 が今行ってい る学

習 の意味を把握すれ ば、児童生徒の学習意欲 は必然的に高ま るであろ う。

2） 「読解 力 ・表現 力」 と 「活 用 」

実生活に活用で きる とは どのよ うな ことをい うのか。 ただ単に物事 を 「理解」 しただけ

では、知識 ・技能 を活用 した ことにはな らない。活用するためには主体的に働 きかける知

の活動が必要である。読解力では、テキス トに書 かれている情報 を取 り出 し、それ を解釈

して、自分の体験や価値観 と照 らし合わせ 、表現す る とい う過程が求 め られ る。PISA型 読

解力では、 このこ とを 「情報の取 り出 し」 「テキス トの解釈」 「熟考 ・評価」 とい う能力

（認知 プロセス）で説 明 している。 「熟考 ・評価」に至 るまで は、 「情報 の取 り出 し」 「テ

キス トの解釈」が必要である。 「熟考 ・評価」では、得 られ た知識 ・情報メタ思考 し、 自

分 にとって必要な知識 ・情報 を切 り取ってい く。 そ して、 この 自己が意思決定 した知識 ・

情報 を使用 して、表現 ・コ ミュニケーシ ョン してい く。つま り、 「読解」 とは、ただ単に

テキス トを読みそ の内容 を理解す るのではな く、メタ思考 とその表現、 「熟考 ・評価」 さ

れ た知識 ・情報 を使用 して人 とコミュニケーシ ョンす ることが 「読解力」なのである。そ

うした意味で 「読解力」 は 「読解力 ・表現力」なのである。 「読解力 ・表現力」でない と

知識 ・技能 は実生活 に活用 されない。

3） 教科横断的な教材、授業開発の必要性


教材 が他教科 ・他領域 と関連 し、教科横 断的に発展 していることが必要である。活 きて


働 く知識 ・技能は決 してひ とつの教科 に限定 され るものではない。 日常現実社会 はあ らゆ

るものの複合 ・錯綜 した世界であ る。活 きて働 く知識 ・技能になればなるほど、言葉 で限

定的 に定義 され る教科 とい う枠 を越 えてい くのが 自然である。教科横 断的な視 点で教材 を

開発す るこ とが必要 である。

この ことは授業 において も言 える。授業は 「児童生徒が 「思考」 し 「判断」 した過程 を

他者 に向かって表現 し、その表現 を第三者が受 け とめ評価 し、学習者 自身 にフィー ドバ ッ

クされ るとい うサイクルに よって成立す る」 と筆者は考 えている。 このサイ クル を授 業の

なかに組 み込む と授業 自体が 日常現実社会そのものになる。筆者 はこれを 「リア リスティ

ックな授 業の環境構成」 と呼んでい る。教科 とい う言葉 にとらわれず、授業 を創造 してい

くことが重要 とな る。

（3）学習指導要領の改訂 とPISA型 リテラシー

学習指導要領改訂 に向けて、中央教育審議会答 申 『幼稚園、小学校、中学校、高等学校

及び特別支援学校の学習指導要領 の改善について （答 申）』が出 された。 この答申では、

学習指導要領 改訂 の基本的考 え方 として、 「 ① 「生 きる力」とい う理念 の共有、②基礎的 ・

－534－



基本的な知識 ・技能 の習得 、③思考力 ・判 断力 ・表現力等の育成、④確 かな学力の確 立の

ための指導 の充実、⑤学習意欲の向上や学習習慣 の確 立、⑥豊 かな心や健やかな体の育成

のための指導の充実」が掲 げ られ てい る。 また、教育内容に関す る主な改善事項 として、

「①言語活動の充実、②理数教育の充実、③伝統文化 の教育の充実、④道徳教 育の充実、

⑤体験活動 の充実、⑥小学校にお ける英語」 をあげている。

この うち、筆者 は 「思考力 ・判断力 ・表現力」の育成が重要だ と考 える。 『幼稚園、小

学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領の改善について （答 申）』には、

「現在の各教科の 内容 、PISA調 査 の読解力や数学的 リテ ラシー、科学的 リテ ラシーの評価

の枠組みな どを参考に しつつ、言語の関す る専門家 の知見 も得 て検討 した結果 、知識 ・技

能の活用な ど思考力 ・判断力 ・表現力等 をはぐくむためには以下の よ うな学習活動が重要

であると考 えた」 とある。。 ここか らは 「知識 ・技能 を実生活 に活用す る力」 を測定 して

いるPISA型 リテ ラシー を中教審教育課程部会 では 「思考力 ・判 断力 ・表現力」と捉 えてい

ることがわかる。具体的な活動 としては、 「①体験 か ら感 じ取 った ことを表現す る、②事

実 を正確に理解 し伝達す る、③概 念 ・法則 ・意 図な どを解釈 し、説 明 した り活用 した りす

る、④情報を分析 ・評価 し、論述す る、⑤課題 について構想 を立てて実践 し、評価 ・改善

す る、⑥ 互いの考 えを伝 え合い、 自らの考 えや集 団の考えを発展 させ る」で ある。 これ ら

の活動 は論理性 を育成す る教科だ けでな く、感性 を育成す る教科をも対象 とされている。

この 「思考力 ・判 断力 ・表現力」は、学習指導要領 における 「教育 内容に関す る主 な改

善事項」に もなっている。 「言語活動 の充実」 として、教科 を横 断的 に貫 く活動 と位置づ

け られ てい る。 『幼稚 園、小学校 、中学校 、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領の

改善 について （答 申）』で は、 「各教科等 におけ る言語活動 の充実は、今回の学習指導要

領改訂にお いて各教科等を貫 く重要な改善の視点である」 とされている。

３PISA型 読解力 をど う捉 え るか

ここではPISA型 読解力 を どのよ うに捉 えるか、その基本 的な考 え方 を述べる。

（1）「思慮 深 さ」

現代社会は情報が氾濫 し錯綜 しているので、何が本 当に正 しい情報なのか を見極 めるこ

とが非常に難 しくなってきている。そのた め、テ キス トの情報 を子 どもがそのまま受 け入

れ るとい うことには警戒が必要で ある。新聞 ・マ スコ ミ ・イ ンターネ ッ トの情報 もすべて

が正 しい とは限 らない。それ は、作成者 のある意 図のもとに表現 された ものだか らである。

この ような ときにはテキス トに対 してク リテ ィカル （批判的）に読む とい うこ とは重要で

ある。 しか し、ク リティカル ・リーディングは、すべてのテキス トを批判 的に読む ことと

勘違い され るおそれがある。人間 はは じめか ら批判的な思い を内面 に秘めてテ キス トを読

めば、テキス トの内容が 自分の考え とは反対 のよ うに見 えて くる。人間の 目に見 える現象、

心に感 じる心象は人間の内面が作 り上げた形象 の投影 にしかす ぎないか らである。「熟考 ・

評価」は 「批判的 に読む」 とい うよ りも 「テキス トに書かれてい る内容 を自己の経験 ・価

値 と照 らし合わせて読む」とい う意味である。言わばメタ思考 のことである。DeSeCo「 キ
ー ・コンピテンシー」では 「思慮深 さ」 とい う考 え方が根底 に流れ てい る。 自己の感情 を

ま じえず に、思慮深い判断、論理的思考を行 うことが求め られ る。

（2）「論理 的認識」 と 「感性的認識 」との統合

テ キス トの読解 を考えるとき 「感性 的認識 」について も考慮に入れ る必要があ る。教科

書教材には文学的文章 もあるか らであ る。説明的文章 の読解 と文学的文章の読解 とでは、

使用 してい る認識 の部分が違 うのではなかろ うか。PISA調 査では もっぱら論理的な思考能

力を問 う問題が出題 されてい る。 そこは欧米の文化 である論理的思考 を重視す る傾 向を垣
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間見ることがで きる。確かに冷静に判断 し、 自ら進 む方 向性 を論理的に思考できる能力 を

持った人材 が国際社会には必要である。 しか し、一方で 日本人は雰囲気を感 じ取った り、

個 と全体 とのバ ランスをとった りす る感性 に長 けている。 日本 がこれか ら世界のなかで生

き残 ってい くためには、む しろこ うした 日本人の感性 を強調 したほ うが国際社 会のなかで

も評価 を受 けてい くのではなか ろ うか。なぜ な らば今欧米は論理的認識 の文化がいきづま

りをみせ、その打開策 として東洋の文化 に 目を向け始めているか らである。

新 しい発明や文化の創造 には、直感やひ らめきに負 うところがおお きい と考 える。 これ

を 「暗黙知」 と言 う。 「暗黙知」は感性 的認識 と関係が ある。筆者 は 「感性的認識」にお

ける 「熟考 ・評価 」 も存在す ると考 える。 「熟考 ・評価」はテ キス トに 「書かれた内容 を

自らの経験に位置づける」ものだか らであ る。経験 に位置づける場合 は、子 どもの内面 （感

性や意志） と照合す る作業が行 われ る。テ キス トのテーマ と自己の感性や価値観 とを照合

し、その優 先順位 を意志決定 していく。 そ して、 この意志決定 を自己表現 してい く。 こ う

した行為 は人間がふだん 日常現実社会で行 ってい るものである。 したがって、 「感性 的認

識」を含 めた 「熟考 ・評価」 を想 定す る必要が あると考 える。

（3）「比較」 という方法

冷静な論理的思考、思慮深い判 断は、ひ とつ上の次元で思考す ることである。ひ とつ上

の次元か ら見下ろす よ うな思考は、テキス トと距離 を置 きなが ら鳥瞰的な視点か ら眺める

ことによって可能 となる。 この鳥瞰的な思考は有名 なだま し絵 「ル ビンの壼」で説明でき

る。 「ル ビンの壼」では、意識 を周囲に向け ると花瓶に見 え、意識 を真ん中に向けると二

つの顔が見つ め合 ったよ うに見 える。よく人 間の意識 は一点に しか集 中 しない と言われ る。

その意識が一点だけに集ま り固着 して しま うと、いわゆる 「こだわ り （とらわれ）」 とい

う現象 になって しま う。 この 「とらわれ」 をはずす には、人間の意識が別 の視点に向くこ

とによって可能 とな る。す ると 「この ような見方 もあるのか」 とい う違った世界観が開か

れ る。 これを心理学では 「ゲシュタル トの転換」 と呼んでいる。 こうした現象は、テ キス

トと距離を置き、テキス トを鳥瞰的な視点 で眺める ことによって可能 とな る。つま り、鳥

瞰的な思考のためには、全体 （子 どもの内面） と部分 （テキス ト） とのつなが りをつ ける

必要がある。全体 と部分 とのつなが りをつ けるためには 「比較」 とい う作業が必要になっ

てくる。二つのテ キス トを比較す ることによって、問題 にしてい る事柄の奥行や深 さ、広

が りが立体的に浮かび上がって くる。

（4） 「比較」 と 「思考力 ・判断力 ・表現力」

PISA型 読解力 「熟考 ・評価」を高 める方法 として 「比較」 とい う方法 を利用す る。教科

書のテキス トとサブテキス トを 「比較」す ることによって、テーマの奥行 と広が りを捉 え

ることがで きる。 この 「比較」によって、テ キス トと距離 を置 き、テ キス トを鳥瞰的 に眺

める 「思考」を行 うことがで きるよ うになる。次に、この鳥瞰的な 「思考」で得 られ た知

識 ・情報 を自己の内面 との照 らし合わせ る作業を行 う。 この作業 によって人間は自らの意

志 を決定す ることができる。そ して、人間はその意 思決定を他者 に向かって表現する こと

ができる。 この知識 ・情報 を表現す ることがまさに 「活用」そのものになってい くと考 え

る。

（5） 「ホ リス テ ィ ックな 視 点」

鳥瞰的 に思考す る とい うこ とは、テキス ト （部分） と自己の内面 （全体） とのつなが り

を考えることである。 このこ とは部分 と全体 とのつ なが り、バ ランスを重要視す る 「ホ リ

ステ ィック」とい う概念か らも説明す ることができる。 「ホ リステ ィック」とは 「包括的 ・

全体的」とい う意味で、 「全体 と部分 とのつなが り、バ ランスを重要視す る｣概 念である。

この考 え方では 「全体 は部分 の総和以上である」 とい う前提に立ってい る。 そ うした意味

で鳥瞰的な思考はホ リステ ィ ックの立場か らも解釈す ることができる。 この研究で提案す

るPISA型 読解力 「熟考 ・評価 」を育成す る方法 は、ホ リスティ ックの視点にたった もので

ある。DeSeCoの 「キー ・コンピテ ンシー」もホ リスティックなものであると言 われている 

o
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４ 教科書とサブテキス トを用いて授業を創る

（1）教科書か ら出発するPISA型 読解力の育成

現在、多 くの教師は教科書を使って授業を してい る。本来な らば教科書が 「知識 ・技能

を実生活に活用す る力」 を育成す るものであれ ばよいが、現実にはそ うではない。教師 自

身が教材開発 を行いPISA型 読解力 を育成す るのが よい。しか し、今教師は雑務で忙 しく教

材研 究を している暇がない と言われてい る。 そのよ うな教師 に、教科書のこの教材 を どの

ように発展 させれば、PISA型 読解力を育成す ることができるか とい う提案 を行 うのが この

研究である。 この提案が刺激 となって、教師が授業創 りを自由に楽 しむ ことができるよ う

になることをこの研究ではね らってい る。教師がつ ま らない と思いなが ら授業 を して、児

童生徒 がお もしろい と思 うはず はない。 まず は、教 師 自身が楽 しく授業 をすれ ば、児童生

徒の眼も自然 と輝いてい くであろ う。

（2）教科書教材の学習内容の精選
PISA型 読解力 「熟考 ・評価 」の能力を育成す るためには、教科書教材 と教 師が用意 した

サブテキス トを 「比較」 させ 、それ を表現学習 と結 びつ ける学習が必要である。そのため

には、発展 的学習を行 う時間を生み出す必要があ る。 このためにひ とつの教材 の学習内容

の精選 を行 う必要 がある。学習のポイ ン トには時間を割 くがポイ ン トでない部 分は短時間

です ます。こうして生み出 した時間 をPISA型 読解 力 「熟考 ・評価 」を育成す る時間に振 り

向ける。

（3）PISA型 読解力育成のね らい

この研 究では、 『読解力向上 に関す る指導資料』で示 してい る 「指導のね らい」を 「PISA

型読解力育成のね らい」 として利 用す ることに した。 このね らいは全国学力 ・学習状況調

査の問題作成の枠組みのなかでも利用 されている。①～⑦ はこの研究で示 してい る 「PISA

型読解力 との関連」である。 

① 目的に応 じて理解 し、解釈する能力の育成 

② 評価 しながら読む能力の育成 

③ 課題に即応 した読む能力の育成 
④ テキス トを利用 して自分の考えを表現する能力の育成 

⑤ 日常的 ・実情的な言語活動に生かす能力の育成 
⑥ 多様なテキス トに対応 した読む能力の育成 

⑦ 自分の感 じたことや考えたことを簡潔に表現する能力の育成

（4） 発展 的学習 とサ ブテキス ト

教科書 を緻密 に分析的 に読む 日本 の国語の学習 は、理解 領域な らばテキス トの理解だ

けの学習 に終わっている。 また、表現領域では 、作文や話 し方の学習な ど、独立 した単

元 と して組 まれてい る。児 童生徒 がテキス トを読 み、理解 した内容がない と、表現の学

習につなげる ことがで きない。表現す る内容 が児童 生徒 のなかにないか らである。 こ う

した理解領域 と表現領域が分離 した言語活動 は、 日常現 実社会の言語活動 をあ りのまま

表現 してい るとは言 えない。 日常現実社会の言語 活動は、理解 と表現が表裏一体 で、総

合的に営まれ ているものだ か らで ある。そ こで この研 究では、読解領域 と表現領域 を結

びつけた学習指導法 を提案す るこ とに した。具 体的には、教科書のテキス ト読解 の学習

の後に発展的学習 として 「PISA型 読解 力を育成す る学習」を位 置づけた。PISA型 読解力

を育成する学習で は、教科書のテキス トの他 にサブテキス トとして連続型 ・非連続型 の

テ キス トを準備す る。児童生徒 はこの二つのテキス トを 「比較」して読 む ことによって、

テーマに関す る内容の奥行 きや深 さ、広 が りを実感 す る。例 えば、テキス トのテーマ と

異なる内容 のテ キス トを使用すれば、物の見方考 え方の違い を 「熟考 ・評価」す る学習に

発展 してい くこ とができる。 また、同 じ作者であるが別の視点で書かれた作品 を比較すれ

ば、その作家の内面性 の奥行きを問 う学習 に発展す ることがで きる。

文学的文章の読解では、緻密な分析的な読みは行 わず、形象やイメー ジを大切 にしよ う

と考 えてい る。具体的には 「テキス トを分析的に読解 しない こ と、児童生徒のイメー ジを

大切に し、オープンエン ドな授業 でもよしとする こと、 「暗黙知」や感性 的な認識 を大切
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に し、実感 をともなった理解へ と導 くこと」が重要であると考 えてい る。

（5）PISA型 読解 力と表現学習

1） 「熟考 ・評価 」 と表現 学習

教科書 のテ キス トとサ ブテ キス トを 「比較 」す る学習は、 これ を表現領域の学習 につ

なげて い くことに よって さらに強固な もの とな る。児童 生徒 の意識 を言葉に置 き換 え、

相手 に理解 して もらうために表現 を工夫す る。 ここにメ タ思考が存在す る。 メタ思考は

テキス トの読解 よ りも表現 の学習 において育成 され る。 表現の学習の活 動 としては、意

見文 ・レポー ト ・新 聞の作成 、プ レゼ ンテー シ ョンポス ターセ ッシ ョン ・パネルデ ィス

カ ッシ ョン、クイ ズな どがあ る。児童 生徒のPISA型 読解力 「熟考 ・評価」 を高 めてい く

ためには、理解領域 と表現領域 とを結びつ ける教材 、授業の開発が必要になって くる。

2）PlSA型 読解力を高める表現学習の方法 

① 教師に負担をかけない表現指導の方法

表現領域の書 く学習では、教師は子 どもの作 品を読み 、 コメン トを書 き、添削す るこ

とに多大 なる労力がかか る。 この ことが表現指導 のネ ックになってい る。筆者 は表現学

習 の指導 では、構 成の指 導にポイ ン トがある と考 えている。 これは話 し方の学習で も同

様 である。構成の あ り方が適切 でないまま、子 どもが レポー ト ・作文 を書いて も、その

後 い くら添削 して もよい作品はできないか らで ある。 また、すべて表現の学習 を書 く学

習に限定 しないで、プ レゼ ンテーシ ョンやパネル デ ィスカ ッシ ョンに したほ うが効果 的

であ る。 プ レゼ ンテーシ ョンやパネルデ ィスカ ッシ ョンのほ うが教師の負 担が少ないか

らである。 しかも、授 業 自体 も盛 り上が り、児童 生徒 の学習意欲 も高 まる。 ただ し、プ

レゼ ンテー シ ョンの学習において も、構成 の指 導だけは十分 に してお く必要が ある。構

成 の指導 で、プ レゼ ンテー シ ョンの内容 が決 まって くるか らである。筆者は表現指導の

具体的なポイ ン トを次の よ うに考 えてい る。
・	 レポー トの学習 において は、テーマの絞 り方 を教 える必要 がある。
・	 レポー トの作成 にあた っては、要約 の技術 、要約 ・引用 と自分 の意見 とを区別す る

ことを教 える必要が ある。 多 くの児 童生徒 は百科事典 の丸写 しを して しまい、書かれ

てい る情報 を 自分の言葉で要約す ることができない。 また、要約 ・引用 と自分の意見

とを区別 して述べ ることもで きない。
・	 レポー ト ・意見文な どの学習においては、文 章構成 の方法 を指導す る必要が ある。

プ レゼ ンテー シ ョンの学習 も同様 である。 

② 表現学習のあ り方 と 「リア リスティックな授業の環境構成」

表現学習 では、学習の成果 をプ レゼ ンテー シ ョンす る時間 を設定 してお くこ とが効果

的であ る。学習 は 「自分の内面にあるものを外に向かって表現 し、その表現 を第三者が受

け止 め、その反応 が児童生徒 にフィー ドバ ックされ ることによって成立す る」 と筆者 は考

えてい る。 この フィー ドバ ックが あってこそ、児童生徒 は 自分が今行 っている学習の意味

をつかまえることができる。 しか も、この フィー ドバ ックが教室の外の人の評価 （社会的

評価）であれば、児童生徒 の学習意欲 はさ らに高 まる。 こうした ことは 日常現実社会 にお

いてはふつ うに行 われてい ることである。 しか し、授業では、 こ うした ことはなかなか行

われ ない。どうしても授業 は現実社会か ら遊離 した特殊な空間になって しまいがちである。

したがって、授 業をで きるだけ 日常現実社会 と同 じような空間 に環境構成する必要がある。

つま り、 「児童生徒 が 自己を表現 し、その表現が第三者 を経て、児童生徒 にフィー ドバ ッ

クされ るサイクル」を授業のなか に組 み込む ことが必要になって くるのである。筆者 はこ

れを 「リア リステ ィックな環境構成」 と呼んでい る。プ レゼ ンテー シ ョンの学習は、 こ う

したサイ クル を授 業のなかに導入で きる格好の方法 といえるであろ う。児童生徒の学習意

欲 も必然的に高まってい くであろ う。
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（12）『信濃毎 日新 聞』平成17年 ６月 ５日の記事よ り

（13）	 下 田好行 「第 ２章 学習 す る こ との 意 味 と児 童 生徒 の 学 習意 欲 の 喚起 」、研 究代 表 ：

小 田豊 、事 務局 統 括 ：下 田好行 、平 成16年 度 文 部 科 学省 委 嘱研 究 報 告 書 『学 習 内容 と

日常 生活 との 関連 性 の研 究 －学習 内容 と 日常生活 、産 業 ・社 会 ・人 間 とに関連 した題 材

の 開発 －』 、平成17年 ３月 、pp13-28、 （文部 科 学 省 「確 か な学 力」 の ホー ムペ ー ジ、

７月 ９ 日付 け）http：//www．mext．go．jp/a_menu/shotou/gakuryoku/siryo/05070801．htm

（14） 桑原 隆 『ホ ール ・ラ ンゲー ジ』 国土 社 、平 成14年 、p116

（15）	 ジ ョン ・Ｐ ・ミラー 『ホ リス テ ィ ック教育 －い の ちの つ な が りを求 めて －』 吉 田敦

彦 ・中川 吉 晴 ・手 塚郁 恵 訳 、 春秋 社 、1994年 、 ｐ ８

（16） ジ ョ ン ・ Ｐ ・ ミ ラ ー 、 同 上 、 ｐ ４

（17）Ｍ ． ポ ラニ ー 『暗 黙 知 の次 元 』紀 伊 国屋 書 店 、1980、 に詳 しい。

（国立教育政策研究所 下田 好行）
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第 ３部 第 １章 第 ２節

PISA型 読解力を育成する授業

アンケー トを解釈 し、意見 をもつ指導の試み

１ 授業実践のポイン ト

身近な問題 を取 り上げてア ンケー トを実施 し、意見をもち表現す る単元は多い。しか し、

児童 はアンケー ト問題を作成、実施 し、集計する作業 は集 中 して行 うが、そ こで満足 して

しまいがちである。そ して、集計結果 を羅列 したものを意見だ と勘違い している。

集計結果 と意見は違 うとい うことや、同 じ結果か ら違 った解釈 がで き、異なる意見 を主

張できることを意識 している児童は少ない。

そこで、サブテキス トを用い集計結果か ら意見が何種類 もできることや、反対の意見 も

主張できることを指導 した。また、違 うま とめ方 をす る と別 の意見 も主張できることを意

識 させた。そ して、生活を見つ めたアンケー トを児童 の問題意識 か ら作成、実施 し、解釈

して意見をもつ ことにつなげてい きたい と考 えた。

２ 能力観との関連

（1）「キー ・コ ン ピテ ン シー」 との 関 連

・ 相互作用的に道具 を用い る （Ａ言語、記号、文書を相互作用的に用い る）

（2）PISA型読解 力との関連

教科書には調べ ることの決め方か らは じま り、アンケー トをとって報告文にまとめるま

でのプ ロセスが詳 しく書かれている。 しか し、そのプ ロセス一つ一つを丁寧 に押 さえてい

たのでは配 当時間内に報告文を作成す ることは無理である。そ こで、単元で伸ばす言語能

力を焦点化す る必要がある。

今 回は、アンケー トか ら情報を引 き出 し、PISA型 読解力の非連続型テキス トを解釈す る

力を伸ばす ことを中心に考 えた。そこで、教科書 と別の視点のアンケー ト （非連続型テキ

ス ト）をサブテキス トとして与 え、解釈 の し方を指導 した。そ して、教科書 と比較 し、教

科書 を深 く理解 させ よ うとした。その ことにより、非連続型テキス トを解釈 し意見 をもつ

能力 を高めてい こ うと考 えた。また、意見 をポス ターセ ッシ ョンで簡潔に表現することで

思考力を高めよ うとした。

つま り、PISA型 読解力 を高める指導 として、 「読解力向上 に関す る指導資料」の 「目的

に応 じて理解 し、解釈す る能力の育成」 「自分の感 じた ことや考 えた ことを簡潔 に表現す

る能力の育成」をねらい としてい る。特に、本稿では前者 のほ うを主 として紹介 した。

３ 「キー ・コンピテ ンシー」を育成する学習

この実践は、長谷川が担任 している館林市立第五小学校の ４年生27名 で2007年 ６月に

行 った ものである。

（1） 「キー ・コンピテ ンシー」 を育成する学習の単元計画

アンケー トは、対象が他学級な ど多様であるため、休み時間に実施 した （１時間減）。

アンケー トか ら、伝 えたい意見 をもつ ことは大切である。そこで、発展的学習で開発 し

た教材 を通 し、アンケー トの集計結果か ら意見をもつ ことを指導 した	 （３時間）。

表現活動では、間食 アンケー トを使った授業を実施 したことに よりアンケー ト結果の集
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計や分析などの活動時間が効率化 した （４時間減）。 また、 自分の意見が分か りやすかっ

たかを確 かめるために、報告文か らポスターセ ッシ ョンに言語活動 を変更 した。 この こと

で、記述に関わる時間が短縮 した （２時間減）。

したがって指導 内容 は、 「書 くこと」のほかに、 「話す こと ・聞 くこと」を加 えた。全体

の指導時間は15時 間扱い を11時 間扱い とした。

表 １ 単元計画 （全11時 間）

次数 時間 活動内容

第 １次 第 １時 ・自分の生活 を見つ めて疑問に思ったことや知 りたい

教科書教材 ことを話 し合 う。 「生活 を見つ めて」を読み、間食

アンケー トを追求す ることにす る。

第 ２次 第 ２時 ・間食ア ンケー トの結果 か ら、取 り出すデー タが変わ

サブテキス ト （本 時） る と違 う意見が主張で きることや、結果のま とめ方

2007年 ６月 ８日 を変える と強調 され るものが違 うことに気づ く。

第 ３ ・４時 ・生活 を見つ めた話題 を決 める （班）。ア ンケー トや

取材す る内容 を決 定 し、アンケー ト用紙 を作成する

第 ５時 （班）。

（本 時） ・アンケー ト結果の集計 と取材内容 を分析 し、数種類

2007年 ６月18日 の意見を考える （班）。その中か ら自分の伝 えたい

意見の中心 をはっきりもつ。 （個人）

第 ３次 第 ６時 ・意見 をわか りやす く正 しく伝 え るた めに、見 出し、

表現活動 表や図な どの効果的な使 い方を考 える。

（ポスターセ 第 ７ ・８時 ・見出 し、表や図、イ ラス トを入れ、ポスター を作成

ッシ ョン） 第 ９ ・10時 す る。

第11時 ・発 表原稿 を作成 し、ポス ターセ ッシ ョンで話す練習

をする。
・ポスターセ ッシ ョンで 自分の意見を説 明す る。 自分

の意見が正 しく伝 わったかを聞 き手 に確認する。

（2）授業時間の生みだ し

光村 図書 ４年 「調べた ことを知 らせ よ う 『生活 を見つ めて』15時 間扱い」 を表 １の単

元計画に沿って実践 した。

（3） 「キー ・コンピテ ンシー」を育成す る教材の紹介

間食 の有無や内容、長所、短所な どについて、事前にアンケー トを実施 （学級活動） し、

提示する。アンケー ト結果か ら意見をもつ こ とで、非連続型テキス トから自分に必要な情

報 を取 り出し、解釈す る力 を伸 ばす ことができる と考 えた （表 ２参照）。
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表 ２ サ ブテキス ト 間食アンケー ト結果

分

４ 非連続型テキス トをどう読み取るかの授業

（1） 本時のね らい

アンケー トか ら意見を主張するために、必要な情報 を取 り出 し方、説明の し方がわか る。

（2） 準備 アンケー ト資料 （掲示用）

（3） 本時の流れ （11時間扱いの ２時間 目）

表 ３ 本時の展開


学習活動 教師の指導 ・助言 指導上の留意点


１ 学習課題をつかむ。 学習課題

アンケー トの結果から、資料を選んで、意見を説明しよう。

２ 必要な資料を選び、 発問 １「間食はよいものだ とい ・ 情報の選択力を伸ばすために、賛成 20

意見を説明する。 う意見を言いたい人が だとす る立場を最初に示 し、その意

います。何番のデータ 見を主張するのに必要な資料を選び

を使 うと、どんな意見 説明す るように助言する。

が言えますか」 ・ 資料を使って意見を説明するとき

発問２「間食は悪いものだとい は、考えた順序に沿っで筋道を立て

う意見を言いたい人が て話す ように助言する。

います。何番のデータ ・反対の立場の意見を同じ資料を使っ

を使 うと、どんな意見 て説明できることを意識 させ るため

が言えますか」 に、児童の発表の後、悪いで使った

資料番号と、よいで使った資料番号

を比較 させ る。 

時

間

３

分

－543－



３ 資料のまとめ方 と 発問３「どんなま とめ方をす る ・ 間食アンケー トで考えさせた後に、 15

意見との関係を考え と、もっと違った意見 教科書の 「読書調査の結果」で、種 分

る。 が言えると思います 類 をそのまま示すのと、物語 とそれ

か」 以外とい うまとめ方にす る、との違

いを確認する。 

４ 授業を振 り返 り、分 指 示 「分 か っ た こ とを ノー ト ・授業を振 り返 り、どのような力が付 ７

かったことや感想を に ま とめ ま し ょ う」 いたかを意識させるために、 １時間 分

書く。 の授業で分かったことや考えたこと

を簡単にノー トに書かせ る。

「飲

1）	 １つのデータを２つの視点か ら見る

発 問 １ （表 ３参照）をした ところ、Ａ子は、 「私は、⑤のデー タを使 います。⑤か らは、

間食 のよい ところ として 『おい しい』 とい う意見 をもっている人が多いとい うことが分か

ります。③ を見ても、おい しい ものをみんなが食べてい ると思います。おい しい と、楽 し

くなる。楽 しい気分になると優 しくなるか ら間食がよい とい う意見にな ります」 とい うよ

うに ２つのデータを使 って説 明できた。 Ｂ男は、① と④ を使い、①か らクラスのみんなが

間食 を食べてい ること、④か らその間食 はお母 さんが用意 していることとい う情報 を取 り

出 した。そ して、お母 さんは子 どもにとって間食は必要な ものだ と思っているか ら用意す

るとい う意見 を発表 していた。

次 に、発問 ２で反対の立場の意見 を主張す ることを伝 えた。児童は最初の発 問 と反対 と

い うことで戸惑っていたが、何人かの発表 を聞 くと要領 を得て、悪い とい う意見のほ うが

活発 な発表 になった。 Ｃ子は、⑥か らむ し歯 になること、①か ら間食はみんなが食べてい

ることを取 り上げ、だか ら４年 １組 はむ し歯の人が多い とい う事実 を付 け足 して、む し歯

にな らないた めに も間食 はい らない とい う意見にま とめていた。 Ｄ男は、③ から間食は甘

い ものが多い こと、⑥ か ら間食で太 ることを取 り上げ、甘いものをた くさん食べるか ら太

る、太 るか ら悪い とい う意見を発表 した。その後、同 じ①や③のデータをよいとい う意見

にも、悪い とい う意見にも、根拠 として使 っていたこ とを確認 した。

2） 集計の し方 と意見の違い

発 問 ３で、アンケー トのま とめ方 を変 えて、違 うわけ方 をすることによって、意見が変

わった り分か りやす くなった りす ることを考えさせた。す ると、 Ｄ男の 「③の表を 『甘い

もの と甘 くない もの』 に分けて結果 をま とめるといいと思います。甘いものを食べている

人が多い とむ し歯や太 るとい うことが分か りやす くなると思います」 とい う意見や、

み物 と食べ るもの」 「作 るもの と買 って くるもの」に分けるとい う考えが出て きた。

ア ンケー トの結果 を全部 出すのではなく、 自分の意見 に合 わせて提示す ることによって

意見が分 か りやす くなることや、集計の し方を変えることによって違 った意見 も説明でき

るこ とはサブテキス トだけでな く、教科書 を使 って確認 した。教科書 と比較 したことで、

テーマが間食か ら読書 になった。児童か ら 「伝 える目的や伝 えたい事 を変 えるために、ま

とめ方 を変 えるんだ」 「アンケー トのま とめ方 は、集計す るときに決 めるんだね」な どと

い う呟 きが出た。教科書を見直 したことで集 計の し方の理解が深まっていた。

3） サ ブテキス トを利用 したことの効果

授業の最後 に、 「分かった こと」を振 り返 るように指示す る と、 「教科書にある読書生

活 について調べた ことよ り、間食 については 自分たちのアンケー トだったので考 えやすか

った」 とい う身近な問題か ら考えたのがよかった とい う意見があった。 これは、自分たち

のアンケー トをサブテキス トとして与えた ことが よかった とい うことだと考 える。 国語の

教科書に唐突に出てきた問題では、児童 にと り必然性は どこにもない。 しか し、自分の身
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近な問題 だと児童の学習意欲 は高ま り真剣 に考 えるとい うことだ。また、 「同 じ表 を使 っ

て、反対の意見が言 えることにお どろいた」 「ア ンケー トの結果 と意見はちが うとい うこ

とが分かった」 とい う感想を書いていた児童が多かった。 この ことか ら、非連続型テキス

トか ら自分の立場 に合 う必要な情報の取 り出 し方や、解釈 の し方は理解できたと考 える。

5非 連続型テキス トから熟考 ・評価を育成する授業

（1） 本時のね らい

自分たちの集計結果か ら意見を考 えることができる。

（2） 準備 各班のアンケー トの集計表

（3） 展開	 （11時間扱いの ５時間 目）

自分たちの生活 を見つめて、追求 したいテーマを決め、アンケー ト調査 を作成 し、実施

した。そ して、ポスターセ ッシ ョンに向け自分たちの集計結果を解釈す る活動を行った。

ここでは、一班の集計結果 を解釈す る活動 を紹介する。 この班は、 「野菜や魚 を食べな

さい」 と大人 にいつ も言われ る し、大人 は食べているので、大人 になると好 きなものが変

わるのだろ うと考えてアンケー トを とった班 である。 ところが、ア ンケー トを集計す ると

大人 も子 どもも好 きな ものは同 じだった （図 １参照）。

各班 とも、集計結果 をそのまま意見に してはいけないとい う意識 をもって話 し合ってい

た。一班のよ うに、教科書を参考に し、集計結果の解釈 のためにさらにインタビューを し

ていた班 もあった （表 ４参照）。 しか し、児童だけでは意見をもつ ことは難 しく、 うま く説

明できず に悩んで しまい、教師 とともに考 えることもあった。 アンケー トを取 ろうと思 っ

たきっかけをはっき りもっていない班や予想 と異なる結果が出た班では、集計結果 を解釈

するときに、生活 を見つ めた疑問点に戻ったア ドバイスが話 し合いを深める上で効果があ

った。 この話 し合 いが、熟考 ・評価 を育成 し一人一人の児童 に意見を もたせ ていた。

表現活動で意見をま とめるときは、集計結果 を話 し合 い 自分たちの伝 えたい意見がはっ

きりしていたので、教科書の書 き方 を参考 にし、短時間で書 き上 げていた （資料 １）。 そ

れは、班で話 し合 い意見をもっていたことと、ポスターを先 に作成 したことにより自分 の

伝 えよ うとす る意見がま とまっていたためだ と考 えられる。

自分たちのアンケー トの集計結果から意見を考えよう

表 ４ 一班の話 し合いの様子

発問 ・指示 児童の学習の実際 時間

発問 「今 日は自分たちの班の意 学習課題 ３分

見を考えま しよう」

指示 「集計結果をまず表に して １ 集計結果から意見をもつ話 し合いの様子 15分

みましょう。表を見なが Ｂ男 ：先生もお菓子や果物が一位 と二位だよ。

ら自分たちの予想と比 Ｇ男 ：二位 と三位が入れ替わるだけで変わらないね。

較 して意見を考えま し Ｂ男 ：予想 と違 うけど、好きなものは先生 もぼくたちも変わら

ょう」 ないとい う意見を伝えることでいいのかな。

助言 「先生方 もみんなも同 じも Ｅ子 ：この前、先生が出張のとき教頭先生が給食に来て、たく

のが好きなのですね。で さん魚や野菜が残っでいるのを見て、もっと食べなさい

も、どうしてこの班は先 と言ったか ら。

生に好きなものを聞き Ｈ子 ：教頭先生はいっぱい食べでいたし、きっと大人になると

に行 くことにしたのだ 好きなものが変わると思ったから聞いてみようとい うこ

っけ」 とになったの。

助言 「大人になっても好きなも Ｂ男 ：家のお母 さんも野菜を食べなさいといつも言ってるし。
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のは変 らないのに、野菜

や魚を食べなさいと子

どもに話す とい うこと

ですね」

助言 「私たちは、好きなものだ

けを食べていればよい

ということではないよ

ね。食べ物は生きていく

のに必要な栄養 を取 り

入れることですね」

図 １ Ｇ男の作ったポスター

Ｇ男 ：どうしてなのかな。意地悪で言ってるわけじゃないよね。

この後、教科書を参考にし、先生に 「なぜお菓子が好きなの

か」をインタビューに行 くことに した。

２ イ ンタ ビ ュー 10分

３ インタビュー後の話 し合いの様子 17分

Ｅ 子 ：イ ン タ ビ ュー した ら、 もっ と分 か らな い よ。 好 き な理 由

も私 た ち と同 じだ っ た よ。

Ｇ男 ：あ、そ うか。栄養があるから大人は食べなさいと言 うん

だね。

Ｈ 子 ：好 き、 嫌 い で い っ て い た わ け じゃ な い ん だ。

Ｂ男 ：分かった。意見が決まったね。

意見のまとめ方が分かると、それぞれポスターの作成を始め

た。ポスターは、栄養が大事だとい う意見を大きく取り上げた

児童と、お菓子が好きだとい うことを取 り上げた児童に分かれ

ていた。

先

生
や
親
は
野
菜
や
魚
を
食

べ
な
さ

い
と
よ

く

い
い
ま
す
。

で
も
、

子
ど
も

の
す
き
な
も

の
は
肉

や
お
菓

子

で
す
。
大

人
に
な

る
と
好
き
な
も

の
が
変

わ

る

の
か
な
、

と
思

い
好
き
な
食

べ
物
を

「お

か
し
、
く
だ
も

の
、
肉
、
野
菜
」

の
中

か
ら
選
ぶ

ア

ン
ケ
ー

ト

を
し
ま
し
た
。

結
果

は
、
先
生
も
お
菓

子
で
し
た
。
な

ん
と
、
好

き
な
も

の
は
ぼ

く
た
ち
と
変
わ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

お
菓

子
を
選

ん
だ
理
由
を

イ
ン
タ

ビ

ュ
ー

し

て
み
る
と

「お

い
し

い
か
ら
」

「お
な

か
が
す

い
た
と
き

に

食

べ
る
か
ら
」
と

い
う

こ
と

で
、
ぼ

く
た
ち

の
ク
ラ

ス
の
間
食

ア

ン
ケ
ー
ト

の
結
果
と
ま

っ
た
く
同

じ
で
し

た
。自

分
も
好
き

で
は
な

い
の
に
、
子
ど
も
に
は

「野
菜

や
魚

を
食

べ
な
さ

い
」
と
な
ぜ
言
う

の
で
し

ょ
う
か
。

ぼ
く
た
ち
は

そ
の
理
由
を
話

し
合

い
ま

し
た
。

き

っ
と
、
栄
養

を
考

え

て
話
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
と

い
う

こ

と

に
な

り
ま

し
た
。
大

人
に
な

る
と
好
き
き
ら

い
で
は
な

く
、
栄
養

を
考

え

て
い
る

の
だ
と
思

い
ま

し
た
。

資料 １ Ｇ男のポスターセ ッションの意見
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６	 児童の感想 とPISA型 読解力の解釈

（1） 児童の感想 （単元終了時）

・	 班のアンケー トの結果予想 は、先生は魚や野菜が好 きだろ うとい うこ とで した。


でも、集計 してみた ら、予想 とまった くちがっていて、 どうい う意見 を伝 えた らいい


のかなやんで しまいま した。インタビュー しても、クラスでやった間食 アンケー トの結

果 と同 じで、まよっていた ら、先生か らア ドバイスをもらい、意見をまとめま した。 ア

ンケー ト結果を説明す るのはむず しい と思いま した。 （Ｇ男）

・	 アンケー ト結果 を一位か らじゅんばんに書 くのは、意見ではない とい うことが分か り

ま した。意見は考 えたことです。 （Ｅ子）
・	 調べて分かった ことを知 らせ る文章にす るよりも、ポスターや発表げん こ うにす るほ

うが書 きやすかった。ポスターの見出 しを、発表げんこ うの意見にすればいい と思 った。

それに、みんな と話 し合っていたので、いつもよ り大きな声でポスターセ ッシ ョンで話

せた。 （Ａ子）

・	 発表げん こ うに書 くときは、意見を話 し合っていたので、書 きやすかった。調べたこ

と、分かったこと、伝 えたい意見、の じゅんに書けばいい とい うの もかんたんだった。

（Ｄ男）

（2）PlSA型 読解力の解釈

今回の実践では、アンケー トを解釈 し意見をもつことを、間食ア ンケー トと自分たちの

生活 を見つめた問題意識か ら作成 したアンケー トで ２回考 えさせた。 Ｅ子のよ うに、アン

ケー ト結果 と意見は違 うものである と児童 に意識 され、同様の意見が27名 中18名 の児童

の単元末の感想の中に見 られた。

しか し、Ｇ男のよ うに結果 を説 明するのが難 しかった とい う感想 も見 られた。今回の実

践は、アンケー トの項 目が一つだ ったので、調べ よ うとした 目的にあったアンケー ト項 目

でなかった班や項 目が足 りなかった班もあ り、解釈が より難 しくなった と考え られ る。児

童の難 しい と感 じなが らも何 とか意見を見つけよ うとしていた様子 は、教科書 に戻 って手

立てを探す姿や 、イ ンタ ビュー に行 った り、アンケー トを取 り直 した りする姿に出ていた。

班での話合いを何回かもち、27名中25名 の児童は 自力で意見をま とめることができていた。

以上のことか ら、非連続型テキス トである間食アンケー トと自分たちの生活を見つめたア

ンケー トを使 った ことで、非連続型テキス トを解釈す る力や熟考 ・評価 し意見 をもつ能力

が育成できた と解釈 した。

また、意見を表現す る上で、ポスターセ ッションを取 り入れた ことは、Ａ子 のよ うに書

きやすい とい う意見があった。それは、ポスター作成 によって伝 えたい意見を見出 しなど

ではっき りさせた ことや、表や グラフを書きなが ら意見 をま とめることができたか らだ と

考 える。ポスターの作成で一度簡潔に表現 した意見を発表原稿で文章化す るのは短 時間で

全員がで きていた。表現す るときに、Ｄ男のよ うに、伝 えたい意見を話 し合ったことの順

番に書 けばいい とい う感想 をもった児童 も多かった。 この ことよ り、ポスターセ ッシ ョン

の発表原稿 を簡潔 に表現す る能力が育成できたと解釈 した。

さらに、アンケー ト結果か ら意見を出 し合 ったので、ポスターセ ッシ ョンの とき堂々 と

話ができた とい う感想 もあ り、 自分の考 えを話 し合いによ りしっか りもてた ことが、意見

を簡潔 に話す表現で も効果があったと考 える。

（館林市立第五小学校 長谷川 純子）
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第 ３部 第 １章 第 ３節

非連続型テキス トの読み取 りを表現につなげる教材開発
「文 化 」 に つ い ての 投 稿 原 稿 づ く り を通 して

１ 授 業実践 のポ イ ン ト

PISA型 読解力 が 叫ばれ て か ら、非連続 型 テ キス トに注 目す るこ とは多 くな ったが 、従

来 の授 業 で、 写真や 図表 を基 に 自分 の考 え を表 現す るこ とが少 なか った よ うに考 え る。

しか しなが ら、生徒 た ちの身 の 回 りには 、 ポス ターや看 板 をは じめ 、視 覚 に訴 え る もの

はた く さん あ る。教 科書 教材 の説 明的 な文 章 に も写真や 図表 に よっ て、読 み取 りが深 ま

る ことは大い にあ る。 本授 業 では 、非連続 型 テ キス トに視 点 をあて た実践 で あ る。

教 科書 本文 では 写真や 図表 を中心 に読み 取 りをす る。 次 に、各 国 の食 卓 の写真 を提 示

す る。 生徒 はそれ らを比 較 し、文 化 の違 い に気 付 き、食 文化 に 限 らず 、言 葉や 衣装 、生

活 習慣 な どに考 えを広 げ る。

そ して、表 現活 動 として 自分 な りの文化 論 を表 現 させ た。 目的意識 を よ り明確 に させ

るこ とで、生 徒 のモチベ ー シ ョンが 高 ま るので はない か と考 え、地 元新 聞 に投 稿 しよ う

とい う課 題 を与 えた。各 自の意 見文 は 、意 見交流 会 を通 して、 ア ドバイ ス を し合 いな が

ら推敲 させ る。伝 える相 手は 自分 の知 らな いた くさんの読者 で あ るの で、特 に具体 的 な

例 につ いて は、 日常生活 に根 付 き、分 か りや す い もので あ る こ とに意識 させ る。

こ うい った投稿 原稿 づ く りを通 して 、非連続 型 テ キス トの読 み取 りを表現活 動 につ な

げ る教材 開発 を行 っ た。

２ 能力観との関連

（1） 「キ ー ・コ ン ピ テ ン シ ー 」 との 関 連

・ 相 互作用 的 に道 具 を用 い る （Ａ言語 、記 号 、文 書 を相 互作 用的 に用 い る）

（2）PISA型	 読 解 力 の 関 連

PISA型 読解 力 を高 め るた めに、教 科書 教材 で は、写真 や 図表 を利 用 しなが ら読 み取 りを

行 い、そ の後、複 数 の写真 か ら自分 な りの文 化 につ いて考 え、新 聞に投 書す る原稿 を書 く

（表 現活動） とい う単 元計画 を考 えた。

PISA型 読 解力 を高 め る指 導 と して 、 「読 解 力 向上 に 関す る指導 資料 」 の 「テ キ ス トを利

用 して 自分 の考 えを表現 す る能 力 」や 、 「自分 の感 じた こ とや考 えた こ とを簡潔 に表 現す

る能 力」 を養 う。

3「 キ ー ・コ ン ピテ ン シ ー 」 を育 成 す る学 習

この実践 は、 平成19年 ５月 に ９時 間計 画で行 った。授 業 を行 った学 校 は、桐 生市 立境野

中学校 で 、研 究 の対象 とした学年 は第 ２学年 、男子60名 、女 子45名 、 （計105名 ） であ る。

（1） 「キ ー ・コ ン ピテ ン シー 」 を 育 成 す る 学 習 の 単 元 計 画

1） 第 １次 【教 科書 教材 】 （光村 図書 国語 ２ 「文化 を伝 えるチ ンパ ン ジー 」）
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第 １時 ・全 文 （で きれ ば教 科 書 を使 わず に本 文 のみ のプ リン トを用 意） を通読 し、 キ

ー ワー ドをお さえ なが ら、学習 の見 通 しを もつ。

第 ２時 ・キ ー ワ ー ドや 段 落 の は じめ の言 葉 に 注 目 して 、 文 章 構 成 （は じめ ・な か ・終

わ り） を と ら え る。

第 ３時 ・教 科書 の写真 と図表 に注 目し、大 まか に 内容 を と らえ、 写真や 図表 が文章 の

読 み取 りに効 果 が ある こ とを知 る。

第 ４時 ・「ヨ」 が コ ミ ュ ニ テ ィ Ｂの 出 身 で あ る理 由 を 、 図 表 （種 割 り表 ） を 使 っ て 説

明 し、 筆 者 の 主 張 を ま とめ る。

2） 第 ２次	 【発 展的 な学習 】

第 ５時 〔本 時 〕・ワー ク シー ト① を用 い 、各 国の食 卓 の 写真 か ら、食 文化 の違 いや違 い

が出 る理 由につ い て話 し合 う。

第 ６時	 ・自分 の身近 な ところで 、文化 （の違 い） を感 じるこ とはな いか を考 える。 ま

た、 文化 の違 い は善 し悪 しを考 え る。

3） 第 ３次 【表 現活 動 （書 くこ と）】

第	 ７時 テ ー マ を絞 り、 自分 の 考 え を ま とめ る

・今 ま で の授 業 を 参 考 に 、 テ ー マ （自分 が 身 近 に感 じ られ る文 化 ） を絞 り込 み 、

「主 張 」 と 「具 体 的 な 例 」 を 考 え る。

・４ ０ ０字 以 内 で 書 き 、 「頭 括 型 」 の 文 章 にす る。 （パ ソ コ ン使 用 ）


第 ８時 グル ー プで批評 会 をす る


・新 聞 を読 む人 の立場 にな って 、 グルー プ内の原 稿 をそれ ぞれ読 む。

・具 体的 なア ドバイ ス を付箋紙 に書い て交換 し合 う。

第 ９時	 原 稿 の清 書 をす る

・ア ドバ イ スを参 考 に しなが ら、原稿 を完 成 させ る。原 稿 は新 聞社 に送 付す る。

（2） 授 業時 間の 生み 出 し

「光 村 図書 国語 ２」 の 「文化 を伝 え るチ ンパ ン ジー」 は ５時 間扱 い であ るが、写真 や

図表 を利 用 しての読 み取 りに絞 り込 み、 ４時 間 に縮 める。 時間 は縮 めた が、写真 や 図表 に

注 目させ た読み をす る ことで、 サブ テキ ス トの読解 や表 現活 動 をス ムー スに させ る。 ここ

で生み 出 した １時 間は発 展 的な学 習 （サ ブテ キス トの読解 ） の時 間 にあ てる。 残 りの ４時

間につ い て は、 同教 科 書 に あ る 「提案 の しかた を工 夫 しよ う （６時間扱 い ）」や 「根 拠 を

明 らか に して 書 こ う （５時 間扱 い ）」 の 中 で 、 スキル 学 習 （「提案 をす るた めに は 、 目的

意識 ・相 手意識 を考 えてい く必 要 が あ る」 「根 拠 を 明 らか にす るた め には、 具体 的 な事例

を あげて い く必 要 があ る」等 の学 習） と しての 時間 と して効果 的 に使 ってい きたい。

（3）	 「キ ー ・コ ン ピテ ン シ ー 」 を 育 成 す る教 材 の 紹 介

「文化」 をキー ワー ドに して い る説 明 的な文 章 は、教科 書 の 中で多 く扱 われ てい る。 し

か し、 「文化 」 といっ て も意 味が広 す ぎて しま い、学 問 ・芸術 ・道 徳 ・生活 習慣 な どの よ

うにテ ーマ を絞 らない と、抽象 的 な理解 に終 わって しま う。 そ こで、 日常生 活の 中か らイ

メー ジ させ た い と考 え、『地 球の食 卓 －世 界24か 国 の家族 の ごはん （TOTO出 版 ）』 を

提 示 した。 これ は 、24カ 国30家 族 の １週 間分の食 料 品 の写真 と リス ト、各家庭 の レシ

ピ、食 の問題 を提 起す るエ ッセ イ な どが収録 され て い る本 であ る。 ワー クシー トには ４枚

の 写真 を選 んで載 せ た。 まず 、写真 （非 連続 型 テ キス ト） を見 比べ 、違 い を発 表 し、なぜ
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違 い が起 こるの か を考 える （第 ５時）。 そ して、食 文化 の他 に文化 の違 いが あ る のか 、違

いが あ るの は良 い こ となのか を考 える （第 ６時）。生徒 に とっ て 「食 文化 」は身 近 であ り、

日常生活 に結 び つ けた り発 展 させ た りしや す い。 そ うす る こ とは、文 化 の違 いや 伝 統や継

承 な どにつ いて 、 自分 の考 えを具 体 的 に表 現す る こ とにつ なが るの で はない か と考 えた。

国 語 ワー ク シー ト （「文 化 を伝 える チ ン パ ンジ ー 」 の 発 展 的 な 学 習 ）

「文 化 って 何 ？」

『世界 の食卓 －世界 ２４か国の 家族の ごはん － 』 （TOTO出 版 ） よ り

Ａグ ア テ マ ラ ：メ ン ドー サ さん 一 家 Ｂア メ リカ 合 衆 国 ：リー バ イ ス さん 一 家

Ｃ中 国 ：ツ ゥイ さん 一 家 Ｄオ － ス トラ リア ：ブラ ウ ン さん － 家

各家庭の １週間の食料費に対する食物の種類の割合

図 １ 授 業 で使 用 した ワーク シー ト①
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図 １の ワー クシー トの 図や表 か ら感 じた こ とや発 見 した こ とを書 き 、グルー プ に よる話

し合 い を行 い、 「文化 」 をキー ワー ドにマ ッピン グを行 い 、文化 につ い て考 えを広 げた。

（4） 教 材 開発 の工 夫点

1） 生 徒 のモチ ベー シ ョンを上 げる

表現活 動 とい うと、意 見文 （作 文） を書 く とい う学習 が多 く行 われ るが、 目的意識 や相

手 意識 が 明確 に指示 され てい ない 場合 が 多い の で はな いだ ろ うか。 「文 化 に対 して の考 え

を書 こ う ！」 と指 示 され て も、生徒 は戸惑 っ て しま う。イ メー ジがわ かな いので あ ろ う。

この場合 、 自分 の文 化 に対す る考 えを、 自分 の書い た原稿 を新 聞社 （読 者） の方 に読 んで

いた だ く とい う 目的 が 明確 で ある。 そ うな る と、生徒 のモチベ ー シ ョンは上 が るので はな

いだ ろ うか と考 え、新 聞投 稿原 稿 とい う活動 を取 り入れ た。

2）写真か らそれぞれの文化論へ

教科 書 の説 明的 な文 章 を学 習 した後 に、い く ら 「文化 」 に関す る内容 とはい え、い きな

り 「文化 に対す る 自分 な りの考 え を書 こ う」 と言 われ て も生徒 は戸惑 って しま う。 そ の壁

を越 え るた めに 、サ ブ テ キ ス トの 読解 が大 い に役 立 った よ うに考 え る。 第 ５時 で 、食 文

化 の違 い を示す 写真 か ら、文 化 の 違 いや 違 い が生 じる理 由 を考 え、食 文化 の他 の文 化 に

目を向 け る。 ここで、「マ ッピング」を行 い 、身 近 にた く さんの文 化 が ある こ とに気付 く。

た く さんの 文化 の違 い が 出 され た ところ で、 文化 の違 い が あ る こ との 善 し悪 しにつ いて

考 え る。 表 現活 動 で、 各 生徒 が 自分 の意 見 を もつ こ とが で き たの で は 、 これ らの学 習活

動 が あった か らで あ ろ う。

４	 非連続型テキス トか ら考 えを広げる授業

（1） 本時 のね らい

複 数 の写真 か ら違 い を見 付 け、違 う理 由を考 え る ことで、文化 に対 して 目を向 け、 自分

た ちの身 近 に も様 々 な文化 が あ るこ とに気 付 く。

（2）	 準 備

ワ ー ク シ ー ト① 、 教 科 書 、 掲 示 用 写 真 （ワ ー ク シ ー トに 載 せ た ４枚 の 写 真 を Ｂ ４サ

イ ズ に カ ラー コ ピー し て お く）

（3） 本 時の流れ （９時 間扱 い の ５時間 日）

発 問 ・指 示 ・板 書 生徒の学習の実際 時間

板書 「文化 って何 ？」 １ 食材 と文化 って関係あるの ？

（前時は、教科書本文のま とめの学習であったので、 ５分

指 示	 「これ か ら ワ ー ク シ ー トを 配 り い き な り 写 真 が 配 ら れ 、 今 日 は 何 を す る の だ ろ う と い

ま す 。 ま だ 何 も 書 か ず に よ く 見 て い う顔 。 「す ご い 量 の 肉 ！」 「こ の 食 べ 物 っ て ？」 等 の 声 ）

て く だ さ い 。」	 Ａ 男 「１ 日で 食 べ られ る食 料 」 （笑 ） 「無 理 だ よ ！」

発問 『何の写真 だと思いますか ？』 Ｂ 子 「家 庭 で 食 べ て い る 食 料 だ と 思 う け ど 、 ど の く ら


板書 「一週間の家族 の食料」 い か な ？」 「１か 月 ！」 「三 日 ！」 「１週 間 ！」


２	 どんな ことが分か るかな ？比較す るといいよ ！

発問	 「ワ－クシ－ トにある4枚 の写 （机間 指導 で、感想 のみ を書 いて いる生徒 ・４枚 の写 17分

真や下の表 を見 て、感 じた ことや発 真 を比 較 してい る生徒 ・日本 と写真 を比較 してい る生


見 した ことを書 いてみ ま しょう。」 徒 を確認 してお く）
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（黒 板 に カ ラ ー 版 を 貼 り 、 ワ ー ク シ

ー トで 見 に く い 生 徒 に は 自 由 に 見 に

来 させ る 。）

板書 （発表 を順次書いてい く）

指示 「日本 と比較 した ら、た くさん

の意見が 出てきたね。今 までの発表

で参考 にな るものが あった らワー ク

シ ー トに 付 け 加 え て お き ま し よ

う ！」

発問 「いろいろな違 いが出て きたね 。

これ って文化だよね」

発 問 「なぜ 、違 いが出て くるので し

ょう？」

（こ の 発 問 に 対 し て の 答 え は ワ ー ク

シ ー トに も記 入 し な い し、 板 書 も し

な い 。）

発 問 「ところで、 日本 はみ な同 じな

の ？」

板書 「食文化」← （発表 を 順次書 い

てい く）

発問 「文化の 中の 『食』 について話

を して きた けれ ど、『食』 以外 にも

私たちの身の 回 りに文化 と感 じられ

るものはな いで しょうか。 マ ッピン

グを してみ ましょう。」

Ｃ男 「こん なにい っぱいの食 材 を食 べて いるなん て驚

いた。 自分の家の量 も調べ てみたい。」

Ｄ子 「それぞれ の国 に よって食べ てい る ものが違 うこ

とが分 か ります。 知 らない食 べ物 もあ るので興味 があ

ります。」

Ｅ子 「肉を食べ ない 国が ある ことは何 とな く知 ってい

たけど、割合か らこんなにも違 うんだ と思い ま した。」

Ｆ男 「私 た ちは ファー ス トフー ドや加 工食 品なん て 当

た り前 と思 っていた けれ ど、ほ とん ど食べ てい ない国

もあるな と気付 きま した。」

（「本 当 だ ！」 「日 本 は ア メ リ カ や オ ー ス ト ラ リ ア に 近

い の か な 」 「日本 は こ ん な に 肉 や ピ ザ は 食 べ な い よ 」 な

ど と 「日本 」 の 話 に な っ た ら あ ち ら こ ち ら で 声 が … ）

３ 国 によって違いはある 日本国内だってある

Ｇ 子 「食 文 化 っ て 言 葉 が あ る 」 （「な る ほ ど ！こ こ で 文

化 に 結 び つ く の か ！」）

Ｈ男 「国が違 うのだか ら当た り前 だよ ！」

Ｉ子 「気候や 土地 が違 えば、育つ 食物 も違 うし、宗教

も違 うと思います。」（「肉を食 べない とかね」）

Ｊ子 「フ ァ ー ス トフ ー ド店 が な い 国 だ っ て あ る よ ！国

の 発 展 の 様 子 に も よ る よ ね 。」

Ｋ子 「日本 国 内だ って違 い ます よ ！関西 と関東 で は味

が違 うって聞 きます。」

Ｌ 男 「大 阪 は お 好 み 焼 き が お か ず だ っ て テ レ ビ で や っ

て い た よ ！」 （「俺 も 見 た こ と あ る よ ！」 「そ うそ う」）

Ｍ 男 「そ の 土 地 の 名 物 っ て あ る よ ね 。 桐 生 だ っ た ら ソ

ー ス カ ツ 丼 か な あ
。」 （「ソー ス カ ツ 丼 を 知 ら な い っ て い

う人 い る の ？」 な ど 、 食 べ 物 の 話 で 盛 り上 が る。）

４ 僕たちの身の回 りに も文化はあるよ ！

Ｎ 男 「言 葉 だ と思い ます 。群馬 に も桐生 に も独特 の方 10分

言 があ ります。」 （「～がん」 「かんます」な ど）

Ｏ子 「桐生 はお ひな様 を ４月 に飾 るけれ ど、 ３月 に飾

る ところ もあるって 聞いた こ とが ある。それ に、 夏の

お祭 りもそ の地 区 ご とに違 う日にや って いる。八木 節

だって桐生な らではの踊 りじゃない。」

Ｐ子 「違 うってい うな ら、部 活動 の応 援 の仕 方だ って

学校 ご とに違 うよ ！これ は文化 じゃないかなあ。」

Ｑ 男 「着 る も の は ？着 物 っ て 日 本 独 特 だ と思 い ま す 。 “

ふ ん ど し ” も か な 」 （笑 ）

５ 文化 は継承 され てい くの だ ！
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発 問 「前回の学 習を思 い出 して くだ （一斉に教科書 を開 き、ま とめの文章 を探 している。） ５分

さい。筆者 は文化 について何 と言 っ Ｒ子 「人 間には地域 ご とに異 なる文化 があ るけれ ど、

て いま したか。」	 不 変の ものでは な く、互 いに影響 され なが ら変容 して

発問 「この筆者 の考 えにみ ん なは ど い く。」

う思いますか ？」	 賛成 派 ・Ｓ子 「地域 ご とに異 なる文化 が あるって とこ

（本 時 で は 、 賛 成 ・反 対 の ど ち ら よ ろはその通 りだ と思 います。」

りか 程 度 に す る 。）	 反対 派 ・Ｔ男 「変容 って ところが教科書 の例 では納得

指 示 「次 回 は こ の こ と を 深 め て い き で きた けれ ど、今 日出てきた例 だ と説 明 しに くい と思

ま し ょ う ！」	 い ます。」

５ 根拠 を明確に して文章 を書 く授業

（1） 活 動のね らい

教科 書教材 の筆 者 の主 張や サブ テ キス トか ら得 た様 々な意 見 を も とに して、文 化 につい

ての 自分 な りの考 え を、根 拠 を 明確 に して相手 に分 か りや す い新 聞投 稿原稿 として書 く。

（2） 学 習の流 れ

・ 今 まで の授 業 を参 考 に、テー マ （自分 が身 近 に感 じられ る文化 ） を絞 り込む。

・ 「主 張」 と 「具体 的 な例 」 を考 え る。

・400字 以 内で書 き、 「頭 括型 」 の文章 にす る。 （パ ソコン を使 用す る）

・ 新 聞 を読 む人 の 立場 にな って、 グル ープ 内の原 稿 をそれ ぞれ 読む。

・ 具体 的 なア ドバイ ス を付 箋紙 に書 い て交換 し合 う。

・ 付箋 紙 に書 かれ てい る こ とで、分 か らない点や 補足 したい点 な ど、交流 し合 う

・ ア ドバイ ス を参考 に しなが ら、各 自の原稿 を完 成 させ る。

（3） 生 徒の 投稿 原稿

「守っていきたい方言」 境野中学校 ２年 Ｔ男

方 言 とい うと、意味がわか らな くて、発 声 もお か しく、標 準語 とか け離れてい る不思議 な言葉だ

と思っていま した。 しか し、私たちも、「かんます」や 「おっかける」といった方言 を使 っています。

なぜ使 うのか といえば、私 たちが使 いやす い言葉 だか らです。 地域の人た ちをつ なぐ温かい言葉だ

と思います。

国語の時間、方言 につ いて考 えま した。 日本は地理的に小 さい島国 です。それ にもかかわ らず、

私た ちの住む桐生 を含 め、多 くの方 言が存在 しています。人間 にそれ ぞれ個性 があるよ うに、 日本

に もそれ ぞれの地域の個性が ある と言 えるのではないで しょ うか。 そ う考 える と素晴 ら しい ことだ

と思い ませ んか。

最 近は、 自動車や電車等の交通網やイ ンターネ ッ トや テ レビ等の情報網が発達 し、標 準語 が普 及

してい るの で、特 に私 たち若 い世代 は方言 を使 わな くなって きてい ます。 しか し、地域な らではの


文化 を伝承 してい くことも大切 なのではないか と思い ます。


６ 生徒 の感想 とPISA型 読解 力の解 釈

（1） 生徒 の感想

・	 今 ま で教科 書 に載 って い る 図表や 写真 をな ん とな く見 て いた ん だ な と思 っ た。 じっ

く り図表 を見 た こ とで 筆者 の言 い た い こ とが わ か りや す くな った。 図表 を見 るだ け で
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文 章 の 内容 も予想 で きた。 図表 って 文 章 との つ なが りが深 いん だ な と思 った。 ま た、

文 化 につ い て 考 え る授 業 で は 、実 際 に写 真 で 見 て、 こん な に も国 に よっ て食 べ物 が違

うの か と驚 い た。 ４枚 の写 真 は 日本 以 外 の 国 だ った けれ ど、僕 た ち の 日本 の 生活 と比

べ てみ る と、 違 い が もっ とわか りや す くな った。 お も しろい 意 見 もた く さん 出 て きて

楽 しか った。 （Ａ男）

・	 文化 って ？ と聞 かれ て 、今 ま で は何 とな く しか答 え られ なか っ た。 だ け ど、文 化 は

私 た ち の身 近 な と ころ にた くさん あ るの だ と気 付 い た。 今 まで難 しく考 えて い たみ た

い だ っ た。 み ん な と話 し合 って 、食 材 の 写真 か ら、 食文 化 以 外 の た く さん の 文化 を考

え る こ とがで きた の はす ごい と思 った。原稿 を書 くの は大変 だ った け ど、「マ ッピン グ」

を見 なが ら ど うにか 書 けた。新 聞社 に送 るの は ドキ ドキす る け ど、完 成 した 時 は うれ

しか った。 （Ｂ子 ）

・	 写真 を見 た ときは 「食 べ物」 の話 だ と思 った。 けれ ど、最後 は違 った。気 付 いた こと

をた くさん書 くよ うに頑 張 った。み ん なの答 えを 聞いて 、 ものす ご く参考 にな った。 最

後 は方言 とかお 祭 りの話 に な って 、 文化 の こ とが 身近 に な った。 教 科 書 で 文化 につ い

ての説 明的 な文 章 を読 ん だ時 、 「な るほ ど」 と思 った。 けれ ど、身 近 な こ とが思 い浮 か

ぶ と、 ず っ と分 か りやす くなっ た。 最 後 の原 稿 作 りは難 しか った。 けれ ど、 だれ かが

読 ん で くれ る と思 うと うれ しい。 （Ｃ男）

（2） 生 徒の学 習意 欲

今 回の授 業 を実 践 し、 生徒 の学 習 の様 子 や授 業 後 の感 想 を通 して 、生 徒 が 変容 した と

思 われ る こ と （PISA型 読解 力） は次 の ２点 で あ る。

・写 真 や図表 を効 果 的に利 用 しよ うとす る

教科 書 には た く さん の 写真 や 図表 が 載 せ られ て い る。 第 １次 （教 科 書教 材） で、 写真

や 図表 を利 用 して筆者 の 主張 の 読み 取 りを行 っ た こ とで 、生 徒 た ちは 改 めて 写真 や 図表

の 良 さを実感 した よ うで あ る。 Ａ男 の 「図 表 を 見 た こ とで筆 者 の言 い たい こ とがわ か り

やす くな った。」の よ うな感 想 が 目立 った。 い か に、今 まで 写真 や 図表 （非連 続型 テ キス

ト） の読 み 取 りを して い なか った と痛 感 した。 第 ２次 で 写真 をサ ブ テ キス トと して使 用

した が、 第 １次 の学 習 を生 か して 、複 数 の 写 真 を様 々 な角 度 か ら見 る こ とが で きた。 Ａ

男 の 「自分 の生 活 と比較 す る と違 いが 見つ か っ た。」 や 、 Ｂ子 の 「食材 の写真 か ら、食 文

化 以 外 のた く さんの 文化 を考 え る こ とが で きた の は驚 いた。」 な どの感 想 か らも分 か るで

あ ろ う。 これ は 、 「テ キス トを利用 して 自分 の考 え を表現 す る能 力」 を育 て る こ とにつな

が ったで あろ うと考 え る。

・自分 の考 えを分 か りや す く伝 え よ うとす る

Ｂ子 の 「原 稿 を書 くのは 大変 だ った け ど、「マ ッピン グ」 を見な が ら ど うにか書 け た」、

Ｃ男 の 「最 後 の原 稿 作 りは難 しか った けれ ど、 だれ か が読 んで くれ る と思 うと、 緊 張 も

あ る け ど、や っぱ り うれ しい。」 とい っ た、前 向き に表 現 しよ うとす る感想 が多 か った。

第 ２次 で 、 自分 た ち の 身近 な文 化 を考 えた こ とで 、第 ３次 の表 現 活 動 （原 稿 作 り） に

ス ムー ス に入 れ た と思 う。 また 、 「文化 」 とい う抽 象 的 な レベ ル か ら、マ ッ ピング と意見

交 流 で具 体 的 な事 柄 を た く さん 出 した の で、 よ り身 近 なテ ー マ に絞 れ 、 自分 の考 え を素

直 に表現 で きた よ うであ る。さらに、他 の人 に読 んで も ら うとい う目的意識 も加 わ り、「わ
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か りやす く」 とい う意 識 も高 ま った よ うで あ る。 これ らの活 動 が、 「自分 の感 じた こ とや

考 えた こ とを簡 潔 に表現 す る能力 」 を高 め る ことにな った と考 える。

（桐 生市立 境野 中学校 ・宮 前嘉 則）

－556－



第 ３部 第 １章 第 ４節

PISA型 読解力を育成する授業

Webペ ー ジの構成 を解釈 し、プ レゼンテー シ ョン作成 に生かす指導

１ 授業実践のポイ ン ト

国語 ばか りでな く、理科や社会 、総合的な学習の時間の中で、子 どもたちは調べ学習 を

し、調べたこ とを発表 している。子 どもたちは操作の習得 も早 く、プ レゼ ンテーシ ョンソ

フ トもす ぐに使い こなせ るようになって しま う。模造紙等 にま とめることも楽 しんで取 り

組む。 しか し、発表原稿ができあがってみ ると、 もとになってい る資料の内容をそのまま

写 しただけの ものだった り、発表 している子 ども自身 も自分の言いたい ことを明確 にでき

ないまま読むだけの ものだった りす るこ とも多い。

プ レゼ ンテーシ ョンとは伝 える手段である。Ｗ ｅｂペー ジもイ ンターネ ッ トを通 じてた

くさんの人に対 して伝 える手段である。そのＷ ｅｂページについて考察す ることで、プ レ

ゼ ンテー ションの中にＷ ｅｂページの情報伝達のための手法を取 り入れてみ よ うとい うの

が、本実践であ る。

本実践を通 して、児童は伝 えたいことを先に述べて、あとか ら詳 しく説明を付 け加 えるとい

う発表の順序の構成 をした り、Ｗ ｅｂページのボタンのように、伝えたい内容を短い言葉で表

してプレゼンテーシ ョンに表現 した りすることができるようになってきた。だらだ らと読むた

めのメモのようなプレゼンテーションではなくな り、すっきりとした画面での発表は見ている

子 どもたちにもインパ ク トを与えることができた。

２ 能力観との関連

（1）「キー ・コンピテンシー」との関連
・ 相互作用的に道具 を用 いる （Ａ言語、記号、文書を相互作用的に用いる）

（2）PlSA型 読解力 との関連

PISA型 読解力 を高める指導 として、②評価 しなが ら読む能力の育成、⑥ 多様なテキス ト

に対応 した読む能 力の育成をね らい とす る。 とくに今回は 「Ｗ ｅｂページのボタン構成」

とい う非連続型テキス トに着 目し、そ こにはホームページ製作者の 「伝えたい」 とい う意

図がはたらいていることに気づ き、プ レゼ ンテーシ ョンを作成す る際に、それ らを効果的

に構成す る力 を養 うことを意図 して学習を組み立てた。

3「 キ ー ・コ ン ピテ ン シー」 を育成 す る学 習

この実践は、 山口が担任 している小鹿野町立両神小学校 の ６年生27名 で2007年 ６月に

行ったものである。

（1） 「キ－ ・コン ピテ ンシー」 を育成する学習の単元計画

「情報をもとに考えをま とめて書こ う」 （８時間扱い）の うち、 「課題を決 め、小笠原

さんの方法を参考に しなが ら、必要 な情報 を集 め、情報 を整理 し、友達 と話 し合 う」ため

の ２時間を、サブテキス トを用いて、意図的にＷ ｅｂペー ジを読み取る能力 を育成す る時

間にあてる。

他 の単元の学習で も同様 であるが、指導書等の学習計画には 「調べ学習」 と記載 され て

いるだけで、 どのように進 めるのかを扱 っていないことが多い。特に、パ ソコンを使って

－557－



の調べ学習では、児童がＷ ｅｂページの どこに どの情報があるのかを見つけるのに時間が

かか り、効率的に学習を進めることが困難な児童が多 く見 られ る。そ こで第 ３時は、 ワー

クシー トを用 いて、た くさんの情報 を含むＷ ｅｂペー ジに、ボタンが リンクしている構造

を児童に とらえさせ る。そ して第 ４時では、その情報の入 り口であるボタンが、Ｗ ｅｂペ
ージ上に どのよ うに並んでいるか をワー クシー トに書 き入れ ることで、読み手 に見やすい

情報の並び方 を知 ることができる。これは、第 ３次の表現活動 にも生 きる学習内容である。

以上のよ うに、学習内容 を精選することで、児童の学習活動が活発 になる。

表 １ 単元計画 （全 ８時間）

次 数 時 間 活 動 内 容

第 １次 第 １時 ・ 「社会に 目を向けて」 を読み、学習活動の

教科書教材 見通 しをもつ。

（「社会に 目を向けて」） ・ 小笠原 さんが調べた ことを整理す る。

第 ２時 ・ 小笠原 さんの意見文を読み、調べた こと、

友達 の意見か ら気づいた こと、考 えたこと

が どこにどのよ うに書かれているか考え、

自分 がプ レゼ ンテーシ ョンの発表原稿 を

書 くときの参考にす る。

第 ２次 第 ３時 ・ 「明治 乳 業」 のＷ ｅｂペ ー ジ を も とに、製

サブテキス トの読解 品 を紹 介 す るた め に、 ボ タンが どの よ うに

た く さん の情 報 と リンク してい るか を と

らえる。

第 ４時 ・ 「Ｐ ９ ０４ ｉ」 「ポケモ ン」 「読 売 ジ ャイ

〔本時①〕 ア ンツ」 の ホー ムペ ー ジの ボ タン配列 につ

い て比 較 し、考 察 を加 え る こ とで 、効 果 的

に伝 え るた めの 工夫 を知 る。

第３次 第 ５時 ・ 自分の調べたい課題 を決め、必要な情報を

表現活動 集 める。

第 ６時 ・ 情報 を整理 し、第 ４時でサブテキス トを用

〔本時②〕 い て学 習 した構成 の仕方 を参考 に しなが

ら、プ レゼンテー ションのための発表原稿

を作成する。

第７時 ・ 発表 原 稿 を も とに、 プ レゼ ンテー シ ョンを

作成 す る。

第 ８時 ・ で き あ が っ た プ レゼ ンテ ー シ ョン を発 表

しあ う。

（2）授業時間の生みだ し

教育出版 ６年 「情報 をもとに考 えをまとめて書こ う 『社会 に 目を向けて』 ８時間扱い」

を表 １の単元計画に沿って実践 した。

（3）「キ ー ・コ ン ピテ ン シー 」 を育 成 す る教材 の 紹介

授業にあたって ２種類のワークシー トを用意 した。 １つめは 「明治乳業」の製品情報 を

扱 った ものである。 これを使って、Ｗ ｅｂページのボタン構成について考察 させ、児童 に

読み取 らせたい情報 の見方 を指導す る。２つめは 「携帯電話 Ｐ９０４ ｉ」「ポケ ッ トモ ンス
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ター」「読売ジャイアンツ」の ３パター ンのＷ ｅｂペー ジの トップページを扱 った ものであ

る。 ここでは、各ページのボタンとそれ らが リンクしている情報 を読み取る作業に加 え、

情報の入 り口となるボタンが どの ように配列 されているかを考察 させ たい。 この作業は、

児童それぞれに行わせ、個々の熟考評価 の能力を高めさせ たい。 さらに、学級集団 として

話 し合いの場を設 け、一人ひ とりの考 えを発表 しあ うことで、友達の意見を知 ることもで

きる。 これによ り、Ｗ ｅｂペー ジを熟考 しなが ら読む力の伸長も図れ 、サブテキス トを評

価 しなが ら読む能力を育成できると考えた。

４ 非連続型テキス トをどう読み取るかの授業 〔本時①〕

（1） 本時のね らい

３つの異なるＷ ｅｂペー ジを比較 して考 えることで、Ｗ ｅｂペー ジのボタン配列 は読み

手にわか りやす く並んでいることを知る。

（2） 準備 アンケー ト資料 （掲示用）

（3） 本時の流れ	 （８時間扱いの ４時間 目）

表 ３ 本時の展開

学習活動 児童の反応 時間

１ ３つ のＷ ｅ ｂペ ー ジ を 読 み 取 １ どんなページを調べるのかな ？ 3分

ろ う （前時で、明治乳業のＷ ｅｂページを提示し、アイスクリ

発 問 「これ か ら ワー クシ ー トを配
ームの成分や商品の注 目させ るべき点などを読み取る作

ります 。そ の ペ ー ジ に は どの 業をしでいる。本時では、携帯電話Ｐ９０４ｉ、ポケット

よ うな情 報 が リ ン ク され て モンスター、読売ジャイアンツのＷ ｅｂページを扱ってい

い る か を読 み 取 りま しょ るため、児童も 「早 く調べたい」と意欲的である。）

う。 」


Ａ グル ー プ に は資 料 Ａ を 、


Ｂ グル ー プ に は資 料 Ｂ を 、


Ｃ グル ー プ に は資 料 Ｃ を配 布。


２ どんな情報が得 られるかな？ 2じ っ く り探 っ て み よ う 21分

（各 自がパ ソ コ ンを 用 い てイ ン タ ー ネ ッ トに接 続 し、そ れ

発 問 「Ｗ ｅ ｂペ ー ジ を探 っ て 、 ボ ぞ れ 課 題 とな るＷ ｅ ｂペ ー ジ を 閲 覧 し、ワー クシ ー トに書

タ ン が リン ク して い る情 報 き込 む 。 ）

を ワー クシ ー トに書 き込 み

ま し ょ う。 」 Ａグループ

（非連 続 型 テ キ ス トを じっ く Ａ １子 ： 「デ コ メー ル っ て 文字 を動 か す こ とが で きて か わ

り と読 み 取 る こ と に よ り、児 い いね 。 」


童 一 人 ひ と りが 、ボ タ ンの リ Ａ ２子 ： 「光 ア イ コ ンが つ い て い る と使 い や す いね 。 」


ン ク して い る情 報 に つ い て Ａ ３男 ： 「携 帯 電 話 で 直感 ゲ ー ム もで き る ん だ ね。 」


考 察 で き る よ うに す る。 ）


どのようなことを書いた ら Ｂ グル ー プ


よいのか迷っている児童に Ｂ １男 ： 「ア ニ メ の ス トー リー や放 送 時 間 が わ か って い い


は、 「このボタンを押す と、 ね 。 」


どんなことがわかるかを書 Ｂ ２男 ： 「バ ッグや ハ ン カ チ の よ うな グ ッズ も出 て い る ん


いてごらん」などと助言す る だ ね。 」


と、作業が進んだ。 Ｂ ３男 「1998年 か ら2006年 ま で の 映 画 の タイ トル
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３ グループごとにページから得

られた情報を発表 してくだ

さい。

板書 発表を順次板書する。

４ ボタンがどう並んでいるかを

さぐろう

発問 「３つのページのボタンの並

び方で気がついたことを発

表 しま しよう。」

５ 伝 えるための工夫をさぐろう

発問 「ボタンの並び方から、Ｗ ｅ

ｂページを作った人が、見て

いる人に内容を伝えるため

に、どんな工夫をしていると

考えますか？」

板書 「伝えるための工夫」

６ 学習のまとめをしよ う

発 問 「調 べ 学 習 の あ と、 プ レゼ ン

テ ー シ ョン に して発 表 しま

す 。Ｗ ｅ ｂぺ ー ジ か らプ レゼ

ンテ ー シ ョン作 りに 生 か せ

そ うな こ とは どん な こ と で

す か ？」

板 書 「わ か った こ と」

が紹 介 され て い る よ。 」

Ｃ グル ー プ

Ｃ １子 ： 「３～ ６月 の 試 合 結 果 が 見 られ る よ。 」

Ｃ ２男 ： 「チ ー ム の 選 手 の成 績 が 書 か れ て い るね 。 」

Ｃ ３子 ： 「６月 の チ ケ ッ トの販 売 予 定 が 書 いて あ る よ。 」

３ 発表 しよう 9分

グループの代表者が、グループの児童の書き込んだワーク

シー トを見なが ら、得 られた情報を発表する。

４ Ｗ ｅｂページのボタンの並び方をさぐろう 6分

Ｄ子 ： 「どのページもボタンが横に並んでいて見やすい

ね。」

Ｈ男 ：「左から順 に人気のあるものから並んでいるよ うだ。

伝えたいことの順に並んでいるのかも。」

Ｅ男 ： 「ポ ケ モ ン の ペ ー ジ は ボ タ ン が 種 類 別 に ま とま っ て

い て、 どこ を 見 た ら よい かが わ か りや す い よ。 」

Ｆ男 ： 「携 帯 電 話 に は機 能 が た く さん あ る の で 、 「主 な サ

ー ビス 」とい う仲 間 に して ま と め られ て い る ね。」

Ｇ子 ： 「ジ ャイ ア ン ツの ペ ー ジ は 、 も う少 しボ タ ン を 工 夫

して ま とめ た ほ うが よ い。 」

５ 伝 えるための工夫ってなんだろう？ 3分

Ｉ男 ： 「い ち ば ん 伝 え た い こ とか ら先 に並 べ る と よい の だ

と思 う。 」

Ｊ子 ： 「似 た よ うな 内容 は 、 ま と め て のせ て い る。 」

Ｋ子 ：「伝えたいことを短い言葉でまとめてあるのもボタ

ンの役割なのかな。」

６ 今 日わ か っ た こ とは ・ ・ ・	 3分

・ 伝 えた い こ との順 に 発 表 して い こ う。

・ 内 容 の 似 通 っ た こ とは ま と め て い こ う。

・ 伝 え た い 内容 を短 く ま と め た 言 葉 を 目立 つ と こ ろ に

入 れ よ う。

1）	 Ｗ ｅｂペー ジか ら情報の読み取 り方 を学ぶ

学習のは じめ、 「先生、何 を書けばいいの ？」 とい う、不安 そ うな児童の顔が印象的で

ある。Ｗ ｅｂペー ジを 目の前 に して、 この中か ら何 を見つ け出せ ばよいのかわか らなかっ

たのである。 つま り、Ｗ ｅｂページ とい うテキス トを読み取 る能力が十分なものでなかっ

た ことが伺 えるのである。そこで、まず １つめの ワー クシー トに書 き込みを しなが ら、こ

のボタンの裏側 には、こんな情報がある とい うことを読み取 らせた。 「これな ら簡単。」

と児童に少 し自信が見 えてきた。
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2） サ ブテキス トを利用 したことの効果

本時の ３種類 のワー クシー トでの学習に移った。児童はそれぞれ にボタンの情報を読み

取 り、 どん どん書 き込みを していった。 この時点で、Ｗ ｅｂページ とい う非連続テキス ト

を読解す る力が伸びてきていることが感 じられた。また、ボタンの配置についても、なぜ

そんなふ うに並べ られているのかな ど考えたこともなかったであろ う。 が、みんなで話 し

合いを重ねる うちに、 「ボタンが読む人の ことを考 えて、読みたい と思 う内容 のことか ら

順番に並べられ ていることがわか った」 「伝 えたい内容 を短 い言葉 でま とめて書かれてあ

ると読む人は読みやすい」 といった感想 も得 られ た。 これは、児童が複数のＷ ｅｂページ

を評価 しなが ら見 ることができるよ うになってきたことを表 している。

学習後には、 「見ている人にもわか りやすいプ レゼ ンテーシ ョンの作 り方がわかった」、

「言いたい内容 を短 くまとめるのは難 しいけれ ど、聞いている人にわか りやす くす るため

には必要」と感 じた児童 もいた。

5非 連続型テキス トか ら熟考 ・評価 した ことを活用す る授業 〔本時②〕

（1） 本時のね らい

身近なできごとや社会的な問題 で関心をもったことを、情報を整理 して考 えをまとめ、

プ レゼ ンテーシ ョンに して発表す る。

（2）準備 コンピュー タ室の確保 プレゼ ンテ－シ ョンソフ ト

（3）展開 （８時間扱いの ６時間 日）

サブテキス トを使 った学習によって伸ば した読み取る力 を生か して、児童がそれぞれ持

った課題 に対 して調べ学習 を行 う。また、Ｗ ｅｂページを読み取 り、その構成 を参考に し

て、聞いてい る人 に伝わ りやすいプ レゼ ンテーシ ョンの構成を考える。初 めに 自分 がいち

ばん言 いたいことを端的 に示 し、その後 くわ しく内容 を伝 えてい く構成や、各プ レゼ ン画

面にはそ こで伝 えたい内容 を表 した見出 しを入れ ることな ど、例示 したＷ ｅｂページを学

級で批判的に読んだ作業か ら得 られ たことを生か した表現活動 を行 う。

（小鹿野町立両神小学校 山口 貴久）
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第 ２章

思考力 ・判断力 ・表現力を育成する授業実践 と教育課程経営



第 ３部 第 ２章	 第 １節

一人一人が変われば地球 も変わ る。伝 えよ う環境問題 ！

テーマの絞 り込み と発表用原稿の構成の指導を中心として

１ 能 力観 との関連

（1）	 「キ一 ・コ ン ピテ ンシー 」 との関 連


「Ｂ 知識 や 情 報 を相 互 作 用 的 に用 い る」


（2） 「思考 力 ・判断 力 ・表現 力」 との関連 

④ 情報 を分析 ・評価 し、論述する

２ 単元の プロフ ィール

授業実践の時期 （平成 １８年 １１月 １日か ら１２月 １０日まで）

群馬県藤 岡市立神流小学校 、第 ６学年 （男子 １６人、女子 １５人、計 ３ １人）

（1） 時間の生みだ し

１５時間扱 いである 「伝 え合 って考えよ う」を １２時間に短縮 し、総合的な学習 「環境

問題」 （１２時間） を発 展的学習 として行い、全 ２４時 間で扱 った。

（2） 単元のフローと教材の位置

1） 国語科の授業 「伝 え合 って考 えよ う」

・	 第 １～ ２時 ：教科書 を読み、身近 な環境問題や人 と 「もの」 とのかかわ りについて考

える。

・ 第 ３時 ：関心 の あ っ た 内容 につ いて グル ー プ で話 し合 う。

・ 第 ４～ ８時 ：家庭 を生活 を 中心 に した調査 活 動 。

・ 第 ９時 ：調 査 結 果 の意 見 交換

・ 第 １０時 ：自分 の 意 見 を ま とめ て書 く。

・ 第 １１時 ：グル ー プ で キ ャ ッチ コ ピー作 り。

・ 第 １２時 ：キ ャ ッチ コ ピー の発 表

2） 総合的な学習 「調べ学習」

・ 第 １時 ：グル ー プ で環境 問題 につ い て話 し合 う。

・ 第 ２時 ：グル ー プ のテ ー マ を設 定 す る。 （本 時 ① ）

・ 第 ３時 ：テ ーマ を中 心 に 目次 を作 る。 （本 時② ）

・ 第 ４～ ６時 ：図 書室 、 移動 図書館 、 イ ン ター ネ ッ トで調 べ 学習 を行 う。

・ 第 ７～ １０時 ：発 表 資 料 の作 成

・ 第 １１～ １２時 ：発 表 会 （本 時③ ）

３ 調べ学習のノウハ ウの学習 とワー クシー ト

（1） 本 時 の フ ロー

1） 本 時① の フ ロー 

①	 ね らい

ワー クシ ー トを用 いて 、 グル ー プ で話 し合 っ てテ ー マ の絞 り込 みが で きる。 

② 準備

テーマ設定の授業は図書室で行 った。準備 した ワー クシー トは、大テーマ を 「環境問題 」

と設定 した上で、 「環境 問題」→ 「自分 たちが興味 をもった環境 問題」→ 「みんなに伝 え
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たい こと」 とい う形でテーマの絞 り込みが行 える ものと した。また、 日頃か ら、児童が持

ってきた環境問題 を扱った新聞記事 を貼れ るスペ ースを作ってお き、みんなで見 られ るよ

うに した。 

③ 本時① （テー マの絞 り込みの授業）の フロー

発 問 ・指 示 ・説 明 ・板 書

説明 「ワークシー トを使 って、 自分たち

が調べて、伝 えていきたい と思 うテ

ー マを決めていきます。」

指示 「テーマの決め方 を一緒 に見ていき

ま しょう。」

板書

説明 「大きなテーマは環境問題です。み

んなが決めてい くのは下の ２つの □

です。一つ 目は、環境問題の中の何

を選ぶか。 もう一つは、その中の何

を一番伝 えたいと思 うか、です。」

発問 『みん なは今 どんな環境問題が起 こ

っているか知 って いますか。』

指示 「今みんなが発表 したよ うな ことの

中か ら話 し合 ってテ－マを選び、そ

れについて一番みんなに伝 えたい こ

とを決めて いきま しょう。」

指示 「決ま った グルー プか ら手 を挙げて

見せて くだ さい。」

2） 本時② のフ ロー 

① ね らい

児童の学習の実際 時間

１ テーマ を決めて伝 えてい くぞ

Ａ子 ：どん なふ うにテー マを絞 って

い くんだろ う。

Ａ男 ：昨 日の話 し合 いででてきた環

境問題の中の どれに しようか

な あ。

Ｂ子 ：みんなはどんな環境問題 に関

心があるんだ ろう。

２ 調べた いことは こうや って決め

て いくんだ

Ａ子 ：大 きなテーマか ら小 さなテー

マに絞 っていけばいいなだ


な。


１ ０


ゴ ミ問題、温暖化、空気や水の汚れ

砂漠化、ダイオキシ ン、海の汚れ

生 き物の減少 ・・・意見多数

Ａ子 ：この前、本 で読んだオ ゾン層

の破壊 ってなんだ ろう。

Ａ男 ：テーマは国語の授業でも話が ３０

出た空気の汚れについてはど

うだろう。一番伝えたいこと

を話 し合お う。

Ｂ子 ：私はこの前 テ レビで知 った生

き物の減少についてがいいと

思 う。

５


前時に決めたテーマにそって、「伝 えたい こと」へ向けた 目次を作 ることができる。 

②	 準備

本 時も図書室 で授業を行 った。テーマに沿った資料 を見た り、新 聞の切 り抜 きか ら得た
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情報などをも とに、発表時の説明を意識 した 目次作 りを行った。 グループ として一番伝 え

たいことはカー ドに書 き込み移動 できる形に しておき、その ことが一番 よく伝 わる 目次を

考 えなが らワー クシー トに書 き込めるよ うに した。 

③ 本時② （発表原稿の構成の指導）の フロー

発 問 ・指 示 ・説 明 ・板 書

説明 「発表原稿 のもとになる目次作 りを

します。 目次は、 自分たちが一番伝

えたいことが相手に分か りやす く伝

えるための順番になることが大切で

す。」

指示 「カー ドを配 ります。 この カー ドに

は、 自分たちが・番伝 えた いことを

書 きます。次に、友だちに伝えたい

ことや友だちが興味をもって聞いて

くれ る内容 を話 し合い、目次の一項

目と していきます。 目次の項 目にな

るものをた くさん考えま しょう。最

後に、自分たちが一番伝 えたい こと

が分か りやす く伝わ るよ うに、考 え

た目次の項 目の中か ら選んで並べ て

いきます。」

指示 「で きたグループは手 を挙 げて見せ

て くだ さい。」

児童の学習の実際 時間

１ 目次 ってどうや って考 えて いく

んだろ う

Ａ子 ：目次 って 、本 の 目次 と同 じか

な あ。

Ａ男 ：何 をどう並べ ていけばいいん

だ ろう。

２ 分か りやす く伝 えるための 目次

を作るぞ

Ａ子 ：二酸化炭素を減 らす ことの大

切 さを伝 えたいんだ けど、オ ゾ

ン層 っていう言葉を知 らない人

もいるか ら、言葉の説明を入れ

よ う。

Ａ男 ：ぼ くたちが一番伝 えたいの は

「空気 を汚 さないための方法」

だ。 どんな順番で何 を書いた ら

みんなに伝わ るかな あ。

Ｂ子 ：生 き物が減少 した理 由を伝 え ４ ０

るためには、絶滅 して しまった

動物や減少 して いる動物の現実

を最初に伝 えた らどうだ ろう。

Ａ子たちのグルー プは、一番伝 え

たい ことを 「二酸化炭素 を少な くし

よ う」 とい うことに決め、その こと

をオ ゾン層の破壊 を軸に伝 えてい く

こととしていた。また、目次の項 目

を考 えた り、他の班 と情報 を交換す

る中で、「地球温暖化」「森林破壊」

「リサイクル」という３つの言葉 に

も着 目 して 目次 を考 えていた。

Ａ男のグルー プは、 「空気 を汚 さ

ないための方法」 を一番伝 えたい こ

とに決めて 目次 を考 え始めた。その

中で 、「季節 の野菜 を食べ よ う」 と

いう言葉 にグルー プの関心が向き、

なぜ ？と尋ね ると、ハウスの暖房 に

は重油が使われ 、その結果二酸化炭

５
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素が出て空気が汚れ る、だか ら季節

の野菜 を食べよ う、 とのこと。多 く

のグルー プが、目次作 りをとお して

理解 や興味の幅 を広げていた。

（2） 調べ学習の ノウハ ウの学習の ワークシ－ トの開発

1） 本時① （テ－マの絞 り込み ）の ワークシー ト

名前 （ Ａ 男 ）

《テ － マ を 決 め よ う 》

《テーマについて今知っていることなどを書 こう。》

今、世界の空気はとても汚れている。車の排気ガス、工場のけむ り、ゴミ処理場のけむ り、家か

らは二酸化炭素が出ている。世界中でも空気が汚れていて、酸性雨も各地で降 っている。今の世界

では対策をしているのか？

環境問題 について知 っていることを全員で出 し合った後で、グループ ごとにテーマにつ

いて話 し合 った。テーマ決定後 、その ことに関 して一番伝 えたいこ とをグループ内で決 め、

個 々に 「テーマについて今知 ってい るこ と」を短い文章で書いた。 これ をもとに、知って

いること、知 りたいこと、確 かめてみたい こと、根拠 となる資料 がある ものと無いもの等

をグループで確認 してい き、 目次作 りへ とつなげていった。

2） 本時② （発表原稿の構成）のワークシー ト

名前 （ Ａ 男 ）

《 目 次 を 決 め よ う 》

・なぜ空気が汚れたのか。

・空気が汚れたらどうなるのか。

・このままきたない空気を吸い続 けると、人間にどのような害があるのか。

・空気が汚れると、他の環境問題にも影響はあるのか。

・空気の汚れ を止める方法はあるのか。

・空気を汚さないための方法。

《調べている途中や、他の班との情報交換で関心を持った言葉》

紙のむだ使いをしない 季節の野菜を食べよう 近 くなら自転車で行 こう

Ｂ男のグループ は、 自分たちの一番伝 えたい ことを最後 にもってきた。 「調べてい る途

中や 、他の班 との情報交換で関心 を持 った言葉」 を書 くことに よ り、発表 の際の内容にふ

くらみが出た り、他 のグループの発表を聞 く上で も質問に使 うな ど関心の深 ま りが見 られ

た。

４ 調べ学習の レポー トとその表現活動
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（1） 調べ学習の成果の表現活動

1） 本時③ のフロー 

①	 ねらい

自分たちが調べた内容 を分か りやす く伝えることがで きる。 

② 準備

３人のグループが １０あるため、前半の発表 ５つ、後半の発表 ５つ としてポスターセ ッ

シ ョンを行 った。各 グルー プごとに発表 内容の資料 とともに、机 の前 に掲げる発表内容 を

示 した看板、発表 内容の概略 を書いたチ ラシ等を用意 した。 

③	 本時③ （発表会）の フロー

発 問 ・指 示 ・説 明 ・板書 児童の学習の実際 時間

指示 「これか ら前半 ５つの班の発表を行 １ た くさんの人に聞いてもらうそ


います。後半に発表する人は 自由に Ａ子 ：分か りやす く伝えるために、


いろいろな班へ行 き、発表 を聞いて 最後 にクイズ も用意 したぞ。


ください。」 Ａ男 ：最初 にこれ を説明 して、次に


この問題を出 して、グラフの

説明 を して ・・・完壁だ。

Ｂ子 ：どこのグルー プの発表 を最初

に聞 きにい こうかな あ。

指示 「前半の発表時間がも うす ぐ終わ り ２ こんなにた くさん聞きに来て く

ます。」 れ うれ しい

とっても分か りやすか った よ

指示 「休憩をは さんで後半のグルー プの Ａ子 ：とっても多 くの人が聞 きに来

発表に入 ります。」 て くれ てとってもうれ しい。 ７ ０

Ａ男 ：発表できて とって もうれ し

い。もっと発表 したかった。

Ｂ子 ：私たちも頑張 るぞ。いい発表

を しよ うね。

指示 「今 日の発表はど うで したか。思 い ３ また発表が したい


どお りに伝えることができま した Ａ子 ：みんな真剣に聞 いて くれた。


か。」 Ａ男 ：環境 問題の ことが よく分か っ


た。	 １ ５

Ｂ子	 ：伝 えることが楽 しか った し、

これか ら自分 たちが気をつ け

ていかな けれ ばいけないこと

も分 かってよか った。

2） 開発 した ワー ク シー ト

（発表用の下書き）	 名前 （ Ｂ 子 ）

《発表の順番を確認しよう。》

１ 今までにどんな生き物が絶滅しているか。 （担当 ：Ｂ 子 ）

準 備 （レッ ドリス トを示 した世界地図、グラフ）

発表方法 （資料を提示 しての説明）

２ 生き物が減少してしまった理由は何か。 （担当 ：　 ）

３	 減少を防 ぐための取 り組みは何か。 （担当 ：　 ）

４	 生き物の減少を防 ぐために今私たちにできることは何か。 （担当 ：　 ）
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（2） 児童 の レポー ト抜粋


調べ学習 レポ－ ト 名前 （ Ｂ 子 ）


私は動物の減少を調べて、それまで人ごとだと思っていたことが、自分 自身の問題なんだという

ことを知 りました。いろんな動物が、毎日危険にさらされながら生きているって、どんなにこわい

だろうと思いま した。この レポー トを書 くまで、環境問題なんてと思っていました。でも、目を向

けてみたらおそろしい現実を知 りました。 レッドリス トを見ると私たちの身の回 りで、こんなにも

多 くの動物の命が危険にさらされています。・・・略 ・・・

環境問題なんて、と思 っている人も環境問題に目を向けてみて ください。そして、生活を少 しで

も見直してください。… 略 ・・・私たちの生活を変えていくことは、今 とても大切なことです。

５ 児童の感想と情報活用能力の解釈

（1） 児童の感想

・	 友 だちの発表 を聞いて、やっぱ り環境 問題 と人間、 自分 たちとは、た どっていけば深

くかかわ ってい るんだな と思いま した。私は、オゾン層 の破壊 が一番興味深か ったです。

地球を守 っているバ リアの よ うなものに穴が開いて壊 れかけているなんて、す ごく怖い

と思いま した。自分たちが調べた動物の減少 も人間 とつ ながっていま した。環境問題は、

ほぼ全部人間 とつながってい ることを知 りま した。 できるだけ リサイ クルな どを したい

と思います。 （Ｂ子）

・	 今 まで、地球温暖化 なんてあま り考 えていませんで したが、今 日の授業で考 えが変わ

りま した。 ど うすれば地球温暖化や川の汚れ、空気 の汚れな どが防げるのか もっと知 り

たいです。 （Ｄ子）

・	 調べ学習は楽 しい し、いろい ろつ ながってい る し、 自分のためになった り将来の役 に

も立つか らいい。調べ学習 を発表す る と、一人では どうやっても分か らなかったことで

も、 もっ とよく知 ることがで きていい と思 う。調べ学習のつなが りはかな り深 くなって

いて、そ こか らす ごく感 じることが多 くて よか った。調べ学習 では考えることが多 く、

かな り勉強になる と思 う。調べ学習 をもっ とやれば、 さらによ くなる と思 う。調べ学習

をもっ ともっとしていきたい。 （Ｃ男）

（2）児童の情報活用能力の解釈

Ｂ子、Ｄ子は調べ学習 で友だちの発表 を聞いて、現在の環境問題 に 自分たちの生活 の仕

方が大き くかかわってい ることに気づいた。そ して、 さらに考 えを深 め、今 自分 たちにで

きることか ら始 めたい としてい る。 ほか にも 「環境問題は、全部つながっているんだな と

思いま した。生物 がなぜ減少 したのかが分かって、紙 な どをむだに しないよ うに したい と

思い ま した。」 とい う感想 を書 いた児童が見 られ る。 ここには、資料を読み取 り、 自分の

生活経験 と結びつ けて考 えを深めてい く姿が見 られる。 また、友だちの発表を聞いて 自分

た ちの調べた内容 と比較 した り、つなが りに気づいた りす るな ど、知識 ・情報活用能力の

育成が見 られ る。 Ｃ男は今回の学習 を とお して学び合 うことの楽 しさを十分に味わい、そ

の嬉 しさを感 じてい る。他 の児童 の感想の中にもＣ男 のことが 「ぼ くはＣ男君 の班の発表

に興味をもちま した。 Ｃ男君は しっか りとした読み方 でいろいろな ことを教えてくれ ま し

た。楽 しか ったです。 いろい ろな ことが分かって よかったです。」 と語 られてい る。

資料 か ら情報 を読み取 り、解釈 した内容を伝 え合 うこ とによ り、新 たなつなが りに気づ

き自分 たちの生活 を見つ め直 した り、その楽 しさを さらな る問題解決へ と生かそ うとす る

な ど、知識 ・情報活用能力 の育成 が見 られた実践であった と言 える。

（藤岡市立神流小学校 ・梯 直人）
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第 ３部 第 ２章 第 ２節

一般向け緊急地震速報開始 ！

地震のゆれが伝わる時間を距離 との比例関係から探る

１ 単 元の フ ロー

授業実践 は、平成 １９年 １２月 ２０日に行 った。授業 を行 った学校 とクラスは、 ときが

わ町立都幾川 中学校、 １年 １組 （男子 １６名、女子 １１名、計 ２７名） である。

（1）単 元 の フ ロー

1） 単元の フロー と発展的学習の位置

中学校 第1学 年 比例 と反 比例 （１ ３時 間扱 い ） 

① 比 例 ・ ・ … … ・ ・・ ・５時 間 

② 反比 例 ・ ・・ ・ ・ ・ … ４時 間 

③ 比例 、反 比例 の利 用 … １時 間 

④ 章末 問題 ・ ・ ・・ ・ … ２時 間 

⑤ 発 展 的 学習 ・ ・・ ・ … １時 間

・一般 向 け緊急 地震 速 報 開 始 ！ （本 時 ）

2）	 時間の生み出 し

本校 は 「楽 しさひろが る数学1」 （啓林館 ）を使用 してい る。①比例 の ６時間扱 いを ５

時間に縮 めて、短縮 した １時間を単元終了後 の発展的学習に充てる。

２	 発展的学習の プロフィール

（1）本 時 の フ ロー

1）	 ね らい 

①	 主要動 の到 達時刻は、 どの よ うに推定 され るのか考察す ることができる。 

②	 必要 な情報 を適切 に選択 し、表や グラフ、式 に表 して問題 を解決す ることができる。

2）	 準備 

①	 指導者 ：地震の写真 、緊急地震速報の ビデオ、掲示用模造紙 （資料、地 図）、

ワー クシー ト、ＯＨ Ｐ、 ＴＰシー ト （表 とグラフ） 

② 生 徒	 ：コ ンパ ス 、 定規 、電 卓 、 地 図帳

3）	 本 時 の フ ロー

学習課題

孝司 さんは、緊急地震速報の一般 向けの提供が平成 １９年 １０月 １日よ り開始 され

たことを知 りま した。緊急地震速報 とは、大 きな地震が発生 した ときに、各地へ主要

動 の到達時刻 と震度を推定 し知 らせ るものです。

孝司 さんは、 どの よ うに主要動の到達時刻を推 定す ることができるのか興 味津々で

す。みな さん も １９９５年 １月 １７日に明石海 峡を震源 地に ５時 ４６分 ５２秒 に発生

した 「兵庫県南部地震 」の資料 をも とに考 えま しょう。 （資料略）

発 問 ・指 示	 ・板 書 生徒の学習の実際 時間
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５

・写真 提 示 、 ビデ オ視 聴

・ワー ク シー ト１配布

指 示 「問題 を確 認 しま しょ

う。」

発問 『福井市 とほぼ同 じ時

刻 にゆれ た地域を図示

しま しょ う。』 （再現）

・水槽 と音叉で波の伝 わる

よ うす を見せ る。

・ワークシー ト２配布

発問 『猪苗代湖付近がゆれ

た時刻を推定 しま しょ

う。』 （関連づ け）

中心発 問 『東京 がゆれ た時

刻 を推定 しま しょ う。』

（日常現実社会 で比例 の考

え方 を活用 させ る。）

（熟考）
・ワー ク シー ト３配布

指 示 「グ ラ ブに表 して み よ

う。」

指示 「式に表 してみ よ う。」

・実際の到達時刻は午前 ５

時 ４９分だったことを知

らせ る。

指示 「学習の振 り返 り、観

点にふれなが らま とめ

よ う。」

１ これが緊急地震速報なんだ…

２ なぜだ ろう？よ し、頑張るぞ1

Ａ男 ：地図に到達時刻や震度 を書 き込 もう。

Ｂ子 ：地震波が到達す るまでの時間 も書 き込 も う。

３ 距離 と時間に関係があるのかな ？

Ａ男 ：明石海峡 を中心 に福井市までを半径に円をか

きま した。

Ｂ子 ：震 央か ら地震波が広がって行 くと思 う。

Ｃ男 ：この波紋 と同 じよ うに地震波 も広が るとすれ

ば、Ａ男の図のよ うになるよ。 10

Ａ男 ：福井市 は地震発生の ５５秒後にゆれた。 その

３倍 の １６５秒後 にゆれる と思 うよ。

Ｂ子 ：大阪市 と津市を比べ ると…Ａ男の考 え方 でよ

い と，思 うよ。

Ｃ男 ：津市 と金沢市は、約 ２倍の例になってるよ。 

４ 表、グラフ、式か ら、 これほ ど正確 に… ！

Ａ男 ：震央か ら東京までの距離が知 りたい。

Ｂ子 ：距離な らす ぐに調べ ることができるわ。

Ａ男 ：表では ｘとｙの関係が よく分か らないな。

Ｃ男 ：２か ら考 えると比例 してい る と思 うけど…。

Ｂ子 ：どうすれ ば確 かめ られ るのかな ？

Ａ男 ：グラフで変化の様子 を調べてみ よう。

Ｂ子 ：ほぼ直線 に並んでい るよ。

Ｃ男 ：や っぱ り比例 してい ると見 ることができる。 20

Ａ男 ：グラフか らｘ＝ ４４６だか らｙ： １３０だ。

推定できた時刻 は午前 ５時 ４９分 ２秒 だ。

Ｂ子 ：私 の グ ラフ では 、 ｙ＝ １２ ８く らい か な。

Ａ男 ：比例 して い るか らｙ＝ ａ ｘの式 にな る。

推 定 時刻 は 午前 ５時 ４ ９分 １秒 だ 。

Ｂ子 ：私が求 めた時刻 はぴった りだ。

Ａ男 ：こんなに正確 に推定できるんだ。

Ｃ男 ：式 を使 えば、グラフで表せなかった遠 く離れ

た地点について も時刻 を推定できるぞ。 

５ 社会に比例の考 え方が役立 っているんだ ！

Ａ男 ：比例の考 え方が緊急地震速報に使われている

こ とが分か ったな ど…

Ｂ子 ：初期微動 と距離の関係 についても調べてみた 15

い と思いま した。

Ｃ男 ：初期微動 と主要動の到達時刻の差 も距離 に関

係が あるのか調べてみたいです。 

（2）授業で使 うワー クシー トの開発

1） ワー ク シー トの開 発
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ワ ー ク シ ー ト １

月 日 （　 ） 組 番 名前

孝 司 さんは、緊急地震速報 の一般 向けの提供 が平成 １９年 １０月 １日よ り開始 さ

れた ことを知 りま した。緊急地震速報 とは、大きな地震が発生 した ときに、各地へ主

要動の到達時刻 と震度 を推定 し知 らせ るものです。

孝司 さんは、 どのよ うに主要動の到達時刻を推定す ることができるのか興 味津々で

す。みな さん も １９９５年 １月 １７日に明石海 峡を震源地 に ５時 ４６分 ５２秒 に発生

した 「兵庫県南部地震」の資料 をもとに考えま しょう。

各地域の地震波の到達 時刻 （1）

初期微動 ：地震の初めの小 さなゆれ

主要動 ：あとからくる大きなゆれ

震源 ：地震が起 こった ところ

震央 ：震源の真上の地点

１
 地震 発生後 に福井 市 とほぼ同 じ時刻 に主要動 が到達 して、 ゆれ を感 じた と思わ

れ る地域 を図に示 しま しょう。

ワ ー ク シ ー ト ２
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月 日 （　 ） 組 番 名前

震央 か らの距離が福井市 までの距離の約 ３倍離れている福島県猪苗代湖付近に、

主要動が到達 した時刻 を推定 しま しょ う。

どの ように時刻 を推定 したのか、友達 に説明 しま しょう。

到達時刻 午前５時４９分３７秒 到達時刻 午前５時４９分３７秒

私 の考 え 友達の考え

震央か らの距離が ３倍だか ら、主要動が到 大阪市と津市 を比べ ると震央か らの距離が

達するまでの時間も３倍かかると考えた。 約 ３倍 で、主要動が到達するまでの時間も約

５５秒 ×３で地震発生の １６５秒後だから ３倍なっているので、同じように考えた。

３
 東京 に主要動が到達 した時刻 を推定 しま しょ う。

○震央か らの距離 を ｘkm、 主要動が到達す るまでの時間 をｙ秒 とす る。

ワー ク シー ト３
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４


月 日 （　 ） 組 番 名前

○グラフか ら、主要動到達時刻は およそ午前 ５時４９分 ２秒 と推定できる。

○ ｘ、 ｙの関係 を式に表 して、到 達時刻 を推定 しま しょ う。


どのよ うに時刻 を推 定 したのか、友達 に説明 しま しょう。


到達時刻 およそ午前５時４９分 １秒 到達時刻 およそ午前５時４９分

私 の 考 え 友 達 の 考 え

ｘ＝ ２ ７ ５の と き ｙ ＝ ８ ０だ か ら、 グ ラ フか ら比 例 して い る と 見 る こ と が で き る 。

ｙ＝ ０． ２ ９ｘ ｘ ＝ １ ７ ５の と き ｙ＝ ５ ０だ か ら、


こ の 式 に ｘ ＝ ４ ４ ６ を代 入 して 、 ｙ＝ ０． ２ ８ ６ｘ


ｙ＝ １２ ９． ３ ４ （秒 ） ｘ ＝ ４ ４ ６よ り、 ｙ＝ １２ ７． ５ ６ （秒 ）


つ ま り、 お よ そ ２分 ９秒 後 だ か ら つ ま り、 お よ そ ２分 ８秒 後 だ か ら


今 日の学習 を振 り返 り、 どのよ うに主要動 の到達時刻 を推定す ることができたの

か、次の観点 にふれ なが らま とめま しょう。

①表、 グラフ、式 を用いるよさ ②比例の考 え方 を使 うよさ

③人々の暮 らしとの関わ り ④ 日常生活で比例 が使 われ てい るほかの例

また、友達の発表で参考になった ことな どをメモ しま しょう。

・	 表をもとにグラフをか くと、震央か らの距離と主要動が到達するまでの時間 とが比例 してい

るとみることができた。グラフか ら比例の式をつ＜ることもできた。（Ａ男）

・ 震央か ら観測地点までの距離は地図か らすぐに分かる。だか ら、グラフや式か ら主要動が到

達するまでの時間が求まり、到達時刻を推定することができる。（Ｂ子）

・ 心配 されている駿河湾で東海地震が起 こったら、学習 した式を使 うとｙ＝O．29×200kmで 、

ときがわ町には約 ５８秒後 （O．29×200km）に主要動が到達することになる。緊急地震速報が出

てす ぐに行動すれば、安全を確保するだけの時間があることが分かった。（Ｃ男）

・	 式で比例定数をO．3にするとｙの値の誤差が大き くなる。比例定数はできるだけ細か く求め

た方がよい。（Ｄ子）

Ｅ男の発表 ：人命にかかわる緊急地震速報に比例の考え方が使われている。いちはや く速報を出

すためには式は使いやすい。数学が人々の安全に深 くかかわ っている。

2） ワー クシー ト開発の工夫点

・ 緊急地震速報 は人々の生活 に影響が大きく、また防災の問題 は現代的、人類的課題で
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ある。本学習を進 めることで、 日常現実社会 と数学のつ なが りを図 り、この学習が 自分

に とって どの よ うな意味があるかをつかむ ことができる。

・	 図、表、 グラフ、式が有効にはた らいていることを感得 しなが ら授業が進むよ うに し

てある。 また、 これ らの相互の関連 を理解 して、関数 を表、グラフ、式 によって探求す

る能力 を伸ばす ことができる。

・	 互いに 自分の考 えを表現 し伝 えあい、発表 された内容 を要約 しま とめる欄 を設け数学

における 「言語活動の充実」が図 られ る。

3生 徒の感想 と活用型数学 リテラシー

（1）生徒の感想

・ 地震が同 じ時刻に到達す る場所 を図にかいて求めた り、地震 が到達す る時刻をグラフ、

表、式に表 して求める ことができるので数学はす ごい と思いま した。 （Ａ男）

・	 ほぼ比例の関係だか ら、 ｙ＝ ａｘで表す ことに よって、距離 さえ分かれば地震が到達

す るまでの時間が求め られ ると思いま した。 （Ｂ子）
・ 式や グラフな どを使 って考えることが 日常生活 の中で役 に立ってい ることが分かって

楽 しい数学の時 間で した。 （Ｃ男）
・ 地震情報 を利用 して問題 を作 るこ とがで きることがす ごい な と思いま した

。 （Ｄ子）
・ 数学が身近 な地震速報やバネ ばか りな どに利 用 されている ところが興味深 かった

。 ほ

かにも利 用 され ている ことはないか もっ と追求 してい きたい と思いま した。 （Ｅ男）

（2）活用型数学 リテラシーへの解釈

Ａ男をは じめ多 くの生徒が、課題 の資料 に示 され てい る各観測地点にお ける主要動 の到

達時刻 か ら課題解決のために必要 な主要動が到達す るまでの時間 を考えて、震央か らの距

離 （ｘkm） と主要動が到達す るまでの時間 （ｙ秒 ）の関係 について考察するこ とができ

ている。 Ｂ子や Ｃ男は、その際に考察す る方法 と して表か らグラフをか き ｘとｙの関係 に

ついて比例 してい ると見 てよいだろ うと判断 し、 さらに式化 しｘの値か ら簡便 に ｙの値 を

求め られ るよさを味わってい る。与 えられ た情報 か ら必要な情報 を適切 に選択 し加 工、判

断、適用 と、まさに 「α２ ：情報 を活用す ること」が育成 されている と解釈 できる。

Ｅ男 は、人命 にもかかわる緊急地震速報 に、今学習 している比例 の考 え方が用い られて

い るこ とに強 く感 動 している。そ して、 この感動 が数学を学習す る充実感や楽 しさの感得

とな り、数学 の活用場面を追求 してい こ うとい う意欲へ とつなが り、 「γ４ ：数学 の考 え

方 が、 日常現実社会で活用 され ること、人間 とのつ なが りがあること、 を理解す ること」

が育成 され ていることが分かる。

コラム 私は教育実践の壁をこう乗 り越えました

本時の学習 では臨場感 を高めるために 「兵庫県南部地震」の写真 を掲示 し、実際に緊急

地震速報が発令 され ている ビデオ を視聴 させ た。 「ビー ・ビー 、震度 ３、 ３０秒後 、ビー
・ビー…」 と警戒音 が鳴 り響いている画面に生徒達の 目は釘付けになった

。百聞は一見に

如 かず とい うが、学習課題 を 日常現実社会の文脈 に落 とし込む際の工夫 として視聴覚教材

の利用は効果的であ り、今か ら行お うとしている学習は、 自分 自身 を含 めて人間一般に影

響 があるものであ ることを理解 させ ることができる。

（さいた ま県総合教育センター 池田 孝司）

註

（1） 「地 震 波 到 達 時 刻 」http：//www．kobe-c．ed．jp/shizen/strata/equake/index．html、 神 戸 市 教 育

委 員 会 、2007年10月10日 検 索
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第 ３部 第 ２章 第 ３節

表現力を育成するカリキュラム開発と学校経営

「表現科」設置の試み

１ は じめに

「これか らのカ リキュラム研究の課題」として、「教科の種類や 区分、教科 内容 の組織、

教科間の順序 な ど、カ リキュラム全体 の構造がつ く りか えらね ばな らな くなってきている」
とい う指摘 は（1）

、まだ新鮮な響 きをもつ言葉である。

思考力 ・判断力 ・表現力の育成が重視 されている現在 、児童が意欲を高め、 目的意識 を

もって表現活動に取 り組 む 「表現科」 を設置 し、教科横断的な表現活動 によるカ リキュラ

ム開発 と学校経営 の実践 を進めた。 この研 究では、表現科の教科横断的なカ リキュラム開

発 とその学校経営のあ り方 を追究す ることとした。

本実践では、教科横断的な学習 を 「表現科」 と して展開するこ とによ り、児童 の 「表現

力」の向上 と 「自らを律 しつつ、他人 とともに協調 し、他人 を思いや る心や感動す る心 な

どの豊かな人間性」（2）を育む ことをね らい としてい る。

２ 表現力育成の意義

（1）中教審答申と思考力 ・判断力 ・表現力

①学習指導要領総則、教育課程編成 の一般方針 （平成20年 ３月告示） に、 「各学校 におい

て、児童 に生 きる力 をは ぐくむ ことを 目指 し創意工夫を生か した特色あ る教育活動 を展開

す る中で、基礎 的 ・基本的な知識及び技能を確実 に習得 させ、 これ らを活用 して、課題 を

解決す るた めに必要な思考力、判 断力、表現力その他 の能力をは ぐくむ とともに、主体的

に学習に取 り組 む態度を養 い、個性 を生かす教育の充実に努 めなけれ ばな らない」とあ る。

② 中教審答 申ではPISA型 リテ ラシー を 「知識 ・技能 を活用す る思考力 ・判断力 ・表現力

等の育成」 として とらえ、学習活動 としては①体験 か ら感 じ取 った ことを表現す る、② 事

実 を正確に理解 し、伝達す る、③概念 ・法則 ・意 図などを解釈 し、説 明 した り活用 した り

す る。④情報を分析 ・評価 し、論述す る、⑤課題 について、構想 を立てて実践 し、評価 ・

改善す る、⑥ 互い の考えを伝 え合い、 自らの考えや集団の考 えを発展 させ る、をあげ、表

現活動を重視 している。これ を受 けて、学習指導要領改訂 の教育内容の改善事項 として 「言

語活動の充実」 をあげ、教科 を横断的に貫 くもの として位置付 け、表現活動の重要性 を強

調 してい る。

（2） 表現力育成の 目標

国語科では、 目標 を 「国語 を適切 に表現 し正確 に理解す る能力 を育成 し、伝 え合 う力 を

高めるとともに、思考力や想像力及び言語感覚 を養い、国語に対す る関心を高 め国語 を尊

重す る態度 を育て る」 と し、 「言語活動 の充実で は、 「様 々な言 語活 動 を工夫 し、その充

実を図っていくことが重要」 とあ る。

音楽科では、 「音楽の よさや楽 しさを感 じるとともに、思いや意図 をもって表現 した り

味わって聴 いた りす る力を育成す ること」。 改訂 の要点 「言語事項 の充実」 には、 「感 じ

取った ことを言葉 で表す な どの活動 を位 置付 け」 る。

体育科では、 「体 を動かす ことが、身体能力を身に付 ける とともに、情緒面や知的な発

達を促 し、集 団的活動や身体表現な どを通 じて コ ミュニケーシ ョン能力 を育成す る」 と
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あ る 。

３ 表現科のカリキュラム開発と学校経営

学校 の経 営に当た り、 「明るい歌声の響 きわたる学校」 をス ローガ ンとして掲げた。経

営方針 と して、 「児童の心の教育 、道徳体験 の場 と しての言葉 と音楽に よる教育 を充実 さ

せ るとともに、人 を思いや る心や 人 として大切な生き方 について発達段階 に沿った指導 に

努 める」、平成20年 度 の経営の重点 として、 「言葉 と音楽に よる教育を中心 に、全教育活

動 を通 して豊かな発想、表現力の育成 を図 るとともに、児童 自ら困難 な ものに挑戦 し、成

し遂げてい く努力 を させてい くことによ り、達成 による感動 と自信 を育てる」と掲 げ、「全

校合唱」等 を本校教育の集大成の場 として位置付 け、表現力の育成 を 目指す実践 を学校経

営 の核 とした。 具体的に は、 「表現の時間」 を校 時表 に位置付 け、 「表現科」 とい う視点

を もって、既存の教科等 の枠 に とらわれ ることな く実践 を進め る。 「全校合唱 ・音読 ・ダ

ンス」 を表現活動の核 とし、各教科等 の授業での表現力の育成に も取 り組み、オープ ンス

クール等での授業公 開を発表 の場 とした。

こ うした表現科の教育課程経営 は、平成16年 度か ら18年 度、群馬県富岡市立額部小学

校 、平成19年 度 か ら20年 度 、群馬 県藤岡市立神流小学校 において行った。平成21年 度

は群馬 県藤 岡市立東 中学校で実践 中である。 ここで取 り上げる教育課程経営 は、平成20

年度、藤岡市立神流小学校 におけるものである。

当校 は、児 童数508名 （男 子261名 、女 子247名 ）、 １学年 児 童数88名 、 ２学年85名 、

３学年69名 、 ４学年86名 、 ５学年92名 、 ６学年88名 、 教職 員 数33名 で行 った。

な お 、 本 実践 で扱 う 「音 読 」 は 、 「朗 読 」 や 「雑 読 」 と同様 に表 現 の領 域 と して扱 うも

の で あ る。

（1）表現科のね らい

音読や合唱な ど、表現活動 に全校 で協働 して取 り組 んでい くことには次の よ うな意義 が

ある。 

①	 皆で表現 し気持 ちを共有す ることによ り活力 を得 て、明 るく生 き生 き とした学校 生活

を送 るこ とができる。 

②	 全児童が心を一つに しなけれ ばならないことか ら、達成 した時の成就感や感動 もいっ

そ う大きい。 また、それ は 自信や次への意欲につなが る。 

③ 皆で協調 して取 り組 む ことによ り、協力す る心や思いや る心 を育てることができる。 

④	 異学年で取 り組む ことによ り、それぞれ のよさに気づいた り、 よさを引き出 した りす

ることができる。 また、それぞれ の学年のよさを学ぶ ことができる。 

⑤	 学習を通 して美 しい旋律や心を打たれ る言葉 にふれ た り、優れた表現の詩や物語の一

節 を読む こ とに より、豊かな感性や情操、言語感 覚をいっそ う育て ることができる。

子 どもたちが生きてい くこれか らの社会では、豊かな感性 とともに自分の思いを他者 に

的確 に伝 えてい く表現力が必要 となって くる。 この学習 を通 して、誰に何 を伝 えるのか と

い うことを考 えさせ 、的確 な表現方法 を考 えて創 り上げてい くこ とはそ うした資質 を育て

てい く一助 とな る。

（2）表現科の内容

表現科では、音読 ・朗読 ・群読、合唱、身体表現の三つの活動 を中心 とした教科横 断的

な授業によ り、表 現力の育成 を 目指 してい る。具体的には、月 ２回の 「表現の時間」の教

科横断的な表現活動 の学習が中心 となる。全校合唱ではよい声で歌 うだけではな く、歌詞

の言葉か ら受 けるイメー ジを大切に して情景等 を想像 した表現ができるようになることを

目指 し、言語表現の指導 にも取 り組 む。

各教科等 の授業では、言葉 に着 目し、算数の授業での教材文の音読な ど、意識的にすべ
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ての教科 で音読 を取 り入れた り、 日常の挨拶 をしっか りした りす るな ど、音声表現の指導

・実践 も進 めた。 また、学期 に １回、表現科の校 内発表会を開催 し、各学年 ・学級による

表現活動の発表 の場 を設定 した。毎朝の学活では、各教室か ら歌声が校内に響 きわたる。

「表現の時間」は、総合 をは じめ、国語科等の各教科、道徳 、特活 においても指導を行い、

全教育課程 を通 して全職員で指導 を行 う。

表現科 の核 として、全校合唱、全校音読 ・朗読 ・群読、全校 ダンスを位置付 け、表現力

の育成を 目指す。この三つ の柱 を支 える教科等の学習 として、国語 、音楽、体育科、また、

他の 「各教科」 として、社会や算数、理科な どの教科、道徳、特別活動等の時間での学習

においても関連 的な指導 を行 うもの とす る。

（3）表現科 の系列

（低学年）
・語のま とま りや言葉 の響 きな どに気 をつけて音読する

。歌詞の表す情 景や気持 ちを想像

した り、楽 曲の気分 を感 じ取った りし、思いをもって歌 う。 自分 の歌声及 び発音に気 を付

けて歌 う。互いの歌声を聴いて、声を合わせ て歌 う。題材 にな りきった りリズムに乗 った

りして身体表現できるよ うにす る。

（中学年）
・内容 の中心や場面の様子が よく分かるよ うに音読する。歌詞 の内容、曲想 にふ さわ しい

表現を工夫 し、思いや意 図をもって歌 う。呼吸及び発音 の仕方に気 を付 けて、 自然 で無理

のない歌い方 で歌 う。互いの歌声や副次的な旋律 を聞いて声を合 わせて歌 う。表 したい感

じを身体表現 できるようにする。

（高学年）
・自分 の思いや考 えが伝わ るよ うに音読や朗読 をす る

。 歌詞の内容、 曲想 を生か した表現

を工夫 し、思いや意図を持 って歌 う。呼吸及び発音の仕方 を工夫 して、自然で無理 のない、

響 きのある歌い方で歌 う。各声部の歌声や全体の響 きを聴 いて、声を合 わせて歌 う。表 し

たい感 じを身体表現できるよ うにす る。

（4）表現科 と学校経営

1）運営会議

教務主任 、研修主任 、国語主任、音楽主任、体育主任 中心の運営会議 を開催 し、全職員

を二つ のプ ロジェク トチーム （音読部会、音楽部会）にわ け、企画 ・提案 、全員 での実践 、

評価 に当た る。

2）研究担 当

「表現科」の運営に当たっては、校 内研修部会の 「音読部会」 と 「音楽部会」の二つの

チームが協力 して授 業を展開す る。音読 （朗読 ・群読）を中心になって指導す る教員、音

楽表現を中心に指導す る教員、また、個別的な指導 を要する児童 に当た る職員 、学年 のそ

れぞれのパー トを担 当す る教員 な ど、授業 の展開に際 しては、全教職員で授業 を進める。

3）校外講師と財政的基盤

「表現科」を支 えるもの と して、本物 との 出会い の場を多 く設 定 している。平成20年

度 には、声楽家、細谷美 尚氏によるボイ ス トレー ニングと演奏、東京二期会合唱団による

演奏 と全校児童 との共演、 ミュー ジック ・フォー ・チル ドレンに よる、朗読 と音楽 と絵画

の融合 した演奏。群馬大学教授 、松本富子氏による身体表現活動の指導 など、児童が様 々

な表現活動に触れ る機会 を設 けた。本物 との出会いは児童 に大きな感動 を与 え、実践への

意欲付け となる。

その財政的基盤 として、平成20年 度では、藤岡市 の演劇教室補助事業の活用、藤岡市

校長会委託事業 としての補助金の活用、 ＰＴＡか らの学校行事等への資金面の協力 を仰 ぎ

なが ら企画 ・実施 してい る。 また、文化庁主催 の 「芸術家派遣事業」や 「本物の舞台芸術
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体験事業」 などを活用 し、一流の声楽家や合唱団 を招聘 している。

４	 表現科の単元計画 （高学年）

（1） 全校合唱の単元計画

月	 曲 名 ・ ね ら い 形態 活 動 内 容


第 １期 ４月 ～ ７月 （全 ８時間）


・歌詞 の内容 を生 か して表現 でき る。互 いのパー トを聴 きなが ら歌 うことが できる。

第 ２期 ７月 ～ １ ２月 （全 １ ７時 間 ）

・自分 な りに表現 したい思 いを もっ て歌 うことがで きる。

７ ・音楽発表会 での候補 曲を聴い て選 ぶ。 全体 ・候補 曲 ５曲 を聴 き、歌 ってみ たい曲 を選ぶ。

９	 ・曲 を知 り、歌詞 の大意 を理解す る。・主旋 全体 ・音楽 発表会 に向けで取 り組む 曲を知 る。

律 を歌い 、意欲を高 める。 ・曲や 歌詞の内容 について調べ る。

・主旋 律を歌 う。

・曲や 歌詞につ いての解釈 を出 し合 う。

９ ・自分 のパ ー トを歌 え る よ うにす る 。 全 パ ・自分 のパー トの音 取 り をす る。

９ ・音 程 ・発音 ・強弱 等に留 意 して 、 曲想 を 全体 ・呼 吸法 ・フェ イス トレーニン グ

生 か しなが ら合唱 でき ・歌詞 の内容 をイメー ジ しなが ら音読す る。

るよ うにす る。 ・音 程 ・歌詞 の発音 ・強 弱等 に留意 して歌 う。 

10 ・曲の各 部分 につい て、 どの よ うに表 現 し 全体

た いか、 自分 の思 いを持つ こ とがで きる。

・歌詞 の仕掛 け （好 きな言葉 、大切 な言葉、

作詞 者 の気持 ちが表 れ てい る言葉 ） をチ ェ グ ル

ックす る。 ・曲の仕掛 け （強 ープ

弱 記号 、音 の重 な り方 、テ ンポ の記号 ） に

つ い て ど うしてそ うす るのか 、考 え る。

（縦割 りの グルー

プ） 全体

（2） 全校音読 ・朗読 ・群読の単元計画

過程 時間 ね らい

・どん な気 持 ちか、そ の気持 ちを表現す るため には、

どう曲想表現 す るか。 （ビデオ）

※模 造紙 大の ワー クシー トに個 々の考 えを色違い のペ

ンで記入す る。

（歌詞 の内容 について 話 し合 う。 気持 ちを こめて朗読

で きるよ うにす る。歌 詞の仕掛 け、 曲の仕 掛 けについ

て話 し合 い、歌 い方 を工夫す る。 声や顔 の表情 、ス ピ

ー ドな ど考 え る。）

・自分た ちで考 えた表現 について発表 し合 う。

活 動 内 容

つ １

か ２

む

追 ３

究 ４

す ５

る ６

・詩 を読み、言 葉か ら内容 を想像す る。 ・詩 を読み 、内容 に関連 した写真 な どを参考 に しなが ら、詩 の

内容 を想像す る。・学習計画 を立 て、調 べた ことを交 流す る。

・詩の各場面 の様子 を想像 し、読 み方 ・詩の言葉 か ら読み 方 について話 し合い、群議 の仕 方 を工夫 し

を工夫す る。楽 しみな が ら群読す る。 て練 習す る。・グループ に よる話 し合 いを中心 に学習 を進め る。

（読み の分 担、声 を どこに届け るか、強弱読み の速 さな ど、互

いの考 えを交流 す る。）

（3）身体表現 ：全校 ダンスの単元計画

過程 時間 ね らい 活 動 内 容

・曲の 由来や 特徴 を知 る。 ・曲の 由来や特 徴につい て調 べ る。模範 演舞 を見 る。１つ

か ２ ・今年度 の曲を知 り、学習計画 を立て ・今年度 の曲の踊 りを覚 える。

る。 ・踊 りの個 々の動 きを理解 す る。

・踊 りを覚 える。	 ・互い の動 きを見せ合 い、ア ドバイ ス し合 う。

・全校 で動 きをあ わせ 、楽 しみ なが ら、 ・学年 ご とに動 きの練習 に取 り組む。

３

４

む

追

究

す

～ 踊 るこ とができ る。 ・互い の動 きを見せ合 いなが ら、繰 り返 し練習す る。

９ ・一つ 一つの動 きが集 団 の表 現 と して ・一連 の動 きが リズムに乗 って 、踊 れる よ うにす る。
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る 生か され るよ うにす る。 ・隊形移 動な ど
、動 きを構成 し、踊って楽 しむ。

５ 表現科のカリキュラム開発と学校経営の成果

（1）児童の反応

児童の反応 については、学期末 の発表会後 のア ンケー ト調査、及び 日々の授業 での学習

カー ドの記述、年度始め と年度末 での児童の表現の観察、また、発表会 の録音 、 ビデオ映

像 、学習前後での担任や担 当の コメン トをもとに把握 した。

全校合唱では、歌詞 か らの情景 の読み取 りに際 し、ス コアに思いを書 き入れ る活動 を取

り入れ た。 ここでは、一人一人の児童が歌詞の内容 の意味や楽 曲の記号や構成 の意味を理

解 し、表現 したい思い をもて るよ うにす るため、 「歌詞の仕掛 け、曲の仕掛け」について

調べた り、話 し合 った りす ることを通 して豊かなイ メー ジが持 てるよ うに し、 曲想 にあっ

た歌い方 を工夫 させた。

学習 をす る曲 目については、初めに児童に ５曲提示 し、その中か ら選 曲 させ、全校で歌

う曲目を決めるな ど、児童 自ら歌いたい とい う気持ちを持たせ る とともに、 どんな曲か、

また、 どの ように表現 したいかな どをグループで話 し合 った。

児童の歌っている表情を録 画 し、スク リー ンに投影 し、 口の開 け閉め、視線 な どを確

認 し合った り、表現 したい内容をスコア に書 き込んだ りす る活動 を通 し、児童 は言葉の意

味や リズム、強弱な どを意識 して表現で きるよ うになった。

この学習の成果は、オープンスクールな ど各種の発表会での全校合唱や朗読 での表現、

また、新設 した合唱部のＮＨＫ全国合唱 コンクール群馬県大会銀賞 、 ＴＢＳ子 ども音楽

コンクール優秀 賞受賞 、群馬県子 ども朗読大会での最優秀 賞受賞 等、対外的な コンク
ールでの受賞な ど

、学校 での取組 の成果 として、着実 に表現力がついて きていることが分

かる。

「合唱部」については、高学年 の児童の 中か ら、希望者が コンクール に参加 す る。 「表

現 の時間」での全校合唱を基盤 に、その中か ら抽 出の児童が、 コンクールに向けて、長期

休業 中や休み時間等 を使 って練習 を重ねる。 コンクールに出場す る抽出の児童 の集 団で あ

る 「合唱部」は、全校 の表現を質的に リー ドする役 目となっている。

全校音読 では、 「夕焼 け小焼 けは遠 くを見なが ら話す んだね」。 「真 っ赤だ、夕焼 け小

焼 けだ」の ところは、斜 め上に向かって、 ちょっ と笑顔 で言ってみ た」な ど、読み取 った

内容をいかに聞き手に届 けるか、視線や表情 も含 め、その表現内容 ・方法等 を考えさせ る

こ とによ り、児童 自身が言葉 の意味 ・内容 を理解 しよ うとしなが ら、言葉 による表現を考

えるよ うになった。 ある児童 は、 「『未 知 とい う名 の船に乗 り』 の 曲は、希 望、勇気 がわ

く言葉 だ と思った」「みんなで歌 っていて とても気持ちが よかった」と感想 を述べている。

授 業後の児童の記述か らは、「合唱の 『はばた こ う、明 日へ』 は とて も優 しい曲で、

表現の仕方 が とても難 しか ったです。で も、精 一杯 の声が出せ たのでよかったです」 「言

葉の読み方 、表現の仕方 を考 えた ときは、す ごく悩んだ。 自分たちで考 えた ところは よく

できた」 な ど、 「自分 たちで考 えた読み方」 とい う意識の もとに、児童の表現活動への意

欲を高 め、表現 を工夫す ることができた。

（2）教職員の反応

教職員 の反応 については、人事評価 での面接 にお いて意見や感想 を得 た。 「表現科」

は教科横 断的な取組 であることや全校 での実践について、年度 当初の 「目標管理」での面

接、10月 の 「中間評価」、年度末の 「業績評価」での面接が主である。

テ キス トのない取組で あるので、当初否定的な反応 であったが、実践 を進めてい く中

で子 どもたちの表現力 の実感 を得 られた こと、また、 「学校が何 を 目指 してい るのかがよ

くわかった」 などの評価 を得 た。教師の多忙感 を充実感 に変えてい くのは、子 どもたちの
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確かな変容 と、保護者 ・地域の声である。

表現科 の指導に 当た り、教師 自身 も音読や 朗読 の研修 を積 む ことによ り、表現すべ き

「思い」 を持つ ことの重要性やその表現方法 について研 鑽への意欲 が高 まった。

（3）保護者 ・地域社会の反応

保護者 ・地域 の反応 については、毎学期のオープンスクールや平成21年 ２月27日 の学

習発表会の際、アンケー ト調査を行い、感想 を得た。

「子 どもたちの顔の動 き と指揮者 の手の振 りがぴった りしていて、 とてもす ば らしい と

思いま した。波荒い海峡 の上 を飛ぶ蝶、指揮者の手が うね るよ うに、子 どもたちの声 も見

事 に応 えて歌い上 げま した。退場す る時の子 どもたちの姿 も落 ち着いて、満足感があふれ

てい るよ うに見えま した」 「一人一人の子 どもたちが、体のなかか ら リズムに乗ってい る

様子、学校 全体で一つ の作品 を作 ろ うとい う気持 ちが伝 わってきま した」 「一生懸命練習

したのだなあと思 う仕上が りで、大人 に とってもよい勉強にな ります。特 に合 唱曲は、い

つ もその歌声 とともに歌詞 の美 しさに感心 し、今年 は どんな選 曲なのだろ うと楽 しみ です。

音楽のあふれ る学校 は、心豊かな学校 だ と思いま した」な どの保護者 の感想 を得た。また、

学校評議員会では評議員 か ら、 「音楽 に力 を入れてい る学校」 とい う評価 が地域で あると

の こと。学習発表会 の前な ど、帰宅 した子 どもた ちが合唱のパー トを口ず さんでいるとい

う。

６ おわ りに

全校 とい う大 きな集団が 「表現」 とい う一つの 目標に向かって取 り組 み、教科横断的な

表現活動を成 し遂げてい くことは、児童 の心の成長 に大きな役割 を果たす。 よき集団は大

きな教育力 を持つ。表現力の育成 においては、合唱表現で も、 この詩や曲か ら何を感 じ取

って、 どの ように歌って表現す るのかまで考 えが至 らねばな らない。歌詞 の内容や楽譜 の

読み取 りか ら、表現の工夫 について 自分 な りの思 いをもち、全体で理解 するための考 えの

交流を通 して、全体の歌い方が仕上がって くる。全員の前で音読 した り、学級で考 えた こ

とを発表 した り、 曲に乗 って体 を動か した り、手 の振 りを入れた りす るな どの活動 を積 み

重ね、発表 の場 を節 目として着実 に表現力の向上が実感 できた。

「表現科 」を設置 し、全校合唱、全校音読 ・朗読 ・群読、全校 ダンスによる教科横断的

な表現活動 は、子 どもた ちの感性 を高め、 自分の思いを他者に的確に伝 えコ ミュニケーシ

ョンしてい く表現力の育成につ なが るものであ り、 これ か らの学校教育に大 きく貢献でき

ると考 える。

今後 の課題 として、表現力育成 のた め、 「表現の時間」 と教科等の時間 との関連 をさら

に明確 にしてい くこと、 また、家庭 ・地域 を巻 き込んでの表現活動の実践 である。今後 改

良すべ き点 として、教科横 断的な学習の教材 開発 ・工夫を さらに行 ってい くことが必要だ

と考 えている。

（群馬県藤岡市立東中学校 岸 正博）

（註）

（1）佐 藤政夫 「これか らのカ リキ ュラム研 究の課題」『カ リキュラム研究』 日本 カ リキ ュラム学会P141平 成 ４年 ７月

（2）文部科学省 「小学校学習指 導要領解説 総則編」 Ｐ ３　 平成20年 ８月発行

（3）文部科学省 「小学校学習指 導要領解説 国語編」 Ｐ ６-7　平成20年 ８月発行

（4）文部科学省 「小学校学習指 導要領解説 音楽編」 Ｐ ３　 平成20年 ８月発行

（5）文部科学省 「小学校学習指 導要領解説 体育編」 Ｐ ３　 平成20年 ８月発行

（6）平成20年 ８月13日 、会場 ：群 馬県前橋 市民文化会館

（7）平成20年 ８月16日 、会場 ：群 馬県民会館

（8）平成20年12月20日 、会 場 ：群馬県生涯 学習セ ンター
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第 ３部 第 ２章 第 ４節

形象 （感性）を表現することを育成する授業の実践

Ｒ児の 「やまなし」の読みの認知過程考察か らの検証

１ は じめ に

筆者は、現在 、垣 内松三 の自証体系 （直感 －自証－証 自証） の今 日的具体的指導法 とし

て、「初発 の感想 （直感）」－ 「対話 による読みの交流 （自証）」－ 「ま とめの感想 （証 自証）」

の指導過程で実践 中であるが、形象 （感性） を表 現す ることを育成す るのに最適であ ると

考えている。しか し、まだ、その成果についての考察 と検証ができていないので、今回は、

６年生の教材 「や まな し」（光村図書 六 下）の実践 を通 して、児童が、どのよ うに読み 、

どのよ うに して形象 （感性） を表現 してい くよ うになるのか、その認知過程を追い、それ

を考察 して、検証 してみたい と考 える。

２ 「や まな し」 （宮沢賢治 光村図書 六 下）の指導計画 （13時間扱い）

（1） 第 １次 （５時間）※ （　）内は時間数

1） 言葉 には、心 と魂があ り、それ は、心の 目と心の耳で捉 えることを話 し合 う （1）

2） 宮沢賢治 について話 し合い、賢治の世界 に入 っていけるよ うにす る。 （1）

3） 読めない漢字、意味の分か らない言葉 を調べなが ら全文を通読す る。 （1）

4） 初発 の感想を書 き、発表 して話 し合い、読み深 めるための柱 を立てる。 （2）

（2） 第 ２次 （６時 間）

1）初発の感想 か ら柱立て した問題 と場面を重ねなが ら対話 によっで読み深 めでい く。

（6）

（3） 第 ３次 （２時 間 ）

1） ま とめの感 想 を書 く。 （1）

2） ま とめの感 想 を発 表 して 話 し合 う。 （1）

3指 導の展開

（1） 一人の児童 （Ｒ児）の読みの軌跡

本来な らば、全体の授業の展 開を記述す るところであるが、児童の認知過程 を考察す る

ために、一名 の児童の読みの軌跡 を追って記述 し展 開に替 えることとす る。

1） Ｒ児の初発の感想

最初は、よ く分か らなかったけ ど、読んでい くうちに、 この本 は、 「宮沢 賢治 の想像 し

た物語 なのかな」 と思いま した。 ど うしてか とい うと、クラムボン、イサ ドな ど、よく意

味の分か らない言葉 ばっか りだったか らです。 あ と、金雲母な ど、なんでむず か しい言葉

ばっか り使 うか も疑問に思 います。金剛石 だった らダイヤモン ドと書けばいいのにと思い

ま した。

このお話を読んでいる とす いこまれ そ うな気持 ちにな りま した。

「やまな し」の絵 を見て、左ページ と右ペー ジを写 しだ した絵の よ うに見えま した。（似 て

る）

クランボンは、一体なんなのか。 「あわ」か も知れ ない し、題名 の 「や まな し」か も知

れない。私は、なん とな く、「あわ」が、クラムボンな気が しま した。
一つ一つ意味を考 えて読んでいる と 「や まな し」 は

、本 当にステキなお話 だ と思いま し
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た 。

2） ①か ら⑩ までの柱の問題につ いて話 し合 う前 に書いた Ｒ児の意見

対話 による読みの交流の時は、話 し合 う前に必ず個 々の意見をノー トに書 くことに して

い る。それ を基に して発言 し、交流 して読みを深 めてい くのであるが、 ここでは、先に も

触れた よ うに Ｒ児 の読みの軌跡のみを追 ってい くこ とにす る。

① 二枚の青 い幻灯 とは、宮沢賢治が何 を伝 えたかったのか。

○上 の絵が青い幻灯、だか ら２枚 あるし似てるんだ と思 う。

② クラムボン とは ？

○クラムボンは、「あわ」だ と思 う。絵 にも 「あわ」みたいなものがいっぱい書いてある し、

最初のペー ジ （４， ５Ｐ） にも 「あわ」 とい う言葉 がいっぱい書いて あるか ら。

○ もう一つ のクラムボンは、「魚」です。つ うと銀 の色の腹 をひ るがえ して一ぴ きの魚が頭

の上 を過 ぎていきま した。 とい う所 で、お腹 がひ るがえ してだか ら、ひ っくり返ってる

ことだか ら死んでい るか ら次のペ ージでかにたちが 「クラムボンは死んだよ」 って言っ

たんだ と思 う。

③ かわせみが、 とび こんできた ときのお父 さんの本 当の気持 ち－ こわいのか、 こわ くない

のか。

○や っぱ り、自分の子供だか ら、「大丈夫だ よ」と言 わない とお ちついて くれないか らな ぐ

さめているけ ど、や っぱ り自分 も食べ られ た ら困る （怖 い）か ら、お父 さん も怖い と思

う。

○人 間と一緒で人間だって、地 しんが来た りした ら怖がってい る子供 を守ると思 うし、そ

れ と同 じで、お父 さんは怖 いけど、子供を守るた めにがまん していた。 

④	 「その冷たい水の底 まで … その波の音がひびいてくるだけです。」の文章か ら、心の

目に見えて くるもの、心の耳に聞 こえて くるもの を とらえよ う。

○ この文を読む と青 （静かな夜）って感 じがす る。ラムネのびんの月光 とい うのは、多分、

ラムネのびんの形がД ← こんなかん じになってい るか ら、水の中にこの形のまんま月光

がす きとお っている とい うこ と だか ら上手 く表現 してい る。少 し、さび しげ。

⑤ イサ ドとは、 どんな町ですか。

○クラムボンも、どんな生物か、はっき り分かっていないか ら、イサ ドもよ く分か らない、

宮沢 賢治 しか知 らない町 （賢治の想像 した町）。水の 中のテーマパ ーク。 かにた ちに よ

る 「つ り」の場所。

⑥みんなは、「やまな し」 を読んで、どんな感 覚にな りま したか。

○すい こまれそ うになった。体の どこかが	 「キラキラ」光っている。青 ってゆ う

イ メー ジがす ごい出来あがってい る。冷 たい （何かが ヒヤ ッ トす る）。川 に入 りた くな

る ！？静かで青 く、そ して、キラキラと？雲一つない空間。ただ月光のに じがキラキラ

光 っている様子

⑦宮沢賢治 は、 ど うい う人だ と思いますか。

○宮沢賢治 は表現 も豊かだ し、天才だ と思 うけ ど、金剛石だった らダイヤモ ン ドと書けば

いいのに （むず か しい言葉）。 だか ら、や っぱ り天才だ と思 う。

⑧ かすや昌宏 さんが、 どうしてこ うい う絵 をかいたのか。

○や っぱ り、水の中のお話だか ら、「青」や 「緑」で こうゆ う絵 をかいたんだ と思 う。左右

の絵 が似 てい るか ら幻灯。 （最初の二枚の幻灯です って所か ら）幻灯をイメージ した。

宮沢賢治の空想 の世界をイ メージ してかいた。

⑨ 賢治は、なんで 「やまな し」 とい う話 を書いたのか。
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○賢治は、す ごい作家だか ら自然 と 「や まな し」とい う素晴 らしい話 を作 ったんだ と思 う。

シャーマンだか ら。 この話は、宮沢賢治の体 の一部 （カケ ラ）。 自分の個性 を出 しきっ

て、この物語 を作った。や っぱ り宮沢賢治 はす ごい作家だ し、教科書にのるくらいの物

語 を どく しゃに伝 えた くて書いた。

⑩賢治は、 ど うして題名 を 「やまな し」に したのか。

○や っぱ り、ラス トスパー トに出て くるの は、や まな しだか ら、それ を題に した。賢治は、

じっさい、 このお話 を書 く時、谷川 に行 って、や まな しが落 ちてきたか ら、それを題 に

した。「や まな し」が、や さ しさを教 えて くれた。や まな しのやわ らかいプニプニ感 （熟

した後）は、気持 ちいい し、その気持ちよ さか らや さしい、平和、 自然、おだやか とい

う言葉が 自分 の中で生み出た気 がす る。 「や まな し」は、 “笑顔goodだ と思 う。 （その

熟 したやまな しのやわ らか さが賢治のほほ笑みな気がす る。）

3） ④⑥⑦ の柱による対話の中の Ｒ児の発言

Ｒ児の認知過程 で大 きく変容 した と考え られ る、 この④⑥⑦の柱 での対話による読み

の交流を板書構成で示 してお きたい。


板書構成
 
④	 「その冷たい水の底 まで … その波の音がひび いて来るだ けです。」の文章か ら、

心の 目に見えて くるもの、心の耳に聞こえて くるものを とらえよう。

○夜の よ うす。 （月光）静かでお だやかな世界

○す ごく静かで豊かな世界

○ うるさい音のない夜

○音のない、全然 ない世界

○静かで過 ごしやすい世界

○ゆった りとした世界

○ラムネ のびんの月光－ ラムネのびんの形 に見 える。 （Ｒ児）

○景色のいい夜 の世界

○静かです ご しやすい けど、何だか さみ しい

○波の音 しか聞 こえない→みんな寝てい る。

○静かで寒い真夜 中の世界

○幻想的で見た ことがない ような世界

○や さしい

○子守歌を聞かせ て くれ るよ う

○月光がす き通ってい る静かな世界

○雲が一つ もな くて月が光っている。 （Ｒ児）

○誰 もいない よ うな静かな夜

○何で もす き通 しそ うな月の光で、辺 りを とも している。

⑥みんなは、 「やまな し」 を読 んで どんな感 覚にな りま したか。

○幻想的な絵本の よ うな物語の感 じが した。

○水の音 とか触れ る音が聞こえる

○教室の中にいるのに、川 にいる感 じ

○体の どこかが ヒヤ ッ トして冷 たい感 じ （Ｒ児）

○ 自分が、かにになったよ う。

○ 目を閉 じて耳をすませ ば、かにの話 し声が聞 こえて くる。

○かにた ちと会話 している感 じ

○かにの とな りにい る。

○自分が月光になって、かにたちを見守 ってい る。
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○賢治の幻 灯の中に入 っていった感 じ

○賢治の心の谷川

○夢 を見ているよ う

⑦賢治 は、なんで 「や まな し」 とい う話 を書 いたのか。

○物語 を読 んでほ しくて

○虹や月明か りか らの話 をみんなに伝 えた。

○谷川の中の様子を伝 えた くて

○賢治はシャーマ ンだか ら、神様か ら伝 えてもらった。

○ 自分の個性 をやまな しに出 しきって伝 えた。 （Ｒ児）

○ 自分の ことを知って もらいた くて

○ 自然 を知ってもらお うとしで

○生き物の大切 さを知って もらお うとして

○神様か ら二枚のフ ィル ムをもらって

○金色、月光な ど、天然の物か ら教 えて もらった。

○色 々な人に読 んで もらって幅広い世界を知 って もらいたい。

○谷川が明 るい世界だ とい うことを知 って もらいたい。

○川 にい る身近 な生 き物 のことを知 って もらいたい。

○読者 を楽 しませたかった。

○読者 にも谷川 の中に行 ってほ しかった。

○ 自然 を大切に して もらいたい。

○ 自然 を大切に ！！


ま とめ ると


◎ 自然 との関係

◎独 自の世界

◎心を伝 えたかった （Ｒ児）

4）	 Ｒ児のま とめの感想

賢治の心をのせたや まな し

「パ ラ。」 と、最初 のペー ジを開いた。 まず始 めにでてきたのは 「クラムボ ン」。私は、

「ん。 クラムボ ンとは何だろ う。」 と疑問に思 った。 でもそれ な りに考 えると、“賢治は想

像力豊かな人”とい うイ メージが広がった。他 にも疑問に思った言葉 があった。それは “イ

サ ド”。イサ ドとい う町 は聞いたこ とがない し、そ うゆ う所は存在 しない。で も、一つだけ

存在する場所があ る。それ は賢治の心の中。心の中な ら何 でもあ り。イサ ドもクラムボン

も。賢治 の想像なんだか ら。 そ して、月光のに じ、金雲母 、金剛石 に、や まな し。 これ ら

の言葉にも賢治の心、感情 がこもっている。 その中でも “やまな し” は、賢治が題名 に し

た くらいの言葉。 それ ほど心にひ っかかったのだろ う。 ももで も駄 目、な しで も駄 目、や

まな しじゃない といけない。 なぜな ら、やまな しは、賢治の心 をのせた果物だか ら。

４ Ｒ児の認知過程の考察

Ｒ児の初発の感想 は、「疑問だ らけ」で始まってい る。ク ラムボン、イサ ド、金雲母、金

剛石、よく意味の分か らない言葉、むずか しい言葉ばっか り。 しか し、その中で、「このお

話 を読んでい ると、すい こまれそ うな気持 ちにな り」、「一つ一つ意味 を考 えて読んでいる

と、『やまな し』は、本 当にステ キなお話」 とも言 っている。

この 「疑問」 と、この 「気持 ち」で読んでいった Ｒ児 は、ま とめの感想で 「賢治の心を

のせたや まな し」 とい う題名で、賢治の心象 の世界 に迫 る内容 を書いている。 どのよ うに

して Ｒ児 は、読み を深めて、そ こまでに至ったのであろ うか。そ して同時 に、形象 （感性）
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を表現する ことができるよ うになる働 きがあったのであろ うか。Ｒ児 の認知過程 を追って

いってみ よう。

先 ず 最初 は 、疑 問 に思 った 「クラ ムボ ン」 と 「イ サ ド」で あ るが 、 「ク ラム ボ ン」 につ い

ては 、「あ わ」 か 、「魚 」 か、 と考 えて 、迷 いが 手 に 取 る よ うに分 か る。 「イ サ ド」 につ い て

は、「ク ラム ボ ン も どん な生 物 か 、は っ き り分 か っ て い ない か ら、イ サ ドもよ く分 か らな い

宮 沢 賢治 しか知 らな い町。 賢治 の想 像 した 町。」 とい って 、 「水 の 中の テー マ パー ク」、 「か

にた ち に よ る 『つ り』 の場 所 」 と想 像 して い る。

また、むずか しい と思った 「金剛石」については、⑦ の柱の対話の時 も 「宮沢賢治は表

現 も豊かだか し、天才だ と思 うけど、金剛石 だった らダイヤモ ン ドと書けばいいのに （む

ずか しい言葉）。」 と、初発 の感想 と同 じよ うに書いている。 ここでは、全 く認 知の深 ま り

は見 られない。

しか し、「すい こまれそ うな気持 ちにな り」、「ステ キなお話だ と思 った」その 「気持 ち （感

性）」か らの読みの認知過程 は、見事 に深化 してい く。

④の 「その冷たい水の底 まで ・・・」の柱 では、「この文 を読む と青 （静 かな夜）って感

じがする。」 「ラムネ のびんの月光 とい うのは、多分 、ラムネの ビンの形がД ← こんなかん・

じになってい るか ら、水の中に この形のまんま月光 がす きとお っている とい うこと

だか ら上手 く表現 してい る。」 と、 「ステキ」の気持 ち （感性）か ら、す ば らしい読みを し

て、「賢治の心の中」を捉 えている。

⑥の 「みんなは 『や まな し』 を読んで、どんな感覚にな りま したか。」の柱 では、 「すい こ

まれそ うになった。」「体の どこかが 『キラキラ』光ってい る。」「青 ってゆ うイメ
ー ジがす ごい出来あがっている。」 「冷たい （何 かが ヒヤ ッ トす る）。」 「川 に入 りた くなる」

「静かで青 く、そ して、キ ラキラ と。」 「雲一つない空間。 ただ月光の にじがキラキラ光っ

てい る様子」 と実 に見事に読み取 っている。そ して Ｒ児 の感性 の豊かな力 によって読後の

感覚が、この ようにすば らしいものになっている ことを自分の言葉 で表現 してい る。

特 に 「体の どこかが 『キラキラ』光ってい る」感覚 は、Ｒ児 自身 がシャーマ ン体験 を し

たよ うに さえ思 える。初発の感想 で捉えた 「すい こまれそ うになった気持ち」 か ら、 こう

して Ｒ児 は、対話か らの影響 も受 けなが ら賢治に共感 し、同化 して賢治の心の中に入 って

いったのであろう。

なお、「体の どこかが 『キラキラ』光 っている」感覚 と 「青 ってゆ うイメー ジ

がす ごい出来あがってい る」感覚は、賢治 のい う 「わた くしとい う現象は、青い照明です。」

の世界 と重なってい く。児童の感覚 ・感性のす ば らしさを思わず にはい られ ない。そ して、

なん とも見事に表現 してい ることよと賛嘆す るのみである。

こ うして、次第 に深化 していった Ｒ児 の認知過程 は、⑧ の 「かすや昌宏 さんが、ど うし

てこ うい う絵 をかいたのか。」の柱では、「賢治の空想の世界。 （をイメー ジしてかいた）」

とな り、「賢治 は、どうして 『やまな し』とい う話 をかいたのか。」の⑨の柱 では、「賢治は、

す ごい作家だか ら自然 と 『や まな し』 とい う素晴 らしい話を作 ったんだ と思 う。」 「シャー

マ ンだ か ら」 「この話 は、 宮 沢 賢治 の体 の一 部。 （カ ケ ラ）」 「自分 の個 性 を 出 し切 って 、 こ

の物 語 を作 っ た。」 「自分 の個 性 を出 しき って 、 これ が 自分 です と、読 者 に教 え るた め に、

この物語 を作 っ た。」 とな り、 「賢 治 は 、 ど う して題名 を 『や ま な し』 に した のか。」の ⑩ の

柱 では 、 「『や ま な し』が 、や さ しさ を教 えて くれ た 。」 「『や まな し』の プ ニ プニ感 （や わ ら

かい）は、（熟 した後）気持 ちいい し、その気持ち よさか ら、や さしい、平和、自然、おだ

やか とい う言葉が 自分の中で生み出た気がする。」となって、Ｒ児 自身の 中で、『や まな し』

のテーマに迫 る言葉 が生み出た とまで言 っている。これは、賢治の心の中か ら生み出た数 々

の言葉 に Ｒ児の心 と魂が共振 して捉 えた とい うこ とに外 ならない。 と、同時に感性が言葉
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になって表現 され る時でもあった。

先の 「体の どこかが 『キラキラ』光っている。」 とい うことといい、この 「言葉 が自分 の

中で生み出た気がする」 とい うこ とといい、Ｒ児 にも賢治 と同 じ力が働 いてい るのではな

いか とさえ思えて くるのである。Ｒ児 の初発の感想 での 「すい こまれそ うな気持ち」は、

ここまで読みを深化 させ、最後 まで貫いて働 いていたのである。

このよ うに読んでいた Ｒ児 は、ものの見事 にま とめの感想で、今までの読み を結晶させ 、

「賢治の心をのせたや まな し」 と題 して書いている。疑問だらけでむずか しかった数々の

言葉 にも 「賢治の心、感情が こもっている」 といい、存在 しない 「イサ ド」 「クラムボン」

も、賢治の心の中にだけは存在す るといい、そ して、賢治が題名 に した くらい心にひっか

かっていたや まな しは、「賢治 の心をのせた果物」であるとま とめてい る。憎いほ どのま と

め方である。

初発の感想 （直感 ）か ら対話 （自証） を経て、上 に見てきた Ｒ児 の読みの認知過程が、

最後のまとめの感 想 （証 自証）で実にす ば らしく結 晶 して表現 されてい る。Ｒ児の読みの

深化振 りは見事 とい う外ない。

「賢治の心をのせたやまな し」 は、Ｒ児の心 ものせて、いつまでも生 き続 けてい くであ

ろ う。

５ おわ りに

紙数 の関係 で 「対話による読みの交流」 か ら、Ｒ児 が、 どのよ うに影響を受 けたか とい

う詳 しい考察を しないで、本人の 「初発 の感想」－ 「柱 についての個人の意見」－ 「まと

めの感想」の過程 の中だけの考察であったが、垣 内松三の 自証体系による読みの深ま りが

捉 えられ、形象 （感性）が どの よ うに表現 され るよ うになるか とい うこ とも分か り、一人

の児童 だけではあったが、その認知過程 を示せたのではないか と考えてい る。

本来な らば、クラス全員 の児童 の認知過程 を示 して考察 しなければな らないが、今回は

とて も無理なので、今後の指針 にもなれば と考 えて一名 の児童 の考察に とどめて、形象 （感

性） を表現す ることを育成す る授業のあ り方の一端 を報告す ることとした。

ただ、以上のよ うに、一名だけの児童 の報告だったが、クラスのほかの児童 も全 く全員

が Ｒ児 と同 じように読みが深ま り、形象 （感性） を表現する力がついていた ことを付 け加

えておきたい。

（元茅ケ崎市教育委員会 青木 照明）
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第 ３部 第 ２章 第 ５節

集めた情報を分析 ・評価 し、社会生活に活かす授業の開発

充実 した実習にするために

１ 授業実践のポイン ト

本授業は、筆者 が所属す る幼稚園教諭及び保育士を育成する短期大学 で実践 したもので

ある。本学 のカ リキュラムの中で、教育実習 、保 育実習 は、将来社会に出て教 師 として活

躍 してい くために必要 となる資質 ・能力 を育てる うえで重要な位 置 を占めてい る。一人一

人の学生が主体的に実習先の子 どもや職員 とかかわ り、充実 した実習にす るためには、事

前に実習に対す る課題を しっか りもち、それ を追究 しなが ら、解決 した ことを実際の実習

場面で活かそ うとす る意識 を高めてお くことが重要である。 そこで本授業では、次 の三点

を工夫 した。すなわち、①課題解決型の授 業を組み入れ たこと、②主体 的に実習先 の子 ど

もや職員 とかかわれ るよ う、個人追究ではな くグループ追究を させた こと、③調べ たこと

を発 表 し合 い 、 共有 す る場 を設 定 した こ と、 の三 点 で あ る。 これ らの活 動 を通 して 、 「キ

ー ・コン ピテ ンシ ー」 の 育成 をね らった 。

２ 「キ ー ・コ ン ピテ ン シー 」 を育 成す る学習

本授業実践 は、平成21年11月17日 か ら12月22日 まで行 った。授業 を行 った学校 は、貞静

学園短期大学であ る。研究の対象 とした学年は １年であ る （男子学生 ７名、女子学生46名 、

計53名 ）。

（1） 「キー ・コンピテンシー」 を育成す る学習の単元計画 （全 ５回） 

① 第 １回 ：教育実習 （幼稚 園実習）の振 り返 り
・11月 に行 った教育実習 を実習 日誌及び巡回カー ドを もとに振 り返 り、次 の保育実習

に向けた 自分の課題 を洗い出す。 

② 第 ２回 ：次の保 育実習 （施設実習） に向けたグループテーマの設定
・ 課題別 グループを編制 し、テーマ設定 と課題解決の調査方法 を検討 し合 う。 

③ 第 ３回 ：グループ ごとに よる課題追究

グループご とによる調査活動を行 う。 

④ 第 ４回 ：調査活動のま とめ

調査活動のま とめ とプ レゼンテーシ ョンの準備 を行 う。 

⑤ 第 ５回 ：プ レゼンテーシ ョンとシェア リング

グループご とに発表 し、感想 を述べ合 う。

上記① の巡回カー ドとは、本学の教員 が巡回指導後 に作成 した ものである。特 に全学生

に使用す るのではな く、 自己の実習態度 の振 り返 りが うまくいかない学生に対 してのみ使

用す るよ うにする。 また、上記③、④ については、 この授業時間だけでは無理 なので、空

き時間や休み時間等 も利 用 させ るもの とす る。

（2）授業時間の生み出 し

本学では、前期15回 、後期15回 分の授業回数 が確保 されている。そのなかで百瀬が担 当

す る 「１年教育実習の事前事後指導」は、通年授業の計25回 （１回＝50分 ）の授業 として

計画 されている。 よって、計 ５回分の授 業が余剰 として生み出 され る。 この ５回分 を利 用

して本実践を行 うことに した。
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３ 「キー ・コン ピテ ンシー」を育成す る学習 と能力観 との関連

（1） 「キー ・コン ピテ ンシー 」 との関 連 

① 相互作用的に道具を用いる （Ｂ知識や情報を相互作用的に用いる） 

② 異質な集団で交流する （Ｂ協力する能力）

（2）中教審答申 「思考力 ・判断力 ・表現力」、「言語活動の充実」 との関連

Ａ 「思考力 ・表現力 ・表現力」 との関連

Ａ－ ２ ：事実 を正確 に理解 し表現す る

Ｂ	 「言語活動の充実」 との関連

Ｂ－11： 体験 した ことや調べたこ とをま とめ、発表 し合 う

４ 学習意欲を高める授業開発

（1）授業の概要

本授業は、先に述べた単元計画の第 １回の授業 である。 内容は平成21年11月 ４日～12日

（７日間）まで行った教育実習 （幼稚 園実習）の振 り返 りである。各 自が毎 日書いた実習

日誌 と巡回指導で参観 した本学教員が記 した巡 回カー ドをもとに振 り返 ることに した。 こ

の振 り返 りか ら自分の課題 を発見 させ、次 の平成22年 ２月22日 ～ ３月 ５日 （10日間）に行

われ る保育実習 （施設実習）に向けて、学生一人一人のモチベーシ ョンを高めていきたい

と考えた。

（2）授業の流れ

1） ね らい

実習 日誌及び巡 回カー ドを もとに教育実習での 自分の実習態度 につ いて振 り返 りなが

ら、次の保育実習 に向けた 自己課題 を設定す ることができる。

2） 準備と板書計画

・ 準備

教 育実 習 振 り返 りカ ー ド （ワー クシー ト）

・ 板書計画

１ 授 業 の テ ー マ ：「11月 に行 っ た 幼 稚 園 実 習 を振 り返 ろ う！！」

２ 授業のね らい

・	 幼稚園実習での自分の実習態度について、実習 日誌、巡回カー ドでじっくりと振 り返 りながら、

次の施設実習に向けた自己課題を設定する。

３ 使用するもの

・ 実習 日誌

・ 巡回カー ド （必要な人のみ）

・ 教育実習振 り返 りカー ド （自分評価カー ド）

４ 留意点

・	 特に実習 日誌は、 ７日間の園長先生、指導担当教諭から書いて頂いたコメン トを再度熟読する

ようにする。

・ 教育実習振 り返 りカー ドへの記入は、この時間内で必ず終わ らせ るようにする。

・ 授業終了後全員提出する。
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3） 展開

発 問 ・指 示 ・説 明 学生の学習の実際 時間

説明 ：〈この時間は、幼稚園実習での 自分の実

習態度について じっくりと振 り返 り、次の施

設実習がよ り充実 した ものになるよ うに しま

す。〉

指示 ：「特に、毎 日書いた実習 日誌などを使っ

て じっ くりと振 り返 りたい と思います。毎 日

書いて下さった園長先生、指導教諭の コメン

トについては再度熟読 しよう。〉

指示 ：「振 り返 りは、これか ら配布す る振 り返

りカー ドの項 目に沿って 自己評価 していきま

す。できるだけ具体的に書いていこう。」

発問 ：『次の ２月に行われる保育実習をよりよ

い ものにするために、自分のよさや改善点等

を含 め、 どんな課題 をもって保育実習に望 め

ばよいか考えよう。』

指示 ：「何人かの人に自分が立てた課題を発表

してもらいます。」

１ 幼稚園実習を振 り返るぞ

Ａ 生 ：「初 日か らいろいろと失敗 してしま

った。」

Ｂ 生 ：「実習 日誌を毎 日書 くのがとても大

変だった。」 ５分

Ｃ 生 ：「身な りや挨拶 について注意 され

た。」

Ｄ 生 ：「言われたことはできたけど、 自分

から進んで動 くことができなかった。」

２ 振 り返 りカー ドに書いていくそ

Ａ 生 ：「私は緊張 して して、実習園の先生

方や子 ども達に対 して明るい挨拶ができ

ませんで した。 もっ と笑顔 と元気 さを心

がければよかったです。」

Ｂ 生 ：「実習 日誌の感想では、その日のね

らいの もとに記録を整理 し、事実が読み

手に分かるように具体的に書 くことがで

きなかった。」

Ｃ 生 ：「初 日に園の先生方から、前髪 とズ 25分

ボンの丈の長 さについて注意を された。

身 なりについても子 ども達の よきお手本

とな らなければならない とい う自覚が足

りなかった。」

Ｄ 生 ：「指導教諭の先生が忙 しい時など

に、 自分か ら 『何かお手伝いす ることが

ありますか。』な どと自分から言い出すこ

とができず に、ただ傍観 していて気配 り

が足 りなかった。」

３ 次の保育実習に向けた課題は何か

Ａ 生 ：「次の保育実習では、私は明るい笑

顔を忘れずに して好感 のもてる実習生に

な りたいと思 う。」

Ｂ 生 ：「教育実習の時に比べてより充実し 15分

た実習 日誌が書けるように したい。」

Ｃ 生 ：「園の先生方や保護者の方から好感

が もて る身 な りで保 育実習 を頑 張 りた

い。」
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Ｄ 生 ：「子 ども達だけでなく、積極的に先

生方 とも自分か らかかわれるような保育

実習に したいと思 う。」

説明 ：〈次の時間は、同 じ課題の者同士でグル ４ 次の授業はグループを作るんだな。

ープを編制 し、グループで追究 していくテー Ａ 生 ：「私 と同じ課題をもった人は何人ぐ

マを設定 します。〉 らいいるのだろ うか。」 ５分

Ｂ 生 ：「実習 日誌に関する課題は、たくさ

んの人が設定 したのではないか。」

4）	 ワー ク シー トの開 発

平成21年11月17日

１年教育実習の事前事後指導

「教育実習 （幼稚園実習）振 り返 りカー ド」

氏名 （Ｂ 生 ）

教育実習を振 り返って （自己評価） 

① 身だ しなみ ・挨拶について

・	 園の先生方から、髪の長さついて指摘 された。輪ゴムで しばるなどして髪 をあげ、子 ども達に

豊かな表情が見せ られ るように心がけていかなければいけない とい うことを学んだ。 

② 自己紹介について

・	 ただ名前だけを言 うのではな く、子ども達 をひきつけるために手遊びな どを用いながら自己紹

介をすることができてよかった。 

③ 子 ども達へのかかわ りについて

・ 年少、年中、年長のクラスにそれぞれ ２日ずつ入った。 どのクラスも １日目は緊張して しばら

く立ちつ くしてしまった。でも２日目は偏 らないよ うに全員の子に声をかけた り、遊んだ り、話

をすることができた。 

④ 実習園の先生方とのかかわ りについて

・	 私は緊張 して、実習園の先生方に対 して明るい挨拶ができなかった。 もっと明るい笑顔で挨拶

ができればよかった。 

⑤ 実習日誌について

・	 実習日誌の感想では、その 日のね らいのもとに記録を整理 し、事実が読み手に分かるよ うに

具体的に書くことができなかった。

次の保育実習 （施設実習）に向けて 

① 次の保育実習に向けて設定 した自己課題

・ 教育実習の時に比べてより充実 した実習 日誌が書けるようにしたい。

・ 実習園の先生方に好感 をもってもらえる実習にしたい。

－590－



５ 課題解決のための活動的 ・協 同的 ・表現的な学 び

授業の概要

本授業は、先 に述べた単元計画 の第 ２、 ３、 ４、 ５回の授業である。第 ２回の内容 は課

題別 グループを編制 し、グループテーマ の設定 と課題解決法 を検討 し合 うことに した。 ま

ず、前時 の授業 で使用 したワー クシー ト （「教育実習 （幼稚 園実習）振 り返 りカー ド」）

の項 目 「次の保育実習 に向けて設定 した 自己課題」に書いた内容 をもとに、共通する内容

の者同士で グループを編制 し、グループで追究 してい くためのグループテーマを設定 した。

この グループテーマは、 よ り具体的なテーマになるよ うに三段 階で絞 り込 んでい くことに

した。次に、このグループテーマの解決法について話 し合い、協力 して追究で きるよ うに

作業分担を決 めることに した。第 ３回の 内容 は、 グルー プごとによる調査活動 を行 うこ と

に した。第4回 の内容は、調査活動 のまとめ とプ レゼ ンテー ションの準備 を行 うことに し

た。第 ５回の内容 は、プ レゼ ンテーシ ョンとシェア リングを行 うことに した。

（2） 授業のね らい

グループ ごとに協力 しなが ら設定 したグループテーマに関す る調査活動 を行い、調べた

ことを分か りやす くま とめ、プ レゼンテー ションの準備 をす ることができる。

（3） グルー プでの絞 り込 まれたテーマ と活動内容

グループテーマは次の三段 階で絞 り込んでいくことに した。 

① 第一段 階 ：「前回の教育実習 の反省 を生か し、充実 した保育実習 に しよ う」 

② 第二段 階 ：「教育実習での課題は何 であったか」 

③	 第三段 階 ：「好感 が もて る実習 にす るために」

この三段 階の絞 り込みを経て、次の四つのグループテーマが最終的に設定 された。

・ １グループ ：「第一 印象 をよ くす るための身 だ しなみは ？」

教育実習 での身 だ しなみについてお互いに指摘 され た点 について出 し合い、それ をも

とに望ま しい髪型や服装について図書資料を もとにモデル図を作成 しなが ら検討 し、模

範 となる実習生の身 な りを実際に全体の場で示す。
・ ２グル ープ ：「充実 した実習 日誌 を書 くための コツは ？」

実習 日誌 をもとに どんな点を指摘 されたのかを出 し合い、図書資料や配付資料 で調べ

なが ら、充実 した実習 日誌 を書 くための コツを 「見た 目」 と 「内容面」 にポイ ン トに絞

ってまとめ、それ を全体 の前で発表す る。

・ ３グループ ：「好感 がもてる職員 とのかかわ り方は ？」

イ ンターネ ッ トや図書資料 を使 って、上司に好感 がもて るかかわ り方 について調べな

が ら、特に保育実習で想 定 され る重要な場 面ごとに よる適切 なかかわ り方のマニアル を

作成 し、それを全体の場 で実演す る。

４グループ ：「第一印象 をア ップ させ る 自己紹介 は ？」

どんな 自己紹介 が第一印象 をア ップ させ るかについてイ ンターネ ッ トや図書資料をも

とに調べなが ら、 「先生方用 の 自己紹介」 と 「子 ども連用 の 自己紹介 」の二つについて

検討 し、それぞれ の模範 となる自己紹介 を全体 の場で実演す る。

（4）グループでの 「課題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び」の流れ

ここでは 「充実 した実習 日誌 を書 くためのコツは ？」とい うグループテーマ を設定 した、

２グループについて取 りあげるこ とにす る。

1） グルー プでの活動の流れ 

①	 教育実習の振 り返 りをもとに設定 した次の保育実習 に向けた 自己課題を もとに、共通

す る内容 の者同士でグループを編制す る。 

② グルー プごと三段階で絞 り込みなが らグループテーマを設定する。
・ 「前回の教育実習の反省 を生か し、充実 した保 育実習に しよ う」→ 「教育実習での課
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題は何であったか」→ 「好感 が もてる実習 にす るために」 とい う手順 で進めるなかで、

最終的に 「充実 した実習 日誌 を書 くた めのコツは ？」 とい うテーマを設定 した。 

③	 グループテーマ を解決す るための調査方法 について話 し合 い、作業分担を決 める。
． 実習 日誌の書 き方で注意 され た ところをお互いに出 し合いなが ら、それ らの課題 点を

解決す るには ど うすれ ばよいかについて、図書資料や た配布資料 をも う一度 細か く読み

返す ことに した。 

④ 各グループ ごと、図書資料やインターネ ッ トを用 いて調査活動 を行 う。

・ 図書資料や配付資料を分担 して読み、ポイ ン トとなる点 をま とめてい くよ うに した。 

⑤ 調べたこ とをま とめプ レゼ ンテーシ ョンの準備 を行 う。

・	 それ ぞれ調べたこ とをま とめなが ら、画用紙 に充実 した実習 日誌 を書 くためのコツを

書 き、それ をプ レゼ ンテーシ ョンで示す ことに した。 

⑥ プ レゼ ンテーシ ョン とシェア リングを行 う。
・	 プ レゼ ンテーシ ョン と、全体で各グループのプ レゼ ンテーシ ョンに対す る感想発表を

行 うことに した。

2） グルー プでの表現のかたち

２グループの学生が作成 した、プ レゼ ンテーシ ョンで提示す る画用紙 に書いた表現物 を

図 １に示す。

「実習 日誌の書き方で出された主な問題点」 「充実 した実習 日誌を書くための ５つのコツ」

【見た 目】	 【見た目】 

・ 誤字脱字が多い。	 ① 手元に必ず辞書を置 く。 

・ 一文が長 く読みにくい。	 ② 符号や番号、小見出 しな どをつ けて全体の

構成が見えるようにする。

【内容面】	 【内容面】 

・	 子 どもの姿が見えてこない。 ③ 具体的な子 どもの姿や 「つぶや き」な どを

挿入する。 

・	 毎 日同 じようなことを書いている。 ④ その 日設定 した実習のね らいに立ち返 って

記述す るようにする。 

・	 感想だけで考察がない。 ⑤ 具体的な出来事を通 して、何を感 じたのか

素直な気持 ちを書くとともに、そ こか ら考え

た ことや気づいたことを記述する。

図 １ プレゼンテーションで使用 した２グループの表現物

3）	 グルー プでの表現物作成に至 るまでのコミュニケーシ ョン

２グループでは、教育実習で指摘 され た実習 日誌の書き方 の問題点 について、 ど うすれ

ば改善できるか図書資料や配布資料 を使 って調査活動 を行 った。Ｂ生 は、授業で使用 して

いる図書資料 をもとに調 べてい くなかで、 「図書資料 に実習 日誌 の書 き方についてた くさ

んの留意事項が書かれていて、どこをま とめて書けばよいか分か らない。」とつぶや いた。

この時、配布資料で調 べ学習 を していた Ｅ 生が 「教育実習で指摘 され た実習 日誌 の書 き

方 の問題 点は大 きくグループ分 けす ると、見た 目のことと内容に関わることの二つに分 け

られ るか ら、その二つの観 点に絞 ってま とめていった らよいのではないか。」 とア ドバイ

ス した。 このア ドバイスを聞いて、Ｂ 生 と同 じよ うに図書資料 を使 って調べ学習 をしてい

た Ｆ生は、 さらに 「私 は見た 目について調べてい くので、Ｂ生 は内容 に関わることについ

て調べてい くよ うに分担 しよ うよ。」 と提案 した。 この Ｅ生のア ドバイス と Ｆ生の提案 を
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受 けて、Ｂ 生は 「観点 を持 って調べ た方が分 か りやす く調べやすい。」 と応 え、内容面に

関す ることを意欲的に調べ、ま とめていった。

普段 の生活では、Ｂ 生 と Ｅ 生 と Ｆ 生は特に一緒 に行動す ることがな く、挨拶以外は じ

っく りと会話を したことがなかった学生達である。本授業では同 じグル ープ とな り、調査

活動を進 めてい くなかで、お互い に助 け合い協力 し合 いなが ら取 り組んでい る姿を三名 の

コ ミュニケーシ ョンのよ うす か ら伺 うこ とができる。

（5）市民性 を育成するためのコ ミュニケー ション

各 グループのプ レゼ ンテーシ ョンが終 わった後 、一人一人に感想 を発 表 させた。 ここで

三名の感想発表 を紹介す る。

・ 私 は第一印象 をア ップさせ るための 自己紹介 について調べ、次の保育実習で早速実践

してみたい と思 った。また、他の グループのプ レゼ ンテー シ ョン もとて も参考になった。

特に 「充実 した実習 日誌 を書 くための五つの コツ」は とても参考にな り、次の保 育実習

では より充実 した内容 に したい と思った。 （Ａ生）

・ 第一印象 をよくす るための身 だ しなみについて調べたけ ど、身だ しなみだけでな く、

好感 がもて る実習 にす るためには、他 のグループのプ レゼンテーシ ョン した内容のすべ

てを次の保育実習で生か したい と思 う。身な りだけでな く中身 でも勝負 したい。（Ｃ生）

・ 私は教育実習 で実習 日誌 を書 くのに とても苦労 した。 どのよ うに書 けば分 か りやす く

なるのかあま り理解で きていなかった。 でも2グ ループのプ レゼ ンテー シ ョンはとて も

参考にな り、次 の保育実習では、実習 日誌 の内容 を充実 させ るためのコツを意識 して実

習 日誌 を書いていきたい と思った。 （Ｄ生）

この三名 の感想 か らも分かるよ うに、各 グループのプ レゼ ンテー シ ョンの内容 をお互 い

に分かち合 い、次の保育実習で生か したい とい う意欲 を伺 うことができる。

（6）参 考 に した 図書 ・資 料 、Ｗｅｂ等

1） 図書 ・資料

河邉貴子 ・鈴木隆 『保育 ・教育実習フィール ドで学ぼ う』 同文書院、2006年

古谷治子 『人に好かれるものの言い方 ・伝え方のルール とマナー』 日本実業出版社、2006年

『女のマナー常識555－ あなたの 「ふつ う」はだい じょ うぶ？』PHP研 究所 、2006年

阿部恵 『たの しい コミュニケー シ ョン手遊び歌遊び』明治図書出版 、1998年

2）Web


「コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 向 上 計 画 」http：//commuskill．blog40．fc2．com/2009．12．2


「ア ッ ト ！解 決 Ｑ＆ Ａ コ ミ ュ ニ テ ィ ー 」http：//kaiketsu．athome．jp/qa3710801．html　 2009．12．3

「好 感 度 ア ッ プ 魅 惑 の 話 し 方 」http：//allabout．co．jp/career/speechskill/closeup/CU20070529C/

2009．12．2

６ 学生の感想 と 「キー ・コン ピテ ンシー」育成への解釈

（1） 学生の感想

・	 私はグループを編制 した ときに、普段 あま り関わった ことがない人 と一緒 になったの

で、 うま く調べ学習が進 むか どうか少 し心配 で した。で もそんな心配はす ぐにな くな り

ま した。私が調査活動で何 を どの よ うにまとめていけばよいか困っていた ときに、Ｅ 生

は、観点 をもって調べ、ま とめてい くことをア ドバイ ス してくれま した。 また、Ｆ生は

分担 しなが ら調査活動をす るこ とを提案 して くれま した。みんな と助 け合い なが ら協力

して調査活動を進 めることがで きてよかったです。 （Ｂ生）

・ 私は各 グループのプ レゼ ンテーシ ョンが終わった後の感想発表でも言ったけど、 自分

たちのグループが調べた 「好感 が もてる身だ しなみ」だけでな く、他の グループのプ レ

ゼンテーシ ョンの内容 もとても重要なので、それ らのすべてを活か しなが ら次の施設実
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習で頑張 りたい と思 う。大切 なこ とは、身な りだけでな く中身 でも勝負 し、好感が もて

る充実 した実習 にしたい。 （Ｃ生）

（2） 「キ ー ・コン ピテ ンシー 」育 成 へ の解 釈

Ｂ 生は グルー プ追究 に対 して不安 をもっていた学生である。その不安 な気持ちを、「普

段 あま り関わった ことがない人 と一緒になったので、 うまく調べ学習が進むか ど うか少 し

心配 で した。」 と感想 で綴 った。 ところが調べ学習 を進 めてい くなかで、その不安はな く

な り、 グループで活動す ることによって、他人 とよい関係 を結 びなが ら協力 して取 り組 め

ることができた ことが、Ｂ生が綴 った 「みんな と助 け合 いなが ら協力 して調査活動 を進 め

ることができて よかったです。」 とい う感想か ら伺 うことができる。 ここか らいろいろな

人 と交流す る力、すなわ ち社会生活 （施設実習） でも必要 とな るチームで働 き、協力す る

力 を育成す るこ とができた と解釈す るこ とができる。

Ｃ生 は １グループに所属 し、第一印象 をよくす るための身だ しなみ について課題意識 を

強 くもって調査活動を行った学生である。 ところが各 グループのプ レゼ ンテーシ ョンを聞

くなかで、他の グループが調査 した情報 の重要性 にも気づ き、 さらにそれ らを自分のなか

で総合化 しなが ら活用 しよ うとした ことが、Ｃ生が綴った 「自分 たちの グループが調べた

『好感が もてる身だ しなみ』 だけでな く、他 のグループのプ レゼ ンテーシ ョンの内容 もと

て も重要 なので、それ らのすべて を生か しなが ら次 の施設 実習 で頑 張 りたい と思 う。」 と

い う感想 か ら伺 うことができる。 ここか ら情報 を分析 ・評価 し、社会生活 （施設実習）に

生かそ うとす る力を育成す ることができた と解釈す ることができる。

７ 授業実践 を終えて

大学の授業では、学生のモチベーシ ョンを高めてい くための授業改善が求め られている。

本授業実践 では、①課題 解決型の授業を組み入れ ること、②個人追究ではなくグループ追

究を させた こと、③調べた ことを発表 し合い、共有す る場 を設 定 した こと、の三点 を工夫

した。普段 の授業では、最後 まで意欲 を継続 させ ることが困難 な学生が、本授 業では生き

生 き と調査活動や プ レゼ ンテー シ ョンに取 り組む ことができた。 この ことか ら本授業実践

は、授業に対す る学生のモチベーシ ョンを高めることにも成果 となってあ らわれ た とい う

ことができる。

（貞静学園短期大学 百瀬光一）
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第 ４部

キー ・コン ピテンシーを育成す る学習指導法の有効性の検討



第 １章

授業実践の有効性の検討



第 ４部　 第 １章　 第 １節

表現 ・コミュニケー シ ョン力を育成する授業の意義

－キー ・コンピテンシー を育成す る学 習 を手がか りと して－

は じめに

下 田は、キー ・コンピテンシー を育成す る学習指導法 を開発 した。学習指導法の枠組み

としては、「関連する能力観」「知識 ・情報を活用す る学習 としての調べ学習」「課題解決の

ための活動的 ・協同的 ・表現的な学び」を設定 した。市民性 を育成す る学習においてもこ

の枠組み を適応 した。 この学習では、児童生徒が知識 ・情報を収集 し、熟考 ・評価 し、表

現 ・コミュニケーシ ョン してい く、 ことを学ぶ。 この ことを新聞を中心に他 のメディア も

活用 しなが ら行 った。キー ・コンピテンシーを育成す る授業は、「相互作用的に道具を用い

る」の中の 「知識や情報を相互作用的に用い る」、「異質な集団で交流す る」の 「協力す る。

チームで働 く」、「自律的に活動す る」の 「大 きな展望 のなかで活動す る」の能力が関連 し

ている。

そこで、これ らの能力が、プロジェク ト授業を通 して どのよ うに育成 され たかについて

アンケー ト調査 を実施 し検討 を行 った。調査は、プ ロジェク ト授業実践前に一度実施 し、

その後プロジェク ト授業実践後に再度同 じ調査を実施 している。授業実践前後 における児

童の学習 に対す る態度 について比較する。また、授業実践後 の児童の感想 もあわせ 、「キー ・

コンピテンシー」能力育成 の授業 の有効性について解釈 を行 う。 なお、対象 は、世田谷区

立上北沢小学校 における羽賀絹恵教諭 の授業についてである。羽賀教諭の授業 は、新聞記

事を利用 した ＮＩＥ授業であった。

１　イ ンフルエンザをテーマ とした羽賀教諭の授業概要

（１） テ ー マ

羽賀教諭は、今年度秋に世界的に流行 した 「新型イ ンフルエ ンザ と医療」をテーマ とし、

新型インフルエ ンザに関す る新聞記事の収集 を行い、イ ンフルエ ンザの対処法や予防法 を

学ぶ ことによって、キー ・コンピテンシー を育成す る授 業を組み立てた。新聞記事の読み

取 りには 「ファ ミリーフォーカス」 を用 い、家庭学習 と連携 しなが ら調べ学習を進めた。

また、新聞記事による情報の少ないグループは、専門家や 関連す る企業に取材を行い、知

識 ・情報 を収集 した。

（２） 単元計画

羽賀教諭 の学習 は、全14時 間扱いであった。導入 （１時間）では、新型イ ンフルエ ンザ

に罹患 した ときの体験談 、ＮＨＫ のイ ンフルエ ンザ特集 の視聴 から、インフルエンザに対す

る基礎知識の共有、予防法や対処法についての関心を高めた。次は、新型イ ンフルエ ンザ

か ら連想す ることをマ ッピングし、自分が調べ学習を進めていきたいテーマを決定 した （１

時間）。その後 、同 じテーマをもつ児童 同士で ５つのグループを構成 した。新聞スクラップ

（２時間）は、テーマに沿った新 聞記事 を収集 し、クリアファイルにため こんでい く作業

を行った。その際、学級通信で家庭への協力 を依頼 し、ファミリーフォーカスを実践 した。

調べ学習 （３時間）は、新 聞記事 のスクラップだけでなく、図書、各種パンフレッ ト、イ

ンターネ ッ ト等で資料 を集 めた。 また、校医や薬剤師、製薬会社等に も取材 を行 った。収

集 した新聞記事や資料は、グループで １枚のスクラップ新聞に した （３時間）。発表 （３時
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間）は、発表原稿の作成時間をと り、情報を効果的に伝 えるために各 グルー プで検討 した。

まず、朝会の時間に全校に向けて発表 し、その後学級で発表会を実施 した。保護者 にも参

観を呼びかけ、発表会 の中で保護者 に感想 を求めた。最後 に、授業の振 り返 りとして、今

回の学習で学んだことや感 じたことを学級全体で共有 した （１時間）。

（３） グル ー プ ご との テ ー マ

構成 された ５つのグループのテーマ と、 どのよ うに資料収集を行ったかについては、以

下であった。

①　 手洗い ・うがい研究隊

正 しい手洗いや うがいの仕方 について、新聞やパンフ レッ トを使 って調べた。また、効

果を高 める製品や グッズについて も調べた。養護教諭 にイ ンタビューを行い、実際に手の

洗い方が正 しくできているかを見てもらった り、収集 した資料の信憑性 の確認 を行 った。

②　マスクの秘密徹底研究隊

それぞれ の家にあるマス クや空 き容器 か ら、 どの ような大きさのマスクがあるかについ

てや 、効用のあるマスクについて調べた。 さま ざまな製薬会社やマ スクを販 売 してい る企

業へ電話によるインタビュー を行い、マスクの生地や形な ど詳細 に説明を受けた。

③　	 タ ミフル ・リレンザ研 究 隊 Ａ ・Ｂ

タミフルや リレンザは、 どのよ うな楽なのかについて、効果や 副作用、 ２つの違 いにつ

いて調べた。新 聞記事の情報が少 なかったため、製薬会社へ ＦＡＸ で取材 を行 い、薬剤師に

もインタビュー をした。

④　新型ウィルス研究隊

Ｈ１Ｎ１型 ウィルスの発生地や どのよ うにで きたかな どについて調べた。新聞記事だけで

は情報 が少なかったため、医療情報部の新 聞記者 に電話 で取材 を行 い、詳細な情報を収集

した。

⑤　 ワクチン研究隊

新型イ ンフルエンザのワクチンは どこで どのように して製造 され ているのか、ワクチ ン

の効果や材料 について調べた。多 くの新聞記事か ら、 日本 におけるワクチン接種の優先順

位や価格 などの情報 も収集 した。

２　 「キー ・コンピテンシー」育成の効果 を検討するア ンケー ト調査

（１） 目的

世田谷 区立上北沢小学校の羽賀絹恵教諭 の授業を対象 に、ＮＩＥを利用 した授業の効果を

検討す ることを目的 とす る。羽賀教諭の授業では、新型イ ンフルエ ンザ と医療 を授業の大

テーマ とし、新型イ ンフルエンザに関す る小テーマについて、各グループごとに調べ学習

を行 っている。調べ る際に利用す る主となるものは新 聞記事であるが、 さらに詳細 に調べ

るため、各テーマ ごとに専門家や企業へ取材 を試みた。また、新聞記事の理解 には、「ファ

ミリー フォーカス」 とい う手法 を取 り入れ てお り、家庭学習 との連携学習 を行 ってい る。

これ らの体験は、「キー ・コンピテ ンシー」にお ける 「知識 を道具的に利用す る能力」や 「人

間関係能力」、「表現 ・コミュニケーシ ョン」に効果 をもたらす のではないか と考 えられ る。

（２） 方法

・ 調査対象者

世 田谷区立上北沢小学校 ５年 １組 の児童35名 を対象に調査をお こなった。なお、プ ロジ

ェク ト授 業の効果 を検討す るため、プロジェク ト授業実践前 と実践後の どち らか一方のみ

に回答 した ５名 を除外 し、30名 （男子13名 、女子17名 ） を分析対象 とした。
・ 質問紙構成

質 問紙は、「学習に関するア ンケー ト調査」とし、フェイス項 目 （学校名 、クラス、実施
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日、 出席番 号 、氏 名 、性 別 ） と学習 に関す る質 問項 目 （48項 目， ５件 法） で あ った。 学 習

に関す る質問項 目は、 プ ロ ジェ ク ト授 業 の キー ワー ドとな る 「キ ー ・コン ピテ ンシー 」 の

概 念 を基 に、下 田 と共 同で作 成 した。 「キー ・コン ピテ ンシー 」の枠 組 み は、 ３つ の カテ ゴ

リー か ら構成 されてお り、 さらに具体的 な内容がそれぞれ提示 され てい る （Rychen & 

Salganik, 2003）。そ こで、そのコンピテ ンシーの内容 を学習の状況に合わせて具体的に示 し

た項 目を用意 した。また、児童が授業に積極的に取 り組 んでいるか どうかを測定するため

に、 自己効力感 に関す る項 目を、 日文式学習意欲診断検査 （日本文化科学社） を参考に設

けた。項 目は、「表 現 ・コ ミュニケ ー シ ョン」、「知識 ・情 報 の道 具 と して の利 用 」、「主体性 」、

「興 味」、 「価 値 観 」、 「人 間 関係 能 力 」、 「自律性 」、 「自己効 力」 の ８つ の群 か らな り、各群

には ６項 目を用意 し全部で48項 目であった。回答 はすべて、項 目内容が 自分に どの程度あ

てはまるか どうかを回答 させるものであった。
・ 手続 き （調査実施 日）

調査は授業の時間を利用 し、羽賀教諭が児童 に一問ずつ読んで回答 させた。 なお、プ ロ

ジェク ト授業実践前の調査実施は2009年 ９月25日 （金）であ り、授業実践後 の実施 は、

2009年12月22日 （火）であった。

（３） 結 果

１）各項巨群の信頼性分析と質問項目の記述統計

まず 、設定 した ８つの項 目群を構成す る各質問項 目の一貫性 を検討す るために、授業実

践前デー タを使用 し、信頼性分析 をお こなった。その結果、「知識 ・情報の道具 としての利

用 」か ら １項 目、「自己効力 」か ら ３項 目を除外 す るこ とに よ って、各 項 目群 につ い て あ る

程 度 の信 頼性 を確認 す る こ とが で きた （「表 現 ・コ ミュニ ケー シ ョン」：α＝．78， 「知 識 ・

情 報 の 道 具 と し て の 利 用 」 ：α ＝．77， 「主 体 性 」 ：α ＝．71， 「興 味 」 ： α＝．82， 「価 値 観 」 ： α

．＝ 84， 「人 間 関 係 能 力 」 ： α＝．70， 「自 律 性 」 ： α ＝．81， 「自 己 効 力 」 ： α ＝．64）。 各 項 目 群 の

項 目内容 と平均値お よび標 準偏差を表 １に示す。

信頼性分析の結果、各項 目群 に含 まれ た項 目内容 は以下で あった。「表現 ・コミュニケー

シ ョン」は、主にクラスや グループ活動 における友だ ちとの課題解決や情報の発信 につい

てであった。「知識 ・情報の道具 としての利用」は、課題解決の際の知識の利用や情報検索

に関す る内容であった。 「主体性」は学習に対する積極的な態度 に関 して、 「興味」は学ぶ

ことに対す る楽 しさを感 じるかな どの内容が含まれていた。また、「人間関係能力」は、課

題解決 の際の 自分 と友だち との意見のや りとりや折 り合いのつ け方 に関 して、「自律性」は、

物事の見方や必要な情報の選択 がで きるか どうか とい う項 目であった。「自己効力」は、問

題 を自分の力で解決できると感 じているか、成績 の良 さには 自分の能力が関係 しているか

どうか といった内容であった。

これ らの項 目群のキー ・コンピテ ンシー との関連は、「知識 ・情報の道具 としての利用」

項 目群が 「知識や情報 を相互作用的に用いる能力」の内容である。また、「課題解決 のため

の活動 的 ・協 同 的 ・表 現 的 な学び 」にお け る グル ー プ活 動 の設 定 に よ り、「表現 ・コ ミュニ

ケー シ ョン」、「人間 関係 能力 」項 目群 は 、「協 力す る。チー ムで働 く」能 力 に含 まれ る。「大

きな展望のなかで活動す る」能力 内容 に関連す るのは、「主体性」、「価値観」、「自律性」項

目群である。 さらに、今回の調査 に設 けた、「興味」項 目群 は、「知識や情報を相互作用的

に用いる能力」の育成、「大きな展望のなかで活動す る」能力の育成の どち らにも関わるも

の として捉えることがで きる。なお、「自己効力」は、課題解決 を通 して、自分 で調べて 自

分で解決することによる 自己能力 に関す ることである。
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表 １　各項目群のα係数と各質問項 目に対する授業前 ・授業後の平均値 と標準偏差 および人数

２） プロジェク ト授業実践前 と実践後における平均値の比較

まず、各項 目群の質問項 目について合計得点 を算出 し、項 目群の平均得点を求めた。次

に、各項 目群 の平均得点について、プ ロジェク ト授業実践前 と実践後 において変化がみ ら

れ るか ど うかを検討す るために、対応 のあ る ｔ検定 をお こなった （表 ２）。その結果、「表 
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現 ・コ ミュニケ ー シ ョン」、 「知 識 ・情報 の道具 と して の利 用 」、 「主 体性 」、 「興 味」、 「価 値

観 」、 「人 間 関係 能 力」、 「自律性 」 にお いて 、授 業 実践 前 よ りも授 業 実践 後 の ほ うが 、 平均

得 点 が 有 意 に 高 く な っ て い る こ と が 示 さ れ た （順 に 、 ｔ（29）＝3．53，ｐ＜．01；ｔ（29）＝2．02，ｐ＜．10；

ｔ（29）＝5．20，ｐ＜．01；ｔ（28）＝2．28，ｐ＜．05，ｔ（29）＝4．90，p＜．01；ｔ（27）＝2．63，ｐ＜．01；ｔ（29）＝2．93，ｐ＜．01）。「自

己 効 力 」 に お い て は 有 意 な 変 化 が み ら れ な か っ た （ｔ（29）＝1．26，ｎ．ｓ．）。

表２　各項目群の授業実践前後における平均得点と標準偏差および ｔ検定の結果

＊平均得点は各項目群の内容について、あてはまる傾向の程度を示す。

（４） 考 察

本報告では、羽賀教諭 の授業 を対象に、ＮＩＥを利用 した授業の効果について検討 した。

授業実践前 と実践後の児童の学習態度について分析 をお こなった ところ、表 ２に示す よ う

に、「表現 ・コミュニケーション」、「知識 ・情報の道具 と しての利用」、「主体性」、「興味」、

「価値観」、「人間関係 能力」、 「自律性」 の項 目群 において、実践後に平均得点が高 くなっ

ていることが示 され た。

「表現 ・コミュニケーシ ョン」は、「異質 な集団 との交流」の 「協力す る。チームで働 く」

と関連があ り、また中教審答 申の 「言語活動の充実」 とも深 く関連す る内容であった
。今

回は同 じテーマに関心 を持 った児童同士の グループ活動であったため、同 じ目標 に向か っ
て取 り組んだことがよかったのではないだろ うか。また、 この経験は 「人間関係能力」に

も影響 を与えていることが考え られ る。「人間関係能力」は、グループのなかにおける友だ

ちとの意見交換や、 自分 と友だちの意見が異なった場合 に どのよ うに折 り合い をつ けて解

決策 を導 き出す ことができるか、 とい う内容であった。 自分の意見を述べ、友だちの意見
を聞き、意見交換 をす ることによって、友だちをよ り理解することがで きる。この経験が、
グループ活動の充実につ なが り、人間関係能力を育成す る機会 となるのではないだろ うか

。
「知識 ・情報 の道具 としての利用」については、主に 自分 の持 っている知識や情報 を使

って課題解決をす ることができるか、 とい う内容であった。 これ は、新 しい ことを学びた

い、学ぶ ことが楽 しい といった 「興味」 とも関連する。平均得点の分析結果 において 「知

識 ・情報 の道 具 と して の利 用 」、 「興 味 」 は、 それ ぞれ 得 点 の上昇 が み られ 、 さ らに標 準偏

差が 小 さくな ってい た （「知 識 ・情報 の道 具 として の利 用 」：実践 前 ；Ｍ＝17．60，ＳＤ＝4．38，実

践後 ；Ｍ＝19．17，ＳＤ＝3．18， 「興味 」：実 践 前 ；Ｍ＝19．62，ＳＤ＝6．07，実践 後 ；Ｍ＝22．14，ＳＤ＝4．78）。

得 点の範 囲につ い て検討 す る と、 「知 識 ・情 報 の道 具 と しての利 用 」につ いて は 、 ５項 目の

合 計得 点 で あ り、最小 得 点 が実 践前 で は7．00点 で あ った が 、実践 後 に は、12 ．00点 と５ポ
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イ ン ト上昇 し、 中央 得 点 も17．50点 か ら19．50点 と ２ポイ ン ト高 くな ってい る （最 大 得 点

25．00点 は 、実践 前 後 にお い て変化 な し）。 これ は 、 自分 の持 って い る知識 や情 報 を使 って

課題解決 を行お うとい う意欲の低かった児童 が、学習を通 して意欲 が高まった ことを示 し

てお り、 さらにクラス全体の得 点の上昇、つ ま りクラス全体の意欲 の高ま りにつながった

のではないだろ うか。また、「興味」の得点範 囲は ６項 目の合計得点であるが、最小得点に

おいて ６ポイン トの上昇がみ られ 、中央得点では2．5ポ イン ト上昇 してお り、全体的に興

味 が高 ま った こ とが示 され た （実 践前 ；最 小得 点6．00； 最 大得 点30．00， 中央 得 点20．50， 実

践後 ；最 小得 点12．00， 最 大得 点30．00， 中央得 点23．00）。知 識や 情 報 を使 っ て課題 を解 決 す

ることに より楽 しさを感 じ、その気持ちが 「興味」を高めたことが考 えられ る。今回の調

べ学習では、新 聞記事の情報が少 ないグループは、 さらに詳細な情報 を知るために専門家

や製薬会社 に取材 を試みている。 もっと知 りたい とい う情報 について、直接情報を得 るこ

とができた とい う体験 が、 「知る」、「学ぶ」こ との楽 しさを感 じさせ、 「知識や情報 を相互

作用的 に用い る能力」の育成 に効果的に働いたのではないだろ うか。

「自律性」、「主体性」、「価値観」については、「自律 的に活動す る」のなかの 「大 きな展

望の中で活動する能力」 ともっ とも関連す る内容であった。 これ は個人の行為や決定が、

広い社会のなかで どの ように関係 しているか を考 える能力である といえる。社会のなかで

は、物事 を広い視野で捉 え、その状況にあった行動をす る必要がある。個人の 自律的な活

動 と 「主体性」は関連 してお り、 ここでは、課題解決 のために積極的に動 くことができる

か とい うことを尋ねた。また、「自律性」は、得た情報か ら必要なものを選択 し、課題 を解

決す るために どの ような 目標を立て解決すべ きか、「価値観」は、学んだ ことが社会 とどの

よ うにつ ながっているのか とい考 えることができるか、 とい う内容 であった。 これ らの得

点が上昇 した理 由のひ とつは、調べ学習の際に、新聞を用いたか らである と考えられ る。

新 聞は、社会の出来事が紙面につ まってお り、その新聞を眺めるよ うになるだけで、社会

のできごとを知 ることができる。 また様々な新聞を比べ ることによ り、イ ンフルエンザに

ついて、様々な角度か ら捉 えた記事があることを感 じることができる。 さらに、新聞を読

む際に、「ファミリーフォーカス」を用いて、社会人である家族に、社会のできごとについ

て さま ざまな説明を受 けたことも有効的であったのではないか。児童の もっとも身近 な家

族 の話は、児童 に大きな影響を与 えるであろ う。 さらに、専門家や企業で働 く社会人 に取

材 を試 みたことも、社会 とのつなが りを意識 させ、 自律的に活動す る能力の育成につなが

ったのではないか と考 えられ る。小学生が、普段 の生活の中で社会 とのつなが りを感 じる

ことはなかなか難 しい。しか し、家族 との対話や社会人への取材活動 とい うよ うな経験 は、

社会 とのつなが りを感 じるきっかけとなるのではないか と考え られ る。

３　児童の授業後の感想

授業実践後に、「研 究を終えて、わかった こと ・おも しろかったこと ・苦労 したこと ・こ

れ か らや ってみたいこ とな どを書 きま しょう。」とい う形で、羽賀教諭は児童に感想を記述

させた。プ ロジェク ト授業 を通 して、「キー ・コンピテ ンシー」能力の育成 に効果 を与えた

点を検討す るため、構成 された ５つのグループごとに、感想 か らみた特徴 を解釈する。な

お、アンケー ト調査 において分析対象 とした30名 （男子13名 、女子17名 ）の感想を解釈

の対象 とした。 児童の感想記述 は、各 グループによる特徴 を検討す るために、テキス ト

マイニ ングソフ トである ＴＲＵＥ　ＴＥＬＬＥＲ （野村総研）を用いて、感想記述の 中に出現 した

単語の特徴か ら解釈をお こなった。

（１） 各 グルー プの感想記述にみ られ る単語の特徴

児童の感想記述について、特に名詞に着 目し、 どの ような単語が出現 しているか どうか

を件数順 に算出 した （表 ３）。 なお、件数 とはその単語 を使用 したテキス ト数 を示 し、各 
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グループ20位 まで を表 にまとめた。

表 ３より、 どの グループも、 自分のグループのテーマについての単語が多 く記述 され て

いた。 これは、「わかったこと」として、研究の結果をまとめたものであった。 自分 たちの

グループの課題 について明 らかになった ことを記述す ることは、得た知識 ・情報の表現に

つなが る。

「マ ス クの秘 密研 究 隊」 や 「タ ミフル ・リ レンザ研 究 隊」、 「新 型 ウ ィル ス研 究 隊」 の感

想 に は、“企 業名 ” （記 述総数10件 ）や “電話 ”・“FAX” （７件 ）、“取 材 ” （２件 ）、“イ ンタ

ビュー”（１件）とい う単語 が出現 してお り、これ らは新聞記事以外 に取材を行 ったことに

ついて記述 しているものであった。主な内容 としては、「取材 をして緊張 した」や 「取材が

楽 しかった」、 「大人の人はや さしく、わか りやす く説 明 して くれ て、協力 して くれている

のを感 じた」、「取材 を したことで よ り詳 しく知れた」 とい うものであった。 これ らの感想

か らも、新聞記事だけでな く、社会で働 く人たちへの取材 とい う経験 は、児童に とっては

貴重 なものとなってお り、「価値観」、「主体性」や 「興味」の育成 につなが る機会 となって

いたのではないか と考え られる。

表３　各グループの単語ランキング （名詞20位 ）

（２） その他の特徴

また、全体的な特徴 としては、 「手洗い ・うがい研究隊」 （感想 の中では 「ガラガラゴシ

ゴシ研究隊」 と記述）についての発表内容や 「マスクの秘密研究隊」の発表 内容に関する

記述が、他のグループの感想 の中に多 くみ られ た。た とえば、表 ３より、「手洗い ・うがい

研 究隊」以外のグループの感想の 中に、「手洗 い ・うがい研 究隊」に関す る単語 （“手あ ら

い”・“うがい ”・ “ガ ラガ ラ ゴシ ゴシ研 究 隊”・ “アル コール ”・“消毒 ”・ “うが い薬 ”）は、 ４

グル ー プ の 中で29件 もみ られ た。 これ は、手洗 い ・うが い研 究隊 の発 表が 、手 の洗 い方 や

うがいの仕方 な ど、よ り現実場 面において児童が実践で きる発表 内容であった ことが理 由

としてあげられ る。「マスクの秘密研究隊」の発表 内容についての感想記述においても、マ

スクの選び方な ど 日常生活 において実践できる内容が、 とりあげ られていることが多かっ

た。 これ らの感想 内容 か ら、発表を通 して、他のグループか ら知識 を得ている様子や、得

た情報 を他 に伝 えるために工夫 している様子が感 じ取 られた。

さらに、発表で得た実践内容を他に発信 しよ うとい う内容の感想 もみ られ てい る。た と

えば、「手洗い ・うがい研究隊」の単語 ランキングにある “家族” （記述件数 ３件）の感想

内容 は 「手 洗 い ・うがい の仕方 を家 族 に教 えた い」 とい う内容 の もの であ った。 また 、「マ

ス ク研 究 隊」の単 語 ランキ ン グにみ られ る “冬休 み ” （２件 ）や 「タ ミフル ・リレンザ研 究

隊」 の “家族 ”・“家” （５件 ） とい う単語 も、 「冬休 み に アル コー ル 消毒 を した い」 とい う
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内容や 「家族で予防 してい きたい」 とい う内容であった。 これは授業の中で、友だちか ら

学んだ知識や情報 を、 自分で実践 し、身近である家族 にも伝 えよ うとす る内容である。 こ

の記述 は、学んだことを発表 しよ うとす る 「表現 ・コミュニケーシ ョン」や 「人間関係能

力」、得た知識 を用いる とい う 「情報や知識 を道具 として利用する」能力の育成につ ながる

ものであると捉 えることができる。

おわ りに

羽賀教諭 は、児童が新聞記事を読む際に 「ファ ミリーフォーカス」を用いて、家族 に協

力を求めてお り、家庭学習 との連携 を生み出 していた。児童は、一人 では解決できない課

題 を、周 りの教員や家族の支援を得て解決できることを学んだ。 また、新 聞記事だ けでは

な く、専門家等に取材 を試 みた ことで情報 を得 ることを体験 していた。 このよ うな周 りの

環境 と積極的に関わる活動が、情報 と知識 を収集 し熟考 ・評価す るとい う 「知識や情報 を

相互作用的に用 いる」能力の育成に深 く関連 していた といえる。アンケー ト調査では、「知

識 ・情報の道具 としての利用」や 「興味」の得点が上昇 してお り、児童の感想においても、 
“家族に伝 えたい”とい う内容や “取材”に関す る内容が多 く記述 されていた

。「ファミリ
ーフォーカス」を用いて情報 を収集 し、課題解決のは じめか ら家族 とも同 じ話題 を共有 し

ていた ことは、児童に とって、学習 によって得 られた知識や情報 を家族に伝 えたい とい う

気持 ちを生 じさせたのであろ う。

「協力す る。 チームで働 く」能力の育成は、同 じテーマをもつ児童 同士がグループ とな

り活動 したことがあげ られ る。また、ファ ミリー フォーカスや取材 を通 して、 さまざまな

人 た ち と接 した こ とが、 コ ミュニ ケー シ ョンを学 ぶ機 会 となっ たの で はな いか。 ア ンケー

ト調 査 におい て も、「人 間 関係 能 力 」、「表現 ・コ ミュニ ケー シ ョン」の得点 が 上昇 してい た。

授業 の感想 においては、他 のグル ープの発表を聞いて学んだことについての記述も多 く、

感想記述の単語分析では、他の グループのキーワー ドが感想の中に記述 されていた。 これ

は、発表を通 して他のグループの人たち との コミュニケーシ ョンも育まれた と解釈するこ

とができる。また、調べ学習 を進 めてい くなかで、専門家や関連す る企業に取材 を行 った

体験 は、情報収集の手段、課題解決の方法の多様 さを学ぶ だけでな く、社会 とのつなが り

を直接感 じ取 る機会になったよ うである。アンケー ト調査では、「主体性 」「価値観」「自律

性 」の得点の上昇が示 された。児童の感想においても、取材 を通 して、「社会 と自分 とのつ

なが りを感 じた」とい う内容がみ られ た。 この取材活動は、「キー ・コンピテ ンシー」の異

質な集団の交流や 自律的な活動 と関連 し、「大 きな展望 のなかで活動す る」能力の育成 につ

ながるものであった と解釈 できよう。

以上 よ り、羽賀教諭 の授業では、「キー ・コンピテンシー」の 「知識や情報 を相互作用的

に用い る」、「協力する。チームで働 く」、「大きな展望のなかで活動す る」能力が、授業 を

通 して育成 され たと解釈す ることができる。特に、ファミリーフォーカスや取材活動 を積

極的 に実践 した羽賀教諭の学習は、「表現 ・コミュニケーシ ョン」の育成に有効的に作用す

る可能性 が示唆 された。 これは、下田が開発 した 「キー ・コンピテンシー」 を育成す る学

習指導法の応用可能性 を物語 るものである。

（東洋大学大学院　佐藤　史緒）
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第 ４部　 第 １章　 第 ２節

状況文脈 に即 した教材 ・授業開発の意義

－キー ・コン ピテ ンシー を育 成す る学習 を手がか りと して－

は じめに

下田は、「キー ・コンピテ ンシー」を育成す る学習指導法を開発 してお り、その枠組み と

して、「関連す る能力観 」「知識 ・情報 を活用す る学習 としての調べ学習」「課題解決 のため

の活動的 ・協同的 ・表現的な学び」 を設定 した。 この学習 は、課題解決のために知識 ・情

報 を収集、熟考 ・評価 し、表現や プ レゼ ンテーシ ョンを学ぶ ものである。 この調べ学習 に

おいて重要 となるのがテーマの絞 り方であ る。下 田は、「キー ・コンピテ ンシーを育成す る

学習」の活動において、児童生徒の状況文脈 に入 ったテーマを扱 うことを提示 している。

藤岡市立東中学校の金谷佳奈子教諭の授業では、義務教育最終学年である中学３年生を

対象に、近い将来遭遇するであろう社会保障制度をテーマとした調べ学習を行った。情報

収集 においては、図書館 を利用 し、 さらにイ ンターネ ッ トを活用 しなが ら学習 した。そ こ

で、状況文脈 に入ったテーマについて調べ学習を実践す る授業は、キー ・コンピテ ンシー

の育成に有効的であるか どうかを、アンケー ト調査を用いて検討す る。アンケー ト調査 は、

調べ学習授業実践前後に実施 した。また、授業後の生徒の感想 もあわせ、調べ学習授業 に

ついて解釈を行 う。

１　状況文脈に即 した社会保障制度をテーマとした金谷教諭の授業概要

（１） テ ー マ

金谷教諭は、近い将来社会に出ていく生徒に、社会参加 の意欲を高めることを 目標 とし

て、社会保障制度 をテーマ とした調べ学習 を行った。生徒 は、社会保障制度の中か ら、興

味のある制度 を選択 し、グループごとに図書館資料や Ｗｅｂ資 料 を用いて資料収集 し、プ レ

ゼ ンテー ションを行った。 これ らの活動 は、すべて生徒同士で話 し合いを通 して行 ってお

り、 よりよい社会作 りに向けて考 えを深 めることで、キー ・コンピテ ンシーを育成す る授

業 を組み立てた。

（２） 単元計画

この学習は、全 ９時間扱 いであった。まず、導入 （２時間） として、ビデオ （「小春ちゃ

んの家の人々」）を視聴 させ、日本の社会保障問題 について知 り、関心を持たせ るように し

た。その後、社会保障制度 には どの ような ものがあるかについて、インターネ ッ トを使 っ

て検索 した。 ここで、 日本の社会保 障制度 の中か ら、 自分たちの生活に関係 の深い ものを

選び、学級のテーマを決定 した。調べ学習 （３時間） では、 ７つの グループに分かれ、テ
ーマの課題 を見つ け調べ学習の計画を立てた

。イ ンターネ ッ ト検索、図書資料、聞 き取 り

で資料 を収集 した。プ レゼンテーシ ョン資料の作成 （２時間）では、効果 的な発表の仕方

を考え、資料 を作成 した。最後に、プ レゼ ンテー ションをし、ま とめの話 し合いを行 った

（２時 間）。調 べ た内容 は、聞 き手 の 興味 ・関心 を ひ きつ け るため 、グル ー プ ご とに キャ ッ

チ コ ピー を作成 し、 資料 を使 って説 明 した 。 ま た、 ゲス トテ ィー チ ャー の話 を聞 き、意 見

交 流 を行 った。

（３） グ ルー プ ごとのテ ー マ

構成 された ７つのグループのテーマ とキャッチ コピー、どの ように資料収集 を行ったか、
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プ レゼ ンテー シ ョンの方 法 につ い て は、以 下 で あった。

①　 年金 「年金　 キミた ちが大人になる前 に」

国民年金 について、内容、加入手続き、給付額 などについて図書資料、Webペ ージ、パ

ンフレッ トを使用 し調べた。発表は、新 聞形式で行 った。

②　健康保険 「健康保険知らせ隊」

国民健康保険について、具体的な加入方法、問題点について、図書資料で調べた。 また

市役所の担当に問い合 わせ も行った。発表 は新 聞形式であった。

③　 生活扶助 「生活助 け　未来明 るく～知 ろ う　生きよ う　助け合お う～」

どのよ うな場合 に生活保護 の対象 となるか、金額の給付は どの程度か、 申請方法 につい

て、厚生労働省 のホームページを見て調べ た。市役所 に問い合わせ も行 った。発表 は新 聞

形式であった。

④　 教育扶助 「知ろ う ！教育扶助」

教育扶助の歴史、対象者、手続 き、給付額 について、図書資料や市役所の担 当に問い合

わせ を行 って調べた。また文部科学省のホー ムページ も利用 した。新聞形式で発表 を行っ

た。

⑤　 後期高齢者 医療制度 ・介護保険 「後期高齢者 医療制度 ！！介護保険」

老人に関わる制度について、内容や加入方法を市役所の担当に問い合わせて調べた。Ｗｅｂ

ペー ジで、これ らの制度に対す る一般の人の意見について調べ、課題 として提示 した。発

表は模造紙にま とめて行った。

⑥　 雇用 ・失業保険	 「雇用保険 しってお こ うよ」 
“も しリス トラ され た ら”を前提 に

、 どの ように保険が適応 され るのかについて、厚生

労働省の Ｗｅｂページか ら調べた。発表は模造紙 に書き行った。

⑦　 奨学金制度 「Ｗｈａｔ’ｓ　奨学金制度 ？」

藤 岡市 と群馬県 の奨学金制度、利用できる奨学金制度 について Ｗｅｂページを利用 し調べ

た。発表は、模造紙にま とめ、利用できる奨学金の団体についての紹介 も行 った。説明の

際には、Ｑ＆Ａ方式 にして、聞き手に伝 える工夫 をした。

２　調べ学習による 「キー ・コンピテンシー」育成の効果についてのアンケー ト調査

（１） 目的

藤 岡市立東 中学校の金谷佳奈子教諭の授業を対象 に、生徒の状況文脈に即 したテーマ に

ついての調べ学習が、キー ・コンピテ ンシー育成に有効か どうかを検討する。金谷教諭は、

中学 ３年生 とい う、義務教育を終え進路 を決定す る学年である生徒に、近い将来出る社会

参加 の意欲 を高めることを 目標 として、社会保障制度 をテーマに調べ学習を行った。生徒

の状況文脈 に入 ったテーマは、 リア リステ ィックであ り学ぶ必要感を感 じさせ る。 これ ら

のテーマについて調べ学習を行 うことは、特に 「自律的な活動」の育成 に効果的なのでは

ないか。

そこで、プロジェク ト授業実践前後に学習態度についてのアンケー ト調査 を実施 した。

調査 は、キー ・コンピテ ンシーの育成に関連する項 目か らなってお り、それ らの項 目内容

に対す る態度が、プ ロジェク ト授業実践後 に変化 してい るか どうかを分析す る。

（２） 方法
・	 調査対象者

藤 岡市立東 中学校 ３年 ６組 の生徒35名 を対象に調査 をお こなった。なお、プ ロジェク ト

授 業の効果 を検討す るため、プロジェク ト授業実践前 と実践後の どち らか一方のみに回答

した ５名 を除外 し、30名 （男子14名 、女子16名 ） を分析対象 とした。
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・ 質問紙構成

質 問紙 は、 「学習 に関す るア ンケー ト調 査」 と し、フェイ ス項 目 （学校名 、ク ラス、実施

日、出席 番 号 、氏名 、性 別 ） と学習 に関す る質 問項 目 （48項 目，５件 法 ） で あっ た。 学習

に 関す る質 問項 目は、 プ ロジ ェ ク ト授業 のキ ー ワー ドとな る 「キー ・コ ン ピテ ンシー 」の

概 念 を基 に、下 田 と共 同で作 成 した。 「キー ・コン ピテ ン シー 」の枠組 み は 、 ３つ のカ テ ゴ

リー か ら構成 され てお り、 さらに具 体的な 内容がそれ ぞれ提示 されて いる （Rychen & 

Salganik, 2003）。そ こで、そのコンピテ ンシーの内容を学習 の状況に合 わせ て具体的に示 し

た項 目を用意 した。また、児童が授業に積極的に取 り組 んでいるか ど うかを測定す るため

に、 自己効力感 に関する項 目を、 日文式学習意欲診断検査 （日本文化科学社） を参考に設

けた。項 目は 、「表 現 ・コ ミュニ ケー シ ョン」、「知識 ・情 報 の道具 と しての利 用 」、「主体性 」、

「興 味」、 「価 値観 」、 「人 間 関係 能 力」、 「自律性 」、 「自己効 力 」 の ８つ の群 か らな り、各 群

には ６項 目を用意 し全部で48明 目であった。回答 はすべて、項 目内容 が 自分 にどの程度 あ

てはまるか どうかを回答 させるものであった。
・ 手続 き （調査実施 日）

調査は、金谷教諭 が、授業の時間を利用 し回答 させた。 なお、プ ロジェク ト授 業実践前

の調査実施は2009年 ９月29日 （火）であ り、授業実践後 の実施は、2009年12月17日 （木）

であった。

（３） 結 果

１）各項目群の信頼性分析と質問項目の記述統計

まず、設定 した ８つの項 目群を構成す る各質問項 目の一貫性 を検討す るために、授業実

践前データを使用 し、信頼性分析をお こなった。その結果、「知識 ・情報の道具 としての利

用」か ら３項 目、「価値観」か ら １項 目、「人間関係能力」か ら １項 目、「自律性」か ら２項

目、「自己効力」か ら４項 目を除外す ることによって、各項 目群についてある程度の信頼性

を 確 認 す る こ と が で き た （「表 現 ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」 ：α ＝．76， 「知 識 ・情 報 の 道 具 と

し て の 利 用 」 ：α＝．59， 「主 体 性 」 ：α ＝．62， 「興 味 」 ：α ＝．88； 「価 値 観 」 ：α＝．80， 「人 間 関

係 能 力 」：α＝．70， 「自律 性 」：α＝．75， 「自己効 力 」：γ＝．70）。各 項 目群 の項 目内容 と平均

値 お よび標 準偏 差 を表 １に示す 。

信頼性分析の結果、各項 目群 に含 まれた項 目内容は以下であった。「表現 ・コ ミュニケー

ション」は、主 にクラスや グループ活動 にお ける友だち との課題解決や情報 の発信につい

てであった。「知識 ・情報の道具 としての利用」は、課題解決 の際の知識の利用に関する内

容であった。「主体性」 は学習に対す る積極的な態度 に関 して、「興味」は学ぶ ことに対す

る楽 しさを感 じるかな どの内容が含まれていた。また、「人間関係能力」は、課題解決の際

の 自分 と相手 との意見のや りとりや折 り合いのつけ方に関 して、「自律性」は、物事の見方

や必要な情報の選択ができるか どうか とい う項 目であった。「自己効力」は、問題 を自分の

力で解決できると感 じてい るかに関する内容 であった。

これ らの項 目群のキー ・コンピテ ンシー との関連 は、「知識 ・情報の道具 としての利用」

項 目群が 「知識や情報 を相互作用的に用いる能力」の内容である。また、「課題解決のため

の活動的 ・協同的 ・表現的な学び」におけるグループ活動の設定により、「表現 ・コミュニ

ケー シ ョン」、 「人間関係能力」項 目群 は、 「協力する」能力 に含まれ る。 「自律 的に活動す

る」能力 内容に関連す るのは、「価値観」、「自律性」項 目群である。さらに、今回の調査 に

設 けた 「主体性」、「興 味」項 目群は、「知識や情報を相互作用的に用いる能力」の育成、「自

律 的に活動す る」能力の育成 の どちらに も関わ るもの として捉 えることができる。 なお 、

「自己効力」は、課題解決 を通 して、 自分で調べて自分で解決す ることによる自己能力 に

関す ることである。
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表 １　各項 目群の α係数と各質問項目に対する授業前 ・授業後の平均値と標準偏差および人数

注  項目番号は調査の際に提示した番号であり、項目番号の*は、逆転項目を示す。 
**;「自己効力」の項目群は、信頼性分析の結果２項目になったので、αではなく相関係数（γ）を示す。

２） プロジェク ト授業実践前 と実践後における平均値の比較

まず、各項 目群の質問項 目について合計得点を算出 し、項 目群の平均得点を求めた。次

に、各項 目群 の平均得点について、プロジェク ト授業実践前 と実践後において変化がみ ら

れ るか ど うか を検討 す るた めに、対応 の ある ｔ検 定 をお こな った。その結 果 を表 ２に示す 。

表 ２よ り、 「表 現 ・コ ミュニ ケー シ ョン」、 「知識 ・情報 の道具 と しての利 用 」、 「興 味」、「価

値 観 」、 「人 間 関係 能 力 」、 「自律 性 」 にお い て 、授 業 実践 前 よ りも授 業 実践後 のほ うが 、平

均得 点 が有意 に高 くなっ てい る ことが示 され た （順 に 、ｔ（27）＝2．92，ｐ＜．01；ｔ（29）＝2．64；ｐ＜．05；

ｔ（28）＝2．53， ｐ＜．05；ｔ（28）＝2．39， ｐ＜．05，ｔ（29）＝2．24， ｐ＜．05；ｔ（28）＝4．44， ｐ＜．01）。 「主 体 性 」、 「自 己 効

力 」 に お い て は 変 化 が み ら れ な か っ た （ｔ（28）＝1．63， ｎ．ｓ．；ｔ（29）＝1．15， ｎ．ｓ．）。 

606
 



表 ２　各項 目群の授業実践前後における平均値 と標準偏差および ｔ検定の結果

（４） 考 察

金谷教諭の授 業を対象 に、生徒の状況文脈 に即 したテーマ についての調べ学習が、キー ・

コンピテンシー育成に有効か どうかを検討 した。金谷教諭 は、近い将来出ることになる社

会の中で遭遇す る制度や、知 っておいてほ しい制度について、テーマ を絞 り込み、グルー

プ ごとに調べ学習 を行 った。表 ２に示す ように、授業実践後において、「知識 ・情報の道具

と しての利 用 」 の 平均 得 点 が 上昇 して いた （実践 前；Ｍ＝9．37，ＳＤ＝2．33，実 践後 ；Ｍ＝10．47，


ＳＤ＝1．81）。これ は 、知識 ・情報 の収 集 と して 、各 グル ー プ ご とに 図書館 資 料や Ｗｅｂに よ る


検索など、複数の情報 を用いて課題解決 を行 った ことが、情報 リテラシーの育成につ なが

った と解釈できるであろ う。また、図書資料やパンフレッ トから得た情報について、さら

に詳細で確かな情報を市役所の担 当者 に直接 聞いた り、厚生労働省 な どのホームペー ジを

利用 していた。情報検索 に関 して、何か ら情報を得 るか、どこの Ｗｅｂページを利用す るか、

必要 な情報は何か、とい う試行錯誤 的な調べ学習は、「知識 ・情報の道具 としての利用」能

力を育成 させ る活動であった と考 えられ る。

ま た、 「協力 す る」能力 に関連 す る 「表現 ・コ ミュニ ケー シ ョン」、 「人 間 関係 能 力 」の得

点 につ い て も上昇 が み られ た （「表 現 ・コ ミュニ ケー シ ョン」：実践 前 ；Ｍ＝19．00，ＳＤ＝3．98，実

践 後 ；Ｍ ＝20．86， ＳＤ＝3．44， 「人 間 関 係 能 力 」 ：実 践 前 ；Ｍ ＝16．60； ＳＤ＝3．21，実 践 後 ；Ｍ ＝17．63，


ＳＤ＝3．16）。 こ れ は 、 同 じ テ ー マ を も っ た グ ル ー プ 活 動 を 通 し て 育 成 さ れ た も の と考 え ら れ

る。特 に、学習の成果発表に向けて、 グループごとにプ レゼ ンテーシ ョンの方法について

相談 して決 めていた。発表資料の作成においても、キャッチ コピーを考えた り、班員の意

見を聞 きなが ら専門用語 をわか りやすい言葉に置 き換 える作業を行 っていた。発表準備 の

中では、発表練習 も行 ってお り、 どの よ うに説明す るとわか りやすいのか、 とい うことに

ついて さまざま意見を出 し合ってお り、聞き手の立場にたって班員の発表練習 を聞いてい

た。 これ らの活動内容が、グループの中で常にコミュニケーシ ョンをとる状況 を作 ってお

り、お互いの意見 を交換 しあ う場 となってい る。社会では、 自分の意見を主張 し相手の意

見を聞 くだけでなく、相手 の意見 に対 して質問、批判をす ることや、相手にわか るよ うに

説明をす るとい うことが必要である。今 回の ような発表資料作成状況 は、「協力す る」能力

を育成す るひ とつの活動になってい ると解釈 できる。

「興 味 」、 「価 値 観 」、 「自 律 性 」 に つ い て も 、 授 業 実 践 後 に 得 点 が 上 昇 し て い た 「興 味 」 ：

実 践 前 ；Ｍ ＝17．34，ＳＤ＝5．69，実 践 後 ；Ｍ ＝18．59，ＳＤ＝4．71， 「価 値 観 」：実 践 前 ；Ｍ ＝16．72，ＳＤ ＝4．50，
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実 践 後 ；Ｍ ＝17．83， ＳＤ＝3．63， 「自 律 性 」 ：実 践 前 ；Ｍ ＝12．28； ＳＤ＝2．90，実 践 後 ；Ｍ ＝14．24，

ＳＤ＝2．37）。 こ れ ら の 能 力 は 「自 律 的 に 活 動 す る 」 能 力 に 関 す る 内 容 で あ る 。 特 に 、 「自 律

性 」 は 、 ４項 目の合 計得 点 が （実 践前 ；最 小得 点5．00， 最 大得 点17．00； 中央 得 点12．00， 実

践後 ；最 小得 点9．00； 最 大得 点19．00， 中央 得 点14．00） と、全 体的 に大 き く変 化 して い た。

表 １よ り、 自律性項 目群 の中で も 「さまざまな情報のなかか ら、 自分 に必要な情報を選択

し、決めることができる」や 「自分たちの考えを整理 し、 目標 を決 めることができる」の

項 目 は 得 点 の 上 昇 が 大 き か っ た （順 に 、実 践 前 ；Ｍ ＝3，27，ＳＤ＝0．98，実 践 後 ；Ｍ ＝3．70，ＳＤ＝0．75；

実 践 前 ；Ｍ ＝3．03，ＳＤ＝1．07，実 践 後 ；Ｍ ＝3．63；ＳＤ＝1．07）。 こ れ ら の 項 目 内 容 は 、 得 た 情 報 に つ

いて熟考 ・評価 し、プ レゼ ンテー シ ョンに向けて相談す るグループ活動に関わる内容であ

り、その活動 を通 して育成 され たのではないか と考 えられ る。また、「価値観」は、知識や

情報が社会 とつながっていることを考える能力であるが、 ５項 目の合計得点の最少得点が

６点か ら12点 に ６ポイ ン トあがってお り、普段の学習内容について社会 とのつなが りを感

じていなかった生徒 も、調べ学習 を通 して社会 とのつなが りを意識 できるよ うになってい

たことを示 してい る。生徒が、学習内容について、将来役に立つ ことを学習 しているとい

うことを意識 して考 えるよ うになることは、学習意欲 の向上につなが り、また将来の社会

参加 のきっかけ となるのではないだろ うか。今回の調べ学習 は、生徒の状況文脈に入 った

テーマを設定 してお り、金谷教諭は、社会 の中での責任や世の中とのつなが りを育成する

市民性教育 として、社会保障制度 を用いた。 グループの中には、生徒の身近である藤岡市

について調べ た り、市役所の担 当者 に実際に説明を受 けることで、 自分が受けている制度

や 自分 の家族 に関連す る制度の情報を得ていた。 このよ うに、制度の具体的な内容や身近

な市の制度の現状 を知 り、さらに自分 自身や家族 をあてはめて考えることに より、 自分が

社会の一員であることの意識を高めたのではないか と考 えられ る。

「主体性 」、 「自己効力 」 に 関 して は、今 回の プ ロジ ェ ク ト授 業 を通 して 得 点 に変 化 がみ

られ な かっ た （「主 体性 」：実践 前 ；Ｍ＝18．59，ＳＤ＝4．05，実 践後 ；Ｍ＝19．28，ＳＤ＝4．03， 「自己効

力 」：実践 前 ；Ｍ＝7．80，ＳＤ＝1．79，実 践後 ；Ｍ＝7．47；ＳＤ＝1．31）。 「主 体性 」 は授 業 に対す る積 極

性 に 関す る内容 で あっ たが 、今 回 の調 べ学 習 は 中学生 とい うこ と もあ るだ ろ うが 、すべ て

がグループに任せ た活動 となっていた。 よって、 グループの中で相談す る場面が多かった

ため、直接主体性につなが らなかったこ とが考 えられ る。また、「自己効力」に関す る項 目

は 自己能力 に関す る内容であった。今回の調べ学習の活動 内容 としては、 自分ひ とりで解

決 をす る学習ではな く、グループで情報 を収集 し課題解決 をす るものであった。そのため、

実践後において も得点の上昇はみ られなか った と考えている。

３　生徒の授業後の感想

金谷教諭は、授業終了後 に、調べ学習 についての感想 を記述 させ た。その感想 の内容か

ら、「キー ・コン ピテンシー」能力 の育成 に効果 を与えた点 について解釈を行 う。なお、感

想 は、16名 （男子 ６名 、女子10名 ）の感想 を解釈の対象 とした。

１）情報収集 、プ レゼ ンテーシ ョンに関する内容

情報収集には、図書資料、インターネ ッ ト、パ ンフレッ トを使 って調べた とい う内容が

多かった。具体的な感想 として、「まずイ ンターネ ッ トで調べたけれ ど、情報がかな りの数

で しぼるのに時間がかかったが、そのおかげで良い情報 を得 ることができま した。市役所

の人々か らの手紙では、さらに詳 しい情報 を得 ることができとて もあ りがたかった。」とい

うものが あった。 インターネ ッ トか らはた くさんの情報が得 られ るが、 自分に必要な情報

を選択 し決定す ることの難 しさを感 じた よ うであった。また、資料の選択 には、「自分たち

の調べ たことを新 聞紙のよ うにまとめるときは、なにをけず って何 をのこす かが とて も難

しかった。」 とい う感想 もみ られ た。 
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プ レゼンテー シ ョンに関 しては、主に他の グループの発表 について記述 してい るものが

多かった。 「他の班 の発表 もよくま とめてあ り、す ごくわか りやすかった。」や 「ほかのグ

ループが調べて くれた社会保障制度 も、みんなわか りやす く発表 して くれたので、い ろん

な制度がわか るようになった。」、「生活扶助班では 「い くらもらえるか ？」とい う計算方法

ものっていて、とて もわか りやす かった。」とい うものがあ り、自分の調べた内容以外 にも、

プ レゼ ンテーシ ョンを通 して知識や情報 を得 られ たよ うであった。 さらに、グループにな

って 自分の調べた内容を友達に教 えるとい う活動を行 い、「特に気 に していなかったが、友

だちに言われ て、そ ういえば何 で65歳 か らなんだろ うと疑問をもった。」 とい う、意見交

換を通 して、新たな疑問を もち学習 した内容があった。発表 とい う場は、 自分 の意見に コ

メン トをもらえる貴重 な機会であ り、その コメン トによ り自分の知識 も広がる可能性があ

る。 「表 現 ・コ ミュニケ ー シ ョン」 だ けで な く、 「人 間 関係 能 力 」や 「興味 」 の育成 に もつ

な が る活動 とい え るで あ ろ う。

さらに、「今 日、いろいろわかったことを家族 に教 えたい と思 った。」や 「将来のために

勉強できてよかった。」 とい う、 「知識 ・情報の道具 としての利用」や 「価値観」の育成に

関する感想 もみ られた。

２）テーマである	 「社会保障制度」に関する内容

状況文脈 に入 ったテーマ として社会保障制度 を用い、生徒 の将来に役に立つよ うに調べ

学習を行ったが、感想 には具体的にわかったことについて情報 をま とめてい るものが多か

った。たとえば、「教育扶助 については、私たちの教育について何かあった時補助 して くれ

ることがわかった。」や 「雇用保 険の発表では、仕事 をや めさせ られ て しまった人が入 る保

険だった りす ることがわかった。今仕事 を うしなってい く人がた くさんいる中で、 この保

険は大切だ と思 う。」とい うよ うに、制度の対象 となる人や制度の内容 について具体的に記

述 されていた。

また、 「藤岡市では どうなってい るのか もきけてとても身近に感 じることができた。」や

「藤岡市では教育にとても力を入れ ている とい う事実に とても驚いた。」、「藤岡市のお金の

使い道 を見てみ ると、私たち子 どもへの支払いが とて も多い事にびっ くりした。それ だけ

期待 を背負ってい るだ けあって、私は市や県、国に貢献できるよ うな しっか りした大人に

なろ うと思 うし、な らなければいけないのかな と実感 した。」とい うように、身近 な藤 岡市

の情報 についての記述 が多 くみ られ た。身近なことに関す る情報 は、 自分の興味を高め、

さらに将来の自分や社会 について考 える機 会 となっているよ うであった。さらに、「日本以

外で も社会保障制度があ り、中には 日本 よ りも制度の内容が良い所 もあるが、その分税金

が高いこ とも分かった。」や 「世界には北欧な どの 日本 よ りもはるかに社会保障制度が充実

している国々がある。」とい う、日本 と世界を比べ ることで、将来の 日本について考 える感

想 もみ られた。身近な市か ら日本、世界の制度 について学習 したことにより、大きな世界

の中での 日本の制度、 日本の中での藤岡市の制度 とい うふ うに、広い視点か ら身近な とこ

ろを捉 えるとい う、大きな展望の中での活動能力の育成 もで きたのではないか。 中学 ３年

生を対象 に市民性 をテーマ とした学習を行 うことは、学習 内容 が世の中とつながっている

ものであると意識 できる 「価値観」や 「自律性」 を育成 させ る可能性が示唆 された。感想

の中には、「中学生だか らと言 って、大人になるのはまだ先 の事か と思 っていたが、４月に

はも う高校生、さらに ３年も経てば、もう大人です。」とい う記述 もみ られ、中学生に とっ

て、将来 自分が出てい く社会の現状 を学ぶ ことは、 自分の将来について考える貴重な機会

になるであろ う。

おわ りに

金谷教諭の学習では、状況文脈に入ったテーマ として社会保 障制度 を用いて、図書館 を 
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利 用 した調べ 学習 を行 った。 ア ンケー ト調 査 で は、「表 現 ・コ ミュ ニケー シ ョン」、「知識 ・

情 報 の道 具 と して の利 用 」、 「興 味」、 「価 値観 」、 「人間 関係 能 力 」、 「自律性 」 項 目群 の平 均

得点が、授業実践後に上昇 した ことが示 された。この結果は、「キー ・コンピテ ンシー」の

中の 「知識や情報 を相互作用的に用いる能力」、「協力する」、「自律 的に活動す る」能力が

それぞれ育成 された ことを示唆 している。

「知識 ・情報 の道具 としての利用」の育成 には、情報収集の際に、グループ ごとに図書

館資料やインターネ ッ ト検索な ど複数の情報 を用いて課題解決 を行 った ことが関連 してい

ることが考 えられ る。 これ は、生徒の授業後 の感想 にもみ られた よ うに、得 られた情報の

中か ら、発表の際 に必要な情報を選択 ・決定す るために、グループ内で熟考 ・評価す る活

動 を通 して育成 されたのではないか。 さらに、プ レゼ ンテーシ ョンにおいて、他の グルー

プの発表 から学習 したことを将来 の自分 に活 かそ うとす る記述や、家族に教 えたい とい う

感想 もみ られてお り、自分 で調べ たことだけではな く、プ レゼンテー ションで得た知識や

情報の利用に関 して も、相互作用的に用い る能力が育成 されたよ うであった。

「協力す る」能力は、 グループ活動によ り育まれた と捉 えることがで きるが、特にプ レ

ゼンテーシ ョンに向けて、グループ内で情報の熟考 ・評価 を行い、発表形態について話 し

合 い、練習を行 うとい う活動が、コ ミュニケーシ ョンや人間関係能力 を深 めていった と解

釈す ることができる。ア ンケー ト調査においても 「表現 ・コミュニケーシ ョン」や 「人間

関係能力」の得点の上昇が示 され た。 また、プレゼ ンテー シ ョンに関する感想 として、他

のグループの発表 についての記述 内容が多 くみ られ、プ レゼ ンテーシ ョンを通 した他 のグ

ループ との意見交換 が、 コミュニケーシ ョンを育成す る活動 となってい るこ とも考え られ

た。

「自律 的に活動する」能力の育成は、ア ンケー ト調査 による 「興味」、「価値観」、「自律

性」の得点上昇、感想記述 における社会 とのつなが りを意識す る内容や、 自分に置き換 え

て考 えている表現内容か ら示唆 され、生徒の社会生活に対す る意識 が高め られたと解釈で

きる。今 回のプロジェク トでは、下 田によ り、生徒の状況文脈 に入 ったテーマを用いる調

べ学習が開発 された。金谷教諭 は、テーマ設定 として、近い将来社会 に出る中学 ３年生で

あるか らこそのテーマ として社会保 障制度 を用いたが、生徒にとっては社会の現状を知 る

よい機会 となっていた。 さらに、生徒の身近な藤岡市の現状 について調べ学習を行 った こ

とが、 リア リステ ィックさを高め、よ り社会 とのつなが りを感 じさせたのではないだろ う

か。生徒 の感想の中に、社会保障制度の 日本の現状に対す る意見や制度 の充実についての

願い、将来に活かそ うとす る気持 ちが記述 されてお り、社会の一員である意識 を高めた学

習 となった と考 えられ る。

以上よ り、状況文脈 に入ったテーマを用いた調べ学習は、「キー ・コンピテ ンシー」を育

成 させ る授業 として、その有効性が確認 された。生徒 の状況文脈 に入ったテーマは、 リア

リスティ ックであ り、社会 とのつなが りを意識 させる学習 として、特に 「自律的に活動す

る」能力の育成に効果を示 した。 これは、下 田が開発 した、状況文脈に入った課題 と市民

性学習 を用いた調べ学習が、生徒の学習意欲喚起や 自律性 の育成 として可能性 を持 った学

習指導法であることを示唆 してい る。

（東洋大学大学院　佐藤　史緒）
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第 ４部　 第 １章　 第 ３節

教師の教材 ・授業開発 と自己効力感の検討

－キー ・コン ピテ ンシー を育成す る学 習指導の有効性 －

は じめに

下 田は、 「キー ・コ ン ピテ ンシー を育成 す る学習 」 と して 、知識 ・情 報 を収 集 し、熟 考 ・

評 価 し、表現 ・コ ミュニ ケー シ ョンを学 ぶ調 べ学 習 を提案 した。 学 習指 導 の枠 組 み と して

は、「関連す る能力観」「知識 ・情報を活用す る学習 としての調べ学習」「課題解決のための

活動的 ・協同的 ・表現的な学び」であった。 下田は、これ までの授業では教師を中心 とし

た一斉学習が多 く行われていることについて指摘 してい る。教科書に頼 り、教科書をなぞ

るよ うな授業では教師 自身 も楽 しいとは思えず、そのよ うな授業 では、児童 ・生徒 にとっ

ても意欲の高まる授業 とはな らないのではないか。

本調査では、プロジェク トに参加 した教師を対象 に、実践 した授業のま とめ として、プ

ロジェク ト授業 に関す る質 問紙を実施 した。調査 の大きな 目的は ２つであった。一つ 目は、

教師 自身のプ ロジェク ト授業の振 り返 りである。 実践 した授業について振 り返 ることは、

普段 の授業や教師の今後の学習活動によい示唆 を与えるであろ う。振 り返 りの内容 として、

各授業の工夫点や注意 した点 を記述 させた。 また、授業実践後 の自己評価 、 自己効力感 に

ついても回答を求め、プ ロジェク ト授業が教師に どの よ うな効果 を与えたのかについて、

解釈 を行 う。二つ 目は、調べ学習の際に用いたテーマ （教材）選択の際の教師の意思決定

についてであった。

なお、本報告では、下 田が提案 した 「キー ・コンピテンシー を育成す る学習」の効果 と

して、調査の一部である授業実践後の教師の自己評価 と自己効力感 について報告 を行 う。

１　プロジェク ト授業の振 り返 りに関するアンケー ト調査

（１） 目的

プロジェク ト授業の実践 を行 った教師を対象 に、プ ロジェク ト授業による教師の 自己評

価 と自己効力感 との関連 について分析 し、プ ロジェク ト授業の効果 を検討す る。児童 ・生

徒 の意欲 を高める授業は、実践後の教師にとっても自己効力感を高めるものであると考え

られ る。そこで、授業に対す る教師 自身 の自己評価 と自己効力感 の関連か ら、今回のプロ

ジェク ト授業が教師に与 えた効果を検討す る。

（２） 方法

・ 調査対象者

下田のプロジェク トにおいて、授業 を実践 した25名 （男性13名 ，女性12名 ）の教師を

対象 とした。
・ 質問紙構成

質問紙は、「教材選択 に関す るア ンケー ト調査」とし、下田と共同で作成 した。質問紙 の

構成 は、以下の（ａ）～（ｄ） であった。

（ａ） フ ェイ ス項 目

所属の学校 について、小学校 か中学校かを選択 させ、担当学年、担 当科 目の記述 を求 め

た。ほかに、調査実施 日の記入 、性別 は該 当箇所 を選択 させた。

（ｂ） 研 究 プ ロジ ェク トにつ い て

－611－



実践 したプロジェク トの内容について自由記述で尋ねた。①授業において工夫 した点を

聞 く項 目３項 目、②テーマ （教材）選択 に関す る項 目７項 目、③授業実践の感想、であっ

た。 ほかに、テーマ （教材）選択 に関 して、テーマ決定までに どの くらい時間がかかった

か、 どの くらい迷ったかについて、授業実践 に対す る満足度について ５件法で尋ねた。

（ｃ） 教師の自己評価に関する項 目

庭木 ・坂下 ・黒木 （1994）を参考 に、教師の自己評価 に関する項 日を27項 目 （５件法）

用意 した。 自己評価 に関する項 目は、大きく ７つの項 目群 に分けて設定 した （雰囲気 、教

師の姿勢、指導観、教師－児童生徒 の創造的授業、熱意 、リーダーシ ップ的能力、授業に対

す る教師の心構 え）。今回の研 究プロジェク トの実践 を通 して、それぞれ どの程度 あてはま

るかについて回答 を求 めた。

（ｄ） 小学校教師の自己効力感尺度

松尾 ・清水 （2008）の小学校教師の 自己効力感尺度 を用いた （12項目，５件法）。この尺

度は、小学校教師を対象 に作成 され たものである。松尾 ・清水 （2008）は、教師の自己効

力感 が、対応する子 どもの発達段階や業務内容 によって異なることを指摘 してお り、小学

校教師特有の 自己効力感尺度 として提示 している。 しか し、今回のプ ロジェク トは、子 ど

もの状況文脈 に即 したテーマ用いた調べ学習であ り、学習活動による効力感 の測定を目的

としている。 また、尺度 の内容 は、中学校教師にも適用可能である内容 と判断 し、本調査

においては、中学校教師にも回答 を求めた。尺度 は、生徒指導、教師理解、生徒理解の ３

つ の下位尺度か ら構成 されていた。

・ 手続 き

調査は、プ ロジェク ト授業実践終了後、各先生方へ質問紙を郵送 して回答 を求 めた。質

問紙 は、 １月21日 に送付 し、 ２月10ま でに返送 して もらう形であった。

（３） 結 果

１）教師の 自己評価に関する項 目

まず、項 目群 ご とに信頼性分析 を行い、“教師の姿勢”か ら１項 目、“教師－児童生徒の創

造的授業”か ら３項 目除外 し、ある程度の信頼性が確認 された項 目を分析 に用いた （雰囲

気 ： ｒ＝．58，教 師 の 姿 勢 ： α＝．50，教 師 －児 童 生 徒 の 創 造 的 授 業 ： α＝．60， リ ー ダ ー シ ッ プ 的

能 力 ： α ＝．62，授 業 に 対 す る 心 構 え ： α＝．74）。 熱 意 は １項 目 で あ っ た 。 な お 、 “指 導 観 ” に

関す る ２項 目は 、有意 な相 関が得 られず 、相 関係 数 も低 か った た め除外 した （ｒ＝．23，ｎ．ｓ．）。

使用 した項 目を付 表 １に示す 。

２）小学校教師の自己効力感尺度

下位尺度 ごとに信頼性分析 を行 った結果、“生徒理解” において １項 目を除外 した。“生

徒指導”は、児童 ・生徒の教科指導や ものごとの処理ができるか といった ような生活指導

に関す る ４項 目で あ った （α＝．73）。 “教 師 理解 ” は、 自分 の人 間性 を同僚 や保 護 者 か ら理

解 ・信 頼 され てい るか とい った 内容 の ４項 目であ った （α＝．69）。 ま た “生徒 理解 ”は、教

師が児童 ・生徒 を信頼 し、理解 しているか ど うかに関す る内容の ３項 目であった （α＝．67）。

３）自己評価に関する項 目と自己効 力感尺度の関連

プ ロジェク ト研究 を実践 した後の 自己評価 と自己効力感尺度の関連を検討 した。 自己評

価に関す る各項 目群の下位項 目、 自己効力感尺度 に含 まれる下位尺度の項 目をそれぞれ加

算 し、得点 とした。表 １に、 自己評価 に関す る各項 目群の得点 と自己効力感尺度 に含 まれ

る下位尺度得点の平均値 と標準偏差 、お よび相 関係数 を示す。
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表１　自己評価に関する各項目群と自己効力感下位尺度の平均値、標準偏差、および相関係数

表 １よ り、 自己評 価 に関す る項 目にお い て、“雰 囲気 ” と “授 業 に対 す る心構 え”は 、他

のす べ て の項 目群 と有 意 な関連 があ る こ とが認 め られ た （雰 囲気 ：γ＝．44～．65，ｐｓ＜．05，授

業 に対す る心構 え ：γ＝．51～．67，ｐｓ＜．05）。 つ ま り、“雰 囲気 ”や “授 業 に対 す る心構 え” に

対す る 自己評 価 が 高 くな る と、他 の項 目に対 す る 自己評価 も高 くな る こ とが示 唆 され た。 
“雰 囲気 ” の 平均値 は ２項 目 （５件 法） を加 算 した得 点 の平 均 で あ るが

、有 意 に高 い値 を

示 して い た （Ｍ＝9．32，ＳＤ＝0．85，ｔ（24）＝19．47，ｐ＜．001）。 さ らに、“熱 意” （１項 目）の平 均値 も

有意 に高 い値 で あった （Ｍ＝4．60，ＳＤ＝0．58，ｔ（24）＝13．86，ｐ＜．001）。

教 師 の 自己効 力感 尺度 で は 、“生徒 指 導 ” は “教 師理 解 ” “生徒 理解 ” と関連 が あ る こ と

が認 め られ た （γ＝．65，ｐ＜．01，γ＝．51，ｐ＜．05）。 “教師 理解 ” と “生徒 理解 ” の間 には 有意

な相 関 がみ られず （γ＝．26，ｎ．ｓ．）、教 師 自身 に対 す る 自己効 力感 と、生徒 理解 に関す る 自己

効力感 とは、関連がないことが示 された。

自己評価に関す る項 目と自己効力感 との関連 においては、 “教師の姿勢”が 自己効力感 の

す べ て の 下 位 尺 度 と 関 連 が あ る こ と が 示 さ れ た （γ＝．48～ ．59，ｐｓ＜．05）。 そ の 他 の 項 目 は 、 
“生 徒 指 導 ” “生 徒 理 解 ” と 関 連 が み ら れ た （ 

γ＝．41～ ．53，ｐｓ＜．05， γ＝．51～．67，ｐｓ＜．05）。 項

目ごとにみ ると、 “雰囲気 ”“教師－児童生徒の創造的授業”“授業に対する熱意”“授業に対

する心構 え”は、“生徒指導”よ りも “生徒理解” と強い関連を示 していた （生徒指導 ：γ

＝．40～．51，生徒 理解 ：γ＝．51～．67）。つ ま り、授 業 の雰 囲気 や 授業 の 際 の教師 の ス キルや 熱

意 は、生 徒 に関す る 自己効力 感 と関連 が あ る こ とが示 され 、特 に生徒 を信 頼 し理 解 で き る

とい う自己効 力感 と強 い関連 が あ る こ とが認 め られ た。

（４） 考 察

１） プロジェク ト授業に対する教師の 自己評価

まず、教師の 自己評価 に関す る項 目において、“雰囲気”“熱意”の平均値が高 く、今回

のプロジェク ト授業は、教師 自身が児童 ・生徒 に積極的に関われていたことが明 らか とな

った。また、プロジェク ト授業 に対す る熱意の高 さも示 された。 “雰囲気”は他の項 目と関

連があ り、教師の積極的な関わ りが、授業 に対す る自己評価 を高 めてい る可能性が示唆 さ

れ る。 さらに、“雰囲気” と “授業 に対す る教師の心構 え”は強い関連が認め られ、“授業

に対す る教師の心構 え”は、“雰囲気”と同 じよ うに、他の 自己評価項 目との関連がみ られ

た （表 １）。よって、授業 に対す る教師の 自己評価 として、授業 の雰囲気 と教師の心構 えは、

核 となる項 目であ ると考え られ る。 これ らの項 目に対す る自己評価が高 くなれば、教師の

授業 に対す る姿勢 も積極的であ り評価 の高いもの と解釈することができよ う。

さ らに 、授 業 に対す る楽 し さを尋 ね た “教 師－児 童生 徒 の創 造的授 業” の 中 に含 まれ る、

「13児 童 ・生徒 は楽 しそ うで した か」、「15あ な た 自身 は授 業 を楽 しめた ほ うです か 」の平

均値 を算 出 した結果 、非常 に高い値 を示 してい た （順 に、Ｍ＝4．60，ＳＤ＝0．50，Ｍ＝4．52，ＳＤ＝0．51）。
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このことか らも、児童 ・生徒だけでなく、教師 自身 も授業に楽 しく関われていた ことが明

らかになった。下 田 （2002）は、教育にお ける教師の存在の意味について言及 してお り、

教師の 自己一致の重要性 を指摘 してい る。子 どもと接す る教師が、心の中で考 えることと

実際 に行 うことが異 なるよ うであれ ば、その不一致 さは無意識に子 どもに伝わ る。 ありの

ままの内面を露呈 させ、教育を行 うことは、子 どもに大 きな影響 を与える。つま り、教師

が楽 しさを感 じ、輝 く生 きた授業を行えば、子 ども自身 も授業によって輝 くことができる

のである。今回のプロジェク トにおいて、教師 自身が感 じていた楽 しさが児童 ・生徒に伝

わ り、その結果、児童 ・生徒 も授業 に楽 しく関わることができたのではないだろ うか。 こ

の楽 しさは、児童 ・生徒の学習意欲 にも影響 を与 えてい る可能性 が高い。今後は、児童 ・

生徒の学習意欲を高める要因の検討 として、教師の授業に対す る取 り組み方 との関連 を検

討す ることもあげ られ る。

２）教師の 自己評価 と自己効 力感 との関係

本調査の結果、 自己効力感尺度において、“教師理解”は、“生徒指導”のみ と有意な相

関がみ られた。学校 とい う現場において、教科指導や生活指導は、教師の大きな役割 であ

る。つま り、 自分の役割 をきちん とできてい るとい う効力感の高さが、教師 自身が周 りか

ら信頼 され、理解 されていると感 じる程度 と強い関連がある とい うことになる。また、“生

徒指導” と “生徒理解 ”にも中程度 の関連が認 め られた。教師が教科指導を うま くできて

いると感 じる程度 が高 くなるとき、信頼や理解 も高 くなる。児童 ・生徒の 「指導」 には、

児童 ・生徒を理解 したい、信頼 したいとい う気持 ちが重要であることを示唆 している結果

であろ う。

各項 目に対す る自己評価は “生徒指導” “生徒理解”と相関がみ られた。本調査において

用いた 自己評価に関す る項 目は、主に授業 に対す る指導の仕方や児童 ・生徒 との関わ り方

に関す るものであったため、児童 ・生徒に関する自己効力感 との関連が認め られたのであ

ろ う。特に、“生徒指導”は、教師の姿勢 に対す る自己評価 との関連 が強かった。 これは、 
“教師の姿勢 ”が

、児童 ・生徒の個性について理解できたか、家庭での様子 について理解

できたか とい う項 目であ り、教科指導だけでな く、生活指導 をも含んだ教師の 「指導」態

度 に関す るものであったか らであろ う。また、“生徒理解”と強い関連がみ られ た “授業 に

対す る心構 え”は、児童 ・生徒の言葉を受 けとめられたか、フィー ドバ ックを頻繁にお こ

なったか、 とい う項 目であ り、児童 ・生徒の ことを考 えた授業を実践 したか とい う内容で

あった。そのため、児童 ・生徒 を理解 しよ うとしたか ど うか、 とい う “生徒理解” との関

連 が 強 か っ た の で あ ろ う。 “生 徒 指 導 ” “生 徒 理 解 ” の 自 己 効 力 感 は 、 有 意 に 高 い こ と が 示

され た （順 に 、Ｍ ＝15．71，ＳＤ＝1．92，ｔ（23）＝14．55，ｐ＜．001， Ｍ＝12．44，ＳＤ＝1．19，t（24）＝18．61，ｐ＜．001）。

よって、今回のプロジェク ト授業では、児童 ・生徒に対す る 「指導」に対す る自己効力感

が高 く、授業実践の中で、教師は児童 ・生徒を理解 しよ うと意識 しなが ら、学習 を進 めて

いた とい うことが明 らかになった。 また、授業内容 が、児童 ・生徒に合ったものであ り、

これ は、今回のプロジェク トにおいて、下 田が提案 した ような、児童 ・生徒の状況文脈に

合ったテーマを用いた調べ学習ができていた と解釈す ることができる。その結果、実践 し

た教師の 自己効力感 が高かったのであろ う。 
“教 師 理 解 ” 自 己効 力 感 の 平 均 値 も有 意 に 高 い こ とが 示 され （Ｍ＝15

．92，ＳＤ＝1．58，

ｔ（24）＝18．75，ｐ＜．001）、 プ ロジ ェク ト授 業 を通 して、教 師 自身 、 同僚 や保 護 者 か ら理解 され

ている と感 じる程度が高かった ことを示 している。 これは、調べ学習の成果発表 として、

保護者 を招 いた参観授業 を実施 したことや、ＮＩＥの実践においては、ファミリー フォーカ

スを用いて、家庭学習 と連携 した授業を組み立てたこ とによるもの と考 えられる。ＮＩＥ実

践では、授業実践後に、児童 ・生徒が家庭の中で新聞 を読む よ うになった とい う感想や、

新聞を とる家庭が増 えたとい う実践報告が得 られている。家庭 を巻き込んだ調べ学習 を行
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うことによ り、家庭 の中での児童 ・生徒について保護者か ら報告 を受ける機会 を得 たこと

や、児童 ・生徒 自身か らの新聞 を読 んでいるとい う報告は、児童 ・生徒 をより理解す る手

掛か りのひ とつ となるであろ う。また、市民性学習の実践においては、社会の中で生 きて

い く能力 を身につけさせ ることを目的 として用いた、社会 と関わ りのあるテーマか ら、学

んだことを家族 に教 えたい とい う感想が得 られ た報告 もある。学習 した内容が、家族や周

りの人にも関わってい ることを意識す ることに より、家族 にも伝 えたい とい う気持 ちを生

じさせるのであろ う。さらに、“教師理解”と関連 がみ られた “教師の姿勢”に対す る自己

評価項 目の中には、「児童 ・生徒の家庭での様子について理解できたほ うですか」とい う内

容 が 含 ま れ て お り、 平 均値 も有 意 に 高 い こ とが 示 され た （Ｍ＝3．68，ＳＤ＝0．85，ｔ（24）＝3．99，

ｐ＜．01）。 これ らか ら、 プ ロジ ェ ク ト授 業 にお け る、新 聞 を用 いた 学習 や 、市 民性 をテー マ

とした調べ学習 の実践 によって、授業を超 えた家庭での児童 ・生徒の理解に効果を与え、


さらには、“教師理解”の自己効力感 を高めた と解釈することができる。


おわ りに

プロジェク ト授業の実践による教師の授業にお ける 自己評価 と自己効力感 との関連につ

いて検討 を行 った。その結果 、授業 に対す る自己評価は “生徒指導”“生徒理解”と関連 が

あることが認 められた。授業 に対す る自己評価 は、主に授業内にお ける指導の仕方や、児

童 ・生徒への関わ り方 ・理解 に関す る内容であった。特に、“生徒理解”は、児童 ・生徒の

ことを考 えた授業を実践 したか とい う内容 である “授業 に対す る心構 え” と強い関連がみ

られた。 また、“生徒指導”“生徒理解”の 自己効力感 の平均値が有意に高い ことが示 され

た。 これ らよ り、授業実践の中で、教師は児童 ・生徒に積極的に関わ り、理解 しようと意

識 しなが ら、学習 を進 めていた とい うことが明 らかになった。さらに、“授業に対す る心構

え”に対す る自己評価 と “生徒理解 ” との関連 か ら、今回のプロジェク トにおいて、下田

が提案 した ような、児童 ・生徒の状況文脈 に即 したテーマの調べ学習が実践できてお り、

それが、教師の “生徒理解”の 自己効力感 と関連 してい ると解釈 できる。

また、“教師理解” 自己効力感 も有意 に高いことが示 された。“教師理解”は “教師の姿

勢”に対す る自己評価 と関連 してお り、教師 自身が同僚や保護者 から理解 され、信頼 され

ているか とい う内容であった。“教師の姿”は、児童 ・生徒の家庭 での様子についての理解

が含 まれ る内容であ り、プロジェク ト授業において、ファミリーフォーカスによる家庭学

習 との連携を行 ったことや 、市民性教育をテーマ とした調べ学習を行 うことによ り、知識

を家族に伝 えたい とい う感想が得 られた ことか ら、“教師理解”自己効力感 を高 めた可能性

が示唆 された。

以上 より、プロジェク ト授業実践によって、教師の授業における自己評価 が高 く、さら

に、 自己効力感 も高いことが示 され た。 これは、教師 自身が、授業実践 に楽 しさを感 じて

お り、積極的に児童 ・生徒 に関わっていた と解釈 され た。下田は、児童 ・生徒の意欲 を高

める学習には、教師 自身が楽 しい と思 うような授業を行 うことを指摘 している。下田が開

発 した 「キー ・コンピテンシーを育成する調べ学習」は、教師 自身の 自己効力感を高 める

授業であ り、児童 ・生徒の学習意欲 を高める可能性 も示唆 され る。
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付表 １　教師の自己評価に関する項 目

雰 囲 気
１　授業の雰囲気は明るいほうでしたか。


（γ＝．58） ２　児童・生徒に積極的に関わっていたほうですか。


４　児童・生徒の個性について理解できたほうですか。


教 師 の姿 勢 ５　児童・生徒はよく言うことを聞いて行動するほうでしたか。


（α＝．59） ６　児童・生徒の家庭での様子について理解できたほうですか。


７＊友達同士の教え合いは難しかったですか。


10　児童・生徒の集団をまとめる力が発揮できたほうですか。

教 師－児童 生 徒 13　 児 童 ・生 徒 は楽 しそうでしたか 。

の 創造 的授 業


（α＝．60） 15　あなた自身は授業を楽しめたほうですか。


16　児童・生徒からの授業に対する意見を聞くようにしたほうですか。

熱意　 17　授業に対する熱意はあったほうですか。

18　今回の授業では教師としてのリーダーシップを発揮できたほうですか。

リー ダ ー シ ップ的


能 力 19　児童・生徒同士の人間関係について新しい側面がみえてきましたか。

（ α＝．62）


20　 児 童 ・生 徒 にサ ポー トをよくおこなった ほうです か 。

21　全体や集団への関わりだけでなく、個々の児童・生徒への関わりは多かったほうですか。

22　 児 童 ・生 徒 の 内面 が よく見 えま した か。

23　日常現実社会とつながりのある教材を取り入れたほうですか。
授 業に対 する


教 師 の 心構 え 24　児童・生徒の言葉を受けとめられたほうですか。

（α＝．74）

25　能力の低い児童・生徒への配慮をしたほうですか。


26　 フィー ドバ ックを頻 繁 におこないましたか 。


27　児童・生徒の思考をうまく引き出せたほうですか。


番号は項目番号を示す。＊は逆転項目である。
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－616－



第 ２章

公開授業研究会と研究成果発表



第 ４部　 第 ２章　 第 １節

状況文脈 に即 した教材の開発 と表現 力 ・コミュニケーシ ョン力を

育成する学習指導法

１　研究の趣 旨

科学研究費補助金基盤研究 Ｂ 「キー ・コンピテンシー に基づ く学習指導法のモデル開発

に関す る研究」研究代表 ：下田好行 、国立教育政策研究所 （文部科学省）、の研究成果を

平成21年12月 ５日（土）に藤岡市立東 中学校 （群馬県）で行 った。

中央教育審議会答申 （「幼稚園、小学校、 中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指

導要領等 の改善について」平成20年 １月）では、知識基盤社会 における学力 を 「課題解決

のた めの思考力 ・判断力 ・表現力」 と捉 え、 「生 きる力」の論拠 ともなっている。 この よ

うな知識基盤社会 における学力観は、経済協力開発機構 （ＯＥＣＤ） の 「キー ・コンピテ ンシ
ー （鍵 となる能力）」の うえにも表れている。 この能力観 は、個人の人生の成功 と社会の

持続 的発展に貢献するもので、その定義は次のよ うである。 

① 相互作用的に道具を用 いる


Ａ 言語 ・記号 ・文書を相互作用的に用い る


Ｂ 知識や情報を相互作用的に用いる


Ｃ 技術を相互作用的に用いる
 

② 異質な集団で交流する 

③ 自律的に活動する

この能力観 は知識 ・技能の習得だけが 目的 となっていない。知識 ・技能はあくまで も道

具 として使用 され ることが 目的 となっている。 「相互作用的に道具 を用い る」 とは、 自ら

考えたことを表現 し、コミュニケーシ ョンの中で、知識 ・技能を使用 してい くとい うこと

である。 このこ とをが 「知識 ・技能を実生活 に活用す る力」であ り、知識基盤社会 におけ

る学力である。 この能力モデルの根底に流れ る考 え方 はホ リスティックである。物事を部

分的に見るのではなく、広い視野で鳥瞰 的 に見る、全体 と部分 とのつなが りを、バ ランス

を重視す る考え方である。 「全体は部分 の総和以上の力を持つ」 とい うのが根底 をなす考

え方である。

現在、 この 「活用」の考え方をめぐって活発な議論が交わ されている。 「活用」を学習

の転移 としての 「応用」 と捉 えるか、 「表現 ・コ ミュニケー ション」 として捉 えるか、の

議論である。 この研究では、キー ・コン ピテンシーに基づ き、 「活用」を知識 ・技能 を道

具 として使用 し表現 しコ ミュニケー ションす ることと捉 えることに した。 この視点に基づ

きキー ・コンピテンシー に基づ く学習指導のあ り方を追究 した。 ところで、この 「活用」

は、中教審答 申では 「課題解決 のための思考力 ・判断力 ・表現力」 と捉 えられ 、教育内容

の改善 としては 「言語活動の充実」につながってい く。

この研究では、二つの学習指導法のモデル開発 を行 った。一つ めは、 「１）相互作用的

に道具を用いる」の 「Ａ言語 ・シンボル ・テ クス トを相互作用的に用い る能力」の算数 ・

数学の学習指導法のモデル 開発 である。二つ めは、 「知識や情報 を相互作用的に用いる」

能力の育成を図 る学習指導法のモデル開発 である。 この能力 を育成す るのに最適な学習活

動 として、 「調べ学習」を取 り上 げた。 これ を 「知識 ・情報活用学習」 とした。 これ は理

科 と市民性学習で行 った。市民性学習ではやがて児童生徒が遭遇す るであろ う課題 に対 し
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て、知識 ・情報 を道具 として使用 し表現 しコ ミュニケー シ ョンす る学習 （知識 ・情報活用学

習） を行った。 このことを 「課題解決のための活動的 ・協 同的 ・表現的な学び」のなかで

行った。この ことによ り、 「相互作用的に道具を用いる」能力、 「異質 な集 団で行動す る」

能力 「自律的に活動す る」能力を育成 しよ うとした。そ して、学校現場での授業実践を通

して、その学習指導法の応用可能性 を解釈 しようとした。

２　公開授業研究会の趣旨

科学研 究費基盤研究Ｂ 「キー ・コンピテ ンシーに基づ く学習指導法のモデル 開発に関す

る研究」の研 究成果発表 として、公開授業研究会を企画 した。 「活用」は 「応用」ではな

い。 「応用」は 「学習の転移」である。 「活用」は 「適応」である。今、 「活用」 をめ ぐ

る定義が教育界 、学会等で揺れている。 ある学者 は 「応用」だと言い、ある学者は 「表現

力 ・コ ミュニ ケー シ ョン力 」 だ と言 う。 この 「活用 」 を め ぐる考 え方 を整 理 してか らこの

プ ロジ ェク トは始 まった。

今 、話題 となっている 「活用力」の育成は、 「児童生徒の状況文脈 に即 した教材開発」

「知識 ・情報 を道具 として使用 して表現 しコミュニケーシ ョンす ることを、この二つ を 「活

用」 と捉えるものである。 これが知識基盤社会における能力、生きる力であ り、課題解決

のための思考力 ・判断力 ・表現力 の育成 となる。中教審答 申ではこのことを 「教科横断的

に言語活動の充実 を進 める」 ことによって実現 しようとしている。今期の学習指導要領改

訂の趣 旨もこれ である。

この公開授業研究会では、状況文脈 に即 した教材 開発 として、

（１）名古屋大学 ・名誉教 授 ・四方義啓

「イチローのキャッチングの秘密－放物線 と落下地点の計算－」

（２）埼玉大学 ・名誉教授 ・蕨市教育委員 ・吉田俊久

「シャボン玉の不思議－ 分子間力が作 る円や球－ 」

（３） 国立教育政策研究所 ・総括研究官 ・下 田好行、

ア ウシュヴィ ッツ平和博物館 ・理事 ・我妻英司、

「人間の良心を考 えるー い じめ、戦争、そ して勇気ある人々一」


知識 ・情報 を道具 として使用 し表現 しコ ミュニケーシ ョンす る授業 として、


（4）藤 岡市立東 中学校 ・教諭 ・金谷佳奈子

「あなたの暮 らしは大丈夫 ？一社会保障制度 を調べ ようー」

の授業を行 う。

一般的に （4）の授業が活用力を育成す る授業であるとは、あま り知 られていない。

3授 業の概略 と講師の プロフィール

（1） ホ リステ ィックな視点で学習意欲を喚起す る	 数学3年3組 チャ レンジ室1

イチ ローのキャッチングの秘密ー放物線 と落下地点の計算－

名古屋大学名誉教授 四方義啓

この授 業は、二次方程式やその考 え方が、モ ノを投 げるときや 、それが落下す るときな

どに必ず現れること、人間はそれ を うまく利用 してきたことを生徒 に知 らせ るのが 目的で

ある。まず、 「鉛筆つかみ遊び」によって人間が反応できる最小時間があることを学ばせ、

時間の感覚 を身 につけさせ る。ついで、 「お手玉」や 、 「ボール の落下遊び」 などによっ

て、落下距離 と時間の関係 を実感 させ、落下運動はほぼ － ５ｔ２ 一旦投げ上 げるお手玉

では、それが （投げ上 げ速度） ｔ－ ５ｔ２ であることを導 く。 さらに一般の放物運動は、

横方 向に等速運動、縦方向にお手玉 と同 じ落下運動を していることを述べ る。イチローは

この解析 が実に的確 で、反応速度 が非常 に早いためにあの素晴 らしい成績を残 してい ると
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考 えられ る。 ほかにもボール を使 ったスポーツは多 くの場合放物運動 を利用 している。ま

た、人 間は昔か ら石や大砲 の弾で敵を倒そ うとしてきたが、 これ もまた放物運動の利用で

ある。数学は敵 を砲撃するために弾道の放物線の計算 した ことか ら軍隊で導入 された とも

言われ ている。数学は問題 を解 く単なるクイズではない。 日常現実社会で活用 される必然

性があって生まれたものである。数学の学習内容 と日常現実社会での活用場面を結びつけ

る、ホ リステ ィックな教材 、授業開発が必要である。 このことが生徒の状況文脈に即 した

教材、授業開発であ り、 「活用力」 はこの ことか ら育成 され る。

（２） 教科横断的な授業の試み　 理科 ・数学 ２年 １組

シャボン玉の不思議－分子間力が作る円や球－

埼玉大学　名誉教授 ・蕨市教育委員　吉田俊久

シャボ ン玉 とセ ッケン膜 を扱 い、教科横断的 （数学 ・理科）な授業を試みる。分子間力、

表面張力 とい う力の存在を認識 させ、シャボン玉やセ ッケン膜の生成を理解 させる と共に、

数学的には 「球は半円あるいは円がその直径 を軸 として回転 してできる」 （中学 １年 、数

学 Ｂ図形）ことを実証する。以上 を写真の提示、演示実験、生徒の参加実験 として実施す

る。

知識の断片 と化 した学習 内容 をホ リステ ィックに統合す る教科横断的な教材 、授 業開発

である。学習内容 と日常現実社会の数理 を結びつけた、生徒の状況文脈に即 した教材 、授

業開発 と言 える。 このよ うな教材、授業開発す ることが、活用力を育成す ることになる。

（３） 「言語活動の充実」 と思考力 ・判断力 ・表現力の育成 市民性学習 ３年 ６組

あなたの暮らしは大丈夫？－社会保障制度を調べよう－

藤岡市立東中学校　教諭　金谷佳奈子

子 どもたちがや がて社会で遭遇す るであろ う課題 は、年金や健康保険な どの社会保 障制

度 である。 よりよき社会を作ってい くために社会保障の問題は どの よ うにあるべきか。生

徒 は ７つ の トピックにテーマを絞 り込み、調べ学習 （知識 ・情報活用学習） を行 っていっ

た。 グループで協力 してプ レゼ ンテー シ ョンを行 うとい う 「課題解決のための活動的・協

同的 ・表意源的な学び」を行 った。 このプ ロセスのなかで知識 ・情報 を道具 として使用 し

表現 しコミュニケー ション してい く能力 、異質 な集 団で交流する能力、自律的に活動す る

能力、を育成 していった。調べた学習の成果はプレゼ ンテーシ ョンを行い、これ を受けて

よりよき社会 を作るための話 し合いを行 う。社会保障制度 のためにはお金が必要で、それ

は税金 とい うかたちになる。税金は納める義務 がある。また、税金が正 しく再配分 してい

るか どうかをチ ェックす る責任 も生 じる。税金 にめぐる義務 と責任 について考 え、生徒に

とって社会が より身近 になる教材、授業開発 を目指 した。 この授業では、知識 ・情報 を道

具 として使用 し表現 しコミュニケ－シ ョンす る能力を育成 しようとした。 このことが 「活

用力」 を育成す ることで ある。

（４） メデ ィア を利用 した リア リスティックな教材開発　 市民性学習　 １年 ５組

人間の良心を考 える－ い じめ、戦争、そ して勇気ある人々－

ア ウシュヴィッツ平和博物館　 理事　 我妻英司

国立教育政策研究所　総括研究官　下田好行

ポーラン ドの子 どもたちの 目線か ら見た戦争を子 どもの絵 と作文を通 して実感す る。教

材を生徒 の身近 に引き寄せ、生徒の状況文脈 に入 らせ るために、 「戦争」を 「い じめ」の

問題 と関連 させて行 う。松谷みよこの 「私のいも うと」 を使い 「い じめ」に意識 を向け さ

せ る。登場人物 をい じめ る人、い じめ られ る人、傍観す る人 に分 ける。授業 では、助ける

人 も意識 させ 、ユダヤ人を救お うとした レスキュアーズに焦点をあてる。人 間のなかの光

と影 を並列 して取 り上げ ることで、人は 自然 と光へ誘 われる。人間 も捨てたものではない

とい う希望を見いだす。最後に星野富弘の詩 と画から、人を愛す る心 と妬む心は表裏一体
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であることを実感す る。ここか ら良心 とい うテーマで 自分 自身を リフレクシ ョンしていく。

人間は思考 と感性が対極にあるとい うシュタイナーの理論か ら、思考を誘 う発問をせず に、

生徒の内面に響かせ るよ うな発 問を行い、生徒の形象 を引き出 していく。国語教育学者垣

内松三の形象理論をも とに した形象読み を行 う。頭 と心 をつなぐホ リステ ィックな教材 、

授業開発 と言える。下 田好行 と我妻英司の コラボ レーシ ョンで行った。

４　シンポジウムの発表概要

今回の公 開授業研 究会の趣 旨説明を交えなが らシンポジ ウムを企画 した。 シンポジ ウム

では、知識 ・情報 リテ ラシーの重要性 と図書館活用、読書指導の重要性 を荒川 区教育委員

会学校 図書館支援室の藤 田利江主任指導員が提案す る。知識 ・情報 を道具 として使用 し表

現 しコ ミュニケーシ ョンす る手段 としての読書指導、図書館活用教育のあ り方 を荒川区教

育委員会学校図書館支援室 、主任指導員、藤 田利江が発表 した。発表内容は次の通 りであ

る。

中学生は忙 しい。勉強 と部活で精一杯。本 を読む時間なんて とて も無い ・・果た して本

当にそ うなのだろ うか ？全 国や荒川区の読書に関す る調査か ら、中学生の本音 を探ってみ

た。学習に関 しては、中学校にお ける図書館 の活用状況 とその課題 にも触れたい。 また、

北欧やカナ ダな ど、海外の中学生 の読書に関す る情報 を紹介す る。最後に、家族で楽 しめ

る 「ちょっと読 んでみた くなる本」 を簡単に紹介 したい。

知識基盤社会 を生 きるための知識 ・情報 リテ ラシー、知識 ・情報を道具 として使用 し表

現 しコ ミュニケー ションする力 （活用す る力） を育成するために読書教育、調べ学習 、図

書館活用教育の重要性 を提言す る。

（国立教育政策研究所　 下田　好行）
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第 ４部　 第 ２章　 第 ２節

ホ リスティックな視点に立つ算数 ・数学の授業の創造

１　ホ リステ ィックな学習

「数 学嫌い」、 「理科離れ」な ど現代 の数学 ・理科教育 の問題 点につ いては、既 に種々

の指摘がな されて きている。最近行われ た ＰＩＳＡ テス トの結果 も、また これ を裏書 きす る

もので あった。

ＰＩＳＡ テス トについて言 えば、我 が国の生徒 は、計算問題そ のものや、容易に計算問題

に還元す ることができる応用問題 に関 しては、非 常によい成績 を残 したが、通貨換算 レー

トや、テ レビレポー トな ど日常的な場面を具体的に与 えて、それ を数量的 に取 り扱い、適

切 に処理す ることを要求 され る問題 に対 しては、かな りの破綻 を見せ た。 さらに、他国の

生徒 に比べ て、数学や理科 の勉強に興味を感 じることが少ないこ とも ＰＩＳＡ テス トと同時

に行われたア ンケー トか ら明 らかになっている。極言すれば、我が国の生徒は、記憶問題

・計算問題には強 いが、熟考 を要求す る問題 に弱 く、数理的な興味 も薄 い とい うことにな

りかねない。 これ をこのままに放置す ることは我 が国の将来に禍根 を残すおそれ がある。

これ らの問題 点に対処するためには、 日常生活 ・社会生活 との関連 、特 に、生活の中で

生起す るいろいろな現象や問題 を、数量的な計算 にまで導いてゆくとい う、数理的 な意味

での 「読解 」、またその逆に 当た る数理的な 「表現」 に関す る能力の一層 の伸張 を図 らね

ばな らない。 このこ とは、 同時に、 「算数 ・理科 な どは教科書の 中だけの出来事 に しかす

ぎない」 と学習内容にかな りの距離感 を持ってい る生徒の疎外感 を解消 し、学習 内容への

興味 を喚起す ることに もつ ながる と考 えられ る。

そ こで下 田な どはホ リステ ィックな教 育の重要性 を提起 した。 これ は、教科それぞれ を

バ ラバラに した現行の学習 に対 して、 日常生活 を中心に置いて、それ との関連の下に各教

科 を学ぶ とい う方 向性 を重視 したものである。 当然 であるが、ホ リステ ィックな教育にお

いて、 日常生活は、各教科 の言葉 によって 「読解 」 され、また逆 に、各教科の知識は 日常

生活のなか に 「表現」 され なけれ ばならない。 これ があっては じめて、学習内容 と日常生

活 とが結びつき、興味が喚起 され る と考 えられ るか らで ある。

２　小学校における体積 と表面積の授業

ホ リステ ィックな視点に立つ体積 と表面積の授業

この授業は平成20年11月 １日に行 田市 立北小学校 （埼 玉県行 田市）の６年２組 の児童を対

象 として行われた授業である。

分数の計算や面積が導入される小学校高学年では、算数に興味を失ってゆく生徒が増加

す る と言われてい る。確かに、通分 ・約分な ど分数の計算規則 はわか りに くく、余 り興味

を引くものではない し、長方形 ・三角形 ・台形 の面積 の公式、そ して円の面積 の公式な ど

を正確に記憶する ことも面倒 なものである。 しか し、 これだけが学習意欲 を阻害す る原 因

であるとは考 えに くい。

大学や高校における授 業の経験 か らい うと、学習意欲 の低下は、学習 内容が 日常生活の

中に生か され ることが少ない、ない し、それ を知 ったか らといって 日常生活で得 をす ると

い う実感 がない とい う点に こそ求め られ るべきではないか と推測 され るのである。

小学校 ・高学年の生徒 に対 して も、この推測が正 しく、この よ うな方 向でのホ リステ ィ

ックな学習 を小学校算数の時間に行 うこ とが可能か ど うか、可能 だ とすれ ば どうすれ ばよ
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いのか、さ らに、そのための留意 点は何 かを発見す るこ とが、本授 業を小学校 において行

う主要な 目的であった。

（２） 授業の目的 と内容

本授 業は、面積 の学習 と日常生活 とを結びつ けること、すなわち 「数理的読解」 と、そ

れ による 「面積 の学習の 日常生活へ の引 きつ け」さらに 「学習意欲 の喚起」を中心 として、

これに実験 を加 える方向で展 開 した。

面積を、いろいろな形の大きさ、そ して、窓ガ ラスや屋根瓦を構成す る物質の量 と読 ん

でい る限 りは、高々土地の取引や、屋根瓦や窓ガラスの値段の計算な どに しか応用できな

い。 しか し、これ を少 し拡張 して、例 えば、窓ガラスや屋根 を通 して出入 りす る光や熱 の

量に も相 当す る と考 える とき、「多 くの光 を採 り入れ る」、「熱 を逃 が さない」な ど 「種々

の要求 を満 たす形は何 か」 とい う 「新 しい 日常概念」 を学習の 中に取 り入れ ることが可能

にな る。 この よ うな解釈 を延長すれ ば （「ある種 の条件 」の下に）、雪 山で遭難 した とき

に も、蚊 の襲撃 か ら逃れ るときに も、 「お しくらまん じゅ う」を して遊ぶ ときに も、そ し

て熱を長 く保ってお きたい薬缶を作 るときにも、丸い形の方 が有利 であることが説明で き

る。 もちろん、丸い形が もっとも有利であることを数学的に厳密 に証 明す るには、変分法

な ど、超高度な技法が必要 とされ るが、 これ は経験 的事実 として、ない しテ レビの クイ ズ

番組の答 えなどとして、少 な くとも小学校高学年生には、直感的 に容易 に理解 できるもの

のよ うである。

この よ うな面積 の概 念の解 釈 ・数理的読解 は指導上 の多 くの選択肢 を与える ものであ

り、これ らを組み合 わせ るとき、生徒 の興味を引きつけなが ら、面積計算 の重要 さを認識

させ ることが可能 になる。 ただ、小学校高学年 にお ける面積の学習 は、長方形の面積の公

式を中心 と して展開 されているので、面積最小問題の本 来の答 えである円や球 を長方形 で

近似す る必 要が生 じる。そのため、本授業では、各面が長方形である牛乳パ ックによる熱

拡 散の実験 を取 り入れ 、同 じ体積 なら、表面積 が小 さい立方体の方が、直方体 よ りさめや

すい ことを実感 させ た。

（３） 結果 と感想

以下は、アンケー トな どに よる精密 な統計ではな く、代表的な生徒の感想 とそれ に基づ

く私的な分析 であることをお断 りしてお くが、大成功 と言って もよい結果であった。

１）面積の学習 と日常生活への活用、またそれ による学習意欲 の喚起に関 しては、当初の

予想 を上回る好結果 が得 られ た。

２）丸い形が面積 を最小 にす ることな どの直感 的理解に関 して も、殆 どの生徒 において問

題 はなかった。逆に もっ と知 りたい ・学びたい とす るものが散見 された。

３）当初困難 が予想 され た牛乳パ ックに よる実験 については、ほ とん ど問題 がなく、半数

以上の生徒 が、表面積 の計算 か ら牛乳 の さめ方 を予想 して正 しい実験結果 を得ていた。

さらに、適切 なコン トロール を取 るな ど予想以上の実験を行 うものも散見 された。

３　中学校数学 におけるホ リスティックな視点に立 つ授業一放物線 と落下地点の計算－

（１）ホ リスティックな視点に立つ二次方程式の授業

この授業は平成21年12月 ５日に藤 岡市立東 中学校 （群馬県藤岡市）の ３年 ３組 の生徒

を対象 として行 われた授業である。

（２） 授業 の 目的 と内容

この授業 は、二次方程式やその考 え方が、モ ノを投げる ときや、それが落下す るときなど

に必ず現れ ること、人間はそれ を うまく利用 して きたことを生徒に知 らせ るのが 目的で あ

る。まず、「鉛筆つかみ遊び」によって人間が反応 できる最小時間があ ることを学 ばせ、時

間の感覚 を身につ けさせ る。ついで、 「お手玉」や、 「ボール の落下遊び」な どによって、
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落下距離 と時間の関係 を実感 させ 、落下運動はほぼ　 － ５ｔ２ 一旦投げ上げるお手玉で

は、それ が （投げ上げ速度） ｔ－ ５ｔ２ であることを導 く。 さらに一般の放物運動 は、

横方向に等速運動、縦方 向にお手玉 と同 じ落下運動 を していることを述べる。イチローは

この解析 が実に的確で、反応速度が非常に早いためにあの素晴 ら しい成績 を残 している と

考 え られる。ほかにもボールを使 ったスポーツは多 くの場合放物運動 を利用 している。 ま

た、人間は昔か ら石や大砲の弾で敵 を倒 そ うとしてきたが、これ もまた放物運動の利用で

ある。数学 は敵を砲撃す るために弾道の放物線の計算 した ことか ら軍隊で導入 された とも

言 われている。数学は問題 を解 く単な るクイズではない。 日常現実社会で活用 される必然

性があって生まれた ものである。数学の学習 内容 と日常現実社会での活用場面 を結びつ け

る、ホ リステ ィックな教材 、授業開発が必要である。

（名古屋大学　名誉教授　四方義啓）
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活 用 力を育 成 する 授 業 を どのように創 るか

－学 習 意 欲 を 高 め る 学 習 の 方 法 －

■ 日 時　 平 成21年12月 ５日 （土 ）12：00～16：00　 受 付12：00～

■会場　藤岡市立東中学校

問合 せ　 校 長　岸 正 博　 群 馬 県 藤 岡 市 本 郷 ７８６　ＴＥＬ：0274－22－0761／FAX：0274－22－0762

13：00～14：50　 授 業 研 究 会

活用力を育成する授業

●ホ リステ ィックな視点で学習意欲 を喚起す る	 数学 ３年３組　チャレンジ室 １


イチ ロー のキ ャ ッチン グの秘 密－ 放物 線 と落下地 点 の計 算－

名古屋大学　名誉教授　四方義啓氏


●教科横断的な授業 の試み　 理 科 ・数学 ２年 １組

シャボ ン玉の不 思議－ 分 子間 力が 作 る円や 球－

埼玉 大学　名誉 教授 （蕨 市教 育委 員）吉 田俊 久氏


●「言語活動の充実」と思考力 ・判断 力 ・表現力の育成　 市民性学 習 ３年 ６組


あな たの暮 らしは大 丈夫 ？－ 社会 保 障制度 を調 べ よう－

藤岡市東中学校　教諭　金谷佳奈子氏


●メデ ィアを利用 した リア リスティックな教材 開発　 市民性学習　１年 ５組


人間 の良心 を考 え る－ い じめ 、戦争 、そ して勇 気 ある人 々－

ア ウシ ュヴィ ッツ平和 博物 館　理事　我 妻英 司氏


国立教育政策研究所　総括研究官　下田好行氏

15：00～16：00シ ン ポ ジ ウ ム

学習意欲を高める学習の方法

コ ー デ ィ ネ ー タ ー

藤岡市立葉中学校　校長　岸正博氏

国立教育政策研究所　総括研究官　下田好行氏

シンポ ジス ト

名古屋大学　名誉教授　四方義啓氏

埼玉大学　名誉教授 （蕨市教育委員）吉田俊久氏

荒川区教育委員会学校図書館支援室 主任指導員 藤田利江氏

■主催　	 平 成21年 度 科 学 研 究 費基 盤 研 究 Ｂ 「キー ・コンピテンシーに基 づ く学 習指 導法のモデル 開発 に関する研 究」


研究代表：下田好行 国立教育政策研究所

■問合せ　 総括 研究 官 ：下田 好行 国 立教 育政 策研 究所　 東 京都 千代 田 区霞が 関 ３丁 目 ２番 ２号　 ＴＥＬ／ＦＡＸ：03－6733－6962
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教 職 員 ・保護 者対 象

授業研究会 ・講演会

日本をリードする理数科学者が今 話題の活用力を育成する授業に挑む

思考力 ・判断力 ・表現力を育成する活用力を育成する授業をどう作るか

学習意欲を喚起する活用力を育成する授業とは

－ 今 、問 う活 用 の 意 味 －

授 業 研 究 会13：00～14：40

算数 の授 業 ６年 ２組

「猫はこたつで まるくなる」なぜ ？
－表面積 ・体積 と日常現実社会への活用－

名古屋大学　名誉教授　 四方義啓氏

理科と算数の関連的指導の授業 ６年３組

はかって　考える
－ 宇宙、地球 、油 田、原子 炉、結 晶 、そして コンピュー タの 世界での ”閉じこめ”－

東京大学大学院　教授　岩田修一氏

算数 の授業 ６年 １組

思考力・判 断力・表 現力 を育成する算数の授業
－ 「崖 のうえの ポニョ」の 映画 を利用した割合 の 指導 －

行田市立北小学校　主幹　岡島伸行氏

趣 旨 説 明 ・講 演15：00～16：30

子どもの学習意欲を引き出す活用力 を育成する授業とは
－思考力・判断力・表現力の育成に焦点をあてて－

国立教育政策研究所　総括研究官　下田好行氏

● 日時　	 平 成20年11月 １日（土 ）12：00～16：30、 受 付12：00～

●会場　	 行田市立北小 学校　埼 玉 県行 田市 和 田94－１

● 問い 合わ せ　 主 幹　岡 島 伸 行　ＴＥＬ：048－554－5521Ｆ ＡＸ：048－554－5898

●主催　	 平成20年 度 科学 研究 費 基 盤研 究 Ｂ 「キー ・コンピテ ンシーに基 づ く学習指 導 法の 開発研 究 」成果 発表会

研究代表　下田好行　国立教育政策研究所

●問い合わせ　総 括研 究官　下田好 行　国 立教 育政 策研 究所　東京都 千代 田区 霞が 関 ３丁目２番 ２号TEL・FAX：03－6733－6962
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第 ３章

知識基盤社会に必要な教育のあり方

－オ ラ ンダの教育 を手 がか りに －



 

 

 

第 ４部　 第 ３章　 第 １節

オランダにおける研究交流と学校訪問

はじめに

オ ランダに研究成果の交流 と調査研究に行 った。日本で開発 したキー ・コンピテ ンシーに

基づ く学習指導法の枠組み とオランダの算数。数学教育RMEと の意見交換、研究協議が主

たる 目的であった。 日程 は平成21年11月18日 か ら11月27日 であった。

１ 日程 と訪問先

11月19日 （木）9：00－12：00ラ イ デ ン大 学図 書館館 長 と面談

11月20日 （金 ）13：00－16：00ス テ デ リ ッ ク ・ギ ム ナ ジ ウ ム （Stedelijk Gymnasium 、 ラ イ

デ ン市 ・公立高校）を訪 問 

B-day 参観

ケ ー ス ・フ ァ ン ・べ ー レ ン （ Kees van Beelen ）数学の教師 と面談

11月21日 （土）8：30－12：30　 ア ムステル ダム 日本 人学 校 （日本語 補 習校 ） を訪 問

授 業 参観 、保護 者 と懇 談

13：30－16：30「 ア ンネ フ ラン クの家 」訪 問 、資 料収 集

11月23日 （月 ）11：00－13：00　 ユ ト レ ヒ ト大 学 を 訪 問

ブ レーケルマ ンス教授 （Prof. M. Brekelmans ）教授、 フェル ム ン ト教授

（Prof. J. Vermunt ）他面談

15：00－17：30　 ユ トレヒ ト大学 フ ロイ デ ン ター ル研 究所 を訪 問

ヤ ン ・フ ァン ・マ ーネ ン教 授 （Prof. J. Van Maanen ）、 ホ リス 教 受（ Mr. T. 

Goris ） と面談

11月24日	 （火 ）8：30－12：30シ ュ タ イ ナ ー （Steiner ）学校

マ ー レラ ン ド ・フ レイ ユ （ Vrije school Mareland ）小学校を訪問

フ ィ ッ サ ＝ フ ァ ン ・ノ ー ト（ Ms. Visser-van Noort ）校長 と面談

14：00－16：00ラ イ デ ン市 図書館 訪 問 （ Bibliotheek Lriden ）

プ ラー デ ンカ ンプ （ M s . G. Platenkamp ）司 書 、 マ ッ テ イ セ ン （Ms. M. 

Mattijssen ）司書 と面談

11月25日 （水）8：30－12：30ラ イ デ ン教員 養成 学校

モル ・ル ス （A. Mol Lous ）教官

フ ァ ン ・ス ホ ー ン ア ッ ケ ル ＝ デ ・フ ロ ー ト （A. van Schoonacker-de Groot ）

教官 と面談

14：00－17：00ア ムステルダム オ ランダ新聞教育財 団を訪 問

シ ュ ワル ツ （F. Schwarz ） 理 事 、 フ ァ ン ・ハ ル （Ch. van Hall ）教育プ ロジ

ェ ク トリー ダー と面接

11月26日	 （木 ）10：00－12：00　 ロ レ ン ツ （Lorentz school 、公立）小学校 を訪 問

デ ・フ ロ ー （R. A. de Vries ）校長 と面談

２　調査内容

（1） B•|day 参観

オランダの算数 ・数学教育の特徴 に数学競技会がある。「数学 A -lympiad 」「数 学 B-day 」

「算 数 の 日」 で ある。数 学 A-lympiad （文科系）」 「数学 B-day （理科系）」は大学進学 中

等教育•iV（WO）の第 ５・６ 学年 （16～18歳 ） を対 象 とした 数 学競技 会 で あ る。 フ ロイ デ ンタ
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ール研究所がこの競技会 を統括 している。本年度 は11月20日 （金）に実施 した。競技会

では、 ３～ ４名の生徒でチームを編成 し、午前 ９時か ら午後 ４時までオープンエン ドな問

題 に取 り組み、 レポー トを作成す る。そ して、各校の教師が審査 し最 も優れたチームの レ

ポー トを １つ研究所 に提 出す る。競技会の 目的は、レポー トを作成 させ ることによって数

学的分析力および表現、 図処理能力 を見ることであり、また、競技をとお して生徒に考え

るこ との楽 しさや協力 して レポー トを作 り上げた ことへの満足感 を体験 させ ることにあ

る。問題は、現実世界 との関連 を持ち、答え一つに定ま らない問題である。や さしい問題

か ら徐 々に難 しい問題へ と移行 し生徒の思考 を誘 うよ うな問題の構成 になってい る。

11月20日 に 、 ラ ンデ ン市 にあ る公 立高校 、 ステデ リック ・ギ ムナ ジ ウム （Stedelijk 

Gymnasium ） を訪 問 した。 そ こで 数 学 の 教 師 で あ る ケ ー ス ・フ ァン ・べ ー レン （ Kees van 

Beelen ）氏に B-day の詳 しい話 を聞いた。また、競技会の実際のよ うす も参観 した。生徒は

グループでパ ソコンに向かい問題 を解 きなが らレポー トを書 くとい う学習 を行 っていた。

（２） アムステルダム 日本人学校 （日本語補習校 ）での調査

オ ランダの教育の詳細は、オランダに移 り住んだ 日本人のほ うがむ しろその違いを明確

に肌で実感 してい ると考えた。 そこで、オ ランダの 日本人学校で土曜 日に行 ってい る日本

語 の補習クラスに来てい る子 どもの保護者を対象に面接調査を行った。11月21日 （土）に

行 った。 この学校 にはオ ランダの現地の学校 に通っているが 日本語を覚 えたい、 日本を忘

れないでいて欲 しい とい う保護者 の意識、等か ら通っている子 どもな どが多い。 ここでは

日本語 と 日本の学校の教育内容、 日本の文化を学習 している。グループでの面接で、オラ

ンダ人 と結婚 しオランダに永住 を決意 してい る人 ４人、配偶者の仕事でオランダに一時住

んでまた 日本に帰 る保護者 １人であった。オ ランダに永住 している保護者 の子 どもが通 っ

ている学校は、公立の小学校で宗教色のない学校、カ トリックな どの宗教色 の強い学校、

ギムナ ジウム、イ ンターナシ ョナル スクール、であった。面接調査の結果、オ ランダの教

育の特徴は、子 どもを 自立 させ るように育て る雰囲気があること、上の学校 に行 くときの

基準が明確であること、保護者の学校へ の参加 が多いこと、学校の規模は小 さく施設は 日

本の方が よい こと、 日本の算数の教育内容は よいのではないか、 とい う内容が話 された。

（３） ユ トレヒ ト大学の訪問

11月23日 （月 ）に訪 問 した。 ユ トレヒ ト大 学 は1630年 に創 立 した古 い大 学 で あ る。 ７つ

の 学部 が あ り、29000人 の学生 、8300人 の教 員 が い る。今 回訪 問 した ところ学部 は 、 Faculty 

of Social and Behavioural Sciences, であ る。 ブ レー ケ ル マ ンス （Prof. M. Brekelmans ）

教授 、 フェル ム ン ト（ Prof. J. Vermunt ）教 授 、、 ミ カ （Prof. dr. Micha de Winter ）教授 を

は じめ、 このプ ログラムに関わ る学科の先生 と面談 した。

教育現場 を リー ドする質の高い教員 を養成す るプ ログラムである。 オランダの文科省か

ら予算がつ き、高等教育養成所 と大学が協同でプ ログラムを開発 した。オランダでは初め

ての試みであった。今 では ２～ ３の大学で同 じよ うなプ ログラムを行 っている。 ここでは

教育学の理論的側面の学び と実際のプラクテ ィカル トレーニ ングを同時に行 ってい る。ア

カデ ミックな側面 を大学が担 当 し、プラクテ ィカル な側面 を高等教員養成所が担 当 してい

る。全カ リキュラムの25％ が研修 になっている。１年間の研修がある。今年の入学人数は

62人 であった。

日本で も質の高い教員を養成す る試みがな されている。教員養成のカ リキュラム、シラ

バスの充実、教職大学院、な どである。 日本でも教員養成の高等教育機関が学校現場 に有

能な人材 を養成す るよ うなカ リキュラム、教育 ・研究体制 になっていない実態が問題 にな

ってい る。

（４） フ ロイ デ ンター ル研 究 所 の訪 問

11月23日 （月）に フ ロイ デ ンタール研 究所 を訪 問 した。1971年 にハ ンス ・フ ロイ デ ンタ
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ー ル 「Hans Freudenthal （1905－1990）」 （数 学者 、教 育者 、 大学教 授 ：ベ ル リン大学 博 士）

によって、初等 ・中等教育における数学教育の研 究を 目的に設立 され た。現在、フロイデ

ンタール研究所はユ トレヒ ト大学の自然科学の学部の一部 として位置づけ られてお り、RME

教育理論 の研究、 RME 教育理論に基づ くカ リキュラム開発 とその実践 に対す る研究を行 っ

てい る。この研究所 を訪問 した 目的は、 「キー ・コンピテンシーに基づ く学習指導法のモデ

ル開発 に関す る研究」の研究成果 を交流す ることにあった。 このプ ロジェク トで開発 した

算数 ・数学の学習指導法の枠組み と授業実践の実際、ホ リスティックな立場にたった算数 ・

数学の教材開発 の枠組みをフロイデ ンタール研究所の RME理論 と比較検討を行 うことにあ

った。 ヤ ン ・フ ァ ン ・マ ーネ ン教 授 （Prof. J. Van Maanen ）、ホ リス教授 （Mr. T. Goris ）

と面談 した。研究所では今 回参観 した B-day の問題 を作 るシステム と作問の経過、出題意

図などを確認 した。また、 この研究プ ロジェク トで開発 した、算数 ・数学 におけるキー ・

コンピテ ンシー を育成す る学習指導法、ホ リステ ィックな立場 に立つ教材開発 の方法、 と

オランダの算数 ・数学の ＲＭＥ理論 との意見交換 を行 った。活発 な意見交換 を行 った。

（５） マー レラ ン ド ・フ レイユ 小学 校 （シ ュタ イナー 学校 ） の視 察

オ ランダの教育では、教育を受 ける権利が保障 されている。子 どもと保護者 は学校 を自

由に選択できる。 このためには選択できる学校 を作 ることも保障 されなければならない。

オ ランダでは校長の教育方針の下、実際に教育が行われ ている事実があれば、子 どもの人

数に応 じて予算が配分 され る。そ こで、オランダでは、公立学校 をは じめ、カ トリック系 ・

プ ロテスタン ト系 ・イス ラム系な どの宗教色 に強い学校、オール タナティブな ど特色 ある

教育方法を実践 してい る学校な どが数多 く存在す る。例 えば、イエナプラン、マ リア ・モ

ンテ ソー リ、 シ ュ タイ ナ ー な どで あ る。 今 回 はシ ュ タイナ ー教 育 を行 ってい る、マー レラ

ン ド ・フ レ イ ユ （Vrije School Mareland ）小 学校 を11月24日 （火）に訪問 した。 フィ ッサ

＝ フ ァ ン ・ノ ー ト （Ms. Visser-van Noort ）校長 と面談 した。 ここでは算数 の授業、オイ リ

ュ トミーな どを見学 した。ハ ンデ キャ ップのある子 どももいるので手話の先生 が週 ２回来

ている。授業は教師の創意工夫を入れた教材で行われ る。指導力 のある教師ほ ど教材に教

師 の カ ラーが入 る。

（６） ビブ リオテー ク ・ライデン （ライデン市立図書館）訪問

11月24日 （火）に ビブ リオ テー ク ・ライデ ン （ライデ ン市 図 書館 ） を訪 問 した。 G．プ ラ

ーテ ンカ ンプ （Ms. G. Platenkamp ） 司 書 、M． マ ッ テ イ セ ン （Ms. M. Mattijssen ）司書 と

面談 した。

この訪 問は図書館 を活用 した情報 リテラシーを育成す る学習指導法の開発 と授業実践 を

現在行っていることか ら、オランダの図書館活用教育、情報 リテ ラシーについて調査す る

ことに した。オ ランダで もここ近年、イ ンターネ ッ トにお されて読書をす る子 どもが少な

くなっているとい うことである。そのため市立図書館 と学校が連携 して読書指導の充実 を

行 っている。 グループ １か らグループ ８まで、具体的に どの ようなこ とが行われているの

か説明を受けた。情報 リテラシー については、インターネ ッ トを使用する うえでの注意事

項 、批判的な読み方を含めメデ ィア コーチ ングとい う研修 を行っている。 これ を教師や保

護者 を対象に行っているとい うことであった。

（７） ホーヘスホール ・ライデン （ライデン教員養成高等専門学校）訪問

11月25日 （水）にホーヘスホール ・ライデン高等専門学校 （教員養成学部）を訪問 した。

モ ル ・ル ス （A. Mol Lous ） 教 官 、 フ ァン ・ス ホ ー ンア ッケル ＝デ ・フ ロー ト （A. van 

choonacker-de Groot ）教官 、ミカ教授 、ス コー ナハ ッ ト教授 らと面談 した 。また 、教科 書 ・

教材 などを附属図書館 で閲覧 した。ここではオランダが PISA 調査で得点を高くしている傾

向があること、それは常に革新的なものを模 索す るオランダの教育の姿があること、 RME

の教科書 （算数）、リア リステ ィックアプ ローチを しているランゲージの教科書を調査 した。
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（８） ク ラ ン ト ・イ ン ・デ ・ク ラス （オ ラ ン ダ新 聞教 育 財 団） を訪 問

11月25日 （水）に クラ ン ト ・イ ン ・デ ・クラ ス （オ ラン ダ新 聞教育 財 団） を訪 問 した。

シュ ワル ツ （F. Schwarz ） 理 事 、 フ ァ ン ・ハ ル （Ch. van Hall ）教 育 プ ロジ ェ ク トリー ダー

と面談 した。 この訪問は現在、新 聞を活用 した情報 リテラシーの学習指導法の開発 と授業

実践 を行 っていることか調査 を行 った。オ ランダでも最近活字離れ が進んでお り、特 に新

聞の購読者は減少傾 向にあるとい う。そこでオランダの新聞社はオランダ新聞教育財団を

組織 し、未来の新聞購読のための投資 として、新 聞活用教育の推進 を行 っている。 オラン

ダ新聞教育オランダにおける新 聞活用教育は、算数や数学の学習で新聞のデータを使 った

学習 を始 めよ うとしてい ること、オ ランダ新 聞教育財 団が新聞を活用 したクイズをホーム

ペー ジで公開 していて、それ を使 って学校の教師が授業 をできるよ うになっていること、

な どである。 日本の新聞活用教育 と比較す ると、新聞教育財 団の規模、専任スタッフ数、

行 われている事業内容等 を鑑みて も、 日本の新聞活用教育は優れた ものであることを確認

できた。

（９） 公立小学校 （Lorentz School ）訪問

11月26日 （木）にライデ ン市郊外 にある公立小学校 （Lorentz School ）を訪 問 した。デ ・

ブル ー ス （R. A. de Vries ）校長 と面談 を した。 また、グループ ３ （小学校 １年生） とグ

ループ ６ （小学校 ４年生）の算数 の授業 を参観 した。 日常生活 の題材 を取 り上げた授業か

らは RME の考え方の片鱗を伺 うことができた。また、 RME の考え方で作られている教科書

も見ることができた。

おわ りに

オランダの教育は中央集権的でな くても教育が維持 されていることが分かった。オラン

ダの教育が中央集権的でない例 として、校長が教育方針 を出 し子 どもが集 まってい る実態

があればその実態 に応 じて予算が配分 され ることがあげ られ る。また、教育 内容 も大綱的

基準が示 されてい るだけで、教育内容 ・教育方法 ・教科書 も学校独 自で決 めることな どで

ある。 このことは子 どもと保護者 の学校選択 にも表れている。 オランダでは親 と子 どもが

主体的 に学校を選択できるよ うになってい る。そのため、行政は通学圏内には複数の学校

を設置 され るように努力 している。オランダでは学校 が子 どもを選抜 しない。その学校 に

入 る基準を満た しているか どうかは、子 どもがその前の学校 を修 了 しているか どうかであ

る。

これ らのことらオ ランダの教育 の特徴 として、オランダの教育システムが中央集権的で

な くても教育が維持 され るてい ること、子 どもの学校を選択する自由が保障 されているこ

と、教育が常に革新的なもの にチャレンジ していること、な どをあげることができる。

今回の訪 問先選定にあたっては、 日覧学会常務理事の ウイ レム ・レメ リンク （オランダ

国立ライデ ン大学在外研 究員）、日蘭学会柳澤かほる氏、、マ リアンヌ ・テル ・クー リ氏 （元

ライデ ン大学 「日本研究プ ログラム）秘書）にご協力いただいた。 この場 を借 りて感謝 申

しあげたい。

（国立教育政策研究所　 下田　好行）
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第 ４部　 第 ３章　 第 ２節

オランダ数学教育 とホ リスティックな視点にたつ学習指導法

は じめに

下田は、学問が現実 と斬 り合 う技術 であ る以上、教科はバラバラではなく、統合的 ・横

断的に捉 えられねばならない、従 って、例えば数学教育が数学だけの教育 に終始 してはな

らない と主張 した。下 田は、全体 ・統合的 と言 う意味のホ リステ ィックとい う単語を用い

て、これ を教育におけるホー リズムと呼んでいる。 この思想は、教育の世界に止ま るもの

ではな く、本来は現実社会 を捉 え、理解す るための道具だったはずの学問 自身がバ ラバ ラ

に分化 している現状、その学問 自身が現実社会 とかけ離れている とい う状況 を鋭 く批判す

るものである。

もちろん、批判だ けに止ま らず、下 田とそのグループは、この方向に向けて、教育内容

の再構築、新 しい教育方法の提案 と実践 の試行 を行 ってきている。四方 も、数学教育を見

直すべ く、オ ランダの B-day, A-lympiad に相 当す る数学 コンクール を1990年 か ら実

施 してきた。我が国においてこそ、これ らの思想 とその実践 は 目新 しいものであ りえるが、

その思想 の一部 に着 目する限 り、例 えばオランダなどにおいては、既 に実現 されてい ると

言って良 く、これ らの中には、欧米 においては既 に当然視 されてい るものも含 まれてい る。

そ こで、オランダの教育事情を視察 し、我 々の思想 と重 なる部分、重 ならない部分、す な

わち我々がその独 自性 を主張 しうる部分は どこか、また、実践に当たって、 どのよ うな困

難 ・準備 が必要であったか、その結果 どうなったか、成功 したか どうかを調査 した。

これ らの知見に基づいて、本報告 では、オランダにおける 「現実 に基づ く数学 ・ RME」や総

合的な教育手法一般 と、我 々が実践 してきたホー リズムの考 え方 に基づ く総合型数学教育

とを比較 し、またフロイデンタール研究所によって行 われている B-day•A A-lympiad と数

学 コンクール との異同について検討する。

１　オランダ教育事情

（１）B－day視 察

我々はまず B-day が行われている＊高校を訪問 した。高校 には昼 ごろに到着 したのだが、

すでに20名 程度の高校生が一室 に集 まって、数名ずつのグループに分かれて問題 と取 り

組んでいた。一人で考 え込んでいるものがいるのは当然 として、 グループ内で討論 してい

るもの、用意 されたパ ソコンに向かってプ ログラムを書いているものなど、さま ざまだっ

た。なかには、監督を している高校教師に相談 を持 ちかける参加者 さえあって、我が国に

お ける、いわゆる試験風景 とは全 く異なった雰囲気が支配 していた。 しか し、参加者のほ

ぼ全てが 「問題 を解 くと言 うよ り、数学の問題 を考えることを楽 しんでいる」様子が伺 え

た。 当 日の問題の最終課題 それ 自身は、微分方程式による運動解析を離散化 した もので、

かな りの高レベル にある。 だが、 この課題 をコンピュータゲームになぞらえるな ど誘導や

枝 問題な どには十分の考慮が払われている上、コンピューター利用 も許 され るな ど、参加

者 の殆 どが、その数学的スキルに応 じた取 り組みを楽 しめるよ うに配慮 され ていた。

しか し、そのために、問題冊子はかな りの量のものにな り、 「（我が国における数学 に対

す る理解 とは異なって）単なる計算力の他 に、読解力 などを要す る」 ものとなってい る。

だが、参加者 、問題作成者 、監督者 の誰 に聞いても、それは当然 だそ うで、却 って 「どう

して、説明が長 くなってはいけないのか」「計算力だけではな く、読解力 ・推理力な どを総
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合的 した能力 こそが重要なのではないか」 と怪 訝な顔 で問い返 され る始末であった。

午後五時頃になって監督に解答 を提出 し、退 出す るのだが、監督であると同時に高校にお

ける数学担任 の教師でもあるらしい先生か ら、「よくがんばったね」「ここはいい と思 うよ」

な どなん らかの激励を受けて、顔 を輝 かせていた生徒の様子 も印象的であった。 これ ら生

徒や先生 と話 してみる と、「先生は 「や る気 ある」生徒の味方である」とい うオランダ、な

い し欧米における 「知 を欲す るものに知 を与える」 とい う教育の原 点が見えるような気が

す る。実際にも、高校 における一時間の数学の授業は、その三分の一 くらいはクラス全員

に対す る、いわゆる講義 に費や され るが、残 りは、生徒個別の指導に当て られていて、そ

こで教師は生徒 の学習上のあ らゆる疑問に答 えることを要求 され るとい う。

これ ら質問には、「問題 ・公式が分か らない」に始 まって 「理論 は分かるが感覚が付いて

行かない」か ら、「将来、どんな大学の どの先生の講義を取ればいいだろ う」までが含まれ

るそ うである。特に、「感覚が付いて行かない」型 の質問に対 して答 えるには苦労があるそ

うで、教室にお ける抽象 的な公式 ・定理 を生徒の 日常の感覚に落 とし込んでや らない と、

ホン トに分かった とい うわけには行かず、 どうしても数学 と現実世界 とを繋 ぐことが必要

になるそ うである。例 えば 「微分」 を現実社会における体験 「ス ピー ド・速度」 と言い直

して始めて、微分の重要 さと意味が理解できるよ うになるのだ とい うことであった。 この

よ うな基盤 の 上 に こそ 、 「 RME ・現実 に根 ざした数学教育」、そ してそれに基づ く 「B-day 、 

A-lympiad 」があ り得たのではないか とも考えられ るのである。

（2） フロイデンタール研究所訪問 

RME•A B-day•A A-lympiad などオランダ数学教育を特徴付ける概念や行事の中心であるフ

ロイデンタール研究所を訪問 した。 ここでは、所長であるマーネン教授他 と面談 したのだ

が、話題 は B-day•A A-lympiad における問題作成の苦労やその様子に集中した。問題作成

の苦労の中心は、「人集 め」にあるそ うで、い くら高い理想 を掲げて も、それ を問題 の中に

反映 させ られ る人材がなければ意味がない とい うことである。毎年 １０人程度 の選 りす ぐ

りのメンバーで問題作成を行 うとの ことであったが、問題のタネを見つけるための数回に

わたるブ レインス トー ミング、タネ を問題 にまで育てて行 くための合宿な どな ど、ホテル

に缶詰になって徹夜 の議論 が行 われ るとい うことであった。

ただ、 このレベル にな ると、 とにか く数学的に面 白い問題 を考え、それ を生徒の興味 を

惹 く形に整 えるとい う方向で手一杯になって、 B-day•A A-lympiad のために開発 された問題

が、工学的な 目で見る と、油滴 ・水滴の運動解析 に利用で き可能性 を持っていた り、物理

的に見 ると、流体がある場合に呈す る形の説 明になっていた りす ることは全 く考 えられな

かった、す なわち、 より現実的な レベル の形態解析 ・運動解析研究か ら派生 した問題 を高

校生にもアタックできる レベルに落 とした とい うことではない、 とい うことである。

（３） ユ トレヒ ト大学教育学部訪問

小学校において実際に RME を教えることになる教師養成 を受け持つユ トレヒ ト大学教育

学部を訪問 し、 RME ひいては教育やその人材育成における総合化について意見を交換 した。

驚いたことには、本学部の教授陣の多くが、小学校や高校 における教育経験 など、なん ら

かの教育実践経験 を有す ることである。 その教育経験 に加 えて、教科 としての専門性 を獲

得す るのは容易でないのではないか とい う問いに、小 学校校長経験 を持つ地理の教授は、

「もともと旅行が趣味だったか ら、地理は好 きだったんだよ」とこともなげに答 えていた。

「面 白く旅す るためには、その土地の特性 を知 らなければならない、そ うす ると当然、

歴史、特 に経済の発展が問題になる、これ が技術や文明 と無 関係 だ とは思わないだろ う。

す ると、地理 の授 業 と言 いなが ら、歴史に触れ、経済を通 して見えて くる科学 ・技術の話

になっても全 く不思議はな く、当然、総合 的になって しま う。」

とい うのが彼 の議論 の要点である。他 の教授達 も話に加わって討論 した結果、地理 ・歴史
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に止ま らず 、言語 、哲学、宗教 な どもお互いに無 関係 でい られ るはずがない、これ を統合

す るところに学問が産 まれ るのだ とす る意見が大勢を 占めた。

ここに、オランダにおける学問の総合化 に対す る明瞭な意識が見て取れ る。学問の原点

は、下 田が主張す るとお り、現実 を理解 し、処理す る技術の統合化 に他な らないのである。

（４） 小学校視察

今回の視察においては、シュタイナー教育で知 られ る小学校 と、通常教育 を行 っている小

学校 の二校 を訪 問 した。数学に関 しては、共に RME タイプの教育を行ってお り、 ドング リ

を使 った遊びの中に掛 け算 ・わ り算の概念、 さらには、その技能 の習得練習を忍び込ませ

て、数の演算に関する公式が、試行錯誤の末に得 られた最適 の方法であることに気づかせ

よ うとしていた。また正面か ら向き合 うと大学生です ら困難な、 「最適化問題」 も、 （スー

パーな どにお ける）買い物場面 を設定 して、価格最適、所要時間最適な ど現実生活 におけ

る対処か ら類推 させていた。このよ うに 「カズを数える」・数値 的な場面における、現実生

活の知恵 の数学教育への取 り入れ方は、 さすがに RME を最初に提唱しただけの見事さを持

って い た。

２　ホ リスティックな学習指導法の開発 とRMEと の比較検討

（１） RMEについて

とかく 「わか りにくい」 とされ る数学教育に、現実を取 り入れ ることが、生徒の 目を輝

かせ 、その 「や る気」 を引き出す こと、数学教育上の重要な鍵になっていること、は上の

どの例 を見て も間違いがない。毎 日の授業のみな らず 、テス トにおいてす ら、 このよ うな

場面を意識的に設定す るとき、オランダでは B-day に見 る よ うに 、 また我 が 国 では 、か つ

ての数学 コンクールにおけるよ うに、一定 レベル以上の生徒は、少 々の困難は もの ともせ

ずに乗 り越 え、驚 くほ どの レベル に達 し得 るのである。

下田は、我が国の数学教育か ら、このよ うな現実生活 ・日常生活 における活用場面が、

ともすれば欠落 しがちである と主張 している。さらに下田によると、これ ら活用場面には、

「カズを数 えること」だけではな く、量や形 の情報な ども含 まれていなければならない。

すなわち、下 田の考える 日常生活で活用 され る数学は、オ ランダにお ける RME と少 し異な

って、カズ と同様 に、あるいはそれ以上に、量や形の情報が重要視 されてい るのである。

長い試行錯誤の末 に、人間がその感 覚の中に埋め込んで きた数学的な知恵は、カズを数え

ることよ りも、む しろ、形 を整 えることや 、その量を測 ることの中に生か されやすいはず

だ とい うのがその理由である。

例えば、シャボ ン玉な ど日常によく見かける形 は、その丸い形の中に、面積最小 ・最大

体積 とい う極めて高度な数学 ・物理的現象 を隠 している。 下田のい う日常生活 に根 ざ した

数学は、それによってポ ッ トを丸い形に設計する とい う工業的な点までも視野 に入れてい

る が 、 RME にお ける 「現実生活」は、「教室で実現できる現実」とい う意味に制限 されてお

り、ポ ッ トの形は、それ を越 えるもの と理解 されているよ うに思われ るのである。

（２） B-day 、 A-lympiad について

上の解釈 の違いは、 B-day A-lympiad の問題 を見ても、RMEを 提唱 したフロイデンター、 

ル研 究所での議論か らも確かめることが出来 る。

カズを数 える問題 として B-day A-lympiad の問題 は見事であ り、ほぼ最高峰に位置 して、 

い る。 また、例 えば、高校生の レベルでは取 り扱 えない微分方程式の問題や、形の変化 の

問題 を、離散化 してカズを数える問題に置 き換 え、高校生にチャ レンジできるよ うにア レ

ンジす るな ど、その作成手法 も素晴 らしい。 しか し、マーネ ン教授 自身 も認 めてい るよう

に、この形 の変化が 日常生活やモ ノ作 りの どこに求め られ るか、それによってモノ作 りの

何が どうなるかな どは、下田の解釈では 日常に関する重要な問題 なのだが、フロイデ ンタ

－633－



ール では範囲外 とされているのである。

（２） 教科の総合性 について

以上見てきたよ うに、下 田の 日常生活 と RME における現実 との差 は、下田の 「無限定的

な」 日常 の概 念 と、 RME の 「む しろ教室 に限定 された」現実の概念 の違いに帰す ると言え

よ う。その何れ もが、生徒の数学的成長に とって必要不可欠であることは論 を待 たないが、

下 田のそれが、よ り強 く教科の真 の総合性 を要求 し、その指導に適 した人材を選ぶ ことは

明 らかであろ う。 フロイデンタールにお けるように制限 された現実 を考えていてさえも、

10人 を選ぶ ことは、至難 の業なのである。 しか し、 このよ うな人材に恵まれ 、その力が

存分 に発揮できるよ うな組織が準備 された とき、下田の考 え方が我 が国の （広い意 味での

数学 の）教育、ひいては我 が国の将来に とつて非常に大きい寄与をなす ことであろ う。

（名古屋大学　四方　義啓）
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第 ４部　 第 ３章　 第 ３節

オランダの算数 ・数学教育

１　は じめに

平成21年 度科学研究費補助金 Ｂ、下田好行研究代表 「キー ・コンピテンシーに基づ く学

習指導法のモデル 開発に関す る研 究」の一環で、オ ランダにおける研究成果交流 と学校訪

問等 による情報収集 のため、現地調査 を行 った。

２　オランダの教育制度

オランダの教育制度 は非 中央集権的である。教育文化科学省 は、初等 ・中等教育 におい

て指導すべ き教科、初等 ・中等教育終 了段

階 において達成すべ き到達 目標 、高等学校

卒業資格試験 の内容 を定 めてい るが、何学

年 で、 どの よ うな内容 を、 どの よ うな方法

で、何 時間指導す るかは教師や 各学校 にま

か されてい る。（各学校 の 自由裁量に よる。）

学区制 はな く、私 立、公 立の学費 の区別

もない。保護者 の希 望す る学校 に入 学が可

能 である。

オラ ンダでは、 ５歳 か ら16歳 までの児童

にはすべ て、全 日制義務 教育が義務 づけ ら

れ てい る。初等教 育は、 ４歳 か ら12歳 の児

童 が、対象 で ８年 間の教育 とな る。 １年生

は Groep1 、12歳 の ８年 生 は Groep8 と呼ば

れ て い る。 Groep1 Groep2 は日本の幼稚園、 

に あ た り、 Groep3 か ら Groep8 までが 日本の

小学校 に相 当す る。学校 の種類 は 自由に選

択す る ことができる。小学校 の段階 で飛 び

級 をす る児童 もいる。 またそ の反対 に、他

の児童 より時間をか けなけれ ば習得 できな

い児童 もい る。そ のため小学校段階 か ら落

第 が実施 しされ てい る。初等教育課程 の卒

業年次 には、全員 が 「CITO テ ス ト （CITO

toets ）」 と呼ばれ る全 国テス トを受 ける こ

とが義務づ け られてい る。基本的 にその結

果 を参考に、進学す る中等教育学校を選択す 図 １　オランダの学校体系

る。 中等教育学校は、生徒の能力や興 味 ・関

心 に基 づ き ３つ の コー ス （VWO•A HAVO•A VMBO） に別 れ る。 VWOは大学 準備教育で、 「ギムナ

ジ ウム （gymnasium ）」 あ るい は 「アテ ネ ウム （atheneum ）」 と呼ばれ てお り、教育期 間は

６年間である。 ギムナジ ウムでは、普通 の大学準備教育の中に、ギ リシ ャ語 とラテン語が

教 え られ る。 HAVOは上級職業専門学校準備教育で５年間、 VMBOは中級職業専門学校準備教

育で ４年 間である。いずれ も中高一貫の コースである。
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３　オランダの算数・数学教育の取組

オ ランダの算数 ・数学 の最 も特徴 的な ことは、 「リアル」、す なわち算数 ・数学が現実

世界 と深 く結び付いてお り、また、児童 生徒 にとって実感 を持 って理解す ることができる

ことを大切 に してい ることである。 これ は、我が国が 目指そ うとしている算数 ・数学教育

の一つ のモデル である。先 にも述べたが、教育文化科学省が簡単な 「到達 目標」を示すが、

指導内容 と指導方法は各学校の 自由裁量に よる。そのた め、フロイデンタール研究所等 の

大学附設の機関が数学教育の改善に先進的な役割を果たしている。同研究所が開発 した Re 

alistic Mathematics Education （略称 RME）は世界 に広 ま りつつ ある。

（１） フロイデンタール研究所の概要

この研 究 所 は 、1971年 にハ ンス ・フ ロイ デ ンタール 氏 「Hans Freudenthal （1905－1990） 」

によって、初等 ・中等教育にお ける数学教育の研究 を目的に設立 された。ハ ンス ・フロイ

デ ンタール氏は、 ドイ ツ、ル ッケ ンヴァルデに生 まれ、オランダ、ユ トレヒ トで亡 くなっ

た、数学者 であ り、教育者、作家、大学教授 （ベル リン大学博士 （1931））である。そ して

現在、 フロイデ ンタール研 究所 は、ユ トレヒ ト大学の 自然科学の学部の一部 として位置づ

けられてい る。設立以来、数学 の学問お よび数学 が どの ように教 え られ るかについての研

究 を行 なっている。

その 目的は、すべての レベル の算数お よび数学を理解 し改善す ることであ る。研究所 は

約75名 のス タッフか らな り、ＲＭＥ教育理論の発展 のための基礎研 究、ＲＭＥ教育理論 に基づ く

教育課程開発 とその実践に従事 してい る。また、国際的な評判 も高 く、外国か ら多 くの客

員研 究員 を受 け入れてい る。 もともとは数学教育の開発 を 目的 としていたが、現在は多 く

の教科書 の素材 な ども提供 してい る。

（2） ＲＭ Ｅとその ね らい 

RMEは 「人間の活動 としての数学」 とい う考 え方 を基本 としている。 ここでの Realistic

は、 ２つの意味 をもってい る。一つは、現実世界 との関連 を重視す る とい う意味であ り、

も う一つは学習者 に とって真実味がある とい う意 味であ る。つま り、児童生徒 は活動 を通

して算数 ・数学 を経験す る必要が あるとい うことであ り、その活 動は現実的な状況にお け

る児童生徒 の実経験 か ら出発すべ きとしてい る。 こうした経験は児童生徒に とつて身近な

状況である。 

RMEは、学習内容の解法の手続 きに焦点を置いた方法 （伝統的な講義伝達型授業）か ら

の転換 を図ってい る。つ ま り、児童生徒 を数学の受動的な受取人 とす るのではなく、教育

・学習プ ロセスの活動的 な参加者 と見 ることである。そのためには、児童生徒 の成長 （人

間の活動 と しての数学） を支援す る必要がある。 そ して児童生徒 と教師が互いに相互作用

し、共 同で数学化 を推 し進 め、児童生徒 自身が数 学に 自発的に取 り組んでいけるよ う促す

ことが大切 である。
一番重要な ことは

、児童生徒 が知識や公 式を理解す ることだけではな く、児童生徒 自身

が数学に関 してや ってみたい、や つてみ よ うと自発 的に取 り組む ことであ り、また私たち

教師はそれ らを支 える とい う形の ものでなけれ ばならない。す なわち RMEは、私た ち教師

が児童生徒 にこ うしなけれ ばならない と教 えるのではな く、児童生徒の活動を促す ことに

重点を置いたカ リキュラムである。 それ は、数学がわか らない子 どもがわか るようになる
一つの方法である

。

（３） 数学競技会等 （「数学 A-lympiad•v 、 「数 学 B-day 」等 ）
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「数学 A-lympiad 」 「数 学 B-day 」 は 、 大 学

準 備 コー ス （VWO） において科 目 「数 学 Ａ」

また は 「数 学 Ｂ」 を履修 す る第 ５・６学 年 （16

～18歳 ）の生徒 のための数学競技会 であ る。

フ ロイ デ ンタール研究所 が この競 技会 を統

括 して い る。 「数 学 A-lympiad 」 は1989年 か

ら実施 、また 「数学 B-day 」 は1999年 か ら

行 われてい る。「数 学 A-lympiad 」は 、数 学 Ａ

を履修する文系生徒 を対象 としているのに

対 し、 「数 学 B-day 」は、数学 Ｂを履修す る

理 系 生徒 を対 象 と して い る。 昨年度 の参

加 人数 は、両競技 合わせ て158校 ・約9000

人 で、 ドイ ツ ・デ ンマー ク ・オ ラ ンダ領 キ

ュラ ソー な ど他 国か らも参加 し、11月 に一

斉 に各 学校 で実施 され た。 ３～ ４名 の生徒

でチー ム を編成 し、午 前 ９時 か ら午後 ４時

ま でオープ ンエ ン ドな問題 に取 り組 み、 レ

ポー トを作成 した。 また、 この競技 は履修

科 目の評価 と して も用 い られ る。各校 の教

師 が独 自の判 断で審査 し、最 も優れ たチー

ムの レポー トを １つ研究所に提出 （20チーム 図 ２ 「STEDELIJK GYMNASIUM」

以上が参加す る場合 は ２つまで提出できる）

す る。 「数 学 A-lympiad 」 につ い て は 、 そ の

中

か ら研 究 所 に よっ て選 抜 され た15チ ー ム

（オ ラ ン ダ か ら ９チ ー ム 、 ドイ ツ か ら ２チ
ー ム 、 デ ン マ ー ク か ら ２チ ー ム 、 キ ュ ラ ソ

ー か ら２チ ーム） で ３月 に決 勝 が行 われ表

彰 され た。 「数学 B-day 」について は予選 は

な く、同 じく11月 に実施 され た中か ら表 彰

された。

この競技 会の 目的は 、 レポー トを作成 さ

せ るこ とに よって数学的分析力 および表現 ・ 図 ３ 「数学 B-day 」の問題 を解 く生徒たち

処理能力 を見るこ とであ り、また長時間に渡

る競技を とお して生徒 に考 えるこ との楽 しさや互 いに協力 してひ とつの レポー トを作 り上

げたことへの満足感 を体験 させ るこ とである。 問題作成 は同研 究所 の職員 を中心 とした ７
～ ８名 で編成 され る委員会で ８月 に作成 され る。 問題は、実世界 との関連 を持 ち、解が一

意 に定ま らない問題である。容易な問題 か ら始ま り徐 々に難易化す ることによって生徒が

自然 に熱 中できるよ うな作問になってい る。

初等教育では 「算数 の 日」とい うものがある。これは競技会ではないが、第 ３ ・４学年、

第 ５ ・６学年、第 ７ ・８学年 とい うよ うにグループ分 けを行い、 ４月の水曜 日を用いて実

施 されてい る。参加者は約 ２万人 で、お金 の計算 な ど身近なテーマを中心に出題 され る。

また、他 の団体が実施す るカ ンガルー競技会 にも参加 している。 オランダは約200校 が参

加 してお り、15カ 国程度 が参加す る。 この競技会 は数学的に優れ た生徒 を見いだす こ と

を 目的 としてい る。前期 中等教育 （中学校）では、現在数学競技会はないが、職業準備 コ
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ー ス （VMBO）において数 学 Ｃに関す る競技会 を検討 してい る。

（４） 初等学校訪問 （Lorentz School ）

ライデ ン （Leiden ）郊外 にある Lorentz School を訪問

落ち着いた住宅環境の中に設立 された学校 である。児童の様子は元気で、 どの子 も人懐

こく、笑顔 で我々 を迎 えて くれた。 多 くの保護者

が児 童 とともに 自転車 で登校 してい る。給食 がな

く、子 どもた ちが各家庭 で昼食 を取 り、その都度

保護者 が送 り迎 えを している。 

Groep3 の １年生 と Groep6 の４年生の算数の授業

を公 開 していただいた。 日常生活 の場面 を取 り上

げた り、興味 をひ く教材 を取 り入れ た りす ること

によって、児童が集 中 して楽 しく学習 に取 り組み、

意欲的に学ぶ場 面を多 く見るこ とができた。

図 ４ 新校舎の Lorentz School

図 ５ Groep3 の １年生の授業 図 ６ Groep6 の ４年生の授業

「た し算 （補数）の授業」 「拡大図の素地となる授業」

（５） 参考 に した 図書 ・資 料 、Ｗｅｂ、等

１） 図書 ・資料


「平成20年 度教育課題研修指導者海外派遣プ ログラム調査研究報告書」2009 ．3．1


2） Web
 

Education in the Netherlands  http://www.minocw.nl/english/education/index.html 2010. 1. 9
 

Jos オランダ講座 http://josnederland.web.fc2.com/index.html 2010. 1. 9


４　 おわ りに

10日 間にわたってオ ランダ王国の算数 ・数学教育の研修 ・視察 に参加 させ ていただい

た ことは、誠 に有意義な経験であった。 オランダの算数 ・数学教 育を調査 し、我が国には

ない新 しい考え方 に触れ ることができた。

自由 と責任 を尊び、多数の移 民を受け入れ る寛容 な国、労働効 率 と生活満足度、そ して

幸福度が世界一の国について直に見聞す ることによ り、 自分の関心に照 らして、新 しい知

見 を得 ることがで きた。

学校制度、入試制度 、カ リキュラム開発 などにおいてわが国 とかな り異なるオランダの

算数 ・数学教育の実情について、わずかの期間ではあるが、両国の異同について相対的に

捉 え、それを鏡 としてわが国の算数 ・数学教育を見つめの直す機会が持つ ことができた こ

とは、大変意義が深い現地調査 であった。 （埼玉県羽生市立岩瀬小学校　 岡島伸行）
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第 ４部　 第 ３章　 第 ４節

オランダの教育から学ぶもの

－寛容と革新の根源としての合理主義－

は じめに

オランダの教育は、そのシステ ムが中央集権的でな く、質の高い教育が伝統的に維持 さ

れてい る。 これ は子 どもと親の学校選択の 自由の うえに表れ てい る。 これ をオランダの教

育の寛容性 と仮 に呼ぶ ことにす る。また、オランダの教育は、常に革新的なものにチャ レ

ンジしていることをあげることができる。 これは算数 ・数学教育の RME 理論にも表れて

いる。 ここでは、オランダの教育で どうして この ような寛容性 と革新性が生まれ るのか、

追究す ることにす る。

１　オランダの教育の特徴

（１）学校選択の 自由

オランダでは、初等教育 （Basisschool ）が ８年間あ る。グループは １か ら８まで別れて

お り、 グル ー プ １ ・２が 幼稚 園 、 グル ープ ３～ ８が小 学校 とな る。

中等教育は、複線型 の学校体系をとっている。大学進学を 目的 とした中等教育は ＶＷ０

（６年） と呼ばれ、 これに大学 （４－５年） が接続する。職 業につ くことを準備す るの専

門教育は、中級－般中等教育は HAVO （５年） と呼ばれ、これに高等職業訓練校 （４年）

が接続す る。初級一般 中等教育は MAVO （４年） と呼ばれ、中等職業訓練校 （４年）に接

続する。初級実務中等教育は LBO （４年） と呼ばれ、職業訓練課程 に接続する。オ ランダ

の教育制度 は図 １の通 りである。

初等 教 育 グル ープ81（12歳 ） の ２月 にシ トテ ス ト （Citotoest ） と呼ばれ る全 国テス ト

がある。中等教育を受 けるには、 CITO の成績 と学校 の成績 を資料 としなが ら、校長 ・担

任 ・親 ・中等学校担当者が話 し合 って決 める。最終的には親 が決める。学校選択は教師や

学校の教育方針 に共鳴 して行われ、 自分の考 えにあった学校 を子 どもや親が 自分で選べ る

ようになっている。学校を選択 した後でも進路変更は可能である。 よ く勉強すれば上の学

校 にいけるし、ついていけなけれ ば下の学校 にい く。

このよ うに、オランダの学校選択では、選択する側である子 ども ・親の主体性が基本 と

なっている。学校 を選択するのは、選択す る上級学校 ではな く、その前の学校 の修 了試験

に合格 しているこ とにある。子 どもと親の学校選択の 自由が保障 されている。

この ような子 どもと親の学校選択の 自由を保障す るため、行政は複数の学校 を選択 でき

るよ うに している。４キロ以内に最低 ２校、努力 目標 ２キロ以内に複数の学校 を作 るよ う

に している。市役所では、この町で受 ける教育のサービス として どの ような学校 があるか、

冊子 を作っている。そこには学校 の教育方針 、規模、学校経営方針 、カ リキュラムな ど詳

しい情報 が掲載 されてい る。子 どもと親 はその情報を見て、学校 を決 めるのである。

子 どもと親が学校 を選択する権利が保障 され るとい うことは、学校 を作る権利 も保 障 さ

れるとい うことである。 オランダでは、一定の生徒の人数が集 まれば、公費で学校 を運営

できる。そのため公 立学校以外 に、カ トリック、プロテスタン ト、イスラムの宗教教育を

行 う学校や特定の教育理念 を持つ学校が存在す る。モ ンテ ッソー リ、イエナ、 ドル トンプ
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ラン、シュタイナー、フ レネな どの学校 である。

オ ランダでは、子 どもは等 しく教育を受 ける権利が保障 されている。そのため授業料 は

親 の収入 に応 じて額が決 め られている。 大学 と高等専門学校 に在学す る場合 、奨学金 と住

居の補助 もある。

図 １　オ ランダの教育制度

（２） オランダの教育における非中央集権制

オ ランダでは、教育内容 に関す る詳細な国家基準はない。 「大綱的基準」のみ存在す る。

したがって、学校独 自で教育方針、教育内容、教育方法 を決 めることができる。教科書の

決定、教育方法、教育時期、行事等 も学校 （教師）独 自で決 められ る。

学校運営 も初等学校では教師 と親 の協同組織 、中等学校 では教師 ・親 ・生徒に よる組織

によって運営 され ている。

教師 は転勤がない。教師の採用は学校単位 で行 う。校長 ・教師 ・親代表 ・行政当局が採

用に関わっている。

このよ うにオランダの教育は、子 どもや親 の学校の選択に関す る自由、学校 を作 る自由、

教育内容 ・教育方法を学校独 自で決 める 自由な どが保障 されている。 ここか らはオ ランダ

の教育が中央集権的でない ことが分かる。 ここがオランダの教育の特質である。

（３） オ ランダの教育における革新性

オランダの教育は、絶 えず革新的な ものにチャレンジ している。例 えば、算数 ・数学教

育では革新的なことを行っている。 「Realistic Mathematics Education (RME)」 で あ る 。 

Realistic とい う意味は、 「①現実世界 との関連 を重視す る。②児童生徒 は活動を通 して

算数 ・数学を経験す る」とい うことである。 RME 理論 は、ハ ンス ・フ ロイ デ ン タール 「Hans
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Freudenthal （1905－1990）」 （数 学 者 、教 育者 、ベ ル リン大 学博 士） に よって提 唱 され た。

フロイデ ンタール研究所が この考 え方を受け継 ぎ、オ ランダにお ける初等 ・中等教育 にお

ける数学教育 をリー ドしている。現在、フロイデ ンタール研究所はユ トレヒ ト大学の 自然

科学の学部の一部 として位 置づけ られてい る。

オ ラ ン ダでは 、 VWO （大学進学中等教育）の第 ５・６学年 （16～18歳 ）を対象に数学競技

会 （「数学 A-lympiad （文科系）」 「数学 B-day （理科 系） 」）が実 施 され て い る。 フ ロイ

デ ンタール研究所が この競技会の作 問を行 っている。2008年 に二つ の競技 を合 わせて158

校、約9000人 の生徒が この競技 に参加 した。2009年 は11月 にオランダの各学校で一斉 に

実施 された。 この競技は、 ３～ ４名 の生徒 でチー ムを編成 し、午前 ９時か ら午後 ４時まで

オープンエン ドな問題に取 り組み、 レポー トを作成す る。競技会の 目的は、 レポー トを作

成 させ ることによって数学的分析力お よび表現 ・ 図処理能力をみることであ り、また、

長時間に渡 る競技 を通 して、生徒に考えることの楽 しさや協力 してひ とつの レポー トを作

りあげる満足感 を体験 させ ることにある。作成 された レポー トは、協議会 に参加 した各学

校 で教師が独 自に審査 し、最 も優れたチームの レポー トを １つフロイデ ンタール研究所 に

提出す る。競技会の問題 は、実世界 との関連を持 ち、解 が一意に定ま らない作問 となって

いる。かんたんな問題 か ら始ま りだんだん と難 しくなってい く。徐々に難 しくなることに

よって、生徒が 自然に問題に熱 中できるようになってい る。

初等教育では、 「算数の 日」とい うものがある。これ は競技会ではない。第 ３・４学年、

第 ５ ・６学年 、第 ７ ・８学年 とい うようにグループ分 けを行い、毎年 ４月の水曜 日に実施

され る。参加者は約 ２万人で、お金の計算 な ど身近なテーマ を中心に出題 され る。 

RME 理論 は、 PISA 調査 にも影響を与 えてい る。 PISA 調査の状況文脈に即 した作問がそれ

である。知識 ・技能を実生活に活用す る力 とい うのが考 え方 もここか ら生まれている。

２　教育の非中央集権制を保障する寛容はどこからくるか

（１） オランダの柱状社会

オランダの教育の特質が中央集権的ではないことが分かった。 この非中央集権制 を保障

す る寛容性は どこか らくるのであろ うか。 これはオランダの社会が歴史的 に作 りあげてき

た文化にあるのではなかろ うか。

オ ラ ンダ の社 会 で は、プ ロテ ス タ ン ト （カ ル ヴァ ン派 ）、カ トリック、世 俗 自由主義 、社

会民主主義の四つの柱からなる柱状社 会 だと言われている。柱状社会はそれぞれのグルー

プが違 う社会を形成 しつつオ ランダとい う国を形成 してい くものである。1917年 、公立学

校の促進 と宗教派学校に対す る補助金 の削減の動 きに、カ トリック、プロテスタン トの グ

ループが反発 した。その後、各 グループは政党を頂点に雇用者団体 ・労働組合 ・農民団体 ・

新聞 ・放送局 ・福祉 団体 ・学校 を系列化 していった。 それぞれのグループは、メデ ィア と

教育権 を公的に認 められ、相互の立場 を尊重 しあって共存 していた。学校は初等か ら高等

教育まで柱別、中等教育以下の学校では宗教的私立学校の影響力 が今 でも強い。1960年 代

は国民の半数が これ らの柱 に所属 していた。1980年 代 には この柱はな くなっていった。グ

ローバ リゼーシ ョンと教会離れ、政党や労働組合 の改変、政治指導者への信頼 の減退な ど

が理 由である。

（２） 多極共存型民主体制

この柱状社会か ら多極型民主体 制 が生 まれてきたのではなか ろ うか。緩やかな縛 りでな

い と各柱状社会の合意形成が難 しく、国家 としてのユニテ ィーが保てないか らである。多

極型民主体制は、Ａ．レイ プハル トの言説である。社会的亀裂 （民族 ・宗教 ・イデオ ロギー
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の対立） を抱 える社会 では、民主体制の構築が困難である。そ こで、各区画 の政治指導者

への安定的指示を背景 に、指導者 間の意識的協調によ り形成 ・維持 され る民主体制の こと

を言 う。この民主体制を維持するには四つの基本的要素が必要である。「区画指導者による

大連合の形成」「少数派の拒否権の保障」「比例制原理 の採用」「区画の 自立性 の保 障」であ

る。 オ ラ ンダの他 、ベ ル ギー （カ トリック、社 会 主義 、 自由主義 、 フラ ンス語 、オ ラン ダ

語 の柱 状 ）、オー ス トリア （カ トリック、社 会 主義 の柱 状 ）な どが この合 意型 民主主 義 を行

って い る。

（3） オランダの寛容性は どこか らくるか

教育 に国家 の介入が難 しい。オ ランダの教育における非中央集権制を保障す る寛容は ど

こか らくるのか。 それ はオ ランダの柱状社会の もた らした ものではないだろ うか。オ ラン

ダの教育が寛容にならざる終えない理 由がここにある と考える。

また、成熟 した人権に関する意識 もその一つではなか ろ うか。 オランダでは、学校を選

択す る自由が保障 されている。 この 自由には自己責任が伴 う。 こ うした成熟 した人権に関

す る意識 もオランダの教育 を潜在的に形作 ってい る要因の一つではなかろ うか。

3オ ランダの教育における革新性はどこか らくるか

（1） オ ランダの力

オ ラ ンダの経 済 は 、GDP世 界16位 （2，007年7680億 ドル ）、欧州 第6位 で あ る。 国民一

人 あた りのGDPは 世界10位 （2007年 、4，260ド ル） で 、 日本 の世 界22位 を上 回 る 経 済

成長率2007年 は約4％ 、失業率 は約4％ である。実行法人税 率がフランス ・ドイ ツより低

く25．5％ である。 そのため海外 か らの企業誘致が促進 されている。

オランダの産業の産業は、金融 ・流通を中心 としたサー ビス産業である。アムステルダ

ム証券取引所がある。 ヨー ロッパ の交通の要所であ り、 ロッテルダム港 （ユー ロポー ト）、

ス キ ポール 空 港 もある。 小 国な が ら大企 業 も輩 出 して い る。 ロイ ヤル ・ダ ッチ ・シェル 、

ユ ニ リーバ 、ハ イネ ケ ン、フ ィ リップ ス な どで ある。天然 ガス は世 界9位 の産 出 国で あ る。

オランダの文化 も充実 してお り、ゴッホ、フェル メールな ど有名 な芸術家 も輩出 してい

る。 ノーベル賞を受賞 した数 も多い。オランダの文化の高 さを示 してい る。

（2）独創的な政策

オランダは独創的な政策を打ち出 してい ることで有名である。その一つにワークシァ リ

ン グが あ る。 ワー クシ ェア リン グは、1970年 代 に北海 で 天然 ガ ス が開発 され 、収 入 の増

加 に伴 う財政支出の膨張 し、社会保障制度が充実 された。 しか し、その後 の資源価格 が低

迷 し、収入 が減少 し財政赤字が増大 し、失業率も14％ を越 えた。これ がいわゆるオ ランダ

病である。 このオランダ病か ら抜 け出す政策 として、 ワー クシァ リングである。 ワークシ

ァ リングとい うのは、1983年 にワッセナー合意 がなされ 、「賃金削減 （抑制）、雇用確保の

ための労働時間短縮、減税 と社会保障負担の削減 （結果 として労働者の減収を補 う）、企業

投資の活性化 （結果 として、雇用の増加 を図る）」が雇用者 と労働組合 との間で取 り決め ら

れた。労働法改正 （1996年 ）では、 「同一労働 同一労働条件」が決め られ 、フル タイム労

働者 とパー トタイム労働者 との、時給 ・社会保険制度加入 ・雇用時間 ・昇進等の労働条件

に格差をつけることが禁 じられた。 また、労働 時間調整法 （2000年 ）では、 「労働者が 自

発的にフル タイムか らパー トタイムへ、あるいはパー トタイ ムか らフル タイムへ移行す る

権利」 と 「労働者が週あた りの労働 時間 を自発的に決 められ る権利」を定めた。 この ワー

クシァ リングの政策の結果、失業率は低下 しオランダは奇跡 の復活 を遂 げた。

この他 にもオランダでは、安楽死の合法化、管理売春の合法化、麻薬の黙認 など独創的
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な政策がな され、世界の注 目を集 めてい る。

（３） オランダの合理性

オランダの教育における革新性は どこか らくるか。それはオランダ人の合理性 からくる

のではなかろ うか。オランダ人 は賛否両論 を比較検討 し、 メ リッ トが上回れば感情論 をお

いて決断する。 自分 と他人切 り離 し冷静で合理的な考え方 を し、それ を実行に移す とい う

文化 をオ ランダ人は持 ってい る。 また、禁止事項を避けることで秩序 を保つ ことに成功 し

ている国とも言える。 リベ ラル な国民性、革新的なことが好きで、失敗 して もよしとす る

ポジティブ思考をす る国民性がある。

この国民性は、他国で思想 ・信条を理由に迫害 された人々 （お金 を持っていた人々） を

受け入れ ることで繁栄 してきた とい う歴史的経緯 からも生まれたのではなか ろ うか。また、

プ ロテ スタン ト系カル ヴァン派の合理主義 の影響 もあるのではなかろ うか。カル ヴァン派

では世俗的な仕事に励む ことが神に救われ る証だ とされていた。 この意識が資本主義 を推

し進 める人の価値観 と合致 したのだ とマ ックス ・ウェーバーは語る。 このカル ヴァン派の

教会 （改革派）が とった教会のスタイルが長老制 である。上か らの命令でなく話 し合 いに

よる合意形成をす る伝統がここにもあったのではなかろ うか。

４　オランダの教育は日本の参考になるか

オランダの教育で 日本が参考になることは 「教育が中央集権 的ではないこと、教育を う

ける子 どもと教育 を行 う学校の意志決定が尊重 され るとい うこと、教育にお金をかけてい

るとい うこと、子 どもの 自立を促す教育になっていること、革新的なものにチャ レンジ し

てい く姿勢、合理的に考 える態度 などがあげ られ る。

参考 にな らない もの として寛容が もた らした問題点があげられ る。移民政策の陰でオラ

ンダに同化 しないイスラム社会 が新たに柱状化 された ことである。イ スラム過激派による

テオ ・ファン ・ゴッホの暗殺事件 もあった。麻薬 の黙認 による治安の悪化 もある。

今 、日本がや るべきことは、「学習指導要領の大綱化 、教科書の充実、現実世界 とのつ な

が りのある教材の開発」な どである。 そのためにはこの研究プロジェク トで開発 した 「課

題解決のための活動的 ・協同的 ・表現的な学び」が重要 とな る。教師中心の一斉授業か ら、

課題解決型の授業、活動的な授業、 コミュニケーシ ョンを保 障す る協 同的な授業に変えて

い く必 要 が あ る。 この こ とに よって 、知識 ・情報 を道具 と して使 用 し、表 現 ・コ ミュ ニケ

ー シ ョンす るキー ・コン ピテ ンシー が育成 され る と考 え る。

おわ りに

オランダの教育の特徴 は、そのシステムが中央集権的でない こと、子 どもの学校を選択

す る自由が保障 されていること、教育が常 に革新的なものにチャ レンジしていること、な

どをあげることができる。

オランダの教育が 中央集権 的でない例 として、校長が教育方針 を出 し子 どもが集まって

い る実態があればその実態に応 じて予算が配分 されることがあげられ る。 また、教育内容

も大綱的基準が示 されているだ けで、教育 内容 ・教育方法 ・教科書 も学校独 自で決めるこ

とな どである。

学校選択 に関 して言えば、オ ランダでは、学校の選択 も親 と子 どもが主体的に学校 を選

択できるようになってい る。行政 は通学圏内には複数の学校 を設置 され るよ うに努力 して

いる。オ ランダでは学校が子 どもを選抜 しない。その学校 に入る基準を満 た してい るか ど

うかは、子 どもがその前の学校を修了 してい るか どうかにかかる。

このよ うな教育のシステムにオランダがなった理 由は、オ ランダの歴史 と文化 ・社会構

造 ・政治構造 に依拠する ところが大 きい。オ ランダが教育の中央集権制を とれないのは、
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オ ランダが柱状社会であるか らである。 これ は教育だ けに限 らず政治 の面において も同様

で、政治は多極民主体制 をとっている。

教育の革新性 としては、例 えば •u Realistic Mathematics Education (RME)•v をあげるこ

とができる。 これ は算数 ・数学の教育内容 と現実世界 とのつなが りを重視 し、活動 を通 し

て数学 を経験す るものである。大学進学中等教育の 「数学 A-lympiad 」 、 「数 学 B-day 」 、

初等教育では 「算数の 日」が全国的に行 われてい る。

オ ランダの革新性は、教育だけに留ま らず 、ワー クシェア リングや安楽死の合法化な ど、

革新的な政策の うえに も表れ てい る。賛否両論 を比較検討 し、メ リッ トが 上回れば感情論

をおいて決断す る。これ らはオランダ人の合理性か ら生まれたものである。この合理性は、

大国の挟まれ なが ら生 き残 りを模索す るオランダのあ りよ う、仕事 に励むカル ヴァン派の

伝統、 リベラ リズムなど、オ ランダ人が歴史 と社会の構造のなかか ら獲得 した知恵 ではな

かろ うか。

オ ランダの教育か ら日本が学べ るものは、「教育に予算をかけること、教科書の充実、教

師中心の一斉授業か ら知識 ・情報活用能力 の育成、学習指導要領 の大綱化、な どではなか

ろ うか。

註

（１）オランダの教育制度 の図表は、 http://www.nfia-japan.com/business/education.html 、

か ら引用 、2010年 ３月 ２日検索

（２）長坂寿久 『オランダモデルー制度疲労なき成熟社会－』 日本経済新聞社 、2000年 、に

詳 しい。

（３）レイ プハル ト、ア レン ト『多 元社 会 のデ モ ク ラ シー 』内 山秀 夫訳 、三 一書 房 、1979年 、

に詳 しい。

（４）太 田和敬 ・見原礼子 『オランダ寛容の国の改革 と模索』子 どもの未来社、2006年 、に

詳 しい。

（５） （２）の文 献 、 に詳 しい。

（国立教育政策研究所　 下田　好行）
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付章　第 １節

新学習指導要領との関連

○　小学校算数低学年

学年 大項目

Ａ数と計算

Ｂ量と測定

Ｃ図形

第１学年 Ｄ 数量関係

算数的活動

Ａ数と計算

Ｂ量と測定

Ｃ図形
第２学年 Ｄ 数量関係

算数的活動

Ａ数と計算

Ｂ量と測定
第３学年

Ｃ図形

Ｄ 数量関係

算数的活動

中頃 目
（１）整数の意味 と表し方

（２）整数 の加 ・減

（１）量の 大きさの比較
（２）時刻 の読み方

（１）図形

（１）式による表現

（２）絵や図を用いた数量の表現

（１）整数 などの表 し方
（２）整 数の加 ・滅

（３）整 数の乗法

（１）量 の単位と測定

（２） 時間の単位 （日、時、分 ）

（１） 図形

（１） 式による表現

（２） 簡単な表やグラフ

（１） 整数 の表し方

（２） 整数の 加 ・滅

（３） 整数の 乗法

（４） 整数の 除法

（５） 小数

（６） 分数

（７） そろばん

（１） いろいろな単位 と測定

（２） 計器による測 定

ア 具体物を数える活動
イ 計算の意味や仕方を表す活動

ウ 量の大きさを比べる活動
エ 形を見付けたり、作ったりする活動

オ 場面を式に表す活動

ア 整数が使われている場面を見付ける活動

イ 乗法九九表からきまりを見付ける活動
ウ 量の大きさの見当を付ける活動
エ 図形を書いたり、作ったり、敷き詰めたりする活動

オ 図や式に表し説明する活動

（３）時間の単位 （秒）、時刻や時間の計算

（１） 図形
（１） 式による表現

（２）表 や棒グラフ
ア 計算の仕方を考え説明する活動

イ 小数や分数の大きさを比べる活動
ウ 単位の関係を調べる活動
エ 正三角形などを作図する活動

オ 資料を分類整理し表を用いて表す活動 
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○ 小学校算数高学年

学年 大項 目

Ａ数と計算

Ｂ量と測定
第４学年

Ｃ図形

Ｄ数量関係

算数的活動

Ａ数と計算

Ｂ量と測定

Ｃ図形
第５学年

Ｄ数量関係

算数的活動

Ａ数と計算

Ｂ量と測定

Ｃ図形

第６学年

Ｄ数量関係

算数的活動

中項 目
（１）整数 の表し方

（２）およその数

（３）整数の除法

（４）整数の四則計算の定着と活用
（５） 小数の計算

（６）分数の計算

（７） そろばん

（１） 面積

（２） 角の大きさの単位 （度 （°））

（１） 図形
（１） 伴って変わる二つ の数量 の関係

（２） 式による表現

（３） 資料の分類 整理

ア 計算の結果の見積もりをし判断する活動
イ 面積の求め方を考え説明する活動
ウ 面積を実測する活動
エ 平行四辺形などを敷き詰め、図形の性質を調べる活動

オ 身の回りの数量の関係を調べる活動
（１）整数の性質

（２）整数と小数の記数法
（３）小数の計算

（４）分数の計算

（１）面積

（２）体積
（３）測定値の 平均

（４）単位 量当たりの大きさ（人 口密度など）

（１）図形

（１）簡単な比例の関係
（２）数量の関係の見方や調べ方
（３）百分 率

（４）円グラフや帯グラフ

ア 計算の仕方を考え説明する活動
イ 面積の求め方を考え説明する活動

ウ 合同な図形をかいたり、作ったりする活動
エ 図形の性質を帰納的 に考え説明したり、演繹的に考え説明したりする活動

オ 目的に応じて表やグラフを選び活用する活動

（１）分数の計 算

（２）小数や分数の四則計算の定着と活動
（１）概形

（２）面積
（３）体積

（４）速さ

（５）メートル法の単位の仕 組み

（１）図形

（１） 比

（２）比例 と反比例

（３）文字を用 いた 式 （ａ、ｘなど）
（４）資料 の調べ 方

（５）起こり得 る場合

ア 計算の仕方を考え説明する活動
イ 単位の関係を調べる活動
ウ 縮図や拡大図、対称な図形を見付ける活動
エ 比例の関係を用いて問題を解決する活動
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○　中学校数学

学年 大項目

Ａ 数と式

Ｂ 図形

第 １学年
Ｃ 関数

Ｄ 資料の活用

数学的活動

Ａ 数 と式

Ｂ 図形

第２学年 Ｃ 関数
Ｄ 資料の活用

数学的活動

Ａ 数と式

第３学年 Ｂ図形

Ｃ関数

Ｄ 資料の活用
数学的活動

中項目
（１）正の 数・負の数

（２）文字を用いた式

（３）一元 一次方程式
（１）平面 図形

（２）空間 図形

（１）比例 、反比例

（１）資料 の散らばりと代表値

（１）文字を用いた式の 四則計算

（２）連立二 元一次方程 式

（１）基本的な平面図形と平行線の性質
（２）図形 の合同

（１）一次 関数

（１）確率

（１）平方根

（２）式の展 開と因数分解

（３）二次方 程式

（１）図形の 相似
（２）円周 角と中心角

（３）三平方の定理

（１） 関 数ｙ＝ ａｘ２

（１）標本調査

ア 既習の数学を基にして、数や図形の性質などを見いだす活動
イ 日常生活で数学を利用する活動

ウ 数学的な表現を用いて、自分なりに説明し伝えあう活動

ア 既習の数学を基にして、数や図形の性質などを見いだし発展させる活動
イ 日常生活や社会で数学を利用する活動
ウ 数学的な表現を用いて、根拠を明らかにし、筋道立てて説明し伝えあう活動

第２学年と同
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○　小学校理科

学年

第３学年

第４学年

第５学年

第６学年

大項目

物 質 ・エネルギー

生命・地球

物 質 ・エネルギー

生命 ・地球

物 質 ・エネ ルギー

生命・地球

物質 ・エネ ルギー

生命・地球

中項目

（１）物と重 さ

（２）風やゴムの働 き

（３）光の性 質

（４）磁石の性 質

（５）電気 の通り道

（１）昆 虫と植物

（２）身近な自然の観察

（３）太陽と地面の様子

（１）空気 と水の性質

（２）金属 ，水，空気と温 度

（３）電池の働 き

（１）人の体 のつくりと運動

（２）季節 と生物

（３）天気の様 子

（４）月と星

（１）物 の溶け方

（２）振 り子の運動

（３）電 流の働き

（１）植 物の発 芽，成長，結実

（２）動 物の誕生

（３）流 水の働き

（４）天 気の変化

（１）燃 焼のしくみ

（２）水溶液の性質

（３）てこの規則性

（４）電 気の利用

（１）人の体のつくりと働き

（２）植物の養分と水の通り道
（３）生物と環境

（４）土地 のつくりと変化

（５）月と太陽
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○　中学校理科

ア 光と音

イ 力と圧力

第１分野 ア 物質のすがた

イ 水溶液
ウ 状態変化

第１学年 ア 生物の観察

イ 植物の体のつくりと働き


第２分野 ウ 植物の仲間

ア 火山と地震
イ 地層の重なりと過去の様子

ア 電流
イ 電流と磁界

第１分野 ア 物質の成り立ち

イ 化学変化

ウ 化学変化と物質の質量

第２学年 ア 生物と細胞

イ 動物の体のつくりと働き


第２分野
ウ 生物の変遷と進化

ア 気象観測
イ 天気の変化

ウ 日本の気象

ア 運動の規則性
イ 力学的エネルギー

ア 水溶液とイオン
第１分野 イ 酸 ・アルカリとイオン

ア エネルギー

イ 科学技術の発展

第３学年
ウ 自然環境の保全と科学技術の利用

ア 生物の成長と殖え方
イ 遺伝の規則性と遺伝子
ア 天体の動きと地球の 自転 ・公転

第２分野 イ 太陽系と恒星
ア 生物と環境

イ 自然の恵みと災害

ウ 自然環境の保全と科学技術の利用
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○　小学校 ５ ・６年、総合的な学習の時間、特別活動、道徳

Ａ　総合的な学習の時間

①国際理解／情報／環境／福祉／健康／地域の暮 らし／伝統文化

②共同 して問題解決／分析 しまとめ表現する／ 自然体験／ボランティア活動／ ものづくり

生産活動／観察 ・実験／見学や調査／発表や討論／学校図書館の活用／情報の収集 ・整理 ・

発信／情報と日常生活 ・社会

Ｂ　特別活動 （小学校学級会活動、児童会活動）

①学級や学校の生活／ 日常生活への適応／学習への適応／健康安全

②望ましい人間関係／働 くことの意義／学校図書館の利用／心身の健康 と安全／学校給食

／望ましい食習慣

Ｃ　道徳

①主 として自分 自身に関す ること

（希望 ・勇気 ・努力／ 自由の大切 さ／ 自律 的で責任ある行動／ 自分 のよい所をのばす）

② 主 として他の人 との関わ りに関す るこ と

（礼儀正 しさ／思いや り／親切／信頼／友情／男女仲良く／謙虚な心／異なる人の意見尊

重／助け合い）

③主 として 自然や崇高なもの との関わ りに関す ること

（自他の生命尊重／自然の偉大さ／自然環境の大切 さ／美しいものに感動する心／人間の

力をこえたものに対する畏敬の念）

④主 として集団や社会 との関わ りに関す ること

（法や決ま り／ 自他の権利／義務／差別 ・偏見を持たない／公正 ・公平 ・正義／集団参加

／ 自分の役割／責任／働 くことの意義／社会奉仕／父母 ・祖父母の敬愛／家族の幸せ／先

生や学校の人への敬愛／協力／郷土 ・伝統文化／郷土 ・国を愛する心／外国の人や文化の

大切 さ／世界の人々との親善）
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付章　第 ２節 

The framework of the educational guidance 

based on "Key Competencies" 

- 'Enhancement of the language activities' and the training of the ability to think , 

judgment and expressiveness in arithmetic and mathematic — 

Introduction 

In this paper, I would like to explore the development of the framework of the educational 

guidance based on "Key Competencies." In the framework, I apprehend its 'application' to use the 

content of learning arithmetic and mathematic as the students' tools, then communicate and express. 

Then, I created the framework of the educational guidance including the concept of "Key Competencies" 

and 'application' and considering 'contexts' and 'connections' that the research of PISA crystallized. 

"Competencies involved" in mathematical literacy of PISA is `Reproduction 
,' `Connections,' and 

'Reflection .' `The study focused on comprehension' educates students' abilities of 'Reproduction' and 

`Connections' 
, and 'the study to train the ability to think, judgment and expressiveness' educates 

students' abilities of 'Reflection.' I develop the framework of the educational guidance educates these 

abilities of the students. 

1. "Key Competencies" in the knowledge-based society 

(1) Achievement 	 in the knowledge-based society 

It is very difficult to define 'the intelligence' that is necessary in this era. At preset, we have 

enormous knowledge and information around us. In addition, the huge amount of knowledge and 

information is renewed day by day. We discover the new idea and the way; therefore, then the 

knowledge and the information used to be correct is getting old and is replaced by the new one. In these 

situations, we are confused and we are wondering which to choose from the huge amount of information 

in front of us. It is surely a 'knowledge-based society', now. In this society, we need to have the abilities
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to collect, choose and decide the knowledge and information to solve our problems by ourselves. This 

`knowledge -based 	 society' was discussed in the Council of Central Education in Japan in January, 2008, 

and 	 it is one of the arguments of 'to bring up the ability to live.' 

This view of achievement on the knowledge-based society is a common view internationally. In 

Organization Economic for Co-operation and Development (OECD), they defined that the necessary 

abilities of children covered in the knowledge-based society is "Key Competency." 

(2) "Key Competency" 	 in OECD 

The project of 'Definition and Selection of Competencies' by OECD that many signatories have 

been attending began in 1997, and the project discusses how to define "Key Competency" as the abilities 

of individual success and contribution for the development of society continuously. In this project, they 

categorized 	 "Key Competency" in the followings; 

Use tools interactively 

A. Use 	 language, symbols and texts interactively 

B. Use 	 knowledge and information interactively 

C. Use 	 technology interactively
 

Interact in heterogeneous
 

Act autonomously (Rychen and Salaganik, 2003)
 

These views of abilities are not only for acquisition of knowledge and also techniques. Knowledge 

and techniques are just as tools to use. 'Interaction' means that we use our knowledge and techniques in 

our communication between people. In other words, 'to use the tools interactively' is to express own 

opinions and use its knowledge and techniques in communication. This is the ability to apply the 

knowledge and techniques in our real world, and I believe it is the necessary ability in the knowledge-

based society. 

(3) Literacy in PISA research and 'Application' 

PISA research has the framework of "Key Competency" so that we can compare it internationally. 

Reading and Mathematical literacy correspond to "A. Use language, symbols and texts interactively",
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and Scientific literacy and the ability of problem solving correspond to "B. Use knowledge and 

information interactively." The definition of Mathematical literacy, Scientific literacy and Reading 

literacy is below; 

Mathematical literacy 

The capacity to identify and understand the role that mathematics plays in the world, make well-founded 

judgments, and use and engage with mathematics in 

ways that meet the needs of one's life as a constructive, concerned and reflective citizen. 

Scientific literacy 

The 	 capacity to use scientific knowledge, identify scientific questions and draw evidence-based 

conclusions, in order to understand and help make decisions about the natural world and the changes 

made 	 to it through human activity. 

Reading literacy 

The 	 capacity to understand, use and reflect on written texts, in order to achieve one's goals, develop 

one's knowledge and potential, and participate in society. (Rychen and Salaganik, 2003) 

In these definitions, we can see that PISA research is making a point of civil kind and social 

participation. In general, PISA research is considered to be measuring 'the abilities to apply one's 

knowledge and techniques for the real life.' We can interpret that 'the abilities to apply one's knowledge 

and techniques in real life' is the abilities to communicate with people by using one's knowledge and 

techniques as one's tools to participate in the society. 

2. The framework of the educational guidance to train "the ability to think, the ability to judge 

and the ability of expressiveness" in Mathematics 

(1) The connections 	 with the view of ability and the view of achievement 

In order to create the framework for the class to train the students in 'the ability to think,' `the 

ability to judge' and 'the ability of expressiveness' in Mathematics, I need to clarify the purpose of the 

class. Therefore, I set the reference view to make the purpose, which is 'The connections between the
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view of ability and the view of achievement.' The two views need to be compatible in order for me to 

consider the connection with "Key Competency" by OECD, the connections between 'the ability to 

think,' `the ability to judge' and 'the ability of expressiveness' and 'the enhancement of the language 

activities' by the Council of the Central Education in Japan, the connections with 'the basic 

improvement principle' in Mathematic by the Council of the Central Education in Japan, and the 

connections with 'the research itself of the view of ability and the view of achievement.' With these four 

connections, I developed the framework for the class in order to train the students in 'the ability to 

think,' `the ability to judge' and 'the ability of expressiveness' in Mathematics. 

In the connections with "Key Competency" by OECD, I used "A. Use language, symbols and 

texts interactively" in " Use tools interactively." 

I also set up the following views as 'the research itself of the view of ability and the view of 

achievement.' 

(a) To use the content of learning in Arithmetic and Mathematic 	as a tool, express 

and communicate 

(b) To understand 	 the mathematical way of thinking is exploited in the world and how it has connections 

with people lives 

(c) To use 'Tacit dimension" 

I set up "(a) To use the content of learning in arithmetic and mathematic as a tool, express and 

communicate" because "Key Competencies" and the PISA research aim to be independent, civil kind 

and social participation. "The basic improvement of principle" in Mathematic by the Council of the 

Central Education in Japan also states that the mathematical way of thinking and expressions is 

`intellectual communication .' 

I provided "(b) To understand the mathematical way of thinking is exploited in the world and 

how it has connections with people lives" in the view of awakening of the learning eagerness of the
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students. In 2003, PISA research pointed out the low learning eagerness of Japanese students toward 

studying Mathematic. In the category of 'present learning and the possibility for own future,' Japanese 

students had the lowest score among the PISA research signatories. I assume that Japanese students do 

not get the meaning of present learning in their foresight. If the students can understand that they can use 

the leaning content in real life and it has connections with people lives, they would realize the meaning 

of what they are learning. I believe this realization will help to lead the students' willingness to study 

eagerly. 

I set up "(c) To use Tacit dimension" on the assumption that the students use their ability beyond 

the logical thinking like drawing the additional line for a diagram to prove. "Tacit dimension" is instinct 

knowledge, physical knowledge, experience knowledge and ability knowledge. 

(2) Study focused on comprehension training 

I need to create the framework of the educational guidance related to "Context and situation" and 

"Competencies involved" by PISA research to train the ability to use knowledge and accomplishment as 

tools, express and communicate. "Competencies involved" in Mathematical literacy by PISA research is 

"Reproduction 
," "Connections" and "Reflection." In "Study focused on comprehension training", I 

expect it to train the ability of "Reproduction" and "Connections." Elementary school students can lead 

the answer by handling numbers and formulas. However, they have difficulties when they try to answer 

the 	 word problems. The students cannot choose the appropriate tools and conditions to solve the word 

problems because they cannot comprehend the structure of the problems before handling numbers and 

formulas. In other words, I can say that we need to teach the comprehension skills in arithmetic. We 

should train the comprehension skills first, and then we teach the ability to think and expressiveness of 

arithmetic. 

(i) 	 The word problems contextual in daily life 

We need to make the word problems to teach and train their comprehension skills in the class. I 

made word problems along Mathematical literacy questions by PISA research and the National 

Achievement Test by Japanese government. The word problems along with Mathematical literacy
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questions by PISA research and the National Achievement Test by Japanese government are consisted 

of relatively long continues texts, and the students are required to solve the questions with 

comprehension skills first. Moreover, I adopted the texts along with "Context and situation" in daily 

life since PISA research measures the ability to use knowledge and skills in real life. In my research, 

enhanced the questions to adopt the texts along the real life since "application" means that the students 

can use "Context and situation" in daily life. Concretely speaking, I created questions which consist of 

the situations that the students actually often have in their real life or could happen in their world; 

otherwise, the students cannot imagine the situations and the necessity to study. I call it "internal 

necessity." If I create the questions which are not relating to the real life, the students would not have 

motivations to study or use mathematic as their tools in their lives to express and communicate. 

I put stories in the texts of the word problems to give them more of realistic situations closer to 

the real life. I considered the students' actual regular lives into the questions. I set up the characters, 

the place, and what the characters do like a story, and then I also developed the conversational texts of 

the word problems. I picked up the topic close to their psychological distance so that the students 

were able to use the ability to turn to practical use the texts in their real life. 

(ii) Development of the texts of word problems including the necessary and unnecessary 

conditions to solve the questions 

"Competencies involved" in mathematical literacy by PISA research is "Reproduction 
," 

"Connections" and "Reflection ." The cognitive level gets higher in the order of precedence: 

"Reproduction 
," "Connections" and "Reflection." The process of comprehensions of the word problems 

is "Reproduction." This is the operation of dividing the information into the categories: what the subject 

is now, what the necessary condition is to solve the problems, and what the unnecessary conditions. To 

make this operation happens in the word problems, I need to put the dummy conditions so that the 

students are able to distinguish which conditions they need to use and which one they do not need to use 

from all conditions in the questions. Then, the students would connect the necessary conditions with the 

formula(s) and lead the answer. This is "Connections." Now, I create the framework of educational
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guidance to train the ability of "Reproduction" and "Connections." 

(iii) 	 The teaching device for encouragement of "Reproduction" and "Connections" 

The students need the "Connections" ability to grasp the texts constitutionally. They need to 

organize the conditions in the texts, consider the elimination of the conditions and prioritize the 

conditions for its needs. If they express with graphics, diagrams and/or model charts, they are able to 

organize the conditions. If they draw four-frame cartoon, they are able to organize the conditions in 

chronological order. By using these means, they are able to see the structure of what conditions 

necessary or unnecessary are, and then they are able to understand what is important and what the points 

are important to support their answers. These operations make it clear to organize the confused ideas. 

(3) Active, cooperative 	 and expressive learning to solve the problems by groups
 

"Competencies involved" in mathematical literacy by PISA research is "Reproduction
 
," 

"Connections" and "Reflection 
." In the item of "Active, cooperative and expressive learning to solve the 

problems," I set this up to train "Reflection" ability. I have already set up the training of "Reflection" 

ability in the comprehension-centered learning above. In the response of the learning, the students are 

required to use what they have already learned before as their tools when they face the new questions in 

"Active 
, cooperative and expressive learning to solve the problems with their group members." The 

students would set up the theme to solve the questions, discuss, communicate and think with their group 

members. Then, they would create their expressions as their achievement of the close inquiry. These 

expressions are both their statements and their presentations. This type of learning is the high cognitive 

level, and it is the "Reflection" in "Competencies involved" by PISA research. The students would train 

their 	 meta-thinking. 

(i) 	 The expressions as their achievement of the cooperative learning 

In the achievement of "Cooperative and expressive learning to solve the problems by groups," I 

rank the students' expressive activities among the framework of the educational guidance. I can assume 

that the ways of the students are like their statements, presentations, poster sessions, panel discussions, 

research learning, quizzes, and newspaper creations. Making the statement is an easy way; however, I
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cannot expect the students' desire to learn because it is the unspectacular work for them. In the 

presentations, the listeners' reaction instantly gets through to the presenters as their feedback; therefore, 

it is easy to rouse the desire to learn of the students. Moreover, they can share the process of thinking 

with each other. 

(ii) 	 The expressiveness as the communication 

If nobody pays attention to the statements or listens to the presentations, it is  very difficult for the 

students to rouse their desire to learn. There should have the listeners/audiences in the expressive 

activities. Consequently, the expressiveness becomes to communicate. In "Active, cooperative and 

expressive learning to solve the problems by groups," the students would use what they have already 

learned to solve the questions as their tools and communicate with their classmates and teachers. This 

communication activity is "expressiveness" in the category of "the ability to think, the ability to judge 

and the ability of expressiveness." In "Reflection" questions, the expression is by the description; 

however, it should rather be communication in the classroom. I decided that I would practice the 

communication scene in the process of "Active, cooperative and expressive learning to solve the 

problems by groups." Through these activities, the students would be able to learn and participate 

proactively and cooperatively. This meets the purpose of "Key Competencies" by OEDC. 

3. The 	 framework of the educational guidance based on "key competencies" and 

the view of "bird's eye" 

(1) The 	 reading structure and "bird's eye/holism" 

I put in the comprehension guidance in the framework of the method of teaching to train "the 

ability to think, the ability to judge and the ability of expressiveness" in arithmetic and mathematic. The 

reading comprehension is the activity of dividing the information into the categories: what the 

requirement is to solve the questions now, what the necessary condition is, and what the unnecessary 

condition is. In the comprehension guidance, it is important for the students to understand the structure 

of the texts in the word problems. Therefore, the students need to read the texts with "bird's eye/holism"
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and the panoramic view. If I suppose that a text in a word problem is  'whole' and a condition(s) to solve 

the problem are 'partial,' it is the "bird's eye/holism" and the panoramic view of reading to understand 

the structure. These views are from the concept of "Holism" that emphasizes the connections between 

`whole' and 'partial 
.' "Holism" means "comprehensive and general" and it is the concept to emphasize 

the connections and balance between whole and partial. This idea is based on the assumption that the 

whole is more than the total sum of the partial. "Key competencies" by OECD is also considered to be 

holism. 

(2) "Active, cooperative and expressive learning to solve the problems by 

Groups" and "Holism" 

Our daily life is certainly active, cooperative and expressive. We face a lot of challenges in our life. 

We have a sense of purpose to overcome the challenges, and then we look for the information and learn 

by mistake. These activities are the learning. Learning is surely the active practice with purpose to 

overcome the challenges. Moreover, we cannot live alone, but we live in the relationship. In other words, 

we need to do the activities with others. Furthermore, our expressive activities are interactive. Our 

expression is consisted of the cycle of the followings: one expresses one's inner side to other(s), the 

other(s) take(s) it in and evaluate, and the evaluation goes back to the one as a feedback, namely our 

expressive activities become communication. In "Active, cooperative and expressive learning to solve 

the problems by groups," we should reflect our real life to the leaning scene. The current learning 

(partial) becomes our real life (whole). I could say it is based on the view of "Holism." I could also say 

that the framework of the educational guidance to train "the ability to think, the ability to judge and the 

ability of expressiveness" in arithmetic and mathematic is based on the view of "Holism." 

4. Actual arithmetic fraction class based on "Key competencies" 

I developed the framework of the educational guidance based on "Key competencies." To verify 

the applicable possibility of my framework of the educational guidance based on "Key competencies," I 

also developed the teaching materials and brought them to the actual classroom setting. Mr. Nobuyuki
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Okajima at  Gyoda-kita Elementary school taught fractions by using the teaching materials I developed. 

The content of learning is the fifth grade fractions in arithmetic. Mr. Oakajima tried to make the 

students use their comprehension skills in arithmetic and tools interactively by using the attendance and 

the box-office revenue for the movie of "Ponyo on the cliff" There are two characteristics in his class. 

The 	 one is that he used the popular animation movie among children as the topic.The fraction question 

was 	 about the attendance and the box-office revenue.He set up the conversations of two in the question 

to 	 make it realistic to real life. The second is that he created "Active, cooperative and expressive 

learning to solve the problems by groups" activity to train the ability to use the fraction question as their 

tools, express and communicate with each other. Mr. Okajima divided the students into 6 groups asked 

each 	 group to create the fraction quizzes and do presentation in the class. This was the unit of 

"Percentage and graph/chart" in the textbook "Arithmetic - fifth grade" by Tokyo Shoseki Co ., Ltd. He 

used 	 eleven hours for this unit, and he added four more hours for the evolutionary learning of the 

students. Mr. Okajima used the homeroom time in the morning and general learning time effectually. 

His 	 evolutionary learning plan was below: 

• 	 Learning to train comprehension skills —Let's solve the questions about of "Ponyo on the 

cliff' (1 hour) 

• 	 Active, cooperative and expressive learning to solve the problems —Let's make the quizzes 

(1 hour) 

• 	 'Active, cooperative and expressive learning to solve the problems —Let's play game of the 

quizzes (2 hours) 

(1) The connections with the view of ability and the view of achievement 

Mr. Okajima's aim for the class was to make connections " Use tools interactively (A. Use 

language, symbols and texts interactively)" and the view of ability and the view of achievement. 

(2) Learning to train the comprehension of the students 
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In the learning to train comprehension skills, Mr. Okajima aimed that the students would be able 

to classify and organize the information that was given, choose the necessary information and lead the 

answer by using what they have already learned in the unit of fraction. He created the word problems 

which were based on the popular animation movie among children and were easy to imagine "situation 

and contexts" in their real life. 

The setting was that Yuuki had watched news on TV and was talking about the content of the 

news to Ayumi. The questions that Mr. Okajima created are the following: 

Yuuki : Ayumi, you went to see the movie "Ponyo on the cliff' by Hayao Miyazaki, 

didn't you?
 

Ayumi: Yes, it was great. I heard that the sales had reached eleven hundred millions yen in only two days.
 

Is it true?
 

Yuuki : Yes! The sales are 73.3% of whole sales of "Howl's moving castle" in 2004.
 

That is a lot of sales generated in 2 days, isn't it? 

Ayumi: I wonder how many people went to see the movie in these two days. 

Yuuki : I also heard that one million one hundred ten thousand people went to 

see "Howl's moving castle" in 2004, and people who went to see "Ponyo on the cliff' was 

76.6% of that numbers. 

Ayumi: Umm, how many people did go to see "Ponyo on the cliff' in the first two 

days? 

Mr. Okajima picked up the question from the conversation between Yuuki and Ayumi, which was 

"Ho 
w many people did go to see the movie "Ponyo on the cliff' in the first two days?" He made the 

students follow the procedures in the chart below to solve the question. 

<Procedure> <Predictable reaction from the students> 

1. 	 What does this question ask you? Numbers of people who went to see "Ponyo on 

the cliff' in the first two days
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2. 	 What is the necessary information to solve 1,110,000 people went to see "Howl's moving 

the question? castle" 

• 	 76 .6% of 1,110,000 people went to see 

"Ponyo on the cliff' in the first two days 

3. 	 What is the unnecessary information to solve • The sales of "Ponyo on the cliff' in the first 

the question? two days were 1,100,000,000 yen 

• 	 The sales of "Howl's moving castle" were 

73.3% of 1,100,000,000 yen 

4. 	 How do you solve the question? • To clarify the original numbers and the 

numbers to compare 

• 	 To think the formula by using the number line 

5. 	 What is the formula? • 1,110,000 x 0.766 = 850,260 

• 	 Approximately 850,000 people 

(3) 	 "Active, cooperative and expressive learning to solve the problems by 

Groups" 

(i) "Active, cooperative and expressive learning to solve the problems by 

groups"
 

Mr. Okajima divided the students into 6 groups and asked each group to create the fraction
 

quizzes 	 and do the presentation in the class. 

He gave the examples to the students so that they could 	 understand the procedure to make quizzes. 

The 	 following chart is his examples. 

<Example question>	 <Answer/choice> 

Q 1. Which was the highest audience rating of	 A. One piece 

animation in a week?	 B. Chibimaruko-chan 

C. Sazae-san 

Sazae-san was the highest audience rating, which 120,000,000 x 0.174 

= was 	 17.4%. 20 ,880,000 people 

Q2. How many Japanese people did actually watch 
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Sazae-san? Japanese population is 120,000,000 

Q3. What is the highest audience rating 

of Sazae-san? 

Mr. Okajima gave the presentation procedure to the students. The students needed to follow the 

procedure when they do their presentations. He made the students actually practice to give the quiz to 

each other. 

1. Introduction 

2. Give the quiz that they made to the audience 

3. Get the answers from the audience 

4. Explain the answer 

5. Tell their opinion about making the quiz 

(ii) Interactive communication among the students in the groups 

I explain how the students interactively communicated each other from the observation of the 6 

groups making the quizzes. 

The students C made a quiz "About 3,840,000 people watch Naruto.' How many percent is it in 

Japan?" The students A made a quiz "The audience rating of `Naruto' in a week was 3.2%. How many 

people in Japan did watch it?" The student D made a quiz "How many people in Gyoda-City do watch 

Naruto'?" After their idea, the student E suggested that they should have discussed to make the quiz 

clear since their quizzes were not easy to understand, and then the group had a discussion. In the result 

of the discussion, the students reached the conclusion that they needed to draw the graph/chart and the 

number lines so that it could be easier to understand. They actually drew the number lines of their 

quizzes and realized that it was much easier to understand where the demand was and how they needed 

to think. From their realizations, I could say that the students could develop their understandings of the 

mathematical literacy. After their realization, the student C said, "We should use the audience rating 

questions because we can see how many people watch the program in our nation and our city, and the
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questions are more familiar to us. The quiz we suppose to make should be a fraction quiz; however, if 

we have comparison in numbers, it should be more interesting." From the student C's idea, we can see 

that the students are using "fraction" study as their tools, and they express themselves and communicate 

with 	 each other. 

(4) The 	 students' feedback after the class and my interpretation of "Key  cornpetencies"
 

The students shared their impressions after the class.
 

• 	 I was surprised at the question because it was long and I never had such a long word 

problem before. At first, I had trouble leading the answer because I did not know how to do 

it. However, I realized that if we choose what we need and what we do not need from the 

information of the question, I can solve any long texts questions by using a formula with 

what I have learned before. (The student I) 

• 	 I did not like arithmetic. I was not interested in the fraction class until we played the quiz 

game. In making the quiz, we tried to think how we can make the audience answer the 

question and which numbers we need to show on the quiz, and we did it. I realized that the 

class of fraction was not that difficult, and I like it now. (The student F) 

• 	 We made a quiz with discussion, and I was surprised at the speed of Doraemon's "Take

copter". To make the audience answer the speed of "Take-copter", we tried to think how 

we can put it into a fraction question, and we compared it to the speed of a moving car. 

After our presentation, the audience was also surprised at the speed of "Take-copter". (The 

student T) 

From 	 these comments, it is sure that the student I learned how to comprehend the question texts. It 

is also certain that the student F and T used "fraction" as their tools, and they expressed themselves and 

communicate with their classmates.
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Abstract 

I developed the framework of the educational guidance based on "key competencies." I created it 

mainly to develop the students' ability of thinking, the judgment, and the expressiveness in arithmetic 

and mathematics. In the framework, I conceived it the 'application' to use the content of arithmetic and 

mathematics as the tools of the students, communicate and express. I also developed another framework 

for the educational guidance that crystallized 'the enhancement of language activities' for arithmetic and 

mathematics. As the framework of the educational guidance, I categorized into these three: "things 

related to views of academic abilities and skills," "the study focused on comprehension," and "the study 

to train the thinking ability, the judgment and the expressiveness." To set up those three frameworks, I 

adopted the idea of "key competencies" and the concepts of "context and situation" and "competencies 

involved" by the research of PISA to my categories. 'Competencies involved' in Mathematical literacy 

by PISA research is `Reproduction,' `Connections' and 'Reflection.' 

The "study focused on comprehension" trains the students' abilities of "reproduction" and 

"connections 
," and the "study to train the thinking ability, the judgment and the expressiveness" trains 

the abilities of "reflection" for the students. 

(Yoshiyuki SHIMODA, National Institute for Educational Policy Research)
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あ と が き

電車の窓か ら青い空が見える。空はあんなに青かっただろ うか。久 しぶ りである。 「や っ

ぱ り日本はいいな」その ときそ う思 った。

私は11月 下旬に仕事でオランダに行った。オ ランダの空は どん より曇 っていたのだ。そ

れ にとても寒い。オ ランダの人たちはこんな雰囲気 のなかで暮 らしてい るのだろ うか。オ

ランダ人の我慢強 さを感 じた。

オ ランダでは子 どもたちや親 が学校を選択する 自由が保障 され ていた。 そのために小 さ

な学校 が点在 していた。 オランダでは、校長が教育方針 を示 し子 どもに教育を行っている

とい う実態があれ ば、公立私立の区別 な く予算 が国か ら配分 され る。学校 も基準 を満 たせ

ば自由に作れ るらしい。学校 の教育内容や教育方法、行事 、教科書 の採択、教員の採用 も

学校独 自で決め られ るのだそ うだ。

私は 「この国の教育の方向性 はどこで作 られ るのです か」 と聞いてみた。文科省 か教育

委員会、大学 とかの答 えが返ってくるか と思っての質問だった。 オランダ人 はこの問いの

意味がよく分か らない よ うだった。怪訝そ うな顔 を していた。

オ ランダでは国家は教育の内容や方法までには介入 しないそ うだ。 国家は予算 を配分す

るだけで、教育はあくまで も学校 とその保護者が作ってい くとい うスタンスをとっている。

こ うした雰囲気 のなかで質の高い教育が継続的に維持 され るのはなぜ だろ うか。それはオ

ランダ社会が培ってきた個人の権利 と責任の意識か らくるのではないだろ うか。

そ ういえば移動で電車を使った ことがある。オ ランダの電車 はあらか じめ販売機で行 き

先 までの切符を買って乗 る。 しか し、駅に改札がないのだ。 これでは切符 を買わなくて も

乗れ るのではないか。実際はオ ランダの電車は時々車掌が回ってきて切符をチェ ックす る。

そのとき切符がない と多額の料金 を請求 され るそ うだ。 こ うしたことができるのはオ ラン

ダが成熟 した社会で あるか らではないだろ うか。個人 の権利 の保障、それ に伴 う自己責任

が社会のなかで醸成 されている。 日本 もいつかオ ランダのよ うになれ ばいい と思った。

でも私 は 日本 がいい。 オランダに滞在中一番私を喜 ば したのは、アムステル ダムで食べ

たエ ビワンタンである。 あの ときのエ ビワンタンは うまかった。その とき文化 の違い を思

った。これはなかなか難 しい問題である。家 に帰 る電車の窓か ら遠 い青い空 を眺めていた。

この雰囲気、時間の流れ、私 は 日本が好きだ。

この研 究は、 「キー ・コンピテ ンシー に基づ く学習指導法のモデル開発 に関す る研究」で

ある。 この研究 を行 うにあたってた くさんの人の ご協力 を得 ることができま した。校長 ・

教頭 をは じめ学校 の教師、教育委員会や教育総合セ ンターの指導主事、大学教授 、教育関

係者 、日覧学会、日本教育新聞財団のみなさん、この場を借 りてあつ く感謝 申 しあげます。

（国立教育政策研究所　 下田　好行）
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長谷川榮　 （第 １部）第 １章第 ４節

吉田 武男　 （第 １部）第 ７章第 ２節

黒澤 浩　　 （第 １部）第 ４章第 ２節

神谷 為義　 （第 ２部）第 ４章第 ５節

百瀬 光－　 （第 ２部）第 ２章第 ３節、第 ５章第 ４節、 （第 ３部）第 ２章第 ５節

永房 典之　 （第 １部）第 １章第 ５節

赤池 幹　 （第 １部）第 ７章第 ３節

青木 照明　 （第 ３部）第 ２章第 ４節

岸 正博　　 （第 ３部）第 ２章第 ３節

中村 幸一　 （第 ２部）第 ３章第 １節

浅木 麻人　 （第 １部）第 ３章第 ２節

関口 修司　 （第 １部）第 ７章第 ５節

岡島 伸行　 （第 ２部）第 ２章第 １節、第 ５章第 ６節、 （第 ４部）第 ３章第 ３節

熊木 徹　 （第 ２部）第 ５章第 １節

石井 雅江　 （第 ２部）第 ２章第 ６節

薦 田 敏　 （第 ２部）第 ６章第 ２節

依 田 哲夫　 （第 １部）第 ３章第 ４節、 （第 ２部）第 ６章第 １節

梅 田比奈子　 （第 １部）第 ７章第 ４節

野 口 千津子　 （第 ２部）第 ３章第 ２節

池 田 孝司　 （第 ３部）第 ２章第 ２節
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藤 田 利江　 （第 １部）第 ４章第 ３節

羽賀 絹恵　 （第 １部）第 ８章第 １節

庭野 優子　 （第 １部）第 ８章第 ４節

長谷川純子　 （第1部 ）第 ５章第 １節、 （第 ２部）第 ２章第 ２節、 （第 ３部）第 １章第

２節

松波 徳美　 （第 １部）第 ５章第 ２節

山 口 貴久　 （第 １部） 第 ５章第 ３節 、 （第 ２部 ） 第 ５章第 ５節 、 （第 ３部 ） 第 １章 第

４節

前田 善仁　 （第 １部）第 ５章第 ４節、 （第 ２部）第 ５章第 ２節

安倍 武雄　 （第 １部）第 ５章第 ５節

叶地 千秋　 （第 １部）第 ５章第 ６節

蜂須賀美菜　 （第 １部）第 ５章第 ７節

塚越奈津江　 （第 １部）第 ５章第 ８節

浅見 幸世　 （第 １部）第 ５章第 ９節

武藤 和彦　 （第 １部）第 ８章第 ３節

亀谷 裕信　 （第 １部）第 ８章第 ２節

松井 敏　 （第 １部）第 ８章第 ５節

板垣 圭一　 （第 １部）第 ８章第 ６節

中村 都　 （第 １部）第 ８章第 ７節

深沢 恵子　 （第 １部）第 ８章第 ８節

菊池 健一　 （第 １部）第 ８章第 ９節

鈴木 裕二　 （第 １部）第 ８章第10節

富田 陽一　 （第 ２部）第 ２章第 ４節

寳迫 芳人　 （第 ２部）第 ２章第 ５節

森 洋子　 （第 ２部）第 ２章第 ７節

志 田 隆之　 （第 ２部）第 ３章第 ４節

近藤 裕　 （第 ２部）第 ５章第 ３節

小池 信晃　 （第 ２部）第 ５章第 ７節

梯　 直人　 （第 ３部）第 ２章第 １節

金谷佳奈子　 （第 １部）第 ６章第 １節

佐藤 康　 （第 １部）第 ６章第 ２節

宮前 嘉則　 （第 １部）第 ６章第 ３節、 （第 ３部）第 １章第 ３節

河 太久哉　 （第 １部）第 ９章第 １節

小島 英明　 （第 １部）第 ９章第 ２節

松橋美智子　 （第 １部）第 ９章第 ３節
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久保 田聡子　

松井 初美　

吉岡 武志　

我妻 英 司　

中山美由紀　

（第 １部）第 ９章第 ４節

（第 １部）第 ９章第 ５節

（第 ２部）第 ３章第 ３節

（第 １部）第 ３章第 ５節

（第 １部）第 ４章第 ４節

佐 藤

落合

史緒　

一浩　

（第 ４部 ） 第 １章第 １・２・３節

（第 １部）第 ３章第 ３節
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